


　
　
　
　
　
　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
Ⅸ
発
刊
に
あ
た
っ
て
」

（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
で
は
、
そ
の
前
身
の
（
社
）
九
州
建
設
弘
済
会
の
時
代
か
ら
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
土
木
遺
産
の
発
掘
調
査
の
取
組

を
始
め
、
九
州
地
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
土
木
施
設
を
対
象
に
と
り
ま
と
め
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
土
木
遺
産
含
む
数
々
の
土
木
施
設
の
建
設
に
長
年
に
わ
た
り
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
取
組
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」

と
し
て
、
第
八
巻
ま
で
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
九
巻
「
原
点
か
ら
」
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
自
然
災
害
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
土
木
技
術
の
伝
播
と
い
う
三
つ
の
切
り
口
か
ら
捉
え
る
と
と
も

に
携
わ
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
達
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
原
点
Ⅰ
で
は
、
先
の
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
か
ら
学
ぶ
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
を
、
原
点
Ⅱ
で
は
、
九
州
の
中
枢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
五

つ
の
動
脈
が
果
た
す
役
割
を
、
さ
ら
に
原
点
Ⅲ
で
は
、
近
代
か
ら
古
代
官
道
に
至
る
道
づ
く
り
の
系
譜
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
巻
末
に
は
九
州
が
た
ど
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
談
義
し
た
座
談
会
（
平
成
二
十
八
年
開
催
）
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
初

刊
か
ら
ご
尽
力
戴
い
た
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
九
州
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
全
国
の
趨
勢
に
照
ら
し
な
が
ら
振
り
返
り
、
次
代
に
繋

ぐ
貴
重
な
知
見
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
新
土
木
遺
産
と
し
て
平
成
二
十
三
年
か
ら
編
集
を
続
け
て
き
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
は
、
各
巻
ご
と
に
読
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
時
に

は
ア
ー
カ
イ
ブ
的
な
技
術
資
料
と
し
て
、
ま
た
は
語
り
継
ぐ
困
難
工
事
へ
の
技
術
者
の
熱
き
闘
い
の
物
語
と
し
て
、
そ
の
貢
献
度
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
国
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
を
認
識
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
活
躍
す
る
若
手
技
術
者
の
機
運

向
上
と
啓
発
活
動
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
を
祈
念
し
て
最
終
巻
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）　
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長
　
田
中
　
慎
一
郎
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－ 2 －

　
平
成
30
年
を
象
徴
す
る
一
文
字
、京
都
・

清
水
寺
で
大
書
さ
れ
た
漢
字
は
「
災
」
で

あ
っ
た
。「
巛
」
は
川
を
表
し
、
水
害
を
、

火
は
大
火
災
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
福
岡
市
（
九
州
大
学
）
で
開
か
れ
た
平

成
29
年
日
本
土
木
学
会
・
全
体
討
論
会
の

主
テ
ー
マ
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
地
域
社

会
（
土
木
と
公
共
）
に
絞
ら
れ
た
。
社
会

と
人
々
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の

か
、
社
会
資
本
と
し
て
の
土
木
事
業
を
改

め
て
土
木
人
自
ら
問
い
詰
め
て
み
よ
う
と

し
た
討
論
で
あ
っ
た
。

○
相
次
い
だ
「
弱
者
地
域
」
の
自
然
災
害

　
九
州
で
は
こ
の
数
年
間
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
巡
る
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
東

九
州
道
・
北
九
州
〜
宮
崎
両
市
間
の
開
通

と
地
震
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
の

来
襲
で
あ
る
。
待
望
の
東
九
州
道
の
開
通

祝
賀
式
（
平
成
28
年
４
月
）
は
、
熊
本
地

震
復
旧
作
業
の
た
め
に
中
止
さ
れ
た
。
平

成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
、
同
28
年
は
熊
本

地
震
、
翌
29
年
は
九
州
北
部
豪
雨
と
台
風

の
被
害
が
続
い
た
。
道
路
や
橋
が
破
壊
さ

れ
、
河
川
が
氾
濫
、
山
が
崩
れ
、
地
域
に

深
い
爪
痕
を
残
し
、犠
牲
者
も
多
か
っ
た
。

ど
の
災
害
も
傷
跡
は
大
き
く
、
癒
え
る
間

も
な
い
時
期
だ
っ
た
だ
け
に
、
学
会
に
も

緊
張
感
が
張
り
つ
め
て
い
た
。

　
熊
本
、
大
分
、
福
岡
各
県
被
災
地
の
本

格
復
旧
は
こ
れ
か
ら
だ
。
な
か
で
も
地
震

に
よ
る
熊
本
県
南
阿
蘇
村
、
豪
雨
の
福
岡

県
朝
倉
市
、
東
峰
村
な
ど
、
過
疎
化
、
高

齢
化
が
進
み
防
災
力
の
弱
い
中
山
間
の
地

域
が
地
震
と
豪
雨
で
深
刻
な
打
撃
を
受
け

た
。

○
求
め
ら
れ
る
国
土
危
機
管
理
の
強
化

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
襲
わ

れ
た
東
峰
村
。
人
口
２
２
０
０
人
余
の
小

さ
な
村
だ
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

の
一
つ
。
釈
迦
岳
（
８
４
４
ｍ
）
の
麓

に
、
青
々
と
し
た
「
竹
棚
田
」
が
広
が
っ

て
い
た
。
日
本
の
棚
田
１
０
０
選
に
も
選

ば
れ
、
清
い
湧
水
地
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
る
。
同
村
の
竹
、
岩
屋
、
栗
松
の
３

集
落
は
、
す
で
に
高
齢
化
率
60
％
を
超
え

て
い
る
。
渋
谷
博
昭
村
長
は
７
０
０
㎜
を

越
え
る
猛
烈
な
雨
が
記
録
さ
れ
避
難
勧
告

は
出
し
た
も
の
の
「
避
難
指
示
」
は
出
せ

な
か
っ
た
。
老
人
が
家
を
１
歩
出
る
と
坂

道
を
流
れ
下
る
洪
水
と
土
砂
、
流
木
に
巻

き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
逃
げ
よ
う

に
も
逃
げ
ら
れ
な
い
の
が
実
情
だ
っ
た
。

　
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
事
前
の
避
難

対
策
や
勧
告
、
指
示
は
自
治
体
の
長
の
権

限
で
あ
り
、
責
任
と
な
っ
て
い
る
。
雲
仙

普
賢
岳
の
爆
発
噴
火
の
時
、
火
砕
流
、
土

石
流
の
危
険
か
ら
鐘
ヶ
江
市
長
（
当
時
）

は
強
制
的
に
住
民
避
難
さ
せ
、
立
ち
入
り

禁
止
に
す
る
警
戒
区
域
設
定
に
悩
み
に
悩

ん
だ
。
長
崎
県
な
ど
に
迫
ら
れ
て
会
議
の

部
屋
か
ら
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
ま
で
追

い
詰
め
ら
れ
た
、と
ご
本
人
か
ら
聞
い
た
。

警
戒
区
域
設
定
は
住
民
に
生
活
、
財
産
な

ど
す
べ
て
の
放
棄
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
か
ら
だ
。

　
今
回
の
豪
雨
被
害
の
復
旧
に
つ
い
て

も
、
小
自
治
体
で
は
、
到
底
、
力
及
ば
な

い
。
朝
倉
市
・
赤
水
川
だ
け
で
な
く
、
他

の
河
川
に
つ
い
て
も
国
の
出
動
を
求
め
て

い
る
。国
は
被
災
自
治
体
へ
の
情
報
提
供
、

初
動
の
復
旧
を
行
う
の
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
小
さ
な
自
治
体
に
は
、
提
供
さ
れ

た
情
報
を
的
確
に
判
断
、
対
応
で
き
る
土

木
技
術
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が
現
状

だ
。
災
害
避
難
、
復
旧
共
に
自
治
体
の
力

量
を
越
え
て
い
る
。
災
害
対
応
は
、
米
国

で
常
に
大
統
領
の
対
応
が
厳
し
く
問
わ
れ

る
よ
う
に
、
国
土
保
全
と
そ
の
危
機
管
理

は
国
の
責
任
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
「
線
状
降
水
帯
」
に
よ
る
連
打

　
中
山
間
地
は
日
本
社
会
の「
弱
者
地
域
」

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
災
害
も
集
中
的
、
局

所
的
、
複
合
的
で
、
連
続
し
て
被
災
し
た
。

熊
本
地
震
で
は
震
度
７
ク
ラ
ス
の
前
震
と

本
震
が
続
き
、
さ
ら
に
豪
雨
に
よ
る
土
石

流
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
、
阿
蘇
山
の
爆

発
も
連
動
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
が

広
が
っ
た
。
平
成
21
年
、
24
年
に
続
く
平

成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
福
岡
県
朝
倉

市
、
大
分
県
日
田
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の

同
一
個
所
が
、
洪
水
と
土
石
流
、
流
木
の

連
続
打
撃
を
受
け
た
。

　
確
か
に
地
球
規
模
の
異
常
気
象
も
あ
る

だ
ろ
う
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら
使
用
さ
れ
て

き
た
と
言
う
気
象
用
語
「
線
状
降
水
帯
」

が
最
近
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
積
乱

雲
が
次
か
ら
次
に
発
生
、
同
一
線
上
を
通

過
し
て
局
所
的
に
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
も
な
い
記
録
的
豪
雨
」
が
襲
う

の
で
あ
る
。

　
東
峰
村
の
渋
谷
村
長
は
、
村
を
襲
っ
た

洪
水
、
土
石
、
流
木
の
原
因
は
「
山
が
死

ん
だ
」
か
ら
だ
と
断
言
す
る
。
間
伐
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
山
に
は
陽
が
入
ら
ず
、
背

は
高
い
が
や
せ
た
人
工
林
の
地
表
は
草
も

雑
木
も
生
え
な
い
。表
土
が
流
れ
や
す
く
、

ひ
弱
に
な
っ
た
た
め
だ
と
。
中
山
間
地
で

は
ど
こ
も
抱
え
る
事
情
は
同
じ
。
砂
防
ダ

ム
や
治
水
ダ
ム
だ
け
で
な
く
手
入
れ
さ
れ

た
「
緑
の
ダ
ム
」
山
林
も
ま
た
、
村
の
防

災
イ
ン
フ
ラ
な
の
だ
。

○
原
点
「
除
災
招
福
」
を
問
い
直
す

　
古
来
、
人
々
は
自
然
を
敬
い
、
山
や
巨

石
、
樹
木
を
神
と
し
て
、
祈
願
、
祈
祷
の

時
「
除
災
招
福
」
と
唱
え
て
き
た
。
社
会

イ
ン
フ
ラ
、
な
か
で
も
道
路
、
河
川
、
ダ

ム
、
砂
防
な
ど
の
公
共
事
業
の
役
割
と
目

「
除
災
招
福
」
―
　
　
　
　
　
　
　
　

「
除
災
招
福
」
―
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
原
点
を
問
う

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
原
点
を
問
う

は
じ
め
に
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的
は
そ
の
除
災
招
福
あ
る
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
「
地
域
と
暮
ら
し
を

守
る
」、
除
災
、
招
福
の
役
割
を
持
つ
。

治
山
治
水
の
た
め
の
ダ
ム
の
建
設
、
河
川

改
修
事
業
な
ど
は
、
戦
後
70
年
を
超
え
大

き
く
進
ん
だ
。
連
続
豪
雨
に
も
筑
後
川
本

川
は
「
無
傷
」
で
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
28

年
豪
雨
以
来
、
下
筌
ダ
ム
建
設
を
め
ぐ
る

「
蜂
の
巣
城
」
紛
争
や
、
上
流
で
生
涯
か

け
て
雨
量
の
計
測
を
24
時
間
続
け
、
洪
水

予
報
を
行
っ
た
上
野
巳
熊
さ
ん
の
執
念
の

仕
事
ま
で
、
様
々
な
葛
藤
や
地
道
な
努
力

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
今
日
が
あ
る
。

　
一
級
河
川
で
「
暴
れ
筑
紫
次
郎
」
と
呼

ば
れ
た
筑
後
川
本
流
域
は
ダ
ム
や
河
川
改

修
が
進
み
、
九
州
北
部
降
雨
で
は
ほ
と
ん

ど
無
傷
だ
っ
た
が
、
そ
の
盲
点
を
突
く
よ

う
に
、
平
成
24
年
豪
雨
で
は
矢
部
川
流
域

を
は
じ
め
、
星
野
村
等
支
流
域
、
う
き
は

市
な
ど
筑
後
川
左
岸
地
域
、
支
流
の
山
間

地
域
が
狙
い
撃
ち
さ
れ
る
よ
う
に
連
打
さ

れ
た
。
同
29
年
豪
雨
は
筑
後
川
右
岸
の
山

間
を
流
れ
る
赤
谷
川
な
ど
20
余
の
小
河
川

が
氾
濫
、
洪
水
、
流
木
と
土
石
が
朝
倉
市
、

東
峰
村
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
を
奪
っ
た
。

　
し
か
し
、
寺
内
ダ
ム
（
佐
田
川
）
と
隣

の
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
下
流
の
旧
甘

木
市
域
は
99
％
の
洪
水
が
止
め
ら
れ
、
大

き
な
ダ
ム
効
果
が
生
ま
れ
た
。
被
害
地
域

の
一
方
で
、
守
り
の
イ
ン
フ
ラ
の
存
在
感

も
印
象
付
け
た
。

○
新
国
富
指
標
を
深
め
る

　
九
州
の
高
速
道
路
整
備
は
大
き
く
進
ん

だ
。
待
望
の
東
九
州
道
が
北
九
州
市
か
ら

宮
崎
市
ま
で
延
伸
、九
州
の
県
庁
所
在
地
、

拠
点
都
市
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
、
九
州

の
新
骨
格
と
な
る
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

完
成
し
た
。
太
い
パ
イ
プ
の
都
市
間
交
流

が
進
み
、「
九
州
は
一
つ
一
つ
」
と
揶
揄

さ
れ
た
時
代
は
去
り
、
社
会
経
済
的
に
一

体
化
が
進
み
、
九
州
の
競
争
力
も
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
だ
ろ
う
。

　
学
会
で
特
別
講
演
し
た
麻
生
泰
・
九
州

経
済
連
合
会
会
長
は
「
九
州
か
ら
日
本
を

動
か
す
」
と
意
気
込
ん
だ
演
題
で
、
軒
昂

だ
っ
た
。
主
要
都
市
を
結
び
、
九
州
を
一

周
す
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成

は
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
社
会
に
と
っ
て
、

ま
た
県
庁
所
在
地
な
ど
都
市
群
に
と
っ

て
、
画
期
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
そ
の
骨

格
の
完
成
形
の
実
現
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
骨
格
」
の
完
成
形
で
は
あ
っ
て
も
、
完

全
形
で
は
な
い
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
費

用
対
便
益
で
評
価
さ
れ
る
。
高
速
道
路
の

場
合
、
時
間
距
離
の
短
縮
、
燃
費
、
事
故

の
減
少
な
ど
、
目
に
見
え
や
す
い
も
の
が

便
益
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
評
価
分
析
方
法
に
よ
っ
て
、「
不
採
算

路
線
」
と
さ
れ
て
き
た
多
く
の
地
域
が
あ

る
。

　
山
間
地
域
、
離
島
半
島
地
域
は
急
激
な

過
疎
化
、
老
齢
化
が
進
み
、「
地
方
消
滅
」

あ
る
い
は
「
限
界
集
落
」
と
い
っ
た
、
冷

酷
な
言
葉
が
専
門
家
の
間
で
流
行
語
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
。激
し
い
人
口
流
失
、

高
齢
化
、そ
れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
衰
弱
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
、
今
も
進
行

す
る
「
地
域
の
衰
退
」
の
深
刻
さ
を
表
現

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
事
態
を
正
確
に

表
現
し
て
い
る
と
し
て
も
、
血
も
涙
も
な

い
用
語
の
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
。

　
土
木
学
会
全
体
討
論
会
の
中
で
「
新
国

富
」
の
考
え
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
よ
る
現
在
の

直
接
的
な
交
通
便
益
だ
け
で
な
く
、健
康
、

教
育
、
地
域
活
性
化
な
ど
地
域
の
生
活
者

の
視
点
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
価
値
を
新
た

な
指
標
と
す
る
取
り
組
み
で
人
的
資
本
、

社
会
資
本
（
イ
ン
フ
ラ
）、自
然
資
本
（
環

境
）
の
総
合

的
な
評
価
で

あ
る
。

　「
除
災
招
福
」
の
指
標
が
期
待
さ

れ
る
の
は
、
過
疎
、
高
齢
化
、
し
か

も
災
害
が
多
発
す
る
離
島
半
島
地
域

や
九
州
中
央
山
岳
部
。
そ
こ
を
横
断

す
る
自
動
車
道
「
九
州
５
道
」
の
建

設
が
今
、
進
ん
で
い
る
。
西
九
州
道
、

南
九
州
西
回
り
道
、
九
州
を
横
断
す

る
中
九
州
道
、
九
州
中
央
道
、
そ
し

て
大
隅
半
島
へ
の
東
九
州
道
の
延
伸

で
あ
る
。
有
明
沿
岸
道
路
を
加
え
て

も
良
い
。
い
ず
れ
も
新
直
轄
方
式
で

進
め
ら
れ
「
無
駄
な
公
共
投
資
」
な

ど
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
半

島
、
中
山
間
地
方
の
公
共
事
業
で
あ

る
。

　
整
備
を
行
う
上
で
険
し
い
山
岳
な

ど
地
形
的
、
地
質
的
に
も
地
す
べ
り

や
火
山
堆
積
土
壌
な
ど
、
技
術
的
難

問
が
多
く
、
高
コ
ス
ト
の
事
業
で
あ
る
こ

と
も
意
味
す
る
。
東
九
州
道
の
宮
崎
か
ら

の
延
伸
で
、
日
南
層
群
に
直
面
し
た
芳
ノ

元
ト
ン
ネ
ル
は
、
地
滑
り
や
崩
壊
に
直
面

し
て
ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
増

額
さ
れ
た
建
設
費
に
批
判
が
一
部
起
き

た
。
し
か
し
北
松
地
す
べ
り
地
帯
を
走
る

西
九
州
道
と
同
様
に
「（
工
事
を
）
や
っ

て
見
な
け
れ
ば
、
分
か
ら
な
い
」
特
殊
な

地
質
、
地
形
状
況
が
あ
る
の
も
、
又
現
実

だ
ろ
う
。

　
中
山
間
地
、
小
地
方
都
市
は
、
常
に
災

害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
除
災
」
の
力

も
衰
え
て
い
る
。
西
九
州
道
は
北
松
地
す

べ
り
地
帯
、
２
本
の
横
断
道
は
阿
蘇
な
ど

火
山
堆
積
土
壌
・
地
盤
、
南
九
州
で
は
シ人家を襲った流木（右が大分道）福岡県・朝倉市、平成29年7月

地
域
再
生
へ
の
道
、「
九
州
５
道
」

地
域
再
生
へ
の
道
、「
九
州
５
道
」
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的
は
そ
の
除
災
招
福
あ
る
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
「
地
域
と
暮
ら
し
を

守
る
」、
除
災
、
招
福
の
役
割
を
持
つ
。

治
山
治
水
の
た
め
の
ダ
ム
の
建
設
、
河
川

改
修
事
業
な
ど
は
、
戦
後
70
年
を
超
え
大

き
く
進
ん
だ
。
連
続
豪
雨
に
も
筑
後
川
本

川
は
「
無
傷
」
で
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
28

年
豪
雨
以
来
、
下
筌
ダ
ム
建
設
を
め
ぐ
る

「
蜂
の
巣
城
」
紛
争
や
、
上
流
で
生
涯
か

け
て
雨
量
の
計
測
を
24
時
間
続
け
、
洪
水

予
報
を
行
っ
た
上
野
巳
熊
さ
ん
の
執
念
の

仕
事
ま
で
、
様
々
な
葛
藤
や
地
道
な
努
力

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
今
日
が
あ
る
。

　
一
級
河
川
で
「
暴
れ
筑
紫
次
郎
」
と
呼

ば
れ
た
筑
後
川
本
流
域
は
ダ
ム
や
河
川
改

修
が
進
み
、
九
州
北
部
降
雨
で
は
ほ
と
ん

ど
無
傷
だ
っ
た
が
、
そ
の
盲
点
を
突
く
よ

う
に
、
平
成
24
年
豪
雨
で
は
矢
部
川
流
域

を
は
じ
め
、
星
野
村
等
支
流
域
、
う
き
は

市
な
ど
筑
後
川
左
岸
地
域
、
支
流
の
山
間

地
域
が
狙
い
撃
ち
さ
れ
る
よ
う
に
連
打
さ

れ
た
。
同
29
年
豪
雨
は
筑
後
川
右
岸
の
山

間
を
流
れ
る
赤
谷
川
な
ど
20
余
の
小
河
川

が
氾
濫
、
洪
水
、
流
木
と
土
石
が
朝
倉
市
、

東
峰
村
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
を
奪
っ
た
。

　
し
か
し
、
寺
内
ダ
ム
（
佐
田
川
）
と
隣

の
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
下
流
の
旧
甘

木
市
域
は
99
％
の
洪
水
が
止
め
ら
れ
、
大

き
な
ダ
ム
効
果
が
生
ま
れ
た
。
被
害
地
域

の
一
方
で
、
守
り
の
イ
ン
フ
ラ
の
存
在
感

も
印
象
付
け
た
。

○
新
国
富
指
標
を
深
め
る

　
九
州
の
高
速
道
路
整
備
は
大
き
く
進
ん

だ
。
待
望
の
東
九
州
道
が
北
九
州
市
か
ら

宮
崎
市
ま
で
延
伸
、九
州
の
県
庁
所
在
地
、

拠
点
都
市
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
、
九
州

の
新
骨
格
と
な
る
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

完
成
し
た
。
太
い
パ
イ
プ
の
都
市
間
交
流

が
進
み
、「
九
州
は
一
つ
一
つ
」
と
揶
揄

さ
れ
た
時
代
は
去
り
、
社
会
経
済
的
に
一

体
化
が
進
み
、
九
州
の
競
争
力
も
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
だ
ろ
う
。

　
学
会
で
特
別
講
演
し
た
麻
生
泰
・
九
州

経
済
連
合
会
会
長
は
「
九
州
か
ら
日
本
を

動
か
す
」
と
意
気
込
ん
だ
演
題
で
、
軒
昂

だ
っ
た
。
主
要
都
市
を
結
び
、
九
州
を
一

周
す
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成

は
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
社
会
に
と
っ
て
、

ま
た
県
庁
所
在
地
な
ど
都
市
群
に
と
っ

て
、
画
期
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
そ
の
骨

格
の
完
成
形
の
実
現
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
骨
格
」
の
完
成
形
で
は
あ
っ
て
も
、
完

全
形
で
は
な
い
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
費

用
対
便
益
で
評
価
さ
れ
る
。
高
速
道
路
の

場
合
、
時
間
距
離
の
短
縮
、
燃
費
、
事
故

の
減
少
な
ど
、
目
に
見
え
や
す
い
も
の
が

便
益
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
評
価
分
析
方
法
に
よ
っ
て
、「
不
採
算

路
線
」
と
さ
れ
て
き
た
多
く
の
地
域
が
あ

る
。

　
山
間
地
域
、
離
島
半
島
地
域
は
急
激
な

過
疎
化
、
老
齢
化
が
進
み
、「
地
方
消
滅
」

あ
る
い
は
「
限
界
集
落
」
と
い
っ
た
、
冷

酷
な
言
葉
が
専
門
家
の
間
で
流
行
語
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
。激
し
い
人
口
流
失
、

高
齢
化
、そ
れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
衰
弱
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
、
今
も
進
行

す
る
「
地
域
の
衰
退
」
の
深
刻
さ
を
表
現

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
事
態
を
正
確
に

表
現
し
て
い
る
と
し
て
も
、
血
も
涙
も
な

い
用
語
の
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
。

　
土
木
学
会
全
体
討
論
会
の
中
で
「
新
国

富
」
の
考
え
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
よ
る
現
在
の

直
接
的
な
交
通
便
益
だ
け
で
な
く
、健
康
、

教
育
、
地
域
活
性
化
な
ど
地
域
の
生
活
者

の
視
点
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
価
値
を
新
た

な
指
標
と
す
る
取
り
組
み
で
人
的
資
本
、

社
会
資
本
（
イ
ン
フ
ラ
）、自
然
資
本
（
環

境
）
の
総
合

的
な
評
価
で

あ
る
。

　「
除
災
招
福
」
の
指
標
が
期
待
さ

れ
る
の
は
、
過
疎
、
高
齢
化
、
し
か

も
災
害
が
多
発
す
る
離
島
半
島
地
域

や
九
州
中
央
山
岳
部
。
そ
こ
を
横
断

す
る
自
動
車
道
「
九
州
５
道
」
の
建

設
が
今
、
進
ん
で
い
る
。
西
九
州
道
、

南
九
州
西
回
り
道
、
九
州
を
横
断
す

る
中
九
州
道
、
九
州
中
央
道
、
そ
し

て
大
隅
半
島
へ
の
東
九
州
道
の
延
伸

で
あ
る
。
有
明
沿
岸
道
路
を
加
え
て

も
良
い
。
い
ず
れ
も
新
直
轄
方
式
で

進
め
ら
れ
「
無
駄
な
公
共
投
資
」
な

ど
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
半

島
、
中
山
間
地
方
の
公
共
事
業
で
あ

る
。

　
整
備
を
行
う
上
で
険
し
い
山
岳
な

ど
地
形
的
、
地
質
的
に
も
地
す
べ
り

や
火
山
堆
積
土
壌
な
ど
、
技
術
的
難

問
が
多
く
、
高
コ
ス
ト
の
事
業
で
あ
る
こ

と
も
意
味
す
る
。
東
九
州
道
の
宮
崎
か
ら

の
延
伸
で
、
日
南
層
群
に
直
面
し
た
芳
ノ

元
ト
ン
ネ
ル
は
、
地
滑
り
や
崩
壊
に
直
面

し
て
ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
増

額
さ
れ
た
建
設
費
に
批
判
が
一
部
起
き

た
。
し
か
し
北
松
地
す
べ
り
地
帯
を
走
る

西
九
州
道
と
同
様
に
「（
工
事
を
）
や
っ

て
見
な
け
れ
ば
、
分
か
ら
な
い
」
特
殊
な

地
質
、
地
形
状
況
が
あ
る
の
も
、
又
現
実

だ
ろ
う
。

　
中
山
間
地
、
小
地
方
都
市
は
、
常
に
災

害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
除
災
」
の
力

も
衰
え
て
い
る
。
西
九
州
道
は
北
松
地
す

べ
り
地
帯
、
２
本
の
横
断
道
は
阿
蘇
な
ど

火
山
堆
積
土
壌
・
地
盤
、
南
九
州
で
は
シ人家を襲った流木（右が大分道）福岡県・朝倉市、平成29年7月

地
域
再
生
へ
の
道
、「
九
州
５
道
」

地
域
再
生
へ
の
道
、「
九
州
５
道
」
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ラ
ス
土
壌
が
お
お
い
、
豪
雨
に
弱
い
。
日

南
層
群
も
立
ち
は
だ
か
る
。
完
成
す
れ
ば

災
害
に
強
い
自
動
車
道
で
は
あ
る
が
、
国

の
直
轄
工
事
は
姿
が
見
え
に
く
か
っ
た
。

「
新
直
轄
方
式
」で
建
設
中
の「
九
州
５
道
」

の
よ
う
に
、
よ
う
や
く
「
不
採
算
地
域
の

高
規
格
道
路
」
に
活
路
が
開
け
た
。

　「
九
州
５
道
」
建
設
の
現
場
を
訪
ね
る

と
、
ど
こ
も
地
す
べ
り
、
火
山
堆
積
土
壌

な
ど
の
特
殊
土
壌
、
脆
弱
地
盤
に
よ
っ
て

建
設
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
完
成
し
て

も
、大
き
な
ノ
リ
面
が
崩
れ
る（
西
九
州
道
）

な
ど
、
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。
建
設
も

維
持
も
容
易
な
自
動
車
道
で
は
な
い
。

○
新
国
富
指
標
の
論
議

　
南
九
州
西
回
り
道
は
三
太
郎
峠
の
難
関

を
突
き
破
っ
て
八
代
か
ら
水
俣
へ
さ
ら
に

薩
摩
川
内
市
へ
向
か
う
。
水
俣
市
は
か
つ

て
チ
ッ
ソ
最
盛
期
に
は
５
万
人
を
超
え
た

人
口
が
半
分
に
減
少
。
同
市
は
「
新
国
富

指
標
」
を
導
入
し
て
「
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア
」
を
開
設
、
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
市
の
公
共
事
業
へ
新
し
い
視
点
を
取

り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
中
九
州
道
、
九
州
中
央
道
が
走
る
九
州

山
間
部
や
、
大
隅
半
島
、
北
松
浦
半
島
な

ど
離
島
半
島
地
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
的
な
高
速

循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
畜
産
や
魚
な
ど
農

水
産
地
場
産
業
の
関
東
関
西
の
大
市
場
ア

ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
、
産
地
間
の
地
域
連

携
、
そ
し
て
地
域
再
生
の
主
軸
と
な
る
。

九
州
５
道
の
完
成
時
期
は
財
政
難
も
あ
っ

て
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
順
次
、

完
成
路
線
が
供
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
衰
弱
し
つ
つ
あ
る
沿
線
地
域
の
活
性

化
を
確
実
に
実
現
す
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
九
州
全
体
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に

直
結
す
る
。

○
オ
ラ
ン
ダ
と
の
大
差

20
年
前
、
九
州
は
オ
ラ
ン
ダ
と
人
口
、

面
積
、
経
済
規
模
は
同
じ
で
あ
る
こ
と

を
誇
っ
た
。
し
か
し
２
０
１
６
年
の
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
九
州
の
１
・
６
倍

（
２
０
１
６
年
、
約
７
７
０
０
億
ド
ル
）

に
達
し
て
い
る
」（
塚
原
健
一
九
大
教
授
）。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
経
済

統
合
へ
の
努
力
と
近
隣
諸
国
と
の
連
携
を

支
え
る
、
網
の
目
の
よ
う
に
整
備
建
設
さ

れ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
だ
と
い
う
。一
方
で
、

ア
ジ
ア
へ
の
玄
関
口
を
唱
え
る
地
理
的
好

条
件
を
持
ち
な
が
ら
、
国
際
空
港
の
実
現

も
遠
の
い
て
い
る
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
立
ち
遅
れ
が
、
こ
の
結
果
を
招
い
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」（
全
９
巻
）
を

締
め
く
く
る
に
当
た
っ
て
、
日
米
の
「
原

点
の
道
」
を
幾
つ
か
歩
き
、
車
で
走
っ

た
。
取
材
の
た
め
の
走
行
距
離
は
９
年
間

で
15
万
㎞
に
近
く
な
っ
て
い
る
。
道
路
は

古
来
、
人
、
物
、
情
報
を
運
ぶ
社
会
イ
ン

フ
ラ
だ
っ
た
。
例
え
ば
長
崎
街
道
。
竜
馬

や
勝
海
舟
、
吉
田
松
陰
ら
が
新
し
い
思
想

と
技
術
の
情
報
を
伝
え
た
こ
の
道
を
歩
い

て
、
彼
ら
は
時
代
を
回
天
さ
せ
た
。
ま
さ

に
「
九
州
が
日
本
を
動
か
し
た
」
の
で
あ

る
。
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
が
、
米
大
陸
を
横

断
す
る
リ
ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
も
、
広

大
な
国
の
人
々
と
情
報
交
流
が
こ
の
国
を

「
合
州
国
」
と
人
々
を
「
合
衆
国
」
に
一

体
化
さ
せ
、
今
日
の
経
済
、
軍
事
、
技
術

大
国
を
作
り
上
げ
た
。

　
道
は
国
富
を
語
る
と
同
時
に
、
道
の
一

歩
一
歩
、
橋
・
ト
ン
ネ
ル
の
一
つ
一
つ
に

地
域
の
人
々
の
思
い
が
籠
っ
て
い
る
。
現

在
、東
九
州
道
が
宮
崎
市
か
ら
延
伸
し
て
、

日
南
市
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
飫
肥
藩

は
、
幕
府
か
ら
、
台
風
と
大
水
害
（
寛
保

水
害
・
１
７
４
２
年
）
に
見
舞
わ

れ
た
江
戸
・
荒
川
の
改
修
を
命
じ

ら
れ
た
。
わ
ず
か
五
万
石
の
地
方

小
大
名
に
は
重
す
ぎ
る
負
担
だ
っ

た
。
命
じ
た
江
戸
幕
府
に
は
西
国

の
田
舎
大
名
一
つ
や
二
つ
潰
れ
て

も
、
の
気
持
ち
だ
っ
た
ろ
う
。

○
籾
一
俵
の
お
礼

　
苦
難
を
重
ね
、
藩
財
政
破
綻
の

縁
を
切
り
抜
け
て
、
改
修
を
や
り

あ
げ
た
飫
肥
の
武
士
に
被
災
農
民

が
、
感
謝
を
こ
め
て
、
災
害
に
強

い
籾
一
俵
を
お
礼
に
渡
し
た
。
長

く
飫
肥
藩
で
栽
培
さ
れ
続
け
た
と

い
う
。

　
熊
本
地
震
で
孤
立
し
た
南
阿
蘇

村
を
救
う
た
め
県
道
28
号
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
や
「
う
回
路
」
建
設
の

突
貫
工
事
に
感
謝
し
た
地
元
民
が
「
24
時

間
、
ご
苦
労
様
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
の

看
板
を
立
て
た
。
そ
れ
に
奮
い
立
っ
た
工

事
関
係
者
も
多
か
っ
た
。
豪
雨
で
被
災
し

た
朝
倉
市
の
松
末
地
区
は
支
援
に
対
し

「
再
生
し
ま
す
」
と
決
意
の
看
板
を
立
て

た
。

　
除
災
招
福
を
願
う
人
々
に
寄
り
添
う
土

木
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
原
点
、
そ
れ

は
ま
た
国
富
論
の
原
点
で
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。　

　
令
和
元
年
夏
　
　
玉
川
　
孝
道
　

記録的豪雨は無数の斜面崩壊を起こし
流木と土砂を下流域に流した。（平成29年7月九州北部豪雨）

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
原
点
を
問
う

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
原
点
を
問
う

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
原
点
を
問
う

平
成
29
年
７
月
５
日
、
昼
過
ぎ
、
豪
雨
は
突
然
、
襲
っ
て
き
た
。
筑
後
川
右
岸
、
大
分

県
・
日
田
市
、
福
岡
県
・
朝
倉
市
、
東
峰
村
の
山
間
部
。「
瀧
の
よ
う
な
す
ご
い
雨
」。
観

測
史
上
か
つ
て
な
い
24
時
間
雨
量
約
９
０
０
㎜
の
豪
雨
で
あ
っ
た
。
死
者
40
人
、
行
方
不

明
２
人
。
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
洪
水
、
土
砂
、
流
木
が
家
屋
と
田
畑
を
襲
っ
た
。

　
中
山
間
地
域
は
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
防
災
体
力
が
弱
り
、
そ
こ
に
「
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
豪
雨
」
が
強
烈
に
見
舞
っ
た
。
命
を
奪
わ
れ
、
家
を
失
い
、
暮
ら
し
を
支

え
る
田
畑
は
泥
土
に
埋
ま
っ
た
。
日
田
市
は
５
年
間
で
３
年
続
い
た
激
甚
災
害
で
あ
っ

た
。

　
災
害
防
止
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
た
山
林
が
崩
れ
、
流
木
、
土
砂
と
洪
水
は
共
に
下
流
の

集
落
、
田
畑
を
襲
っ
た
。「
山
は
死
ん
だ
」
と
人
々
は
嘆
き
、
茫
然
と
立
ち
す
く
ん
だ
。

筑
後
川
本
流
の
被
災
は
な
く
、
支
流
の
中
小
河
川
の
弱
さ
を
痛
感
さ
せ
た
。
防
災
イ
ン
フ

ラ
と
は
―
改
め
て
突
き
付
け
ら
れ
た
豪
雨
災
害
で
あ
っ
た
。

原点Ⅰ

　
国
土
強
靭
化
を
問
う
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）



平
成
29
年
７
月
５
日
、
昼
過
ぎ
、
豪
雨
は
突
然
、
襲
っ
て
き
た
。
筑
後
川
右
岸
、
大
分

県
・
日
田
市
、
福
岡
県
・
朝
倉
市
、
東
峰
村
の
山
間
部
。「
瀧
の
よ
う
な
す
ご
い
雨
」。
観

測
史
上
か
つ
て
な
い
24
時
間
雨
量
約
９
０
０
㎜
の
豪
雨
で
あ
っ
た
。
死
者
40
人
、
行
方
不

明
２
人
。
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
洪
水
、
土
砂
、
流
木
が
家
屋
と
田
畑
を
襲
っ
た
。

　
中
山
間
地
域
は
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
防
災
体
力
が
弱
り
、
そ
こ
に
「
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
豪
雨
」
が
強
烈
に
見
舞
っ
た
。
命
を
奪
わ
れ
、
家
を
失
い
、
暮
ら
し
を
支

え
る
田
畑
は
泥
土
に
埋
ま
っ
た
。
日
田
市
は
５
年
間
で
３
年
続
い
た
激
甚
災
害
で
あ
っ

た
。

　
災
害
防
止
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
た
山
林
が
崩
れ
、
流
木
、
土
砂
と
洪
水
は
共
に
下
流
の

集
落
、
田
畑
を
襲
っ
た
。「
山
は
死
ん
だ
」
と
人
々
は
嘆
き
、
茫
然
と
立
ち
す
く
ん
だ
。

筑
後
川
本
流
の
被
災
は
な
く
、
支
流
の
中
小
河
川
の
弱
さ
を
痛
感
さ
せ
た
。
防
災
イ
ン
フ

ラ
と
は
―
改
め
て
突
き
付
け
ら
れ
た
豪
雨
災
害
で
あ
っ
た
。

原点Ⅰ

　
国
土
強
靭
化
を
問
う

目
次

○
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

第
１
節
　
①
　
現
場
報
告
「
山
は
死
ん
だ
」。

　
　
　
　
　
　
東
峰
村
村
長
、
渋
谷
博
昭
氏

　
　
　
　
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
高
橋
和
雄
・
長
崎
大
学
名
誉
教
授

第
２
節
　
①
　
赤
谷
川
の
惨
状

　
　
　
　
②
　
赤
谷
川
の
復
旧
工
事

　
　
　
　
③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
船
橋
昇
治
・
国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所
所
長

第
３
節
　
①
　
洪
水
、
土
砂
、
流
木
の
複
合
災
害
と
減
災

　
　
　
　
②
　
奇
跡
の
寺
内
ダ
ム

　
　
　
　
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
塚
原
健
一
・
九
州
大
学
教
授

提
言
　
高
橋
裕
東
京
大
学
名
誉
教
授

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
増
田
博
行
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
局
長

◎
繰
り
返
し
襲
い
く
る
豪
雨
　
樗
木
武
・
九
州
大
学
名
誉
教
授

泥に埋まり夏草におおわれた朝倉三連水車泥に埋まり夏草におおわれた朝倉三連水車

桂川の洪水で壊れた比良松中学校校舎（朝倉市）

除災

（
平
成
29
年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
）
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平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

平
成
29
年
７
月
北
部
九
州
豪
雨
は
、
降
り
始
め
の
５
日
昼
過
ぎ
か
ら
、
筑
後
川
右
岸
地

年
７
月
北
部
九
州
豪
雨
は
、
降
り
始
め
の
５
日
昼
過
ぎ
か
ら
、
筑
後
川
右
岸
地

域
に
猛
烈
な
雨
を
降
ら
せ
、
死
者
40
人
、
行
方
不
明
２
人
、
建
物
の
全
半
壊
約
１
４
０
０

人
、
行
方
不
明
２
人
、
建
物
の
全
半
壊
約
１
４
０
０

戸
と
い
う
大
被
害
を
出
し
た
。
積
乱
雲
が
次
々
と
発
生
す
る
線
状
降
水
帯
で
平
成

戸
と
い
う
大
被
害
を
出
し
た
。
積
乱
雲
が
次
々
と
発
生
す
る
線
状
降
水
帯
で
平
成
24
年
の

九
州
北
部
豪
雨
の
５
倍
近
い
大
雨
だ
っ
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
、
局

九
州
北
部
豪
雨
の
５
倍
近
い
大
雨
だ
っ
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
、
局

地
化
、
多
重
被
害
と
の
見
方
も
あ
り
、
今
後
の
防
災
対
策
に
大
き
な
教
訓
を
残
し
た
。

地
化
、
多
重
被
害
と
の
見
方
も
あ
り
、
今
後
の
防
災
対
策
に
大
き
な
教
訓
を
残
し
た
。

○
最
高
総
雨
量
８
９
４
㎜
の
豪
雨

○
最
高
総
雨
量
８
９
４
㎜
の
豪
雨

　
７
月
５
日
〜
６
日
、
九
州
北
部
―
福
岡
県
・
朝
倉
市
、
東
峰
村
、
添
田
町
と
大
分

　
７
月
５
日
〜
６
日
、
九
州
北
部
―
福
岡
県
・
朝
倉
市
、
東
峰
村
、
添
田
町
と
大
分

県
・
日
田
市
に
観
測
史
上
最
大
の
記
録
的
豪
雨
が
襲
っ
た
。
５
日
零
時
か
ら
７
日

県
・
日
田
市
に
観
測
史
上
最
大
の
記
録
的
豪
雨
が
襲
っ
た
。
５
日
零
時
か
ら
７
日
24

時
ま
で
の
総
雨
量
は
、
北
小
路
公
民
館
雨
量
観
測
所
で
８
９
４
㎜
、
朝
倉
雨
量
観
測

時
ま
で
の
総
雨
量
は
、
北
小
路
公
民
館
雨
量
観
測
所
で
８
９
４
㎜
、
朝
倉
雨
量
観
測

所
で
６
０
８
㎜
、
東
峰
村
の
鶴
河
内
雨
量
観
測
所
で
６
３
８
㎜
、
日
田
雨
量
観
測
所

所
で
６
０
８
㎜
、
東
峰
村
の
鶴
河
内
雨
量
観
測
所
で
６
３
８
㎜
、
日
田
雨
量
観
測
所

で
４
２
５
㎜
に
の
ぼ
っ
た
。
筑
後
川
右

岸
の
朝
倉
市
か
ら
日
田
市
に
か
け
て
の

山
地
で
、
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
を
１
・
２
〜
４
・
８
倍
も
上
回
る
雨
量

で
あ
っ
た
。
雨
は
５
日
昼
過
ぎ
か
ら
夜

に
か
け
て
、
集
中
的
に
降
り
、
筑
後
川

右
岸
か
ら
本
川
に
流
れ
込
む
10
の
支
流

は
洪
水
と
土
砂
、
流
木
が
殺
到
、
死
者

40
人
、
行
方
不
明
者
２
人
に
上
る
犠
牲

者
を
出
し
た
。

○
洪
水
、
土
砂
、
流
木
が
襲
う

○
洪
水
、
土
砂
、
流
木
が
襲
う

　
筑
後
川
右
岸
の
河
川
総
浸
水
面
積
１
９
６
４
ｈ
ａ
、
床
上
浸
水
１
１
９
１
戸
、
床

　
筑
後
川
右
岸
の
河
川
総
浸
水
面
積
１
９
６
４
ｈ
ａ
、
床
上
浸
水
１
１
９
１
戸
、
床

下
浸
水
１
３
７
８
戸
、
全
壊
家
屋
１
９
７
、
半
壊
１
０
２
戸
に
上
っ
た
。
浸
水
は
堤

下
浸
水
１
３
７
８
戸
、
全
壊
家
屋
１
９
７
、
半
壊
１
０
２
戸
に
上
っ
た
。
浸
水
は
堤

防
が
決
壊
し
た
桂
川
と
そ
の
支
流
地
域
に
集
中
し
床
上
・
床
下
浸
水
４
２
１
戸
を
数

防
が
決
壊
し
た
桂
川
と
そ
の
支
流
地
域
に
集
中
し
床
上
・
床
下
浸
水
４
２
１
戸
を
数

え
、
家
屋
の
全
半
壊
は
赤
谷
川
流
域
の
１
３
６
戸
、
大
肥
川
の

え
、
家
屋
の
全
半
壊
は
赤
谷
川
流
域
の
１
３
６
戸
、
大
肥
川
の
49
戸
、
寒
水
川
の
43

戸
な
ど
で
、
洪
水
に
加
え
土
砂
、
流
木
が
河
道
を
閉
塞
、
家
屋
、
学
校
な
ど
公
共
施

戸
な
ど
で
、
洪
水
に
加
え
土
砂
、
流
木
が
河
道
を
閉
塞
、
家
屋
、
学
校
な
ど
公
共
施

設
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
た
。
発
生
土
砂
量
は
約
５
１
５
万
㎥
。

設
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
た
。
発
生
土
砂
量
は
約
５
１
５
万
㎥
。

○
花
崗
岩
地
帯
で
大
量
土
砂
崩
れ

○
花
崗
岩
地
帯
で
大
量
土
砂
崩
れ

　
豪
雨
が
集
中
し
た
山
地
で
は
、
斜
面
崩
壊
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
、
流
れ
下
っ

　
豪
雨
が
集
中
し
た
山
地
で
は
、
斜
面
崩
壊
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
、
流
れ
下
っ

た
土
砂
が
河
道
を
埋
め
、
田
畑
に
拡
が
り
、
家
屋
を
破
壊
し
た
。
土
砂
崩
壊
の
発
生

た
土
砂
が
河
道
を
埋
め
、
田
畑
に
拡
が
り
、
家
屋
を
破
壊
し
た
。
土
砂
崩
壊
の
発
生

は
、
12
時
間
雨
量
４
０
０
㎜
以
上
の
範
囲
に
集
中
し
て
い
る
。
斜
面
崩
壊
は
赤
谷

時
間
雨
量
４
０
０
㎜
以
上
の
範
囲
に
集
中
し
て
い
る
。
斜
面
崩
壊
は
赤
谷

川
・
支
流
沿
い
の
山
地
で
の
発
生
が
最
大
で
、
比
較
的
、
小
さ
く
短
い
寒
水
川
、
白

川
・
支
流
沿
い
の
山
地
で
の
発
生
が
最
大
で
、
比
較
的
、
小
さ
く
短
い
寒
水
川
、
白

木
谷
川
、
奈
良
ヶ
谷
川
な
ど
で
崩
壊
面
積
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
川
の
上
流
は
変
成

木
谷
川
、
奈
良
ヶ
谷
川
な
ど
で
崩
壊
面
積
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
川
の
上
流
は
変
成

岩
や
花
崗
閃
緑
岩
の
地
層
が
多
く
、
急
こ
う
配
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

岩
や
花
崗
閃
緑
岩
の
地
層
が
多
く
、
急
こ
う
配
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

泥土に埋まった集落（朝倉市・北川で）泥土に埋まった集落（朝倉市・北川で）

洪水、流木、土砂が家屋を襲った（朝倉市・赤谷川ぞい）洪水、流木、土砂が家屋を襲った（朝倉市・赤谷川ぞい）

小河川ぞいの集落が大きな被害をうけた
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○
被
害
を
拡
大
し
た
流
木
群

　
猛
烈
な
雨
に
よ
る
土
砂
崩
壊
で
、
山
地
の
人
工
林
を
中
心
に
立
ち
木
が
倒
さ
れ
、

　
猛
烈
な
雨
に
よ
る
土
砂
崩
壊
で
、
山
地
の
人
工
林
を
中
心
に
立
ち
木
が
倒
さ
れ
、

流
木
と
な
っ
て
流
れ
下
っ
た
。
流
木
量
は
約

流
木
と
な
っ
て
流
れ
下
っ
た
。
流
木
量
は
約
21
万
㎥
を
越
え
、
特
に
赤
谷
川
で
は

万
㎥
を
越
え
、
特
に
赤
谷
川
で
は

３
万
９
０
０
０
㎥
、
桂
川
２
万
９
８
０
０
㎥
、
北
川
で
２
万
７
６
０
０
㎥
、
大
肥
川

３
万
９
０
０
０
㎥
、
桂
川
２
万
９
８
０
０
㎥
、
北
川
で
２
万
７
６
０
０
㎥
、
大
肥
川

２
万
７
０
０
０
㎥
に
上
り
、
そ
の
大
半
が
人
工
林
と
推
定
さ
れ
る
。
流
木
は
土
砂
と

２
万
７
０
０
０
㎥
に
上
り
、
そ
の
大
半
が
人
工
林
と
推
定
さ
れ
る
。
流
木
は
土
砂
と

と
も
に
流
れ
下
り
河
道
を
埋
め
、
橋
な
ど
に
引
っ
掛
か
り
閉
塞
し
て
、
氾
濫
さ
せ
被

と
も
に
流
れ
下
り
河
道
を
埋
め
、
橋
な
ど
に
引
っ
掛
か
り
閉
塞
し
て
、
氾
濫
さ
せ
被

害
を
大
き
く
し
た
。

○
寺
内
ダ
ム
な
ど
力
を
発
揮

　
佐
田
川
上
流
の
寺
内
ダ
ム
は
、
流
入
し
た
洪
水
量
の

　
佐
田
川
上
流
の
寺
内
ダ
ム
は
、
流
入
し
た
洪
水
量
の
99
％
を
貯
留
、
下
流
域
の
水

害
を
食
い
止
め
た
。
豪
雨
直
前
ま
で
渇
水
状
態
で
ダ
ム
水
位
が
下
が
っ
て
い
た
こ
と

害
を
食
い
止
め
た
。
豪
雨
直
前
ま
で
渇
水
状
態
で
ダ
ム
水
位
が
下
が
っ
て
い
た
こ
と

も
幸
い
し
た
。
大
量
の
流
木
も
ダ
ム
は
食
い
止
め
た
。
ま
た
、
妙
見
川
の
支
流
・
須

も
幸
い
し
た
。
大
量
の
流
木
も
ダ
ム
は
食
い
止
め
た
。
ま
た
、
妙
見
川
の
支
流
・
須

川
第
１
な
ど
砂
防
堰
堤
や
農
業
用
た
め
池
も
流
木
の
流
下
を
止
め
て
い
る
。

川
第
１
な
ど
砂
防
堰
堤
や
農
業
用
た
め
池
も
流
木
の
流
下
を
止
め
て
い
る
。

流木でふさがれた国道386号（朝倉市奈良ヶ谷川）

○
線
状
降
水
帯
の
発
生
と
集
中
豪
雨

○
線
状
降
水
帯
の
発
生
と
集
中
豪
雨

　
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
が
対
馬
海
峡
に
停
滞
し
、

年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
が
対
馬
海
峡
に
停
滞
し
、

大
気
下
層
に
向
か
っ
て
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
上
空
に
寒
気
が
流
入
し

大
気
下
層
に
向
か
っ
て
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
上
空
に
寒
気
が
流
入
し

て
不
安
定
と
な
り
積
乱
雲
が
発
達
、
東
に
移
動
、「
線
状
降
水
帯
」
が
発
生
。
筑
後

て
不
安
定
と
な
り
積
乱
雲
が
発
達
、
東
に
移
動
、「
線
状
降
水
帯
」
が
発
生
。
筑
後

川
右
岸
の
日
田
市
、
朝
倉
市
、
東
峰
村
に
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
た
。

川
右
岸
の
日
田
市
、
朝
倉
市
、
東
峰
村
に
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
た
。

　
朝
倉
市
の
北
小
路
観
測
所
（
同
公
民
館
）
で
記
録
的
な
累
加
雨
量
８
９
４
㎜
を
観

　
朝
倉
市
の
北
小
路
観
測
所
（
同
公
民
館
）
で
記
録
的
な
累
加
雨
量
８
９
４
㎜
を
観

測
。
９
時
間
で
７
７
８
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最
大
の
短
時
間
豪
雨
と
な
っ
た
。（
こ

測
。
９
時
間
で
７
７
８
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最
大
の
短
時
間
豪
雨
と
な
っ
た
。（
こ

れ
ま
で
の
記
録
は
東
京
都
・
大
島
の
1212
時
間
雨
量
７
０
７
㎜
）。
線
状
降
水
帯
は
積

時
間
雨
量
７
０
７
㎜
）。
線
状
降
水
帯
は
積

乱
雲
が
次
々
と
発
生
、
列
を
な
し
て
ほ
ぼ
同
じ
地
域
を
通
過
、
あ
る
い
は
停
滞
し
て

乱
雲
が
次
々
と
発
生
、
列
を
な
し
て
ほ
ぼ
同
じ
地
域
を
通
過
、
あ
る
い
は
停
滞
し
て

大
雨
を
降
ら
せ
る
。
線
上
に
延
び
る
長
さ
は

大
雨
を
降
ら
せ
る
。
線
上
に
延
び
る
長
さ
は
5050
〜
３
０
０
㎞
、
幅
20
〜
50
㎞
。

平成29年九州北部豪雨―平成29年九州北部豪雨―
土砂、洪水、流木で大きな被害を出した
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○
被
害
を
拡
大
し
た
流
木
群

　
猛
烈
な
雨
に
よ
る
土
砂
崩
壊
で
、
山
地
の
人
工
林
を
中
心
に
立
ち
木
が
倒
さ
れ
、

　
猛
烈
な
雨
に
よ
る
土
砂
崩
壊
で
、
山
地
の
人
工
林
を
中
心
に
立
ち
木
が
倒
さ
れ
、

流
木
と
な
っ
て
流
れ
下
っ
た
。
流
木
量
は
約

流
木
と
な
っ
て
流
れ
下
っ
た
。
流
木
量
は
約
21
万
㎥
を
越
え
、
特
に
赤
谷
川
で
は

万
㎥
を
越
え
、
特
に
赤
谷
川
で
は

３
万
９
０
０
０
㎥
、
桂
川
２
万
９
８
０
０
㎥
、
北
川
で
２
万
７
６
０
０
㎥
、
大
肥
川

３
万
９
０
０
０
㎥
、
桂
川
２
万
９
８
０
０
㎥
、
北
川
で
２
万
７
６
０
０
㎥
、
大
肥
川

２
万
７
０
０
０
㎥
に
上
り
、
そ
の
大
半
が
人
工
林
と
推
定
さ
れ
る
。
流
木
は
土
砂
と

２
万
７
０
０
０
㎥
に
上
り
、
そ
の
大
半
が
人
工
林
と
推
定
さ
れ
る
。
流
木
は
土
砂
と

と
も
に
流
れ
下
り
河
道
を
埋
め
、
橋
な
ど
に
引
っ
掛
か
り
閉
塞
し
て
、
氾
濫
さ
せ
被

と
も
に
流
れ
下
り
河
道
を
埋
め
、
橋
な
ど
に
引
っ
掛
か
り
閉
塞
し
て
、
氾
濫
さ
せ
被

害
を
大
き
く
し
た
。

○
寺
内
ダ
ム
な
ど
力
を
発
揮

　
佐
田
川
上
流
の
寺
内
ダ
ム
は
、
流
入
し
た
洪
水
量
の

　
佐
田
川
上
流
の
寺
内
ダ
ム
は
、
流
入
し
た
洪
水
量
の
99
％
を
貯
留
、
下
流
域
の
水

害
を
食
い
止
め
た
。
豪
雨
直
前
ま
で
渇
水
状
態
で
ダ
ム
水
位
が
下
が
っ
て
い
た
こ
と

害
を
食
い
止
め
た
。
豪
雨
直
前
ま
で
渇
水
状
態
で
ダ
ム
水
位
が
下
が
っ
て
い
た
こ
と

も
幸
い
し
た
。
大
量
の
流
木
も
ダ
ム
は
食
い
止
め
た
。
ま
た
、
妙
見
川
の
支
流
・
須

も
幸
い
し
た
。
大
量
の
流
木
も
ダ
ム
は
食
い
止
め
た
。
ま
た
、
妙
見
川
の
支
流
・
須

川
第
１
な
ど
砂
防
堰
堤
や
農
業
用
た
め
池
も
流
木
の
流
下
を
止
め
て
い
る
。

川
第
１
な
ど
砂
防
堰
堤
や
農
業
用
た
め
池
も
流
木
の
流
下
を
止
め
て
い
る
。

流木でふさがれた国道386号（朝倉市奈良ヶ谷川）

○
線
状
降
水
帯
の
発
生
と
集
中
豪
雨

○
線
状
降
水
帯
の
発
生
と
集
中
豪
雨

　
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
が
対
馬
海
峡
に
停
滞
し
、

年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
が
対
馬
海
峡
に
停
滞
し
、

大
気
下
層
に
向
か
っ
て
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
上
空
に
寒
気
が
流
入
し

大
気
下
層
に
向
か
っ
て
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
上
空
に
寒
気
が
流
入
し

て
不
安
定
と
な
り
積
乱
雲
が
発
達
、
東
に
移
動
、「
線
状
降
水
帯
」
が
発
生
。
筑
後

て
不
安
定
と
な
り
積
乱
雲
が
発
達
、
東
に
移
動
、「
線
状
降
水
帯
」
が
発
生
。
筑
後

川
右
岸
の
日
田
市
、
朝
倉
市
、
東
峰
村
に
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
た
。

川
右
岸
の
日
田
市
、
朝
倉
市
、
東
峰
村
に
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
た
。

　
朝
倉
市
の
北
小
路
観
測
所
（
同
公
民
館
）
で
記
録
的
な
累
加
雨
量
８
９
４
㎜
を
観

　
朝
倉
市
の
北
小
路
観
測
所
（
同
公
民
館
）
で
記
録
的
な
累
加
雨
量
８
９
４
㎜
を
観

測
。
９
時
間
で
７
７
８
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最
大
の
短
時
間
豪
雨
と
な
っ
た
。（
こ

測
。
９
時
間
で
７
７
８
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最
大
の
短
時
間
豪
雨
と
な
っ
た
。（
こ

れ
ま
で
の
記
録
は
東
京
都
・
大
島
の
1212
時
間
雨
量
７
０
７
㎜
）。
線
状
降
水
帯
は
積

時
間
雨
量
７
０
７
㎜
）。
線
状
降
水
帯
は
積

乱
雲
が
次
々
と
発
生
、
列
を
な
し
て
ほ
ぼ
同
じ
地
域
を
通
過
、
あ
る
い
は
停
滞
し
て

乱
雲
が
次
々
と
発
生
、
列
を
な
し
て
ほ
ぼ
同
じ
地
域
を
通
過
、
あ
る
い
は
停
滞
し
て

大
雨
を
降
ら
せ
る
。
線
上
に
延
び
る
長
さ
は

大
雨
を
降
ら
せ
る
。
線
上
に
延
び
る
長
さ
は
5050
〜
３
０
０
㎞
、
幅
20
〜
50
㎞
。

平成29年九州北部豪雨―平成29年九州北部豪雨―
土砂、洪水、流木で大きな被害を出した
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７
月
５
日
（
平
成
29
年
）、
私
は
添
田

町
で
開
か
れ
た
「
日
田
英
彦
山
地
域
の
活

性
化
を
検
討
す
る
会
議
」
に
出
席
し
て
い

ま
し
た
。
午
前
10
時
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ

う
、ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
。

今
年
は
空
梅
雨
で
、
寺
内
ダ
ム
も
灌
漑
用

水
の
為
、
放
流
、
ダ
ム
の
水
位
が
10
ｍ
位

下
が
っ
て
お
り
、
渇
水
対
策
本
部
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
、雨
が
来
た
、

と
喜
ん
で
い
た
く
ら
い
で
す
。

　
同
11
時
こ
ろ
東
峰
村
役
場
に
帰
り
、
12

時
半
ご
ろ
か
ら
雨
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

午
後
１
時
に
警
報
が
出
た
と
き
は
正
直

「
ま
さ
か
」
と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
。
私

は
長
く
水
資
源
機
構
に
勤
め
て
い
ま
し
た

か
ら
、
ダ
ム
の
経
験
は
積
ん
で
い
ま
す
。

強
い
雨
は
２
〜
３
時
間
で
上
が
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

村
始
ま
っ
て
以
来
の
豪
雨

　
と
こ
ろ
が
、
雨
が
実
に
９
時
間
も
続
く

こ
と
に
な
る
と
は
。
村
庁
舎
の
雨
量
計
は

７
９
９
㎜
と
い
う
か
つ
て
な
い
大
雨
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
の
九
州
北
部

豪
雨
の
時
、
80
年
ぶ
り
の
大
雨
と
言
わ
れ

た
が
、
今
回
は
そ
れ
以
上
、
村
の
歴
史
始

ま
っ
て
以
来
の
水
害
で
、
被
災
規
模
も
想

像
以
上
で
す
。

　
５
日
午
後
３
時
、
役
場
の
す
ぐ
下
を
流

れ
て
い
る
大
肥
川
が
氾
濫
し
始
め
、
洪
水

は
川
沿
い
の
道
路
に
あ
ふ
れ
出
て
、
道
路

も
川
と
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。「
こ
れ
は

（
こ
れ
ま
で
の
大
雨
と
は
）
違
う
。
怖
い

こ
と
に
な
る
」
と
言
う
思
い
が
突
き
上
げ

て
き
ま
し
た
。す
で
に
避
難
勧
告
を
出
し
、

第1節① 証言―被災の現場から

福岡県・東峰村村長　渋
しぶ

谷
や

博
ひろあき

昭　氏
豪雨災害―「山は死んでいる」

でも、日本人の「絆」は生きていた

プ
ロ
フ
イ
ー
ル

昭
和
25
年
２
月
生
ま
れ
、
福
岡

県
・
東
峰
村
出
身
。
県
立
浮
羽

工
業
高
校
卒
、独
立
行
政
法
人
・

水
資
源
機
構
に
入
り
、
大
山
ダ

ム
、
寺
内
ダ
ム
な
ど
の
建
設
、

管
理
に
携
わ
る
。
平
成
22
年
東

峰
村
議
会
議
員
、
平
成
25
年
10

月
、村
長
当
選
。
現
在
２
期
目
。

211

211

368

52

52

福岡県
　　県境

大分県
日田市

鶴
河
内
川

朝
倉
市

大
肥
川

小石原

杷木IC

大分自動車道

筑
後
川

東峰村
福
岡
県
・
東
峰
村

　
福
岡
県
と
大
分
県
の
県
境
の
山
村
，
人
口
約
２
２
０
０
人
。
旧
小
石
原
村
と
宝
珠
山

　
福
岡
県
と
大
分
県
の
県
境
の
山
村
，
人
口
約
２
２
０
０
人
。
旧
小
石
原
村
と
宝
珠
山

村
が
合
併
。
筑
後
川
の
支
流
・
大
肥
川
の
上
流
と
そ
の
支
流
・
鶴
河
内
川
に
挟
ま
れ
た

村
が
合
併
。
筑
後
川
の
支
流
・
大
肥
川
の
上
流
と
そ
の
支
流
・
鶴
河
内
川
に
挟
ま
れ
た

山
間
の
村
。大
肥
川
の
上
流
は
陶
芸
の
里
・
小
石
原
、鶴
河
内
川
は
小
鹿
田
焼
の
皿
山（
日

山
間
の
村
。大
肥
川
の
上
流
は
陶
芸
の
里
・
小
石
原
、鶴
河
内
川
は
小
鹿
田
焼
の
皿
山（
日

田
市
）
に
隣
接
す
る
。「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
入
、
日
本
棚
田
１
０
０

田
市
）
に
隣
接
す
る
。「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
入
、
日
本
棚
田
１
０
０

選
の
竹
棚
田
が
有
名
。
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
が
走
り
、
竹
棚
田
近
く
の
筑
前
岩
屋
駅
か
ら

選
の
竹
棚
田
が
有
名
。
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
が
走
り
、
竹
棚
田
近
く
の
筑
前
岩
屋
駅
か
ら

釈
迦
岳
ト
ン
ネ
ル
で
英
彦
山
（
添
田
町
）
方
面
に
通
ず
る
が
、
今
回
の
豪
雨
災
害
で
不

釈
迦
岳
ト
ン
ネ
ル
で
英
彦
山
（
添
田
町
）
方
面
に
通
ず
る
が
、
今
回
の
豪
雨
災
害
で
不

通
と
な
っ
て
い
る
。

－ 9 －

安
全
な
場
所
に
移
る
よ
う
有
線
放
送
で
村

民
に
流
し
ま
し
た
。
避
難
勧
告
、
指
示
は

首
長
の
権
限
で
す
。

　
し
か
し
、
避
難
指
示
は
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
わ
が
村
は
老
齢
化
率
41
・
６
％
、

村
民
の
半
分
近
く
が
老
人
で
す
。「（
避
難

指
示
を
）
今
、
出
し
た
ら
危
な
い
」
と
直

感
的
に
思
い
ま
し
た
。
老
人
が
家
の
外
に

出
た
ら
、
洪
水
、
土
石
流
に
流
さ
れ
る
と
、

と
っ
さ
に
思
っ
た
の
で
す
。
81
歳
の
ご
夫

婦
は
「（
避
難
の
時
）
声
を
か
け
よ
う
か
」

と
近
所
の
人
か
ら
話
か
け
ら
れ
た
も
の
の

「
主
人
は
足
が
悪
く
、
避
難
は
出
来
な
い
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
。
実
際
、
外

に
出
た
人
は
、「
し
り
も
ち
を
つ
い
た
ら
、

そ
の
ま
ま
流
さ
れ
る
。
ま
る
で
滑
り
台
の

よ
う
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
村

で
は
３
人
が
亡
く
な
り
、
２
人
が
け
が
を

さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
２
２
０
０
人
余

の
村
民
は
無
事
で
し
た
。

防
災
力
を
失
っ
た
山

　
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
（
筑
後
川
右
岸

に
）
大
被
害
が
出
た
の
だ
ろ
う
。
自
民
党

の
二
階
幹
事
長
が
現
地
視
察
で
来
村
さ
れ

た
時
、
私
は
申
し
上
げ
た
。「
山
が
死
ん

で
い
る
か
ら
で
す
」
と
。
確
か
に
、
未
曽

有
の
強
烈
な
雨
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ヤ
マ
の
斜
面
が
崩
壊
し
、
流
木
を
巻

き
込
ん
だ
土
石
流
と
な
っ
て
村
を
襲
っ
て

き
た
。
山
は
「
健
全
な
（
防
災
の
）
力
を
、

失
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
十
分
な
山
林
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。

　
か
つ
て
は
、
山
と
暮
ら
し
が
結
び
つ
い

て
い
た
。
昔
は
山
で
薪
を
集
め
、
例
え
ば

稲
刈
り
後
の
稲
干
し
に
は
間
伐
し
た
木
を

使
っ
て
棚
を
作
っ
て
い
た
。
足
場
材
に
も

使
っ
て
い
た
。
山
が
金
に
も
な
っ
た
。
山

林
を
売
っ
て
結
婚
資
金
を
用
意
し
た
り

―
。
分
限
者
は
山
持
ち
で
し
た
。
今
、
山

は
全
く
「
生
活
の
用
」
に
も
な
ら
ず
、
金

に
も
な
ら
な
い
。生
活
必
需
品
の
薪
が「
ア

ラ
ブ
の
焚
き
物
」（
石
油
）
に
代
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
木
材
も
輸
入
し
た
外
材
に
頼

る
。
そ
れ
が
林
業
の
不
振
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

間
伐
を
や
ら
な
い

　
だ
か
ら
、
山
づ
く
り
を
や
ら
な
い
。
植

林
は
苗
を
１
・
８
ｍ
間
隔
で
植
え
、
１

反
（
約
１
０
０
０
㎡
、
３
０
０
坪
）
で

３
３
０
本
植
え
て
い
た
。
あ
る
程
度
、
育

つ
と
間
伐
し
、
３
・
６
ｍ
間
隔
へ
、
さ
ら

に
大
き
く
な
る
と
も
う
一
度
間
伐
、
７
・

２
ｍ
間
隔
に
し
て
、
大
き
く
育
て
る
。
そ

の
間
隔
だ
と
、
陽
が
入
る
の
で
雑
木
や
草

が
育
ち
、
大
雨
で
も
表
土
が
流
れ
な
い
。

雨
に
対
す
る
山
の
抵
抗
力
が
育
つ
の
で

す
。
そ
れ
が
な
い
の
で
、
降
っ
た
雨
は
流

速
が
早
く
、
斜
面
を
流
れ
下
り
、
水
の
力

を
増
す
。
間
伐
さ
れ
な
い
立
ち
木
は
ヒ
ョ

ロ
ヒ
ョ
ロ
、
背
丈
は
、
そ
れ
で
も
高
く
な

る
か
ら
、
倒
れ
や
す
く
、
流
木
と
な
る
の

で
す
。
川
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
は
橋
に

引
っ
掛
か
り
流
れ
を
止
め
、
護
岸
を
突
き

壊
し
洪
水
を
起
こ
す
。
阿
弥
陀
堂
橋
に
流

木
が
か
か
り
、洪
水
は
左
岸
に
あ
ふ
れ
て
、

横
の
道
路
を
走
っ
て
下
っ
た
。
山
が
生
き

て
お
れ
ば
、
土
石
流
も
流
木
も
発
生
は
し

な
い
。
間
伐
さ
れ
た
木
の
一
本
一
本
は
大

き
く
育
ち
、
枝
を
張
り
、
根
を
張
っ
て
自

立
し
倒
れ
な
い
。

洪
水
、
流
木
、
土
砂
災
害

　
山
が
弱
り
、土
砂
崩
れ
と
共
に
倒
木
し
、

流
木
が
流
れ
下
っ
た
。
村
に
は
大
肥
川
が

流
れ
、
筑
後
川
に
夜
明
ダ
ム
の
上
流
で
流

れ
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
上
流
、
県
道
52

号
と
国
道
２
１
１
号
が
交
差
す
る
「
塔
の

元
」
の
す
ぐ
下
流
の
鼓
川
橋
に
流
木
な
ど

が
引
っ
掛
か
り
、
橋
台
を
崩
し
て
あ
ふ
れ

出
た
。
そ
の
下
流
で
大
き
な
土
砂
崩
壊
が

起
き
、
川
を
埋
め
、
下
流
地
域
に
流
れ

下
っ
た
。
崩
れ
た
土
砂
は
ダ
ン
プ
４
０
０

〜
５
０
０
台
分
も
の
量
で
す
。
こ
の
川
の

右
岸
は
花
崗
岩
質
、
左
岸
は
安
山
岩
層
で

す
。
右
岸
の
花
崗
岩
の
山
が
大
き
く
壊
れ

た
。

　
岩
屋
地
区
で
約
１
㎞
上
流
か
ら
崩
れ
た

土
砂
が
流
れ
下
り
３
人
が
亡
く
な
っ
た
。

近
く
に
日
本
の
棚
田
１
０
０
選
に
入
っ

た
「
竹
棚
田
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
上

に
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
た
め
、
か
な
り
の
土

砂
、
転
石
が
止
め
ら
れ
、
下
流
の
棚
田
や

20
軒
余
の
民
家
が
大
き
な
被
害
を
免
れ
て

い
る
。

　
何
よ
り
、
山
を
甦
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。
治
山
に
し
て
も
、
砂
防
ダ
ム

の
効
果
も
大
き
い
。
１
億
円
の
施
設
投
資

で
あ
っ
て
も
、
災
害
が
起
こ
れ
ば
そ
の
５

〜
６
倍
の
効
果
は
出
る
。景
観
も
守
れ
る
。

山
に
も
っ
と
税
金
を
注
ぎ
込
ん
で
く
だ
さ

い
、
と
お
願
い
し
た
い
で
す
。

「
絆
」
の
大
切
さ

　
今
回
の
災
害
体
験
を
通
し
て
、
日
本
人

の
「
絆
」
を
こ
れ
ほ
ど
強
く
感
じ
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
村
を
貫
く
国
道
２
１
１
号

は
18
か
所
で
土
砂
崩
れ
な
ど
で
通
行
止
め

と
な
り
、
完
全
に
「
陸
の
孤
島
」
と
な
り

ま
し
た
。
集
落
同
士
も
連
絡
が
取
れ
な
い

状
況
で
し
た
。

　
し
か
し
、
６
日
午
前
２
時
過
ぎ
に
は
、

自
衛
隊
の
先
遣
隊
が
村
に
到
着
し
て
い
ま

す
。
夜
明
け
ダ
ム
の
上
流
で
大
肥
川
が
合

流
し
て
い
ま
す
が
、
合
流
地
一
帯
は
水
浸

し
で
、
国
道
２
１
１
号
は
い
た
る
所
、
土

砂
崩
れ
、
Ｊ
Ｒ
宝
珠
山
駅
近
く
の
川
沿
い

の
道
路
は
半
分
以
上
、
洗
掘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、歩
道
の
土
砂
を
排
除
し
な
が
ら
、

助
け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
小
郡
駐
屯
の

第
９
施
設
群
所
属
の
隊
員
た
ち
で
す
。
到「山は死んだ」防災力を失った山林
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安
全
な
場
所
に
移
る
よ
う
有
線
放
送
で
村

民
に
流
し
ま
し
た
。
避
難
勧
告
、
指
示
は

首
長
の
権
限
で
す
。

　
し
か
し
、
避
難
指
示
は
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
わ
が
村
は
老
齢
化
率
41
・
６
％
、

村
民
の
半
分
近
く
が
老
人
で
す
。「（
避
難

指
示
を
）
今
、
出
し
た
ら
危
な
い
」
と
直

感
的
に
思
い
ま
し
た
。
老
人
が
家
の
外
に

出
た
ら
、
洪
水
、
土
石
流
に
流
さ
れ
る
と
、

と
っ
さ
に
思
っ
た
の
で
す
。
81
歳
の
ご
夫

婦
は
「（
避
難
の
時
）
声
を
か
け
よ
う
か
」

と
近
所
の
人
か
ら
話
か
け
ら
れ
た
も
の
の

「
主
人
は
足
が
悪
く
、
避
難
は
出
来
な
い
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
。
実
際
、
外

に
出
た
人
は
、「
し
り
も
ち
を
つ
い
た
ら
、

そ
の
ま
ま
流
さ
れ
る
。
ま
る
で
滑
り
台
の

よ
う
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
村

で
は
３
人
が
亡
く
な
り
、
２
人
が
け
が
を

さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
２
２
０
０
人
余

の
村
民
は
無
事
で
し
た
。

防
災
力
を
失
っ
た
山

　
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
（
筑
後
川
右
岸

に
）
大
被
害
が
出
た
の
だ
ろ
う
。
自
民
党

の
二
階
幹
事
長
が
現
地
視
察
で
来
村
さ
れ

た
時
、
私
は
申
し
上
げ
た
。「
山
が
死
ん

で
い
る
か
ら
で
す
」
と
。
確
か
に
、
未
曽

有
の
強
烈
な
雨
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ヤ
マ
の
斜
面
が
崩
壊
し
、
流
木
を
巻

き
込
ん
だ
土
石
流
と
な
っ
て
村
を
襲
っ
て

き
た
。
山
は
「
健
全
な
（
防
災
の
）
力
を
、

失
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
十
分
な
山
林
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。

　
か
つ
て
は
、
山
と
暮
ら
し
が
結
び
つ
い

て
い
た
。
昔
は
山
で
薪
を
集
め
、
例
え
ば

稲
刈
り
後
の
稲
干
し
に
は
間
伐
し
た
木
を

使
っ
て
棚
を
作
っ
て
い
た
。
足
場
材
に
も

使
っ
て
い
た
。
山
が
金
に
も
な
っ
た
。
山

林
を
売
っ
て
結
婚
資
金
を
用
意
し
た
り

―
。
分
限
者
は
山
持
ち
で
し
た
。
今
、
山

は
全
く
「
生
活
の
用
」
に
も
な
ら
ず
、
金

に
も
な
ら
な
い
。生
活
必
需
品
の
薪
が「
ア

ラ
ブ
の
焚
き
物
」（
石
油
）
に
代
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
木
材
も
輸
入
し
た
外
材
に
頼

る
。
そ
れ
が
林
業
の
不
振
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

間
伐
を
や
ら
な
い

　
だ
か
ら
、
山
づ
く
り
を
や
ら
な
い
。
植

林
は
苗
を
１
・
８
ｍ
間
隔
で
植
え
、
１

反
（
約
１
０
０
０
㎡
、
３
０
０
坪
）
で

３
３
０
本
植
え
て
い
た
。
あ
る
程
度
、
育

つ
と
間
伐
し
、
３
・
６
ｍ
間
隔
へ
、
さ
ら

に
大
き
く
な
る
と
も
う
一
度
間
伐
、
７
・

２
ｍ
間
隔
に
し
て
、
大
き
く
育
て
る
。
そ

の
間
隔
だ
と
、
陽
が
入
る
の
で
雑
木
や
草

が
育
ち
、
大
雨
で
も
表
土
が
流
れ
な
い
。

雨
に
対
す
る
山
の
抵
抗
力
が
育
つ
の
で

す
。
そ
れ
が
な
い
の
で
、
降
っ
た
雨
は
流

速
が
早
く
、
斜
面
を
流
れ
下
り
、
水
の
力

を
増
す
。
間
伐
さ
れ
な
い
立
ち
木
は
ヒ
ョ

ロ
ヒ
ョ
ロ
、
背
丈
は
、
そ
れ
で
も
高
く
な

る
か
ら
、
倒
れ
や
す
く
、
流
木
と
な
る
の

で
す
。
川
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
は
橋
に

引
っ
掛
か
り
流
れ
を
止
め
、
護
岸
を
突
き

壊
し
洪
水
を
起
こ
す
。
阿
弥
陀
堂
橋
に
流

木
が
か
か
り
、洪
水
は
左
岸
に
あ
ふ
れ
て
、

横
の
道
路
を
走
っ
て
下
っ
た
。
山
が
生
き

て
お
れ
ば
、
土
石
流
も
流
木
も
発
生
は
し

な
い
。
間
伐
さ
れ
た
木
の
一
本
一
本
は
大

き
く
育
ち
、
枝
を
張
り
、
根
を
張
っ
て
自

立
し
倒
れ
な
い
。

洪
水
、
流
木
、
土
砂
災
害

　
山
が
弱
り
、土
砂
崩
れ
と
共
に
倒
木
し
、

流
木
が
流
れ
下
っ
た
。
村
に
は
大
肥
川
が

流
れ
、
筑
後
川
に
夜
明
ダ
ム
の
上
流
で
流

れ
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
上
流
、
県
道
52

号
と
国
道
２
１
１
号
が
交
差
す
る
「
塔
の

元
」
の
す
ぐ
下
流
の
鼓
川
橋
に
流
木
な
ど

が
引
っ
掛
か
り
、
橋
台
を
崩
し
て
あ
ふ
れ

出
た
。
そ
の
下
流
で
大
き
な
土
砂
崩
壊
が

起
き
、
川
を
埋
め
、
下
流
地
域
に
流
れ

下
っ
た
。
崩
れ
た
土
砂
は
ダ
ン
プ
４
０
０

〜
５
０
０
台
分
も
の
量
で
す
。
こ
の
川
の

右
岸
は
花
崗
岩
質
、
左
岸
は
安
山
岩
層
で

す
。
右
岸
の
花
崗
岩
の
山
が
大
き
く
壊
れ

た
。

　
岩
屋
地
区
で
約
１
㎞
上
流
か
ら
崩
れ
た

土
砂
が
流
れ
下
り
３
人
が
亡
く
な
っ
た
。

近
く
に
日
本
の
棚
田
１
０
０
選
に
入
っ

た
「
竹
棚
田
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
上

に
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
た
め
、
か
な
り
の
土

砂
、
転
石
が
止
め
ら
れ
、
下
流
の
棚
田
や

20
軒
余
の
民
家
が
大
き
な
被
害
を
免
れ
て

い
る
。

　
何
よ
り
、
山
を
甦
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。
治
山
に
し
て
も
、
砂
防
ダ
ム

の
効
果
も
大
き
い
。
１
億
円
の
施
設
投
資

で
あ
っ
て
も
、
災
害
が
起
こ
れ
ば
そ
の
５

〜
６
倍
の
効
果
は
出
る
。景
観
も
守
れ
る
。

山
に
も
っ
と
税
金
を
注
ぎ
込
ん
で
く
だ
さ

い
、
と
お
願
い
し
た
い
で
す
。

「
絆
」
の
大
切
さ

　
今
回
の
災
害
体
験
を
通
し
て
、
日
本
人

の
「
絆
」
を
こ
れ
ほ
ど
強
く
感
じ
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
村
を
貫
く
国
道
２
１
１
号

は
18
か
所
で
土
砂
崩
れ
な
ど
で
通
行
止
め

と
な
り
、
完
全
に
「
陸
の
孤
島
」
と
な
り

ま
し
た
。
集
落
同
士
も
連
絡
が
取
れ
な
い

状
況
で
し
た
。

　
し
か
し
、
６
日
午
前
２
時
過
ぎ
に
は
、

自
衛
隊
の
先
遣
隊
が
村
に
到
着
し
て
い
ま

す
。
夜
明
け
ダ
ム
の
上
流
で
大
肥
川
が
合

流
し
て
い
ま
す
が
、
合
流
地
一
帯
は
水
浸

し
で
、
国
道
２
１
１
号
は
い
た
る
所
、
土

砂
崩
れ
、
Ｊ
Ｒ
宝
珠
山
駅
近
く
の
川
沿
い

の
道
路
は
半
分
以
上
、
洗
掘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、歩
道
の
土
砂
を
排
除
し
な
が
ら
、

助
け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
小
郡
駐
屯
の

第
９
施
設
群
所
属
の
隊
員
た
ち
で
す
。
到「山は死んだ」防災力を失った山林
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山が崩れ、土砂と流木が流れ出した（東峰村）

流木で民家がこわされた（東峰村）

着
す
る
と
ト
ン
パ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
大
き

な
土
の
う
作
り
を
開
始
、
徹
夜
の
作
業
で

す
。
彼
ら
は
被
災
者
の
た
め
に
仮
設
の
風

呂
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
が
自
分
た
ち

は
決
し
て
入
ら
な
い
。
す
べ
て
住
民
優
先

で
す
。
有
難
か
っ
た
で
す
ね
。

　
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
の

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
、
福
岡
、
北
九
州
国
道

事
務
所
の
皆
さ
ん
。そ
の
仕
事
ぶ
り
は「
す

ご
か
っ
た
」
で
す
ね
。
国
道
２
１
１
号
は

ズ
タ
ズ
タ
で
し
た
か
ら
、
と
も
か
く
道
路

復
旧
が
最
優
先
で
し
た
。
平
成
24
年
豪
雨

の
時
は
仮
復
旧
に
１
カ
月
前
後
か
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
５
日
被

災
、
７
日
か
ら
現
場
に
入
り
14
日
昼
過
ぎ

に
は
通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
実
に
早

い
「
道
開
け
」
で
し
た
。
流
木
撤
去
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
も
。
自
衛
隊
も
警

察
、
国
交
省
と
も
「
進
化
」
し
て
い
る
な

あ
、
と
感
服
し
ま
し
た
。

何
よ
り
連
携
強
化
を

　
現
在
、
村
職
員
は
54
名
で
す
が
、
土
木

技
術
者
は
い
ま
せ
ん
。
村
の
財
政
力
の
乏

し
さ
も
あ
り
ま
す
し
、
土
木
を
志
す
若
者

も
少
な
い
。
復
旧
も
そ
う
で
す
が
、
平
時

の
建
設
、
管
理
、
維
持
、
そ
の
た
め
の
点

検
な
ど
、
コ
ン
サ
ル
会
社
頼
り
が
現
実
で

す
。
わ
が
東
峰
村
だ
け
で
な
く
多
く
の
地

方
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
状
況
で
す
。

　
痛
感
し
た
こ
と
は
、
自
治
体
同
士
の
連

携
、
国
や
県
と
の
連
携
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
有
難
さ
。
日
本
人
の

「
絆
」
は
生
き
て
い
ま
す
。

　
災
害
後
の
村
の
集
ま
り
で
、
お
年
寄
り

が
手
を
挙
げ
て
、
こ
う
発
言
し
ま
し
た
。

「
村
長
、
今
度
、
ど
こ
か
で
災
害
が
起
こ
っ

た
ら
、
役
場
で
バ
ス
を
用
意
し
て
く
れ
。

絶
対
、
手
伝
い
に
行
き
た
い
か
ら
」
と
。

参
考

東
峰
村
の
豪
雨
被
害

死
者
＝
３
人

浸
水
家
屋
＝
床
上
浸
水
27
、
床
下
浸
水
12

家
屋
損
壊=

全
壊
30
、
半
壊
５

田
畑
浸
水
＝
81
ｈ
ａ

応
急
復
旧
（
道
路
啓
開
）

　
東
峰
村
を
縦
断
す
る
よ
う
に
、
大
肥
川

が
流
れ
、
そ
の
左
岸
に
国
道
２
１
１
号
が

走
っ
て
い
る
。
大
肥
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て

国
道
２
１
１
号
は
村
内
10
カ
所
で
損
壊
、

村
は
外
部
と
の
連
絡
道
路
が
途
絶
し
た
だ

け
で
な
く
、
集
落
が
寸
断
さ
れ
る
最
悪
の

状
況
と
な
っ
た
。
国
土
交
通
省
は
、
直
ち

に
24
時
間
体
制
の
道
路
啓
開
に
入
り
、
７

月
６
日
に
道
を
塞
い
で
停
止
し
て
い
た
ト

ラ
ッ
ク
を
移
動
さ
せ
た
ほ
か
、
護
岸
の
損

壊
、
橋
台
洗
掘
（
鼓
川
橋
）
斜
面
崩
壊
に

よ
る
道
路
埋
没
に
よ
る
通
行
止
め
状
況
解

除
の
為
、
応
急
復
旧
に
取
り
組
ん
だ
。
大

き
な
斜
面
崩
壊
に
よ
る
土
砂
除
去
、
14
日

に
は
す
べ
て
開
放
し
た
。

濁流に削り取られた道路は夜を徹して復旧工事が続いた
（大肥川ぞい）
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　人的被害の概要

死者 行方不明者 重傷者

朝倉市 34名 2名 11名

東峰村 3名 0名 0名

日田市 3名 0名
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第
１
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
１
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
長
崎
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
長
崎
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
高た
か
は
し

た
か
は
し橋橋

和か
ず

雄お

　
氏

―
―
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
は
、
極
め
て

短
時
間
の
集
中
豪
雨
が
狭
い
地
域
に
降
り

大
き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

高
橋
氏
　
こ
の
と
こ
ろ
局
所
的
か
つ
集
中

的
な
豪
雨
が
頻
発
し
て
お
り
、
長
崎
大
水

害
（
１
９
８
２
年
７
月
）
の
時
の
よ
う
な

豪
雨
が
、
山
口
県
防
府
市
土
石
流
災
害

（
２
０
０
９
年
７
月
）
は
じ
め
、
九
州
北

部
豪
雨
災
害
（
２
０
１
２
年
７
月
）、

山
口
県
（
須
佐
）・
島
根
県
（
津
和
野
）

の
豪
雨
災
害
（
２
０
１
３
年
７
月
）、

広
島
市
土
砂
災
害
（
２
０
１
４
月
８

月
）
で
も
そ
う
で
し
た
。「
め
っ
た

に
な
い
局
所
的
豪
雨
」
で
は
な
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
急
激
な
豪
雨
の

発
生
で
、
１
時
間
雨
量
を
見
て
避
難

対
策
を
立
て
る
の
で
は
、
間
に
合
わ

な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
分
間
雨
量
の
よ
う
な
短
時
間
間
隔

の
デ
ー
タ
で
避
難
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
全
国
的

傾
向
で
す
。

―
―
東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
震
対

策
は
政
府
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
豪
雨
災
害
は
そ
う

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

高
橋
氏
　
地
震
に
よ
る
地
震
動
、
津

波
は
、
広
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
災
害
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き

く
、
国
レ
ベ
ル
の
対
策
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
補

強
や
防
波
堤
の
建
設
等
の
物
理
的
な

対
策
が
減
災
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

し
か
し
、
豪
雨
災
害
で
は
例
え
ば
土
砂
災

害
は
雨
量
基
準
だ
け
で
は
斜
面
崩
壊
の
予

測
は
完
全
に
で
き
ま
せ
ん
し
、斜
面
崩
壊
、

地
す
べ
り
、
土
石
流
な
ど
の
危
険
箇
所
は

全
国
に
無
数
に
あ
り
防
災
工
事
は
追
い
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
被
害
が
起
こ
る
範

囲
が
狭
く
、
中
山
間
地
に
多
い
特
徴
も
あ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
ロ
ー
カ
ル
な
話
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
、
そ
こ
か
ら

考
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
筑
後
川

の
右
岸
支
流
が
氾
濫
し
て
、
土
石
、
流
木

が
被
害
を
大
き
く
し
ま
し
た
。

高
橋
氏
　
山
地
河
川
の
豪
雨
災
害
対
策
が

今
回
の
課
題
で
、
山
林
の
広
範
囲
な
崩
壊

に
よ
る
大
量
の
流
木
と
土
砂
流
出
が
あ

り
、
沢
の
出
口
で
の
人
的
被
害
が
目
立
ち

ま
し
た
。
ま
ず
、
住
民
避
難
で
す
が
、
気

象
庁
は
従
来
か
ら
土
砂
災
害
に
関
す
る
危

険
度
分
布
で
あ
る
土
砂
災
害
警
戒
判
定

メ
ッ
シ
ュ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
加
え
て
２
０
１
７
年
か
ら
は

大
雨
警
報
（
浸
水
害
）
と
洪
水
警
報
の
危

険
度
分
布
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。警
報
・

注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
、
ど
こ
に

災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
か
を
把

握
で
き
る
よ
う
に
危
険
度
に
応
じ
て
色
分

け
表
示
し
た
分
布
図
を
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
10
分
ご
と

に
更
新
さ
れ
、
危
険
度
の
高
ま
り
か
ら
色

の
変
化
で
わ
か
り
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
に
迫
る
危
険
度
の
高
ま
り
を
一
目
で

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
危
険

度
分
布
の
情
報
は
九
州
北
部
豪
雨
の
朝
倉

略歴
昭和 20 年生まれ、大分県出身。九州大学工学部卒業、長崎大学助教授、
教授。長崎大水害、雲仙普賢岳噴火災害ほか西日本各地の自然災害の
調査、研究、防災提言を続けている。日本自然災害学会会長などを務
めた。

「洪水が起こってから避難ではもう遅い」「洪水が起こってから避難ではもう遅い」「洪水が起こってから避難ではもう遅い」
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市
周
辺
で
も
き
わ
め
て
危
険
と
い
う
表
示

が
出
て
い
ま
し
た
。
洪
水
は
今
回
の
よ
う

に
上
流
部
か
ら
始
ま
る
の
で
、
当
該
地
域

の
市
町
村
が
、
瞬
時
に
そ
の
デ
ー
タ
を
使

い
こ
な
せ
ば
役
に
立
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
危
険
度
分
布
を
そ
の
地
域
で
読
み

こ
な
し
、
災
害
対
策
を
次
々
に
立
て
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
道
半

ば
で
す
。
お
そ
ら
く
今
回
の
こ
の
情
報
は

リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
地
域
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
後
に
な
っ
て
振
り

返
る
と
い
い
情
報
が
あ
っ
た
の
に
使
い
こ

な
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
地
域
が
よ
り
避
難
に
活

用
で
き
る
形
に
、
ま
た
、
地
域
が
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
―
小
さ
な
自
治
体
だ
と
、
災
害
対
応
力

が
弱
い
、
と
。

高
橋
氏
　
今
回
の
被
災
市
町
村
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
大
合
併
で
市
町
村

の
面
積
が
広
く
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

市
町
村
の
職
員
数
も
減
り
、
支
所
も
次
第

に
整
理
、
統
合
さ
れ
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
も
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
対
等
合

併
し
た
市
町
村
で
は
災
害
対
策
の
仕
組
み

が
ま
だ
出
来
て
い
な
い
し
、
権
限
も
分
散

し
一
本
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
一

般
的
に
高
齢
化
、
人
口
減
で
地
域
防
災
力

は
落
ち
て
い
ま
す
。
現
在
の
市
町
村
単
位

の
防
災
対
応
で
は
急
激
な
気
象
条
件
の
変

化
に
災
害
対
応
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

―
―
現
在
の
ま
ま
で
の
、
単
一
の
市
町
村

行
政
の
レ
ベ
ル
で
は
対
応
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

高
橋
氏
　
国
は
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型

の
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
加
え
て
よ
り

細
か
い
地
区
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
地
区

防
災
計
画
を
作
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
地
区
防
災
計
画
の
策
定
が
必
要

で
災
害
時
の
地
域
の
組
織
的
活
動
に
役
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
の
対
応
に
加

え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
地
区
居

住
者
等
に
よ
り
自
主
的
に
行
わ
れ
る
防
災

活
動
に
関
す
る
計
画
で
地
域
防
災
力
を
高

め
る
制
度
で
す
。
命
が
助
か
る
に
は
、
自

ら
の
早
め
の
対
応
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
の
指
示
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
個
人
々
、
あ
る
い
は
隣
近

所
、
集
落
ご
と
の
避
難
計
画
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
行
政
が
用
意
し
た
避
難
所

へ
逃
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
「
安
全

な
と
こ
ろ
」
へ
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
川
が
氾
濫
し
、
土
砂
災
害
が

同
時
発
生
す
る
と
、
消
防
も
救
急
も
現
場

に
行
け
ま
せ
ん
。
自
分
で
自
分
の
命
を
守

る
こ
と
を
日
頃
か
ら
考
え
、
行
動
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
の
被
災
地
で
も
日
田
市
の
吹
上
地

区
、
東
峰
村
の
竹
地
区
で
は
自
主
的
な
避

難
判
断
で
、
朝
倉
市
の
末
松
地
区
や
日
田

市
の
大
肥
地
区
で
は
自
主
的
な
避
難
先
指

定
で
避
難
し
て
難
を
逃
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
避
難
支
援
も
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
自
主
的
な
取
組
み
を
皆
様

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

―
―
こ
う
豪
雨
災
害
が
頻
発
す
る
と
、
災

害
は
「
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
中
山
間
地
は

そ
の
意
識
が
必
要
で
す
ね
。

高
橋
氏
　
一
度
起
こ
れ
ば
、
30
〜
40
年
は

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
識
は
捨
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
２
０
１
２
年

と
２
０
１
７
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

も
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
洪
水
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
津
波
と

同
じ
で
、
水
位
が
高
い
洪
水
が
急
激
に

や
っ
て
来
る
と
認
識
す
べ
き
で
す
。
洪
水

は
徐
々
に
水
か
さ
が
増
え
る
と
い
う
概
念

は
捨
て
た
方
が
良
い
で
す
。
洪
水
が
起

こ
っ
て
か
ら
対
応
で
は
も
う
遅
い
と
い
え

ま
す
。
自
治
体
も
命
を
守
る
こ
と
に
特
化

し
た
こ
と
を
や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
津

波
同
様
、
住
宅
の
か
さ
上
げ
や
輪
中
集
落

な
ど
の
対
策
を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

考
え
て
欲
し
い
。
単
に
被
災
地
の「
復
旧
」

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
集
落
の
再
編
成

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
古
く

な
っ
た
農
業
用
た
め
池
の
堰
堤
の
点
検
や

決
壊
し
た
場
合
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
ブ
の
作

成
も
重
要
で
す
。
ダ
ム
や
大
が
か
り
な
河

川
改
修
な
ど
大
型
ハ
ー
ド
事
業
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
実
情
に
合
わ
せ

た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
て
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
中
山
間
地
は
老
齢
化
、
人
口
減
で
、

存
続
の
難
し
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
、
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
致
命
的
な
打
撃
に
な
る
お
そ

れ
が
出
て
く
る
。

流木が集落を襲った赤谷川水系

土砂に埋まり破壊された民家（東峰村）
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使
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て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
一

般
的
に
高
齢
化
、
人
口
減
で
地
域
防
災
力

は
落
ち
て
い
ま
す
。
現
在
の
市
町
村
単
位

の
防
災
対
応
で
は
急
激
な
気
象
条
件
の
変

化
に
災
害
対
応
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

―
―
現
在
の
ま
ま
で
の
、
単
一
の
市
町
村

行
政
の
レ
ベ
ル
で
は
対
応
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

高
橋
氏
　
国
は
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型

の
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
加
え
て
よ
り

細
か
い
地
区
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
地
区

防
災
計
画
を
作
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
地
区
防
災
計
画
の
策
定
が
必
要

で
災
害
時
の
地
域
の
組
織
的
活
動
に
役
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
の
対
応
に
加

え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
地
区
居

住
者
等
に
よ
り
自
主
的
に
行
わ
れ
る
防
災

活
動
に
関
す
る
計
画
で
地
域
防
災
力
を
高

め
る
制
度
で
す
。
命
が
助
か
る
に
は
、
自

ら
の
早
め
の
対
応
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
の
指
示
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
個
人
々
、
あ
る
い
は
隣
近

所
、
集
落
ご
と
の
避
難
計
画
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
行
政
が
用
意
し
た
避
難
所

へ
逃
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
「
安
全

な
と
こ
ろ
」
へ
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
川
が
氾
濫
し
、
土
砂
災
害
が

同
時
発
生
す
る
と
、
消
防
も
救
急
も
現
場

に
行
け
ま
せ
ん
。
自
分
で
自
分
の
命
を
守

る
こ
と
を
日
頃
か
ら
考
え
、
行
動
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
の
被
災
地
で
も
日
田
市
の
吹
上
地

区
、
東
峰
村
の
竹
地
区
で
は
自
主
的
な
避

難
判
断
で
、
朝
倉
市
の
末
松
地
区
や
日
田

市
の
大
肥
地
区
で
は
自
主
的
な
避
難
先
指

定
で
避
難
し
て
難
を
逃
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
避
難
支
援
も
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
自
主
的
な
取
組
み
を
皆
様

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

―
―
こ
う
豪
雨
災
害
が
頻
発
す
る
と
、
災

害
は
「
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
中
山
間
地
は

そ
の
意
識
が
必
要
で
す
ね
。

高
橋
氏
　
一
度
起
こ
れ
ば
、
30
〜
40
年
は

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
識
は
捨
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
２
０
１
２
年

と
２
０
１
７
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

も
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
洪
水
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
津
波
と

同
じ
で
、
水
位
が
高
い
洪
水
が
急
激
に

や
っ
て
来
る
と
認
識
す
べ
き
で
す
。
洪
水

は
徐
々
に
水
か
さ
が
増
え
る
と
い
う
概
念

は
捨
て
た
方
が
良
い
で
す
。
洪
水
が
起

こ
っ
て
か
ら
対
応
で
は
も
う
遅
い
と
い
え

ま
す
。
自
治
体
も
命
を
守
る
こ
と
に
特
化

し
た
こ
と
を
や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
津

波
同
様
、
住
宅
の
か
さ
上
げ
や
輪
中
集
落

な
ど
の
対
策
を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

考
え
て
欲
し
い
。
単
に
被
災
地
の「
復
旧
」

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
集
落
の
再
編
成

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
古
く

な
っ
た
農
業
用
た
め
池
の
堰
堤
の
点
検
や

決
壊
し
た
場
合
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
ブ
の
作

成
も
重
要
で
す
。
ダ
ム
や
大
が
か
り
な
河

川
改
修
な
ど
大
型
ハ
ー
ド
事
業
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
実
情
に
合
わ
せ

た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
て
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
中
山
間
地
は
老
齢
化
、
人
口
減
で
、

存
続
の
難
し
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
、
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
致
命
的
な
打
撃
に
な
る
お
そ

れ
が
出
て
く
る
。

流木が集落を襲った赤谷川水系

土砂に埋まり破壊された民家（東峰村）
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高
橋
氏
　
地
域
に
、
災
害
が
あ
っ
て
も
存

続
で
き
る
総
合
的
な
「
持
続
計
画
」
が
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。
災
害
が
発
生
し
て
命

は
守
れ
た
と
し
て
も
、
地
域
の
再
建
が
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
の
地
で
生
活
を
存
続
さ

せ
る
の
は
無
理
で
す
。
被
災
地
の
雇
用
を

確
保
で
き
る
よ
う
な
復
旧
対
策
、
被
災
経

験
を
逆
手
に
取
っ
た
地
域
の
活
性
化
等
を

復
興
計
画
の
段
階
か
ら
考
え
て
お
く
こ

と
、
都
市
計
画
区
域
が
な
い
農
村
集
落
で

も
住
宅
対
策
に
共
同
住
宅
や
公
営
住
宅
を

建
設
す
る
選
択
も
議
論
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。

―
―
こ
れ
か
ら
被
災
地
は
地
域
再
建
に
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
橋
氏
　
地
震
・
津
波
被
害
に
比
べ
て
、

水
害
被
害
に
は
国
の
財
政
支
援
制
度
が
総

じ
て
薄
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
も
一
度

検
討
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
山

地
河
川
洪
水
は
、
こ
れ
か
ら
も
起
こ
る
で

し
ょ
う
し
、
被
害
も
発
生
し
ま
す
。
そ
れ

に
対
応
す
る
地
域
防
災
力
の
強
化
が
必
要

で
す
。
地
域
の
皆
様
の
自
主
的
な
取
組
み

の
他
に
、
発
生
す
る
前
の
地
域
防
災
、
予

防
対
策
の
段
階
か
ら
土
木
の
専
門
家
、
地

元
建
設
業
に
も
災
害
対
策
に
入
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
建
設
土
木
業
者
は
、
土

砂
や
浸
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
関
す
る
専

門
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
災
害
対
策
に
活

用
で
き
る
資
機
材
や
重
機
を
備
え
て
い
ま

す
。
豪
雪
地
域
で
は
道
路
の
除
雪
だ
け
で

な
く
、
道
路
沿
い
の
民
地
や
民
家
の
雪
下

ろ
し
ま
で
請
け
負
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
災
害
対
策
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
一
定
程
度
の
建
設
土

木
業
者
を
地
域
に
残
し
て
お
く
施
策
が
必

要
で
す
。
災
害
時
の
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
地
域
貢
献
で
は
な
く
企
業
と
し

て
存
続
で
き
る
よ
う
に
対
価
を
支
払
う
仕

組
み
や
建
設
業
が
民
地
を
含
め
た
指
定
管

理
者
に
す
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
地
域
の
災
害
環
境

に
詳
し
く
、
ま
た
土
地
勘
も
あ
り
ま
す
。

災
害
対
策
に
当
た
っ
て
、
も
っ
と
専
門
的

な
知
識
を
も
っ
た
プ
ロ
を
使
う
仕
組
み
を

も
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
防
職

員
や
消
防
団
員
に
も
土
砂
災
害
な
ど
の
土

木
の
専
門
知
識
を
教
え
、
災
害
対
応
を

連
携
し
て
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
救
助
時
の
二

次
災
害
を
減
ら
せ
、
前

兆
現
象
の
把
握
や
迅
速

な
救
助
活
動
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
旦
災
害
が
発
生
す
る

と
建
設
業
の
活
動
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
能
力
は

災
害
予
防
、
災
害
発
生

段
階
の
避
難
、
救
助
の
段
階
か
ら
発
揮
で

き
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の

建
設
や
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
国
土
交

通
省
は
人
命
を
守
る
と
い
う
国
の
責
任
を

果
た
す
た
め
に
、
洪
水
の
危
険
度
等
の
情

報
提
供
、
被
害
情
報
の
提
供
、
応
急
対
策

の
支
援
等
の
積
極
的
な
自
治
体
支
援
を
工

事
に
活
用
す
る
専
門
的
知
識
と
資
機
材
を

巨岩に襲われた筑前岩屋駅付近（東峰村）

2017年7月4日　九州北部豪雨　筑後川左岸（死者40人、不明2人）
2018年4月　　　西日本豪雨　（死者227人、不明10人）　　　　　　
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活
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
発

展
さ
せ
て
、
地
元
の
建
設
業
が
地
域
の
災

害
支
援
を
担
う
と
の
発
想
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
教
訓
を

生
か
し
た
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。
被
災

地
で
は
早
い
段
階
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

主
体
と
し
た
復
興
の
議
論
が
地
域
で
生
ま

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
被
災
直
後

に
は
被
災
地
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
復

興
段
階
で
は
主
役
は
紛
れ
も
な
く
地
域
で

あ
り
、
被
災
者
で
す
。
復
興
意
欲
を
持
て

る
被
災
者
対
策
、
復
興
プ
ラ
ン
を
復
興
事

業
に
仕
上
げ
る
た
め
に
今
後
も
地
域
と
行

政
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

2017年 九州北部豪雨

（高橋和雄著「頻発する豪雨災害」から）

九州・中国地方の主な災害

　
大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
岡
県
・
朝

倉
市
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

の
は
、
７
月
５
日
午
後
２
時
過
ぎ
（
平

成
29
年
）
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
午
前
９

時
33
分
に
大
雨
、
降
水
注
意
報
が
出
さ

れ
、
続
い
て
午
後
１
時
14
分
大
雨
洪
水

警
報
、
14
分
後
、
記
録
的
短
時
間
大
雨

情
報
、
土
砂
災
害
警
報
と
続
い
た
。

　
本
部
が
避
難
準
備
情
報
を
発

令
し
た
の
は
同
午
後
２
時
15

分
、
次
い
で
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
を
出
し
た
の
は
午
後
３
時

30
分
（
三
奈
木
、
金
川
な
ど
５

か
所
）、
順
次
、
地
域
を
広
げ

市
全
域
に
発
令
し
た
の
は
午
後

７
時
10
分
だ
っ
た
。
こ
の
間
、

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が

次
々
と
出
さ
れ
た
。

　
５
日
１
時
過
ぎ
か
ら
、
本
部

へ
の
緊
迫
し
た
市
民
通
報
が
相

次
い
だ
。「
平
松
中
学
校
近
く

の
川
が
氾
濫
」「
小
屋
が
流
さ

れ
川
を
塞
い
で
い
る
」（
同
市

高
木
地
区
）。

　
午
後
２
時
「
自
宅
が
浸
水
し

て
い
る
」（
同
福
田
地
区
）「
夫

婦
と
一
人
が
孤
立
し
て
取
り
残
さ
れ

て
い
る
」（
松
末
地
区
） 

午
後
２
時
50

分
「
公
民
館
か
ら
70
〜
80
ｍ
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
流
さ
れ
た
」（
志
波
地
区
）。

対
策
本
部
も
「
こ
れ
は
尋
常
で
は
な

い
」。

　
午
後
３
時
台
に
な
る
と「
自
宅
浸
水
」

な
ど
洪
水
か
ら
「
裏
山
が
崩
れ
る
」
な

ど
。

　
同
４
時
台
に
な
る
と
、
命
の
危
険
を

感
じ
る
通
報
が
入
り
始
め
る
。「
人
が

流
さ
れ
た
」（
宮
野
地
区
）
の
通
報
。

し
か
し
濁
流
で
救
援
隊
員
も
近
寄
れ
な

い
。「
知
人
宅
に
避
難
し
て
い
る
が
、

道
路
が
分
断
さ
れ
、
上
に
も
下
に
も
行

け
な
い
。助
け
て
ほ
し
い
」（
高
木
地
区
）

　
同
６
時
台
に
は
一
層
、
深
刻

な
通
報
、
と
言
う
よ
り
救
出
依

頼
と
な
っ
た
。

　「
谷
の
水
が
自
宅
に
流
れ
込

ん
で
い
る
」（
杷
木
地
区
）「
１

階
は
水
に
つ
か
っ
て
い
る
。
５

〜
６
人
が
集
ま
っ
て
避
難
し
て

い
る
が
、
孤
立
状
態
だ
」（
宮

野
地
区
）

　
同
７
時
台
に
な
る
と
、
家
屋

流
失
、
逃
げ
遅
れ
の
通
報
が
始

ま
る
。

　「
自
宅
が
流
さ
れ
て
い
る
」

「
浸
水
。
孤
立
」
か
ら
「
親
が

動
け
な
い
の
で
救
助
を
」（
朝

倉
、
古
毛
）「
２
階
に
い
る
が

身
動
き
取
れ
な
い
」「
骨
折
し

て
い
て
動
け
な
い
。
助
け
て
」

　
午
後
９
時
に
な
る
と
、
切
羽

詰
ま
っ
た
救
出
要
請
と
な
る
。「
家
が

動
い
て
、
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
家

の
そ
ば
の
電
柱
に
登
っ
て
い
る
」（
大

福
、
大
庭
地
区
）

　
同
10
時
台
「
車
の
中
に
３
人
取
り
残

さ
れ
て
い
る
」（
蜷
城
地
区
）

緊迫ドキュメント
災害対策本部（朝倉市）
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活
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
発

展
さ
せ
て
、
地
元
の
建
設
業
が
地
域
の
災

害
支
援
を
担
う
と
の
発
想
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
教
訓
を

生
か
し
た
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。
被
災

地
で
は
早
い
段
階
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

主
体
と
し
た
復
興
の
議
論
が
地
域
で
生
ま

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
被
災
直
後

に
は
被
災
地
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
復

興
段
階
で
は
主
役
は
紛
れ
も
な
く
地
域
で

あ
り
、
被
災
者
で
す
。
復
興
意
欲
を
持
て

る
被
災
者
対
策
、
復
興
プ
ラ
ン
を
復
興
事

業
に
仕
上
げ
る
た
め
に
今
後
も
地
域
と
行

政
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

2017年 九州北部豪雨

（高橋和雄著「頻発する豪雨災害」から）

九州・中国地方の主な災害

　
大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
岡
県
・
朝

倉
市
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

の
は
、
７
月
５
日
午
後
２
時
過
ぎ
（
平

成
29
年
）
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
午
前
９

時
33
分
に
大
雨
、
降
水
注
意
報
が
出
さ

れ
、
続
い
て
午
後
１
時
14
分
大
雨
洪
水

警
報
、
14
分
後
、
記
録
的
短
時
間
大
雨

情
報
、
土
砂
災
害
警
報
と
続
い
た
。

　
本
部
が
避
難
準
備
情
報
を
発

令
し
た
の
は
同
午
後
２
時
15

分
、
次
い
で
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
を
出
し
た
の
は
午
後
３
時

30
分
（
三
奈
木
、
金
川
な
ど
５

か
所
）、
順
次
、
地
域
を
広
げ

市
全
域
に
発
令
し
た
の
は
午
後

７
時
10
分
だ
っ
た
。
こ
の
間
、

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が

次
々
と
出
さ
れ
た
。

　
５
日
１
時
過
ぎ
か
ら
、
本
部

へ
の
緊
迫
し
た
市
民
通
報
が
相

次
い
だ
。「
平
松
中
学
校
近
く

の
川
が
氾
濫
」「
小
屋
が
流
さ

れ
川
を
塞
い
で
い
る
」（
同
市

高
木
地
区
）。

　
午
後
２
時
「
自
宅
が
浸
水
し

て
い
る
」（
同
福
田
地
区
）「
夫

婦
と
一
人
が
孤
立
し
て
取
り
残
さ
れ

て
い
る
」（
松
末
地
区
） 

午
後
２
時
50

分
「
公
民
館
か
ら
70
〜
80
ｍ
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
流
さ
れ
た
」（
志
波
地
区
）。

対
策
本
部
も
「
こ
れ
は
尋
常
で
は
な

い
」。

　
午
後
３
時
台
に
な
る
と「
自
宅
浸
水
」

な
ど
洪
水
か
ら
「
裏
山
が
崩
れ
る
」
な

ど
。

　
同
４
時
台
に
な
る
と
、
命
の
危
険
を

感
じ
る
通
報
が
入
り
始
め
る
。「
人
が

流
さ
れ
た
」（
宮
野
地
区
）
の
通
報
。

し
か
し
濁
流
で
救
援
隊
員
も
近
寄
れ
な

い
。「
知
人
宅
に
避
難
し
て
い
る
が
、

道
路
が
分
断
さ
れ
、
上
に
も
下
に
も
行

け
な
い
。助
け
て
ほ
し
い
」（
高
木
地
区
）

　
同
６
時
台
に
は
一
層
、
深
刻

な
通
報
、
と
言
う
よ
り
救
出
依

頼
と
な
っ
た
。

　「
谷
の
水
が
自
宅
に
流
れ
込

ん
で
い
る
」（
杷
木
地
区
）「
１

階
は
水
に
つ
か
っ
て
い
る
。
５

〜
６
人
が
集
ま
っ
て
避
難
し
て

い
る
が
、
孤
立
状
態
だ
」（
宮

野
地
区
）

　
同
７
時
台
に
な
る
と
、
家
屋

流
失
、
逃
げ
遅
れ
の
通
報
が
始

ま
る
。

　「
自
宅
が
流
さ
れ
て
い
る
」

「
浸
水
。
孤
立
」
か
ら
「
親
が

動
け
な
い
の
で
救
助
を
」（
朝

倉
、
古
毛
）「
２
階
に
い
る
が

身
動
き
取
れ
な
い
」「
骨
折
し

て
い
て
動
け
な
い
。
助
け
て
」

　
午
後
９
時
に
な
る
と
、
切
羽

詰
ま
っ
た
救
出
要
請
と
な
る
。「
家
が

動
い
て
、
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
家

の
そ
ば
の
電
柱
に
登
っ
て
い
る
」（
大

福
、
大
庭
地
区
）

　
同
10
時
台
「
車
の
中
に
３
人
取
り
残

さ
れ
て
い
る
」（
蜷
城
地
区
）

緊迫ドキュメント
災害対策本部（朝倉市）
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第2節① 現地ルポ―「赤谷川の惨状」

赤谷川とその流域被害深刻
洪水と流木、土砂に埋まる

国が権限代行で復旧、新制度適用１号に

　
平
成

　
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
、
福
岡
県
朝

倉
市
一
帯
と
、
大
分
県
日
田
市
な
ど
を

倉
市
一
帯
と
、
大
分
県
日
田
市
な
ど
を

「
か
つ
て
経
験
の
な
い
豪
雨
」
が
襲
っ
た
。

「
か
つ
て
経
験
の
な
い
豪
雨
」
が
襲
っ
た
。

2424
時
間
降
水
量
が
１
０
０
０
㎜
を
越
え

た
朝
倉
市
を
は
じ
め
隣
接
す
る
東
峰
村
、

た
朝
倉
市
を
は
じ
め
隣
接
す
る
東
峰
村
、

日
田
市
で
、
死
者

行
方
不
明
50
人
を

出
す
大
災
害
を
引

き
起
こ
し
た
。
赤

谷
川
な
ど
筑
後
川

右
岸
の
支
流
が
洪

水
に
よ
っ
て
氾
濫
、

大
量
の
流
木
と
土

砂
が
家
屋
を
破
壊
、

田
畑
を
埋
め
た
。

　
台
風
や
梅
雨
前

線
な
ど
が
も
た
ら

す
豪
雨
は
、
し
ば

し
ば
九
州
各
地
を

襲
っ
て
き
た
。
筑

後
川
な
ど
10
河
川

を
氾
濫
さ
せ
た
昭

和
28
年
の
大
水
害

は
死
者
１
０
０
０

人
を
超
え
る
大
水

害
だ
っ
た
の
を
は

じ
め
、
近
年
で
は

平
成
24
年
九
州
北

部
豪
雨
が
矢
部
川

の
堤
防
を
決
壊
さ

せ
、
柳
川
市
街
を

水
浸
し
に
し
た
。

　
今
回
の
豪
雨
で

は
、
赤
谷
川
流
域

で
大
洪
水
と
共
に

大
量
の
土
砂
と
流

木
が
流
れ
下
っ
た
た
め
、
４
年
前
の
平
成

24
年
豪
雨
で
は
家
屋
損
壊
は
０
だ
っ
た
の

に
、
１
３
６
戸
の
倒
壊
、
流
失
と
、
被
害

を
大
き
く
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
も

の
か
、「
線
状
降
水
帯
」
と
呼
ば
れ
る
気

象
現
象
に
よ
っ
て
、
局
地
的
、
連
続
的
に

発
生
す
る
積
乱
雲
が
次
々
と
こ
の
地
方
に

「
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」

を
降
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
激
し
さ
と

猛
威
は
、
河
川
防
災
に
大
き
な
課
題
を
投

げ
か
け
て
い
る
。

国
道
を
埋
め
る
流
木

　
被
災
後
、
福
岡
か
ら
国
道
３
８
６
号
を

筑
後
川
沿
い
に
日
田
市
に
向
か
う
。
朝
倉

地
方
の
豊
か
な
営
農
を
代
表
す
る
３
連
水

車
が
泥
土
か
ら
姿
を
見
せ
て
は
い
た
が
、

部
厚
い
土
砂
で
埋
ま
り
、
立
ち
入
り
禁
止

と
な
っ
て
い
た
。奈
良
ヶ
谷
川
の
氾
濫
で
、

こ
の
国
道
に
も
流
木
が
ダ
ム
を
造
っ
た
よ

う
に
折
り
重
な
っ
て
、
塞
い
だ
。
昭
和
28

年
の
大
水
害
の
時
、
原
鶴
温
泉
は
筑
後
川

の
濁
流
に
現
れ
大
被
害
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
筑
後
川
本
川
を
分
流
す
る
分
水
路
が

造
ら
れ
今
回
も
洪
水
か
ら
守
ら
れ
て
い

る
。

　「
筑
紫
次
郎
」
と
呼
ば
れ
た
暴
れ
川
・

筑
後
川
は
28
年
大
水
害
の
後
、ダ
ム
建
設
、

河
川
改
修
な
ど
が
進
み
、
本
川
の
安
全
性

は
か
な
り
高
め
ら
れ
た
。
今
回
の
九
州
北

部
豪
雨
は
そ
の
筑
後
川
右
岸
の
山
間
地
域

を
襲
い
、
筑
後
川
に
流
れ
込
む
23
の
支
流

を
溢
れ
さ
せ
、
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

雨
量
約
99
㎜
、
急
こ
う
配
を
流

れ
下
っ
た
土
砂

さ
ら
に
進
む
と
、
北
川
を
渡
る
小
さ
な

橋
に
出
る
。
橋
か
ら
上
流
を
見
る
と
、
川

周
辺
の
家
屋
が
泥
土
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
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住
民
が
手
押
し
車
で
泥
を
運
び
出
し
て
い

る
。
筑
後
川
右
岸
地
域
に
は
、
上
流
か
ら

大
分
県
日
田
市
の
花
月
川
、
福
岡
県
に

入
っ
て
大
肥
川
、
赤
谷
川
、
白
木
谷
川
、

寒
水
川
、
北
川
、
奈
良
ヶ
谷
川
、
桂
川
、

佐
田
川
、
小
石
原
川
の
10
河
川
が
筑
後
川

に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
流

を
合
わ
せ
る
と
23
河
川
と
な
る
。
10
の
う

ち
赤
谷
川
な
ど
５
河
川
が
急
こ
う
配
で
、

赤
谷
川(

流
路
15
・
５
㎞)

を
除
け
ば
北

川
な
ど
延
長
わ
ず
か
４
・
５
㎞
以
下
、
髙

さ
１
５
０
〜
２
５
０
ｍ
の
台
地
か
ら
流
れ

下
る
短
い
川
だ
。
大
雨
に
よ
り
斜
面
崩
壊

が
発
生
し
、
さ
ら
に
谷
を
埋
め
な
が
ら
土

砂
や
流
木
が
、
急
こ
う
配
の
河
道
を
流
れ

下
っ
た
の
だ
。
川
幅
は
狭
く
、
川
の
流
化

能
力
は
低
い
。

　
豪
雨
が
こ
の
地
方
に
降
り
始
め
た
の
は

７
月
５
日
昼
ご
ろ
か
ら
で
、
こ
れ
ら
の
川

の
水
源
地
上
に
あ
る
北
小
路
公
民
館
雨
量

観
測
所
で
５
日
13
時
か
ら
の
９
時
間
雨
量

は
７
７
４
㎜
、
鶴
河
内
雨
量
観
測
所
で

６
３
８
㎜
な
ど
赤
谷
川
、
佐
田
川
上
流
域

を
中
心
に
、
一
帯
が
短
時
間
記
録
的
な
雨

量
を
観
測
し
て
い
る
。

　
記
録
的
な
大
雨
は
、
山
の
斜
面
を
崩
壊

さ
せ
、
立
ち
木
と
大
量
の
土
砂
を
押
し
流

し
、
下
流
地
域
で
浸
水
面
積
１
９
６
４
ｈ

ａ
、
床
上
・
床
下
浸
水
２
５
７
３
戸
、
家

屋
の
全
半
壊
２
９
９
戸
を
出
す
大
洪
水
と

な
っ
た
。
中
で
も
赤
谷
川
流
域
は
１
３
６

戸
の
全
半
壊
を
出
し
た
。

土
砂
２
９
０
万
㎥
が
流
下

　
杷
木
Ｉ
Ｃ
を
過
ぎ
て
、
左
折
、
焼
き
物

の
里
・
小
石
原
へ
向
か
う
県
道
52
号
に
入

る
。
赤
谷
川
沿
い
の
こ
の
道
路
の
被
害
が

大
き
く
、
流
域
の
集
落
を
孤
立
さ
せ
、
逃

げ
場
の
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
要
請
を
受

け
た
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
は
、
６
日

か
ら
１
週
間
で
24
㎞
の
「
道
路
啓
開
」
を

成
し
遂
げ
、
復
旧
へ
の
道
を
開
い
た
。

　
高
速
道
路
の
高
架
を
く
ぐ
る
と
、
間
も

な
く
道
路
左
手
の
「
が
ん
ば
ろ
う
、
松
末

地
区
」
の
大
き
な
看
板
。
こ
こ
か
ら
被
害

が
大
き
か
っ
た
赤
谷
川
の
被
災
地
が
目
の

前
に
広
が
り
始
め
た
。
赤
谷
川
と
そ
の

流
域
を
流
れ
下
っ
た
土
砂
量
が
最
も
多

く
、
発
生
土
量
は
２
９
０
万
㎥
、
崩
壊
後

の
河
道
や
農
地
等
に
堆
積
し
た
土
量
は

２
２
０
万
㎥
を
越
え
る
。
他
の
河
川
の
数

倍
の
土
量
に
達
し
た
。
黄
褐
色
の
土
砂
が

川
周
辺
の
農
地
を
埋
め
尽
く
し
、
筑
後
川

を
越
え
る
「
川
幅
」
を
創
り
出
し
て
い
る
。

中
央
部
の
ま
る
で
島
の
よ
う
に
孤
立
し
た

地
域
に
人
家
が
数
軒
、
残
っ
て
い
た
。

乙
石
川
の
惨
状

　
こ
の
大
量
の
土
砂
は
、
赤
谷
川
上
流
の

山
地
が
崩
壊
、
土
砂
と
共
に
立
木
が
流
れ

出
し
土
石
流
の
よ
う
に
濁
流
と
な
っ
て
、

谷
間
の
地
を
流
れ
く
だ
っ
た
も
の
だ
。
赤

谷
川
に
は
乙
石
川
と
小
河
内
川
が
流
れ
込

む
。両
支
流
の
山
地
の
崩
壊
は
凄
ま
じ
く
、

大
き
な
爪
で
斜
面
を
か
き
む
し
っ
た
よ
う

に
崩
壊
跡
が
残
っ
て
い
た
。
赤
谷
川
で
の

発
生
土
砂
の
半
分
以
上
を
占
め
た
乙
石
川

が
流
れ
る
最
上
流
の
谷
間
は
両
側
が
大
き

く
え
ぐ
ら
れ
、
山
裾
の
数
軒
が
辛
く
も
濁

流
を
免
れ
て
い
た
。谷
筋
は
厚
く
埋
も
れ
、

そ
の
上
を
幾
筋
も
の
水
が
流
れ
て
は
い
る

が
、
乙
石
川
筋
は
埋
ま
っ
て
見
え
な
い
。

　
赤
谷
川
と
の
合
流
点
に
は
集
落
が
固

ま
っ
て
い
る
。家
屋
は
泥
に
埋
ま
っ
た
が
、

合
流
部
は
川
筋
が
Ｌ
字
に
な
っ
て
山
地
が

半
島
の
よ
う
に
突
き
出
て
防
波
堤
の
よ
う

に
集
落
を
守
っ
て
い
た
。

　
乙
石
川
合
流
点
の
す
ぐ
上
流
で
小
河
内

川
も
合
流
し
て
い
る
。
上
流
の
二
つ
の
砂

防
堰
堤
も
共
に
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
土
砂
と
流
木
は
堰
堤
を
越
え
て
流
れ

下
り
、
大
き
な
建
物
の
鉄
骨
が
傾
き
、
家

屋
も
柱
だ
け
が
残
っ
て
、
壁
は
抜
け
て
流

失
し
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
土
砂
が

流
れ
出
た
の
だ
ろ
う
。

　
赤
谷
川
以
西
は
変
成
岩
類
と
深
成
岩
、

以
東
は
火
成
岩
地
帯
に
、
大
ま
か
に
分
か

れ
て
い
る
。
赤
谷
川
か
ら
北
川
ま
で
の
４

河
川
は
花
崗
閃
緑
岩
と
変
成
岩
が
中
心
。

赤
谷
川
を
除
け
ば
短
い
川
だ
が
、
崩
壊
面

積
は
大
き
い
。
花
崗
岩
自
体
は
本
来
固
い

岩
層
だ
が
、風
化
し
て
砂
状
の
「
真
砂
土
」

と
な
る
。
真
砂
土
は
少
雨
で
も
容
易
に
移

動
し
て
し
ま
う
。

　
記
録
的
な
大
雨
は
斜
面
崩
壊
を
引
き
起

こ
し
、
さ
ら
に
大
量
の
土
砂
を
押
し
流
し

た
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
は
西
日

本
一
帯
に
分
布
、
広
島
市
の
土
石
流
災
害

も
引
き
起
こ
し
て
い
る
（
平
成
26
年
８

月
）。

猛
威
を
ふ
る
っ
た
大
量
の
流
木
群

　
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
は
「
流
木
洪

水
」
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
流
木
が
流
れ

だ
し
、
集
落
を
襲
っ
た
。
赤
谷
川
の
流
木

量
は
他
の
川
の
２
倍
近
い
。
山
裾
に
植
林

さ
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
倒
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
、
流
失
し

な
い
で
残
っ
た
人
工
林
だ
。

　
航
空
写
真
の
画
像
か
ら
流
木
発
生
源
の

面
積
を
計
算
、
流
木
数
を
推
定
し
た
と
こ

ろ
、
総
流
木
量
は
21
万
㎥
を
越
え
、
そ
の

約
３
分
の
２
が
山
林
木
（
約
13
・
３
万
㎥
）

だ
っ
た
。

　
赤
谷
川
と
支
流
を
遡
る
と
、
い
た
る
と

こ
ろ
、
流
木
の
山
だ
。
流
木
は
赤
谷
川
に

架
か
る
橋
に
引
っ
掛
か
り
、
流
れ
を
せ
き

止
め
、
氾
濫
さ
せ
、
家
屋
を
襲
い
、
突
き

破
る
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。

流
木
が
橋
を
埋
め
、洪
水
溢
れ
出
る

　
河
川
被
害
の
大
き
な
特
徴
は
、
洪
水
が

土砂と流木に埋った被災地（福岡県朝倉市）
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住
民
が
手
押
し
車
で
泥
を
運
び
出
し
て
い

る
。
筑
後
川
右
岸
地
域
に
は
、
上
流
か
ら

大
分
県
日
田
市
の
花
月
川
、
福
岡
県
に

入
っ
て
大
肥
川
、
赤
谷
川
、
白
木
谷
川
、

寒
水
川
、
北
川
、
奈
良
ヶ
谷
川
、
桂
川
、

佐
田
川
、
小
石
原
川
の
10
河
川
が
筑
後
川

に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
流

を
合
わ
せ
る
と
23
河
川
と
な
る
。
10
の
う

ち
赤
谷
川
な
ど
５
河
川
が
急
こ
う
配
で
、

赤
谷
川(

流
路
15
・
５
㎞)
を
除
け
ば
北

川
な
ど
延
長
わ
ず
か
４
・
５
㎞
以
下
、
髙

さ
１
５
０
〜
２
５
０
ｍ
の
台
地
か
ら
流
れ

下
る
短
い
川
だ
。
大
雨
に
よ
り
斜
面
崩
壊

が
発
生
し
、
さ
ら
に
谷
を
埋
め
な
が
ら
土

砂
や
流
木
が
、
急
こ
う
配
の
河
道
を
流
れ

下
っ
た
の
だ
。
川
幅
は
狭
く
、
川
の
流
化

能
力
は
低
い
。

　
豪
雨
が
こ
の
地
方
に
降
り
始
め
た
の
は

７
月
５
日
昼
ご
ろ
か
ら
で
、
こ
れ
ら
の
川

の
水
源
地
上
に
あ
る
北
小
路
公
民
館
雨
量

観
測
所
で
５
日
13
時
か
ら
の
９
時
間
雨
量

は
７
７
４
㎜
、
鶴
河
内
雨
量
観
測
所
で

６
３
８
㎜
な
ど
赤
谷
川
、
佐
田
川
上
流
域

を
中
心
に
、
一
帯
が
短
時
間
記
録
的
な
雨

量
を
観
測
し
て
い
る
。

　
記
録
的
な
大
雨
は
、
山
の
斜
面
を
崩
壊

さ
せ
、
立
ち
木
と
大
量
の
土
砂
を
押
し
流

し
、
下
流
地
域
で
浸
水
面
積
１
９
６
４
ｈ

ａ
、
床
上
・
床
下
浸
水
２
５
７
３
戸
、
家

屋
の
全
半
壊
２
９
９
戸
を
出
す
大
洪
水
と

な
っ
た
。
中
で
も
赤
谷
川
流
域
は
１
３
６

戸
の
全
半
壊
を
出
し
た
。

土
砂
２
９
０
万
㎥
が
流
下

　
杷
木
Ｉ
Ｃ
を
過
ぎ
て
、
左
折
、
焼
き
物

の
里
・
小
石
原
へ
向
か
う
県
道
52
号
に
入

る
。
赤
谷
川
沿
い
の
こ
の
道
路
の
被
害
が

大
き
く
、
流
域
の
集
落
を
孤
立
さ
せ
、
逃

げ
場
の
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
要
請
を
受

け
た
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
は
、
６
日

か
ら
１
週
間
で
24
㎞
の
「
道
路
啓
開
」
を

成
し
遂
げ
、
復
旧
へ
の
道
を
開
い
た
。

　
高
速
道
路
の
高
架
を
く
ぐ
る
と
、
間
も

な
く
道
路
左
手
の
「
が
ん
ば
ろ
う
、
松
末

地
区
」
の
大
き
な
看
板
。
こ
こ
か
ら
被
害

が
大
き
か
っ
た
赤
谷
川
の
被
災
地
が
目
の

前
に
広
が
り
始
め
た
。
赤
谷
川
と
そ
の

流
域
を
流
れ
下
っ
た
土
砂
量
が
最
も
多

く
、
発
生
土
量
は
２
９
０
万
㎥
、
崩
壊
後

の
河
道
や
農
地
等
に
堆
積
し
た
土
量
は

２
２
０
万
㎥
を
越
え
る
。
他
の
河
川
の
数

倍
の
土
量
に
達
し
た
。
黄
褐
色
の
土
砂
が

川
周
辺
の
農
地
を
埋
め
尽
く
し
、
筑
後
川

を
越
え
る
「
川
幅
」
を
創
り
出
し
て
い
る
。

中
央
部
の
ま
る
で
島
の
よ
う
に
孤
立
し
た

地
域
に
人
家
が
数
軒
、
残
っ
て
い
た
。

乙
石
川
の
惨
状

　
こ
の
大
量
の
土
砂
は
、
赤
谷
川
上
流
の

山
地
が
崩
壊
、
土
砂
と
共
に
立
木
が
流
れ

出
し
土
石
流
の
よ
う
に
濁
流
と
な
っ
て
、

谷
間
の
地
を
流
れ
く
だ
っ
た
も
の
だ
。
赤

谷
川
に
は
乙
石
川
と
小
河
内
川
が
流
れ
込

む
。両
支
流
の
山
地
の
崩
壊
は
凄
ま
じ
く
、

大
き
な
爪
で
斜
面
を
か
き
む
し
っ
た
よ
う

に
崩
壊
跡
が
残
っ
て
い
た
。
赤
谷
川
で
の

発
生
土
砂
の
半
分
以
上
を
占
め
た
乙
石
川

が
流
れ
る
最
上
流
の
谷
間
は
両
側
が
大
き

く
え
ぐ
ら
れ
、
山
裾
の
数
軒
が
辛
く
も
濁

流
を
免
れ
て
い
た
。谷
筋
は
厚
く
埋
も
れ
、

そ
の
上
を
幾
筋
も
の
水
が
流
れ
て
は
い
る

が
、
乙
石
川
筋
は
埋
ま
っ
て
見
え
な
い
。

　
赤
谷
川
と
の
合
流
点
に
は
集
落
が
固

ま
っ
て
い
る
。家
屋
は
泥
に
埋
ま
っ
た
が
、

合
流
部
は
川
筋
が
Ｌ
字
に
な
っ
て
山
地
が

半
島
の
よ
う
に
突
き
出
て
防
波
堤
の
よ
う

に
集
落
を
守
っ
て
い
た
。

　
乙
石
川
合
流
点
の
す
ぐ
上
流
で
小
河
内

川
も
合
流
し
て
い
る
。
上
流
の
二
つ
の
砂

防
堰
堤
も
共
に
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
土
砂
と
流
木
は
堰
堤
を
越
え
て
流
れ

下
り
、
大
き
な
建
物
の
鉄
骨
が
傾
き
、
家

屋
も
柱
だ
け
が
残
っ
て
、
壁
は
抜
け
て
流

失
し
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
土
砂
が

流
れ
出
た
の
だ
ろ
う
。

　
赤
谷
川
以
西
は
変
成
岩
類
と
深
成
岩
、

以
東
は
火
成
岩
地
帯
に
、
大
ま
か
に
分
か

れ
て
い
る
。
赤
谷
川
か
ら
北
川
ま
で
の
４

河
川
は
花
崗
閃
緑
岩
と
変
成
岩
が
中
心
。

赤
谷
川
を
除
け
ば
短
い
川
だ
が
、
崩
壊
面

積
は
大
き
い
。
花
崗
岩
自
体
は
本
来
固
い

岩
層
だ
が
、風
化
し
て
砂
状
の
「
真
砂
土
」

と
な
る
。
真
砂
土
は
少
雨
で
も
容
易
に
移

動
し
て
し
ま
う
。

　
記
録
的
な
大
雨
は
斜
面
崩
壊
を
引
き
起

こ
し
、
さ
ら
に
大
量
の
土
砂
を
押
し
流
し

た
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
は
西
日

本
一
帯
に
分
布
、
広
島
市
の
土
石
流
災
害

も
引
き
起
こ
し
て
い
る
（
平
成
26
年
８

月
）。

猛
威
を
ふ
る
っ
た
大
量
の
流
木
群

　
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
は
「
流
木
洪

水
」
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
流
木
が
流
れ

だ
し
、
集
落
を
襲
っ
た
。
赤
谷
川
の
流
木

量
は
他
の
川
の
２
倍
近
い
。
山
裾
に
植
林

さ
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
倒
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
、
流
失
し

な
い
で
残
っ
た
人
工
林
だ
。

　
航
空
写
真
の
画
像
か
ら
流
木
発
生
源
の

面
積
を
計
算
、
流
木
数
を
推
定
し
た
と
こ

ろ
、
総
流
木
量
は
21
万
㎥
を
越
え
、
そ
の

約
３
分
の
２
が
山
林
木
（
約
13
・
３
万
㎥
）

だ
っ
た
。

　
赤
谷
川
と
支
流
を
遡
る
と
、
い
た
る
と

こ
ろ
、
流
木
の
山
だ
。
流
木
は
赤
谷
川
に

架
か
る
橋
に
引
っ
掛
か
り
、
流
れ
を
せ
き

止
め
、
氾
濫
さ
せ
、
家
屋
を
襲
い
、
突
き

破
る
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。

流
木
が
橋
を
埋
め
、洪
水
溢
れ
出
る

　
河
川
被
害
の
大
き
な
特
徴
は
、
洪
水
が

土砂と流木に埋った被災地（福岡県朝倉市）
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土
砂
や
流
木
と
共
に
支
流
の
狭
い
河
道
を

流
れ
下
り
、田
畑
や
道
路
に
あ
ふ
れ
出
し
、

家
屋
を
破
壊
し
、
人
命
を
奪
い
、
農
地
を

土
砂
で
埋
め
た
こ
と
だ
。
流
木
、
洪
水
被

害
を
拡
大
し
た
の
は
、
流
木
が
橋
梁
部
に

集
積
し
、
せ
き
止
め
、
川
か
ら
あ
ふ
れ
出

し
た
所
に
あ
る
、
と
九
州
大
学
の
調
査
団

は
指
摘
し
て
い
る
。
赤
谷
川
の
支
流
・
乙

石
川
の
合
流
点
で
は
せ
き
止
め
ら
れ
た
洪

水
が
す
ぐ
上
流
で
あ
ふ
れ
出
て
両
岸
の
集

落
を
土
砂
で
埋
め
尽
く
し
た
。

　
同
じ
現
象
は
赤
谷
川
の
西
を
流
れ
る
北

川
で
も
発
生
し
て
い
る
。
国
道
３
８
６
号

の
本
陣
橋
で
も
流
木
が
流
れ
を
せ
き
止

め
、
そ
の
上
流
地
域
の
両
岸
が
浸
水
、
流

木
と
共
に
家
屋
を
破
壊
し
て
い
る
。
河
道

が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の

土
砂
の
大
量
集
積
だ
。

無
残
な
姿
さ
ら
す
比
良
松
中

　
桂
川
で
は
強
い
洪
水
の
勢
い
に
よ
っ

て
、
河
岸
の
激
し
い
浸
食
が
起
き
た
。
川

沿
い
に
立
つ
朝
倉
市
立
比
良
松
中
学
校
の

体
育
館
は
川
沿
い
の
擁
壁
が
破
壊
さ
れ
、

基
礎
杭
が
柱
の
よ
う
に
露
わ
に
な
っ
た
。

同
校
の
建
て
物
は
折
れ
た
よ
う
に
川
に
傾

く
無
残
な
姿
に
な
っ
た
。

　
こ
の
川
の
上
流
で
は
、
堤
防
決
壊
も
発

生
し
た
。
左
岸
の
台
地
に
沿
っ
て
緩
や
か

な
Ｓ
字
を
描
く
蛇
行
部
分
で
、
河
岸
浸
食

か
ら
堤
防
決
壊
が
次
々
と
発
生
、
下
須
川

橋
が
流
失
し
た
。

災
害
の
３
つ
の
特
徴

　
赤
谷
川
を
は
じ
め
桂
川
な
ど
筑
後
川
右

岸
の
支
流
群
の
氾
濫
被
害
に
は
、
３
つ
の

特
徴
が
地
域
別
に
指
摘
（
小
松
利
光
・
九

州
大
学
名
誉
教
授
）
さ
れ
て
い
る
。
①
土

砂
、
流
木
、
洪
水
の
３
重
被
害
を
受
け
た

地
域
（
赤
谷
川
、
寒
水
川
、
黒
川
、
北
川

流
域
）
②
流
木
、
洪
水
被
害
の
地
域
（
大

肥
川
）
③
洪
水
被
害
地
域
（
花
月
川
、
桂

川
）
だ
。

寺
内
ダ
ム
、
下
流
を
守
る

　
そ
の
中
で
、
佐
田
川
中
下
流
は
ほ
と
ん

ど
流
木
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
。
上
流

の
寺
内
ダ
ム
（
佐
田
川
上
流
約
９
㎞
）
の

ダ
ム
湖
が
流
木
を
た
め
、
下
流
に
流
れ
下

る
の
を
食
い
止
め
た
の
で
あ
る
。
同
ダ
ム

湖
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
上
流
部
分
は
、

流
木
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　
寺
内
ダ
ム
に
は
今
回
の
豪
雨
で
毎
秒
約

８
８
８
㎥
の
土
砂
混
じ
り
の
濁
流
が
流
れ

込
ん
だ
が
、
そ
の
99
％
を
貯
留
し
て
、
下

流
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
防

ダ
ム
も
流
木
の
流
下
を
食
い
止
め
た
。
桂

川
の
支
流
・
妙
見
川
に
造
ら
れ
た
須
川
第

１
砂
防
堰
堤
（
高
さ
７
ｍ
、
堤
体
75
ｍ
）

は
流
木
を
約
１
・
７
万
㎥
食
い
止
め
た
。

ダ
ム
や
砂
防
堰
堤
に
止
め
ら
れ
た
洪
水
と

流
木
が
流
れ
下
っ
て
い
た
ら
、
赤
谷
川
同

様
の
被
害
が
生
じ
た
か
も
知
れ
な
い
。
朝

倉
市
の
東
西
の
被
害
は
、
明
暗
を
分
け
て

い
る
。

　
福
岡
県
知
事
は
、
権
限
代
行
に
よ
る
国

に
よ
る
緊
急
対
策
と
直
轄
砂
防
事
業
を
要

　
九
州
北
部
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
出

し
た
赤
谷
川
（
朝
倉
市
）
と
同
じ
名
前

の
奈
良
県
十
津
川
支
流
の
「
赤
谷
川
」

沿
い
の
山
の
深
層
崩
壊
に
よ
っ
て
、
赤

谷
川
の
さ
ら
に
支
流
の
川
原

樋
川
を
崩
壊
土
が
埋
め
、「
土

砂
ダ
ム
」
に
よ
る
大
量
の
水

を
た
め
た
自
然
湖
（
13
・
７
㎢
）

が
出
来
、
そ
の
危
険
排
除
の

為
、
大
掛
か
り
な
排
水
工
事

が
行
わ
れ
た
。

　
２
０
１
１
年
９
月
、
台
風
12

号
に
よ
る
豪
雨
で
長
さ
１
・
１

㎞
、
幅
４
５
０
ｍ
に
渡
っ
て

崩
壊
し
た
土
砂
約
９
０
０
万

㎥
が
河
道
閉
鎖
し
た
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
後
も
続
い
た

雨
で
、
水
位
が
ど
ん
ど
ん
上

が
り
、
決
壊
の
恐
れ
が
生
じ

た
。
決
壊
す
れ
ば
、
下
流
に

洪
水
が
流
れ
下
り
、
さ
ら
に

大
き
な
被
害
を
出
す
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
は
「
貯
水
」
さ
れ
た
水
抜
き
に

よ
っ
て
、
決
壊
に
よ
る
２
次
被
害
を
防

ぐ
為
に
暗
渠
排
水
路
を
造
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
崩
落
土
が
積
み

重
な
っ
た
「
堤
体
」
は
脆
く
、
雨
が
降

ら
な
く
と
も
、
小
さ
な
崩
壊
が
続
い
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
熊
本
地
震
に
よ
る

南
阿
蘇
村
立
野
で
の
斜
面
崩
壊

の
時
と
同
様
、
セ
ン
サ
ー
を
張

り
巡
ら
し
、
十
分
な
観
察
体
制

を
し
い
た
緊
張
状
況
の
な
か
で

の
作
業
が
続
い
た
。

　
正
月
返
上
の
、
危
険
な
作
業

は
約
５
か
月
間
続
い
た
。
排
水

に
加
え
、
護
岸
の
強
化
な
ど
復

旧
作
業
が
行
わ
れ
、
よ
う
や
く
、

下
流
集
落
の
安
全
が
確
保
さ
れ

た
。
山
間
へ
の
豪
雨
は
洪
水
の

み
な
ら
ず
、
山
が
崩
壊
し
、
土

砂
が
自
然
ダ
ム
を
作
っ
た
り
、

九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
に
流
木

が
押
し
寄
せ
た
り
、
多
様
な
災

害
状
況
を
造
り
出
す
。「
今
回
の

災
害
は
洪
水+

土
砂+

流
木
に

表
れ
る
よ
う
に
、
治
山
と
治
水
を
う
ま

く
連
携
さ
せ
な
い
と
再
発
防
止
に
つ
な

が
ら
な
い
」（
朝
倉
市
）
こ
と
を
教
え

て
い
る
。

奈良県の「赤谷川」でも

請
。
改
正
河
川
法
の
新
制
度
１
号
と
し
て

請
。
改
正
河
川
法
の
新
制
度
１
号
と
し
て

承
認
さ
れ
、
国
は
７
月
中
旬
か
ら
２
次
災

承
認
さ
れ
、
国
は
７
月
中
旬
か
ら
２
次
災

害
を
防
止
す
る
た
め
河
道
の
応
急
復
旧
を

害
を
防
止
す
る
た
め
河
道
の
応
急
復
旧
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
８
月
中
旬
か
ら
砂

実
施
す
る
と
と
も
に
、
８
月
中
旬
か
ら
砂

防
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
赤
谷
川
沿
い

防
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
赤
谷
川
沿
い

の
県
道
52
号
を
遡
る
と
、
い
た
る
と
こ

号
を
遡
る
と
、
い
た
る
と
こ

ろ
、
堤
防
代
わ
り
の
黒
い
大
型
の
土
の
う

ろ
、
堤
防
代
わ
り
の
黒
い
大
型
の
土
の
う

が
並
べ
ら
れ
、
河
道
の
掘
削
作
業
に
バ
ッ

が
並
べ
ら
れ
、
河
道
の
掘
削
作
業
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
な
ど
の
重
機
が
う
な
り
声
を
あ
げ

ク
ホ
ウ
な
ど
の
重
機
が
う
な
り
声
を
あ
げ

て
、
復
旧
を
急
い
で
い
た
。
崩
壊
し
た
山

て
、
復
旧
を
急
い
で
い
た
。
崩
壊
し
た
山

地
に
残
る
堆
積
土
砂
や
降
雨
に
よ
る
新
し

地
に
残
る
堆
積
土
砂
や
降
雨
に
よ
る
新
し

い
崩
壊
や
土
砂
流
失
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ

い
崩
壊
や
土
砂
流
失
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ

た
め
、
乙
石
川
に
上
流
に
堰
堤
、
中
流
に

た
め
、
乙
石
川
に
上
流
に
堰
堤
、
中
流
に

遊
砂
地
を
造
成
、
小
河
内
川
上
流
に
も
砂

遊
砂
地
を
造
成
、
小
河
内
川
上
流
に
も
砂

防
堰
堤
を
建
設
す
る
予
定
だ
。

防
堰
堤
を
建
設
す
る
予
定
だ
。
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効果をあげた仮設の土砂止めと遊砂地
川幅を約２倍に、50 年に１度の大雨に対応

　
福
岡
県
知
事
の
要
請
（
平
成
29
年
11
月

30
日
）
で
、
権
限
代
行
に
よ
っ
て
国
（
国

土
交
通
省
）
が
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
で
最
大
の
河
川
災
害
を
受
け
た
赤
谷

川
流
域
の「
河
川
」復
旧
工
事
を
、ま
た「
砂

防
」
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
で
、
同
省
九

州
地
方
整
備
局
・
九
州
北
部
豪
雨
復
興
出

張
所
（
筑
後
川
河
川
事
務
所
）
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
29
年
７
月
５
日

筑
後
川
右
岸
を
襲
っ
た
記
録
的
な
豪
雨
の

被
害
に
対
し
て
、
第
１
段
階
と
し
て
流
れ

出
た
土
砂
や
流
木
の
撤
去
な
ど
応
急
復

旧
・
応
急
対
策
を
行
い
、
同
年
12
月
１
日

に
「
九
州
北
部
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
を
概

ね
５
年
か
け
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
豪
雨
災
害
直
後
か
ら
、
２
次
災
害
の
防

止
の
た
め
の
応
急
復
旧
・
応
急
対
策
と
し

て
、
赤
谷
川
や
そ
の
支
流
・
乙
石
川
な
ど

の
河
道
に
溜
ま
り
堆
積
し
た
り
、
あ
ふ
れ

出
た
土
砂
や
流
木
の
撤
去
作
業
な
ど
に

入
っ
た
。
花
崗
岩
が
風
化
し
た
真
砂
土
が

大
量
に
河
道
に
残
り
、
川
底
を
浅
く
し
て

し
ま
っ
て
お
り
、
次
の
大
雨
が
降
る
と
洪

水
処
理
が
出
来
ず
、
再
び
、
洪
水
被
害
を

出
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
た
め
川
に
堆
積
し
た
土
砂
や
流
木

を
撤
去
、
壊
れ
た
河
岸
を
修
理
、
ま
ず
は

こ
れ
ま
で
の
河
道
を
確
保
し
て
２
次
災
害

に
備
え
た
。
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

河
道
を
元
の
幅
と
深
さ
程
度
に
戻
せ
た
の

は
平
成
30
年
５
月
末
、
被
災
か
ら
10
カ
月

も
か
か
っ
て
い
る
。
い
か
に
河
道
に
堆
積

し
た
土
砂
が
多
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い

る
。

　
２
次
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
赤
谷
川

本
流
に
は
１
，２
号
の
「
土
砂
止
め
」（
仮

設
）
を
設
置
し
た
。
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
で
河

道
を
横
断
す
る
か
た
ち
で
仮
堰
堤
を
造

り
、
水
は
流
す
が
土
砂
は
下
流
に
通
さ
な

い
工
事
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
支
流
の
乙

石
川
下
流
に
流
下
し
て
き
た
砂
を
溜
め
る

「
遊
砂
地
」
を
造
り
、
赤
谷
川
本
流
に
土

砂
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
流
砂
を
堆
積
さ

せ
る
「
場
所
」
を
造
成
し
た
。
乙
石
川
は

上
流
が
花
崗
岩
地
帯
で
山
腹
崩
壊
が
多
数

発
生
、
真
砂
土
を
中
心
に
大
量
の
土
砂
が

流
れ
下
っ
た
た
め
の
応
急
工
事
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
砂
防
工
事
の
効
果
が
試
さ
れ

た
の
は
、
大
災
害
か
ら
１
年
後
の
平
成
30

年
７
月
の
台
風
７
号
に
よ
る
大
雨
だ
っ

た
。
朝
倉
市
の
48
時
間
雨
量
で
４
１
２

㎜
を
記
録
（
観
測
史
上
第
２
位
）
旧
末

松
小
学
校
で
の
雨
量
観
測
で
累
加
雨
量

３
６
７
㎜
を
記
録
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

流
れ
出
た
土
砂
を
１
号
「
土
砂
止
め
」
が

１
万
７
千
㎥
（
河
道
を
含
め
約
５
０
０

ｍ
堆
積
）、
２
号
同
が

１
万
２
千
㎥
（
同
約

４
０
０
ｍ
）、
乙
石
川

遊
砂
地
が
１
万
４
千

㎡
（
約
２
５
０
ｍ
）

溜
め
る
な
ど
、
合
計

４
万
６
千
㎥
の
土
砂
を

下
流
に
流
れ
る
の
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
出
来

た
。

　
仮
設
の
土
砂
止
め
と

は
い
え
、
こ
れ
が
な

か
っ
た
場
合
、
例
え
ば
１
号
土
砂
止
め
で

の
下
流
で
土
砂
が
堆
積
し
た
と
仮
定
す
る

と
河
床
は
約
１
・
５
ｍ
上
昇
、
こ
れ
に
洪

水
が
高
さ
４
ｍ
程
度
を
加
え
る
と
河
岸
を

越
え
て
越
水
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
汐

井
谷
川
、
本
村
川
の
仮
設
堰
堤
も
効
果
を

あ
げ
て
い
る
。
溜
ま
っ
た
土
砂
は
、
次
の

大
雨
に
備
え
て
、
排
土
作
業
を
行
っ
た
。

　
本
格
的
な
改
良
復
旧
工
事
は
、
約
５
年

か
け
て
行
わ
れ
る
。
１
時
間
当
た
り
の
降

雨
量
を
最
大
85
㎜（
50
年
に
１
度
の
規
模
）

に
対
応
す
る
た
め
、
赤
谷
川
の
川
幅
を
約

２
倍
に
広
げ
、
河
道
の
急
カ
ー
ブ
を
緩
や

か
に
し
、
流
木
な
ど
の
貯
留
施
設
の
整
備

（
事
業
費
３
３
６
億
円
）
が
行
わ
れ
る
。

赤
谷
川
が
筑
後
川
本
川
に
合
流
す
る
地
点

で
は
最
大
川
幅
は
約
30
〜
40
ｍ
と
な
る
。

　
平
成
29
年
豪
雨
の
被
害
は
、
大
雨
で
土

砂
災
害
が
発
生
、
洪
水
と
共
に
、
大
量
の

土
砂
と
流
木
が
流
れ
下
り
、
橋
な
ど
に

引
っ
掛
か
り
洪
水
流
を
塞
ぎ
上
げ
し
た
た

め
、
溢
れ
て
民
家
を
破
壊
し
、
田
畑
を
埋土砂崩れの現場と仮設の砂防えん堤（乙石川）
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７
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受
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を
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、
第
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と
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出
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の
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ど
応
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対
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を
行
い
、
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１
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に
「
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部
緊
急
治
水
対
策
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ロ
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ェ

ク
ト
」
と
し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
を
概

ね
５
年
か
け
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
豪
雨
災
害
直
後
か
ら
、
２
次
災
害
の
防

止
の
た
め
の
応
急
復
旧
・
応
急
対
策
と
し

て
、
赤
谷
川
や
そ
の
支
流
・
乙
石
川
な
ど

の
河
道
に
溜
ま
り
堆
積
し
た
り
、
あ
ふ
れ

出
た
土
砂
や
流
木
の
撤
去
作
業
な
ど
に
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た
。
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が
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化
し
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真
砂
土
が

大
量
に
河
道
に
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り
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底
を
浅
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て

し
ま
っ
て
お
り
、
次
の
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と
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処
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出
来
ず
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再
び
、
洪
水
被
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を

出
す
こ
と
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る
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こ
の
た
め
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に
堆
積
し
た
土
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流
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次
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か
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て
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の
発
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に
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て
、
赤
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本
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に
は
１
，２
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の
「
土
砂
止
め
」（
仮

設
）
を
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置
し
た
。
大
型
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ロ
ッ
ク
で
河

道
を
横
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す
る
か
た
ち
で
仮
堰
堤
を
造

り
、
水
は
流
す
が
土
砂
は
下
流
に
通
さ
な

い
工
事
を
行
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た
。
併
せ
て
、
支
流
の
乙

石
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下
流
に
流
下
し
て
き
た
砂
を
溜
め
る

「
遊
砂
地
」
を
造
り
、
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本
流
に
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が
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れ
込
ま
な
い
よ
う
流
砂
を
堆
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さ
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る
「
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」
を
造
成
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た
。
乙
石
川
は
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で
山
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が
多
数
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、
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砂
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を
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に
大
量
の
土
砂
が

流
れ
下
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た
た
め
の
応
急
工
事
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
砂
防
工
事
の
効
果
が
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さ
れ

た
の
は
、
大
災
害
か
ら
１
年
後
の
平
成
30

年
７
月
の
台
風
７
号
に
よ
る
大
雨
だ
っ

た
。
朝
倉
市
の
48
時
間
雨
量
で
４
１
２

㎜
を
記
録
（
観
測
史
上
第
２
位
）
旧
末

松
小
学
校
で
の
雨
量
観
測
で
累
加
雨
量

３
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７
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を
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し
た
。
こ
れ
に
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て

流
れ
出
た
土
砂
を
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「
土
砂
止
め
」
が

１
万
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千
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（
河
道
を
含
め
約
５
０
０
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堆
積
）、
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同
が
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万
２
千
㎥
（
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約

４
０
０
ｍ
）、
乙
石
川

遊
砂
地
が
１
万
４
千

㎡
（
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２
５
０
ｍ
）
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め
る
な
ど
、
合
計

４
万
６
千
㎥
の
土
砂
を

下
流
に
流
れ
る
の
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
出
来

た
。

　
仮
設
の
土
砂
止
め
と

は
い
え
、
こ
れ
が
な

か
っ
た
場
合
、
例
え
ば
１
号
土
砂
止
め
で

の
下
流
で
土
砂
が
堆
積
し
た
と
仮
定
す
る

と
河
床
は
約
１
・
５
ｍ
上
昇
、
こ
れ
に
洪

水
が
高
さ
４
ｍ
程
度
を
加
え
る
と
河
岸
を

越
え
て
越
水
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
汐

井
谷
川
、
本
村
川
の
仮
設
堰
堤
も
効
果
を

あ
げ
て
い
る
。
溜
ま
っ
た
土
砂
は
、
次
の

大
雨
に
備
え
て
、
排
土
作
業
を
行
っ
た
。

　
本
格
的
な
改
良
復
旧
工
事
は
、
約
５
年

か
け
て
行
わ
れ
る
。
１
時
間
当
た
り
の
降

雨
量
を
最
大
85
㎜（
50
年
に
１
度
の
規
模
）

に
対
応
す
る
た
め
、
赤
谷
川
の
川
幅
を
約

２
倍
に
広
げ
、
河
道
の
急
カ
ー
ブ
を
緩
や

か
に
し
、
流
木
な
ど
の
貯
留
施
設
の
整
備

（
事
業
費
３
３
６
億
円
）
が
行
わ
れ
る
。

赤
谷
川
が
筑
後
川
本
川
に
合
流
す
る
地
点

で
は
最
大
川
幅
は
約
30
〜
40
ｍ
と
な
る
。

　
平
成
29
年
豪
雨
の
被
害
は
、
大
雨
で
土

砂
災
害
が
発
生
、
洪
水
と
共
に
、
大
量
の

土
砂
と
流
木
が
流
れ
下
り
、
橋
な
ど
に

引
っ
掛
か
り
洪
水
流
を
塞
ぎ
上
げ
し
た
た

め
、
溢
れ
て
民
家
を
破
壊
し
、
田
畑
を
埋土砂崩れの現場と仮設の砂防えん堤（乙石川）
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没
さ
せ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
。

今
後
、
赤
谷
川
水
系
に
流
れ
込
む
約
30
渓

流
の
山
間
部
に
国
に
お
い
て
砂
防
堰
堤
を

整
備
し
て
河
道
に
土
砂
、
流
木
が
流
れ
込

ま
な
い
よ
う
に
し
、
流
木
が
流
れ
込
ん
で

も
上
流
部
で
貯
留
施
設
を
設
置
し
て
止

め
、
下
流
に
出
来
る
だ
け
流
下
し
な
い
よ

う
に
す
る
。流
木
な
ど
が
引
っ
掛
か
り「
塞

ぎ
上
げ
」
し
な
い
よ
う
橋
は
橋
脚
を
少
な

く
し
、
川
幅
が
広
い
個
所
で
も
橋
脚
１
本

程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

　
赤
谷
川
を
は
じ
め
右
岸
中
小
河
川
の
復

旧
対
策
で
、
各
支
川
流
域
の
洪
水
の
場
合

も
流
量
処
理
能
力
が
上
が
り
、
筑
後
川
本

流
に
流
れ
込
む
流
量
が
多
く
な
る
た
め
、

筑
後
川
本
川
の
洪
水
対
策
も
必
要
に
な

る
。
平
成
29
年
筑
後
川
右
岸
の
豪
雨
で
は

洪
水
が
支
流
で
あ
ふ
れ
出
た
も
の
の
、
そ

れ
で
も
筑
後
川
の
水
位
は
10
ｍ
を
越
え
、

過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。

　
赤
谷
川
の
よ
う
に
、
河
道
幅
が
約
２
倍

に
拡
大
さ
れ
、
流
下
流
量
が
増
え
て
筑
後

川
に
流
れ
込
ん
だ
場
合
、
筑
後
川
の
流
量

は
さ
ら
に
増
大
、
水
位
は
上
が
り
負
担
は

大
き
く
な
る
。
こ
の
た
め
筑
後
川
本
川
で

も
赤
谷
川
な
ど
支
流
河
川
の
復
旧
に
合
わ

せ
て
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
な
ど
一
体
的

に
河
川
改
修
（
緊
急
復
旧
事
業
）
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
筑
後
川
右
岸
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
道

路
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
国

道
２
１
１
号
、
同
３
８
６
号
な
ど
こ
の
地

域
の
主
要
道
路
は
、
道
路
そ
の
も
の
の
崩

壊
、
の
り
面
の
崩
壊
、
橋
の
流
失
な
ど
で
、

通
行
止
め
に
陥
っ
た
道
路
延
長
は
１
７
３

㎞
に
及
び
、
住
民
避
難
、
暮
ら
し
、
復
旧

に
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。
国
土
交
通
省

を
中
心
と
し
た
早
期
の
道
路
啓
開
な
ど
懸

命
の
復
旧
作
業
が
続
け
ら
れ
た
。

　
道
路
の
被
災
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
土

石
流
、
流
木
な
ど
に
よ
る
堆
積
が
全
体
の

３
分
の
２
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
は
河
川
の

増
水
で
道
路
が
洗
掘
さ
れ
た
り
、
橋
が
流

さ
れ
る
な
ど
し
た
も
の
だ
。
典
型
的
な
例

と
し
て
県
道
５
８
８
号
（
甘
木
吉
井
線
）

の
朝
倉
市
杷
木
平
榎
木
で
、
背
後
の
山
が

豪
雨
で
地
す
べ
り
を
起
こ
し
、
土
石
流
と

な
っ
て
流
木
と
共
に
流
れ
下
っ
て
道
路
を

埋
没
さ
せ
た
ほ
か
、
家
屋
、
田
畑
に
大
き

な
被
害
を
与
え
た
。

　
橋
で
は
朝
倉
市
に
本
陣
橋
、
星
野
原
橋

な
ど
が
流
木
で
損
傷
し
た
り
、
橋
の
両
端

が
流
出
す
る
な
ど
し
て
通
行
不
可
能
と

な
っ
た
。
道
路
橋
で
は
な
い
が
、
日
田
市

の
花
月
川
で
鉄
道
橋
・
花
月
橋
が
流
失
し

た
。

　
東
峰
村
を
孤
立
さ
せ
た
国
道
２
１
１
号

の
道
路
啓
開
（
孤
立
地
域
へ
の
支
援
ル
ー

ト
確
保
）
に
６
日
か
ら
国
交
省
は
テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
を
緊
急
派
遣
、
８
日
に
は
応
急

復
旧
を
完
成
さ
せ
、
14
日
に
は
緊
急
車
両

の
通
行
の
為
、
全
線
通
行
を
可
能
に
し

た
。
全
国
か
ら
結
集
し
た
専
門
技
術
集

団
・
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
約
40
日
間
で
延

べ
３
４
４
１
人
（
日
最
大
２
３
７
人
）
に

上
っ
た
。

仮設の砂防えん堤が、土砂流下を食い止め、
二次災害を防いだ。（乙石川）

被
災
道
路
、
交
通
止
め
１
７
３
㎞
も

被
災
道
路
、
交
通
止
め
１
７
３
㎞
も

被
災
道
路
、
交
通
止
め
１
７
３
㎞
も

土
砂
流
木
が
道
路
を
塞
ぎ
、
橋
流
失
な
ど

土
砂
流
木
が
道
路
を
塞
ぎ
、
橋
流
失
な
ど

土
砂
流
木
が
道
路
を
塞
ぎ
、
橋
流
失
な
ど

道路をふさいだ大型トラック（県道52号）

赤
谷
川
流
域

赤
谷
川
は
筑
後

川
河
口
か
ら
約
60

㎞
。
流
域
の
81
％

が
山
林
、
７
％
が

水
田
、
３
％
が
住

宅
地
。
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川
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務
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（
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時
）

　
　
　
　
筑
後
川
河
川
事
務
所
長
（
当
時
）

　
　
　
　
　
　
　
船
橋
　
昇
治
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
船
橋
　
昇
治
　
氏

―
―
朝
倉
市
か
ら
日
田
北
部
に
か
け
線
状

降
水
帯
が
形
成
さ
れ
、
局
地
的
な
豪
雨
と

な
り
、
筑
後
川
右
岸
地
域
が
、
集
中
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。筑
後
川
災
害
史
に
、

こ
の
よ
う
な
局
所
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
被

害
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
２
４

年
九
州
北
部
豪
雨
、
昭
和
28
年
西
日
本
大

水
害
に
比
較
し
て
今
回
豪
雨
の
特
徴
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

船
橋
氏
　
狭
い
範
囲
で
「
と
て
つ
も
な
く

強
い
雨
」
が
、
長
時
間
降
っ
た
と
い
う
意

味
で
、
ま
れ
に
見
る
豪
雨
災
害
だ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
広
範
囲
に
降
っ
た
昭

和
28
年
西
日
本
大
水
害
と
比
較
す
れ
ば
、

降
雨
・
被
災
範
囲
で
は
は
る
か
に
狭
い
地

域
で
し
た
。
し
か
し
、筑
後
川
中
流
の「
片

の
瀬
」
地
点
で
の
水
位
は
10
・
36
ｍ
に
も

な
っ
て
、
平
成
24
年
水
害
を
上
回
り
観
測

史
上
最
高
水
位
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
28

年
水
害
で
は
い
た
る
所
で
決
壊
し
て
い
ま

す
が
、
決
壊
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
お
そ

ら
く
そ
れ
に
次
ぐ
水
位
だ
っ
た
と
だ
っ
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昭

和
28
年
以
後
、
ダ
ム
建
設
や
河
川
改
修
な

ど
治
水
対
策
が
進
み
、
今
回
は
筑
後
川
本

川
流
域
で
は
被
害
は
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
も
し
、
今
回
の
よ
う
な
強
い
大
雨
が

28
年
並
み
の
広
範
囲
に
降
っ
た
と
す
れ

ば
、
筑
後
川
本
線
流
域
も
厳
し
い
状
況
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
「
線
状
降
水
帯
」
に
よ
っ
て
、
筑
後

川
右
岸
に
強
い
雨
が
降
り
、
中
小
河
川
、

そ
れ
も
極
め
て
短
い
河
川
で
深
刻
な
被
害

が
起
こ
り
ま
し
た
。
異
常
気
象
だ
け
で
な

く
地
形
的
な
問
題
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

船
橋
氏
　
朝
倉
市
の
東
部
か
ら
北
部
に
か

け
て
６
０
０
ｍ
を
越
え
る
山
な
み
が
連

な
っ
て
い
ま
す
。
東
シ
ナ
海
か
ら
暖
か
い

空
気
が
西
風
と
な
っ
て
吹
き
込
み
、
こ
れ

ら
山
地
や
低
層
に
合
っ
た
気
温
の
低
い
空

気
の
上
を
駆
け
上
が
り
、
次
々
と
積
乱
雲

が
発
生
し
上
空
の
寒
気
に
冷
や
さ
れ
て
、

線
状
降
水
帯
と
な
っ
て
、
し
つ
こ
い
ほ
ど

連
続
的
に
雨
が
降
り
ま
し
た
。
通
常
、
積

乱
雲
は
１
時
間
程
度
で
消
滅
す
る
の
で
す

が
、
今
回
は
線
状
降
水
帯
を
形
成
し
た
た

め
様
相
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
小
さ
な
川
の
流
域
が
大
被
害
を
受
け

た
と
い
う
こ
と
は
、
河
道
が
狭
く
、
カ
ー

ブ
が
多
く
、
急
こ
う
配
な
ど
．
筑
後
川
右

略歴
昭和37年12月生まれ、埼玉県出身。京都大学工学部
卒業。水管理国土保全局砂防部保全課総合土砂企画
官、同局河川環境課水防企画室長、関東地方整備局
京浜河川事務所長、平成27年10月から水資源機構筑
後川局次長、平成29年九州地方整備局筑後川河川事
務所長

洪水と流木は道路を破壊した（東峰村）

筑
後
川
水
位
、
史
上
最
高
を
記
録

筑
後
川
水
位
、
史
上
最
高
を
記
録

「
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が
必
要
で
す
」

「
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が
必
要
で
す
」
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帯
と
な
っ
て
、
し
つ
こ
い
ほ
ど

連
続
的
に
雨
が
降
り
ま
し
た
。
通
常
、
積

乱
雲
は
１
時
間
程
度
で
消
滅
す
る
の
で
す

が
、
今
回
は
線
状
降
水
帯
を
形
成
し
た
た

め
様
相
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
小
さ
な
川
の
流
域
が
大
被
害
を
受
け

た
と
い
う
こ
と
は
、
河
道
が
狭
く
、
カ
ー

ブ
が
多
く
、
急
こ
う
配
な
ど
．
筑
後
川
右

略歴
昭和37年12月生まれ、埼玉県出身。京都大学工学部
卒業。水管理国土保全局砂防部保全課総合土砂企画
官、同局河川環境課水防企画室長、関東地方整備局
京浜河川事務所長、平成27年10月から水資源機構筑
後川局次長、平成29年九州地方整備局筑後川河川事
務所長

洪水と流木は道路を破壊した（東峰村）

筑
後
川
水
位
、
史
上
最
高
を
記
録

筑
後
川
水
位
、
史
上
最
高
を
記
録

「
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が
必
要
で
す
」

「
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が
必
要
で
す
」
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岸
の
中
小
河
川
の
洪
水
対
応
力
が
低
か
っ

た
と
言
え
ま
せ
ん
か
。

船
橋
氏
　
本
来
、
川
幅
は
過
去
の
雨
の
量

に
応
じ
て
、そ
の
大
き
さ
が
造
ら
れ
ま
す
。

流
域
に
人
が
住
み
始
め
、
橋
を
架
け
る
な

ど
し
て
次
第
に
川
の
大
き
さ
が
決
ま
っ
て

き
ま
す
。
お
そ
ら
く
現
状
は
５
〜
10
年
に

１
度
の
洪
水
を
流
下
で
き
る
程
度
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
、

筑
後
川
右
岸
支
流
に
降
っ
た
雨
は
観
測
史

上
最
大
で
あ
り
、
大
き
な
雨
に
よ
っ
て
大

水
害
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

―
―
と
は
言
っ
て
も
、
荷
原
川
な
ど
で
、

堤
防
が
決
壊
、
広
範
囲
の
浸
水
が
起
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
川
は
河
道
が
狭
く
、
土

砂
が
河
床
に
堆
積
し
て
、
洪
水
対
応
力
が

著
し
く
弱
か
っ
た
、
と
指
摘
す
る
向
き
も

あ
る
。

船
橋
氏
　
桂
川
支
流
の
荷
原
川
で
ほ
ぼ
同

一
個
所
で
３
カ
所
、
桂
川
本
川
で
１
か
所

の
決
壊
、桂
川
支
流
の
妙
見
川
で
１
か
所
、

決
壊
し
て
、
こ
れ
ら
は
み
な
、
河
川
が
丘

陵
部
か
ら
平
地
に
出
た
ば
か
り
の
築
堤
地

区
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
河
川
制
御
能
力

を
は
る
か
に
超
え
る
大
量
の
雨
が
上
流
の

山
で
降
っ
た
こ
と
が
直
接
的
な
原
因
だ
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

―
―
そ
れ
に
対
し
て
小
石
原
川
、
佐
田
川

の
浸
水
面
積
は
破
堤
し
た
３
川
流
域
に
比

べ
て
、
半
分
以
下
で
し
た
。

船
橋
氏
　
最
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
は
佐
田
川
上
流
に
建
設
さ
れ
た
「
寺
内

ダ
ム
」
で
す
。
今
年
は
渇
水
で
田
植
え
に

も
苦
労
す
る
ほ
ど
の
水
不
足
状
態
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
ダ
ム
の
農
業
用
水
を
使

い
水
位
は
10
ｍ
程
度
下
が
っ
て
お
り
、
通

常
の
洪
水
調
節
容
量
以
上
に
、
洪
水
を
た

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
洪
水
を
ほ
ぼ
全
て
た
め
る
こ
と
が
出

来
、
ダ
ム
が
十
二
分
に
力
を
発
揮
し
、
下

流
を
洪
水
や
流
木
か
ら
守
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
渇
水
気
味
だ
っ
た
と
は
い
え
ダ

ム
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
、
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。隣
の
江
川
ダ
ム
は
利
水
ダ
ム
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
や
は
り
渇
水
で
、
容
量
が
満
水

時
の
50
％
以
下
で
あ
っ
た
た
め
、
ダ
ム
へ

の
洪
水
を
、
ほ
ぼ
全
量
溜
め
る
こ
と
が
出

来
、
小
石
原
川
下
流
の
住
宅
が
密
集
す
る

旧
甘
木
市
街
地
を
守
り
ま
し
た
。

―
―
赤
谷
川
と
佐
田
川
の
、
被
害
の
差
は

歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
赤
谷
川
は
洪
水
だ

け
で
な
く
流
木
、
土
砂
災
害
の
３
重
の
被

害
と
な
っ
て
い
る
。
家
屋
の
全
半
壊
は

１
４
０
戸
と
佐
田
川
20
戸
の
７
倍
に
達
し

て
い
る
。
原
因
の
一
つ
に
花
崗
岩
風
化
の

真
砂
土
の
弱
さ
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

船
橋
氏
　
赤
谷
川
に
は
治
水
目
的
の
ダ
ム

が
あ
り
ま
せ
ん
。
言
わ
れ
る
よ
う
に
赤
谷

川
右
岸
側
の
山
々
の
地
質
は
花
崗
岩
が
中

心
で
す
。
花
崗
岩
は
数
㎜
の
鉱
物
結
晶
で

固
ま
っ
て
お
り
、
風
化
す
れ
ば
い
き
な
り

バ
ラ
バ
ラ
の
砂
状
（
真
砂
土
）
に
な
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
し
っ
か
り
握
っ
た
「
お
に

ぎ
り
」
を
水
に
つ
け
れ
ば
、
ば
ら
ば
ら
の

米
粒
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
巨
礫
に
な
ら
ず
粒
径
の
小
さ
い
真
砂

土
は
通
常
の
土
砂
よ
り
流
動
性
が
高
く
、

下
流
の
方
ま
で
動
き
（
流
下
）
そ
の
量
も

大
き
く
な
り
ま
す
。
大
き
な
石
で
あ
れ
ば

動
く
距
離
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
砂
防

堰
堤
の
ス
リ
ッ
ト
な
ど
で
止
め
る
こ
と
が

出
来
ま
す
が
。
粒
径
の
小
さ
な
真
砂
土
で

は
下
流
ま
で
流
れ
下
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
を
止
め
る
た
め
砂
防
堰
堤
が
造

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
が
砂
に
埋
ま
っ

て
そ
の
役
割
を
十
分
果
た
せ
な
か
っ
た
、

と
い
う
声
も
聞
こ
え
ま
す
。
赤
谷
川
支
流

の
乙
石
川
上
流
の
斜
面
崩
壊
は
大
き
く
大

量
の
土
砂
を
吐
き
出
し
ま
し
た
。
砂
防
対

策
に
そ
の
教
訓
を
ど
う
生
か
し
て
い
き
ま

す
か
。
砂
防
堰
堤
は
妙
見
川
上
流
の
須
川

堰
堤
の
よ
う
に
、
土
砂
や
流
木
を
大
量
に

止
め
被
害
を
軽
減
さ
せ
て
い
ま
す
ね
。

洪水があふれ“大河”となった赤谷川

筑
後
川

赤
各
川

花
崗
岩

花
崗
岩

花
崗
岩

赤
各
川

小河内川

乙
石
川

大山川

赤名川流域と地質
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船
橋
氏
　
砂
防
堰
堤
は
た
と
え
埋
ま
っ
た

と
し
て
も
流
れ
の
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る

な
ど
、
流
速
を
落
と
し
土
砂
の
流
下
や
河

岸
浸
食
を
抑
え
、
下
流
の
被
害
を
軽
減
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
赤
谷
川
の
支
流
で

あ
る
乙
石
川
の
最
上
流
に
は
大
規
模
な
斜

面
崩
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。
２
次
災
害
を

防
ぐ
た
め
砂
防
堰
堤
を
造
る
方
針
で
す
。

こ
の
ほ
か
中
流
に
は
、
川
を
横
断
す
る
構

造
物
や
土
砂
止
め
を
造
る
こ
と
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

―
―
河
道
の
能
力
を
越
え
た
土
砂
混
じ
り

の
洪
水
が
流
域
の
家
屋
や
農
地
を
泥
土
に

埋
め
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
も
う
一

つ
大
量
の
流
木
が
大
き
な
被
害
を
与
え
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
風
倒
木
の
放
置
が
問

題
に
な
り
ま
し
た
が
、今
回
は
立
木
で
す
。

船
橋
氏
　
強
く
て
長
く
続
い
た
豪
雨
に

よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
数
の
山
の

斜
面
崩
壊
、
崖
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
盤
の
崩
れ
に
よ
っ
て
そ
の
上
に
生
え
る

立
木
が
倒
れ
、
流
木
と
な
り
、
流
れ
下
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
砂
防
堰
堤
を
効
果
的

な
場
所
に
設
置
し
た
り
流
木
対
策
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

―
―
治
山
治
水
と
言
い
ま
す
が
、
流
木
や

土
砂
災
害
か
ら
守
る
、
川
だ
け
で
な
く
山

の
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
治
山
治
水
の
一
体
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

船
橋
氏
　
今
回
の
よ
う
な
異
常
と
も
言
え

る
豪
雨
に
対
し
て
は
堰
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド

対
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
人
々

の
生
命
財
産
を
守
る
に
は
、
ソ
フ
ト
対
策

を
含
め
様
々
な
対
策
の
組
み
合
わ
せ
が
必

要
で
す
。
ま
た
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
赤
谷
川
の
災
害
復
旧
工
事
（
応

急
復
旧
）
は
福
岡
県
知
事
の
要
請
に
よ
っ

て
、
国
が
権
限
代
行
す
る
改
正
河
川
法
の

適
用
第
１
号
で
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

赤
谷
川
で
は
少
し
の
ま
と
ま
っ
た
雨
で
も

だ
ま
だ
土
砂
が
出
て
き
て
い
ま
す
。今
後
、

流
域
を
守
る
た
め
に
治
山
や
治
水
と
連
携

し
て
、
ど
の
よ
う
に
本
復
旧
す
る
か
は
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
す
。

復旧を急ぐ赤谷川

　
五
庄
屋
が
命
を
懸
け
た
「
大
石
堰
」

を
は
じ
め
、
筑
後
川
に
は
治
水
、
利
水

の
施
設
が
江
戸
時
代
か
ら
地
元
住
民
の

手
で
造
ら
れ
て
き
た
。
暴
れ
川
・
筑
紫

次
郎
と
呼
ば
れ
る
筑
後
川
の
治
水
施
設

は
支
流
に
も
多
い
。
平
成
二
九
年
九
州

北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
筑
後
川

右
岸
に
も
小
石
原
川
の
男
女
石

護
岸
や
佐
田
川
な
ど
の
尻
切
れ

土
居(

霞
堤)

，「
杷
木
の
水
は

ね
」
な
ど
が
現
存
す
る
。
治
水

へ
の
切
実
な
思
い
と
、
懸
命
な

努
力
で
生
ま
れ
た
土
木
遺
産
群

だ
。

　
男
女
石
護
岸
は
秋
月
城
下
を

抜
け
た
小
石
原
川
が
眼
鏡
橋
を

通
り
、
急
カ
ー
ブ
で
西
か
ら

南
へ
流
れ
下
る
屈
折
地
点
に
あ

り
、
野
鳥
川
と
の
合
流
点
で
も

あ
る
。岸
の
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
、

６
ｍ
大
の
男
石
と
女
石
の
二
つ

の
巨
石
の
ほ
か
河
床
に
捨
て
石

を
数
多
く
敷
き
、
護
岸
も
三
重

の
石
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
二
八
年
三
月
福
岡
県
指
定
史

跡
に
な
っ
た
。
秋
月
藩
初
代
藩

主
・
黒
田
長
興
が
家
老
・
堀
平

右
衛
門
に
命
じ
て（
元
和
九
年
・

１
６
２
３
）
造
っ
た
、
と
伝
え

ら
れ
る
。

　
佐
田
川
、
小
石
原
川
の
「
尻
切
れ
土

居
」
と
呼
ば
れ
る
霞
堤
は
、
明
治
・
大

正
期
の
古
地
図
で
は
八
の
字
型
に
切
れ

た
形
で
築
か
れ
、
重
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
洪
水
の
時
、
増
水
し
た
流
れ
を
流

出
さ
せ
、堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
工
夫
だ
。

　
杷
木
の
「
水
は
ね
」
は
大
石
堰
の

下
流
に
あ
り
、
石
を
詰
め
た
荒
籠(

竹

か
ご)

を
沈
め
、
水
流
を
遅
く
す
る
水

制
施
設
。
護
岸
は
雁
木
構
造
と

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
今

回
の
豪
雨
被
害
だ
け
で
な
く
、

治
水
施
設
の
建
設
に
住
民
は
努

力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
こ

れ
ら
の
遺
産
群
は
物
語
っ
て
い

る
。

筑後川の治水土木遺産群

秋
月
の
夫
婦
岩
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船
橋
氏
　
砂
防
堰
堤
は
た
と
え
埋
ま
っ
た

と
し
て
も
流
れ
の
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る

な
ど
、
流
速
を
落
と
し
土
砂
の
流
下
や
河

岸
浸
食
を
抑
え
、
下
流
の
被
害
を
軽
減
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
赤
谷
川
の
支
流
で

あ
る
乙
石
川
の
最
上
流
に
は
大
規
模
な
斜

面
崩
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。
２
次
災
害
を

防
ぐ
た
め
砂
防
堰
堤
を
造
る
方
針
で
す
。

こ
の
ほ
か
中
流
に
は
、
川
を
横
断
す
る
構

造
物
や
土
砂
止
め
を
造
る
こ
と
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

―
―
河
道
の
能
力
を
越
え
た
土
砂
混
じ
り

の
洪
水
が
流
域
の
家
屋
や
農
地
を
泥
土
に

埋
め
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
も
う
一

つ
大
量
の
流
木
が
大
き
な
被
害
を
与
え
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
風
倒
木
の
放
置
が
問

題
に
な
り
ま
し
た
が
、今
回
は
立
木
で
す
。

船
橋
氏
　
強
く
て
長
く
続
い
た
豪
雨
に

よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
数
の
山
の

斜
面
崩
壊
、
崖
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
盤
の
崩
れ
に
よ
っ
て
そ
の
上
に
生
え
る

立
木
が
倒
れ
、
流
木
と
な
り
、
流
れ
下
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
砂
防
堰
堤
を
効
果
的

な
場
所
に
設
置
し
た
り
流
木
対
策
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

―
―
治
山
治
水
と
言
い
ま
す
が
、
流
木
や

土
砂
災
害
か
ら
守
る
、
川
だ
け
で
な
く
山

の
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
治
山
治
水
の
一
体
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

船
橋
氏
　
今
回
の
よ
う
な
異
常
と
も
言
え

る
豪
雨
に
対
し
て
は
堰
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド

対
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
人
々

の
生
命
財
産
を
守
る
に
は
、
ソ
フ
ト
対
策

を
含
め
様
々
な
対
策
の
組
み
合
わ
せ
が
必

要
で
す
。
ま
た
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
赤
谷
川
の
災
害
復
旧
工
事
（
応

急
復
旧
）
は
福
岡
県
知
事
の
要
請
に
よ
っ

て
、
国
が
権
限
代
行
す
る
改
正
河
川
法
の

適
用
第
１
号
で
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

赤
谷
川
で
は
少
し
の
ま
と
ま
っ
た
雨
で
も

だ
ま
だ
土
砂
が
出
て
き
て
い
ま
す
。今
後
、

流
域
を
守
る
た
め
に
治
山
や
治
水
と
連
携

し
て
、
ど
の
よ
う
に
本
復
旧
す
る
か
は
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
す
。

復旧を急ぐ赤谷川

　
五
庄
屋
が
命
を
懸
け
た
「
大
石
堰
」

を
は
じ
め
、
筑
後
川
に
は
治
水
、
利
水

の
施
設
が
江
戸
時
代
か
ら
地
元
住
民
の

手
で
造
ら
れ
て
き
た
。
暴
れ
川
・
筑
紫

次
郎
と
呼
ば
れ
る
筑
後
川
の
治
水
施
設

は
支
流
に
も
多
い
。
平
成
二
九
年
九
州

北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
筑
後
川

右
岸
に
も
小
石
原
川
の
男
女
石

護
岸
や
佐
田
川
な
ど
の
尻
切
れ

土
居(

霞
堤)

，「
杷
木
の
水
は

ね
」
な
ど
が
現
存
す
る
。
治
水

へ
の
切
実
な
思
い
と
、
懸
命
な

努
力
で
生
ま
れ
た
土
木
遺
産
群

だ
。

　
男
女
石
護
岸
は
秋
月
城
下
を

抜
け
た
小
石
原
川
が
眼
鏡
橋
を

通
り
、
急
カ
ー
ブ
で
西
か
ら

南
へ
流
れ
下
る
屈
折
地
点
に
あ

り
、
野
鳥
川
と
の
合
流
点
で
も

あ
る
。岸
の
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
、

６
ｍ
大
の
男
石
と
女
石
の
二
つ

の
巨
石
の
ほ
か
河
床
に
捨
て
石

を
数
多
く
敷
き
、
護
岸
も
三
重

の
石
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
二
八
年
三
月
福
岡
県
指
定
史

跡
に
な
っ
た
。
秋
月
藩
初
代
藩

主
・
黒
田
長
興
が
家
老
・
堀
平

右
衛
門
に
命
じ
て（
元
和
九
年
・

１
６
２
３
）
造
っ
た
、
と
伝
え

ら
れ
る
。

　
佐
田
川
、
小
石
原
川
の
「
尻
切
れ
土

居
」
と
呼
ば
れ
る
霞
堤
は
、
明
治
・
大

正
期
の
古
地
図
で
は
八
の
字
型
に
切
れ

た
形
で
築
か
れ
、
重
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
洪
水
の
時
、
増
水
し
た
流
れ
を
流

出
さ
せ
、堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
工
夫
だ
。

　
杷
木
の
「
水
は
ね
」
は
大
石
堰
の

下
流
に
あ
り
、
石
を
詰
め
た
荒
籠(

竹

か
ご)

を
沈
め
、
水
流
を
遅
く
す
る
水

制
施
設
。
護
岸
は
雁
木
構
造
と

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
今

回
の
豪
雨
被
害
だ
け
で
な
く
、

治
水
施
設
の
建
設
に
住
民
は
努

力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
こ

れ
ら
の
遺
産
群
は
物
語
っ
て
い

る
。

筑後川の治水土木遺産群

秋
月
の
夫
婦
岩
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今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
状
況
の

特
徴
は
、
比
較
的
狭
い
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
災
害
の
形
態
、
被
害
程
度
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
同
じ
筑
後
川
に

流
れ
込
む
支
流
域
な
が
ら
①
佐
田
川
上
流

の
寺
内
ダ
ム
と
小
石
原
川
上
流
の
江
川
ダ

ム
が
整
備
さ
れ
た
下
流
流
域（
旧
甘
木
市
）

は
、
ダ
ム
の
洪
水
調
整
力
が
発
揮
さ
れ
、

流
木
も
流
下
を
止
め
る
な
ど
し
た
②
そ
の

上
流
に
当
た
る
桂
川
、同
支
流
の
荷
原
川
、

妙
見
川
で
は
堤
防
が
決
壊
、
総
浸
水
面
積

が
拡
大
し
た
③
大
分
県
境
側
の
赤
谷
川
、

大
肥
川
、
寒
水
川
流
域
で
は
洪
水
と
共
に

流
木
、
土
砂
災
害
に
さ
ら
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
災
害
の
形
態
、
被
災
に
地
域
差
が
生

じ
た
の
は
、
降
雨
量
、
下
流
の
地
形
、
上

流
の
地
質
、
治
水
施
設
の
有
無
な
ど
複
合

的
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
土
木

学
会
災
害
調
査
団
は
「
画
一
的
な
復
旧
・

復
興
は
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
沿
っ

た
個
別
の
計
画
が
重
要
だ
」
と
提
言
し
て

い
る
。

　
被
災
し
た
筑
後
川
中
流
右
岸
か
ら
は
日

田
市
を
流
れ
る
花
月
川
の
ほ
か
、
福
岡
県

朝
倉
市
に
赤
谷
川
か
ら
小
石
原
川
ま
で
10

本
の
支
流
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
各
支
流

は
そ
れ
ぞ
れ
上
流
に
支
流
を
持
ち
、
計
23

の
中
小
河
川
が
流
れ
て
い
る
。

　
７
月
５
〜
７
日
に
か
け
て
、「
線
状
降

水
帯
」
と
呼
ば
れ
、
積
乱
雲
が
次
々
と
生

ま
れ
、
豪
雨
を
降
ら
せ
た
地
域
は
こ
れ
ら

の
河
川
の
上
流
山
間
地
域
で
、鳥
屋
山（
標

高
６
４
５
ｍ
）
を
取
り
囲
む
よ
う
に
米
山

（
同
５
９
１
ｍ
）か
ら
籾
山（
同
６
９
４
ｍ
）

な
ど
馬
蹄
型
に
山
並
が
連
な
り
、
寺
内
ダ

ム
は
そ
の
開
口
部
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
馬
蹄
型
山
地
の
内
側
を
流
れ
る
桂
川

と
黒
川
な
ど
支
流
か
ら
の
雨
水
を
集
め
、

貯
留
し
て
い
る
。
今
回
の
豪
雨
で
は
こ
こ

に
12
時
間
雨
量
で
６
０
０
㎜
〜
４
０
０
㎜

の
記
録
的
な
強
い
雨
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。農

業
用
た
め
池
の
役
割
見
直
し

　
ダ
ム
だ
け
で
は
な
い
、
砂
防
堰
堤
も
流

木
を
止
め
て
い
る
。
朝
倉
市
と
東
峰
村
の

１
５
６
砂
防
施
設
の
う
ち
42
％
が
土
砂
を

捕
捉
。
例
え
ば
、
桂
川
の
支
流
・
妙
見
川

に
建
設
さ
れ
て
い
た
須
川
第
１
砂
防
堰
堤

（
高
さ
７
ｍ
、
長
さ
74
・
８
ｍ
）
は
河
道

を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
流
木
（
推
定
捕
捉

量
６
５
０
０
㎥
）
を
止
め
て
、
下
流
の
被

害
を
食
い
止
め
て
い
る
。

　
ま
た
古
く
か
ら
田
畑
を
灌
漑
し
て
き
た

農
業
用
た
め
池
も
土
砂
で
埋
ま
り
、
流
木

が
流
れ
込
ん
だ
。
朝
倉
市
山
田
の
農
業
用

た
め
池
も
被
災
し
な
が
ら
、
被
害
の
軽
減

に
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

た
。
奈
良
ヶ
谷
川
の
た
め
池
決
壊
（
山
の

神
た
め
池
）、
洪
水
吐
き
な
ど
の
一
部
損

壊
し
な
が
ら
多
く
の
た
め
池
が
土
砂
や
流

木
を
貯
留
し
て
い
る
。
洪
水
吐
の
能
力
を

超
え
て
大
量
の
雨
水
が
流
れ
込
ん
だ
た

め
、
堰
堤
を
越
流
し
て
決
壊
し
た
り
、
洪

水
吐
の
一
部
が
壊
れ
、
流
木
が
下
流
に
流

れ
下
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
た
め
池

で
、
こ
れ
ま
で
治
水
施
設
と
し
て
の
機
能

は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今

回
豪
雨
の
教
訓
と
し
て
、
た
め
池
を
治
水

面
か
ら
見
直
し
、
堰
堤
の
強
化
、
洪
水
吐

を
大
き
く
す
る
な
ど
機
能
と
安
全
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。
朝
倉

地
方
の
農
業
の
歴
史
と
豊
か
さ
を
示
す

「
朝
倉
３
連
水
車
」
は
、
泥
土
に
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
地
元
民
の
努
力
で
復
活
は

し
た
が
、
周
辺
は
立
ち
入
り
禁
止
状
態
が

続
い
た
。

流
木
、
21
万
㎥
も

今
回
の
豪
雨
で
、
筑
後
川
中
流
右
岸
か

ら
流
れ
込
む
10
河
川
の
流
木
発
生
総
量
は

21
万
㎥
に
も
及
ぶ
（
国
土
交
通
省
推
定
）。

赤
谷
川
が
最
も
流
木
が
多
い
が
、
北
川
、

奈
良
ヶ
谷
川
、
白
木
谷
川
、
寒
水
川
な
ど

比
較
的
小
さ
く
短
い
川
で
も
流
木
が
大
量

に
発
生
し
て
橋
な
ど
が
流
木
に
よ
っ
て
せ

き
止
め
ら
れ
、
氾
濫
を
拡
大
、
田
畑
や
人

第3節① 洪水、土砂、流木の複合災害と減災

ダム、砂防堰堤が、食い止める
見直し迫られる“ため池”
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家
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
小
河
川
の
上
流
の
山
地
斜
面

が
４
０
０
㎜
か
ら
６
０
０
㎜
（
12
時
間
雨

量
）
を
越
え
る
強
烈
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
、
崩
壊
、
立
ち
木
を
倒
し
土
砂
と
共
に

流
れ
下
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
変

成
岩
類
や
花
崗
岩
類
の
急
な
斜
面
の
崩
壊

が
多
い
。

　
流
木
流
下
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
実

際
問
題
と
し
て
不
可
能
で
あ
り
、
下
流
へ

流
木
が
流
れ
下
る
の
を
抑
え
る
た
め
の
堆

積
空
間
、
ま
た
矢
部
川
の
よ
う
に
川
の
中

島
に
樹
林
帯
を
造
る
な
ど
伝
統
的
な
、
環

境
配
慮
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
対
策
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
専
門
家
も
多
い
。

　
被
災
地
を
見
る
と
、
橋
の
上
流
側
の
欄

干
な
ど
が
流
木
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い

る
光
景
を
見
る
。
流
下
し
て
き
た
流
木
の

衝
突
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
河
道

幅
は
狭
く
、
橋
の
径
間
も
短
い
こ
と
な

ど
、
ま
た
川
沿
い
の
道
路
に
あ
ふ
れ
出
た

洪
水
、
土
砂
、
流
木
が
流
れ
下
る
河
道
と

な
り
、
孤
立
す
る
集
落
が
続
出
し
た
こ
と

な
ど
、
橋
、
道
路
共
に
構
造
上
、
今
後
に

検
討
課
題
を
残
し
て
い
る
。

真
砂
土
の
恐
怖

　
赤
谷
川
の
支
流
・
乙
石
川
や
白
木
谷
川

で
は
山
腹
崩
壊
、
土
石
流
、
河
道
浸
食
な

ど
に
よ
っ
て
大
量
の
土
砂
が
流
れ
下
っ

て
、
川
が
合
流
し
て
い
る
河
谷
平
野
な
ど

に
大
量
に
堆
積
し
て
お
り
「
同
規
模
の
降

雨
が
あ
っ
た
場
合
、
今
回
と
同
じ
規
模
の

土
砂
流
出
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
上
流
で
流
下
を
阻
止
で
き
な
い
た

め
、
そ
れ
を
前
提
に
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
」（
土
木
学
会
）。

　
乙
石
川
の
上
流
な
ど
花
崗
岩
地
帯
で
は

花
崗
岩
が
風
化
し
た
真
砂
土
の
大
量
流
下

が
見
ら
れ
た
。
川
の
護
岸
も
真
砂
土
を
活

用
し
て
お
り
、
洪
水
が
護
岸
を
越
え
て
流

れ
出
た
時
、
護
岸
の
上
部
・
天
端
、
護
岸

の
裏
側
が
激
し
く
洗
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
弱
さ
を
意
識
し
た
，
裏
込
め

な
ど
構
造
の
再
検
討
が
必
要
と
の
指
摘
も

あ
る
。

安
全
な
、
自
然
と
の
共
存
へ

　
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
林
地

の
崩
壊
が
大
量
の
流
木
災
害
を
引
き
起
こ

し
た
。
特
に
今
回
は
人
工
林
斜
面
の
崩
壊

が
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら

「
崩
壊
リ
ス
ク
の
高
い
人
工
林
で
は
、
危

険
な
樹
木
の
予
防
的
伐
採
」
が
求
め
ら
れ

た
。
集
落
や
民
家
に
近
い
人
工
林
は
短
い

輪
伐
期
に
よ
っ
て
木
材
を
生
産
し
、
流
木

の
発
生
と
破
壊
規
模
の
増
大
を
防
ぐ
こ
と

が
重
要
と
の
指
摘
（
応
用
生
態
工
学
会
）

が
行
わ
れ
て
い
る
。
伐
採
に
よ
っ
て
、
小

規
模
な
土
砂
崩
壊

が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
が
「
そ
れ

は
危
険
な
土
砂
を

あ
ら
か
じ
め
除
去

す
る
も
の
だ
と
考

え
る
べ
き
だ
」（
同
）

な
ど
生
態
系
を
活

用
し
た
防
災
減
災

な
ど
新
し
い
概
念

の
必
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。

　
防
災
強
化
の
為
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

め
る
高
額
な
建
設
費
を
か
け
た
河
川
改

修
、
堤
防
、
ダ
ム
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
強
化

だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
の
暮
ら
し
と
環

境
を
守
る
視
点
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
鹿
児
島
の
暴
れ
川
だ
っ
た
川
内
川
で

は
河
川
改
修
と
共
に
鶴
田
ダ
ム
の
洪
水
調

整
力
の
強
化
の
た
め
の
再
開
発
と
同
時

に
、
住
家
の
高
台
移
転
、
遊
水
池
、
家
屋

の
移
転
を
し
な
い
輪
中
集
落
の
形
成
な
ど

が
進
め
ら
れ
た
。

　
山
村
に
は
、
長
く
自
然
災
害
と
闘
っ
て

き
た
「
伝
統
知
」
あ
る
い
は
「
地
域
知
」

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
、
遊
水
池
や
輪
中
、

流
木
を
止
め
る
網
場
や
防
災
樹
林
帯
な

ど
、
地
域
に
伝
わ
る
「
防
災
の
知
恵
」
を

新
し
く
生
か
し
、
ま
た
復
旧
・
復
興
に
当

た
っ
て
景
観
と
生
態
系
を
重
視
し
て
「
多

自
然
川
づ
く
り
」
を
目
標
に
カ
ジ
カ
、
ヤ

マ
メ
、ホ
タ
ル
の
生
息
を
可
能
に
す
る「
川

の
復
興
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

花崗岩が風化した真砂土がくずれ、流木被害を生んだ

洪水と流木を食い止めた寺内ダム

山腹崩壊による土砂災害は、流域に大量の
土砂を堆積させ二次災害の恐れが大きい。

（朝倉市・乙石川）
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家
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
小
河
川
の
上
流
の
山
地
斜
面

が
４
０
０
㎜
か
ら
６
０
０
㎜
（
12
時
間
雨

量
）
を
越
え
る
強
烈
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
、
崩
壊
、
立
ち
木
を
倒
し
土
砂
と
共
に

流
れ
下
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
変

成
岩
類
や
花
崗
岩
類
の
急
な
斜
面
の
崩
壊

が
多
い
。

　
流
木
流
下
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
実

際
問
題
と
し
て
不
可
能
で
あ
り
、
下
流
へ

流
木
が
流
れ
下
る
の
を
抑
え
る
た
め
の
堆

積
空
間
、
ま
た
矢
部
川
の
よ
う
に
川
の
中

島
に
樹
林
帯
を
造
る
な
ど
伝
統
的
な
、
環

境
配
慮
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
対
策
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
専
門
家
も
多
い
。

　
被
災
地
を
見
る
と
、
橋
の
上
流
側
の
欄

干
な
ど
が
流
木
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い

る
光
景
を
見
る
。
流
下
し
て
き
た
流
木
の

衝
突
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
河
道

幅
は
狭
く
、
橋
の
径
間
も
短
い
こ
と
な

ど
、
ま
た
川
沿
い
の
道
路
に
あ
ふ
れ
出
た

洪
水
、
土
砂
、
流
木
が
流
れ
下
る
河
道
と

な
り
、
孤
立
す
る
集
落
が
続
出
し
た
こ
と

な
ど
、
橋
、
道
路
共
に
構
造
上
、
今
後
に

検
討
課
題
を
残
し
て
い
る
。

真
砂
土
の
恐
怖

　
赤
谷
川
の
支
流
・
乙
石
川
や
白
木
谷
川

で
は
山
腹
崩
壊
、
土
石
流
、
河
道
浸
食
な

ど
に
よ
っ
て
大
量
の
土
砂
が
流
れ
下
っ

て
、
川
が
合
流
し
て
い
る
河
谷
平
野
な
ど

に
大
量
に
堆
積
し
て
お
り
「
同
規
模
の
降

雨
が
あ
っ
た
場
合
、
今
回
と
同
じ
規
模
の

土
砂
流
出
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
上
流
で
流
下
を
阻
止
で
き
な
い
た

め
、
そ
れ
を
前
提
に
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
」（
土
木
学
会
）。

　
乙
石
川
の
上
流
な
ど
花
崗
岩
地
帯
で
は

花
崗
岩
が
風
化
し
た
真
砂
土
の
大
量
流
下

が
見
ら
れ
た
。
川
の
護
岸
も
真
砂
土
を
活

用
し
て
お
り
、
洪
水
が
護
岸
を
越
え
て
流

れ
出
た
時
、
護
岸
の
上
部
・
天
端
、
護
岸

の
裏
側
が
激
し
く
洗
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
弱
さ
を
意
識
し
た
，
裏
込
め

な
ど
構
造
の
再
検
討
が
必
要
と
の
指
摘
も

あ
る
。

安
全
な
、
自
然
と
の
共
存
へ

　
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
林
地

の
崩
壊
が
大
量
の
流
木
災
害
を
引
き
起
こ

し
た
。
特
に
今
回
は
人
工
林
斜
面
の
崩
壊

が
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら

「
崩
壊
リ
ス
ク
の
高
い
人
工
林
で
は
、
危

険
な
樹
木
の
予
防
的
伐
採
」
が
求
め
ら
れ

た
。
集
落
や
民
家
に
近
い
人
工
林
は
短
い

輪
伐
期
に
よ
っ
て
木
材
を
生
産
し
、
流
木

の
発
生
と
破
壊
規
模
の
増
大
を
防
ぐ
こ
と

が
重
要
と
の
指
摘
（
応
用
生
態
工
学
会
）

が
行
わ
れ
て
い
る
。
伐
採
に
よ
っ
て
、
小

規
模
な
土
砂
崩
壊

が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
が
「
そ
れ

は
危
険
な
土
砂
を

あ
ら
か
じ
め
除
去

す
る
も
の
だ
と
考

え
る
べ
き
だ
」（
同
）

な
ど
生
態
系
を
活

用
し
た
防
災
減
災

な
ど
新
し
い
概
念

の
必
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。

　
防
災
強
化
の
為
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

め
る
高
額
な
建
設
費
を
か
け
た
河
川
改

修
、
堤
防
、
ダ
ム
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
強
化

だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
の
暮
ら
し
と
環

境
を
守
る
視
点
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
鹿
児
島
の
暴
れ
川
だ
っ
た
川
内
川
で

は
河
川
改
修
と
共
に
鶴
田
ダ
ム
の
洪
水
調

整
力
の
強
化
の
た
め
の
再
開
発
と
同
時

に
、
住
家
の
高
台
移
転
、
遊
水
池
、
家
屋

の
移
転
を
し
な
い
輪
中
集
落
の
形
成
な
ど

が
進
め
ら
れ
た
。

　
山
村
に
は
、
長
く
自
然
災
害
と
闘
っ
て

き
た
「
伝
統
知
」
あ
る
い
は
「
地
域
知
」

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
、
遊
水
池
や
輪
中
、

流
木
を
止
め
る
網
場
や
防
災
樹
林
帯
な

ど
、
地
域
に
伝
わ
る
「
防
災
の
知
恵
」
を

新
し
く
生
か
し
、
ま
た
復
旧
・
復
興
に
当

た
っ
て
景
観
と
生
態
系
を
重
視
し
て
「
多

自
然
川
づ
く
り
」
を
目
標
に
カ
ジ
カ
、
ヤ

マ
メ
、ホ
タ
ル
の
生
息
を
可
能
に
す
る「
川

の
復
興
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

花崗岩が風化した真砂土がくずれ、流木被害を生んだ

洪水と流木を食い止めた寺内ダム

山腹崩壊による土砂災害は、流域に大量の
土砂を堆積させ二次災害の恐れが大きい。
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九
州
北
部
豪
雨
で
集
中
的
な
被
害
を
受
け
た
福
岡
県
朝
倉
市
は
、
旧
甘
木
市
、
朝
倉

　
九
州
北
部
豪
雨
で
集
中
的
な
被
害
を
受
け
た
福
岡
県
朝
倉
市
は
、
旧
甘
木
市
、
朝
倉

　
九
州
北
部
豪
雨
で
集
中
的
な
被
害
を
受
け
た
福
岡
県
朝
倉
市
は
、
旧
甘
木
市
、
朝
倉

町
、
杷
木
町
が
合
併
、
カ
キ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
朝
倉
３
連
水

町
、
杷
木
町
が
合
併
、
カ
キ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
朝
倉
３
連
水

町
、
杷
木
町
が
合
併
、
カ
キ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
朝
倉
３
連
水

車
や
江
戸
時
代
か
ら
の
筑
後
川
本
流
か
ら
取
水
の
為
の
山
田
堰
、
恵
利
堰
と
そ
の
用
水
路

車
や
江
戸
時
代
か
ら
の
筑
後
川
本
流
か
ら
取
水
の
為
の
山
田
堰
、
恵
利
堰
と
そ
の
用
水
路

車
や
江
戸
時
代
か
ら
の
筑
後
川
本
流
か
ら
取
水
の
為
の
山
田
堰
、
恵
利
堰
と
そ
の
用
水
路

な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
水
と
肥
沃
な
田
畑
を
持
つ
穀
倉
地
帯
で
も
あ
る
。

な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
水
と
肥
沃
な
田
畑
を
持
つ
穀
倉
地
帯
で
も
あ
る
。

な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
水
と
肥
沃
な
田
畑
を
持
つ
穀
倉
地
帯
で
も
あ
る
。

　
こ
の
筑
後
川
右
岸
の
旧
筑
前
国
は
筑
後
川
に
流
れ
込
む

　
こ
の
筑
後
川
右
岸
の
旧
筑
前
国
は
筑
後
川
に
流
れ
込
む

　
こ
の
筑
後
川
右
岸
の
旧
筑
前
国
は
筑
後
川
に
流
れ
込
む
10
の
河
川
が
本
流
と
共
に
、
土

地
を
潤
し
て
い
る
。し
か
し
、
今
回
の
水
害
は
、
こ
の
町
を
明
暗
、
く
っ
き
り
と
分
け
た
。

地
を
潤
し
て
い
る
。し
か
し
、
今
回
の
水
害
は
、
こ
の
町
を
明
暗
、
く
っ
き
り
と
分
け
た
。

地
を
潤
し
て
い
る
。し
か
し
、
今
回
の
水
害
は
、
こ
の
町
を
明
暗
、
く
っ
き
り
と
分
け
た
。

寺
内
ダ
ム
（
佐
田
川
）、
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
を
持
つ
旧
甘
木
地
区
は
洪
水
被
害
を

寺
内
ダ
ム
（
佐
田
川
）、
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
を
持
つ
旧
甘
木
地
区
は
洪
水
被
害
を

寺
内
ダ
ム
（
佐
田
川
）、
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
を
持
つ
旧
甘
木
地
区
は
洪
水
被
害
を

ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
同
市
東
側
河
川
群
が
氾
濫
、
朝
倉
、
杷

ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
同
市
東
側
河
川
群
が
氾
濫
、
朝
倉
、
杷

ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
同
市
東
側
河
川
群
が
氾
濫
、
朝
倉
、
杷

木
地
区
は
洪
水
と
流
木
土
砂
に
埋
も
れ
た
。
寺
内
ダ
ム
を
上
流
に
持
つ
佐
田
川
は
左
岸
側

木
地
区
は
洪
水
と
流
木
土
砂
に
埋
も
れ
た
。
寺
内
ダ
ム
を
上
流
に
持
つ
佐
田
川
は
左
岸
側

木
地
区
は
洪
水
と
流
木
土
砂
に
埋
も
れ
た
。
寺
内
ダ
ム
を
上
流
に
持
つ
佐
田
川
は
左
岸
側

が
隣
の
荷
原
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
。

が
隣
の
荷
原
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
。

が
隣
の
荷
原
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
。
99
％
の
洪
水
を
受
け
止
め
た

寺
内
ダ
ム
と
江
川
ダ
ム
は
そ
の
洪
水
調
整
能
力
と
共
に
、
幾
つ
も
の
「
幸
運
」、
そ
し
て

寺
内
ダ
ム
と
江
川
ダ
ム
は
そ
の
洪
水
調
整
能
力
と
共
に
、
幾
つ
も
の
「
幸
運
」、
そ
し
て

寺
内
ダ
ム
と
江
川
ダ
ム
は
そ
の
洪
水
調
整
能
力
と
共
に
、
幾
つ
も
の
「
幸
運
」、
そ
し
て

的
確
な
ダ
ム
操
作
に
よ
っ
て
、
下
流
地
域
を
守
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

的
確
な
ダ
ム
操
作
に
よ
っ
て
、
下
流
地
域
を
守
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

的
確
な
ダ
ム
操
作
に
よ
っ
て
、
下
流
地
域
を
守
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第3節② 奇跡の寺内ダム

９９％の洪水と大量の流木を貯留、
重なった幸運、的確なギリギリの判断

砂防堰堤も、農業用ため池も被害拡大を抑える

２
時
間
に
わ
た
る
「
記
録
的
集
中
豪
雨
」

　
久
留
米
市
西
鉄
駅
前
に
あ
る
水
資
源
機

構
筑
後
川
局
ビ
ル
の
４
階
に
設
け
ら
れ
た

防
災
本
部
に
は
筑
後
川
右
岸
に
猛
烈
な
降

雨
の
モ
ニ
タ
ー
記
録
が
、
次
々
と
入
っ
て

き
た
。
平
成
29
年
７
月
５
日
、
増
水
す
る

寺
内
ダ
ム
の
水
位
に
本
部
ス
タ
ッ
フ
は
神

経
を
集
中
し
続
け
て
い
た
。
午
後
２
時
注

意
体
制
、
ダ
ム
へ
の
流
入
量
は
急
激
に
増

え
始
め
、
10
分
後
に
は
第
１
警
戒
態
勢
に

入
っ
た
。
流
入
量
は
垂
直
的
に
上
昇
し
、

午
後
４
時
に
最
大
流
入
量
は
毎
秒
８
８
８

㎜
に
達
し
、
午
後
４
時
30
分
に
は
非
常
警

戒
態
勢
を
発
令
し
た
。

　
発
令
を
受
け
て
、
寺
内
ダ
ム
を
管
理
す

る
朝
倉
総
合
事
務
所
（
朝
倉
市
）
は
非
常

警
戒
態
勢
を
し
い
た
。
ダ
ム
の
貯
水
量
は

午
後
２
時
か
ら
増
加
を
始
め
、
そ
れ
ま
で

の
少
雨
、
渇
水
状
態
の
た
め
ダ
ム
水
位
は

約
10
ｍ
下
が
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
午
後
４
時
過
ぎ
に
は
、
平
常
時
の
最

高
水
位（
約
１
２
１
・
５
ｍ
）を
オ
ー
バ
ー
。

雨
量
は
ピ
ー
ク
過
ぎ
た
も
の
の
夜
に
入
っ

て
も
貯
水
量
は
増
え
続
け
、
午
後
９
時
に

は
「
但
し
書
き
操
作
」
と
呼
ば
れ
る
異
常

洪
水
時
防
災
操
作
に
入
る
１
２
９
・
８
ｍ

の
水
位
を
突
破
し
た
。但
し
書
き
操
作
は
、

こ
れ
以
上
貯
水
量
が
増
え
る
と
ダ
ム
堤
体

が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
ダ
ム
に
流
入
す
る
同
じ
水
量
の

放
水
を
開
始
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
の
中

で
行
わ
れ
る
。

　
満
水
状
態
の
ダ
ム
に
新
た
に
流
入
す
る

但
し
書
き
操
作
に
入
る
１
２
９
・
８
ｍ
の
ダ
ム
水

位
を
突
破
し
た

桂
川
の
浸
水
地
域

桂
川
の
浸
水
地
域

桂
川
の
浸
水
地
域
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水
量
の
放
流
で
あ
っ
て
も
放
流
操
作
に
入

る
と
、
そ
れ
以
後
の
流
入
水
量
が
多
け
れ

ば
、
下
流
に
水
害
を
起
こ
し
か
ね
な
い
。

ダ
ム
管
理
者
に
と
っ
て
重
大
な
判
断
に
な

る
。
気
象
台
な
ど
の
今
後
の
降
雨
量
の
予

測
情
報
を
に
ら
み
な
が
ら
の
決
断
と
な

る
。
す
で
に
最
大
流
入
量
に
達
し
た
午
後

４
時
か
ら
通
常
の
流
量
（
毎
秒
10
ｔ
）
放

流
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
放
流

を
行
う
但
し
書
き
操
作
は
下
流
の
水
嵩
を

増
す
こ
と
に
な
り
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
で
、
ダ
ム

の
能
力
を
超
え
て
貯
水
す
る
事
態
を
続
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

９
９
％
の
洪
水
を
止
め
た
寺
内
ダ
ム

　
午
後
２
時
〜
同
３
時
の
１
時
間
雨
量
で

１
１
５
・
１
㎜
も
の
猛
烈
な
雨
は
、
続
く

午
後
４
時
ま
で
の
１
０
１
・
３
㎜
を
境
に
、

幸
運
に
も
、
以
後
、
時
間
の
経
過
ご
と
に

下
が
り
始
め
、
３
分
の
１
以
下
に
な
り
午

後
８
時
に
は
降
り
や
ん
だ
。

　
し
か
し
、
ダ
ム
上
流
の
山
地
に
降
っ
た

大
雨
が
ダ
ム
に
流
れ
込
む
洪
水
量
は
時
間

ズ
レ
を
伴
い
な
が
ら
増
え
て
行
く
。
午
後

９
時
に
は
但
し
書
き
操
作
を
開
始
す
る
レ

ベ
ル
に
達
し
、
そ
の
ラ
イ
ン
を
越
え
て
、

貯
水
量
は
さ
ら
に
増
え
続
け
、
午
後
10
時

に
は
、
約
１
ｍ
越
え
、
１
３
０
・
９
３
ｍ

の
最
高
水
位
に
達
し
た
。
こ
の
ま
ま
推
移

す
れ
ば
、
何
と
か
放
流
量
を
増
や
さ
な
い

で
済
む
．
放
流
か
維
持
か
。
ギ
リ
ギ
リ
の

判
断
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
寺
内
ダ
ム
は
水
量
約

１
１
７
０
万
㎥
を
貯
留
、
但
し
書
き
放
流

す
る
こ
と
な
く
、
99
％
の
洪
水
を
貯
留
、

食
い
止
め
た
。

直
前
ま
で
渇
水
、
ダ
ム
水
位
下
が
る

　
昭
和
53
年
、
福
岡
大
渇
水
の
年
、
完
成

し
た
ば
か
り
の
寺
内
ダ
ム
の
底
水
を
福
岡

都
市
圏
に
供
給
し
た
こ
と
で
そ
の
存
在
を

印
象
付
け
た
。
今
回
の
豪
雨
で
は
、
強
く

大
量
の
雨
量
を
受
け
止
め
、
隣
接
す
る
江

川
ダ
ム（
福
岡
都
市
圏
へ
の
上
水
用
ダ
ム
）

と
共
に
治
水
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
寺
内
ダ
ム
の
下
流
は
旧
甘
木
市
で
西

隣
を
流
れ
る
小
石
原
川
と
共
に
筑
後
川
右

岸
流
域
の
西
側
を
潤
し
て
い
る
。
下
流
は

合
併
前
の
旧
甘
木
市
の
市
街
が
あ
る
が
、

他
の
流
域
に
比
べ
て
洪
水
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
寺
内
ダ
ム
は
完
成
し
た
昭
和
53
年
以

来
、
今
回
、
最
大
の
流
入
量
（
毎
秒
約

８
８
８
㎥
）
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
洪

水
に
対
し
寺
内
ダ
ム
は
最
大
流
入
時
に
は

約
99
％
に
当
た
る
毎
秒
８
７
８
㎥
の
洪
水

を
貯
留
、
ダ
ム
下
流
の
水
位
を
低
く
抑
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
ダ
ム
か
ら
約
８
㎞
下

流
の
金
丸
橋
付
近
の
水
位
最
大
３
・
４
ｍ

下
げ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
ダ
ム

が
な
か
っ
た
ら
水
位
は
６
・
88
ｍ
も
上
が

り
、
堤
防
を
越
え
て
氾
濫
し
て
い
た
だ
ろ

う
。

　
豪
雨
前
は
む
し
ろ
渇
水
状
態
で
、
田
植

え
な
ど
の
灌
漑
用
水
用
に
ダ
ム
か
ら
放
流

し
て
お
り
、
ダ
ム
湖
の
水
位
は
平
常
時
に

比
べ
て
約
10
・
５
ｍ
下
が
っ
て
お
り
、
洪

水
調
整
の
た
め
の
水
位
は
最
高
水
位
か
ら

約
20
ｍ
も
下
が
り
、約
１
１
７
０
万
㎥（
貯

水
総
量
１
６
０
０
万
㎥
）
も
ダ
ム
内
に
た

め
る
こ
と
が
出
来
た
。
東
隣
を
流
れ
る
桂

川
と
そ
の
支
流
・
荷
原
川
、
妙
見
川
で
堤

防
決
壊
、
流
域
は
浸
水
被
害
を
受
け
て
い

る
の
と
対
照
的
だ
っ
た
。

流
木
、１
万
㎥
、ダ
ム
湖
面
を
埋
め
る

　
寺
内
ダ
ム
は
流
木
も
大
量
に
流
下
を
阻

止
し
て
い
る
。旧
朝
倉
市
の
奈
良
ヶ
谷
川
、

北
川
、
寒
水
川
は
豪
雨
に
よ
る
斜
面
崩
壊

で
立
木
が
倒
れ
、
流
木
と
な
っ
て
、
土
砂

と
共
に
河
道
を
埋
め
、
浸
水
被
害
を
流
域

に
広
げ
た
。
流
木
が
橋
な
ど
に
引
っ
掛
か

り
、
流
れ
を
せ
き
止
め
、
流
域
に
浸
水
を

広
げ
、家
屋
を
突
き
破
る
な
ど
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
寺
内
ダ
ム
に
ダ
ム
湖
上
流

部
に
湖
面
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
溜
っ
た
大

量
の
流
木
を
見
る
と
「
こ
れ
が
流
れ
下
っ

て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
か
」
と

大
被
害
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
寺
内
ダ
ム
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
は
ダ
ム

湖
の
中
、
上
流
の
湖
面
を
埋
め
尽
く
し
、

そ
の
量
は
１
万
㎥
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ

は
通
常
流
れ
込
む
流
木
の
１
０
０
年
分
に

あ
た
る
と
い
う
。

上
流
で
止
め
た
不
思
議

　
寺
内
ダ
ム
は
、
堤
体
に
流
木
が
衝
突
し

な
い
よ
う
、
そ
の
上
流
に
浮
き
を
繋
い
だ

「
網
場
」
を
造
り
、
流
木
が
網
場
を
越
え

て
流
れ
下
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
網

場
は
ど
の
ダ
ム
で
も
流
木
や
ゴ
ミ
類
が
流

れ
下
る
の
を
防
ぐ
た
め
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
網
場
は
、
か
つ
て
、
材
木
を
山
中
か
ら

切
り
出
し
、
川
の
流
れ
に
乗
せ
て
運
ん
だ

も
の
で
、
堰
で
い
っ
た
ん
流
れ
を
止
め
て

水
を
溜
め
、
堰
を
解
い
て
一
気
に
流
し
出

す
伝
統
的
な
材
木
運
搬
方
法
だ
っ
た
。
こ

の
堤
体
で
流
れ
を
止
め
材
木
を
貯
留
す
る

こ
と
を
「
流
し
網
場
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、

現
在
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
代
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ダ
ム

湖
の
網
場
だ
け
と
な
っ
た
。
伝
統
的
な
智

慧
が
生
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
そ
の
大
量
の
流
木
群
は
、
網

場
の
上
流
で
止
ま
っ
て

い
た
。
こ
の
不
可
思
議

な
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
現
段
階
で
は

は
っ
き
り
は
し
な
い
。

推
測
で
は
、
ダ
ム
に
流

れ
込
ん
だ
大
量
の
洪
水

は
ダ
ム
の
底
を
流
れ
、

堤
体
の
壁
に
当
た
っ
て

上
昇
、
上
流
側
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
逆
流
、
流

木
を
押
し
と
ど
め
た
の

下流を洪水から守った寺内ダム全景。
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水
量
の
放
流
で
あ
っ
て
も
放
流
操
作
に
入

る
と
、
そ
れ
以
後
の
流
入
水
量
が
多
け
れ

ば
、
下
流
に
水
害
を
起
こ
し
か
ね
な
い
。

ダ
ム
管
理
者
に
と
っ
て
重
大
な
判
断
に
な

る
。
気
象
台
な
ど
の
今
後
の
降
雨
量
の
予

測
情
報
を
に
ら
み
な
が
ら
の
決
断
と
な

る
。
す
で
に
最
大
流
入
量
に
達
し
た
午
後

４
時
か
ら
通
常
の
流
量
（
毎
秒
10
ｔ
）
放

流
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
放
流

を
行
う
但
し
書
き
操
作
は
下
流
の
水
嵩
を

増
す
こ
と
に
な
り
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
で
、
ダ
ム

の
能
力
を
超
え
て
貯
水
す
る
事
態
を
続
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

９
９
％
の
洪
水
を
止
め
た
寺
内
ダ
ム

　
午
後
２
時
〜
同
３
時
の
１
時
間
雨
量
で

１
１
５
・
１
㎜
も
の
猛
烈
な
雨
は
、
続
く

午
後
４
時
ま
で
の
１
０
１
・
３
㎜
を
境
に
、

幸
運
に
も
、
以
後
、
時
間
の
経
過
ご
と
に

下
が
り
始
め
、
３
分
の
１
以
下
に
な
り
午

後
８
時
に
は
降
り
や
ん
だ
。

　
し
か
し
、
ダ
ム
上
流
の
山
地
に
降
っ
た

大
雨
が
ダ
ム
に
流
れ
込
む
洪
水
量
は
時
間

ズ
レ
を
伴
い
な
が
ら
増
え
て
行
く
。
午
後

９
時
に
は
但
し
書
き
操
作
を
開
始
す
る
レ

ベ
ル
に
達
し
、
そ
の
ラ
イ
ン
を
越
え
て
、

貯
水
量
は
さ
ら
に
増
え
続
け
、
午
後
10
時

に
は
、
約
１
ｍ
越
え
、
１
３
０
・
９
３
ｍ

の
最
高
水
位
に
達
し
た
。
こ
の
ま
ま
推
移

す
れ
ば
、
何
と
か
放
流
量
を
増
や
さ
な
い

で
済
む
．
放
流
か
維
持
か
。
ギ
リ
ギ
リ
の

判
断
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
寺
内
ダ
ム
は
水
量
約

１
１
７
０
万
㎥
を
貯
留
、
但
し
書
き
放
流

す
る
こ
と
な
く
、
99
％
の
洪
水
を
貯
留
、

食
い
止
め
た
。

直
前
ま
で
渇
水
、
ダ
ム
水
位
下
が
る

　
昭
和
53
年
、
福
岡
大
渇
水
の
年
、
完
成

し
た
ば
か
り
の
寺
内
ダ
ム
の
底
水
を
福
岡

都
市
圏
に
供
給
し
た
こ
と
で
そ
の
存
在
を

印
象
付
け
た
。
今
回
の
豪
雨
で
は
、
強
く

大
量
の
雨
量
を
受
け
止
め
、
隣
接
す
る
江

川
ダ
ム（
福
岡
都
市
圏
へ
の
上
水
用
ダ
ム
）

と
共
に
治
水
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
寺
内
ダ
ム
の
下
流
は
旧
甘
木
市
で
西

隣
を
流
れ
る
小
石
原
川
と
共
に
筑
後
川
右

岸
流
域
の
西
側
を
潤
し
て
い
る
。
下
流
は

合
併
前
の
旧
甘
木
市
の
市
街
が
あ
る
が
、

他
の
流
域
に
比
べ
て
洪
水
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
寺
内
ダ
ム
は
完
成
し
た
昭
和
53
年
以

来
、
今
回
、
最
大
の
流
入
量
（
毎
秒
約

８
８
８
㎥
）
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
洪

水
に
対
し
寺
内
ダ
ム
は
最
大
流
入
時
に
は

約
99
％
に
当
た
る
毎
秒
８
７
８
㎥
の
洪
水

を
貯
留
、
ダ
ム
下
流
の
水
位
を
低
く
抑
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
ダ
ム
か
ら
約
８
㎞
下

流
の
金
丸
橋
付
近
の
水
位
最
大
３
・
４
ｍ

下
げ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
ダ
ム

が
な
か
っ
た
ら
水
位
は
６
・
88
ｍ
も
上
が

り
、
堤
防
を
越
え
て
氾
濫
し
て
い
た
だ
ろ

う
。

　
豪
雨
前
は
む
し
ろ
渇
水
状
態
で
、
田
植

え
な
ど
の
灌
漑
用
水
用
に
ダ
ム
か
ら
放
流

し
て
お
り
、
ダ
ム
湖
の
水
位
は
平
常
時
に

比
べ
て
約
10
・
５
ｍ
下
が
っ
て
お
り
、
洪

水
調
整
の
た
め
の
水
位
は
最
高
水
位
か
ら

約
20
ｍ
も
下
が
り
、約
１
１
７
０
万
㎥（
貯

水
総
量
１
６
０
０
万
㎥
）
も
ダ
ム
内
に
た

め
る
こ
と
が
出
来
た
。
東
隣
を
流
れ
る
桂

川
と
そ
の
支
流
・
荷
原
川
、
妙
見
川
で
堤

防
決
壊
、
流
域
は
浸
水
被
害
を
受
け
て
い

る
の
と
対
照
的
だ
っ
た
。

流
木
、１
万
㎥
、ダ
ム
湖
面
を
埋
め
る

　
寺
内
ダ
ム
は
流
木
も
大
量
に
流
下
を
阻

止
し
て
い
る
。旧
朝
倉
市
の
奈
良
ヶ
谷
川
、

北
川
、
寒
水
川
は
豪
雨
に
よ
る
斜
面
崩
壊

で
立
木
が
倒
れ
、
流
木
と
な
っ
て
、
土
砂

と
共
に
河
道
を
埋
め
、
浸
水
被
害
を
流
域

に
広
げ
た
。
流
木
が
橋
な
ど
に
引
っ
掛
か

り
、
流
れ
を
せ
き
止
め
、
流
域
に
浸
水
を

広
げ
、家
屋
を
突
き
破
る
な
ど
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
寺
内
ダ
ム
に
ダ
ム
湖
上
流

部
に
湖
面
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
溜
っ
た
大

量
の
流
木
を
見
る
と
「
こ
れ
が
流
れ
下
っ

て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
か
」
と

大
被
害
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
寺
内
ダ
ム
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
は
ダ
ム

湖
の
中
、
上
流
の
湖
面
を
埋
め
尽
く
し
、

そ
の
量
は
１
万
㎥
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ

は
通
常
流
れ
込
む
流
木
の
１
０
０
年
分
に

あ
た
る
と
い
う
。

上
流
で
止
め
た
不
思
議

　
寺
内
ダ
ム
は
、
堤
体
に
流
木
が
衝
突
し

な
い
よ
う
、
そ
の
上
流
に
浮
き
を
繋
い
だ

「
網
場
」
を
造
り
、
流
木
が
網
場
を
越
え

て
流
れ
下
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
網

場
は
ど
の
ダ
ム
で
も
流
木
や
ゴ
ミ
類
が
流

れ
下
る
の
を
防
ぐ
た
め
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
網
場
は
、
か
つ
て
、
材
木
を
山
中
か
ら

切
り
出
し
、
川
の
流
れ
に
乗
せ
て
運
ん
だ

も
の
で
、
堰
で
い
っ
た
ん
流
れ
を
止
め
て

水
を
溜
め
、
堰
を
解
い
て
一
気
に
流
し
出

す
伝
統
的
な
材
木
運
搬
方
法
だ
っ
た
。
こ

の
堤
体
で
流
れ
を
止
め
材
木
を
貯
留
す
る

こ
と
を
「
流
し
網
場
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、

現
在
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
代
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ダ
ム

湖
の
網
場
だ
け
と
な
っ
た
。
伝
統
的
な
智

慧
が
生
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
そ
の
大
量
の
流
木
群
は
、
網

場
の
上
流
で
止
ま
っ
て

い
た
。
こ
の
不
可
思
議

な
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
現
段
階
で
は

は
っ
き
り
は
し
な
い
。

推
測
で
は
、
ダ
ム
に
流

れ
込
ん
だ
大
量
の
洪
水

は
ダ
ム
の
底
を
流
れ
、

堤
体
の
壁
に
当
た
っ
て

上
昇
、
上
流
側
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
逆
流
、
流

木
を
押
し
と
ど
め
た
の

下流を洪水から守った寺内ダム全景。



－ 28 －

で
は
な
い
か
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
不
思
議
は
流
木
が
土
砂
に
突
き

刺
さ
る
よ
う
に
水
中
で
立
っ
て
い
た
こ
と

だ
。
こ
の
た
め
流
木
撤
去
に
は
こ
れ
ら

の
「
立
木
」
を
大
型
ク
レ
ー
ン
で
挟
む
よ

う
に
引
き
上
げ
、
湖
面
に
浮
い
た
流
木
は

バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
か
き
集
め
、
撤
去
し
た
。

流木と洪水で満杯になった寺内ダム

平成29年7月九州北部豪雨で寺内ダムがなかったなら

・仮に、寺内ダムが整備されていなければ、佐田川

において堤防高を大きく上回る洪水となり、佐田

川の氾濫により浸水面積約1,500ha、浸水世帯数約

1,100世帯の被害が発生していたと推定。（国交省）

　
自
然
災
害
に
対
し
て
、
自
助
、
共
助

が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
五
ヶ
瀬
川
に

は
そ
れ
を
象
徴
す
る
「
畳
堤
」
が
残
っ

て
い
る
。
洪
水
被
害
か
ら
自
ら
を
守
る

工
夫
で
、
延
岡
市
街
地
近
く
の
堤
防
に

約
９
８
０
ｍ（
畳
５
０
０
枚
分
の
長
さ
）

も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
隣
接

し
て
流
れ
る
大
瀬
川
に
も
あ
っ
た
と
い

う
。
畳
堤
は
大
雨
に
よ
っ
て
、
水
量
を

増
し
た
と
き
、
堤
防
に
畳
を
並
べ
て
、

越
流
を
防
ぐ
仕
掛
け
だ
。

　
五
ヶ
瀬
川
の
水
源
は
九

州
山
地
・
向
坂
山
（
標
高

１
６
８
４
ｍ
）、
幹
川
総

延
長
１
０
６
㎞
、
河
口
付

近
で
北
川
な
ど
と
合
流
し

て
、
日
向
灘
に
注
ぐ
。
九

州
で
４
番
目
の
大
河
。
６

月
〜
９
月
の
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
は
大
雨
に
見
舞
わ

れ
、
流
域
は
深
刻
な
被
害

を
受
け
て
き
た
。
こ
の

地
域
の
年
平
均
雨
量
は

２
５
０
０
㎜
に
上
り
、
全

国
平
均
よ
り
８
０
０
㎜
も

上
回
る
。
平
成
17
年
９
月
の
台
風
14
号

で
は
１
０
０
０
㎜
を
越
え
る
豪
雨
で
最

高
水
位
を
記
録
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
長
い
洪
水
被
害
の
体
験
か

ら
「
畳
堤
」
は
生
ま
れ
た
。
堤
防
沿
い

を
歩
く
と
橋
の
高
欄
の
よ
う
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
柵
が
続
い
て
い
る
。
高

さ
80
㎝
ほ
ど
で
、
高
欄
の
よ
う
に
柱
と

柱
の
間
は
緩
や
か
な
ア
ー
チ
で
抜
け
て

お
り
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

　
畳
堤
の
上
か
ら
見
る
と
幅
７
㎝
の
隙

間
が
作
っ
て
あ
る
。
洪
水
で
水
が
堤
防

を
越
え
そ
う
に
ま
で
増
水
し
た
時
、
地

域
の
人
々
は
自
宅
の
畳
を
運
び
、
こ
の

隙
間
に
畳
を
立
て
、
堤
防
を
実
質
的
に

高
く
し
て
越
流
を
防
ぐ
仕
掛
け
だ
。
大

正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
建
設
さ
れ
た
と

み
ら
れ
、
全
国
に
長
良
川
（
岐
阜
県
）

な
ど
３
か
所
だ
け
に
残
っ
て
い
る
が
、

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
が
最
も
古
い
。

　
堤
防
建
設
の
時
、
施
工
す
る
行

政
と
住
民
が
話
し
合
い
、
住
民
自

ら
洪
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
住
民

自
ら
防
災
活
動
、
こ
の
畳
堤
の
設

置
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
土
木

学
会
推
奨
土
木
遺
産
、「
畳
堤
を
守

る
会
」
が
保
存
運
動
を
進
め
て
い

る
。

五ヶ瀬川の「畳堤」

畳
堤
づ
く
り
の
作
業
を
模
し
た
人
形

（
延
岡
市
・
五
ヶ
瀬
川
沿
い
）
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氏

　
　
　
　
　
　
　
塚
原
　
健
一
　
氏

―
平
成
28
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
。
そ

れ
に
し
て
も
、
朝
倉
市
か
ら
日
田
市
北
部

に
か
け
て
観
測
史
上
最
大
の
、
す
さ
ま
じ

い
豪
雨
で
し
た
。「
線
状
降
雨
帯
」に
よ
る
、

連
続
パ
ン
チ
で
し
た
。

塚
原
教
授
　
確
か
に
記
録
的
豪
雨
で
し

た
。
雨
量
も
強
度
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
30
年
間
で
豪
雨
の
頻
度
は
１
・
４
倍

に
な
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
こ
の
10
年
、
気
象
観
測
の
長

足
な
進
歩
が
あ
り
ま
す
。
人
工
衛
星
や
地

上
観
測
が
精
密
に
な
り
、
よ
り
詳
細
に

デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
５
㎞

メ
ッ
シ
ュ
と
い
う
小
さ
な
地
域
の
緻
密
な

雨
量
観
測
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

記
録
的
豪
雨
の
頻
度
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
、
正
確
な
予
測

が
出
来
、
地
域
の
人
々
に
避
難
な
ど
情
報

提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
は
こ

れ
だ
け
細
か
い
レ
ベ
ル
で
の
避
難
勧
告
な

ど
へ
の
運
用
は
ま
だ
不
十
分
で
す
。

―
―
現
場
を
見
ま
す
と
、
無
数
の
土
砂
崩

壊
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
真
砂
土
を
中
心

と
す
る
地
層
、
土
壌
の
崩
壊
・
流
れ
出
し

が
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
特
殊
地
質

が
土
石
流
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。真
砂
土
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
議
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

塚
原
教
授
　
被
害
の
大
き
か
っ
た
赤
谷

川
、支
流
の
乙
石
川
沿
い
は
花
崗
岩
質
で
、

こ
れ
が
風
化
し
砂
状
に
な
っ
た
真
砂
土
で

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
表
の
真
砂
土
が

強
い
雨
で
、
斜
面
で
滑
り
や
崩
壊
を
起
こ

し
流
れ
出
た
の
で
す
が
、
同
時
に
、
長
年

に
わ
た
っ
て
流
れ
出
た
大
量
の
土
砂
が
河

床
を
形
成
し
、
今
回
の
洪
水
で
洗
掘
さ
れ

て
流
れ
下
っ
た
。
半
分
ぐ
ら
い
は
そ
う
し

た
堆
積
土
だ
っ
た
、と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
山
間
地
の
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
多
数

の
立
木
が
倒
れ
、
流
木
と
な
っ
て
、
土
砂

と
共
に
住
家
を
襲
い
ま
し
た
。
か
つ
て
台

略歴
昭和37年８月生まれ、福岡県出身。1985年九州大
学工学部土木工学科卒、旧建設省入省後、ペンシ
ルベニア大学留学、在インドネシア大使館、アジ
ア開発銀行などに勤務。九州地方整備局河川調査
官、リバーフロント整備センター第１研究部長。
2011年、九州大学教授。九州大学九州北部豪雨災
害調査・復旧・復興団団員。

「
地
域
に
適
し
た
防
災
対
策
が
必
要
」

「
地
域
に
適
し
た
防
災
対
策
が
必
要
」

土
砂
を
含
む
膨
大
な
流
下
エ
ネ
ル
ギ
ー

土
砂
を
含
む
膨
大
な
流
下
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
対
応
難
し
い
局
所
豪
雨
、
多
様
な
防
災
を
」

「
対
応
難
し
い
局
所
豪
雨
、
多
様
な
防
災
を
」

豪雨で山が崩れ、流木となって下流の集落に
押し寄せた（東峰村）
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風
に
よ
る
、
風
倒
木
対
策
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
立
木
の
倒
木

が
発
生
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
植
林
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
根
が
浅

い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

塚
原
教
授
　
確
か
に
、
立
木
が
根
こ
そ
ぎ

倒
さ
れ
、
崩
落
し
た
土
砂
と
共
に
流
れ
出

て
い
ま
す
。
山
裾
や
谷
筋
の
人
工
林
が
多

い
の
で
す
が
、
今
回
は
ほ
と
ん
ど
表
面
流

失
で
な
く
大
量
の
雨
に
よ
る
斜
面
崩
壊
や

地
層
の
表
面
流
失
で
、
必
ず
し
も
人
工
林

の
根
が
浅
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
流
木
は
、
橋
梁
や
建
造
物
に
激
突
、

あ
る
い
は
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
、
被
害

を
甚
大
に
し
ま
し
た
。
河
川
管
理
、
洪
水

対
策
の
中
で
こ
う
し
た
流
木
対
策
は
練
ら

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

塚
原
教
授
　
確
か
に
、
流
木
が
橋
に
引
っ

掛
か
り
、
流
れ
を
せ
き
止
め
て
、
洪
水
が

あ
ふ
れ
出
し
て
被
害
を
大
き
く
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
赤
谷
川
の
場
合
、
元
の
川

幅
が
狭
く
、
流
木
が
流
れ
を
せ
き
止
め
た

と
い
う
よ
り
、
大
量
の
土
砂
を
含
む
膨
大

な
洪
水
の
流
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
か
っ

た
た
め
で
し
ょ
う
。
記
録
を
調
べ
て
み
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
や
宅
地
の

整
備
を
進
め
る
中
で
、
当
時
は
こ
の
程
度

の
流
路
で
よ
い
と
。
赤
谷
川
流
域
を
含
む

周
辺
で
は
、
砂
防
堰
堤
が
整
備
さ
れ
て
土

砂
の
流
下
を
止
め
る
に
は
役
立
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
流
木
は
ス
リ
ッ
ト
が
効
果

的
に
止
め
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
ま
た
、
ダ
ム
の
洪
水
調
整
能
力
が
威

力
を
発
揮
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

塚
原
教
授
　
特
に
佐
田
川
上
流
の
寺
内
ダ

ム
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
洪
水

調
整
容
量
は
７
０
０
万
ｔ
で
す
が
、
豪
雨

の
時
は
渇
水
の
た
め
利
水
容
量
部
分
も
活

用
で
き
た
の
が
幸
い
し
ま
し
た
。
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
洪
水
量

を
た
め
る
だ
け
で
な
く
流
木
の
流
下
を
防

い
で
い
ま
す
か
ら
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

―
―
暴
れ
川
だ
っ
た
筑
後
川
は
、
洪
水
調

整
用
も
含
め
た
多
目
的
ダ
ム
が
幾
つ
も
造

ら
れ
、
河
川
改
修
も
進
み
ま
し
た
が
、
そ

の
支
流
群
、
特
に
筑
後
川
右
岸
流
域
の
今

回
の
氾
濫
は
、
中
小
河
川
特
に
山
間
の
小

河
川
の
対
策
の
弱
さ
を
露
呈
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
―
―
。

塚
原
教
授
　
確
か
に
、本
流
の
筑
後
川
は
、

国
の
直
轄
河
川
と
し
て
改
修
が
進
み
、
か

な
り
の
洪
水
対
応
力
を
付
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪

雨
で
も
（
矢
部
川
、
白
川
な
ど
）
国
直
轄

河
川
で
は
河
川
改
修
が
随
分
進
み
ま
し

た
。
一
方
で
都
道
府
県
管
理
の
支
流
の
局

所
的
豪
雨
に
は
手
が
届
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
中
山
間
地

の
中
小
河
川
で
の
局
地
的
災
害
に
防
災
イ

ン
フ
ラ
整
備
す
る
こ
と
は
、
財
政
的
に
も

困
難
で
し
ょ
う
。

―
―
今
回
被
害
を
も
た
ら
し
た
河
川
は
中

小
河
川
で
、
地
方
自
治
体
の
管
理
下
に
あ

り
ま
す
が
、
技
術
者
の
不
足
な
ど
「
土
木

力
の
弱
さ
」が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
今
回
も
、

国
が
権
限
代
行
で
復
旧
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
中
山
間
地
は
人
口
流
失
、
高
齢
化
に

よ
っ
て
「
災
害
弱
者
・
地
域
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
で
も
、

上
流
の
山
間
部
・
星
野
村
な
ど
中
山
間
地

が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

塚
原
教
授
　
福
岡
県
知
事
か
ら
の
要
請

で
、
権
限
代
行
に
よ
っ
て
国
が
赤
谷
川
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
直
轄
で
復
旧
工
事
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
河
川

法
改
正
で
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制
度
の
適

用
第
１
号
で
す
。
流
木
や
土
砂
の
排
除
に

よ
っ
て
２
次
災
害
を
防
ぐ
と
共
に
砂
防
堰

堤
や
河
道
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
計
画
で

す
。

　
山
間
に
は
小
さ
な
集
落
，
数
軒
の
家
屋

が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
と
こ
ろ
ま
で
防
災
事
業
を
行
う
こ

と
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
や
土
地
利
用
一
体
型
水
防
事

業
な
ど
地
域
に
適
し
た
様
々
な
手
法
を
活

用
し
て
地
域
づ
く
り
全
体
の
中
で
考
え
て

行
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
も
、
堤
防
強
化
、
河
川
改
修
、

砂
防
ダ
ム
な
ど
防
災
工
事
、
家
屋
の
移
転

な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
、
大
変
な
費
用

と
長
期
間
か
か
り
ま
す
。
今
回
の
豪
雨
被

害
を
受
け
た
筑
後
川
右
岸
地
域
の
中
小
河

川
の
現
状
を
見
ま
す
と
、
洪
水
に
よ
っ
て

赤
谷
川
沿
い
の
田
畑
は
広
く
土
砂
で
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
田
畑
と
し
て
使

い
な
が
ら
洪
水
時
に
は
氾
濫
し
た
洪
水
を

た
め
る
「
遊
水
池
」
を
造
成
し
た
り
、
危

険
な
川
沿
い
の
住
家
を
高
台
移
転
、
あ
る

い
は
集
落
を
堤
防
で
囲
む
「
輪
中
」
な
ど

自
然
と
地
形
を
生
か
し
た
防
災
を
考
え
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

守られたダム下流地域（寺内ダム堤体の上から）

土砂に埋った赤谷川は大河となった
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提
言

高
橋
裕
東
京
大
学
名
誉
教
授

東
京
大
学
名
誉
教
授

支
川
の
治
水
と
同
時
に
、
筑
後
川
本
川
の
強
化
も

支
川
の
治
水
と
同
時
に
、
筑
後
川
本
川
の
強
化
も

１
０
０
年
単
位
の
大
災
害
を
忘
れ
る
な

１
０
０
年
単
位
の
大
災
害
を
忘
れ
る
な

略歴
1927年静岡県生まれ、東京大学工学部土木学科卒業、昭和28年

（1953）筑後川が氾濫した大水害発生、以来、筑後川治水について調
査研究、下筌ダム建設での蜂の巣城事件をはじめ深く関わってきた。
1968年東京大学教授、国連大学上席学術顧問、水資源開発審議会会
長、世界水会議理事などを歴任。現在、東京大学名誉教授。

○
他
人
事
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い

　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
が
襲
い
、
甚

大
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
の

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
も
、
福
岡
県
・
矢

部
川
が
破
堤
、
柳
川
市
な
ど
に
大
き
な
浸

水
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
鬼
怒
川
の
堤
防

が
切
れ
る
（
平
成
27
年
）
な
ど
、
国
が
管

理
す
る
１
級
河
川
の
堤
防
が
決
壊
、
今
回

の
朝
倉
、
日
田
市
を
市
中
心
と
す
る
豪
雨

被
害
は
筑
後
川
右
岸
か
ら
流
入
す
る
県
管

理
の
中
小
河
川
流
域
を
襲
っ
た
大
量
の
流

木
、
土
砂
を
伴
う
洪
水
で
、
一
般
に
は
信

じ
ら
れ
な
い
自
然
災
害
で
し
た
。

　
雨
量
も
多
く
、
そ
の
降
り
方
も
、
例
え

ば
線
状
降
水
帯
な
ど
、
９
時
間
７
７
８
㎜

と
い
う
大
量
な
降
雨
が
連
続
的
、
か
つ
集

中
的
で
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

異
常
な
豪
雨
で
し
た
。
こ
う
し
た
安
全
神

話
を
覆
す
災
害
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
中
の

大
小
ど
の
川
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
な
ど
異
常

気
象
が
背
景
に
あ
る
の
で
す
が
、
い
つ
自

分
の
身
の
回
り
で
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
、
人
ご
と
と
思
っ
て
欲
し
く
な
い
の
で

す
。

○
昭
和
28
年
水
害
を
思
い
出
せ

　
今
回
は
筑
後
川
の
右
岸
支
流
中
小
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
災
害
で
し
た
。そ
の
た
め
、

も
っ
ぱ
ら
中
小
河
川
の
護
岸
な
ど
強
化

が
、
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
位

計
な
ど
も
設
置
は
緊
急
課
題
で
す
し
、
治

水
能
力
の
強
化
も
必
要
で
す
。
同
時
に
、

注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
、
筑
後
川
本
川

の
堤
防
な
ど
治
水
施
設
の
強
化
で
す
。
こ

の
こ
と
は
あ
ま
り
論
議
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

支
川
の
護
岸
整
備
な
ど
治
水
事
業
が
進

め
ば
、
本
川
に
流
れ
込
む
水
量
は
当
然
、

膨
大
に
な
り
ま
す
。
山
間
部
で
氾
濫
し
た

洪
水
、
流
木
、
土
砂
が
本
川
に
流
入
す
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
治
水

能
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
災
害

後
の
論
議
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ
の
視
点

が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　「
こ
の
30
〜
40
年
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
雨
だ
っ
た
」
と
多
く
の
人
が
語
っ
て

い
ま
す
が
、
大
災
害
は
１
０
０
年
単
位
で

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昭
和
28
年

６
月
の
西
日
本
大
水
害
で
は
、
筑
後
川
は

多
く
の
箇
所
で
堤
防
が
決
壊
し
て
、
死
者

１
０
０
０
人
を
越
え
る
未
曽
有
の
被
害
を

出
し
ま
し
た
。
70
年
ほ
ど
前
の
大
水
害
で

す
が
、
そ
れ
が
残
し
た
教
訓
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
言
及
す
る
人昭和28年西日本大水害。筑後川がはん乱。橋ごと流される人々。
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。
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堤
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（
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成
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年
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な
ど
、
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堤
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も
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、
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時
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７
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中
的
で
、
か
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な
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常
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安
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は
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こ
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日
本
中
の
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ど
の
川
で
発
生
し
て
も
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し
く
な
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と
思
い
ま
す
。
地
球
温
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化
な
ど
異
常

気
象
が
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に
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の
で
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つ
自

分
の
身
の
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で
起
こ
る
か
も
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れ
な

い
、
人
ご
と
と
思
っ
て
欲
し
く
な
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で

す
。

○
昭
和
28
年
水
害
を
思
い
出
せ

　
今
回
は
筑
後
川
の
右
岸
支
流
中
小
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
災
害
で
し
た
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の
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、

も
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ら
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河
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の
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ど
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が
、
重
点
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と
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い
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す
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位
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ど
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で
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、
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能
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、
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は
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筑
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強
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す
。
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は
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す
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ば
、
本
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に
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量
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膨
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に
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。
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間
部
で
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た
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、
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、
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砂
が
本
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に
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入
す
る
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で
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ら
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に
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治
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を
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ら
な
い
。
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害

後
の
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を
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と
、
そ
の
視
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が
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分
で
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な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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の
30
〜
40
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経
験
し
た
こ
と
の
な
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大
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た
」
と
多
く
の
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が
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て
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ま
す
が
、
大
災
害
は
１
０
０
年
単
位
で
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な
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ば
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り
ま
せ
ん
。
昭
和
28
年
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月
の
西
日
本
大
水
害
で
は
、
筑
後
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は

多
く
の
箇
所
で
堤
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が
決
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て
、
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者

１
０
０
０
人
を
越
え
る
未
曽
有
の
被
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を
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ま
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。
70
年
ほ
ど
前
の
大
水
害
で

す
が
、
そ
れ
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た
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忘
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と
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－ 32 －

が
少
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。

　
昭
和
28
年
水
害
で
は
朝
倉
市
の
三
連
水

車
の
近
く
の
堤
防
や
そ
の
す
ぐ
上
流
で
破

堤
し
て
お
り
、
久
留
米
市
で
も
堤
防
が
決

壊
、
市
街
を
水
没
さ
せ
ま
し
た
。
土
砂
、

泥
土
に
埋
ま
っ
た
朝
倉
市
の
光
景
は
当
時

を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
本
川
の
堤
防
が
今

回
、
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
安
ど
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
支
川
の
治
水
能
力
を
上
げ

る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
支
川
が
氾
濫
し

な
く
な
れ
ば
、
洪
水
は
本
川
に
流
れ
込
み

ま
す
。
本
川
の
能
力
を
超
え
て
氾
濫
し
た

場
合
、被
害
は
さ
ら
に
甚
大
に
な
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
考
え
て
、
本
川
の
治
水
能
力

の
向
上
に
も

努
力
を
払
わ

な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
治
水
の
為
払
っ
た
犠
牲
を
忘
れ
ず
に

　
戦
後
70
年
、
全
国
的
に
洪
水
調
節
ダ
ム

や
堤
防
の
建
設
が
進
み
、
い
つ
か
施
設
万

能
の
神
話
が
広
が
り
、
技
術
へ
の
進
歩
に

目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
堤
防
な
ど
施

設
の
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
、
国

は
積
極
的
に
国
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
事
実
、
我
が
国
は
そ
う
し
た
苦

い
災
害
の
歴
史
の
繰
り
返
し
な
の
で
す
か

ら
、
き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
、
国
民
の
認

識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
川
の

恵
み
と
共
に
そ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
面
と
ど

う
付
き
合
う
か
、
国
民
一
人
一
人
が
事
実

を
知
っ
て
お
く
べ
き
な
の
で
す
。

　
筑
後
川
は
昭
和
28
年
水
害
で
甚
大
な
被

害
を
出
し
ま
し
た
。
今
回
の
豪
雨
も
筑
後

川
本
川
の
治
水
能
力
の
高
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。
下
筌
ダ
ム
は
そ
の
た
め
に
建
設
さ

れ
た
の
で
す
が
、
同
時
に
、
室
原
知
幸
さ

ん
ら
が
蜂
の
巣
城
な
ど
を
ダ
ム
建
設
予
定

地
に
築
き
、
激
し
く
抵
抗
し
ま
し
た
。
室

原
氏
の
抵
抗
の
真
の
意
義
は
、
き
ち
ん
と

歴
史
に
の
こ
す
べ
き
戦
後
の
、
社
会
的
に

も
大
き
な
事
件
で
す
。

　
当
時
は
国
の
や
る
建
設
事
業
は
絶
対

で
、「
お
上
の
仕
事
」
で
あ
り
、
金
銭
補

償
す
れ
ば
何
で
も
出
来
る
、
と
い
っ
た
考

え
が
意
識
の
底
に
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に

下
流
域
の
久
留
米
市
な
ど
の
人
び
と
に

と
っ
て
は
洪
水
を
抑
え
る
ダ
ム
は
ぜ
ひ

作
っ
て
ほ
し
い
、
な
ぜ
反
対
す
る
の
か
、

と
室
原
さ
ん
の
徹
底
抗
戦
の
姿
勢
を
い
ぶ

か
し
く
思
い
、強
い
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
宅
や
田
畑
、
集
落
が
ダ
ム
の

底
に
水
没
せ
ざ
る
を
得
な
い
水
源
地
の
人

び
と
の
抵
抗
の
背
景
、
心
情
に
は
な
か
な

か
思
い
が
至
ら
な
い
。

○
山
村
は
日
本
の
原
点

　
今
回
の
豪
雨
は
山
村
を
中
心
に
深
い
爪

痕
を
残
し
ま
し
た
。
雨
は
局
所
的
で
、
都

市
住
民
に
は
実
感
が
、
あ
る
い
は
わ
か
な

い
水
害
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
日
本
文
化
は
、
雨
、
水
、
川
、
そ
の

恵
み
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
山
林
、
稲
作
水

田
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
は
暮
ら
し
を
立

て
、
生
き
て
き
た
と
い
う
文
化
の
基
層
が

あ
り
、
そ
れ
が
夏
の
お
盆
の
「
里
帰
り
」

と
い
う
形
で
現
在
も
現
れ
て
い
ま
す
。
農

山
村
の
存
在
は
、
単
に
産
業
・
経
済
だ
け

で
な
く
日
本
文
化
の
源
泉
を
含
ん
で
い
る

こ
と
を
下
筌
ダ
ム
は
問
い
か
け
た
も
の
な

の
で
す
。
あ
の
事
件
で
、
そ
う
し
た
理
解

も
深
ま
り
、
国
の
水
源
地
対
策
は
大
き
く

進
み
ま
し
た
。
中
山
間
地
を
直
撃
し
た
今

回
の
豪
雨
被
害
は
、
さ
ら
に
深
刻
な
課
題

を
我
々
に
突
き
つ
け
ま
し
た
。

　
水
源
地
域
と
同
じ
よ
う
に
中
山
間
地

が
、平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ
て
、

未
曾
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
大
切
な

財
産
で
あ
る
植
林
が
土
砂
崩
壊
で
無
数
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
倒
木
、
土
砂
と
共
に
流

れ
下
っ
て
、
山
間
の
集
落
を
襲
い
家
屋
と

田
畑
を
泥
土
の
下
に
埋
没
さ
せ
ま
し
た
。

異
常
気
象
が
局
地
的
に
災
害
を
も
た
ら

す
。
人
口
流
失
と
老
齢
化
の
大
波
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
中
山
間
地
の
暮
ら
し
の
「
安

全
」
が
脅
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
治
山
治
水

の
施
策
へ
の
大
き
な
問
題
提
起
と
な
り
ま

し
た
。

　
九
州
に
は
、
日
本
人
が
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
歴
史
的
な
背
景
を
持
つ
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
関
門
ト
ン
ネ
ル
は

国
道
、
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
と
も
に
世
界
的
な

土
木
技
術
で
造
ら
れ
た
も
の
で
す
し
、
若

戸
大
橋
、
関
門
橋
の
建
設
も
技
術
的
、
社

会
的
意
味
の
大
き
い
事
業
で
す
。
ダ
ム
で

言
え
ば
、
川
内
川
の
鶴
田
ダ
ム
は
再
開
発

さ
れ
、
建
設
技
術
の
歴
史
的
な
転
換
を

行
っ
た
ダ
ム
で
す
し
、
宮
崎
の
上
椎
葉
ダ

ム
は
１
０
０
ｍ
以
上
の
高
さ
の
ア
ー
チ
型

え
ん
堤
を
持
つ
我
が
国
の
ダ
ム
史
上
、
画

期
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
。
い
ず

れ
も
世
界
に
誇
る
べ
き
仕
事
で
す
が
、
一

般
の
人
々
に
は
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
。

　
土
木
事
業
は
、
建
設
家
の
よ
う
に
一
人

の
有
名
人
の
業
績
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数
の
人
の
協
力
な

し
で
は
出
来
な
い
か
ら
で
す
。
最
近
は
工

事
誌
も
書
か
な
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
す

が
、
単
に
大
き
な
土
木
事
業
だ
か
ら
で
は

な
く
、
そ
の
事
業
の
背
景
に
あ
る
洪
水
防

止
の
た
め
払
わ
れ
た
努
力
、
何
よ
り
こ
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
建
設
す
る
た
め
、
多
く

の
人
々
が
払
っ
た
犠
牲
の
大
き
さ
を
後
世

に
伝
え
る
の
は
我
々
の
義
務
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。（
談
）

土砂とガレキの中から掘り出される民家

治
水
の
為
払
っ
た
犠
牲
を
忘
れ
ず
に

治
水
の
為
払
っ
た
犠
牲
を
忘
れ
ず
に

治
水
の
為
払
っ
た
犠
牲
を
忘
れ
ず
に
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―
―
九
州
北
部
豪
雨
の
さ
な
か
、
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
、

平
成
28
年
４
月
熊
本
地
震
、
同
29
年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
、
さ
ら
に
台
風
襲
来
と
九

州
は
自
然
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

増
田
局
長
　
７
月
７
日
付
で
九
州
地
方
整

備
局
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
集
中
豪
雨

が
始
ま
っ
た
の
が
５
日
の
夕
刻
で
、
そ
の

日
の
午
前
中
、
引
き
継
ぎ
の
為
福
岡
入
り

し
、
午
後
３
時
ご
ろ
の
飛
行
機
で
帰
京
し

た
の
で
す
が
、
本
省
に
戻
っ
て
見
る
と
、

福
岡
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
７

日
の
辞
令
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
間
に
合

わ
な
い
。
辞
令
を
も
ら
わ
な
い
ま
ま
６
日

か
ら
災
害
対
策
本
部
（
九
州
整
備
局
）
に

入
り
ま
し
た
。
す
で
に
土
地
勘
も
あ
り
ま

し
た
し
―
―
。
現
地
を
見
て
、
一
番
印
象

に
残
っ
た
の
は
流
木
の
量
で
し
た
。
流
木

が
橋
や
家
屋
に
引
っ
掛
か
り
、
土
砂
が
も

の
す
ご
く
堆
積
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
災
害
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
こ
れ
ま
で
台
風
な
ど
風
倒
木
被
害
は

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
流
木
被
害

は
初
め
て
で
し
ょ
う
。

増
田
局
長
　
九
州
地
方
で
は
台
風
に
よ
る

風
倒
木
被
害
は
、
大
分
県
・
日
田
な
ど
の

エ
リ
ア
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は

川
の
上
流
部
の
か
な
り
細
い
川
筋
の
斜
面

が
ご
っ
そ
り
滑
っ
て
、
そ
の
細
い
川
に
も

の
す
ご
い
量
の
流
木
と
土
砂
が
集
中
、
流

下
し
て
途
中
で
（
橋
な
ど
に
）
引
っ
掛
か

り
、
流
木
や
土
砂
が
あ
ふ
れ
出
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
風
倒
木
被
害
の
よ
う
に
山
林

の
中
で
倒
れ
止
ま
っ
て
い
る
の
と
は
、
全

く
様
相
を
異
に
す
る
も
の
で
し
た
。

―
―
人
工
林
が
土
砂
崩
れ
と
共
に
倒
れ
、

流
木
に
な
り
ま
し
た
。
治
山
対
策
、
植
林

の
在
り
方
を
防
災
の
視
点
か
ら
河
川
、
道

路
と
合
わ
せ
、
総
合
的
な
防
災
行
政
が
必

要
で
す
ね
。

増
田
局
長
　
根
の
浅
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が

植
林
さ
れ
た
箇
所
で
の
土
砂
崩
落
が
多

か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
と
共
に
、
今
回

は
も
っ
と
深
い
と
こ
か
ら
の
土
砂
崩
壊

だ
っ
た
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

に
し
て
も
流
木
の
被
害
の
大
き
さ
を
考
え

れ
ば
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
道

路
に
し
て
も
、
道
路
以
外
の
地
域
か
ら
の

土
砂
崩
壊
で
道
路
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
有
者
、
管
理

者
と
防
災
の
観
点
か
ら
問
題
意
識
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
対
策
も
併
せ
、

防
災
能
力
を
高
め
、
街
づ
く
り
、
国
土
づ

く
り
全
体
か
ら
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

―
―
緊
急
対
策
、
初
動
対
応
で
、
国
交
省
、

九
州
地
方
整
備
局
は
迅
速
に
動
か
れ
ま
し

た
。

増
田
局
長
　
ま
ず
リ
エ
ゾ
ン
（
現
地
情
報

連
絡
員
）
で
被
災
情
報
の
収
集
、
被
災
市

町
村
と
の
連
絡
、
連
携
体
制
の
構
築
に
当

た
り
、
次
い
で
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
（
緊

急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
の
技
術
者
集
団
が

現
地
に
入
り
ま
し
た
。
各
整
備
局
の
応
援

を
得
て
延
べ
約
３
５
０
０
人
が
現
地
に
入

り
ま
し
た
。熊
本
地
震
の
時
も
リ
エ
ゾ
ン
、

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
が
緊
急
対
応
、
道
路
啓

開
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
リ
エ
ゾ

ン
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
共
に
年
々
、
進
化

し
て
、
今
回
は
効
率
的
に
運
用
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
全
国
の
整
備
局
か
ら
結
集
し

ま
す
の
で
、
最
初
は
指
揮
命
令
系
統
が
機

能
す
る
ま
で
し
ば
ら
く
は
時
間
を
要
し
、

タ
イ
ム
ラ
グ
が
出
た
り
す
る
の
で
す
が
、

今
回
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
熊
本
地
震
の
経
験
が
生
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

―
―
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の
決
定
責
任

は
当
該
首
長
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
よ
う
に
被
災
し
た
自
治
体
の
役
場
が
孤

立
し
た
り
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
集
落
に
避

難
指
示
を
出
し
て
、
自
宅
を
離
れ
る
と
か

え
っ
て
危
険
な
状
態
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

増
田
局
長
　
国
交
省
と
し
て
は
、
こ
う
し

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
35
年
生
ま
れ
、
福
岡
市
出
身
。
東
京
大
学
土
木

工
学
科
卒
（
院
卒
）、
昭
和
60
年
建
設
省
入
省
、
鹿
児

島
工
事
事
務
所
、
福
岡
国
道
事
務
所
長
、
福
岡
県
県

土
整
備
部
長
、
国
土
交
通
省
道
路
局
環
境
安
全
課
長
、

同
企
画
課
長
、
大
臣
官
房
審
議
官
を
経
て
、
九
州
地

方
整
備
局
長
、
国
交
省
技
術
総
括
審
議
官
。

総
括

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

元
・
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
局
長

増ま
す
田だ

　
博ひ
ろ
ゆ
き行

　
氏

重機が動員され、道路啓開が急がれた
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部
（
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に

入
り
ま
し
た
。
す
で
に
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こ
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の
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で
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は
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り
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が
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こ
れ
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の
流
木
被
害

は
初
め
て
で
し
ょ
う
。

増
田
局
長
　
九
州
地
方
で
は
台
風
に
よ
る

風
倒
木
被
害
は
、
大
分
県
・
日
田
な
ど
の

エ
リ
ア
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は

川
の
上
流
部
の
か
な
り
細
い
川
筋
の
斜
面

が
ご
っ
そ
り
滑
っ
て
、
そ
の
細
い
川
に
も

の
す
ご
い
量
の
流
木
と
土
砂
が
集
中
、
流

下
し
て
途
中
で
（
橋
な
ど
に
）
引
っ
掛
か

り
、
流
木
や
土
砂
が
あ
ふ
れ
出
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
風
倒
木
被
害
の
よ
う
に
山
林

の
中
で
倒
れ
止
ま
っ
て
い
る
の
と
は
、
全

く
様
相
を
異
に
す
る
も
の
で
し
た
。

―
―
人
工
林
が
土
砂
崩
れ
と
共
に
倒
れ
、

流
木
に
な
り
ま
し
た
。
治
山
対
策
、
植
林

の
在
り
方
を
防
災
の
視
点
か
ら
河
川
、
道

路
と
合
わ
せ
、
総
合
的
な
防
災
行
政
が
必

要
で
す
ね
。

増
田
局
長
　
根
の
浅
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が

植
林
さ
れ
た
箇
所
で
の
土
砂
崩
落
が
多

か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
と
共
に
、
今
回

は
も
っ
と
深
い
と
こ
か
ら
の
土
砂
崩
壊

だ
っ
た
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

に
し
て
も
流
木
の
被
害
の
大
き
さ
を
考
え

れ
ば
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
道

路
に
し
て
も
、
道
路
以
外
の
地
域
か
ら
の

土
砂
崩
壊
で
道
路
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
有
者
、
管
理

者
と
防
災
の
観
点
か
ら
問
題
意
識
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
対
策
も
併
せ
、

防
災
能
力
を
高
め
、
街
づ
く
り
、
国
土
づ

く
り
全
体
か
ら
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

―
―
緊
急
対
策
、
初
動
対
応
で
、
国
交
省
、

九
州
地
方
整
備
局
は
迅
速
に
動
か
れ
ま
し

た
。

増
田
局
長
　
ま
ず
リ
エ
ゾ
ン
（
現
地
情
報

連
絡
員
）
で
被
災
情
報
の
収
集
、
被
災
市

町
村
と
の
連
絡
、
連
携
体
制
の
構
築
に
当

た
り
、
次
い
で
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
（
緊

急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
の
技
術
者
集
団
が

現
地
に
入
り
ま
し
た
。
各
整
備
局
の
応
援

を
得
て
延
べ
約
３
５
０
０
人
が
現
地
に
入

り
ま
し
た
。熊
本
地
震
の
時
も
リ
エ
ゾ
ン
、

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
が
緊
急
対
応
、
道
路
啓

開
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
リ
エ
ゾ

ン
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
共
に
年
々
、
進
化

し
て
、
今
回
は
効
率
的
に
運
用
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
全
国
の
整
備
局
か
ら
結
集
し

ま
す
の
で
、
最
初
は
指
揮
命
令
系
統
が
機

能
す
る
ま
で
し
ば
ら
く
は
時
間
を
要
し
、

タ
イ
ム
ラ
グ
が
出
た
り
す
る
の
で
す
が
、

今
回
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
熊
本
地
震
の
経
験
が
生
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

―
―
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の
決
定
責
任

は
当
該
首
長
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
よ
う
に
被
災
し
た
自
治
体
の
役
場
が
孤

立
し
た
り
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
集
落
に
避

難
指
示
を
出
し
て
、
自
宅
を
離
れ
る
と
か

え
っ
て
危
険
な
状
態
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

増
田
局
長
　
国
交
省
と
し
て
は
、
こ
う
し

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
35
年
生
ま
れ
、
福
岡
市
出
身
。
東
京
大
学
土
木

工
学
科
卒
（
院
卒
）、
昭
和
60
年
建
設
省
入
省
、
鹿
児

島
工
事
事
務
所
、
福
岡
国
道
事
務
所
長
、
福
岡
県
県

土
整
備
部
長
、
国
土
交
通
省
道
路
局
環
境
安
全
課
長
、

同
企
画
課
長
、
大
臣
官
房
審
議
官
を
経
て
、
九
州
地

方
整
備
局
長
、
国
交
省
技
術
総
括
審
議
官
。

総
括

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

元
・
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
局
長

増ま
す

田だ

　
博ひ

ろ
ゆ
き行

　
氏

重機が動員され、道路啓開が急がれた
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た
困
難
な
判
断
を
助
け
る
た
め
、
出
来
る

だ
け
早
く
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
し
、
い
ち
早
く
現
場
自
治
体

に
リ
エ
ゾ
ン
を
派
遣
、
首
長
の
相
談
に
乗

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
、
よ
り
迅
速
な
対
応
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
地

域
、
住
民
の
実
情
に
最
も
詳
し
い
の
は
当

該
自
治
体
で
す
。
求
め
ら
れ
て
情
報
を
提

供
す
る
の
で
は
な
く
河
川
事
務
所
長
が
首

長
に
対
し
、
河
川
水
位
な
ど
の
状
況
を
直

接
電
話
で
伝
え
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や
地
域

住
民
に
洪
水
情
報
を
直
接
伝
え
る
緊
急
速

報
メ
ー
ル
な
ど
、「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
の
情

報
提
供
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
だ

け
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
情
報

提
供
の
一
つ
の
形
と
し
て
、
危
機
管
理
型

水
位
計
の
設
置
を
決
め
た
の
も
そ
の
一
環

で
す
。
今
回
の
被
災
地
だ
け
で
な
く
全
国

で
行
っ
て
行
き
ま
す
。

―
―
被
災
自
治
体
は
、
住
民
避
難
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
し
、単
一
自
治
体
で
は
到
底
、

手
が
回
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。

増
田
局
長
　
直
接
被
災
し
た
自
治
体
は
一

種
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
あ
り
ま
す
。
被
災
直

後
に
連
絡
調
整
の
為
リ
エ
ゾ
ン
を
派
遣
し

ま
す
が
、
こ
の
部
隊
が
う
ま
く
被
災
地
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
、
い
か
に
ス
ム
ー

ズ
に
連
携
で
き
る
か
、
連
絡
調
整
を
も
っ

と
機
能
さ
せ
る
よ
う
に
改
善
し
ま
す
。
今

回
は
本
局
か
ら
幹
部
ク
ラ
ス
を
派
遣
し

て
、市
町
村
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
で
き
、

随
分
と
よ
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
自
治
体
は
、
技
術
者
不
足
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。
復
旧
復
興
に
は
欠
か
せ
な
い

人
材
で
す
が
、
合
併
や
人
員
削
減
、
財
政

難
な
ど
が
あ
っ
て
確
保
で
き
て
い
な
い
。

増
田
局
長
　
全
国
の
約
半
数
の
市
町
村
が

土
木
技
術
者
が
５
人
以
下
、
約
３
割
の
市

町
村
が
土
木
技
術
者
が
い
な
い
状
況
で

す
。
小
さ
い
自
治
体
に
な
る
ほ
ど
技
術
者

不
足
は
深
刻
で
、
東
峰
村
も
ゼ
ロ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
し
、
朝
倉
市
で
も
多
く
は
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
技
術
的
に
対
応

で
き
な
い
状
況
の
中
で
ど
う
す
る
か
。
初

動
で
あ
れ
ば
、
国
交
省
の
各
整
備
局
か
ら

の
リ
エ
ゾ
ン
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
が
支
援

し
ま
す
が
、
復
旧
の
次
に
復
興
、
ど
の
よ

う
に
安
全
を
高
め
、
改
良
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
行
く
か
。
国
も
人
員
が
減

少
し
て
お
り
、
い
か
に
継
続
的
に
支
援
し

て
行
く
の
か
、
大
き
な
課
題
で
す
。
マ
ン

パ
ワ
ー
、財
源
な
ど
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

役
割
分
担
と
連
携
を
強
化
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

―
―
一
方
で
、
公
共
事
業
も
減
っ
て
、
地

場
の
建
築
土
木
業
者
も
少
な
く
な
り
、
地

域
が
保
有
す
る
資
機
材
、
人
員
も
少
な

く
、
地
元
の
災
害
対
応
力
が
衰
弱
し
て
い

ま
す
。

増
田
局
長
　
こ
こ
し
ば
ら
く
公
共
事
業
が

減
っ
て
き
た
中
で
、
い
ざ
、
災
害
時
に
、

対
応
で
き
る
地
元
の
建
設
会
社
数
も
減

り
、
体
制
は
随
分
弱
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
幸
い
、
こ
こ
数
年
は
国
ベ
ー
ス

で
言
え
ば
（
公
共
事
業
は
）
下
げ
止
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
中
長
期
的
に
あ
る
程
度
の

目
途
が
立
た
な
け
れ
ば
民
間
側
も
体
制
を

整
え
ら
れ
な
い
。「
来
年
は
ど
う
な
る
の

か
」
と
言
う
不
安
が
常
に
あ
る
。
当
初
予

算
で
の
公
共
投
資
を
或
る
程
度
、
安
定
さ

せ
、
少
し
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
ど
ち
ら
か
と
言
う

と
補
正
（
予
算
）
で
全
体
の
数
字
は
合

わ
せ
て
い
る
の
で

す
が
、
補
正
で
は

中
長
期
的
な
体
制

維
持
に
は
な
か
な

か
使
え
な
い
。「
５

年
間
で
ど
の
程
度
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
よ
い
が
、
そ
の

環
境
に
な
い
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
中
で
地
元
の
健
全
な
体
制
を
ど
う
維
持

す
る
か
と
い
う
の
は
大
き
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
次
の
技
術
的
な
担
い
手
、

次
世
代
の
若
者
に
い
か
に
業
界
に
入
っ
て

い
た
だ
く
か
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
、
災
害
即
応
体
制
を
築
く
に

は
ど
う
す
れ
ば
、
良
い
の
で
し
ょ
う
。

増
田
局
長
　
技
術
者
の
数
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
北
部
豪
雨
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
に
Ｏ
Ｂ
さ
ん
が
技
術
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
一
定
期
間
継
続

的
に
支
援
す
る
と
な
る
と
単
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
な
か
な
か
厳
し
い
。
も
う
少

し
、
シ
ス
テ
マ
テ
ッ
ク
に
出
来
な
い
か
、

体
制
が
う
ま
く
組
め
な
い
か
、
思
案
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
防
災

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
災
害
査
定
の
経
験
者
等

に
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
行

政
経
験
者
だ
け
で
な
く
、
民
間
技
術
者
と

コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

行
政
組
織
と
し
て
継
続
的
安
定
的
に
一
定

の
レ
ベ
ル
を
確
保
し
て
行
こ
う
と
思
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
仕
事
と
し
て
成

り
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　
情
報
化
時
代
を
迎
え
て
、
情
報
機
器
、

例
え
ば
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
。
今
回
の
災
害

で
は
被
災
現
場
の
上
空
か
ら
撮
影
な
ど
大

変
役
立
ち
ま
し
た
。
５
年
前
の
九
州
北
部

豪
雨
の
時
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
撮
影

で
し
た
が
、
今
回
の
被
災
状
況
の
把
握
で

は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
広
域
的
被
災

調
査
に
加
え
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査
で

は
、
こ
ま
め
に
狭
い
場
所
に
も
飛
行
で
き

る
た
め
、
迅
速
で
有
効
な
情
報
収
集
手
段

と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
機
材
の
活
用

に
よ
っ
て
、
効
率
化
、
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

―
―
今
回
の
豪
雨
で
は
、
筑
後
川
右
岸
の

中
小
河
川
が
氾
濫
し
、
大
量
の
土
砂
や
流

木
が
流
出
し
、甚
大
な
被
害
を
出
す
な
ど
、

治
水
面
で
課
題
が
多
く
残
り
ま
し
た
。

増
田
局
長
　
今
回（
平
成
29
年
７
月
豪
雨
）

は
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
朝
倉
市
の
桂

急
務
、
防
災
体
制
の
整
備
を

急
務
、
防
災
体
制
の
整
備
を

急
務
、
防
災
体
制
の
整
備
を
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川
流
域
で
堤
防
が
決
壊
し
、
日
田
市
の
花

月
川
の
小
野
地
区
で
大
規
模
な
斜
面
崩
壊

で
河
道
閉
塞
が
発
生
す
る
と
共
に
、
筑
後

川
右
岸
の
支
流
流
域
で
、
同
時
多
発
的
な

斜
面
崩
壊
や
土
石
流
に
よ
り
大
量
の
土
砂

や
流
木
が
発
生
。
谷
底
平
野
を
流
れ
る
赤

谷
川
や
白
木
谷
川
で
は
土
砂
と
流
木
が
河

道
を
閉
塞
し
、
洪
水
が
河
道
か
ら
溢
れ
出

た
こ
と
で
人
的
被
害
や
、
多
数
の
家
屋
被

害
な
ど
が
甚
大
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
６
月
に
河
川
法
が
改
正
さ

れ
、
県
管
理
区
間
に
お
い
て
も
、
国
が
権

限
代
行
で
復
旧
工
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
７
月
５
日
に
発
生
し
た
福
岡

県
の
管
理
区
間
の
赤
谷
川
、
乙
石
川
、
大

山
川
の
災
害
発
生
に
対
し
、
福
岡
県
知
事

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
権
限
代
行
に

よ
っ
て
、
国
は
緊
急
的
な
河
道
の
確
保
に

向
け
た
流
木
や
土
砂
の
掘
削
除
去
を
行

い
、
被
災
前
と
同
等
の
流
路
の
確
保
、
並

び
に
直
轄
砂
防
事
業
に
よ
る
土
砂
止
工

（
遊
砂
地
）、
流
木
を
補
足
す
る
た
め
の
強

靭
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
応
急

復
旧
工
事
を
平
成
30
年
６
月
に
完
了
。
現

在
、
本
復
旧
工
事
に
向
け
た
地
質
調
査
・

測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
地
元
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
用
地
取
得
を
進
め
、

本
格
的
な
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

―
―
今
回
の
豪
雨
被
害
を
受
け
て
、
全
国

の
中
小
河
川
の
緊
急
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

増
田
局
長
　
近
年
、
治
水
安
全
度
が
低
い

中
小
河
川
で
越
水
な
ど
度
重
な
る
被
害
が

続
き
、
ま
た
、
再
び
氾
濫
発
生
の
恐
れ
の

あ
る
中
小
河
川
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

全
国
で
緊
急
点
検
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
抽

出
し
た
個
所
に
つ
い
て
林
野
庁
と
も
連

携
、「
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
土
砂
や
流
木
の
捕

捉
率
の
高
い(

鉄
格
子
構
造
の)

透
過
型

砂
防
堰
堤
の
整
備
や
浸
水
被
害
を
解
消
す

る
た
め
の
「
河
道
掘
削
」
等
、
簡
易
水
位

計
の
設
置
な
ど
を
平
成
32
年
度
を
目
途
に

対
策
を
講
じ
ま
す
。

―
―
早
急
に
、
本
格
的
な
復
旧
計
画
を
示

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

増
田
局
長
　
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

赤
谷
川
流
域
を
モ
デ
ル
に
し
て
技
術
的
な

課
題
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、
河
川
・
砂

防
事
業
と
地
域
が
連
携
し
た
復
旧
へ
の
基

本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。
総
合

的
な
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
が
必
要

で
す
。
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
お

お
む
ね
５
カ
年
を
目
途
に
河
川
・
砂
防
事

業
が
連
携
し
て
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
一
体

と
な
っ
た
対
策
を
進
め
る
も
の
で
す
。
浸

水
実
績
や
地
形
情
報
な
ど
を
活
用
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
検
討
も
支
援
し
ま
す
。

東
峰
村
、
朝
倉
市
が
進
め
て
い
る
復
興
計

画
策
定
委
員
会
に
も
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
回
の
災
害
は
、
流
木
と
土
砂
対
策

の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
に

ダ
ム
や
砂
防
堰
堤
も
大
き
な
効
果
を
上
げ

た
。

増
田
局
長
　
流
木
と
土
砂
災
害
の
被
害
は

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
砂
防
堰
堤
や
既

設
ダ
ム
が
そ
れ
ら
を
捕
捉
、
下
流
地
域
の

被
害
を
軽
減
し
ま
し
た
。復
旧
計
画
で
も
、

い
ま
だ
に
不
安
定
土
砂
や
流
木
が
残
存
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
河
道
計
画
で
は
、
河
道
の

形
状
や
勾
配
を
工
夫
し
て
、
流
れ
下
っ
て

く
る
土
砂
が
堆
積
し
な
い
よ
う
に
し
、
同

時
に
洗
掘
や
護
岸
へ
の
影
響
も
配
慮
し
て

行
き
ま
す
。
土
砂

や
流
木
を
捕
捉
す

る
た
め
砂
防
堰
堤

や
河
道
内
貯
留
施

設
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
流
木
、
砂
防
に
つ
い
て
は
治
山

事
業
と
の
連
携
が
必
要
で
、
林
野
庁
と
共

に
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
被
災
し
た
筑
後
川
右
岸
流
域
の
支
流

で
は
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
支
川
の
改
修
が
進
め
ば
筑

後
川
本
川
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

増
田
局
長
　
支
川
と
一
体
と
な
っ
た
本
川

の
流
下
能
力
が
向
上
す
る
よ
う
、
河
川
改

修
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な

河
道
掘
削
や
築
堤
も
実
施
し
ま
す
。

―
―
中
小
河
川
と
並
行
す
る
道
路
の
被
害

が
続
出
し
て
、
集
落
の
孤
立
を
招
き
ま
し

た
が
、
復
旧
工
事
が
迅
速
で
、
救
急
、
救

援
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
地
元
は
助
か

り
ま
し
た
。

増
田
局
長
　
筑
豊
と
日
田
地
方
を
結
ぶ

幹
線
道
路
の
国
道
２
１
１
号
は
じ
め
朝

倉
、
日
田
地
方
の
県
道
が
多
く
被
災
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
福
岡
県
の
要
請
を
受

け
、
国
道
２
１
１
号
、
県
道
52
号
な
ど
の

道
路
啓
開
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
被
害
の

大
き
か
っ
た
国
道
２
１
１
号
の
嘉
麻
市
桑

野
か
ら
東
峰
村
福
井
ま
で
の
21
㎞
は
、
被

災
直
後
の
７
月
６
日
か
ら
昼
夜
に
及
ぶ
作

業
を
進
め
、
同
14
日
に
は
緊
急
車
両
の
通

行
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
災
害

協
定
業
者
19
社
が
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
６
日
に
は

災
害
調
査
と
道
路
啓
開
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
過
去
の
経
験
か
ら
あ
ら
か
じ

め
復
旧
工
法
を
検
討
し
、
資
機
材
の
準
備

を
進
め
た
こ
と
で
、
着
手
が
早
く
、
テ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス
の
専
門
的
な
助
言
も
効
果
的

で
し
た
。

―
―
熊
本
地
震
の
被
災
地
は
、
現
在
、
阿

蘇
大
橋
の
架
け
替
え
、
国
道
57
号
な
ど
本

復
旧
が
進
行
中
で
す
。

増
田
局
長
　
熊
本
地
震
の
時
は
、
本
省
勤

務
で
し
た
が
、
１
ヶ
月
後
に
現
場
を
視
察

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
阿
蘇
地
方
は

子
供
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
旅
行
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
阿
蘇
大
橋
が
落
ち
た
現
場
な

ど
、
被
災
を
じ
か
に
見
た
衝
撃
は
、
そ
れ

ま
で
映
像
で
見
た
も
の
と
は
大
変
な
違
い

５
年
間
、総
合
的
な
対
策
を
実
施

５
年
間
、総
合
的
な
対
策
を
実
施

５
年
間
、総
合
的
な
対
策
を
実
施
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川
流
域
で
堤
防
が
決
壊
し
、
日
田
市
の
花

月
川
の
小
野
地
区
で
大
規
模
な
斜
面
崩
壊

で
河
道
閉
塞
が
発
生
す
る
と
共
に
、
筑
後

川
右
岸
の
支
流
流
域
で
、
同
時
多
発
的
な

斜
面
崩
壊
や
土
石
流
に
よ
り
大
量
の
土
砂

や
流
木
が
発
生
。
谷
底
平
野
を
流
れ
る
赤

谷
川
や
白
木
谷
川
で
は
土
砂
と
流
木
が
河

道
を
閉
塞
し
、
洪
水
が
河
道
か
ら
溢
れ
出

た
こ
と
で
人
的
被
害
や
、
多
数
の
家
屋
被

害
な
ど
が
甚
大
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
６
月
に
河
川
法
が
改
正
さ

れ
、
県
管
理
区
間
に
お
い
て
も
、
国
が
権

限
代
行
で
復
旧
工
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
７
月
５
日
に
発
生
し
た
福
岡

県
の
管
理
区
間
の
赤
谷
川
、
乙
石
川
、
大

山
川
の
災
害
発
生
に
対
し
、
福
岡
県
知
事

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
権
限
代
行
に

よ
っ
て
、
国
は
緊
急
的
な
河
道
の
確
保
に

向
け
た
流
木
や
土
砂
の
掘
削
除
去
を
行

い
、
被
災
前
と
同
等
の
流
路
の
確
保
、
並

び
に
直
轄
砂
防
事
業
に
よ
る
土
砂
止
工

（
遊
砂
地
）、
流
木
を
補
足
す
る
た
め
の
強

靭
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
応
急

復
旧
工
事
を
平
成
30
年
６
月
に
完
了
。
現

在
、
本
復
旧
工
事
に
向
け
た
地
質
調
査
・

測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
地
元
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
用
地
取
得
を
進
め
、

本
格
的
な
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

―
―
今
回
の
豪
雨
被
害
を
受
け
て
、
全
国

の
中
小
河
川
の
緊
急
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

増
田
局
長
　
近
年
、
治
水
安
全
度
が
低
い

中
小
河
川
で
越
水
な
ど
度
重
な
る
被
害
が

続
き
、
ま
た
、
再
び
氾
濫
発
生
の
恐
れ
の

あ
る
中
小
河
川
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

全
国
で
緊
急
点
検
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
抽

出
し
た
個
所
に
つ
い
て
林
野
庁
と
も
連

携
、「
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
土
砂
や
流
木
の
捕

捉
率
の
高
い(

鉄
格
子
構
造
の)

透
過
型

砂
防
堰
堤
の
整
備
や
浸
水
被
害
を
解
消
す

る
た
め
の
「
河
道
掘
削
」
等
、
簡
易
水
位

計
の
設
置
な
ど
を
平
成
32
年
度
を
目
途
に

対
策
を
講
じ
ま
す
。

―
―
早
急
に
、
本
格
的
な
復
旧
計
画
を
示

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

増
田
局
長
　
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

赤
谷
川
流
域
を
モ
デ
ル
に
し
て
技
術
的
な

課
題
の
整
理
・
検
討
を
行
い
、
河
川
・
砂

防
事
業
と
地
域
が
連
携
し
た
復
旧
へ
の
基

本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。
総
合

的
な
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
が
必
要

で
す
。
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
お

お
む
ね
５
カ
年
を
目
途
に
河
川
・
砂
防
事

業
が
連
携
し
て
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
一
体

と
な
っ
た
対
策
を
進
め
る
も
の
で
す
。
浸

水
実
績
や
地
形
情
報
な
ど
を
活
用
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
検
討
も
支
援
し
ま
す
。

東
峰
村
、
朝
倉
市
が
進
め
て
い
る
復
興
計

画
策
定
委
員
会
に
も
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
回
の
災
害
は
、
流
木
と
土
砂
対
策

の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
に

ダ
ム
や
砂
防
堰
堤
も
大
き
な
効
果
を
上
げ

た
。

増
田
局
長
　
流
木
と
土
砂
災
害
の
被
害
は

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
砂
防
堰
堤
や
既

設
ダ
ム
が
そ
れ
ら
を
捕
捉
、
下
流
地
域
の

被
害
を
軽
減
し
ま
し
た
。復
旧
計
画
で
も
、

い
ま
だ
に
不
安
定
土
砂
や
流
木
が
残
存
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
河
道
計
画
で
は
、
河
道
の

形
状
や
勾
配
を
工
夫
し
て
、
流
れ
下
っ
て

く
る
土
砂
が
堆
積
し
な
い
よ
う
に
し
、
同

時
に
洗
掘
や
護
岸
へ
の
影
響
も
配
慮
し
て

行
き
ま
す
。
土
砂

や
流
木
を
捕
捉
す

る
た
め
砂
防
堰
堤

や
河
道
内
貯
留
施

設
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
流
木
、
砂
防
に
つ
い
て
は
治
山

事
業
と
の
連
携
が
必
要
で
、
林
野
庁
と
共

に
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
被
災
し
た
筑
後
川
右
岸
流
域
の
支
流

で
は
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
支
川
の
改
修
が
進
め
ば
筑

後
川
本
川
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

増
田
局
長
　
支
川
と
一
体
と
な
っ
た
本
川

の
流
下
能
力
が
向
上
す
る
よ
う
、
河
川
改

修
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な

河
道
掘
削
や
築
堤
も
実
施
し
ま
す
。

―
―
中
小
河
川
と
並
行
す
る
道
路
の
被
害

が
続
出
し
て
、
集
落
の
孤
立
を
招
き
ま
し

た
が
、
復
旧
工
事
が
迅
速
で
、
救
急
、
救

援
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
地
元
は
助
か

り
ま
し
た
。

増
田
局
長
　
筑
豊
と
日
田
地
方
を
結
ぶ

幹
線
道
路
の
国
道
２
１
１
号
は
じ
め
朝

倉
、
日
田
地
方
の
県
道
が
多
く
被
災
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
福
岡
県
の
要
請
を
受

け
、
国
道
２
１
１
号
、
県
道
52
号
な
ど
の

道
路
啓
開
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
被
害
の

大
き
か
っ
た
国
道
２
１
１
号
の
嘉
麻
市
桑

野
か
ら
東
峰
村
福
井
ま
で
の
21
㎞
は
、
被

災
直
後
の
７
月
６
日
か
ら
昼
夜
に
及
ぶ
作

業
を
進
め
、
同
14
日
に
は
緊
急
車
両
の
通

行
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
災
害

協
定
業
者
19
社
が
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
６
日
に
は

災
害
調
査
と
道
路
啓
開
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
過
去
の
経
験
か
ら
あ
ら
か
じ

め
復
旧
工
法
を
検
討
し
、
資
機
材
の
準
備

を
進
め
た
こ
と
で
、
着
手
が
早
く
、
テ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス
の
専
門
的
な
助
言
も
効
果
的

で
し
た
。

―
―
熊
本
地
震
の
被
災
地
は
、
現
在
、
阿

蘇
大
橋
の
架
け
替
え
、
国
道
57
号
な
ど
本

復
旧
が
進
行
中
で
す
。

増
田
局
長
　
熊
本
地
震
の
時
は
、
本
省
勤

務
で
し
た
が
、
１
ヶ
月
後
に
現
場
を
視
察

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
阿
蘇
地
方
は

子
供
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
旅
行
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
阿
蘇
大
橋
が
落
ち
た
現
場
な

ど
、
被
災
を
じ
か
に
見
た
衝
撃
は
、
そ
れ

ま
で
映
像
で
見
た
も
の
と
は
大
変
な
違
い

５
年
間
、総
合
的
な
対
策
を
実
施

５
年
間
、総
合
的
な
対
策
を
実
施

５
年
間
、総
合
的
な
対
策
を
実
施
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で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
斜
面
崩
壊

で
山
が
滑
っ
て
崩
落
し
て
い
る
原
野
、
熊

本
城
の
被
災
状
況
な
ど
は
本
当
に「
え
ッ
」

と
い
う
感
じ
で
驚
き
で
し
た
。

　
現
在
、
国
で
は
、
国
道
57
号
北
側
復
旧

ル
ー
ト
の
事
業
や
国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大

橋
や
県
道
俵
山
高
森
線
の
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
と
国
道

３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
の
架
替
事
業
は
、
平

成
32
年
度
の
開
通
を
目
指
し
事
業
を
進
め

て
い
る
ほ
か
、
県
道
熊
本
高
森
線
の
被
災

し
た
５
つ
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、
復
旧
工

事
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
平

成
29
年
８
月
に
応
急
復
旧
が
完
了
し
た
村

道
栃
の
木
立
野
線
の
長
陽
大
橋
で
は
、
学

校
通
学
や
病
院
へ
の
利
用
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
１
日
で
も
早
い
道
路
の

復
旧
を
目
指
し
て
、
熊
本
県
を
は
じ
め
地

元
の
皆
さ
ん
と
も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
復

旧
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
、

九
州
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

増
田
局
長
　
私
は
３
つ
の
柱
を
職
員
に
強

調
し
て
い
ま
す
。ま
ず「
し
っ
か
り
守
る
」。

こ
れ
は
災
害
対
応
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
国

土
強
靭
化
で
す
ね
。
し
か
し
守
る
だ
け
で

は
だ
め
で
「
果
敢
に
攻
め
る
」。
す
な
わ

ち
中
長
期
的
に
九
州
の
活
力
を
ど
う
維

持
、伸
ば
す
か
、今
、打
つ
べ
き
手
は
し
っ

か
り
と
着
実
に
打
っ
て
行
く
。そ
の
際「
地

域
の
声
を
し
っ
か
り
聴
く
」。
こ
の「
し
っ

か
り
守
る
。
し
っ
か
り
聴
く
、
果
敢
に
攻

め
る
」
の
３
つ
の
柱
で
仕
事
を
進
め
て
行

き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
漢
字
は
「
災
」。
日
本

列
島
全
域
で
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
と

自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、
大
き
な
被
害
を

出
し
た
。
い
ず
れ
も
被
災
は
、
広
域
に

及
び
多
数
の
死
傷
者
、
家
屋
全
半
壊
、

空
港
、
道
路
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
損

壊
し
た
。
北
海
道
地
震
で
は
全
道
が
停

電
す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
、

台
風
21
号
で
は
関
西
空
港
が
一
時
機
能

マ
ヒ
に
陥
っ
た
。
こ
の
年
の
主
な
自
然

災
害
を
ま
と
め
た
。

【
地
震
】

〇
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

　
９
月
６
日
午
前
３
時
７
分
ご
ろ
、
最

大
震
度
７
、
Ｍ
６
・
７
の
大
地
震
が
発

生
、
厚
真
町
を
中
心
に
大
規
模
、
多
数

の
山
崩
れ
、
地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害

が
発
生
、
札
幌
市
な
ど
の
ほ
か
全
道
で

死
者
42
人
、
負
傷
者
７
６
１
人
、
家
屋

全
半
壊
約
２
０
３
２
戸
を
出
し
た
。
特

に
苫
東
火
力
発
電
所
が
被
災
、
全
道
が

停
電
す
る「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」と
な
っ

て
、
北
海
道
の
経
済
社
会
に
大
き
な
被

害
を
出
し
た
。

〇
大
阪
府
北
部
地
震

　
６
月
18
日
７
時
58
分
、
最
大
震
度
６

弱
、
Ｍ
６
・
１
の
地
震
が
大
阪
府
北
部

か
ら
京
都
、
奈
良
地
方
を
中
心
に
近
畿

地
方
で
発
生
。
死
者
４
人
、
重
軽
傷
者

４
３
４
人
、
家
屋
全
半
壊
約
８
０
０
戸

以
上
を
出
し
た
。
通
学
路
の
学
校
側
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
、
小
学
生
一
人
が

死
亡
す
る
な
ど
、
防
災
点
検
の
不
備
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

【
台
風
】

〇
台
風
20
号

　
８
月
23
日
台
風
20
号
が
四
国
・
徳
島

県
に
上
陸
。
近
畿
地
方
を
襲
っ
た
。
姫

路
か
ら
和
歌
山
な
ど
近
畿
地
方
に
大
き

な
損
壊
を
出
し
た
。強
風
が
吹
き
荒
れ
、

風
力
発
電
塔
が
根
元
か
ら
折
れ
、
倒
壊

し
た
。
死
者
４
人
な
ど
を
被
害
を
出
し

た
。

〇
台
風
21
号

　
９
月
４
日
、徳
島
県
に
上
陸
し
た
後
、

神
戸
市
に
再
上
陸
。
死
者
14
人
、
重
軽

傷
９
４
３
人
、
家
屋
全
半
壊
55
戸
を
出

し
た
。
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
関
西
空
港

へ
の
連
絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
激
突
、
不

通
と
な
り
、
滑
走
路
冠
水
も
重
な
っ
て

空
港
機
能
が
失
わ
れ
、
約
３
０
０
０
人

の
旅
行
客
が
立
ち
往
生
し
た
。

【
豪
雨
】

〇
平
成
30
年
７
月
豪
雨

　
６
月
27
日
か
ら
７
月
８
日
に
か
け
て

広
島
県
、
岡
山
県
な
ど
西
日
本
地
方
を

中
心
に
台
風
７
号
、
梅
雨
前
線
の
活
発

化
で
、
豪
雨
が
続
き
、
岡
山
県
・
真
備

町
で
裏
山
が
崩
れ
る
土
砂
災
害
が
発

生
、
広
島
県
で
も
土
砂
崩
れ
な
ど
が

５
０
０
０
カ
所
で
発
生
し
た
。
死
者

２
３
７
人
、
不
明
８
人
、
傷
者
４
３
２

人
家
屋
全
半
壊
約
１
万
７
０
０
０
戸
に

及
ん
だ
。九
州
で
も
全
域
で
死
者
９
人
。

●
令
和
元
年
10
月
も
台
風
19
号
に
よ
っ

て
中
部
・
関
東
・
東
北
地
方
に
甚
大
な

被
害
（
死
者
・
不
明
者
90
人
以
上
＝
同

年
10
月
現
在
）
を
出
し
た
。

　
　
自
然
災
害
相
次
い
だ
「
災
」
平
成

　
　
自
然
災
害
相
次
い
だ
「
災
」
平
成

　
　
自
然
災
害
相
次
い
だ
「
災
」
平
成
30
年年

　
　
　
　
　
地
震
、
台
風
、
豪

　
　
　
　
　
地
震
、
台
風
、
豪
雨
―
―
甚
大
な
被
害

雨
―
―
甚
大
な
被
害
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参
考
　
治
水
ダ
ム
と
利
水
ダ
ム

　
ダ
ム
は
基
礎
地
盤
か
ら
堤
体
の
髙
さ
が

15
ｍ
以
上
、
そ
れ
以
下
は
え
ん
堤
あ
る
い

は
堰
と
呼
ぶ
。
ダ
ム
に
は
治
水
―
洪
水
調

節
機
能
と
、
利
水
―
上
水
、
工
業
用
水
、

農
業
用
水
に
使
う
水
を
た
め
、
合
わ
せ
て

発
電
用
水
を
貯
水
す
る
機
能
が
あ
る
。

　
治
水
ダ
ム
は
集
中
豪
雨
で
流
れ
下
る
大

量
の
雨
を
一
時
的
に
貯
水
、
河
川
を
流
れ

下
る
水
量
を
抑
制
し
て
、
下
流
の
人
家
や

田
畑
を
守
る
。
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
で

は
寺
内
ダ
ム
が
洪
水
と
共
に
流
木
が
流
れ

下
る
の
を
止
め
、
朝
倉
市
・
甘
木
地
区
の

生
命
財
産
を
守
っ
た
。

　
ま
た
、
隣
の
江
川
ダ
ム
は
利
水
ダ
ム
だ

が
、
洪
水
調
節
機
能
も
発
揮
し
た
。

　
治
水
、
利
水
の
ほ
か
不
特
定
利
水
が
あ

る
。
ダ
ム
で
水
を
せ
き
止
め
る
た
め
、
下

流
の
水
量
が
減
り
、
水
質
の
悪
化
、
流
砂

の
減
少
、
魚
な
ど
生
物
、
河
川
環
境
の
悪

化
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
貯
水
か
ら

目
的
を
特
定
し
な
い
放
流
を
行
う
。
筑
後

川
水
系
の
ダ
ム
や
大
堰
で
、
有
明
海
の
水

質
確
保
が
強
く
主
張
さ
れ
た
。

　
ダ
ム
に
よ
っ
て
せ
き
止
め
ら
れ
る
満
水

時
の
総
貯
水
量
、
そ
れ
か
ら
ダ
ム
湖
の
底

に
た
ま
っ
た
堆
積
砂
な
ど
を
差
し
引
い
た

有
効
貯
水
量
な
ど
が
ダ
ム
の
規
模
を
表
現

し
て
い
る
。

参
考
　
土
砂
災
害
の
恐
怖

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
は
土
砂

災
害
を
引
き
起
こ
し
、
大
き
な
被
害
を
出

し
た
。
土
砂
災
害
に
は
土
石
流
、
地
す
べ

り
、
崖
崩
れ
な
ど
が
あ
る
。
台
風
や
集
中

豪
雨
、
地
震
に
よ
っ
て
土
砂
が
不
安
定
と

な
り
、
傾
斜
地
な
ど
が
崩
壊
す
る
現
象
を

指
す
。

　
土
石
流
は
山
腹
が
大
雨
に
よ
っ
て
崩
壊

し
て
土
砂
や
巨
石
が
洪
水
と
共
に
流
れ

下
っ
て
行
く
。
土
石
を
主
に
含
む
水
が
流

れ
下
る
土
石
流
に
加
え
て
、
今
回
は
土
砂

崩
壊
と
共
に
立
木
が
倒
さ
れ
、
流
木
と

な
っ
て
被
害
を
大
き
く
し
た
。
土
石
流
の

流
下
速
度
は
時
速
20
〜
40
㎞
と
さ
れ
、
家

屋
を
一
瞬
に
し
て
破
壊
し
た
。

　
崖
崩
れ
は
傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
急
崖

が
雨
や
地
震
に
よ
っ
て
崩
れ
た
場
合
だ

が
、
大
量
の
土
石
、
樹
木
が
河
道
を
塞
ぎ

「
天
然
ダ
ム
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。

最
近
で
は
、
大
雨
に
襲
わ
れ
た
紀
伊
半
島

で
発
生
、
大
量
の
水
を
溜
め
こ
ん
で
、
そ

の
圧
力
で
崩
壊
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
危

険
な
状
況
と
な
る
。

　
地
す
べ
り
は
、
大
分
県
豊
後
大
野
市
で

発
生
し
て
注
目
さ
れ
た
。
軟
ら
か
い
第
３

紀
層
や
断
層
破
砕
帯
、
温
泉
地
で
粘
土
化

し
た
層
が
な
ど
が
滑
り
面
を
作
り
、
地
す

べ
り
を
起
こ
す
。
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県
に

か
け
て
の
北
松
地
す
べ
り
地
帯
が
有
名

だ
。

　
浅
層
崩
壊
と
深
層
崩
壊
に
分
け
ら
れ

る
。
浅
層
崩
壊
は
通
常
０
・
５
〜
２
ｍ
程

度
の
表
土
が
崩
れ
る
も
の
で
長
崎
大
水
害

で
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
。
深
層

崩
壊
は
宮
崎
県
・
日
南
層
群
で
見
ら
れ
、

清
武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
延
伸
す
る
東
九
州
道
・

芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
は
深
層
崩
壊
の

危
険
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
ル
ー
ト
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

参
考
　
筑
後
川
水
系

　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
の
特
徴
は
、

筑
後
川
右
岸
、
そ
れ
も
中
流
域
に
集
中
的

に
大
き
な
被
害
を
残
し
た
こ
と
で
あ
る
。

筑
後
川
流
域
は
古
く
か
ら
水
害
に
悩
ま
さ

れ
、
筑
紫
次
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
関
東

の
利
根
川
（
坂
東
太
郎
）
四

国
の
吉
野
川
（
四
国
三
郎
）

と
並
ん
で
３
大
暴
れ
川
。

　
筑
後
川
本
川
は
昭
和

28
年
西
日
本
大
水
害
で

１
０
０
０
人
を
超
す
死
者

行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
そ

の
反
省
か
ら
、
上
流
に
下

筌
・
松
原
ダ
ム
か
ら
最
も
新

し
い
大
山
ダ
ム
等
、
ダ
ム
群

が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
分
水

路
、
洪
水
流
量
を
増
や
す
た

め
の
引
堤
が
大
規
模
に
行

わ
れ
、
流
域
の
安
全
度
は
か

な
り
高
ま
っ
て
い
る
。
国
が

管
理
す
る
１
級
河
川
は
九

州
に
20
、
そ
の
総
延
長
は

８
７
１
０
㎞
に
及
ぶ
。

　
が
、
今
回
は
支
流
域
に
集
中
し
た
。
１

級
河
川
の
筑
後
川
本
川
は
大
水
害
以
後
、

ダ
ム
や
分
水
路
、
堤
防
な
ど
河
川
改
修
が

国
の
直
轄
管
理
で
進
ん
だ
が
、
都
道
府
県

管
理
の
２
級
河
川
の
支
流
の
治
水
対
策
は

遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
寺
内
ダ
ム
（
佐

田
川
）、
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
が
建

設
さ
れ
、
大
き
な
治
水
効
果
を
上
げ
た
。

し
か
し
、
強
烈
な
集
中
豪
雨
が
局
所
的
に

襲
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
山
腹
崩
壊
等
の
土

砂
災
害
を
伴
う
洪
水
で
、
今
後
の
河
川
管

理
に
課
題
を
残
し
た
。
被
害
の
大
き
か
っ

た
赤
谷
川
流
域
は
、
福
岡
県
の
要
請
で
、

復
旧
事
業
な
ど
を
国
が
代
行
し
て
進
め
て

い
る
。
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参
考
　
治
水
ダ
ム
と
利
水
ダ
ム

　
ダ
ム
は
基
礎
地
盤
か
ら
堤
体
の
髙
さ
が

15
ｍ
以
上
、
そ
れ
以
下
は
え
ん
堤
あ
る
い

は
堰
と
呼
ぶ
。
ダ
ム
に
は
治
水
―
洪
水
調

節
機
能
と
、
利
水
―
上
水
、
工
業
用
水
、

農
業
用
水
に
使
う
水
を
た
め
、
合
わ
せ
て

発
電
用
水
を
貯
水
す
る
機
能
が
あ
る
。

　
治
水
ダ
ム
は
集
中
豪
雨
で
流
れ
下
る
大

量
の
雨
を
一
時
的
に
貯
水
、
河
川
を
流
れ

下
る
水
量
を
抑
制
し
て
、
下
流
の
人
家
や

田
畑
を
守
る
。
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
で

は
寺
内
ダ
ム
が
洪
水
と
共
に
流
木
が
流
れ

下
る
の
を
止
め
、
朝
倉
市
・
甘
木
地
区
の

生
命
財
産
を
守
っ
た
。

　
ま
た
、
隣
の
江
川
ダ
ム
は
利
水
ダ
ム
だ

が
、
洪
水
調
節
機
能
も
発
揮
し
た
。

　
治
水
、
利
水
の
ほ
か
不
特
定
利
水
が
あ

る
。
ダ
ム
で
水
を
せ
き
止
め
る
た
め
、
下

流
の
水
量
が
減
り
、
水
質
の
悪
化
、
流
砂

の
減
少
、
魚
な
ど
生
物
、
河
川
環
境
の
悪

化
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
貯
水
か
ら

目
的
を
特
定
し
な
い
放
流
を
行
う
。
筑
後

川
水
系
の
ダ
ム
や
大
堰
で
、
有
明
海
の
水

質
確
保
が
強
く
主
張
さ
れ
た
。

　
ダ
ム
に
よ
っ
て
せ
き
止
め
ら
れ
る
満
水

時
の
総
貯
水
量
、
そ
れ
か
ら
ダ
ム
湖
の
底

に
た
ま
っ
た
堆
積
砂
な
ど
を
差
し
引
い
た

有
効
貯
水
量
な
ど
が
ダ
ム
の
規
模
を
表
現

し
て
い
る
。

参
考
　
土
砂
災
害
の
恐
怖

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
は
土
砂

災
害
を
引
き
起
こ
し
、
大
き
な
被
害
を
出

し
た
。
土
砂
災
害
に
は
土
石
流
、
地
す
べ

り
、
崖
崩
れ
な
ど
が
あ
る
。
台
風
や
集
中

豪
雨
、
地
震
に
よ
っ
て
土
砂
が
不
安
定
と

な
り
、
傾
斜
地
な
ど
が
崩
壊
す
る
現
象
を

指
す
。

　
土
石
流
は
山
腹
が
大
雨
に
よ
っ
て
崩
壊

し
て
土
砂
や
巨
石
が
洪
水
と
共
に
流
れ

下
っ
て
行
く
。
土
石
を
主
に
含
む
水
が
流

れ
下
る
土
石
流
に
加
え
て
、
今
回
は
土
砂

崩
壊
と
共
に
立
木
が
倒
さ
れ
、
流
木
と

な
っ
て
被
害
を
大
き
く
し
た
。
土
石
流
の

流
下
速
度
は
時
速
20
〜
40
㎞
と
さ
れ
、
家

屋
を
一
瞬
に
し
て
破
壊
し
た
。

　
崖
崩
れ
は
傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
急
崖

が
雨
や
地
震
に
よ
っ
て
崩
れ
た
場
合
だ

が
、
大
量
の
土
石
、
樹
木
が
河
道
を
塞
ぎ

「
天
然
ダ
ム
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。

最
近
で
は
、
大
雨
に
襲
わ
れ
た
紀
伊
半
島

で
発
生
、
大
量
の
水
を
溜
め
こ
ん
で
、
そ

の
圧
力
で
崩
壊
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
危

険
な
状
況
と
な
る
。

　
地
す
べ
り
は
、
大
分
県
豊
後
大
野
市
で

発
生
し
て
注
目
さ
れ
た
。
軟
ら
か
い
第
３

紀
層
や
断
層
破
砕
帯
、
温
泉
地
で
粘
土
化

し
た
層
が
な
ど
が
滑
り
面
を
作
り
、
地
す

べ
り
を
起
こ
す
。
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県
に

か
け
て
の
北
松
地
す
べ
り
地
帯
が
有
名

だ
。

　
浅
層
崩
壊
と
深
層
崩
壊
に
分
け
ら
れ

る
。
浅
層
崩
壊
は
通
常
０
・
５
〜
２
ｍ
程

度
の
表
土
が
崩
れ
る
も
の
で
長
崎
大
水
害

で
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
。
深
層

崩
壊
は
宮
崎
県
・
日
南
層
群
で
見
ら
れ
、

清
武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
延
伸
す
る
東
九
州
道
・

芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
は
深
層
崩
壊
の

危
険
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
ル
ー
ト
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

参
考
　
筑
後
川
水
系

　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
の
特
徴
は
、

筑
後
川
右
岸
、
そ
れ
も
中
流
域
に
集
中
的

に
大
き
な
被
害
を
残
し
た
こ
と
で
あ
る
。

筑
後
川
流
域
は
古
く
か
ら
水
害
に
悩
ま
さ

れ
、
筑
紫
次
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
関
東

の
利
根
川
（
坂
東
太
郎
）
四

国
の
吉
野
川
（
四
国
三
郎
）

と
並
ん
で
３
大
暴
れ
川
。

　
筑
後
川
本
川
は
昭
和

28
年
西
日
本
大
水
害
で

１
０
０
０
人
を
超
す
死
者

行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
そ

の
反
省
か
ら
、
上
流
に
下

筌
・
松
原
ダ
ム
か
ら
最
も
新

し
い
大
山
ダ
ム
等
、
ダ
ム
群

が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
分
水

路
、
洪
水
流
量
を
増
や
す
た

め
の
引
堤
が
大
規
模
に
行

わ
れ
、
流
域
の
安
全
度
は
か

な
り
高
ま
っ
て
い
る
。
国
が

管
理
す
る
１
級
河
川
は
九

州
に
20
、
そ
の
総
延
長
は

８
７
１
０
㎞
に
及
ぶ
。

　
が
、
今
回
は
支
流
域
に
集
中
し
た
。
１

級
河
川
の
筑
後
川
本
川
は
大
水
害
以
後
、

ダ
ム
や
分
水
路
、
堤
防
な
ど
河
川
改
修
が

国
の
直
轄
管
理
で
進
ん
だ
が
、
都
道
府
県

管
理
の
２
級
河
川
の
支
流
の
治
水
対
策
は

遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
寺
内
ダ
ム
（
佐

田
川
）、
江
川
ダ
ム
（
小
石
原
川
）
が
建

設
さ
れ
、
大
き
な
治
水
効
果
を
上
げ
た
。

し
か
し
、
強
烈
な
集
中
豪
雨
が
局
所
的
に

襲
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
山
腹
崩
壊
等
の
土

砂
災
害
を
伴
う
洪
水
で
、
今
後
の
河
川
管

理
に
課
題
を
残
し
た
。
被
害
の
大
き
か
っ

た
赤
谷
川
流
域
は
、
福
岡
県
の
要
請
で
、

復
旧
事
業
な
ど
を
国
が
代
行
し
て
進
め
て

い
る
。
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経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
雨 

  

身
近
な
と
こ
ろ
で
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨

が
繰
り
返
え
さ
れ
、
普
段
何
気
な
く
そ
う

し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

２
０
１
２
年
の
夏
、
気
象
庁
か
ら
、
中
国
・

九
州
北
部
豪
雨
の
予
報
に
当
た
り
、「
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」
と

の
新
し
い
短
文
情
報
が
発
表
さ
れ
話
題
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
経
験
が
な
い
大
雨
と

は
ど
う
い
っ
た
雨
か
を
改
め
て
問
わ
れ
れ

ば
、
謎
か
け
の
よ
う
で
、
答
え
ら
れ
る
人

は
少
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ

も
豪
雨
と
は
何
か
、
大
雨
と
は
何
か
さ
え

曖
昧
だ
。 

 

豪
雨
と
は
、
比
較
的
短
い
時
間
で
大
量

の
雨
が
降
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
具
体
的
な
定
義
は
定
か
で
な
い
。
そ
の

中
で
年
降
水
量
の
一
割
程
度
以
上
が
１
日

に
降
る
と
き
を
豪
雨
と
す
る
考
え
も
あ
る
。 

九
州
各
県
の
代
表
地
点
（
福
岡
管
区
気

象
台
お
よ
び
地
方
気
象
台
。
い
ず
れ
も
県

庁
所
在
都
市
に
所
在
）
に
お
け
る
１
９
４

５
～
２
０
１
２
年
の
平
均
年
降
水
量
を
見

れ
ば(

表
１)

、
１
６
７
０
～
２
５
４
０
㎜

で
あ
る
。
こ
れ
を
先
の
考
え
に
照
ら
し
合

わ
せ
れ
ば
、
２
４
時
間
降
水
量
が
２
０
０

㎜
程
度
以
上
の
と
き
が
豪
雨
と
な
る
。 

あ
る
い
は
、
時
間
降
水
量
３
０
㎜
程
度

に
な
る
と
ど
し
ゃ
降
り
（
激
し
い
雨
）
の

感
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上

を
実
感
上
の
豪
雨
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

近
年
で
は
、
集
中
豪
雨
と
い
う
こ
と
も

多
い
。
こ
れ
は
局
地
的
な
範
囲
で
短
時
間

に
大
量
の
雨
が
降
る
豪
雨
の
こ
と
で
あ
る
。

地
域
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
気
象
庁
に
よ

れ
ば
数
時
間
で
１
０
０
～
数
百
㎜
と
い
っ

た
強
い
雨
を
集
中
豪
雨
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
集
中
豪
雨
で
も
、
突
発
的
で
予
測
困

難
な
も
の
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
あ
る
。 

要
す
る
に
、
あ
る
規
模
の
雨
が
集
中
し

て
降
る
時
を
豪
雨
ま
た
は
大
雨
と
い
う
が
、

そ
の
発
生
状
況
や
内
容
は
地
域
で
異
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。 

 各
県
で
異
な
る
降
水
特
性 

 
戦
後
約
７
０
年
間
の
九
州
の
降
水
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
降
水
量
に
つ
い
て
、
各
県

庁
所
在
都
市
の
気
象
台
地
点
の
平
均
値
な

ど
を
求
め
一
欄
に
す
れ
ば
表
１
の
と
お
り

で
あ
る
。
年
降
水
量
か
ら
、
九
州
南
部
（
宮

崎
、
鹿
児
島
）
が
多
雨
状
況
に
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
い
で
、
熊
本
、
長
崎
に
多

く
の
雨
が
降
り
、
そ
れ
以
外
の
九
州
北
部

は
少
雨
で
あ
る
。
特
に
、
福
岡
、
大
分
に

至
っ
て
は
、
南
部
の
約
２
／
３
、
１
７
０

０
㎜
程
度
に
と
ど
ま
る
。 

ま
た
、
表
に
な
い
が
、
気
象
庁
の
月
降

水
量
を
１
９
８
１
～
２
０
１
０
年
の
３
０

年
間
の
平
均
（
こ
れ
を
平
年
値
と
い
う
）

で
見
れ
ば
、
福
岡
で
は
７
月
が
最
も
多
く
、

つ
い
で
６
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
他

の
県
は
６
月
が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
７
月

が
続
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
は
梅

雨
期
の
も
の
だ
。
特
に
、
熊
本
、
宮
崎
、

鹿
児
島
の
降
水
量
は
、
６
月
は
４
０
０
㎜

を
超
え
、
７
月
も
３
１
０
～
４
０
０
㎜
と

多
い
。 

加
え
て
、
宮
崎
、
鹿
児
島
は
、
８
、
９

月
の
降
水
量
が
ま
た
２
０
０
㎜
を
超
え
、

宮
崎
の
９
月
は
３
５
５
㎜
に
達
す
る
。
こ

れ
ら
は
ま
さ
に
台
風
の
影
響
で
あ
る
。 

表
１
に
、
各
県
の
気
象
台
地
点
で
１
９

４
５
～
２
０
１
２
年
に
観
測
さ
れ
た
日
降

水
量
、
時
間
降
水
量
、
１
０
分
間
降
水
量

の
年
最
大
値
に
関
す
る
諸
統
計
値
を
示
す
。

宮
崎
お
よ
び
熊
本
は
、
日
、
時
間
、
１
０

分
間
の
各
降
水
量
が
と
も
に
大
き
い
。 

一
方
、
鹿
児
島
、
長
崎
に
つ
い
て
は
、

日
降
水
量
は
宮
崎
・
熊
本
に
つ
ぐ
が
、
時

間
降
水
量
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
大

分
で
は
、
日
降
水
量
は
鹿
児
島
・
長
崎
に

類
し
、
時
間
お
よ
び
１
０
分
間
降
水
量
が

小
さ
い
。
福
岡
、
佐
賀
は
、
日
、
時
間
の

い
ず
れ
の
降
水
量
も
他
に
比
し
て
小
さ
い
。 

こ
れ
ら
か
ら
、
同
じ
九
州
で
も
、
雨
の

降
り
方
が
地
域
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
が

分
か
る
。
宮
崎
・
鹿
児
島
が
多
雨
で
、
短

時
間
降
水
量
も
大
き
い
。
一
方
、
福
岡
・

大
分
は
年
、
短
時
間
の
各
降
水
量
と
も
に

小
さ
く
少
雨
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
中

間
に
残
る
３
県
が
あ
る
が
、
熊
本
・
長
崎

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
多
雨
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
佐
賀
は
福
岡
・
大
分
に
類
し
、

少
雨
の
傾
向
に
あ
る
。 

 こ
れ
ま
で
の
豪
雨
災
害
発
生
状
況 
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表 1 九州における年降水量および 
   年最大の日、時間、１０分間 

の各降水量の諸統計値 

年降水量 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

平均値　㎜ 1667.3 1894.6 1949.8 1689.0 1985.4 2537.0 2345.4
標準偏差　㎜ 360.9 359.4 403.9 374.1 427.8 507.5 472.4
変動係数 0.22 0.19 0.21 0.22 0.22 0.20 0.20
ＭＡＸ　㎜ 2976.5 2643.7 2842.0 2859.0 3369.0 4174.5 4022.0
ＭＩＮ　㎜ 891.0 1013.5 922.0 986.5 920.5 1789.5 1519.5

日降水量 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

平均値　㎜ 129.5 140.9 151.4 150.4 176.0 178.6 159.2

標準偏差　㎜ 48.6 57.5 70.3 70.8 80.1 72.1 44.6

変動係数 0.38 0.41 0.46 0.47 0.46 0.40 0.28

ＭＡＸ　㎜ 307.8 366.5 448.0 414.0 480.5 437.5 324.0

ＭＩＮ　㎜ 56.5 67.5 59.0 51.5 56.5 86.0 86.5

時間降水量 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

平均値　㎜ 42.3 48.2 52.1 40.9 50.8 51.0 50.4

標準偏差　㎜ 14.0 13.5 18.7 14.0 15.3 18.1 13.7

変動係数 0.33 0.28 0.36 0.34 0.30 0.36 0.27

ＭＡＸ　㎜ 96.5 91.0 127.5 81.5 86.5 139.5 104.5

ＭＩＮ　㎜ 21.1 17.2 17.0 19.0 19.9 21.5 27.0

１０分降水量 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

平均値　㎜ 16.1 17.7 17.1 14.1 17.3 17.2 17.9

標準偏差　㎜ 3.9 3.7 4.5 4.5 3.5 4.5 4.0

変動係数 0.24 0.21 0.27 0.32 0.20 0.26 0.22

ＭＡＸ　㎜ 23.5 26.9 36.0 29.0 27.0 38.5 33.0

ＭＩＮ　㎜ 9.5 9.0 9.7 7.5 8.8 8.7 10.0

データ：県庁所在都市気象台地点の１９４５～2012の観測値(気象庁)
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戦
後
、
犠
牲
者
が
出
た
九
州
の
豪
雨
災

害
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
２
０
０
０

年
以
降
を
除
け
ば
、
各
１
０
年
で
２
～
４

回
の
発
生
が
あ
っ
た
。 

◎ 

１
９
４
０
、
５
０
年
代
の
３
つ
の
豪

雨
は
、
い
ず
れ
も
九
州
北
部
で
発
生
し
、

多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。

こ
れ
は
、
数
日
の
総
雨
量
が
年
降
水
量
の

３
、
４
割
か
ら
半
分
以
上
に
達
す
る
ほ
ど

大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

戦
後
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
治
水
対
策
な

ど
十
分
な
備
え
が
な
い
ま
ま
に
河
川
が
氾

濫
し
、
崖
崩
れ
で
被
害
を
大
き
く
し
た
。 

 
 

特
に
、
１
９
５
３
年
の
「
昭
和
２
８
年

西
日
本
大
水
害
」
は
、
梅
雨
前
線
が
停
滞

し
、
白
川
、
筑
後
川
な
ど
九
州
北
部
・
中

部
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
が
氾
濫
し
、
１
０

０
０
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
た
。
ま
た
、
１
９
５
７
年
の
「
諫
早

大
水
害
」
で
も
、
雲
仙
で
２
４
時
間
雨
量

が
１
１
０
９
㎜
に
達
す
る
豪
雨
が
あ
っ
た
。

諫
早
市
で
は
本
明
川
が
氾
濫
し
、
６
３
０

人
の
犠
牲
が
出
た
が
、
こ
れ
を
含
め
全
体

で
一
千
人
近
い
人
命
が
失
わ
れ
た
。 

◎ 

１
９
６
０
、
７
０
年
代
も
梅
雨
の
前

線
を
主
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
。
山
津

波
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
て
、

数
十
名
単
位
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。 

◎ 

そ
し
て
、
１
９
８
０
年
代
の
「
長
崎

大
水
害
」
で
あ
る
。
長
崎
県
長
与
町
で
時

間
雨
量
１
８
７
㎜
、
外
海
町
で
２
時
間
雨

量
２
８
６
㎜
に
達
し
、
日
本
記
録
で
あ
る
。

被
災
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う
な
ど
し
ゃ
降
り
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
が
多
発

し
、
河
川
の
氾
濫
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出

た
。
加
え
て
、
眼
鏡
橋
な
ど
貴
重
な
文
化

財
が
壊
さ
れ
、
大
損
害
を
受
け
た
。 

◎ 

１
９
９
０
年
代
に
は
４
つ
の
豪
雨
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
１
９
９
３
年
８
月

の
豪
雨
は
、
長
く
続
い
た
梅
雨
と
、
接
近
・

上
陸
し
た
台
風
の
影
響
に
加
え
、
８
月
１

日
の
姶
良
郡
、
８
月
６
日
の
鹿
児
島
市
の

豪
雨
が
重
な
り
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
特
に
、
後
者
で
は
市
内
の
時
間

雨
量
が
１
０
０
㎜
近
く
に
達
し
、
甲
突
（
こ

う
つ
き
）
川
で
、
江
戸
時
代
か
ら
の
石
橋

五
橋
の
う
ち
２
橋
が
流
さ
れ
た
。
ま
た
、

竜
ヶ
水
地
区
で
は
土
石
流
が
発
生
。
国
道

１
０
号
で
は
１
２
０
０
台
の
車
が
立
ち
往

生
し
、
日
豊
本
線
竜
ヶ
水
駅
で
は
列
車
が

巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
住
民
、

ド
ラ
イ
バ
ー
、
乗
客
約
２
５
０
０
人
が
孤

立
し
、
海
上
か
ら
の
救
出
と
な
り
、
前
代

未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

◎ 

１
９
９
９
年
の
「
福
岡
水
害
」
は
、

思
い
が
け
な
い
新
た
な
タ
イ
プ
の
降
雨
災

害
の
発
生
で
あ
る
。
御
笠
川
が
氾
濫
し
、

あ
ふ
れ
出
た
濁
流
が
低
地
の
博
多
駅
地
区

に
流
れ
込
み
、
地
下
街
や
地
下
鉄
な
ど
の

都
市
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
た
。 

密
集
し
た
市
街
地
で
は
土
地
の
有
効
利

用
か
ら
地
下
空
間
の
開
発
が
盛
ん
で
あ
り
、

水
害
に
弱
い
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
災

害
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
下
で
の

市
街
地
中
小
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
都
市
水

害
で
も
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
、
市
街
地
整

備
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
。 

 

同
様
の
被
災
は
、
同
市
天
神
地
区
や
Ｓ

５
７
長
崎
大
水
害
の
長
崎
市
、
Ｈ
５
年
８

月
豪
雨
の
鹿
児
島
市
で
も
み
ら
れ
た
。
あ

る
い
は
、
東
京
や
名
古
屋
な
ど
大
都
市
で

よ
り
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
都
市
の
中
小
河
川
の
早
期
整
備
が
必

要
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
計
画
を
超

え
る
洪
水
に
対
し
、
一
時
的
に
氾
濫
水
を

集
め
貯
留
す
る
、
雨
水
の
地
下
浸
透
を
促

し
地
表
の
流
出
を
減
ら
す
、
な
ど
の
特
段

の
備
え
が
必
要
で
あ
る
。 

◎ 

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま

で
と
比
較
し
て
犠
牲
、
損
害
の
程
度
は
小

さ
く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
集
中
豪
雨

が
急
に
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
目
さ
れ
る
。
事

実
、
時
間
雨
量
９
０
㎜
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
超
え
る
局
所
的
な
豪
雨
が
、
都
市
だ
け

で
な
く
各
地
に
頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
、
今
後
も
豪
雨
は
避
け
ら
れ
ず
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

◎ 

２
０
１
０
年
代
も
毎
年
の
よ
う
に
豪

雨
が
発
生
。
そ
の
中
で
、
２
０
１
２
年
７

月
、
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
、
そ
の
時

の
気
象
警
報
が
冒
頭
の
短
文
情
報
で
あ
る
。

九
州
北
部
、
と
り
わ
け
福
岡
や
熊
本
の
各

地
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
阿
蘇
市
で
は

時
間
雨
量
１
０
８
㎜
を
記
録
し
た
。 

こ
の
豪
雨
で
、
熊
本
の
白
川
、
大
分
の

山
国
川
、
福
岡
の
矢
部
川
な
ど
の
堤
防
決

壊
や
氾
濫
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
山
腹

の
深
層
崩
壊
が
あ
り
、
犠
牲
者
が
出
た
。

合
わ
せ
て
、
貴
重
な
棚
田
や
神
社
が
破
壊

さ
れ
た
。
放
置
す
れ
ば
、
自
然
が
壊
さ
れ
、

集
落
が
壊
滅
す
る
懸
念
す
ら
あ
る
。
集
落

単
位
に
見
れ
ば
、
高
齢
者
割
合
が
３
０
、

４
０
％
と
な
る
超
高
齢
社
会
到
来
の
中
で
、

人
々
を
ど
の
よ
う
に
守
る
か
、
万
一
被
災

し
た
と
き
ど
う
復
旧
・
復
興
す
る
か
、
難

し
い
課
題
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
戦
後
間
も
な
く

は
、
豪
雨
に
加
え
て
、
戦
災
に
よ
る
国
土

の
荒
廃
が
悲
惨
な
災
害
を
招
い
た
。
こ
の

た
め
、
国
を
挙
げ
て
の
治
山
治
水
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
市
街
地
整
備

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
犠
牲
者
の
数

も
さ
す
が
に
数
百
を
超
え
る
も
の
は
な
く

な
り
、
改
善
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。 

し
か
し
、
長
崎
大
水
害
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
極
め
て
厳
し
い
豪
雨
の
発
生
が
あ

る
。
福
岡
水
害
の
よ
う
に
、
思
い
も
よ
ら

な
い
新
た
な
都
市
水
害
が
あ
る
。
そ
し
て
、

２
１
世
紀
の
今
日
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
思
え
る
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
豪
雨
は
姿
を
変
え
、
記
録
を
塗

り
替
え
な
が
ら
、
繰
り
返
し
私
た
ち
の
ま

ち
や
む
ら
を
襲
う
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
で
安
全
・
安
心
の
国
土
づ
く

り
、
減
災
の
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
、

日
頃
か
ら
の
努
力
が
大
切
で
あ
る
。 

諫早水害で被害を受けた本明川の眼鏡橋

（九地整・長崎河川国道事務所 HP：諫早大水害

の記録） 

（
樗
木
　
武
　
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
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戦
後
、
犠
牲
者
が
出
た
九
州
の
豪
雨
災

害
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
２
０
０
０

年
以
降
を
除
け
ば
、
各
１
０
年
で
２
～
４

回
の
発
生
が
あ
っ
た
。 

◎ 

１
９
４
０
、
５
０
年
代
の
３
つ
の
豪

雨
は
、
い
ず
れ
も
九
州
北
部
で
発
生
し
、

多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。

こ
れ
は
、
数
日
の
総
雨
量
が
年
降
水
量
の

３
、
４
割
か
ら
半
分
以
上
に
達
す
る
ほ
ど

大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

戦
後
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
治
水
対
策
な

ど
十
分
な
備
え
が
な
い
ま
ま
に
河
川
が
氾

濫
し
、
崖
崩
れ
で
被
害
を
大
き
く
し
た
。 

 
 

特
に
、
１
９
５
３
年
の
「
昭
和
２
８
年

西
日
本
大
水
害
」
は
、
梅
雨
前
線
が
停
滞

し
、
白
川
、
筑
後
川
な
ど
九
州
北
部
・
中

部
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
が
氾
濫
し
、
１
０

０
０
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
た
。
ま
た
、
１
９
５
７
年
の
「
諫
早

大
水
害
」
で
も
、
雲
仙
で
２
４
時
間
雨
量

が
１
１
０
９
㎜
に
達
す
る
豪
雨
が
あ
っ
た
。

諫
早
市
で
は
本
明
川
が
氾
濫
し
、
６
３
０

人
の
犠
牲
が
出
た
が
、
こ
れ
を
含
め
全
体

で
一
千
人
近
い
人
命
が
失
わ
れ
た
。 

◎ 

１
９
６
０
、
７
０
年
代
も
梅
雨
の
前

線
を
主
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
。
山
津

波
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
て
、

数
十
名
単
位
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。 

◎ 

そ
し
て
、
１
９
８
０
年
代
の
「
長
崎

大
水
害
」
で
あ
る
。
長
崎
県
長
与
町
で
時

間
雨
量
１
８
７
㎜
、
外
海
町
で
２
時
間
雨

量
２
８
６
㎜
に
達
し
、
日
本
記
録
で
あ
る
。

被
災
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う
な
ど
し
ゃ
降
り
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
が
多
発

し
、
河
川
の
氾
濫
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出

た
。
加
え
て
、
眼
鏡
橋
な
ど
貴
重
な
文
化

財
が
壊
さ
れ
、
大
損
害
を
受
け
た
。 

◎ 
１
９
９
０
年
代
に
は
４
つ
の
豪
雨
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
１
９
９
３
年
８
月

の
豪
雨
は
、
長
く
続
い
た
梅
雨
と
、
接
近
・

上
陸
し
た
台
風
の
影
響
に
加
え
、
８
月
１

日
の
姶
良
郡
、
８
月
６
日
の
鹿
児
島
市
の

豪
雨
が
重
な
り
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
特
に
、
後
者
で
は
市
内
の
時
間

雨
量
が
１
０
０
㎜
近
く
に
達
し
、
甲
突
（
こ

う
つ
き
）
川
で
、
江
戸
時
代
か
ら
の
石
橋

五
橋
の
う
ち
２
橋
が
流
さ
れ
た
。
ま
た
、

竜
ヶ
水
地
区
で
は
土
石
流
が
発
生
。
国
道

１
０
号
で
は
１
２
０
０
台
の
車
が
立
ち
往

生
し
、
日
豊
本
線
竜
ヶ
水
駅
で
は
列
車
が

巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
住
民
、

ド
ラ
イ
バ
ー
、
乗
客
約
２
５
０
０
人
が
孤

立
し
、
海
上
か
ら
の
救
出
と
な
り
、
前
代

未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

◎ 

１
９
９
９
年
の
「
福
岡
水
害
」
は
、

思
い
が
け
な
い
新
た
な
タ
イ
プ
の
降
雨
災

害
の
発
生
で
あ
る
。
御
笠
川
が
氾
濫
し
、

あ
ふ
れ
出
た
濁
流
が
低
地
の
博
多
駅
地
区

に
流
れ
込
み
、
地
下
街
や
地
下
鉄
な
ど
の

都
市
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
た
。 

密
集
し
た
市
街
地
で
は
土
地
の
有
効
利

用
か
ら
地
下
空
間
の
開
発
が
盛
ん
で
あ
り
、

水
害
に
弱
い
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
災

害
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
下
で
の

市
街
地
中
小
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
都
市
水

害
で
も
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
、
市
街
地
整

備
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
。 

 

同
様
の
被
災
は
、
同
市
天
神
地
区
や
Ｓ

５
７
長
崎
大
水
害
の
長
崎
市
、
Ｈ
５
年
８

月
豪
雨
の
鹿
児
島
市
で
も
み
ら
れ
た
。
あ

る
い
は
、
東
京
や
名
古
屋
な
ど
大
都
市
で

よ
り
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
都
市
の
中
小
河
川
の
早
期
整
備
が
必

要
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
計
画
を
超

え
る
洪
水
に
対
し
、
一
時
的
に
氾
濫
水
を

集
め
貯
留
す
る
、
雨
水
の
地
下
浸
透
を
促

し
地
表
の
流
出
を
減
ら
す
、
な
ど
の
特
段

の
備
え
が
必
要
で
あ
る
。 

◎ 

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま

で
と
比
較
し
て
犠
牲
、
損
害
の
程
度
は
小

さ
く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
集
中
豪
雨

が
急
に
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
目
さ
れ
る
。
事

実
、
時
間
雨
量
９
０
㎜
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
超
え
る
局
所
的
な
豪
雨
が
、
都
市
だ
け
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頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
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豪
雨
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避
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ら
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、
十

分
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意
が
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要
で
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◎ 

２
０
１
０
年
代
も
毎
年
の
よ
う
に
豪

雨
が
発
生
。
そ
の
中
で
、
２
０
１
２
年
７

月
、
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
、
そ
の
時

の
気
象
警
報
が
冒
頭
の
短
文
情
報
で
あ
る
。

九
州
北
部
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と
り
わ
け
福
岡
や
熊
本
の
各

地
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
阿
蘇
市
で
は

時
間
雨
量
１
０
８
㎜
を
記
録
し
た
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豪
雨
で
、
熊
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白
川
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国
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福
岡
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堤
防
決
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り
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て
、
貴
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破
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落

単
位
に
見
れ
ば
、
高
齢
者
割
合
が
３
０
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４
０
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人
々
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る
か
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万
一
被
災
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復
旧
・
復
興
す
る
か
、
難
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課
題
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き
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以
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よ
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な
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改
善
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岡
水
害
の
よ
う
に
、
思
い
も
よ
ら

な
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あ
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。
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し
て
、

２
１
世
紀
の
今
日
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
思
え
る
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
豪
雨
は
姿
を
変
え
、
記
録
を
塗

り
替
え
な
が
ら
、
繰
り
返
し
私
た
ち
の
ま

ち
や
む
ら
を
襲
う
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
で
安
全
・
安
心
の
国
土
づ
く

り
、
減
災
の
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
、

日
頃
か
ら
の
努
力
が
大
切
で
あ
る
。 

諫早水害で被害を受けた本明川の眼鏡橋

（九地整・長崎河川国道事務所 HP：諫早大水害

の記録） 

（
樗
木
　
武
　
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
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東
九
州
道
の
北
九
州
〜
宮
崎
間
開
通
に
よ
っ
て
、
九
州
の
７
県
庁
所
在
都
市
を
結
び
九
州
一
周
す
る

循
環
高
速
道
路
が
平
成
28
年
４
月
完
成
し
た
。
九
州
十
都
市
と
そ
の
周
辺
を
含
む
都
市
圏
へ
の
人
口
、

産
業
な
ど
の
集
積
は
圧
倒
的
で
、
九
州
全
人
口
の
90
％
近
い
。
そ
れ
だ
け
に
高
速
道
路
に
よ
る
都
市
連

結
は
時
間
距
離
だ
け
で
な
く
そ
の
経
済
社
会
的
な
影
響
は
大
き
く
、
都
市
集
中
を
加
速
す
る
可
能
性
は

大
だ
。
そ
の
一
方
で
、
都
市
圏
以
外
の
地
域-

と
く
に
半
島
、
九
州
中
央
部
は
老
齢
化
、
人
口
減
・
過

疎
化
、
衰
退
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
な
か
な
か
進
ま
な
い
地
方
創
生
。
そ
の
切
り
札
の
一
つ
が
高
速
道
路
だ
。
九
州
道
、
東
九
州
道
、
横

断
道
が
九
州
の
骨
格
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
す
れ
ば
、
九
州
の
中
央
部
と
半
島
部
の
地
域
循
環
自
動
車
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
現
在
、
九
州
横
断
の
九
州
中
央
道
、
中
九
州
道
、
東
九
州
道
の
延
伸
（
宮
崎
・
清

武
Ｉ
Ｃ
〜
鹿
屋
Ｉ
Ｃ
）、
お
よ
び
南
九
州
西
回
り
道
、
西
九
州
道
（
北
回
り
）、
の
５
ル
ー
ト
の
自
動
車

道
路
に
加
え
、
有
明
海
沿
岸
道
路
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
熊
本
〜
大
分
・
宮
崎
を
結
ぶ
２

本
の
横
断
道
で
あ
り
、
鹿
児
島
県
・
大
隅
半
島
北
部
と
北
薩
地
方
、
唐
津
〜
佐
世
保
を
結
ぶ
半
島
地

域
、
な
ど
自
動
車
道
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
、
地
域
活
性
化
を
「
切
り
拓
く
道
」
と
な
っ

て
い
る
。

原点Ⅱ

地
域
を
拓
く
道
―
「
五
つ
の
自
動
車
道
」

目
次

第
１
節
　
九
州
中
央
道
（
延
岡
〜
熊
本
）
九
州
横
断
の
道
　

　
　
　
　
①
宮
崎
側
（
延
岡
〜
五
ヶ
瀬
）

　
　
　
　
②
苦
闘
す
る
熊
本
側
（
嘉
島
〜
山
都
）

第
２
節
　
中
九
州
道
（
熊
本
〜
大
分
）　
阿
蘇
を
貫
く
　

　
　
　
　
①
阿
蘇
外
輪
山
を
貫
く
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
（
熊
本
側
）

　
　
　
　
②
竹
田
、
さ
ら
に
県
境
へ
（
大
分
・
犬
飼
〜
竹
田
）

第
３
節
　
南
九
州
道
西
回
り

　
　
　
　
①
「
三
太
郎
峠
を
抜
く
」

　
　
　
　
②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
菅
伊
佐
雄
氏

第
４
節
　
東
九
州
道
さ
ら
に
南
へ

　
　
　
　
①
「
再
び
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
へ
」

　
　
　
　
②
10
年
の
戦
い
　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
貫
通

　
　
　
　
③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
大
森
禎
敏
氏

　
　
　
　
④
大
隅
半
島
活
性
化
へ
の
道

第
５
節
　
①
西
九
州
道
北
回
り
（
松
浦
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
）

　
　
　
　
②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
蒋
宇
静
長
崎
大
教
授

　
　
　
　
③
西
九
州
道
・
唐
津
〜
伊
万
里
間

八代から鹿児島へ伸びる南九州西回り
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「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
で
末
端
肥
大
症
」

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
で
末
端
肥
大
症
」

時
間
距
離
で
見
た
九
州
の
実
像

時
間
距
離
で
見
た
九
州
の
実
像

　
北
九
州
と
宮
崎
両
市
を
結
ぶ
東
九
州
道
が
完
成
、
グ
ル
ッ
と
九
州
を
一
周
す
る
高
速
道

　
北
九
州
と
宮
崎
両
市
を
結
ぶ
東
九
州
道
が
完
成
、
グ
ル
ッ
と
九
州
を
一
周
す
る
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
。
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
高
速
道
路
は
（
以
下
、
自
動
車

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
。
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
高
速
道
路
は
（
以
下
、
自
動
車

道
と
称
す
）
九
州
の
力
を
倍
増
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
九
州
の
中
央
山
岳
部
、
半
島

道
と
称
す
）
九
州
の
力
を
倍
増
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
九
州
の
中
央
山
岳
部
、
半
島

地
区
の
自
動
車
道
建
設
は
現
在
進
行
中
だ
。
都
市
集
中
が
進
む
中
で
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
内

地
区
の
自
動
車
道
建
設
は
現
在
進
行
中
だ
。
都
市
集
中
が
進
む
中
で
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
柱
と
な
る
こ
れ
ら
の
高
速
道
路
は
「
地
方
創
生
」
の
動
脈
と
な

の
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
柱
と
な
る
こ
れ
ら
の
高
速
道
路
は
「
地
方
創
生
」
の
動
脈
と
な

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
場
は
厳
し
い
地
形
と
特
殊
土
壌
―
地
す
べ
り
地
帯
、
阿
蘇
噴
出

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
場
は
厳
し
い
地
形
と
特
殊
土
壌
―
地
す
べ
り
地
帯
、
阿
蘇
噴
出

地
層
、
シ
ラ
ス
、
日
南
層
群
な
ど
と
の
厳
し
い
戦
い
が
続
い
て
い
る
。

地
層
、
シ
ラ
ス
、
日
南
層
群
な
ど
と
の
厳
し
い
戦
い
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
北
九
州
〜
宮
崎
市
を
直
結
し
た
東
九
州
道
の
開
通
で
、
自
動
車
道
の
都
市
間
ネ
ッ
ト

　
北
九
州
〜
宮
崎
市
を
直
結
し
た
東
九
州
道
の
開
通
で
、
自
動
車
道
の
都
市
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
た
九
州
だ
が
、
時
間
距
離
で
九
州
を
描
い
て
み
る
と
、「
お
腹
が
突

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
た
九
州
だ
が
、
時
間
距
離
で
九
州
を
描
い
て
み
る
と
、「
お
腹
が
突

き
出
た
手
足
が
異
常
に
大
き
い
」
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
で
末
端
肥
大
症
の
実
像
が
浮
か
び
上

き
出
た
手
足
が
異
常
に
大
き
い
」
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
で
末
端
肥
大
症
の
実
像
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

　
お
腹
が
突
き
出
て
い
る
の
は
、
九
州
中
央
道
や
中
九
州
道
の
整
備
の
遅
れ
で
あ
り
、
足

　
お
腹
が
突
き
出
て
い
る
の
は
、
九
州
中
央
道
や
中
九
州
道
の
整
備
の
遅
れ
で
あ
り
、
足

の
肥
大
は
東
九
州
道
宮
崎
・
清
武
Ｉ
Ｃ
か
ら
志
布
志
〜
鹿
屋
へ
の
延
伸
と
南
九
州
道
西
回

の
肥
大
は
東
九
州
道
宮
崎
・
清
武
Ｉ
Ｃ
か
ら
志
布
志
〜
鹿
屋
へ
の
延
伸
と
南
九
州
道
西
回

り
、
手
が
長
い
の
は
西
九
州
道
（
北
回
り
）
の
整
備
の
遅
れ
か
ら
「
発
症
」
し
て
い
る
。

り
、
手
が
長
い
の
は
西
九
州
道
（
北
回
り
）
の
整
備
の
遅
れ
か
ら
「
発
症
」
し
て
い
る
。

　
時
間
距
離
か
ら
浮
か
び
上
が
る
九
州
が
異
形
な
だ
け
で
は
な
い
。「
九
州
の
実
像
」
は
、

　
時
間
距
離
か
ら
浮
か
び
上
が
る
九
州
が
異
形
な
だ
け
で
は
な
い
。「
九
州
の
実
像
」
は
、

地
図
上
、
拡
大
し
た
地
域
の
過
疎
化
、
経
済
社
会
の
衰
頽
の
実
像
で
も
あ
る
。
若
い
人
々

地
図
上
、
拡
大
し
た
地
域
の
過
疎
化
、
経
済
社
会
の
衰
頽
の
実
像
で
も
あ
る
。
若
い
人
々

の
人
口
流
失
、
残
っ
た
住
民
の
高
齢
化
、
そ
れ
は
地
域
社
会
を
疲
弊
さ
せ
る
。
例
え
ば
鹿

の
人
口
流
失
、
残
っ
た
住
民
の
高
齢
化
、
そ
れ
は
地
域
社
会
を
疲
弊
さ
せ
る
。
例
え
ば
鹿

児
島
県
・
北
薩
の
国
道
３
号
沿
い
商
店
街
は
軒
並
み
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
店

児
島
県
・
北
薩
の
国
道
３
号
沿
い
商
店
街
は
軒
並
み
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
店

が
多
い
。
九
州
の
南
、
西
九
州
、
中
央
地
方
も
同
じ
だ
。

が
多
い
。
九
州
の
南
、
西
九
州
、
中
央
地
方
も
同
じ
だ
。

　
自
動
車
道
で
あ
る
「
５
つ
の
道
」
が
整
備
さ
れ
、
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
、
こ
う

　
自
動
車
道
で
あ
る
「
５
つ
の
道
」
が
整
備
さ
れ
、
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
、
こ
う

し
た
社
会
的
な
病
い
が
た
だ
ち
に
治
癒
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
効
能
は
大
き
い
。
地
域

し
た
社
会
的
な
病
い
が
た
だ
ち
に
治
癒
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
効
能
は
大
き
い
。
地
域

経
済
に
と
っ
て
、
物
流
は
発
展
の
〝
鍵
〞
で
あ
り
、
こ
の
５
本
の
自
動
車
道
の
整
備
は
九

経
済
に
と
っ
て
、
物
流
は
発
展
の
〝
鍵
〞
で
あ
り
、
こ
の
５
本
の
自
動
車
道
の
整
備
は
九

州
全
体
に
「
新
し
い
頁
」
を
開
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
南
九
州
・
都
城
〜
大
隅
半
島
で

州
全
体
に
「
新
し
い
頁
」
を
開
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
南
九
州
・
都
城
〜
大
隅
半
島
で

は
牛
、
豚
、
鶏
な
ど
畜
産
品
産
出
額
が
全
国
ベ
ス
ト

は
牛
、
豚
、
鶏
な
ど
畜
産
品
産
出
額
が
全
国
ベ
ス
ト
10
に
入
る
市
町
村
が
集
中
し
て
い

る
。
志
布
志
港
は
外
国
産
飼
料
の
輸
入
基
地
で
あ
り
、
こ
の
食
糧
基
地
が
東
九
州
道
、
九

る
。
志
布
志
港
は
外
国
産
飼
料
の
輸
入
基
地
で
あ
り
、
こ
の
食
糧
基
地
が
東
九
州
道
、
九

州
道
に
つ
な
が
っ
て
、
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
福
岡
、
関
西
、
東
京
な
ど
大
消
費

州
道
に
つ
な
が
っ
て
、
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
福
岡
、
関
西
、
東
京
な
ど
大
消
費

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
産
業
の
一
層
の
活
性

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
産
業
の
一
層
の
活
性

化
、
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

化
、
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

５
本
の
自
動
車
道
―
整
備
進
行
中

　
５
つ
の
自
動
車
道
の
整
備
は
国
が
直
接
工

　
５
つ
の
自
動
車
道
の
整
備
は
国
が
直
接
工

事
を
行
う
「
新
直
轄
方
式
」
で
進
ん
で
は

事
を
行
う
「
新
直
轄
方
式
」
で
進
ん
で
は

い
る
が
、
難
問
は
多
い
。
特
に
、
地
質
が
厳

い
る
が
、
難
問
は
多
い
。
特
に
、
地
質
が
厳

し
い
。
東
九
州
道
の
清
武
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
南
へ

し
い
。
東
九
州
道
の
清
武
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
南
へ

の
延
伸
は
日
南
層
群
に
悩
ま
さ
れ
、
異
例
の

の
延
伸
は
日
南
層
群
に
悩
ま
さ
れ
、
異
例
の

ル
ー
ト
変
更
を
強
い
ら
れ
た
。
南
に
下
る
と

ル
ー
ト
変
更
を
強
い
ら
れ
た
。
南
に
下
る
と

シ
ラ
ス
と
の
闘
い
。
西
九
州
道(

北
回
り

北
回
り)

は

北
松
地
す
べ
り
地
帯
と
格
闘
し
て
い
る
。
地

北
松
地
す
べ
り
地
帯
と
格
闘
し
て
い
る
。
地

形
も
険
し
い
。
南
九
州
道
西
回
り
は
「
三
太

形
も
険
し
い
。
南
九
州
道
西
回
り
は
「
三
太

郎
峠
」
を
よ
う
や
く
貫
通
し
た
。
九
州
の
東

郎
峠
」
を
よ
う
や
く
貫
通
し
た
。
九
州
の
東

西
を
結
ぶ
中
九
州
道
と
九
州
中
央
道
は
阿
蘇

西
を
結
ぶ
中
九
州
道
と
九
州
中
央
道
は
阿
蘇

噴
出
の
特
殊
な
土
石
・
岩
層
、
そ
の
崩
れ
や

噴
出
の
特
殊
な
土
石
・
岩
層
、
そ
の
崩
れ
や

す
さ
か
ら
地
震
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
に
直

す
さ
か
ら
地
震
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
に
直

面
し
、
九
州
山
地
の
壁
を
破
ら
な
け
れ
ば
な

面
し
、
九
州
山
地
の
壁
を
破
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
在
進
行
中
の
各
自
動
車
道
の
工

ら
な
い
。
現
在
進
行
中
の
各
自
動
車
道
の
工

事
現
場
を
見
た
。

中央道＝工事中の高架橋

交通の要衝となるインターチェンジ

竹田市役所前に中九州道の
早期完成の看板
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堅
い
岩
盤
穿
ち
、
空
洞
を
持
つ
岩
層
の
ト

ン
ネ
ル

　
九
州
を
宮
崎
県
・
延
岡
か
ら
熊
本
へ
横

断
す
る
国
道
２
１
８
号
（
総
延
長
１
４
６

㎞
）
は
、
九
州
山
地
か
ら
流
れ
下
る
清

流
と
ア
ユ
で
名
髙
い
五
ヶ
瀬
川
（
延
長

１
０
６
㎞
）
沿
い
を
走
り
、
九
州
山
地
を

横
断
、
熊
本
県
境
越
え
、
阿
蘇
外
輪
山
の

山
麓
か
ら
有
明
海
に
注
ぐ
緑
川
（
延
長
76

㎞
ｍ
）
沿
い
に
熊
本
・
松
橋
方
面
に
西
下

す
る
。
こ
の
間
、
国
道
２
１
８
号
の
改
築

は
中
央
構
造
線
、
仏
像
構
造
線
な
ど
の
大

断
層
を
突
破
、
複
雑
な
岩
層
を
貫
い
て
ト

ン
ネ
ル
が
掘
削
さ
れ
、
深
い
渓
谷
に
長
大

橋
を
架
け
る
な
ど
、
困
難
な
工
事
が
進
め

ら
れ
た
。
旧
道
は
「
酷
道
、
険
道
、
死
道
」

と
地
元
紙
が
ヤ
ユ
す
る
ほ
ど
で
、
国
道
改

築
・
バ
イ
パ
ス
整
備
は
大
き
な
課
題
だ
っ

た
。
現
在
、
建
設
中
の
同
国
道
に
並
走
す

る
国
幹
道
・
九
州
中
央
道
（
総
延
長
95
㎞
）

の
工
事
も
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
中
央

道
建
設
は
熊
本
、
宮
崎
県

側
共
に
阿
蘇
噴
出
岩
、
石

灰
岩
な
ど
手
ご
わ
い
地
層

に
苦
闘
し
て
い
る
。
そ
の

難
し
さ
は
今
後
も
続
く
だ

ろ
う
。

地
方
創
生
の
切
り
札

　
国
道
２
１
８
号
の
改
築

は
、
宮
崎
県
北
・
五
ヶ
瀬

川
沿
い
の
「
日
之
影
町
」「
高
千
穂
町
」

「
五
ヶ
瀬
町
」
な
ど
中
山
間
地
の
自
治
体

に
光
を
射
し
込
ま
せ
た
。
東
九
州
道
の
開

通
は
北
九
州
、
南
九
州
、
さ
ら
に
は
四
国

方
面
か
ら
の
高
千
穂
峡
「
神
話
の
国
」
へ

の
観
光
客
を
大
幅
に
増
や
し
た
。
高
速
道

路
の
整
備
が
い
か
に
地
域
の
活
性
化
を
進

め
る
か
実
感
さ
せ
て
い
る
。
長
く
高
速
道

路
の
整
備
を
待
ち
続
け
た
拠
点
都
市
・
延

岡
市
は
東
九
州
道
に
加
え
新
た
に
九
州
中

央
道
の
整
備
が
進
め
ば
、
二
つ
の
高
速
道

路
が
交
差
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
持
つ
「
交
通
の
要

衝
・
扇
の
要
」
に
変
身
し
て
ゆ
く
。

　
九
州
中
央
道
の
全
延
長
95
㎞
の
う
ち
、

宮
崎
県
側
（
51
㎞
）
は
現
在
、延
岡
Ｉ
Ｃ
・

Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
蔵
田
Ｉ
Ｃ
（
延
岡
北
方
）
ま
で

の
北
方
延
岡
道
路
（
13
・
１
㎞
）
が
平
成

27
年
４
月
供
用
さ
れ
、
大
幅
な
時
間
短
縮

を
実
現
し
て
い
る
。
延
岡
Ｉ
Ｃ
・
Ｊ
Ｃ
Ｔ

周
辺
は
複
合
産
業
団
地
「
ク
レ
ア
パ
ー
ク

延
岡
」
と
し
て
造
成
さ
れ
て
い
る
。
東
九

州
道
と
九
州
中
央
道
が
ク
ロ
ス
す
る
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
を
活
用
す
る
も

の
で
、
五
ヶ
瀬
川
沿
い
の
丘
陵
地
を
開
発

造
成
、す
で
に
学
術
ゾ
ー
ン
に
は
大
学
が
、

工
業
団
地
ゾ
ー
ン
に
も
企
業
が
進
出
し
て

い
る
。
延
岡
植
物
園
も
開
園
し
た
。「
延

岡
市
は
東
九
州
道
と
中
央
道
が
ク
ロ
ス
す

る
九
州
の
〝
扇
の
要
〞
に
な
る
﹂︵
杉
本

延
岡
市
副
市
長
＝
当
時
︶。

第1節 九州横断の道①
―九州中央自動車道―　（延岡～熊本95㎞）

宮崎県側（延岡～五ヶ瀬51㎞）

鳥栖IC

九
州
自
動
車
道

東
九
州
道

九州横断道
大分県

熊本県

九州
中
央
道

県境

宮崎県

中九州　横断道　120km

五ヶ瀬川を遡り、九州山地を貫く
宮崎・延岡ＪＣＴから熊本県境へ

宿願の東九州道と中央道のクロス地点・
延岡市の発展を語る杉本副市長
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堅
い
岩
盤
穿
ち
、
空
洞
を
持
つ
岩
層
の
ト

ン
ネ
ル

　
九
州
を
宮
崎
県
・
延
岡
か
ら
熊
本
へ
横

断
す
る
国
道
２
１
８
号
（
総
延
長
１
４
６

㎞
）
は
、
九
州
山
地
か
ら
流
れ
下
る
清

流
と
ア
ユ
で
名
髙
い
五
ヶ
瀬
川
（
延
長

１
０
６
㎞
）
沿
い
を
走
り
、
九
州
山
地
を

横
断
、
熊
本
県
境
越
え
、
阿
蘇
外
輪
山
の

山
麓
か
ら
有
明
海
に
注
ぐ
緑
川
（
延
長
76

㎞
ｍ
）
沿
い
に
熊
本
・
松
橋
方
面
に
西
下

す
る
。
こ
の
間
、
国
道
２
１
８
号
の
改
築

は
中
央
構
造
線
、
仏
像
構
造
線
な
ど
の
大

断
層
を
突
破
、
複
雑
な
岩
層
を
貫
い
て
ト

ン
ネ
ル
が
掘
削
さ
れ
、
深
い
渓
谷
に
長
大

橋
を
架
け
る
な
ど
、
困
難
な
工
事
が
進
め

ら
れ
た
。
旧
道
は
「
酷
道
、
険
道
、
死
道
」

と
地
元
紙
が
ヤ
ユ
す
る
ほ
ど
で
、
国
道
改

築
・
バ
イ
パ
ス
整
備
は
大
き
な
課
題
だ
っ

た
。
現
在
、
建
設
中
の
同
国
道
に
並
走
す

る
国
幹
道
・
九
州
中
央
道
（
総
延
長
95
㎞
）

の
工
事
も
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
中
央

道
建
設
は
熊
本
、
宮
崎
県

側
共
に
阿
蘇
噴
出
岩
、
石

灰
岩
な
ど
手
ご
わ
い
地
層

に
苦
闘
し
て
い
る
。
そ
の

難
し
さ
は
今
後
も
続
く
だ

ろ
う
。

地
方
創
生
の
切
り
札

　
国
道
２
１
８
号
の
改
築

は
、
宮
崎
県
北
・
五
ヶ
瀬

川
沿
い
の
「
日
之
影
町
」「
高
千
穂
町
」

「
五
ヶ
瀬
町
」
な
ど
中
山
間
地
の
自
治
体

に
光
を
射
し
込
ま
せ
た
。
東
九
州
道
の
開

通
は
北
九
州
、
南
九
州
、
さ
ら
に
は
四
国

方
面
か
ら
の
高
千
穂
峡
「
神
話
の
国
」
へ

の
観
光
客
を
大
幅
に
増
や
し
た
。
高
速
道

路
の
整
備
が
い
か
に
地
域
の
活
性
化
を
進

め
る
か
実
感
さ
せ
て
い
る
。
長
く
高
速
道

路
の
整
備
を
待
ち
続
け
た
拠
点
都
市
・
延

岡
市
は
東
九
州
道
に
加
え
新
た
に
九
州
中

央
道
の
整
備
が
進
め
ば
、
二
つ
の
高
速
道

路
が
交
差
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
持
つ
「
交
通
の
要

衝
・
扇
の
要
」
に
変
身
し
て
ゆ
く
。

　
九
州
中
央
道
の
全
延
長
95
㎞
の
う
ち
、

宮
崎
県
側
（
51
㎞
）
は
現
在
、延
岡
Ｉ
Ｃ
・

Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
蔵
田
Ｉ
Ｃ
（
延
岡
北
方
）
ま
で

の
北
方
延
岡
道
路
（
13
・
１
㎞
）
が
平
成

27
年
４
月
供
用
さ
れ
、
大
幅
な
時
間
短
縮

を
実
現
し
て
い
る
。
延
岡
Ｉ
Ｃ
・
Ｊ
Ｃ
Ｔ

周
辺
は
複
合
産
業
団
地
「
ク
レ
ア
パ
ー
ク

延
岡
」
と
し
て
造
成
さ
れ
て
い
る
。
東
九

州
道
と
九
州
中
央
道
が
ク
ロ
ス
す
る
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
を
活
用
す
る
も

の
で
、
五
ヶ
瀬
川
沿
い
の
丘
陵
地
を
開
発

造
成
、す
で
に
学
術
ゾ
ー
ン
に
は
大
学
が
、

工
業
団
地
ゾ
ー
ン
に
も
企
業
が
進
出
し
て

い
る
。
延
岡
植
物
園
も
開
園
し
た
。「
延

岡
市
は
東
九
州
道
と
中
央
道
が
ク
ロ
ス
す

る
九
州
の
〝
扇
の
要
〞
に
な
る
﹂︵
杉
本

延
岡
市
副
市
長
＝
当
時
︶。

第1節 九州横断の道①
―九州中央自動車道―　（延岡～熊本95㎞）

宮崎県側（延岡～五ヶ瀬51㎞）

鳥栖IC

九
州
自
動
車
道

東
九
州
道

九州横断道
大分県

熊本県

九州
中
央
道

県境

宮崎県

中九州　横断道　120km

五ヶ瀬川を遡り、九州山地を貫く
宮崎・延岡ＪＣＴから熊本県境へ

宿願の東九州道と中央道のクロス地点・
延岡市の発展を語る杉本副市長
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歯
が
立
た
な
い
掘
削

　
国
道
２
１
８
号
の
津
花
ト
ン
ネ
ル
な
ど

九
州
山
地
の
掘
削
は
、
多
く
の
技
術
的
な

難
題
と
直
面
し
た
。
九
州
中
央
道
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
も
同
様
な
厳
し
い
条
件
の
中
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
九
州
は
大
断
層
の
中
央
構
造
線
（
臼
杵

―
八
代
構
造
線
）
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
、

１
０
０
０
ｍ
以
上
の
山
稜
が
連
な
る
九
州

山
地
は
中
央
構
造
線
の
南
側
に
位
置
し
て

い
る
。
五
ヶ
瀬
川
は
そ
の
九
州
山
地
を
割

る
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
地
層
的
に
は
河

口
の
延
岡
市
一
帯
の
四
万
十
帯
南
帯
、
同

北
帯
、
秩
父
帯
の
順
で
、
帯
状
に
高
度
を

高
め
な
が
ら
北
へ
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

層
間
に
は
、
延
岡
構
造
線
、
仏
像
構
造
線
、

そ
し
て
臼
杵
―
八
代
構
造
線
（
中
央
構
造

線
）
が
走
る
。

　
国
道
２
１
８
号
の
建
設
は
、
四
万
十
層

南
・
北
帯
と
秩
父
層
の
３
層
を
斜
断
す
る

形
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
九
州
中
央

道
が
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
岩
層
を
進
む

「
先
行
導
坑
」
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　
山
頂
近
く
に
延
び
る
秩
父
帯
は

「
チ
ャ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
非
常
に
硬
い

岩
で
、
２
㎝
か
ら
10
㎝
程
度
の
層
が
幾

重
に
も
重
な
っ
て
お
り
、
か
つ
褶
曲
し

て
い
る
。
通
常
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
は

「
歯
が
立
た
な
い
」
ほ
ど
の
難
敵
と
な
る
。

四
万
十
層
群
で
は
、
北
方
延
岡
道
路
（
中

央
道
）
の
蔵
田
第
１
ト
ン
ネ
ル
（
７
５
６

ｍ
）
の
よ
う
に
地
山
の
地
層
が
激
し
く
乱

れ
、
褶
曲
し
て
い
て
、
切
羽
断
面
が
「
ボ

ロ
ボ
ロ
」
に
崩
れ
る
た
め
補
助
工
法
が
必

要
と
な
る
一
方
で
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て

蔵
田
Ｉ
Ｃ
と
の
間
約
３
０
０
ｍ
の
岩
層
は

通
常
の
重
機
で
は
削
岩
出
来
ず
、
大
型
ブ

レ
ー
カ
ー
３
台
と
発
破
を
併
用
し
て
、
よ

う
や
く
除
去
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
同
じ
岩

層
で
あ
り
な
が
ら
、硬
軟
は
極
端
だ
っ
た
。

石
灰
岩
の
空
洞
を
持
つ
大
平
山
ト
ン
ネ
ル

　
蔵
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
之
影
町
平
底
交
差
点

ま
で
（
北
方
〜
日
之
影
）
は
、
ま
だ
調

査
区
間
。
そ
こ
か
ら
日
之
影
町
と
高
千

穂
町
の
間
の
上
野
岳
（
標
高
７
５
５
ｍ
）

の
南
側
山
地
を
抜
け
る
平
底
ト
ン
ネ
ル

（
１
６
６
５
ｍ
）
と
、
深
角
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

を
挟
ん
で
、
す
ぐ
大
平
山
（
標
高
７
１
０

ｍ
）
の
真
下
を
通
る
大
平
山
ト
ン
ネ
ル

（
２
３
０
６
ｍ
）
が
続
き
、
高
千
穂
町
へ

渡
る
雲
海
橋
近
く
に
出
る
高
千
穂
日
之
影

道
路
（
平
底
交
差
点
か
ら
末
市
交
差
点
ま

で
５
・
７
㎞
）
と
し
て
建
設
が
進
ん
で
い

る
。

　
平
成
28
年
４
月
、
貫
通
し
た
大
平
山
ト

ン
ネ
ル
は
大
平
山
の
下
を
抜
い
て
深
角
か

ら
高
千
穂
町
の
雲
海
橋
へ
繋
ぐ
。
東
西
工

区
に
分
け
て
両
側
か
ら
掘
進
し
た
。
平
成

26
年
１
月
掘
削
開
始
。
深
角
側
坑
口
か
ら

４
８
０
ｍ
地
点
に
仏
像
構
造
線
が
走
り
、

そ
こ
ま
で
は
砂
岩
頁
岩
の
互
層
だ
っ
た
も

の
が
石
灰
岩
・
チ
ャ
ー
ト
・
粘
板
岩
に
一

変
。
石
灰
岩
層
に
は
空
洞
が
相
次
ぎ
、
そ

れ
を
充
填
し
な
が
ら
の
掘
進
で
あ
っ
た
。

西
側
坑
口
（
高
千
穂
町
側
）
か
ら
東
へ
掘

進
し
て
５
か
所
の
空
洞
に
遭
遇
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
（
切
羽
）
上
部
の
空
洞
は
小
さ
く

モ
ル
タ
ル
な
ど
で
充
填
し
た
が
、
道
路
下

部
、
あ
る
い
は
側
面
で
発
見
さ
れ
た
空
洞

は
比
較
的
大
き
く
、
最
大
の
空
洞
は
モ
ル

タ
ル
、
エ
ア
モ
ル
タ
ル
な
ど
約
１
７
０
㎥

で
充
填
し
た
上
、
床
板
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

路
面
を
補
強
、
陥
没
を
防
止
す
る
手
立
て

を
講
じ
た
。

　
通
常
、
石
灰
岩
層
の
空

洞
は
水
を
た
め
込
み
、
掘

削
で
出
水
す
る
危
険
が
あ

る
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
で

は
、
幸
い
、
空
洞
か
ら
の

大
き
な
出
水
は
な
く
、
最

後
の
壁
抜
き
は
発
破
で
行

い
、
土
煙
が
収
ま
る
と
、

ポ
ッ
カ
リ
穴
が
開
き
、
明

る
く
開
け
た
。
平
成
28
年

５
月
貫
通
報
告
会
を
行
っ

た
。
平
成
30
年
度
に
は
供
用
で
き
た
。

　
一
方
、
七
曲
り
か
ら
深
角
ま
で
の
平
底

ト
ン
ネ
ル
は
四
万
十
層
が
基
盤
で
石
灰
岩

複雑な地質だった蔵田第１トンネル

九州中央道大平山トンネル深角側坑口

堅
い
岩
層
を
破
り
、
岩
戸
を
開
く

堅
い
岩
層
を
破
り
、
岩
戸
を
開
く

堅
い
岩
層
を
破
り
、
岩
戸
を
開
く

大平山トンネル坑口付近。防音対策がとられた。

－ 47 －

は
な
く
砂
層
、
頁
岩
が
中
心
で
、
亀
裂
が

多
く
み
ら
れ
る
。
気
に
な
る
の
は
ト
ン
ネ

ル
の
中
央
部
近
く
の
真
上
８
・
７
ｍ
に
用

水
用
の
ト
ン
ネ
ル（
幅
１
・
４
ｍ
、高
さ
１
・

７
ｍ
）
が
十
文
字
に
交
差
す
る
形
で
掘
ら

れ
て
お
り
、慎
重
に
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

平
底
坑
口
付
近
に
民
家
が
あ
り
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
に
伴
う
土
砂
の
仮
置
き
場
や
バ
ッ

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
な
ど
を
防
音
幕
で
囲
み

騒
音
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
山
地
の

す
そ
野
を
五
ヶ
瀬
川
は
大
き
く
迂
回
し
て

流
れ
て
お
り
、
国
道
２
１
８
号
は
そ
の
川

沿
い
を
走
っ
て
い
る
た
め
、高
速
道
路
の
、

こ
の
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
高
千
穂
日

之
影
道
路
（
５
・
７
㎞
）
の
完
成
に
よ
っ

て
、
約
３
分
の
２
の
距
離
に
短
縮
さ
れ
、

時
間
は
半
分
以
下
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

激
し
い
蛇
行
と
深
い
渓
谷

　
五
ヶ
瀬
川
を
は
じ
め
、
九
州
山
地
か
ら

東
へ
、
宮
崎
平
野
、
日
向
灘
に
流
れ
下
る

川
は
激
し
く
蛇
行
し
て
い
る
。
蛇
行
は
佐

賀
平
野
の
六
角
川
な
ど
平
野
部
を
流
れ

る
河
川
に
多
い
が
、
九
州
の
屋
根
と
も

呼
ば
れ
る
九
州
山
地
・
向
坂
山
（
標
高

１
６
８
４
ｍ
）
な
ど
高
峰
を
源
流
と
す
る

五
ヶ
瀬
川
は
熊
本
県
境
か
ら
、宮
崎
県
へ
、

蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
、
深
い
Ｖ
字
形
の
渓

谷
を
造
っ
て
い
る
。

　
川
の
流
れ
が
蛇
行
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
地
帯
が
太
古
、
平
坦
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

70
万
年
か
ら
13
万

年
前
（
前
期
更
新

世
）
に
平
坦
地
だ
っ

た
地
帯
が
太
平
洋

の
プ
レ
ー
ト
に
押
さ
れ
て
隆
起
を
始
め
、

五
ヶ
瀬
川
上
流
で
５
０
０
ｍ
か
ら
６
０
０

ｍ
の
高
さ
ま
で
隆
起
、
山
地
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
続
く
国
見
岳
な
ど
へ
の
山
々
は

１
０
０
０
ｍ
を
は
る
か
に
越
え
「
九
州
の

屋
根
」
に
ふ
さ
わ
し
い
標
高
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
隆
起
後
も
、
川
の
流
れ
は

平
坦
地
時
代
と
変
わ
ら
ず
蛇
行
し
て
い

て
、
川
底
の
浸
食
作
用
が
続
き
、
曲
線
の

多
い
流
れ
と
、
山
を
削
り
、
深
い
谷
を
持

つ
川
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
約
９
万
年
前
ま
で
の
、
４
次
に
わ
た
る

阿
蘇
の
大
噴
火
で
、
そ
れ
ら
の
渓
谷
は
火

砕
流
堆
積
物
（
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
）
で
次

第
に
埋
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
川
底
の
浸
食

が
続
き
、
今
日
の
深
い
渓
谷
と
蛇
行
の
多

い
姿
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
様
子
は
高
千
穂
峡
に
現
れ
て
い
る
。
阿

蘇
噴
出
の
溶
結
凝
灰
岩
が
収
縮
時
、
ま
る

で
石
の
柱
の
よ
う
に
割
れ
る
柱
状
節
理
で

深
い
岩
壁
を
造
り
、
激
流
に
よ
る
浸
食
で

さ
ら
に
深
く
岩
の
谷
が
掘
り
下
げ
ら
れ
、

高
さ
１
０
０
ｍ
も
の
垂
直
な
崖
が
連
続
す

る
美
し
い
渓
谷
美
を
形
成
し
て
い
る
。

　
国
道
２
１
８
号
は
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を
走

る
た
め
、
曲
線
の
多
い
ル
ー
ト
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
九
州
中
央
道
は
川
沿

い
の
険
し
い
山
地
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
け
、

出
来
る
だ
け
距
離
の
短
縮
を
図
っ
て
い

る
。

　
雲
海
橋
か
ら
高
千
穂
峡
、
さ
ら
に
五
ヶ

瀬
町
の
熊
本
県
境
ま
で
は
、
基
本
計
画
の

段
階
で
，桝
形
山
（
９
８
２
ｍ
）
の
北
ル
ー

ト
と
南
ル
ー
ト
と
現
在
の
国
道
２
１
８
号

改
築
の
３
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
直
轄

工
事
で
行
っ
た
津
花
ト
ン
ネ
ル
（
国
道

２
１
８
号
、
長
さ
９
４
７
ｍ
、
五
ヶ
瀬
町
）

は
脆
い
岩
盤
と
湧
水
に
悩
ま
さ
れ
、
着
工

か
ら
開
通
（
昭
和
48
年
）
ま
で
11
年
を
要

し
た
。
中
央
構
造
線
と
仏
像
構
造
線
に
挟

ま
れ
た
秩
父
層
だ
が
、
地
質
変
動
を
激
し

く
受
け
て
お
り
、
破
砕
帯
が
次
々
に
現
れ

深角IC

至
高
千
穂
町

大平山トンネル
（2303ｍ）

平底トンネル

五ヶ瀬川

（1665ｍ） 至
延
岡
市波

瀬
橋

雲
海
橋

218

九州中央道大平山トンネル
坑口付近の工事現場

大平山トンネル開通。

津
花
峠
を
貫
く〝
新
ト
ン
ネ
ル
〞へ

津
花
峠
を
貫
く〝
新
ト
ン
ネ
ル
〞へ

津
花
峠
を
貫
く〝
新
ト
ン
ネ
ル
〞へ
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は
な
く
砂
層
、
頁
岩
が
中
心
で
、
亀
裂
が

多
く
み
ら
れ
る
。
気
に
な
る
の
は
ト
ン
ネ

ル
の
中
央
部
近
く
の
真
上
８
・
７
ｍ
に
用

水
用
の
ト
ン
ネ
ル（
幅
１
・
４
ｍ
、高
さ
１
・

７
ｍ
）
が
十
文
字
に
交
差
す
る
形
で
掘
ら

れ
て
お
り
、慎
重
に
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

平
底
坑
口
付
近
に
民
家
が
あ
り
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
に
伴
う
土
砂
の
仮
置
き
場
や
バ
ッ

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
な
ど
を
防
音
幕
で
囲
み

騒
音
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
山
地
の

す
そ
野
を
五
ヶ
瀬
川
は
大
き
く
迂
回
し
て

流
れ
て
お
り
、
国
道
２
１
８
号
は
そ
の
川

沿
い
を
走
っ
て
い
る
た
め
、高
速
道
路
の
、

こ
の
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
高
千
穂
日

之
影
道
路
（
５
・
７
㎞
）
の
完
成
に
よ
っ

て
、
約
３
分
の
２
の
距
離
に
短
縮
さ
れ
、

時
間
は
半
分
以
下
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

激
し
い
蛇
行
と
深
い
渓
谷

　
五
ヶ
瀬
川
を
は
じ
め
、
九
州
山
地
か
ら

東
へ
、
宮
崎
平
野
、
日
向
灘
に
流
れ
下
る

川
は
激
し
く
蛇
行
し
て
い
る
。
蛇
行
は
佐

賀
平
野
の
六
角
川
な
ど
平
野
部
を
流
れ

る
河
川
に
多
い
が
、
九
州
の
屋
根
と
も

呼
ば
れ
る
九
州
山
地
・
向
坂
山
（
標
高

１
６
８
４
ｍ
）
な
ど
高
峰
を
源
流
と
す
る

五
ヶ
瀬
川
は
熊
本
県
境
か
ら
、宮
崎
県
へ
、

蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
、
深
い
Ｖ
字
形
の
渓

谷
を
造
っ
て
い
る
。

　
川
の
流
れ
が
蛇
行
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
地
帯
が
太
古
、
平
坦
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

70
万
年
か
ら
13
万

年
前
（
前
期
更
新

世
）
に
平
坦
地
だ
っ

た
地
帯
が
太
平
洋

の
プ
レ
ー
ト
に
押
さ
れ
て
隆
起
を
始
め
、

五
ヶ
瀬
川
上
流
で
５
０
０
ｍ
か
ら
６
０
０

ｍ
の
高
さ
ま
で
隆
起
、
山
地
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
続
く
国
見
岳
な
ど
へ
の
山
々
は

１
０
０
０
ｍ
を
は
る
か
に
越
え
「
九
州
の

屋
根
」
に
ふ
さ
わ
し
い
標
高
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
隆
起
後
も
、
川
の
流
れ
は

平
坦
地
時
代
と
変
わ
ら
ず
蛇
行
し
て
い

て
、
川
底
の
浸
食
作
用
が
続
き
、
曲
線
の

多
い
流
れ
と
、
山
を
削
り
、
深
い
谷
を
持

つ
川
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
約
９
万
年
前
ま
で
の
、
４
次
に
わ
た
る

阿
蘇
の
大
噴
火
で
、
そ
れ
ら
の
渓
谷
は
火

砕
流
堆
積
物
（
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
）
で
次

第
に
埋
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
川
底
の
浸
食

が
続
き
、
今
日
の
深
い
渓
谷
と
蛇
行
の
多

い
姿
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
様
子
は
高
千
穂
峡
に
現
れ
て
い
る
。
阿

蘇
噴
出
の
溶
結
凝
灰
岩
が
収
縮
時
、
ま
る

で
石
の
柱
の
よ
う
に
割
れ
る
柱
状
節
理
で

深
い
岩
壁
を
造
り
、
激
流
に
よ
る
浸
食
で

さ
ら
に
深
く
岩
の
谷
が
掘
り
下
げ
ら
れ
、

高
さ
１
０
０
ｍ
も
の
垂
直
な
崖
が
連
続
す

る
美
し
い
渓
谷
美
を
形
成
し
て
い
る
。

　
国
道
２
１
８
号
は
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を
走

る
た
め
、
曲
線
の
多
い
ル
ー
ト
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
九
州
中
央
道
は
川
沿

い
の
険
し
い
山
地
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
け
、

出
来
る
だ
け
距
離
の
短
縮
を
図
っ
て
い

る
。

　
雲
海
橋
か
ら
高
千
穂
峡
、
さ
ら
に
五
ヶ

瀬
町
の
熊
本
県
境
ま
で
は
、
基
本
計
画
の

段
階
で
，桝
形
山
（
９
８
２
ｍ
）
の
北
ル
ー

ト
と
南
ル
ー
ト
と
現
在
の
国
道
２
１
８
号

改
築
の
３
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
直
轄

工
事
で
行
っ
た
津
花
ト
ン
ネ
ル
（
国
道

２
１
８
号
、
長
さ
９
４
７
ｍ
、
五
ヶ
瀬
町
）

は
脆
い
岩
盤
と
湧
水
に
悩
ま
さ
れ
、
着
工

か
ら
開
通
（
昭
和
48
年
）
ま
で
11
年
を
要

し
た
。
中
央
構
造
線
と
仏
像
構
造
線
に
挟

ま
れ
た
秩
父
層
だ
が
、
地
質
変
動
を
激
し

く
受
け
て
お
り
、
破
砕
帯
が
次
々
に
現
れ

深角IC

至
高
千
穂
町

大平山トンネル
（2303ｍ）

平底トンネル

五ヶ瀬川

（1665ｍ） 至
延
岡
市波

瀬
橋

雲
海
橋

218

九州中央道大平山トンネル
坑口付近の工事現場

大平山トンネル開通。

津
花
峠
を
貫
く〝
新
ト
ン
ネ
ル
〞へ

津
花
峠
を
貫
く〝
新
ト
ン
ネ
ル
〞へ

津
花
峠
を
貫
く〝
新
ト
ン
ネ
ル
〞へ
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た
。
津
花
峠
（
標
高
６
８
０
ｍ
）
を
超
え

る
旧
道
は
し
ば
し
ば
土
砂
崩
れ
、
積
雪
・

結
氷
で
通
行
が
遮
断
さ
れ
「
陸
の
孤
島
」

と
な
っ
て
き
た
。
津
花
ト
ン
ネ
ル
の
完
成

で
「
よ
う
や
く
〝
岩
戸
〞
が
開
い
た
」
の

で
あ
る
。
地
域
住
民
の
喜
び

は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
津
花
ト
ン
ネ
ル
に
至

る
ま
で
は
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー

ブ
を
登
り
、
冬
季
は
降
雪

な
ど
「
難
所
」
と
し
て
残
っ

て
い
る
。

中
央
道
は
高
千
穂
〜
五
ヶ

瀬
町
か
ら
熊
本
県
境
へ
向

け
て
、
国
道
２
１
８
号
と
ほ

ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
約
20
㎞

進
む
が
、
難
関
の
津
花
峠
の

自
動
車
道
の
新
ト
ン
ネ
ル

は
国
道
ト
ン
ネ
ル
に
比
べ

て
「
か
な
り
低
い
位
置
」
で
の
掘
削
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

最
大
の
難
関
区
間
の
事
業
化
が
決
定

　
平
成
30
年
３
月
、
九
州
中
央
道
の
最

難
関
区
間
で
あ
る
五
ヶ
瀬
東
Ｉ
Ｃ
〜
高

千
穂
Ｉ
Ｃ
間
（
９
・
２
㎞
）
が
事
業
化

(

約
４
９
０
億
円
）
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
国

道
２
１
８
号
の
津
花
ト
ン
ネ
ル
（
延
長

９
４
７
ｍ
）
を
通
っ
て
熊
本
県
境
に
向
か

う
路
線
だ
が
、
津
花
ト
ン
ネ
ル
へ
の
道
路

は
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
連
続
で
、
急
カ
ー

ブ
47
カ
所
、急
こ
う
配
40
カ
所（
７
〜
６
％

勾
配
も
含
む
）
を
数
え
る
九
州
の
国
道
の

中
で
も
「
走
り
に
く
さ
」
に
お
い
て
指
折

り
だ
っ
た
。

　
熊
本
地
震
（
平
成
28
年
７
月
）
で
国
道

57
号
が
寸
断
さ
れ
た
の
に
対
し
、
国
道

２
１
８
号
は
熊
本
都
市
圏
へ
の
救
援
道
路

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の

時
も
巨
大
な
石
が
道
路
に
落
石
し
た
が
、

幸
い
、
片
側
が
通
行
可
能
だ
っ
た
た
め
宮

崎
県
側
か
ら
の
救
援
物
資
運
搬
が
可
能

だ
っ
た
。
逆
に
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
熊
本
側
か
ら
宮
崎
方
面
に
救
援

道
路
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
化
が
決
定
し
た
。

４
本
の
ト
ン
ネ
ル
と
９
本
の
橋

　
九
州
中
央
道
で
新
し
く
建
設
さ
れ
る

「
新
津
花
ト
ン
ネ
ル
」
は
延
長
２
４
３
０

ｍ
で
現
ト
ン
ネ
ル
の
２
・
５
倍
。
こ
の
ほ

か
３
本
の
ト
ン
ネ
ル
と
９
本
の
橋
梁
が
建

設
さ
れ
、
難
所
を
自
動
車
道
で
越
え
て
行

く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

発
生
時
、
救
援
に
向
か
う
「
東
進
計
画
」

の
重
要
ル
ー
ト
（
緊
急
輸
送
道
路
第
１
次

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
九
州
中
央
道
・
五
カ
瀬
高
千
穂
道
路
が

完
成
す
れ
ば
、
現
在
の
２
１
８
号
の
線
形

が
厳
し
い
60
カ
所
、
防
災
点
検
要
対
策
の

５
カ
所
が
解
消
さ
れ
、
一
新
す
る
。

　
４
月
４
日
、
五
ヶ
瀬
町
、
高
千
穂
町
日

之
影
町
の
３
町
長
が
出
席
し
て
起
工
式
が国道218号に落石（熊本地震） 鉄道駅に代わる蔵田IC付近「北方よっちみろ屋」道の駅

難関だった津花トンネル（国道218号）

九州中央道　高千穂～五ヶ瀬間　着工式

中央道の熊本側〝増木本線〞
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行
わ
れ
喜
び
に
沸
い
た
。
五
ヶ
瀬
町
に
は

ス
キ
ー
場
を
は
じ
め
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
の

観
光
施
設
が
あ
り
、
年
間
１
６
２
万
人
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
高
千
穂
峡
な
ど
と
結

ん
で
、
入
り
込
み
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ

高
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
大
き
く

改
善
さ
れ
る
。

台
風
・
豪
雨
被
害
―
防
災
の
た
め
に

　
こ
の
地
域
は
、
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど

激
し
い
災
害
に
も
襲
わ
れ
る
。
特
に
五
ヶ

瀬
川
の
洪
水
被
害
は
、
平
成
５
年
、
同
９

年
、
16
年
と
続
き
、
同
17
年
９
月
・
台
風

14
号
よ
る
豪
雨
は
戦
後
最
多
の
雨
量
で
、

延
岡
市
内
で
越
水
、
約
１
７
０
０
戸
に
浸

水
し
た
。
Ｊ
Ｒ
高
千
穂
線
は
採
算
面
か
ら

維
持
困
難
と
さ
れ
地
元
中
心
の
第
３
セ
ク

タ
ー
運
営
と
な
っ
て
い
た
が
、
台
風
14
号

の
来
襲
で
い
た
る
と
こ
ろ
、
線
路
、
鉄
橋

が
土
砂
崩
れ
に
埋
ま
り
、
あ
る
い
は
流
失

し
て
寸
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
復
旧
予
算

の
め
ど
は
立
た
ず
「
廃
線
」（
平
成
20
年
）

に
追
い
込
ま
れ
た
。

　
高
千
穂
線
廃
線
に
よ
っ
て
、
国
道

２
１
８
号
だ
け
が
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て

唯
一
の
交
通
手
段
と
な
り
、災
害
に
強
い
、

よ
り
堅
固
な
中
央
道
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
五
ヶ
瀬
川
堤
防
も
、
国
道

２
１
８
号
も
台
風
襲
来
に
大
き
な
傷
を
負

う
こ
と
に
な
っ
た
。
２
か
月
後
、
平
成
17

年
11
月
、
激
甚
特
別
対
策
事
業
が
始
ま
り

６
年
間
に
渡
り
２
０
０
億
円
を
か
け
て
、

河
川
改
修
―
合
流
に
よ
る
水
位
上
昇
を
抑

え
る
た
め
「
隔
流
堤
」
の
建
設
、
河
床
掘

削
な
ど
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え

　
宮
崎
県
は
災
害
県
で
あ
る
。
年
間
被
害

額
は
、
県
内
総
生
産
額
の
３
％
を
超
え
、

そ
の
比
率
は
九
州
１
、
県
民
生
活
に
深
い

打
撃
を
与
え
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
に
よ

る
大
地
震
、
津
波
も
想
定
さ
れ
る
。
不
幸

に
も
、
大
災
害
が
発
生
し
た
時
、
緊
急
に

現
地
支
援
要
請
を
行
う
陸
上
自
衛
隊
は
熊

本
な
ど
西
九
州
側
か
ら
駆
け
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局

は
「
東
進
計
画
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、

熊
本
地
震
で
基
幹
の
国
道
57
号
が
寸
断
さ

れ
東
西
が
繋
が
ら
な
い
苦
い
経
験
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
九
州
を
横
断
す
る
国

道
２
１
８
号
の
防
災
力
強
化
に
加
え
、
九

州
中
央
自
動
車
道
の
早
期
整
備
が
強
く
望

ま
れ
て
い
る
。

高
千
穂
線
、
再
生
か
な
わ
ず
廃
線
に

高
千
穂
線
、
再
生
か
な
わ
ず
廃
線
に

　
東
海
―
四
国
―
九
州
な
ど
太
平
洋
沖

の
「
南
海
ト
ラ
フ
」
で
フ
リ
ッ
ピ
ン
・

プ
レ
ー
ト
が
潜
り
込
み
、
巨
大
地
震
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
は
、
30

年
以
内
に
70
〜
80
％
と
見
ら

れ
る
。
九
州
で
は
大
分
、
宮

崎
両
県
を
中
心
に
地
震
と
押

し
寄
せ
る
大
津
波
に
よ
っ
て
、

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
震
度
６
〜
７
，
津
波

は
高
さ
10
ｍ
を
越
え
る
。
死

者
は
全
国
で
32
万
人
、
九
州

で
は
宮
崎
県
で
４
万
２
千
人
、

大
分
県
で
１
万
７
千
人
の
ほ

か
鹿
児
島
県
、
福
岡
県
の
東

側
で
も
被
害
の
可
能
性
が
大

き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
高
速
道
路
は
東
日
本
大
震

災
で
も
避
難
す
る
高
台
、
ま

た
防
潮
堤
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
東
九
州
道
は
避
難
救
援
の
道
路

と
し
て
期
待
さ
れ
、
宮
崎
県
の
川
南
Ｐ

Ａ
は
救
援
の
拠
点
と
し
て
、
防
災
用
具

の
備
え
や
太
陽
光
に
よ
る
自
家
発
電
な

ど
の
機
能
を
備
え
、
東
九
州
道
に
登
る

避
難
階
段
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
発
生
時
の
救
援
体
制
が
重
要
だ
が
、

熊
本
地
震
で
は
、
救
援
の
基
幹
的
役
割

を
果
た
す
国
道
57
号
が
大
規
模
な
斜
面

崩
壊
な
ど
で
途
絶
、
九
州
中
央
道
、
中

九
州
道
が
未
完
成
で
、
東
九
州
か
ら
の

救
援
物
資
、
人
員
の
緊
急
輸
送
が
困
難

を
極
め
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対

策
と
し
て
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
は
「
東
進
作
戦
」
と
名
付
け
、
西
九

州
側
か
ら
東
九
州
の
被
災
地
へ
の
「
救

援
道
路
の
確
保
」
を
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
中
心
が
両
自
動
車
道
。
完

成
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
が
、

工
事
途
中
で
も
国
道
57
号
、
同

２
１
８
号
と
連
結
し
て
、
東
進

作
戦
が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
基
本
計
画
」
で
は
、
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
が
大
規
模
防
災
拠

点
に
選
定
さ
れ
、
①
救
助
・
救

急
②
医
療
③
物
資
集
配
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

南海トラフ巨大地震と
「東進作戦道路」

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
基
幹
的
な
役
割
を
担
う

九
州
中
央
道
の
建
設
促
進
大
会
。
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行
わ
れ
喜
び
に
沸
い
た
。
五
ヶ
瀬
町
に
は

ス
キ
ー
場
を
は
じ
め
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
の

観
光
施
設
が
あ
り
、
年
間
１
６
２
万
人
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
高
千
穂
峡
な
ど
と
結

ん
で
、
入
り
込
み
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ

高
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
大
き
く

改
善
さ
れ
る
。

台
風
・
豪
雨
被
害
―
防
災
の
た
め
に

　
こ
の
地
域
は
、
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど

激
し
い
災
害
に
も
襲
わ
れ
る
。
特
に
五
ヶ

瀬
川
の
洪
水
被
害
は
、
平
成
５
年
、
同
９

年
、
16
年
と
続
き
、
同
17
年
９
月
・
台
風

14
号
よ
る
豪
雨
は
戦
後
最
多
の
雨
量
で
、

延
岡
市
内
で
越
水
、
約
１
７
０
０
戸
に
浸

水
し
た
。
Ｊ
Ｒ
高
千
穂
線
は
採
算
面
か
ら

維
持
困
難
と
さ
れ
地
元
中
心
の
第
３
セ
ク

タ
ー
運
営
と
な
っ
て
い
た
が
、
台
風
14
号

の
来
襲
で
い
た
る
と
こ
ろ
、
線
路
、
鉄
橋

が
土
砂
崩
れ
に
埋
ま
り
、
あ
る
い
は
流
失

し
て
寸
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
復
旧
予
算

の
め
ど
は
立
た
ず
「
廃
線
」（
平
成
20
年
）

に
追
い
込
ま
れ
た
。

　
高
千
穂
線
廃
線
に
よ
っ
て
、
国
道

２
１
８
号
だ
け
が
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て

唯
一
の
交
通
手
段
と
な
り
、災
害
に
強
い
、

よ
り
堅
固
な
中
央
道
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
五
ヶ
瀬
川
堤
防
も
、
国
道

２
１
８
号
も
台
風
襲
来
に
大
き
な
傷
を
負

う
こ
と
に
な
っ
た
。
２
か
月
後
、
平
成
17

年
11
月
、
激
甚
特
別
対
策
事
業
が
始
ま
り

６
年
間
に
渡
り
２
０
０
億
円
を
か
け
て
、

河
川
改
修
―
合
流
に
よ
る
水
位
上
昇
を
抑

え
る
た
め
「
隔
流
堤
」
の
建
設
、
河
床
掘

削
な
ど
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え

　
宮
崎
県
は
災
害
県
で
あ
る
。
年
間
被
害

額
は
、
県
内
総
生
産
額
の
３
％
を
超
え
、

そ
の
比
率
は
九
州
１
、
県
民
生
活
に
深
い

打
撃
を
与
え
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
に
よ

る
大
地
震
、
津
波
も
想
定
さ
れ
る
。
不
幸

に
も
、
大
災
害
が
発
生
し
た
時
、
緊
急
に

現
地
支
援
要
請
を
行
う
陸
上
自
衛
隊
は
熊

本
な
ど
西
九
州
側
か
ら
駆
け
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局

は
「
東
進
計
画
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、

熊
本
地
震
で
基
幹
の
国
道
57
号
が
寸
断
さ

れ
東
西
が
繋
が
ら
な
い
苦
い
経
験
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
九
州
を
横
断
す
る
国

道
２
１
８
号
の
防
災
力
強
化
に
加
え
、
九

州
中
央
自
動
車
道
の
早
期
整
備
が
強
く
望

ま
れ
て
い
る
。

高
千
穂
線
、
再
生
か
な
わ
ず
廃
線
に

高
千
穂
線
、
再
生
か
な
わ
ず
廃
線
に

　
東
海
―
四
国
―
九
州
な
ど
太
平
洋
沖

の
「
南
海
ト
ラ
フ
」
で
フ
リ
ッ
ピ
ン
・

プ
レ
ー
ト
が
潜
り
込
み
、
巨
大
地
震
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
は
、
30

年
以
内
に
70
〜
80
％
と
見
ら

れ
る
。
九
州
で
は
大
分
、
宮

崎
両
県
を
中
心
に
地
震
と
押

し
寄
せ
る
大
津
波
に
よ
っ
て
、

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
震
度
６
〜
７
，
津
波

は
高
さ
10
ｍ
を
越
え
る
。
死

者
は
全
国
で
32
万
人
、
九
州

で
は
宮
崎
県
で
４
万
２
千
人
、

大
分
県
で
１
万
７
千
人
の
ほ

か
鹿
児
島
県
、
福
岡
県
の
東

側
で
も
被
害
の
可
能
性
が
大

き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
高
速
道
路
は
東
日
本
大
震

災
で
も
避
難
す
る
高
台
、
ま

た
防
潮
堤
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
東
九
州
道
は
避
難
救
援
の
道
路

と
し
て
期
待
さ
れ
、
宮
崎
県
の
川
南
Ｐ

Ａ
は
救
援
の
拠
点
と
し
て
、
防
災
用
具

の
備
え
や
太
陽
光
に
よ
る
自
家
発
電
な

ど
の
機
能
を
備
え
、
東
九
州
道
に
登
る

避
難
階
段
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
発
生
時
の
救
援
体
制
が
重
要
だ
が
、

熊
本
地
震
で
は
、
救
援
の
基
幹
的
役
割

を
果
た
す
国
道
57
号
が
大
規
模
な
斜
面

崩
壊
な
ど
で
途
絶
、
九
州
中
央
道
、
中

九
州
道
が
未
完
成
で
、
東
九
州
か
ら
の

救
援
物
資
、
人
員
の
緊
急
輸
送
が
困
難

を
極
め
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対

策
と
し
て
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
は
「
東
進
作
戦
」
と
名
付
け
、
西
九

州
側
か
ら
東
九
州
の
被
災
地
へ
の
「
救

援
道
路
の
確
保
」
を
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
中
心
が
両
自
動
車
道
。
完

成
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
が
、

工
事
途
中
で
も
国
道
57
号
、
同

２
１
８
号
と
連
結
し
て
、
東
進

作
戦
が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
基
本
計
画
」
で
は
、
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
が
大
規
模
防
災
拠

点
に
選
定
さ
れ
、
①
救
助
・
救

急
②
医
療
③
物
資
集
配
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

南海トラフ巨大地震と
「東進作戦道路」

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
基
幹
的
な
役
割
を
担
う

九
州
中
央
道
の
建
設
促
進
大
会
。
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2016年4月に東九州道が北九州から宮崎までつながり高速道路が九州をぐるっと一周することになった。
また、九州中央道は2区間が開通し、五ヶ瀬高千穂道路が事業化され、中九州道も竹田ＩＣまで開通した。
道路とともに空路、海路を連結して、有機的な交通網の完成は、九州発展の基盤となるだろう。
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五
ヶ
瀬
川
は
北
の
祖
母
山

　
五
ヶ
瀬
川
は
北
の
祖
母
山

（
１
７
５
６
ｍ
）
傾
山
（
１
６
０
２
ｍ
）

（
１
７
５
６
ｍ
）
傾
山
（
１
６
０
２
ｍ
）

な
ど
の
山
群
と
南
の
諸
塚
山
か
ら
国
見

な
ど
の
山
群
と
南
の
諸
塚
山
か
ら
国
見

岳
（
同
１
７
３
９
ｍ
）
山
地
の
間
を
割

岳
（
同
１
７
３
９
ｍ
）
山
地
の
間
を
割

る
よ
う
に
流
れ
下
っ
て
い
る
。
源
流

る
よ
う
に
流
れ
下
っ
て
い
る
。
源
流

に
は
向
坂
山
（
１
６
８
４
ｍ
）、

に
は
向
坂
山
（
１
６
８
４
ｍ
）、

霧
立
越
え
な
ど
の
原
生
林
が
広

霧
立
越
え
な
ど
の
原
生
林
が
広

が
り
、
熊
本
・
川
辺
川
と
並
ん

が
り
、
熊
本
・
川
辺
川
と
並
ん

で
九
州
Ｎ
Ｏ
１
の
水
質
を
誇
っ

で
九
州
Ｎ
Ｏ
１
の
水
質
を
誇
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
五
ヶ
瀬
川
源
流
付

　
し
か
し
、
五
ヶ
瀬
川
源
流
付

近
の
、
宮
崎
・
熊
本
県
境
で
の

近
の
、
宮
崎
・
熊
本
県
境
で
の

九
州
山
地
は
標
高
５
０
０
ｍ

九
州
山
地
は
標
高
５
０
０
ｍ

程
度
で
比
較
的
低
く
、
九
州

程
度
で
比
較
的
低
く
、
九
州

を
横
断
す
る
国
道
２
１
８
号

を
横
断
す
る
国
道
２
１
８
号

の
建
設
は
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を

の
建
設
は
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を

上
流
に
た
ど
り
、
こ
の
深
い
谷

上
流
に
た
ど
り
、
こ
の
深
い
谷

間
と
厳
し
い
九
州
山
地
、
県
境

間
と
厳
し
い
九
州
山
地
、
県
境

を
抜
け
る
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て

を
抜
け
る
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て

い
る
。
Ｓ
字
蛇
行
を
繰
り
返
す

い
る
。
Ｓ
字
蛇
行
を
繰
り
返
す

五
ヶ
瀬
川
沿
い
ル
ー
ト
を
辿
る

五
ヶ
瀬
川
沿
い
ル
ー
ト
を
辿
る

だ
け
で
は
、
道
路
全
延
長
が
長

だ
け
で
は
、
道
路
全
延
長
が
長

く
な
る
た
め
、
渓
谷
を
橋
梁
で

く
な
る
た
め
、
渓
谷
を
橋
梁
で

渡
り
、
山
地
を
ト
ン
ネ
ル
掘
削

渡
り
、
山
地
を
ト
ン
ネ
ル
掘
削

で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
バ
イ

で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
バ
イ

パ
ス
建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

パ
ス
建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
改
築
後
の
国
道

そ
れ
で
も
、
改
築
後
の
国
道

２
１
８
号
は
延
岡
〜
御
船
間
約

２
１
８
号
は
延
岡
〜
御
船
間
約

１
４
９
㎞
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
山
奥
で
、
黙
々
と
続
い
た
建

　
山
奥
で
、
黙
々
と
続
い
た
建

設
作
業
は
着
工
以
来
、
実
に
約

設
作
業
は
着
工
以
来
、
実
に
約
40
年
の

歳
月
が
か
か
り
、
全
面
改
築
開
通
は
平

歳
月
が
か
か
り
、
全
面
改
築
開
通
は
平

成
７
年
だ
っ
た
。
現
在
、
工
事
進
行
中

成
７
年
だ
っ
た
。
現
在
、
工
事
進
行
中

の
九
州
中
央
自
動
車
道
は
さ
ら
に
直
線

の
九
州
中
央
自
動
車
道
は
さ
ら
に
直
線

化
を
進
め
、
全
長
約
95
㎞
の
予
定
だ
か

㎞
の
予
定
だ
か

ら
、
50
㎞
以
上
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

㎞
以
上
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
国
道
２
１
８
号
の
橋
梁
は
五
ヶ
瀬
川

　
国
道
２
１
８
号
の
橋
梁
は
五
ヶ
瀬
川

面
か
ら
約
１
０
０
ｍ
も
の
極
め
て
高
い

面
か
ら
約
１
０
０
ｍ
も
の
極
め
て
高
い

山
地
と
深
い
谷
に
架
橋
さ
れ
る
た
め
、

山
地
と
深
い
谷
に
架
橋
さ
れ
る
た
め
、

ス
パ
ン
が
大
き
く
取
れ
、
橋
脚

ス
パ
ン
が
大
き
く
取
れ
、
橋
脚

を
必
要
と
し
な
い
橋
の
形
式
が

を
必
要
と
し
な
い
橋
の
形
式
が

選
ば
れ
る
。
両
岸
か
ら
橋
を
吊

選
ば
れ
る
。
両
岸
か
ら
橋
を
吊

り
上
げ
る
斜
張
橋
や
吊
り
橋
、

り
上
げ
る
斜
張
橋
や
吊
り
橋
、

ア
ー
チ
橋
な
ど
「
長
大
橋
」
に

ア
ー
チ
橋
な
ど
「
長
大
橋
」
に

な
る
か
、
天
馬
大
橋
の
よ
う
に

な
る
か
、
天
馬
大
橋
の
よ
う
に

高
い
橋
脚
を
持
つ
特
別
な
橋
の

高
い
橋
脚
を
持
つ
特
別
な
橋
の

建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
高
度
の
橋
梁
技

　
こ
の
た
め
、
高
度
の
橋
梁
技

術
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
高
所

術
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
高
所

で
の
危
険
な
作
業
が
続
い
た
。

で
の
危
険
な
作
業
が
続
い
た
。

特
に
、
県
境
・
五
カ
瀬
町
か
ら

特
に
、
県
境
・
五
カ
瀬
町
か
ら

高
千
穂
町
、
さ
ら
に
日
之
影
町

高
千
穂
町
、
さ
ら
に
日
之
影
町

を
通
り
、
延
岡
市
に
向
か
う
国

を
通
り
、
延
岡
市
に
向
か
う
国

道
２
１
８
号
の
急
峻
な
山
並
み

道
２
１
８
号
の
急
峻
な
山
並
み

を
貫
き
、
北
方
（
延
岡
市
）
ま

を
貫
き
、
北
方
（
延
岡
市
）
ま

で
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
（
総
延

で
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
（
総
延

長
56
・
１
㎞
）
は
、
Ｖ
字
渓
谷

・
１
㎞
）
は
、
Ｖ
字
渓
谷

を
渡
る
長
大
橋
で
繋
い
で
お

を
渡
る
長
大
橋
で
繋
い
で
お

り
、
難
工
事
が
続
い
た
。

52
の
橋
と
11
ト
ン
ネ
ル

　
県
境
の
街
・
五
ヶ
瀬
町
か
ら

　
県
境
の
街
・
五
ヶ
瀬
町
か
ら

高
千
穂
町
ま
で
の
19
・
７
㎞
は

・
７
㎞
は

国
直
轄
で
五
ヶ
瀬
、
津
花
、
高

国
直
轄
で
五
ヶ
瀬
、
津
花
、
高

千
穂
の
三
バ
イ
パ
ス
に
工
区
を
分
け
て

千
穂
の
三
バ
イ
パ
ス
に
工
区
を
分
け
て

工
事
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
高
千
穂
町

工
事
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
高
千
穂
町

か
ら
日
之
影
町
ま
で
の
日
之
影
バ
イ
パ

か
ら
日
之
影
町
ま
で
の
日
之
影
バ
イ
パ

ス
（
28
・
６
㎞
）
さ
ら
に
椎
畑
バ
イ
パ

・
６
㎞
）
さ
ら
に
椎
畑
バ
イ
パ

ス
（
北
方
町
ま
で
７
・
８
㎞
）
は
宮
崎

ス
（
北
方
町
ま
で
７
・
８
㎞
）
は
宮
崎

県
が
担
当
し
た
。

県
が
担
当
し
た
。

　
県
境
、
五
ヶ
瀬
町
の
「
蘇
望
橋
」
に

　
県
境
、
五
ヶ
瀬
町
の
「
蘇
望
橋
」
に

　
県
境
、
五
ヶ
瀬
町
の
「
蘇
望
橋
」
に

始
ま
っ
て
、
高
千
穂
の
「
雲
海
橋
」
手

始
ま
っ
て
、
高
千
穂
の
「
雲
海
橋
」
手

始
ま
っ
て
、
高
千
穂
の
「
雲
海
橋
」
手

前
ま
で
に
大
小

前
ま
で
に
大
小
29
の
橋
梁
が
架
け
ら
れ

の
橋
梁
が
架
け
ら
れ

た
。
ほ
か
に
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
３
カ
所
、

た
。
ほ
か
に
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
３
カ
所
、

た
。
ほ
か
に
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
３
カ
所
、

平
均
し
て
約
６
０
０
ｍ
ご
と
に
構
造
物

平
均
し
て
約
６
０
０
ｍ
ご
と
に
構
造
物

平
均
し
て
約
６
０
０
ｍ
ご
と
に
構
造
物

が
必
要
だ
っ
た
。
日
之
影
バ
イ
パ
ス
で

が
必
要
だ
っ
た
。
日
之
影
バ
イ
パ
ス
で

が
必
要
だ
っ
た
。
日
之
影
バ
イ
パ
ス
で

は
1717
橋
梁
と
５
ト
ン
ネ
ル
、
椎
畑
バ
イ

橋
梁
と
５
ト
ン
ネ
ル
、
椎
畑
バ
イ

パ
ス
で
６
橋
梁
、
３
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

パ
ス
で
６
橋
梁
、
３
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

パ
ス
で
６
橋
梁
、
３
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

さ
れ
た
。
合
計

さ
れ
た
。
合
計
52
橋
梁
、11
ト
ン
ネ
ル
・

ト
ン
ネ
ル
・

隧
道
を
数
え
る
。

隧
道
を
数
え
る
。

　
こ
の
中
に
は
、
雲
海
橋
、
青
雲
橋
、

　
こ
の
中
に
は
、
雲
海
橋
、
青
雲
橋
、

　
こ
の
中
に
は
、
雲
海
橋
、
青
雲
橋
、

天
祥
大
橋
、
槇
峰
大
橋
、
干
支
大
橋
、

天
祥
大
橋
、
槇
峰
大
橋
、
干
支
大
橋
、

天
祥
大
橋
、
槇
峰
大
橋
、
干
支
大
橋
、

天
馬
大
橋
な
ど
長
大
橋
が
並
び
、名
勝
・

天
馬
大
橋
な
ど
長
大
橋
が
並
び
、名
勝
・

天
馬
大
橋
な
ど
長
大
橋
が
並
び
、名
勝
・

高
千
穂
峡
を
渡
る
高
千
穂
橋
は
深
い
渓

高
千
穂
峡
を
渡
る
高
千
穂
橋
は
深
い
渓

高
千
穂
峡
を
渡
る
高
千
穂
橋
は
深
い
渓

谷
と
の
景
観
調
和
に
苦
心
し
て
い
る
。

谷
と
の
景
観
調
和
に
苦
心
し
て
い
る
。

谷
と
の
景
観
調
和
に
苦
心
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
橋
も
、
一
見
に
値
す
る
も
の

い
ず
れ
の
橋
も
、
一
見
に
値
す
る
も
の

い
ず
れ
の
橋
も
、
一
見
に
値
す
る
も
の

で
橋
自
身
が
新
・
観
光
名
所
と
な
っ
て

で
橋
自
身
が
新
・
観
光
名
所
と
な
っ
て

で
橋
自
身
が
新
・
観
光
名
所
と
な
っ
て

い
る
。
技
術
的
に
も
難
題
を
克
服
、「
土

い
る
。
技
術
的
に
も
難
題
を
克
服
、「
土

い
る
。
技
術
的
に
も
難
題
を
克
服
、「
土

木
学
会
田
中
賞
」「
全
建
賞
」
な
ど
が

木
学
会
田
中
賞
」「
全
建
賞
」
な
ど
が

木
学
会
田
中
賞
」「
全
建
賞
」
な
ど
が

授
与
さ
れ
て
い
る
。

授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
崎
県
は
、
橋
梁
の
建
設
・
維
持
に

　
宮
崎
県
は
、
橋
梁
の
建
設
・
維
持
に

　
宮
崎
県
は
、
橋
梁
の
建
設
・
維
持
に

苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
九
州
山
地
の

苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
九
州
山
地
の

苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
九
州
山
地
の

東
面
に
、
ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど
豊
か
な

東
面
に
、
ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど
豊
か
な

東
面
に
、
ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど
豊
か
な

森
林
を
持
つ
だ

森
林
を
持
つ
だ

け
に
、
戦
前
か

け
に
、
戦
前
か

ら
多
く
の
木
製

ら
多
く
の
木
製

の
橋
が
造
ら
れ

の
橋
が
造
ら
れ

た
。
戦
後
、
住

た
。
戦
後
、
住

宅
建
設
の
必
要

宅
建
設
の
必
要

か
ら
森
林
伐
採

か
ら
森
林
伐
採

が
大
規
模
に
行

が
大
規
模
に
行

わ
れ
た
た
め
、

わ
れ
た
た
め
、

山
地
が
荒
れ
、

山
地
が
荒
れ
、

保
水
力
が
失
わ

保
水
力
が
失
わ

れ
た
と
こ
ろ
に
、
大
型
台
風
の
襲
来
が

れ
た
と
こ
ろ
に
、
大
型
台
風
の
襲
来
が

続
き
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
続
け
た
。

続
き
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
続
け
た
。

特
に
、
木
橋
の
流
失
は
多
く
、
と
い
っ

特
に
、
木
橋
の
流
失
は
多
く
、
と
い
っ

て
鋼
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
永

て
鋼
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
永

久
橋
へ
の
架
け
替
え
建
設
の
予
算
は
乏

久
橋
へ
の
架
け
替
え
建
設
の
予
算
は
乏

し
か
っ
た
。
　
　

し
か
っ
た
。
　
　

　
こ
の
た
め
「
旧
新
田
原
基
地
の
解
体

　
こ
の
た
め
「
旧
新
田
原
基
地
の
解
体

格
納
庫
を
活
用
」
し
た
り
「
旧
軍
の
架

格
納
庫
を
活
用
」
し
た
り
「
旧
軍
の
架

設
橋
梁
を
利
用
」
し
て
架
橋
す
る
な
ど

設
橋
梁
を
利
用
」
し
て
架
橋
す
る
な
ど

の
苦
心
を
重
ね
、
苦
肉
の
策
で
「
流
心

の
苦
心
を
重
ね
、
苦
肉
の
策
で
「
流
心

部
が
永
久
橋
で
、
他
は
木
橋
」
と
い
う

部
が
永
久
橋
で
、
他
は
木
橋
」
と
い
う

混
合
橋
を
造
る
な
ど
「
台
風
災
害
に
追

混
合
橋
を
造
る
な
ど
「
台
風
災
害
に
追

い
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
一
橋
、
一
橋
を

い
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
一
橋
、
一
橋
を

架
け
て
ゆ
く
貧
乏
世
帯
の
や
り
く
り
で

架
け
て
ゆ
く
貧
乏
世
帯
の
や
り
く
り
で

あ
っ
た
」（
宮
崎
県
土
木
史
）。
そ
う
し

あ
っ
た
」（
宮
崎
県
土
木
史
）。
そ
う
し

た
中
で
も
、
先
導
的
な
技
術
を
取
り
入

た
中
で
も
、
先
導
的
な
技
術
を
取
り
入

れ
、
昭
和

れ
、
昭
和
39
年
、
当
時
、
中
央
径
間
が

全
国
１
の
Ｐ
Ｃ
橋
と
し
て
、
一
ツ
瀬
川

全
国
１
の
Ｐ
Ｃ
橋
と
し
て
、
一
ツ
瀬
川

に
越
野
尾
橋
（
橋
長
１
４
７
ｍ
・
国
道

に
越
野
尾
橋
（
橋
長
１
４
７
ｍ
・
国
道

２
１
９
号
）
や
連
続
ロ
ー
ゼ
橋
の
日
向

２
１
９
号
）
や
連
続
ロ
ー
ゼ
橋
の
日
向

大
橋
な
ど
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
苦
労

大
橋
な
ど
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
苦
労

し
な
が
ら
、
技
術
を
磨
く
努
力
が
重
ね

し
な
が
ら
、
技
術
を
磨
く
努
力
が
重
ね

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

国道218号、宮崎県の約40年間の苦闘

雲海峡（高千穂町と日之影町境）
昭和48年完成
国道218号
橋長199ｍ
鋼中路式ローゼ桁橋
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五
ヶ
瀬
川
は
北
の
祖
母
山

　
五
ヶ
瀬
川
は
北
の
祖
母
山

（
１
７
５
６
ｍ
）
傾
山
（
１
６
０
２
ｍ
）

（
１
７
５
６
ｍ
）
傾
山
（
１
６
０
２
ｍ
）

な
ど
の
山
群
と
南
の
諸
塚
山
か
ら
国
見

な
ど
の
山
群
と
南
の
諸
塚
山
か
ら
国
見

岳
（
同
１
７
３
９
ｍ
）
山
地
の
間
を
割

岳
（
同
１
７
３
９
ｍ
）
山
地
の
間
を
割

る
よ
う
に
流
れ
下
っ
て
い
る
。
源
流

る
よ
う
に
流
れ
下
っ
て
い
る
。
源
流

に
は
向
坂
山
（
１
６
８
４
ｍ
）、

に
は
向
坂
山
（
１
６
８
４
ｍ
）、

霧
立
越
え
な
ど
の
原
生
林
が
広

霧
立
越
え
な
ど
の
原
生
林
が
広

が
り
、
熊
本
・
川
辺
川
と
並
ん

が
り
、
熊
本
・
川
辺
川
と
並
ん

で
九
州
Ｎ
Ｏ
１
の
水
質
を
誇
っ

で
九
州
Ｎ
Ｏ
１
の
水
質
を
誇
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
五
ヶ
瀬
川
源
流
付

　
し
か
し
、
五
ヶ
瀬
川
源
流
付

近
の
、
宮
崎
・
熊
本
県
境
で
の

近
の
、
宮
崎
・
熊
本
県
境
で
の

九
州
山
地
は
標
高
５
０
０
ｍ

九
州
山
地
は
標
高
５
０
０
ｍ

程
度
で
比
較
的
低
く
、
九
州

程
度
で
比
較
的
低
く
、
九
州

を
横
断
す
る
国
道
２
１
８
号

を
横
断
す
る
国
道
２
１
８
号

の
建
設
は
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を

の
建
設
は
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を

上
流
に
た
ど
り
、
こ
の
深
い
谷

上
流
に
た
ど
り
、
こ
の
深
い
谷

間
と
厳
し
い
九
州
山
地
、
県
境

間
と
厳
し
い
九
州
山
地
、
県
境

を
抜
け
る
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て

を
抜
け
る
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て

い
る
。
Ｓ
字
蛇
行
を
繰
り
返
す

い
る
。
Ｓ
字
蛇
行
を
繰
り
返
す

五
ヶ
瀬
川
沿
い
ル
ー
ト
を
辿
る

五
ヶ
瀬
川
沿
い
ル
ー
ト
を
辿
る

だ
け
で
は
、
道
路
全
延
長
が
長

だ
け
で
は
、
道
路
全
延
長
が
長

く
な
る
た
め
、
渓
谷
を
橋
梁
で

く
な
る
た
め
、
渓
谷
を
橋
梁
で

渡
り
、
山
地
を
ト
ン
ネ
ル
掘
削

渡
り
、
山
地
を
ト
ン
ネ
ル
掘
削

で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
バ
イ

で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
バ
イ

パ
ス
建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

パ
ス
建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
改
築
後
の
国
道

そ
れ
で
も
、
改
築
後
の
国
道

２
１
８
号
は
延
岡
〜
御
船
間
約

２
１
８
号
は
延
岡
〜
御
船
間
約

１
４
９
㎞
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
山
奥
で
、
黙
々
と
続
い
た
建

　
山
奥
で
、
黙
々
と
続
い
た
建

設
作
業
は
着
工
以
来
、
実
に
約

設
作
業
は
着
工
以
来
、
実
に
約
40
年
の

歳
月
が
か
か
り
、
全
面
改
築
開
通
は
平

歳
月
が
か
か
り
、
全
面
改
築
開
通
は
平

成
７
年
だ
っ
た
。
現
在
、
工
事
進
行
中

成
７
年
だ
っ
た
。
現
在
、
工
事
進
行
中

の
九
州
中
央
自
動
車
道
は
さ
ら
に
直
線

の
九
州
中
央
自
動
車
道
は
さ
ら
に
直
線

化
を
進
め
、
全
長
約
95
㎞
の
予
定
だ
か

㎞
の
予
定
だ
か

ら
、
50
㎞
以
上
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

㎞
以
上
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
国
道
２
１
８
号
の
橋
梁
は
五
ヶ
瀬
川

　
国
道
２
１
８
号
の
橋
梁
は
五
ヶ
瀬
川

面
か
ら
約
１
０
０
ｍ
も
の
極
め
て
高
い

面
か
ら
約
１
０
０
ｍ
も
の
極
め
て
高
い

山
地
と
深
い
谷
に
架
橋
さ
れ
る
た
め
、

山
地
と
深
い
谷
に
架
橋
さ
れ
る
た
め
、

ス
パ
ン
が
大
き
く
取
れ
、
橋
脚

ス
パ
ン
が
大
き
く
取
れ
、
橋
脚

を
必
要
と
し
な
い
橋
の
形
式
が

を
必
要
と
し
な
い
橋
の
形
式
が

選
ば
れ
る
。
両
岸
か
ら
橋
を
吊

選
ば
れ
る
。
両
岸
か
ら
橋
を
吊

り
上
げ
る
斜
張
橋
や
吊
り
橋
、

り
上
げ
る
斜
張
橋
や
吊
り
橋
、

ア
ー
チ
橋
な
ど
「
長
大
橋
」
に

ア
ー
チ
橋
な
ど
「
長
大
橋
」
に

な
る
か
、
天
馬
大
橋
の
よ
う
に

な
る
か
、
天
馬
大
橋
の
よ
う
に

高
い
橋
脚
を
持
つ
特
別
な
橋
の

高
い
橋
脚
を
持
つ
特
別
な
橋
の

建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
高
度
の
橋
梁
技

　
こ
の
た
め
、
高
度
の
橋
梁
技

術
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
高
所

術
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
高
所

で
の
危
険
な
作
業
が
続
い
た
。

で
の
危
険
な
作
業
が
続
い
た
。

特
に
、
県
境
・
五
カ
瀬
町
か
ら

特
に
、
県
境
・
五
カ
瀬
町
か
ら

高
千
穂
町
、
さ
ら
に
日
之
影
町

高
千
穂
町
、
さ
ら
に
日
之
影
町

を
通
り
、
延
岡
市
に
向
か
う
国

を
通
り
、
延
岡
市
に
向
か
う
国

道
２
１
８
号
の
急
峻
な
山
並
み

道
２
１
８
号
の
急
峻
な
山
並
み

を
貫
き
、
北
方
（
延
岡
市
）
ま

を
貫
き
、
北
方
（
延
岡
市
）
ま

で
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
（
総
延

で
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
（
総
延

長
56
・
１
㎞
）
は
、
Ｖ
字
渓
谷

・
１
㎞
）
は
、
Ｖ
字
渓
谷

を
渡
る
長
大
橋
で
繋
い
で
お

を
渡
る
長
大
橋
で
繋
い
で
お

り
、
難
工
事
が
続
い
た
。

52
の
橋
と
11
ト
ン
ネ
ル

　
県
境
の
街
・
五
ヶ
瀬
町
か
ら

　
県
境
の
街
・
五
ヶ
瀬
町
か
ら

高
千
穂
町
ま
で
の
19
・
７
㎞
は

・
７
㎞
は

国
直
轄
で
五
ヶ
瀬
、
津
花
、
高

国
直
轄
で
五
ヶ
瀬
、
津
花
、
高

千
穂
の
三
バ
イ
パ
ス
に
工
区
を
分
け
て

千
穂
の
三
バ
イ
パ
ス
に
工
区
を
分
け
て

工
事
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
高
千
穂
町

工
事
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
高
千
穂
町

か
ら
日
之
影
町
ま
で
の
日
之
影
バ
イ
パ

か
ら
日
之
影
町
ま
で
の
日
之
影
バ
イ
パ

ス
（
28
・
６
㎞
）
さ
ら
に
椎
畑
バ
イ
パ

・
６
㎞
）
さ
ら
に
椎
畑
バ
イ
パ

ス
（
北
方
町
ま
で
７
・
８
㎞
）
は
宮
崎

ス
（
北
方
町
ま
で
７
・
８
㎞
）
は
宮
崎

県
が
担
当
し
た
。

県
が
担
当
し
た
。

　
県
境
、
五
ヶ
瀬
町
の
「
蘇
望
橋
」
に

　
県
境
、
五
ヶ
瀬
町
の
「
蘇
望
橋
」
に

　
県
境
、
五
ヶ
瀬
町
の
「
蘇
望
橋
」
に

始
ま
っ
て
、
高
千
穂
の
「
雲
海
橋
」
手

始
ま
っ
て
、
高
千
穂
の
「
雲
海
橋
」
手

始
ま
っ
て
、
高
千
穂
の
「
雲
海
橋
」
手

前
ま
で
に
大
小

前
ま
で
に
大
小
29
の
橋
梁
が
架
け
ら
れ

の
橋
梁
が
架
け
ら
れ

た
。
ほ
か
に
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
３
カ
所
、

た
。
ほ
か
に
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
３
カ
所
、

た
。
ほ
か
に
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
３
カ
所
、

平
均
し
て
約
６
０
０
ｍ
ご
と
に
構
造
物

平
均
し
て
約
６
０
０
ｍ
ご
と
に
構
造
物

平
均
し
て
約
６
０
０
ｍ
ご
と
に
構
造
物

が
必
要
だ
っ
た
。
日
之
影
バ
イ
パ
ス
で

が
必
要
だ
っ
た
。
日
之
影
バ
イ
パ
ス
で

が
必
要
だ
っ
た
。
日
之
影
バ
イ
パ
ス
で

は
1717
橋
梁
と
５
ト
ン
ネ
ル
、
椎
畑
バ
イ

橋
梁
と
５
ト
ン
ネ
ル
、
椎
畑
バ
イ

パ
ス
で
６
橋
梁
、
３
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

パ
ス
で
６
橋
梁
、
３
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

パ
ス
で
６
橋
梁
、
３
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

さ
れ
た
。
合
計

さ
れ
た
。
合
計
52
橋
梁
、11
ト
ン
ネ
ル
・

ト
ン
ネ
ル
・

隧
道
を
数
え
る
。

隧
道
を
数
え
る
。

　
こ
の
中
に
は
、
雲
海
橋
、
青
雲
橋
、

　
こ
の
中
に
は
、
雲
海
橋
、
青
雲
橋
、

　
こ
の
中
に
は
、
雲
海
橋
、
青
雲
橋
、

天
祥
大
橋
、
槇
峰
大
橋
、
干
支
大
橋
、

天
祥
大
橋
、
槇
峰
大
橋
、
干
支
大
橋
、

天
祥
大
橋
、
槇
峰
大
橋
、
干
支
大
橋
、

天
馬
大
橋
な
ど
長
大
橋
が
並
び
、名
勝
・

天
馬
大
橋
な
ど
長
大
橋
が
並
び
、名
勝
・

天
馬
大
橋
な
ど
長
大
橋
が
並
び
、名
勝
・

高
千
穂
峡
を
渡
る
高
千
穂
橋
は
深
い
渓

高
千
穂
峡
を
渡
る
高
千
穂
橋
は
深
い
渓

高
千
穂
峡
を
渡
る
高
千
穂
橋
は
深
い
渓

谷
と
の
景
観
調
和
に
苦
心
し
て
い
る
。

谷
と
の
景
観
調
和
に
苦
心
し
て
い
る
。

谷
と
の
景
観
調
和
に
苦
心
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
橋
も
、
一
見
に
値
す
る
も
の

い
ず
れ
の
橋
も
、
一
見
に
値
す
る
も
の

い
ず
れ
の
橋
も
、
一
見
に
値
す
る
も
の

で
橋
自
身
が
新
・
観
光
名
所
と
な
っ
て

で
橋
自
身
が
新
・
観
光
名
所
と
な
っ
て

で
橋
自
身
が
新
・
観
光
名
所
と
な
っ
て

い
る
。
技
術
的
に
も
難
題
を
克
服
、「
土

い
る
。
技
術
的
に
も
難
題
を
克
服
、「
土

い
る
。
技
術
的
に
も
難
題
を
克
服
、「
土

木
学
会
田
中
賞
」「
全
建
賞
」
な
ど
が

木
学
会
田
中
賞
」「
全
建
賞
」
な
ど
が

木
学
会
田
中
賞
」「
全
建
賞
」
な
ど
が

授
与
さ
れ
て
い
る
。

授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
崎
県
は
、
橋
梁
の
建
設
・
維
持
に

　
宮
崎
県
は
、
橋
梁
の
建
設
・
維
持
に

　
宮
崎
県
は
、
橋
梁
の
建
設
・
維
持
に

苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
九
州
山
地
の

苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
九
州
山
地
の

苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
九
州
山
地
の

東
面
に
、
ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど
豊
か
な

東
面
に
、
ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど
豊
か
な

東
面
に
、
ヒ
ノ
キ
、
杉
な
ど
豊
か
な

森
林
を
持
つ
だ

森
林
を
持
つ
だ

け
に
、
戦
前
か

け
に
、
戦
前
か

ら
多
く
の
木
製

ら
多
く
の
木
製

の
橋
が
造
ら
れ

の
橋
が
造
ら
れ

た
。
戦
後
、
住

た
。
戦
後
、
住

宅
建
設
の
必
要

宅
建
設
の
必
要

か
ら
森
林
伐
採

か
ら
森
林
伐
採

が
大
規
模
に
行

が
大
規
模
に
行

わ
れ
た
た
め
、

わ
れ
た
た
め
、

山
地
が
荒
れ
、

山
地
が
荒
れ
、

保
水
力
が
失
わ

保
水
力
が
失
わ

れ
た
と
こ
ろ
に
、
大
型
台
風
の
襲
来
が

れ
た
と
こ
ろ
に
、
大
型
台
風
の
襲
来
が

続
き
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
続
け
た
。

続
き
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
続
け
た
。

特
に
、
木
橋
の
流
失
は
多
く
、
と
い
っ

特
に
、
木
橋
の
流
失
は
多
く
、
と
い
っ

て
鋼
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
永

て
鋼
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
永

久
橋
へ
の
架
け
替
え
建
設
の
予
算
は
乏

久
橋
へ
の
架
け
替
え
建
設
の
予
算
は
乏

し
か
っ
た
。
　
　

し
か
っ
た
。
　
　

　
こ
の
た
め
「
旧
新
田
原
基
地
の
解
体

　
こ
の
た
め
「
旧
新
田
原
基
地
の
解
体

格
納
庫
を
活
用
」
し
た
り
「
旧
軍
の
架

格
納
庫
を
活
用
」
し
た
り
「
旧
軍
の
架

設
橋
梁
を
利
用
」
し
て
架
橋
す
る
な
ど

設
橋
梁
を
利
用
」
し
て
架
橋
す
る
な
ど

の
苦
心
を
重
ね
、
苦
肉
の
策
で
「
流
心

の
苦
心
を
重
ね
、
苦
肉
の
策
で
「
流
心

部
が
永
久
橋
で
、
他
は
木
橋
」
と
い
う

部
が
永
久
橋
で
、
他
は
木
橋
」
と
い
う

混
合
橋
を
造
る
な
ど
「
台
風
災
害
に
追

混
合
橋
を
造
る
な
ど
「
台
風
災
害
に
追

い
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
一
橋
、
一
橋
を

い
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
一
橋
、
一
橋
を

架
け
て
ゆ
く
貧
乏
世
帯
の
や
り
く
り
で

架
け
て
ゆ
く
貧
乏
世
帯
の
や
り
く
り
で

あ
っ
た
」（
宮
崎
県
土
木
史
）。
そ
う
し

あ
っ
た
」（
宮
崎
県
土
木
史
）。
そ
う
し

た
中
で
も
、
先
導
的
な
技
術
を
取
り
入

た
中
で
も
、
先
導
的
な
技
術
を
取
り
入

れ
、
昭
和

れ
、
昭
和
39
年
、
当
時
、
中
央
径
間
が

全
国
１
の
Ｐ
Ｃ
橋
と
し
て
、
一
ツ
瀬
川

全
国
１
の
Ｐ
Ｃ
橋
と
し
て
、
一
ツ
瀬
川

に
越
野
尾
橋
（
橋
長
１
４
７
ｍ
・
国
道

に
越
野
尾
橋
（
橋
長
１
４
７
ｍ
・
国
道

２
１
９
号
）
や
連
続
ロ
ー
ゼ
橋
の
日
向

２
１
９
号
）
や
連
続
ロ
ー
ゼ
橋
の
日
向

大
橋
な
ど
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
苦
労

大
橋
な
ど
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
苦
労

し
な
が
ら
、
技
術
を
磨
く
努
力
が
重
ね

し
な
が
ら
、
技
術
を
磨
く
努
力
が
重
ね

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

国道218号、宮崎県の約40年間の苦闘

雲海峡（高千穂町と日之影町境）
昭和48年完成
国道218号
橋長199ｍ
鋼中路式ローゼ桁橋
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　「
お
産
を
実
家
で
出
来
な
い
悲

し
さ
が
分
か
り
ま
す
か
」。
高
速

道
路
建
設
へ
の
批
判
に
対

し
て
、
建
設
を
求
め
る
宮

崎
県
北
の
あ
る
女
性
の
言

葉
だ
。
都
会
に
住
む
娘
が
、

出
産
の
た
め
実
家
に
帰
っ

て
も
、
万
一
の
時
、
駆
け

付
け
る
救
急
病
院
ま
で
時

間
が
か
か
り
、
実
家
で
の

お
産
が
躊
躇
さ
れ
る
と

い
う
。
医
療
だ
け
で
は
な

い
。
台
風
な
ど
自
然
災
害

に
よ
っ
て
、
寸
断
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
国
道
２
１
８

号
に
代
わ
る
道
路
は
な
く
、

孤
立
す
る
こ
と
の
多
い
沿

線
に
暮
ら
す
住
民
の
「
い

の
ち
の
道
」
と
し
て
の
高

速
道
路
を
求
め
る
切
実
な

声
だ
。

　
宮
崎
県
側
の
国
道
２
１
８
号
と

熊
本
県
・
同
４
４
５
号
に
ほ
ぼ
並

行
し
て
九
州
を
横
断
す
る
高
速
道

路
「
九
州
中
央
自
動
車
道
」（
全

長
95
㎞
、
九
州
横
断
自
動
車
道
・

延
岡
線
）
の
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
延
岡
Ｉ
Ｃ
・
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
熊

本
・
嘉
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
約
95
㎞

を
結
ぶ
、
文
字
通
り
九
州
中
央
を
走
り
、

東
九
州
（
東
九
州
道
・
延
岡
）
と
西
九
州

（
九
州
自
動
車
道
・
熊
本
・
嘉
島
）
を
結

ぶ
横
断
道
で
あ
る
。
鳥
栖
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
分

Ｉ
Ｃ
ま
で
の
横
断
道
路
（
大
分
道
）
に
次

い
で
２
本
目
の
国
幹
道
。
九
州
山
地
を
貫

き
、
中
山
間
地
の
暮
ら
し
、
地
域
振
興
、

大
災
害
時
の
支
援
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。
九
州
で
は
全
国
の
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
、
例
え
ば
中
国
自
動
車
道

を
中
心
線
に
山
陽
と
山
陰
地
方
を

結
ぶ
２
本
の
高
速
道
路
を
持
つ
中

国
地
方
に
比
べ
て
、
九
州
で
は
、

大
分
道
以
南
を
「
は
し
ご
」
状
に
、

九
州
の
東
西
を
結
ぶ
横
断
高
速
道

路
の
建
設
が
課
題
に
な
っ
て
き

た
。
よ
う
や
く
、
九
州
中
央
自
動

車
道
が
、
中
央
構
造
線
に
伴
う
険

し
い
地
形
、
阿
蘇
火
山
の
溶
岩
噴

出
、
火
砕
流
堆
積
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
複
雑
な
地
質
を
克
服
し
な

が
ら
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
る
。

苦
闘
す
る
熊
本
県
側

　
九
州
横
断
の
「
九
州
中
央
自
動

車
道
」
の
熊
本
県
側
（
44
㎞
）
は

九
州
自
動
車
道
の
益
城
熊
本
空
港

Ｉ
Ｃ
と
御
船
Ｉ
Ｃ
と
の
間
、
熊
本
市
に
隣

接
し
た
嘉
島
町
に
「
嘉
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
」
が
新

設
さ
れ
て
、
九
州
中
央
道
の
熊
本
側
ス

タ
ー
ト
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
な
り
、
矢
部
Ｉ
Ｃ
ま
で

国
道
４
４
５
号
に
沿
っ
て
建
設
が
東
進
し

て
い
る
。
平
成
19
年
10
月
に
着
工
（
嘉
島

〜
山
都
間
23
㎞
）、
す
で
に
小
池
高
山
Ｉ

Ｃ
ま
で
の
１
・
８
㎞
が
供
用
（
平
成
25
年

度
）
さ
れ
、
さ
ら
に
北
中
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

10
・
８
㎞
が
平
成
30
年
ま
で
に
整
備
さ
れ

た
。
北
中
島
〜
矢
部
Ｉ
Ｃ
間
10
・
４
㎞
の

開
通
時
期
は
未
定
だ
が
、
着
々
と
県
境
に

向
か
っ
て
工
事
は
進
ん
で
い
る
。

　
平
成
10
年
、
西
日
本
高
速
（
株
）
に
施

工
命
令
が
出
さ
れ
、
同
15
年
か
ら
は
「
新

直
轄
方
式
」
で
国
直
轄
の
工
事
が
行
わ
れ

て
き
た
。
工
事
は
約
23
㎞
西
の
矢
部
Ｉ
Ｃ

（
山
都
町
）に
向
か
っ
て
標
高（
勾
配
４
％
）

を
高
め
な
が
ら
進
ん
で
お
り
、
ル
ー
ト
上

に
９
つ
の
川
を
渡
る
18
橋
梁
と
５
つ
の
ト

ン
ネ
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
小
池
高
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
、
飯
田
山

（
４
３
１
・
２
ｍ
）
の
山
麓
に
あ
る
二
つ
の

ゴ
ル
フ
場
の
間
を
高
木
ト
ン
ネ
ル
（
延
長

４
７
９
ｍ
）
が
通
過
す
る
。
ル
ー
ト
最
初

の
ト
ン
ネ
ル
で
起
点
坑
口
か
ら
緩
や
か
な

勾
配
（
約
４
％
勾
配
）
を
登
っ
て
行
く
。

九
州
横
断
の
道
②

九
州
中
央
道
　
苦
闘
す
る
熊
本
県
側

　
　
　
　
　
　
　
　（
嘉
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
山
都
44
㎞
）

トンネル大崩壊､地すべり…トンネル大崩壊､地すべり…
御船層（阿蘇噴出層）御船層（阿蘇噴出層）

大分県

宮崎県

九州中央道入り口の料金所ゲート
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続
い
て
鏡
山
谷
ト
ン
ネ
ル
（
２
８
８
ｍ
）

大
平
河
内
ト
ン
ネ
ル
（
５
９
９
ｍ
）
田
代

第
１
（
５
１
２
ｍ
）、
田
代
第
２
ト
ン
ネ

ル
（
４
７
５
ｍ
）
と
続
く
。

　
こ
の
周
辺
の
地
質
は
、「
御
船
層
群
」（
中

生
代
白
亜
紀･

約
７
０
０
０
万
年
前
）
が

広
く
分
布
、
基
盤
岩
と
な
っ
て
い
る
。
御

船
層
群
は
堅
い
砂
岩
と
頁
岩
、
礫
岩
、
シ

ル
ト
岩
な
ど
が
主
体
で
、
赤
色
頁
岩
は
亀

裂
を
起
こ
し
や
す
く
、
砂
岩
や
軟
弱
な
白

色
溶
結
凝
灰
岩
の
薄
い
層
を
挟
ん
で
標
高

１
０
０
ｍ
程
度
の
山
地
を
形
成
。
そ
の
上

に
阿
蘇
火
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
堆
積

土
が
覆
う
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
御
船
層
群
の
頁
岩
は
亀
裂
が
多
く
、
破

砕
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
風
化
し

て
い
る
も
の
は
土
砂
化
し
、
風
化
が
進
ん

で
い
な
い
岩
盤
で
も
ス
レ
ー
キ
ン
グ
に

よ
っ
て
細
片
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
層

の
凝
灰
岩
は
頁
岩
の
上
に
あ
り
、
境
界
部

は
一
部
粘
土
化
し
て
、
指
で
抑
え
れ
ば
へ

こ
む
ほ
ど
軟
ら
か
い
。
挟
ま
れ
て
い
る
粘

土
層
が
水
を
含
ん
で
「
滑
り
面
」
と
な
る

可
能
性
が
高
い
。「
基
盤
で
あ
る
御
船
層

群
の
上
に
、
阿
蘇
か
ら
の
高
熱
の
火
砕
流

が
流
れ
込
ん
だ
時
、
御
船
層
群
の
表
面
が

高
熱
に
よ
っ
て
変
化
し
た
」（
北
園
芳
人
・

熊
本
大
学
名
誉
教
授
）と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
亀
裂
が
多
く
、
粘
土
を
挟
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
御
船
層
群
は
、
予
想
以
上
に
「
脆

弱
」
な
地
層
だ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
や

切
土
に
よ
っ
て
大
気
に
さ
ら
さ
れ
て
土
砂

化
、
さ
ら
に
雨
水
が
浸
み
込
む
と
粘
土
化

が
進
み
、
滑
り
面
を
作
り
、
地
す
べ
り
等

を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
る
。
御
船
層
群

の
こ
う
し
た
特
徴
は
、
実
際
に
施
工
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
次
々
に
現
れ
て
来
た
。

　
脆
弱
さ
は
、
最
初
の
高
木
ト
ン
ネ
ル
坑

口
南
側
に
現
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
通
過
す

る
ル
ー
ト
両
側
に
造
成
さ
れ
て
い
る
二
つ

の
ゴ
ル
フ
場
の
間
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。着
手
か
ら
間
も
な
く
、

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
脇
の
フ
エ
ン
ス
内
に
地
割

れ
が
見
つ
か
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
頁

岩
が
ス
レ
ー
キ
ン
グ
し
て
粘
土
化
、
地
す

べ
り
を
起
こ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
置
き
換
え
の
た
め
、
河
床

の
掘
削
を
行
っ
た
こ
と
で
、
地
山
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
滑
り
を
発
生
さ
せ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
滑
り
を
止
め

る
た
め
「
押
さ
え
盛
り

土
」
で
バ
ラ
ン
ス
を
回
復

さ
せ
、
地
す
べ
り
を
抑
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
直
接
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
初

か
ら
御
船
層
群
の
手
ご
わ
さ
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
だ
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
崩
壊
引
き
起
こ
す

　
熊
本
側
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
最
後

の
ト
ン
ネ
ル
・
田
代
第
２
ト
ン
ネ
ル
が
あ

と
２
ｍ
で
貫
通
ま
で
掘
進
し
た
と
こ
ろ

で
、
大
規
模
な
崩
落
が
起
こ
っ
た
（
平
成

25
年
５
月
31
日
）。
切
羽
か
ら
ト
ン
ネ
ル

が
30
ｍ
に
わ
た
っ
て
崩
落
（
崩
落
土
量
約

２
４
０
０
㎥
）
し
た
の
で
あ
る
。
幸
い
、

け
が
人
は
な
か
っ
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
崩
壊
範
囲
の
ト
ン
ネ
ル

上
部
は
山
の
す
そ
野
で
北
の
沢
に
向
か
っ

て
傾
斜
。
ト
ン
ネ
ル
上
部
の
「
土
か
ぶ

り
」
は
最
上
部
で
約
22
ｍ
、
坑
口
に
向

か
っ
て
傾
き
、
次
第
に
薄
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
山
斜

面
が
「
地
す
べ
り
」

を
起
こ
し
、
中
央

部
で
は
直
径
10
ｍ

ほ
ど
、
半
円
状
に

陥
没
し
て
い
た
。

陥
没
下
の
ト
ン
ネ

ル
天
井
の
ア
ー
チ
・

鋼
製
支
保
が
折
れ

曲
が
っ
て
し
ま
っ

た
。
滑
り
を
起
こ

し
た
膨
大
な
土
量

（
２
４
０
０
㎥
）
の
重
量
と
そ
の
圧
力
に

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
陥
没
し
た
ト
ン
ネ
ル
部
分
の
土
砂
を
排

土
、
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
す
る
形
で
工
事
を

や
り
直
し
た
。
両
側
を
切
土
の
の
り
面
と

し
、
両
壁
に
深
く
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
み

固
定
、地
す
べ
り
の
再
発
を
抑
え
て
い
る
。

完
成
し
た
坑
口
上
部
、
ト
ン
ネ
ル
壁
面

だ
っ
た
両
側
の
の
り
面
は
が
っ
ち
り
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
重
装
備
の
「
要

塞
」
の
よ
う
だ
。

深
い
谷
を
張
り
出
し
架
橋

　
山
を
貫
通
す
る
ト
ン
ネ
ル
と
谷
を
渡
る

橋
梁
が
交
互
に
現
れ
る
。
北
中
島
Ｉ
Ｃ
ま

で
建
設
さ
れ
る
橋
梁
の
一
つ
太
田
川
橋

（
橋
長
３
５
４
ｍ
）
は
、
Ｐ
Ｃ
４
径
間
箱

桁
橋
。
高
い
橋
脚
（
高
さ
52
ｍ
）
の
上
に

工
事
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
昇
っ
た
。
高
い

橋
脚
の
上
か
ら
主
桁
が
両
手
を
広
げ
る
よ

う
に
、
谷
越
に
伸
び
て
行
く
。
移
動
作
業

車
（
フ
ォ
ル
バ
ウ
ワ
ー
ゲ
ン
）
に
よ
る
１

ブ
ロ
ッ
ク
最
大
４
ｍ
張
り
出
し
に
よ
っ
て

厄
介
な
御
船
層
群
と
の
戦
い

厄
介
な
御
船
層
群
と
の
戦
い

30ｍにわたった崩壊した田代第2トンネルの修復内部

太田川橋
移動作業車（ワーゲン）で張り出して架橋した。
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続
い
て
鏡
山
谷
ト
ン
ネ
ル
（
２
８
８
ｍ
）

大
平
河
内
ト
ン
ネ
ル
（
５
９
９
ｍ
）
田
代

第
１
（
５
１
２
ｍ
）、
田
代
第
２
ト
ン
ネ

ル
（
４
７
５
ｍ
）
と
続
く
。

　
こ
の
周
辺
の
地
質
は
、「
御
船
層
群
」（
中

生
代
白
亜
紀･

約
７
０
０
０
万
年
前
）
が

広
く
分
布
、
基
盤
岩
と
な
っ
て
い
る
。
御

船
層
群
は
堅
い
砂
岩
と
頁
岩
、
礫
岩
、
シ

ル
ト
岩
な
ど
が
主
体
で
、
赤
色
頁
岩
は
亀

裂
を
起
こ
し
や
す
く
、
砂
岩
や
軟
弱
な
白

色
溶
結
凝
灰
岩
の
薄
い
層
を
挟
ん
で
標
高

１
０
０
ｍ
程
度
の
山
地
を
形
成
。
そ
の
上

に
阿
蘇
火
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
堆
積

土
が
覆
う
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
御
船
層
群
の
頁
岩
は
亀
裂
が
多
く
、
破

砕
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
風
化
し

て
い
る
も
の
は
土
砂
化
し
、
風
化
が
進
ん

で
い
な
い
岩
盤
で
も
ス
レ
ー
キ
ン
グ
に

よ
っ
て
細
片
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
層

の
凝
灰
岩
は
頁
岩
の
上
に
あ
り
、
境
界
部

は
一
部
粘
土
化
し
て
、
指
で
抑
え
れ
ば
へ

こ
む
ほ
ど
軟
ら
か
い
。
挟
ま
れ
て
い
る
粘

土
層
が
水
を
含
ん
で
「
滑
り
面
」
と
な
る

可
能
性
が
高
い
。「
基
盤
で
あ
る
御
船
層

群
の
上
に
、
阿
蘇
か
ら
の
高
熱
の
火
砕
流

が
流
れ
込
ん
だ
時
、
御
船
層
群
の
表
面
が

高
熱
に
よ
っ
て
変
化
し
た
」（
北
園
芳
人
・

熊
本
大
学
名
誉
教
授
）と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
亀
裂
が
多
く
、
粘
土
を
挟
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
御
船
層
群
は
、
予
想
以
上
に
「
脆

弱
」
な
地
層
だ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
や

切
土
に
よ
っ
て
大
気
に
さ
ら
さ
れ
て
土
砂

化
、
さ
ら
に
雨
水
が
浸
み
込
む
と
粘
土
化

が
進
み
、
滑
り
面
を
作
り
、
地
す
べ
り
等

を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
る
。
御
船
層
群

の
こ
う
し
た
特
徴
は
、
実
際
に
施
工
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
次
々
に
現
れ
て
来
た
。

　
脆
弱
さ
は
、
最
初
の
高
木
ト
ン
ネ
ル
坑

口
南
側
に
現
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
通
過
す

る
ル
ー
ト
両
側
に
造
成
さ
れ
て
い
る
二
つ

の
ゴ
ル
フ
場
の
間
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。着
手
か
ら
間
も
な
く
、

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
脇
の
フ
エ
ン
ス
内
に
地
割

れ
が
見
つ
か
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
頁

岩
が
ス
レ
ー
キ
ン
グ
し
て
粘
土
化
、
地
す

べ
り
を
起
こ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
置
き
換
え
の
た
め
、
河
床

の
掘
削
を
行
っ
た
こ
と
で
、
地
山
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
滑
り
を
発
生
さ
せ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
滑
り
を
止
め

る
た
め
「
押
さ
え
盛
り

土
」
で
バ
ラ
ン
ス
を
回
復

さ
せ
、
地
す
べ
り
を
抑
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
直
接
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
初

か
ら
御
船
層
群
の
手
ご
わ
さ
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
だ
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
崩
壊
引
き
起
こ
す

　
熊
本
側
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
最
後

の
ト
ン
ネ
ル
・
田
代
第
２
ト
ン
ネ
ル
が
あ

と
２
ｍ
で
貫
通
ま
で
掘
進
し
た
と
こ
ろ

で
、
大
規
模
な
崩
落
が
起
こ
っ
た
（
平
成

25
年
５
月
31
日
）。
切
羽
か
ら
ト
ン
ネ
ル

が
30
ｍ
に
わ
た
っ
て
崩
落
（
崩
落
土
量
約

２
４
０
０
㎥
）
し
た
の
で
あ
る
。
幸
い
、

け
が
人
は
な
か
っ
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
崩
壊
範
囲
の
ト
ン
ネ
ル

上
部
は
山
の
す
そ
野
で
北
の
沢
に
向
か
っ

て
傾
斜
。
ト
ン
ネ
ル
上
部
の
「
土
か
ぶ

り
」
は
最
上
部
で
約
22
ｍ
、
坑
口
に
向

か
っ
て
傾
き
、
次
第
に
薄
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
山
斜

面
が
「
地
す
べ
り
」

を
起
こ
し
、
中
央

部
で
は
直
径
10
ｍ

ほ
ど
、
半
円
状
に

陥
没
し
て
い
た
。

陥
没
下
の
ト
ン
ネ

ル
天
井
の
ア
ー
チ
・

鋼
製
支
保
が
折
れ

曲
が
っ
て
し
ま
っ

た
。
滑
り
を
起
こ

し
た
膨
大
な
土
量

（
２
４
０
０
㎥
）
の
重
量
と
そ
の
圧
力
に

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
陥
没
し
た
ト
ン
ネ
ル
部
分
の
土
砂
を
排

土
、
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
す
る
形
で
工
事
を

や
り
直
し
た
。
両
側
を
切
土
の
の
り
面
と

し
、
両
壁
に
深
く
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
み

固
定
、地
す
べ
り
の
再
発
を
抑
え
て
い
る
。

完
成
し
た
坑
口
上
部
、
ト
ン
ネ
ル
壁
面

だ
っ
た
両
側
の
の
り
面
は
が
っ
ち
り
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
重
装
備
の
「
要

塞
」
の
よ
う
だ
。

深
い
谷
を
張
り
出
し
架
橋

　
山
を
貫
通
す
る
ト
ン
ネ
ル
と
谷
を
渡
る

橋
梁
が
交
互
に
現
れ
る
。
北
中
島
Ｉ
Ｃ
ま

で
建
設
さ
れ
る
橋
梁
の
一
つ
太
田
川
橋

（
橋
長
３
５
４
ｍ
）
は
、
Ｐ
Ｃ
４
径
間
箱

桁
橋
。
高
い
橋
脚
（
高
さ
52
ｍ
）
の
上
に

工
事
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
昇
っ
た
。
高
い

橋
脚
の
上
か
ら
主
桁
が
両
手
を
広
げ
る
よ

う
に
、
谷
越
に
伸
び
て
行
く
。
移
動
作
業

車
（
フ
ォ
ル
バ
ウ
ワ
ー
ゲ
ン
）
に
よ
る
１

ブ
ロ
ッ
ク
最
大
４
ｍ
張
り
出
し
に
よ
っ
て

厄
介
な
御
船
層
群
と
の
戦
い

厄
介
な
御
船
層
群
と
の
戦
い

30ｍにわたった崩壊した田代第2トンネルの修復内部

太田川橋
移動作業車（ワーゲン）で張り出して架橋した。
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箱
桁
を
造
る
架
橋
工
事
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の

内
側
に
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線
を
張
り
、
緊
張
し

て
主
桁
を
強
化
す
る
。
橋
脚
の
両
側
に
両

手
を
並
行
に
伸
ば
し
広
げ
る
よ
う
に
し
て

架
橋
（
片
持
ち
張
り
出
し
架
橋
）
し
て
行

く
。
中
央
支
間
は
１
１
０
ｍ
、
両
側
の
側

支
間
は
各
65
・
９
ｍ
。
橋
脚
の
頂
上
の
作

業
現
場
か
ら
は
眼
下
に
深
い
谷
が
口
を
開

け
て
お
り
、
高
所
の
作
業
で
、
安
全
確
保

が
第
一
だ
。

脆
く
壊
れ
、
細
粒
化
、
粘
土
化

　
地
山
を
切
っ
て
、
道
路
を
通
す
場
合
に

も
ト
ン
ネ
ル
同
様
「
地
す
べ
り
」
の
懸
念

が
生
ま
れ
た
。
太
田
川
橋
を
渡
っ
た
倉
道

地
区
（
御
船
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
か
ら
９
㎞
地
点
）

で
は
切
土
（
約
７
０
０
ｍ
）
に
よ
っ
て
地

山
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
御
船
層
群
に
挟

ま
れ
た
赤
色
頁
岩
に
亀
裂
が
出
来
、
そ
の

滑
り
面
に
沿
っ
て
大
規
模
な
地
す
べ
り
が

発
生
す
る
危
険
性
が
生
じ
た
。こ
の
う
ち
、

２
５
０
ｍ
に
渡
っ
て
、
地
す
べ
り
抑
止
の

た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
と
ア
ン
カ
ー
工

に
よ
る
５
段
の
り
面
の
造
成
が
行
わ
れ
て

い
た
。（
平
成
27
年
10
月
）

　
の
り
面
の
上
部
か
ら
順
に
下
段
へ
造
成

す
る
の
り
面
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
と
ア

ン
カ
ー
工
で
滑
り
を
抑
え
る
工
事
が
進
行

中
だ
っ
た
。
の
り
面
に
ア
ン
カ
ー
を
打
ち

込
む
機
械
が
４
機
並
ん
で
、「
ド
ッ
ド
ッ
」

と
地
響
き
を
た
て
て
、
の
り
面
に
打
ち
込

ん
で
い
る
。ま
る
で
、地
球
に
注
射
を
打
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　「
切
土
し
た
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
抑

え
る
工
事
を
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
岩
石
が

ス
レ
ー
キ
ン
グ
を
起
こ
し
ま
す
」
と
熊

本
河
川
国
道
事
務
所
の
徳
田
副
所
長(

当

時)

。
の
り
面
に
露
出
し
た
頁
岩
を
手
で

は
ぎ
取
る
と
、
簡
単
に
岩
片
が
崩
れ
た
。

「
こ
れ
が
間
も
な
く
、
粒
状
に
な
り
、
水

を
含
ん
で
粘
土
化
し
て
し
ま
う
の
で
す
」。

空
気
に
触
れ
る
と
ス
レ
ー
キ
ン
グ
の
速
度

は
予
想
以
上
に
早
い
。

　
通
常
、
１
面
７
ｍ
四
方
程
度
の
の
り
面

を
３
・
５
ｍ
と
半
分
と
し
、
水
抜
き
ボ
ー

リ
ン
グ
（
長
さ
20
〜
40
ｍ
）
と
合
わ
せ
て
、

長
さ
10
〜
30
ｍ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー

を
３
ｍ
ご
と
に
打
ち
込
み
、「
縫
い
合
わ

せ
て
」
安
定
さ
せ
る
作
業
が
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
ん
で
い
た
。
切
土
し
た
後
の
、
の
り

面
造
成
は
、
間
髪
を
入
れ
ず
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
時
間
と
の
勝
負
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
倉
道
地
区
は
御
船
層
群
と
阿
蘇
火

砕
流
堆
積
地
層
の
境
界
で
、
工
事
が
進
行

す
る
東
側
の
り
面
の
堆
積
土
の
色
は
阿
蘇

山
周
辺
を
覆
う
黒
ボ
ク
の
よ
う
に
黒
褐
色

に
な
っ
て
い
る
。

行
く
手
を
阻
む
火
砕
流
堆
積
土

　
ト
ン
ネ
ル
群
と
倉
道
地
区
の
切
土
現
場

を
抜
け
る
と
、
阿
蘇
火
山
の
数
次
に
わ
た

る
大
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
堆
積
岩
で
あ
る

溶
結
凝
灰
岩
の
地
域
に
入
る
。
最
上
層
は

最
も
新
し
い
４
回
目
の
大
爆
発
（
９
万
年

前
）
に
よ
る
降
下
火
山
灰
の
堆
積
層
（
黒

ボ
ク
な
ど
）で
、水
を
多
く
含
み
、粘
土
化
。

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型
重
機
が
入
る

と
、
軟
弱
な
土
の
中
に
タ
イ
ヤ
や
キ
ャ
タ

ビ
ラ
が
埋
ま
り
動
け
な
く
等
（
ト
ラ
フ
ィ

カ
ビ
リ
テ
ィ
を
失
い
）
作
業
が
で
き
な
く

九州中央道　掘削中の高木トンネル

地すべりの恐れがあり、コンクリート枠とアンカーが打ち込まれた
（倉道地区）

予想以上に「脆弱」な御船層群は地すべりを発生させる。
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な
っ
て
し
ま
う
。
特
に
現
地
土
を
活
用
し

た
高
盛
土
（
20
〜
50
ｍ
）
で
道
路
を
造
成

す
る
場
合
、
地
震
な
ど
で
、
の
り
面
崩
壊

や
滑
り
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
耐
震
性

を
強
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
、
切
土
、
盛
土
に
よ
る

道
路
造
成
な
ど
、
い
ず
れ
の
工
事
に
お
い

て
も
御
船
層
群
、
溶
結
凝
灰
岩
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
補
強
の
た
め
対
策
工
を
施
工
、

一
歩
一
歩
、
矢
部
Ｉ
Ｃ
に
向
か
っ
て
、
工

事
は
進
め
ら
れ
た
。

　
国
道
４
４
５
号
に
並
行
し
て
矢
部
Ｉ
Ｃ

ま
で
進
ん
だ
中
央
高
速
道
は
、
同
Ｉ
Ｃ
か

ら
宮
崎
県
境
ま
で
の
21
㎞
を
宮
崎
・
延
岡

向
か
う
国
道
２
１
８
号
に
沿
っ
て
東
進
す

る
ル
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
と

熊
本
県
境
を
挟
ん
だ
国
道
２
１
８
号
・
高

千
穂
―
矢
部
間
は
特
に
宮
崎
県
側
に
入
る

と
急
カ
ー
ブ
の
連
続
区
間
で
急
こ
う
配
も

多
く
、
五
ヶ
瀬
川
の
氾
濫
な
ど
自
然
災
害

や
凍
結
に
よ
る
通
行
遮
断
が
し
ば
し
ば
起

こ
っ
て
お
り
、
地
元
か
ら
早
期
の
整
備
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
30
年
ま
で
に
国
道
４
５
５
と
連
結

　
小
池
高
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
10
・
８
㎞
で
北
中

島
Ｉ
Ｃ
に
到
着
す
る
。
こ
こ
ま
で
が
平
成

30
年
度
開
通
で
、国
道
４
５
５
号
と
連
結
、

さ
ら
に
進
ん
で
矢
部
Ｉ
Ｃ
で
国
道
２
１
８

号
と
合
流
す
る
。
矢
部
Ｉ
Ｃ
ま
で
あ
と
10

㎞
余
り
。
県
境
ま
で
、
ほ
ぼ
半
分
ま
で
完

成
す
る
こ
と
に
な
る
。
県
境
の
山
都
町
ま

で
建
設
さ
れ
、
宮
崎
県
・
延
岡
側
か
ら
の

高
速
道
路
と
結
び
、
高
速
横
断
道
路
・
九

州
中
央
道
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
時
期
は
未
定
だ
。

　
熊
本
市
か
ら
山
都
町
ま
で
が
高
速
道
路

で
つ
な
が
れ
ば
現
在
、
唯
一
の
動
脈
（
主

要
幹
線
道
路
）
で
あ
る
国
道
４
４
５
号
が

災
害
の
た
め
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
の
代
替

道
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
。
実
際
、

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
国
道
57
号
が
斜

面
崩
壊
な
ど
で
寸
断
さ
れ
、
同
３
２
５
号

も
阿
蘇
大
橋
が
落
橋
、
孤
立
し
た
南
阿
蘇

村
に
救
援
に
向
か
っ
た
リ
エ
ゾ
ン
部
隊
は

４
４
５
号
を
使
い
同
村
に
入
っ
た
。
中
央

道
が
完
成
す
れ
ば
、
迅
速
な
救
援
が
可
能

に
な
る
。
さ
ら
に
宮
崎
県
境
ま
で
約
50
分

で
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
山
村
の
生
活
圏
拡

大
や
観
光
な
ど
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

だ
ろ
う
。

工事が進む九州中央道（熊本県側）

　
熊
本
か
ら
の
日
向
往
還
は
、熊
本
市
・

辻
の
札
を
起
点
に
し
て
嘉
島
―
御
船
へ

南
下
し
て
、
緑
川
沿
い
を
東
進
す
る
。

御
船
川
と
緑
川
は
し
ば
し
ば
大
洪
水
に

見
舞
わ
れ
、
人
々
は
辛
酸
を
な
め
て
い

た
。
清
正
は
二
つ
の
暴
れ
川
を
合
流
さ

せ
、
治
水
工
事
に
着
手
（
慶
長
２
年
）

し
た
。
し
か
し
「
８
つ
の
頭
を
持
つ
龍

が
暴
れ
」
て
、
築
い
た
堤
防
を
壊
し
、

工
事
は
難
航
し
続
け
た
。
竜
神
を
治
め

る
た
め
、「
祠
」
を
建
て
よ
う

や
く
怒
り
を
抑
え
た
。
現
在

で
も
、
清
正
の
工
事
指
揮
所

跡
に
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　
日
向
往
還
は
緑
川
沿
い
に

東
進
し
て
矢
部
に
至
る
。
し

か
し
、
道
路
幅
は
狭
く
急
こ

う
配
が
続
く
山
道
で
人
々
は

難
渋
し
た
。
そ
こ
で
１
里
（
当

時
は
３
４
６
０
ｍ
）
ご
と
に

塚
を
造
り
、
並
木
を
植
え
、

道
行
く
人
が
、
夏
は
日
陰
で
、

冬
は
風
よ
け
に
な
る
よ
う
気

を
配
っ
て
い
た
。

　
県
道
と
し
て
整
備
が
始

ま
っ
た
の
は
、
明
治
20
年
か
ら
で
現
在

の
国
道
２
１
８
号
ル
ー
ト
が
開
い
た
の

は
同
30
年
ご
ろ
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

牛
馬
の
背
に
荷
を
乗
せ
て
、
峠
、
山
道

を
越
え
て
い
た
。
や
が
て
荷
馬
車
が
、

大
正
末
に
な
っ
て
、
乗
り
合
い
自
動
車

が
乗
客
を
拾
い
な
が
ら
走
っ
た
。
バ
ス

が
登
場
す
る
の
は
昭
和
15
年
に
な
っ
て

か
ら
だ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
か
ら
の
宿
場
町
と
し
て
は

浜
町
、
馬
見
原
が
あ
っ
た
が
、
今
も
、

浜
町
に
は
大
き
な
商
家
や
造
り
酒
屋
な

ど
旧
家
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
矢
部
は

中
世
の
名
家
・
阿
蘇
氏
（
大
宮
司
惟
継
）

が
阿
蘇
か
ら
本
拠
を
移
し
、
男
成
神
社

な
ど
の
き
ら
び
や
か
な
装
飾
、
神
事
に

そ
の
名
残
を
残
し
て
い
る
。

　
日
向
街
道
沿
い
に
は
、
阿
蘇
山
噴
火

に
よ
る
凝
灰
岩
を
使
っ
た
石
橋
が
数
多

く
あ
る
。
水
を
吹
き
出
す
通
潤

橋
を
は
じ
め
、
金
内
橋
、
聖
橋

な
ど
。
一
転
、
モ
ダ
ン
な
馬
見

原
橋
は
「
二
重
橋
」、
上
が
車
道

で
下
が
木
製
デ
ッ
キ
の
歩
道
橋

に
な
っ
て
い
る
。

　
矢
部
を
出
て
清
和
村
、
さ
ら

に
馬
見
原
、県
境
を
越
え
、宮
崎
・

五
ヶ
瀬
町
に
向
か
う
。
種
田
山

頭
火
の
「
分
け
入
っ
て
も
分
け

入
っ
て
も
青
い
山
」
の
句
碑
が

清
和
村
に
あ
る
。

加藤清正と日向往還
日向往還
清和文楽―発祥は江戸時代・重要無形文化
財に指定されている。（熊本県山都町）
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の
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強
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の
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、
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、
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、
工

事
は
進
め
ら
れ
た
。

　
国
道
４
４
５
号
に
並
行
し
て
矢
部
Ｉ
Ｃ

ま
で
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中
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速
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・
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、
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の
整
備
が

強
く
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。
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成
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で
に
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と
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山
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・
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中
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着
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こ
こ
ま
で
が
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で
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、
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に
進
ん
で
矢
部
Ｉ
Ｃ
で
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道
２
１
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号
と
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ま
で
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余
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、
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分
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で
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と
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と
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が
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そ
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期
は
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熊
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で
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速
道
路

で
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ば
現
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の
動
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線
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国
道
４
４
５
号
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災
害
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め
ス
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し
た
場
合
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路
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て
の
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能
を
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。
実
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、

平
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28
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で
は
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が
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面
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、
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を
使
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同
村
に
入
っ
た
。
中
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が
完
成
す
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ば
、
迅
速
な
救
援
が
可
能

に
な
る
。
さ
ら
に
宮
崎
県
境
ま
で
約
50
分

で
結
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と
に
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り
、
山
村
の
生
活
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拡
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や
観
光
な
ど
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

だ
ろ
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。
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熊
本
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の
日
向
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は
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・
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を
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、
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沿
い
を
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進
す
る
。
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と
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は
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ば
し
ば
大
洪
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に

見
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わ
れ
、
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は
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を
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い

た
。
清
正
は
二
つ
の
暴
れ
川
を
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流
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せ
、
治
水
工
事
に
着
手
（
慶
長
２
年
）

し
た
。
し
か
し
「
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つ
の
頭
を
持
つ
龍

が
暴
れ
」
て
、
築
い
た
堤
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を
壊
し
、

工
事
は
難
航
し
続
け
た
。
竜
神
を
治
め

る
た
め
、「
祠
」
を
建
て
よ
う

や
く
怒
り
を
抑
え
た
。
現
在

で
も
、
清
正
の
工
事
指
揮
所

跡
に
石
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が
建
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て
い
る
。

　
日
向
往
還
は
緑
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沿
い
に

東
進
し
て
矢
部
に
至
る
。
し

か
し
、
道
路
幅
は
狭
く
急
こ

う
配
が
続
く
山
道
で
人
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は

難
渋
し
た
。
そ
こ
で
１
里
（
当

時
は
３
４
６
０
ｍ
）
ご
と
に

塚
を
造
り
、
並
木
を
植
え
、

道
行
く
人
が
、
夏
は
日
陰
で
、

冬
は
風
よ
け
に
な
る
よ
う
気

を
配
っ
て
い
た
。

　
県
道
と
し
て
整
備
が
始

ま
っ
た
の
は
、
明
治
20
年
か
ら
で
現
在

の
国
道
２
１
８
号
ル
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ト
が
開
い
た
の

は
同
30
年
ご
ろ
だ
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た
。
そ
れ
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で
は

牛
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の
背
に
荷
を
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せ
て
、
峠
、
山
道

を
越
え
て
い
た
。
や
が
て
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馬
車
が
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大
正
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に
な
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て
、
乗
り
合
い
自
動
車

が
乗
客
を
拾
い
な
が
ら
走
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た
。
バ
ス

が
登
場
す
る
の
は
昭
和
15
年
に
な
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て

か
ら
だ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
か
ら
の
宿
場
町
と
し
て
は

浜
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、
馬
見
原
が
あ
っ
た
が
、
今
も
、

浜
町
に
は
大
き
な
商
家
や
造
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司
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の
き
ら
び
や
か
な
装
飾
、
神
事
に

そ
の
名
残
を
残
し
て
い
る
。

　
日
向
街
道
沿
い
に
は
、
阿
蘇
山
噴
火

に
よ
る
凝
灰
岩
を
使
っ
た
石
橋
が
数
多

く
あ
る
。
水
を
吹
き
出
す
通
潤

橋
を
は
じ
め
、
金
内
橋
、
聖
橋

な
ど
。
一
転
、
モ
ダ
ン
な
馬
見

原
橋
は
「
二
重
橋
」、
上
が
車
道

で
下
が
木
製
デ
ッ
キ
の
歩
道
橋

に
な
っ
て
い
る
。

　
矢
部
を
出
て
清
和
村
、
さ
ら

に
馬
見
原
、県
境
を
越
え
、宮
崎
・

五
ヶ
瀬
町
に
向
か
う
。
種
田
山

頭
火
の
「
分
け
入
っ
て
も
分
け

入
っ
て
も
青
い
山
」
の
句
碑
が

清
和
村
に
あ
る
。

加藤清正と日向往還
日向往還
清和文楽―発祥は江戸時代・重要無形文化
財に指定されている。（熊本県山都町）
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平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
は
，
国
道

57
号
の
脆
弱
さ
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
熊
本

〜
大
分
を
直
結
す
る
中
九
州
道
は
国
道
57

号
に
代
わ
る
自
動
車
道
と
し
て
、
大
分

道
（
鳥
栖
〜
大
分
）
に
並
行
、
九
州
を
横

断
す
る
第
２
の
横
断
道
路
と
期
待
さ
れ
て

い
た
。
大
分
道
、
中
九
州
道
、
九
州
中
央

道
と
三
段
の
「
は
し
ご
状
」
九
州
横
断
道

路
の
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
阿
蘇
観
光

に
殺
到
す
る
観
光
バ
ス
・
ド
ラ
イ
ブ
車
に

よ
っ
て
片
側
１
車
線
の
国
道
57
号
は
観
光

シ
ー
ズ
ン
は
大
渋
滞
と
な
り
、
２
車
線
化

を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
熊
本
か
ら
大

分
に
向
か
う
中
九
州
道
は「
棚
上
げ
状
態
」

と
な
っ
て
い
た
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

に
入
る
立
野
火
口
瀬
（
南
阿
蘇
村
）
付
近

か
ら
阿
蘇
市
に
向
か
う
間
の
外
輪
山
が
斜

面
崩
壊
を
起
こ
し
、
国
道
57
号
を
埋
没
さ

せ
、
黒
川
沿
い
の
ル
ー
ト
を

破
壊
し
た
。
白
川
、
黒
川
沿

い
に
布
田
川
活
断
層
が
走
り

国
道
57
号
だ
け
で
な
く
、
阿

蘇
の
シ
ン
ボ
ル
、ア
ー
チ
橋
・

阿
蘇
大
橋
を
落
橋
さ
せ
，
国

道
３
２
５
号
と
の
連
結
分
岐

を
断
ち
切
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
熊
本
〜

大
分
の
「
主
た
る
道
路
」
は

断
た
れ
、
南
阿
蘇
村
が
孤

立
状
態
に
陥
っ
た
だ
け
で

な
く
、
地
震
の
被
災
者
救

援
、
復
興
に
大
き
な
障
壁
と

な
っ
た
。
急
遽
、
熊
本
県
大

津
市
か
ら
外
輪
山
・
二
重
峠

を
越
え
て
阿
蘇
市
に
向
か
う

う
回
路
が
「
啓
開
」
さ
れ
た
が
峠
越
え
の

九
十
九
折
り
２
車
線
で
、
通
行
車
両
が
殺

到
、
数
珠
つ
な
ぎ
状
態
・
渋
滞
マ
ヒ
が
続

い
て
い
る
（
平
成
31
年
４
月
現
在
）。

　
こ
の
た
め
中
九
州
道
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
た
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
の
緊
急
着
手
が

決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
の
九
州

北
部
豪
雨
で
土
砂
崩
れ
、
土
石
流
で
寸
断

さ
れ
た
国
道
57
号
・
滝
室
坂
を
ト
ン
ネ
ル

で
抜
け
る
工
事
も
平
成
30
年
着
工
さ
れ

た
。
熊
本
県
側
の
中
九
州
道
路
二
大
ト
ン

ネ
ル
が
実
質
的
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
も
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
開

通
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
東
西

両
坑
口
か
ら
の
掘
削
に
加
え
、
掘
削
が
先

行
し
て
い
る
避
難
坑
か
ら
本
坑
ル
ー
ト
に

入
り
、
前
後
２
段
階
掘
削
に
よ
っ
て
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
異
例
中
の
異
例
の

工
事
手
法
を
取
っ
て
い
る
。

第
２
節

九
州
横
断
の
道

　
中
九
州
自
動
車
道

　
　（
大
分
〜
熊
本
１
２
０
㎞
）

　
①
熊
本
県
側
（
熊
本
〜
波
野
）

▲中九州横断道路

阿
蘇
外
輪
を
貫
く
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル

阿
蘇
外
輪
を
貫
く
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル

二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
　
２
段
階
掘
削
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
　
２
段
階
掘
削
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
　
五
層
の
手
強
い
地
層

滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
　
五
層
の
手
強
い
地
層

滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
　
五
層
の
手
強
い
地
層

滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
　
五
層
の
手
強
い
地
層
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平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
は
、
熊
本

〜
大
分
を
結
ぶ
中
九
州
横
断
道
路
の
必
要

性
を
痛
感
さ
せ
た
。
地
震
に
よ
っ
て
国
道

57
号
の
熊
本
県
・
南
阿
蘇
村
立
野
で
幅

２
０
０
ｍ
、長
さ
７
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
、

斜
面
の
大
崩
壊
が
発
生
、
50
万
㎥
が
崩
れ

落
ち
、
同
国
道
を
完
全
に
埋
没
、
破
壊
し
、

国
道
３
２
５
号
に
繋
ぐ
阿
蘇
大
橋
を
落
橋

さ
せ
た
。
こ
の
大
崩
壊
地
点
の
前
後
も
同

国
道
損
壊
が
発
生
、
熊
本
〜
大
分
間
の
唯

一
の
横
断
大
動
脈
が
途
絶
、
地
震
発
生
２

年
後
も
国
道
57
号
の
完
全
復
旧
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。

　
国
道
57
号
の
途
絶
で
、
熊
本
市
、
益
城

町
な
ど
被
災
地
へ
の
大
分
な
ど
東
九
州
側

か
ら
の
救
援
ル
ー
ト
が
失
わ
れ
、同
時
に
、

熊
本
市
側
か
ら
の
阿
蘇
地
方
へ
の
救
援
、

復
旧
支
援
を
不
可
能
に
し
た
。
大
分
側
か

ら
の
熊
本
支
援
は
県
境
に
近
い
竹
田
市
が

基
地
と
な
り
、
支
援
物
資
の
運
搬
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
が
行
わ
れ
た
。

　
熊
本
側
か

ら
は
被
災
個

所
を
大
き
く

迂
回
す
る
「
ミ

ル
ク
ロ
ー

ド
」
が
緊
急

に
「
道
路
啓

開
」
さ
れ
た
。

し
か
し
、
大

津
市
か
ら
２

車
線
の
外
輪

山
の
山
越
え
，

九
十
九
折
り

の
急
坂
を
下

り
、
阿
蘇
市
赤
水
で
57
号
に
繋
が
る
厳
し

い
条
件
の
道
路
。
渋
滞
が
続
き
、
事
故
発

生
の
恐
れ
も
あ
る
悪
条
件
で
、「
終
戦
直

後
の
道
路
を
走
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
ド
ラ

イ
バ
ー
の
苦
情
は
絶
え
な
い
。
何
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
た
阿
蘇
へ
の
救
援
、
復

興
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
し
た
。「
今

回
の
地
震
ほ
ど
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
、
も

う
一
本
の
道
路
の
必
要
性
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
」（
手
島
熊
本
県
土
木

部
長
＝
当
時
）。

①
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル

復
旧
ル
ー
ト
と
し
て
着
手

　
熊
本
側
か
ら
の
中
九
州
道
の
建
設
は

ル
ー
ト
計
画
な
ど
は
ほ
ぼ
出
来
て
は
い
た

が
、
30
年
現
在
、
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
以
外

は
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。
阿
蘇
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
国
道
57
号
が
大
渋
滞
し
て
い

る
た
め
、
４
車
線
化
を
優
先
、
中
九
州
道

は
棚
上
げ
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時

期
に
、
熊
本
地
震
（
平
成
28
年
４
月
）
が

発
生
、
代
替
道
路
の
な
い
基
幹
国
道
の
弱

さ
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
国
道
57
号
の
途
絶
、
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

う
回
路
と
す
る
渋
滞
状
況
を
放
置
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
た
め
、
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

北
側
に
「
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
」

（
約
13
㎞
）
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

平
成
29
年
６
月
17
日
阿
蘇
市
側（
車
返
し
）

で
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ル
ー
ト
は
大
津
（
国
道
57
号
、
道

の
駅
付
近
）
か
ら
外
輪
山
の
二
重
峠
を
ト

ン
ネ
ル
で
抜
け
、
阿
蘇
市
赤
水
に
出
る
中

九
州
道
建
設
で
計
画
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
踏

襲
し
て
い
る
。「
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
」
は

延
長
３
６
５
９
ｍ
で
、
阿
蘇
側
へ
４
％
の

上
り
勾
配
を
持
ち
、
２
車
線
の
計
画
。
掘

削
は
両
方
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
進
め
ら
れ

る
。
掘
削
の
後
、
ト
ン
ネ
ル
ア
ー
チ
の
支

保
工
（
Ｈ
鋼
）
を
建
て
込
み
、
壁
面
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
け
、
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
で

地
山
と
一
体
化
さ
せ
る
山
岳
工
法
と
し
て

安
定
性
が
保
て
る
工
法
だ
。
水
を
含
み
や

す
い
火
山
性
堆
積
地
質
の
為
、
吹
付
け
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
面
に
防
水
シ
ー
ト
を
張
り

付
け
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
漏
水
を
防
ぐ
。

二
重
の
地
山
補
強
工
事
で
安
全
確
保

　
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
阿
蘇
市
赤
水
側
と

大
津
市
側
の
両
側
か
ら
本
坑
（
高
さ
８
・

５
ｍ
、
幅
員
15
ｍ
）
と
、
ほ
ぼ
半
分
の
避

難
坑
の
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
同
時
に
掘
削

を
開
始
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
は
う
回

路
・
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ほ
ぼ
直
下
で
、
い

中九州道、二重トンネル大津側坑口

中九州道・二重トンネル＝阿蘇市側坑口

熊本地震でう回路となった二重峠ルート
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平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
は
、
熊
本

〜
大
分
を
結
ぶ
中
九
州
横
断
道
路
の
必
要

性
を
痛
感
さ
せ
た
。
地
震
に
よ
っ
て
国
道

57
号
の
熊
本
県
・
南
阿
蘇
村
立
野
で
幅

２
０
０
ｍ
、長
さ
７
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
、

斜
面
の
大
崩
壊
が
発
生
、
50
万
㎥
が
崩
れ

落
ち
、
同
国
道
を
完
全
に
埋
没
、
破
壊
し
、

国
道
３
２
５
号
に
繋
ぐ
阿
蘇
大
橋
を
落
橋

さ
せ
た
。
こ
の
大
崩
壊
地
点
の
前
後
も
同

国
道
損
壊
が
発
生
、
熊
本
〜
大
分
間
の
唯

一
の
横
断
大
動
脈
が
途
絶
、
地
震
発
生
２

年
後
も
国
道
57
号
の
完
全
復
旧
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。

　
国
道
57
号
の
途
絶
で
、
熊
本
市
、
益
城

町
な
ど
被
災
地
へ
の
大
分
な
ど
東
九
州
側

か
ら
の
救
援
ル
ー
ト
が
失
わ
れ
、同
時
に
、

熊
本
市
側
か
ら
の
阿
蘇
地
方
へ
の
救
援
、

復
旧
支
援
を
不
可
能
に
し
た
。
大
分
側
か

ら
の
熊
本
支
援
は
県
境
に
近
い
竹
田
市
が

基
地
と
な
り
、
支
援
物
資
の
運
搬
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
が
行
わ
れ
た
。

　
熊
本
側
か

ら
は
被
災
個

所
を
大
き
く

迂
回
す
る
「
ミ

ル
ク
ロ
ー

ド
」
が
緊
急

に
「
道
路
啓

開
」
さ
れ
た
。

し
か
し
、
大

津
市
か
ら
２

車
線
の
外
輪

山
の
山
越
え
，

九
十
九
折
り

の
急
坂
を
下

り
、
阿
蘇
市
赤
水
で
57
号
に
繋
が
る
厳
し

い
条
件
の
道
路
。
渋
滞
が
続
き
、
事
故
発

生
の
恐
れ
も
あ
る
悪
条
件
で
、「
終
戦
直

後
の
道
路
を
走
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
ド
ラ

イ
バ
ー
の
苦
情
は
絶
え
な
い
。
何
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
た
阿
蘇
へ
の
救
援
、
復

興
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
し
た
。「
今

回
の
地
震
ほ
ど
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
、
も

う
一
本
の
道
路
の
必
要
性
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
」（
手
島
熊
本
県
土
木

部
長
＝
当
時
）。

①
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル

復
旧
ル
ー
ト
と
し
て
着
手

　
熊
本
側
か
ら
の
中
九
州
道
の
建
設
は

ル
ー
ト
計
画
な
ど
は
ほ
ぼ
出
来
て
は
い
た

が
、
30
年
現
在
、
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
以
外

は
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。
阿
蘇
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
国
道
57
号
が
大
渋
滞
し
て
い

る
た
め
、
４
車
線
化
を
優
先
、
中
九
州
道

は
棚
上
げ
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時

期
に
、
熊
本
地
震
（
平
成
28
年
４
月
）
が

発
生
、
代
替
道
路
の
な
い
基
幹
国
道
の
弱

さ
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
国
道
57
号
の
途
絶
、
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

う
回
路
と
す
る
渋
滞
状
況
を
放
置
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
た
め
、
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

北
側
に
「
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
」

（
約
13
㎞
）
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

平
成
29
年
６
月
17
日
阿
蘇
市
側（
車
返
し
）

で
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ル
ー
ト
は
大
津
（
国
道
57
号
、
道

の
駅
付
近
）
か
ら
外
輪
山
の
二
重
峠
を
ト

ン
ネ
ル
で
抜
け
、
阿
蘇
市
赤
水
に
出
る
中

九
州
道
建
設
で
計
画
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
踏

襲
し
て
い
る
。「
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
」
は

延
長
３
６
５
９
ｍ
で
、
阿
蘇
側
へ
４
％
の

上
り
勾
配
を
持
ち
、
２
車
線
の
計
画
。
掘

削
は
両
方
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
進
め
ら
れ

る
。
掘
削
の
後
、
ト
ン
ネ
ル
ア
ー
チ
の
支

保
工
（
Ｈ
鋼
）
を
建
て
込
み
、
壁
面
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
け
、
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
で

地
山
と
一
体
化
さ
せ
る
山
岳
工
法
と
し
て

安
定
性
が
保
て
る
工
法
だ
。
水
を
含
み
や

す
い
火
山
性
堆
積
地
質
の
為
、
吹
付
け
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
面
に
防
水
シ
ー
ト
を
張
り

付
け
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
漏
水
を
防
ぐ
。

二
重
の
地
山
補
強
工
事
で
安
全
確
保

　
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
阿
蘇
市
赤
水
側
と

大
津
市
側
の
両
側
か
ら
本
坑
（
高
さ
８
・

５
ｍ
、
幅
員
15
ｍ
）
と
、
ほ
ぼ
半
分
の
避

難
坑
の
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
同
時
に
掘
削

を
開
始
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
は
う
回

路
・
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ほ
ぼ
直
下
で
、
い

中九州道、二重トンネル大津側坑口

中九州道・二重トンネル＝阿蘇市側坑口

熊本地震でう回路となった二重峠ルート
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ず
れ
も
国
道
57
号
と
連
結
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
斜
面
崩
壊
に
よ
っ
て
損
壊
し
た
黒

川
沿
い
の
57
号
北
側
う
回
す
る
新
道
（
北

側
復
旧
ル
ー
ト
）
と
な
り
、
斜
面
崩
壊
現

場
で
の
２
次
災
害
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
、
よ
り
安
全
に
な
る
。
新
旧
道
の
距
離

は
ほ
ぼ
同
じ
だ
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は

カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山

を
掘
削
す
る
。
外
輪

山
は
通
常
、
溶
結
凝

灰
岩
な
ど
火
山
堆
積

地
層
は
多
分
に
水
を

含
み
、
ト
ン
ネ
ル
掘

削
に
あ
た
っ
て
「
出

水
」
の
懸
念
が
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
避

難
坑
の
掘
削
を
先
行

さ
せ
、
地
質
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
の
工

事
と
な
っ
た
が
、
幸

い
、
安
定
し
た
安
山

岩
溶
岩
で
順
調
に
掘

り
進
ん
だ
。

　
た
だ
、大
津
側
（
西

口
）
の
坑
口
付
近
の

「
土
か
ぶ
り
」
が
比

較
的
薄
く
、
ミ
ル
ク

ク
ロ
ー
ド
と
ト
ン
ネ

ル
上
部
と
の
厚
さ
が

10
ｍ
未
満
で
あ
る
た

め
、
掘
削
前
面
（
切

羽
）
前
方
の
上
部
に

屋
根
を
敷
く
よ
う
に

鋼
管
（
長
さ
12
・
５

ｍ
）
を
並
べ
て
打
ち
込
み
、
鋼
管
か
ら
薬

液
を
注
入
し
て
、
よ
り
強
固
な
地
山
に
改

良
す
る
２
重
補
強
を
行
っ
て
い
る
。

前
後
、同
時
掘
削
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

　
現
在
の
二
重
峠
を
越
え
る
う
回
路
・
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
は
カ
ー
ブ
が
多
く
、
幅
員
も

余
裕
が
な
く
、
渋
滞
が
激
し
い
。
こ
の
た

め
、
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
の
早
急
な
完
成
が

も
と
め
ら
れ
て
い
る
。早
期
開
通
の
た
め
、

前
後
２
カ
所
の
切
り
羽
で
掘
削
す
る
。
本

坑
に
先
行
し
て
掘
り
進
ん
で
い
る
避
難
坑

か
ら
本
坑
予
定
ル
ー
ト
の
前
方
に
横
坑
を

掘
り
、
そ
こ
か
ら
本
坑
を
掘
削
す
る
。
本

坑
は
前
と
後
方
の
２
カ
所
で
同
時
に
掘
削

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
工
事
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
せ
る
の
だ
。

　
こ
の
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
二

重
峠
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
）
は
、
あ
く
ま
で

熊
本
地
震
に
よ
る
国
道
57
号
の
途
絶
に
よ

る
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
措
置
で
異
例
の

５
年
国
債
に
よ
る
工
事
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
将
来
的
に
は
九
州
道
（
北

熊
本
Ｓ
Ａ
付
近
）
と
連
結
す
る
中
九
州
道

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
す
で
に

ル
ー
ト
決
定
が
進

ん
で
お
り
、
九
州

道
か
ら
阿
蘇
へ
の

時
間
距
離
は
よ
り

短
縮
さ
れ
る
。

万
感
の
思
い
込
め

　
二
重
峠
越
え
と
滝
室
坂
は
、
加
藤
清
正

が
豊
後
街
道
を
開
削
し
た
時
の
難
事
業
中

の
難
事
業
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
急
峻
な

坂
道
、
雨
に
弱
く
損
壊
し
や
す
い
火
山
噴

出
土
の
悪
条
件
下
で
、
近
隣
住
民
が
動
員

さ
れ
、
重
い
石
を
担
ぎ
上
げ
な
が
ら
石
畳

を
積
み
上
げ
て
造
成
さ
れ
た
。
そ
の
労
苦

は
、石
畳
に
わ
ず
か
に
残
る
「
村
の
名
前
」

だ
け
だ
が
、
万
感
の
思
い
を
込
め
て
刻
ん

だ
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
旅
人
も
胸
を
突
く

よ
う
な
急
坂
を
喘
ぎ
喘
ぎ
登
っ
た
に
違
い

な
い
。
４
０
０
年
後
、
よ
う
や
く
二
つ
の

ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
、
安
全
で
し
か
も
数

分
で
通
り
抜
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
。

　
阿
蘇
市
側
の
坑
口
に
立
つ
と
、「
が
ん

ば
ろ
う
熊
本
」の
大
き
な
垂
れ
幕
が
見
え
、

避
難
坑
掘
削
が
始
ま
っ
て
い
た
。
隣
に
本

坑
の
掘
削
予
定
坑
口
に
半
円
が
描
か
れ
、

高
架
用
の
橋
桁
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
延

長
３
㎞
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
行
わ
れ

る
避
難
坑
を
先
行
さ
せ
、
地
質
状
況
、
出

水
の
有
無
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
本
坑
掘

削
に
取
り
組
む
。
ト
ン
ネ
ル
完
成
は
平
成

32
年
５
月
末
、
３
年
計
画
だ
。

②
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル

　
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
を
取
り
巻
く
外
輪
山
を

国
道
57
号
が
抜
け
る
に
は
、
大
分
県
境
に

近
い
阿
蘇
市
・
坂
梨
付
近
か
ら
波
野
へ
標

高
差
２
０
０
ｍ
を
越
え
る
難
所
「
滝
室
坂

道
路
」
が
あ
る
。
平
成
２
４
年
九
州
北
部

豪
雨
で
11
か
所
の
土
石
流
の
直
撃
で
途
絶

し
た
苦
い
経
験
が
あ
る
。

熊本～大分結ぶ高規格道路
災害で、一気に進展
熊本地震―二重峠トンネル
九州北部豪雨―滝室坂トンネル

滝
室
坂
　
厄
介
な
地
層
重
な
り

滝
室
坂
　
厄
介
な
地
層
重
な
り

滝
室
坂
　
厄
介
な
地
層
重
な
り
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土
石
流
が
通
行
中
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を

押
し
流
し
、
横
転
さ
せ
た
。
幸
い
運
転
手

は
間
一
髪
で
脱
出
で
き
た
が
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
８
台
な
ど
計
11
台
の
車
が
放
棄
さ

れ
、
国
道
57
号
は
泥
土
に
埋
ま
り
、
崖
中

腹
か
ら
は
滝
の
よ
う
に
幾
筋
も
水
が
噴
き

出
し
た
。
復
旧
工
事
も
危
険
を
伴
い
、
仮

橋
で
応
急
復
旧
、「
洞
門
」（
ロ
ッ
ク
シ
エ

ツ
ド
）
に
よ
る
本
格
復
旧
ま
で
の
１
年
半

以
上
、
通
行
規
制
に
。
九
州
横
断
の
動
脈

は
機
能
せ
ず
、
道
路
輸
送
は
長
距
離
の
迂

回
を
強
い
ら
れ
る
異
常
な
状
況
に
追
い
込

ま
れ
た
。

　
滝
室
坂
も
北
側
復
旧
ル
ー
ト
と
同
様
、

外
輪
山
を
抜
く
中
九
州
道
の
ト
ン
ネ
ル
が

計
画
さ
れ
、
国
道
57
号
の
北
側
に
並
行
し

て
建
設
さ
れ
る
長
大
な
滝
室
坂
ト
ン
ネ

ル
、
約
４
・
６
㎞
（
勾
配
４
％
、
滝
室
坂

道
路
と
し
て
は
６
・
４
㎞
）
で
坂
梨
か
ら

道
の
駅
・
波
野
（
阿
蘇
市
）
近
く
ま
で
で
、

現
在
で
も
連
続
雨
量
１
４
０
㎜
で
事
前
通

行
規
制
さ
れ
る
九
十
九
折
の
急
坂
が
一
気

に
解
消
さ
れ
る
。

五
層
の
難
し
い
地
層

　
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
は
阿
蘇
外
輪
山
の
東

壁
に
あ
た
リ
、
現
在
の
国
道
57
号
滝
室
坂

は
標
高
差
２
２
０
ｍ
、
九
十
九
折
り
の
急

坂
道
路
で
あ
る
。
掘
削
は
平
成
30
年
度
か

ら
始
ま
り
２
車
線
の
ト
ン
ネ
ル
（
幅
員
12

ｍ
）。
現
在
の
滝
室
坂
道
路
の
や
や
北
側

ル
ー
ト
と
な
る
。

　
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災

で
、
道
路
沿
い
の
カ
ル
デ
ラ
壁
の
急
崖
か

ら
滝
の
よ
う
に
水
が
吹
き
出
た
。
ト
ン
ネ

ル
掘
削
中
も
「
出
水
」
が
懸
念
さ
れ
、
平

成
25
年
か
ら
学
識
経
験
者
に
よ
る
「
技
術

検
討
委
員
会
」
が
地
質
や
水
の
状
況
の
調

査
、
ど
の
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
に
す

る
か
、
慎
重
な
地
質
調
査
と
検
討
が
行
わ

れ
た
。

　
調
査
に
よ
る
と
約
30
万
年
前
か
ら
４
回

の
大
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
・
阿
蘇
火
山
噴

出
岩
層
が
重
な
っ
て
お
り
、
深
部
は
そ
れ

以
前
に
堆
積
し
た
凝
灰
角
礫
岩
が
あ
り
、

全
体
で
５
層
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

地
層
は
、
水
を
通
し
や
す
か
っ
た
り
、
通

し
に
く
か
っ
た
り
、
浸
透
性
、
含
水
率
も

大
き
な
違
い
を
持
つ
「
厄
介
な
地
層
の
重

な
り
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

高
透
水
性
の
岩
層
が
交
互
に

　
地
表
は
火
山
灰
で
あ
る
黒
ボ
ク
、
赤
ボ

ク
に
覆
わ
れ
、
阿
蘇
４
、３
、２
、１
層
と

４
層
の
火
山
噴
出
地
層
が
重
な
り
、
一
番

下
は
30
万
年
以
前
に
堆
積
し
た
凝
灰
角
礫

岩
と
い
う
５
岩
層
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

阿
蘇
４
、３
層
は
水
を
通
し
や
す
い
「
高

透
水
性
」
を
持
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ

の
下
部
は
水
を
通
し
に
く
い
凝
灰
岩
を
挟

ん
で
い
る
。
平
成
24
年
豪
雨
で
の
土
石
流

災
害
の
際
、
地
山
の
中
腹
か
ら
大
量
の
水

が
噴
出
し
た
の
は
、
こ
の
地
層
構
造
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
下
部
の
阿

蘇
２
，
１
層
は
亀
裂
の
多
い
岩
盤
で
、
透

水
性
と
非
透
水
性
が
交
互
に
重
な
っ
て
い

る
。

　
工
事
中
、
出
水
の
恐
れ
と
同
時
に
、
軟

弱
な
地
山
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の

約
40
％
が
「
劣
悪
」
な
地
質
状
況
が
続
く

と
想
定
さ
れ
、
掘
削
を
進
め
る
過
程
で
、

様
々
な
変
位
が
生
ず
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。こ
の
た
め
地
質
に
応
じ
た
掘
削
工
法
、

よ
り
強
い
支
保
工
の
選
択
、
長
尺
先
受
け

工
、
早
期
の
イ
ン
バ
ー
ト
閉
合
、
ト
ン
ネ

ル
の
形
状
を
よ
り
円
形
に
近
づ
け
る
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。「
複
雑
な
地
形
構

成
な
の
で
、
そ
の
変
化
に
応
じ
た
工
法
、

構
造
、補
助
工
法
な
ど
対
策
を
検
討
す
る
」

（
九
州
地
方
整
備
局
）
こ
と
に
な
る
。

ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
入
水
防
止

　
も
う
一
つ
、
対
応
が
必
要
な
の
は
豪
雨

な
ど
の
際
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
大
量
の
水
が

流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
。
平
成

24
年
豪
雨
で
国
道
57
号
滝
室
坂
に
隣
接
す

る
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
豪
雨

が
流
れ
込
み
レ
ー
ル
が
押
し
流
さ
れ
、
蛇

が
と
ぐ
ろ
を
幾
重
に
も
巻
く
よ
う
に
変
形

し
た
。
ト
ン
ネ
ル
内
を
猛
烈
な
勢
い
で
大

量
の
水
が
流
れ
下
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
勾
配
４
％
で
掘
削
さ
れ
る
滝
室
坂
ト

ン
ネ
ル
の
場
合
、
多
数
の
車
両
が
流
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
に
水
が
浸

入
し
な
い
よ
う
ト
ン
ネ
ル
頂
部
（
起
点
と

な
る
波
野
地
点
）
で
は
勾
配
を
緩
め
、
な

お
か
つ
水
を
侵
入
さ
せ
な
い
構
造
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
い
。

よ
り
安
全
な
九
州
横
断
の
道
へ

　
滝
室
坂
は
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
で
発
生
し
た
土
石
流
で
４
カ
月
、
仮

橋
で
被
災
道
路
区
間
を
渡
る
ま
で
、
完
全

交
通
止
め
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ッ
ク

シ
ェ
ッ
ド
な
ど
に
よ
っ
て
落
下
す
る
土
石

旧豊後街道・坂梨宿には、
勝海舟・伊能忠敬・高山彦九郎らが泊まった記念碑

滝室坂に建設されたロックシエッド
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土
石
流
が
通
行
中
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を

押
し
流
し
、
横
転
さ
せ
た
。
幸
い
運
転
手

は
間
一
髪
で
脱
出
で
き
た
が
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
８
台
な
ど
計
11
台
の
車
が
放
棄
さ

れ
、
国
道
57
号
は
泥
土
に
埋
ま
り
、
崖
中

腹
か
ら
は
滝
の
よ
う
に
幾
筋
も
水
が
噴
き

出
し
た
。
復
旧
工
事
も
危
険
を
伴
い
、
仮

橋
で
応
急
復
旧
、「
洞
門
」（
ロ
ッ
ク
シ
エ

ツ
ド
）
に
よ
る
本
格
復
旧
ま
で
の
１
年
半

以
上
、
通
行
規
制
に
。
九
州
横
断
の
動
脈

は
機
能
せ
ず
、
道
路
輸
送
は
長
距
離
の
迂

回
を
強
い
ら
れ
る
異
常
な
状
況
に
追
い
込

ま
れ
た
。

　
滝
室
坂
も
北
側
復
旧
ル
ー
ト
と
同
様
、

外
輪
山
を
抜
く
中
九
州
道
の
ト
ン
ネ
ル
が

計
画
さ
れ
、
国
道
57
号
の
北
側
に
並
行
し

て
建
設
さ
れ
る
長
大
な
滝
室
坂
ト
ン
ネ

ル
、
約
４
・
６
㎞
（
勾
配
４
％
、
滝
室
坂

道
路
と
し
て
は
６
・
４
㎞
）
で
坂
梨
か
ら

道
の
駅
・
波
野
（
阿
蘇
市
）
近
く
ま
で
で
、

現
在
で
も
連
続
雨
量
１
４
０
㎜
で
事
前
通

行
規
制
さ
れ
る
九
十
九
折
の
急
坂
が
一
気

に
解
消
さ
れ
る
。

五
層
の
難
し
い
地
層

　
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
は
阿
蘇
外
輪
山
の
東

壁
に
あ
た
リ
、
現
在
の
国
道
57
号
滝
室
坂

は
標
高
差
２
２
０
ｍ
、
九
十
九
折
り
の
急

坂
道
路
で
あ
る
。
掘
削
は
平
成
30
年
度
か

ら
始
ま
り
２
車
線
の
ト
ン
ネ
ル
（
幅
員
12

ｍ
）。
現
在
の
滝
室
坂
道
路
の
や
や
北
側

ル
ー
ト
と
な
る
。

　
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災

で
、
道
路
沿
い
の
カ
ル
デ
ラ
壁
の
急
崖
か

ら
滝
の
よ
う
に
水
が
吹
き
出
た
。
ト
ン
ネ

ル
掘
削
中
も
「
出
水
」
が
懸
念
さ
れ
、
平

成
25
年
か
ら
学
識
経
験
者
に
よ
る
「
技
術

検
討
委
員
会
」
が
地
質
や
水
の
状
況
の
調

査
、
ど
の
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
に
す

る
か
、
慎
重
な
地
質
調
査
と
検
討
が
行
わ

れ
た
。

　
調
査
に
よ
る
と
約
30
万
年
前
か
ら
４
回

の
大
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
・
阿
蘇
火
山
噴

出
岩
層
が
重
な
っ
て
お
り
、
深
部
は
そ
れ

以
前
に
堆
積
し
た
凝
灰
角
礫
岩
が
あ
り
、

全
体
で
５
層
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

地
層
は
、
水
を
通
し
や
す
か
っ
た
り
、
通

し
に
く
か
っ
た
り
、
浸
透
性
、
含
水
率
も

大
き
な
違
い
を
持
つ
「
厄
介
な
地
層
の
重

な
り
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

高
透
水
性
の
岩
層
が
交
互
に

　
地
表
は
火
山
灰
で
あ
る
黒
ボ
ク
、
赤
ボ

ク
に
覆
わ
れ
、
阿
蘇
４
、３
、２
、１
層
と

４
層
の
火
山
噴
出
地
層
が
重
な
り
、
一
番

下
は
30
万
年
以
前
に
堆
積
し
た
凝
灰
角
礫

岩
と
い
う
５
岩
層
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

阿
蘇
４
、３
層
は
水
を
通
し
や
す
い
「
高

透
水
性
」
を
持
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ

の
下
部
は
水
を
通
し
に
く
い
凝
灰
岩
を
挟

ん
で
い
る
。
平
成
24
年
豪
雨
で
の
土
石
流

災
害
の
際
、
地
山
の
中
腹
か
ら
大
量
の
水

が
噴
出
し
た
の
は
、
こ
の
地
層
構
造
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
下
部
の
阿

蘇
２
，
１
層
は
亀
裂
の
多
い
岩
盤
で
、
透

水
性
と
非
透
水
性
が
交
互
に
重
な
っ
て
い

る
。

　
工
事
中
、
出
水
の
恐
れ
と
同
時
に
、
軟

弱
な
地
山
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の

約
40
％
が
「
劣
悪
」
な
地
質
状
況
が
続
く

と
想
定
さ
れ
、
掘
削
を
進
め
る
過
程
で
、

様
々
な
変
位
が
生
ず
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。こ
の
た
め
地
質
に
応
じ
た
掘
削
工
法
、

よ
り
強
い
支
保
工
の
選
択
、
長
尺
先
受
け

工
、
早
期
の
イ
ン
バ
ー
ト
閉
合
、
ト
ン
ネ

ル
の
形
状
を
よ
り
円
形
に
近
づ
け
る
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。「
複
雑
な
地
形
構

成
な
の
で
、
そ
の
変
化
に
応
じ
た
工
法
、

構
造
、補
助
工
法
な
ど
対
策
を
検
討
す
る
」

（
九
州
地
方
整
備
局
）
こ
と
に
な
る
。

ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
入
水
防
止

　
も
う
一
つ
、
対
応
が
必
要
な
の
は
豪
雨

な
ど
の
際
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
大
量
の
水
が

流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
。
平
成

24
年
豪
雨
で
国
道
57
号
滝
室
坂
に
隣
接
す

る
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
豪
雨

が
流
れ
込
み
レ
ー
ル
が
押
し
流
さ
れ
、
蛇

が
と
ぐ
ろ
を
幾
重
に
も
巻
く
よ
う
に
変
形

し
た
。
ト
ン
ネ
ル
内
を
猛
烈
な
勢
い
で
大

量
の
水
が
流
れ
下
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
勾
配
４
％
で
掘
削
さ
れ
る
滝
室
坂
ト

ン
ネ
ル
の
場
合
、
多
数
の
車
両
が
流
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
に
水
が
浸

入
し
な
い
よ
う
ト
ン
ネ
ル
頂
部
（
起
点
と

な
る
波
野
地
点
）
で
は
勾
配
を
緩
め
、
な

お
か
つ
水
を
侵
入
さ
せ
な
い
構
造
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
い
。

よ
り
安
全
な
九
州
横
断
の
道
へ

　
滝
室
坂
は
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
で
発
生
し
た
土
石
流
で
４
カ
月
、
仮

橋
で
被
災
道
路
区
間
を
渡
る
ま
で
、
完
全

交
通
止
め
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ッ
ク

シ
ェ
ッ
ド
な
ど
に
よ
っ
て
落
下
す
る
土
石

旧豊後街道・坂梨宿には、
勝海舟・伊能忠敬・高山彦九郎らが泊まった記念碑

滝室坂に建設されたロックシエッド
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か
ら
道
路
を
守
る
施
設
が
出
来
る
ま
で
、

１
年
半
近
い
仮
道
路
の
不
自
由
を
強
い
ら

れ
た
。

　
一
方
、
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、
南
阿
蘇

村
立
野
で
発
生
し
た
大
規
模
斜
面
崩
壊
で

国
道
57
号
が
土
石
流
で
埋
ま
り
、
さ
ら
に

二
次
崩
落
の
恐
れ
は
完
全
に
は
な
く
な
っ

て
お
ら
ず
、
不
通
状
態
（
平
成
31
年
春
現

在
）
が
続
い
て
お
り
、
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル

の
早
期
開
通
が
待
た
れ
る
。

　
阿
蘇
火
山
地
帯
の
豪
雨
、
地
震
の
危
険

は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
の

ト
ン
ネ
ル
建
設
は
東
西
の
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

壁
を
抜
く
も
の
で
、
九
州
横
断
道
路
と
し

て
よ
り
安
全
な
通
行
を
も
た
ら
す
だ
ろ

う
。

　
熊
本
〜
竹
田
間
は
国
道
57
号
ぞ
い
の
二

重
峠
ト
ン
ネ
ル
と
中
九
州
道
の
滝
室
坂
ト

ン
ネ
ル
の
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に

よ
っ
て
、
大
幅
な
時
間
短
縮
と
災
害
に
強

く
、
安
全
性
の
高
い
道
路
に
生
ま
れ
変
わ

る
。

　
し
か
し
、
中
九
州
道
の
建
設
の
進
み
方

は
県
境
を
挟
ん
で
、
対
照
的
だ
。
滝
室
坂

ト
ン
ネ
ル
が
熊
本
県
側
の
最
初
の
中
九
州

道
と
な
る
の
に
対
し
、
大
分
県
側
は
大
分

市
近
く
の
犬
飼
Ｉ
Ｃ
か
ら
平
成
31
年
春
に

は
竹
田
Ｉ
Ｃ
ま
で
供
用
さ
れ
た
。
残
る
竹

田
市
か
ら
熊
本
県
境
ま
で
、
現
在
、
地
質

調
査
と
ル
ー
ト
選
定
中
で
、
圧
倒
的
に
大

分
側
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

滝室坂トンネルの着工式平成24年豪雨で土石流に押し流された大型トラック（滝室坂）

工事が進む中九州道の二重峠トンネル

□
大
分

○
犬
飼

○
大
野

○
竹
田

）（
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル

○
阿
蘇
市

）○（
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル

┃
大
津

□
熊
本

滝室坂トンネルの地層構造。熊本県側坑口から4％の勾配で登る。
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中
九
州
道
路（
全
長
１
２
０
㎞
の
予
定
）

は
大
分
・
犬
飼
Ｉ
Ｃ
〜
大
野
〜
朝
地
Ｉ
Ｃ

ま
で
約
25
・
３
㎞
が
、
さ
ら
に
竹
田
Ｉ
Ｃ

ま
で
平
成
31
年
春
に
供
用
さ
れ
、
国
道
57

号
の
混
雑
解
消
、
利
便
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
道
57
号
で
し
ば
し
ば
発
生

す
る
道
路
災
害
に
も「
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
・

被
災
時
の
代
替
通
行
機
能
」
を
担
う
道
路

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。

　
大
分
市
側
か
ら
国
道
57
号
、「
犬
飼
バ

イ
パ
ス
」（
約
３
㎞
）
で
犬
飼
Ｉ
Ｃ
に
連

結
さ
れ
、
中
九
州
道
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

犬
飼
バ
イ
パ
ス
は
昭
和
63
年
度
事
業
化
、

平
成
21
年
開
通
し
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
付

近
は
国
道
57
号
、
同
10
号
、
同
３
２
６
号

が
合
流
す
る
重
要
な
結
節
点
で
、
開
通
し

た
東
九
州
道
に
も
近
い
。
ま
た
そ
ば
を
流

れ
る
大
野
川
が
あ
ふ
れ
、平
成
２
年
以
降
、

路
面
冠
水
に
よ
る
全
面
交
通
止
め
（
５
〜

８
時
間
）
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
、

こ
の
バ
イ
パ
ス
完
成
で「
安
全
と
信
頼
性
」

が
高
ま
っ
た
。

　
犬
飼
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
野
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
13

㎞
。
そ
の
う
ち
千
歳
大
野
間
の
建
設
は
阿

蘇
火
砕
流
堆
積
土
の
「
軟
弱
土
質
」
に
行

く
手
を
阻
ま
れ
た
。
７
―
８
ｍ
の
盛
り
土

に
よ
る
道
路
造
成
を
予
定
し
て
い
た
が
、

そ
の
基
礎
部
分
の
粘
土
質
の
土
壌
が
当
初

推
定
し
て
い
た
厚
さ
（
支
持
層
の
砂
質
土

ま
で
２
ｍ
程
度
）
よ
り
３
倍
以
上
の
約
７

ｍ
に
も
及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
盛
り
土
す
れ
ば
粘
土
層
の

上
に
造
成
す
る
道
路
の
重
量
を
支
え
き
れ

ず
、
変
形
あ
る
い
は
「
滑
り
」
を
起
こ
す

懸
念
が
生
ま
れ
た
。
支
持
力
を
不
足
を
補

う
た
め
道
路
の
り
面
端
部
の
粘
土
層
を
当

初
予
定
よ
り
大
幅
に
地
盤
改
良
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

　
山
腹
を
削
る
「
切
土
」
に
よ
る
道
路
造

成
も
想
定
以
上
の
厚
さ
を
持
つ
火
砕
流
堆

積
土
に
直
面
し
た
。
当
初
は
切
土
し
た
の

り
面
を
緑
化
す
る
程
度
で
「
滑
り
」
は
止

め
ら
れ
る
と
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
の

粘
土
層
は
厚
く
、
切
土
に
よ
る
地
山
の
変

形
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
「
滑
り
」
が
生
ず

る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
、
ア

ン
カ
ー
を
支
持
層
の
砂
質
土
ま
で
打
ち
込

み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
り
面
枠
で
表
面
を

押
さ
え
る
工
法
で
の
補
強
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
。
当
初
計
画
の
ま
ま
施
工
す
る
と

の
り
面
崩
壊
の
恐
れ
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な

か
っ
た
。

迫
ら
れ
た
対
策
工
、事
業
費
の
見
直
し

　
ま
た
、
切
土
（
約
29
万
㎥
）
を
盛
り
土

に
使
用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
実
際
に
工

事
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
表
面
の
粘
土
質
土

壌
だ
け
で
な
く
支
持
層
と
し
て
期
待
し
て

い
た
砂
質
層
も
改
良
が
必
要
に
な
っ
た
。

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
重
機
が
軟
ら
か
い
土

壌
の
為
、
締
固
め
や
平
坦
に
な
ら
す
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
ト
ラ

フ
ィ
カ
ビ
リ
テ
ィ
の
不
足
）
の
で
あ
る
。

改
良
し
た
土
量
は
１
２
２
万
㎥
と
当
初
予

定
し
た
切
土
量
の
４
倍
に
及
ん
だ
。

　
阿
蘇
山
の
火
砕
流
が
流
れ
出
た
反
対
側

（
熊
本
側
）
の
九
州
自
動
車
道
・
植
木
Ｉ

Ｃ
〜
熊
本
Ｉ
Ｃ
間
の
建
設
に
当
た
っ
て
、

上
層
か
ら
黒
ボ
ク
、
赤
ボ
ク
の
下
に
「
灰

土
」
が
あ
り
、切
土
な
ど
の
「
こ
ね
返
し
」

に
よ
っ
て
、
軟
弱
化
、
重
機
が
泥
土
の
中

で
動
か
な
く
な
っ
て
苦
闘
し
た
現
象
の
再

来
を
思
わ
せ
る
。

　
切
土
の
り
面
の
弱
さ
も
課
題
（
竹
田
〜

大
野
間
）
と
な
っ
た
。
切
土
し
た
斜
面
に

雨
水
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
「
ガ
リ
」
や
表

面
の
崩
れ
が
約
８
万
㎥
に
も
広
が
り
、
そ

れ
ま
で
切
土
の
り
面
保
護
策
の
植
生
基
材

の
吹
付
け
に
加
え
、
長
繊
維
補
強
土
を
砂

質
土
の
り
面
に
も
行
う
こ
と
で
強
度
を
高

め
る
こ
と
に
し
た
。

　
火
砕
流
堆
積
土
が
持
つ
「
脆
弱
さ
」
が

事
前
の
調
査
で
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
な

ら
ず
、
施
工
段
階
で
盛
土
、
切
土
の
の
り

面
補
強
や
土
壌
改
良
な
ど
対
策
工
の
見
直

第2節 中九州道（竹田まで開通）

②大分県側（犬飼～竹田IC）

行く手はばむ火砕流堆積土
「滑り」を防ぐ対策工を動員
大幅に時間距離を短縮大幅に時間距離を短縮

□

大
分

○

犬
飼

○

大
野

○

竹
田

）（

滝
室
坂

○

阿
蘇
市

○

立
野

□

熊
本
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中
九
州
道
路（
全
長
１
２
０
㎞
の
予
定
）

は
大
分
・
犬
飼
Ｉ
Ｃ
〜
大
野
〜
朝
地
Ｉ
Ｃ

ま
で
約
25
・
３
㎞
が
、
さ
ら
に
竹
田
Ｉ
Ｃ

ま
で
平
成
31
年
春
に
供
用
さ
れ
、
国
道
57

号
の
混
雑
解
消
、
利
便
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
道
57
号
で
し
ば
し
ば
発
生

す
る
道
路
災
害
に
も「
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
・

被
災
時
の
代
替
通
行
機
能
」
を
担
う
道
路

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。

　
大
分
市
側
か
ら
国
道
57
号
、「
犬
飼
バ

イ
パ
ス
」（
約
３
㎞
）
で
犬
飼
Ｉ
Ｃ
に
連

結
さ
れ
、
中
九
州
道
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

犬
飼
バ
イ
パ
ス
は
昭
和
63
年
度
事
業
化
、

平
成
21
年
開
通
し
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
付

近
は
国
道
57
号
、
同
10
号
、
同
３
２
６
号

が
合
流
す
る
重
要
な
結
節
点
で
、
開
通
し

た
東
九
州
道
に
も
近
い
。
ま
た
そ
ば
を
流

れ
る
大
野
川
が
あ
ふ
れ
、平
成
２
年
以
降
、

路
面
冠
水
に
よ
る
全
面
交
通
止
め
（
５
〜

８
時
間
）
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
、

こ
の
バ
イ
パ
ス
完
成
で「
安
全
と
信
頼
性
」

が
高
ま
っ
た
。

　
犬
飼
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
野
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
13

㎞
。
そ
の
う
ち
千
歳
大
野
間
の
建
設
は
阿

蘇
火
砕
流
堆
積
土
の
「
軟
弱
土
質
」
に
行

く
手
を
阻
ま
れ
た
。
７
―
８
ｍ
の
盛
り
土

に
よ
る
道
路
造
成
を
予
定
し
て
い
た
が
、

そ
の
基
礎
部
分
の
粘
土
質
の
土
壌
が
当
初

推
定
し
て
い
た
厚
さ
（
支
持
層
の
砂
質
土

ま
で
２
ｍ
程
度
）
よ
り
３
倍
以
上
の
約
７

ｍ
に
も
及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
盛
り
土
す
れ
ば
粘
土
層
の

上
に
造
成
す
る
道
路
の
重
量
を
支
え
き
れ

ず
、
変
形
あ
る
い
は
「
滑
り
」
を
起
こ
す

懸
念
が
生
ま
れ
た
。
支
持
力
を
不
足
を
補

う
た
め
道
路
の
り
面
端
部
の
粘
土
層
を
当

初
予
定
よ
り
大
幅
に
地
盤
改
良
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

　
山
腹
を
削
る
「
切
土
」
に
よ
る
道
路
造

成
も
想
定
以
上
の
厚
さ
を
持
つ
火
砕
流
堆

積
土
に
直
面
し
た
。
当
初
は
切
土
し
た
の

り
面
を
緑
化
す
る
程
度
で
「
滑
り
」
は
止

め
ら
れ
る
と
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
の

粘
土
層
は
厚
く
、
切
土
に
よ
る
地
山
の
変

形
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
「
滑
り
」
が
生
ず

る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
、
ア

ン
カ
ー
を
支
持
層
の
砂
質
土
ま
で
打
ち
込

み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
り
面
枠
で
表
面
を

押
さ
え
る
工
法
で
の
補
強
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
。
当
初
計
画
の
ま
ま
施
工
す
る
と

の
り
面
崩
壊
の
恐
れ
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な

か
っ
た
。

迫
ら
れ
た
対
策
工
、事
業
費
の
見
直
し

　
ま
た
、
切
土
（
約
29
万
㎥
）
を
盛
り
土

に
使
用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
実
際
に
工

事
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
表
面
の
粘
土
質
土

壌
だ
け
で
な
く
支
持
層
と
し
て
期
待
し
て

い
た
砂
質
層
も
改
良
が
必
要
に
な
っ
た
。

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
重
機
が
軟
ら
か
い
土

壌
の
為
、
締
固
め
や
平
坦
に
な
ら
す
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
ト
ラ

フ
ィ
カ
ビ
リ
テ
ィ
の
不
足
）
の
で
あ
る
。

改
良
し
た
土
量
は
１
２
２
万
㎥
と
当
初
予

定
し
た
切
土
量
の
４
倍
に
及
ん
だ
。

　
阿
蘇
山
の
火
砕
流
が
流
れ
出
た
反
対
側

（
熊
本
側
）
の
九
州
自
動
車
道
・
植
木
Ｉ

Ｃ
〜
熊
本
Ｉ
Ｃ
間
の
建
設
に
当
た
っ
て
、

上
層
か
ら
黒
ボ
ク
、
赤
ボ
ク
の
下
に
「
灰

土
」
が
あ
り
、切
土
な
ど
の
「
こ
ね
返
し
」

に
よ
っ
て
、
軟
弱
化
、
重
機
が
泥
土
の
中

で
動
か
な
く
な
っ
て
苦
闘
し
た
現
象
の
再

来
を
思
わ
せ
る
。

　
切
土
の
り
面
の
弱
さ
も
課
題
（
竹
田
〜

大
野
間
）
と
な
っ
た
。
切
土
し
た
斜
面
に

雨
水
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
「
ガ
リ
」
や
表

面
の
崩
れ
が
約
８
万
㎥
に
も
広
が
り
、
そ

れ
ま
で
切
土
の
り
面
保
護
策
の
植
生
基
材

の
吹
付
け
に
加
え
、
長
繊
維
補
強
土
を
砂

質
土
の
り
面
に
も
行
う
こ
と
で
強
度
を
高

め
る
こ
と
に
し
た
。

　
火
砕
流
堆
積
土
が
持
つ
「
脆
弱
さ
」
が

事
前
の
調
査
で
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
な

ら
ず
、
施
工
段
階
で
盛
土
、
切
土
の
の
り

面
補
強
や
土
壌
改
良
な
ど
対
策
工
の
見
直

第2節 中九州道（竹田まで開通）

②大分県側（犬飼～竹田IC）

行く手はばむ火砕流堆積土
「滑り」を防ぐ対策工を動員
大幅に時間距離を短縮大幅に時間距離を短縮
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し
、
事
業
費
の
増
額
な
ど
に
迫
ら
れ
た
。

阿
蘇
火
砕
流
堆
積
土
の
手
ご
わ
さ
を
改
め

て
実
感
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
朝
地
Ｉ
Ｃ
か
ら
竹
田
ま
で
約
６
㎞
は
平

成
30
年
度
に
完
成
。
こ
れ
に
よ
っ
て
竹
田

市
―
大
分
市
間
は
51
分
（
16
分
短
縮
）
で

結
ば
れ
た
。
国
道
57
号
の
み
に
頼
っ
て
い

た
が
、
中
九
州
道
の
完
成
は
都
市
間
の
時

間
距
離
を
大
幅
に
短
縮
、
交
流
を
一
層
盛

ん
に
す
る
だ
ろ
う
。
竹
田
市
と
豊
後
大
野

市
か
ら
の
救
急
医
療
搬
送
の
74
％
が
高
度

医
療
機
関
が
集
中
す
る
大
分
市
に
行
わ
れ

て
お
り
、
高
速
道
路
に
よ
っ
て
「
60
分
圏

域
」
に
な
り
、
救
命
率
ア
ッ
プ
が
期
待
さ

れ
る
。

進
む
中
九
州
道
路
、
県
境
へ

　
竹
田
か
ら
熊
本
県
境
・
滝
室
坂
付
近
ま

で
現
在
、地
質
調
査
を
進
め
て
い
る
。「
こ

の
間
は
、
粘
土
性
の
火
山
堆
積
土
が
重
な

り
、土
壌
改
良
の
必
要
が
あ
る
」（
国
交
省
・

大
分
河
川
国
道
事
務
所
）
と
見
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
起
伏
も
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
れ
ま
で
の
『
苦
い
経
験
』
を
生
か
す
た

め
に
も
、
詳
細
な
調
査
が
求
め
ら
れ
る
。

　
地
質
調
査
に
加
え
て
、
地
形
も
ル
ー
ト

決
定
に
大
き
く
影
響
す
る
。
国
道
57
号

は
「
馬
の
背
」
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
部
を
走

り
、
起
伏
の
少
な
い
ル
ー
ト
を
選
択
し
て

い
る
。
阿
蘇
側
か
ら
滝
室
坂
を
登
り
き
る

と
、
波
野
か
ら
県
境
を
越
え
、
竹
田
ま
で

は
平
坦
な
高
原
を
走
行
し
て
い
る
感
じ
が

す
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。

　
高
速
走
行
の
自
動
車
道
は
平
坦
さ
が
求

め
ら
れ
る
だ
け
に
、
国
道
57
号
の
よ
う
な

ル
ー
ト
が
選
定
で
き
る
か
ど
う
か
。

　
中
九
州
自
動
車
道
で
熊
本
〜
大
分
が
直

結
す
る
こ
と
は
、
西
九
州
か
ら
農
産
物
の

関
西
、
関
東
市
場
へ
の
大
幅
な
輸
送
時
間

短
縮
に
つ
な
が
る
。
大
分
か
ら
瀬
戸
内
海

経
由
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
充
実
し
て
お

り
、
東
九
州
道
も
開
通
と
合
わ
せ
、
大
分
、

熊
本
、
宮
崎
を
結
ぶ
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
実
現
す
る
。

　
さ
ら
に
、
想
定
さ
れ
る
東
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
と
津
波
に
対
し
て
、
西
九
州

側
か
ら
の
物
資
、
人
命
救
援
活
動
（
東
進

作
戦
）
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

橋
の
上
で
お
絵
か
き
大
会

　
朝
地
Ｉ
Ｃ
か
ら
竹
田
に
向
か
う
最
初
の

橋
、平
井
川
橋
（
１
９
８
ｍ
）
の
開
通
前
、

（
平
成
30
年
５
月
24
日
）
橋
の
上
で
珍
し

い
「
お
絵
か
き
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
朝

地
小
学
校
の
生
徒
た
ち
が
マ
ス
コ
ッ
ト
の

ナ
バ
ッ
ピ
ー
と
ぺ
プ
タ
ゴ
ン
、そ
れ
に「
も

く
ぞ
う
く
ん
」
を
橋
の
路
面
い
っ
ぱ
い
描

い
た
。
こ
ん
な
落
書
き
は
開
通
す
れ
ば
２

度
と
で
き
な
い
が
、
子
供
た
ち
に
中
九
州

道
で
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
う
企
画
だ
っ

た
。

　
こ
こ
か
ら
約
６
㎞
で
竹
田
Ｉ
Ｃ
．
こ
の

間
は
起
伏
の
多
い
地
形
で
、
最
後
の
竹
田

Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
橋
ま
で
４
本
の
橋
梁
が
架
け

竹田ICに向かう中九州道

開通した竹田IC 阿蘇噴出土の「黒い灰土」ののり面（中九州道）
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ら
れ
た
。特
徴
は
跨
道
橋
が
多
い
こ
と
だ
。

６
㎞
の
区
間
で
10
本
（
水
路
橋
も
含
む
）

も
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
な
く
大
量
の
切
土

で
進
む
。
切
土
で
谷
筋
を
埋
め
、
切
土
と

盛
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。
千
引

第
１
跨
道
橋
と
同
第
２
跨
道
橋
の
間
鋭
く

切
れ
込
ん
だ
谷
筋
が
あ
っ
た
。
底
部
に

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
（
４
ｍ
×
４
ｍ
）

を
設
置
、
人
道
と
水

路
を
通
す
こ
と
に
な

り
、
大
量
の
盛
土
作

業
が
進
ん
で
い
た
。

朝地～竹田間は跨道橋が多い

小学生が描いた中九州道の平井川橋路面の絵

橋でお絵かき大会。朝地小の生徒たち

中央道―竹田ICに向けて工事が進んだ

待
望
の
竹
田
Ｉ
Ｃ
工
事

待
望
の
竹
田
Ｉ
Ｃ
工
事

待
望
の
竹
田
Ｉ
Ｃ
工
事



－ 63 －

ら
れ
た
。特
徴
は
跨
道
橋
が
多
い
こ
と
だ
。

６
㎞
の
区
間
で
10
本
（
水
路
橋
も
含
む
）

も
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
な
く
大
量
の
切
土

で
進
む
。
切
土
で
谷
筋
を
埋
め
、
切
土
と

盛
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。
千
引

第
１
跨
道
橋
と
同
第
２
跨
道
橋
の
間
鋭
く

切
れ
込
ん
だ
谷
筋
が
あ
っ
た
。
底
部
に

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
（
４
ｍ
×
４
ｍ
）

を
設
置
、
人
道
と
水

路
を
通
す
こ
と
に
な

り
、
大
量
の
盛
土
作

業
が
進
ん
で
い
た
。

朝地～竹田間は跨道橋が多い

小学生が描いた中九州道の平井川橋路面の絵

橋でお絵かき大会。朝地小の生徒たち

中央道―竹田ICに向けて工事が進んだ

待
望
の
竹
田
Ｉ
Ｃ
工
事

待
望
の
竹
田
Ｉ
Ｃ
工
事

待
望
の
竹
田
Ｉ
Ｃ
工
事



－ 64 －

お
お
い
た
豊
後
大
野
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
サ
イ
ト
案
内

　
中
九
州
道
（
犬
飼
〜
竹
田
Ｉ
Ｃ
）
に

並
行
し
て
走
る
国
道
57
号
と
５
０
２
号
、

３
２
６
号
沿
い
は
阿
蘇
が
約
９
万
年
前
、

噴
火
し
た
様
子
を
今
に
残
す
「
大
地
の
記

憶
」を
と
ど
め
る
地
域
で
、日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
（
２
０
１
３
年
９
月
指
定
）
と
な
っ
て

い
る
。
独
特
な
地
形
、
地
質
が
生
み
出
す

景
観
、
そ
の
恵
み
を
生
か
し
た
人
々
の
営

み
と
文
化
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
コ
ー

ス
は
５
か
所
に
点
在
す
る
「
道
の
駅
」
が

起
点
と
な
り
、
便
利
だ
。

コ
ー
ス
Ａ
＝
道
の
駅
「
原
尻
の
滝
」
〜
原

尻
の
滝
（
幅
１
２
０
ｍ
、
高
さ
20
ｍ
の
雄

大
な
滝
）
〜
帯
迫
橋
（
高
さ
70
ｍ
の
断
崖
）

〜
出
会
い
橋
、
轟
橋
（
ア
ー
チ
径
が
日
本

１
と
２
位
）
〜
岩
戸
の
景
観
（
大
岸
壁
の

ト
ン
ネ
ル
か
ら
列
車
、
美
し
い
川
）
〜
沈

堕
の
滝
（
雪
舟
が
描
い
た
両
子
の
滝
）

コ
ー
ス
Ｂ
＝
道
の
駅
「
み
え
」
〜
菅
尾
磨

崖
仏
（
平
安
後
期
、
国
重
文
）
〜
犬
飼
石

仏
（
与
謝
野
晶
子
の
短
歌
で
知
ら
れ
る
）

〜
大
迫
磨
崖
仏
〜
宮
迫
東
西
磨
崖
仏

コ
ー
ス
Ｃ
＝
豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料

館
〜
辻
河
原
の
石
風
呂
（
中
世
か
ら
の
蒸

風
呂
）
〜
岩
戸
の
景
観
〜
白
山
渓
谷
（
日

本
名
水
１
０
０
選
）〜
松
尾
の
埋
没
木（
約

９
万
年
前
の
阿
蘇
爆
発
を
伝
え
る
）
〜
虹

澗
橋
（
谷
を
渡
る
虹
の
橋
）

コ
ー
ス
Ｄ
＝
犬
飼
港
跡
（
江
戸
時
代
の
川

港
）
〜
手
取
蟹
戸
（
臥
龍
伏
虎
に
例
え
ら

れ
る
渓
流
と
奇
岩
）
〜
沈
堕
の
滝
〜
道
の

駅
（
朝
地
）

　
中
九
州
自
動
車
道
路
と
国
道
57
号
沿

い
を
流
れ
る
大
野
川
中
下
流
は
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

９
万
年
前
の
阿
蘇
大
噴
火
で
発
生
し
た

火
砕
流
（
阿
蘇
―
４
火
砕
流
）
が
こ
の

流
域
に
押
し
寄
せ
た
。
火
砕
流
が
運
ん

だ
大
量
の
噴
出
物
は
溶
結
凝
灰
岩
と
な

り
、
大
分
県
・
豊
後
大
野
地
区
に
台
地

を
造
り
、
そ
の
上
に
火
山
灰
が
降
り
そ

そ
ぎ
、
現
在
の
多
様
な
地
形
と
地
質

と
な
っ
た
。
中
九
州
道
の
建

設
が
複
雑
な
地
質
・
地
形
と

格
闘
し
て
い
る
の
は
そ
の
た

め
で
、
ま
た
国
道
57
号
が
し

ば
し
ば
被
災
す
る
原
因
と
も

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
反
面
、
多
く
の
恩
恵

も
あ
る
。
台
地
を
流
れ
る
川

は
そ
の
浸
食
作
用
に
よ
っ
て

断
崖
を
造
り
、「
原
尻
の
滝
」

や
柱
状
節
理
を
持
つ
滞
迫
峡

な
ど
素
晴
ら
し
い
景
観
を
造

り
だ
し
、
ま
た
、
臼
杵
石
仏

（
59
体
が
国
宝
）、
菅
尾
磨
崖

仏
な
ど
多
く
の
石
仏
群
、
石

塔
な
ど
を
生
み
出
し
た
ほ
か
、

石
橋
が
数
多
く
造
ら
れ
た
。
溶
結
凝
灰

岩
が
比
較
的
軟
ら
か
く
、
加
工
し
や
す

い
特
性
を
利
用
し
た
も
の
で
、
蓄
積
さ

れ
た
高
い
技
術
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に

も
例
の
な
い
造
形
美
を
生
み
出
し
て
い

る
。
彫
刻
家
・
朝
倉
文
夫
記
念
公
園
も

あ
る
。

　
阿
蘇
―
４
火
砕
流
は
北
側
の
日
田
地

方
も
襲
い
、
火
砕
流
が
な
ぎ
倒
し
た
樹

林
が
日
田
市
鈴
連
の
大
野
川
か
ら
発
掘

さ
れ
た
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
13
種
類

の
樹
木
が
火
砕
流
に
よ
っ
て
、
黒
く
焼

け
、
な
ぎ
倒
さ
れ
、
埋
没
し
て
い
た
も

の
だ
。
同
市
の
文
化
施
設「
ア
オ
ー
ゼ
」

に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
９
万
年

前
、
九
州
の
動
植
物
に
壊
滅
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
た
阿
蘇
―
４
火
砕
流
を

今
に
伝
え
て
い
る
（
佐
伯
市
で
発
掘
さ

れ
た
同
じ
埋
没
樹
林
は
九
州
国
立
博
物

館
に
展
示
）。

　
ま
た
、
阿
蘇
以
外
の
爆
発
や

火
山
性
の
地
震
も
頻
発
し
て
お

り
、
古
文
書
に
よ
る
と
８
６
７
年

（
貞
観
９
年
）
鶴
見
山
の
大
噴
火
、

今
回
の
熊
本
地
震
時
に
連
鎖
的

に
発
生
し
た
別
府
万
年
山
断
層

に
よ
る
由
布
地
方
の
被
害
な
ど

の
よ
う
に
、
中
央
構
造
線
（
臼

杵
八
代
構
造
線
）
沿
い
に
多
数

の
断
層
が
存
在
し
て
お
り
、
南

海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大
地
震
、
津

波
と
共
に
警
戒
を
怠
ら
な
い
こ

と
と
十
分
な「
備
え
」が
必
要
だ
。

滝、峡谷、石仏、
石橋の競演

アジア彫刻展の入選作品57号ぞい
（朝倉文夫記念展）

豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク

豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク

豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク

豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク

豊後大野ジオパークには有名
な滝が多い。原尻の滝、沈堕
の滝など、自然が造り出す景
観は素晴らしい。
沈堕の滝は雄滝と雌滝（写
真）があり、水量も豊かだ。
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第
３
節

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

（
八
代
〜
鹿
児
島
間
１
４
０
㎞
）

　
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
、
八
代
か
ら

鹿
児
島
ま
で
約
１
４
０
㎞
は
、
日
奈
久
Ｉ

Ｃ
か
ら
水
俣
Ｉ
Ｃ
ま
で
（
熊
本
・
鹿
児
島

県
境
）
の
間
約
38
・
６
㎞
に
11
本
の
ト
ン

ネ
ル
と
42
本
の
橋
梁
・
高
架
橋
を
建
設
、

三
太
郎
峠
の
険
し
い
地
形
、脆
弱
な
地
質
、

断
層
破
砕
帯
や
湧
水
箇
所
を
克
服
し
て
の

難
工
事
だ
っ
た
。
か
つ
て
、
西
の
箱
根
と

呼
ば
れ
た
こ
の
難
所
「
三
太
郎
峠
」
越
え

は
、
薩
摩
街
道
、
旧
国
道
、
国
道
３
号
線

を
経
て
の
高
速
自
動
車
道
建
設
と
な
っ
た

が
、
明
治
以
来
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
な
ど

建
造
物
で
時
間
距
離
を
短
縮
し
よ
う
と
努

力
す
る
「
道
の
歴
史
」
の
物
語
で
も
あ
る
。

国
道
３
号
線
で
八
代
か
ら
鹿
児
島
ま
で
約

４
時
間
か
か
る
が
、
こ
の
高
速
道
路
が
供

用
さ
れ
れ
ば
約
１
時
間
30
分
と
大
幅
に
短

縮
さ
れ
、
地
域
経
済
や
暮
ら
し
へ
の
高
速

道
路
効
果
は
大
き
い
。

外
さ
れ
た
「
西
回
り
ル
ー
ト
」

　
熊
本
県
・
八
代
か
ら
出
水
―
阿
久
根
―

川
内
を
通
っ
て
鹿
児
島
市
に
至
る
「
北
薩

ル
ー
ト
」（
西
回
り
）
は
九
州
縦
断
交
通

の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。

鹿
児
島
本
線
、
新
幹
線
、
国
道
３
号
が
走

り
な
が
ら
、
九
州
自
動
車
道
は
八
代
Ｉ
Ｃ

か
ら
球
磨
川
沿
い
を
人
吉
に
向
か
い
、
西

回
り
は
外
さ
れ
た
。
前
例
が
あ
る
。
国

鉄
・
鹿
児
島
本
線
は
当
初
、
九
州
自
動
車

道
と
同
じ
よ
う
に
、
八
代
か
ら
人
吉
、
さ

ら
に
最
大
の
難
関
、
矢
岳
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
て
「
え
び
の
」
か
ら
鹿
児
島
に
向
か
っ

た（
現
肥
薩
線
）。
急
坂
を
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
し
て
登
る
列
車
、
そ
こ
ま
で
し
て
の
開

通
だ
っ
た
。
軍
部
が
海
岸
沿
い
を
走
る
鉄

道
は
敵
の
攻
撃
を
受
け
や
す
い
、
と
反
対

し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
八
代
か
ら
水
俣
間
は
昔
か
ら
地
形
だ
け

で
な
く
地
質
的
に
も
難
所
と
し
て
知
ら
れ

る
。
九
州
を
二
つ
に
分
け
る
中
央
構
造
線

（
臼
杵
八
代
構
造
線
）
の
南
端
に
位
置
し
、

海
岸
ま
で
山
地
が
迫
り
、
入
り
組
ん
だ
リ

ア
ス
式
海
岸
と
な
っ
て
い
る
。
海
に
突
っ

込
む
よ
う
な
山
と
谷
、
起
伏
の
激
し
い
地

形
と
共
に
、
構
造
線
に
並
行
し
て
幾
つ
も

の
断
層
が
重
な
り
、
破
砕
帯
や
石
灰
岩
層

が
貫
入
、
そ
の
上
に
、
北
側
は
阿
蘇
、
南

側
は
霧
島
火
山
系
の
地
層
に
覆
わ
れ
る
複

雑
な
地
質
を
持
っ
て
い
る
。

三
太
郎
峠
越
え

　
三
太
郎
峠
は
、
北
か
ら
赤
松
太
郎
、
佐

敷
太
郎
、
津
奈
木
太
郎
の
３
つ
の
峠
の
総

称
。
こ
の
険
し
い
三
太
郎
峠
を
初
め
て
ト

ン
ネ
ル
を
通
し
た
の
は
、
旧
国
道
の
津
奈

木
隧
道（
長
さ
２
１
１
ｍ
、明
治
３
４
年
）、

次
い
で
佐
敷
隧
道
（
４
３
３
ｍ
、同
36
年
）

の
２
本
、
ト
ン
ネ
ル
の
標
高
は
津
奈
木
隧

道
が
１
９
１
ｍ
、佐
敷
隧
道
が
１
４
５
ｍ
。

　
①
　
最
大
の
難
所
―
三
太
郎
越
え

　
①
　
最
大
の
難
所
―
三
太
郎
越
え

　
　
　
11
本
の
ト
ン
ネ
ル
と

本
の
ト
ン
ネ
ル
と
42
橋
梁

　
　
　
崩
壊
・
膨
張
・
出
水
を
克
服
し
て

　
　
　
崩
壊
・
膨
張
・
出
水
を
克
服
し
て
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て
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①
　
最
大
の
難
所
―
三
太
郎
越
え

　
　
　
11
本
の
ト
ン
ネ
ル
と

本
の
ト
ン
ネ
ル
と
42
橋
梁
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て
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設
計
施
工
は
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
（
ド
イ
ツ

人
説
も
）
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
。

煉
瓦
造
り
で
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
後
、
そ
れ
も
昭
和
32
年
に
な
っ
て
国

道
３
号
の
改
築
が
始
ま
っ
た
。
改
築
さ
れ

た
国
道
３
号
の
ト
ン
ネ
ル
数
は
４
本
、
新

た
に
赤
松
ト
ン
ネ
ル
と
田
浦
ト
ン
ネ
ル
が

掘
削
さ
れ
た
。
改
築
と
は
言
い
な
が
ら
、

ほ
と
ん
ど
新
設
国
道
の
建
設
で
、
三
太
郎

国
道
区
間
は
９
㎞
短
縮
さ
れ
、
八
代
―
鹿

児
島
間
を
４
時
間
で
結
ん
だ
。
戦
後
の
旧

国
道
の
改
築
、
鹿
児
島
本
線
、
新
幹
線
と

「
西
回
り
ル
ー
ト
」
は
西
九
州
軸
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
九
州
道
だ
け
が
人
吉
〜
え

び
の
を
う
回
し
、
高
速
道
路
網
か
ら
外
さ

れ
て
い
る
。

28
年
か
け
た
工
事

　
最
後
の
登
場
と
な
っ
た
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
路
は
、
昭
和
63
年
八
代
、
鹿
児

島
の
南
北
両
端
か
ら
事
業
着
手
さ
れ
、
平

成
27
年
３
月
、
最
後
の
未
着
工
区
間
・
阿

久
根
〜
薩
摩
川
内
（
水
引
間
）
の
着
工
が

決
ま
り
、
計
画
か
ら
28
年
を
か
け
て
全
線

着
工
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

　
完
成
す
る
と
、
八
代
―
鹿
児
島
間
を
１

時
間
半
で
結
び
、
大
幅
な
時
間
短
縮
と
な

る
。
特
に
、
三
太
郎
峠
区
間
（
日
奈
久
―

水
俣
袋
・
38
・
６
㎞
）
は
ト
ン
ネ
ル
、
橋

梁
・
高
架
橋
計
53
カ
所
と
構
造
物
が
圧
倒

的
に
多
く
な
り
、
高
速
走
行
の
た
め
、
ト

ン
ネ
ル
の
標
高
も
低
い
位
置
と
な
り
、
起

伏
、
カ
ー
ブ
も
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

　
国
道
３
号
で
は
三
太
郎
国
道
区
間
（
八

代
〜
水
俣
）
は
約
１
時
間
半
か
か
っ
て
い

た
が
、
高
速
道
で
は
約
25
分
、
４
分
の
１

近
い
大
幅
な
時
間
短
縮
と
な
り
「
難
所
は

克
服
さ
れ
た
」
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
時
間
短
縮
は
地
域
経
済
、
観

光
、
暮
ら
し
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
。
例
え
ば
、
串
木
野
港
に
水
揚
げ
さ

れ
る
マ
グ
ロ
を
始
め
魚
介
類
は
、
福
岡
や

関
西
な
ど
大
市
場
に
鮮
度
の
高
い
産
物
と

し
て
届
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
鶴
の
飛
来

地
や
リ
ア
ス
式
海
岸
、
東
シ
ナ
海
に
沈
む

夕
陽
は
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
。
現

在
は
シ
ャ
タ
ー
街
と
化
し
た
商
店
街
が
見

ら
れ
る
ほ
ど
、
衰
退
が
目
立
つ
が
、「
西

回
り
」
が
開
通
す
れ
ば
、
こ
の
地
方
の
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
三
太
郎
峠
を
貫
く
新
赤
松
、
新
佐
敷
、

津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
中
心
に
苦
闘
の

あ
と
を
辿
る
。

九州道との分岐点（八代JCT付近）

次々とトンネルが続く三太郎峠。合計11本のトンネルがを建設。

大量出水に直面した新佐敷トンネル

新赤松トンネル　三太郎の最初の峠だった三太郎峠はトンネルの連続でアッという間に通り過ぎる
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高
速
道
路
建
設
に

お
い
て
も
、
三
太
郎

峠
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削

は
難
工
事
の
連
続

だ
っ
た
。

　
赤
松
太
郎
は
南
下

す
る
南
九
州
道
西
回

り
・
三
太
郎
峠
を
貫
通
す
る
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
最
初
の
難
所
で
あ
っ
た
。
赤
松
太
郎

（
峠
）
の
標
高
は
３
３
０
ｍ
を
超
え
る
。

明
治
期
の
旧
国
道
３
号
に
つ
い
て
は
外
国

人
技
師
の
指
導
に
よ
る
、
佐
敷
、
津
奈
木

ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
供
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
赤
松
峠
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
、難
渋
す
る
山
道
・
赤
松
峠
越
え
ル
ー

ト
で
、赤
松
ト
ン
ネ
ル
（
６
８
０
ｍ
）
が
、

掘
削
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
38
年
か
ら
の
国

道
３
号
改
築
工
事
だ
っ
た
。
当
時
も
、
破

砕
帯
、
激
し
い
蛇
紋
岩
の
膨
張
に
ミ
シ
ミ

シ
と
矢
板
が
音
を
た
て

崩
壊
、
Ｈ
鋼
す
ら
曲
が
っ

て
し
ま
う
、
予
想
も
し

な
か
っ
た
困
難
な
事
態

に
直
面
し
て
い
る
。

　「
新
赤
松
ト
ン
ネ
ル
」

（
２
１
３
８
ｍ
）
の
建
設

は
国
道
３
号
赤
松
ト
ン

ネ
ル
の
３
倍
の
長
さ
で
、

し
か
も
掘
削
断
面
も
大

き
い
。
高
速
道
路
は
高

ス
ピ
ー
ド
走
行
を
確
保

す
る
た
め
地
山
の
よ
り

低
部
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜

け
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

延
長
も
長
く
な
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
掘
削
で
直

面
す
る
困
難
は
倍
化
す
る
。

立
ち
は
だ
か
る
膨
張
性
蛇
紋
岩

　
国
道
３
号
の
赤
松
ト
ン
ネ
ル
と
同
様

に
、
新
ト
ン
ネ
ル
も
膨
張
性
蛇
紋
岩
と
の

苦
し
い
戦
い
に
加
え
「
水
」
へ
の
対
応
を

強
い
ら
れ
た
。

　
同
じ
中
生
代
の
蛇
紋
岩
で
も
、
膨
張
の

度
合
い
は
様
々
で
、
赤
松
峠
の
場
合
【
葉

片
状
】
蛇
紋
岩
が
主
体
の
膨
張
と
変
位
が

特
に
大
き
い
岩
層
で
あ
っ
た
。
掘
削
中
の

ト
ン
ネ
ル
を
支
え
る
鋼
材
の
「
支
保
」
が

大
き
く
ゆ
が
み
、
沈
下
す
る
。
こ
の
た
め

基
礎
部
分
を
標
準
工
に
加
え
補
助
工
法
で

強
化
、
そ
れ
も
鋼
材
規
格
を
Ｄ
１
パ
タ
ー

ン
か
ら
Ｄ
２
，さ
ら
に
Ｄ
３
へ
と
ア
ッ
プ
、

強
化
さ
せ
て
よ
う
や
く
膨
張
に
よ
る
変
位

を
食
い
止
め
た
。

　
掘
削
前
面
の
切
羽
も
し
ば
し
ば
崩
落
、

吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト

を
打
ち
、
ト
ン
ネ
ル
の
変
位
を
押
さ
え
、

円
形
を
維
持
す
る
た
め
低
部
に
イ
ン
バ
ー

ト
を
早
め
に
施
工
し
て
閉
合
さ
せ
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
掘
進
が
続
い

た
。

　
蛇
紋
岩
は
完
成
後
も
膨
張
し
て
、
山
が

動
き
、
ト
ン
ネ
ル
に
荷
重
を
か
け
る
恐
れ

が
強
い
た
め
、
蛇
紋
岩
層
と
ト
ン
ネ
ル
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
（
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

の
間
に
鋼
繊
維
で
補
強
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
用
、
膨
張
に
耐
え
る
工
夫
を
行
っ

て
い
る
。

現
場
証
言
―
米
村
氏

　「
私
が
監
督
官
と
し
て
赤
松
ト
ン
ネ
ル

と
か
か
わ
っ
た
の
は
平
成
13
年
７
月
か
ら

貫
通
し
た
同
15
年
９
月
ま
で
で
す
。
ほ
ぼ

全
工
事
に
関
係
し
ま
し
た
。

　
掘
削
は
芦
北
側
か
ら
八
代
方
角
に
向
け

て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
過
去
の
経
験

か
ら
、
蛇
紋
岩
の
存
在
が
あ
り
、
弱
い
地

盤
に
苦
戦
す
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
覚
悟
は

あ
り
ま
し
た
。
坑
口
か
ら
１
０
０
ｍ
ほ
ど

掘
進
し
た
と
こ
ろ
で
早
速
、
こ
の
難
し
い

蛇
紋
岩
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
掘
削
し
た
堅
い
岩
石
が
、
み
る
み
る

軟
ら
か
く
な
っ
て
、
雨
が
降
れ
ば
、
ベ
ト 南九州道西回りの工事現場（水俣付近）

新赤松トンネル

蛇紋岩膨張に耐える

新赤松トンネル　破砕帯、蛇紋岩の膨張に苦戦

新
赤
松
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
監
督
官
（
八
代
河
川
国
道
事
務
所
）
だ
っ
た
　
米
村
英
継
氏
（
現
・

新
赤
松
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
監
督
官
（
八
代
河
川
国
道
事
務
所
）
だ
っ
た
　
米
村
英
継
氏
（
現
・

熊
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
技
術
部
長
）
の
現
場
証
言
。

熊
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
技
術
部
長
）
の
現
場
証
言
。

建設が進む南九州道西回り
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ベ
ト
に
粘
土
化
し
て
行
く
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
吹
付
け
程
度
で
は
と
て
も
落
ち
着
か

な
い
。

　
掘
削
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
自
然
に
安

定
し
て
い
た
岩
層
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

さ
ら
に
岩
石
風
化
が
急
速
に
進
ん
で
細
粒

化
、
膨
張
し
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
ト
ン
ネ
ル
の
鉄
骨
ア
ー
チ
を
支
え

る
支
保
に
重
圧
が
か
か
り
、
支
持
力
を
失

い
、
沈
下
し
て
行
く
。
防
ぐ
補
助
工
法
と

し
て
鉄
柱
を
打
ち
込
ん
で
、
下
か
ら
補
強

す
る
。
変
位
を
観
測
し
な
が
ら
、
補
助
工

法
を
よ
り
強
化
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
状
況
が
２
０
０
〜
３
０
０
ｍ
続
い
た
で

し
ょ
う
か
。
通
常
、掘
進
速
度
は
80
ｍ（
１

カ
月
）
と
さ
れ
ま
す
が
、
50
ｍ
も
行
か
な

い
。
施
工
業
者
さ
ん
は
苦
労
し
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
約
３
％
の
勾
配
を

持
っ
て
い
ま
す
。
八
代
側
へ
貫
通
す
る
坑

口
付
近
で
ト
ン
ネ
ル
の
約
10
ｍ
上
を
二
見

川
が
流
れ
て
お
り
、
川
の
水
を
ト
ン
ネ
ル

に
引
き
込
ま
な
い
か
、
と
て
も
心
配
で
し

た
。
こ
の
あ
た
り
は
甘
夏
栽
培
が
盛
ん
で

す
が
、
水
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
た
。
水

を
返
せ
、
の
要
求
に
応
じ
て
ト
ン
ネ
ル
に

入
っ
た
水
を
再
び
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
川

に
戻
し
た
り
。
ま
た
、
住
家
の
井
戸
枯
れ

も
起
こ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
で
よ
り
深
く
水

を
求
め
回
復
さ
せ
る
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
折
衝
も
ひ
と
仕
事
で
し
た
。
ま
た
、

軟
弱
地
山
対
策
と
し
て
、
施
工
事
例
の
少

な
い
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
鋼
製
繊
維
を

混
入
さ
せ
、
強
化
し
ま
し
た
」。

　
田
浦
港
近
く
の
南

九
州
道
・
田
浦
Ｉ
Ｃ

〜
佐
敷
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

区
間
約
８
㎞
は
、
三

太
郎
峠
の
２
番
目
の

佐
敷
太
郎
越
え
。
田

浦
Ｉ
Ｃ
を
出
て
７
つ

の
橋
を
渡
り
な
が
ら

高
度
を
約
60
ｍ
上

げ
、
そ
こ
か
ら
最
長

の
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル

（
２
９
１
９
ｍ
）
で

下
り
、４
つ
の
橋
梁
・

高
架
橋
と
２
つ
の
ト

ン
ネ
ル
で
芦
北
Ｉ
Ｃ

に
到
着
す
る
。

　
こ
の
新
佐
敷
ト
ン

ネ
ル
工
事
は
、
地
質

の
悪
さ
、
破
砕
帯
、

そ
し
て
岩
盤
亀
裂
か

ら
の
濁
り
水
の
湧
水

と
の
戦
い
で
あ
っ

た
。
芦
北
側
か
ら
掘

削
が
始
め
ら
れ
た
。

最
初
か
ら
地
質
の
悪
さ
は
Ａ
〜
Ｄ
ラ
ン
ク

の
う
ち
最
悪
の
Ｄ
ラ
ン
ク
。
通
常
１
日
４

〜
５
ｍ
掘
進
で
き
る
の
に
１
ｍ
程
度
。
切

羽
は
発
破
を
か
け
る
前
に
崩
れ
落
ち
る
た

め
、
掘
削
の
先
方
や
切
羽
を
固
め
る
補
助

工
法
の
連
発
で
あ
っ
た
。

石
灰
岩
層
か
ら「
滝
の
よ
う
に
」出
水

　
最
大
の
難
関
は
、
濁
り
水
の
大
量
湧
水

が
発
生
し
た
ト
ン
ネ
ル
ほ
ぼ
中
央
部
の
石

灰
岩
層
の
掘
削
に
あ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル

ル
ー
ト
上
に
は
石
灰
岩
層
の
存
在
が
確
認

さ
れ
て
は
い
た
。
最
初
の
「
防
水
区
間
」

約
１
８
９
ｍ
は
比
較
的
、
ス
ム
ー
ス
に
掘

削
が
進
ん
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
中
央
付
近
で

約
幅
20
〜
50
ｍ
の
石
灰
岩
層
か
ら
断
続
的

に
赤
茶
色
の
濁
り
水
が
１
分
間
に
３
０
０

〜
４
０
０
ℓ
も
湧
き
出
し
て
き
た
（
平
成

20
年
１
月
24
日
）。
こ
の
時
は
汚
染
処
理

設
備
で
対
応
、
掘
削
を
再
開
出
来
た
。

　
２
回
目
濁
水
の
湧
水
は
４
か
月
後
（
同

５
月
29
日
）
発
生
、
最
初
は
毎
分
約

２
０
０
ℓ
程
度
で
、乙
千
屋
川
に
流
れ
出
、

10
日
後
も
、
３
度
目
の
濁
水
が
湧
出
、
宮

浦
川
に
流
れ
出
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
掘

進
は
継
続
出
来
た
。

　
両
坑
口
か
ら
掘
削
が
最
終
段
階
に
入
っ

た
ト
ン
ネ
ル
中
央
部
・
約
１
５
０
０
ｍ
地

点
か
ら
、
石
灰
岩
の
割
れ
目
か
ら
「
滝
の

よ
う
に
」
大
量
の
湧
水
が
発
生
し
た
。
地

山
の
上
の
集
落
の
井
戸
水
が
減
り
、
暮
ら

し
に
影
響
が
出
始
め
た
。

な
ぜ
、
濁
る
の
か

　
し
か
も
、
濁
り
の
ひ
ど
い
湧
水
で
あ
っ

た
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
外
に
排
水
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
濁
り
を

止
め
、
湧
水
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
。
し
か
し
、
な
ぜ
濁
る
の
か
原
因
が
分

か
ら
な
い
か
ら
対
策
工
も
定
ま
ら
な
い
。

土
木
研
究
所
も
首
を
か
し
げ
る
現
象
だ
っ

た
。

　
湧
水
は
毎
分
５
０
０
０
ℓ
に
も
及
び
、

掘
削
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
水
が
吹
き
出
て
く
る
壁
の
割
れ

目
を
塞
ぐ
た
め
、
樹
脂
を
使
っ
た
り
、
セ

メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
注
入
す
る「
グ
ラ
ウ
ト
」

が
行
わ
れ
た
。
鋼
管
27
本
を
深
さ
１
・
５

ｍ
か
ら
４
ｍ
に
打
ち
込
ん
だ
が
、
吹
き
出

て
く
る
水
圧
で
注
入
が
出
来
た
の
は
１
本

だ
け
、
そ
の
ほ
か
直
接
、
割
れ
目
に
３
本

注
入
、
計
４
本
８
８
８
ℓ
だ
け
注
入
が
可

能
だ
っ
た
。

　
試
行
錯
誤
の
末
、水
み
ち
を
「
粗
詰
め
」

グ
ラ
ウ
ト
工
で
塞
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
完

全
に
ふ
さ
い
で
止
水
す
る
の
で
は
な
く
可

塑
性
の
グ
ラ
ウ
ト
材
を
使
い
、
濁
り
を
除

き
、
真
水
と
な
っ
た
少
量
の
湧
水
は
通
す

特
殊
な
対
策
工
が
功
を
奏
し
た
。

　
し
か
し
止
水
に
よ
っ
て
、
大
雨
の
時
は

地
下
水
の
水
位
が
上
が
り
水
圧
が
増
す
た

め
、
鉄
筋
の
ト
ン
ネ
ル
と
し
通
常
ト
ン
ネ

ル
の
楕
円
形
を
極
力
、
円
形
に
す
る
防
水

型
ト
ン
ネ
ル
に
構
造
を
変
え
背
面
に
防
水

シ
ー
ト
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ新佐敷トンネル　にごり水の湧水が滝のように発生した

新佐敷トンネル

大量「濁水」との戦い
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た
。

　
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
路
面
の
下
か
ら
の
湧

水
防
止
、
水
圧
に
耐
え
る
た
め
、
厚
い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
底
盤
を
造
る
強
化
イ

ン
バ
ー
ト
を
設
置
し
た
。
路
面
か
ら
約
３

ｍ
掘
り
下
げ
て
、
押
し
上
げ
る
水
圧
に
対

応
で
き
る
よ
う
防
水
対
策
も
行
っ
て
い

る
。

　
供
用
は
予
定
よ
り
約
１
年
遅
れ
、
平
成

21
年
４
月
29
日
開
通
式
を
迎
え
、
何
と
か

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
。

脆
弱
な
地
層
で
中
断
も

　
南
九
州
道
・
芦
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
す
ぐ
南
側
、

湯
浦
ト
ン
ネ
ル
（
１
１
６
６
ｍ
）
の
坑
口

が
口
を
開
け
て
い
る
の
が
見
え
る
。
断
層

破
砕
帯
な
ど
三
太
郎
峠
で
最
も
脆
弱
な
地

層
の
た
め
、
切
羽
や
天
井
（
天
端
）
か
ら

落
石
、
崩
壊
が
繰
り
返
さ
れ
、
や
む
な
く

工
事
中
断
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
ト
ン
ネ
ル
だ
。

　
断
層
破
砕
帯
は
岩
層
が
地
殻
運
動
に

よ
っ
て
、
断
層
が
ズ
レ
を
起
こ
し
、
そ
の

部
分
の
岩
が
砕
か
れ
て
多
く
の
亀
裂
を
生

じ
脆
弱
と
な
り
、
水
を
大
量
に
含
ん
だ
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
掘
削
に

よ
っ
て
、
溜
ま
っ
て
い
た
大
量
の
水
が
吹

き
出
た
り
、
切
羽
が
崩
壊
し
た
り
、
対
策

の
た
め
工
事
が
大
幅
に
遅
れ
る
。
九
州
自

動
車
道
の
八
代
―
人
吉
―
「
え
び
の
」
間

の
肥
後
ト
ン
ネ
ル
や
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
出
水
に
伴
う
工
事
中
断
の
苦
い
先
例

が
あ
り
、
出
水
は
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事

の
大
敵
と
な
る
。
湯
浦
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

に
当
た
っ
て
事
前
の
前
方
探
査
が
行
わ
れ

た
。
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
岩
層
は
砂
岩
、
頁

岩
が
中
心
で
、
そ
の
中
に
層
状
の
チ
ャ
ー

ト
や
泥
岩
が
見
ら
れ
、「
断
層
破
砕
帯
」

が
２
カ
所
確
認
さ
れ
て
い
た
。

切
羽
が
崩
れ
出
水

　
掘
進
中
、
突
然
、
切
羽
が
崩
れ
出
水
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
地
層
の
調
査
と
水

抜
き
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
（
１
０
０
ｍ
）

を
行
っ
た
。
水
を
事
前
に
抜
き
取
り
、
地

下
水
の
水
位
を
下
げ
る
狙
い
で
あ
る
。
実

際
、
破
砕
帯
が
始
ま
る
と
思
わ
れ
た
深
度

約
40
ｍ
の
断
層
破
砕
帯
に
入
る
と
突
然
、

湧
水
量
が
増
え
毎
分
２
０
０
ℓ
に
な
り
、

次
第
に
増
え
、
最
終
累
計
湧
水
量
は
毎
分

５
６
０
ℓ
だ
っ
た
。

　
断
層
破
砕
帯
の
通
過
後
も
小
崩
落
が
続

い
た
。
チ
ャ
ー
ト
・
砂
岩
の
境
界
面
で
は

湧
水
や
粘
土
化
し
た
砂
岩
層
の
崩
壊
が
切

羽
や
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
で
続
い
た
。
全
体

と
し
て
脆
弱
な
地
層
、
岩
層
が
含
ま
れ
る

不
良
地
山
で
は
前
方
探
査
を
正
確
に
行
う

こ
と
が
、
重
要
。
調
査
は
切
羽
の
安
定
の

た
め
、ど
の
よ
う
な
支
保
を
選
択
す
る
か
、

そ
の
範
囲
決
定
の
判
断
に
役
立
っ
た
。

新佐敷トンネル　工事中の湧水の状況

断
層
破
砕
帯
の
難
工
事
―
湯
浦
ト
ン
ネ
ル

断
層
破
砕
帯
の
難
工
事
―
湯
浦
ト
ン
ネ
ル

南九州道工事現場。ミッシングリンクの解消に向けて工事は進む 湯浦トンネル（南九州道西回り）

南九州道西回りは八代への時間距離を大幅に縮めた。
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た
。

　
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
路
面
の
下
か
ら
の
湧

水
防
止
、
水
圧
に
耐
え
る
た
め
、
厚
い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
底
盤
を
造
る
強
化
イ

ン
バ
ー
ト
を
設
置
し
た
。
路
面
か
ら
約
３

ｍ
掘
り
下
げ
て
、
押
し
上
げ
る
水
圧
に
対

応
で
き
る
よ
う
防
水
対
策
も
行
っ
て
い

る
。

　
供
用
は
予
定
よ
り
約
１
年
遅
れ
、
平
成

21
年
４
月
29
日
開
通
式
を
迎
え
、
何
と
か

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
。

脆
弱
な
地
層
で
中
断
も

　
南
九
州
道
・
芦
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
す
ぐ
南
側
、

湯
浦
ト
ン
ネ
ル
（
１
１
６
６
ｍ
）
の
坑
口

が
口
を
開
け
て
い
る
の
が
見
え
る
。
断
層

破
砕
帯
な
ど
三
太
郎
峠
で
最
も
脆
弱
な
地

層
の
た
め
、
切
羽
や
天
井
（
天
端
）
か
ら

落
石
、
崩
壊
が
繰
り
返
さ
れ
、
や
む
な
く

工
事
中
断
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
ト
ン
ネ
ル
だ
。

　
断
層
破
砕
帯
は
岩
層
が
地
殻
運
動
に

よ
っ
て
、
断
層
が
ズ
レ
を
起
こ
し
、
そ
の

部
分
の
岩
が
砕
か
れ
て
多
く
の
亀
裂
を
生

じ
脆
弱
と
な
り
、
水
を
大
量
に
含
ん
だ
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
掘
削
に

よ
っ
て
、
溜
ま
っ
て
い
た
大
量
の
水
が
吹

き
出
た
り
、
切
羽
が
崩
壊
し
た
り
、
対
策

の
た
め
工
事
が
大
幅
に
遅
れ
る
。
九
州
自

動
車
道
の
八
代
―
人
吉
―
「
え
び
の
」
間

の
肥
後
ト
ン
ネ
ル
や
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
出
水
に
伴
う
工
事
中
断
の
苦
い
先
例

が
あ
り
、
出
水
は
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事

の
大
敵
と
な
る
。
湯
浦
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

に
当
た
っ
て
事
前
の
前
方
探
査
が
行
わ
れ

た
。
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
岩
層
は
砂
岩
、
頁

岩
が
中
心
で
、
そ
の
中
に
層
状
の
チ
ャ
ー

ト
や
泥
岩
が
見
ら
れ
、「
断
層
破
砕
帯
」

が
２
カ
所
確
認
さ
れ
て
い
た
。

切
羽
が
崩
れ
出
水

　
掘
進
中
、
突
然
、
切
羽
が
崩
れ
出
水
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
地
層
の
調
査
と
水

抜
き
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
（
１
０
０
ｍ
）

を
行
っ
た
。
水
を
事
前
に
抜
き
取
り
、
地

下
水
の
水
位
を
下
げ
る
狙
い
で
あ
る
。
実

際
、
破
砕
帯
が
始
ま
る
と
思
わ
れ
た
深
度

約
40
ｍ
の
断
層
破
砕
帯
に
入
る
と
突
然
、

湧
水
量
が
増
え
毎
分
２
０
０
ℓ
に
な
り
、

次
第
に
増
え
、
最
終
累
計
湧
水
量
は
毎
分

５
６
０
ℓ
だ
っ
た
。

　
断
層
破
砕
帯
の
通
過
後
も
小
崩
落
が
続

い
た
。
チ
ャ
ー
ト
・
砂
岩
の
境
界
面
で
は

湧
水
や
粘
土
化
し
た
砂
岩
層
の
崩
壊
が
切

羽
や
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
で
続
い
た
。
全
体

と
し
て
脆
弱
な
地
層
、
岩
層
が
含
ま
れ
る

不
良
地
山
で
は
前
方
探
査
を
正
確
に
行
う

こ
と
が
、
重
要
。
調
査
は
切
羽
の
安
定
の

た
め
、ど
の
よ
う
な
支
保
を
選
択
す
る
か
、

そ
の
範
囲
決
定
の
判
断
に
役
立
っ
た
。

新佐敷トンネル　工事中の湧水の状況

断
層
破
砕
帯
の
難
工
事
―
湯
浦
ト
ン
ネ
ル

断
層
破
砕
帯
の
難
工
事
―
湯
浦
ト
ン
ネ
ル

南九州道工事現場。ミッシングリンクの解消に向けて工事は進む 湯浦トンネル（南九州道西回り）

南九州道西回りは八代への時間距離を大幅に縮めた。
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三
太
郎
峠
最
後
の
津
奈
木
太
郎
・
芦
北

Ｉ
Ｃ
〜
津
奈
木
Ｉ
Ｃ
区
間
（
７
・
７
㎞
）

に
は
３
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
た
。

前
述
の
湯
浦
ト
ン
ネ
ル
、
女
島
ト
ン
ネ
ル

（
１
０
８
５
ｍ
）、
そ
し
て
三
太
郎
峠
で
最

後
の
新
津
奈
木
ト
ン
ネ
ル（
１
８
４
８
ｍ
）

で
あ
る
。

　
津
奈
木
太
郎
に
は
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
旧

道
１
本
、
国
道
３
号
２
本
、
さ
ら
に
南
九

州
自
動
車
道
の
３
本
に
加
え
、
新
幹
線
と

オ
レ
ン
ジ
鉄
道
（
旧
鹿
児
島
本
線
）
の
鉄

道
ト
ン
ネ
ル
２
本
、
計
６
本
の
ト
ン
ネ
ル

が
掘
削
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
三
太
郎
峠
の
最
後
に
登
場
し
た
「
新
津

奈
木
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
既
成
の
ト
ン
ネ
ル

と
並
行
、
あ
る
い
は
交
差
す
る
こ
と
に
な

る
。
坑
口
で
国
道
３
号
と
、
ト
ン
ネ
ル
中

央
部
で
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
と
そ
れ
ぞ
れ
交

差
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
は
慎
重

さ
と
、
高
度
の
技
術
が
求
め
ら
れ
た
。

国
道
の
下
に
坑
口

　
新
津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
は
南
側
の
津
奈

木
Ｉ
Ｃ
側
か
ら
掘
削
が
始
ま
っ

た
。
Ｉ
Ｃ
を
出
て
間
も
な
く
、

国
道
３
号
が
山
腹
の
坂
道
を
登

る
そ
の
真
下
に
坑
口
あ
る
。
ト

ン
ネ
ル
坑
口
の
工
事
に
は
難
題

が
多
い
。
一
般
に
坑
口
は
、
地

山
の
裾
分
に
当
た
る
た
め
、「
土

か
ぶ
り
」が
薄
い
。山
を
形
作
っ

て
い
る
堅
固
な
岩
層
に
、
薄
く

風
化
し
た
土
砂
が
積
り
、
崩
れ

や
す
い
。
そ
の
た
め
崩
壊
を
防

ぐ
対
策
工
が
必
要
に
な
る
。

　
新
津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の

上
部
土
層
は
５
ｍ
幅
の
破
砕
帯

と
亀
裂
が
進
ん
だ
凝
灰
角
礫
岩

が
中
心
で
、
そ
の
上
に
堆
積
土

が
積
も
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の
真
上
４

ｍ
か
ら
８
ｍ
を
国
道
３
号
が
横

切
っ
て
い
る
。
登
坂
路
は
切
り

立
っ
た
山
腹
の
崖
に
沿
っ
て
お

り
、
道
路
幅
の
外
側
は
崖
と

な
っ
て
坑
口

側
に
落
ち
て

い
る
。
坑
口

か
ら
見
上
げ

る
と
、
国
道

３
号
に
は
、

大
型
ト
ラ
ッ

ク
、
乗
用
車

が
ひ
っ
き
り

な
し
に
登
り

下
り
し
て
い

る
。

常
時
、
動
態
観
測

　
坑
口
掘
削
に
よ
っ
て
、
上
を
走
る
国
道

３
号
に
沈
下
、
ま
し
て
崩
壊
な
ど
交
通
障

害
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
大
動
脈
だ
け
に
工
事
中
の
交
通
規

制
は
勿
論
、
国
道
走
行
に
支
障
に
つ
な
が

る
「
変
位
」
も
許
さ
れ
な
い
。
ま
ず
、
工

事
の
進
行
に
伴
っ
て
、
国
道
に
変
位
が
起

き
て
い
な
い
か
、
常
時
、
動
態
を
観
察
す

る
装
置
と
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

　
そ
の
上
で
、
様
々
な
工
法
が
検
討
さ
れ

た
。
国
道
へ
の
影
響
範
囲
は
坑
口
か
ら
40

ｍ
。
ト
ン
ネ
ル
上
部
の
土
層
の
ゆ
る
み
や

天
井
部
分
を
沈
下
、
崩
落
さ
せ
な
い
た

め
、
選
択
さ
れ
た
対
策
工
は
「
ト
レ
ヴ
ィ

チ
ュ
ー
ブ
工
法
」。
長
尺
先
受
工
法
の
一

種
で
強
度
が
高
く
、
沈
下
抑
制
力
が
あ
る

か
ら
だ
。
直
径
約
１
・
４
ｍ
、
長
さ
４
２

ｍ
の
太
く
長
い
鋼
管
57
本
を
ト
ン
ネ
ル
上

部
に
重
ね
、
並
べ
て
打
ち
込
む
。
国
道
の

新津奈木トンネル

国道３号、新幹線のとの交差

工事中の津奈木トンネル
新幹線、国道3号（坑口上）と交差した

－ 71 －

幅
を
超
え
る
長
さ
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
に

天
井
を
張
り
上
部
か
ら
の
土
圧
を
支
え
る

の
だ
。
管
内
に
注
入
材（
シ
リ
カ
レ
ン
ジ
）

を
詰
め
、
鋼
管
自
身
の
強
化
し
た
。

　
衝
動
、
振
動
の
強
い
発
破
は
避
け
、
機

械
掘
削
が
選
択
さ
れ
た
。
掘
進
に
当
た
っ

て
は
、
破
砕
帯
も
あ
る
こ
と
か
ら
亀
裂
へ

の
注
入
材
を
行
き
渡
ら
せ
、
切
羽
を
安
定

さ
せ
、
ト
ン
ネ
ル
壁
は
厚
さ
50
㎝
の
複
鉄

筋
構
造
と
し
た
。
こ
う
し
た
対
策
で
、
道

路
沈
下
は
最
大
６
・
４
㎜
程
度
に
押
さ
え

ら
れ
、工
事
後
の
安
定
も
得
ら
れ
て
い
る
。

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
と
交
差

　
ト
ン
ネ
ル
掘
進
は
機
械
掘
削
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
１
０
７
ｍ
で
堅
い
凝
灰
岩

盤
に
直
面
、
発
破
に
切
り
替
え
ら
れ
、

５
８
０
ｍ
掘
進
し
た
と
こ
ろ
で
再
び
、
機

械
掘
削
へ
。
し
か
し
、
１
日
１
〜
２
ｍ
程

度
し
か
掘
進
で
き
ず
、
再
び
発
破
に
切
り

替
え
る
な
ど
、
機
械
掘
削
と
発
破
が
交
互

に
行
わ
れ
た
。

　
新
津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
は
ほ
ぼ
中
央
で
、

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
と
Ⅹ
字
型
に
交
差
す

る
。
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
に
近
づ
く
と
発
破

を
機
械
掘
削
に
切
り
替
え
、
慎
重
に
掘
進

を
進
め
た
。
超
高
速
で
走
行
す
る
新
幹
線

へ
の
変
位
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

事
前
に
Ｊ
Ｒ
九
州
な
ど
と
の
協
議
が
も
た

れ
、
技
術
的
、
工
法
上
の
問
題
か
ら
厳
密

な
動
態
調
査
方
法
ま
で
検
討
が
行
わ
れ
、

協
議
は
工
事
進
行
に
並
行
し
な
が
ら
、
交

差
地
点
を
掘
削
が
通
過
す
る
ま
で
、
４
年

間
続
け
ら
れ
た
。

42
ｍ
離
し
て
掘
削

　
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
当
た
っ
て
、
掘
削
中

の
ト
ン
ネ
ル
が
既
成
の
ト
ン
ネ
ル
に
影
響

を
与
え
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル

直
径
の
３
倍
程
度
の
距
離
に
掘
削
現
場
を

引
き
離
す
こ
と
が
必
要
（
近
接
施
工
マ

ニ
ュ
ア
ル
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
慎
重

な
上
に
も
慎
重
を
期
し
て
新
津
奈
木
ト
ン

ネ
ル
は
新
幹
線
上
部
と
42
ｍ
引
き
離
し

て
、
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
交
差
地
点
の
前
後
70
ｍ
、
計
１
４
０
ｍ

を
「
影
響
区
間
」
と
設
定
、
特
に
慎
重
な

工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
発
破
を
避
け
、
か

つ
、
こ
の
区
間
を
短
時
間
で
掘
進
す
る
た

め
大
型
機
械
掘
進
機
が
導
入
さ
れ
た
。
当

初
、
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
に
０
・
８
㎜
程
度

の
「
浮
き
上
が
り
」
が
想
定
さ
れ
た
が
、

実
際
に
は
、
工
事
後
、
変
位
、
変
状
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
平
成
22
年
11
月
ス
タ
ー
ト
し
た
新
津
奈

木
ト
ン
ネ
ル
は
平
成
24
年
６
月
、
貫
通
し

た
。

　
難
関
・
三
太
郎
峠
を
６
本
の
ト
ン
ネ
ル

で
抜
け
た
後
、
水
俣
市
に
入
る
。
こ
こ
か

ら
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
、
出
水
〜
阿
久
根
〜

薩
摩
川
内
な
ど
を
経
て
鹿
児
島
に
至
る
。

最
後
の
市
来
〜
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
22
・

２
㎞
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
海
岸
沿
い
の

地
方
都
市
近
く
を
通
過
す
る
。
そ
の
た
め

こ
の
自
動
車
道
は
人
口
流
出
、
高
齢
化
に

悩
む
各
都
市
に
と
っ
て
、
観
光
な
ど
で
交

流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
の
期
待
が
大
き
い
。

新
幹
線
を
越
え
る
橋

　
三
太
郎
峠
を
ト
ン
ネ

ル
で
抜
け
て
、
津
奈
木

Ｉ
Ｃ
か
ら
水
俣
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
５
・
６
㎞
の
間
は
九

州
新
幹
線
と
２
回
交
差

し
、
新
幹
線
を
陸
橋
桜

戸
橋
（
橋
長
１
９
３
ｍ
）

と
水
俣
駅
近
く
の
古
城

第
２
橋
（
橋
長
３
０
０

ｍ
）
で
渡
る
。
ま
た
国

道
３
号
と
も
３
回
交
差

す
る
。
水
俣
市
街
の
東

を
新
幹
線
、
国
道
３
号
、

さ
ら
に
高
速
道
路
が
通

過
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
水
俣
市
は
熊
本
県
の
南
端
の
都
市
、
三

太
郎
峠
に
阻
ま
れ
、
水
俣
病
に
苦
し
ん
で

き
た
。
新
幹
線
駅
と
自
動
車
道
が
市
街
に

近
い
と
こ
ろ
で
走
り
、
こ
の
二
つ
の
大
動

脈
は
水
俣
復
興
、
地
域
活
性
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

渡
来
ツ
ル
を
守
る

　
水
俣
か
ら
鹿
児
島
県
に
入
る
。
出
水
・

阿
久
根
地
方
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
ツ
ル
の

渡
来
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
地
元
の
ボ
ラ

水俣―鹿児島

ツルの生息に配慮した工事

音
と
光
を
遮
断
、
ツ
ル
を
守
る
工
事

音
と
光
を
遮
断
、
ツ
ル
を
守
る
工
事

金
山
の
坑
道
を
埋
め
て
ト
ン
ネ
ル
掘
削

金
山
の
坑
道
を
埋
め
て
ト
ン
ネ
ル
掘
削

鹿児島・北薩地方に飛来、冬をすごすツルの群

南九州道は水俣IC近くで、新幹線をまたぐ、高架工事
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幅
を
超
え
る
長
さ
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
に

天
井
を
張
り
上
部
か
ら
の
土
圧
を
支
え
る

の
だ
。
管
内
に
注
入
材（
シ
リ
カ
レ
ン
ジ
）

を
詰
め
、
鋼
管
自
身
の
強
化
し
た
。

　
衝
動
、
振
動
の
強
い
発
破
は
避
け
、
機

械
掘
削
が
選
択
さ
れ
た
。
掘
進
に
当
た
っ

て
は
、
破
砕
帯
も
あ
る
こ
と
か
ら
亀
裂
へ

の
注
入
材
を
行
き
渡
ら
せ
、
切
羽
を
安
定

さ
せ
、
ト
ン
ネ
ル
壁
は
厚
さ
50
㎝
の
複
鉄

筋
構
造
と
し
た
。
こ
う
し
た
対
策
で
、
道

路
沈
下
は
最
大
６
・
４
㎜
程
度
に
押
さ
え

ら
れ
、工
事
後
の
安
定
も
得
ら
れ
て
い
る
。

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
と
交
差

　
ト
ン
ネ
ル
掘
進
は
機
械
掘
削
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
１
０
７
ｍ
で
堅
い
凝
灰
岩

盤
に
直
面
、
発
破
に
切
り
替
え
ら
れ
、

５
８
０
ｍ
掘
進
し
た
と
こ
ろ
で
再
び
、
機

械
掘
削
へ
。
し
か
し
、
１
日
１
〜
２
ｍ
程

度
し
か
掘
進
で
き
ず
、
再
び
発
破
に
切
り

替
え
る
な
ど
、
機
械
掘
削
と
発
破
が
交
互

に
行
わ
れ
た
。

　
新
津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
は
ほ
ぼ
中
央
で
、

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
と
Ⅹ
字
型
に
交
差
す

る
。
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
に
近
づ
く
と
発
破

を
機
械
掘
削
に
切
り
替
え
、
慎
重
に
掘
進

を
進
め
た
。
超
高
速
で
走
行
す
る
新
幹
線

へ
の
変
位
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

事
前
に
Ｊ
Ｒ
九
州
な
ど
と
の
協
議
が
も
た

れ
、
技
術
的
、
工
法
上
の
問
題
か
ら
厳
密

な
動
態
調
査
方
法
ま
で
検
討
が
行
わ
れ
、

協
議
は
工
事
進
行
に
並
行
し
な
が
ら
、
交

差
地
点
を
掘
削
が
通
過
す
る
ま
で
、
４
年

間
続
け
ら
れ
た
。

42
ｍ
離
し
て
掘
削

　
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
当
た
っ
て
、
掘
削
中

の
ト
ン
ネ
ル
が
既
成
の
ト
ン
ネ
ル
に
影
響

を
与
え
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル

直
径
の
３
倍
程
度
の
距
離
に
掘
削
現
場
を

引
き
離
す
こ
と
が
必
要
（
近
接
施
工
マ

ニ
ュ
ア
ル
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
慎
重

な
上
に
も
慎
重
を
期
し
て
新
津
奈
木
ト
ン

ネ
ル
は
新
幹
線
上
部
と
42
ｍ
引
き
離
し

て
、
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
交
差
地
点
の
前
後
70
ｍ
、
計
１
４
０
ｍ

を
「
影
響
区
間
」
と
設
定
、
特
に
慎
重
な

工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
発
破
を
避
け
、
か

つ
、
こ
の
区
間
を
短
時
間
で
掘
進
す
る
た

め
大
型
機
械
掘
進
機
が
導
入
さ
れ
た
。
当

初
、
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
に
０
・
８
㎜
程
度

の
「
浮
き
上
が
り
」
が
想
定
さ
れ
た
が
、

実
際
に
は
、
工
事
後
、
変
位
、
変
状
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
平
成
22
年
11
月
ス
タ
ー
ト
し
た
新
津
奈

木
ト
ン
ネ
ル
は
平
成
24
年
６
月
、
貫
通
し

た
。

　
難
関
・
三
太
郎
峠
を
６
本
の
ト
ン
ネ
ル

で
抜
け
た
後
、
水
俣
市
に
入
る
。
こ
こ
か

ら
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
、
出
水
〜
阿
久
根
〜

薩
摩
川
内
な
ど
を
経
て
鹿
児
島
に
至
る
。

最
後
の
市
来
〜
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
22
・

２
㎞
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
海
岸
沿
い
の

地
方
都
市
近
く
を
通
過
す
る
。
そ
の
た
め

こ
の
自
動
車
道
は
人
口
流
出
、
高
齢
化
に

悩
む
各
都
市
に
と
っ
て
、
観
光
な
ど
で
交

流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
の
期
待
が
大
き
い
。

新
幹
線
を
越
え
る
橋

　
三
太
郎
峠
を
ト
ン
ネ

ル
で
抜
け
て
、
津
奈
木

Ｉ
Ｃ
か
ら
水
俣
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
５
・
６
㎞
の
間
は
九

州
新
幹
線
と
２
回
交
差

し
、
新
幹
線
を
陸
橋
桜

戸
橋
（
橋
長
１
９
３
ｍ
）

と
水
俣
駅
近
く
の
古
城

第
２
橋
（
橋
長
３
０
０

ｍ
）
で
渡
る
。
ま
た
国

道
３
号
と
も
３
回
交
差

す
る
。
水
俣
市
街
の
東

を
新
幹
線
、
国
道
３
号
、

さ
ら
に
高
速
道
路
が
通

過
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
水
俣
市
は
熊
本
県
の
南
端
の
都
市
、
三

太
郎
峠
に
阻
ま
れ
、
水
俣
病
に
苦
し
ん
で

き
た
。
新
幹
線
駅
と
自
動
車
道
が
市
街
に

近
い
と
こ
ろ
で
走
り
、
こ
の
二
つ
の
大
動

脈
は
水
俣
復
興
、
地
域
活
性
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

渡
来
ツ
ル
を
守
る

　
水
俣
か
ら
鹿
児
島
県
に
入
る
。
出
水
・

阿
久
根
地
方
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
ツ
ル
の

渡
来
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
地
元
の
ボ
ラ

水俣―鹿児島

ツルの生息に配慮した工事

音
と
光
を
遮
断
、
ツ
ル
を
守
る
工
事

音
と
光
を
遮
断
、
ツ
ル
を
守
る
工
事

金
山
の
坑
道
を
埋
め
て
ト
ン
ネ
ル
掘
削

金
山
の
坑
道
を
埋
め
て
ト
ン
ネ
ル
掘
削

鹿児島・北薩地方に飛来、冬をすごすツルの群

南九州道は水俣IC近くで、新幹線をまたぐ、高架工事



－ 72 －

ン
テ
ィ
ア
が
餌
付
け
な
ど
努
力
の
甲
斐

あ
っ
て
、
渡
来
ツ
ル
は
１
万
羽
を
越
え
て

い
る
。

　
出
水
阿
久
根
道
路
は
ツ
ル
の
渡
来
す
る

干
拓
地
か
ら
国
道
３
号
を
挟
ん
で
数
キ
ロ

の
距
離
に
あ
り
、
ツ
ル
の
生
息
に
配
慮
が

必
要
だ
っ
た
。

　
渡
来
し
た
ツ
ル
は
天
然
記
念
物
で
あ

り
、
観
光
資
源
。
こ
の
た
め
委
員
会
を
設

置
し
て
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
騒
音
防

止
と
夜
、
ラ
イ
ト
が
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
工
事
騒
音
を
極
力
抑
え
、
遮
光
壁
を
設

置
し
て
工
事
を
進
め
た
。

川
内
大
橋
に
歩
道

　
南
九
州
最
大
の
川
内
川
を
薩
摩
川
内
水

引
Ｉ
Ｃ
〜
同
高
江
Ｉ
Ｃ
（
３
・
６
㎞
）
で

渡
る
川
内
大
橋
（
橋
長
３
３
０
ｍ
）
に
は

地
元
の
強
い
要
請
で
「
歩
道
」
が
付
け
ら

れ
た
。
九
州
の
高
速
道
路
で
歩
道
を
持
つ

橋
は
こ
こ
だ
け
だ
。
高
速
道
路
橋
梁
が
両

岸
の
集
落
を
繋
ぐ
生
活
道
路
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
珍
し
い
。

　
い
ち
き
串
木
野
市
は
金
の
産
出
で
有

名
。
串
木
野
Ｉ
Ｃ
近
く
の
そ
の
名
も
「
金

山
ト
ン
ネ
ル
」（
延
長
１
３
７
８
ｍ
）
で

は
ル
ー
ト
上
に
金
掘
削
の
坑
道
が
２
本
見

つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
埋
め
戻
し
て
、
事

な
き
を
得
た
。
ま
た
、陶
器
の
里
「
美
山
」

Ｉ
Ｃ
／
Ｐ
Ａ
付
近
で
は
30
万
㎥
の
盛
土
を

行
っ
て
造
成
し
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
南
九
州
道
西
回
り
が
完
成
す
る
と
・
こ

れ
ま
で
八
代
市
役
所
か
ら
鹿
児
島
市
役
所

ま
で
国
道
３
号
で
所
要
時
間
が
約
４
時
間

（
２
４
５
分
）
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
約

２
時
間
25
分
（
１
４
５
分
）
に
約
１
０
０

分
短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
八
代
で
分
岐
し

て
人
吉
・
え
び
の
を
通
る
九
州
道
と
鹿
児

島
で
連
結
、
一
体
と
な
っ
て
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

供用された阿久根北IC付近

　「
暮
ら
し
の
道
」「
命
の
道
」「
活
力

の
道
」
が
開
通
し
ま
し
た
―
広
瀬
大
分

県
知
事
は
声
を
張
り
上
げ
た
。
平
成
27

年
３
月
21
日
、
懸
案
だ
っ
た
東
九
州
道

の
佐
伯
Ｉ
Ｃ
〜
蒲
江
Ｉ
Ｃ
間
20
・
４
㎞

が
開
通
、喜
び
の
祝
賀
挨
拶
が
続
い
た
。

隣
り
合
わ
せ
の
県
庁
所
在
地
な
が
ら
大

分
市
と
宮
崎
市
は
九
州
で
唯
一
、
高
速

道
路
で
直
接
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
ミ
ッ

シ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
大

き
な
課
題
だ
っ
た
。
こ
の
た

め
１
８
９
万
人
の
署
名
が
集

め
ら
れ
、
１
８
９
の
数
字
に

「
い
ち
は
や
く
」
の
意
味
を
込

め
た
運
動
も
展
開
さ
れ
た
。

　
東
九
州
道
は
北
九
州
市
・

小
倉
か
ら
宮
崎
市
ま
で
を
約

４
時
間
20
分
で
結
ぶ
中
心
的

な
東
九
州
軸
だ
が
、
福
岡
―

鹿
児
島
を
結
ぶ
九
州
自
動
車

道
に
比
べ
て
半
世
紀
近
く
遅

れ
て
の
開
通
だ
け
に
地
元
の

期
待
が
大
き
く
、
祝
賀
行
事

が
沿
線
各
地
で
開
か
れ
た
。

50
年
も
の
高
速
道
路
の
開
通

の
遅
れ
は
、
九
州
の
東
西
の

地
域
経
済
格
差
を
生
み
、
広

げ
た
と
さ
れ
る
だ
け
に
、
祝
賀
主
会
場

の
佐
伯
市
総
合
体
育
館
に
は
大
漁
旗
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
地

元
の
喜
び
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
た
。

　
特
に
大
分
―
宮
崎
間
、
最
後
の
開
通

と
な
っ
た
佐
伯
〜
蒲
江
間
は
、
両
県
を

隔
て
て
い
た
難
所
「
宗
太
郎
峠
」
が
あ

り
、
こ
の
峠
越
え
は
戦
後
の
国
道
10
号

の
改
築
で
も
難
工
事
が
続
き
、カ
ー
ブ
、

起
伏
の
多
い
国
道
だ
っ
た
だ
け
に
、
高

速
道
路
建
設
の
要
望
が
特
に
強
か
っ

た
。
一
方
で
、
高
速
道
路
が
海
岸
部
の

街
を
「
素
通
り
」
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
、と
い
う
危
惧
も
大
き
か
っ
た
。

地
元
が
求
め
る
「
出
来
る
だ
け
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
ル
ー
ト
を
」
の
要
望

に
応
え
る
形
で
、
海
寄
り
の
佐
伯
〜
蒲

江
ル
ー
ト
に
変
更
、
９
ト
ン
ネ
ル
と
10

の
橋
が
建
設
さ
れ
る
難
工
事
と

な
っ
た
。

　
ま
た
佐
伯
市
内
に
４
か
所
の

Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
、
し
か
も
、

国
直
轄
工
事
「
新
直
轄
方
式
」

で
行
わ
れ
た
た
め
、
無
料
区
間

と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
活
性
化
に
役
立
と
う
と
す

る
意
気
込
み
が
込
め
ら
れ
た
高

速
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
高
速
道
路
は
地
域
に
活
性

化
に
と
っ
て
、
あ
く
ま
で
も

「
ツ
ー
ル
（
手
立
て
）」
で
、
活

性
化
に
は
地
元
の
努
力
が
求
め

ら
れ
る
。

　
こ
の
区
間
は
高
速
道
路
の
休

息
施
設
Ｐ
Ａ
や
Ｓ
Ａ
は
な
く
「
道

の
駅
」
を
活
用
し
て
、
利
用
者

が
地
域
を
巡
る
交
流
人
口
、
特
に
観
光

客
を
増
や
す
努
力
を
重
ね
た
。
蒲
江
Ｉ

Ｃ
近
く
に
は
「
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
」
と

名
付
け
ら
れ
た
特
産
品
店
舗
が
開
通
と

共
に
オ
ー
プ
ン
、
こ
こ
で
地
域
の
物
産

販
売
、
観
光
案
内
な
ど
情
報
発
信
し
て

日
本
風
景
街
道
へ
来
訪
客
を
招
き
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

地域活性化への道―
東九州道
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菅菅す
が
す
が

伊伊い

さ

お

い

さ

お
佐
男
　
氏

―
―
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
最
大
の

難
関
、
三
太
郎
峠
越
え
の
う
ち
、
田
浦
Ｉ

Ｃ
〜
芦
北
Ｉ
Ｃ
間
（
日
奈
久
芦
北
道
路
）

の
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル
（
２
９
１
９
ｍ
）
の

建
設
に
八
代
河
川
国
道
事
務
所
副
所
長
と

し
て
現
場
の
指
揮
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
ト
ン
ネ
ル
は
経
験
の
な
い
濁
っ
た
湧
水

と
の
戦
い
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

菅
氏
　
ト
ン
ネ
ル
を
貫
通
さ
せ
、
完
成
に

向
け
第
２
次
覆
工
工
事
に
か
か
っ
た
と
こ

ろ
で
、両
側
の
坑
口
か
ら
約
１
５
０
０
ｍ
、

ほ
ぼ
中
央
付
近
の
側
壁
部
か
ら
、
毎
分

５
０
０
０
ℓ
も
の
大
量
の
湧
水
が
発
生
、

し
か
も
そ
の
水
が
ひ
ど
く
濁
っ
て
い
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
高
濁
度
湧
水
は
全
国
的
に
例

が
な
く
、
頭
を
抱
え
ま
し
た
。
土
木
研
究

所
と
も
協
議
、
連
携
、
対
策
を
検
討
し
ま

し
た
。
通
常
、
湧
水
は
真
水
で
濁
り
は
生

じ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、濁
り
水
が
出
る
の
か
、

そ
の
原
因
は
何
か
、
と
。

―
―
完
成
間
ぎ
わ
の
突
然
の
大
量
湧
水
、

し
か
も
濁
り
が
大
き
い
。
ト
ン
ネ
ル
の
ど

の
よ
う
な
位
置
で
湧
水
が
あ
り
、
地
質
状

況
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

菅
氏
　
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
２
９
１
９
ｍ
）

の
ほ
ぼ
中
央
、
若
干
、
水
俣
側
で
し
た
。

中
央
構
造
線
（
臼
杵
八
代
構
造
線
）
の
南

側
で
造
山
運
動
に
よ
っ
て
海
底
の
地
層
が

「
付
加
」
さ
れ
た
も
の
で
粘
板
岩
が
中
心

で
す
が
、
そ
の
中
に
付
加
体
特
有
の
砂
岩

や
チ
ャ
ー
ト
、
石
灰
岩
が
混
じ
る
複
雑
な

地
層
で
し
た
。
突
然
の
湧
水
は
平
成
20
年

５
月
29
日
、
そ
の
石
灰
岩
層
（
厚
さ
約
50

ｍ
）
を
通
過
す
る
場
所
で
し
た
。

―
―
事
前
に
は
湧
水
は
全
く
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

菅
氏
　
４
か
月
前
、
こ
の
石
灰
岩
層
を
掘

削
す
る
と
き
（
平
成
20
年
１
月
24
日
）
毎

分
２
０
０
０
ℓ
程
度
の
湧
水
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
は
数
日
で
止
ま
り
ま
し

た
。
濁
っ
て
は
い
ま
し
た
が
・
濁
水
処
理

機
で
対
処
で
き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

５
月
末
の
湧
水
は
そ
の
２
倍
以
上
の
毎
分

５
０
０
０
ℓ
も
の
大
量
湧
水
。
１
回
目
と

同
じ
と
こ
ろ
か
ら
吹
き
出
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
ひ
ど
く
濁
っ
て
い
る
。
石
灰
岩

層
は
鍾
乳
洞
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
二

酸
化
酸
素
や
酸
性
水
に
よ
っ
て
石
灰
岩
が

溶
け
、水
の
道
が
幾
つ
も
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
道
に
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
当
た
っ
た
た

め
、
溜
ま
っ
て
い
た
水
が
出
水
す
る
例
は

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
程

の
濁
り
を
伴
っ
た
湧
水
は
経
験
の
な
い
も

の
で
し
た
。

―
―
そ
の
濁
り
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
で

す
か
。
ま
た
、
湧
水
が
大
量
に
な
っ
た
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

菅
氏
　
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。
土
木
研
究

所
も
「
初
め
て
見
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
推
測
で
す
が
、
石
灰
岩
層
の
中
に
空

洞
が
出
来
、
そ
の
底
に
土
砂
が
長
年
溜

ま
っ
て
い
て
、
流
れ
出
た
の
で
は
な
い
か

と
。
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
湧
水
が
続

け
ば
、
濁
り
は
収
ま
る
は
ず
で
す
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
収
ま
ら
な
い
。
大
量
の
湧

略歴
昭和33年７月26日生まれ、福岡県出身。昭和58年福岡大学工学部土木
工学科卒業。建設省入省し福岡国道工事事務所、九州地方建設局道路
部を経て、本州四国連絡橋公団で多田羅大橋の架橋（下部工）に携わ
る。八代河川国道事務所副所長として高速道路・新佐敷トンネル掘削
に当たり、完成させた。同局道路部道路管理課長、（平成27年）、佐伯
河川国道事務所長。

難
関
の
三
太
郎
峠
・
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル

難
関
の
三
太
郎
峠
・
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル

全
国
的
に
も
ま
れ
な
「
濁
湧
水
と
の
戦
い
」

全
国
的
に
も
ま
れ
な
「
濁
湧
水
と
の
戦
い
」
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回
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通
常
、
湧
水
は
真
水
で
濁
り
は
生

じ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、濁
り
水
が
出
る
の
か
、

そ
の
原
因
は
何
か
、
と
。

―
―
完
成
間
ぎ
わ
の
突
然
の
大
量
湧
水
、

し
か
も
濁
り
が
大
き
い
。
ト
ン
ネ
ル
の
ど

の
よ
う
な
位
置
で
湧
水
が
あ
り
、
地
質
状

況
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

菅
氏
　
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
２
９
１
９
ｍ
）

の
ほ
ぼ
中
央
、
若
干
、
水
俣
側
で
し
た
。

中
央
構
造
線
（
臼
杵
八
代
構
造
線
）
の
南

側
で
造
山
運
動
に
よ
っ
て
海
底
の
地
層
が

「
付
加
」
さ
れ
た
も
の
で
粘
板
岩
が
中
心

で
す
が
、
そ
の
中
に
付
加
体
特
有
の
砂
岩

や
チ
ャ
ー
ト
、
石
灰
岩
が
混
じ
る
複
雑
な

地
層
で
し
た
。
突
然
の
湧
水
は
平
成
20
年

５
月
29
日
、
そ
の
石
灰
岩
層
（
厚
さ
約
50

ｍ
）
を
通
過
す
る
場
所
で
し
た
。

―
―
事
前
に
は
湧
水
は
全
く
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

菅
氏
　
４
か
月
前
、
こ
の
石
灰
岩
層
を
掘

削
す
る
と
き
（
平
成
20
年
１
月
24
日
）
毎

分
２
０
０
０
ℓ
程
度
の
湧
水
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
は
数
日
で
止
ま
り
ま
し

た
。
濁
っ
て
は
い
ま
し
た
が
・
濁
水
処
理

機
で
対
処
で
き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

５
月
末
の
湧
水
は
そ
の
２
倍
以
上
の
毎
分

５
０
０
０
ℓ
も
の
大
量
湧
水
。
１
回
目
と

同
じ
と
こ
ろ
か
ら
吹
き
出
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
ひ
ど
く
濁
っ
て
い
る
。
石
灰
岩

層
は
鍾
乳
洞
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
二

酸
化
酸
素
や
酸
性
水
に
よ
っ
て
石
灰
岩
が

溶
け
、水
の
道
が
幾
つ
も
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
道
に
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
当
た
っ
た
た

め
、
溜
ま
っ
て
い
た
水
が
出
水
す
る
例
は

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
程

の
濁
り
を
伴
っ
た
湧
水
は
経
験
の
な
い
も

の
で
し
た
。

―
―
そ
の
濁
り
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
で

す
か
。
ま
た
、
湧
水
が
大
量
に
な
っ
た
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

菅
氏
　
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。
土
木
研
究

所
も
「
初
め
て
見
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
推
測
で
す
が
、
石
灰
岩
層
の
中
に
空

洞
が
出
来
、
そ
の
底
に
土
砂
が
長
年
溜

ま
っ
て
い
て
、
流
れ
出
た
の
で
は
な
い
か

と
。
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
湧
水
が
続

け
ば
、
濁
り
は
収
ま
る
は
ず
で
す
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
収
ま
ら
な
い
。
大
量
の
湧

略歴
昭和33年７月26日生まれ、福岡県出身。昭和58年福岡大学工学部土木
工学科卒業。建設省入省し福岡国道工事事務所、九州地方建設局道路
部を経て、本州四国連絡橋公団で多田羅大橋の架橋（下部工）に携わ
る。八代河川国道事務所副所長として高速道路・新佐敷トンネル掘削
に当たり、完成させた。同局道路部道路管理課長、（平成27年）、佐伯
河川国道事務所長。

難
関
の
三
太
郎
峠
・
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル

難
関
の
三
太
郎
峠
・
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル

全
国
的
に
も
ま
れ
な
「
濁
湧
水
と
の
戦
い
」

全
国
的
に
も
ま
れ
な
「
濁
湧
水
と
の
戦
い
」
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①二見トンネル（１９３６ｍ）
②新赤松トンネル（２２２０ｍ）
③新佐敷トンネル（２９１９ｍ）
④乙千屋トンネル（１８３ｍ）
⑤花岡トンネル（５１３ｍ）
⑥湯治トンネル（１１６６ｍ）
⑦湯浦トンネル（１０８５ｍ）
⑧津奈木トンネル（１８４８ｍ）
⑨小津奈木トンネル（３９９ｍ）
⑩中尾山トンネル（１４３４ｍ）
⑪小田代トンネル（１１０９ｍ）

南九州西回り道
（八代ＪＣＴ～出水ＩＣ間）
三太郎越え11のトンネル

細
い
水
み
ち
に
特
別
の
セ
メ
ン
ト
を
注
入

（
可
塑
性
グ
ラ
ウ
ト
）し
て
充
填
、詰
め
る
。

た
だ
詰
め
る
だ
け
で
は
止
水
は
出
来
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
水
圧
が
上
が
る
。
一
つ
の

水
み
ち
を
グ
ラ
ウ
ト
で
止
め
る
と
、
他
の

水
み
ち
が
出
来
て
水
が
出
て
く
る
「
い
た

ち
ご
っ
こ
」
の
繰
り
返
し
。
ど
う
し
よ
う

か
と
、
悩
み
に
悩
み
ま
し
た
。
望
ま
し
い

の
は
、
あ
る
程
度
、
水
を
通
し
て
、
し
か

も
濁
り
を
取
り
除
け
る
充
填
剤
を
使
い
、

さ
ら
に
「
粗
詰
め
」
の
グ
ラ
ウ
ト
工
法
で

施
工
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
ー
ー
。

  

可
塑
性
グ
ラ
ウ
ト
を
採
用

―
―
そ
ん
な
グ
ラ
ウ
ト
が
出
来
る
の
で
す

か
。

菅
氏
　
濁
り
を
発
生
さ
せ
て
い
る
本
当
の

原
因
は
つ
か
め
な
い
。
従
っ
て
、
確
実
な

対
策
工
も
打
て
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
は

土
木
技
術
屋
で
す
。
あ
る
程
度
想
定
で
き

る
原
因
に
対
し
て
、
想
定
し
た
施
工
を
施

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
中
で
、

手
探
り
で
解
決
策
を
模
索
す
る
。
土
木
の

世
界
は
本
当
に
難
し
い
。
今
回
も
原
因
も

想
定
、
対
策
工
も
想
定
で
や
り
、
想
定
、

想
定
で
、
結
果
と
し
て
う
ま
く
い
っ
た
の

が
「
粗
詰
め
グ
ラ
ウ
ト
」。
グ
ラ
ウ
ト
の

量
、
時
間
、
圧
力
の
か
け
方
、
材
料
の
配

合
な
ど
、
そ
う
い
う
高
度
で
微
妙
な
グ
ラ

ウ
ト
の
専
門
技
術
を
使
え
る
技
術
者
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
注
入
す
る
材
料
は
水

中
分
離
や
劣
化
し
な
い
「
可
塑
性
グ
ラ
ウ

ト
」
を
選
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

５
０
０
０
ℓ
も
あ
っ
た
湧
水
を
50
ℓ
程
度

に
押
さ
え
、
し
か
も
濁
り
を
な
く
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

―
―
そ
こ
ま
で
湧
水
を
抑
制
す
る
と
、
大

雨
な
ど
の
時
、
再
び
高
い
水
圧
が
ト
ン
ネ

ル
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

菅
氏
　
そ
の
対
策
と
し
て
、
通
常
の
ト
ン

ネ
ル
は
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
が
、

鉄
筋
に
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
も
上

げ
、
ト
ン
ネ
ル
の
形
も
水
圧
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
に
円
形
に
近
く
す
る
な
ど
構
造
を

変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
全
周
囲
に
防
水

シ
ー
ト
と
裏
面
排
水
材
を
設
置
し
て
、
湧

水
を
中
央
の
導
水
管
に
排
水
で
き
る
よ
う

に
し
、
ト
ン
ネ
ル
底
部
の
イ
ン
バ
ー
ト
に

も
裏
面
排
水
材
と
防
水
シ
ー
ト
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
防
水
型
ト
ン
ネ
ル

に
変
更
し
ま
し
た
。

―
―
予
定
さ
れ
た
供
用
時
期
は
随
分
ず
れ

込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

菅
氏
　
残
念
な
が
ら
、
湧
水
発
生
か
ら
約

１
年
と
１
か
月
、
こ
う
し
た
対
策
に
か
か

り
ま
し
た
が
、
予
定
し
た
年
の
翌
年
平
成

21
年
の
５
月
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は

何
と
し
て
も
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
。
開
通

は
４
月
29
日
、何
と
か
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

土
の
中
の
こ
と
は
本
当
に
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
。
そ
れ
と
向
き
合
う
土
木
の

技
術
の
難
し
さ
と
興
味
深
さ
を
実
感
し
た

新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
し
た
。

水
は
、
そ
の
数
日
前
か
ら
の
大
雨
で
地
下

水
が
上
昇
し
て
水
み
ち
や
空
洞
に
水
が
溜

ま
り
、
流
れ
出
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ン
ネ
ル
の
背
面
や
下
部

の
イ
ン
バ
ー
ト
の
下
に
水
が
回
り
込
ん

で
、
高
い
水
圧
が
イ
ン
バ
ー
ト
を
浮
き
上

が
ら
せ
、
吹
付
け
に
割
れ
目
を
つ
く
り
、

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
変
形
、
破
断
を
生
じ
さ

せ
た
、
と
考
え
ま
し
た
。

―
―
真
水
な
ら
と
も
か
く
、
濃
い
濁
り
水

を
ト
ン
ネ
ル
外
に
流
し
出
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
湧
水
を
止
め
る
に
し

て
も
、
そ
の
水
圧
が
ト
ン
ネ
ル
に
か
か
る

わ
け
で
悪
影
響
が
将
来
に
わ
た
っ
て
出
る

恐
れ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

菅
氏
　
そ
こ
が
今
回
の
勝
負
ど
こ
ろ
で
し

た
。「
濁
り
水
を
ど
う
止
め
る
か
」。
濁
水

処
理
機
を
完
成
後
も
設
置
し
て
濁
り
を
取

り
除
く
方
法
も
、
勿
論
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
は
ト
ン
ネ
ル
の
維
持
管
理
費
が
将
来
に

渡
っ
て
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
濁
り

を
取
り
除
い
て
、
あ
る
程
度
、
水
を
流
し
、

水
圧
を
減
ず
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
ベ
ス

ト
で
す
。

 

水
み
ち
を
塞
ぐ 

―
―
そ
の
ベ
ス
ト
の
工
法
は
あ
っ

た
の
で
す
か
。

菅
氏
　
湧
水
を
止
め
る
に
は
、
水

み
ち
を
塞
ぐ
し
か
な
い
の
で
す
。

渋
滞
す
る
国
道
３
号
南
九
州
西
周
り
道
の
完
成
が

待
た
れ
る
。

－ 75 －

　
北
九
州
市
か
ら
宮
崎
市
を
結
ん
だ
東
九

州
道
が
宮
崎
・
清
武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
さ
ら
に

延
伸
、
南
下
、
日
南
市
に
向
か
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
清
武
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
南
北

郷
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
19
㎞
区
間
の
山
岳
ル
ー
ト

ほ
ど
、
悪
戦
苦
闘
を
強
い
ら
れ
て
い
る
高

速
道
路
建
設
は
前
例
が
な
い
と
思
わ
れ

る
。
日
南
層
群
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
地
層

で
、
脆
く
、
風
化
し
や
す
い
岩
層
。
地
滑

り
を
起
こ
し
、
そ
の
上
、
一
部
に
は
自
然

由
来
の
ヒ
素
な
ど
を
含
む
と
い
う
難
敵
で

あ
る
。
異
例
の
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
変
更
を

強
い
ら
れ
、
10
年
に
及
ぶ
建
設
期
間
、
コ

ス
ト
も
想
定
以
上
に
上
る
。
な
か
で
も
苦

闘
を
強
い
ら
れ
た
。
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル

（
１
８
８
０
ｍ
）
と
、
こ
の
区
間
の
12
ト

ン
ネ
ル
の
最
後
の
建
設
と
な
る
九
平
ト
ン

ネ
ル
（
４
２
２
ｍ
）
の
掘
削
が
進
む
（
平

成
30
年
現
在
）。
国
が
行
う
「
新
直
轄
方

式
」
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
採
算

を
求
め
ら
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（
西
日
本
高

速
）
で
は
建
設
は
事
業
費
が
か
さ
み
過
ぎ

無
理
な
ル
ー
ト
だ
ろ
う
。
日
南
北
郷
Ｉ
Ｃ

を
過
ぎ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
と
対
照
的
に
広

瀬
川
沿
い
の
日
南
東
郷
Ｉ
Ｃ
ま
で
平
坦
な

約
９
㎞
の
ル
ー
ト
と
な
り
、
平
成
30
年
春

に
は
先
行
開
通
し
た
。

　
宮
崎
道
・
田
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
県
道
28
号
を

使
っ
て
、
日
南
市
へ
向
か
う
。
山
間
の
２

車
線
道
路
で
、
カ
ー
ブ
も
起
伏
も
多
い
。

名
木
名
高
い
「
飫
肥
杉
」
が
縦
の
直
線
を

引
い
た
よ
う
に
林
立
す
る
中
を
、
木
材
積

み
出
し
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
列
を
作
っ
て

第4節 東九州自動車道、さらに南へ

①再び、芳ノ元トンネルへ（1880ｍ）

220

220

　日南高
岡

線

西都IC
宮崎西IC

清武IC

清武JCT

●宮崎北郷線

宮崎IC

北郷IC

日南IC

田野IC

山之口SA

都城IC

東九州自動車道

上浦地区

佐土原地区

宮 崎層群

日南層群

片井野TN

高城～青井岳間

天神TN

地層境

大淀川

宮浦トンネル

主

宮崎自動車道

宮

崎
自
動
車
道

脆弱な日南層群との遭遇
異例のルート変更を余儀なくされ
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北
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宮
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伸
、
南
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、
日
南
市
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向
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し
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し
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か
ら
日
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北

郷
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Ｃ
ま
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の
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の
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ル
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ほ
ど
、
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苦
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を
強
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ら
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て
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る
高

速
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路
建
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は
前
例
が
な
い
と
思
わ
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る
。
日
南
層
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と
呼
ば
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る
特
殊
な
地
層

で
、
脆
く
、
風
化
し
や
す
い
岩
層
。
地
滑

り
を
起
こ
し
、
そ
の
上
、
一
部
に
は
自
然

由
来
の
ヒ
素
な
ど
を
含
む
と
い
う
難
敵
で

あ
る
。
異
例
の
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
変
更
を

強
い
ら
れ
、
10
年
に
及
ぶ
建
設
期
間
、
コ

ス
ト
も
想
定
以
上
に
上
る
。
な
か
で
も
苦

闘
を
強
い
ら
れ
た
。
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル

（
１
８
８
０
ｍ
）
と
、
こ
の
区
間
の
12
ト

ン
ネ
ル
の
最
後
の
建
設
と
な
る
九
平
ト
ン

ネ
ル
（
４
２
２
ｍ
）
の
掘
削
が
進
む
（
平

成
30
年
現
在
）。
国
が
行
う
「
新
直
轄
方

式
」
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
採
算

を
求
め
ら
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（
西
日
本
高

速
）
で
は
建
設
は
事
業
費
が
か
さ
み
過
ぎ

無
理
な
ル
ー
ト
だ
ろ
う
。
日
南
北
郷
Ｉ
Ｃ

を
過
ぎ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
と
対
照
的
に
広

瀬
川
沿
い
の
日
南
東
郷
Ｉ
Ｃ
ま
で
平
坦
な

約
９
㎞
の
ル
ー
ト
と
な
り
、
平
成
30
年
春

に
は
先
行
開
通
し
た
。

　
宮
崎
道
・
田
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
県
道
28
号
を

使
っ
て
、
日
南
市
へ
向
か
う
。
山
間
の
２

車
線
道
路
で
、
カ
ー
ブ
も
起
伏
も
多
い
。

名
木
名
高
い
「
飫
肥
杉
」
が
縦
の
直
線
を

引
い
た
よ
う
に
林
立
す
る
中
を
、
木
材
積

み
出
し
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
列
を
作
っ
て

第4節 東九州自動車道、さらに南へ

①再び、芳ノ元トンネルへ（1880ｍ）

220

220

　日南高
岡

線

西都IC
宮崎西IC

清武IC

清武JCT

●宮崎北郷線

宮崎IC

北郷IC

日南IC

田野IC

山之口SA

都城IC

東九州自動車道

上浦地区

佐土原地区

宮 崎層群

日南層群

片井野TN

高城～青井岳間

天神TN

地層境

大淀川

宮浦トンネル

主

宮崎自動車道

宮

崎
自
動
車
道

脆弱な日南層群との遭遇
異例のルート変更を余儀なくされ
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走
行
す
る
。
こ
の
道
路
と
日
南
海
岸
沿
い

を
走
る
国
道
２
２
０
号
の
間
を
、
東
九
州

道
が
鹿
児
島
県
境
に
向
か
っ
て
延
伸
す
る

こ
と
に
な
る
。
海
岸
ぞ
い
の
国
道
２
２
０

号
は
砂
岩
と
泥
岩
の
互
層
で
あ
る
宮
崎
層

群
の
中
を
走
り
、
台
風
、
大
雨
の
た
び
に

が
け
崩
れ
な
ど
が
頻
発
、
し
ば
し
ば
通
行

止
め
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
東
九
州
道

の
延
伸
は
、
こ
う
し
た
道
路
事
情
を
一
気

に
改
善
、
沿
線
住
民
の
「
命
の
道
」
と
な

り
、
中
山
間
地
の
「
地
方
再
生
」
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
、苦
闘
の
歴
史

　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
は
、
清
武
南
Ｉ
Ｃ
か

ら
丸
目
ト
ン
ネ
ル
（
１
１
１
７
ｍ
）
を
出

て
、
水
無
川
を
跨
い
で
、
す
ぐ
坑
口
に
入

る
。
何
本
も
の
送
気
パ
イ
プ
が
坑
口
か
ら

突
き
出
て
、
他
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
場

と
は
大
き
く
異
な
る
。

　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
始
ま
っ
た

の
は
10
年
前
の
平
成
20
年
４
月
。
工
事
開

始
か
ら
１
年
２
カ
月
後
、
３
２
２
ｍ
掘
進

し
た
と
こ
ろ
で
「
異
変
」
が
発
生
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
内
側
の
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

ひ
び
割
れ
が
出
来
、
支
保
工
（
Ｈ
鋼
）
が

曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
山
を
調
べ
て
み

る
と
、
ト
ン
ネ
ル
上
の
地
山
地
表
に
深
さ

約
30
㎝
、
幅
２
ｍ
以
上
の
深
い
ひ
び
割
れ

が
発
見
さ
れ
た
。
明
ら
か
に
地
す
べ
り
の

兆
候
で
あ
っ
た
。

　
宮
崎
大
学
な
ど
地
質
専
門
家
を
中
心
に

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
周
辺
は
地
す
べ

り
地
帯
で
、
過
去
に
も
鰐
塚
山
な
ど
大
規

模
な
地
滑
り
を
引
き
起
こ
し
た
日
南
層
群

分
布
地
帯
で
あ
り
、
今
後
も
発
生
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
日
南
層
群
は
海
岸
沿

い
の
宮
崎
層
群
と
隣
接
し
て
お
り
、
宮
崎

層
群
は
青
島
の
「
鬼
の
洗
濯
岩
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
砂
岩
と
泥
岩
、
頁
岩
な
ど
の

互
層
で
崩
れ
や
す
い
。
日
南
層
群
は
宮
崎

層
群
が
海
底
地
す
べ
り
を
起
こ
し
、
土
砂

化
し
て
、
堆
積
し
た
も
の
と
さ
れ
、
宮
崎

層
群
よ
り
さ
ら
に
脆
弱
な
土
質
を
持
っ
て

い
る
。
　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
掘
進
中
止
の

現
場
を
見
る
た
め
訪
れ
た
時
、
掘
り
出
さ

れ
た
岩
が
数
日
〜
１
週
間
で
砂
状
に
風
化

し
て
ゆ
く
の
に
驚
か
さ
れ
た（「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
九
州
Ⅴ
・
特
殊
土
壌
と
の
戦
い
」）。

再
び
、
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
へ

　
平
成
27
年
３
月
、
東
九
州
道
・
清
武
Ｉ

Ｃ
か
ら
、芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
に
向
か
っ
た
。

坑
口
の
風
景
は
３
年
前
、
地
す
べ
り
の
た

め
掘
削
中
断
し
た
時
と
変
わ
り
は
な
い
。

坑
口
か
ら
大
き
な
送
気
用
の
パ
イ
プ
が
何

本
も
突
き
出
て
、
坑
内
の
メ
タ
ン
ガ
ス
を

希
釈
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
鮮
な
空
気
を

坑
内
に
吹
き
込
ん
で
い
る
。
切
羽
付
近
は

ひ
ん
や
り
し
て
心
地
よ
か
っ
た
。

　
徳
田
浩
一
郎
・
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所

副
所
長
（
当
時
）
と
共
に
、
坑
内
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。
十
分
換
気
さ
れ
て
い
る
た

め
か
、
空
気
が
す
が
す
が
し
い
。
坑
口
か

ら
３
２
２
ｍ
、
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
地

点
ま
で
来
る
と
、
排
水
ト
ン
ネ
ル
が
左
側

に
、
本
坑
か
ら
腕
を
伸
ば
す
よ
う
に
掘
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
最

前
面
の
切
羽
が
崩
落
し
、
ト
ン
ネ
ル
壁
面

の
吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ひ
び
割
れ

た
。
さ
ら
に
底
面
に
設
置
さ
れ
た
鋼
鉄
製

の
イ
ン
バ
ー
ト
の
端
が
埋
ま
り
込
む
よ
う

に
大
き
な
変
状
を
起
こ
し
た
の
だ
。

深
い
地
す
べ
り
面
、
工
事
中
断

　
工
事
は
中
断
（
平
成
20
年
６
月
22
日
）

さ
れ
、
原
因
調
査
が
行
わ
れ
た
。
ト
ン
ネ

ル
上
部
の
地
山
が
最
大
の
深
さ
90
ｍ
、
当

初
、
予
想
し
た
70
ｍ
よ
り
は
る
か
に
深
い

地
す
べ
り
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
地
す
べ
り
面
は
日
南
層
群
の
砂

岩
、
頁
岩
混
在
層
（
乱
雑
層
）
で
極
め
て

脆
弱
な
地
層
。
破
砕
帯
が
生
じ
て
滑
り
面

が
出
来
、
そ
の
上
の
地
山
の
巨
大
な
土
塊

を
滑
ら
せ
て
、
そ
れ
ま
で
掘
進
し
て
き
た

３
２
２
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
も
含
め
て
地

す
べ
り
起
こ
し
て
い
た
。
切
羽
崩
落
や
ト

ン
ネ
ル
壁
面
の
異
常
は
こ
の
滑
り
面
と
ト

ン
ネ
ル
の
交
差
地
点
に
当
た
っ
て
い
た
。

交
差
部
分
は
ト
ン
ネ
ル
断
面
が
小
さ
く
さ設置されたインバータ 芳ノ元トンネル切り羽

換気パイプが走る坑内
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れ
、
そ
こ
を
抜
け
れ
ば
通
常
の
大
き
さ
断

面
に
な
っ
て
い
た
。
放
置
す
れ
ば
、
す
で

に
掘
り
進
ん
だ
ト
ン
ネ
ル
の
大
半
が
ち
ぎ

れ
る
よ
う
に
滑
り
動
き
、
崩
壊
す
る
懸
念

が
生
ま
れ
た
。

対
策
工
の
検
討
、
掘
削
再
開
へ

　
芳
の
元
ト
ン
ネ
ル
施
工
検
討
委
員
会

（
横
田
漠
委
員
長
・
宮
崎
大
学
特
任
教
授
）

が
開
か
れ
、
①
地
す
べ
り
を
誘
発
し
て
い

る
水
を
抜
く
（
地
下
水
排
除
）
た
め
排
水

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら
集
水
パ
イ

プ
（
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
）
を
壁
面
に
設
置

す
る
②
地
す
べ
り
を
起
こ
し
て
い
る
地
山

の
頂
上
部
分
（
頭
部
）
の
土
塊
を
排
土
、

す
べ
る
土
塊
の
全
体
重
量
を
軽
く
し
て
、

さ
ら
に
下
部
を
押
さ
え
盛
り
土
な
ど
で
、

地
す
べ
り
を
抑
制
す
る
③
ト
ン
ネ
ル
の
線

形
を
地
す
べ
り
の
影
響
を
出
来
る
だ
け
受

け
な
い
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
―
―
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
調
査
導
坑
掘

削
（
平
成
26
年
５
月
完
了
）、
次
い
で
平

成
26
年
６
月
か
ら
、
本
坑
掘
削
が
再
開
さ

れ
た
。

　
再
開
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
切
羽
ま
で
進
ん

だ
。
大
型
の
ブ
レ
ー
カ
ー
、
ド
リ
ル
ジ
ャ

ン
ボ
な
ど
の
掘
削
重
機
が
並
ん
で
い
る
。

切
羽
断
面
は
崩
落
防
止
の
た
め
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
吹
付
け
ら
れ
、
ボ
ル
ト
（
長
尺

鏡
ボ
ル
ト
）
が
打
ち
込
ま
れ
、
天
井
部
分

に
は
び
っ
し
り
鋼
管
（
注
入
式
長
尺
鋼
管

先
受
工
）
が
設
置
さ
れ
、
崩
落
か
ら
守
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
長
尺
管
か
ら
は
脆

弱
な
地
山
を
固
め
る
改
良
材
が
注
入
さ
れ

て
い
る
。
切
羽
中
央
に
本
坑
の
ほ
ぼ
半
分

程
度
の
先
進
調
査
導
坑
（
直
径
４
ｍ
）
が

先
に
延
び
て
い
る
。

　
本
坑
は
高
さ
約
８
・
８
ｍ
、
底
辺
14
・

８
ｍ
、
調
査
導
坑
の
周
辺
を
掘
り
崩
し
拡

大
す
る
形
で
掘
進
す
る
。「
本
坑
は
１
日
、

１
ｍ
位
の
掘
進
で
す
」
と
現
場
監
督
官
。

切
羽
の
す
ぐ
手
前
が
深
く
掘
ら
れ
、
イ
ン

バ
ー
タ
ー
の
鋼
材
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

変
形
を
抑
え
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
を
円
形

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
常
よ
り
深
く
掘

り
下
げ
て
イ
ン
バ
ー
ト
を
設
置
し
、
ト
ン

ネ
ル
構
造
を
楕
円
の
半
円
形
か
ら
円
形
構

造
に
変
更
し
て
い
る
。
切
羽
の
前
に
立
っ

て
見
る
と
、掘
進
し
て
は
、イ
ン
バ
ー
タ
ー

を
取
り
付
け
る
（
イ
ン
バ
ー
ト
早
期
閉

合
）、
根
気
の
い
る
作
業
が
続
い
て
い
た
。

　
地
す
べ
り
を
避
け
、
地
山
の
重
圧
を
下

げ
る
た
め
ト
ン
ネ
ル
上
部
の
排
土
工
事
が

大
が
か
り
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
坑
口
を
出
て
、
地
山
の
排
土
状
況
を
見

る
た
め
、
山
道
を
登
っ
た
。
掘
進
中
の
ト

ン
ネ
ル
の
ほ
ぼ
、
真
上
に
当
た
り
、
約

１
０
０
万
㎥
以
上
も
の
膨
大
な
土
量
を
削

り
取
る
工
事
が
進
行
中
だ
。
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
手
前
か
ら
の
ぞ
き
見
る
と
、
ま
る
で

大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
成
中
で
あ
る
か

の
よ
う
に
、ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
土
を
掘
り
、

排
土
を
満
載
し
た
ダ
ン
プ
カ
ー
が
、
曲
が

り
く
ね
っ
た
工
事
用
の
山
道
を
ひ
っ
き
り

な
し
に
往
来
し
て
い
る
。
福
岡
ヤ
フ
ー

ド
ー
ム
が
１
８
０
万
㎥
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
そ
の
３
分
の
２
の
土
量
を
、
５
ｔ
ダ
ン

プ
で
延
べ
約
23
万
台
で
運
び
だ
す
こ
と
に

な
る
。

　
先
ほ
ど
坑
内
で
排
水
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い

た
が
、
こ
の
排
土
地
点
は
排
水
ト
ン
ネ
ル

の
上
部
に
当
た
り
、
さ
ら
に
ボ
ー
リ
ン
グ

で
地
下
水
を
抜
き
取
っ
て
排
水
、
地
す
べ

り
を
止
め
る
二
重
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
わ
け
だ
。

　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
は
延
長
約
１
・
９
㎞
。

緩
や
か
な
弓
形
の
カ
ー
ブ
を
描
い
て
掘
削

さ
れ
る
が
、
こ
の
間
、
13
カ
所
の
地
す
べ

り
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
５

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
に
変
形
を
起
こ
し
、
地
す
べ
り
対
策
を

さ
れ
て
い
る
の
は
最
初
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の

エ
リ
ア
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を
抜
け
て
、
ト
ン

ネ
ル
の
ほ
ぼ
中
央
部
分
の
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
の

ル
ー
ト
に
は
５
か
所
の
地
す
べ
り
箇
所
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ト
を

そ
の
ま
ま
掘
進
す
る
と
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
と

同
様
、
活
動
中
の
地
す
べ
り
個
所
を
掘
削

す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
は
Ａ
，

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
逆
の
西
か
ら
東
へ
の
滑

り
面
で
、地
す
べ
り
を
避
け
る
た
め
、ル
ー

ト
を
西
側
へ
約
１
０
０
ｍ
移
動
さ
せ
、
将

来
、
活
動
の
可
能
性
の
あ
る
滑
り
面
（
最

大
の
深
さ
約
80
ｍ
）
の
下
を
掘
削
ル
ー
ト

に
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ン
ネ

ル
が
地
す
べ
り
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
滑
り
面
と
ト
ン
ネ
ル
の
引

き
離
し
距
離
は
31
ｍ
（
ト
ン
ネ
ル
断
面
の

２
倍
）
と
さ
れ
る
が
、
安
全
性
か
ら
、
さ

ら
に
引
き
離
し
て
い
る
。　

新
ル
ー
ト
で

は
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
も

将
来
、
活
動
の

可
能
性
の
あ
る
滑
り
面
（
砂
岩
頁
岩
混
在

層
）
の
下
部
の
比
較
的
安
定
し
た
地
質
の

砂
岩
頁
岩
交
互
層
を
掘
り
進
む
。
し
か

し
、
ト
ン
ネ
ル
上
部
（
土
か
ぶ
り
）
は
最

大
１
２
０
ｍ
で
、
荷
重
は
大
き
く
な
る
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
の
形
を
円
形
（
イ
ン
バ
ー

ト
設
置
）
に
し
、
よ
り
強
い
剛
性
を
持
つ

支
保
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
掘
進
前
方
の
地
質
状
況
を
調
べ
る
た

め
、
先
進
導
坑
を
併
用
し
て
、
掘
削
が
再

開
さ
れ
た
が
、
日
南
層
群
の
脆
弱
さ
は
相

変
わ
ら
ず
で
、
本
坑
切
羽
が
高
さ
４
ｍ
に

渡
っ
て
崩
壊
す
る
な
ど
、
再
開
後
も
苦
闘

が
続
い
た
。
南
坑
口
で
は
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

の
、
現
在
活
動
中
の
滑
り
面
を
掘
削
す
る

ル
ー
ト
変
更
、
１
０
０
ｍ
移
動
へ

ル
ー
ト
変
更
、
１
０
０
ｍ
移
動
へ

ル
ー
ト
変
更
、
１
０
０
ｍ
移
動
へ
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れ
、
そ
こ
を
抜
け
れ
ば
通
常
の
大
き
さ
断

面
に
な
っ
て
い
た
。
放
置
す
れ
ば
、
す
で

に
掘
り
進
ん
だ
ト
ン
ネ
ル
の
大
半
が
ち
ぎ

れ
る
よ
う
に
滑
り
動
き
、
崩
壊
す
る
懸
念

が
生
ま
れ
た
。

対
策
工
の
検
討
、
掘
削
再
開
へ

　
芳
の
元
ト
ン
ネ
ル
施
工
検
討
委
員
会

（
横
田
漠
委
員
長
・
宮
崎
大
学
特
任
教
授
）

が
開
か
れ
、
①
地
す
べ
り
を
誘
発
し
て
い

る
水
を
抜
く
（
地
下
水
排
除
）
た
め
排
水

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら
集
水
パ
イ

プ
（
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
）
を
壁
面
に
設
置

す
る
②
地
す
べ
り
を
起
こ
し
て
い
る
地
山

の
頂
上
部
分
（
頭
部
）
の
土
塊
を
排
土
、

す
べ
る
土
塊
の
全
体
重
量
を
軽
く
し
て
、

さ
ら
に
下
部
を
押
さ
え
盛
り
土
な
ど
で
、

地
す
べ
り
を
抑
制
す
る
③
ト
ン
ネ
ル
の
線

形
を
地
す
べ
り
の
影
響
を
出
来
る
だ
け
受

け
な
い
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
―
―
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
調
査
導
坑
掘

削
（
平
成
26
年
５
月
完
了
）、
次
い
で
平

成
26
年
６
月
か
ら
、
本
坑
掘
削
が
再
開
さ

れ
た
。

　
再
開
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
切
羽
ま
で
進
ん

だ
。
大
型
の
ブ
レ
ー
カ
ー
、
ド
リ
ル
ジ
ャ

ン
ボ
な
ど
の
掘
削
重
機
が
並
ん
で
い
る
。

切
羽
断
面
は
崩
落
防
止
の
た
め
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
吹
付
け
ら
れ
、
ボ
ル
ト
（
長
尺

鏡
ボ
ル
ト
）
が
打
ち
込
ま
れ
、
天
井
部
分

に
は
び
っ
し
り
鋼
管
（
注
入
式
長
尺
鋼
管

先
受
工
）
が
設
置
さ
れ
、
崩
落
か
ら
守
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
長
尺
管
か
ら
は
脆

弱
な
地
山
を
固
め
る
改
良
材
が
注
入
さ
れ

て
い
る
。
切
羽
中
央
に
本
坑
の
ほ
ぼ
半
分

程
度
の
先
進
調
査
導
坑
（
直
径
４
ｍ
）
が

先
に
延
び
て
い
る
。

　
本
坑
は
高
さ
約
８
・
８
ｍ
、
底
辺
14
・

８
ｍ
、
調
査
導
坑
の
周
辺
を
掘
り
崩
し
拡

大
す
る
形
で
掘
進
す
る
。「
本
坑
は
１
日
、

１
ｍ
位
の
掘
進
で
す
」
と
現
場
監
督
官
。

切
羽
の
す
ぐ
手
前
が
深
く
掘
ら
れ
、
イ
ン

バ
ー
タ
ー
の
鋼
材
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

変
形
を
抑
え
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
を
円
形

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
常
よ
り
深
く
掘

り
下
げ
て
イ
ン
バ
ー
ト
を
設
置
し
、
ト
ン

ネ
ル
構
造
を
楕
円
の
半
円
形
か
ら
円
形
構

造
に
変
更
し
て
い
る
。
切
羽
の
前
に
立
っ

て
見
る
と
、掘
進
し
て
は
、イ
ン
バ
ー
タ
ー

を
取
り
付
け
る
（
イ
ン
バ
ー
ト
早
期
閉

合
）、
根
気
の
い
る
作
業
が
続
い
て
い
た
。

　
地
す
べ
り
を
避
け
、
地
山
の
重
圧
を
下

げ
る
た
め
ト
ン
ネ
ル
上
部
の
排
土
工
事
が

大
が
か
り
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
坑
口
を
出
て
、
地
山
の
排
土
状
況
を
見

る
た
め
、
山
道
を
登
っ
た
。
掘
進
中
の
ト

ン
ネ
ル
の
ほ
ぼ
、
真
上
に
当
た
り
、
約

１
０
０
万
㎥
以
上
も
の
膨
大
な
土
量
を
削

り
取
る
工
事
が
進
行
中
だ
。
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
手
前
か
ら
の
ぞ
き
見
る
と
、
ま
る
で

大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
成
中
で
あ
る
か

の
よ
う
に
、ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
土
を
掘
り
、

排
土
を
満
載
し
た
ダ
ン
プ
カ
ー
が
、
曲
が

り
く
ね
っ
た
工
事
用
の
山
道
を
ひ
っ
き
り

な
し
に
往
来
し
て
い
る
。
福
岡
ヤ
フ
ー

ド
ー
ム
が
１
８
０
万
㎥
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
そ
の
３
分
の
２
の
土
量
を
、
５
ｔ
ダ
ン

プ
で
延
べ
約
23
万
台
で
運
び
だ
す
こ
と
に

な
る
。

　
先
ほ
ど
坑
内
で
排
水
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い

た
が
、
こ
の
排
土
地
点
は
排
水
ト
ン
ネ
ル

の
上
部
に
当
た
り
、
さ
ら
に
ボ
ー
リ
ン
グ

で
地
下
水
を
抜
き
取
っ
て
排
水
、
地
す
べ

り
を
止
め
る
二
重
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
わ
け
だ
。

　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
は
延
長
約
１
・
９
㎞
。

緩
や
か
な
弓
形
の
カ
ー
ブ
を
描
い
て
掘
削

さ
れ
る
が
、
こ
の
間
、
13
カ
所
の
地
す
べ

り
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
５

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
に
変
形
を
起
こ
し
、
地
す
べ
り
対
策
を

さ
れ
て
い
る
の
は
最
初
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の

エ
リ
ア
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を
抜
け
て
、
ト
ン

ネ
ル
の
ほ
ぼ
中
央
部
分
の
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
の

ル
ー
ト
に
は
５
か
所
の
地
す
べ
り
箇
所
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ト
を

そ
の
ま
ま
掘
進
す
る
と
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
と

同
様
、
活
動
中
の
地
す
べ
り
個
所
を
掘
削

す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
は
Ａ
，

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
逆
の
西
か
ら
東
へ
の
滑

り
面
で
、地
す
べ
り
を
避
け
る
た
め
、ル
ー

ト
を
西
側
へ
約
１
０
０
ｍ
移
動
さ
せ
、
将

来
、
活
動
の
可
能
性
の
あ
る
滑
り
面
（
最

大
の
深
さ
約
80
ｍ
）
の
下
を
掘
削
ル
ー
ト

に
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ン
ネ

ル
が
地
す
べ
り
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
滑
り
面
と
ト
ン
ネ
ル
の
引

き
離
し
距
離
は
31
ｍ
（
ト
ン
ネ
ル
断
面
の

２
倍
）
と
さ
れ
る
が
、
安
全
性
か
ら
、
さ

ら
に
引
き
離
し
て
い
る
。　

新
ル
ー
ト
で

は
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
も

将
来
、
活
動
の

可
能
性
の
あ
る
滑
り
面
（
砂
岩
頁
岩
混
在

層
）
の
下
部
の
比
較
的
安
定
し
た
地
質
の

砂
岩
頁
岩
交
互
層
を
掘
り
進
む
。
し
か

し
、
ト
ン
ネ
ル
上
部
（
土
か
ぶ
り
）
は
最

大
１
２
０
ｍ
で
、
荷
重
は
大
き
く
な
る
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
の
形
を
円
形
（
イ
ン
バ
ー

ト
設
置
）
に
し
、
よ
り
強
い
剛
性
を
持
つ

支
保
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
掘
進
前
方
の
地
質
状
況
を
調
べ
る
た

め
、
先
進
導
坑
を
併
用
し
て
、
掘
削
が
再

開
さ
れ
た
が
、
日
南
層
群
の
脆
弱
さ
は
相

変
わ
ら
ず
で
、
本
坑
切
羽
が
高
さ
４
ｍ
に

渡
っ
て
崩
壊
す
る
な
ど
、
再
開
後
も
苦
闘

が
続
い
た
。
南
坑
口
で
は
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

の
、
現
在
活
動
中
の
滑
り
面
を
掘
削
す
る

ル
ー
ト
変
更
、
１
０
０
ｍ
移
動
へ

ル
ー
ト
変
更
、
１
０
０
ｍ
移
動
へ

ル
ー
ト
変
更
、
１
０
０
ｍ
移
動
へ
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た
め
、
地
山
を
盛
り
土
し
て
人
工
の
坑
口

を
造
り
対
処
し
た
。

有
害
物
質
を
含
む

　
地
す
べ
り
を
止
め
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

上
部
の
地
山
を
大
量
に
削
り
取
り
、
軽
く

し
て
滑
り
を
止
め
よ
う
と
い
う
わ
け
だ

が
、
排
土
に
難
題
が
あ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル

掘
削
土
の
日
南
層
群
に
は
、
も
と
も
と
自

然
由
来
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ヒ
素
、
ホ
ウ
素
、
フ
ッ
素
、
鉛
な
ど
が
環

境
基
準
を
越
え
て
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

捨
て
場
に
頭
を
痛
め
た
。
自
然
由
来
で

あ
っ
て
も
有
害
物
質
を
含
む
排
土
を
そ
の

ま
ま
移
動
、
盛
り
土
な
ど
に
使
う
わ
け
に

い
か
な
い
。
盛
り
土
か
ら
地
下
水
に
有
毒

物
質
が
漏
れ
出
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

盛
り
土
の
最
下
部
に
吸
着
層
（
良
質
土
と

吸
着
剤
を
混
合
）
を
造
り
、
漏
れ
を
防
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
。
排
土
の
有
害
物
質
が
溶

け
出
な
い
よ
う
に
不
溶
化
剤
を
混
合
さ

せ
、
掘
削
土
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
不
溶

化
処
理
を
す
る
手
法
も
行
っ
て
い
る
。

　
大
規
模
な
地
す
べ
り
を
起
こ
し
、
ト

ン
ネ
ル
掘
削
に
多
く
の
困
難
を
も
た
ら

し
て
い
る
日
南
層
群
は
、
清
武
Ｉ
Ｃ
か

ら
、
最
初
に
貫
通
し
た
丸
目
ト
ン
ネ
ル

（
１
１
１
７
ｍ
）
に
も
変
位
を
起
こ
し
、

続
く
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
（
１
８
９
０
ｍ
）

で
は
異
例
の
ル
ー
ト
変
更
の
ほ
か
様
々
な

対
策
工
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
次
の
九
平

ト
ン
ネ
ル
（
４
２
２
ｍ
）
も
芳
の
元
ト
ン

ネ
ル
と
同
様
の
砂
岩
頁
岩
混
在
層
の
分
布

が
予
想
さ
れ
、
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
の
教
訓

を
生
か
し
て
、
長
尺
鏡
ボ
ル
ト
、
鋼
管
先

受
工
（
Ａ
Ｇ
Ｆ
）
な
ど
の
補
助
工
法
を
使

い
な
が
ら
の
掘
進
と
な
っ
た
。
最
長
の
猪

八
重
ト
ン
ネ
ル
（
４
８
５
７
ｍ
）
の
北
側

ま
で
日
南
層
群
を
通
過
す
る
。
猪
八
重
ト

ン
ネ
ル
は
す
で
に
貫
通
し
て
い
る
が
、
九

平
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
「
掘
削
補
助
工
法
を

動
員
し
て
の
掘
削
で
す
か
ら
、
時
間
を
要

し
ま
す
」
と
肥
川
同
副
所
長
。

　
掘
り
進
む
切
羽
や
側
面
の
壁
が
崩
れ
や

す
い
。
こ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
崩
壊
防

止
の
工
法
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ト
ン
ネ
ル
天
井
部
分
に
斜
め
に
パ
イ

プ
（
長
尺
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
管
先
受
工
）
で
落
盤

を
防
ぎ
、
切
羽
面
の
崩
れ
を
止
め
る
た
め

天
井
と
同
じ
よ
う
に
パ
イ
プ
を
打
ち
込
ん

で
、
地
山
に
安
定
材
を
注
入
、
吹
付
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
切
羽
面
を
固
め
な
が
ら
掘
進

し
て
ゆ
く
、
多
重
の
補
強
工
を
施
し
て
の

掘
進
だ
っ
た
。
予
定
の
掘
進
速
度
が
大
幅

に
遅
れ
た
た
め
、
南
側
か
ら
も
掘
進
を
開

始
、
工
事
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
清
武
〜
日
南
北
郷
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
山
岳
部

を
抜
け
る
と
、
一
転
、
広
瀬
川
沿
い
の
平

坦
地
と
な
る
。
す
で
に
盛
土
で
の
工
事
が

進
み
、
日
南
市
に
向
か
っ
て
い
る
。
日
南

北
郷
〜
東
郷
間
９
㎞
は
平
成
29
年
度
（
同

30
年
春
）
中
に
は
完
成
し
た
。
そ
こ
か
ら

油
津
港
近
く
の
油
津
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で

は
一
般
国
道
２
２
０
号
の
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
建
設
さ
れ
る
。

　
日
南
東
郷
Ｉ
Ｃ
近
く
の
飫
肥
城
下
に
入

る
と
、
外
国
人
観
光
客
が
多
く
、
城
下
町

の
風
情
を
楽
し
ん
で
い
た
。
油
津
港
に
ク

ル
ー
ズ
船
で
入
港
、
や
っ
て
き
た
の
だ
、

と
い
う
。
東
九
州
道
が
日
南
市
街
地
ま
で

延
伸
す
る
と
、
さ
ら
に
南
の
、
野
生
馬
が

走
り
回
る
都
井
岬
等
を
訪
れ
る
人
は
増

え
、
地
域
活
性
化
の
光
が
射
し
込
む
だ
ろ

う
。

　
◇
　
　
　
　
　
◇

芳
の
元
ト
ン

ネ
ル
工
事
の

経
緯

平
成
20
年
４

月
　
掘
削
開

始同
５
月
　
　

ト
ン
ネ
ル

変
状
発
生

（
最
大
沈

下
50
㎝
）

同
21
年
４
月

ト
ン
ネ
ル

上
の
市

道
・
ミ
カ
ン
畑
に
ひ
び
割
れ

同
６
月
22
日
　
掘
削
中
止
（
坑
口
か
ら

３
２
２
ｍ
）

同
７
月
　
　
　
地
す
べ
り
調
査
開
始

同
22
年
11
月
　
検
討
委
員
会
設
置

同
23
年
11
月
　
調
査
掘
削
再
開
。
先
進
導

坑
併
用
へ

同
25
年
１
月
　
第
２
期
工
事
開
始
（
延
長

７
８
１
・
３
ｍ
）

同
26
年
６
月
　
本
坑
掘
削
再
開

同
28
年
５
月
　
南
側
か
ら
掘
削
開
始

同
30
年
６
月
　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
完
成

日南ICに向けて工事は進む
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東
九
州
道
の
宮
崎
・
清
武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
日

南
Ｉ
Ｃ
に
向
か
う
日
南
市
志
布
志
道
路

で
、最
難
関
だ
っ
た
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル（
延

長
１
８
８
０
ｍ
）
は
平
成
29
年
11
月
13
日

貫
通
、
同
30
年
６
月
に
貫
通
し
た
。
こ
の

ト
ン
ネ
ル
は
清
武
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
、
丸
目
ト

ン
ネ
ル
に
続
く
２
番
目
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ

る
。
平
成
20
年
４
月
掘
削
開
始
、
軟
弱
な

日
南
層
群
に
遭
遇
、
工
事
中
止
、
ル
ー
ト

変
更
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
10
年
が
か

り
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
あ
っ
た
。

切
羽
崩
壊
、
支
保
工
ゆ
が
む

　
脆
弱
な
日
南
層
群
に
悩
ま
さ
れ
、
地
す

べ
り
区
間
に
突
入
す
る
や
ト
ン
ネ
ル
切
羽

で
の
大
規
模
崩
壊（
平
成
20
年
10
月
14
日
）

を
は
じ
め
支
保
工
の
ゆ
が
み
、
イ
ン
バ
ー

ト
の
盤
ぶ
く
れ
な
ど
「
変
位
」
が
生
じ
、

工
事
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
工
事
開
始

（
平
成
20
年
４
月
）
か
ら
１
年
２
か
月
後

（
平
成
21
年
６
月
）、
坑
口
か
ら
３
２
２
ｍ

地
点
で
あ
る
。

　
工
事
中
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ン
ネ
ル

内
部
の
変
位
は
止
ま
ず
、
イ
ン
バ
ー
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
も
ひ
び
割
れ（
約
60
㎝
）

な
ど
が
生
じ
た
。
平
成
24
年
２
月
に
は
大

量
出
水
と
共
に
切
羽
が
崩
壊
（
坑
口
か
ら

２
２
８
ｍ
地
点
・
平
成
24
年
２
月
15
日
）

し
た
。
調
査
の
結
果
、
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル

の
周
辺
に
は
13
カ
所
の
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ

ク
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の

う
ち
「
滑
り
」
が
確
認
さ
れ
た
の
は
11
か

所
で
最
大
の
深
さ
は
70
ｍ
に
及
び
「
深
層

崩
壊
」
を
思
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

異
例
の
ル
ー
ト
変
更

　
異
例
の
ト
ン
ネ
ル
の
ル
ー
ト
変
更
が
決

定
さ
れ
た
。
掘
削
ス
ト
ッ
プ
地
点
か
ら
元

の
ル
ー
ト
か
ら
最
大
で
約
１
０
０
ｍ
西
に

ず
ら
せ
、
地
す
べ
り
の
影
響
を
最
大
限
、

回
避
し
た
も
の
の
、
掘
進
に
当
た
っ
て
は

数
多
く
の
難
問
に
手
こ
ず
っ
た
。
ル
ー
ト

変
更
の
結
果
、
全
長
１
８
８
０
ｍ
と
当
初

の
ト
ン
ネ
ル
計
画
か
ら
18
ｍ
短
く
な
っ

た
。

　
工
事
再
開
（
第
２
期
工
事
）
は
１
年

２
カ
月
後
、
平
成
25
年
１
月
で
実
際
の

掘
削
は
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
延
長

６
７
２
・
３
ｍ
の
掘
削
で
、
平
成
26
年
６

月
施
行
完
了
。
引
き
続
い
て
第
３
期
工
事

（
貫
通
地
点
１
２
９
８
ｍ
ま
で
）
に
入
っ

た
。

第4節② 東九州道（清武南～日南ＩＣ）

10年の戦いー芳ノ元トンネルが貫通

軟弱な日南層群、メタンガスなど数々の難問
１年の工事中断―南北坑口から再開

幾多の苦難を乗り越えて、芳ノ元トンネルは貫通。
喜びのミコシが坑内を走った＝平成29年11月13日。

日南市への東九州道開通

東九州道と宮崎道のJCT（清武JCT）
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東
九
州
道
の
宮
崎
・
清
武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
日
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Ｃ
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８
０
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成
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、
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に
貫
通
し
た
。
こ
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ト
ン
ネ
ル
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清
武
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Ｉ
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か
ら
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丸
目
ト

ン
ネ
ル
に
続
く
２
番
目
の
ト
ン
ネ
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で
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る
。
平
成
20
年
４
月
掘
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開
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な

日
南
層
群
に
遭
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、
工
事
中
止
、
ル
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ト
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更
に
追
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込
ま
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る
な
ど
、
10
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の
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ン
ネ
ル
工
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で
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っ
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崩
壊
、
支
保
工
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脆
弱
な
日
南
層
群
に
悩
ま
さ
れ
、
地
す

べ
り
区
間
に
突
入
す
る
や
ト
ン
ネ
ル
切
羽

で
の
大
規
模
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壊（
平
成
20
年
10
月
14
日
）

を
は
じ
め
支
保
工
の
ゆ
が
み
、
イ
ン
バ
ー

ト
の
盤
ぶ
く
れ
な
ど
「
変
位
」
が
生
じ
、

工
事
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
工
事
開
始

（
平
成
20
年
４
月
）
か
ら
１
年
２
か
月
後

（
平
成
21
年
６
月
）、
坑
口
か
ら
３
２
２
ｍ

地
点
で
あ
る
。

　
工
事
中
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ン
ネ
ル

内
部
の
変
位
は
止
ま
ず
、
イ
ン
バ
ー
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
も
ひ
び
割
れ（
約
60
㎝
）

な
ど
が
生
じ
た
。
平
成
24
年
２
月
に
は
大

量
出
水
と
共
に
切
羽
が
崩
壊
（
坑
口
か
ら

２
２
８
ｍ
地
点
・
平
成
24
年
２
月
15
日
）

し
た
。
調
査
の
結
果
、
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル

の
周
辺
に
は
13
カ
所
の
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ

ク
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の

う
ち
「
滑
り
」
が
確
認
さ
れ
た
の
は
11
か

所
で
最
大
の
深
さ
は
70
ｍ
に
及
び
「
深
層

崩
壊
」
を
思
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

異
例
の
ル
ー
ト
変
更

　
異
例
の
ト
ン
ネ
ル
の
ル
ー
ト
変
更
が
決

定
さ
れ
た
。
掘
削
ス
ト
ッ
プ
地
点
か
ら
元

の
ル
ー
ト
か
ら
最
大
で
約
１
０
０
ｍ
西
に

ず
ら
せ
、
地
す
べ
り
の
影
響
を
最
大
限
、

回
避
し
た
も
の
の
、
掘
進
に
当
た
っ
て
は

数
多
く
の
難
問
に
手
こ
ず
っ
た
。
ル
ー
ト

変
更
の
結
果
、
全
長
１
８
８
０
ｍ
と
当
初

の
ト
ン
ネ
ル
計
画
か
ら
18
ｍ
短
く
な
っ

た
。

　
工
事
再
開
（
第
２
期
工
事
）
は
１
年

２
カ
月
後
、
平
成
25
年
１
月
で
実
際
の

掘
削
は
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
延
長

６
７
２
・
３
ｍ
の
掘
削
で
、
平
成
26
年
６

月
施
行
完
了
。
引
き
続
い
て
第
３
期
工
事

（
貫
通
地
点
１
２
９
８
ｍ
ま
で
）
に
入
っ

た
。

第4節② 東九州道（清武南～日南ＩＣ）

10年の戦いー芳ノ元トンネルが貫通

軟弱な日南層群、メタンガスなど数々の難問
１年の工事中断―南北坑口から再開

幾多の苦難を乗り越えて、芳ノ元トンネルは貫通。
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崩
壊
防
止
の
た
め
の
掘
削
補
助
工
法

　
掘
削
方
法
も
変
更
さ
れ
た
。
本
坑
切
羽

の
中
央
に
直
径
４
ｍ
の
先
進
調
査
導
坑
を

掘
り
、
先
行
し
て
地
質
を
調
査
し
て
本
坑

の
掘
削
方
法
に
生
か
し
た
。
し
か
し
、
切

羽
は
し
ば
し
ば
崩
壊
を
起
こ
し
、
崩
れ
る

た
め
、
ト
ン
ネ
ル
上
部
と
側
面
に
ガ
ラ
ス

繊
維
の
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
（
長
尺
Ｇ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
を
地
山
に
打
ち
込
み
、
管
を
通

し
て
地
質
改
良
・
強
化
剤
を
注
入
し
て
固

め
、
補
強
し
た
。
さ
ら
に
掘
削
正
面
・
切

羽
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
切
羽

に
打
ち
込
ん
だ
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
切
羽
の
削
孔
口

か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
が
確
認
さ
れ
、
引
火
防

止
や
換
気
の
た
め
排
管
パ
イ
プ
や
検
知
装

置
が
装
備
さ
れ
た
。
切
羽
に
進
む
と
、
ひ

ん
や
り
し
た
空
気
に
満
た
さ
れ
、
む
し
ろ

心
地
よ
さ
を
感
じ
た
。

南
北
坑
口
か
ら
工
事
再
開

　
平
成
25
年
１
月
に
新
ル
ー
ト
で
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
着
工
。南
北
に
坑
口
を
設
け
、

両
側
か
ら
掘
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北

坑
口
か
ら
３
２
１
ｍ
掘
り
進
ん
だ
地
点
で

掘
削
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
た
め
、
そ
こ

か
ら
新
ル
ー
ト
で
の
掘
削
再
開
と
な
っ

た
。
掘
削
は
南
北
両
坑
口
か
ら
行
わ
れ
、

１
２
９
８
ｍ
地
点
で
南
坑
口
か
ら
掘
進
と

合
流
、
ト
ン
ネ
ル
は
貫
通
し
た
。
平
成
29

年
11
月
13
日
、
貫
通
式
が
行
わ
れ
、
神
輿

が
坑
内
を
賑
や
か
に
走
り
回
っ
た
。
ル
ー

ト
変
更
で
ト
ン
ネ
ル
の
全
長
は
１
８
８
０

ｍ
と
、
当
初
計
画
よ
り
18
ｍ
短
縮
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

【
北
側
坑
口
か
ら
の
掘
進
】

　
掘
削
を
中
止
し
た
３
２
１
ｍ
地
点
ま
で

は
、
地
質
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
ベ
ン

チ
カ
ッ
ト
（
階
段
式
掘
削
）
で
掘
進
し
て

き
た
が
、
沈
下
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
再

開
工
事
（
２
期
工
事
）
か
ら
は
全
断
面
掘

削
（
補
助
ベ
ン
チ
付
き
）
で
切
羽
か
ら
６

ｍ
で
イ
ン
バ
ー
ト
閉
合
し
た
。

　
切
羽
の
中
央
に
小
型
の
調
査
坑
道
（
直

径
４
ｍ
）
を
先
進
さ
せ
、
前
方
の
地
質
を

確
認
し
な
が
ら
掘
進
し
た
。

　
同
時
に
、
既
に
掘
削
し
た
３
２
１
ｍ
ま

で
の
ト
ン
ネ
ル
も
沈
下
や
地
滑
り
で
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
が
設
計
通
り
に
確

保
で
き
て
い
な
い
所
が
生
じ
、
新
し
く
鋼

製
支
保
工
と
交
換
し
て
再
建
、
吹
付
け
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
や
り
直
し
施
工
（
縫
い
返

し
）
し
た
。

【
南
側
坑
口
か
ら
の
掘
進
】

　
南
坑
口
か
ら
の
掘
進
は
平
成
27
年

４
月
工
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
全
長

５
８
１
・
４
ｍ
を
37
カ
月
で
掘
削
す
る
予

定
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
坑
口
が
地
山
の

中
腹
に
設
け
ら
れ
、
二
つ
の
地
す
べ
り
体

が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
地
す
べ
り
を
抑

え
る
た
め
の
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
「
押
さ

え
盛
土
」
25
万
㎥
の
盛
土
を
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
１

年
遅
れ
の
平
成
28
年
４
月
と
な
っ
た
。

　
坑
口
か
ら
地
山
ま
で
の
85
ｍ
を
調
査
導

坑
で
掘
り
進
ん
だ
。
こ
の
区
間
は
脆
弱
で

１
か
月
半
か
け
て
の
慎
重
な
掘
進
で
あ
っ

た
。
湧
水
の
排
水
に
も
苦
労
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
は
、
頁
岩
の
中
に
砂
岩
が
混
じ

る
脆
弱
な
地
層
状
況
（
混
在
層
）
が
続

き
、
天
端
部
は
補
助
工
法
の
長
尺
先
受
工

法
、
切
羽
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
ボ
ル
ト
を

打
ち
込
ん
で
安
定
さ
せ
た
。
ま
た
、
掘
削

で
地
す
べ
り
を
誘
発
す
る
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、
補
助
工
法
を
動
員
し
た
慎
重
な
掘

削
が
行
わ
れ
た
。

　
本
坑
で
も
先
進
ボ
ー
リ
ン
グ
で
地
層
の

調
査
、
切
羽
の
観
察
な
ど
を
重
ね
な
が
ら

掘
進
し
た
が
、
当
初
、
予
想
し
た
頁
岩
と

砂
岩
の
互
層
は
見
ら
れ
ず
、
大
半
が
脆
弱

な
混
在
層
で
不
良
地
山
だ
っ
た
。
ま
た
メ

タ
ン
ガ
ス
の
噴
出
も
観
測
さ
れ
、
換
気
に

配
慮
し
て
い
る
。

　
北
坑
口
と
南
坑
口
か
ら
の
掘
進
が

１
２
９
８
ｍ
（
北
坑
口
か
ら
）
地
点
で
貫

通
し
た
の
は
平
成
29
年
11
月
13
日
だ
っ

た
。

避
難
の
小
型
ト
ン
ネ
ル
も

　
引
き
続
き
、
日
南
層
群
の
九
平
ト
ン
ネ

ル
（
延
長
４
１
０
ｍ
）
掘
削
に
取
り
組
ん

だ
。
ま
た
、
こ
の
区
間
最
長
の
猪
八
重
ト

ン
ネ
ル
（
全
長
４
８
５
８
ｍ
）
も
、
北
坑

口
か
ら
の
日
南
層
群
、
南
坑
口
か
ら
の
宮

崎
層
群
の
掘
削
に
取
り
組
み
、
完
成
さ
せ

た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
本
ト
ン
ネ
ル
の

ほ
か
に
避
難
用
の
小
型
ト
ン
ネ
ル
を
持
っ

て
い
る
。

　
清
武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
日
南
北
郷
Ｉ
Ｃ
間
19
㎞

に
は
12
の
ト
ン
ネ
ル
、
12
の
橋
梁
が
建
設

さ
れ
て
い
る
。
日
南
北
郷
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
南

東
郷
Ｉ
Ｃ
（
９
㎞
）
は
広
渡
川
沿
い
で
平

成
30
年
３
月
完
成
、
供
用
さ
れ
た
。
そ
れ

以
南
、
日
南
市
街
に
入
る
油
津
Ｉ
Ｃ
ま
で

は
あ
と
、
３
・
２
㎞
。

坑口から322ｍ地点で切羽崩壊

国道220号は美しいが、しばしば被災する
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災
害
救
援
に
大
き
な
役
割

　
日
南
海
岸
を
走
る
国
道
２
２
０
号
は
、

美
し
い
海
岸
沿
い
を
走
る
観
光
ル
ー
ト

で
、
一
時
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
と
さ
え

言
わ
れ
、
観
光
客
が
殺
到
し
た
。
道
路
沿

い
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
南
国
の
花
々
が

咲
き
乱
れ
、
青
い
海
や
奇
岩
、
鵜
戸
神
宮
、

城
下
町
・
飫
肥
な
ど
素
晴
ら
し
い
景
観
と

な
っ
て
い
る
。
宮
崎
市
か
ら
日
南
市
を
結

ぶ
日
本
風
景
街
道
「
日
南
海
岸
き
ら
め
き

ラ
イ
ン
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
東

九
州
道
は
、
日
南
市
、
さ
ら
に
野
生
の
馬

が
走
る
南
端
の
都
井
の
岬
へ
の
時
間
距
離

を
大
幅
に
縮
め
る
だ
ろ
う
。

　
悩
み
は
青
島
の
「
鬼
の
洗
濯
板
」
に
代

表
さ
れ
る
脆
い
宮
崎
層
群
の
脆
さ
。台
風
、

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
し
ば
し

ば
沿
道
の
崖
崩
れ
な
ど
で
通
行
が
規
制
さ

れ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ

る
巨
大
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
が
予
想

さ
れ
る
。
東
九
州
道
の
宮
崎
か
ら
の
延
伸

ル
ー
ト
は
、
日
南
海
岸
か
ら
距
離
を
置
い

て
、
山
中
を
走
る
た
め
、
津
波
な
ど
の
防

災
に
強
く
、
災
害
時
の
迅
速
な
救
援
、
復

興
道
路
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

　
東
九
州
道
は
防
災
型
高
速
道
路
で
も

あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
九
州
の
東
海
岸
に
は
大
津

波
が
押
し
寄
せ
る
恐
れ
が
強
い
。
内
閣

府
の
想
定
だ
と
最
大
で
大
分
県
で
死
者

約
１
万
７
０
０
０
人
、
宮
崎

県
で
約
４
万
２
０
０
０
人
、

鹿
児
島
県
で
約
１
２
０
０

人
に
も
上
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　
押
し
寄
せ
る
津
波
の
高

さ
は
大
分
県
・
佐
伯
市
で

約
15
ｍ
、
延
岡
市
で
約
14

ｍ
、
宮
崎
市
で
は
約
16
ｍ
。

海
岸
沿
い
の
国
道
10
号
、

２
２
０
号
、
同
３
８
８
号

な
ど
を
い
ず
れ
も
越
え
て

浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
時
、
押

し
寄
せ
る
津
波
に
対
し
て

高
規
格
で
造
ら
れ
、
強
い

構
造
を
持
つ
高
速
道
路
が

「
高
台
避
難
」
の
場
所
と
な

り
、
救
援
物
資
の
運
搬
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

そ
う
し
た
教
訓
を
東
九
州

道
で
は
ど
う
生
か
す
か
、

検
討
さ
れ
た
。

　
佐
伯
市
が
東
九
州
道
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
出
た
排
土
を
活
用
し
て
避
難
広
場

を
佐
伯
堅
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
造
成
し
た

り
、
Ｉ
Ｃ
を
増
や
す
な
ど
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（
西

日
本
高
速
）
で
は
避
難
民
が
高
速
道
路

に
上
れ
る
よ
う
に
避
難
階
段
２
カ
所
、

緊
急
避
難
場
所
５
か
所
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

　
特
に
川
南
Ｐ
Ａ
は
全
国

初
め
て
の
防
災
Ｐ
Ａ
で
、

避
難
所
、
救
援
基
地
の
役

割
を
果
た
す
た
め
の
施
設

を
備
え
て
い
る
。
救
援
物

資
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
「
防

災
用
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
」

を
は
じ
め
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
（
写
真
）、
上
水
用

の
円
筒
形
タ
ン
ク
、
携
帯

電
話
用
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を

備
え
て
い
る
。
霧
島
・
新

燃
岳
の
噴
火
（
２
０
１
１

年
）
の
時
、
降
り
そ
そ
い

だ
火
山
灰
85
を
利
用
し
た

煉
瓦
で
歩
道
を
作
り
、
Ｐ

Ａ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ホ

ル
ト
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。

　
川
南
Ｐ
Ａ
は
東
九
州
道

の
宮
崎
県
内
、
農
都
Ｉ
Ｃ

と
高
鍋
Ｉ
Ｃ
の
ほ
ぼ
中
間

に
あ
る
。

川南ＰＡ
全国初、防災コンテナなど整備
南海トラフ巨大地震に備え

シンボルのホルトの木 太陽光発電で、災害に対応
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災
害
救
援
に
大
き
な
役
割

　
日
南
海
岸
を
走
る
国
道
２
２
０
号
は
、

美
し
い
海
岸
沿
い
を
走
る
観
光
ル
ー
ト

で
、
一
時
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
と
さ
え

言
わ
れ
、
観
光
客
が
殺
到
し
た
。
道
路
沿

い
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
南
国
の
花
々
が

咲
き
乱
れ
、
青
い
海
や
奇
岩
、
鵜
戸
神
宮
、

城
下
町
・
飫
肥
な
ど
素
晴
ら
し
い
景
観
と

な
っ
て
い
る
。
宮
崎
市
か
ら
日
南
市
を
結

ぶ
日
本
風
景
街
道
「
日
南
海
岸
き
ら
め
き

ラ
イ
ン
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
東

九
州
道
は
、
日
南
市
、
さ
ら
に
野
生
の
馬

が
走
る
南
端
の
都
井
の
岬
へ
の
時
間
距
離

を
大
幅
に
縮
め
る
だ
ろ
う
。

　
悩
み
は
青
島
の
「
鬼
の
洗
濯
板
」
に
代

表
さ
れ
る
脆
い
宮
崎
層
群
の
脆
さ
。台
風
、

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
し
ば
し

ば
沿
道
の
崖
崩
れ
な
ど
で
通
行
が
規
制
さ

れ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ

る
巨
大
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
が
予
想

さ
れ
る
。
東
九
州
道
の
宮
崎
か
ら
の
延
伸

ル
ー
ト
は
、
日
南
海
岸
か
ら
距
離
を
置
い

て
、
山
中
を
走
る
た
め
、
津
波
な
ど
の
防

災
に
強
く
、
災
害
時
の
迅
速
な
救
援
、
復

興
道
路
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

　
東
九
州
道
は
防
災
型
高
速
道
路
で
も

あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
九
州
の
東
海
岸
に
は
大
津

波
が
押
し
寄
せ
る
恐
れ
が
強
い
。
内
閣

府
の
想
定
だ
と
最
大
で
大
分
県
で
死
者

約
１
万
７
０
０
０
人
、
宮
崎

県
で
約
４
万
２
０
０
０
人
、

鹿
児
島
県
で
約
１
２
０
０

人
に
も
上
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　
押
し
寄
せ
る
津
波
の
高

さ
は
大
分
県
・
佐
伯
市
で

約
15
ｍ
、
延
岡
市
で
約
14

ｍ
、
宮
崎
市
で
は
約
16
ｍ
。

海
岸
沿
い
の
国
道
10
号
、

２
２
０
号
、
同
３
８
８
号

な
ど
を
い
ず
れ
も
越
え
て

浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
時
、
押

し
寄
せ
る
津
波
に
対
し
て

高
規
格
で
造
ら
れ
、
強
い

構
造
を
持
つ
高
速
道
路
が

「
高
台
避
難
」
の
場
所
と
な

り
、
救
援
物
資
の
運
搬
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

そ
う
し
た
教
訓
を
東
九
州

道
で
は
ど
う
生
か
す
か
、

検
討
さ
れ
た
。

　
佐
伯
市
が
東
九
州
道
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
出
た
排
土
を
活
用
し
て
避
難
広
場

を
佐
伯
堅
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
造
成
し
た

り
、
Ｉ
Ｃ
を
増
や
す
な
ど
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（
西

日
本
高
速
）
で
は
避
難
民
が
高
速
道
路

に
上
れ
る
よ
う
に
避
難
階
段
２
カ
所
、

緊
急
避
難
場
所
５
か
所
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

　
特
に
川
南
Ｐ
Ａ
は
全
国

初
め
て
の
防
災
Ｐ
Ａ
で
、

避
難
所
、
救
援
基
地
の
役

割
を
果
た
す
た
め
の
施
設

を
備
え
て
い
る
。
救
援
物

資
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
「
防

災
用
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
」

を
は
じ
め
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
（
写
真
）、
上
水
用

の
円
筒
形
タ
ン
ク
、
携
帯

電
話
用
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を

備
え
て
い
る
。
霧
島
・
新

燃
岳
の
噴
火
（
２
０
１
１

年
）
の
時
、
降
り
そ
そ
い

だ
火
山
灰
85
を
利
用
し
た

煉
瓦
で
歩
道
を
作
り
、
Ｐ

Ａ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ホ

ル
ト
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。

　
川
南
Ｐ
Ａ
は
東
九
州
道

の
宮
崎
県
内
、
農
都
Ｉ
Ｃ

と
高
鍋
Ｉ
Ｃ
の
ほ
ぼ
中
間

に
あ
る
。

川南ＰＡ
全国初、防災コンテナなど整備
南海トラフ巨大地震に備え

シンボルのホルトの木 太陽光発電で、災害に対応
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第
４
節
③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
４
節
③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
、
1010
年
の
掘
削
を
担
当
し
た

年
の
掘
削
を
担
当
し
た

　
　
　
　
　
　
大大お
お
も
り

お
お
も
り森

禎さ
だ
と
し敏

　
氏

―
―
大
森
さ
ん
は
10
年
間
、
芳
ノ
元
ト
ン

ネ
ル
掘
削
に
着
工
か
ら
貫
通
ま
で
、
現
場

を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
日
南
層
群
と
い
う

厄
介
な
地
質
と
地
す
べ
り
多
発
地
帯
で
の

掘
進
で
し
た
。
日
南
層
群
に
つ
い
て
、
事

前
に
知
識
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

大
森
氏
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（
西
日
本
高
速
）

が
お
や
り
に
な
っ
た
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
の

す
ぐ
前
の
丸
目
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
苦
労
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
大
変

な
の
か
具
体
的
な
前
知
識
も
経
験
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
ど
も
の
担
当
は
北
坑
口
か
ら
掘
削
で

し
た
が
、
最
初
か
ら
支
保
工
に
ゆ
が
み
が

出
て
壁
面
が
せ
り
出
し
て
く
る
。
イ
ン

バ
ー
ト
を
坑
口
か
ら
53
ｍ
地
点
で
入
れ
始

め
、
１
４
０
ｍ
地
点
か
ら
は
支
保
の
Ｈ
鋼

を
太
く
体
力
の
大
き
い
の
に
切
り
替
え
て

強
く
し
、
３
２
２
ｍ
か
ら
は
掘
削
断
面
を

10
㎝
大
き
く
し
、
そ
の
分
変
形
し
て
も
、

予
定
通
り
の
ト
ン
ネ
ル
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
工
事
開
始
か
ら

１
か
月
後
、
一
晩
で
10
㎝
も
沈
下
す
る
事

態
に
な
り
、
切
羽
も
脆
さ
が
増
し
て
、
土

木
研
究
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
「
早

期
閉
合
」
し
て
、
吹
付
け
も
厚
さ
を
20
㎝

か
ら
25
㎝
に
厚
く
し
ま
し
た
。

―
―
そ
う
し
た
手
立
て
を
し
な
が
ら
の
掘

進
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
進
む
に
つ
れ
、

そ
の
症
状
は
ど
う
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。

大
森
氏
　
変
形
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り

ま
し
た
。３
２
２
ｍ
地
点
で
は
支
保
工（
Ｈ

鋼
）が
埋
ま
る
よ
う
に
下
が
り
、イ
ン
バ
ー

ト
が
両
端
で
め
く
れ
る
よ
う
に
曲
が
り
ま

し
た
。
ま
た
「
盤
ぶ
く
れ
」
も
起
き
ま
し

た
。
ト
ン
ネ
ル
の
底
部
が
下
か
ら
押
し
上

げ
る
力
で
膨
れ
上
げ
る
の
で
す
。

―
―
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ

る
の
で
す
か
。

大
森
氏
　
土
壌
の
軟
弱
さ
で
す
。
豆
腐
に

ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
穴
を
あ
け
る
と
、
周

り
の
力
が
働
い
て
、
穴
が
潰
れ
、
豆
腐
は

元
の
姿
に
返
り
ま
す
。そ
れ
と
同
じ
で
す
。

硬
い
岩
質
だ
と
ト
ン
ネ
ル
は
自
立
し
ま

す
。
例
え
ば
耶
馬
渓
の
「
青
の
洞
門
」
は

鑿
（
の
み
）
で
掘
り
進
め
た
手
掘
り
の
ト

ン
ネ
ル
で
す
が
、
堅
い
岩
で
し
た
か
ら
、

今
で
も
ほ
と
ん
ど
変
位
は
起
こ
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

―
―
３
２
２
ｍ
地
点
で
工
事
中
止
命
令
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

大
森
氏
　
ト
ン
ネ
ル
坑
道
の
変
状
が
ひ
ど

く
な
り
、
収
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
地

山
の
表
面
（
ト
ン
ネ
ル
か
ら
約
３
０
０
ｍ

上
）
の
ミ
カ
ン
畑
や
道
に
ひ
び
割
れ
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。
地
滑
り
の
恐
れ
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
工
事
を
い
っ
た
ん
中
止
し
て
ト
ン
ネ

ル
の
構
造
、
形
状
を
再
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

―
―
地
山
が
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
、
ま

ず
調
べ
、
対
策
を
講
じ
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

略歴
昭和45年12月６日生まれ、仙台市出身。平成８年愛
媛大学大学院工学研究科修了。国交省九州地方建設
局・下谷トンネル工事など現場経験を経て、技術研
究所勤務。平成19年11月から10年の歳月をかけた芳
ノ元トンネル工事に携わった。

『
豆
腐
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
よ
う
な

『
豆
腐
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
掘
削
工
事
で
し
た
』

　
　
　
　
　
　
掘
削
工
事
で
し
た
』

大森　禎敏氏
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大
森
氏
　
地
形
の
判
読
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
、
梅
雨
や
秋
の
雨
季
で
の
雨
の
影
響
な

ど
で
す
が
、
地
す
べ
り
地
帯
で
は
通
常
、

棚
田
が
あ
る
よ
う
に
段
々
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
て
も
判
読
し
に
く
い
。
し
か
し
動
態
観

測
で
は
、
地
山
は
ず
ー
と
動
き
続
け
て
い

る
の
で
す
。
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
の

ト
ン
ネ
ル
の
距
離
約
２
０
０
０
ｍ
の
間
に

13
カ
所
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

―
―
地
す
べ
り
は
ト
ン
ネ
ル
に
大
き
な
力

を
か
け
て
変
形
さ
せ
ま
す
し
、
こ
の
ま
ま

工
事
続
行
と
は
い
か
な
く
な
っ
た
わ
け
で

す
ね
。

大
森
氏
　
地
面
が
滑
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

防
風
林
と
し
て
切
り
残
し
た
ス
ギ
の
木
が

「
根
曲
り
」
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
根

の
部
分
が
滑
り
、
幹
は
ま
っ
す
ぐ
伸
び
よ

う
と
し
ま
す
か
ら
屈
曲
を
起
こ
し
て
い
る

の
で
す
。
地
滑
り
対
策
は
通
常
、
滑
り
を

抑
え
る
た
め
「
盛
土
」
し
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
谷
筋
に
当
た
り
、
水
の
流
れ
を
止
め

る
盛
土
は
出
来
ま
せ
ん
。

　「
山
は
ね
」
と
言
う
現
象
が
あ
り
ま
す

が
、
掘
進
中
の
坑
道
の
一
部
が
周
辺
の
圧

力
に
よ
っ
て
突
然
破
壊
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
の
「
土
か
ぶ
り
」
が

大
き
か
っ
た
り
す
る
と
そ
の
よ
う
な
破
壊

が
起
こ
り
ま
す
。
坑
道
が
受
け
る
膨
大
な

圧
力
を
軽
減
す
る
た
め
、
芳
ノ
元
ト
ン
ネ

ル
の
地
山
上
部
を
大
量
に
排
土
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
地
滑
り
の
影
響

を
最
小
化
す
る
の
で
す
。

―
―
13
も
の
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
を
ど
う

か
わ
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
進
め
る
か
、

ト
ン
ネ
ル
の
コ
ー
ス
変
更
と
言
う
重
大
決

定
、
さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
と
形
状
、

施
工
方
法
、
地
下
水
対
策
そ
れ
に
ヒ
素
な

ど
自
然
由
来
の
有
害
物
質
、
メ
タ
ン
ガ
ス

の
処
理
な
ど
課
題
は
幾
つ
も
あ
り
ま
し

た
。

大
森
氏
　
地
す
べ
り
地
帯
を
は
ず
す
た

め
、
コ
ー
ス
を
１
０
０
ｍ
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

南
坑
口
の
位
置
は

変
え
ず
、
当
初
計

画
の
弓
形
の
コ
ー

ス
を
弦
の
よ
う
に

直
線
に
変
え
る
こ
と
で
地
す
べ
り
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

―
―
ト
ン
ネ
ル
の
形
状
を
よ
り
円
形
構
造

に
し
た
の
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

大
森
氏
　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
掘
進
す
る
場
合
、

通
常
、
半
円
形
の
形
状
で
す
が
、
底
部
を

１
ｍ
ほ
ど
深
く
掘
り
下
げ
、
イ
ン
バ
ー
ト

の
形
も
変
え
、
ト
ン
ネ
ル
の
形
状
を
出
来

る
だ
け
丸
く
円
形
に
近
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
山
か
ら
か
か
っ
て
く
る
力
を

な
だ
ら
か
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
。
押
し

て
く
る
圧
力
に
対
し
「
い
な
し
」
と
言
う

相
撲
用
語
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
様

な
工
夫
が
必
要
で
し
た
。

―
―
10
年
間
の
掘
削
工
事
を
振
り
返
っ

て
。

大
森
氏
　
土
木
と
は
、経
験
工
学
だ
な
と
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
掘
っ
て
見
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

森
川
義
博
氏

坑
口
の
工
事
か
ら
難
行

　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
は
北
口
か
ら
掘
り
進

む
計
画
で
し
た
が
、
日
南
層
群
、
地
す
べ

り
地
帯
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
途
中
、

工
事
を
中
断
、
早
期
建
設
の
た
め
、
南
坑

口
か
ら
も
掘
削
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

南
坑
口
周
辺
は
２
つ
の
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ

ク
が
あ
り
、
掘
削
に
着
手
す
る
前
に
、
ま

ず
、
坑
門
部
を
支
持
で
き
る
地
盤
づ
く
り

か
ら
入
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
地
す
べ
り
を
抑
え
る
た
め
３
０
０
０
㎥

も
の
押
え
盛
り
土（
セ
メ
ン
ト
改
良
盛
土
）

を
行
い
、
続
く
、
坑
口
取
り
付
け
工
事
は
、

坑
門
基
礎
と
し
て
大
型
噴
射
工
で
34
本
の

改
良
体
を
造
り
、
平
成
28
年
４
月
開
始
し

た
。

　
地
す
べ
り
層
と
思
わ
れ
た
85
ｍ
は
調
査

導
坑
を
先
行
さ
せ
た
。
最
初
は
風
化
し
た

表
土
と
砂
岩
の
混
在
層
か
ら
、
頁
岩
主
体

の
軟
弱
な
混
在
層
に
代
わ
り
、
切
羽
で
は

幾
度
か
抜
け
落
ち
が
生
じ
た
。
こ
の
ほ
か

排
水
や
可
燃
性
ガ
ス
の
処
理
を
行
い
な
が

ら
の
掘
進
と
な
っ
た
。

　
本
坑
掘
削
に
入
っ
て
も
混
在
層
が
続

き
、
補
助
工
法
と
早
期
断
面
閉
合
を
サ
イ

ク
ル
的
に
実
施
し
な
が
ら
の
掘
進
で
あ
っ

た
。
発
破
を
使
う
と
地
山
を
緩
め
る
恐
れ

が
あ
り
、
機
械
掘
進
で
進
め
た
が
、
時
に

大
き
な
転
石
が
あ
り
、
一
部
、
発
破
を
使

用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
北
坑
口
か
ら
の
掘
進
に
比
べ
て
も
、
決

し
て
楽
な
掘
削
で
は
な
か
っ
た
。
自
然
に

対
処
す
る
土
木
工
事
が
こ
ん
な
に
大
変
な

こ
と
か
と
改
め
て
実
感
し
た
工
事
だ
っ

た
。

﹇
略
歴
﹈

昭
和
47
年
10
月
23
日
生
ま
れ
。
熊
本
市
出

身
。
平
成
３
年
建
設
省
入
省
、
横
浜
、
東

京
国
道
事
務
所
、
九
州
地
方
整
備
局
企
画

部
な
ど
を
経
て
、
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所

建
設
監
督
官
。

現
場
報
告
南
坑
口
か
ら

の
掘
進

杉
の
「
根
曲
り
」、
山
は
ね
―
。

杉
の
「
根
曲
り
」、
山
は
ね
―
。

杉
の
「
根
曲
り
」、
山
は
ね
―
。
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大
森
氏
　
地
形
の
判
読
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
、
梅
雨
や
秋
の
雨
季
で
の
雨
の
影
響
な

ど
で
す
が
、
地
す
べ
り
地
帯
で
は
通
常
、

棚
田
が
あ
る
よ
う
に
段
々
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
て
も
判
読
し
に
く
い
。
し
か
し
動
態
観

測
で
は
、
地
山
は
ず
ー
と
動
き
続
け
て
い

る
の
で
す
。
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
の

ト
ン
ネ
ル
の
距
離
約
２
０
０
０
ｍ
の
間
に

13
カ
所
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

―
―
地
す
べ
り
は
ト
ン
ネ
ル
に
大
き
な
力

を
か
け
て
変
形
さ
せ
ま
す
し
、
こ
の
ま
ま

工
事
続
行
と
は
い
か
な
く
な
っ
た
わ
け
で

す
ね
。

大
森
氏
　
地
面
が
滑
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

防
風
林
と
し
て
切
り
残
し
た
ス
ギ
の
木
が

「
根
曲
り
」
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
根

の
部
分
が
滑
り
、
幹
は
ま
っ
す
ぐ
伸
び
よ

う
と
し
ま
す
か
ら
屈
曲
を
起
こ
し
て
い
る

の
で
す
。
地
滑
り
対
策
は
通
常
、
滑
り
を

抑
え
る
た
め
「
盛
土
」
し
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
谷
筋
に
当
た
り
、
水
の
流
れ
を
止
め

る
盛
土
は
出
来
ま
せ
ん
。

　「
山
は
ね
」
と
言
う
現
象
が
あ
り
ま
す

が
、
掘
進
中
の
坑
道
の
一
部
が
周
辺
の
圧

力
に
よ
っ
て
突
然
破
壊
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
の
「
土
か
ぶ
り
」
が

大
き
か
っ
た
り
す
る
と
そ
の
よ
う
な
破
壊

が
起
こ
り
ま
す
。
坑
道
が
受
け
る
膨
大
な

圧
力
を
軽
減
す
る
た
め
、
芳
ノ
元
ト
ン
ネ

ル
の
地
山
上
部
を
大
量
に
排
土
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
地
滑
り
の
影
響

を
最
小
化
す
る
の
で
す
。

―
―
13
も
の
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
を
ど
う

か
わ
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
進
め
る
か
、

ト
ン
ネ
ル
の
コ
ー
ス
変
更
と
言
う
重
大
決

定
、
さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
と
形
状
、

施
工
方
法
、
地
下
水
対
策
そ
れ
に
ヒ
素
な

ど
自
然
由
来
の
有
害
物
質
、
メ
タ
ン
ガ
ス

の
処
理
な
ど
課
題
は
幾
つ
も
あ
り
ま
し

た
。

大
森
氏
　
地
す
べ
り
地
帯
を
は
ず
す
た

め
、
コ
ー
ス
を
１
０
０
ｍ
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

南
坑
口
の
位
置
は

変
え
ず
、
当
初
計

画
の
弓
形
の
コ
ー

ス
を
弦
の
よ
う
に

直
線
に
変
え
る
こ
と
で
地
す
べ
り
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

―
―
ト
ン
ネ
ル
の
形
状
を
よ
り
円
形
構
造

に
し
た
の
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

大
森
氏
　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
掘
進
す
る
場
合
、

通
常
、
半
円
形
の
形
状
で
す
が
、
底
部
を

１
ｍ
ほ
ど
深
く
掘
り
下
げ
、
イ
ン
バ
ー
ト

の
形
も
変
え
、
ト
ン
ネ
ル
の
形
状
を
出
来

る
だ
け
丸
く
円
形
に
近
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
山
か
ら
か
か
っ
て
く
る
力
を

な
だ
ら
か
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
。
押
し

て
く
る
圧
力
に
対
し
「
い
な
し
」
と
言
う

相
撲
用
語
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
様

な
工
夫
が
必
要
で
し
た
。

―
―
10
年
間
の
掘
削
工
事
を
振
り
返
っ

て
。

大
森
氏
　
土
木
と
は
、経
験
工
学
だ
な
と
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
掘
っ
て
見
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

森
川
義
博
氏

坑
口
の
工
事
か
ら
難
行

　
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
は
北
口
か
ら
掘
り
進

む
計
画
で
し
た
が
、
日
南
層
群
、
地
す
べ

り
地
帯
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
途
中
、

工
事
を
中
断
、
早
期
建
設
の
た
め
、
南
坑

口
か
ら
も
掘
削
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

南
坑
口
周
辺
は
２
つ
の
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ

ク
が
あ
り
、
掘
削
に
着
手
す
る
前
に
、
ま

ず
、
坑
門
部
を
支
持
で
き
る
地
盤
づ
く
り

か
ら
入
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
地
す
べ
り
を
抑
え
る
た
め
３
０
０
０
㎥

も
の
押
え
盛
り
土（
セ
メ
ン
ト
改
良
盛
土
）

を
行
い
、
続
く
、
坑
口
取
り
付
け
工
事
は
、

坑
門
基
礎
と
し
て
大
型
噴
射
工
で
34
本
の

改
良
体
を
造
り
、
平
成
28
年
４
月
開
始
し

た
。

　
地
す
べ
り
層
と
思
わ
れ
た
85
ｍ
は
調
査

導
坑
を
先
行
さ
せ
た
。
最
初
は
風
化
し
た

表
土
と
砂
岩
の
混
在
層
か
ら
、
頁
岩
主
体

の
軟
弱
な
混
在
層
に
代
わ
り
、
切
羽
で
は

幾
度
か
抜
け
落
ち
が
生
じ
た
。
こ
の
ほ
か

排
水
や
可
燃
性
ガ
ス
の
処
理
を
行
い
な
が

ら
の
掘
進
と
な
っ
た
。

　
本
坑
掘
削
に
入
っ
て
も
混
在
層
が
続

き
、
補
助
工
法
と
早
期
断
面
閉
合
を
サ
イ

ク
ル
的
に
実
施
し
な
が
ら
の
掘
進
で
あ
っ

た
。
発
破
を
使
う
と
地
山
を
緩
め
る
恐
れ

が
あ
り
、
機
械
掘
進
で
進
め
た
が
、
時
に

大
き
な
転
石
が
あ
り
、
一
部
、
発
破
を
使

用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
北
坑
口
か
ら
の
掘
進
に
比
べ
て
も
、
決

し
て
楽
な
掘
削
で
は
な
か
っ
た
。
自
然
に

対
処
す
る
土
木
工
事
が
こ
ん
な
に
大
変
な

こ
と
か
と
改
め
て
実
感
し
た
工
事
だ
っ

た
。

﹇
略
歴
﹈

昭
和
47
年
10
月
23
日
生
ま
れ
。
熊
本
市
出

身
。
平
成
３
年
建
設
省
入
省
、
横
浜
、
東

京
国
道
事
務
所
、
九
州
地
方
整
備
局
企
画

部
な
ど
を
経
て
、
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所

建
設
監
督
官
。

現
場
報
告
南
坑
口
か
ら

の
掘
進

杉
の
「
根
曲
り
」、
山
は
ね
―
。

杉
の
「
根
曲
り
」、
山
は
ね
―
。

杉
の
「
根
曲
り
」、
山
は
ね
―
。
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鹿
児
島
県
・
大
隅
半
島
は
九
州
島
の
最

南
端
の
半
島
で
あ
る
。
佐
多
岬
に
は
亜
熱

帯
樹
木
が
生
い
茂
り
、
美
し
い
砂
浜
等
独

特
の
景
観
が
広
が
る
。
し
か
し
、
経
済
・

社
会
的
に
は
、
長
く
開
発
か
ら
取
り
残
さ

れ
た
半
島
・
辺
境
で
あ
り
、
台
風
、
豪
雨

か
ら
桜
島
の
噴
火
ま
で
自
然
災

害
に
さ
ら
さ
れ
、
し
か
も
軟
弱

で
風
雨
に
弱
い
シ
ラ
ス
地
帯
が

半
島
全
域
に
広
が
る
。
動
脈
の

国
道
２
２
０
号
は
鹿
児
島
湾
岸

の
崖
崩
れ
な
ど
で
し
ば
し
ば
通

行
ス
ト
ッ
プ
、
桜
島
が
噴
き
上

げ
る
降
灰
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て

き
た
。

鹿
屋
〜
鹿
児
島
を
結
ぶ

　
大
隅
半
島
の
戦
い
は
シ
ラ
ス

台
地「
笠
野
原
」が
主
舞
台
だ
っ

た
。
シ
ラ
ス
土
壌
が
厚
く
堆
積

し
た
台
地
は
灌
漑
用
水
が
得
ら

れ
ず
、農
民
の
苦
労
が
続
い
た
。

よ
う
や
く
灌
漑
施
設
が
整
備
さ

れ
、
畜
産
業
も
日
本
の
食
糧
基

地
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
っ

た
。

　
志
布
志
港
が
国
際
中
枢
港
湾

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
飼
肥
料

の
輸
入
基
地
と
し
て
成
長
し
て

い
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
大
隅
半
島
の
高
速
道
路

建
設
、
大
消
費
地
と
を
結
ぶ
東
九
州
道
の

延
伸
は
地
元
住
民
の
念
願
で
あ
り
、
期
待

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
半
島
の
中
心
都
市
は

鹿
屋
市
。
か
つ
て
は
特
攻
機
が
沖
縄
決
戦

へ
向
け
て
飛
び
立
っ
て
行
き
、
現
在
は
内

之
浦
に
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
基
地
が
置
か

れ
て
い
る
。
平
成
26
年
12
月
、
東
九
州
道

の
終
点
に
当
た
る
鹿
屋
〜
曽
於
弥
五
郎
Ｉ

Ｃ
間
17
・
７
㎞
が
完
成
、
供
用
さ
れ
た
。

こ
れ
で
平
成
22
年
３
月
に
供
用
さ
れ
た
曽

於
弥
五
郎
Ｉ
Ｃ
〜
末
吉
財
部
Ｉ
Ｃ
間
と
繋

が
り
、
東
九
州
道
の
終
点
部
分
と
な
り
、

よ
う
や
く
、
鹿
児
島
市
へ
の
高
速
道
路
が

開
か
れ
た
。
鹿
児
島
市
と
鹿
屋
市
は
１
時

間
40
分
で
結
ば
れ
た
。
ま
た
鹿
屋
市
か
ら

鹿
児
島
空
港
へ
も
１
時
間
14
分
、
い
ず
れ

も
短
縮
時
間
は
14
分
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ

れ
以
上
に
道
路
が
災
害
に
強
く
な
り
、
通

行
の
安
全
性
、
効
率
性
、
安
定
性
は
格
段

に
高
ま
っ
た
。

　
鹿
屋
市
と
曽
於
市
は
日
本
で
も
有
数
の

畜
産
地
域
（
鶏
、
豚
、
乳
用
・
肉
用
牛

な
ど
）
で
、「
か
ご
し
ま
黒
豚
」
な
ど
の

知
名
度
は
高
く
、
両
市
で
畜
産
出
荷
額

は
５
９
６
億
円
、
ト
ッ
プ
の
都
城
市
の

５
７
０
億
円
を
上
回
る
。
両
地
域
を
結
ぶ

高
速
道
路
の
完
成
は
物
流
の
効
率
化
を
進

め
る
。
畜
産
業
に
と
っ
て
は
競
争
力
を
さ

ら
に
強
く
し
、
大
都
市
市
場
へ
の
輸
送
効

率
は
高
ま
っ
た
。

　
残
る
課
題
は
、
宮
崎
市
・
清
武
Ｉ
Ｃ
か

ら
南
下
中
の
東
九
州
道
と
の
連
結
だ
が
、

鹿
屋
〜
志
布
志
間
が
結
ば
れ
れ
ば
、
志
布

志
港
か
ら
の
都
城
へ
の
連
結
の
道
が
開

け
、
志
布
志
港
か
ら
も
大
都
市
圏
の
市
場

へ
の
水
産
物
運
搬
、
志
布
志
港
に
陸
揚
げ

さ
れ
た
飼
料
運
搬
な
ど
畜
産
業
を
始
め
、

地
域
産
業
に
と
っ
て
強
力
な
武
器
と
な
る

だ
ろ
う
。

第
４
節
④

大
隅
半
島
、
活
性
化
へ
の
道

東
九
州
道
（
鹿
屋
〜
末
吉
財
部
）東九州道の終点・鹿屋から鹿児島へ

シラス地帯の高速道路づくりシラス地帯の高速道路づくりシラス地帯の高速道路づくり
食糧基地結ぶ、都城志布志道路に強い要望

飼肥料の輸入基地となっている志布志港

　志布志港の取り扱い量はトウモロコシや動植物性の飼肥料を
中心に米国を中心に 50 万トンを超える。南九州地方の農畜産
地帯への飼料供給基地。九州唯一の中核国際港湾として税関、
入国管理、検疫の３機能（ＣＩＱ）を備えている。
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鹿
児
島
湾
に
浮
か
ぶ
桜
島
は
今
も
毎
日

爆
発
的
噴
火
を
続
け
て
、
活
動
は
活
発
化

し
て
い
る
。
平
成
18
年
６
月
南
岳
近
く
の

「
昭
和
火
口
」
が
58
年
ぶ
り
に
噴
火
、
入

山
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
22
年
か

ら
は
噴
火
・
爆
発
回
数
は
年
間
１
０
０
０

回
を
超
え
て
い
る
。
国
道
２
２
０
号
は
姶

良
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
に
当
た
る
鹿
児
島
湾

沿
い
を
走
っ
て
お
り
火
山
活
動
の
降
灰
や

土
石
流
な
ど
直
接
的
な
被
害
と
共
に
、
台

風
、
豪
雨
に
よ
る
通
行
止
め
な
ど
規
制
が

し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。

　
東
九
州
道
は
鹿
屋
・
笠
野
原
台
地
か
ら

半
島
中
央
部
を
ル
ー
ト
が
貫
い
て
、
シ
ラ

ス
地
帯
で
は
あ
る
が
、
鹿
児
島
湾
岸
か
ら

10
㎞
か
ら
20
㎞
引
き
離
さ
れ
て
ル
ー
ト
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
湾
岸
道
路
ほ
ど
桜
島

火
山
活
動
の
直
接
的
な
影
響
は
大
き
く
は

な
い
。

排
水
が
ポ
イ
ン
ト

　
大
隅
半
島
の
シ
ラ
ス
地
帯
は
桜
島
の
北

側
海
底
に
あ
っ
た
姶
良
火
山
の
大
噴
火

（
約
２
万
５
千
年
前
）
に
よ
る
入
戸
火
砕

流
や
火
山
灰
が
降
り
積
も
っ
て
形
成
さ
れ

た
。
供
用
さ
れ
た
鹿
屋
串
間
Ｉ
Ｃ
〜
曽
於

弥
五
郎
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
道
路
建
設
は
ほ
と
ん

ど
シ
ラ
ス
地
帯
で
、
ど
う
対
応
す
る
か
、

ま
た
、
シ
ラ
ス
の
浸
食
さ
れ
や
す
さ
か
ら

完
成
後
の
維
持
管
理
を
十
分
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
風
化
の
進
行
具
合
や
堆
積

の
形
態
、
地
形
な
ど
環
境
で
変
化
す
る
シ

ラ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
対
応
し
た
道

路
建
設
に
技
術
陣
は
知
恵
を
絞
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
シ
ラ
ス
は
水
に
弱
い
。
豪
雨
に
よ
っ
て

浸
食
さ
れ
や
す
い
た
め
、
切
土
は
比
較
的

問
題
は
少
な
い
が
、
シ
ラ
ス
盛
土
で
道
路

建
設
を
行
う
場
合
、
浸
食
対
策
が
極
め
て

重
要
と
な
る
。
盛
り
土
の
り
面
は
階
段
状

に
積
み
上
げ
て
行
く
が
、
２
万
年
以
上
の

堆
積
で
締
め
固
ま
っ
て
安
定
度
を
増
し
た

地
山
に
対
し
て
、
新
た
に
積
み
上
げ
た
盛

土
は
雨
水
を
含
み
や
す
く
、
浸
食
を
受
け

や
す
い
。
特
に
の
り
面
は
勾
配（
１
対
１
・

８
）
を
持
ち
、
伝
統
的
な
「
直
」
に
切
り

下
す
シ
ラ
ス
台
地
の
切
土
と
は
違
っ
て
、

降
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
面
積
が
広
く
、
表
面

を
水
が
流
れ
下
り
浸
食
を
受
け
る
。

　
こ
の
た
め
排
水
が
重
要
に
な
る
。ま
ず
、

盛
り
土
内
部
に
含
ま
れ
た
浸
透
水
を
排
除

す
る
た
め
の
り
面
に
階
段
状
に
造
ら
れ
た

各
段
ご
と
に
、
盛
り
土
内
部
中
央
付
近
ま

で
深
く
水
平
に
差
し
込
む
よ
う
に
フ
イ
ル

タ
ー
層
（
水
平
排
水
材
）
を
設
置
し
て
、

シ
ラ
ス
層
に
浸
透
し
た
雨
水
を
集
水
し
て

外
に
出
し
排
水
路
（
横
）
に
流
し
込
む
。

さ
ら
に
、鹿
児
島
は
台
風
の
通
過
が
多
く
、

梅
雨
時
期
の
集
中
豪
雨
に
も
見
舞
わ
れ
る

た
め
、
大
量
の
降
雨
で
、
排
水
路
か
ら
溢

れ
た
雨
水
が
の
り
面
を
浸
食
し
な
い
よ
う

に
、
の
り
面
の
「
縦
の
排
水
路
」
を
多
く

設
置
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

沈
下
、
液
状
化
を
防
ぐ

　
シ
ラ
ス
台
地
は
浸
食
さ
れ
深
い
谷
を
造

り
や
す
い
た
め
、
台
地
と
台
地
の
間
の
谷

間
を
埋
め
る
形
で
道
路
建
設
を
行
う
場

合
、高
く
盛
り
土
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
量
の
盛
土
は
、
そ
れ
だ
け
大
重
量
と
な

り
、
地
盤
へ
の
重
圧
力
は
大
き
く
な
る
。

し
か
し
、
谷
間
と
な
っ
て
い
る
個
所
は
表

流
水
や
地
下
水
が
シ
ラ
ス
を
運
び
込
み
、

よ
り
軟
弱
な
「
２
次
シ
ラ
ス
」
を
表
面
に

堆
積
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
髙
さ
22
ｍ
の
盛
り
土
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
場
（
鹿
屋
市
）
が
あ
っ
た
。

対
策
な
し
で
盛
土
を
行
っ
た
場
合
、
解
析

の
結
果
、
11
・
７
ｍ
も
の
沈
下
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ

は
地
盤
が
水
田
で
、
地
下

水
位
が
地
表
に
近
く
、
盛

土
の
重
圧
を
受
け
、
さ
ら

に
地
震
な
ど
に
よ
る
振
動

が
生
じ
る
と
液
状
化
現
象

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
た
め
だ
。

　
沈
下
・
液
状
化
を
防
止

す
る
地
盤
強
化
の
た
め
の

対
策
工
が
検
討
さ
れ
た
。

水
分
を
多
く
含
む
基
盤
土

壌
の
「
改
良
」
は
、
例
え

ば
有
明
海
沿
岸
に
広
く
分

布
す
る
有
明
粘
土
層
上
な

ど
の
道
路
建
設
で
は
、
多

様
な
対
策
工
が
試
み
ら
れ

て
き
た
。
軟
弱
地
盤
に
改

良
剤
を
注
入
し
て
柱
状
コ

ラ
ム
を
造
る
深
層
混
合
処
理
も
そ
の
一
つ

で
、
有
明
沿
岸
道
路
で
盛
土
や
高
架
橋
な

ど
建
造
物
の
地
盤
対
策
に
施
工
さ
れ
て
い

る
。

　
東
九
州
道
で
採
用
さ
れ
た
の
は
「
サ
ン

ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
」。
軟

ら
か
い
地
盤
の
中
に
改
良
し
固
め
た
砂
の

円
柱
（
砂
杭
）
―
パ
イ
ル
を
１
・
９
ｍ
四

方
に
地
中
に
立
て
、
屋
根
を
支
え
る
柱
の

よ
う
に
盛
土
の
地
盤
強
化
の
役
を
担
わ
せ

る
工
法
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
沈
下
は
42

㎝
程
度
（
許
容
沈
下
量
50
㎝
）
に
押
さ
え

ら
れ
る
見
込
み
だ
。

15
ｍ
以
下
の
盛
り
土
に
つ
い
て
は
、
液

状
化
が
起
こ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
盛
り

土
が
崩
れ
る
円
弧
す
べ
り
の
可
能
性
を
個

別
に
判
定
し
、
対
策
工
を
講
じ
て
い
る
。

髙
さ
20
ｍ
を
超
え
る
特
別
な
高
盛
土
の
施

鹿児島県のシラス土壌分布図

シ
ラ
ス
大
地
を
走
り
、
浸
食
へ
の
対
処

シ
ラ
ス
大
地
を
走
り
、
浸
食
へ
の
対
処
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ー
ス
が
多
い
。

　
髙
さ
22
ｍ
の
盛
り
土
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
場
（
鹿
屋
市
）
が
あ
っ
た
。

対
策
な
し
で
盛
土
を
行
っ
た
場
合
、
解
析

の
結
果
、
11
・
７
ｍ
も
の
沈
下
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ

は
地
盤
が
水
田
で
、
地
下

水
位
が
地
表
に
近
く
、
盛

土
の
重
圧
を
受
け
、
さ
ら

に
地
震
な
ど
に
よ
る
振
動

が
生
じ
る
と
液
状
化
現
象

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
た
め
だ
。

　
沈
下
・
液
状
化
を
防
止

す
る
地
盤
強
化
の
た
め
の

対
策
工
が
検
討
さ
れ
た
。

水
分
を
多
く
含
む
基
盤
土

壌
の
「
改
良
」
は
、
例
え

ば
有
明
海
沿
岸
に
広
く
分

布
す
る
有
明
粘
土
層
上
な

ど
の
道
路
建
設
で
は
、
多

様
な
対
策
工
が
試
み
ら
れ

て
き
た
。
軟
弱
地
盤
に
改

良
剤
を
注
入
し
て
柱
状
コ

ラ
ム
を
造
る
深
層
混
合
処
理
も
そ
の
一
つ

で
、
有
明
沿
岸
道
路
で
盛
土
や
高
架
橋
な

ど
建
造
物
の
地
盤
対
策
に
施
工
さ
れ
て
い

る
。

　
東
九
州
道
で
採
用
さ
れ
た
の
は
「
サ
ン

ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
」。
軟

ら
か
い
地
盤
の
中
に
改
良
し
固
め
た
砂
の

円
柱
（
砂
杭
）
―
パ
イ
ル
を
１
・
９
ｍ
四

方
に
地
中
に
立
て
、
屋
根
を
支
え
る
柱
の

よ
う
に
盛
土
の
地
盤
強
化
の
役
を
担
わ
せ

る
工
法
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
沈
下
は
42

㎝
程
度
（
許
容
沈
下
量
50
㎝
）
に
押
さ
え

ら
れ
る
見
込
み
だ
。

15
ｍ
以
下
の
盛
り
土
に
つ
い
て
は
、
液

状
化
が
起
こ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
盛
り

土
が
崩
れ
る
円
弧
す
べ
り
の
可
能
性
を
個

別
に
判
定
し
、
対
策
工
を
講
じ
て
い
る
。

髙
さ
20
ｍ
を
超
え
る
特
別
な
高
盛
土
の
施

鹿児島県のシラス土壌分布図

シ
ラ
ス
大
地
を
走
り
、
浸
食
へ
の
対
処

シ
ラ
ス
大
地
を
走
り
、
浸
食
へ
の
対
処
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工
に
対
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ボ
ッ

ク
ス
・
カ
ル
バ
ー
ト
（
暗
渠
）
の
施
工
個

所
が
多
い
が
、
強
化
す
べ
き
地
盤
は
高
盛

土
に
比
べ
て
広
く
は
な
い
。
そ
れ
で
も
カ

ル
バ
ー
ト
の
重
量
に
よ
っ
て
沈
下
な
ど
を

防
ぐ
た
め
、
カ
ル
バ
ー
ト
下
部
の
シ
ラ
ス

な
ど
を
排
土
し
て
地
盤
と
し
て
使
え
る
良

質
土
に
入
れ
替
え
て
プ
レ
ロ
ー
ド
（
事
前

の
敷
圧
）
で
強
化
し
た
。

連
続
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

　
沈
下
、
滑
り
、
液
状
化
の
懸
念
が
地
盤

に
あ
る
場
合
、
道
路
面
に
変
位
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
る
。地
盤
対
策
と
は
別
に
、

路
面
強
化
、
特
に
舗
装
の
強
化
が
求
め
ら

れ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
に
比
べ
て
、
運
転
者
の
「
乗
り

心
地
」
が
悪
く
、
騒
音
発
生
や
振
動
な
ど

道
路
周
辺
の
環
境
へ
の
悪
影
響
も
あ
る
。

そ
の
一
方
で
耐
久
性
に
優
れ
、
維
持
管
理

の
コ
ス
ト
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
優
れ
た
面

を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
弱
点

を
克
服
し
、
長
所
を
生
か
す
た
め
に
、
連

続
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
施
工
さ
れ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
通
常
、
縦
横
に
鉄

筋
を
張
り
巡
ら
せ
、
そ
の
中
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
流
し
込
む
が
、
連
続
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
は
「
縦
方
向
だ
け
に
鉄
筋

を
連
続
的
に
並
べ
る
」
施
工
法
。
縦
横
の

鉄
筋
に
よ
っ
て
、
高
温
と
な
る
路
面
が
膨

張
、
あ
る
い
は
収
縮
し
て
ひ
び
割
れ
を
生

じ
さ
せ
る
。
縦
横
の
鉄
筋
は
こ
う
し
た
膨

張
・
収
縮
を
押
さ
え
、
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ

の
だ
が
、
連
続
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

は
横
収
縮
の
ひ
び
割
れ
を
縦
方
向
の
鉄
筋

に
よ
っ
て
押
さ
え
、
そ
の
力
を
分
散
さ
せ

る
。

　
航
空
機
が
頻
繁
に
離
発
着
す
る
空
港
の

滑
走
路
な
ど
に
は
、
耐
久
力
に
優
れ
、
再

舗
装
な
ど
の
修
理
を
出
来
る
だ
け
抑
え
る

連
続
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
施
工
さ

れ
て
き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
中
心

だ
っ
た
高
速
道
路
で
も
、
長
寿
命
が
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
東
九
州
道
の
串
間

鹿
屋
Ｉ
Ｃ
か
ら
曽
於
弥
五
郎
Ｉ
Ｃ
間
17
・

７
㎞
の
う
ち
８
・
９
㎞
が
こ
の
連
続
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
施
工
さ
れ
た
。
特

に
山
間
を
切
土
し
て
造
成
し
た
区
間
は
、

盛
り
土
区
間
に
比
べ
て
地
盤
も
優
れ
、
周

辺
へ
の
騒
音
な
ど
環
境
影
響
も
少
な
い
た

め
積
極
的
に
採
用
さ
れ
、
道
路
延
長
で
は

同
区
間
の
５
６
・
６
％
を
占
め
て
い
る
。

分
離
帯
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

　
ま
た
、
中
央
分
離
帯
は
２
車
線
（
片
道

１
車
線
）
の
場
合
、
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
が
多

く
使
用
さ
れ
る
が
、
東
九
州
道
の
こ
の
区

間
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
分
離
帯
が
採

用
さ
れ
た
。
完
全
分
離
に
よ
っ
て
走
行
車

が
反
対
路
線
へ
の
は
み
出
し
、
突
破
を
防

ぎ
、安
全
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

制
限
速
度
を
70
㎞
か
ら
80
㎞
に
高
め
る
こ

と
が
出
来
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分
離
帯
は

約
１
㎞
間
隔
で
、
取
り
外
し
が
簡
単
な
ア

ル
ミ
製
の
開
口
部
を
設
置
、
事
故
や
災
害

時
に
柔
軟
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
。

　
宮
崎
県
・
都
城
と
鹿
児
島
県
・
志
布

志
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
が
建
設
中

だ
。
こ
の
ル
ー
ト
は
我
が
国
有
数
の
畜

産
基
地
を
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
。
志

布
志
港
は
国
際
的
な
飼
肥
料

取
扱
い
港
で
、
米
国
、
中
国

か
ら
輸
入
さ
れ
た
飼
料
の

60
％
は
都
城
（
畜
産
産
出
量

全
国
一
）、
曽
於
（
同
96
位
）

志
布
志
（
同
６
位
）
の
各
産

地
に
運
ば
れ
、供
給
さ
れ
る
。

　
東
九
州
道
が
日
南
市
街
地

か
ら
さ
ら
に
南
下
、
延
伸
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
畜
産
地
で
は
、
都
城
志

布
志
道
路
（
約
40
㎞
）
の
早

期
完
成
を
望
む
声
が
大
き

い
。
そ
れ
は
途
中
、
国
道
10

号
と
交
差
、
都
城
Ｉ
Ｃ
で
宮

崎
道
と
結
び
、
九
州
道
、
東

九
州
道
の
両
ル
ー
ト
を
活

用
、
関
西
・
関
東
方
面
の
大

消
費
地
に
よ
り
早
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る

か
ら
だ
。
熊
本
地
震
発
生
で
九
州
道
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
時
、
東
九
州
道
が
活
用

さ
れ
た
よ
う
に
、
産
地
と
し
て
は
二
つ

の
大
き
な
選
択
肢
を
持
つ
こ
と
が
出
来

る
。

　
全
ル
ー
ト
距
離
は
約
44
㎞
で
志
布
志

か
ら
末
吉
Ｉ
Ｃ
・
県
境
ま
で
22
・
３
㎞

が
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
は
県
境
か
ら

五
十
町
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
８
・
５
㎞
、
同
Ｉ

Ｃ
か
ら
都
城
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
13
・
４
㎞
を

国
土
交
通
省
が
分
担
し
工
事
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
七
〇
分
を
要

し
て
い
た
所
要
時
間
が
四
〇
分
に
短
縮

さ
れ
る
。　

こ
れ
ま
で
宮
崎
県
南
、
鹿
児

島
・
大
隅
地
方
は
高
速
道
路
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
き
た
が
、
宮

崎
か
ら
延
伸
す
る
東
九
州
道
、

都
城
志
布
志
道
路
、
さ
ら
に
鹿

屋
か
ら
北
上
す
る
東
九
州
道
の

三
本
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、

将
来
、
こ
の
地
方
の
循
環
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
重
層
的
に
形
成
さ

れ
、
大
き
く
地
域
力
を
延
ば
す

こ
と
に
な
る
。

要望の強い都城志布志道路
重層ネットワークへ

10

10

鹿
児
島
湾

都
城
志
布
志
道
路

(

工
事
中)

九
州
道

東
九
州
道

東
九
州
道

志布志湾

日
向
灘霧島市

都城市

日南市

串間市

高原IC

都城IC

宮崎IC
清武JCT

末吉財部IC

鹿屋串良
IC

計画中
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伸びる西九州道路　佐世保～佐々IC間の真由川橋

第5節 西九州自動車道（北回り）

①佐世保・佐々～松浦ルート19.1㎞

地すべり層の下を６トンネルで通過
橋など構造物が半分以上

　
西
九
州
道
路
は
延
長
１
５
０
㎞
で
計
画
さ
れ
た
。
長
崎
道
・
武
雄
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
世
保

　
西
九
州
道
路
は
延
長
１
５
０
㎞
で
計
画
さ
れ
た
。
長
崎
道
・
武
雄
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
世
保

市
ま
で
の
南
コ
ー
ス
は
先
行
整
備
さ
れ
た
が
、
福
岡
〜
唐
津
〜
伊
万
里
、
さ
ら
に
長
崎
県

市
ま
で
の
南
コ
ー
ス
は
先
行
整
備
さ
れ
た
が
、
福
岡
〜
唐
津
〜
伊
万
里
、
さ
ら
に
長
崎
県

松
浦
市
、
佐
世
保
市
佐
々
を
結
ぶ
北
ル
ー
ト
の
延
伸
は
大
き
く
遅
れ
た
。
開
通
し
た
唐
津

松
浦
市
、
佐
世
保
市
佐
々
を
結
ぶ
北
ル
ー
ト
の
延
伸
は
大
き
く
遅
れ
た
。
開
通
し
た
唐
津

Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
唐
津
伊
万
里
道
路
（
延
長

Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
唐
津
伊
万
里
道
路
（
延
長
18
・
１
㎞
）
の
う
ち
唐

津
〜
北
波
多
Ｉ
Ｃ
（
８
㎞
）
は
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
延
伸
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
北
松

年
３
月
ま
で
に
延
伸
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
北
松

地
す
べ
り
地
帯
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
北
波
多
Ｉ
Ｃ
〜
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
の

地
す
べ
り
地
帯
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
北
波
多
Ｉ
Ｃ
〜
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
の
10
・
１

㎞
が
５
年
が
か
り
の
難
工
事
。
供
用
さ
れ
た
直
後
、の
り
面
の
大
規
模
崩
壊
を
起
こ
し
た
。

㎞
が
５
年
が
か
り
の
難
工
事
。
供
用
さ
れ
た
直
後
、の
り
面
の
大
規
模
崩
壊
を
起
こ
し
た
。

松浦～佐々間の起工式（平成28年11月）
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西
九
州
道
路
は
福
岡
市
を
起
点
に
唐
津

〜
伊
万
里
〜
松
浦
〜
佐
世
保
〜
武
雄
と

東
松
浦
半
島
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
約

１
５
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
。
武
雄
南

Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
佐
世
保
間
を
西
九
州
道
南
ル
ー

ト
と
す
る
と
北
ル
ー
ト
の
福
岡
・
唐
津
側

か
ら
佐
世
保
を
結
ぶ
整
備
が
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
。
現
在
は
、
開
通
し
た
伊
万
里
東

府
招
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
市
を
挟
ん
で
、
松

浦
市
、
さ
ら
に
、
佐
々
Ｉ
Ｃ
ま
で
順
次
建

設
が
進
ん
で
い
る
。

地
す
べ
り
対
策
を
総
動
員

　
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
か
ら
間
も
な
く
の

「
高
瀬
地
区
」
で
は
切
土
の
滑
り
を
防
ぐ

た
め
、
の
り
面
に
は
ア
ン
カ
ー
工
と
抑
止

杭
を
列
状
に
打
ち
込
み
を
同
時
施
工
し
て

補
強
し
た
他
、
跨
道
橋
の
架
橋
の
た
め
２

連
ボ
ッ
ク
ス
と
ア
ン
カ
ー
工
も
並
行
し
て

同
時
に
行
っ
た
（
５
件
の
工
事
で
21
カ

月
）。

　
大
規
模
な
切
土
工
事
と
な
っ
た
「
上
万

場
地
区
」
で
は
切
土
途
中
に
跨
道
橋
を
建

設
す
る
と
共
に
鉄
筋
挿
入
の
の
り
面
対
策

な
ど
10
件
の
工
事
に
43
カ
月
を
要
し
て
い

る
。

　
最
も
、
伊
万
里
寄
り
の
乙
房
地
区
で
も

跨
道
橋
と
の
り
面
対
策
な
ど
９
件
の
工
事

に
33
カ
月
必
要
だ
っ
た
。

　
次
に
続
く
、
松
浦
〜
佐
々
間
の
ル
ー
ト

は
北
松
地
す
べ
り
地
帯
で
、
し
か
も
旧
産

炭
地
で
採
炭
用
の
坑
道
が
掘
ら
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
地
質
上
ま
た
旧
産
炭
地

の
特
殊
な
条
件
が
重
な
っ
て
、
ル
ー
ト
決

定
の
為
の
地
質
調
査
、
工
法
な
ど
検
討
課

題
が
山
積
し
て
い
た
。

　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
祝
い
太
鼓
の
音
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
、
長
崎
名
物
、
蛇
踊
り
が
激
し
く
踊

り
ま
わ
っ
た
。
西
九
州
自
動
車
道
の
最
大

の
難
関
、
松
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
々
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
19
・
１
㎞
の
起
工
式
（
松
浦
佐
々
道
路
）

が
松
浦
市
武
道
館
で
開
か
れ
た
（
平
成
28

年
11
月
20
日
）。
事
業
化
決
定
か
ら
３
年
、

用
地
買
収
も
進
み
、
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
た

喜
び
が
会
場
に
あ
ふ
れ
た
。

　
開
通
し
た
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊

万
里
市
街
を
通
過
し
て
、
長
崎
県
と
佐
賀

県
境
・
山
代
久
原
Ｉ
Ｃ
〜
今
福（
５
・
５
㎞
）

を
越
え
て
、
松
浦
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
４
・
８
㎞

は
三
つ
の
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
約
３
㎞
）
を

通
過
す
る
（
平
成
30
年
度
開
通
）。

　
松
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
名
だ
た
る
「
北
松
地

す
べ
り
地
帯
」
に
入
る
。
多
発
し
て
き
た

地
す
べ
り
だ
け
で
ル
ー
ト
上
に
４
か
所
を

数
え
、
旧
産
炭
地
で
、
採
掘
用
の
古
い
坑

道
が
ど
の
よ
う
に
掘
ら
れ
て
い
る
か
必
ず

し
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
工
事
を
進
め
な
が

ら
対
応
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
実
際
、

山
代
久
原
〜
今
福
Ｉ
Ｃ
間
で
は
旧
坑
道
が

発
見
さ
れ
た
。

地
滑
り
層
の
下
に
ト
ン
ネ
ル

　
松
浦
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
は
典
型
的
な
「
北

松
地
す
べ
り
地
帯
」（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九

州
第
５
巻
第
３
章
参
照
）。
す
べ
り
層
の

下
を
も
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
こ
と

で
、
地
す
べ
り
か
ら
道
路
の
安
全
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
決
断
さ
れ
た
。
ル
ー
ト
決

定
、
多
数
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
た
め
、
綿

密
な
地
形
、
複
雑
な
地
質
、
そ
れ
も
地
中

深
く
調
査
が
必
要
に
な
っ
た
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
空
中
物
理
探
査
が
行
わ
れ
、

現
地
踏
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
慎
重
に

進
め
ら
れ
た
。

　
松
浦
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
（
19
㎞
）
の
ト
ン

ネ
ル
は
松
浦
Ｉ
Ｃ
を
出
る
と
す
ぐ
松
浦

１
，
２
号
、
江
迎
１
，
２
号
、
佐
々
１
，

２
号
の
６
本
が
掘
削
さ
れ
る
予
定
で
、
ト

ン
ネ
ル
の
総
延
長
は
６
・
６
㎞
、
全
体
の

34
・
６
％
、
３
分
の
１
を
占
め
る
。
橋
梁

も
14
本
、
総
延
長
３
・
４
㎞
（
17
・
８
％
）。

こ
う
し
た
構
造
物
が
総
延
長
の
52
・
４
％

と
半
分
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
す
べ
り
層
を
避
け
て
、
ル
ー
ト
を
変

更
、
ト
ン
ネ
ル
で
通
す
工
事
は
、
東
九
州

道
・
芳
ノ
元
ト
ン
ネ
ル
（
宮
崎
県
）
な
ど

で
行
わ
れ
た
が
、
６
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
連

建設中の西九州道　松浦付近

地すべりの地質を調べるヘリ

地すべり地帯の東松浦地方　㊤は平戸島
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続
的
に
掘
削
さ
れ
る
工
事
は
ま
れ
だ
。

　
西
九
州
道
北
ル
ー
ト
は
、
複
雑
な
地
層

と
地
形
の
中
を
、
半
島
を
横
断
す
る
短
絡

ル
ー
ト
の
為
、構
造
物
が
多
く
な
っ
た
が
、

土
砂
崩
れ
、
地
す
べ
り
が
多
発
す
る
地
域

だ
け
に
、
災
害
発
生
、
緊
急
時
に
は
避
難

路
、
緊
急
輸
送
路
、
何
よ
り
高
度
医
療
施

設
へ
の
搬
送
等
「
命
の
道
」
と
し
て
信
頼

性
の
高
い
道
路
が
求
め
ら
れ
た
。

地
域
活
性
化
の
カ
ギ

　
北
松
浦
地
方
は
、
旧
産
炭
地
で
あ
り
、

離
島
・
半
島
と
い
う
地
域
条
件
か
ら
激
し

い
人
口
流
失
が
進
み
、
西
九
州
道
は
地
域

振
興
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
て
き
た
。
海

岸
沿
い
を
走
る
国
道
２
０
４
号
は
松
浦
鉄

道
と
並
行
し
て
、
平
戸
口
ま
で
行
き
、
Ｖ

字
型
に
折
り
返
し
て
佐
々
に
向
か
う
。
西

九
州
道
路
（
松
浦
佐
々
道
路
）
は
そ
の
三

角
形
の
底
辺
を
切
る
よ
う
に
松
浦
〜
佐
々

間
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
道
路
だ
。

　
松
浦
市
と
佐
世
保
両
市
は
、
こ
の
道
路

の
完
成
に
よ
っ
て
従
来（
国
道
２
０
４
号
）

よ
り
43
分
短
縮
さ
れ
約
22
分
で
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
。
福
岡
都
市
圏
・
唐
津
と
伊

万
里
、
松
浦
、
佐
世
保
各
市
が
結
ば
れ
、

都
市
間
交
流
が
高
ま
る
。

平
戸
と
福
岡
が
よ
り
近
く

　
観
光
地
・
平
戸
は
福
岡
都
市
圏
か
ら
の

誘
客
の
為
、
特
別
に
直
行
バ
ス
を
出
す
な

ど
努
力
を
重
ね
て
き
た
。そ
の
平
戸
へ
は
、

松
浦
Ｉ
Ｃ
の
次
の
平
戸
江
迎
御
厨
Ｉ
Ｃ
か

ら
「
や
ま
び
こ
道
路
」（
約
10
㎞
）
で
繋

が
り
、
福
岡
か
ら
の
時
間
距
離
は
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る
。

　
平
戸
は
長
崎
港
に
先
立
っ
て
、
南
蛮
貿

易
で
栄
え
た
。
平
戸
城
、オ
ラ
ン
ダ
商
館
、

ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
や
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
春
日
集
落
（
世
界
遺
産
）、
新
鮮
な
魚

料
理
が
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。

　
松
浦
市
は
松
浦
党
の
根
拠
地
で
あ
り
、

「
神
風
」
と
呼
ば
れ
る
台
風
で
、
元
寇
の

軍
船
が
多
数
沈
没
し
た
鷹
島
海
域
（
鷹
島

神
崎
遺
跡
）
か
ら
は
沈
没
船
が
海
底
か
ら

発
掘
さ
れ
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、旬
（
と
き
）
ア
ジ
、サ
バ
で
も
有
名
だ
。

　
古
く
か
ら
の
陶
磁
器
で
知
ら
れ
る
伊
万

里
〜
松
浦
〜
平
戸
は
西
九
州
道
路
が
全
面

開
通
す
れ
ば
、
福
岡
、
佐
世
保
両
都
市
圏

と
の
時
間
距
離
は
一
気
に
短
縮
さ
れ
る
。

地すべりでゆがんだ排水路（金の坂隧道＝鷲尾岳）

　
高
速
道
路
の
「
新
直
轄
方
式
」
に
よ

る
建
設
は
、
日
本
道
路
公
団
の
民
営
化

に
伴
っ
て
、
導
入
さ
れ
た
。
新
た
に
高

速
道
路
を
建
設
す
る
場
合
、
利
用
者
が

多
い
区
間
に
つ
い
て
は
新
会
社
が
建
設

す
る
が
、
採
算
が
見
込
め
な
い
け
れ
ど

も
、
緊
急
性
、
必
要
性
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
区
間
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
号

や
10
号
な
ど
一
般
国
道
の
整
備
と
同
じ

よ
う
に
、国
と
地
方
自
治
体
の
負
担（
国

75
％
、
地
方
25
％
負
担
）
で
整
備
、
維

持
管
理
は
国
（
国
土
交
通
省
）

で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
地

域
格
差
を
な
く
し
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
人
が
高
度
医
療

な
ど
「
公
共
の
福
祉
」
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
高
速
道
路

建
設
す
る
新
方
式
と
言
え
る
。

一
般
国
道
の
場
合
、
整
備
・

改
築
は
国
が
３
分
の
２
負
担

し
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
は
道
路
公
団
が

全
て
の
高
速
道
路
を
建
設
、

そ
の
通
行
料
金
を
プ
ー
ル
し

て
管
理
運
営
し
て
き
た
。
し
か
し
、
新

直
轄
方
式
に
よ
っ
て
、
国
と
地
方
自
治

体
は
「
税
金
」
を
使
っ
て
建
設
す
る
た

め
、
そ
の
区
間
は
無
料
と
な
っ
た
。
東

九
州
道
の
佐
伯
Ｉ
Ｃ
〜
延
岡
Ｉ
Ｃ
間
は

新
直
轄
方
式
で
建
設
さ
れ
た
た
め
無
料

通
行
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
佐
伯
ま
で

は
有
料
で
、
佐
伯
Ｉ
Ｃ
か
ら
無
料
、
延

岡
Ｉ
Ｃ
か
ら
再
び
有
料
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
直
轄
方
式
で
整
備
中

の
高
速
道
路
は
、
西
九
州
道
北
回
り
、

東
九
州
道
の
宮
崎
Ｉ
Ｃ
以
南
、
南
九
州

道
西
回
り
（
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
〜
芦
北
Ｉ

Ｃ
）、九
州
横
断
道
の
九
州
中
央
道
（
熊

本
・
嘉
島
〜
延
岡
）
と
同
横
断
道
（
熊

本
〜
竹
田
〜
大
分
）
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
建
設
中
だ
。
完
成
す
れ
ば
、
無

料
で
供
用
さ
れ
る
。

　
米
国
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
速
道
路
は

基
本
的
に
は
「
無
料
」
で
あ
り
、
有

料
道
路
（
タ
ー
ン
パ
イ
ク
）
は
、
最

近
増
え
て
き
た
も
の
の
、
都
市

周
辺
な
ど
一
部
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
日
本
の
高
速
道
路
が
原

則
、
有
料
な
の
は
、
欧
米
に
比

べ
、
高
速
道
路
の
建
設
が
遅
れ
、

か
つ
急
速
な
車
社
会
へ
の
対
応
、

「
均
衡
あ
る
国
土
」
の
建
設
な
ど

の
政
策
目
標
か
ら
、
早
急
な
整

備
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め

財
政
投
融
資
な
ど
か
ら
「
借
金
」

し
て
、
建
設
が
進
め
ら
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

新直轄方式で
高速道路づくり

西九州道―難工事の地すべり地帯を行く
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続
的
に
掘
削
さ
れ
る
工
事
は
ま
れ
だ
。

　
西
九
州
道
北
ル
ー
ト
は
、
複
雑
な
地
層

と
地
形
の
中
を
、
半
島
を
横
断
す
る
短
絡

ル
ー
ト
の
為
、構
造
物
が
多
く
な
っ
た
が
、

土
砂
崩
れ
、
地
す
べ
り
が
多
発
す
る
地
域

だ
け
に
、
災
害
発
生
、
緊
急
時
に
は
避
難

路
、
緊
急
輸
送
路
、
何
よ
り
高
度
医
療
施

設
へ
の
搬
送
等
「
命
の
道
」
と
し
て
信
頼

性
の
高
い
道
路
が
求
め
ら
れ
た
。

地
域
活
性
化
の
カ
ギ

　
北
松
浦
地
方
は
、
旧
産
炭
地
で
あ
り
、

離
島
・
半
島
と
い
う
地
域
条
件
か
ら
激
し

い
人
口
流
失
が
進
み
、
西
九
州
道
は
地
域

振
興
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
て
き
た
。
海

岸
沿
い
を
走
る
国
道
２
０
４
号
は
松
浦
鉄

道
と
並
行
し
て
、
平
戸
口
ま
で
行
き
、
Ｖ

字
型
に
折
り
返
し
て
佐
々
に
向
か
う
。
西

九
州
道
路
（
松
浦
佐
々
道
路
）
は
そ
の
三

角
形
の
底
辺
を
切
る
よ
う
に
松
浦
〜
佐
々

間
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
道
路
だ
。

　
松
浦
市
と
佐
世
保
両
市
は
、
こ
の
道
路

の
完
成
に
よ
っ
て
従
来（
国
道
２
０
４
号
）

よ
り
43
分
短
縮
さ
れ
約
22
分
で
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
。
福
岡
都
市
圏
・
唐
津
と
伊

万
里
、
松
浦
、
佐
世
保
各
市
が
結
ば
れ
、

都
市
間
交
流
が
高
ま
る
。

平
戸
と
福
岡
が
よ
り
近
く

　
観
光
地
・
平
戸
は
福
岡
都
市
圏
か
ら
の

誘
客
の
為
、
特
別
に
直
行
バ
ス
を
出
す
な

ど
努
力
を
重
ね
て
き
た
。そ
の
平
戸
へ
は
、

松
浦
Ｉ
Ｃ
の
次
の
平
戸
江
迎
御
厨
Ｉ
Ｃ
か

ら
「
や
ま
び
こ
道
路
」（
約
10
㎞
）
で
繋

が
り
、
福
岡
か
ら
の
時
間
距
離
は
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る
。

　
平
戸
は
長
崎
港
に
先
立
っ
て
、
南
蛮
貿

易
で
栄
え
た
。
平
戸
城
、オ
ラ
ン
ダ
商
館
、

ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
や
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
春
日
集
落
（
世
界
遺
産
）、
新
鮮
な
魚

料
理
が
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。

　
松
浦
市
は
松
浦
党
の
根
拠
地
で
あ
り
、

「
神
風
」
と
呼
ば
れ
る
台
風
で
、
元
寇
の

軍
船
が
多
数
沈
没
し
た
鷹
島
海
域
（
鷹
島

神
崎
遺
跡
）
か
ら
は
沈
没
船
が
海
底
か
ら

発
掘
さ
れ
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、旬
（
と
き
）
ア
ジ
、サ
バ
で
も
有
名
だ
。

　
古
く
か
ら
の
陶
磁
器
で
知
ら
れ
る
伊
万

里
〜
松
浦
〜
平
戸
は
西
九
州
道
路
が
全
面

開
通
す
れ
ば
、
福
岡
、
佐
世
保
両
都
市
圏

と
の
時
間
距
離
は
一
気
に
短
縮
さ
れ
る
。

地すべりでゆがんだ排水路（金の坂隧道＝鷲尾岳）

　
高
速
道
路
の
「
新
直
轄
方
式
」
に
よ

る
建
設
は
、
日
本
道
路
公
団
の
民
営
化

に
伴
っ
て
、
導
入
さ
れ
た
。
新
た
に
高

速
道
路
を
建
設
す
る
場
合
、
利
用
者
が

多
い
区
間
に
つ
い
て
は
新
会
社
が
建
設

す
る
が
、
採
算
が
見
込
め
な
い
け
れ
ど

も
、
緊
急
性
、
必
要
性
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
区
間
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
号

や
10
号
な
ど
一
般
国
道
の
整
備
と
同
じ

よ
う
に
、国
と
地
方
自
治
体
の
負
担（
国

75
％
、
地
方
25
％
負
担
）
で
整
備
、
維

持
管
理
は
国
（
国
土
交
通
省
）

で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
地

域
格
差
を
な
く
し
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
人
が
高
度
医
療

な
ど
「
公
共
の
福
祉
」
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
高
速
道
路

建
設
す
る
新
方
式
と
言
え
る
。

一
般
国
道
の
場
合
、
整
備
・

改
築
は
国
が
３
分
の
２
負
担

し
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
は
道
路
公
団
が

全
て
の
高
速
道
路
を
建
設
、

そ
の
通
行
料
金
を
プ
ー
ル
し

て
管
理
運
営
し
て
き
た
。
し
か
し
、
新

直
轄
方
式
に
よ
っ
て
、
国
と
地
方
自
治

体
は
「
税
金
」
を
使
っ
て
建
設
す
る
た

め
、
そ
の
区
間
は
無
料
と
な
っ
た
。
東

九
州
道
の
佐
伯
Ｉ
Ｃ
〜
延
岡
Ｉ
Ｃ
間
は

新
直
轄
方
式
で
建
設
さ
れ
た
た
め
無
料

通
行
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
佐
伯
ま
で

は
有
料
で
、
佐
伯
Ｉ
Ｃ
か
ら
無
料
、
延

岡
Ｉ
Ｃ
か
ら
再
び
有
料
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
直
轄
方
式
で
整
備
中

の
高
速
道
路
は
、
西
九
州
道
北
回
り
、

東
九
州
道
の
宮
崎
Ｉ
Ｃ
以
南
、
南
九
州

道
西
回
り
（
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
〜
芦
北
Ｉ

Ｃ
）、九
州
横
断
道
の
九
州
中
央
道
（
熊

本
・
嘉
島
〜
延
岡
）
と
同
横
断
道
（
熊

本
〜
竹
田
〜
大
分
）
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
建
設
中
だ
。
完
成
す
れ
ば
、
無

料
で
供
用
さ
れ
る
。

　
米
国
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
速
道
路
は

基
本
的
に
は
「
無
料
」
で
あ
り
、
有

料
道
路
（
タ
ー
ン
パ
イ
ク
）
は
、
最

近
増
え
て
き
た
も
の
の
、
都
市

周
辺
な
ど
一
部
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
日
本
の
高
速
道
路
が
原

則
、
有
料
な
の
は
、
欧
米
に
比

べ
、
高
速
道
路
の
建
設
が
遅
れ
、

か
つ
急
速
な
車
社
会
へ
の
対
応
、

「
均
衡
あ
る
国
土
」
の
建
設
な
ど

の
政
策
目
標
か
ら
、
早
急
な
整

備
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め

財
政
投
融
資
な
ど
か
ら
「
借
金
」

し
て
、
建
設
が
進
め
ら
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

新直轄方式で
高速道路づくり

西九州道―難工事の地すべり地帯を行く
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第
５
節
②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
５
節
②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

長
崎
大
学
大
学
院
教
授

（
工
学
研
究
科
・
専
攻
＝
防
災
工
学
、
ト
ン
ネ
ル
工
学
ほ
か
）

（
工
学
研
究
科
・
専
攻
＝
防
災
工
学
、
ト
ン
ネ
ル
工
学
ほ
か
）

　
　
　
蒋
宇
静
（
じ
ゃ
ん
　
い
じ
ん
）

　
　
　
蒋
宇
静
（
じ
ゃ
ん
　
い
じ
ん
）

―
―
西
九
州
道
の
松
浦
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
は

「
北
松
地
す
べ
り
地
帯
」
の
中
を
走
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
通
行
の
安
全
上
、
ま
た

工
事
保
安
上
も
、
ル
ー
ト
決
定
に
当
た
っ

て
十
分
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

蒋
　
教
授
　
こ
れ
ま
で
空
中
物
理
探
査
を

は
じ
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
現
地
探
査

な
ど
詳
細
な
調
査
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ト
決
定
、
施
工
に
お
い
て
も
、
地
す

べ
り
等
の
災
害
に
加
え
、
断
層
の
有
無
、

文
化
財
、環
境
面
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

可
能
な
限
り
の
調
査
は
行
わ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、
ル
ー
ト
の
幅
を
あ
る
程
度
、

大
き
く
も
た
せ
、
施
工
中
の
異
常
発
生
に

対
応
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
現
在
は
地
す
べ
り
の
動
き
は
な
く

と
も
、い
つ
動
き
出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

過
去
、
地
す
べ
り
を
起
こ
し
た
所
で
も
、

２
次
、
３
次
と
地
す
べ
り
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

蒋
　
教
授
　
地
す
べ
り
面
と
推
定
さ
れ
る

地
層
の
さ
ら
に
地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
通

し
、
地
表
が
滑
っ
て
も
、
ト
ン
ネ
ル
に
影

響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
位
置
取
り
し
ま

す
。
滑
り
面
か
ら
ト
ン
ネ
ル
直
径
の
２
倍

程
度
の
距
離
（
２
Ｄ
）
引
き
離
し
ま
す
。

実
際
、
ど
の
程
度
、
引
き
離
す
か
判
断
は

難
し
い
。
そ
れ
で
も
別
の
長
崎
県
道
の
ト

ン
ネ
ル
で
滑
り
面
ギ
リ
ギ
リ
で
掘
削
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
出
来
る
だ
け
地
す
べ
り
警
戒
区
域
を

避
け
て
、ル
ー
ト
決
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
―
鷲
尾
山
な
ど
山
容
が
大
き
く
変
化
す

る
ほ
ど
の
地
す
べ
り
が
発
生
、
そ
の
防
止

対
策
と
し
て
排
水
ト
ン
ネ
ル
、
水
抜
き
パ

イ
プ
な
ど
大
変
な
対
策
工
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

蒋
　
教
授
　
そ
れ
で
も
、
地
す
べ
り
は
完

全
に
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
十
分
な
対
策

工
を
行
い
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
そ
う
し

た
現
場
か
ら
離
し
て
ル
ー
ト
取
り
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

―
―
も
う
一
つ
の
難
問
は
、
旧
坑
道
の
存

在
で
す
。
古
い
炭
鉱
は
タ
ヌ
キ
掘
り
な
ど

も
考
え
ら
れ
、
そ
の
坑
道
が
ど
の
よ
う
に

掘
ら
れ
て
い
る
か
、
位
置
に
つ
い
て
の

は
っ
き
り
し
た
資
料
が
な
い
。

蒋
　
教
授
　
地
す
べ
り
と
共
に
、
旧
坑
道

の
存
在
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
資
料
が
少

な
い
の
で
、
施
工
と
並
行
し
て
地
下
調
査

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
道

路
面
下
に
施
工
調
査
で
旧
坑
道
が
発
見
さ

れ
た
場
合
、
落
盤
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
空
洞
は
出
来
る
だ
け
埋
め
て
し
ま
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事

は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
慎
重
な
施
工
調
査

と
工
事
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

（
蒋
教
授
に
同
伴
し
て
西
九
州
道
の
予
定

ル
ー
ト
と
工
事
現
場
へ
）

―
―
佐
賀
県
・
山
代
久
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
松
浦

Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
し
ま
し
た
が
、
工
事
は
い

略歴
1962年11月、中国江蘇省生まれ。1989年九州大学に
留学(訪問研究員)、1993年同大工学研究科専攻　後
期博士課程修了、講師、助教授。2008年長崎大工学
研究科教授、現在、工学部社会環境デザイン工学
コース長。国土交通省・防災TEC-DOCTOR、松浦
佐々道路環境評価委員会委員他。

「
地
す
べ
り
層
か
ら
引
き
離
し
、　
　
　
　
　

「
地
す
べ
り
層
か
ら
引
き
離
し
、　
　
　
　
　

　
　
　
旧
坑
道
の
所
在
に
も
注
意
を
」

　
　
　
旧
坑
道
の
所
在
に
も
注
意
を
」

　
西
九
州
道
の
松
浦
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
（
1919
・
１
㎞
）
は
有
名
な
北
松
地
す
べ
り
地
帯
。
こ

・
１
㎞
）
は
有
名
な
北
松
地
す
べ
り
地
帯
。
こ

こ
を
通
す
た
め
、
６
本
の
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
い
で
、
安
全
性
を
確
保
す
る
。
こ
の
区
間
の

こ
を
通
す
た
め
、
６
本
の
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
い
で
、
安
全
性
を
確
保
す
る
。
こ
の
区
間
の

ル
ー
ト
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
長
崎
大
学
の
蒋
教
授
に
聞
い
た
。

ル
ー
ト
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
長
崎
大
学
の
蒋
教
授
に
聞
い
た
。
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よ
い
よ
北
松
地
す
べ
り
地
帯
を
貫
く
松
浦

Ｉ
Ｃ
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
19
・
１
㎞
に
入
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
松
浦
Ｉ
Ｃ
〜
平
戸
江
迎
御

厨
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
７
・
５
㎞
は
長
大
な

２
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

蒋
　
教
授
　
１
号
ト
ン
ネ
ル
（
１
２
１
７

ｍ
）
と
谷
間
を
挟
ん
で
２
号
ト
ン
ネ
ル

（
１
２
８
７
ｍ
）
が
続
き
ま
す
。
傾
斜
の

あ
る
山
の
斜
面
で
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
行
う

場
合
、
坑
口
付
近
の
土
か
ぶ
り
の
薄
さ
か

ら
崩
れ
や
す
く
、
慎
重
な
施
工
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
切
土
し
て
抜
け
る
こ

と
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
高
い
の
り

面
を
造
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
か
ら
、
よ
り

安
全
な
ト
ン
ネ
ル
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
安
全
優
先
の
ル
ー
ト
設
定
だ
と
思

い
ま
す
。

―
―
急
傾
斜
の
山
に
続
い
て
、
当
然
、
谷

間
が
続
き
ま
す
。

蒋
　
教
授
　
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
３
本
の

橋
梁
で
谷
を
渡
り
ま
す
。こ
の
付
近
に
は
、

会
社
の
ア
パ
ー
ト
群
が
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル

に
せ
よ
、
橋
に
せ
よ
、
施
工
に
当
た
っ
て

は
、
工
事
騒
音
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
が
必

要
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
っ
て
湧
水
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
き
れ
い
な
水
を
た
だ

川
へ
排
水
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
め
池
に

入
れ
て
農
業
用
水
に
使
っ
た
り
、
生
活
用

水
に
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
こ
れ
も
地
域
貢
献
で
す
。
長
崎

道
終
点
の
長
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら
市
内
に
降
り
る

オ
ラ
ン
ダ
坂
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
湧
水
は

様
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
平
戸
江
迎
御
厨
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
は
、

松
浦
市
と
佐
世
保
市
の
市
境
付
近
に
当
た

り
、
福
岡
方
面
か
ら
の
観
光
地
・
平
戸
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
繋
が
り
ま
す
ね
。
次

の
江
迎
鹿
町
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
の
４
・

３
㎞
も
、
山
あ
り
、
谷
あ
り
の
複
雑
な
地

形
と
な
り
ま
す
。

蒋
　
教
授
　
こ
の
間
は
３
本
の
ト
ン
ネ
ル

と
や
は
り
３
本
の
橋

梁
で
繋
が
れ
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は

江
迎
１
号
ト
ン
ネ
ル

が
３
１
２
ｍ
、
２
号

５
０
１
ｍ
、
３
号
は

89
ｍ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
橋
は
い
ず
れ
も
、

40
ｍ
前
後
の
橋
脚
を

持
つ
高
架
橋
で
す
か

ら
ビ
ル
で
言
え
ば
12

〜
13
階
建
て
の
ビ
ル

と
同
じ
高
さ
と
な
り
ま
す
。
一
部
、
住
宅

地
の
上
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
高
架
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
慎
重
さ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

―
―
こ
こ
で
は
西
九
州
道
は
国
の
名
勝
・

高
岩
（
高
さ
約
30
ｍ
）
の
西
側
を
通
過
し

ま
す
。
国
道
２
０
４
号
、江
迎
川
と
交
差
、

さ
ら
に
松
浦
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
も
あ
り
、

景
観
維
持
も
大
切
で
、
難
し
い
工
事
と
な

り
そ
う
で
す
ね
。

蒋
　
教
授
　
高
架
で
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
の
上

を
通
過
し
ま
す
し
、奇
岩
は
壊
れ
や
す
く
、

景
観
を
傷
つ
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー

ト
を
奇
岩
群
の
西
側
を
通
し
て
い
る
の

も
、
短
い
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
の
も
景
観
へ

の
配
慮
で
し
ょ
う
。
奇
岩
の
眺
望
は
江
迎

川
が
流
れ
る
東
側（
松
浦
鉄
道
高
岩
駅
側
）

か
ら
で
す
か
ら
高
岩
の
西
側
を
通
る
西
九

州
道
は
見
え
ず
、
景
観
を
損
な
う
こ
と
な

く
通
過
で
き
そ
う
で
す
。

―
―
最
後
の
江
迎
鹿
町
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
か

ら
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
７
・
３
ｍ
に
は
「
地
す
べ

り
危
険
個
所
」
が
あ
り
ま
す
。
計
画
さ
れ

て
い
る
路
線
は
そ
の
中
を
通
過
し
ま
す
。

国
道
２
０
４
号
も
松
浦
鉄
道
も
こ
の
地
す

べ
り
地
帯
を
避
け
て
倍
以
上
の
距
離
を

使
っ
て
大
き
く
迂
回
し
て
い
ま
す
。
西
九

州
道
は
敢
え
て
、
地
す
べ
り
地
帯
を
最
短

の
直
線
を
取
り
、
現
在
の
県
道
２
２
７
号

と
ほ
ぼ
同
じ
計
画
路
線
で
す
。
施
工
に
あ

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す

か
。

蒋
　
教
授
　
こ
の
Ｉ
Ｃ
間
は
２
本
の
ト
ン

ネ
ル
（
１
号
長
さ
１
５
１
５
ｍ
、
２
号

１
６
９
５
ｍ
）
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

両
ト
ン
ネ
ル
の
間
に
２
カ
所
の
地
す
べ
り

危
険
個
所
（
大
茂
地
区
）
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
計
画
路
線
の
東
側
山

地
か
ら
の
滑
り
の
可
能
性
が
あ
る
個
所
で

す
。
特
に
中
央
の
想
定
さ
れ
る
地
す
べ
り

ブ
ロ
ッ
ク
は
大
き
く
、
計
画
路
線
も
そ
の

ブ
ロ
ッ
ク
の
範
囲
（
３
０
０
ｍ
弱
）
に
入

り
ま
す
。

　
対
策
を
た
て
る
場
合
、
何
よ
り
地
す
べ

り
の
動
き
を
正
確
に
観
測
す
る
必
要
が
あ

り
、
計
画
路
線
沿
い
と
斜
面
に
合
計
13
カ

所
（
孔
内
水
位
計
と
同
水
位
計
・
傾
斜
観

測
計
器
）の
観
測
地
点
を
設
け
て
い
ま
す
。

地
滑
り
に
大
き
く
か
か
わ
る
水
位
と
斜
面

の
動
き
を
捉
え
る
た
め
で
す
。
約
30
ｍ
の

深
さ
ま
で
パ
イ
プ
を
入
れ
、
自
動
観
測
中

地すべり状況の観測機器の前で
説明する蒋教授（右）

名勝・高岩。西九州道はこの奇岩景観を損なわないよう
西側を通過する
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よ
い
よ
北
松
地
す
べ
り
地
帯
を
貫
く
松
浦

Ｉ
Ｃ
〜
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
19
・
１
㎞
に
入
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
松
浦
Ｉ
Ｃ
〜
平
戸
江
迎
御

厨
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
７
・
５
㎞
は
長
大
な

２
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

蒋
　
教
授
　
１
号
ト
ン
ネ
ル
（
１
２
１
７

ｍ
）
と
谷
間
を
挟
ん
で
２
号
ト
ン
ネ
ル

（
１
２
８
７
ｍ
）
が
続
き
ま
す
。
傾
斜
の

あ
る
山
の
斜
面
で
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
行
う

場
合
、
坑
口
付
近
の
土
か
ぶ
り
の
薄
さ
か

ら
崩
れ
や
す
く
、
慎
重
な
施
工
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
切
土
し
て
抜
け
る
こ

と
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
高
い
の
り

面
を
造
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
か
ら
、
よ
り

安
全
な
ト
ン
ネ
ル
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
安
全
優
先
の
ル
ー
ト
設
定
だ
と
思

い
ま
す
。

―
―
急
傾
斜
の
山
に
続
い
て
、
当
然
、
谷

間
が
続
き
ま
す
。

蒋
　
教
授
　
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
３
本
の

橋
梁
で
谷
を
渡
り
ま
す
。こ
の
付
近
に
は
、

会
社
の
ア
パ
ー
ト
群
が
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル

に
せ
よ
、
橋
に
せ
よ
、
施
工
に
当
た
っ
て

は
、
工
事
騒
音
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
が
必

要
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
っ
て
湧
水
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
き
れ
い
な
水
を
た
だ

川
へ
排
水
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
め
池
に

入
れ
て
農
業
用
水
に
使
っ
た
り
、
生
活
用

水
に
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
こ
れ
も
地
域
貢
献
で
す
。
長
崎

道
終
点
の
長
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら
市
内
に
降
り
る

オ
ラ
ン
ダ
坂
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
湧
水
は

様
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
平
戸
江
迎
御
厨
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
は
、

松
浦
市
と
佐
世
保
市
の
市
境
付
近
に
当
た

り
、
福
岡
方
面
か
ら
の
観
光
地
・
平
戸
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
繋
が
り
ま
す
ね
。
次

の
江
迎
鹿
町
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
の
４
・

３
㎞
も
、
山
あ
り
、
谷
あ
り
の
複
雑
な
地

形
と
な
り
ま
す
。

蒋
　
教
授
　
こ
の
間
は
３
本
の
ト
ン
ネ
ル

と
や
は
り
３
本
の
橋

梁
で
繋
が
れ
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は

江
迎
１
号
ト
ン
ネ
ル

が
３
１
２
ｍ
、
２
号

５
０
１
ｍ
、
３
号
は

89
ｍ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
橋
は
い
ず
れ
も
、

40
ｍ
前
後
の
橋
脚
を

持
つ
高
架
橋
で
す
か

ら
ビ
ル
で
言
え
ば
12

〜
13
階
建
て
の
ビ
ル

と
同
じ
高
さ
と
な
り
ま
す
。
一
部
、
住
宅

地
の
上
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
高
架
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
慎
重
さ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

―
―
こ
こ
で
は
西
九
州
道
は
国
の
名
勝
・

高
岩
（
高
さ
約
30
ｍ
）
の
西
側
を
通
過
し

ま
す
。
国
道
２
０
４
号
、江
迎
川
と
交
差
、

さ
ら
に
松
浦
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
も
あ
り
、

景
観
維
持
も
大
切
で
、
難
し
い
工
事
と
な

り
そ
う
で
す
ね
。

蒋
　
教
授
　
高
架
で
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
の
上

を
通
過
し
ま
す
し
、奇
岩
は
壊
れ
や
す
く
、

景
観
を
傷
つ
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー

ト
を
奇
岩
群
の
西
側
を
通
し
て
い
る
の

も
、
短
い
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
の
も
景
観
へ

の
配
慮
で
し
ょ
う
。
奇
岩
の
眺
望
は
江
迎

川
が
流
れ
る
東
側（
松
浦
鉄
道
高
岩
駅
側
）

か
ら
で
す
か
ら
高
岩
の
西
側
を
通
る
西
九

州
道
は
見
え
ず
、
景
観
を
損
な
う
こ
と
な

く
通
過
で
き
そ
う
で
す
。

―
―
最
後
の
江
迎
鹿
町
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
か

ら
佐
々
Ｉ
Ｃ
間
７
・
３
ｍ
に
は
「
地
す
べ

り
危
険
個
所
」
が
あ
り
ま
す
。
計
画
さ
れ

て
い
る
路
線
は
そ
の
中
を
通
過
し
ま
す
。

国
道
２
０
４
号
も
松
浦
鉄
道
も
こ
の
地
す

べ
り
地
帯
を
避
け
て
倍
以
上
の
距
離
を

使
っ
て
大
き
く
迂
回
し
て
い
ま
す
。
西
九

州
道
は
敢
え
て
、
地
す
べ
り
地
帯
を
最
短

の
直
線
を
取
り
、
現
在
の
県
道
２
２
７
号

と
ほ
ぼ
同
じ
計
画
路
線
で
す
。
施
工
に
あ

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す

か
。

蒋
　
教
授
　
こ
の
Ｉ
Ｃ
間
は
２
本
の
ト
ン

ネ
ル
（
１
号
長
さ
１
５
１
５
ｍ
、
２
号

１
６
９
５
ｍ
）
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

両
ト
ン
ネ
ル
の
間
に
２
カ
所
の
地
す
べ
り

危
険
個
所
（
大
茂
地
区
）
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
計
画
路
線
の
東
側
山

地
か
ら
の
滑
り
の
可
能
性
が
あ
る
個
所
で

す
。
特
に
中
央
の
想
定
さ
れ
る
地
す
べ
り

ブ
ロ
ッ
ク
は
大
き
く
、
計
画
路
線
も
そ
の

ブ
ロ
ッ
ク
の
範
囲
（
３
０
０
ｍ
弱
）
に
入

り
ま
す
。

　
対
策
を
た
て
る
場
合
、
何
よ
り
地
す
べ

り
の
動
き
を
正
確
に
観
測
す
る
必
要
が
あ

り
、
計
画
路
線
沿
い
と
斜
面
に
合
計
13
カ

所
（
孔
内
水
位
計
と
同
水
位
計
・
傾
斜
観

測
計
器
）の
観
測
地
点
を
設
け
て
い
ま
す
。

地
滑
り
に
大
き
く
か
か
わ
る
水
位
と
斜
面

の
動
き
を
捉
え
る
た
め
で
す
。
約
30
ｍ
の

深
さ
ま
で
パ
イ
プ
を
入
れ
、
自
動
観
測
中

地すべり状況の観測機器の前で
説明する蒋教授（右）

名勝・高岩。西九州道はこの奇岩景観を損なわないよう
西側を通過する
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で
す
。

―
―
新
設
の
道
路
を
地
す
べ
り
か
ら
守
る

た
め
の
具
体
的
な
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

蒋
　
教
授
　
１
号
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て

２
号
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
谷
間
部
の
う
ち

３
０
０
ｍ
間
が
地
す
べ
り
危
険
個
所
に
当

た
り
ま
す
。
こ
こ
は
水
田
が
あ
る
低
地
で

す
が
、
道
路
は
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
出
た
排

土
を
盛
り
土
し
て
道
路
を
造
り
、
地
す
べ

り
の
「
押
さ
え
盛
土
」
と
し
て
地
す
べ
り

発
生
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
量
な

土
量
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
調

達
先
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
佐
々
ま
で
西
九
州
道
が
到
達
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
枢
都
市
の
佐
世
保
〜
松
浦

〜
唐
津
〜
福
岡
間
の
時
間
短
縮
が
は
か
ら

れ
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
ま
す
。
す
で
に

佐
々
地
域
は
佐
世
保
郊
外
と
し
て
人
口
増

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
離
島
・
半
島
の
地

理
的
厳
し
さ
と
旧
産
炭
地
と
な
っ
て
疲
弊

が
続
い
た
、
東
松
浦
半
島
地
区
は
西
九
州

道
に
よ
っ
て
活
性
化
の

道
が
拓
か
れ
ま
す
。

西九州道の現地説明を受ける蒋教授（中央）

　
九
州
道
の
南
関
〜
八
女
Ｉ
Ｃ
間
（
上

り
線
）
の
緩
や
か
な
下
り
カ
ー
ブ
。
走

行
中
の
車
の
タ
イ
ヤ
が
奇
妙
な
音
を
立

て
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
「
オ
ヤ
ッ
」
と

思
い
、
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
。

　
こ
こ
は
事
故
多
発
の
地
点
だ
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、
居
眠
り
運

転
な
ど
で
死
者
を
含
む
事
故
が
相
次
い

だ
。
看
板
や
垂
れ
幕
で
警
告
を
発
し
て

い
た
が
、
あ
ま
り
効
果
は
な

い
。
そ
こ
で
考
え
出
し
た
の

が
、
路
面
に
傷
を
入
れ
て
タ

イ
ヤ
と
の
摩
擦
係
数
を
増
大

さ
せ
、
音
を
た
て
ド
ラ
イ
バ
ー

に
注
意
を
喚
起
す
る
作
戦
に

な
っ
た
。
当
然
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
の
苦
情
も
出
た
が
、
事

故
防
止
に
は
や
む
を
得
な
い

措
置
だ
っ
た
。

　
高
速
走
行
の
高
速
道
路
で

の
採
用
は
九
州
で
も
こ
こ
だ

け
だ
。「
和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に

は
音
階
は
な
く
、
音
の
長
短

で
リ
ズ
ム
を
表
現
で
き
る
こ

と
で
試
験
施
工
を
行
い
、
走

行
車
両
の
速
度
、
車
軸
距
離
、

人
の
心
拍
を
考
慮
し
て
溝
の
幅
ピ
ッ

チ
、
深
さ
を
決
定
し
た
」(

建
設
に
あ

た
っ
た
当
時
の
道
路
公
団
、
藤
田
栄
三

さ
ん)
と
言
う
。

　
利
用
者
か
ら
「
目
覚
ま
し
に
な
る
」

な
ど
肯
定
的
な
意
見
や
「
車
の
故
障

か
、
道
路
の
痛
み
か
、
誤
解
さ
せ
る
」

と
批
判
的
な
声
も
。
実
際
に
事
故
は
半

減
す
る
効
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
役
割
を
果
た
し
た
と
判
断
し
た
の

か
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
は
現
在
は
廃
止
し
て

い
る
。

　「
音
の
出
る
舗
装
」
は
大
分
県
竹
田

市
の
道
路
で
「
荒
城
の
月
」
な
ど
郷
土

出
身
の
滝
廉
太
郎
の
曲
を
流
し
て
い
る

の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
一
つ
は
同
市
片
ヶ
瀬
（
国
道
５
０
２

号
）
で
「
荒
城
の
月
」。
も
う
一

カ
所
は
国
道
57
号
の
「
花
」。

　
メ
ロ
デ
ィ
ロ
ー
ド
は
路
面
に

溝
を
作
り
そ
の
音
で
構
成
す
る

（
グ
ル
ー
ビ
ン
グ
工
法
）。
全
国

で
28
カ
所
あ
り
、
こ
ち
ら
は
「
眠

け
防
止
と
緊
張
を
ゆ
る
め
る
」

と
人
気
だ
。

「音の出る舗装」の明暗

中
九
州
道
が
開
通
し
た
竹
田
市
に
は
「
荒

城
の
月
」
の
曲
を
か
な
で
る
道
路
が
あ

る
。

北松地すべり地帯の現場（鷲尾岳）
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　「
昭
和
62
年
の
４
全
総
で
計
画
決
定
さ

れ
て
、
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
実
に
30
年
か

か
り
ま
し
た
」。
平
成
30
年
３
月
31
日
、

西
九
州
道
・
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
で
開
か

れ
た
開
通
式
で
来
賓
の
一
人
が
感
慨
深
げ

に
挨
拶
し
た
。福
岡
市
か
ら
約
１
時
間
で
、

佐
賀
県
・
伊
万
里
市
に
走
れ
る
自
動
車
道

の
延
伸
は
同
市
に
と
っ
て
地
場
産
業
の
振

興
、
企
業
誘
致
、
観
光
な
ど
大
き
な
経
済

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
開
通
式
の
ゲ
ー
ト

で
は
く
す
だ
ま
が
割
ら
れ
、
紙
吹
雪
の
中

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

　「
伊
万
里
焼
の
輸
出
港
」
と
し
て
古
く

か
ら
知
ら
れ
る
伊
万
里
市
は
天
然
の
良

港
・
伊
万
里
湾
を
生
か
し
て
、
港
湾
整
備
、

工
場
団
地
の
造
成
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
道
路
は
国
道
２
０
２
号
が
中
心

で
、
道
路
整
備
が
遅
れ
、
西
九
州
道
の
延

伸
は
宿
願
だ
っ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
唐
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
西
九
州
道
は
伊
万
里
東

府
招
Ｉ
Ｃ
へ
向
か
う
。
国
道
２
０
２
号
に

ほ
ぼ
並
行
し
て
、
北
波
多
〜
南
波
多
を
経

て
伊
万
里
市
に
延
伸
す
る
。
唐
津
〜
伊

万
里
両
市
を
結
ぶ
国
道
２
０
２
号
と
同

２
０
４
号
は
南
北
の
２
ル
ー
ト
で
、
基
幹

ル
ー
ト
は
同
２
０
２
号
が
そ
の
主
役
を
果

た
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
２

ル
ー
ト
で
、
平
成
18
年
９
月
の
台
風
18
号

が
も
た
ら
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
合
計

で
１
３
０
時
間
、
55
日
に
及
ぶ
通
行
規
制

が
発
生
、
特
に
国
道
２
０
２
号
を
埋
没
さ

せ
る
土
砂
崩
壊
が
伊
万
里
東
Ｉ
Ｃ
付
近
で

発
生
す
る
な
ど
「
安
全
性
の
確
保
」
が
大

き
な
課
題
と
な
り
、
早
急
な
西
九
州
道
の

延
伸
が
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
〜
伊
万

里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
（
５
・
３
㎞
、
平
成
29
年

度
供
用
）
の
建
設
は
地
す
べ
り
の
可
能
性

を
持
つ
個
所
を
抱
え
て
の
工
事
だ
っ
た
。

北
波
多
で
ノ
リ
面
崩
壊

　
こ
の
区
間
に
先
立
つ
西
九
州
道
路
の

北
波
多
Ｉ
Ｃ
付
近
の
丘
陵
部
（
標
高
約

２
０
０
ｍ
）
を
切
土
し
た
の
り
面
で
想
定

以
上
の
地
す
べ
り
に
よ
る
崩
壊
に
遭
遇
、

約
２
３
０
ｍ
に
渡
る
大
規
模
な
対
策
工
事

が
必
要
だ
っ
た
。

　
北
波
多
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
地
す
べ
り
対
策

は
、
こ
の
ル
ー
ト
に
お
け
る
第
１
弾
で
あ

り
、
さ
ら
に
複
雑
な
地
す
べ
り
地
層
と
の

格
闘
は
、
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
を
出
て
間
も

な
い
１
・
４
㎞
地
点
「
高
瀬
地
区
」
で
続

第
５
節

③
西
九
州
道（
唐
津
〜
伊
万
里
間
）

　
北
松
地
す
べ
り
地
帯
突
入

　
北
松
地
す
べ
り
地
帯
突
入

　
複
雑
に
交
錯
す
る
ス
ベ
リ
面

　
複
雑
に
交
錯
す
る
ス
ベ
リ
面

　
苦
闘
の
30
年
、
よ
う
や
く
伊
万
里
到
着

年
、
よ
う
や
く
伊
万
里
到
着

コンピューターを使ったのり面造成

高瀬地区の切土工事

地すべり防止のため、鎧（よろい）のように、
斜面をおおう
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　「
昭
和
62
年
の
４
全
総
で
計
画
決
定
さ

れ
て
、
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
実
に
30
年
か

か
り
ま
し
た
」。
平
成
30
年
３
月
31
日
、

西
九
州
道
・
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
で
開
か

れ
た
開
通
式
で
来
賓
の
一
人
が
感
慨
深
げ

に
挨
拶
し
た
。福
岡
市
か
ら
約
１
時
間
で
、

佐
賀
県
・
伊
万
里
市
に
走
れ
る
自
動
車
道

の
延
伸
は
同
市
に
と
っ
て
地
場
産
業
の
振

興
、
企
業
誘
致
、
観
光
な
ど
大
き
な
経
済

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
開
通
式
の
ゲ
ー
ト

で
は
く
す
だ
ま
が
割
ら
れ
、
紙
吹
雪
の
中

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

　「
伊
万
里
焼
の
輸
出
港
」
と
し
て
古
く

か
ら
知
ら
れ
る
伊
万
里
市
は
天
然
の
良

港
・
伊
万
里
湾
を
生
か
し
て
、
港
湾
整
備
、

工
場
団
地
の
造
成
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
道
路
は
国
道
２
０
２
号
が
中
心

で
、
道
路
整
備
が
遅
れ
、
西
九
州
道
の
延

伸
は
宿
願
だ
っ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
唐
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
西
九
州
道
は
伊
万
里
東

府
招
Ｉ
Ｃ
へ
向
か
う
。
国
道
２
０
２
号
に

ほ
ぼ
並
行
し
て
、
北
波
多
〜
南
波
多
を
経

て
伊
万
里
市
に
延
伸
す
る
。
唐
津
〜
伊

万
里
両
市
を
結
ぶ
国
道
２
０
２
号
と
同

２
０
４
号
は
南
北
の
２
ル
ー
ト
で
、
基
幹

ル
ー
ト
は
同
２
０
２
号
が
そ
の
主
役
を
果

た
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
２

ル
ー
ト
で
、
平
成
18
年
９
月
の
台
風
18
号

が
も
た
ら
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
合
計

で
１
３
０
時
間
、
55
日
に
及
ぶ
通
行
規
制

が
発
生
、
特
に
国
道
２
０
２
号
を
埋
没
さ

せ
る
土
砂
崩
壊
が
伊
万
里
東
Ｉ
Ｃ
付
近
で

発
生
す
る
な
ど
「
安
全
性
の
確
保
」
が
大

き
な
課
題
と
な
り
、
早
急
な
西
九
州
道
の

延
伸
が
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
〜
伊
万

里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
（
５
・
３
㎞
、
平
成
29
年

度
供
用
）
の
建
設
は
地
す
べ
り
の
可
能
性

を
持
つ
個
所
を
抱
え
て
の
工
事
だ
っ
た
。

北
波
多
で
ノ
リ
面
崩
壊

　
こ
の
区
間
に
先
立
つ
西
九
州
道
路
の

北
波
多
Ｉ
Ｃ
付
近
の
丘
陵
部
（
標
高
約

２
０
０
ｍ
）
を
切
土
し
た
の
り
面
で
想
定

以
上
の
地
す
べ
り
に
よ
る
崩
壊
に
遭
遇
、

約
２
３
０
ｍ
に
渡
る
大
規
模
な
対
策
工
事

が
必
要
だ
っ
た
。

　
北
波
多
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
地
す
べ
り
対
策

は
、
こ
の
ル
ー
ト
に
お
け
る
第
１
弾
で
あ

り
、
さ
ら
に
複
雑
な
地
す
べ
り
地
層
と
の

格
闘
は
、
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
を
出
て
間
も

な
い
１
・
４
㎞
地
点
「
高
瀬
地
区
」
で
続

第
５
節

③
西
九
州
道（
唐
津
〜
伊
万
里
間
）

　
北
松
地
す
べ
り
地
帯
突
入

　
北
松
地
す
べ
り
地
帯
突
入

　
複
雑
に
交
錯
す
る
ス
ベ
リ
面

　
複
雑
に
交
錯
す
る
ス
ベ
リ
面

　
苦
闘
の
30
年
、
よ
う
や
く
伊
万
里
到
着

年
、
よ
う
や
く
伊
万
里
到
着

コンピューターを使ったのり面造成

高瀬地区の切土工事

地すべり防止のため、鎧（よろい）のように、
斜面をおおう
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い
た
。
こ
こ
は
谷
間
を
挟
ん
で
、
前
後
を

切
土
し
て
、
そ
の
土
砂
を
谷
間
に
盛
り
土

（
５
段
）
す
る
約
３
０
０
ｍ
区
間
。

　
国
道
２
０
２
号
沿
い
の
道
の
駅
「
伊
万

里
」
か
ら
、
車
で
数
分
、
山
斜
面
沿
い
の

現
場
に
向
か
っ
た
。
地
下
通
路
（
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
）
を
通
っ
て
、
西
九
州
道

を
く
ぐ
る
と
、
目
の
前
に
地
す
べ
り
止
め

の
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
枠
が
現
れ
た
、
こ
の
地
下
通
路
を
埋
設

す
る
た
め
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
地
す
べ
り

を
起
こ
し
か
ね
な
い
地
層
の
境
界
が
見
ら

れ
た
。
こ
の
た
め
斜
面
を
押
さ
え
、
滑
り

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
が
施
さ
れ
た
の

だ
と
い
う
。

　
切
り
土
が
行
わ
れ
て
い
る
路
上
に
上
が

る
と
、
丘
陵
部
が
切
り
降
ろ
さ
れ
、
の
り

面
が
造
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

の
り
面
上
段
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー

を
打
ち
込
み
な
が
ら
、
下
段
に
掘
り
下
げ

て
い
る
。

　
谷
を
挟
ん
で
反
対
側
の
切
土
区
域
で
は

跨
道
橋
の
建
設
が
進
ん
で
い
た
。
こ
の
跨

道
橋
を
架
け
る
た
め
、
基
礎
部
を
切
り
下

げ
た
と
こ
ろ
、
地
層
境
界
に
沿
っ
て
地
す

べ
り
の
兆
候
を
示
す
異
変
が
見
ら
れ
た
。

地
質
調
査
の
結
果
、
過
去
に
地
す
べ
り
を

起
こ
し
た
時
の
崩
落
土
が
２
層
（
古
期
崩

落
土
Ⅰ
と
同
Ⅱ
）
重
な
っ
た
も
の
で
、
地

下
通
路
付
近
と
同
じ
地
層
境
界
と
見
ら

れ
、
大
き
な
地
す
べ
り
が
誘
発
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
谷
筋
の
約
10
ｍ

も
低
い
「
く
ぼ
み
」
の
斜
面
で
は
跨
道
橋

部
分
と
は
方
向
が
異
な
る
地
層
境
界
線
が

走
っ
て
い
る
こ
と
が
観
測
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
層
境
界
が
、
切
土
な
ど
の

工
事
で
、
地
山
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
場

合
、大
雨
が
浸
透
す
れ
ば
滑
り
面
を
造
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
斜
面
で
、
方
向
が
異
な
る
地

す
べ
り
が
発
生
し
か
ね
な
い
と
判
断
さ
れ

た
。い

た
る
所
、
地
す
べ
り
の
恐
れ

　
こ
う
し
た
複
雑
な
地
す
べ
り
地
形
に
ど

う
対
処
す
る
か
。
高
瀬
地
区
の
り
面
対

策
検
討
委
員
会(

会
長=

佐
藤
研
一
福
岡

大
学
教
授)
が
設
置
さ

れ
、
対
策
工
が
検
討
さ

れ
た
。

　
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
か

ら
間
も
な
く
の
「
高

瀬
地
区
」
で
は
切
土
の

滑
り
を
防
ぐ
た
め
、
の

り
面
に
は
ア
ン
カ
ー
工

と
抑
止
坑
を
列
状
に
打

ち
込
み
を
同
時
施
工
し

て
補
強
し
た
他
、
跨
道

橋
の
架
橋
の
た
め
２
連

ボ
ッ
ク
ス
と
ア
ン
カ
ー
工
も
並
行
し
て
同

時
に
行
っ
た
。
５
件
の
工
事
で
21
カ
月
が

必
要
だ
っ
た
。

　
大
規
模
な
切
土
工
事
と
な
っ
た
「
上
万

場
地
区
」
で
は
切
土
途
中
に
跨
道
橋
を
建

設
す
る
と
共
に
鉄
筋
挿
入
の
の
り
面
対
策

な
ど
10
件
の
工
事
に
43
カ
月
を
要
し
て
い

る
。
最
も
、
伊
万
里
寄
り
の
乙
房
地
区
で

も
跨
道
橋
と
の
り
面
対
策
な
ど
９
件
の
工

事
に
33
カ
月
必
要
だ
っ
た
。

　
工
事
各
所
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
様
々
な

地
す
べ
り
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
一
つ
に
対
応
し
な
が
ら
工
事
は
進
ん
で

い
た
。
そ
れ
で
も
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

側
壁
が
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
、
崩
れ
る
な

ど
苦
闘
が
続
い
て
い
た
。
現
場
の
状
況
に

対
応
し
な
が
ら
の
丁
寧
な
施
工
が
、
西
九

州
道
の
「
安
全
と
安
心
」
を
確
保
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

地盤の“変動”を自動監視地すべり抑止杭を列状に打ち込む（高瀬地区）

地すべりで崩れた側壁
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山
城
久
原
〜
今
福
Ｉ
Ｃ
間

「
人
柱
川
」
を
渡
る

　
佐
賀
県
・
長
崎
県
境
越
え
に
建
設
さ
れ

た
西
九
州
道
は
、
地
す
べ
り
対
策
に
苦
闘

し
た
。

　
山
城
久
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
今
福
Ｉ
Ｃ
間（
５
・

５
㎞
）
の
県
境
越
え
は
、
石
倉
山
か
ら
人

形
石
山
と
連
な
る
山
系
の
北
、
伊
万
里
湾

口
を
走
る
。「
石
倉
山
の
地
す
べ
り
」
は

そ
の
頻
度
、規
模
か
ら
記
録
的
な
も
の
で
、

佐
賀
県
側
の
山
代
、
西
大
久
保
地
区
な
ど

で
は
地
す
べ
り
被
害
が
多
発
し
て
き
た
。

　
昭
和
32
年
７
月
の
西
大
久
保
地
区
の
地

す
べ
り
は
地
鳴
り
と
共
に
、
赤
土
を
吹
き

出
し
、大
木
を
倒
し
な
が
ら
山
腹
が
崩
壊
、

滑
り
落
ち
、
13
戸
が
倒
壊
７
人
が
生
き
埋

め
に
な
っ
た
。
２
次
災
害
の
恐
怖
の
中
で

行
方
不
明
者
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
が
、
難

航
、
家
族
が
捜
索
中
止
を
申
し
出
た
。

　
長
崎
県
側
の
今
福
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
、
石
倉

山
東
側
斜
面
で
は
た
び
た
び
地
す
べ
り
が

発
生
、
そ
の
前
兆
で
あ
る
大
き
な
亀
裂
が

発
生
す
る
な
ど
、
地
す
べ
り
の
恐
怖
に
さ

ら
さ
れ
て
き
た
。

　「
人
柱
川
」（
松
浦
市
）
と
不
気
味
な
名

前
を
付
け
ら
れ
た
川
が
あ
る
。
こ
の
川
の

堤
防
築
堤
中
、
１
万
５
千
年
前
の
古
木
が

発
見
さ
れ
た
。
地
す
べ
り
で
倒
木
し
た
埋

没
木
で
こ
の
地
方
で
い
か
に
長
く
地
す
べ

り
が
続
い
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
近
く
に
は
地
元
民
が
大
切
に
し
て
い

る
「
人
柱
観
音
供
養
塔
」
が
身
代
わ
り
地

蔵
と
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
伝
説
で
は
、

江
戸
時
代
（
１
６
７
０
年
）
今
福
干
拓
の

堤
防
が
造
っ
て
も
、
造
っ
て
も
壊
れ
る
た

め
、
築
堤
の
責
任
者
が
「
人
柱
」
と
な
っ

て
海
神
を
鎮
め
た
慰
霊
塔
だ
と
い
う
。

　
石
倉
山
を
は
じ
め
北
松
地
方
に
は
、
第

３
紀
層
の
上
に
玄
武
岩
が
帽
子
の
よ
う
に

か
ぶ
さ
り
、
そ
の
割
れ
目
か
ら
雨
水
が
浸

透
。
豪
雨
な
ど
で
滑
り
面
を
造
り
地
す
べ

り
を
引
き
起
こ
す
、
と
さ
れ
て
い
る
。

唐
津
〜
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
間

　
開
通
し
た
唐
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
東
府

招
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
唐
津
伊
万
里
道
路
（
延
長

18
・
１
㎞
）
に
つ
い
て
は
唐
津
〜
北
波
多

Ｉ
Ｃ
ま
で
（
８
㎞
）
は
平
成
25
年
３
月
ま

で
に
延
伸
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
北
松
地
す

べ
り
地
帯
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
北
波

多
Ｉ
Ｃ
〜
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
の
10
・
１

㎞
が
５
年
が
か
り
の
難
工
事
と
な
っ
た
。

　
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
東
府
招

Ｉ
Ｃ
間
に
は
、
道
路
両
側
に
合
わ
せ
て
36

の
法
面
が
造
成
さ
れ
た
。
特
に
府
招
断
層

の
南
の
山
地
は
、
両
Ｉ
Ｃ
間
の
ほ
ぼ
中
間

地
点
か
ら
府
招
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
間
11
か
所
が

道
路
両
側
の
切
土
の
り
面
の
連
続
で
、
今

回
崩
れ
た
の
り
面
は
府
招
Ｉ
Ｃ
か
ら
唐
津

側
へ
５
番
目
の
切
土
の
り
面
だ
っ
た
。

幅
80
ｍ
、高
さ
20
ｍ
の
り
面
崩
壊

　
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
し
て
約

半
年
の
平
成
30
年
10
月
１
日
、
午
前
６
時

半
ご
ろ
、
同
Ｉ
Ｃ
の
唐
津
寄
り
で
、
切
土

の
り
面
が
幅
約
80
ｍ
、
高
さ
約
20
ｍ
近
く

に
渡
っ
て
崩
れ
落
ち
、
大
き
な
破
断
し
た

岩
魂
や
吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
が
道
路

上
に
積
み
上
が
っ
て
閉
塞
さ
せ
、
通
行
不

能
と
な
っ
た
。
幸
い
、
早
朝
の
崩
落
だ
っ

た
た
め
、
巻
き
込
ま
れ
た
車
は
な
く
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
。

　
崩
落
し
た
の
り
面
は
、
長
さ
２
〜
５
ｍ

の
鉄
筋
を
１
・
５
ｍ
間
隔
で
打
設
し
た
う

え
で
10
㎝
の
厚
さ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
吹

付
け
て
の
り
面
を
保
護
・
補
強
し
て
い
た

（
法
枠
工
＋
鉄
筋
挿
入
工
）。
崩
壊
し
た
切

土
の
り
面
は
砂
岩
と
頁
岩
の
互
層
が
流
れ

盤
構
造
だ
っ
た
。
そ
の
頂
部
に
崩
積
土
や

強
く
風
化
し
た
岩
盤
が
堆
積
し
て
い
た
た

め
、
地
下
水
が
の
り
面
上
部
か
ら
砂
岩
、

頁
岩
の
互
層
に
沿
っ
て
浸
透
し
や
す
い
地

層
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
頁
岩
は
乾
湿
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
土
砂
化
で
す
る
現
象

（
ス
レ
ー
キ
ン
グ
）
を
起
こ
し
や
す
い
地

層
だ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

分
か
っ
て
い
た
。

　
斜
面
崩
壊
は
頁
岩
層
内
の
層
理
面
に
沿

う
二
つ
の
滑
り
面
で
発
生
し
、
滑
り
面
の

先
端
が
切
土
の
り
面
に
達
し
て
お
り
、
崩

壊
の
主
要
滑
り
面
で
あ
っ
た
、
と
判
断
さ

れ
た
。
も
う
一
つ
の
滑
り
面
は
上
の
滑
り

面
よ
り
１
ｍ
下
に
出
現
し
た
が
、
滑
り
は

茶
面
崩
壊
の
中
ほ
ど
の
断
層
に
規
制
さ

れ
、
そ
れ
以
下
の
頁
岩
内
で
の
滑
り
は
生

じ
て
い
な
い
。

想
定
以
上
の
風
化
進
行

10
年
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
サ
ン
プ

ル
が
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
か
つ
て
は
堅

い
一
枚
の
岩
層
だ
っ
た
も
の
が
、
保
管
時

の
乾
湿
の
繰
り
返
し
に
よ
る
ス
レ
ー
キ
ン

グ
に
よ
っ
て
現
在
で
は
無
数
の
細
片
に
土

砂
化
、
脆
弱
化
し
て
い
た
。
現
地
の
頁
岩

の
ス
レ
ー
キ
ン
グ
は
想
定
よ
り
は
る
か
に

速
い
速
度
で
、
岩
質
の
劣
化
・
脆
弱
化
が

北
松
地
す
べ
り
地
帯
越
え
の
苦
闘

北
松
地
す
べ
り
地
帯
越
え
の
苦
闘

北
松
地
す
べ
り
地
帯
越
え
の
苦
闘

開
通
半
年
で
切
土
の
り
面
崩
壊

開
通
半
年
で
切
土
の
り
面
崩
壊

開
通
半
年
で
切
土
の
り
面
崩
壊

多くの難関を突破しながら、工事は進む
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山
城
久
原
〜
今
福
Ｉ
Ｃ
間

「
人
柱
川
」
を
渡
る

　
佐
賀
県
・
長
崎
県
境
越
え
に
建
設
さ
れ

た
西
九
州
道
は
、
地
す
べ
り
対
策
に
苦
闘

し
た
。

　
山
城
久
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
今
福
Ｉ
Ｃ
間（
５
・

５
㎞
）
の
県
境
越
え
は
、
石
倉
山
か
ら
人

形
石
山
と
連
な
る
山
系
の
北
、
伊
万
里
湾

口
を
走
る
。「
石
倉
山
の
地
す
べ
り
」
は

そ
の
頻
度
、規
模
か
ら
記
録
的
な
も
の
で
、

佐
賀
県
側
の
山
代
、
西
大
久
保
地
区
な
ど

で
は
地
す
べ
り
被
害
が
多
発
し
て
き
た
。

　
昭
和
32
年
７
月
の
西
大
久
保
地
区
の
地

す
べ
り
は
地
鳴
り
と
共
に
、
赤
土
を
吹
き

出
し
、大
木
を
倒
し
な
が
ら
山
腹
が
崩
壊
、

滑
り
落
ち
、
13
戸
が
倒
壊
７
人
が
生
き
埋

め
に
な
っ
た
。
２
次
災
害
の
恐
怖
の
中
で

行
方
不
明
者
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
が
、
難

航
、
家
族
が
捜
索
中
止
を
申
し
出
た
。

　
長
崎
県
側
の
今
福
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
、
石
倉

山
東
側
斜
面
で
は
た
び
た
び
地
す
べ
り
が

発
生
、
そ
の
前
兆
で
あ
る
大
き
な
亀
裂
が

発
生
す
る
な
ど
、
地
す
べ
り
の
恐
怖
に
さ

ら
さ
れ
て
き
た
。

　「
人
柱
川
」（
松
浦
市
）
と
不
気
味
な
名

前
を
付
け
ら
れ
た
川
が
あ
る
。
こ
の
川
の

堤
防
築
堤
中
、
１
万
５
千
年
前
の
古
木
が

発
見
さ
れ
た
。
地
す
べ
り
で
倒
木
し
た
埋

没
木
で
こ
の
地
方
で
い
か
に
長
く
地
す
べ

り
が
続
い
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
近
く
に
は
地
元
民
が
大
切
に
し
て
い

る
「
人
柱
観
音
供
養
塔
」
が
身
代
わ
り
地

蔵
と
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
伝
説
で
は
、

江
戸
時
代
（
１
６
７
０
年
）
今
福
干
拓
の

堤
防
が
造
っ
て
も
、
造
っ
て
も
壊
れ
る
た

め
、
築
堤
の
責
任
者
が
「
人
柱
」
と
な
っ

て
海
神
を
鎮
め
た
慰
霊
塔
だ
と
い
う
。

　
石
倉
山
を
は
じ
め
北
松
地
方
に
は
、
第

３
紀
層
の
上
に
玄
武
岩
が
帽
子
の
よ
う
に

か
ぶ
さ
り
、
そ
の
割
れ
目
か
ら
雨
水
が
浸

透
。
豪
雨
な
ど
で
滑
り
面
を
造
り
地
す
べ

り
を
引
き
起
こ
す
、
と
さ
れ
て
い
る
。

唐
津
〜
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
間

　
開
通
し
た
唐
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
東
府

招
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
唐
津
伊
万
里
道
路
（
延
長

18
・
１
㎞
）
に
つ
い
て
は
唐
津
〜
北
波
多

Ｉ
Ｃ
ま
で
（
８
㎞
）
は
平
成
25
年
３
月
ま

で
に
延
伸
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
北
松
地
す

べ
り
地
帯
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
北
波

多
Ｉ
Ｃ
〜
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
の
10
・
１

㎞
が
５
年
が
か
り
の
難
工
事
と
な
っ
た
。

　
南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
万
里
東
府
招

Ｉ
Ｃ
間
に
は
、
道
路
両
側
に
合
わ
せ
て
36

の
法
面
が
造
成
さ
れ
た
。
特
に
府
招
断
層

の
南
の
山
地
は
、
両
Ｉ
Ｃ
間
の
ほ
ぼ
中
間

地
点
か
ら
府
招
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
間
11
か
所
が

道
路
両
側
の
切
土
の
り
面
の
連
続
で
、
今

回
崩
れ
た
の
り
面
は
府
招
Ｉ
Ｃ
か
ら
唐
津

側
へ
５
番
目
の
切
土
の
り
面
だ
っ
た
。

幅
80
ｍ
、高
さ
20
ｍ
の
り
面
崩
壊

　
伊
万
里
東
府
招
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
し
て
約

半
年
の
平
成
30
年
10
月
１
日
、
午
前
６
時

半
ご
ろ
、
同
Ｉ
Ｃ
の
唐
津
寄
り
で
、
切
土

の
り
面
が
幅
約
80
ｍ
、
高
さ
約
20
ｍ
近
く

に
渡
っ
て
崩
れ
落
ち
、
大
き
な
破
断
し
た

岩
魂
や
吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
が
道
路

上
に
積
み
上
が
っ
て
閉
塞
さ
せ
、
通
行
不

能
と
な
っ
た
。
幸
い
、
早
朝
の
崩
落
だ
っ

た
た
め
、
巻
き
込
ま
れ
た
車
は
な
く
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
。

　
崩
落
し
た
の
り
面
は
、
長
さ
２
〜
５
ｍ

の
鉄
筋
を
１
・
５
ｍ
間
隔
で
打
設
し
た
う

え
で
10
㎝
の
厚
さ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
吹

付
け
て
の
り
面
を
保
護
・
補
強
し
て
い
た

（
法
枠
工
＋
鉄
筋
挿
入
工
）。
崩
壊
し
た
切

土
の
り
面
は
砂
岩
と
頁
岩
の
互
層
が
流
れ

盤
構
造
だ
っ
た
。
そ
の
頂
部
に
崩
積
土
や

強
く
風
化
し
た
岩
盤
が
堆
積
し
て
い
た
た

め
、
地
下
水
が
の
り
面
上
部
か
ら
砂
岩
、

頁
岩
の
互
層
に
沿
っ
て
浸
透
し
や
す
い
地

層
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
頁
岩
は
乾
湿
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
土
砂
化
で
す
る
現
象

（
ス
レ
ー
キ
ン
グ
）
を
起
こ
し
や
す
い
地

層
だ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

分
か
っ
て
い
た
。

　
斜
面
崩
壊
は
頁
岩
層
内
の
層
理
面
に
沿

う
二
つ
の
滑
り
面
で
発
生
し
、
滑
り
面
の

先
端
が
切
土
の
り
面
に
達
し
て
お
り
、
崩

壊
の
主
要
滑
り
面
で
あ
っ
た
、
と
判
断
さ

れ
た
。
も
う
一
つ
の
滑
り
面
は
上
の
滑
り

面
よ
り
１
ｍ
下
に
出
現
し
た
が
、
滑
り
は

茶
面
崩
壊
の
中
ほ
ど
の
断
層
に
規
制
さ

れ
、
そ
れ
以
下
の
頁
岩
内
で
の
滑
り
は
生

じ
て
い
な
い
。

想
定
以
上
の
風
化
進
行

10
年
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
サ
ン
プ

ル
が
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
か
つ
て
は
堅

い
一
枚
の
岩
層
だ
っ
た
も
の
が
、
保
管
時

の
乾
湿
の
繰
り
返
し
に
よ
る
ス
レ
ー
キ
ン

グ
に
よ
っ
て
現
在
で
は
無
数
の
細
片
に
土

砂
化
、
脆
弱
化
し
て
い
た
。
現
地
の
頁
岩

の
ス
レ
ー
キ
ン
グ
は
想
定
よ
り
は
る
か
に

速
い
速
度
で
、
岩
質
の
劣
化
・
脆
弱
化
が

北
松
地
す
べ
り
地
帯
越
え
の
苦
闘

北
松
地
す
べ
り
地
帯
越
え
の
苦
闘

北
松
地
す
べ
り
地
帯
越
え
の
苦
闘

開
通
半
年
で
切
土
の
り
面
崩
壊

開
通
半
年
で
切
土
の
り
面
崩
壊

開
通
半
年
で
切
土
の
り
面
崩
壊

多くの難関を突破しながら、工事は進む
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進
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
事
故
発
生
前
の
９
月
末
の
３
日
前
か

ら
、
台
風
の
影
響
な
ど
で
合
計
45
・
５
㎜

程
度
の
降
雨
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
故

検
討
委
員
会
（
委
員
長
＝
落
合
英
俊
九
州

大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
と
、
斜
面
崩
壊

は
降
雨
だ
け
が
原
因
で
は
な
く
、
地
形
・

地
質
、
岩
盤
風
化
な
ど
の
素
因
、
誘
因
が

様
々
に
複
合
的
に
重
な
っ
て
起
き
た
と
判

断
し
て
い
る
。

今
後
へ
の
警
鐘
に

　
問
題
は
復
旧
工
法
だ
。
ま
ず
、
さ
ら
な

る
地
質
調
査
・
試
験
に
基
づ
い
て
地
質
を

再
評
価
し
、
復
旧
す
る
の
り
面
を
３
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
質
特

性
に
応
じ
て
対
策
工
法
を
選
定
す
る
こ
と

に
し
た
。
復
旧
は
滑
り
面
と
そ
の
上
部
に

あ
る
不
安
定
な
地
層
（
土
塊
）
を
緩
勾
配

で
掘
削
、
除
去
し
た
う
え
で
表
面
工
と
切

土
補
強
土
工
法
を
一
体
的
に
行
っ
て
、
の

り
面
を
保
護
、
強
化
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
両
Ｉ
Ｃ
間
の
ほ
か
の
35
法
面

に
も
変
状
、
崩
壊
の
恐
れ
が
な
い
か
、
慎

重
な
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
１
か
所
に
補

強
が
必
要
と
の
指
摘
が
行
わ
れ
た
。

　
西
九
州
道
は
唐
津
か
ら
長
崎
県
・
佐
々

ま
で
北
松
地
す
べ
り
地
帯
を
通
過
す
る
た

め
、
今
回
の
切
土
の
り
面
崩
落
は
今
後
へ

の
大
き
な
警
鐘
と
な
っ
た
。

　
筑
後
川
を
渡
る
、
か
つ
て
列
車
が

走
っ
た
赤
い
昇
開
橋(

現
在
は
歩
道

橋
・
大
川
市)

を
、
さ
ら
に
河
口
に
進

む
と
、
太
い
鉄
骨
が
組
み
上
げ
ら
れ
た

「
筑
後
川
橋
」（
仮
・
橋
長
４
５
０
ｍ
）

の
架
橋
工
事
現
場
に
立
つ
。
筑
後
川
を

渡
っ
て
、
佐
賀
県
へ
、
大
牟
田

市
か
ら
佐
賀
県
鹿
島
市
ま
で
約

55
㎞
の
有
明
沿
岸
道
路
造
成
工

事
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
。

　
筑
後
川
河
口
の
景
観
に
マ
ッ

チ
す
る
様
式
が
検
討
さ
れ
、
や

や
低
め
の
２
つ
の
ア
ー
チ
を
持

つ
中
路
橋
が
選
ば
れ
た
。
こ
の

橋
で
大
野
島
に
渡
り
、
さ
ら
に

早
津
江
川
を
渡
る
「
早
津
江
橋
」

(

仮
・
橋
長
４
４
８
ｍ)

と
併
せ

て
、 

総
延
長
１
０
０
８
ｍ
の
長
大

橋
だ
。

橋
脚
な
ど
の
基
礎
工
事
は
ほ
ぼ

終
わ
り
、
上
部
工
の
工
事
の
ア
ー

チ
な
ど
は
工
場
製
作
が
同
時
進

行
し
て
い
る
。

　
こ
の
橋
建
設
の
難
問
は
、
筑

後
川
の
中
央
に
造
ら
れ
た
土
木

遺
産
「
デ
レ
ー
ケ
導
流
堤
」
に

橋
脚
を
建
て
ら
れ
る
か
ど
う
か

だ
っ
た
。
こ
の
導
流
堤
は
筑
後
川
河
口

に
土
砂
が
堆
積
し
な
い
よ
う
流
速
を
速

め
る
た
め
で
、
賛
否
が
分
れ
た
が
、
導

流
堤
に
立
て
る
橋
脚
を
可
能
な
限
り
小

さ
く
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
有
明
沿

岸
道
路
は
軟
弱
な
有
明
粘
土
層
（
10
ｍ

〜
30
ｍ
）
と
の
戦
い
で
あ
り
、
斜
張
橋

で
大
き
な
主
塔
を
持
つ
矢
部
川
橋
が
完

成
間
近
で
沈
下
す
る
な
ど
、
苦
汁
を
な

め
た
。
こ
の
た
め
筑
後
川
で
も
長
大
な

吊
り
橋
な
ど
よ
り
、
軽
量
化
さ
れ
た

ア
ー
チ
橋
が
選
ば
れ
た
。
佐
賀
県
側
で

も
六
角
川
な
ど
超
軟
弱
土
壌

地
帯
な
ど
で
難
工
事
が
予
想

さ
れ
る
。

　
有
明
沿
岸
道
路
は
福
岡
県
・

大
牟
田
・
三
池
港
Ｉ
Ｃ
を
ス

タ
ー
ト
、
平
成
29
年
９
月
、

柳
川
西
Ｉ
Ｃ
〜
徳
益
Ｉ
Ｃ
が

開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
牟
田
市
〜
柳
川
市
〜
大
川

市
を
結
ぶ
自
動
車
道
が
完
成

し
た
。
こ
れ
ま
で
約
１
時
間

か
か
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
半
分
の
時
間
距

離
と
な
り
、
最
大
利
用
台
数

は
１
日
２
万
８
０
０
０
台
に

上
っ
て
お
り
、
有
明
沿
岸
の

地
域
振
興
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ

る
。

　
筑
後
川
を

渡
り
佐
賀
県

に
入
る
と
、
佐
賀
空

港
へ
の
福
岡
側
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段

に
良
く
な
る
。
佐
賀

側
の
工
事
は
、
佐
賀

市
の
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
嘉
瀬

南
Ｉ
Ｃ
〜
芦
北
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
約
６
㎞
が

先
行
的
に
開
通
し
た
。

有明沿岸道路、筑後川を渡る

デレーケ導流堤での橋脚工事工事中の筑後川橋梁
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名
神
、
東
名
に
次
い
で
日
本
列
島
を
縦

断
す
る
九
州
道
を
含
む
「
縦
貫
５
道
」
の

建
設
は
昭
和
41
年
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昭

和
40
年
５
月
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
法
」
の
成
立
に
よ
っ
て
32
路
線
、

７
６
０
０
㎞
の
予
定
路
線
が
決
定
さ
れ
、

そ
の
う
ち
41
年
７
月
、
縦
貫
５
道
の
６
区

間
、
１
０
１
７
㎞
の
第
１
次
施
工
命
令
が

出
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
に
九
州
縦
貫
道
の
ほ
か
東
北
、

中
央
、
北
陸
、
中
国
道
が
含
ま
れ
、
青
森

か
ら
鹿
児
島
ま
で
本
州
〜
九
州
を
縦
断
す

る
高
速
道
路
の
全
国
展
開
へ
の
整
備
へ
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
続
く
第
２
次
施
工
命
令
は
同
43
年
４

月
、
関
門
自
動
車
道
（
関
門
橋
）
含
む
９

道
15
区
間
８
３
７
㎞
に
出
さ
れ
た
。
関
門

橋
の
完
成
で
、
本
州
と
九
州
は
高
速
道
路

で
直
結
し
た
。

○
次
々
に
施
工
命
令

　
昭
和
40
年
代
は
、
第
１
時
か
ら
第
７
次

ま
で
次
々
と
施
工
命
令
が
出
さ
れ
、
合
計

４
１
８
０
㎞
の
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
九
州
道
は
植
木
Ｉ
Ｃ
〜

熊
本
Ｉ
Ｃ
間
の
建
設
が
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
次
々
と
延
伸
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
え
び
の
Ｊ

Ｃ
Ｔ
で
鹿
児
島
道
と
宮
崎
道
が
分
岐
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
八
代
〜
人
吉
間
は
球
磨

川
沿
い
の
山
岳
道
路
で
23
の
ト
ン
ネ
ル
と

橋
梁
群
、
特
に
長
大
な
肥
後
ト
ン
ネ
ル
の

建
設
に
苦
闘
が
続
き
、
一
方
で
人
吉
〜
え

び
の
間
の
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
大

量
出
水
に
し
ば
し
ば
工
事
中
断
に
追
い
込

ま
れ
た
。
鹿
児
島
ま
で
、
九
州
道
が
完
成

す
る
の
は
平
成
７
年
、
難
工
事
の
加
久
藤

ト
ン
ネ
ル
（
人
吉
〜
え
び
の
間
）
が
完
成

す
る
ま
で
、
約
30
年
の
歳
月
が
必
要
だ
っ

た
。

　
九
州
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
第
６
次

施
工
命
令
（
昭
和
47
年
６
月
）
に
九
州
横

断
自
動
車
道
が
含
ま
れ
、
九
州
道
と
ク
ロ

ス
高
速
道
路
時
代
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
高
速
道
路
時
代
の
幕
開
き
は
、

昭
和
32
年
10
月
16
日
、
建
設
大
臣
が
日
本

道
路
公
団
に
「
名
神
高
速
道
路
」
の
施
工

命
令
を
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
道
路
公

団
総
裁
・
岸
道
三
は
「
現
在
の
日
本
の
最

高
水
準
を
行
く
道
路
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
道
路
を
機
能
だ
け
で
な
く
文
化
的

構
造
物
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
た
。

○
昭
和
15
年
か
ら
調
査

　
建
設
事
業
費
の
融
資
を
決
め
た
世
界
銀

行
は
「
外
国
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
き
、

外
国
技
術
の
導
入
」
を
条
件
と
し
た
。
当

時
の
土
木
技
術
者
の
多
く
は
高
速
道
路
位

は
我
々
の
技
術
で
可
能
だ
、
と
自
負
し
て

い
た
。
戦
前
か
ら
、
高
速
道
路
建
設
計
画

は
あ
っ
た
。
昭
和
15
年
、
内
務
省
は
高
速

国
道
計
画
の
調
査
に
入
り
、
東
京
〜
下
関

間
、
九
州
で
は
さ
ら
に
延
長
し
て
長
崎
ま

で
で
、
九
州
縦
断
、
横
断
道
路
の
計
画
は

な
か
っ
た
。

　
技
術
的
に
は
、
同
盟
国
ド
イ
ツ
の
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
を
手
本
に
考
え
て
い
た
。ま
ず
、

東
京
〜
神
戸
間
か
ら
着
工
す
る
計
画
だ
っ

た
が
、戦
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
昭
和
18
年
、

調
査
そ
の
も
の
が
中
止
に
。

○
名
神
高
速
道
路

　
昭
和
32
年
「
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道

建
設
法
」（
議
員
立
法
）
が
成
立
、
有
料

道
路
部
分
は
日
本
道
路
公
団
が
建
設
大
臣

の
施
工
命
令
を
受
け
て
建
設
、
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
第
１
号
施
工
命
令
は
「
名
神
高
速

道
路
」（
１
９
０
㎞
）
で
あ
っ
た
。
世
銀

の
勧
告
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
と
米
国
か
ら
技

術
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
産

技
術
に
よ
る
高
速
道
路
整
備
は
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
世
界
レ
ベ
ル
の
道
路
建
設
技

術
の
導
入
は
、
日
本
の
道
路
技
術
の
飛
躍

的
成
長
を
も
た
ら
し
た
。

　「
名
神
」
の
第
１
期
工
事
は
尼
崎
〜
栗

東
間
71
㎞
。
本
工
事
に
先
だ
っ
て
京
都
市

郊
外
の
山
科
工
区
（
４
・
３
㎞
）
が
モ
デ

ル
試
験
施
工
区
間
と
さ
れ
、
土
質
、
地
質

調
査
か
ら
自
動
車
走
行
試
験
な
ど
様
々
な

施
工
試
験
が
行
わ
れ
、
現
場
の
施
工
に
生

か
さ
れ
た
。。

　
天
王
山
ト
ン
ネ
ル
な
ど
難
工
事
も
あ
っ

た
が
、
昭
和
38
年
７
月
16
日
供
用
さ
れ

た
。
そ
の
前
日
の
15
日
、
京
都
南
Ｉ
Ｃ
で

我
が
国
最
初
の
高
速
道
路
開
通
式
が
行
わ

れ
た
。

○
東
名
全
線
開
通

　「
名
神
」
に
続
い
て
「
東
名
」（
東
京
〜

静
岡
１
６
２
㎞
）
と
「
中
央
」（
東
京
〜

富
士
吉
田
間
93
㎞
）
の
高
速
道
路
が
着
工

さ
れ
た
の
は
昭
和
37
年
５
月
。
関
東
ロ
ー

ム
な
ど
脆
弱
な
土
質
に
苦
闘
し
な
が
ら
東

名
は
同
44
年
５
月
、
全
線
（
５
４
０
㎞
）

が
開
通
し
た
。
東
京
〜
大
阪
・
神
戸
間
―

東
海
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
大
動
脈
が
完
成
し

た
の
で
あ
る
。

高
速
道
路
の
歩
み
①

日
本
列
島
縦
貫
５
道
―

　
　
　
　
　
　
九
州
道
の
登
場

高
速
道
路
の
歩
み
②

名
神
・
東
名
か
ら
列
島
縦
貫
へ

東九州道の最後の壁となったミカン山
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名
神
、
東
名
に
次
い
で
日
本
列
島
を
縦

断
す
る
九
州
道
を
含
む
「
縦
貫
５
道
」
の

建
設
は
昭
和
41
年
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昭

和
40
年
５
月
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
法
」
の
成
立
に
よ
っ
て
32
路
線
、

７
６
０
０
㎞
の
予
定
路
線
が
決
定
さ
れ
、

そ
の
う
ち
41
年
７
月
、
縦
貫
５
道
の
６
区

間
、
１
０
１
７
㎞
の
第
１
次
施
工
命
令
が

出
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
に
九
州
縦
貫
道
の
ほ
か
東
北
、

中
央
、
北
陸
、
中
国
道
が
含
ま
れ
、
青
森

か
ら
鹿
児
島
ま
で
本
州
〜
九
州
を
縦
断
す

る
高
速
道
路
の
全
国
展
開
へ
の
整
備
へ
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
続
く
第
２
次
施
工
命
令
は
同
43
年
４

月
、
関
門
自
動
車
道
（
関
門
橋
）
含
む
９

道
15
区
間
８
３
７
㎞
に
出
さ
れ
た
。
関
門

橋
の
完
成
で
、
本
州
と
九
州
は
高
速
道
路

で
直
結
し
た
。

○
次
々
に
施
工
命
令

　
昭
和
40
年
代
は
、
第
１
時
か
ら
第
７
次

ま
で
次
々
と
施
工
命
令
が
出
さ
れ
、
合
計

４
１
８
０
㎞
の
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
九
州
道
は
植
木
Ｉ
Ｃ
〜

熊
本
Ｉ
Ｃ
間
の
建
設
が
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
次
々
と
延
伸
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
え
び
の
Ｊ

Ｃ
Ｔ
で
鹿
児
島
道
と
宮
崎
道
が
分
岐
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
八
代
〜
人
吉
間
は
球
磨

川
沿
い
の
山
岳
道
路
で
23
の
ト
ン
ネ
ル
と

橋
梁
群
、
特
に
長
大
な
肥
後
ト
ン
ネ
ル
の

建
設
に
苦
闘
が
続
き
、
一
方
で
人
吉
〜
え

び
の
間
の
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
大

量
出
水
に
し
ば
し
ば
工
事
中
断
に
追
い
込

ま
れ
た
。
鹿
児
島
ま
で
、
九
州
道
が
完
成

す
る
の
は
平
成
７
年
、
難
工
事
の
加
久
藤

ト
ン
ネ
ル
（
人
吉
〜
え
び
の
間
）
が
完
成

す
る
ま
で
、
約
30
年
の
歳
月
が
必
要
だ
っ

た
。

　
九
州
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
第
６
次

施
工
命
令
（
昭
和
47
年
６
月
）
に
九
州
横

断
自
動
車
道
が
含
ま
れ
、
九
州
道
と
ク
ロ

ス
高
速
道
路
時
代
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
高
速
道
路
時
代
の
幕
開
き
は
、

昭
和
32
年
10
月
16
日
、
建
設
大
臣
が
日
本

道
路
公
団
に
「
名
神
高
速
道
路
」
の
施
工

命
令
を
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
道
路
公

団
総
裁
・
岸
道
三
は
「
現
在
の
日
本
の
最

高
水
準
を
行
く
道
路
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
道
路
を
機
能
だ
け
で
な
く
文
化
的

構
造
物
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
た
。

○
昭
和
15
年
か
ら
調
査

　
建
設
事
業
費
の
融
資
を
決
め
た
世
界
銀

行
は
「
外
国
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
き
、

外
国
技
術
の
導
入
」
を
条
件
と
し
た
。
当

時
の
土
木
技
術
者
の
多
く
は
高
速
道
路
位

は
我
々
の
技
術
で
可
能
だ
、
と
自
負
し
て

い
た
。
戦
前
か
ら
、
高
速
道
路
建
設
計
画

は
あ
っ
た
。
昭
和
15
年
、
内
務
省
は
高
速

国
道
計
画
の
調
査
に
入
り
、
東
京
〜
下
関

間
、
九
州
で
は
さ
ら
に
延
長
し
て
長
崎
ま

で
で
、
九
州
縦
断
、
横
断
道
路
の
計
画
は

な
か
っ
た
。

　
技
術
的
に
は
、
同
盟
国
ド
イ
ツ
の
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
を
手
本
に
考
え
て
い
た
。ま
ず
、

東
京
〜
神
戸
間
か
ら
着
工
す
る
計
画
だ
っ

た
が
、戦
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
昭
和
18
年
、

調
査
そ
の
も
の
が
中
止
に
。

○
名
神
高
速
道
路

　
昭
和
32
年
「
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道

建
設
法
」（
議
員
立
法
）
が
成
立
、
有
料

道
路
部
分
は
日
本
道
路
公
団
が
建
設
大
臣

の
施
工
命
令
を
受
け
て
建
設
、
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
第
１
号
施
工
命
令
は
「
名
神
高
速

道
路
」（
１
９
０
㎞
）
で
あ
っ
た
。
世
銀

の
勧
告
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
と
米
国
か
ら
技

術
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
産

技
術
に
よ
る
高
速
道
路
整
備
は
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
世
界
レ
ベ
ル
の
道
路
建
設
技

術
の
導
入
は
、
日
本
の
道
路
技
術
の
飛
躍

的
成
長
を
も
た
ら
し
た
。

　「
名
神
」
の
第
１
期
工
事
は
尼
崎
〜
栗

東
間
71
㎞
。
本
工
事
に
先
だ
っ
て
京
都
市

郊
外
の
山
科
工
区
（
４
・
３
㎞
）
が
モ
デ

ル
試
験
施
工
区
間
と
さ
れ
、
土
質
、
地
質

調
査
か
ら
自
動
車
走
行
試
験
な
ど
様
々
な

施
工
試
験
が
行
わ
れ
、
現
場
の
施
工
に
生

か
さ
れ
た
。。

　
天
王
山
ト
ン
ネ
ル
な
ど
難
工
事
も
あ
っ

た
が
、
昭
和
38
年
７
月
16
日
供
用
さ
れ

た
。
そ
の
前
日
の
15
日
、
京
都
南
Ｉ
Ｃ
で

我
が
国
最
初
の
高
速
道
路
開
通
式
が
行
わ

れ
た
。

○
東
名
全
線
開
通

　「
名
神
」
に
続
い
て
「
東
名
」（
東
京
〜

静
岡
１
６
２
㎞
）
と
「
中
央
」（
東
京
〜

富
士
吉
田
間
93
㎞
）
の
高
速
道
路
が
着
工

さ
れ
た
の
は
昭
和
37
年
５
月
。
関
東
ロ
ー

ム
な
ど
脆
弱
な
土
質
に
苦
闘
し
な
が
ら
東

名
は
同
44
年
５
月
、
全
線
（
５
４
０
㎞
）

が
開
通
し
た
。
東
京
〜
大
阪
・
神
戸
間
―

東
海
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
大
動
脈
が
完
成
し

た
の
で
あ
る
。

高
速
道
路
の
歩
み
①

日
本
列
島
縦
貫
５
道
―

　
　
　
　
　
　
九
州
道
の
登
場

高
速
道
路
の
歩
み
②

名
神
・
東
名
か
ら
列
島
縦
貫
へ

東九州道の最後の壁となったミカン山



　
日
本
の
道
路
建
設
は
、
戦
後
、〝
本
格
的
〞
に
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
敗
戦
後
、
調
査
に
訪
れ

た
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
（
世
界
銀
行
）
は
、
日
本
の
道
路
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
い
た
。
そ

の
勧
告
に
よ
っ
て
、
米
国
と
ド
イ
ツ
か
ら
経
験
豊
か
な
技
術
者
を
招
聘
、
彼
ら
は
惜
し
み
な
く
先
端
道

路
技
術
を
日
本
人
技
師
集
団
に
教
え
た
。
彼
ら
か
ら
す
べ
て
を
学
び
と
り
、
吸
収
し
よ
う
と
し
て
日
本

の
若
い
技
術
陣
は
奮
い
立
っ
た
。
高
速
道
路
、
若
戸
大
橋
な
ど
長
大
橋
建
設
の
技
術
を
学
び
、
開
発

し
、
本
四
架
橋
な
ど
世
界
の
ト
ッ
プ
級
に
ま
で
登
っ
て
い
っ
た
。
原
点
と
な
っ
た
米
国
と
ド
イ
ツ
の
高

速
道
路
や
長
大
橋
を
訪
ね
た
。
米
国
の
道
路
の
原
点
の
一
つ
、
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ
ー
や
ル
ー
ト

66
な
ど
を
走
り
「
道
路
文
学
」
に
込
め
ら
れ
た
米
国
民
の
道
へ
の
愛
着
、
歴
史
を
刻
ん
だ
彼
ら
の
歩
み

を
辿
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
走
り
、
全
欧
州
に
広
が
る
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

Ｅ
Ｕ
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
ま
た
、
高
速
道
路
の
発
達
に
合
わ
せ
て
、
米
国
は
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
、
ド
イ
ツ
が
「
街
道
」

の
整
備
を
図
り
、
高
速
道
路
が
「
素
通
り
」
す
る
地
域
の
貴
重
な
文
化
・
歴
史
資
源
に
光
を
当
て
る
新

た
な
「
道
の
文
化
」
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
も
実
感
し
た
。

原点Ⅲ

　
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
献
身

目
次

　
第
１
節
　
①
　
米
、
独
に
学
ん
だ
日
本
の
高
速
道
路
技
術

　
　
　
　
　
②
　
九
州
の
道
路
建
設
を
担
っ
た
技
術
者
た
ち

　
第
２
節
　
①
　
米
国
高
速
道
の
原
点
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ
イ

　
　
　
　
　
②
　
米
国
、
道
路
の
原
点
―
ル
ー
ト
66

　
　
　
　
　
③
　
日
本
が
学
ん
だ
米
国
の
長
大
橋
を
訪
ね
て

　
第
３
節
　
①
　「
荒
廃
す
る
米
国
」
か
ら
の
教
訓

　
　
　
　
　
②
　「
荒
廃
す
る
日
本
」
の
危
機
感

　
　
　
　
　
③
　
Ｎ
Ｙ
市
、
長
大
橋
の
再
生
に
挑
む

　
第
４
節
　
①
　
急
激
に
進
む
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

　
　
　
　
　
②
　
社
会
イ
ン
フ
ラ
長
寿
化
の
試
み
―
長
崎
大
学

　
　
　
　
　
③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
松
田
浩
長
崎
大
学
教
授

○
社
会
資
本
の
維
持
管
理
を
　
樗
木
武
九
州
大
学
名
誉
教
授

リンカーン・トンネル入口（NY市）
自動車王国・アメリカの高速道路
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九
州
で
初
め
て
の
高
速
道
路
、
九
州
自

動
車
道
建
設
に
着
手
し
た
昭
和
41
年
、
熊

本
県
の
植
木
Ｉ
Ｃ
に
造
ら
れ
た
実
験
路
線

（
試
験
施
工
区
間
）
に
一
人
の
米
国
人
技

術
者
が
姿
を
見
せ
た
。
Ｐ
・
Ｅ
・
ソ
ン
デ

レ
ガ
ー
氏
、米
国
か
ら
招
致
さ
れ
た
土
質
、

舗
装
の
専
門
家
で
あ
る
。

　
名
神
、
東
名
高
速
道
路
に
続
く
「
縦
貫

５
道
」
の
一
つ
、
九
州
道
は
着
工
早
々
、

難
題
に
直
面
し
た
。
阿
蘇
噴
出
土
の
一
つ

軟
弱
土
壌
「
灰
土
」
に
苦
闘
し
て
い
た
。

黒
ボ
ク
、
赤
ボ
ク
な
ど
の
下
層
に
堆
積
す

る
灰
土
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
掘
り

起
こ
さ
れ
、移
動
す
る
な
ど
「
練
り
返
し
」

が
行
わ
れ
る
と
、
泥
土
化
し
て
、
大
型
重

機
な
ど
が
身
動
き
で
き
な
く
な
り
、
工
事

が
進
ま
な
い
事
態
に
陥
っ
て
い
た
。
類
似

し
た
土
質
に
「
関
東
ロ
ー
ム
」
が
あ
る
が
、

灰
土
の
軟
弱
さ
は
、
関
東
ロ
ー
ム
を
上
回

り
、
想
定
以
上
の
手
ご
わ
さ
で
あ
っ
た
。

地
質
の
専
門
家
・
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
氏
を
現

地
に
呼
ん
で
、
対
策
を
協
議
し
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
光
景
は
、
名
神
な
ど
高
速

道
路
建
設
の
初
期
段
階
で
は
し
ば
し
ば
み

ら
れ
、
外
国
人
技
術
者
の
技
術
指
導
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

「
日
本
の
道
路
は
砂
浜
か
」

　
わ
が
国
の
高
速
道
路
建
設
は
、
名
神
高

速
道
路
に
始
ま
る
。「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」（
昭
和
31
年
・
経
済
白
書
）
と
大

見
得
を
切
っ
た
も
の
の
、
高
速
道
路
を
造

る
財
源
も
な
け
れ
ば
、
技
術
も
未
熟
で

あ
っ
た
。
戦
前
の
輸
送
手
段
は
鉄
道
が
主

役
で
あ
り
、
自
動
車
で
の
高
速
輸
送
の
た

め
の
道
路
づ
く
り
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　「
日
本
の
道
路
は
砂
浜
か
」。
敗
戦
後
、

来
日
し
た
外
国
人
は
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
と

い
う
。
舗
装
は
ご
く
一
部
で
、
車
が
走
る

と
土
ぼ
こ
り
が
も
う
も
う
と
立
ち
、
後
続

の
車
は
前
が
見
え
な
い
。
デ
コ
ボ
コ
道
。

道
路
工
事
と
言
え
ば
、
砂
利
や
砂
を
、
凹

部
や
水
た
ま
り
な
ど
に
い
れ
る
補
修
工
事

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
将
来
の
車
社
会
の
到
来
を
考

え
る
と
、
高
速
道
路
建
設
へ
の
道
を
切
り

開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
初
め
て
の
外

国
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
昭
和
26

年
、
カ
ー
ル
・
コ
ッ
タ
―
氏
（
米
国
建
設

会
社
副
社
長
）
が
招
聘
さ
れ
、
東
京
〜
神

戸
を
結
ぶ
路
線
調
査
を
指
導
し
た
。
コ
ッ

タ
―
氏
は
、
日
本
の
道
路
建
設
の
現
状
に

驚
い
た
。
大
型
機
械
は
見
ら
れ
ず
、
ま
る

で
「
原
始
的
」。
し
か
し
、
そ
の
眼
は
暖

か
く
、
日
本
技
術
者
の
真
摯
な
態
度
、
技

術
を
学
び
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
に
感
心
、

「
米
国
の
指
導
と
良
い
機
械
を
持
て
ば
、

世
界
有
数
の
道
路
を
建
設
で
き
る
」
と
励

ま
し
た
。
コ
ッ
タ
―
氏
に
続
い
て
Ｊ
・
Ｃ
・

ウ
オ
ー
マ
ッ
ク
技
師
が
来
日
し
て
い
る
。

厳
し
く
温
か
い
、ワ
ト
キ
ン
ス
報
告
書

　
名
神
高
速
建
設
に
当
た
っ
て
、
建
設
省

は
Ｋ
・
Ｊ
・
ワ
ト
キ
ン
ス
氏
を
団
長
と
す

る
６
人
の
米
国
専
門
調
査
団
を
呼
ん
で
、

高
速
道
路
の
必
要
性
や
採
算
性
に
つ
い
て

の
検
討
を
依
頼
し
た
。
昭
和
31
年
４
月
か

ら
８
月
ま
で
約
80
日
間
に
わ
た
っ
た
調
査

結
果
が
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

「
日
本
の
道
路
は
信
じ
が
た
い
ほ
ど
悪
い
。

工
業
国
に
し
て
こ
れ
ほ
ど
完
全
に
道
路
網

を
無
視
し
た
国
は
、日
本
の
ほ
か
に
な
い
」

（
ワ
ト
キ
ン
ス
報
告
書
）

　
ま
た
、こ
う
も
指
摘
し
た
。「（
日
本
の
）

道
路
網
の
半
分
は
か
つ
て
何
の
改
良
も
加

え
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
」「
改
良
済
み
道

路
で
す
ら
工
事
が
ま
ず
く
、
支
持
力
が
不

十
分
で
あ
り
、
悪
天
候
の
条
件
の
下
で
は

事
実
上
、
通
行
不
能
な
場
合
が
多
い
。
さ

ら
に
、
昔
な
が
ら
の
道
路
敷
地
を
利
用
し

て
自
動
車
交
通
の
必
要
を
満
足
さ
せ
よ
う

と
す
る
た
め
、
路
線
は
不
当
に
狭
く
、
危

険
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
道
路
上

で
の
（
車
の
）
交
通
は
絶
え
ず
自
転
車
、

歩
行
者
及
び
荷
牛
馬
車
に
阻
害
さ
れ
て
い

る
」（
同
）

　
こ
の
報
告
書
は
道
路
整
備
、
特
に
高
速

道
路
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
界
、
財

自動車王国アメリカの高速道路（ニューヨーク）

第1節① 米、独に学んだ日本の道路技術

熱心に、真摯に教え、そして励まし
米・独の技術者　九州道にも助言
理想を追求し、実用を重視する技術
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界
、
国
民
世
論
に
強
く
認
識
さ
せ
、
高
速

道
路
整
備
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
そ
の
後
も
調
査
団
員
は
有
料
道
路

政
策
、
高
速
道
路
技
術
、
審
美
委
員
会
な

ど
各
種
の
諮
問
委
員
会
の
議
論
に
参
加
し

て
い
る
。

　
東
名
高
速
道
路
開
通
式
（
昭
和
44
年
５

月
）に
出
席
し
た
ワ
ト
キ
ン
ス
博
士
は「
か

く
も
短
期
間
に
道
路
の
建
設
を
成
し
遂
げ

た
国
は
世
界
に
な
い
」と
賛
辞
を
贈
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
理
想
主
義
―
ド
ル
シ
ュ
氏

　
名
神
高
速
道
路
の
建
設
に
対
す
る
、
世

銀
融
資
か
ら
の
借
款
（
建
設
費
の
25
％
、

８
０
０
０
万
ド
ル
）
に
当
た
っ
て
、
３
つ

の
条
件
が
提
示
さ
れ
た
。
①
海
外
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
技
術
指
導
②
國
際
入
札

制
度
の
採
用
③
仕
様
書
、
設
計
要
領
の
整

備
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
昭
和
33
年
、
相
次

い
で
招
聘
さ
れ
た
の
が
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

の
設
計
専
門
家
、西
ド
イ
ツ
の
ク
サ
エ
ル
・

ド
ル
シ
ュ
氏
（
同
７
月
）、
米
国
か
ら
ソ

ン
デ
レ
ガ
ー
氏(

同
11
月
）
だ
っ
た
。
ド

ル
シ
ュ
氏
の
ド
イ
ツ
は
同
じ
敗
戦
国
で
あ

り
な
が
ら
、
高
速
道
路
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を

持
ち
、
米
国
も
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
（
州

間
高
速
道
路
）
建
設
に
当
た
っ
て
、
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
に
学
ん
で
い
た
。

　
日
本
も
戦
時
中
か
ら
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を

研
究
、弾
丸
道
路
な
ど
構
想
は
あ
っ
た
が
、

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
に
な
ら
っ
た
高
速
道
路
を

造
る
財
政
的
ゆ
と
り
は
な
く
、
大
量
輸
送

を
可
能
と
す
る
鉄
道
優
先
に
走
り
、
道
路

は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ド
ル
シ
ュ
氏
は
、ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
父
、

ト
ッ
ト
博
士
の
も
と
で
学
び
、
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
建
設
に
従
事
、
戦
後
は
西
ド
イ
ツ

の
道
路
局
長
を
務
め
た
。昭
和
33
年
11
月
、

来
日
し
た
ド
ル
シ
ュ
氏
は
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

で
開
発
し
た
建
設
技
術
、
理
念
を
惜
し
む

こ
と
な
く
日
本
に
移
植
し
た
。
道
路
の
理

想
と
哲
学
を
語
り
、
道
路
線
形
の
教
育
に

力
を
入
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
道
路

線
形
の
引
き
方
は
直
線
と
円
形
を
組
み
合

わ
せ
た
シ
ン
プ
ル
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
ド
ル
シ
ュ
氏
は
軟
ら
か
い
曲
線
を

描
く
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線
な
ど
道
路
線
形
、

運
転
者
の
視
線
を
意
識
し
た
な
め
ら
か
な

透
視
図
形
、
景
観
重
視
な
ど
設
計
か
ら
修

景
設
計
ま
で
、細
か
く
指
導
に
当
た
っ
た
。

同
曲
線
は
名
神
高
速
道
路
で
全
面
的
に
採

用
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線

の
ほ
か
曲
線
橋
や
斜
橋
、
上
路
橋
が
景
観

重
視
の
立
場
か
ら
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ド
ル
シ
ュ
氏
は
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
、
自

信
あ
ふ
れ
た
技
術
者
で
、
同
時
に
建
築
家

が
自
由
な
発
想
を
元
に
構
造
物
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
よ
う
に
、
道
路
建
設
に
も
地
形
に

な
じ
み
、
流
れ
る
よ
う
な
線
形
と
運
転
者

の
快
適
性
を
大
切
に
優
先
す
る
、「
理
想

の
高
速
道
路
」を
追
究
す
る
姿
勢
を
貫
き
、

日
本
の
若
い
技
術
者
と
の
議
論
を
重
ね
る

指
導
方
針
は
「
ド
ル
シ
ュ
学
校
」
と
呼
ば

れ
た
。

　
ド
ル
シ
ュ
氏
は
日
本
最
初
の
高
速
道

路
・
名
神
、
東
名
高
速
道
路
建
設
の
顧
問

と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
ド
ル
ッ

シ
ュ
学
校
の
卒
業
生
が
、
そ
の
後
の
日
本

の
高
速
道
路
建
設
の
担
い
手
に
な
っ
て

い
っ
た
。

米
国
の
実
用
主
義

　
ド
イ
ツ
か
ら
の
ド
ル
シ
ュ
氏
と
共
に
、

米
国
か
ら
は
ソ
ン
デ
レ
ガ
―
氏
が
同
時
期

に
来
日
し
た
。
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
氏
は
米
国

ミ
ラ
ー
・
ワ
ー
ゲ
ン
ウ
エ
ス
タ
ン
社
の
代

表
で
、
卓
越
し
た
土
質
、
舗
装
の
専
門

家
。
日
本
の
道
路
建
設
で
の

土
工
、
舗
装
は
彼
の
指
導
に

よ
っ
て
確
立
し
た
と
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
舗
装
部
門
だ
け
で
な
く

で
、
機
械
化
施
工
に
つ
い
て

も
指
導
し
た
。
戦
後
、
日
本

の
道
路
工
事
を
現
地
調
査
し

た
米
国
の
コ
ー
ル
・
カ
ッ

タ
ー
氏
は
砂
利
道
で
の
、

モ
ッ
コ
と
せ
い
ぜ
い
ト
ロ
ッ

コ
に
よ
る
工
事
を
見
て
「
米
国
の
25
年
前

の
機
械
を
使
っ
て
い
る
」
と
驚
い
た
。
彼

の
目
に
は
１
９
２
０
〜
30
年
代
の
米
国
の

道
路
建
設
技
術
の
レ
ベ
ル
に
映
っ
た
の
の

だ
ろ
う
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
に
よ
る
機

械
化
施
工
は
、
敗
戦
の
約
10
年
後
、
昭
和

30
年
代
初
め
、
雲
仙
・
島
原
道
路
で
初
導

入
さ
れ
、名
神
高
速
道
路
で
本
格
化
す
る
。

　
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
氏
は
土
工
、
舗
装
工
事

に
関
す
る
共
通
仕
様
書
の
作
成
、
モ
デ
ル

施
行
に
よ
る
施
工
管
理
手
法
の
導
入
、
日

本
の
道
路
工
事
を
一
変
さ
せ
た
機
械
化
施

工
に
つ
い
て
指
導
、
助
言
を
行
っ
た
。

　
米
国
人
ら
し
く
、
常
に
現
場
を
大
切
に

し
、
特
に
地
質
調
査
の
精
度
を
高
め
る
必

要
性
を
強
調
し
た
。
そ
れ
ま
で
我
が
国
の

道
路
調
査
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

た
土
質
、
地
質
調
査
が
詳
細
に
行
わ
れ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
航
空
写
真
測
量
に
よ

る
地
形
図
の
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。
共
通

仕
様
書
は
山
科
試
験
工
区
で
土
工
か
ら
舗

装
ま
で
試
験
施
工
し
た
う
え
作
成
さ
れ

た
。

　
名
神
、
東
名
で
生
じ
た
舗
装
の
轍
、
ヒ

ドルシュ氏（ドイツ）

ソンデレガー氏（米国）
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界
、
国
民
世
論
に
強
く
認
識
さ
せ
、
高
速

道
路
整
備
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
そ
の
後
も
調
査
団
員
は
有
料
道
路

政
策
、
高
速
道
路
技
術
、
審
美
委
員
会
な

ど
各
種
の
諮
問
委
員
会
の
議
論
に
参
加
し

て
い
る
。

　
東
名
高
速
道
路
開
通
式
（
昭
和
44
年
５

月
）に
出
席
し
た
ワ
ト
キ
ン
ス
博
士
は「
か

く
も
短
期
間
に
道
路
の
建
設
を
成
し
遂
げ

た
国
は
世
界
に
な
い
」と
賛
辞
を
贈
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
理
想
主
義
―
ド
ル
シ
ュ
氏

　
名
神
高
速
道
路
の
建
設
に
対
す
る
、
世

銀
融
資
か
ら
の
借
款
（
建
設
費
の
25
％
、

８
０
０
０
万
ド
ル
）
に
当
た
っ
て
、
３
つ

の
条
件
が
提
示
さ
れ
た
。
①
海
外
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
技
術
指
導
②
國
際
入
札

制
度
の
採
用
③
仕
様
書
、
設
計
要
領
の
整

備
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
昭
和
33
年
、
相
次

い
で
招
聘
さ
れ
た
の
が
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

の
設
計
専
門
家
、西
ド
イ
ツ
の
ク
サ
エ
ル
・

ド
ル
シ
ュ
氏
（
同
７
月
）、
米
国
か
ら
ソ

ン
デ
レ
ガ
ー
氏(

同
11
月
）
だ
っ
た
。
ド

ル
シ
ュ
氏
の
ド
イ
ツ
は
同
じ
敗
戦
国
で
あ

り
な
が
ら
、
高
速
道
路
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を

持
ち
、
米
国
も
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
（
州

間
高
速
道
路
）
建
設
に
当
た
っ
て
、
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
に
学
ん
で
い
た
。

　
日
本
も
戦
時
中
か
ら
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を

研
究
、弾
丸
道
路
な
ど
構
想
は
あ
っ
た
が
、

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
に
な
ら
っ
た
高
速
道
路
を

造
る
財
政
的
ゆ
と
り
は
な
く
、
大
量
輸
送

を
可
能
と
す
る
鉄
道
優
先
に
走
り
、
道
路

は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ド
ル
シ
ュ
氏
は
、ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
父
、

ト
ッ
ト
博
士
の
も
と
で
学
び
、
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
建
設
に
従
事
、
戦
後
は
西
ド
イ
ツ

の
道
路
局
長
を
務
め
た
。昭
和
33
年
11
月
、

来
日
し
た
ド
ル
シ
ュ
氏
は
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

で
開
発
し
た
建
設
技
術
、
理
念
を
惜
し
む

こ
と
な
く
日
本
に
移
植
し
た
。
道
路
の
理

想
と
哲
学
を
語
り
、
道
路
線
形
の
教
育
に

力
を
入
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
道
路

線
形
の
引
き
方
は
直
線
と
円
形
を
組
み
合

わ
せ
た
シ
ン
プ
ル
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
ド
ル
シ
ュ
氏
は
軟
ら
か
い
曲
線
を

描
く
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線
な
ど
道
路
線
形
、

運
転
者
の
視
線
を
意
識
し
た
な
め
ら
か
な

透
視
図
形
、
景
観
重
視
な
ど
設
計
か
ら
修

景
設
計
ま
で
、細
か
く
指
導
に
当
た
っ
た
。

同
曲
線
は
名
神
高
速
道
路
で
全
面
的
に
採

用
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線

の
ほ
か
曲
線
橋
や
斜
橋
、
上
路
橋
が
景
観

重
視
の
立
場
か
ら
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ド
ル
シ
ュ
氏
は
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
、
自

信
あ
ふ
れ
た
技
術
者
で
、
同
時
に
建
築
家

が
自
由
な
発
想
を
元
に
構
造
物
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
よ
う
に
、
道
路
建
設
に
も
地
形
に

な
じ
み
、
流
れ
る
よ
う
な
線
形
と
運
転
者

の
快
適
性
を
大
切
に
優
先
す
る
、「
理
想

の
高
速
道
路
」を
追
究
す
る
姿
勢
を
貫
き
、

日
本
の
若
い
技
術
者
と
の
議
論
を
重
ね
る

指
導
方
針
は
「
ド
ル
シ
ュ
学
校
」
と
呼
ば

れ
た
。

　
ド
ル
シ
ュ
氏
は
日
本
最
初
の
高
速
道

路
・
名
神
、
東
名
高
速
道
路
建
設
の
顧
問

と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
ド
ル
ッ

シ
ュ
学
校
の
卒
業
生
が
、
そ
の
後
の
日
本

の
高
速
道
路
建
設
の
担
い
手
に
な
っ
て

い
っ
た
。

米
国
の
実
用
主
義

　
ド
イ
ツ
か
ら
の
ド
ル
シ
ュ
氏
と
共
に
、

米
国
か
ら
は
ソ
ン
デ
レ
ガ
―
氏
が
同
時
期

に
来
日
し
た
。
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
氏
は
米
国

ミ
ラ
ー
・
ワ
ー
ゲ
ン
ウ
エ
ス
タ
ン
社
の
代

表
で
、
卓
越
し
た
土
質
、
舗
装
の
専
門

家
。
日
本
の
道
路
建
設
で
の

土
工
、
舗
装
は
彼
の
指
導
に

よ
っ
て
確
立
し
た
と
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
舗
装
部
門
だ
け
で
な
く

で
、
機
械
化
施
工
に
つ
い
て

も
指
導
し
た
。
戦
後
、
日
本

の
道
路
工
事
を
現
地
調
査
し

た
米
国
の
コ
ー
ル
・
カ
ッ

タ
ー
氏
は
砂
利
道
で
の
、

モ
ッ
コ
と
せ
い
ぜ
い
ト
ロ
ッ

コ
に
よ
る
工
事
を
見
て
「
米
国
の
25
年
前

の
機
械
を
使
っ
て
い
る
」
と
驚
い
た
。
彼

の
目
に
は
１
９
２
０
〜
30
年
代
の
米
国
の

道
路
建
設
技
術
の
レ
ベ
ル
に
映
っ
た
の
の

だ
ろ
う
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
に
よ
る
機

械
化
施
工
は
、
敗
戦
の
約
10
年
後
、
昭
和

30
年
代
初
め
、
雲
仙
・
島
原
道
路
で
初
導

入
さ
れ
、名
神
高
速
道
路
で
本
格
化
す
る
。

　
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
氏
は
土
工
、
舗
装
工
事

に
関
す
る
共
通
仕
様
書
の
作
成
、
モ
デ
ル

施
行
に
よ
る
施
工
管
理
手
法
の
導
入
、
日

本
の
道
路
工
事
を
一
変
さ
せ
た
機
械
化
施

工
に
つ
い
て
指
導
、
助
言
を
行
っ
た
。

　
米
国
人
ら
し
く
、
常
に
現
場
を
大
切
に

し
、
特
に
地
質
調
査
の
精
度
を
高
め
る
必

要
性
を
強
調
し
た
。
そ
れ
ま
で
我
が
国
の

道
路
調
査
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

た
土
質
、
地
質
調
査
が
詳
細
に
行
わ
れ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
航
空
写
真
測
量
に
よ

る
地
形
図
の
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。
共
通

仕
様
書
は
山
科
試
験
工
区
で
土
工
か
ら
舗

装
ま
で
試
験
施
工
し
た
う
え
作
成
さ
れ

た
。

　
名
神
、
東
名
で
生
じ
た
舗
装
の
轍
、
ヒ

ドルシュ氏（ドイツ）
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ド
イ
ツ
の
高
速
道
路
・
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
手
で
建

設
、
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、

１
９
０
９
年
（
明
治
43
年
）

に
高
速
道
路
を
研
究
す
る
会

社
が
設
立
さ
れ
、
道
路
技
術

の
研
究
と
試
験
が
ス
タ
ー

ト
、
４
年
後
に
は
約
10
㎞
の

試
験
道
路
が
建
設
さ
れ
た
。

第
１
次
世
界
大
戦
と
敗
北
に

よ
っ
て
中
断
し
た
も
の
の
、

２
万
５
３
０
０
㎞
の
高
速
道

路
計
画
が
立
て
ら
れ
、
一
部
、

工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
１
９
３
３
年
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

が
政
権
を
握
る
と
、
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
建
設
に
着
手
し
た
。

当
時
の
ド
イ
ツ
は
敗
戦
の
痛

手
と
不
況
に
苦
し
ん
で
お
り
、

大
量
の
失
業
者
が
職
を
求
め

て
い
た
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
建
設
は
そ

う
し
た
失
業
者
対
策
を
強
く
意
識
し
た

も
の
で
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
支

持
を
広
げ
た
事
業
と
な
っ

た
。

　
最
初
に
完
成
し
た
の
は

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
間
の

約
25
㎞
で
、
そ
の
後
、
ド

イ
ツ
全
土
で
建
設
が
進
め

ら
れ
、
第
２
次
世
界
大
戦

で
工
事
が
中
断
す
る
ま

で
３
８
６
０
㎞
が
完
成
、

２
５
０
０
㎞
が
工
事
中
だ
っ
た
。

　
幅
員
は
７
・
５
ｍ
の
車
道
が
２
車
線
、

歩
道
な
ど
を
含
め
て
全
体
で
24

ｍ
幅
を
持
ち
、
中
央
に
緑
地
帯

（
幅
５
ｍ
）
が
中
央
分
離
帯
と

な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲

線
が
使
わ
れ
、
運
転
者
に
は
快

適
で
安
全
、
か
つ
高
速
走
行
で

き
る
道
路
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。

　
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
世
界
最
初

の
高
速
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

自
動
車
の
性
能
向
上
、
ド
イ
ツ

を
自
動
車
王
国
に
育
て
上
げ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
総
司
令

官
と
し
て
対
独
戦
を
戦
っ
た
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
は
ア

ウ
ト
バ
ー
ン
に
感
心
し
、
米
国

の
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
（
州
際

高
速
道
路
）
網
の
建
設
を
推
し

進
め
た
。
現
在
、
米
国
は
世
界

最
長
の
高
速
道
路
網
を
持
ち
自

動
車
王
国
と
な
っ
て
い
る
。

ドイツのアウトバーン

ビ
割
れ
の
対
策
で
は
米
国
の
実
験
場
で
行

わ
れ
た
走
行
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
指

導
、
当
初
世
銀
が
示
し
た
名
神
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
厚
さ
は
５
㎝
だ
っ
た
が
、
２

倍
の
10
㎝
に
厚
く
し
た
の
も
同
氏
の
指
導

に
よ
る
も
の
だ
。ま
た
、「
路
肩
排
水
構
造
」

の
提
案
も
行
っ
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
縁

石
を
現
地
で
作
り
設
置
し
て
行
く
米
国
製

機
械
も
紹
介
し
て
い
る
。

九
州
道
で
も
指
導

　
彼
の
指
導
は
東
名
の
土
質
、
土
工
、
舗

装
、
盛
土
試
験
施
工
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、

セ
メ
ン
ト
の
品
質
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
地
質
の
専
門
家
と
し
て
は
関
東
ロ
ー

ム
層
に
続
い
て
難
渋
し
た
九
州
道
の
植
木

Ｉ
Ｃ
〜
熊
本
Ｉ
Ｃ
間
の
「
灰
土
﹈
対
策
に

も
助
言
し
て
い
る
。

　
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
第
一
主
義

を
貫
き
、
ソ
レ
デ
ン
ガ
ー
提
案
で
、
舗
装

の
専
門
家
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ラ
ブ
氏
が
来

日
、
名
神
の
山
科
試
験
場
に
長
期
間
常
駐

（
昭
和
35
年
〜
39
年
）
し
て
現
場
指
導
に

当
た
っ
た
。

　
ラ
ブ
氏
も
土
質
、
舗
装
の
専
門
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
名
神
・
山
科
試
験
場
に
約
４

年
間
常
駐
し
、
指
導
、
助
言
し
た
。
そ
の

指
導
も
上
か
ら
教
え
る
態
度
で
は
な
く
、

日
本
技
術
者
に
溶
け
込
ん
で
直
接
、
現
場

で
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
の
理
想
主
義
、
米
国
の
実
用
主

義
。
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
し
い
土
木

技
術
の
積
極
導
入
は
、
我
が
国
の
道
路
建

設
に
革
命
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
道

路
だ
け
で
は
な
い
。
目
を
社
会
に
広
げ

「
高
速
道
路
は
地
域
の
公
共
事
業
と
一
体

と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
ド

ル
シ
ュ
氏
）
と
強
調
、
土
地
区
画
整
理
事

業
、
河
川
改
修
事
業
な
ど
を
出
来
る
だ
け

同
時
進
行
さ
せ
る
こ
と
を
勧
め
た
。

　
何
よ
り
、
景
観
設
計
に
つ
い
て
「
国
土

に
溶
け
込
ん
だ
美
し
い
道
路
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
、
大
規
模
な
切
土
の
り
面
を
避
け

カ
ッ
ト
部
分
に
曲
線
を
入
れ
、
直
線
の
橋

だ
け
で
な
く
景
観
の
為
、
斜
橋
や
展
望
が

広
が
る
よ
う
に
上
路
式
の
橋
が
多
く
採
用

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
の
り
面
植
栽
に
よ
る

景
観
形
成
ま
で
き
め
細
か
く
指
導
し
て
い

る
。「
美
し
い
道
路
を
後
世
に
残
せ
」
の

ド
ル
シ
ュ
氏
の
言
葉
を
記
憶
し
て
い
る
技

術
者
は
多
い
。

　
最
初
の
高
速
道
路
「
名
神
」
を
初
め
て

走
っ
た
増
井
健
一
慶
応
大
学
教
授（
当
時
）

は
、
滋
賀
県
か
ら
京
都
へ
か
け
て
の
山
な

み
や
琵
琶
湖
の
遠
望
な
ど
、「
高
速
道
路

を
取
り
巻
く
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
」（「
高

速
道
路
と
自
動
車
・
昭
和
38
年
）
に
感
嘆

の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
高
速
道
路
建
設
技
術
だ
け
で
な
く
、
関

門
国
道
ト
ン
ネ
ル
は
、米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ホ
ラ
ン
ド
ト
ン
ネ

ル
の
換
気
装
置
を
参
考
に
し
て
い
る
し
、

若
戸
大
橋
の
建
設
に
当
た
っ
て
、
米
国
の

長
大
橋
を
視
察
、
類
似
の
吊
り
橋
（
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
「
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
橋
」）
の
設
計
図
の
提
供
も
受
け
て

い
る
。
若
戸
大
橋
は
、関
門
自
動
車
道（
関

門
橋
）、
さ
ら
に
は
世
界
一
の
中
央
支
間

を
持
つ
明
石
海
峡
大
橋
へ
と
日
本
の
架
橋

－ 103 －

技
術
は
発
展
し
て
行
く
。

　
戦
後
、
米
国
と
ド
イ
ツ
の
技
術
者
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
高
速
道
路
の
近
代

技
術
は
、
確
か
に
、
日
本
技
術
者
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
技
術
習
得
の
み
な
ら

ず
、
彼
ら
が
示
し
た
建
設
に
か
け
る
真
摯

さ
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
出
来

を
見
る
た
め
、
現
場
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

な
め
、
時
に
口
に
含
み
噛
ん
で
、
品
質
、

出
来
上
が
り
具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
報

告
書
の
文
字
で
は
な
く
、
現
場
で
実
物
に

触
れ
て
、技
術
の
向
上
を
常
に
心
が
け
る
。

そ
の
姿
に
、土
木
技
術
者
の
あ
る
べ
き「
仕

事
観
」、「
良
い
仕
事
」
を
仕
上
げ
る
技
術

者
の
姿
勢
、
実
践
、
誇
り
を
学
ん
だ
日
本

の
技
術
者
は
多
い
。

修理・修復されたマンハッタン橋
ルーズベルト・パークウエイ（その下側）

　
日
本
で
最
初
の
長
大
吊
り
橋
・
若
戸

大
橋
の
建
設
を
指
揮
し
た
川
崎
偉
志
夫

氏
と
関
門
橋
建
設
の
乙
藤
憲
一
氏
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
書
い
た
雑

誌
へ
の
寄
稿
文
が
あ
る
。

川
崎
偉
志
夫
氏
と
若
戸
大
橋

　『
若
戸
大
橋
は
「
ゴ
ツ
イ
。
優

雅
さ
が
欠
け
る
」
と
い
う
意
見

を
耳
に
す
る
。
私
も
そ
う
思
う
。

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
通

常
、
中
央
径
間
全
体
を
放
物
線

に
す
る
の
を
、
桁
下
の
関
係
で

中
央
径
間
の
一
部
だ
け
に
放
物

線
を
入
れ
た
た
め
、
桁
が
い
く

ら
か
尖
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

完
成
後
今
日
ま
で
マ
ス
ト
を
切

る
な
り
倒
す
な
り
し
て
入
出
港

し
た
船
が
数
隻
あ
る
。
マ
ス
ト

を
切
る
ケ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
多

い
と
港
の
機
能
に
も
影
響
が
あ

る
し
、
全
く
な
い
と
い
う
の
も
、

橋
の
建
設
費
に
無
駄
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
勝
ち
負
け
で

な
く
、
妥
当
な
桁
下
で
あ
っ
た

と
思
う
。
技
術
面
で
は
、
最
初

で
も
あ
り
、
塔
柱
の
鉛
直
度
や

ケ
ー
ブ
ル
ロ
ー
プ
の
調
整
な
ど
、

石
橋
を
叩
い
た
感
じ
が
す
る
が
、
と
も

か
く
い
ま
ま
で
で
、
交
通
規
制
は
強
風

に
よ
る
交
通
規
制
は
あ
っ
た
も
の
の
、

構
造
物
と
し
て
は
、
こ
れ
と
い
う
支
障

の
な
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
』（
公
団
社
内
報
・
昭
和
47

年
５
月
号
）

乙
藤
憲
一
氏
と
関
門
橋

　『
私
は
若
戸
大
橋
８
年
間
に

引
き
続
い
て
６
年
以
上
こ
の

仕
事
に
直
接
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
技
術
者
と
し
て
身
に

余
る
光
栄
で
あ
っ
た
。
工
事

中
に
私
が
最
も
嬉
し
か
っ
た

の
は
、
着
工
か
ら
２
年
た
っ

た
と
き
、
ケ
ー
ブ
ル
の
た
め

の
キ
ャ
ッ
ト
ウ
オ
ー
ク
足
場

が
両
岸
に
接
続
さ
れ
て
、
高

欄
な
ど
ま
だ
未
完
成
の
危
険

な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
自
分

自
身
の
足
で
対
岸
に
渡
り

き
っ
た
時
で
あ
る
。
こ
れ
で

本
当
に
橋
も
出
来
そ
う
だ
と

い
う
意
味
の
一
種
の
勇
気
み

た
い
な
も
の
が
わ
い
て
き
て
、

こ
の
２
年
間
は
こ
の
瞬
間
の

た
め
に
苦
労
し
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
そ
の
次
は
や

は
り
補
剛
桁
の
閉
合
の
時
で

あ
る
。
昭
和
47
年
３
月
か
ら

11
月
ま
で
か
か
っ
た
桁
架
橋

は
11
月
19
日
に
最
後
の
桁
部
材
を
組
ん

で
結
合
し
、
全
員
桁
上
に
上
が
っ
て
万

歳
を
し
た
と
き
、
感
激
性
の
少
な
い
私

も
さ
す
が
に
胸
が
じ
い
ん
と
し
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
』。

　『
願
わ
く
ば
私
た
ち
の
経
験
と
資
料

と
が
、
か
つ
て
私
た
ち
が
関
門
橋
の
計

画
を
立
て
る
と
き
に
若
戸
大
橋
の
そ
れ

を
活
用
し
た
よ
う
に
、
後
に
続
く
人
た

ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
本
州
四
国

連
絡
橋
を
は
じ
め
幾
多
の
新
し
い
計
画

の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
何
に
も
勝
る
最
大
の
喜
び
に

な
る
で
あ
ろ
う
』（「
道
路
」
昭
和
48
年

12
月
号
）

若戸大橋、関門橋を架けた
二人の技術者の思い出

船の航行のため54ｍの高さを持つ若戸大橋
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技
術
は
発
展
し
て
行
く
。

　
戦
後
、
米
国
と
ド
イ
ツ
の
技
術
者
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
高
速
道
路
の
近
代

技
術
は
、
確
か
に
、
日
本
技
術
者
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
技
術
習
得
の
み
な
ら

ず
、
彼
ら
が
示
し
た
建
設
に
か
け
る
真
摯

さ
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
出
来

を
見
る
た
め
、
現
場
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

な
め
、
時
に
口
に
含
み
噛
ん
で
、
品
質
、

出
来
上
が
り
具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
報

告
書
の
文
字
で
は
な
く
、
現
場
で
実
物
に

触
れ
て
、技
術
の
向
上
を
常
に
心
が
け
る
。

そ
の
姿
に
、土
木
技
術
者
の
あ
る
べ
き「
仕

事
観
」、「
良
い
仕
事
」
を
仕
上
げ
る
技
術

者
の
姿
勢
、
実
践
、
誇
り
を
学
ん
だ
日
本

の
技
術
者
は
多
い
。

修理・修復されたマンハッタン橋
ルーズベルト・パークウエイ（その下側）

　
日
本
で
最
初
の
長
大
吊
り
橋
・
若
戸

大
橋
の
建
設
を
指
揮
し
た
川
崎
偉
志
夫

氏
と
関
門
橋
建
設
の
乙
藤
憲
一
氏
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
書
い
た
雑

誌
へ
の
寄
稿
文
が
あ
る
。

川
崎
偉
志
夫
氏
と
若
戸
大
橋

　『
若
戸
大
橋
は
「
ゴ
ツ
イ
。
優

雅
さ
が
欠
け
る
」
と
い
う
意
見

を
耳
に
す
る
。
私
も
そ
う
思
う
。

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
通

常
、
中
央
径
間
全
体
を
放
物
線

に
す
る
の
を
、
桁
下
の
関
係
で

中
央
径
間
の
一
部
だ
け
に
放
物

線
を
入
れ
た
た
め
、
桁
が
い
く

ら
か
尖
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

完
成
後
今
日
ま
で
マ
ス
ト
を
切

る
な
り
倒
す
な
り
し
て
入
出
港

し
た
船
が
数
隻
あ
る
。
マ
ス
ト

を
切
る
ケ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
多

い
と
港
の
機
能
に
も
影
響
が
あ

る
し
、
全
く
な
い
と
い
う
の
も
、

橋
の
建
設
費
に
無
駄
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
勝
ち
負
け
で

な
く
、
妥
当
な
桁
下
で
あ
っ
た

と
思
う
。
技
術
面
で
は
、
最
初

で
も
あ
り
、
塔
柱
の
鉛
直
度
や

ケ
ー
ブ
ル
ロ
ー
プ
の
調
整
な
ど
、

石
橋
を
叩
い
た
感
じ
が
す
る
が
、
と
も

か
く
い
ま
ま
で
で
、
交
通
規
制
は
強
風

に
よ
る
交
通
規
制
は
あ
っ
た
も
の
の
、

構
造
物
と
し
て
は
、
こ
れ
と
い
う
支
障

の
な
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
』（
公
団
社
内
報
・
昭
和
47

年
５
月
号
）

乙
藤
憲
一
氏
と
関
門
橋

　『
私
は
若
戸
大
橋
８
年
間
に

引
き
続
い
て
６
年
以
上
こ
の

仕
事
に
直
接
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
技
術
者
と
し
て
身
に

余
る
光
栄
で
あ
っ
た
。
工
事

中
に
私
が
最
も
嬉
し
か
っ
た

の
は
、
着
工
か
ら
２
年
た
っ

た
と
き
、
ケ
ー
ブ
ル
の
た
め

の
キ
ャ
ッ
ト
ウ
オ
ー
ク
足
場

が
両
岸
に
接
続
さ
れ
て
、
高

欄
な
ど
ま
だ
未
完
成
の
危
険

な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
自
分

自
身
の
足
で
対
岸
に
渡
り

き
っ
た
時
で
あ
る
。
こ
れ
で

本
当
に
橋
も
出
来
そ
う
だ
と

い
う
意
味
の
一
種
の
勇
気
み

た
い
な
も
の
が
わ
い
て
き
て
、

こ
の
２
年
間
は
こ
の
瞬
間
の

た
め
に
苦
労
し
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
そ
の
次
は
や

は
り
補
剛
桁
の
閉
合
の
時
で

あ
る
。
昭
和
47
年
３
月
か
ら

11
月
ま
で
か
か
っ
た
桁
架
橋

は
11
月
19
日
に
最
後
の
桁
部
材
を
組
ん

で
結
合
し
、
全
員
桁
上
に
上
が
っ
て
万

歳
を
し
た
と
き
、
感
激
性
の
少
な
い
私

も
さ
す
が
に
胸
が
じ
い
ん
と
し
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
』。

　『
願
わ
く
ば
私
た
ち
の
経
験
と
資
料

と
が
、
か
つ
て
私
た
ち
が
関
門
橋
の
計

画
を
立
て
る
と
き
に
若
戸
大
橋
の
そ
れ

を
活
用
し
た
よ
う
に
、
後
に
続
く
人
た

ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
本
州
四
国

連
絡
橋
を
は
じ
め
幾
多
の
新
し
い
計
画

の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
何
に
も
勝
る
最
大
の
喜
び
に

な
る
で
あ
ろ
う
』（「
道
路
」
昭
和
48
年

12
月
号
）

若戸大橋、関門橋を架けた
二人の技術者の思い出

船の航行のため54ｍの高さを持つ若戸大橋
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ド
イ
ツ
・
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
（
自
動
車

道
、
約
４
万
㎞
）
が
開
通
、
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
１
９
３
５
年
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
〜
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
間
（
約
25

㎞
）
で
あ
っ
た
。
開
通
式
で
は
総
統
・

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
演
説
「
新

ド
イ
ツ
の
建
設
」
を
祝
っ
た
。
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
計
画
は
ナ
チ
ス
政
権
以
前
か
ら

あ
っ
た
が
、
全
土
の
高
速
道
路
網
計
画

は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
時
代
に
始
ま
る
。
計
画

は
フ
リ
ッ
ツ
・
ト
ッ
ト
。一
技
術
者
だ
っ

た
彼
の
計
画
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
気
に
入

り
、
一
気
に
道
路
総
監
に
抜
擢
さ
れ
、

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
建
設
の
総
指
揮

者
と
な
っ
た
。
ト
ッ
ト
の
下
で

実
務
に
あ
た
っ
た
の
が
、
戦
後

日
本
の
高
速
道
路
建
設
を
指
導

し
た
ク
サ
エ
ル
・
ド
ル
シ
ュ
で

あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
中
央

銀
行
を
は
じ
め
古
く
か
ら
金
融

機
関
が
集
中
、
超
高
層
ビ
ル
が

立
ち
並
ぶ
ド
イ
ツ
経
済
の
中
心

都
市
だ
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
建
設

の
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
狙
い
は
大

恐
慌
後
の
失
業
者
対
策
と
青
少

年
を
奉
仕
動
員
し
た
国
威
高

揚
、
そ
し
て
自
動
車
性
能
の
飛

躍
的
向
上
で
、
こ
の
道
路
で
ド

イ
ツ
車
の
走
行
試
験
が
繰
り
返

さ
れ
、
今
日
の
ド
イ
ツ
車
の
技

術
基
礎
を
築
い
た
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
ス
タ
ー

ト
に
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
走
る

と
、
郊
外
で
は
丘
陵
地
を
ゆ
っ

た
り
し
た
カ
ー
ブ（
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲
線
）

で
走
り
、
大
き
な
自
然
景
観
が
眼
前
に

広
が
り
、
運
転
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
。

日
本
に
比
べ
、
ほ
と
ん
ど
ト
ン
ネ
ル
は

な
い
。
ト
ッ
ト
の
「
技
術
と
自
然
の
調

和
」の
哲
学
に
基
づ
い
た
設
計
だ
っ
た
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
軍
用
機
を
敵
襲
か
ら
守

る
た
め
敢
え
て
ト
ン
ネ
ル
を
造
っ
た
、

と
も
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、走
行
中
、

橋
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
構
造
物
が
我
が
国

の
高
速
道
路
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
少

な
い
と
感
じ
た
。
脊
梁
山
脈
が
走
リ
急

流
の
川
が
流
れ
る
日
本
列
島
と

緩
や
か
な
丘
陵
と
平
坦
地
が
圧

倒
的
な
ド
イ
ツ
の
地
形
の
差
で

も
あ
ろ
う
。

　
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
時
速

２
０
０
㎞
走
行
も
可
能
と
さ
れ

る
が
、
実
際
に
走
っ
て
見
る
と

１
３
０
㎞
〜
１
２
０
㎞
規
制
も

あ
り
、
時
に
は
１
０
０
㎞
規
制

の
表
示
も
あ
る
。
基
本
的
に
は

３
車
線
（
右
側
通
行
、
左
側
路

線
が
追
い
越
し
車
線
）
で
、
高

速
走
行
の
割
に
は
緊
張
感
は
な

く
、
車
の
流
れ
も
ス
ム
ー
ス

だ
っ
た
。
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

に
ト
イ
レ
（
有
料
が
多
い
）
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
コ
ン
ビ

ニ
並
み
の
売
店
が
あ
る
が
、
日

本
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）

ほ
ど
充
実
は
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
は
、
通
行
無
料
で
料
金

所
は
な
い
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
は
有
料
制
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
走

行
料
金
を
計
算
し
て
い
る
。

　
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
ド
イ
ツ
国
内
だ
け

で
な
く
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
経
済
を
繋
ぐ
大
動

脈
で
、
経
済
統
合
の
最
大
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
国
境
な
く
、
人

と
物
が
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が

構
築
さ
れ
る
。
４
万
㎞
の
ア
ウ
ト
バ
ー

ン
網
を
持
つ
ド
イ
ツ
は
Ｅ
Ｕ
の
首
座
に

座
り
、
経
済
発
展
か
ら
立
ち
遅
れ
た
東

欧
諸
国
で
も
高
速
道
路
建
設
は
急
ピ
ッ

チ
で
、経
済
の
一
体
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
走
行
す
る
車
は
、
圧
倒
的
に
ド
イ
ツ

車
が
多
い
。
米
国
の
イ
ン
タ
ス
テ
イ
ト

と
違
っ
て
、
日
本
車
は
ご
く
ま
れ
に
見

る
程
度
。
ド
イ
ツ
人
の
ド
ラ
イ
ブ
好
き

を
表
し
て
い
る
の
は
ラ
イ
ン
川
沿
い
な

ど
リ
ゾ
ー
ト
地
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
多
さ
、
こ
れ
は

米
独
共
通
だ
っ
た
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は

豊
か
な
「
ド
ラ
イ
ブ
人
生
」
を
国
民
に

提
供
し
て
い
た
。

ドイツの「アウトバーン」を走る
高速道路の先駆、ＥＵの結束と自動車産業を育てる

アウトバーンの拡幅工事が多く見られる。
高速道路の充実を求める声は大きい。

アウトバーン。ドイツは自動車王国を築いている。アウトバーンは速度制限はなく200km/時でも走れるが、
都市部では、100Kmの規制が多い。
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戦
後
日
本
は
、
高
速
道
路
を
建
設
す
る

資
金
も
技
術
者
も
い
な
か
っ
た
。
資
金
融

資
を
行
っ
た
世
界
銀
行
は
欧
米
の
技
術
指

導
を
受
け
る
こ
と
を
融
資
の
条
件
と
し

た
。
外
国
人
技
術
者
の
熱
心
な
指
導
と
そ

れ
を
受
け
る
若
い
日
本
人
技
術
者
の
情

熱
。
そ
れ
に
よ
っ
て
成
長
し
た
日
本
人
技

術
者
が
主
力
に
な
る
の
は
「
縦
貫
５
道
」

の
建
設
か
ら
で
あ
る
。

　
昭
和
31
年
、
日
本
道
路
公
団
が
発
足
し

た
。
公
団
は
高
速
道
路
建
設
の
前
段
と
し

て
「
一
般
有
料
道
路
」
の
建
設
に
取
り
組

ん
だ
。
高
速
道
路
建
設
に
必
要
な
設
計
、

施
工
の
技
術
力
を
蓄
積
、
成
長
さ
せ
る
た

め
で
あ
る
。

九
州
道
建
設
を
主
導
し
た
下
荒
磯
氏

　
一
般
有
料
道
路
は
、
高
速
道
路
建
設
の

「
夜
明
け
前
」
の
事
業
で
あ
る
。
日
本
の

道
路
技
術
は
欧
米
に
大
き
く
立
ち
遅
れ
、

前
途
は
ま
だ
暗
か
っ
た
。
一
般
有
料
道
路

は
、
暗
中
模
索
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
代
を
担
っ
た
一
人
が
下
荒
磯
茂

氏
で
あ
る
。
九
州
大
学
工
学
部
土
木
学
科

を
昭
和
24
年
卒
業
、
福
岡
市
役
所
、
防
衛

庁
を
経
て
日
本
道
路
公
団
に
入
っ
た
。
道

路
公
団
発
足
時
、
国
や
地
方
団
体
か
ら
引

き
継
い
だ
一
般
有
料
道
路
、
雲
仙
・
島
原

道
路
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ
、
霧
島
道

路
の
建
設
、
続
く
縦
貫
５
道
の
九
州
道
建

設
に
取
り
組
ん
だ
。

　
い
ず
れ
も
国
立
公
園
内
の
道
路
で
あ

り
、
火
山
噴
出
堆
積
土
、
溶
結
凝
灰
岩
な

ど
水
に
弱
く
、
脆
い
特
殊
土
壌
、
岩
質
が

相
手
の
難
工
事
だ
っ
た
。
雲
仙
・
島
原
道

路
で
は
「
島
原
焼
土
」
を
活
用
、
セ
メ
ン

ト
の
安
定
処
理
を
試
験
施
工
で
実
証
、
両

道
路
の
建
設
を
進
め
た
。

　
昭
和
41
年
、
熊
本
高
速
道
路
調
査
事
務

所
長
に
就
任
、
施
工
命
令
が
出
た
九
州
道

建
設
の
南
関
〜
熊
本
間
（
37
・
５
㎞
）
の

調
査
と
最
初
の
着
工
区
間
・
植
木
Ｉ
Ｃ
〜

熊
本
Ｉ
Ｃ
区
間
を
担
当
し
た
。

　
高
速
道
路
は
広
大
な
用
地
を
必
要
と
す

る
。
公
団
と
熊
本
県
の
共
同
用
地
買
収

チ
ー
ム
を
編
成
、
所
長
自
ら
地
元
説
得
に

走
り
回
っ
た
。
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
「
縦

貫
５
道
」
の
内
、
最
初
に
用
地
買
収
を
完

了
、
縦
貫
５
道
の
最
初
の
着
工
に
漕
ぎ
つ

け
た
。

　
し
か
し
、
想
定
外
の
難
問
が
控
え
て
い

た
。東
名
高
速
道
路
建
設
を
悩
ま
せ
た「
関

東
ロ
ー
ム
」
を
越
え
る
軟
弱
な
土
質
の
阿

蘇
噴
出
土
「
灰
土
」
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

水
を
含
み
や
す
く
、「
練
り
返
し
」
に
よ
っ

て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
重
機
が
動
け
な
く

な
る
ほ
ど
軟
弱
化
す
る
特
殊
土
壌
だ
っ

た
。

　
低
盛
り
土
の
採
用
や
、
高
架
区
間
を
盛

り
土
に
切
り
替
え
な
ど
も
行
い
、
簡
易
イ

ン
タ
ー
な
ど
ロ
ー
コ
ス
ト
の
高
速
道
路
建

設
の
た
め
、
様
々
な
試
み
を
行
っ
た
。
本

社
に
転
じ
て
も
建
設
第
５
課
長
と
し
て
九

州
道
を
引
き
続
き
担
当
、
昭
和
54
年
公
団

を
退
職
し
た
の
ち
、
八
代
工
専
教
授
と
し

て
、
技
術
者
教
育
に
献
身
。「
わ
が
技
術

者
人
生
で
九
州
道
と
の
か
か
わ
り
が
一

番
、
長
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
昭
和
45
年
、
道
路
公
団
福
岡
建
設
局
・

建
設
部
長
に
就
任
、
九
州
道
の
南
九
州
を

お
お
う
火
山
灰
土
「
シ
ラ
ス
」
や
福
岡
北

部
の
石
炭
採
掘
に
よ
っ
て
排
土
さ
れ
た

「
ボ
タ
」
の
再
利
用
に
取
り
組
ん
で
、
九

州
道
の
建
設
を
進
め
た
。

高
速
道
路
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
大
城
金
夫
氏

　
発
足
当
時
の
公
団
は
優
秀
な
技
術
者
を

各
方
面
か
ら
集
め
た
混
成
技
術
集
団
で
、

大
城
金
夫
氏
も
そ
の
一
人
。
日
本
の
高
速

道
路
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
名
神
高
速
道
で

舗
装
に
取
り
組
み
、
東
名
高
速
道
で
は
最

難
関
と
言
わ
れ
た
蒲
原
工
事
事
務
所
所
長

に
な
っ
た
。
こ
の
工
区
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
塊
が
太
平
洋
に
迫
り
、
駿
河
湾
沿
い
で

は
山
と
海
の
狭
い
海
岸
沿
い
を
国
道
、
国

鉄
・
東
海
道
線
が
す
で
に
並
走
し
て
お
り
、

さ
ら
に
東
名
高
速
道
を
通
す
た
め
、
ト
ン

ネ
ル
掘
削
、
海
岸
埋
め
立
て
工
事
な
ど
難

事
業
を
克
服
し
て
し
て
東
名
の
最
初
の
開

通
区
間
を
仕
上
げ
た(

昭
和
43
年
４
月)

「
日
本
の
高
速
道
路
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存

第
１
節
②

九
州
の
高
速
道
路
建
設
を

担
っ
た
人
々

「九州道との関わりが長かった」
下荒磯氏

　
ド
イ
ツ
か
ら
の
ド
ル
シ
ュ
、
米
国
の
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
両
氏
ら
、
外
国
人
技
術
者
の
指
導

　
ド
イ
ツ
か
ら
の
ド
ル
シ
ュ
、
米
国
の
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
両
氏
ら
、
外
国
人
技
術
者
の
指
導

を
受
け
て
、
名
神
、
東
名
高
速
道
路
は
建
設
さ
れ
た
。
彼
ら
の
熱
心
な
教
育
の
中
で
、
日

を
受
け
て
、
名
神
、
東
名
高
速
道
路
は
建
設
さ
れ
た
。
彼
ら
の
熱
心
な
教
育
の
中
で
、
日

本
人
技
術
者
が
育
ち
、
そ
の
後
の
高
速
道
路
建
設
を
担
っ
て
行
く
。

本
人
技
術
者
が
育
ち
、
そ
の
後
の
高
速
道
路
建
設
を
担
っ
て
行
く
。

　「
日
本
の
技
師
た
ち
は
勇
気
、
創
意
、
工
夫
、
努
力
に
富
み
、
深
く
心
を
打
た
れ
た
。

　「
日
本
の
技
師
た
ち
は
勇
気
、
創
意
、
工
夫
、
努
力
に
富
み
、
深
く
心
を
打
た
れ
た
。

日
本
は
米
国
の
良
い
指
導
と
機
会
を
持
て
ば
世
界
有
数
の
道
路
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
と

日
本
は
米
国
の
良
い
指
導
と
機
会
を
持
て
ば
世
界
有
数
の
道
路
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
と

確
信
す
る
」（
最
初
の
高
速
道
路
調
査
に
携
わ
っ
た
米
国
カ
ー
ル
・
コ
ッ
タ
ー
氏
）。
米
国
、

確
信
す
る
」（
最
初
の
高
速
道
路
調
査
に
携
わ
っ
た
米
国
カ
ー
ル
・
コ
ッ
タ
ー
氏
）。
米
国
、

ド
イ
ツ
の
技
術
指
導
と
世
界
銀
行
か
ら
の
融
資
に
よ
る
名
神
・
東
名
高
速
道
路
の
建
設
を

ド
イ
ツ
の
技
術
指
導
と
世
界
銀
行
か
ら
の
融
資
に
よ
る
名
神
・
東
名
高
速
道
路
の
建
設
を

第
１
期
と
す
る
な
ら
、
第
２
期
と
な
る
名
神
・
東
名
を
延
長
し
日
本
列
島
全
体
を
貫
く
九

第
１
期
と
す
る
な
ら
、
第
２
期
と
な
る
名
神
・
東
名
を
延
長
し
日
本
列
島
全
体
を
貫
く
九

州
道
な
ど
「
縦
貫
５
道
」
の
建
設
は
日
本
人
技
師
団
に
よ
る
建
設
で
あ
っ
た
。
技
術
者
も

州
道
な
ど
「
縦
貫
５
道
」
の
建
設
は
日
本
人
技
師
団
に
よ
る
建
設
で
あ
っ
た
。
技
術
者
も

「
国
産
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
心
を
打
つ
、
日
本
人
技
術
者
の
努
力
」

「
心
を
打
つ
、
日
本
人
技
術
者
の
努
力
」

「
心
を
打
つ
、
日
本
人
技
術
者
の
努
力
」
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戦
後
日
本
は
、
高
速
道
路
を
建
設
す
る

資
金
も
技
術
者
も
い
な
か
っ
た
。
資
金
融

資
を
行
っ
た
世
界
銀
行
は
欧
米
の
技
術
指

導
を
受
け
る
こ
と
を
融
資
の
条
件
と
し

た
。
外
国
人
技
術
者
の
熱
心
な
指
導
と
そ

れ
を
受
け
る
若
い
日
本
人
技
術
者
の
情

熱
。
そ
れ
に
よ
っ
て
成
長
し
た
日
本
人
技

術
者
が
主
力
に
な
る
の
は
「
縦
貫
５
道
」

の
建
設
か
ら
で
あ
る
。

　
昭
和
31
年
、
日
本
道
路
公
団
が
発
足
し

た
。
公
団
は
高
速
道
路
建
設
の
前
段
と
し

て
「
一
般
有
料
道
路
」
の
建
設
に
取
り
組

ん
だ
。
高
速
道
路
建
設
に
必
要
な
設
計
、

施
工
の
技
術
力
を
蓄
積
、
成
長
さ
せ
る
た

め
で
あ
る
。

九
州
道
建
設
を
主
導
し
た
下
荒
磯
氏

　
一
般
有
料
道
路
は
、
高
速
道
路
建
設
の

「
夜
明
け
前
」
の
事
業
で
あ
る
。
日
本
の

道
路
技
術
は
欧
米
に
大
き
く
立
ち
遅
れ
、

前
途
は
ま
だ
暗
か
っ
た
。
一
般
有
料
道
路

は
、
暗
中
模
索
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
代
を
担
っ
た
一
人
が
下
荒
磯
茂

氏
で
あ
る
。
九
州
大
学
工
学
部
土
木
学
科

を
昭
和
24
年
卒
業
、
福
岡
市
役
所
、
防
衛

庁
を
経
て
日
本
道
路
公
団
に
入
っ
た
。
道

路
公
団
発
足
時
、
国
や
地
方
団
体
か
ら
引

き
継
い
だ
一
般
有
料
道
路
、
雲
仙
・
島
原

道
路
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ
、
霧
島
道

路
の
建
設
、
続
く
縦
貫
５
道
の
九
州
道
建

設
に
取
り
組
ん
だ
。

　
い
ず
れ
も
国
立
公
園
内
の
道
路
で
あ

り
、
火
山
噴
出
堆
積
土
、
溶
結
凝
灰
岩
な

ど
水
に
弱
く
、
脆
い
特
殊
土
壌
、
岩
質
が

相
手
の
難
工
事
だ
っ
た
。
雲
仙
・
島
原
道

路
で
は
「
島
原
焼
土
」
を
活
用
、
セ
メ
ン

ト
の
安
定
処
理
を
試
験
施
工
で
実
証
、
両

道
路
の
建
設
を
進
め
た
。

　
昭
和
41
年
、
熊
本
高
速
道
路
調
査
事
務

所
長
に
就
任
、
施
工
命
令
が
出
た
九
州
道

建
設
の
南
関
〜
熊
本
間
（
37
・
５
㎞
）
の

調
査
と
最
初
の
着
工
区
間
・
植
木
Ｉ
Ｃ
〜

熊
本
Ｉ
Ｃ
区
間
を
担
当
し
た
。

　
高
速
道
路
は
広
大
な
用
地
を
必
要
と
す

る
。
公
団
と
熊
本
県
の
共
同
用
地
買
収

チ
ー
ム
を
編
成
、
所
長
自
ら
地
元
説
得
に

走
り
回
っ
た
。
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
「
縦

貫
５
道
」
の
内
、
最
初
に
用
地
買
収
を
完

了
、
縦
貫
５
道
の
最
初
の
着
工
に
漕
ぎ
つ

け
た
。

　
し
か
し
、
想
定
外
の
難
問
が
控
え
て
い

た
。東
名
高
速
道
路
建
設
を
悩
ま
せ
た「
関

東
ロ
ー
ム
」
を
越
え
る
軟
弱
な
土
質
の
阿

蘇
噴
出
土
「
灰
土
」
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

水
を
含
み
や
す
く
、「
練
り
返
し
」
に
よ
っ

て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
重
機
が
動
け
な
く

な
る
ほ
ど
軟
弱
化
す
る
特
殊
土
壌
だ
っ

た
。

　
低
盛
り
土
の
採
用
や
、
高
架
区
間
を
盛

り
土
に
切
り
替
え
な
ど
も
行
い
、
簡
易
イ

ン
タ
ー
な
ど
ロ
ー
コ
ス
ト
の
高
速
道
路
建

設
の
た
め
、
様
々
な
試
み
を
行
っ
た
。
本

社
に
転
じ
て
も
建
設
第
５
課
長
と
し
て
九

州
道
を
引
き
続
き
担
当
、
昭
和
54
年
公
団

を
退
職
し
た
の
ち
、
八
代
工
専
教
授
と
し

て
、
技
術
者
教
育
に
献
身
。「
わ
が
技
術

者
人
生
で
九
州
道
と
の
か
か
わ
り
が
一

番
、
長
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
昭
和
45
年
、
道
路
公
団
福
岡
建
設
局
・

建
設
部
長
に
就
任
、
九
州
道
の
南
九
州
を

お
お
う
火
山
灰
土
「
シ
ラ
ス
」
や
福
岡
北

部
の
石
炭
採
掘
に
よ
っ
て
排
土
さ
れ
た

「
ボ
タ
」
の
再
利
用
に
取
り
組
ん
で
、
九

州
道
の
建
設
を
進
め
た
。

高
速
道
路
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
大
城
金
夫
氏

　
発
足
当
時
の
公
団
は
優
秀
な
技
術
者
を

各
方
面
か
ら
集
め
た
混
成
技
術
集
団
で
、

大
城
金
夫
氏
も
そ
の
一
人
。
日
本
の
高
速

道
路
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
名
神
高
速
道
で

舗
装
に
取
り
組
み
、
東
名
高
速
道
で
は
最

難
関
と
言
わ
れ
た
蒲
原
工
事
事
務
所
所
長

に
な
っ
た
。
こ
の
工
区
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
塊
が
太
平
洋
に
迫
り
、
駿
河
湾
沿
い
で

は
山
と
海
の
狭
い
海
岸
沿
い
を
国
道
、
国

鉄
・
東
海
道
線
が
す
で
に
並
走
し
て
お
り
、

さ
ら
に
東
名
高
速
道
を
通
す
た
め
、
ト
ン

ネ
ル
掘
削
、
海
岸
埋
め
立
て
工
事
な
ど
難

事
業
を
克
服
し
て
し
て
東
名
の
最
初
の
開

通
区
間
を
仕
上
げ
た(

昭
和
43
年
４
月)

「
日
本
の
高
速
道
路
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存

第
１
節
②

九
州
の
高
速
道
路
建
設
を

担
っ
た
人
々

「九州道との関わりが長かった」
下荒磯氏

　
ド
イ
ツ
か
ら
の
ド
ル
シ
ュ
、
米
国
の
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
両
氏
ら
、
外
国
人
技
術
者
の
指
導

　
ド
イ
ツ
か
ら
の
ド
ル
シ
ュ
、
米
国
の
ソ
ン
デ
レ
ガ
ー
両
氏
ら
、
外
国
人
技
術
者
の
指
導

を
受
け
て
、
名
神
、
東
名
高
速
道
路
は
建
設
さ
れ
た
。
彼
ら
の
熱
心
な
教
育
の
中
で
、
日

を
受
け
て
、
名
神
、
東
名
高
速
道
路
は
建
設
さ
れ
た
。
彼
ら
の
熱
心
な
教
育
の
中
で
、
日

本
人
技
術
者
が
育
ち
、
そ
の
後
の
高
速
道
路
建
設
を
担
っ
て
行
く
。

本
人
技
術
者
が
育
ち
、
そ
の
後
の
高
速
道
路
建
設
を
担
っ
て
行
く
。

　「
日
本
の
技
師
た
ち
は
勇
気
、
創
意
、
工
夫
、
努
力
に
富
み
、
深
く
心
を
打
た
れ
た
。

　「
日
本
の
技
師
た
ち
は
勇
気
、
創
意
、
工
夫
、
努
力
に
富
み
、
深
く
心
を
打
た
れ
た
。

日
本
は
米
国
の
良
い
指
導
と
機
会
を
持
て
ば
世
界
有
数
の
道
路
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
と

日
本
は
米
国
の
良
い
指
導
と
機
会
を
持
て
ば
世
界
有
数
の
道
路
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
と

確
信
す
る
」（
最
初
の
高
速
道
路
調
査
に
携
わ
っ
た
米
国
カ
ー
ル
・
コ
ッ
タ
ー
氏
）。
米
国
、

確
信
す
る
」（
最
初
の
高
速
道
路
調
査
に
携
わ
っ
た
米
国
カ
ー
ル
・
コ
ッ
タ
ー
氏
）。
米
国
、

ド
イ
ツ
の
技
術
指
導
と
世
界
銀
行
か
ら
の
融
資
に
よ
る
名
神
・
東
名
高
速
道
路
の
建
設
を

ド
イ
ツ
の
技
術
指
導
と
世
界
銀
行
か
ら
の
融
資
に
よ
る
名
神
・
東
名
高
速
道
路
の
建
設
を

第
１
期
と
す
る
な
ら
、
第
２
期
と
な
る
名
神
・
東
名
を
延
長
し
日
本
列
島
全
体
を
貫
く
九

第
１
期
と
す
る
な
ら
、
第
２
期
と
な
る
名
神
・
東
名
を
延
長
し
日
本
列
島
全
体
を
貫
く
九

州
道
な
ど
「
縦
貫
５
道
」
の
建
設
は
日
本
人
技
師
団
に
よ
る
建
設
で
あ
っ
た
。
技
術
者
も

州
道
な
ど
「
縦
貫
５
道
」
の
建
設
は
日
本
人
技
師
団
に
よ
る
建
設
で
あ
っ
た
。
技
術
者
も

「
国
産
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
心
を
打
つ
、
日
本
人
技
術
者
の
努
力
」

「
心
を
打
つ
、
日
本
人
技
術
者
の
努
力
」

「
心
を
打
つ
、
日
本
人
技
術
者
の
努
力
」
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在
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
だ
。

　
そ
の
後
、
沖
縄
博
開
催
に
合
わ
せ
た
沖

縄
高
速
道
路
、
同
公
団
福
岡
建
設
局
長
、

本
社
建
設
局
長
、
理
事
を
務
め
た
。
公
団

退
職
後
、
二
つ
の
人
工
島
、
海
底
ト
ン
ネ

ル
、
５
㎞
も
の
長
大
橋
で
構
成
さ
れ
る
、

民
活
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
東
京
湾
横
断
道

路
建
設
（
昭
和
61
年
）
に
取
り
組
ん
だ
。

若
戸
の
川
崎
偉
志
夫
、関
門
橋
の
乙
藤
憲
一
氏

　
関
門
橋
に
先
だ
っ
て
、
日
本
の
技
術
、

国
産
資
材
で
建
設
さ
れ
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
若
戸
大
橋
が
あ
る
。
昭
和
33

年
９
月
着
工
、
長
大
吊
り
橋
の
先
駆
け
と

な
っ
た
。
設
計
か
ら
施
工
ま
で
日
本
人
技

師
に
よ
る
も
の
で
そ
の
現
場
リ
ー
ダ
ー
は

後
に
日
本
道
路
公
団
福
岡
支
社
長
を
務
め

た
川
崎
偉
志
夫
氏
。
若
戸
大
橋
は
続
く
関

門
橋
、
さ
ら
に
本
四
連
絡
橋
に
技
術
を
継

承
、
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
関
門
自
動
車
道

（
関
門
橋
）
の
下
関
側
た
も
と
に
、
関
門

橋
建
設
の
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
。
建
設

事
務
所
長
を
務
め
た
乙
藤
憲
一
の
筆
に
よ

る
。
乙
藤
氏
は
若
戸
大
橋
に
続
い
て
関
門

橋
の
建
設
に
携
わ
っ
た
。

　
関
門
橋
建
設
に
当
た
っ
て
米
国
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、（
Ｌ
Ａ
）
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
橋（
Ｎ
Ｙ
）

な
ど
若
戸
大
橋
同
様
、

米
国
の
巨
大
橋
を
調
査

し
た
が
、
我
が
国
独
自

の
技
術
も
多
く
採
用
さ
れ
た
。
昭
和
43
年

着
工
、主
ケ
ー
ブ
ル
を
若
戸
の
「
ね
じ
り
」

で
は
な
く
「
並
行
」
に
し
た
り
、
巨
大
な

５
万
㎥
も
の
橋
台
を
建
造
す
る
た
め
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
な
ど
構
造

設
計
、
施
工
に
新
技
術
が
動
員
さ
れ
た
。

　
関
門
橋
建
設
ま
で
に
、
我
が
国
初
め
て

の
長
大
吊
り
橋
・
若
戸
大
橋
、
さ
ら
に
そ

の
前
に
西
海
橋
、
天
草
５
橋
な
ど
「
橋
は

西
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
長
大
橋
の
歴
史
が

九
州
に
存
在
す
る
。
関
門
橋
は
そ
の
集
大

成
で
あ
り
、
乙
藤
は
「
願
わ
く
ば
、
私
た

ち
の
経
験
と
資
料
が
後
に
続
く
人
た
ち
に

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
本
四
架
橋
の
た
め

に
役
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
最
大
の
喜
び

と
な
る
だ
ろ
う
」（
日
本
道
路
協
会
発
行

「
道
路
」）
と
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
の
言

葉
通
り
、
世
界
一
の
つ
り
橋
・
明
石
海
峡

大
橋
な
ど
本
四
架
橋
に
展
開
し
て
行
く
。

国
際
派
、
三
野
定
氏

　
わ
が
国
高
速
道
路
建
設
へ
の
道
を
拓
い

た
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
の
報
告
書
作
成
に

日
本
側
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
の
が

三
野
定
氏
で
あ
る
。「（
ワ
ト
キ
ン
ス
）
博

士
は
イ
ン
ド
や
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
も
活
躍

さ
れ
た
が
、
日
本
ほ
ど
そ
の
勧
告
を
受
け

入
れ
経
済
発
展
に
活
用
し
た
国
は
な
か
っ

た
」
と
非
常
な
誇
り
と
し
た
こ
と
を
三
野

氏
は
回
顧
し
て
い
る
。

　
昭
和
16
年
九
州
大
学
工
学
部
土
木
工
学

科
卒
業
、
建
設
省
に
入
り
、
高
速
道
路
課

長
、
日
本
道
路
公
団
に
移
り
東
名
高
速
道

路
部
長
理
事
。
日
本
の
高
速
道
路
黎
明
期

に
全
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

の
立
案
に
か
か
わ
り
、
ま
た
戦
後
、
来
日

し
た
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
の
報
告
書
作
成

か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
く
、
日
本
の
高
速
道

路
づ
く
り
の
組
織
形
成
な
ど
基
礎
を
築
い

た
一
人
だ
。
同
調
査
団
の
報
告
書
「
日
本

の
道
路
は
信
じ
堅
い
ほ
ど
悪
い
。
工
業
国

に
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て
こ
れ
ほ
ど
道
路
網
を
無
視
し
た
国

は
日
本
の
ほ
か
な
い
」
な
ど
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三
野
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の

訳
と
さ
れ
、
道
路
整
備
の
世
論
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

大城　金夫氏

早生　隆彦氏

日本人技師による国産資材でつくられた若戸大橋

関
門
ト
ン
ネ
ル
の
最
初
の
調
査
、
建
設
工
事
を
行
っ

た
加
藤
伴
平
氏
（
１
８
９
６
〜
１
９
８
２
）

　
関
門
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
７
年
、
建
設
計
画
が
た
て

ら
れ
、
そ
の
調
査
に
当
た
っ
た
の
が
加
藤
氏
（
内
務

省
技
師
）。
昭
和
12
年
に
欧
州
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
を
調

査
、
同
14
年
に
建
設
事
務
所
の
初
代
所
長
に
就
任
。

　
断
層
破
砕
帯
や
立
坑
崩
壊
で
殉
職
者
53
人
を
出
し

な
が
ら
、
昭
和
33
年
完
成
。
そ
の
あ
と
、
土
木
技
術

者
は
、
国
道
３
号
三
太
郎
峠
な
ど
全
国
の
難
工
事
に

取
り
組
ん
だ
。（
写
真
は
関
門
ト
ン
ネ
ル
記
念
碑
か
ら
）

「
橋
は
西
か
ら
」

「
橋
は
西
か
ら
」

「
橋
は
西
か
ら
」
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東
九
州
道
に
人
生
を
か
け
た
早
生
隆
彦

　
海
外
技
術
協
力
に
取
り
組
み
、
日
本
の

道
路
建
設
の
技
術
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
え

る
た
め
人
材
派
遣
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

た
。
そ
の
一
人
が
国
連
ア
ジ
ア
局
と
経
済

委
員
会
「
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
に
派
遣
さ
れ
た

早
生
隆
彦
氏
で
あ
る
。

　
早
生
氏
は
曽
野
綾
子
の
小
説「
無
名
碑
」

の
モ
デ
ル
。
道
路
公
団
か
ら
延
岡
市
長
に

転
身
、東
九
州
道
建
設
に
生
涯
を
か
け
た
。

　
早
生
氏
は
日
本
道
路
公
団
の
九
州
、
金

沢
建
設
局
長
を
務
め
た
。
宮
崎
県
・
門
川

町
出
身
で
、
九
州
大
学
工
学
部
航
空
学
科

卒
。
地
元
延
岡
市
か
ら
、
市
長
就
任
を
懇

請
さ
れ
、４
期
15
年
（
１
年
早
く
）
退
任
、

東
九
州
道
建
設
に
奔
走
、
開
通
し
た
平
成

28
年
４
月
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
に
は「
遺
影
」

が
参
加
し
た
。

　
米
国
東
部
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
）
に
若
戸
大
橋

が
参
考
に
し
た
吊
り
橋
が
あ
る
．
ウ
ォ

ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
橋
。
デ
ラ
ウ
ェ

ア
河
に
架
か
り
、
繊
維
、
造
船
、
石

油
精
製
な
ど
が
立
地
す
る
工
業
地
帯
、

大
規
模
な
港
湾
施
設
も
あ
る
。

１
９
５
６
年
に
完
成
し
た
。

　
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
米
国
の
国

民
的
詩
人
で
、
南
北
戦
争
で
国

民
の
奮
起
を
求
め
、
詩
集
「
草

の
葉
」
が
有
名
。

　
若
戸
大
橋
が
こ
の
橋
を
事
前

調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
、
洞

海
湾
と
同
様
に
工
業
地
帯
の
港

湾
を
出
入
り
す
る
大
型
船
舶
が

多
い
こ
と
が
あ
る
。
両
岸
は

平
坦
地
で
あ
る
た
め
、
橋
の
中

央
部
を
高
く
吊
り
上
げ
、
弧
を

描
い
て
水
面
か
ら
の
髙
さ
を
取

り
、
船
舶
の
航
行
に
支
障
が
生

じ
な
い
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
の
点
、
若
戸
大
橋
も
同
様
な

立
地
条
件
で
あ
り
、
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
若
戸
大
橋
が
力
強
い

印
象
が
あ
る
の
に
対
し
、
ウ
ォ
ル
ト
・

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
橋
は
華
奢
な
印
象
で
、

細
く
軟
ら
か
い
線
が
大
河
に
大
き
く

ア
ー
チ
を
描
い
て
、
架
か
っ
て
い
る
。

同
じ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
に
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
橋
も
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
「
代
表
的

な
ア
メ
リ
カ
人
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
実
践
的
、
実
用
的
な

人
物
で
、
誰
も
が
子
供
の
頃
教

え
ら
れ
た
有
名
な
話
に
、
凧
を

揚
げ
、
稲
妻
と
電
気
が
同
じ

も
の
と
証
明
を
し
て
み
せ
る
な

ど
、
科
学
、
技
術
の
面
で
名
を

馳
せ
、
米
国
建
国
の
精
神
を
体

現
す
る
。

　
同
時
に
筆
を
と
っ
て
社
会
、

政
治
活
動
も
活
発
に
行
い
、

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
を
助
け
て
独

立
宣
言
の
起
草
に
参
画
し
た
ほ

か
、
道
路
の
清
掃
に
市
民
が
わ

ず
か
６
ペ
ン
ス
の
お
金
を
出
し

合
っ
て
、
清
潔
に
す
る
こ
と
な
ど
を
呼

び
か
け
た
。
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ

ラ
は
皆
の
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
が
負

担
す
べ
き
と
す
る
「
公
」
の
市
民
哲
学

の
持
ち
主
だ
っ
た
。

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ワ
シ
ン
ト
ン

へ
移
る
ま
で
の
古
い
首
都
で
あ
り
、
イ

ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
ス
ト
ー
ン

ブ
リ
ッ
ジ
、
造
幣
局
な
ど
歴
史
的
建
物

を
見
て
回
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も

楽
し
い
。

若戸大橋が参考にした吊り橋

若戸大橋が手本の一つとしたフィラデルフィアの
ウォルト・ホイットマン橋

早生氏の宿願、東九州道は平成28年北九州―宮崎間が開通した。

改修を終えた若戸大橋
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米
国
で
ハ
イ
ウ
エ
イ
、
と
言
う
時
、
ま

ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
「
リ
ン
カ
ー
ン
・

ハ
イ
ウ
エ
イ
」
だ
。
初
の
米
大
陸
横
断
道

路
で
は
あ
る
が
、
我
々
が
言
う
「
高
速
道

路
」
と
言
う
よ
り
、
米
国
の
「
国
道
」
あ

る
い
は
主
要
道
路
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

高
速
道
路
は
「
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
・
ハ

イ
ウ
ェ
イ
（
州
間
高
速
道
路
）」
で
あ
り
、

そ
の
名
の
よ
う
に
州
と
州
を
結
ぶ
道
路

で
、
連
邦
政
府
の
建
設
に
よ
る
道
路
だ
。

州
の
権
限
が
強
い
米
国
で
は
、
道
路
づ
く

り
で
は
連
邦
政
府
の
出
番
は
、
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
州
と
州
と
を
結
ぶ
道
路
の
重

要
性
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
「
合
州
国
」

へ
の
道
を
拓
く
必
要
性
を
誰
よ
り
も
強
調

し
た
の
が
第
16
代
米
国
大
統
領
エ
ブ
ラ
ハ

ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
で
あ
る
。

リ
ン
カ
ー
ン
の
「
合
州
国
」
の
思
想

　
リ
ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
名
付
け

親
は
自
動
車
製
造
の
起
業
家
の
ひ
と
り
、

カ
ー
ル
・
グ
ラ
ハ
ム
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
で

１
９
１
３
年
の
こ
と
。
そ
れ
を
記
念
し
て

２
０
１
３
年
、
１
０
０
周
年
記
念
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
発

明
王
エ
ジ
ソ
ン
や
大
統
領
だ
っ
た
セ
オ

ド
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ら
に
呼
び
か
け
、

「
１
０
０
０
万
ド
ル
」
の
建
設
資
金
の
大

募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
。
こ
の
最

初
の
自
動
車
横
断
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
名

前
と
し
て
、「
リ
ン
カ
ー
ン
」を
提
案
し
た
。

　
エ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
は
誰
も
が

知
っ
て
い
る
南
北
戦
争
を
勝
利
し
た
第
16

代
大
統
領
だ
が
、
最
も
恐
れ
た
の
は
州
と

州
の
対
立
で
あ
り
、
国
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

る
事
で
あ
っ
た
。
道
路
に
つ
い
て
も
州
が

主
導
し
、
州
内
の
道
路
整
備
に
力
を
注
い

だ
が
、他
の
州
と
の
連
携
に
は
無
関
心
で
、

幅
員
な
ど
道
路
の
規
格
に
も
州
間
で
違
い

が
あ
っ
た
。「
米
国
が
一
つ
」
と
な
る
真

の
統
一
を
実
現
す
る
も
の
は
、
統
一
規
格

の「
道
路
」で
あ
る
と
の
考
え
が
リ
ン
カ
ー

ン
に
は
強
く
あ
っ
た
。
一
つ
の
国
―
「
合

州
国
」
で
あ
り
さ
ら
に
「
合
衆
国
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　
大
統
領
に
な
る
前
、
彼
は
測
量
士
で
あ

り
、
弁
護
士
で
、
道
路
建
設
に
か
か
わ
る

土
地
買
収
や
権
利
対
立
の
紛
争
に
関
係
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
道
路
の

重
要
性
、
地
域
と
地
域
が

繋
が
る
こ
と
の
意
味
を
深

く
理
解
し
た
よ
う
だ
。
そ

れ
が
米
国
の
道
路
建
設

の
原
点
と
な
っ
た
。
リ
ン

カ
ー
ン
の
名
前
を
冠
し
た

「
リ
ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で

米
大
陸
を
横
断
、
13
州
を

結
ぶ
道
路
、
例
え
ば
ル
ー
ト
30
号
、
同
50

号
、
80
号
な
ど
が
繋
ぐ
横
断
道
路
の
総
称

で
あ
り
、
開
通
時
（
１
９
１
３
年
）
で

５
４
５
４
㎞
（
３
３
８
９
マ
イ
ル
）。
そ

の
後
再
配
置
な
ど
で
、
１
９
２
４
年
に
は

約
５
０
０
０
㎞
と
な
っ
た
。

大
西
洋
か
ら
太
平
洋
へ

　
リ
ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
が
起
点
で
、
実
感
的
に
は
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
大
陸
横
断
の
出
発
点

は
「
ホ
ラ
ン
ド
・
ト
ン
ネ
ル
」
で
あ
る
。

そ
の
後
「
リ
ン
カ
ー
ン
・
ト
ン
ネ
ル
」

（
１
９
３
７
年
開
通
）
が
開
通
、
巨
大
な

城
壁
に
３
つ
の
入
り
口
が
造
ら
れ
、
い
か

に
も
横
断
の
道
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
思
わ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
だ
。
最
初
、
大
陸
横
断
に

使
わ
れ
た
の
は
、
か
つ
て
関
門
国
道
ト
ン

ネ
ル
が
「
排
気
装
置
」
を
学
ん
だ
ホ
ラ
ン

ド
ト
ン
ネ
ル
（
１
９
２
７
年
開
通
）
だ
っ

た
。
ト
ン
ネ
ル
建
設
前
は
フ
ェ
リ
ー
で

ハ
ド
ソ
ン
川
を
渡
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
入
り
、
い
よ
い
よ
、
大

西
洋
岸
か
ら
太
平
洋
へ
の
、「
西
へ
」
へ

の
大
陸
横
断
の
旅
の
始
ま
り
で
あ
る
。
中

西
部
の
大
平
原
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
や
荒
野
・

砂
漠
、
ロ
ッ
キ
ー
・
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈

を
越
え
、
ゴ
ー
ル
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ(

金
門
橋)

、

近
く
の
リ
ン
カ
ー
ン
公
園
。「
西
の
終
点
・

リ
ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
」
の
標
識
が

建
っ
て
い
て
、記
念
撮
影
す
る
人
が
多
い
。

　
リ
ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
走
る
人
は

「道は国を連帯させる」と説いたリンカーン。
道路ぞいに像が建てられている。

第2節① 米国高速道路の原点
「リンカーンハイウエイ」

今も、米大陸横断の歴史を語る高速道路
戦後、アイゼンハワーが州間自動車道を推進

二人の大統領―「合州国」の発展のため道路づくり
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「
ト
ラ
ベ
ラ
ー
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
）

で
あ
り
、
観
光
旅
行
者
・
ツ
ー
リ
ス
ト

（
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
な
い
」（
作
家
、

ミ
シ
ェ
ル
・
ウ
オ
ー
リ
ス
）、
と
さ
れ
る
。

ト
ラ
ベ
ラ
ー
に
は
、
遠
く
の
国
へ
、
人
生

を
か
け
て
旅
を
し
て
沿
線
の
街
々
の
風

景
、
歴
史
に
刻
み
ゆ
く
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
道
の
標
識
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
標
柱
で
マ
ー
ク
や
赤
白
青
の
三
色
に

「
Ｌ
」
の
マ
ー
ク
で
、
正
規
の
も
の
か
ら

電
柱
、
掘
立
小
屋
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
に
自
己
流
の
張
り
紙
ま
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る

実
物
何
倍
も
の
コ
イ
ン
（
約
１
ト
ン
も
あ

る
ク
オ
ー
タ
ー
硬
貨
）
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
な
ど
の
〝
道
標
〞
も
あ
り
、
こ
の
道
の

ド
ラ
イ
ブ
の
楽
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
。

　
要
所
、
要
所
に
あ
の
長
ひ
げ
の
リ
ン

カ
ー
ン
像
が
建
っ
て「
道
標（
道
し
る
べ
）」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
最

高
地
点
シ
ャ
ー
マ
ン
サ
ミ
ッ
ト
（
イ
ン

タ
ー
ス
テ
ー
ト
80
・
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
）

に
は
15
ｍ
近
い
リ
ン
カ
ー
ン
像
が
建
っ
て

い
る
し
、
子
供
た
ち
に
語
り
か
け
る
リ
ン

カ
ー
ン
像
、
そ
の
横
に
「
偉
大
さ
へ
の

道
」
の
文
字
（
シ
カ
ゴ
・

Ｒ
１
２
５
）、
か
と
思
え

ば
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
一

休
み
し
て
い
る
リ
ン
カ
ー

ン
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
）
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
「
米
国
の
父
」
へ
の
敬

愛
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ア
イ
ク
の
高
速
道
路
整
備

　
戦
後
、イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
道
路
網（
正

式
に
は
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
　
ａ
ｎ

ｄ
　
ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
　
ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｗ
ａ

ｙ
）
が
整
備
さ
れ
、
旧
道
の
リ
ン
カ
ー
ン

ハ
イ
ウ
エ
イ
は
忘
れ
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ

に
危
機
感
を
持
っ
た
の
が
、
そ
の
イ
ン

タ
ー
ス
テ
イ
ト
整
備
を
推
し
進
め
た
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
（
第
34
代
）
だ
っ
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
の
英
雄
で
あ
り
、「
ゴ

ル
フ
好
き
の
ア
イ
ク
」
と
国
民
に
親
し
ま

れ
た
。

　
ま
だ
若
い
中
佐
だ
っ
た
こ
ろ
、
自
動

車
部
隊
の
護
送
演
習
と
し
て
リ
ン
カ
ー

ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
で
62

日
間
か
け
て
「
泥
だ

ら
け
の
」
大
陸
横
断

（
１
９
１
９
年
）
を

し
た
。
当
時
は
崩
れ

そ
う
な
橋
や
、
舗
装

も
な
く
狭
い
道
も
多

く
、
到
底
、
即
座
に

部
隊
展
開
が
出
来
そ

う
も
な
く
、
国
防
に

役
立
つ
道
路
と
は
思

え
な
か
っ
た
。
後
に
、

連
合
軍
総
司
令
官
と

し
て
戦
っ
た
敵
国
ド

イ
ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー

ン
に
感
銘
を
受
け
た

彼
は
、
大
統
領
に
就

任
す
る
や
高
速
道
路

網
の
整
備
に
着
手
し

た
。
敵
国
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
国
防
目

的
の
ほ
か
郵
便
事
業
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ス

テ
イ
ト
は
必
要
だ
っ
た
。か
つ
て
ポ
ニ
ー
・

エ
キ
ス
プ
レ
ス
が
砂
塵
を
あ
げ
て
疾
走
し

た
よ
う
に
、
高
速
道
路
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
。

　
１
９
５
６
年
ハ
イ
ウ
エ

イ
法
が
制
定
さ
れ
連
邦
政

府
の
建
設
助
成
が
決
ま
っ

て
、
急
ピ
ッ
チ
の
整
備
が

進
ん
だ
。
単
に
道
路
が
出

来
た
だ
け
で
は
な
い
、
州

ご
と
に
違
い
を
解
消
す
る

全
国
統
一
規
格
の
道
路
が

整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
道
30
、
40
号
な
ど
の

整
備
が
進
む
と
共
に
、
リ

ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
は
旧
道
と
し
て
忘

れ
ら
れ
た
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
魅

力
が
再
発
見
さ
れ
た
の
が
、
１
９
８
０
年

代
。
多
く
の
若
者
が
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ

ウ
エ
イ
を
走
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
た
。
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
に
家
族
と
自
炊
用
具
を
乗
せ
て
、
リ

ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
走
る
横
断
ド

ラ
イ
ブ
は
一
度
は
や
っ
て
み
た
い
旅
だ
。

「
決
し
て
退
屈
は
し
な
い
、
一
日
と
し
て

同
じ
日
は
な
く
、
一
つ
と
し
て
同
じ
景

色
は
な
い
」（
作
家
ベ
ア
ト
リ
ス
・
マ
ッ

シ
ー
）。
古
く
懐
か
し
い
道
で
あ
り
、
米

国
の
歩
み
を
伝
え
る
横
断
道
路
で
も
あ

る
。
米
国
の
自
然
、
歴
史
を
語
る
道
の
重

要
性
に
気
付
い
た
の
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

で
、
日
本
風
景
街
道
の
手
本
と
な
っ
た

リンカーンハイウエーのゴール道路標識。
大きな「Ｌ」がシンボルマーク

現在でもアメリカ国民から敬愛されるリンカーン
大統領（ニューヨーク・米国歴史協会前）

リンカーントンネル（ＮＹ市）
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「
ト
ラ
ベ
ラ
ー
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
）

で
あ
り
、
観
光
旅
行
者
・
ツ
ー
リ
ス
ト

（
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
な
い
」（
作
家
、

ミ
シ
ェ
ル
・
ウ
オ
ー
リ
ス
）、
と
さ
れ
る
。

ト
ラ
ベ
ラ
ー
に
は
、
遠
く
の
国
へ
、
人
生

を
か
け
て
旅
を
し
て
沿
線
の
街
々
の
風

景
、
歴
史
に
刻
み
ゆ
く
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
道
の
標
識
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
標
柱
で
マ
ー
ク
や
赤
白
青
の
三
色
に

「
Ｌ
」
の
マ
ー
ク
で
、
正
規
の
も
の
か
ら

電
柱
、
掘
立
小
屋
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
に
自
己
流
の
張
り
紙
ま
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る

実
物
何
倍
も
の
コ
イ
ン
（
約
１
ト
ン
も
あ

る
ク
オ
ー
タ
ー
硬
貨
）
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
な
ど
の
〝
道
標
〞
も
あ
り
、
こ
の
道
の

ド
ラ
イ
ブ
の
楽
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
。

　
要
所
、
要
所
に
あ
の
長
ひ
げ
の
リ
ン

カ
ー
ン
像
が
建
っ
て「
道
標（
道
し
る
べ
）」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
最

高
地
点
シ
ャ
ー
マ
ン
サ
ミ
ッ
ト
（
イ
ン

タ
ー
ス
テ
ー
ト
80
・
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
）

に
は
15
ｍ
近
い
リ
ン
カ
ー
ン
像
が
建
っ
て

い
る
し
、
子
供
た
ち
に
語
り
か
け
る
リ
ン

カ
ー
ン
像
、
そ
の
横
に
「
偉
大
さ
へ
の

道
」
の
文
字
（
シ
カ
ゴ
・

Ｒ
１
２
５
）、
か
と
思
え

ば
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
一

休
み
し
て
い
る
リ
ン
カ
ー

ン
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
）
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
「
米
国
の
父
」
へ
の
敬

愛
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ア
イ
ク
の
高
速
道
路
整
備

　
戦
後
、イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
道
路
網（
正

式
に
は
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
　
ａ
ｎ

ｄ
　
ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
　
ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｗ
ａ

ｙ
）
が
整
備
さ
れ
、
旧
道
の
リ
ン
カ
ー
ン

ハ
イ
ウ
エ
イ
は
忘
れ
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ

に
危
機
感
を
持
っ
た
の
が
、
そ
の
イ
ン

タ
ー
ス
テ
イ
ト
整
備
を
推
し
進
め
た
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
（
第
34
代
）
だ
っ
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
の
英
雄
で
あ
り
、「
ゴ

ル
フ
好
き
の
ア
イ
ク
」
と
国
民
に
親
し
ま

れ
た
。

　
ま
だ
若
い
中
佐
だ
っ
た
こ
ろ
、
自
動

車
部
隊
の
護
送
演
習
と
し
て
リ
ン
カ
ー

ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
で
62

日
間
か
け
て
「
泥
だ

ら
け
の
」
大
陸
横
断

（
１
９
１
９
年
）
を

し
た
。
当
時
は
崩
れ

そ
う
な
橋
や
、
舗
装

も
な
く
狭
い
道
も
多

く
、
到
底
、
即
座
に

部
隊
展
開
が
出
来
そ

う
も
な
く
、
国
防
に

役
立
つ
道
路
と
は
思

え
な
か
っ
た
。
後
に
、

連
合
軍
総
司
令
官
と

し
て
戦
っ
た
敵
国
ド

イ
ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー

ン
に
感
銘
を
受
け
た

彼
は
、
大
統
領
に
就

任
す
る
や
高
速
道
路

網
の
整
備
に
着
手
し

た
。
敵
国
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
国
防
目

的
の
ほ
か
郵
便
事
業
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ス

テ
イ
ト
は
必
要
だ
っ
た
。か
つ
て
ポ
ニ
ー
・

エ
キ
ス
プ
レ
ス
が
砂
塵
を
あ
げ
て
疾
走
し

た
よ
う
に
、
高
速
道
路
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
。

　
１
９
５
６
年
ハ
イ
ウ
エ

イ
法
が
制
定
さ
れ
連
邦
政

府
の
建
設
助
成
が
決
ま
っ

て
、
急
ピ
ッ
チ
の
整
備
が

進
ん
だ
。
単
に
道
路
が
出

来
た
だ
け
で
は
な
い
、
州

ご
と
に
違
い
を
解
消
す
る

全
国
統
一
規
格
の
道
路
が

整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
道
30
、
40
号
な
ど
の

整
備
が
進
む
と
共
に
、
リ

ン
カ
ー
ン
ハ
イ
ウ
エ
イ
は
旧
道
と
し
て
忘

れ
ら
れ
た
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
魅

力
が
再
発
見
さ
れ
た
の
が
、
１
９
８
０
年

代
。
多
く
の
若
者
が
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ

ウ
エ
イ
を
走
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
た
。
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
に
家
族
と
自
炊
用
具
を
乗
せ
て
、
リ

ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
走
る
横
断
ド

ラ
イ
ブ
は
一
度
は
や
っ
て
み
た
い
旅
だ
。

「
決
し
て
退
屈
は
し
な
い
、
一
日
と
し
て

同
じ
日
は
な
く
、
一
つ
と
し
て
同
じ
景

色
は
な
い
」（
作
家
ベ
ア
ト
リ
ス
・
マ
ッ

シ
ー
）。
古
く
懐
か
し
い
道
で
あ
り
、
米

国
の
歩
み
を
伝
え
る
横
断
道
路
で
も
あ

る
。
米
国
の
自
然
、
歴
史
を
語
る
道
の
重

要
性
に
気
付
い
た
の
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

で
、
日
本
風
景
街
道
の
手
本
と
な
っ
た

リンカーンハイウエーのゴール道路標識。
大きな「Ｌ」がシンボルマーク

現在でもアメリカ国民から敬愛されるリンカーン
大統領（ニューヨーク・米国歴史協会前）

リンカーントンネル（ＮＹ市）
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「
シ
ー
ニ
ッ
ク
・
バ
イ
ウ
エ
イ
」
も
彼
の

発
想
と
言
わ
れ
る
。
米
国
の
道
は
荒
野
に

点
在
す
る
開
拓
民
の
集
落
と
人
び
と
を
繋

い
で
行
く
の
が
道
路
の
目
的
だ
っ
た
。
西

へ
の
開
拓
の
道
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
建
国
の
道
で
も
あ
っ
た
。

自
動
車
の
登
場

　
馬
や
幌
馬
車
、
そ
し
て
大
陸
横
断
鉄
道

の
登
場
、そ
し
て
自
動
車
の
時
代
に
入
る
。

１
９
０
８
年
、
フ
ォ
ー
ド
Ｔ
型
が
大
量
生

産
さ
れ
、
比
較
的
安
価
で
「
大
衆
車
」
を

供
給
し
始
め
、
米
国
に
自
動
車
時
代
が
到

来
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
道
路
整
備
の
要
望

が
強
く
な
っ
た
。

　
質
の
高
い
道
路
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

の
が
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ
イ
で

１
９
１
３
年
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ
イ

協
会
が
発
足
、
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
エ

イ
は
各
道
路
で
繋
ぐ
形
で
、
一
本
の
横
断

道
路
と
し
て
１
９
１
３
年
正
式
に
命
名
さ

れ
た
。
幅
員
、
舗
装
な
ど
州
ご
と
、
道
路

ご
と
に
違
っ
て
い
た
が
次
第
に
連
邦
規
格

と
し
て
統
一
さ
れ
、
高
規
格
に
な
っ
て
行

く
。
ま
た
自
動
車
走
行
に
合
わ
せ
、
カ
ー

ブ
を
少
な
く
し
直
線
化
、
短
時
間
で
目
的

地
を
結
ぶ
ル
ー
ト
に
替
わ
る
な
ど
、
全
体

距
離
も
変
化
し
た
。

自
動
車
の
発
展
う
な
が
す

　
こ
の
道
路
の
改
善
は
、
自
動
車
業
界
の

Ｐ
Ｒ
作
戦
の
舞
台
と
な
り
、
自
動
車
の

普
及
、
自
動
車
王
国
へ
の
道
を
拓
い
た
。

フ
ォ
ー
ド
社
は
「
リ
ン
カ
ー
ン
」
と
命
名

し
た
大
型
車
を
市
場
に
出
し
た
。
長
距
離

走
行
機
能
と
乗
り
心
地
の
快
適
さ
が
「
売

り
」
で
、
米
国
車
の
代
表
モ
デ
ル
と
し
て

一
世
を
風
靡
し
た
。

　
２
０
１
３
年
、
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ

エ
イ
１
０
０
年
記
念
の
横
断
ツ
ア
ー
が
ク

ラ
ッ
シ
ク
カ
ー
も
含
め
１
４
０
台
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
。
西
海
岸
と
東
海
岸
の
両

端
か
ら
出
発
し
た
ツ
ア
ー
隊
は
７
日
後
ネ

ブ
ラ
ス
カ
州
カ
ー
ニ
ー
で
合
流
、
祝
賀
パ

レ
ー
ド
を
行
っ
た
。

巨大なリンカーン像が“道案内”をしてくれた。
（ワイオミング州）

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
）
は
今
で
も
全
米
か
ら
「
橋
を
渡
り
」

に
や
っ
て
く
る
人
び
と
で
長
蛇
の
列
が

出
来
る
。
１
５
０
年
前
に
技
術
の
夢
を

実
現
す
る
た
め
に
、
渡
米
し
た
ド
イ
ツ

移
民
、
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
親
子
と
そ
の
妻

３
人
の
名
前
が
主
塔
プ
レ
ー
ト
に
は
め

込
ま
れ
、
鋼
鉄
の
ロ
ー
プ
、
ケ
ー
ソ
ン

技
術
な
ど
が
銅
板
で
説
明
さ

れ
、
多
く
の
人
が
立
ち
止
ま
っ

て
読
ん
で
い
る
。
そ
の
近
く

で
は
、
子
供
た
ち
が
先
生
の

説
明
を
ノ
ー
ト
し
、
橋
を
ス

ケ
ッ
チ
し
て
い
た
。
こ
う
し

て
技
術
者
を
尊
敬
す
る
心
が

育
つ
の
だ
ろ
う
。

　
米
国
駐
在
中
、
現
地
校
に

通
う
娘
の
教
科
書
を
め
く
っ

て
い
た
ら
、
ワ
ー
ル
ド
・
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
ツ
イ
ン

ビ
ル
）
を
設
計
し
た
日
系
の

ヤ
マ
サ
キ
・
ミ
ノ
ル
氏
の

仕
事
が
１
頁
半
に
渡
っ
て

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
同

時
多
発
テ
ロ
で
崩
壊
し
た
が
、

跡
地
に
建
て
ら
れ
た
記
念
館

に
は
ツ
イ
ン
ビ
ル
の
大
写
真

が
飾
ら
れ
て
い
た
。
２
０
０
１
年
の
テ

ロ
か
ら
17
年
、
３
０
０
０
人
の
犠
牲
者

の
名
前
が
一
人
ひ
と
り
、
追
悼
式
で
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
崩
壊
し
た
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
跡
は
人
工
滝
に
な

り
、
そ
の
縁
に
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
新
た
に
５
棟
の
高
層
ビ
ル
が
完
成

し
て
い
る
。
日
本
人
建
築
家
・
槙
文
彦

氏
設
計
の
ビ
ル
も
あ
る
。
最
も
高
い
ワ

ン
ワ
ー
ル
ド
ビ
ル
は
１
７
７
６
フ
イ
ー

ト
。
１
７
７
６
年
は
ア
メ
リ
カ
独
立
の

年
で
あ
り
、
新
た
な
出
発
の
意
味
が
込

め
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
秋
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
フ
イ
ル
の
演
目
は
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
の
「
新
世
界
」
だ
っ
た
。

　
米
国
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
、
技
術
者

の
仕
事
に
敬
意
を
表
す
る
。
何

も
土
木
技
術
者
、
建
築
設
計
者

だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
米
プ
ロ

野
球
で
３
０
０
０
本
安
打
を
達

成
し
た
イ
チ
ロ
ー
、
こ
の
年
の

Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
の
優
勝

候
補
の
一
人
、
英
国
の
マ
レ
ー

を
破
っ
た
錦
織
圭
選
手
な
ど
観

客
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て
外
国

人
選
手
へ
喝
采
を
お
く
っ
た
。

そ
の
拍
手
に
は
、
新
世
界
を
切

り
開
く
人
へ
の
畏
敬
の
念
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

外国人技術者に畏敬の目

Ｎ
Ｙ
の
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
設
計
し
た
ヤ
マ

サ
キ
氏
の
写
真
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
、
今

も
記
念
館
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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水
底
ト
ン
ネ
ル
換
気
装
置

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島

の
南
端
で
ハ
ド
ソ
ン
川
の
川
底
を
も
ぐ

り
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
と
繋
が
る
「
ホ

ラ
ン
ド
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
関
門
国
道
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
縁
が
深
い
。
昭
和
33
年

完
成
の
、
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル

の
換
気
装
置
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル

に
学
ん
だ
。
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
と

違
っ
て
、
自
動
車
が
利
用
す
る

長
大
な
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
、
車

の
排
気
を
換
気
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
装
置
が
必
要

だ
。
ホ
ラ
ン
ド
ト
ン
ネ
ル
の
換

気
装
置
の
設
計
図
を
参
考
に
、

九
州
大
学
で
模
型
実
験
を
繰
り

返
し
、
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
を

完
成
さ
せ
た
。
い
わ
ば
恩
人
の

ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。

　
ホ
ラ
ン
ド
ト
ン
ネ
ル
の
写
真

撮
影
の
た
め
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

橋
か
ら
中
華
街
、
リ
ト
ル
イ
タ

リ
ア
の
賑
わ
い
を
抜
け
て
キ
ャ

ナ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
西
側
、
入

り
口
に
カ
メ
ラ
を
向
け
近
づ
い

た
ら
、
警
備
員
が
銃
を
構
え
て

飛
び
出
し
て
き
た
。「
テ
ロ
防
止

と
安
全
の
た
め
」
警
戒
し
て
い

る
の
だ
、
と
言
う
。
２
０
０
１
年
９
月

11
日
、
Ｎ
Ｙ
市
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
近

く
の
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

(

設
計
者
は
日
系
の
ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
サ

キ
氏
）
が
同
時
多
発
テ
ロ
で
崩
壊
し
た

後
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
で
も

爆
破
事
件
が
起
こ
っ
た
。
今
で
も
ピ
リ

ピ
リ
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
の
だ
。

　
ホ
ラ
ン
ド
ト
ン
ネ
ル
は
Ｎ
Ｙ
証
券
取

引
所
を
は
じ
め
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ビ

ル
、
新
し
く
建
て
直
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
な
ど
米

国
経
済
の
中
枢
部
に
つ
な
が

る
、
都
市
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
る

テ
ロ
は
、
米
国
経
済
、
い
や
世

界
経
済
の
心
臓
部
を
マ
ヒ
さ

せ
る
だ
け
に
、
厳
重
警
戒
が
続

い
て
い
る
。
実
際
、
走
っ
て
見

る
と
、
両
側
の
ト
ン
ネ
ル
入
り

口
は
、
大
き
な
看
板
が
掲
げ
ら

れ
、
料
金
所
も
あ
っ
て
車
の

長
蛇
の
列
、
渋
滞
し
て
い
た
。

入
る
と
、
２
車
線
の
一
方
通
行

で
、
壁
面
は
白
灰
色
の
タ
イ
ル

張
り
、
ア
ッ
と
言
う
間
の
通
過

だ
っ
た
。

　
１
９
２
０
年
に
着
工
さ

れ
、
１
９
２
７
年
に
完
成
し

た
。
ト
ン
ネ
ル
２
本
の
長
さ
は

２
６
０
８
ｍ
と
２
５
５
１
ｍ
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
基
礎
と
同

様
、
ケ
ー
ソ
ン
方
式
で
掘
削
が

進
め
ら
れ
、
そ
の
名
前
は
殉
職

（
１
９
２
４
年
）
し
た
主
任
技
師
の
ク

リ
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ラ
ン
ド
の
名
前
に
ち

な
ん
で
い
る
。

関門国道トンネルが学んだ
ＮＹ・ホランドトンネル

ホランドトンネルのニュージャージー側の入り口

〝壁の芸術〞とも呼ぶのだろうか （ＮＹ市内で）橋の上のパフォーマンス。橋は“舞台”だ。
（ニューヨーク・ブルックリン橋）

Ｎ
Ｙ
は
道
も
ビ
ル
も
〝
舞
台
〞

マンハッタンに向う道、ホランドトンネルはR78ルート上にある
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母
な
る
道

　
第
１
次
世
界
大
戦
後
、

そ
の
後
の
栄
光
か
ら
大

恐
慌
の
「
苦
し
み
の
時

代
」
へ
。
ノ
ー
ベ
ル
賞

作
家
、
ジ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
が
描
い
た

小
説
「
怒
り
の
ブ
ド
ウ
」

は
、自
然
災
害
・
砂
嵐（
サ

ン
ド
ス
ト
ー
ム
）
と
大

資
本
に
土
地
を
奪
わ
れ

て
、ル
ー
ト
66
号
を
「
豊

穣
の
地
」（
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
）に
向
か
う
ジ
ョ
ー

ド
一
家
の
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
　

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
だ
。
米
国
社
会
を

鋭
く
告
発
し
な
が
ら
、
同
時
に
、

家
族
愛
や
同
じ
運
命
の
「
移
動

す
る
人
び
と
」
の
助
け
合
い
、

連
帯
、
勇
気
を
描
く
国
民
文
学

と
な
っ
て
い
る
。

　
土
地
を
追
わ
れ
た
農
民
た
ち

は
家
族
と
い
っ
さ
い
の
家
財
道

具
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
「
Ｒ

66
」
を
西
に
流
れ
て
行
く
。
沿

線
各
州
か
ら
の
数
十
万
と
言
わ

れ
た
流
浪
の
民
は
、
支
線
か
ら
こ
の
「
Ｒ

66
」
に
流
れ
込
ん
で
ゆ
き
「
マ
ザ
ー
ロ
ー

ド
」（
母
な
る
道
）
と
呼
ば
れ
た
。
実
際
、

小
説
に
登
場
す
る
「
マ
マ
」
は
、
悲
運
に

落
胆
す
る
家
族
を
そ
の
大
き
な
胸
に
受
け

止
め
、
家
族
を
離
散
か

ら
ま
と
め
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
へ
向
か
う
。
Ｒ

66
は
「
マ
マ
」
の
よ
う

な
希
望
へ
の
道
路
で
も

あ
る
。
最
終
章
、
飢
え

た
老
人
を
抱

き
、
旅
の
苦

し
み
か
ら
流

産
し
た
若
い

母
親
が
母
乳

を
与
え
る
慈

愛
の
姿
で
登
場
す
る
。

　「
ル
ー
ト
66
」
は
、
現
在
、
シ

カ
ゴ
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
、

米
大
陸
６
州
を
南
西
に
斜
断
す

る
約
３
７
０
０
㎞
に
及
ぶ
イ
ン

タ
ー
ス
テ
イ
ト
（
州
間
自
動
車

道
）
を
指
す
が
、
高
速
道
路
で

は
な
い
旧
道
「
Ｒ
66
」
も
存
在

す
る
。
沿
線
地
域
住
民
が
「
Ｒ

66
」
全
て
を
自
動
車
専
用
道
路

に
す
る
こ
と
を
拒
絶
、
そ
の

80
％
を
残
し
て
い
る
。「
Ｒ
66
は

道
路
名
だ
け

で
な
く
、
沿

線
の
地
域
史
、

風
景
、
暮
ら

し
も
含
め
て

い
る
」
か
ら

だ
。
終
着
点

は
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の
太

平
洋
を
望
む
ピ
ア
（
桟

橋
）
で
「
Ｅ
ｎ
ｄ
　
ｏ

ｆ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
Ｌ
」
の

標
識
が
あ
っ
た
。

　
ル
ー
ト
66
は
、
そ
の
後
も
「
歴
史
を
語

る
懐
か
し
い
道
」
と
し
て
人
々
の
心
に
刻

ま
れ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
が
歌
い
、

若
者
向
け
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
舞
台
と

な
り
、
沿
線
に
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
・
ス
タ

ン
ド
、
ス
ロ
ッ
ト
・
マ
シ
ー
ン
、
コ
カ
コ
ー

ラ
の
大
き
な
看
板
な
ど
「
懐
か
し
の
ア
メ

リ
カ
」
が
並
び
、
今
も
、
旅
す
る
人
々
を

引
き
つ
け
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
土
産
品
店
で
ル
ー

ト
66
の
標
識
プ
レ
ー
ト
が
売
ら
れ
て
い

た
。
Ｒ
66
はM

other Road

と
書
き
込

　
米
国
に
は
「
道
路
文
学
」（
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
　
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
）
が
脈
々
と
続
い
て
い
る
。
文

　
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
）
が
脈
々
と
続
い
て
い
る
。
文

字
通
り
、
道
路
を
舞
台
に
し
た
米
国
民
の
「
移
動
の
物
語
」
で
あ
り
、
人
々
の
手
に
よ
っ

字
通
り
、
道
路
を
舞
台
に
し
た
米
国
民
の
「
移
動
の
物
語
」
で
あ
り
、
人
々
の
手
に
よ
っ

て
切
り
拓
か
れ
た
、
こ
の
国
の
歴
史
と
国
民
の
誇
り
を
語
り
継
ぐ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
（
叙
事
詩
）

て
切
り
拓
か
れ
た
、
こ
の
国
の
歴
史
と
国
民
の
誇
り
を
語
り
継
ぐ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
（
叙
事
詩
）

と
さ
れ
、「
道
」
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
神
に
与
え
ら
れ
た
「
約
束
の
地
」
へ

と
さ
れ
、「
道
」
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
神
に
与
え
ら
れ
た
「
約
束
の
地
」
へ

の
進
路
で
あ
り
、
そ
れ
を
求
め
て
、
先
祖
た
ち
・
パ
イ
オ
ニ
ア
が
苦
難
の
末
に
切
り
開
い

の
進
路
で
あ
り
、
そ
れ
を
求
め
て
、
先
祖
た
ち
・
パ
イ
オ
ニ
ア
が
苦
難
の
末
に
切
り
開
い

た
血
と
汗
の
国
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
祖
先
が
た
ど
っ
た
「
歴
史
の
道

た
血
と
汗
の
国
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
祖
先
が
た
ど
っ
た
「
歴
史
の
道

（
ル
ー
ツ
）」
で
も
あ
る
。

　
道
路
の
歴
史
は
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
や
秦
の
始
皇
帝

　
道
路
の
歴
史
は
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
や
秦
の
始
皇
帝

に
よ
る
「
馳
道
」、
さ
ら
に
は
日
本
の
律
令
時
代
に
整
備
さ
れ
た
「
古
代
官
道
」

に
よ
る
「
馳
道
」、
さ
ら
に
は
日
本
の
律
令
時
代
に
整
備
さ
れ
た
「
古
代
官
道
」

等
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
帝
国
の
統
一
支
配
の
た
め
、
軍
隊

等
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
帝
国
の
統
一
支
配
の
た
め
、
軍
隊

派
遣
や
情
報
収
集
を
い
ち
早
く
行
う
た
め
の
道
路
で
あ
る
。

派
遣
や
情
報
収
集
を
い
ち
早
く
行
う
た
め
の
道
路
で
あ
る
。

　
新
植
民
地
で
の
暮
ら
し
の
道
に
始
ま
り
、
人
々
が
命
を
懸
け

　
新
植
民
地
で
の
暮
ら
し
の
道
に
始
ま
り
、
人
々
が
命
を
懸
け

て
幌
馬
車
で
、
西
へ
「
道
を
拓
い
た
」
米
国
で
の
道
づ
く
り
と

て
幌
馬
車
で
、
西
へ
「
道
を
拓
い
た
」
米
国
で
の
道
づ
く
り
と

は
基
本
的
な
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
西
洋
の
米
東
海
岸
か

は
基
本
的
な
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
西
洋
の
米
東
海
岸
か

ら
太
平
洋
・
西
海
岸
ま
で
、
大
平
原
、
砂
漠
と
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

ら
太
平
洋
・
西
海
岸
ま
で
、
大
平
原
、
砂
漠
と
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

を
越
え
て
、
最
初
に
西
へ
の
道
を
拓
い
た
の
は
「
カ
ー
バ
ー
ラ

を
越
え
て
、
最
初
に
西
へ
の
道
を
拓
い
た
の
は
「
カ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
国
道
」、
さ
ら
に
西
へ
の
「
オ
レ
ゴ
ン
・
ト
レ
イ
ル
（
街

ン
ド
国
道
」、
さ
ら
に
西
へ
の
「
オ
レ
ゴ
ン
・
ト
レ
イ
ル
（
街

道
）」
で
あ
り
、
映
画
「
シ
ェ
ー
ン
」「
駅
馬
車
」
を
は
じ
め
西

道
）」
で
あ
り
、
映
画
「
シ
ェ
ー
ン
」「
駅
馬
車
」
を
は
じ
め
西

部
劇
の
中
心
舞
台
だ
。

道路文学、脈々と道路文学、脈々と
国の歴史と誇りを語り継ぐ国の歴史と誇りを語り継ぐ

第2節② 米国横断道路の原点
―ルート66

「ルート66」は、マザーロードとして、
米国民から愛されている。

廃屋（？）の前にR66の標識（アリゾナ州）
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ま
れ
て
い
る
。
Ｒ
66
の
精
神
は
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
エ
イ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

１
９
５
０
年
代
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大

統
領
に
よ
っ
て
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
（
州
間
高
速
道
路
）

は
車
社
会
の
利
便
性
を
高
め
、
国
力
を
上

げ
、
合
衆
国
の
結
束
を
進
め
た
が
、
高
速

で
の
『
素
通
り
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
や

人
々
の
歩
み
の
物
語
り
、
こ
の
大
陸
の
自

然
や
小
さ
な
街
の
美
し
さ
を
忘
れ
さ
せ

る
。
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
運
動
に

よ
っ
て
「
も
う
一
度
、
目
を
道
に
向
け
、

国
土
が
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
自
然
や

多
様
な
文
化
を
取
り
戻
し
、
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
」（
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ー
カ
ー
・
米

国
バ
イ
ウ
エ
イ
・
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
主

任
マ
ネ
イ
ジ
ャ
ー
）。
日
本
風
景
街
道
も

同
じ
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
Ｒ
66
を
愛
す
る
人
々
の
間

に
は
「
昔
の
面
影
が
、
だ
ん
だ
ん
消
え
つ

つ
あ
る
」
と
嘆
き
の
声
も
聞
か
れ
る
。

た
ど
っ
て
来
た
道
は
、未
来
に
続
く

　
ア
メ
リ
カ
国
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旧
国

家
体
制
や
宗
教
弾
圧
を
逃
れ
、
神
よ
り
与

え
ら
れ
た
約
束
の
地
を
求
め
て
移
民
し
た

「
プ
リ
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ス
」
を
祖

と
し
て
い
る
。
そ
の
旅
に
は
、
人
間
が
到

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
約
束
の
地
」

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
移
動
の
苦
し
み
は

厭
わ
な
い
信
条
を
育
て
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
作
の
「
ル
ー

ツ
﹈
は
タ
ン
ク
・
キ
ン
テ
を
主
人
公
と
す

る
、
著
者
自
身
の
祖
先
を
辿
っ
た
黒
人
奴

隷
と
子
孫
の
物
語
で
、
黒
人
と
少
数
民
族

の
人
々
を
勇
気
づ
け
た
。
オ
バ
マ
大
統
領

が
父
祖
の
地
・
ケ
ニ
ア
を
訪
問
し
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
飢
饉
で
米
国
に
移
民
し
た
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
の
末
裔
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が

米
ソ
首
脳
会
談
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
選
ん

だ
の
も
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
国
民
も
そ
れ
を
好
意

的
に
受
け
止
め
る
。

　
移
動
と
流
転
は
彼
ら
に
は
、
負
の
行
為

で
も
受
難
で
も
な
い
、
次
を
切
り
開
く
パ

イ
オ
ニ
ア
の
旅
な
の
だ
。１
９
８
０
年
代
、

日
本
の
自
動
車
産
業
の
競
争
力
に
押
さ
れ

た
、
自
動
車
の
都
・
デ
ト
ロ
イ
ト
は
じ
め

五
大
湖
周
辺
の
工
業
地
帯
。
ラ
ス
ト
ベ
ル

ト
（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
＝
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
、
錆
び
つ
い

た
地
帯
）
と
呼
ば
れ
、
職
を
失
っ
た
労
働

者
が
大
き
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
家

族
と
家
財
道
具
を
積
ん
で
、
テ
キ
サ
ス
州

な
ど
新
興
工
業
地
帯
・
サ
ン
ベ
ル
ト
へ
南

下
し
て
い
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
移

動
は
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
積
極
的
な

行
動
な
の
だ
。

約
束
の
地
へ
の
旅

　
移
動
の
舞
台
づ
く
り
と
な
る
「
道
を
拓

く
」
行
為
は
、
何
よ
り
積
極
的
な
意
味
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
「
オ

レ
ゴ
ン
・
ト
レ
イ
ル
」
に
あ
る
。
西
海
岸

オ
レ
ゴ
ン
州
は
、
最
後
の
開
拓
地
を
し

て
、
人
々
を
幌
馬
車
で
向
か
わ
せ
た
。
東

海
岸
か
ら
中
西
部
へ
開
拓
を
進
め
た
パ
イ

オ
ニ
ア
た
ち
は
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
越
え

て
「
さ
ら
に
、西
に
」
進
ん
だ
。
映
画
「
シ

エ
ー
ン
」の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、「
シ
エ
ー
ン
、

スタインベック著「怒りのぶどう」
（表紙）

　
米
国
の
「
道
路
文
学
」
の
代
表
作

「
怒
り
の
ぶ
ど
う
」
の
作
家
、
ジ
ョ

ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
（
１
９
０
２
〜

１
９
６
８
）
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
時
、
そ
の
ア
パ
ー
ト

は
国
連
本
部
近
く
の
閑
静
な

住
宅
街
、
３
階
建
て
の
ア
パ
ー

ト
で
中
庭
を
持
つ
家
だ
っ
た
。

今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
、
気
付

く
人
は
い
な
い
。
ヘ
ミ
ン
グ

ウ
エ
イ
と
同
様
、
彼
は
都
会

派
の
作
家
と
は
縁
遠
い
存
在

と
言
え
る
が
、
多
く
の
作
家

と
交
流
で
き
る
こ
の
大
都
市

に
や
っ
て
来
た
も
の
の
、
長

く
は
住
ま
な
か
っ
た
。

　
出
身
は
西
海
岸
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
北
の
小
さ
な
田
舎

町
、
サ
リ
ー
ナ
ス
。
人
口
が

膨
れ
上
が
り
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ

ク
が
生
ま
れ
た
当
時
の
面
影

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、「
怒
り

の
ぶ
ど
う
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

彼
は
農
村
の
暮
ら
し
、
大
地
に
限
り

な
い
愛
着
を
寄
せ
る
人
々
を
愛
し
続

け
た
。
初
期
の
作
品
「
二
十
日

鼠
と
人
間
」、
そ
し
て
砂
嵐(

ダ

ス
ト
ボ
ウ
ル)

と
む
き
出
し
の

資
本
の
論
理
に
土
地
を
追
わ
れ

る
農
民
一
家
を
描
い
た
「
怒
り

の
ぶ
ど
う
」。
ジ
ョ
ー
ド
一
家

が
お
ん
ぼ
ろ
ト
ラ
ッ
ク
で
ル
ー

ト
66
を
辿
っ
て
オ
ク
ラ
ホ
マ
か

ら
向
か
う
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
。

そ
こ
に
あ
る
と
信
じ
る
肥
沃
な

「
約
束
の
地
」
も
、
作
者
の
農
村
生
活

に
対
す
る
信
頼
と
愛
情
が
根
底
に
あ
る

よ
う
だ
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
と
な
っ
た

ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
故
郷
・
サ

リ
ー
ナ
ス
に
は
国
立
ス
タ
イ
ン

ベ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
し

か
し
、「
怒
り
の
ぶ
ど
う
」
で

描
か
れ
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

人
々
は
、
流
れ
着
い
た
ジ
ョ
ー

ド
一
家
ら
を
「
オ
ー
キ
ー
」
と

蔑
称
し
、「
彼
ら
は
人
間
じ
ゃ
あ

な
い
」
と
ま
で
言
わ
せ
て
い
る
。

そ
の
た
め
か
、
一
時
は
反
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
気
分
が
あ
っ
た
と

い
う
。

　
今
で
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移

民
な
ど
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
が
市

の
３
分
の
２
を
占
め
、
発
展
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
同
時

に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
中
南
米

か
ら
の
不
法
移
民
の
増
大
を
阻
止
す
る

た
め
、取
締
り
の
強
化
や
国
境
に
「
壁
」

を
建
設
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
メ
キ
シ

コ
な
ど
と
の
「
摩
擦
」
を
呼
ん
で
い
る
。

ジョン・スタインベック
限りない農民と土への愛情
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ま
れ
て
い
る
。
Ｒ
66
の
精
神
は
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
エ
イ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

１
９
５
０
年
代
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大

統
領
に
よ
っ
て
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
（
州
間
高
速
道
路
）

は
車
社
会
の
利
便
性
を
高
め
、
国
力
を
上

げ
、
合
衆
国
の
結
束
を
進
め
た
が
、
高
速

で
の
『
素
通
り
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
や

人
々
の
歩
み
の
物
語
り
、
こ
の
大
陸
の
自

然
や
小
さ
な
街
の
美
し
さ
を
忘
れ
さ
せ

る
。
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
運
動
に

よ
っ
て
「
も
う
一
度
、
目
を
道
に
向
け
、

国
土
が
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
自
然
や

多
様
な
文
化
を
取
り
戻
し
、
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
」（
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ー
カ
ー
・
米

国
バ
イ
ウ
エ
イ
・
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
主

任
マ
ネ
イ
ジ
ャ
ー
）。
日
本
風
景
街
道
も

同
じ
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
Ｒ
66
を
愛
す
る
人
々
の
間

に
は
「
昔
の
面
影
が
、
だ
ん
だ
ん
消
え
つ

つ
あ
る
」
と
嘆
き
の
声
も
聞
か
れ
る
。

た
ど
っ
て
来
た
道
は
、未
来
に
続
く

　
ア
メ
リ
カ
国
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旧
国

家
体
制
や
宗
教
弾
圧
を
逃
れ
、
神
よ
り
与

え
ら
れ
た
約
束
の
地
を
求
め
て
移
民
し
た

「
プ
リ
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ス
」
を
祖

と
し
て
い
る
。
そ
の
旅
に
は
、
人
間
が
到

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
約
束
の
地
」

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
移
動
の
苦
し
み
は

厭
わ
な
い
信
条
を
育
て
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
作
の
「
ル
ー

ツ
﹈
は
タ
ン
ク
・
キ
ン
テ
を
主
人
公
と
す

る
、
著
者
自
身
の
祖
先
を
辿
っ
た
黒
人
奴

隷
と
子
孫
の
物
語
で
、
黒
人
と
少
数
民
族

の
人
々
を
勇
気
づ
け
た
。
オ
バ
マ
大
統
領

が
父
祖
の
地
・
ケ
ニ
ア
を
訪
問
し
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
飢
饉
で
米
国
に
移
民
し
た
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
の
末
裔
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が

米
ソ
首
脳
会
談
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
選
ん

だ
の
も
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
国
民
も
そ
れ
を
好
意

的
に
受
け
止
め
る
。

　
移
動
と
流
転
は
彼
ら
に
は
、
負
の
行
為

で
も
受
難
で
も
な
い
、
次
を
切
り
開
く
パ

イ
オ
ニ
ア
の
旅
な
の
だ
。１
９
８
０
年
代
、

日
本
の
自
動
車
産
業
の
競
争
力
に
押
さ
れ

た
、
自
動
車
の
都
・
デ
ト
ロ
イ
ト
は
じ
め

五
大
湖
周
辺
の
工
業
地
帯
。
ラ
ス
ト
ベ
ル

ト
（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
＝
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
、
錆
び
つ
い

た
地
帯
）
と
呼
ば
れ
、
職
を
失
っ
た
労
働

者
が
大
き
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
家

族
と
家
財
道
具
を
積
ん
で
、
テ
キ
サ
ス
州

な
ど
新
興
工
業
地
帯
・
サ
ン
ベ
ル
ト
へ
南

下
し
て
い
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
移

動
は
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
積
極
的
な

行
動
な
の
だ
。

約
束
の
地
へ
の
旅

　
移
動
の
舞
台
づ
く
り
と
な
る
「
道
を
拓

く
」
行
為
は
、
何
よ
り
積
極
的
な
意
味
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
「
オ

レ
ゴ
ン
・
ト
レ
イ
ル
」
に
あ
る
。
西
海
岸

オ
レ
ゴ
ン
州
は
、
最
後
の
開
拓
地
を
し

て
、
人
々
を
幌
馬
車
で
向
か
わ
せ
た
。
東

海
岸
か
ら
中
西
部
へ
開
拓
を
進
め
た
パ
イ

オ
ニ
ア
た
ち
は
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
越
え

て
「
さ
ら
に
、西
に
」
進
ん
だ
。
映
画
「
シ

エ
ー
ン
」の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、「
シ
エ
ー
ン
、

スタインベック著「怒りのぶどう」
（表紙）

　
米
国
の
「
道
路
文
学
」
の
代
表
作

「
怒
り
の
ぶ
ど
う
」
の
作
家
、
ジ
ョ

ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
（
１
９
０
２
〜

１
９
６
８
）
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
時
、
そ
の
ア
パ
ー
ト

は
国
連
本
部
近
く
の
閑
静
な

住
宅
街
、
３
階
建
て
の
ア
パ
ー

ト
で
中
庭
を
持
つ
家
だ
っ
た
。

今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
、
気
付

く
人
は
い
な
い
。
ヘ
ミ
ン
グ

ウ
エ
イ
と
同
様
、
彼
は
都
会

派
の
作
家
と
は
縁
遠
い
存
在

と
言
え
る
が
、
多
く
の
作
家

と
交
流
で
き
る
こ
の
大
都
市

に
や
っ
て
来
た
も
の
の
、
長

く
は
住
ま
な
か
っ
た
。

　
出
身
は
西
海
岸
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
北
の
小
さ
な
田
舎

町
、
サ
リ
ー
ナ
ス
。
人
口
が

膨
れ
上
が
り
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ

ク
が
生
ま
れ
た
当
時
の
面
影

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、「
怒
り

の
ぶ
ど
う
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

彼
は
農
村
の
暮
ら
し
、
大
地
に
限
り

な
い
愛
着
を
寄
せ
る
人
々
を
愛
し
続

け
た
。
初
期
の
作
品
「
二
十
日

鼠
と
人
間
」、
そ
し
て
砂
嵐(

ダ

ス
ト
ボ
ウ
ル)

と
む
き
出
し
の

資
本
の
論
理
に
土
地
を
追
わ
れ

る
農
民
一
家
を
描
い
た
「
怒
り

の
ぶ
ど
う
」。
ジ
ョ
ー
ド
一
家

が
お
ん
ぼ
ろ
ト
ラ
ッ
ク
で
ル
ー

ト
66
を
辿
っ
て
オ
ク
ラ
ホ
マ
か

ら
向
か
う
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
。

そ
こ
に
あ
る
と
信
じ
る
肥
沃
な

「
約
束
の
地
」
も
、
作
者
の
農
村
生
活

に
対
す
る
信
頼
と
愛
情
が
根
底
に
あ
る

よ
う
だ
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
と
な
っ
た

ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
故
郷
・
サ

リ
ー
ナ
ス
に
は
国
立
ス
タ
イ
ン

ベ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
し

か
し
、「
怒
り
の
ぶ
ど
う
」
で

描
か
れ
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

人
々
は
、
流
れ
着
い
た
ジ
ョ
ー

ド
一
家
ら
を
「
オ
ー
キ
ー
」
と

蔑
称
し
、「
彼
ら
は
人
間
じ
ゃ
あ

な
い
」
と
ま
で
言
わ
せ
て
い
る
。

そ
の
た
め
か
、
一
時
は
反
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
気
分
が
あ
っ
た
と

い
う
。

　
今
で
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移

民
な
ど
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
が
市

の
３
分
の
２
を
占
め
、
発
展
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
同
時

に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
中
南
米

か
ら
の
不
法
移
民
の
増
大
を
阻
止
す
る

た
め
、取
締
り
の
強
化
や
国
境
に
「
壁
」

を
建
設
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
メ
キ
シ

コ
な
ど
と
の
「
摩
擦
」
を
呼
ん
で
い
る
。

ジョン・スタインベック
限りない農民と土への愛情
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カ
ム
バ
ッ
ク
」
の
少
年
の
声
を
背
に
、
ワ

イ
オ
ミ
ン
グ
か
ら
、
雪
を
戴
く
テ
イ
ト
ン

峰
（
４
１
９
６
ｍ
）
を
最
高
峰
と
す
る
山

脈
越
え
「
オ
レ
ゴ
ン
・
パ
ス
」
に
向
か
う

流
れ
者
シ
エ
ー
ン
に
と
っ
て
、
約
束
の
地

へ
の
、
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旅
な

の
だ
ろ
う
。

　
オ
レ
ゴ
ン
ト
レ
イ
ル
を
舞
台
に
す
る
西

部
劇
に
は
、
名
作
映
画
が
多
い
。「
大
西

部
へ
の
道
」
は
オ
レ
ゴ
ン
・

ト
レ
イ
ル
を
幌
馬
車
で
進
ん

だ
人
々
の
物
語
だ
し
、
騎
兵

隊
の
駐
屯
地
「
ラ
ラ
ミ
ー
砦
」

は
西
海
岸
へ
の
中
継
地
。「
第

７
騎
兵
隊
」
が
イ
ン
デ
ア
ン

と
の
戦
い
で
全
滅
す
る
カ
ス

タ
ー
将
軍
と
彼
の
部
隊
の
悲

劇
を
描
き
込
ん
で
い
る
。

世
界
七
不
思
議
の
八
番
目
の
不
思
議

　
や
が
て
、大
陸
横
断
鉄
道
が
開
通
す
る
。

そ
の
２
年
後
、
明
治
４
年
、
岩
倉
具
視
遣

米
欧
使
節
団
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
、
建
ち
並
ぶ
ビ
ル

と
行
き
交
う
汽
車
と
蒸
気
船
に
目
を
見
張

る
。
こ
の
時
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
基
礎
工

事
中
で
姿
を
見
せ
て
い
な
い
が
、13
年
後
、

列
車
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
、
人
と
自
転

車
が
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
ひ
と
ま
た
ぎ
す

る
長
大
吊
り
橋
・
道
路
橋
が
登
場
す
る
。

「
世
界
の
７
不
思
議
の
８
番
目
」
と
言
わ

れ
る
が
、そ
の
言
葉
に
は
米
国
文
明
勃
興
、

そ
れ
を
支
え
る
技
術
力
へ
の
誇
り
と
尊
敬

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「あなたは､今､R66の Old Routeを走って
いる」―道路標識

ルート66（右）は高速道と並行して走るところもある
（オクラホマ州）

　
ル
ー
ト
66
は
「
古
き
良
き
時
代
」
を

感
じ
さ
せ
る
旧
国
道
と
し
て
、
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近

く
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の
埠
頭
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｅ
66
　
Ｅ
Ｎ
Ｄ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｌ
」
の
標
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
大

型
オ
ー
ト
バ
イ
で
爆
音
を
た
て
て
疾
走

す
る
中
年
ラ
イ
ダ
ー
が
手
を
振
っ
て
追

い
越
し
て
ゆ
く
。「
太
平
洋
か
ら
、
ミ

シ
ガ
ン
湖
ま
で
、
突
っ
走
る
」
の
だ
と

髪
も
じ
ゃ
ら
の
お
っ
さ
ん
バ

イ
ク
野
郎
が
ニ
ヤ
リ
。
米
大

陸
を
斜
断
す
る
マ
ザ
ー
・
ロ
ー

ド
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
た
。
路

面
や
駐
車
場
、
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
な
ど
至
る
と
こ
ろ
ル
ー
ト

66
の
大
き
な
標
識
が
あ
る
。

　
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
入
る
と
、 

す
ぐ
、
セ
グ
リ
オ
ン
。
こ
の

町
の
人
々
が
高
速
道
路
に
反

対
し
て
、
ル
ー
ト
66
の
名
を

残
し
た
。
都
市
間
を
結
ぶ
高

速
道
路
は
、
旧
国
道
沿
線
の

町
を
素
通
り
し
て
衰
退
さ
せ

た
か
ら
だ
。
現
在
、
並
行
し
て

走
る
の
は
、
高
速
道
路
は
「
イ

ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
40
」。
荒
野

を
走
る
ル
ー
ト
66
の
沿
道
に
は

イ
ン
デ
ア
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

り
、
古
い
街
並
み
の
商
店
街
が

軒
を
並
べ
、
ル
ー
ト
66
の
マ
ー

ク
が
入
っ
た
土
産
物
を
売
る
店

も
。
近
く
に
は
お
馴
染
み
の
グ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
や
ラ
ス
ぺ

ガ
ス
が
あ
り
、
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む

人
が
多
い
。

　
沿
道
に
は
、
廃
屋
、
乗
り
捨
て
ら
れ

た
廃
車
の
墓
場
な
ど
も
。
変
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
最
た
る
も
の
は
テ
キ
サ
ス

州
・
ア
マ
リ
ロ
の
荒
野
の
ど
真
ん
中
に

突
き
刺
さ
っ
た
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
の
列

（
10
台
）。
通
行
人
が
ス
プ
レ
ー
で
自
由

に
落
書
き
し
て
よ
い
現
代
ア
ー
ト
な
の

だ
と
い
う
。
突
き
刺
さ
る
角
度

は
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ビ
ッ
ド
と

同
じ
と
か
で
、
な
ん
だ
か
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

　
西
部
劇
の
舞
台
と
な
っ
た
荒

野
、
波
打
つ
よ
う
に
道
路
が
続

く
と
こ
ろ
も
。
小
説
「
怒
り
の

ブ
ド
ウ
」
の
ジ
ョ
ー
ド
一
家
が
、

大
恐
慌
の
後
、
砂
嵐
に
追
わ

れ
、
安
住
の
地
を
求
め
て
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
ボ
ロ
ト
ラ
ッ
ク

で
走
っ
た
ル
ー
ト
66
の
今
の
姿

だ
っ
た
。

懐かしきルート６６、
荒野を走る

ヒストリックルートへの道案内
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２
０
０
１
年
９
月
11
日
、
テ
ロ
集
団

に
乗
っ
取
ら
れ
た
２
機
の
旅
客
機
が
、

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｔ

Ｃ
）
に
突
っ
込
み
、
約
３
０
０
０
人
の

犠
牲
者
を
出
し
て
20
年
。
新
Ｗ
Ｔ
Ｃ
。

南
側
の
展
望
テ
ラ
ス
に
登
る
と
、
天

を
指
す
よ
う
に
巨
大
な
長
三
角

形
の
ガ
ラ
ス
張
り
壁
面
を
持
つ

５
４
１
・
３
ｍ
の
第
１
タ
ワ
ー
ビ

ル
を
は
じ
め
、
合
計
７
つ
の
ビ

ル
が
建
ち
並
ぶ
、
全
く
新
し
い

都
市
景
観
を
一
望
で
き
る
。
右

手
に
見
え
る
第
４
タ
ワ
ー
は
ミ

ラ
ー
ガ
ラ
ス
の
72
階
建
て
、
高

さ
２
９
７
ｍ
、
槇
文
彦
氏
の
設

計
だ
。
槇
氏
は
元
東
大
教
授
、

幕
張
メ
ッ
セ
な
ど
の
作
品
が
あ

る
。

　
崩
壊
前
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
、
二
つ

高
層
ビ
ル
で
ツ
イ
ン
ビ
ル
と
呼

ば
れ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
テ
ロ
の
攻
撃
目

標
と
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
ビ

ル
は
日
系
の
建
築
家
ミ
ノ
ル
・

ヤ
マ
サ
キ
氏
の
設
計
に
よ
る
。

広
い
空
間
を
実
現
し
た
ヤ
マ
サ

キ
氏
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
設
計
の
素
晴
ら

し
さ
は
ス
カ
イ
ス
ク
レ
イ
バ
ー
博
物
館

（
ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）
で
、

そ
の
建
築
技
術
と
と
も
に
く
わ
し
く
説

明
さ
れ
て
い
る
。

　
米
国
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
、
技
術
者

の
優
れ
た
仕
事
に
敬
意
を
示
す
。
崩
壊

し
た
跡
の
地
下
記
念
館
に
は
ヤ
マ
サ
キ

氏
設
計
の
旧
Ｗ
Ｃ
Ｔ
の
大
き
な
写
真
や

焼
た
だ
れ
た
鉄
骨
、
破
壊
さ
れ
た
基
礎

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
高
層
ビ
ル
群
を
解
説
す
る
近

く
の
博
物
館
に
は
ヤ
マ
サ
キ

氏
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
が

飾
ら
れ
、
そ
の
仕
事
と
名
誉
が

讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
崩
壊
し
た
二
つ
の
旧
ビ
ル

あ
と
は
、
正
方
形
の
人
工
滝
が

作
ら
れ
、
そ
の
周
辺
を
囲
む
縁

に
は
、
犠
牲
者
の
一
人
一
人
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
親
族

だ
ろ
う
か
、
小
さ
な
花
を
名
前

の
上
に
置
い
て
行
っ
た
。

　
犠
牲
者
を
悼
む
だ
け
で
な

く
、
新
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
ア
メ
リ
カ

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。

大
タ
ワ
ー
の
高
さ
５
４
１
・
３

ｍ
、
１
７
７
６
フ
イ
ー
ト
は
、

独
立
の
年

で
あ
り
、

新
出
発
を

象
徴
的
に

表
し
て
い

る
。

ま

た
、
記
念
日
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ

イ
ル
が
ド
ボ
ル

ザ
ー
ク
の
「
新
世

界
」
を
演
奏
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

心
に
据
え
て
い
た
。

　
技
術
が
開
く
新
世
界
は
ド
イ
ツ
移
民

の
技
術
者
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
親
子
が
架
け

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
や
ス
イ
ス
移
民
の

オ
ス
マ
ー
・
ア
マ
ン
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
橋
の
建
設
技
術
で
切
り
拓
い

た
ア
メ
リ
カ
文
明
の
金
字
塔
と
し
て
、

大
い
な
る
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

技術が開く「新世界」

完成した新ワールド・トレードセンター
ワールド・トレード・センターの旧ビルの跡は人工の
滝が作られ縁には、犠牲者の名前が刻まれている。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ

　
Ｎ
Ｙ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ
ン

タ
ー
が
同
時
多
発
テ
ロ
の
航
空
機
激
突

（
２
０
０
１
年
９
月
11
日
）
で
倒
壊
し
た

跡
は
「
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
」（
爆
心
地
）
と

呼
ば
れ
、
地
下
は
、
被
害
状
況
を
保
存
、

記
録
、
展
示
す
る
博
物
館
（
メ
モ
リ
ア

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
な
っ
て
い
る
。

航空機の激突で折れた鉄柱倒壊したビルの基礎
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２
０
０
１
年
９
月
11
日
、
テ
ロ
集
団

に
乗
っ
取
ら
れ
た
２
機
の
旅
客
機
が
、

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｔ

Ｃ
）
に
突
っ
込
み
、
約
３
０
０
０
人
の

犠
牲
者
を
出
し
て
20
年
。
新
Ｗ
Ｔ
Ｃ
。

南
側
の
展
望
テ
ラ
ス
に
登
る
と
、
天

を
指
す
よ
う
に
巨
大
な
長
三
角

形
の
ガ
ラ
ス
張
り
壁
面
を
持
つ

５
４
１
・
３
ｍ
の
第
１
タ
ワ
ー
ビ

ル
を
は
じ
め
、
合
計
７
つ
の
ビ

ル
が
建
ち
並
ぶ
、
全
く
新
し
い

都
市
景
観
を
一
望
で
き
る
。
右

手
に
見
え
る
第
４
タ
ワ
ー
は
ミ

ラ
ー
ガ
ラ
ス
の
72
階
建
て
、
高

さ
２
９
７
ｍ
、
槇
文
彦
氏
の
設

計
だ
。
槇
氏
は
元
東
大
教
授
、

幕
張
メ
ッ
セ
な
ど
の
作
品
が
あ

る
。

　
崩
壊
前
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
、
二
つ

高
層
ビ
ル
で
ツ
イ
ン
ビ
ル
と
呼

ば
れ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
テ
ロ
の
攻
撃
目

標
と
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
ビ

ル
は
日
系
の
建
築
家
ミ
ノ
ル
・

ヤ
マ
サ
キ
氏
の
設
計
に
よ
る
。

広
い
空
間
を
実
現
し
た
ヤ
マ
サ

キ
氏
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
設
計
の
素
晴
ら

し
さ
は
ス
カ
イ
ス
ク
レ
イ
バ
ー
博
物
館

（
ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）
で
、

そ
の
建
築
技
術
と
と
も
に
く
わ
し
く
説

明
さ
れ
て
い
る
。

　
米
国
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
、
技
術
者

の
優
れ
た
仕
事
に
敬
意
を
示
す
。
崩
壊

し
た
跡
の
地
下
記
念
館
に
は
ヤ
マ
サ
キ

氏
設
計
の
旧
Ｗ
Ｃ
Ｔ
の
大
き
な
写
真
や

焼
た
だ
れ
た
鉄
骨
、
破
壊
さ
れ
た
基
礎

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
高
層
ビ
ル
群
を
解
説
す
る
近

く
の
博
物
館
に
は
ヤ
マ
サ
キ

氏
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
が

飾
ら
れ
、
そ
の
仕
事
と
名
誉
が

讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
崩
壊
し
た
二
つ
の
旧
ビ
ル

あ
と
は
、
正
方
形
の
人
工
滝
が

作
ら
れ
、
そ
の
周
辺
を
囲
む
縁

に
は
、
犠
牲
者
の
一
人
一
人
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
親
族

だ
ろ
う
か
、
小
さ
な
花
を
名
前

の
上
に
置
い
て
行
っ
た
。

　
犠
牲
者
を
悼
む
だ
け
で
な

く
、
新
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
ア
メ
リ
カ

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。

大
タ
ワ
ー
の
高
さ
５
４
１
・
３

ｍ
、
１
７
７
６
フ
イ
ー
ト
は
、

独
立
の
年

で
あ
り
、

新
出
発
を

象
徴
的
に

表
し
て
い

る
。

ま

た
、
記
念
日
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ

イ
ル
が
ド
ボ
ル

ザ
ー
ク
の
「
新
世

界
」
を
演
奏
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

心
に
据
え
て
い
た
。

　
技
術
が
開
く
新
世
界
は
ド
イ
ツ
移
民

の
技
術
者
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
親
子
が
架
け

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
や
ス
イ
ス
移
民
の

オ
ス
マ
ー
・
ア
マ
ン
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
橋
の
建
設
技
術
で
切
り
拓
い

た
ア
メ
リ
カ
文
明
の
金
字
塔
と
し
て
、

大
い
な
る
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

技術が開く「新世界」

完成した新ワールド・トレードセンター
ワールド・トレード・センターの旧ビルの跡は人工の
滝が作られ縁には、犠牲者の名前が刻まれている。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ

　
Ｎ
Ｙ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ
ン

タ
ー
が
同
時
多
発
テ
ロ
の
航
空
機
激
突

（
２
０
０
１
年
９
月
11
日
）
で
倒
壊
し
た

跡
は
「
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
」（
爆
心
地
）
と

呼
ば
れ
、
地
下
は
、
被
害
状
況
を
保
存
、

記
録
、
展
示
す
る
博
物
館
（
メ
モ
リ
ア

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
な
っ
て
い
る
。
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南
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市
と
古
城
・
教

会
を
巡
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
は
全
長

約
４
０
０
㎞
、
ち
ょ
う
ど
九
州
を
縦
断

す
る
程
度
の
距
離
だ
。
ド
イ
ツ
経
済
の

中
心
都
市
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
東
、

車
で
約
１
時
間
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ

を
起
点
に
、
南
へ
ア
ル
プ
ス
の

麓
フ
ッ
セ
ン
へ
、
森
と
牧
場
、

ブ
ド
ウ
畑
、
田
園
、
そ
し
て
岩

壁
の
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
へ
走
る

両
側
２
車
線
の
古
道
。
最
後
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
夢
の
城
・
ノ
イ

シ
ュ
バ
ン
シ
ュ
タ
イ
城
だ
。

◎
憧
れ
の
ロ
ー
マ
へ
の
道

　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
は
、
ド

イ
ツ
国
内
の
中
世
の
城
を
巡
る

古
城
街
道
や
ゲ
ー
テ
街
道
、
ア

ル
ペ
ン
街
道
な
ど
観
光
街
道
の

一
つ
で
、
地
元
自
治
体
、
観
光

関
係
な
ど
の
「
協
働
団
体
」
で

構
成
し
て
い
る
。
道
路
は
２
車

線
で
、
大
部
分
が
丘
陵
地
や
平

野
を
走
っ
て
い
る
。
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
や
自
転
車
道
路
も
併

設
さ
れ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
名

所
め
ぐ
り
を
楽
し
む
若
者
の
姿

も
多
い
。
ま
た
、
街
々
を
巡
る

バ
ス
路
線
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
街
道
は
、
ロ
ー
マ
に
通
ず
る
古

道
で
、
ゲ
ー
テ
が
「
イ
タ
リ
ア
紀
行
」

な
ど
を
書
い
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
は
文

明
の
源
、
寒
冷
の
ド
イ
ツ
か
ら
す
れ
ば

温
暖
で
あ
こ
が
れ
の
地
で
あ
っ
た
ろ

う
。
規
模
、
性
格
は
違
う
が
長
崎
街
道

が
西
洋
文
明
に
通
ず
る
道
で
あ
っ
た
よ

う
に
。

◎
シ
ー
ボ
ル
ト
の
故
郷

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
、
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
街
道
の
起
点
の
ヴ
ュ
ル

ツ
ブ
ル
ク
に
入
る
と
、
ラ
イ
ン

川
の
支
流
・
マ
イ
ン
川
対
岸
の

丘
に
、
白
い
マ
リ
エ
ン
ブ
ル
ク

城
が
城
壁
に
囲
ま
れ
て
立
っ
て

い
る
。
キ
リ
ア
ン
大
聖
堂
、
聖

マ
リ
ア
礼
拝
堂
な
ど
世
界
遺
産

が
ず
ら
り
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
教
会

や
バ
ロ
ッ
ク
宮
殿
レ
ジ
デ
ン
ツ

な
ど
の
華
麗
な
装
飾
画
、
天
井

画
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　
こ
の
町
は
幕
末
、
長
崎
を
訪

れ
西
洋
医
学
を
伝
え
た
シ
ー
ボ

ル
ト
の
生
ま
れ
故
郷
。
東
洋
・

ニ
ッ
ポ
ン
へ
の
思
い
は
強
く
、

ド
イ
ツ
人
な
が
ら
医
師
と
し
て

オ
ラ
ン
ダ
船
に
乗
り
組
み
、
長

崎
入
港
。
特
別
許
可
を
得
て
、

鳴
滝
塾
を
開
き
高
野
長
英
な
ど

多
く
の
医
師
を
育
て
た
。
日
本

地
図
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
と

し
て
幕
府
に
よ
っ
て
国
外
追
放

さ
れ
た
が
、
植
物
の
標
本
や
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
数
多
く
の
資
料
を
持
ち

帰
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
こ
の
町
の

シ
ー
ボ
ル
ト
博
物
館
に
展
示
さ
れ
、
ま

た
、日
本
紹
介
の
本
﹇
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
﹈

を
出
版
し
て
い
る
。
博
物
館
は
２
階
建

て
で
、
来
訪
者
も
多
か
っ
た
。

　
次
の
町
は
「
中
世
の
宝
石
」
と
呼
ば

れ
る
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
。自
由
都
市
で
、

三
重
の
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
市
庁

舎
の
塔
か
ら
町
が
一
望
で
き
る
。黄
色
、

赤
、白
の
と
ん
が
り
屋
根
を
持
つ
家
々
、

幾
つ
も
の
尖
塔
な
ど
中
世
の
町
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
錯
覚
に
捕
え
ら
れ

る
。
石
畳
を
歩
い
て
散
策
、
広
場
に
出

る
と
人
形
仕
掛
け
の
時
計
が
時
刻
を
知

ら
せ
た
。
建
物
の
窓
が
開
き
、
太
っ
た

人
形
が
大
ジ
ョ
ッ
キ
で
ビ
ー
ル
を
飲
み

干
す
。
聞
く
と
、
こ
の
町
は
征
服
さ
れ

た
時
、
敵
将
が
、「
こ
の
強
大
な
ジ
ョ
ッ

キ
を
一
気
に
飲
め
ば
街
を
助
け
よ
う
」

と
提
案
、
見
事
に
飲
み
干
し
て
街
を
助

け
た
、
一
気
飲
み
の
英
雄
の
功
を
永
遠

に
忘
れ
な
い
た
め
だ
、
と
言
う
。
教
会

横
に
は
、
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
町
全

体
の
金
属
製
の
立
体
地
図
が
あ
っ
た
。

◎
夢
の
お
城
・
ノ
イ
エ
シ
ュ
バ
ン
タ
イ

ン
城

　
ネ
ル
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
町
は
、
隕
石
の

衝
突
（
約
１
５
０
０
年
前
）
で
出
来
た

円
い
盆
地
に
出
来
た
円
形
都
市
で
、
城

壁
の
回
廊
を
ぐ
る
り
と
歩
い
て
街
を
一

周
で
き
る
。
米
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
）
が
月
面
へ
有
人
飛
行
す
る
前
、
こ

の
地
の
ク
レ
ー
タ
ー
地
形
を
入
念
に
調

べ
た
、
と
言
う
。

　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ゆ
か
り
の
町
、
ア

ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
は
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
沿
い
で
最
大
の
都
市
だ
。
２
０
０
０

年
前
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

ロマンチック街道を巡る
ドイツの歴史を物語り、あこがれのローマへの街道

ロマンチック街道の道路標識（日本語も）ノイエシュタイン城。
ディズニーランドがモデルにした夢の城。ディズニーランドがモデルにした夢の城。
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が
侵
攻
、
当
時
の
栄
光
を
今
に
伝
え
る

こ
の
町
を
造
っ
た
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
は
「
ロ
ー
マ
」
に
通
ず
る
道
で
も
あ

り
、石
畳
の
大
通
り
や
宮
殿
、特
に
「
ド

イ
ツ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
傑
作
」
は
市
庁

舎
の
「
黄
金
の
間
」
で
、
天
井
い
っ
ぱ

い
の
金
の
装
飾
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。

　
街
道
の
旅
の
終
わ
り
は
、フ
ッ
セ
ン
。

町
か
ら
、
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
背
景
に

夢
の
城
・
ノ
イ
エ
シ
ュ
バ
ン
タ
イ
ン
城

が
見
え
る
。
町
か
ら
わ
ず
か
４
㎞
、
森

の
坂
道
を
歩
い
て
登
る
。
こ
の
城
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
「
眠
れ
る
森
の

美
女
」
の
お
城
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

尖
塔
が
幾
つ
も
そ
れ
を
突
く
よ
う
に
立

ち
、
白
鳥
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
世

界
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、
入
城
は
順
番

待
ち
。
作
曲
家
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
「
国
を

傾
け
る
ほ
ど
」
惚
れ
こ
ん
だ
芸
術
好
き

の
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
・
ル
ー
ト
リ
ッ
ヒ

２
世
が
17
年
の
歳
月
と
巨
費
を
つ
ぎ
込

ん
だ
城
だ
。ロマンチック街道にそって

サイクリングロードがある。
平坦な道が続くロマンチック街道、
両側２車線に整備されたドライブコース

　
人
気
俳
優
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ

リ
オ
が
主
演
し
た
「
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
」
は
豪
壮
な
邸
宅
や
別
荘
を
持
つ

米
国
の
並
外
れ
た
富
裕
層
の
暮
ら
し
を

垣
間
見
せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
サ
ク
セ
ス

ス
ト
リ
ー
（
成
功
物
語
）
を
持
ち
、
成

金
か
ら
東
部
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
へ
の

階
段
を
を
登
っ
て
き
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
所

有
す
る
、
Ｎ
Ｙ
・
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
金
ぴ
か
ト
ラ
ン
プ
タ

ワ
ー
付
近
か
ら
、
富
裕
層
の

別
荘
が
建
ち
並
ぶ
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。
車

で
約
３
時
間
、「
映
画
・
華
麗

な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」
の
ロ
ケ

に
も
使
わ
れ
た
別
荘
も
あ
る
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ハ
ン

プ
ト
ン
は
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト

地
で
、
海
辺
の
、
ど
の
別
荘

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
、

ヨ
ッ
ト
の
係
留
、
プ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
場
を
持
ち
、
対
岸
に

ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
な
ど
の
豪
邸

の
灯
が
見
え
る
。

　
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
北
、

ボ
ス
ト
ン
市
か
ら
伸
び
る

ケ
ー
プ
コ
ッ
ト
（
半
島
）
は

ケ
ネ
デ
ィ
一
家
が
持
つ
別
荘
が
あ
る
こ

と
で
有
名
だ
が
、共
に
、道
路
は「
協
会
」

が
管
理
し
、
美
し
く
保
た
れ
て
い
る
。

　
橋
を
渡
り
、
島
へ
、
別
荘
群
の
並
ぶ

ビ
ー
チ
通
り
に
出
る
。
島
幅
は
２
〜

３
０
０
ｍ
し
か
な
い
細
く
長
い
、
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
半
島
に
沿
っ
て
線
を
引

い
た
よ
う
な
島
だ
。
真
ん
中
に
ジ
ュ
ー

ン
通
り
が
走
り
、
そ
の
両
側
に
別
荘
が

並
ぶ
。
10
分
も
走
る
と
、
そ
の
先
に
行

く
に
は
、
外
来
者
は
15
ド
ル
請
求
さ
れ

る
。
管
理
維
持
費
と
言
う
が
、
税
を
納

め
て
い
る
住
民
優
先
。
道
だ
け
で
は
な

い
。
沖
合
の
白
い
砂
浜
の
小
島
へ
の
渡

し
船
は
、
ビ
ジ
タ
ー
は
乗
船
料
の
ほ
か

20
ド
ル
を
請
求
さ
れ
、
か
つ
、
わ
ざ

わ
ざ
役
所
に
支
払
に
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
地

を
一
般
観
光
客
が
楽
し
む
に
は
、

特
別
料
金
と
い
う
「
見
え
ざ
る

障
壁
」
が
あ
る
。

　
Ｎ
Ｙ
へ
の
帰
途
、
ホ
ワ
イ
ト

ス
ト
ー
ン
橋
（
橋
長
１
１
５
０

ｍ
、
ス
パ
ン
７
０
０
ｍ
）
を
渡
っ

た
。
す
ぐ
橋
の
た
も
と
に
広
大

な
「
ト
ラ
ン
プ
ゴ
ル
フ
場
」
の

大
き
な
看
板
が
立
ち
ふ
さ
が
る

よ
う
に
立
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
。
そ
う
言
え
ば
、
日
米
首
脳

会
談
は
南
の
半
島
フ
ロ
リ
ダ
の

大
統
領
個
人
所
有
の
別
荘
と
ゴ

ル
フ
場
だ
っ
た
。

行きも、帰りも
「トランプ」のランドマーク

ニューヨークマンハッタンの「トランプ」ビル

ロマンチック街道のほか、ドイツにはゲーテの生家
があるフランクフルトから始まる「ゲーテ街道」、
アルプスの山麓を走るアルペン街道、古城を巡る古
城街道、メルヘン街道、エリカ街道などがあり、ド
ライブ旅行が楽しめる。
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が
侵
攻
、
当
時
の
栄
光
を
今
に
伝
え
る

こ
の
町
を
造
っ
た
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
は
「
ロ
ー
マ
」
に
通
ず
る
道
で
も
あ

り
、石
畳
の
大
通
り
や
宮
殿
、特
に
「
ド

イ
ツ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
傑
作
」
は
市
庁

舎
の
「
黄
金
の
間
」
で
、
天
井
い
っ
ぱ

い
の
金
の
装
飾
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。

　
街
道
の
旅
の
終
わ
り
は
、フ
ッ
セ
ン
。

町
か
ら
、
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
背
景
に

夢
の
城
・
ノ
イ
エ
シ
ュ
バ
ン
タ
イ
ン
城

が
見
え
る
。
町
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ら
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ず
か
４
㎞
、
森

の
坂
道
を
歩
い
て
登
る
。
こ
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城
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デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
「
眠
れ
る
森
の

美
女
」
の
お
城
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

尖
塔
が
幾
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そ
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を
突
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よ
う
に
立

ち
、
白
鳥
城
と
も
呼
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れ
て
い
る
。
世
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か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、
入
城
は
順
番

待
ち
。
作
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ワ
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グ
ナ
ー
に
「
国
を

傾
け
る
ほ
ど
」
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芸
術
好
き

の
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
・
ル
ー
ト
リ
ッ
ヒ

２
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が
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年
の
歳
月
と
巨
費
を
つ
ぎ
込
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だ
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ナ
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カ
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華
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ギ
ャ
ツ

ビ
ー
」
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荘
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持
つ
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国
の
並
外
れ
た
富
裕
層
の
暮
ら
し
を

垣
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見
せ
た
。
そ
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サ
ク
セ
ス

ス
ト
リ
ー
（
成
功
物
語
）
を
持
ち
、
成

金
か
ら
東
部
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
へ
の

階
段
を
を
登
っ
て
き
た
。
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ン
プ
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大
統
領
が
所
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Ｎ
Ｙ
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マ
ン
ハ
ッ
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か
ト
ラ
ン
プ
タ

ワ
ー
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近
か
ら
、
富
裕
層
の

別
荘
が
建
ち
並
ぶ
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。
車
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約
３
時
間
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映
画
・
華
麗
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ャ
ツ
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の
ロ
ケ
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。
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岸
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。
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戦
後
復
興
、
さ
ら
に
は
「
も
は
や
戦
後

で
は
な
い
」
と
経
済
白
書
が
宣
言
し
た
昭

和
30
年
代
、
高
度
経
済
成
長
時
代
へ
の
土

台
作
り
に
入
っ
た
昭
和
40
年
代
、
こ
の
時

期
に
集
中
的
に
建
設
さ
れ
た
橋
梁
や
ダ
ム

を
中
心
に
進
ん
だ
我
が
国
の
社
会
資
本
整

備
の
多
く
が
、ア
メ
リ
カ
の
技
術
習
得
に
、

そ
の
始
ま
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
我
が
国
最
初
の
長
大
吊
り
橋
・
若
戸
大

橋
の
建
設
に
当
た
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ど
の
吊
り
橋
の
技
術
調
査
を
行
っ
た
技

術
者
た
ち
の
率
直
な
感
慨
は
「
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
な
国
と
戦
争
な
ど
し
た
の
だ

ろ
う
。
バ
カ
の
こ
と
を
」
で
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
だ
け
彼
我
の
技
術
差
、
国

力
の
差
に
驚
愕
し
た
と
い
う
事
だ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
66
番
目
の
橋
・
ブ
エ

ラ
ザ
ノ
ナ
ロ
ー
ズ
橋
は
建
設
か
ら
55
年
に

な
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
上
か
ら
、
は
る

か
に
見
え
る
青
い
「
自
由
の
女
神
像
」、

さ
ら
に
そ
の
向
こ
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
口

に
ブ
エ
ラ
ザ
ノ
ナ
ロ
ー
ズ
橋
が
見
え
る
。

１
９
５
９
年
９
月
着
工
、64
年
４
月
開
通
、

橋
梁
の
技
術
水
準
を
示
す
と
言
わ
れ
る
中

央
支
間
１
２
９
８
ｍ
。延
長
４
８
０
０
ｍ
、

ヘルゲート橋。巨大な鉄道橋（イーストリバー・ＮＹ）

イーストリバー（ＮＹ）にかかるマンハッタン橋とブルックリン橋
（奥の橋）

ブルックリン橋。鋼鉄製のロープを架ける作業の想像イラスト

ローブリングが開発した鋼鉄ケーブルの強さを強調したイラスト
（ブルックリン橋）

第2節③ 日本が学んだ
米国の長大橋を訪ねて

長大吊り橋・ブルックリン橋、ジョージ・ワシントン橋
ニューヨークの華麗な長大橋群

「アメリカの文明力」の象徴へ、国民の敬意

中央支間1298mのブエラザノナローズ橋。
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主
塔
の
高
さ
２
０
９
ｍ
、
ス
タ
テ
ン
島
と

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
結
ぶ
大
動
脈
だ
。

　
若
戸
大
橋
（
１
９
６
３
年
開
通
）
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
央
支
間
は
３
６
７
ｍ
（
約
10
年
後
の
関

門
橋
は
同
７
１
２
ｍ
。）。
ブ
エ
ラ
ザ
ノ
ナ

ロ
ー
ズ
橋
は
す
で
に
、
そ
の
３
・
５
倍
の

ス
パ
ン
を
実
現
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

34
年
後
、
明
石
海
峡
大
橋
（
中
央
支
間

１
９
９
１
ｍ
）
の
完
成
ま
で
、
我
が
国
の

橋
は
こ
の
橋
の
ス
パ
ン
を
超
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
立
っ
て

　
今
、
立
っ
て
い
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は

１
８
８
３
年
、
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
中

央
ス
パ
ン
は
４
８
６
ｍ
。
若
戸
大
橋
開

通
の
80
年
前
に
、
そ
れ
を
１
０
０
ｍ
以

上
超
え
る
中
央
径
間
を
持
つ
巨
大
吊
り

橋
を
建
設
し
て
い
る
わ
け
だ
。
着
工
は

１
８
６
９
年
。
建
設
に
13
年
か
か
っ
て

１
８
８
３
年
に
完
成
し
て
い
る
。

　
着
工
の
２
年
後
、
岩
倉
具
視
ら
の
遣

米
欧
使
節
団
が
ア
メ
リ
カ
に
到
着
、
列

車
で
大
陸
横
断
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
到
着
、
大
歓
迎
を
受
け
た
。

　
使
節
団
は
ハ
ド
ソ
ン
川
と
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
を
蒸
気
船
で
渡
っ
て
お
り
、
蒸

気
船
が
往
復
す
る
光
景
を
、
報
告
書

（
米
欧
回
覧
実
記
）
に
久
米
邦
武
（
佐

賀
出
身
）
は
挿
絵
に
描
い
て
い
る
。
長

い
煙
突
か
ら
モ
ク
モ
ク
と
煙
を
上
げ

て
、
蒸
気
船
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ハ

ド
ソ
ン
川
と
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
渡
っ

て
い
る
。「
馬
車
は
人
を
乗
せ
た
る
ま

ま
、
直
に
船
に
引
入
る
、
ゆ
え
に
車
上
に

あ
る
も
の
は
廨
舎
に
渡
航
を
待
つ
な
ら
ん

と
思
う
に
、船
は
、は
や
桟
橋
を
離
れ
（
中

略
）
愕
然
四
顧
す
る
間
も
な
く
」
川
を
渡

り
渡
船
場
に
着
く
、
と
驚
い
て
い
る
。
現

在
の
フ
ェ
リ
ー
そ
の
も
の
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
時
、
す
で
に
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
を
渡
る
長
大
橋
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
橋
の
基
礎
工
事
が
進
ん
で
い
た
。
使
節

団
が
感
嘆
し
た
フ
ェ
リ
ー
だ
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
冬
、
川
は
凍
結

し
、
濃
霧
に
視
界
が
遮
ら
れ
、
欠
航
す
る

こ
と
し
ば
し
ば
。「
橋
を
架
け
ら
れ
な
い

か
」
と
い
う
要
望
が
強
く
な
っ
て
い
た
。

　「
私
な
ら
橋
を
架
け
ら
れ
る
」
と
手
を

挙
げ
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ

だ
っ
た
。
米
国
に
限
り
な
い
可
能
性
と
夢

を
抱
い
て
渡
航
し
て
き
た
ド
イ
ツ
人
移

民
。
彼
は
鋼
製
ロ
ー
プ
の
開
発
者
だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
麻
の
ロ
ー
プ
が
切
れ
や

す
い
こ
と
か
ら
鉄
の
強
度
を
高
め
た
「
鋼

の
ロ
ー
プ
」
を
考
え
出
し
、
す
で
に
、
ナ

イ
ヤ
ガ
ラ
鉄
道
橋
を
完
成
さ
せ
、
実
績
を

上
げ
て
い
た
。
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
橋
は
川
幅
約

２
５
０
ｍ
を
渡
っ
た
が
、
イ
ー
ス
ト
リ

バ
ー
は
そ
の
倍
の
川
幅
を
持
っ
て
い
る
。

ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
は
「
私
の
技
術
を
駆
使
す

れ
ば
、
こ
こ
に
橋
を
架
け
ら
れ
る
」
と
具

体
的
な
吊
り
橋
案
を
提
案
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
議
会
が
こ
れ
を
承
認
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
橋
を
実
現
す
る
た
め
の
公
社
も
設
置
さ

れ
た
。

時
代
の
要
請
に
応
え
て

　
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
は
「
鋼
製
ケ
ー
ブ
ル
」

の
開
発
で
多
く
の
可
能
性
を
切
り
開
い
た

が
、
彼
の
技
術
的
功
績
で
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
「
補
剛
桁
」
の
開
発
だ
。
岩
倉
使

節
団
が
訪
問
し
た
時
代
の
米
国
は
大
陸
横

鋼鉄の橋クイーンズボロ橋
米国の長大橋は鋼鉄むき出しの橋が多い。橋は“鉄の歴史”とともに

発展の道を歩み、米国文明のひとつの象徴となっている。

米国の橋のシンボル　ブルックリン橋（ＮＹ）

ジョージ・ワシントン橋。川幅約1000mのハドソン川を渡るため
スパンを大きく伸ばした初めての橋

ローブリングが行ったニューマッチケーソン工法の
説明図（ブルックリン橋）



－ 119 －

主
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０
９
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。
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で
あ
る
。

34
年
後
、
明
石
海
峡
大
橋
（
中
央
支
間

１
９
９
１
ｍ
）
の
完
成
ま
で
、
我
が
国
の

橋
は
こ
の
橋
の
ス
パ
ン
を
超
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
立
っ
て

　
今
、
立
っ
て
い
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は

１
８
８
３
年
、
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
中

央
ス
パ
ン
は
４
８
６
ｍ
。
若
戸
大
橋
開

通
の
80
年
前
に
、
そ
れ
を
１
０
０
ｍ
以

上
超
え
る
中
央
径
間
を
持
つ
巨
大
吊
り

橋
を
建
設
し
て
い
る
わ
け
だ
。
着
工
は

１
８
６
９
年
。
建
設
に
13
年
か
か
っ
て

１
８
８
３
年
に
完
成
し
て
い
る
。

　
着
工
の
２
年
後
、
岩
倉
具
視
ら
の
遣

米
欧
使
節
団
が
ア
メ
リ
カ
に
到
着
、
列

車
で
大
陸
横
断
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
到
着
、
大
歓
迎
を
受
け
た
。

　
使
節
団
は
ハ
ド
ソ
ン
川
と
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
を
蒸
気
船
で
渡
っ
て
お
り
、
蒸

気
船
が
往
復
す
る
光
景
を
、
報
告
書

（
米
欧
回
覧
実
記
）
に
久
米
邦
武
（
佐

賀
出
身
）
は
挿
絵
に
描
い
て
い
る
。
長

い
煙
突
か
ら
モ
ク
モ
ク
と
煙
を
上
げ

て
、
蒸
気
船
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ハ

ド
ソ
ン
川
と
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
渡
っ

て
い
る
。「
馬
車
は
人
を
乗
せ
た
る
ま

ま
、
直
に
船
に
引
入
る
、
ゆ
え
に
車
上
に

あ
る
も
の
は
廨
舎
に
渡
航
を
待
つ
な
ら
ん

と
思
う
に
、船
は
、は
や
桟
橋
を
離
れ
（
中

略
）
愕
然
四
顧
す
る
間
も
な
く
」
川
を
渡

り
渡
船
場
に
着
く
、
と
驚
い
て
い
る
。
現

在
の
フ
ェ
リ
ー
そ
の
も
の
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
時
、
す
で
に
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
を
渡
る
長
大
橋
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
橋
の
基
礎
工
事
が
進
ん
で
い
た
。
使
節

団
が
感
嘆
し
た
フ
ェ
リ
ー
だ
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
冬
、
川
は
凍
結

し
、
濃
霧
に
視
界
が
遮
ら
れ
、
欠
航
す
る

こ
と
し
ば
し
ば
。「
橋
を
架
け
ら
れ
な
い

か
」
と
い
う
要
望
が
強
く
な
っ
て
い
た
。

　「
私
な
ら
橋
を
架
け
ら
れ
る
」
と
手
を

挙
げ
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ

だ
っ
た
。
米
国
に
限
り
な
い
可
能
性
と
夢

を
抱
い
て
渡
航
し
て
き
た
ド
イ
ツ
人
移

民
。
彼
は
鋼
製
ロ
ー
プ
の
開
発
者
だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
麻
の
ロ
ー
プ
が
切
れ
や

す
い
こ
と
か
ら
鉄
の
強
度
を
高
め
た
「
鋼

の
ロ
ー
プ
」
を
考
え
出
し
、
す
で
に
、
ナ

イ
ヤ
ガ
ラ
鉄
道
橋
を
完
成
さ
せ
、
実
績
を

上
げ
て
い
た
。
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
橋
は
川
幅
約

２
５
０
ｍ
を
渡
っ
た
が
、
イ
ー
ス
ト
リ

バ
ー
は
そ
の
倍
の
川
幅
を
持
っ
て
い
る
。

ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
は
「
私
の
技
術
を
駆
使
す

れ
ば
、
こ
こ
に
橋
を
架
け
ら
れ
る
」
と
具

体
的
な
吊
り
橋
案
を
提
案
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
議
会
が
こ
れ
を
承
認
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
橋
を
実
現
す
る
た
め
の
公
社
も
設
置
さ

れ
た
。

時
代
の
要
請
に
応
え
て

　
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
は
「
鋼
製
ケ
ー
ブ
ル
」

の
開
発
で
多
く
の
可
能
性
を
切
り
開
い
た

が
、
彼
の
技
術
的
功
績
で
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
「
補
剛
桁
」
の
開
発
だ
。
岩
倉
使

節
団
が
訪
問
し
た
時
代
の
米
国
は
大
陸
横

鋼鉄の橋クイーンズボロ橋
米国の長大橋は鋼鉄むき出しの橋が多い。橋は“鉄の歴史”とともに

発展の道を歩み、米国文明のひとつの象徴となっている。

米国の橋のシンボル　ブルックリン橋（ＮＹ）

ジョージ・ワシントン橋。川幅約1000mのハドソン川を渡るため
スパンを大きく伸ばした初めての橋

ローブリングが行ったニューマッチケーソン工法の
説明図（ブルックリン橋）
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断
な
ど
「
大
鉄
道
時
代
」
に
入
っ
て
い

た
。
大
重
量
の
蒸
気
機
関
車
と
列
車
の
重

量
に
耐
え
ら
れ
る
長
大
な
鉄
道
橋
の
建
設

は
「
時
代
の
目
標
と
要
請
」
で
あ
り
、
ど

う
し
て
も
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
っ
た
。

　
鉄
道
輸
送
が
先
行
し
た
英
国
で
は
、
ま

る
で
博
物
館
で
見
る
恐
竜
の
骨
格
を
思
わ

せ
る
、
カ
ン
チ
レ
バ
ー
の
フ
ォ
ー
ス
鉄
道

橋
が
出
来
る
ま
で
、
幾
度
も
落
橋
の
悲
劇

を
味
わ
っ
て
き
た
。
米
国
で
は
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
川
を
は
じ
め
大
河
・
海
峡
を
渡
ら
ね

ば
な
ら
ず
、
長
い
ス
パ
ン
の
吊
り
橋
形
式

を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
ケ
ー
ブ
ル
の
負
担
を
軽
減
す
る
工
夫
が

必
要
で
あ
り
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
は「
補
剛
桁
」

の
強
化
に
全
力
を
挙
げ
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
橋

を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
問
題
は
、
建
設
資
金
で
あ
る
。
市
当
局

が
予
算
を
組
む
と
言
っ
て
も
、
税
金
を
直

接
、
投
入
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
公
債

を
公
募
し
て
、
そ
の
買
い
入
れ
を
市
民
、

投
資
家
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
市
民
の
合
意
と
支

持
」
を
取
り
付
け
る
の
で
あ
る
。
ロ
ー
ブ

リ
ン
グ
が
説
明
す
る
技
術
的
実
現
性
だ
け

で
な
く
、
投
資
す
る
人
々
に
「
大
い
な
る

見
返
り
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
な

る
費
用
対
効
果
以
上
の
投
資
対
効
果
が
厳

し
く
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
通
行
人
と
車

両
が
ど
の
程
度
見
込
ま
れ
る
か
、
人
流
、

物
流
に
よ
る
通
行
料
金
が
ど
の
程
度
、
確

保
で
き
る
か
、
に
か
か
っ
て
い
る
。

鋼
製
ケ
ー
ブ
ル
の
開
発

　
難
問
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
、
着
工
に

こ
ぎ
つ
け
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
は
、

主
塔
の
位
置
を
定
め
る
た
め
の
測
量
中
、

事
故
死
。
あ
と
を
息
子
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
が
引
き
受
け
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
は
妻
エ
ミ
リ
ー
と
共
に
欧

州
の
橋
づ
く
り
を
現
地
で
学
ぼ
う
と
し
て

い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
川
は
大
河
と
は
い

え
、
流
れ
は
緩
や
か
で
、
複
数
の
橋
脚
を

建
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
プ
ラ
ハ
や
ブ
タ

ベ
ス
ト
の
名
橋
と
呼
ば
れ
る
橋
の
中
に
は

「
チ
エ
ー
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
鎖
の
橋
）」
が
か

か
っ
て
い
る
。
鎖
の
よ
う
に
鋼
板
４
枚
か

ら
６
枚
を
重
ね
て
繋
ぎ
、
橋
を
吊
り
上
げ

て
い
る
が
、
父
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ

が
開
発
し
た
鋼
製
ケ
ー
ブ
ル
が
、
よ
り
長

い
ス
パ
ン
が
求
め
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
大

河
や
海
峡
を
渡
る
橋
に
は
は
る
か
に
有
利

だ
っ
た
。

　
難
問
は
、主
塔
の
基
礎
工
事
に
あ
っ
た
。

安
定
し
た
主
塔
を
建
設
す
る
に
は
水
中
で

の
工
事
が
必
要
に
な
る
。
息
子
・
ワ
シ
ン

ト
ン
は
先
行
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
潜

水
技
術
を
学
び
、
ニ
ュ
ー
マ
ッ
チ
ケ
ー
ソ

ン
工
法
を
採
用
し
た
。
そ
の
工
事
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の

中
央
テ
ラ
ス
に
は

め
込
ま
れ
た
銅
板

が
図
解
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
橋

梁
と
違
っ
て
、
米
国
の
主
塔
の
基
礎
は
は

る
か
に
深
部
に
築
か
れ
る
。

　
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
へ
の
架
橋
に

取
り
組
み
始
め
た
と
き
、
ほ
ぼ
同
時
に
、

同
じ
難
問
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｂ
・
イ
ア
ド

が
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
で

の
架
橋
工
事
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
彼
は

蒸
気
船
の
船
長
で
サ
ル
ベ
ー
ジ
・
ダ
イ

バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
二
人
の
課
題
は
、
水

中
深
部
に
堆
積
し
て
い
る
分
厚
い
泥
土
を

ど
う
取
り
除
き
、
基
礎
岩
盤
に
ケ
ー
ソ
ン

を
定
着
さ
せ
る
か
、
で
あ
る
。

　
高
圧
空
気
で
水
の
浸
入
を
抑
え
な
が

ら
ケ
ー
ソ
ン
底
部
で
の
作
業
は
そ
れ
自

身
、
高
温
多
湿
の
厳
し
い
も
の
だ
っ
た

が
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
は
よ
り
深
く
、
火

災
も
発
生
し
て
工
事
は
難
航
。
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
移
民
を
中
心
と
し
た
作
業
者
た
ち

は
、
30
度
を
超
え
る
暑
さ
、
湿
度
の
高
い

暗
闇
の
中
で
ラ
ン
プ
の
下
で
命
を
張
っ
た

排
土
作
業
を
続
け
た
。
原
因
不
明
の
異
常

が
見
ら
れ
、
水
深
20
ｍ
あ
た
り
か
ら
は
死

者
，
病
人
が
続
出
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

側
は
約
21
・
６
ｍ
で
基
礎
岩
盤
に
達
し
た

が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
側
さ
ら
に
深
く
作
業

が
続
き
、
３
人
の
死
者
を
出
し
た
。
岩
盤

ま
で
に
は
あ
と
１
・
８
ｍ
ほ
ど
残
っ
て
い

た
が
、
深
さ
24
ｍ
す
ぎ
で
掘
削
中
止
を
決

断
、
ケ
ー
ソ
ン
を
据
え
た
。
陣
頭
指
揮
に

当
た
っ
て
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
自
身
も
ケ
ー

ソ
ン
病
で
半
身
不
随
と
な
り
、
建
設
現
場

か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
ケ
ー
ソ
ン
病
（
潜
函
病
）
は
、
水
中
作

業
の
高
圧
状
態
か
ら
陸
上
の
通
常
気
圧
に

戻
る
と
き
、
減
圧
の
時
間
を
か
け
な
い
と

血
管
内
の
窒
素
が
気
泡
と
な
っ
て
障
害
を

引
き
起
こ
す
事
が
分
か
っ
た
の
は
、
そ
のマンハッタン橋のゲート。両側に回廊を持ち、凱旋門のようだ。

水底の作業（ケーソン）は多くの潜函病犠牲者を生んだ

ケ
ー
ソ
ン
病
、犠
牲
を
超
え
て

ケ
ー
ソ
ン
病
、犠
牲
を
超
え
て

ケ
ー
ソ
ン
病
、犠
牲
を
超
え
て
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後
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
も
は

や
現
場
に
行
け
な
く
な
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
対
岸
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
丘
に
居

を
構
え
、
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
現
場
へ
の
指

示
を
送
り
続
け
た
。
そ
の
伝
達
役
は
妻
の

エ
ミ
リ
ー
で
、彼
女
自
身
も
猛
勉
強
の
末
、

現
場
技
術
者
か
ら
「
技
師
長
代
理
」
の
よ

う
な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、と
い
う
。

失
敗
は
早
い
ほ
ど
良
い

　
難
問
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
思

い
を
巡
ら
せ
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
に
た
ど

り
着
い
て
も
、
現
場
で
そ
れ
が
想
定
通
り

機
能
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ワ
シ

ン
ト
ン
の
よ
う
に
自
ら
傷
つ
き
、
あ
る
い

は
落
橋
の
悲
劇
を
生
む
な
ど
、
常
に
リ
ス

ク
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
多
い
。
し
か
し
、「
失
敗
は
常
に
、
重

要
な
こ
と
を
技
術
者
に
教
え
る
」。「fail 

fast

」、
失
敗
は
早
い
ほ
ど
良
い
。
日
本

流
に
言
え
ば
、
失
敗
は
成
功
の
元
、
と
い

う
事
で
あ
ろ
う
か
。

　
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
親
子
と
妻
の
エ
ミ
リ
ー

が
心
血
を
注
い
だ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
。
３

人
は
今
も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
川
の
橋
台
の
下

に
黒
い
鉄
板
で
造
ら
れ
た
影
絵
の
よ
う
な

像
と
な
っ
て
立
っ
て
い
る
。時
代
の
要
請
、

社
会
の
希
望
を
実
現
す
る
「
人
と
技
術
」

の
存
在
は
絶
対
条
件
だ
。
こ
の
よ
う
な
巨

大
な
吊
り
橋
が
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
可

能
に
な
っ
た
の
か
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
「
世
界
の
７
不
思
議
」

の
「
８
番
目
の
不
思
議
」
と
人
々
は
呼
ん

で
、
ア
メ
リ
カ
の
誇
り
と
な
っ
た
。
そ
の

巨
大
さ
、
そ
れ
を
実
現
し
た
技
術
力
は
当

時
の
人
々
の
想
像
を
超
え
た
「
不
思
議
」

な
存
在
だ
っ
た
の
だ
。

　
米
国
の
力
は
、
志
に
あ
ふ
れ
た
移
民

の
人
的
パ
ワ
ー
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
も
ド
イ
ツ
人

移
民
で
、
自
分
の
さ
ら
な

る
可
能
性
を
こ
の
新
大

陸
に
求
め
て
や
っ
て
き

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
太

西
洋
を
渡
っ
て
き
た
人
々

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
自
由

の
女
神
に
迎
え
ら
れ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

橋
を
建
設
し
た
オ
ス
マ
ー

ル
・
ア
マ
ン
も
ス
イ
ス
か

ら
の
移
民
技
術
者
。
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
２
倍
以
上
の
ス
パ
ン

１
０
０
０
ｍ
越
え
（
１
０
３
６
ｍ
）
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
を
実
現
さ
せ

た
。

　
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
小
学
生
の
教
科
書
を

め
く
る
と
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
で
崩
壊
し
た
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
１
１
０
階
建
て
、
高
さ

４
１
２
ｍ
、
双
子
の
ビ
ル
）
を
設
計
し
た

ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
サ
キ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

フ
ロ
ア
ー
内
に
柱
を
立
て
ず
大
き
な
空
間

を
造
り
出
す
設
計
を
解
説
、
称
賛
し
て
い

た
。
同
時
多
発
テ
ロ
で
ヤ
マ
サ
キ
の
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
は
崩
壊
し
た
が
、
そ
の
跡
地
に

は
新
高
層
ビ
ル
が
次
々
に
建
設
さ
れ
た
。

　
新
ビ
ル
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
か
ら
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
橋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
る
人
々
が
ビ
ル
を
指
差
し
な

が
ら
、
う
れ
し
そ
う
だ
。「
米
国
の
再
生
」

を
素
直
に
信
じ
て
い
る
表
情
だ
っ
た
。

凱
旋
門
の
よ
う
な
ゲ
ー
ト

　「
見
る
」
だ
け
で
は
な
い
。
人
々
に
「
あ

の
橋
を
渡
っ
て
見
た
い
」
と
思
わ
せ
る
橋

自
身
に
魅
力
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
が

観
光
名
所
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
魅
力
付
け
を
行
っ
た
よ

う
に
。ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
主
塔
は
84
ｍ
。

当
時
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
は
５
〜
６

階
建
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
倍
す
る
高
さ
を

持
ち
、
人
々
が
仰
ぎ
見
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
っ
た
。
ま
た
、
橋
か
ら
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
街
並
み
が
一
望
で

き
、
遠
く
に
、
か
つ
て
移
民
を
大
量
に
迎

え
た
「
自
由
の
女
神
」
も
見
え
る
。
橋
の

下
に
は
、
大
型
船
が
白
波
を
蹴
立
て
て
い

る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
中
世
の
城
門
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
石
の
主
塔
が
圧
倒
的
で
、

そ
の
下
を
く
ぐ
る
歩
行
者
用
の
木
製
の

デ
ッ
キ
は
、
車
道
の
上
の
、
橋
の
中
央
に

置
か
れ
、
歩
く
人
の
視
界
が
よ
り
広
く
な

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
続
い
て
、
イ
ー
ス

ト
リ
バ
ー
に
は
、
１
９
０
３
年
に
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
バ
ー
グ
橋
（
最
大
支
間
長
４
９
０

ｍ
、
全
長
２
２
２
７
ｍ
）、
同
09
年
に
は

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
隣
接
し
て
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
橋
（
最
大
支
間
長
４
５
１
ｍ
）
と
ク

イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
が
相
次
い
で
完
成
し

た
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
に
は
凱
旋
門
の
よ
う

な
ゲ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
、
誇
ら
し
げ
だ
。しばしば映画の舞台となるクイーンズボロ橋（NY市）

クイーンズボロ橋　映画では華やかに撮影さ
れるが、実際は鋼鉄のかたまりに思える。

志
、
あ
ふ
れ
て
―
移
民
技
術
者
た
ち

志
、
あ
ふ
れ
て
―
移
民
技
術
者
た
ち

志
、
あ
ふ
れ
て
―
移
民
技
術
者
た
ち
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後
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
も
は

や
現
場
に
行
け
な
く
な
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
対
岸
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
丘
に
居

を
構
え
、
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
現
場
へ
の
指

示
を
送
り
続
け
た
。
そ
の
伝
達
役
は
妻
の

エ
ミ
リ
ー
で
、彼
女
自
身
も
猛
勉
強
の
末
、

現
場
技
術
者
か
ら
「
技
師
長
代
理
」
の
よ

う
な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、と
い
う
。

失
敗
は
早
い
ほ
ど
良
い

　
難
問
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
思

い
を
巡
ら
せ
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
に
た
ど

り
着
い
て
も
、
現
場
で
そ
れ
が
想
定
通
り

機
能
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ワ
シ

ン
ト
ン
の
よ
う
に
自
ら
傷
つ
き
、
あ
る
い

は
落
橋
の
悲
劇
を
生
む
な
ど
、
常
に
リ
ス

ク
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
多
い
。
し
か
し
、「
失
敗
は
常
に
、
重

要
な
こ
と
を
技
術
者
に
教
え
る
」。「fail 

fast

」、
失
敗
は
早
い
ほ
ど
良
い
。
日
本

流
に
言
え
ば
、
失
敗
は
成
功
の
元
、
と
い

う
事
で
あ
ろ
う
か
。

　
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
親
子
と
妻
の
エ
ミ
リ
ー

が
心
血
を
注
い
だ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
。
３

人
は
今
も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
川
の
橋
台
の
下

に
黒
い
鉄
板
で
造
ら
れ
た
影
絵
の
よ
う
な

像
と
な
っ
て
立
っ
て
い
る
。時
代
の
要
請
、

社
会
の
希
望
を
実
現
す
る
「
人
と
技
術
」

の
存
在
は
絶
対
条
件
だ
。
こ
の
よ
う
な
巨

大
な
吊
り
橋
が
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
可

能
に
な
っ
た
の
か
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
「
世
界
の
７
不
思
議
」

の
「
８
番
目
の
不
思
議
」
と
人
々
は
呼
ん

で
、
ア
メ
リ
カ
の
誇
り
と
な
っ
た
。
そ
の

巨
大
さ
、
そ
れ
を
実
現
し
た
技
術
力
は
当

時
の
人
々
の
想
像
を
超
え
た
「
不
思
議
」

な
存
在
だ
っ
た
の
だ
。

　
米
国
の
力
は
、
志
に
あ
ふ
れ
た
移
民

の
人
的
パ
ワ
ー
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
も
ド
イ
ツ
人

移
民
で
、
自
分
の
さ
ら
な

る
可
能
性
を
こ
の
新
大

陸
に
求
め
て
や
っ
て
き

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
太

西
洋
を
渡
っ
て
き
た
人
々

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
自
由

の
女
神
に
迎
え
ら
れ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

橋
を
建
設
し
た
オ
ス
マ
ー

ル
・
ア
マ
ン
も
ス
イ
ス
か

ら
の
移
民
技
術
者
。
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
２
倍
以
上
の
ス
パ
ン

１
０
０
０
ｍ
越
え
（
１
０
３
６
ｍ
）
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
を
実
現
さ
せ

た
。

　
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
小
学
生
の
教
科
書
を

め
く
る
と
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
で
崩
壊
し
た
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
１
１
０
階
建
て
、
高
さ

４
１
２
ｍ
、
双
子
の
ビ
ル
）
を
設
計
し
た

ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
サ
キ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

フ
ロ
ア
ー
内
に
柱
を
立
て
ず
大
き
な
空
間

を
造
り
出
す
設
計
を
解
説
、
称
賛
し
て
い

た
。
同
時
多
発
テ
ロ
で
ヤ
マ
サ
キ
の
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
は
崩
壊
し
た
が
、
そ
の
跡
地
に

は
新
高
層
ビ
ル
が
次
々
に
建
設
さ
れ
た
。

　
新
ビ
ル
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
か
ら
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
橋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
る
人
々
が
ビ
ル
を
指
差
し
な

が
ら
、
う
れ
し
そ
う
だ
。「
米
国
の
再
生
」

を
素
直
に
信
じ
て
い
る
表
情
だ
っ
た
。

凱
旋
門
の
よ
う
な
ゲ
ー
ト

　「
見
る
」
だ
け
で
は
な
い
。
人
々
に
「
あ

の
橋
を
渡
っ
て
見
た
い
」
と
思
わ
せ
る
橋

自
身
に
魅
力
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
が

観
光
名
所
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
魅
力
付
け
を
行
っ
た
よ

う
に
。ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
主
塔
は
84
ｍ
。

当
時
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
は
５
〜
６

階
建
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
倍
す
る
高
さ
を

持
ち
、
人
々
が
仰
ぎ
見
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
っ
た
。
ま
た
、
橋
か
ら
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
街
並
み
が
一
望
で

き
、
遠
く
に
、
か
つ
て
移
民
を
大
量
に
迎

え
た
「
自
由
の
女
神
」
も
見
え
る
。
橋
の

下
に
は
、
大
型
船
が
白
波
を
蹴
立
て
て
い

る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
中
世
の
城
門
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
石
の
主
塔
が
圧
倒
的
で
、

そ
の
下
を
く
ぐ
る
歩
行
者
用
の
木
製
の

デ
ッ
キ
は
、
車
道
の
上
の
、
橋
の
中
央
に

置
か
れ
、
歩
く
人
の
視
界
が
よ
り
広
く
な

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
続
い
て
、
イ
ー
ス

ト
リ
バ
ー
に
は
、
１
９
０
３
年
に
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
バ
ー
グ
橋
（
最
大
支
間
長
４
９
０

ｍ
、
全
長
２
２
２
７
ｍ
）、
同
09
年
に
は

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
隣
接
し
て
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
橋
（
最
大
支
間
長
４
５
１
ｍ
）
と
ク

イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
が
相
次
い
で
完
成
し

た
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
に
は
凱
旋
門
の
よ
う

な
ゲ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
、
誇
ら
し
げ
だ
。しばしば映画の舞台となるクイーンズボロ橋（NY市）

クイーンズボロ橋　映画では華やかに撮影さ
れるが、実際は鋼鉄のかたまりに思える。

志
、
あ
ふ
れ
て
―
移
民
技
術
者
た
ち

志
、
あ
ふ
れ
て
―
移
民
技
術
者
た
ち

志
、
あ
ふ
れ
て
―
移
民
技
術
者
た
ち
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こ
れ
ら
の
橋
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
と
共

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
高
層
ビ
ル
群
が
立

ち
始
め
、
繁
栄
す
る
大
都
市
が
光
の
摩
天

楼
と
し
て
人
々
の
目
の
前
に
出
現
し
た
。

中
華
街
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
へ
の
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
橋
の
渡
り
口
の
ゲ
ー
ト
は
道
路

全
面
に
ま
る
で
廟
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
門

構
え
で
、
華
や
か
さ
が
漂
う
。

華
麗
な
る
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋

　
映
画
「
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ピ
ー
」
を
見

た
。
原
作
の
小
説
「
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
」
の
映
画
化
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
か

リ
メ
イ
ク
さ
れ
、
最
新
作
は
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
受
賞
作
品
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
主
演
の

レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
が
ギ
ャ
ツ

ビ
ー
を
演
じ
て
い
る
。
華
や
か
な
米
国
大

好
況
時
代
の
１
９
１
０
〜
２
０
の
物
語
だ

が
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
光
の
中
の
ク
イ
ー
ン
ズ

ボ
ロ
橋
と
そ
こ
か
ら
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

摩
天
楼
群
が
挿
入
さ
れ
る
。
ス
ク
リ
ー
ン

に
一
瞬
登
場
す
る
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
の

輝
く
よ
う
な
美
し
さ
が
、
時
代
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
目
に
刻
ま
れ
る
。
や
は
り
彼
が

主
演
し
た
豪
華
船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
の

建
造
と
沈
没
も
こ
の
時
代
（
１
９
１
２

年
）。
の
ち
に
Ｇ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
金
ぴ
か

の
時
代
）
と
呼
ば
れ
る
成
金
が
闊
歩
す
る

世
相
が
あ
っ
た
。

　
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
は
国
連
ビ
ル
の
近

く
か
ら
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
渡
り
、
ク

イ
ー
ン
ズ
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
島
を
挟
ん
で
結
ぶ
。
車
道
と
歩
道
を

持
つ
古
い
形
式
の
吊
り
橋
で
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
橋
の
よ
う
な
鋼
製
ケ
ー
ブ
ル
で
な

く
、
鋼
板
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
チ
エ
ー
ン
で

吊
り
上
げ
て
い
る
。
１
９
０
９
年
完
成
、

全
長
１
１
３
５
ｍ
。
摩
天
楼
の
夜
景
は
、

こ
の
橋
に
沿
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
ゴ
ン
ド

ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
か
ら
が
最
高
と
い

う
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
１
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
、大
好
況
時
代
を
迎
え
た
米
国
は
、

輝
く
未
来
だ
け
が
見
え
る
時
代
で
あ
っ
た

が
、
残
酷
な
兵
器
が
登
場
し
た
世
界
大
戦

を
経
験
し
た
人
々
の
心
は
複
雑
で
「
失
わ

れ
た
世
代
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
後
の
米
国
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
帰
還
兵
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
も
そ
う
し
た

内
面
を
持
つ
一
人
で
、
や
が
て
悲
し
く
不

条
理
な
死
を
迎
え
る
物
語
だ
。

　
当
時
、次
々
と
長
大
橋
が
架
け
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
も
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
は
華

や
か
さ
を
持
っ
た
橋
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

林
立
し
て
建
て
ら
れ
る
高
層
ビ
ル
群
と
共

に
、
長
大
吊
り
橋
は
、
都
市
の
未
来
と
突

き
進
む
「
米
国
の
新
し
い
力
と
技
術
」
を

人
々
に
確
信
さ
せ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存

在
で
あ
っ
た
。

　
西
へ
幌
馬
車
で
進
む
開
拓
者
、
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
、
南
北
戦
争
を
経
て
、
米
国

は
新
た
な
大
都
市
形
成
の
時
代
に
進
み
、

そ
こ
に
新
し
い
国
民
的
な
誇
り
を
見
出
し

た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
長
大
橋
は
単

な
る
機
能
的
な
構
造
物
で
は
満
足
さ
れ

ず
、
際
立
っ
た
意
匠
が
求
め
ら
れ
た
。
例

え
ば
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
橋
に
残
さ
れ

て
い
る
レ
リ
ー
フ
に
は
事
業
者
、
橋
梁
技

術
と
並
ん
で
デ
ザ
イ
ン
担
当
者
の
名
前
が

刻
ま
れ
て
い
る
。「
橋
の
意
匠
」
は
、
そ

の
時
代
の
、
そ
れ
だ
け
の
意
味
と
意
義

が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
構
造
と
意
匠

（
デ
ザ
イ
ン
）
の
論
議
は
様
々
に
繰
り

返
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
む
す
ぶ
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
橋
（
１
９
３
１
年
完
成
、
最
大
支

間
長
１
０
６
７
ｍ
）は
、イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー

の
倍
以
上
の
川
幅
を
持
つ
ハ
ド
ソ
ン
川
に

架
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
橋
の
建
設
に
も

オ
ス
マ
ー
・
ア
マ
ン
が
携
わ
っ
た
。
世
界

で
初
め
て
最
大
支
間
が
１
０
０
０
ｍ
を
超

え
る
吊
り
橋
。
両
岸
の
主
塔
は
ト
ラ
ス
形

式
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
。
当
然
、
他
の
吊

り
橋
と
同
様
の
意
匠
を
施
す
た
め
、
大
理

石
を
張
り
「
石
塔
」
あ
る
い
は
「
城
塞
門
」

の
イ
メ
ー
ジ
作
り
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
予
算
不
足
、ま
た
「
鉄
塔
」
イ
メ
ー

ジ
が
か
え
っ
て
良
い
と
言
う
ア
ン
マ
ン
自

身
の
考
え
も
あ
っ
て
、
ト
ラ
ス
構
造
を
隠

さ
ず
、
構
造
そ
の
ま
ま
を
橋
の
デ
ザ
イ
ン

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
建
築
家

ル
・
ニ
ル
ヒ
ッ
シ
ェ
は
「
世
界
で
一
番
美

し
い
橋
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
ハ
ド
ソ
ン

川
の
船
上
か
ら
、
こ
の
橋
を
見
上
げ
る

と
、
鋼
材
を
ト
ラ
ス
状
に
編
み
上
げ
た
構

造
は
、力
強
く
、ま
た
繊
細
に
も
見
え
「
美

は
合
理
性
の
近
く
に
存
在
す
る
」
と
い
う

格
言
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
こ
の
年
、
エ

ン
パ
イ
ヤ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
（
高
さ
３
８
１

ｍ
）
も
完
成
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
景

観
の
基
本
構
図
が
出
来
上
が
っ
た
年
で
も

ブルックリン橋からマンハッタンの摩天楼ビル群を見る
アメリカの人たち

ジョージ・ワシントン橋
川幅約1000ｍのハドソン川を渡る。

美
は
合
理
性
の
近
く
に

美
は
合
理
性
の
近
く
に

美
は
合
理
性
の
近
く
に
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
吊
り
橋
・
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
橋
は
、
米
国
で
最
も
人
気
の
あ

る
橋
だ
。
１
３
年
の
歳
月
を
か
け
完
成

し
た
の
が
１
８
８
３
年
。
着
工
は
明
治

３
年
（
１
８
７
０
年
）
だ
か
ら
１
５
０

年
近
く
前
だ
が
、
現
在
も
か
く
し
ゃ

く
と
し
て
、
中
世
の
城
門
の
よ
う
な

主
塔
に
星
条
旗
を
な
び
か
せ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
観
光
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
、
市
当
局
を
悩
ま
せ

て
い
る
の
は
、
橋
の
欄
干
の

金
網
な
ど
に
か
け
ら
れ
た
無

数
の
小
さ
な
錠
前
。
二
人
の

名
前
が
マ
ジ
ッ
ク
で
書
か
れ

て
い
る
。こ
の
橋
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
繋

ぎ
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
に
架

け
ら
れ
て
い
る
。
橋
中
央
の

銅
板
に
は
二
人
の
女
神
が
手

を
繋
ぐ
姿
が
彫
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
恋

人
た
ち
、
新
婚
旅
行
に
訪
れ

た
カ
ッ
プ
ル
が
「
二
人
の
仲
が
永
遠
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」、
離
婚
率
の
高
い

こ
の
国
の
事
だ
か
ら
「
決
し
て
別
れ
な

い
」
の
誓
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
に

か
く
、「
契
り
錠
」
が
、
び
っ

し
り
と
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
契

り
の
錠
」
は
世
界
的
な
は
や
り
の
よ
う

で
、
パ
リ
・
セ
ー
ヌ
川
の
橋
に
も
。

　
た
ま
り
か
ね
た
橋
の
管
理
当
局
は
、

「
罰
金
１
０
０
㌦
」
の
禁
止
張
り
紙
を

出
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
効
果
は
な
い
よ

う
だ
。
つ
い
に
、
強
硬
手
段
に
乗
り
出

し
た
。
万
力
の
よ
う
な
大
き
な
ハ
サ
ミ

で
、
プ
ッ
チ
ン
プ
ッ
チ
ン
と
切
っ

て
行
く
。
見
て
い
る
と
な
か
な

か
の
大
仕
事
。
二
人
が
か
り
で

錠
の
輪
の
間
に
切
断
の
歯
を
入

れ
る
の
だ
が
、
小
さ
く
て
な
か

な
か
差
し
込
め
な
い
。
小
さ
な

錠
ほ
ど
難
航
す
る
。
極
小
の
も

の
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
。

忍
耐
の
い
る
作
業
だ
。

　
そ
の
そ
ば
で
、
真
っ
白
な
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
姿
の
花
嫁

さ
ん
が
川
風
に
吹
か
れ
て
、
記

念
撮
影
、
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
に
、

渡
る
人
た
ち
は
拍
手
を
送
っ
て

い
た
。
こ
の
新
婚
さ
ん
も
「
契

り
の
錠
」
を
掛
け
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
根
気
の
い
る
錠
は
ず
し
作
業
の
結

果
、
平
成
30
年
に
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋

か
ら
、
錠
が
消
え
た
。
一
個
で
も
か
け

ら
れ
始
め
る
と
、
カ
ギ
は
す
ぐ
増
殖
す

る
の
で
市
当
局
も
油
断
な
く
見
張
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

ブルックリン橋の
「契の錠」

契の錠を切断する根気のいる
作業が続いた

あ
っ
た
。

　
橋
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
「
こ
だ
わ

り
」
と
追
究
は
、
若
戸
大
橋
に
も
関
門
橋

に
も
、
ま
た
本
四
連
絡
橋
に
も
当
然
み
ら

れ
る
が
、
米
国
ほ
ど
強
く
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
高
度
経
済
成
長
、
経
済
大
国
へ
の
道

を
開
く
「
若
戸
大
橋
」
建
設
の
た
め
の
調

査
の
対
象
も
、
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

吊
り
橋
群
が
中
心
だ
っ
た
。
し
か
し
、
米

国
国
民
の
愛
着
ほ
ど
に
は
、
日
本
国
民
は

「
思
い
入
れ
」
を
橋
に
感
じ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
生
活
実
感
か
ら
遠
い
、
経

済
的
建
造
物
と
し
て
そ
の
意
味
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
自
ら
歩
き

固
め
て
き
た
時
代
の
道
程
、
そ
の
証
し
と

し
て
歴
史
的
構
造
物
へ
の
認
識
が
か
な
ら

ず
し
も
強
く
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

ア
メ
リ
カ
文
明
の
神
殿

　
橋
に
限
ら
ず
、
公
共
建
造
物
に
対
す
る

国
民
一
般
に
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
道
路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
醜
い

落
書
き（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
ひ
ど
い
が
、

最
近
、
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
）
な
ど
「
公

共
物
」
が
国
民
共
通
の
財
産
と
い
う
意
識

の
薄
さ
を
象
徴
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の

こ
と
は
歴
史
的
な
土
木
遺
産
へ
の
関
心
の

薄
さ
に
も
表
れ
て
い
る
。

　
特
に
明
治
以
降
、
近
代
化
の
た
め
に
急

ぎ
造
っ
た
長
崎
の
上
水
道
用
水
の
た
め
の

ダ
ム（
本
河
内
高
部
ダ
ム
）や
鉄
の
橋（
出

島
橋
）
さ
ら
に
は
熊
本
・
三
角
港
な
ど
近

代
化
遺
産
へ
関
心
が
よ
う
や
く
向
け
ら
れ

始
め
た
と
は
い
っ
て
も
、
国
民
一
般
へ
の

広
が
り
は
ま
だ
ま
だ
だ
。
そ
の
こ
と
が
、

「
無
駄
な
公
共
投
資
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

批
判
に
も
地
下
水
脈
で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て
驚
く
こ
と

は
、
例
え
ば
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
渡
る

人
々
の
行
列
で
あ
り
、
エ
ン
パ
イ
ヤ
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
に
の
ぼ
る
観
光
客
の
多
さ
で

あ
る
。
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
氏
は
シ
リ
ー

ズ
「
街
道
を
行
く
」
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

散
歩
」
の
中
で
、
映
画
「
ソ
フ
イ
ー
の
選

択
」
に
登
場
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
取

り
上
げ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
こ

の
橋
の
意
味
を
、
登
場
人
物
・
ネ
イ
サ
ン

の
言
葉
「
イ
メ
ー
ジ
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
の
神
々
と
、
ア
メ
リ
カ
現
代
文
明
が
か

さ
ね
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
文
明
の
神

殿
こ
そ
こ
の
橋
だ
、
と
い
う
」
を
引
用
し

て
い
る
。

ＮＹ・セントラルパークで人気の白い歩道橋。
多くの人が記念撮影をする。

NO LOCKS・罰金100ドルの禁止も
ききめはない。
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ュ
ー
ヨ
ー
ク
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吊
り
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・
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ル
ッ

ク
リ
ン
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は
、
米
国
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最
も
人
気
の
あ

る
橋
だ
。
１
３
年
の
歳
月
を
か
け
完
成

し
た
の
が
１
８
８
３
年
。
着
工
は
明
治

３
年
（
１
８
７
０
年
）
だ
か
ら
１
５
０

年
近
く
前
だ
が
、
現
在
も
か
く
し
ゃ

く
と
し
て
、
中
世
の
城
門
の
よ
う
な
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塔
に
星
条
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を
な
び
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せ
て
い
る
。
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ク
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光
の
人
気

ス
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ッ
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に
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て
い
る
。
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、
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当
局
を
悩
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せ

て
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る
の
は
、
橋
の
欄
干
の

金
網
な
ど
に
か
け
ら
れ
た
無

数
の
小
さ
な
錠
前
。
二
人
の

名
前
が
マ
ジ
ッ
ク
で
書
か
れ

て
い
る
。こ
の
橋
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
繋

ぎ
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
に
架

け
ら
れ
て
い
る
。
橋
中
央
の

銅
板
に
は
二
人
の
女
神
が
手

を
繋
ぐ
姿
が
彫
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
恋

人
た
ち
、
新
婚
旅
行
に
訪
れ

た
カ
ッ
プ
ル
が
「
二
人
の
仲
が
永
遠
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」、
離
婚
率
の
高
い

こ
の
国
の
事
だ
か
ら
「
決
し
て
別
れ
な

い
」
の
誓
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
に

か
く
、「
契
り
錠
」
が
、
び
っ

し
り
と
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
契

り
の
錠
」
は
世
界
的
な
は
や
り
の
よ
う

で
、
パ
リ
・
セ
ー
ヌ
川
の
橋
に
も
。

　
た
ま
り
か
ね
た
橋
の
管
理
当
局
は
、

「
罰
金
１
０
０
㌦
」
の
禁
止
張
り
紙
を

出
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
効
果
は
な
い
よ

う
だ
。
つ
い
に
、
強
硬
手
段
に
乗
り
出

し
た
。
万
力
の
よ
う
な
大
き
な
ハ
サ
ミ

で
、
プ
ッ
チ
ン
プ
ッ
チ
ン
と
切
っ

て
行
く
。
見
て
い
る
と
な
か
な

か
の
大
仕
事
。
二
人
が
か
り
で

錠
の
輪
の
間
に
切
断
の
歯
を
入

れ
る
の
だ
が
、
小
さ
く
て
な
か

な
か
差
し
込
め
な
い
。
小
さ
な

錠
ほ
ど
難
航
す
る
。
極
小
の
も

の
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
。

忍
耐
の
い
る
作
業
だ
。

　
そ
の
そ
ば
で
、
真
っ
白
な
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
姿
の
花
嫁

さ
ん
が
川
風
に
吹
か
れ
て
、
記

念
撮
影
、
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
に
、

渡
る
人
た
ち
は
拍
手
を
送
っ
て

い
た
。
こ
の
新
婚
さ
ん
も
「
契

り
の
錠
」
を
掛
け
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
根
気
の
い
る
錠
は
ず
し
作
業
の
結

果
、
平
成
30
年
に
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋

か
ら
、
錠
が
消
え
た
。
一
個
で
も
か
け

ら
れ
始
め
る
と
、
カ
ギ
は
す
ぐ
増
殖
す

る
の
で
市
当
局
も
油
断
な
く
見
張
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

ブルックリン橋の
「契の錠」

契の錠を切断する根気のいる
作業が続いた

あ
っ
た
。

　
橋
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
「
こ
だ
わ

り
」
と
追
究
は
、
若
戸
大
橋
に
も
関
門
橋

に
も
、
ま
た
本
四
連
絡
橋
に
も
当
然
み
ら

れ
る
が
、
米
国
ほ
ど
強
く
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
高
度
経
済
成
長
、
経
済
大
国
へ
の
道

を
開
く
「
若
戸
大
橋
」
建
設
の
た
め
の
調

査
の
対
象
も
、
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

吊
り
橋
群
が
中
心
だ
っ
た
。
し
か
し
、
米

国
国
民
の
愛
着
ほ
ど
に
は
、
日
本
国
民
は

「
思
い
入
れ
」
を
橋
に
感
じ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
生
活
実
感
か
ら
遠
い
、
経

済
的
建
造
物
と
し
て
そ
の
意
味
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
自
ら
歩
き

固
め
て
き
た
時
代
の
道
程
、
そ
の
証
し
と

し
て
歴
史
的
構
造
物
へ
の
認
識
が
か
な
ら

ず
し
も
強
く
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

ア
メ
リ
カ
文
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の
神
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橋
に
限
ら
ず
、
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共
建
造
物
に
対
す
る

国
民
一
般
に
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
道
路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
醜
い

落
書
き（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
ひ
ど
い
が
、

最
近
、
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
）
な
ど
「
公

共
物
」
が
国
民
共
通
の
財
産
と
い
う
意
識

の
薄
さ
を
象
徴
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の

こ
と
は
歴
史
的
な
土
木
遺
産
へ
の
関
心
の

薄
さ
に
も
表
れ
て
い
る
。

　
特
に
明
治
以
降
、
近
代
化
の
た
め
に
急

ぎ
造
っ
た
長
崎
の
上
水
道
用
水
の
た
め
の

ダ
ム（
本
河
内
高
部
ダ
ム
）や
鉄
の
橋（
出

島
橋
）
さ
ら
に
は
熊
本
・
三
角
港
な
ど
近

代
化
遺
産
へ
関
心
が
よ
う
や
く
向
け
ら
れ

始
め
た
と
は
い
っ
て
も
、
国
民
一
般
へ
の

広
が
り
は
ま
だ
ま
だ
だ
。
そ
の
こ
と
が
、

「
無
駄
な
公
共
投
資
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

批
判
に
も
地
下
水
脈
で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て
驚
く
こ
と

は
、
例
え
ば
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
渡
る

人
々
の
行
列
で
あ
り
、
エ
ン
パ
イ
ヤ
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
に
の
ぼ
る
観
光
客
の
多
さ
で

あ
る
。
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
氏
は
シ
リ
ー

ズ
「
街
道
を
行
く
」
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

散
歩
」
の
中
で
、
映
画
「
ソ
フ
イ
ー
の
選

択
」
に
登
場
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
取

り
上
げ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
こ

の
橋
の
意
味
を
、
登
場
人
物
・
ネ
イ
サ
ン

の
言
葉
「
イ
メ
ー
ジ
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
の
神
々
と
、
ア
メ
リ
カ
現
代
文
明
が
か

さ
ね
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
文
明
の
神

殿
こ
そ
こ
の
橋
だ
、
と
い
う
」
を
引
用
し

て
い
る
。

ＮＹ・セントラルパークで人気の白い歩道橋。
多くの人が記念撮影をする。

NO LOCKS・罰金100ドルの禁止も
ききめはない。
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日
米
の
差
―
橋
上
の
賑
わ
い

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
が
ア
メ
リ
カ
現
代
文

明
の
神
殿
と
い
う
、
や
や
大
ぶ
り
な
表
現

が
米
国
人
の
心
情
を
正
確
に
と
ら
え
て
い

る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

平
日
で
も
全
国
か
ら
何
万
人
と
い
う
「
お

上
り
さ
ん
」
た
ち
が
こ
の
橋
を
訪
れ
、
楽

し
げ
に
渡
っ
て
い
る
。
若
戸
大
橋
に
も
関

門
橋
に
も
、
世
界
一
の
ス
パ
ン
を
誇
る
明

石
海
峡
大
橋
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
「
橋

上
の
に
ぎ
わ
い
」
は
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
経
済
大
国
、
高
度
経
済
成
長
へ
の
ス

タ
ー
ト
台
と
し
て
、
我
が
国
初
め
て
の
長

大
吊
り
橋
「
若
戸
大
橋
」
を
、
あ
る
い
は

高
速
道
路
橋
「
関
門
橋
」
を
、
ア
メ
リ
カ

人
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
仰
ぎ
見
る
目
と

同
じ
目
で
、
日
本
人
が
見
る
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
彼
我
の
差
は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
図
書
館
に
行
っ
て
、

参
考
に
な
る
本
を
探
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん

だ
。
渡
さ
れ
た
メ
モ
に
は
絵
本
「
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
」（
リ
ン
・

カ
ー
リ
ー
作
）
と
解
説
本
「
ブ
リ
ッ

ジ
」
の
２
冊
。「
こ
れ
で
読
み
解
け
」

と
い
う
。

　
当
然
な
が
ら
絵
本
は
子
供
に
分
か

る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン

グ
と
息
子
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ー
ブ
リ

ン
グ
親
子
の
苦
闘
物
語
と
橋
の
構

造
、
技
術
、
工
事
の
進
め
方
な
ど
が

絵
解
き
さ
れ
て
い
る
。
１
０
０
年
以

上
も
前
の
、
橋
づ
く
り
、
あ
る
い
は

橋
で
な
く
て
も
公
共
建
造
物
の
物
語

が
絵
本
に
な
る
こ
と
が
我
が
国
で
あ

る
だ
ろ
う
か
。
世
界
最
長
の
ス
パ
ン

を
実
現
し
た
明
石
海
峡
大
橋
の
子
供

向
け
の
本
は
書
か
れ
て
い
る
か
。

　「
ブ
リ
ッ
ジ
」の
書
き
出
し
は
、﹇
ｆ

ｒ
ｏ
ｍ
　
ｍ
ｙ
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｔ
ｏ

　
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
　
ｓ
ｉ

ｄ
ｅ
﹈
で
あ
る
。
川

を
越
え
て
、
あ
な
た

の
所
へ
導
く
の
が
橋
。

小
説
「
グ
レ
ー
ト
・

ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」
の
主
人
公
が
、
大
河

の
対
岸
に
住
む
恋
人
に
変
わ
ら
ぬ
恋

心
を
伝
え
る
た
め
連
夜
、
華
麗
な

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
。
そ
こ
に
輝
く

ク
イ
ー
ズ
ボ
ロ
橋
が
描
か
れ
る
。
橋

は
心
の
懸
け
橋
で
も
あ
る
の
だ
。

匿
名
の
情
熱
の
支
え

　
借
り
出
し
た
本
を
め
く
り
な
が

ら
、
ふ
と
、
橋
の
上
で
見
た
光
景
を

思
い
出
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を

渡
る
人
た
ち
は
、
銅
版
で
作
ら
れ
た

図
解
に
足
を
止
め
、
高
校
生
と
思
わ

れ
る
グ
ル
ー
プ
に
先
生
が
熱
っ
ぽ
く

橋
の
解
説
を
行
い
、
小
学
生
の
課
外

授
業
だ
ろ
う
か
、
橋
か
ら
の
ス
ケ
ッ

チ
に
余
念
が
な
い
。
学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
神
殿
」

と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
ア
メ
リ

カ
文
明
を
象
徴
す
る
大
切
な
建
造
物
と
し

て
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
ア
メ

リ
カ
の
力
」「
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
」
を
具
体
的
な
姿
と
し
て
見
、
勇
気

づ
け
ら
れ
る
の
だ
。

　
し
か
し
、
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
や
ア
マ
ン
と

い
う
一
人
の
人
物
の
力
で
、
こ
れ
ら
の
偉

業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

共
に
、
架
橋
に
心
血
を
注
い
だ
無
名
の
技

術
者
た
ち
が
大
勢
存
在
す
る
。
彼
ら
の
気

概
と
も
い
え
る
「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｏ

Ｆ
　
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」（
匿
名
の

情
熱
）
の
支
え
が
な
け
れ
ば
何
一
つ
実
現

は
出
来
な
い
。
我
が
国
で
は
個
人
名
が
残

る
建
築
家
と
匿
名
―
「
無
名
碑
」
の
土
木

技
術
者
の
対
照
的
な
「
扱
い
」
が
存
在
す

る
が
、
米
国
で
は
土
木
技
術
者
も
建
築
家

的
で
あ
る
と
も

い
え
る
。

ハドソン川を渡るジョージ・ワシントン橋。
スパン1000ｍをはじめて超えた。

ＮＹのブルックリン橋には全米から“歩いて渡る”ため、
観光客がやってくる

From my side to your side
橋は心の架け橋

サークル・ライン
ハドソン川とイーストリバーをめぐる観光船。マンハッタン島を
一周、さまざまな橋の形式、。高層ビル群を。船上から楽しめる。
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　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
に
登
場
す
る

戦
後
を
中
心
と
す
る
土
木
構
造
物
の
数
々

を
「
新
土
木
遺
産
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

特
別
の
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
土

木
遺
産
に
指
定
さ
れ
る
に
は
、
完
成
か
ら

50
年
を
経
た
構
造
物
が
対
象
と
な
り
、
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
資
格
を
得
る
。
日
本

土
木
学
会
は
日
本
の
近
代
土
木
遺
産
と
し

て
２
０
０
０
の
土
木
構
造
物
を
選
び
出
し

て
い
る
。
今
回
、
取
り
上
げ
た
土
木
構
造

物
は
西
海
橋
（
昭
和
30
年
完
成
）
関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
（
昭
和
33
年
完
成
）
な
ど
を

「
最
古
」
と
す
る
土
木
事
業
で
あ
り
、「
土

木
構
造
物
の
償
却
期
間
の
一
応
の
目
安
」

と
さ
れ
る
建
築
後
50
年
の
ラ
イ
ン
を
引
け

ば
、
そ
の
後
は
、
土
木
遺
産
と
呼
ぶ
に
は
、

ま
だ
若
い
、
現
代
の
構
造
物
の
範
疇
に
入

る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
我
が
国
で
最
初
の
長
大
吊
り

橋
・
若
戸
大
橋
（
昭
和
39
年
完
成
）
が
50

年
を
迎
え
、
土
木
遺
産
に
新
加
入
の
資
格

を
獲
得
し
た
の
を
は
じ
め
、
続
々
と
新
土

木
遺
産
の
「
新
」
が
外
さ
れ
〝
遺
産
〞
に

な
っ
て
ゆ
く
。
老
朽
化
が
現
実
の
も
の
と

な
り
、
点
検
・
修
理
の
時
代
を
迎
え
て
い

る
。
い
ず
れ
も
巨
大
構
造
物
で
あ
り
、「
遺

産
」
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
「
す
で

に
過
去
の
も
の
」
と
は
呼
ぶ
こ
と
な
ど
で

き
な
い
、
現
代
社
会
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

の
「
現
役
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
老
朽
化

が
忍
び
寄
り
、
そ
れ
が
顕
在
化
し
始
め
て

い
る
の
も
ま
た
「
現
実
」
だ
。

痛
々
し
い
光
景

　
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ー
ン
が
あ
る
。

１
９
９
９
年
、
山
陽
新
幹
線
の
福
岡
ト
ン

ネ
ル
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
が
落
下
、

新
幹
線
列
車
の
屋
根
を
壊
し
て
ト
ン
ネ
ル

を
出
た
と
こ
ろ
で
緊
急
ス
ト
ッ
プ
。
最
先

端
技
術
を
結
集
し
た
、
白
く
ス
マ
ー
ト
な

列
車
が
大
き
な
傷
を
負
い
、
立
ち
往
生
し

て
い
る
姿
は
痛
々
し
か
っ
た
。
幸
い
、
乗

客
に
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
続
い
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
落
下
事
故
は
北
九
州
ト
ン
ネ

ル
で
も
起
こ
る
な
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

劣
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
猛
ス

ピ
ー
ド
で
走
る
列
車
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破

片
が
落
下
し
た
場
合
、
想
像
以
上
の
被
害

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
。
続
く
２
０
１
２
年
12
月
、
中
央
自

動
車
道
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
天
井
盤
が

１
３
０
ｍ
に
渡
っ
て
崩
落
、
走
行
中
の
車

が
巻
き
込
ま
れ
、
９
人
が
死
亡
す
る
痛
ま

し
い
事
故
も
起
こ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
災
害
に
強
く
安
定
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
に
比
べ
れ
ば
、

橋
梁
は
組
み
上
げ
ら
れ
た
構
造
で
あ
り
、

橋
そ
の
も
の
の
重
さ
に
加
え
、
交
通
量
の

増
大
・
車
の
大
型
化
な
ど
負
荷
が
大
き
い

橋
は
傷
み
や
す
く
、
壊
れ
や
す
い
。
橋
梁

の
場
合
、劣
化
は
「
落
橋
」
に
つ
な
が
る
。

　
沖
縄
の
辺
野
喜
橋
の
落
橋
は
潮
風
に
さ

ら
さ
れ
続
け
て
鋼
材
が
腐
食
、
完
成
か
ら

30
年
足
ら
ず
で
落
橋
。
そ
の
ほ
か
、
全
国

で
落
橋
事
故
が
起
こ
り
、
い
ず
れ
も
一
般

的
に
寿
命
と
考
え
ら
れ
て
い
る
50
年
に
至

ら
ず
崩
壊
し
て
い
る
。
単
に
老
齢
化
に
よ

る
劣
化
だ
け
で
な
く
、
点
検
・
補
修
の
不

十
分
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
我
が
国
の
現
在
の
財
政
力
で
は
架
け
替

え
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の
一
方
で
、「
無

駄
な
公
共
事
業
」
批
判
に
よ
る
新
規
公
共

事
業
の
抑
制
、
当
然
、
利
用
者
が
負
担
す

べ
き
補
修
も
含
め
た
高
速
道
路
料
金
の
無

料
化
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
大

衆
迎
合
の
政
治
的
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
無
責
任
時
代
が
続
い
た
。

「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の
教
訓

　
こ
う
し
た
状
況
が
日
本
独
特
か
と
い
え

ば
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
約
40
年
前
の

１
９
８
０
年
代
、
米
国
で
は
橋
、
道
路
、

ト
ン
ネ
ル
と
い
っ
た
社
会
資
本
の
維
持
管

理
が
放
置
さ
れ
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」

と
呼
ば
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。
橋
は
落

ち
、
道
路
に
は
大
き
な
穴
が
開
き
、
都
市

で
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
水
道
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
事
故
が
相
次
ぎ
、
自
動
車
不

況
に
見
舞
わ
れ
た
デ
ト
ロ
イ
ト
な
ど
で

第3節① 「荒廃するアメリカ」からの教訓

危機に立つ社会インフラ、苦悩の 80年代
「造る」から「使う」―維持管理の時代へ

完成から150年のブルックリン橋。老朽化によってケーブルが切れる
事故が頻発。現在もゴンドラに作業員が乗って修理が行われている。
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　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
に
登
場
す
る

戦
後
を
中
心
と
す
る
土
木
構
造
物
の
数
々

を
「
新
土
木
遺
産
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

特
別
の
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
土

木
遺
産
に
指
定
さ
れ
る
に
は
、
完
成
か
ら

50
年
を
経
た
構
造
物
が
対
象
と
な
り
、
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
資
格
を
得
る
。
日
本

土
木
学
会
は
日
本
の
近
代
土
木
遺
産
と
し

て
２
０
０
０
の
土
木
構
造
物
を
選
び
出
し

て
い
る
。
今
回
、
取
り
上
げ
た
土
木
構
造

物
は
西
海
橋
（
昭
和
30
年
完
成
）
関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
（
昭
和
33
年
完
成
）
な
ど
を

「
最
古
」
と
す
る
土
木
事
業
で
あ
り
、「
土

木
構
造
物
の
償
却
期
間
の
一
応
の
目
安
」

と
さ
れ
る
建
築
後
50
年
の
ラ
イ
ン
を
引
け

ば
、
そ
の
後
は
、
土
木
遺
産
と
呼
ぶ
に
は
、

ま
だ
若
い
、
現
代
の
構
造
物
の
範
疇
に
入

る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
我
が
国
で
最
初
の
長
大
吊
り

橋
・
若
戸
大
橋
（
昭
和
39
年
完
成
）
が
50

年
を
迎
え
、
土
木
遺
産
に
新
加
入
の
資
格

を
獲
得
し
た
の
を
は
じ
め
、
続
々
と
新
土

木
遺
産
の
「
新
」
が
外
さ
れ
〝
遺
産
〞
に

な
っ
て
ゆ
く
。
老
朽
化
が
現
実
の
も
の
と

な
り
、
点
検
・
修
理
の
時
代
を
迎
え
て
い

る
。
い
ず
れ
も
巨
大
構
造
物
で
あ
り
、「
遺

産
」
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
「
す
で

に
過
去
の
も
の
」
と
は
呼
ぶ
こ
と
な
ど
で

き
な
い
、
現
代
社
会
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

の
「
現
役
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
老
朽
化

が
忍
び
寄
り
、
そ
れ
が
顕
在
化
し
始
め
て

い
る
の
も
ま
た
「
現
実
」
だ
。

痛
々
し
い
光
景

　
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ー
ン
が
あ
る
。

１
９
９
９
年
、
山
陽
新
幹
線
の
福
岡
ト
ン

ネ
ル
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
が
落
下
、

新
幹
線
列
車
の
屋
根
を
壊
し
て
ト
ン
ネ
ル

を
出
た
と
こ
ろ
で
緊
急
ス
ト
ッ
プ
。
最
先

端
技
術
を
結
集
し
た
、
白
く
ス
マ
ー
ト
な

列
車
が
大
き
な
傷
を
負
い
、
立
ち
往
生
し

て
い
る
姿
は
痛
々
し
か
っ
た
。
幸
い
、
乗

客
に
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
続
い
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
落
下
事
故
は
北
九
州
ト
ン
ネ

ル
で
も
起
こ
る
な
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

劣
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
猛
ス

ピ
ー
ド
で
走
る
列
車
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破

片
が
落
下
し
た
場
合
、
想
像
以
上
の
被
害

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
。
続
く
２
０
１
２
年
12
月
、
中
央
自

動
車
道
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
天
井
盤
が

１
３
０
ｍ
に
渡
っ
て
崩
落
、
走
行
中
の
車

が
巻
き
込
ま
れ
、
９
人
が
死
亡
す
る
痛
ま

し
い
事
故
も
起
こ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
災
害
に
強
く
安
定
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
に
比
べ
れ
ば
、

橋
梁
は
組
み
上
げ
ら
れ
た
構
造
で
あ
り
、

橋
そ
の
も
の
の
重
さ
に
加
え
、
交
通
量
の

増
大
・
車
の
大
型
化
な
ど
負
荷
が
大
き
い

橋
は
傷
み
や
す
く
、
壊
れ
や
す
い
。
橋
梁

の
場
合
、劣
化
は
「
落
橋
」
に
つ
な
が
る
。

　
沖
縄
の
辺
野
喜
橋
の
落
橋
は
潮
風
に
さ

ら
さ
れ
続
け
て
鋼
材
が
腐
食
、
完
成
か
ら

30
年
足
ら
ず
で
落
橋
。
そ
の
ほ
か
、
全
国

で
落
橋
事
故
が
起
こ
り
、
い
ず
れ
も
一
般

的
に
寿
命
と
考
え
ら
れ
て
い
る
50
年
に
至

ら
ず
崩
壊
し
て
い
る
。
単
に
老
齢
化
に
よ

る
劣
化
だ
け
で
な
く
、
点
検
・
補
修
の
不

十
分
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
我
が
国
の
現
在
の
財
政
力
で
は
架
け
替

え
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の
一
方
で
、「
無

駄
な
公
共
事
業
」
批
判
に
よ
る
新
規
公
共

事
業
の
抑
制
、
当
然
、
利
用
者
が
負
担
す

べ
き
補
修
も
含
め
た
高
速
道
路
料
金
の
無

料
化
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
大

衆
迎
合
の
政
治
的
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
無
責
任
時
代
が
続
い
た
。

「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の
教
訓

　
こ
う
し
た
状
況
が
日
本
独
特
か
と
い
え

ば
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
約
40
年
前
の

１
９
８
０
年
代
、
米
国
で
は
橋
、
道
路
、

ト
ン
ネ
ル
と
い
っ
た
社
会
資
本
の
維
持
管

理
が
放
置
さ
れ
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」

と
呼
ば
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。
橋
は
落

ち
、
道
路
に
は
大
き
な
穴
が
開
き
、
都
市

で
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
水
道
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
事
故
が
相
次
ぎ
、
自
動
車
不

況
に
見
舞
わ
れ
た
デ
ト
ロ
イ
ト
な
ど
で

第3節① 「荒廃するアメリカ」からの教訓

危機に立つ社会インフラ、苦悩の 80年代
「造る」から「使う」―維持管理の時代へ

完成から150年のブルックリン橋。老朽化によってケーブルが切れる
事故が頻発。現在もゴンドラに作業員が乗って修理が行われている。
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は
、
ビ
ル
の
崩
壊
ま
で
始
ま
っ
て
い
た
。

雑
誌
「
タ
イ
ム
」
誌
が
特
集
を
組
み
、
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
実
際
、
米
国
を
代
表
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
デ
ト
ロ
イ
ト
の
土
木
構
造
物
の
崩
壊

状
況
は
、
悲
惨
だ
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

橋
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
、
日
本
人
カ
メ
ラ

マ
ン
が
死
亡
し
た
の
は
１
９
８
１
年
６
月

27
日
。
建
設
か
ら
１
０
０
年
余
、
危
険
が

指
摘
さ
れ
な
が
ら
財
政
難
か
ら
補
修
が
延

び
延
び
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
翌
年
の

１
９
８
２
年
、
マ
イ
ア
ナ
ス
橋
（
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
）
が
落
橋
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
た
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
た
も
と
を
走
る
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ド

ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
は
老
朽
化
し
て
、
高
架
部

分
が
取
り
壊
さ
れ
、
再
建
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
橋
、
道
路
の
惨
状
は
「
荒
廃
す
る
ア

メ
リ
カ
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
市
街
地
も
道
路

に
穴
が
開
い
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、
鉄
板
が

か
ぶ
せ
ら
れ
る
だ
け
な
ど「
ま
る
で
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
」の
よ
う
に
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
け
で
は
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
の
高
速
交
通
社
会
を
支
え
る

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
・
ハ
イ
ウ
エ
イ
は
当

時
６
万
８
０
０
０
㎞
が
完
成
間
近
だ
っ
た

が
「
実
は
年
間
３
２
０
０
㎞
の
ス
ピ
ー
ド

で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
１
９
７
０
年

代
後
半
に
、
修
復
と
再
建
設
の
た
め
の
予

算
が
十
分
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

現
在
１
万
２
８
０
０
㎞
以
上
の
道
路
と

13
％
に
及
ぶ
橋
梁
が
す
で
に
設
計
耐
用
年

数
を
超
え
て
お
り
、
再
建
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
」（「
崩
壊
す
る
ア
メ
リ
カ
」
パ
ッ

ト
・
チ
ョ
ー
ト
、
ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ォ
ル
タ
ー

共
著
）
と
指
摘
さ
れ
た
。

危
機
に
立
つ
米
国

　
１
９
０
０
―
30
年
に
建
設
さ
れ
た
米
国

の
道
路
、
橋
な
ど
の
社
会
資
本
が
建
設
か

ら
50
年
を
迎
え
た
１
９
８
０
年
代
に
、
各

地
で
崩
壊
寸
前
に
直
面
、「
荒
廃
す
る
ア

メ
リ
カ
」
あ
る
い
は
「
危
機
に
立
つ
米
国
」

と
呼
ば
れ
、
一
気
に
危
機
感
が
高
ま
っ

た
。
時
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
。
米
国
社
会
に

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
後
遺
症
が
人
々
の

心
に
残
り
、
国
家
財
政
は
財
政
赤
字
と
貿

易
赤
字
の
「
双
子
の
赤
字
」
に
悩
ま
さ
れ

た
。
そ
の
一
方
で
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
対

外
的
に
は
２
丁
拳
銃
外
交
、
好
戦
的
政
治

ポ
ー
ズ
の
中
で
軍
備
増
強
が
行
わ
れ
た
。

一
方
で
高
速
道
路
が
穴
だ
ら
け
に
象
徴
さ

れ
る
無
責
任
内
政
が
続
い
て
、
さ
り
と

て
、
国
民
負
担
を
求
め
る
政
治
的
勇
気
は

な
か
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
時
代
初
期
の
高
揚

感
が
し
ぼ
み
、
現
実
を
見
つ
め
る
目
が
国

民
に
も
生
ま
れ
た
。
マ
イ
ア
ナ
ス
橋
の
落

橋
を
き
っ
か
け
に
、
ガ
ソ
リ
ン
税
を
一
気

に
２
倍
に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
増
税
を
重

ね
た
。
車
社
会
の
米
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
税

増
税
は
、
大
き
な
国
民
負
担
に
な
り
批
判

も
強
く
出
さ
れ
た
が
、
よ
う
や
く
増
税
に

よ
る
社
会
資
本
再
構
築
に
入
っ
た
の
で
あ

る
。
現
在
は
、
当
初
に
比
べ
て
約
４
倍
の

税
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
社
会
資
本
の
崩
壊
は
、産
業
を
は
じ
め
、

社
会
活
動
、
市
民

生
活
を
危
機
に
陥

れ
る
。
一
番
、
壊

れ
や
す
く
、
ひ
弱

い
の
は
「
人
間
の
心
」
で
あ
る
よ
う
に
思

う
。

　
道
路
、
橋
が
劣
化
す
る
こ
と
は
都
市
の

劣
化
を
意
味
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地

下
鉄
に
と
こ
ろ
構
わ
ず
書
き
な
ぐ
ら
れ
た

落
書
き
は
、
こ
の
都
市
の
治
安
の
悪
化
を

象
徴
し
て
い
た
。
首
都
ワ
シ
シ
ン
ト
ン
で

さ
え
、
夜
の
一
人
歩
き
は
危
険
で
、
襲
わ

れ
た
時
の
用
心
に
「
20
ド
ル
の
現
金
を
持

ち
歩
け
」
と
警
告
さ
れ
た
も
の
だ
。
20
ド

ル
を
渡
し
て
、
逃
げ
ろ
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
米
国
産
業
の
柱
で
あ
る
自
動
車
の
都
・

デ
ト
ロ
イ
ト
に
は
、
幾
度
も
通
っ
た
。
日

本
車
が
市
場
を
席
巻
、
米
国
の
自
動
車
産

業
を
衰
退
に
追
い
込
ん
だ
と
、「
日
本
敵

視
」
感
情
が
巻
き
起
こ
り
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
労
組

員
に
よ
る
日
本
車
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き

壊
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
マ
ス
コ
ミ
に

よ
っ
て
世
界
に
流
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

　
自
動
車
の
都
を
象
徴
す
る
ル
ネ
サ
ン

ス
・
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
、
繁
栄
を
誇
っ
た

デ
ト
ロ
イ
ト
は
す
で
に
な
く
、
道
路
、
橋

だ
け
で
な
く
、
ビ
ル
街
が
ま
る
で
爆
撃

を
受
け
た
よ
う
に
崩
壊
し
て
い
た
。
中

心
街
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
は
閉
店
、
ま
さ

に
「A

m
erica

in
Ruins

」　
の
状
態

だ
っ
た
。「
公
共
施
設
の
老
朽
化
は
、
基

本
的
な
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
、
ひ

い
て
は
、
全
て
の
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
の

質
を
低
下
さ
せ
る
」（「
崩
壊
す
る
ア
メ
リ

カ
」）
と
共
に
「
人
心
の
崩
壊
」
を
招
く
。

　
経
済
戦
争
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
敵

米国の人々は、長大橋を米国の「力（技術）のシンボル」として、誇
り、橋めぐりツアーは大人気だ（ＮＹ、ハドソン川）

荒
れ
る
都
市
、
壊
れ
る
心

荒
れ
る
都
市
、
壊
れ
る
心

荒
れ
る
都
市
、
壊
れ
る
心

修理され、安全になった高速道（NY）
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国
は
日
本
。「
日
本
叩
き
」
が
始
ま
っ
て

い
た
。
原
因
を
自
ら
に
求
め
る
の
で
は
な

く
、
他
に
探
す
心
理
が
働
い
て
い
た
。
Ｕ

Ａ
Ｗ
（
全
米
自
動
車
労
組
）
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
終
え
、
街
の
様
子
を
取
材
す
る

た
め
歩
い
て
い
る
と
、
失
業
し
た
の
だ
ろ

う
か
、
歩
道
に
た
む
ろ
し
て
い
る
若
者
た

ち
の
目
が
険
し
い
。
警
察
官
が
走
っ
て
き

て
「
日
本
人
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
先
は
危

険
だ
。
す
ぐ
、
ホ
テ
ル
に
帰
り
な
さ
い
」。

聞
く
と
「
最
近
中
国
人
が
日
本
人
に
間
違

わ
れ
て
、
バ
ー
で
撲
殺
さ
れ
た
」
の
だ
と

い
う
。
人
々
の
心
が
一
番
、
荒
れ
果
て
て

い
た
の
だ
ろ
う
。１
９
８
５
年
の
こ
と
だ
。

生
ま
れ
変
わ
り
へ
の
努
力

あ
れ
か
ら
40
年
近
く
を
経
て
、
ほ
ぼ
毎

年
、
１
か
月
程
度
、
米
国
に
長
期
滞
在
し

て
「
観
察
」
し
て
み
た
。
自
動
車
不
況
か

ら
脱
し
た
と
言
わ
れ
な
が
ら
デ
ト
ロ
イ
ト

だ
け
は
、
荒
廃
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
か
つ

て
、
５
大
湖
周
辺
か
ら
南
部
の
サ
ン
ベ
ル

ト
地
帯
へ
の
産
業
と
人
口
移
動
が
起
こ

り
、
５
大
湖
周
辺
の
工
業
地
帯
は
「
ラ
ス

ト
・
ベ
ル
ト
地
帯
」
と
呼
ば
れ
た
。
太
陽

が
輝
く
Ｓ
Ｕ
Ｎ
・
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
に
対
し
て
、

産
業
が
衰
退
し
都
市
が
崩
壊
「
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

（
錆
び
つ
い
た
）
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
」。
自
動
車
産

業
な
ど
こ
の
都
市
の
柱
だ
っ
た
産
業
が
脱

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
、
道
路
、
橋
梁
、
ビ
ル
群
が
再

生
し
、
特
に
同
時
多
発
テ
ロ
で
崩
壊
し
た

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
跡
に
は
新
高
層

ビ
ル
の
再
建
が
進
み
、
都
市
と
し
て
の
魅

力
を
回
復
し
て
い
た
。
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ

ン
で
の
戦
争
で
痛
手
を
受
け
な
が
ら
も
、

全
体
と
し
て
は
「
米
国
の
社
会
資
本
は
蘇

り
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想

で
あ
る
。

　
大
鉄
道
時
代
に
は
、
高
架
鉄
道
（
ハ
イ

ラ
イ
ン
鉄
道
）
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
中
ま
で

乗
り
込
ん
で
い
た
。
１
９
８
０
年
、
鉄
道

が
廃
線
に
な
り
、
高
架
橋
も
駅
も
荒
廃
す

る
に
任
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
リ
ベ
ッ
ト

止
め
の
高
架
線
は
健
全
さ
を
保
っ
て
い

た
。多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が「
生

ま
れ
変
わ
り
」
に
よ
る
公
園
化
を
求
め
運

動
を
展
開
、
当
時
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
ク
市

長
も
積
極
的
だ
っ
た
。

　
２
０
０
９
年
６
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

最
も
新
し
い
公
園
と
し
て
再
登
場
し
た
。

現
在
は
、
高
架
の
路
床
が
２
・
33
㎞
に
わ

た
っ
て
花
い
っ
ぱ
い
の
都
市
公
園
と
な

り
、
市
民
の
散
歩
道
、
観
光
名
所
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
足
元
に
は
、
か
つ
て
の

鉄
道
線
路
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
駅
舎
も
素

朴
な
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用
さ
れ
、「
廃

線
の
あ
る
風
景
」、
そ
の
レ
ト
ロ
の
雰
囲

気
と
景
観
が
ま
た
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て

い
る
。
公
園
化
で
犯
罪
が
少
な
く
な
り
、

地
価
も
上
が
っ
て
、
街
が
活
性
化
し
た
と

い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
ギ
ャ
ン
グ
と
風

俗
の
追
放
で
、
日
本
の
都
市
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
格
段
に
安
心
安
全
に
な
っ
た
印
象

が
強
い
。

「
荒
廃
す
る
名
橋
」

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
街
並
み
、
建
物
群
は
再

開
発
に
よ
っ
て
、
清
潔
で
美
し
く
な
っ
て

い
た
。
か
つ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
上
と

言
わ
れ
た
殺
人
な
ど
凶
悪
犯
罪
も
減
り
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
の
公
園
に
う
ず
く

ま
っ
て
い
た
ホ
ー
ム
レ
ス
も
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
暖
を
求
め
て
地
下
鉄
の
換

気
口
に
、
た
む
ろ
す
る
か
つ
て
の
よ
う
な

「
群
れ
」
は
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

　
社
会
資
本
の
「
安
全
安
心
」
工
事
も
進

ん
で
い
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
最
初
に
架

け
ら
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
２
０
１
０

年
か
ら
、
再
び
、
大
修
理
に
入
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ス
の
補
剛
桁
に
作
業
用
の
テ
ン
ト
が

張
ら
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
点
検

修
理
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。
イ
ー
ス
ト
リ

バ
ー
に
架
か
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
、
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
橋
（
共
に
吊
り
橋
）
も

入
念
な
点
検
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

な
ぜ
、
橋
は
落
ち
た
の
か

　
も
っ
と
も
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
ミ
ネ

ソ
タ
州
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
川
に
架
か
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
橋
の
落

橋
事
故
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
橋
は
１
９
６
７
年
完
成
、
約
40
年

を
経
た
ト
ラ
ス
ア
ー
チ
橋
（
８
車
線
、
全

長
５
８
１
・
３
ｍ
）。
２
０
０
７
年
８
月
１

日
午
後
６
時
５
分
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
時

だ
っ
た
。
橋
の
南
岸
側
ス
パ
ン
か
ら
崩
れ

落
ち
、
約
１
０
０
台
の
車
両
が
巻
き
込
ま

れ
13
人
が
死
亡
、
１
４
５
人
が
け
が
を
す

る
大
事
故
と
な
っ
た
。

警
告
は
さ
れ
て
い
た
が
…

　
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
は
五
大
湖
の
西
、
米
大

陸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
北
緯
45
度
の

鉄道高架はニューヨーク市民の憩いの場に生まれ変わった。
（ハイラインパーク）
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国
は
日
本
。「
日
本
叩
き
」
が
始
ま
っ
て

い
た
。
原
因
を
自
ら
に
求
め
る
の
で
は
な

く
、
他
に
探
す
心
理
が
働
い
て
い
た
。
Ｕ

Ａ
Ｗ
（
全
米
自
動
車
労
組
）
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
終
え
、
街
の
様
子
を
取
材
す
る

た
め
歩
い
て
い
る
と
、
失
業
し
た
の
だ
ろ

う
か
、
歩
道
に
た
む
ろ
し
て
い
る
若
者
た

ち
の
目
が
険
し
い
。
警
察
官
が
走
っ
て
き

て
「
日
本
人
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
先
は
危

険
だ
。
す
ぐ
、
ホ
テ
ル
に
帰
り
な
さ
い
」。

聞
く
と
「
最
近
中
国
人
が
日
本
人
に
間
違

わ
れ
て
、
バ
ー
で
撲
殺
さ
れ
た
」
の
だ
と

い
う
。
人
々
の
心
が
一
番
、
荒
れ
果
て
て

い
た
の
だ
ろ
う
。１
９
８
５
年
の
こ
と
だ
。

生
ま
れ
変
わ
り
へ
の
努
力

あ
れ
か
ら
40
年
近
く
を
経
て
、
ほ
ぼ
毎

年
、
１
か
月
程
度
、
米
国
に
長
期
滞
在
し

て
「
観
察
」
し
て
み
た
。
自
動
車
不
況
か

ら
脱
し
た
と
言
わ
れ
な
が
ら
デ
ト
ロ
イ
ト

だ
け
は
、
荒
廃
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
か
つ

て
、
５
大
湖
周
辺
か
ら
南
部
の
サ
ン
ベ
ル

ト
地
帯
へ
の
産
業
と
人
口
移
動
が
起
こ

り
、
５
大
湖
周
辺
の
工
業
地
帯
は
「
ラ
ス

ト
・
ベ
ル
ト
地
帯
」
と
呼
ば
れ
た
。
太
陽

が
輝
く
Ｓ
Ｕ
Ｎ
・
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
に
対
し
て
、

産
業
が
衰
退
し
都
市
が
崩
壊
「
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

（
錆
び
つ
い
た
）
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
」。
自
動
車
産

業
な
ど
こ
の
都
市
の
柱
だ
っ
た
産
業
が
脱

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
、
道
路
、
橋
梁
、
ビ
ル
群
が
再

生
し
、
特
に
同
時
多
発
テ
ロ
で
崩
壊
し
た

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
跡
に
は
新
高
層

ビ
ル
の
再
建
が
進
み
、
都
市
と
し
て
の
魅

力
を
回
復
し
て
い
た
。
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ

ン
で
の
戦
争
で
痛
手
を
受
け
な
が
ら
も
、

全
体
と
し
て
は
「
米
国
の
社
会
資
本
は
蘇

り
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想

で
あ
る
。

　
大
鉄
道
時
代
に
は
、
高
架
鉄
道
（
ハ
イ

ラ
イ
ン
鉄
道
）
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
中
ま
で

乗
り
込
ん
で
い
た
。
１
９
８
０
年
、
鉄
道

が
廃
線
に
な
り
、
高
架
橋
も
駅
も
荒
廃
す

る
に
任
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
リ
ベ
ッ
ト

止
め
の
高
架
線
は
健
全
さ
を
保
っ
て
い

た
。多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が「
生

ま
れ
変
わ
り
」
に
よ
る
公
園
化
を
求
め
運

動
を
展
開
、
当
時
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
ク
市

長
も
積
極
的
だ
っ
た
。

　
２
０
０
９
年
６
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

最
も
新
し
い
公
園
と
し
て
再
登
場
し
た
。

現
在
は
、
高
架
の
路
床
が
２
・
33
㎞
に
わ

た
っ
て
花
い
っ
ぱ
い
の
都
市
公
園
と
な

り
、
市
民
の
散
歩
道
、
観
光
名
所
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
足
元
に
は
、
か
つ
て
の

鉄
道
線
路
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
駅
舎
も
素

朴
な
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用
さ
れ
、「
廃

線
の
あ
る
風
景
」、
そ
の
レ
ト
ロ
の
雰
囲

気
と
景
観
が
ま
た
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て

い
る
。
公
園
化
で
犯
罪
が
少
な
く
な
り
、

地
価
も
上
が
っ
て
、
街
が
活
性
化
し
た
と

い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
ギ
ャ
ン
グ
と
風

俗
の
追
放
で
、
日
本
の
都
市
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
格
段
に
安
心
安
全
に
な
っ
た
印
象

が
強
い
。

「
荒
廃
す
る
名
橋
」

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
街
並
み
、
建
物
群
は
再

開
発
に
よ
っ
て
、
清
潔
で
美
し
く
な
っ
て

い
た
。
か
つ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
上
と

言
わ
れ
た
殺
人
な
ど
凶
悪
犯
罪
も
減
り
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
の
公
園
に
う
ず
く

ま
っ
て
い
た
ホ
ー
ム
レ
ス
も
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
暖
を
求
め
て
地
下
鉄
の
換

気
口
に
、
た
む
ろ
す
る
か
つ
て
の
よ
う
な

「
群
れ
」
は
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

　
社
会
資
本
の
「
安
全
安
心
」
工
事
も
進

ん
で
い
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
最
初
に
架

け
ら
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
２
０
１
０

年
か
ら
、
再
び
、
大
修
理
に
入
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ス
の
補
剛
桁
に
作
業
用
の
テ
ン
ト
が

張
ら
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
点
検

修
理
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。
イ
ー
ス
ト
リ

バ
ー
に
架
か
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
、
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
橋
（
共
に
吊
り
橋
）
も

入
念
な
点
検
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

な
ぜ
、
橋
は
落
ち
た
の
か

　
も
っ
と
も
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
ミ
ネ

ソ
タ
州
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
川
に
架
か
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
橋
の
落

橋
事
故
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
橋
は
１
９
６
７
年
完
成
、
約
40
年

を
経
た
ト
ラ
ス
ア
ー
チ
橋
（
８
車
線
、
全

長
５
８
１
・
３
ｍ
）。
２
０
０
７
年
８
月
１

日
午
後
６
時
５
分
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
時

だ
っ
た
。
橋
の
南
岸
側
ス
パ
ン
か
ら
崩
れ

落
ち
、
約
１
０
０
台
の
車
両
が
巻
き
込
ま

れ
13
人
が
死
亡
、
１
４
５
人
が
け
が
を
す

る
大
事
故
と
な
っ
た
。

警
告
は
さ
れ
て
い
た
が
…

　
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
は
五
大
湖
の
西
、
米
大

陸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
北
緯
45
度
の

鉄道高架はニューヨーク市民の憩いの場に生まれ変わった。
（ハイラインパーク）
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寒
冷
地
で
１
９
８
５
年
に
は
零
下
35
度

（
℃
）
に
ま
で
下
が
る
気
象
条
件
だ
け
に
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ

る
路
面
凍
結
が
起
こ
り
、
寒
風
に
吹
き
さ

ら
さ
れ
る
橋
梁
上
で
は
さ
ら
に
厳
し
く
、

大
量
の
凍
結
防
止
剤
が
巻
か
れ
、
鋼
材
の

サ
ビ
な
ど
、
橋
の
損
傷
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
事
故
の
１
年
前
、
橋
の
補
強

計
画
が
立
案
さ
れ
た
が
、
財
政
難
な
ど
を

理
由
に
、
中
止
と
な
っ
た
。
橋
梁
関
係
者

か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
落
橋
」
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
が
、
抜
本

的
な
修
理
工
事
は
延
期
し
、
路
面
修
理
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
取
り
換
え
な
ど
は
行
う

こ
と
に
な
り
、工
事
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
さ
な
か
の
事
故
だ
っ
た
。
事
故
の
直

接
的
な
原
因
は
、
鋼
材
を
繋
ぐ
「
ガ
セ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
」が
荷
重
に
対
し
て
小
さ
く
、

不
十
分
だ
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
橋
の
１
日
通
行
車
両
は
約
15
万

台
、
当
初
計
画
よ
り
橋
の
負
担
は
大
き

く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
十
分
な
補
修
、
補

強
が
行
わ
れ
て
い
ず
、
危
険
を
指
摘
さ
れ

な
が
ら
放
置
し
た
責
任
は
大
き
い
と
言
え

よ
う
。

蘇
っ
た
橋
梁
群

　
米
国
は
「
崩
壊
す
る
米
国
」
の
危
機
感

か
ら
１
９
８
６
年
、連
邦
道
路
管
理
局（
Ｆ

Ｈ
Ｗ
Ａ
）
が
戦
略
的
道
路
研
究
計
画
（
Ｓ

Ｈ
Ｒ
Ｐ
）
を
立
て
本
格
的
な
対
策
に
乗
り

出
し
た
。
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
か

ら
は
政
府
は
直
轄
道
路
の
定
期
点
検
に

入
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
長
大
橋
は
、
い
た
る

と
こ
ろ
、
補
修
工
事
中
で
、
よ
う
や
く

本
格
化
し
て
き
た
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。

１
９
８
０
年
末
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
が
修

復
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
次
々
と
補
修
が

行
わ
れ
、
２
０
１
８
年
夏
、
再
訪
し
た
時

は
、ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
は
じ
め
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
各
橋
は
見
事
に
蘇
っ
て
い
た
。

　
米
国
西
海
岸
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
は
二
つ
の
長
大
橋
が
あ
る
。
こ
の
都

市
の
シ
ン
ボ
ル
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー

ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
」（
金
門
橋
・
橋
長
約

２
８
０
０
ｍ
）
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
を
結
ぶ
「
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
」。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
は
主

塔
間
の
ス
パ
ン
１
２
８
０
ｍ
で
、
長
く

世
界
一
の
座
を
守
っ
て
い
た
。

海
面
か
ら
67
ｍ
の
高
さ
に
架

け
ら
れ
、
主
塔
は
海
面
か
ら

２
２
７
ｍ
。
当
然
、
強
い
海

風
を
受
け
、
そ
の
揺
れ
が
危

惧
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
橋
の
完
成
（
１
９
３
７

年
）
か
ら
３
年
後
に
完
成
し

た
タ
コ
マ
ナ
ロ
ウ
ズ
橋
が
風

速
19
ｍ
／
ｓ
の
風
を
受
け
て

落
橋
し
た
教
訓
か
ら
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
は
桁
の
補
強

な
ど
改
善
を
加
え
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　
橋
の
敵
は
強
風
だ
け
で
は

な
い
。
米
国
西
海
岸
に
は
巨

大
な
活
断
層
が
走
り
、
し
ば

し
ば
地
震
災
害
を
引
き
起
こ

し
て
き
た
。
１
９
８
９
年
10
月
17
日
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
に
Ｍ
６
・
９

の
大
地
震（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
）

が
発
生
し
た
。
多
く
の
人
が
記
憶
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
郊

外
を
走
る
高
速
８
８
０
号
の
２
層
の
高

架
橋
が
倒
壊
、
通
行
中
の
車
が
転
落
な

ど
41
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
（
地
震
全

体
で
は
死
者
62
人
、
傷
者
３
２
０
８

人
）。
特
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
中
心
に

地
盤
の
ズ
レ
、液
状
化
が
激
し
か
っ
た
。

　
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
の
は
、
両
市

を
結
ぶ
湾
岸
橋
「
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
」
の

崩
落
だ
っ
た
。
１
日
、
27
万
台
が
利
用

す
る
。
こ
の
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
側
の
ト

ラ
ス
橋
（
カ
ン
チ
レ
バ
ー
）
の
２
階
路

床
約
50
フ
ィ
ー
ト
（
約
17
ｍ
）
が
は
ず

れ
１
階
に
落
ち
た
。
湾
岸
を
走
る
だ

け
に
橋
脚
基
礎
は
軟
弱
地
盤
で
、

し
か
も
２
本
の
活
断
層
が
走
り
、

揺
れ
は
大
き
か
っ
た
。
復
旧
は

１
カ
月
で
済
ま
せ
、
死
者
１
名
。

だ
が
、
大
動
脈
の
切
断
は
両
市

の
経
済
、
社
会
、
都
市
機
能
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。

　
大
地
震
に
ど
う
対
処
す
る

か
。
復
旧
だ
け
で
な
く
新
し
い

橋
の
建
設
が
提
起
さ
れ
た
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
よ
り
半
年
早

く
完
成
（
１
９
３
６
年
）、
開

通
50
年
を
２
年
前
に
祝
っ
た
ば

か
り
の
、
古
い
「
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
」
に
頼
る
の
は
、
リ
ス
ク
が

大
き
い
。
中
間
に
あ
る
ヤ
ー

バ
・
ブ
エ
ナ
島
か
ら
東
部
分
に

新
た
に
建
設
さ
れ
た
橋
は
、
耐

震
性
を
強
化
し
た
吊
り
橋
と
な
っ

た
（
２
０
０
２
年
工
事
開
始
、
完
成

２
０
１
３
年
）。
ケ
ー
ブ
ル
の
強
化
、

特
に
主
塔
基
礎
を
深
く
大
き
く
、「
タ

コ
の
足
の
よ
う
に
」
複
数
、
広
げ
た
基

礎
工
事
な
ど
当
初
予
算
の
25
倍
も
か
か

り
、
物
議
を
か
も
し
た
が
、
安
全
な
橋

の
必
要
性
か
ら
最
終
的
に
認
め
ら
れ

た
。

大地震からの再建―
ＳＦ都市圏のベイブリッジ

ゴールデンゲートブリッジ（金門橋）
全長2737m、中央5間1280m、1937年に完成。
アールデコ調のデザインと色調を持つ。
6車線と歩道を持っている。
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日
本
で
は
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
落
橋
事

故
を
受
け
て
、
橋
の
定
期
点
検
に
補
助
金

を
付
け
、
中
央
自
動
車
道
の
笹
子
ト
ン
ネ

ル
天
井
板
落
下
事
故
（
２
０
１
２
年
）
を

教
訓
に
国
土
交
通
省
は
２
０
１
３
年
を

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」
と
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
も
安
全
安
心
、
長
寿
命
化
の

た
め
の
長
期
的
な
「
修
繕
計
画
」
を
作
成
、

補
修
点
検
を
実
施
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
米
国
と
同
様
、
点
検
補
修
技
術
者
の

不
足
、
工
事
記
録
な
ど
建
設
当
時
の
資
料

が
破
棄
さ
れ
る
な
ど
デ
ー
タ
・
資
料
不
足
、

補
修
工
事
の
採
算
性
な
ど
基
本
的
な
「
体

制
づ
く
り
」
が
十
分
に
出
来
て
い
な
い
の

が
現
実
だ
。

　
ダ
ム
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
最
近
の
社
会

資
本
整
備
事
業
で
は
工
事
誌
が
作
成
さ
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
九
州
で
最
も

新
し
い
大
山
ダ
ム
（
大
分
県
）
嘉
瀬
川
ダ

ム
（
佐
賀
県
）
さ
ら
に
は
１
０
０
０
億
円

か
け
た
若
戸
ト
ン
ネ
ル
（
福
岡
県
）
な
ど

い
ず
れ
も
工
事
誌
が
書
か
れ
る
予
定
は
な

い
。
終
戦
か
ら
高
度
経
済
成
長
初
期
の
市

房
ダ
ム
、
鶴
田
ダ
ム
な
ど
も
工
事
誌
は
な

い
。「
ダ
ム
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
そ
の
余

裕
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由

だ
っ
た
。
最
近
で
も
、
コ
ス
ト
縮
減
の
た

め
「
余
分
な
経
費
」
と
し
て
工
事
誌
が
作

成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
公
的
事
業
が

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
か
の
情
報
公
開

の
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
再
開
発
や
点
検
、
管
理
、
補
修
に
当

た
っ
て
参
考
に
な
る
設
計
、
採
用
さ
れ
た

技
術
、
施
工
方
法
な
ど
技
術
文
書
が
残
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
今
後
、
大
き
な
支

障
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
現
実
に
、
工
事
誌
だ
け
で
な
く
、
設
計

図
な
ど
関
係
書
類
が
破
棄
さ
れ
、
ゲ
ル

バ
ー
橋
な
ど
基
本
的
な
橋
梁
の
型
式
を
間

違
え
、
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
を
外
し
、
重
大

な
劣
化
を
見
逃
し
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
採
用
以
前
の
ト

ン
ネ
ル
で
は
、
ど
の
よ
う
な
掘
削
工
法
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
か
わ
か
ら

な
い
ま
ま
、「
目
視
点
検
」
の
み
で
地
山

と
ト
ン
ネ
ル
の
空
隙
（
背
面
空
洞
）
に
気

が
付
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
直
面
す
る
修
繕
計
画
を
財
政
的
に
も
、

技
術
者
確
保
の
面
か
ら
も
、
一
気
に
実
施

は
出
来
ず
、
10
年
以
上
の
長
期
に
わ
た

る
「
修
繕
」
と
な
る
た
め
財
源
確
保
に
多

く
の
自
治
体
が
苦
慮
し
て
い
る
。
そ
の
資

金
計
画
の
難
し
さ
は
、
１
９
８
０
年
代
の

米
国
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
新
設
優

先
で
「
修
繕
」
は
後
回
し
に
さ
れ
、
行
わ

れ
て
も
小
規
模
な
手
直
し
程
度
で
済
ま
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
補
修
は
遅
れ
れ

ば
遅
れ
る
ほ
ど
修
繕
費
は
急
速
に
拡
大
す

る
た
め
、
さ
ら
に
延
期
さ
れ
る
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
土
木
構
造
物
は
社
会
の

基
礎
を
支
え
る
だ
け
に
、

そ
の
建
設
か
ら
点
検
、
維

持
管
理
、
補
修
さ
ら
に
は

撤
去
に
至
る
ま
で
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
を
視
野
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、

欧
米
の
高
速
道
路
の
維
持

管
理
費
の
調
達
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
」（
交
差
点
、

踏
切
な
ど
走
行
を
止
め
る
も
の
が
な
い
、

ま
た
、
無
料
が
原
則
）
か
ら
、
都
市
部
の

高
速
道
路
や
橋
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
利
用

者
負
担
も
進
ん
で
い
る
。

熊
本
地
震
の
教
訓

　
震
度
７
が
連
続
し
た
熊
本
地
震
で
九
州

道
、
大
分
道
な
ど
九
州
の
高
速
道
路
は
一

時
、
５
０
７
㎞
が
通
行
止
め
に
な
る
ほ
ど

被
災
し
た
。
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
は
驚
く
ほ

ど
速
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
震
は
様
々
な

課
題
を
突
き
付
け
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災

の
教
訓
か
ら
耐
震
強
化
は
進
ん
で
は
い
た

が
、
な
お
、
軟
弱
土
壌
で
の
揺
れ
の
激
し

さ
へ
の
耐
震
、
老
朽
化
と
更
新
の
遅
れ
で

あ
っ
た
。

　
九
州
道
の
跨
道
橋
・
府
領
第
１
橋
の
崩

落
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
橋
は
九
州
道
を
ま

た
い
で
い
た
が
落
橋
に
よ
っ
て
遮
断
機
が

下
り
る
よ
う
に
九
州
道
を
塞
い
だ
。
も
し

高
速
走
行
中
の
車
が
い
た
ら
大
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
事
態
だ
っ
た
。
幸
い
、

28
時
間
前
の
前
震
で
通
行
止
め
を
行
っ
て

第3節② 「荒廃する日本」の危機感

長寿化へ、メンテナンス元年
周回遅れのトップランナー目指せ

同時多発テロで崩壊したトレードセンタービ
ルは今、生まれ変わる（NY）
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落
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検
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付
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天
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下
事
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１
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国
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０
１
３
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。
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成
、
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、
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の
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れ
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が
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の
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だ
。
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、
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近
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事
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で
は
工
事
誌
が
作
成
さ
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て
い
な
い
ケ
ー
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も
あ
る
。
九
州
で
最
も

新
し
い
大
山
ダ
ム
（
大
分
県
）
嘉
瀬
川
ダ

ム
（
佐
賀
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）
さ
ら
に
は
１
０
０
０
億
円

か
け
た
若
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ル
（
福
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）
な
ど
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ず
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も
工
事
誌
が
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る
予
定
は
な

い
。
終
戦
か
ら
高
度
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済
成
長
初
期
の
市
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ダ
ム
、
鶴
田
ダ
ム
な
ど
も
工
事
誌
は
な

い
。「
ダ
ム
建
設
ラ
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で
、
そ
の
余
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は
な
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た
」
と
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う
の
が
そ
の
理
由

だ
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た
。
最
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で
も
、
コ
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た

め
「
余
分
な
経
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」
と
し
て
工
事
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が
作

成
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な
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よ
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だ
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の
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、
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な
ど
技
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が
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は
、
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、
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。

　
現
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、
工
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誌
だ
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で
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、
設
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な
ど
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係
書
類
が
破
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、
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橋
な
ど
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的
な
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の
型
式
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間

違
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、
点
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を
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、
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逃
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た
事
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も
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、
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Ｔ
Ｍ
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以
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の
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は
、
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な
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計
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を
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的
に
も
、
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術
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の
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も
、
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、
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の
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「
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め
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確
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に
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の
自
治
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。
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計
画
の
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し
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は
、
１
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代
の

米
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で
も
指
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て
い
た
が
、
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で
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は
後
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に
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、
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な
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で
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が
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。
補
修
は
遅
れ
れ

ば
遅
れ
る
ほ
ど
修
繕
費
は
急
速
に
拡
大
す

る
た
め
、
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に
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れ
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ま
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造
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は
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の
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を
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だ
け
に
、

そ
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点
検
、
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持
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理
、
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に
は
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去
に
至
る
ま
で
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
を
視
野
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、

欧
米
の
高
速
道
路
の
維
持

管
理
費
の
調
達
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
」（
交
差
点
、

踏
切
な
ど
走
行
を
止
め
る
も
の
が
な
い
、

ま
た
、
無
料
が
原
則
）
か
ら
、
都
市
部
の

高
速
道
路
や
橋
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
利
用

者
負
担
も
進
ん
で
い
る
。

熊
本
地
震
の
教
訓

　
震
度
７
が
連
続
し
た
熊
本
地
震
で
九
州

道
、
大
分
道
な
ど
九
州
の
高
速
道
路
は
一

時
、
５
０
７
㎞
が
通
行
止
め
に
な
る
ほ
ど

被
災
し
た
。
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
は
驚
く
ほ

ど
速
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
震
は
様
々
な

課
題
を
突
き
付
け
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災

の
教
訓
か
ら
耐
震
強
化
は
進
ん
で
は
い
た

が
、
な
お
、
軟
弱
土
壌
で
の
揺
れ
の
激
し

さ
へ
の
耐
震
、
老
朽
化
と
更
新
の
遅
れ
で

あ
っ
た
。

　
九
州
道
の
跨
道
橋
・
府
領
第
１
橋
の
崩

落
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
橋
は
九
州
道
を
ま

た
い
で
い
た
が
落
橋
に
よ
っ
て
遮
断
機
が

下
り
る
よ
う
に
九
州
道
を
塞
い
だ
。
も
し

高
速
走
行
中
の
車
が
い
た
ら
大
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
事
態
だ
っ
た
。
幸
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、

28
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前
の
前
震
で
通
行
止
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を
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て
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お
り
無
事
故
で
す
ん
だ
。
原
因
は
旧
式
の

跨
道
橋
だ
っ
た
こ
と
だ
。
橋
脚
が
横
揺
れ

に
弱
い
ロ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ア
で
あ
り
、
約
50

年
前
の
、
九
州
道
建
設
初
期
の
形
式
で
、

順
次
、
建
て
替
え
は
進
ん
で
い
た
が
、
更

新
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

　
震
源
地
近
く
の
木
山
川
橋
な
ど
橋
桁
の

横
揺
れ
に
よ
っ
て
、
支
承
が
大
き
く
移
動

し
た
が
、
何
と
か
落
橋
を
ま
ぬ
か
れ
て
い

る
。
高
速
道
路
で
は
な
い
が
国
道
３
２
５

号
の
阿
蘇
大
橋
の
落
橋
、
県
道
28
号
の
橋

梁
群
な
ど
は
地
盤
に
つ
い
て
の
構
造
物
建

設
前
の
調
査
と
配
慮
の
必
要
性
が
、
地
盤

学
会
な
ど
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

　
土
木
建
造
物
の
寿
命
は
50
年
程
度
と
さ

れ
て
い
る
。
若
戸
大
橋
は
建
設
50
年
を
迎

え
て
大
修
理
を
行
い
「
１
０
０
年
大
橋
」

を
目
指
し
て
い
る
。
若
戸
大
橋
を
完
成
さ

せ
た
時
期
（
１
９
６
３
年
）
に
は
、
米
国

は
長
大
橋
の
建
設
を
ほ
ぼ
終
え
「
維
持
管

理
」
の
時
代
に
入
り
な
が
ら
、
公
共
投
資

の
削
減
、点
検
補
修
の
怠
り
に
よ
っ
て「
崩

壊
の
危
機
」
を
体
験
し
て
き
た
。
我
が
国

は
、
米
国
の
50
年
後
を
追
い
か
け
る
「
周

回
遅
れ
」
の
ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
立
場
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
落
橋
し
た
ミ
シ
シ
ピ
ー
橋
と
同
じ
完
成

か
ら
40
年
を
超
え

て
関
門
海
峡
を
渡

る
関
門
橋
も
現
在

「
平
成
の
大
修
理
」

に
入
っ
て
い
る
。
若
戸
大
橋
や
関
門
橋
な

ど
長
大
橋
の
架
け
替
え
は
巨
額
の
事
業
費

が
予
想
さ
れ
、
現
実
的
で
は
な
い
。

　
合
理
的
な
利
用
者
負
担
の
検
討
と
共

に
、
若
戸
大
橋
、
関
門
橋
な
ど
の
「
修
繕

工
事
」
を
通
じ
て
、
後
に
続
く
長
大
橋
の

た
め
に
も
補
修
・
点
検
技
術
の
開
発
を
進

め
、
米
国
の
苦
い
経
験
を
他
山
の
石
と
し

て
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
橋
梁
だ
け
に
限
ら
な
い
。
中
央
高
速
道

路
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
よ
う
に
「
安

全
」
を
脅
か
す
事
態
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
防

災
な
ど
あ
ら
ゆ
る
土
木
構
造
物
の
維
持
管

理
、
点
検
補
修
が
必
要
に
な
り
、
長
寿
命

化
へ
の
手
立
て
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
で
も
、
点
検
・

修
理
の
た
め
の
長
期
的
な
資
金
計
画
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、「
荒
廃
す
る
日

本
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
、今
後
50
年
間
、

我
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
補
修
に
は
４
０
０
兆

円
を
超
え
る
予
算
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

る
。保

存
か
更
新
か

　
若
戸
大
橋
も
関
門
橋
も
今
回
の
「
大
修

理
」
に
よ
っ
て
１
０
０
年
大
橋
を
目
指
し

て
い
る
。

　
１
０
０
歳
の
長
寿
を
全
う
す
る
た
め
に

は
、
日
々
の
健
康
管
理
が
必
要
だ
。
適
切

な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
れ
ば
、
１
０
０
年

長
寿
は
可
能
だ
。
身
を
も
っ
て
示
し
て
い

る
橋
が
あ
る
。
１
８
８
２
年
に
建
設
さ
れ

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
１
０
０
歳
を
は
る

か
に
超
え
て
も
「
現
役
」
な
の
は
、
ケ
ー

ブ
ル
切
断
な
ど
そ
れ
ま
で
の
何
度
か
の
事

故
の
試
練
を
教
訓
に
、
絶
え
間
な
い
補
修

の
成
果
だ
と
言
え
よ
う
。
長
大
吊
り
橋
の

元
祖
と
い
う
誇
り
と
共
に
、
今
後
の
補
修

管
理
の
時
代
の
手
本
に
も
な
る
橋
だ
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
は
米
国
民
に
と
っ
て

「
大
い
な
る
土
木
遺
産
」、「
誇
り
」
で
も

あ
る
。
宮
崎
県
・
耳
川
の
現
役
の
発
電
ダ

ム
・
塚
原
ダ
ム
の
堰
堤
に
立
つ
と
、
日
本

近
代
化
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
こ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
、と
い
う
感
慨
が
わ
い
て
く
る
。

し
か
し
、
近
代
化
遺
産
や
文
化
財
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
新
事

業
が
市
民
の
保
存
運
動
に
よ
っ
て
妨
げ
ら

れ
る
懸
念
が
管
理
者
側
に
あ
る
。長
崎
市
・

中
島
川
の
眼
鏡
橋
の
撤
去

か
現
地
保
存
か
の
論
議
と

対
立
が
生
ま
れ
た
。
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
は
何
よ

り
安
全
性
が
最
重
要
で
あ

り
、
管
理
者
に
は
重
い
責

任
が
あ
る
。
維
持
管
理
の

時
代
に
入
っ
て
、
高
額
の

事
業
費
と
気
配
り
の
い
る

補
修
作
業
よ
り
も
更
新
ー

「
壊
し
て
、
新
た
に
造
る
」

目
指
せ
１
０
０
年
大
橋

目
指
せ
１
０
０
年
大
橋

目
指
せ
１
０
０
年
大
橋

関門国道トンネルの改修工事

熊本地震で落橋した府領第一橋（地震直後の写真）

米国の都市周辺では有料化が進む
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選
択
に
傾
き
や
す
い
の
も
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
現
実
だ
ろ
う
。

第
３
の
道
の
摸
索

　
し
か
し
、高
度
経
済
成
長
時
代
の
終
焉
、

低
成
長
、
少
子
高
齢
化
と
共
に
、
成
熟
し

た
社
会
へ
の
道
を
模
索
す
る
中
で
、
土
木

遺
産
を
市
民
の
財
産
と
し

て
、
ま
た
、
都
市
の
魅
力

を
高
め
る
も
の
、
機
能
だ

け
で
な
く
都
市
景
観
と
し

て
も
大
切
だ
と
す
る
市
民

意
識
が
生
ま
れ
て
い
る
。

中
島
川
上
流
の
本
河
内
高

部
ダ
ム
、
低
部
ダ
ム
、
西

山
ダ
ム
は
日
本
の
先
駆
け

の
上
水
道
ダ
ム
だ
が
、
洪

水
調
節
ダ
ム
と
し
て
再
開

発
さ
れ
、
新
し
い
「
え
ん
堤
」
が
作
ら
れ

た
が
、
近
代
化
遺
産
の
旧
え
ん
堤
は
保
存

さ
れ
た
。
保
存
か
更
新
か
、
の
選
択
で
は

な
く
、
保
存
も
更
新
も
、
両
者
選
択
が
行

わ
れ
始
め
て
い
る
。

　
高
度
経
済
成
長
時
代
に
造
ら
れ
た
土
木

構
造
物
の
全
て
を
一
気
に
更
新
し
て
行
く

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
点
検
・
補
修
を

重
ね
な
が
ら
，
長
寿
命
化
を
図
る
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
最
も
早
く
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
長
崎
県
。
離
島
半
島
が
多
く
、

西
海
橋
を
は
じ
め
、
長
大
橋
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
長
寿
命
化
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
西
海

橋
に
は
す
ぐ
横
に
新
西
海
橋
が
架
け
ら

れ
、
地
域
の
活
性
化
、
交
通
混
雑
の
解
消

と
共
に
西
海
橋
へ
の
負
担
を
軽
減
し
な
が

ら
「
長
寿
命
化
」
を
は
か
っ
て
い
る
。
熊

本
県
で
も
天
草
１
号
橋
・
天
門
橋
に
並
行

し
て
、
新
天
門
橋
が
完
成
し
た
。
し
か
し

全
て
の
構
造
物
が
こ
の
よ
う
な
、
望
ま
し

い
選
択
が
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
。

新
し
い
Ｂ
／
Ｃ
の
創
造

　
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
少
子
化
、

高
齢
化
、
地
方
の
過
疎
化
の
進
行
は
、
地

方
消
滅
、
限
界
集
落
な
ど
非
情
な
言
葉
が

使
わ
れ
、
財
政
難
も
あ
っ
て
、
地
方
で
の

高
速
道
路
建
設
な
ど
へ
「
無
駄
な
投
資
」

「
税
金
の
無
駄
使
い
」
と
批
判
が
浴
び
せ

ら
れ
る
。
建
設
コ
ス
ト
に
見
合
う
、利
益
・

効
果
が
生
ま
れ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
か

つ
て
、
熊
本
〜
宮
崎
県
境
の
加
久
藤
国
道

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
「
落
ち
行
く
先
は
九

州
相
良
」
の
言
葉
を
引
用
し
て
、相
良
（
人

吉
）
の
先
に
「
何
が
あ
る
の
だ
」
と
い
う

中
央
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。

　
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
阿
蘇
大
橋
が
落

橋
、
九
州
の
東
西
を
横
断
す
る
国
道
５
７

号
が
途
絶
し
た
。
し
か
し
、
熊
本
〜
大
分

を
結
ぶ
中
九
州
道
の
熊
本
県
側
は
供
用
０

ｍ
、
熊
本
〜
宮
崎
・
延
岡
を
む
す
ぶ
九
州

中
央
道
は
わ
ず
か
12
・
６
㎞
に
過
ぎ
な
い
。

熊
本
地
震
、
特
に
阿
蘇
地
方
へ
の
東
九
州

か
ら
の
救
援
が
滞
り
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。

　
今
想
定
さ
れ
る
「
南
海
・
東
南
海
巨
大

地
震
」
が
発
生
し
た
場
合
、
熊
本
地
震
と

は
逆
に
西
九
州
か
ら
の
救
援
―
「
東
進
の

道
」
は
、
今
の
進
捗
率
で
間
に
合
う
の
だ

ろ
う
か
。
よ
う
や
く
開
通
し
た
東
九
州
道

（
北
九
州
〜
宮
崎
間
）
は
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
だ
ろ
う
が
、
中
九
州
道
、
九
州
中

央
道
の
工
事
状
況
を
見
る
と
、
西
か
ら
の

救
済
・
救
援
の
道
に
は
不
安
が
残
る
。

　
従
来
の
Ｂ
／
Ｃ
、
特
に
Ｂ
＝
効
果
を
交

通
に
よ
る
直
接
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、

防
災
、
環
境
地
方
振
興
、
都
市
の
発
展
、

福
祉
な
ど
を
含
む
均
衡
あ
る
地
域
づ
く
り

の
観
点
か
ら
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
特
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

は
、
眼
の
前
の
危
機
で
あ
る
。
平
成
29
年

日
本
土
木
学
会
で
「
新
国
富
論
」
な
ど
新

し
い
視
点
で
論
議
が
始
ま
っ
て
い
る
。
よ

り
を
深
め
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
反
映

し
て
ほ
し
い
。

国
民
理
解
を
深
め
る
努
力
を

　
加
え
て
必
要
な
の
は
、
国
民
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
へ
の
理
解
の
深
ま
り
だ
ろ
う
。「
無

駄
な
公
共
事
業
」「
赤
字
を
生
む
イ
ン
フ

ラ
」「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
等
の

批
判
だ
け
で
な
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
経

済
社
会
、
国
民
の
生
活
を
支
え
る
も
の
、

と
の
理
解
が
必
要
だ
。

西海橋の負担軽減のため架橋された新西海橋

平成の大修理に入った関門橋

ブルックリン橋の工事説明板に見入る米国民。
（ブルックリン橋で。背後の橋はマンハッタン橋）
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選
択
に
傾
き
や
す
い
の
も
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
現
実
だ
ろ
う
。

第
３
の
道
の
摸
索

　
し
か
し
、高
度
経
済
成
長
時
代
の
終
焉
、

低
成
長
、
少
子
高
齢
化
と
共
に
、
成
熟
し

た
社
会
へ
の
道
を
模
索
す
る
中
で
、
土
木

遺
産
を
市
民
の
財
産
と
し

て
、
ま
た
、
都
市
の
魅
力

を
高
め
る
も
の
、
機
能
だ

け
で
な
く
都
市
景
観
と
し

て
も
大
切
だ
と
す
る
市
民

意
識
が
生
ま
れ
て
い
る
。

中
島
川
上
流
の
本
河
内
高

部
ダ
ム
、
低
部
ダ
ム
、
西

山
ダ
ム
は
日
本
の
先
駆
け

の
上
水
道
ダ
ム
だ
が
、
洪

水
調
節
ダ
ム
と
し
て
再
開

発
さ
れ
、
新
し
い
「
え
ん
堤
」
が
作
ら
れ

た
が
、
近
代
化
遺
産
の
旧
え
ん
堤
は
保
存

さ
れ
た
。
保
存
か
更
新
か
、
の
選
択
で
は

な
く
、
保
存
も
更
新
も
、
両
者
選
択
が
行

わ
れ
始
め
て
い
る
。

　
高
度
経
済
成
長
時
代
に
造
ら
れ
た
土
木

構
造
物
の
全
て
を
一
気
に
更
新
し
て
行
く

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
点
検
・
補
修
を

重
ね
な
が
ら
，
長
寿
命
化
を
図
る
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
最
も
早
く
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
長
崎
県
。
離
島
半
島
が
多
く
、

西
海
橋
を
は
じ
め
、
長
大
橋
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
長
寿
命
化
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
西
海

橋
に
は
す
ぐ
横
に
新
西
海
橋
が
架
け
ら

れ
、
地
域
の
活
性
化
、
交
通
混
雑
の
解
消

と
共
に
西
海
橋
へ
の
負
担
を
軽
減
し
な
が

ら
「
長
寿
命
化
」
を
は
か
っ
て
い
る
。
熊

本
県
で
も
天
草
１
号
橋
・
天
門
橋
に
並
行

し
て
、
新
天
門
橋
が
完
成
し
た
。
し
か
し

全
て
の
構
造
物
が
こ
の
よ
う
な
、
望
ま
し

い
選
択
が
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
。

新
し
い
Ｂ
／
Ｃ
の
創
造

　
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
少
子
化
、

高
齢
化
、
地
方
の
過
疎
化
の
進
行
は
、
地

方
消
滅
、
限
界
集
落
な
ど
非
情
な
言
葉
が

使
わ
れ
、
財
政
難
も
あ
っ
て
、
地
方
で
の

高
速
道
路
建
設
な
ど
へ
「
無
駄
な
投
資
」

「
税
金
の
無
駄
使
い
」
と
批
判
が
浴
び
せ

ら
れ
る
。
建
設
コ
ス
ト
に
見
合
う
、利
益
・

効
果
が
生
ま
れ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
か

つ
て
、
熊
本
〜
宮
崎
県
境
の
加
久
藤
国
道

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
「
落
ち
行
く
先
は
九

州
相
良
」
の
言
葉
を
引
用
し
て
、相
良
（
人

吉
）
の
先
に
「
何
が
あ
る
の
だ
」
と
い
う

中
央
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。

　
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
阿
蘇
大
橋
が
落

橋
、
九
州
の
東
西
を
横
断
す
る
国
道
５
７

号
が
途
絶
し
た
。
し
か
し
、
熊
本
〜
大
分

を
結
ぶ
中
九
州
道
の
熊
本
県
側
は
供
用
０

ｍ
、
熊
本
〜
宮
崎
・
延
岡
を
む
す
ぶ
九
州

中
央
道
は
わ
ず
か
12
・
６
㎞
に
過
ぎ
な
い
。

熊
本
地
震
、
特
に
阿
蘇
地
方
へ
の
東
九
州

か
ら
の
救
援
が
滞
り
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。

　
今
想
定
さ
れ
る
「
南
海
・
東
南
海
巨
大

地
震
」
が
発
生
し
た
場
合
、
熊
本
地
震
と

は
逆
に
西
九
州
か
ら
の
救
援
―
「
東
進
の

道
」
は
、
今
の
進
捗
率
で
間
に
合
う
の
だ

ろ
う
か
。
よ
う
や
く
開
通
し
た
東
九
州
道

（
北
九
州
〜
宮
崎
間
）
は
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
だ
ろ
う
が
、
中
九
州
道
、
九
州
中

央
道
の
工
事
状
況
を
見
る
と
、
西
か
ら
の

救
済
・
救
援
の
道
に
は
不
安
が
残
る
。

　
従
来
の
Ｂ
／
Ｃ
、
特
に
Ｂ
＝
効
果
を
交

通
に
よ
る
直
接
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、

防
災
、
環
境
地
方
振
興
、
都
市
の
発
展
、

福
祉
な
ど
を
含
む
均
衡
あ
る
地
域
づ
く
り

の
観
点
か
ら
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
特
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

は
、
眼
の
前
の
危
機
で
あ
る
。
平
成
29
年

日
本
土
木
学
会
で
「
新
国
富
論
」
な
ど
新

し
い
視
点
で
論
議
が
始
ま
っ
て
い
る
。
よ

り
を
深
め
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
反
映

し
て
ほ
し
い
。

国
民
理
解
を
深
め
る
努
力
を

　
加
え
て
必
要
な
の
は
、
国
民
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
へ
の
理
解
の
深
ま
り
だ
ろ
う
。「
無

駄
な
公
共
事
業
」「
赤
字
を
生
む
イ
ン
フ

ラ
」「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
等
の

批
判
だ
け
で
な
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
経

済
社
会
、
国
民
の
生
活
を
支
え
る
も
の
、

と
の
理
解
が
必
要
だ
。

西海橋の負担軽減のため架橋された新西海橋

平成の大修理に入った関門橋

ブルックリン橋の工事説明板に見入る米国民。
（ブルックリン橋で。背後の橋はマンハッタン橋）
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
で
は
、
学
童
が
引
率

の
先
生
か
ら
ド
イ
ツ
人
技
師
・
ロ
ー
ブ
リ

ン
グ
親
子
２
代
わ
た
る
苦
闘
の
歴
史
を
学

び
、
訪
れ
た
市
民
が
水
中
の
ケ
ー
ソ
ン
工

事
の
説
明
板
を
読
む
光
景
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
を
囲
む
イ
ー
ス

ト
リ
バ
ー
と
ハ
ド
ソ
ン
川
を
巡
る
「
橋
の

見
学
ツ
ア
ー
」
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
国
民
の
財
産
と
す
れ

ば
、
関
心
と
興
味
、
理
解
を
含
め
る
努
力

が
、
建
設
・
維
持
す
る
側
と
そ
れ
を
利
用

す
る
側
の
双
方
に
必
要
だ
が
、
我
が
国
で

は
そ
の
努
力
が
充
分
と
は
言
え
な
い
。

常
に
大
き
な
夢
を

　
若
戸
大
橋
、
関
門
橋
、
名
神
・
東
名
高

速
道
路
―
日
本
初
の
、
ど
の
巨
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
米
国
の
惜
し
み
な
い
技
術

提
供
が
あ
っ
て
完
成
し
た
。
勿
論
、
日
本

人
技
師
の
研
鑽
、
開
発
力
も
あ
る
。
し
か

し
学
ぶ
べ
き
は
、
技
術
に
国
境
が
な
い
と

い
う
意
識
だ
ろ
う
。

　
日
本
が
培
っ
た
技
術
力
を
、
国
境
を
越

え
て
生
か
す
道
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
技

　
吊
り
橋
で
初
め
て
ス
パ
ン
が

１
０
０
０
ｍ
を
越
え
た
記
念
碑
的
な
存

在
が
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
」

で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
架
か
る

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
２
倍
以
上
の
川
幅

が
あ
る
ハ
ド
ソ
ン
川
を
渡
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
む
す

ぶ
長
大
橋
で
、
最
大
支
間
長
は

１
０
６
７
ｍ
、
橋
長
１
２
８
０

ｍ
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
そ
れ

は
４
８
６
ｍ(

橋
長
１
８
３
４

ｍ)

だ
か
ら
、２
倍
以
上
を
誇
る
。

　
吊
り
橋
の
最
大
支
間
の
長
さ

は
そ
の
ま
ま
技
術
の
高
さ
の

程
度
を
示
す
が
、
こ
の
橋
の

１
０
０
０
ｍ
越
え
は
当
時
「
奇

跡
」
と
さ
れ
た
。
設
計
、
施
工

の
指
揮
を
執
っ
た
の
は
、
ス
イ

ス
か
ら
の
移
民
技
術
者
オ
ス

マ
ー
・
ア
マ
ン
で
、
７
年
が
か

り
の
工
事
の
末
、
１
９
３
１
年

４
月
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
世

界
１
の
座
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ

ト
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
に

奪
わ
れ
た
も
の
の
名
橋
と
と
し

て
の
地
位
は
揺
る
が
な
い
。

　
道
路
橋
で
、
上
り
下
り
の
車
線
を

持
っ
て
い
る
。
最
初
の
６
車
線
が
８
車

線
と
な
り
、
さ
ら
に
上
下
２
層
と
な
っ

た
（
１
９
６
２
年
）。
そ
れ
だ
け
重
量

が
重
く
な
っ
た
の
だ
が
、
ア
マ
ン
の
設

計
は
最
初
か
ら
２
層
で
、
十
分
、
耐
え

ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
。
交
通
量

の
増
大
を
最
初
か
ら
見
通
し
て
い
た
の

だ
。
現
在
、
１
日
約
27
万
台
、
年
間

１
億
２
０
０
万
台
（
２
０
１
３
年
）
が

利
用
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
大
動
脈

と
な
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
長
蛇

の
列
を
作
る
こ
と
な
く
、
イ
ン

タ
ス
テ
イ
ト
95
（
州
際
道
路
）

と
し
て
流
れ
は
ス
ム
ー
ズ
だ
。

側
道
が
付
け
ら
れ
、
歩
行
者
と

自
転
車
が
ハ
ド
ソ
ン
川
の
流

れ
と
高
層
ビ
ル
群
の
景
観
を

楽
し
ん
で
い
た
の
が
印
象
に

残
っ
た
。

　
ト
ラ
ス
で
組
み
上
げ
ら
れ

た
主
塔
は
、
機
能
性
そ
の
も

の
が
橋
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

た
。「
合
理
性
が
最
も
美
に
近

い
」
と
す
る
ア
マ
ン
の
提
案
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
と
さ
れ
る

が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
よ
う

に
、
重
量
感
あ
る
石
板
で
飾
ら

れ
る
こ
と
な

く
、
中
世
の

城
郭
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
、

主
塔
壁
面
を

花
崗
岩
の
石

版
で
造
る
予
算
が
な

か
っ
た
と
の
説
も
あ

る
。
建
設
家
ル
・
ド

ブ
ジ
ェ
は
「
世
界
一

の
美
し
さ
」
と
最
高

の
賛
辞
を
こ
の
橋
と

ア
マ
ン
に
贈
っ
た
。

機能美のジョージ・ワシントン橋、
スパン１０００ｍを越える

吊り橋建設の大家・アンマン氏が架橋したジョージ・ワシントン橋
最大支間長1067mでハドソン川を渡る

ジョージ・ワシントン橋

ブルックリン橋のケーソン工事の説明板
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術
と
技
術
者
に
は
国
境
は
な
い
し
、
そ
う

し
て
次
世
代
の
「
鋼
鉄
は
鍛
え
ら
れ
る
の

だ
」。
西
海
橋
を
架
橋
し
た
吉
田
巌
さ
ん

の
言
葉
が
耳
に
残
る
。

「
メ
ン
テ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
新
技
術

を
拓
く
道
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
常
に

大
き
な
夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
」。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
開
通
（
昭
和
33
年
）
か
ら
60
年
た
っ
た

関
門
ト
ン
ネ
ル
の
記
念
碑
が
あ
る
。

「
人
の
才
を
集
め
て
成
り
し
水
底
の

　
道
に
こ
の
世
は
い
や
さ
か
ゆ
か
む
」

　
昭
和
天
皇
が
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
命
を
か

け
た
土
木
技
術
者
を
た
た
え
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
社
会
貢
献
を
詠
っ
た
和
歌
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

横ゆれに弱かった橋脚（ロッキングピア）＝九州道で

無
料
か
有
料
か

　
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
・
ハ
イ

ウ
ェ
イ
の
総
延
長
は
約
７
万
６
千
㎞
で

世
界
最
長
。
１
９
４
４
年
連
邦
議
会
に

よ
っ
て
６
万
４
０
０
０
㎞
の
イ
ン
タ
ー

ス
テ
イ
ト
の
建
設
計
画
が
承
認
さ
れ

た
。
し
か
し
州
政
府
は
建
設
資

金
を
調
達
す
る
た
め
有
料
道
路

公
社
を
設
立
し
、
計
画
の
一
部

区
間
を
有
料
道
路
と
し
、
虫
食

い
的
に
整
備
が
進
む
結
果
を
招

き
、
国
民
の
批
判
を
招
く
結
果

と
な
っ
た
。

　
米
政
府
は
有
料
道
路
制
の
調

査
に
入
り
①
Ｉ
Ｃ
間
隔
が
長
く

な
り
短
距
離
の
利
用
が
出
来
な

い
②
こ
の
た
め
並
行
す
る
無
料

の
地
域
道
路
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
な
ど
を
指
摘
、

有
料
道
路
の
整
備
よ
り
無
料
高

速
道
路
の
建
設
が
効
率
的
③
連

邦
政
府
の
補
助
金
を
投
入
す
れ

ば
、
高
規
格
の
無
料
高
速
道
路

が
出
来
、
か
つ
工
事
費
も
抑
え

ら
れ
る
な
ど
を
あ
げ
、
無
料
道

路
が
有
利
と
結
論
付
け
た
。

　
１
９
５
６
年
、
連
邦
補
助
法

と
ハ
イ
ウ
エ
イ
歳
入
法
が
成
立
、
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
署
名
に
よ
っ

て
６
万
６
千
㎞
の
建
設
が
決
定
さ
れ
、

１
９
７
０
年
代
に
は
ほ
ぼ
整
備
は
終
え

た
。
財
源
は
ガ
ソ
リ
ン
税
を
中
心
と
す

る
道
路
信
託
基
金
で
こ
れ
に
よ
っ
て

90
％
が
連
邦
政
府
負
担
、
州
負
担
は

10
％
と
な
り
、
原
則
通
行
無
料
と
な
っ

た
。

80
年
代
、「
米
国
の
崩
壊
」
の
危
機

　
80
年
代
に
な
る
と
、
各
地
の
高
速
道

路
の
橋
が
壊
れ
、
道
路
に
穴

が
開
く
な
ど
損
壊
が
目
立
ち

始
め
た
。
そ
れ
は
公
共
施
設

全
般
に
及
び
「
米
国
の
崩
壊
」

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
　
Ｉ
Ｎ
　

Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
と
警
鐘
が
な
ら

さ
れ
、
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
実
際
、
道
路
は
凸

凹
だ
ら
け
に
な
り
、
大
穴
が

あ
い
て
も
放
置
さ
れ
て
い
た
。

経
済
の
停
滞
に
よ
る
財
源
不

足
、
維
持
管
理
費
が
抑
制
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

高
速
道
路
は
物
流
の
約
90
％

を
占
め
て
お
り
、
交
通
量
分
担

も
50
％
近
い
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ス
テ
イ
ト
は
原
則
無
料

か
ら
有
料
道
路
制
度
に
復
帰

を
可
能
と
す
る
政
策
が
と
ら

れ
た
。
米
国
の
高
速
道
路
は
当

初
、
有
料
制
だ
っ
た
。
国
防

上
や
災
害
対
応
の
為
、
原
則
無
料
制
と

な
っ
て
、
国
家
資
金
で
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、
経
済
の
停
滞
、
財
源
不

足
な
ど
か
ら
、
再
び
有
料
制
度
に
転
換

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
日
で
は
都

市
周
辺
の
高
速
道
路
は
有
料
の
も
の
が

多
く
な
っ
た
。「
道
路
は
無
料
」
で
は

済
ま
な
い
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
道
路
の
荒
廃
は
、
現
在

で
は
大
き
な
危
機
を
脱
し
た
か
に
見
え

る
。
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
だ
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
高
速
道
路
も
造
り
な
お
さ

れ
、
健
全
性
を
取
り
戻
し
た
。
戦
後
、

日
本
の
高
速
道
路
も
50
年
を
経
て
、
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
関
門
橋
な
ど
長

大
橋
に
つ
い
て
大
が
か
り
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

米国高速道―有料化の流れ

米国の都市部では有料化が進んでいる



－ 133 －

術
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の
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の
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葉
が
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に
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。

「
メ
ン
テ
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時
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に
な
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て
も
、
新
技
術

を
拓
く
道
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
常
に

大
き
な
夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
」。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
開
通
（
昭
和
33
年
）
か
ら
60
年
た
っ
た

関
門
ト
ン
ネ
ル
の
記
念
碑
が
あ
る
。

「
人
の
才
を
集
め
て
成
り
し
水
底
の

　
道
に
こ
の
世
は
い
や
さ
か
ゆ
か
む
」

　
昭
和
天
皇
が
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
命
を
か

け
た
土
木
技
術
者
を
た
た
え
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
社
会
貢
献
を
詠
っ
た
和
歌
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

横ゆれに弱かった橋脚（ロッキングピア）＝九州道で

無
料
か
有
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か

　
米
国
の
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・
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総
延
長
は
約
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６
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で
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最
長
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年
連
邦
議
会
に

よ
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て
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０
０
㎞
の
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テ
イ
ト
の
建
設
計
画
が
承
認
さ
れ

た
。
し
か
し
州
政
府
は
建
設
資

金
を
調
達
す
る
た
め
有
料
道
路

公
社
を
設
立
し
、
計
画
の
一
部

区
間
を
有
料
道
路
と
し
、
虫
食

い
的
に
整
備
が
進
む
結
果
を
招

き
、
国
民
の
批
判
を
招
く
結
果

と
な
っ
た
。

　
米
政
府
は
有
料
道
路
制
の
調

査
に
入
り
①
Ｉ
Ｃ
間
隔
が
長
く

な
り
短
距
離
の
利
用
が
出
来
な

い
②
こ
の
た
め
並
行
す
る
無
料

の
地
域
道
路
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
な
ど
を
指
摘
、

有
料
道
路
の
整
備
よ
り
無
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高

速
道
路
の
建
設
が
効
率
的
③
連

邦
政
府
の
補
助
金
を
投
入
す
れ

ば
、
高
規
格
の
無
料
高
速
道
路

が
出
来
、
か
つ
工
事
費
も
抑
え

ら
れ
る
な
ど
を
あ
げ
、
無
料
道

路
が
有
利
と
結
論
付
け
た
。

　
１
９
５
６
年
、
連
邦
補
助
法

と
ハ
イ
ウ
エ
イ
歳
入
法
が
成
立
、
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
署
名
に
よ
っ

て
６
万
６
千
㎞
の
建
設
が
決
定
さ
れ
、

１
９
７
０
年
代
に
は
ほ
ぼ
整
備
は
終
え

た
。
財
源
は
ガ
ソ
リ
ン
税
を
中
心
と
す

る
道
路
信
託
基
金
で
こ
れ
に
よ
っ
て

90
％
が
連
邦
政
府
負
担
、
州
負
担
は

10
％
と
な
り
、
原
則
通
行
無
料
と
な
っ

た
。

80
年
代
、「
米
国
の
崩
壊
」
の
危
機

　
80
年
代
に
な
る
と
、
各
地
の
高
速
道

路
の
橋
が
壊
れ
、
道
路
に
穴

が
開
く
な
ど
損
壊
が
目
立
ち

始
め
た
。
そ
れ
は
公
共
施
設

全
般
に
及
び
「
米
国
の
崩
壊
」

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
　
Ｉ
Ｎ
　

Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
と
警
鐘
が
な
ら

さ
れ
、
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
実
際
、
道
路
は
凸

凹
だ
ら
け
に
な
り
、
大
穴
が

あ
い
て
も
放
置
さ
れ
て
い
た
。

経
済
の
停
滞
に
よ
る
財
源
不

足
、
維
持
管
理
費
が
抑
制
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

高
速
道
路
は
物
流
の
約
90
％

を
占
め
て
お
り
、
交
通
量
分
担

も
50
％
近
い
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ス
テ
イ
ト
は
原
則
無
料

か
ら
有
料
道
路
制
度
に
復
帰

を
可
能
と
す
る
政
策
が
と
ら

れ
た
。
米
国
の
高
速
道
路
は
当

初
、
有
料
制
だ
っ
た
。
国
防

上
や
災
害
対
応
の
為
、
原
則
無
料
制
と

な
っ
て
、
国
家
資
金
で
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、
経
済
の
停
滞
、
財
源
不

足
な
ど
か
ら
、
再
び
有
料
制
度
に
転
換

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
日
で
は
都

市
周
辺
の
高
速
道
路
は
有
料
の
も
の
が

多
く
な
っ
た
。「
道
路
は
無
料
」
で
は

済
ま
な
い
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
道
路
の
荒
廃
は
、
現
在

で
は
大
き
な
危
機
を
脱
し
た
か
に
見
え

る
。
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
だ
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
高
速
道
路
も
造
り
な
お
さ

れ
、
健
全
性
を
取
り
戻
し
た
。
戦
後
、

日
本
の
高
速
道
路
も
50
年
を
経
て
、
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
関
門
橋
な
ど
長

大
橋
に
つ
い
て
大
が
か
り
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

米国高速道―有料化の流れ

米国の都市部では有料化が進んでいる
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米
国
の
荒
廃
を
象
徴
す
る
都
市
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
あ
っ
た
。
１
９
８
０

年
代
、
中
心
部
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
「
夜

出
歩
く
な
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
犯
罪
が
多

発
し
、
地
下
鉄
を
は
じ
め
ビ
ル
の
壁
は
醜

い
落
書
き
、
橋
は
老
朽
化
し
、
道
路
は
穴

だ
ら
け
、
崩
壊
す
る
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の

だ
っ
た
。
パ
ッ
ト
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
と

ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
「
荒
廃
す
る

ア
メ
リ
カ
」
を
出
版
（
１
９
８
１
年
）
し

て
約
40
年
。「
双
子
の
赤
字
」、
特
に
財
政

難
に
悩
み
な
が
ら
紆
余
曲
折
を
経
て
米
国

は
、
完
全
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
蘇
り

の
道
を
懸
命
に
歩
い
て
い
る
。
な
か
で
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を

は
じ
め
、
米
国
の
勃
興
期
を
体
現
す
る
長

大
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
高
架
橋
が
、
古
く
は

１
５
０
年
前
、
第
１
次
大
戦
後
の
繁
栄
、

「
金
ピ
カ
」
時
代
、
大
恐
慌
後
の
大
型
土

木
事
業
か
ら
１
０
０
年
以
上
が
経
過
、
い

ず
れ
も
大
規
模
修
理
、
改
築
、
修
理
に
直

面
し
た
。

世
界
の
８
番
目
の
不
思
議

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
観
光
で
人
気
の
一
つ
は
、

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
と
ハ
ド
ソ
ン
川
を
遊
覧

船
で
回
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
を
一
周
す

る
船
旅
だ
。
船
上
か
ら
高
層
ビ
ル
群
や
、

次
々
の
眼
前
に
現
れ
る
形
式
の
違
う
長
大

橋
な
ど
素
晴
ら
し
い
都
市
景
観
を
満
喫
で

き
る
。

　
一
番
人
気
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
、
高
く

そ
び
え
る
岩
壁
の
主
塔
、
緩
や
か
な
カ
ー

ブ
を
描
く
主
ケ
ー
ブ
ル
。
そ
れ
に
沿
っ
て

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
橋
な
ど
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
跨
ぐ
長
大

な
吊
り
橋
が
次
々
に
現
れ
る
。
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
橋
は
明
治
４
年
、
岩
倉
具
視
使
節

団
（
遣
米
欧
使
節
団
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

入
り
し
た
こ
ろ
着
工
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
文

明
の
最
高
峰
と
さ
れ
、
そ
の
架
橋
技
術
は

「
世
界
の
７
不
思
議
の
、
８
番
目
の
不
思

議
」
と
米
国
民
の
誇
り
と
な
っ
た
。

　
以
来
、
約
１
５
０
年
、
老
朽
化
は
進

み
、
鋼
材
は
錆
び
つ
き
、
ケ
ー
ブ
ル
は
切

断
事
故
を
起
こ
し
、
落
書
き
だ
ら
け
。
鉄

道
併
用
橋
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
な
ど
は

車
、
電
車
の
通
過
車
両
増
大
に
耐
え
か
ね

て
「
危
険
」
が
警
告
さ
れ
て
い
た
。
長
大

橋
だ
け
で
な
く
、
約
８
０
０
強
を
数
え
る

橋
群
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
を
繋
ぐ
５
つ
の

ト
ン
ネ
ル
も
修
繕
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必

要
と
さ
れ
た
。

深
刻
な
老
朽
化
の
進
行

　
橋
へ
の
負
担
が
大
き
い
鉄
道
、
道
路
併

用
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
（
１
９
０
９
年
完

成
、
ス
パ
ン
４
４
９
ｍ
）
は
一
時
、
通
行

禁
止
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
老
朽
化

は
深
刻
で
、
修
理
は
１
９
８
０
年
末
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
共
和
党
・
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、

「
大
き
な
政
府
」
の
民
主
党
に
対
し
「
小

さ
な
政
府
」
を
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
、

歳
出
削
減
、
中
央
官
庁
の
縮
減
な
ど
を
推

し
進
め
た
が
、
一
方
で
「
崩
壊
す
る
米

国
」、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
危
機
に
直
面
し

て
、
連
邦
政
府
主
導
の
「
修
繕
計
画
」
に

乗
り
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
歴
史

的
記
念
物
と
な
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の

大
修
理
は
よ
う
や
く
２
０
１
０
年
か
ら
始

ま
り
、
２
０
１
８
年
現
在
、
ほ
ぼ
終
了
、

橋
は
塗
り
直
さ
れ
、
サ
ビ
は
無
く
な
り
、

落
書
き
も
消
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。
多
く
の
観
光
客
が
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
の
都

市
景
観
を
楽
し
め
る
最
上
階
の
歩
道
デ
ッ

キ
を
列
を
作
っ
て
歩
き
、
自
転
車
道
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

自
動
車
道
、
長
大
橋
の
有
料
化

　
こ
う
し
た
長
寿
化
政
策
の
た
め
の
財
源

難
を
補
う
た
め
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
、
陸

上
交
通
支
援
法
な
ど
が
成
立
、
ガ
ソ
リ
ン

税
の
増
税
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
が
、
国
民

負
担
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
議
会
な
ど
で
難

航
。
し
か
し
、
目
前
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

危
機
に
道
路
、
橋
な
ど
社
会
資
本
へ
の
投

資
は
何
と
か
継
続
、
そ
の
後
の
民
主
党
・

第3節③ NY市、長大橋の再生に挑む

150歳の橋、蘇る
修理のため有料制採用も

「Fix it FIRST」（まず、修理を）

老朽化して、一時は通行禁止になったマンハッタン橋
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オ
バ
マ
政
権
で
も
引
き
継
が
れ
て
き
た
。

ま
た
、
原
則
、
無
料
の
高
速
道
路
も
、
都

市
周
辺
の
自
動
車
道
で
は
有
料
化
が
進
ん

で
い
る
。
ハ
ド
ソ
ン
川
を
渡
る
吊
り
橋

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
（
１
９
３
１

年
完
成
、
料
金
15
ド
ル
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
湾
口
の
ブ
ェ
ラ
ザ
ノ
・
ナ
ロ
ウ
橋

（
１
９
６
４
年
完
成
、
料
金
16
ド
ル
）
な

ど
新
旧
の
長
大
橋
や
ホ
ラ
ン
ド
ト
ン
ネ
ル

な
ど
ト
ン
ネ
ル
の
有
料
に
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
負
担
が
原
則
な
の
だ
。

　
ブ
ェ
ラ
ザ
ノ
・
ナ
ロ
ウ
ズ
橋
は
Ｎ
Ｙ
市

ス
テ
タ
ン
島
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
む
す

ぶ
吊
り
橋
で
、
橋
長
４
・
８
㎞
、
ス
パ
ン

１
２
９
８
ｍ
。
明
石
海
峡
大
橋
（
ス
パ
ン

１
９
９
１
ｍ
）
に
抜
か
れ
る
ま
で
は
世
界

１
を
誇
っ
た
。
今
で
も
米
国
で
は
Ｎ
Ｏ

１
．
上
下
２
層
構
造
の
自
動
車
専
用
橋
。

歩
道
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
市

民
の
中
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
に
組

み
込
ま
れ
「
市
民
の
親
し
み
」
の
獲
得
に

努
力
し
て
い
る
。

事
故
連
続
の
都
市
高
速

　
老
朽
化
は
橋
や
ト
ン
ネ
ル
だ
け
で
は
な

い
。イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
の
都
市
高
速
、

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ド
ラ

イ
ブ
（
約
15
・
２
㎞
）
の
高
架
橋
は
傷
み

が
激
し
く
、
全
面
、
造
り
直
さ
ざ
る
を
得

な
っ
た
。
最
も
ひ
ど
か
っ
た
の
は
ハ
ド
ソ

ン
川
沿
い
を
走
る
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ハ

イ
ウ
エ
ー
（
９
・
１
㎞
）。
世
界
最
初
の
鋼

製
の
高
架
道
路
（
１
９
３
０
年
代
末
供

用
）
だ
っ
た
が
、
潮
風
と
凍
結
防
止
剤
の

塩
分
で
腐
食
が
進
み
、
一
部
を
除
い
て
高

架
は
撤
去
さ
れ
た
。
最
初
、
路
面
に
穴
が

開
き
始
め
、
閉
鎖
さ
れ
た
高
架
橋
の
穴
か

ら
少
年
が
落
ち
る
事
故
が
発
生
、
さ
ら
に

コ
ン
リ
ー
ト
が
剥
げ
落
ち
落
下
す
る
事
態

と
な
っ
た
。

　
同
じ
こ
と
は
、
対
岸
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
南
北
を
走
る
鋼
構
造
の
高
架
道
路
・
ゴ

ウ
ワ
ナ
ス
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
９
・
８
㎞
、

１
９
４
１
年
供
用
）
で
も
起
こ
っ
た
。
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
隣
接

す
る
利
便
性
か
ら
、
人
気
が
高
ま
り
、
人

口
増
が
著
し
く
、
交
通
量
も
急
増
、
４
車

線
か
ら
６
車
線
に
拡
張
さ
れ
た
。
一
方

で
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
他
の
高
架
道
路

と
同
じ
よ
う
な
障
害
が
発
生
、
２
０
０
５

年
か
ら
修
復
工
事
に
入
り
、
床
板
の
架
け

替
え
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
全
面
や
り

直
し
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

財
政
難
と
有
料
道
路

　
建
設
費
は
１
９
５
６
年
連
邦
補
助
法

と
ハ
イ
ウ
エ
イ
歳
入
法
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
大
統
領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
約

６
万
６
０
０
０
㎞
の
イ
ン
タ
ス
テ
イ
ト
・

ハ
イ
ウ
エ
イ
の
建
設
が
始
ま
り
１
９
７
０

年
代
に
は
ほ
ぼ
整
備
を
終
え
た
。
財
源
は

ガ
ソ
リ
ン
税
を
中
心
と
す
る
道
路
信
託
基

金
に
よ
っ
て
90
％
の
連
邦
補
助
と
州
政
府

負
担
は
10
％
。
現
在
、
米
国
の
高
速
道
路

総
延
長
は
７
万
４
０
０
０
㎞
。
州
政
府
が

独
自
に
建
設
を
進
め
、
そ
の
資
金
調
達
の

為
、
有
料
道
路
公
社
を
設
立
し
て
有
料
道

路
を
建
設
、
道
路
延
長
は
伸
び
て
行
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
原
則
無
料
だ
っ
た
高
速

道
路
計
画
の
一
部
が
有
料
道
路
と
な
り
、

有
料
と
無
料
区
間
が
混
在
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

長大吊り橋の先駆ブルックリン橋は
2010年からの大修理で蘇った。

通行料16ドルを徴収されるフェラザノ・ナロウ橋

歩行者、自転車用デッキはリニューアルされ、より快適になった。

NY市内の自動車は補修が進み見違えるほどになった。
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声
が
上
が
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
に
組

み
込
ま
れ
「
市
民
の
親
し
み
」
の
獲
得
に

努
力
し
て
い
る
。

事
故
連
続
の
都
市
高
速

　
老
朽
化
は
橋
や
ト
ン
ネ
ル
だ
け
で
は
な

い
。イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
の
都
市
高
速
、

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ド
ラ

イ
ブ
（
約
15
・
２
㎞
）
の
高
架
橋
は
傷
み

が
激
し
く
、
全
面
、
造
り
直
さ
ざ
る
を
得

な
っ
た
。
最
も
ひ
ど
か
っ
た
の
は
ハ
ド
ソ

ン
川
沿
い
を
走
る
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ハ

イ
ウ
エ
ー
（
９
・
１
㎞
）。
世
界
最
初
の
鋼

製
の
高
架
道
路
（
１
９
３
０
年
代
末
供

用
）
だ
っ
た
が
、
潮
風
と
凍
結
防
止
剤
の

塩
分
で
腐
食
が
進
み
、
一
部
を
除
い
て
高

架
は
撤
去
さ
れ
た
。
最
初
、
路
面
に
穴
が

開
き
始
め
、
閉
鎖
さ
れ
た
高
架
橋
の
穴
か

ら
少
年
が
落
ち
る
事
故
が
発
生
、
さ
ら
に

コ
ン
リ
ー
ト
が
剥
げ
落
ち
落
下
す
る
事
態

と
な
っ
た
。

　
同
じ
こ
と
は
、
対
岸
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
南
北
を
走
る
鋼
構
造
の
高
架
道
路
・
ゴ

ウ
ワ
ナ
ス
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
９
・
８
㎞
、

１
９
４
１
年
供
用
）
で
も
起
こ
っ
た
。
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
隣
接

す
る
利
便
性
か
ら
、
人
気
が
高
ま
り
、
人

口
増
が
著
し
く
、
交
通
量
も
急
増
、
４
車

線
か
ら
６
車
線
に
拡
張
さ
れ
た
。
一
方

で
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
他
の
高
架
道
路

と
同
じ
よ
う
な
障
害
が
発
生
、
２
０
０
５

年
か
ら
修
復
工
事
に
入
り
、
床
板
の
架
け

替
え
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
全
面
や
り

直
し
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

財
政
難
と
有
料
道
路

　
建
設
費
は
１
９
５
６
年
連
邦
補
助
法

と
ハ
イ
ウ
エ
イ
歳
入
法
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
大
統
領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
約

６
万
６
０
０
０
㎞
の
イ
ン
タ
ス
テ
イ
ト
・

ハ
イ
ウ
エ
イ
の
建
設
が
始
ま
り
１
９
７
０

年
代
に
は
ほ
ぼ
整
備
を
終
え
た
。
財
源
は

ガ
ソ
リ
ン
税
を
中
心
と
す
る
道
路
信
託
基

金
に
よ
っ
て
90
％
の
連
邦
補
助
と
州
政
府

負
担
は
10
％
。
現
在
、
米
国
の
高
速
道
路

総
延
長
は
７
万
４
０
０
０
㎞
。
州
政
府
が

独
自
に
建
設
を
進
め
、
そ
の
資
金
調
達
の

為
、
有
料
道
路
公
社
を
設
立
し
て
有
料
道

路
を
建
設
、
道
路
延
長
は
伸
び
て
行
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
原
則
無
料
だ
っ
た
高
速

道
路
計
画
の
一
部
が
有
料
道
路
と
な
り
、

有
料
と
無
料
区
間
が
混
在
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

長大吊り橋の先駆ブルックリン橋は
2010年からの大修理で蘇った。

通行料16ドルを徴収されるフェラザノ・ナロウ橋

歩行者、自転車用デッキはリニューアルされ、より快適になった。

NY市内の自動車は補修が進み見違えるほどになった。
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の
状
態
と
な
っ
た
。
国
民
の
批
判
を
受
け

米
政
府
は
有
料
道
路
制
の
調
査
に
入
っ

た
。
有
料
道
路
は
一
般
的
に
、
料
金
徴
収

の
効
率
性
か
ら
Ｉ
Ｃ
区
間
が
長
く
な
り
、

短
距
離
の
利
用
が
出
来
な
い
。
こ
の
た
め

並
行
す
る
無
料
の
地
域
道
路
を
新
た
に
整

備
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
結
局
は
連
邦

政
府
主
導
の
無
料
の
高
速
道
路
建
設
が
有

利
に
な
る
と
結
論
付
け
た
。
し
か
し
、
大

都
市
で
の
交
通
渋
滞
は
深
刻
と
な
り
、
有

料
制
に
よ
っ
て
建
設
、
補
修
資
金
を
確
保

す
る
こ
と
を
連
邦
政
府
も
認
め
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。

ま
ず
修
理
を

　
高
速
道
路
の
多
く
が
供
用
か
ら
50
年
を

超
え
、
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
全
米
の
物
流
の
90
％
が
こ
れ
ら
高
速
道

路
が
担
っ
て
い
る
。
交
通
量
の
増
大
、
特

に
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
化
、
過
大
な
積

荷
は
舗
装
道
路
を
傷
め
る
。
財
源
難
の
中

で
、
い
か
に
点
検
維
持
補
修
予
算
を
確
保

す
る
か
。

80
年
代
に
な
る
と
、
橋
が
壊
れ
、
道
路

に
穴
が
開
く
事
態
が
続
出
し
た
が
、
補

修
、
修
理
は
ま
ま
な
ら
ず
「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ａ
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
」（
荒
廃
す

る
米
国
）
の
事
態
と
な
っ
た
。
無
料
性
を

堅
持
し
て
き
た
連
邦
政
府
も
財
源
確
保
の

為
、
有
料
化
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

　
こ
う
し
て
、「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」

現
象
に
対
し
、「
ま
ず
修
理
を
」（
Ｆ
Ｉ
Ｘ

　
Ｉ
ｔ
　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
で
、
維
持
管
理
、
修
復
が
進
め
ら

れ
た
。
連
邦
政
府
が
管
理
す
る
イ
ン
タ
ス

テ
イ
ト
（
州
間
高
速
道
路
）
の
ほ
か
、
各

州
、
地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
橋
や
道
路

は
膨
大
で
、
悩
み
は
尽
き
な
い
よ
う
だ
。

　
高
速
道
路
だ
け
で
な
く
州
な
ど
自
治
体

が
担
う
一
般
道
路
や
橋
梁
は
数
多
く
、
自

治
体
自
身
が
メ
ン
テ
業
務
を
直
轄
的
に

行
っ
て
は
い
る
が
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
不

足
、
財
政
負
担
の
大
き
さ
か
ら
民
間
へ
の

外
部
委
託
（
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）
に
よ
る
経

費
削
減
な
ど
様
々
な
方
法
が
模
索
さ
れ
て

い
る
。

米国でも、自動車道の有料化が進んでいる。

米国の道路は車の大量の交通と大型、重量化で、路面の痛みが早い。 自動車王国のアメリカ。インターステイト95（州間高速道路）7万6000㎞
が全土に張りめぐらされると同時に「シーニックバイウエイ」など、この国
の歴史を物語る道が大切にされている。
米国の歴史は「道の歴史」とも言える。米国の歴史は「道の歴史」とも言える。
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美と歴史のヨーロッパ名橋

　ヨーロッパの都市には、シンボルと
なる橋が架かっている。どの橋もその
国の歴史を物語り、美意識を映す。フ
ランス・パリ、イタリア・フレンツエ、
チェコ・プラハ、ハンガリー・ブタベ
ストの名橋を訪ねた。

アレキサンダー３世橋（フランス・パリ）
セーヌ川に架かる鋳鉄製アーチ橋。金色の女神とペガサス像が主塔に飾
られている。1890年のフランス万博を記念して、その前年に架けられ
た。ヨーロッパ建築風の日本・赤坂離宮近くの赤坂見附橋が随分小ぶり
だが、この橋の装飾を手本にしたと伝えられる。

カレル橋（チェコ・プラハ）
チェコの首都、プラハのシンボル。カレル城に向かって架けられ、橋の
欄干に30人の聖人像が並ぶ。その中に日本で布教したフラシスコ・ザビ
エル像がある。1357年から45年かけて、建設された。上流側に橋を守る
防護柱が並んでいる。プラハの春をはじめこの国の歴史の目撃者でもあ
る。

アヴィニヨン橋う（サンベネゼ橋）（フランス・ローヌ川）
1661年の大洪水で橋の半分が流され、現在もそのままの姿で残ってい
る。この橋は神の啓示に基づいて架橋されたとの伝説があり、童謡にも
唄われ有名。僧侶たちが教会チャペルへ直接つながる橋として架橋した
もので、神の元へ、渡って行く橋でもある。橋のたもとに記念館があ
る。

ポンテ・ヴェッキオ橋（イタリア・フレンツェ）
1345年、12年かけて造られた、フレンツェを支配したメデティ家の橋。
橋の上に４階建ての建物が造られ、商人が貴金属などの商いをした。美
術館の窓から橋全体を見下ろせる。第２次大戦時、ドイツ軍が撤退の
際、フレンツェの橋をことごとく爆破したが、この橋だけは残した。

チェーンブリッジ（ハンガリー・ブタベスト）
ドナウ川に架かる「鎖の吊り橋」。と言っても、鉄板を繋ぎ合わせた鎖
で、1849年英国人Ｗ・Ｔ・クラークによって架けられた。ライオン像と
凱旋門風の主塔が有名。錬鉄のチエーンによる吊り橋で、ブタ地域とベ
スト地域を結びつけ、首都ブタベストとなった。
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日
本
社
会
を
支
え
る
道
路
、
橋
、
ト
ン

ネ
ル
等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進

み
、
点
検
、
維
持
が
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
長
寿
命
化
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
い
か

に
「
荒
廃
す
る
日
本
」
に
歯
止
め
を
か

け
、
持
続
可
能
な
社
会
を
造
り
上
げ
て
い

く
か
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
危

機
感
の
中
で
長
崎
大
学
の
道
守
養
成
講
座

が
発
足
10
年
を
迎
え
、
技
術
者
育
成
、
産

学
官
連
携
な
ど
そ
の
先
駆
的
試
み
へ
の
評

価
は
高
い
。
平
成
28
年
11
月
「
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」
が
設
立
さ

れ
、
九
州
で
も
平
成
30
年
１
月
、
同
「
九

州
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
日
野
伸
一
九
州
大
学

副
学
長
）
が
発
足
、
現
在
、。
団
体
、
企

業
、
学
識
経
験
者
が
企
画
委
員
と
な
っ
て

今
後
の
活
動
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

50
歳
超
の
橋
梁
45
％
も

　
高
度
経
済
成
長
時
代
の
昭
和
30
〜
40
年

代
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に
整
備
さ
れ

た
。
建
設
か
ら
す
で
に
50
年
が
経
ち
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
橋

や
ト
ン
ネ
ル
が
急
増
し
て
い
る
。
国
土
交

通
省
の
調
べ
に
よ
る
と
全
国
73
万
橋
あ
る

が
、
長
さ
15
ｍ
以
上
の
橋
14
万
橋
（
高
速

道
路
を
除
く
）
の
う
ち
築
50
年
の
老
化
橋

は
２
０
２
５
年
に
は
45
％
に
達
す
る
。
米

国
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
長
大
橋
の
落
橋
や

木
曾
川
大
橋
（
ト
ラ
ス
橋
）
鋼
材
破
断

等
、
老
朽
化
に
よ
り
損
傷
が
発
生
、
重
大

事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
が
、
そ

の
大
半
を
占
め
る
地
方
自
治
体
管
理
の
橋

梁
は
予
算
や
専
門
技
術
者
の
不
足
で
橋
点

検
も
十
分
進
ん
で
い
な
い
。
国
や
高
速
道

路
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
）
が
管
理
す
る
道

路
橋
を
除
く
地
方
自
治
体
管
理
の
橋
は
約

66
万
橋
に
上
る
が
、
修
理
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
危
険
と
し
て
通
行
禁
止
の
橋
は

２
６
０
０
橋
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

「
全
国
平
均
以
下
」の
九
州
、深
刻
な
市
町
村

　
地
方
自
治
体
の
点
検
、
修
理
が
進
ま
な

い
の
は
悪
化
し
た
財
政
状
況
と
土
木
技
術

者
の
不
足
に
あ
る
。
人
口
流
出
、
老
齢

化
・
少
子
化
が
急
激
な
地
方
で
は
橋
の
機

能
維
持
の
た
め
の
「
金
と
人
」
が
乏
し

く
、
必
要
性
を
痛
感
し
な
が
ら
実
施
で
き

な
い
の
が
実
情
だ
。
人
口
減
は
納
税
者
の

減
少
と
な
る
。
年
金
制
度
の
問
題
と
同

様
、
一
つ
の
橋
を
支
え
る
人
口
は
全
国
平

均
で
１
９
２
人(

東
京
都
は
３
３
０
０
人
、

東
京
都
を
除
く
全
国
平
均
は
１
７
３
人
）

だ
が
、
九
州
で
は
１
４
５
人
と
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
る
。

　
九
州
７
県
で
見
る
と
一
つ
の
橋
を
支
え

る
人
口
は
福
岡
県
１
８
６
人
、
鹿
児
島
県

１
６
５
人
、
長
崎
県
１
４
３
人
、
宮
崎
県

１
２
４
人
、
大
分
県
１
１
４
人
、
熊
本
県

と
佐
賀
県
は
１
０
０
を
切
り
93
人
と
71
人

と
な
っ
て
い
る
。
人
口
の
少
な
い
県
ほ

ど
厳
し
い
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
と
、

ト
ッ
プ
の
福
岡
県
か
ら
政
令
都
市
の
福
岡

市
と
北
九
州
市
を
除
く
と
１
１
１
人
、
政

令
都
市
に
な
っ
た
熊
本
市
を
除
く
と
同
県

は
64
人
と
最
下
位
の
佐
賀
県
を
も
下
回

る
。
し
か
し
、
ど
の
県
も
県
庁
所
在
地
へ

の
人
口
集
中
が
激
し
く
、
そ
の
他
の
自
治

体
は
相
当
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、

深
刻
な
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

直
営
点
検
の
試
み
―
島
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
大
半
を
抱
え

て
、
老
朽
化
に
直
面
す
る
地
方
自
治
体
を

い
か
に
支
援
す
る
か
。
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
島
根
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
。
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
、
予
算
が
乏
し
く
、

専
門
技
術
者
も
い
な
い
地
方
自
治
体
の
中

に
は
「
橋
梁
直
営
点
検
」
に
踏
み
出
す
所

も
出
て
き
た
。
平
成
30
年
１
月
、
長
崎
大

学
で
開
か
れ
た
報
告
会
で
島
根
県
・
奥
出

雲
町
（
人
口
約
１
３
５
０
０
人
）
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
同
町
は
過
疎
化
が

激
し
い
中
国
山
地
に
あ
り
、
町
内
４
８
５

橋
梁
は
橋
長
15
ｍ
以
下
の
橋
が
中
心
、
そ

の
点
検
に
必
要
な
委
託
経
費
は
５
年
間
で

約
１
億
５
５
５
０
万
円
に
上
り
、
点
検
で

劣
化
が
分
か
り
補
修
す
る
と
な
る
と
、
到

底
、
町
の
財
政
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
額
に

上
る
。

　
そ
こ
で
町
職
員
が
「
直
営
点
検
」
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
の
建
設
課
職
員
は

11
名
、
い
ず
れ
も
事
務
職
採
用
で
土
木
技

術
力
は
乏
し
い
。
い
わ
ば
「
土
木
の
素
人

集
団
」。
そ
こ
で
島
根
県
の
支
援
を
受
け

第4節① 急激に進む社会インフラの老朽化

「荒廃する日本」を食い止めるために
長崎大学の先駆的な試み―道守養成講座
国民会議「九州フォーラム」も発足

通
行
禁
止
、
２
６
０
０
橋

通
行
禁
止
、
２
６
０
０
橋

通
行
禁
止
、
２
６
０
０
橋

通
行
禁
止
、
２
６
０
０
橋

通
行
禁
止
、
２
６
０
０
橋
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て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
橋
脚
を
撮
影
、
損
傷

部
分
を
記
録
、
そ
れ
を
専
門
家
（
橋
梁
調

査
会
）
が
健
全
度
を
診
断
、
現
地
で
補
修

工
法
の
指
導
を
受
け
る
。
島
根
県
土
木
部

や
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
定
を
結
び
、
専
門
家
の
派
遣
も
要

請
で
き
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塗
り
な
ど
簡

単
な
補
修
は
「
直
営
」
で
行
う
こ
と
も
あ

る
、
と
言
う
。

　
同
じ
島
根
県
・
江
津
市
で
も
平
成
２
７

年
度
か
ら
15
ｍ
以
下
の
橋
の
77
橋
を
直
営

点
検
、
１
０
３
０
万
円
の
費
用
を
削
減
で

き
た
。
そ
の
後
も
毎
年
８
９
０
万
円
の
費

用
削
減
を
実
現
し
た
。
直
営
点
検
で
節
約

さ
れ
た
経
費
は
補
修
費
用
に
充
て
ら
れ
、

点
検
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
職
員

な
が
ら
点
検
技
術
力
は
向
上
し
た
。
こ
う

し
た
実
績
を
見
て
他
の
県
内
市
町
村
も
直

営
点
検
に
乗
り
出

し
、
広
が
っ
て
い

る
。注

目
さ
れ
る
長
崎
県
の
挑
戦

　
点
検
、
補
修
が
出
来
る
技
術
者
不
足
は

深
刻
だ
が
、
長
崎
大
学
工
学
部
「
社
会
イ

ン
フ
ラ
長
寿
化
セ
ン
タ
ー
」（
セ
ン
タ
ー

長
＝
松
田
浩
長
崎
大
教
授
）
が
10
年
間

行
っ
て
き
た
「
道
守
養
成
講
座
」
に
よ
る

人
材
育
成
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
県

は
離
島
・
半
島
が
多
く
、
本
土
と
繋
ぐ
長

大
橋
を
次
々
と
建
設
し
て
き
た
が
「
長
寿

命
化
」
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。
老
朽
化

に
加
え
、
海
の
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
る
橋
が

多
く
維
持
管
理
が
十
分
で
な
い
と
、
劣
化

が
進
む
。
最
初
の
ア
ー
チ
橋
と
し
て
先
駆

的
な
鋼
橋
、
西
海
橋
も
老
朽
化
と
同
時
に

車
両
の
大
型
化
、
交
通
量
の
増
加
な
ど
か

ら
、
新
た
に
パ
イ
プ
橋
の
「
新
西
海
橋
」

を
架
け
て
、
西
海
橋
の
負
担
軽
減
と
共
に

西
海
橋
の
長
寿
命
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
離
島
に
架
け
ら
れ
た
平
戸
大

橋
、
大
島
大
橋
、
生
月
大
橋
、
長
崎
湾
口

の
女
神
大
橋
な
ど
長
大
橋
の
維
持
管
理

は
、
住
民
の
足
を
確
保
す
る
必
要
不
可
欠

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
長
崎
県
は
全

国
に
先
駆
け
て
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
進

め
て
き
た
。
長
崎
県
独
自
の
点
検
要
領
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、「
直
営
点
検
」
を

実
施
し
て
い
る
。
平
成
18
年
度
か
ら
15
ｍ

以
上
の
橋
梁
６
３
３
を
県
職
員
だ
け
で
点

検
、
そ
れ
未
満
の
橋
長
の
橋
梁
１
４
０
０

の
点
検
は
、
技
術
力
を
持
つ
県
職
員
Ｏ
Ｂ

の
サ
ポ
ー
ト
も
得
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

「
イ
ン
フ
ラ
点
検
修
理
は
、
医
療
の
診
断

技
術
と
同
じ
だ
」
と
松
田
浩
長
崎
大
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
セ
ン
タ
ー
長
。
患
者
を
診

察
し
、
変
状
を
把
握
、
病
名
を
決
め
、
治

療
方
針
を
立
て
る
ー
そ
れ
と
同
様
に
、
高

齢
期
に
入
っ
た
橋
梁
を
点
検
、
異
常
は
な

い
か
を
調
べ
、
損
傷
が
あ
れ
ば
補
修
を
行

い
長
寿
命
化
を
は
か
る
。
担
当
す
る
土
木

技
術
者
は
「
橋
の
お
医
者
さ
ん
」
だ
が
、

地
方
自
治
体
に
は
人
材
確
保
の
予
算
が
不

足
す
る
。
〝
無
医
村
〞
の
自
治
体
も
多
い
。

　
そ
こ
で
長
崎
大
学
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
「
道

守
養
成
講
座
」。
２
０
０
８
年
に
長
崎
県

や
地
元
企
業
と
連
携
し
て
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
―
長
寿
命
化
を
担
う
人
材
育
成
講

座
。大

学
が
メ
ン
テ
の
「
総
合
病
院
」
に

　
松
田
浩
セ
ン
タ
ー
長
は
、
大
学
は
「
総

合
病
院
」
の
役
割
を
果
た
し
た
い
、
と
強

調
し
て
い
る
。
点
検
維
持
業
務
は
道
路
管

理
者
の
責
任
だ
が
、
道
路
の
99
％
、
橋
梁

の
88
％
が
地
方
自
治
体
の
管
理
下
に
あ

る
。
財
政
難
の
地
方
自
治
体
は
技
術
者
不

足
、
技
術
力
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
大
学

は
教
育
機
関
と
し
て
、
点
検
維
持
の
技
術

を
持
つ
「
道
守
」
養
成
の
ほ
か
、
産
官
学

連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
、
研
究
機

関
と
し
て
情
報
技
術
の
利
活
用
・
シ
ス
テ

ム
開
発
な
ど
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
点
検
、
診
断
技

術
の
革
新
だ
。
効
率
能
率
的
、
か
つ
安

価
で
的
確
な
診
断
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

「
現
場
業
務
の
課
題
は
情
報
技
術
で
解
決

さ
れ
る
」（
松
田
セ
ン
タ
ー
長
）。
長
崎
大

学
は
現
在
、
最
新
機
器
を
用
い
た
橋
梁
の

劣
化
点
検
法
の
た
め
の
３

Ｄ
レ
ー
ザ
ー
キ
ャ
ス
ナ
ー

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
、

鋼
材
塗
装
の
劣
化
状
況
を

つ
か
む
技
術
の
ほ
か
、
鋼

材
の
亀
裂
を
誘
導
加
熱
装

置
で
検
知
す
る
手
法
の
開

発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
人
工
知
能
頭
脳
（
Ａ

Ｉ
技
術
）
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
高
度
技
術
を
駆
使
で
き
る
「
ス
ー
パ
ー

道
守
」
育
成
の
構
想
も
長
崎
大
学
は
持
っ

て
い
る
。

広
が
る
長
大
の
試
み

　
長
崎
大
学
に
続
い
て
、
全
国
各
地
の
大

学
が
地
域
貢
献
の
立
場
か
ら
、
人
材
育

成
、
技
術
開
発
の
様
々
な
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。
東
北
大
学
が
産
学
官
連
携
で

イ
ン
フ
ラ
点
検
維
持
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
岐
阜
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、

山
口
大
学
、
愛
媛
大
学
な
ど
が
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
九
州
で
は
長
崎
大
学

が
宮
崎
大
学
で
「
出
張
講
座
」
を
開
い
た

ほ
か
広
が
り
は
ま
だ
な
い
。

　
平
成
28
年
、
政
府
は
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
国
民
会
議
を
設
立
、
産
学
官
連
携

で
老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命

化
の
為
「
自
治
体
支
援
」「
技
術
者
育
成
」

「
各
素
因
的
技
術
の
開
発
」「
市
民
参
画
」

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
平
成
30
年
、
九
州
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
発
足
し
た
。

橋
の
お
医
者
さ
ん
育
成

橋
の
お
医
者
さ
ん
育
成

橋
の
お
医
者
さ
ん
育
成

長崎湾口に架かる女神大橋
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て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
橋
脚
を
撮
影
、
損
傷

部
分
を
記
録
、
そ
れ
を
専
門
家
（
橋
梁
調

査
会
）
が
健
全
度
を
診
断
、
現
地
で
補
修

工
法
の
指
導
を
受
け
る
。
島
根
県
土
木
部

や
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
定
を
結
び
、
専
門
家
の
派
遣
も
要

請
で
き
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塗
り
な
ど
簡

単
な
補
修
は
「
直
営
」
で
行
う
こ
と
も
あ

る
、
と
言
う
。

　
同
じ
島
根
県
・
江
津
市
で
も
平
成
２
７

年
度
か
ら
15
ｍ
以
下
の
橋
の
77
橋
を
直
営

点
検
、
１
０
３
０
万
円
の
費
用
を
削
減
で

き
た
。
そ
の
後
も
毎
年
８
９
０
万
円
の
費

用
削
減
を
実
現
し
た
。
直
営
点
検
で
節
約

さ
れ
た
経
費
は
補
修
費
用
に
充
て
ら
れ
、

点
検
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
職
員

な
が
ら
点
検
技
術
力
は
向
上
し
た
。
こ
う

し
た
実
績
を
見
て
他
の
県
内
市
町
村
も
直

営
点
検
に
乗
り
出

し
、
広
が
っ
て
い

る
。注

目
さ
れ
る
長
崎
県
の
挑
戦

　
点
検
、
補
修
が
出
来
る
技
術
者
不
足
は

深
刻
だ
が
、
長
崎
大
学
工
学
部
「
社
会
イ

ン
フ
ラ
長
寿
化
セ
ン
タ
ー
」（
セ
ン
タ
ー

長
＝
松
田
浩
長
崎
大
教
授
）
が
10
年
間

行
っ
て
き
た
「
道
守
養
成
講
座
」
に
よ
る

人
材
育
成
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
県

は
離
島
・
半
島
が
多
く
、
本
土
と
繋
ぐ
長

大
橋
を
次
々
と
建
設
し
て
き
た
が
「
長
寿

命
化
」
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。
老
朽
化

に
加
え
、
海
の
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
る
橋
が

多
く
維
持
管
理
が
十
分
で
な
い
と
、
劣
化

が
進
む
。
最
初
の
ア
ー
チ
橋
と
し
て
先
駆

的
な
鋼
橋
、
西
海
橋
も
老
朽
化
と
同
時
に

車
両
の
大
型
化
、
交
通
量
の
増
加
な
ど
か

ら
、
新
た
に
パ
イ
プ
橋
の
「
新
西
海
橋
」

を
架
け
て
、
西
海
橋
の
負
担
軽
減
と
共
に

西
海
橋
の
長
寿
命
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
離
島
に
架
け
ら
れ
た
平
戸
大

橋
、
大
島
大
橋
、
生
月
大
橋
、
長
崎
湾
口

の
女
神
大
橋
な
ど
長
大
橋
の
維
持
管
理

は
、
住
民
の
足
を
確
保
す
る
必
要
不
可
欠

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
長
崎
県
は
全

国
に
先
駆
け
て
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
進

め
て
き
た
。
長
崎
県
独
自
の
点
検
要
領
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、「
直
営
点
検
」
を

実
施
し
て
い
る
。
平
成
18
年
度
か
ら
15
ｍ

以
上
の
橋
梁
６
３
３
を
県
職
員
だ
け
で
点

検
、
そ
れ
未
満
の
橋
長
の
橋
梁
１
４
０
０

の
点
検
は
、
技
術
力
を
持
つ
県
職
員
Ｏ
Ｂ

の
サ
ポ
ー
ト
も
得
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

「
イ
ン
フ
ラ
点
検
修
理
は
、
医
療
の
診
断

技
術
と
同
じ
だ
」
と
松
田
浩
長
崎
大
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
セ
ン
タ
ー
長
。
患
者
を
診

察
し
、
変
状
を
把
握
、
病
名
を
決
め
、
治

療
方
針
を
立
て
る
ー
そ
れ
と
同
様
に
、
高

齢
期
に
入
っ
た
橋
梁
を
点
検
、
異
常
は
な

い
か
を
調
べ
、
損
傷
が
あ
れ
ば
補
修
を
行

い
長
寿
命
化
を
は
か
る
。
担
当
す
る
土
木

技
術
者
は
「
橋
の
お
医
者
さ
ん
」
だ
が
、

地
方
自
治
体
に
は
人
材
確
保
の
予
算
が
不

足
す
る
。
〝
無
医
村
〞
の
自
治
体
も
多
い
。

　
そ
こ
で
長
崎
大
学
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
「
道

守
養
成
講
座
」。
２
０
０
８
年
に
長
崎
県

や
地
元
企
業
と
連
携
し
て
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
―
長
寿
命
化
を
担
う
人
材
育
成
講

座
。大

学
が
メ
ン
テ
の
「
総
合
病
院
」
に

　
松
田
浩
セ
ン
タ
ー
長
は
、
大
学
は
「
総

合
病
院
」
の
役
割
を
果
た
し
た
い
、
と
強

調
し
て
い
る
。
点
検
維
持
業
務
は
道
路
管

理
者
の
責
任
だ
が
、
道
路
の
99
％
、
橋
梁

の
88
％
が
地
方
自
治
体
の
管
理
下
に
あ

る
。
財
政
難
の
地
方
自
治
体
は
技
術
者
不

足
、
技
術
力
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
大
学

は
教
育
機
関
と
し
て
、
点
検
維
持
の
技
術

を
持
つ
「
道
守
」
養
成
の
ほ
か
、
産
官
学

連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
、
研
究
機

関
と
し
て
情
報
技
術
の
利
活
用
・
シ
ス
テ

ム
開
発
な
ど
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
点
検
、
診
断
技

術
の
革
新
だ
。
効
率
能
率
的
、
か
つ
安

価
で
的
確
な
診
断
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

「
現
場
業
務
の
課
題
は
情
報
技
術
で
解
決

さ
れ
る
」（
松
田
セ
ン
タ
ー
長
）。
長
崎
大

学
は
現
在
、
最
新
機
器
を
用
い
た
橋
梁
の

劣
化
点
検
法
の
た
め
の
３

Ｄ
レ
ー
ザ
ー
キ
ャ
ス
ナ
ー

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
、

鋼
材
塗
装
の
劣
化
状
況
を

つ
か
む
技
術
の
ほ
か
、
鋼

材
の
亀
裂
を
誘
導
加
熱
装

置
で
検
知
す
る
手
法
の
開

発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
人
工
知
能
頭
脳
（
Ａ

Ｉ
技
術
）
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
高
度
技
術
を
駆
使
で
き
る
「
ス
ー
パ
ー

道
守
」
育
成
の
構
想
も
長
崎
大
学
は
持
っ

て
い
る
。

広
が
る
長
大
の
試
み

　
長
崎
大
学
に
続
い
て
、
全
国
各
地
の
大

学
が
地
域
貢
献
の
立
場
か
ら
、
人
材
育

成
、
技
術
開
発
の
様
々
な
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。
東
北
大
学
が
産
学
官
連
携
で

イ
ン
フ
ラ
点
検
維
持
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
岐
阜
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、

山
口
大
学
、
愛
媛
大
学
な
ど
が
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
九
州
で
は
長
崎
大
学

が
宮
崎
大
学
で
「
出
張
講
座
」
を
開
い
た

ほ
か
広
が
り
は
ま
だ
な
い
。

　
平
成
28
年
、
政
府
は
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
国
民
会
議
を
設
立
、
産
学
官
連
携

で
老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命

化
の
為
「
自
治
体
支
援
」「
技
術
者
育
成
」

「
各
素
因
的
技
術
の
開
発
」「
市
民
参
画
」

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
平
成
30
年
、
九
州
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
発
足
し
た
。

橋
の
お
医
者
さ
ん
育
成

橋
の
お
医
者
さ
ん
育
成

橋
の
お
医
者
さ
ん
育
成

長崎湾口に架かる女神大橋
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中
山
間
地
を
は
じ
め
、
豪
雨
、
台
風
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
露
わ
に
な
っ
た
の
は
、
地
方
自
治

体
、
特
に
市
町
村
の
土
木
技
術
者
の
絶
対

的
な
不
足
で
あ
る
。
平
成
29
年
７
月
の
九

州
北
部
豪
雨
で
も
福
岡
県
東
峰
村
を
は
じ

め
各
市
町
村
の
土
木
技
術
者
は
ゼ
ロ
か
ご

く
少
人
数
で
、
到
底
、
大
災
害

に
は
対
応
で
き
ず
、
日
頃
の
イ

ン
フ
ラ
の
点
検
維
持
、
補
修
も

技
術
的
な
目
で
点
検
を
行
う
こ

と
す
ら
出
来
て
い
な
か
っ
た
。

事
情
は
、
平
成
28
年
４
月
発
生
の
熊
本
地

震
で
も
同
じ
で
、
地
方
自
治
体
の
財
政
難

や
平
成
の
大
合
併
以
来
、
職
員
削
減
、
支

所
の
廃
止
な
ど
合
理
化
が
進
め
ら
れ
た
結

果
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
地
域
の
状
況
を
よ
く
知
る
地
元

建
設
土
木
業
者
も
公
共
事
業
の
削
減
で
、

多
く
が
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
、
土
木
技
術

者
、
作
業
者
、
さ
ら
に
重
機
な
ど
が
地

域
、
自
治
体
内
に
は
な
く
、
応
急
復
旧
、

流
木
、
土
砂
な
ど
の
除
去
も
自
力
で
は
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
現
実
が
、
被
災

に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
「
防
災
力
の
喪
失
」
に
ど
う
対
処
す
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
長
崎
県
と
長

崎
大
学
（
イ
ン
フ
ラ
長
寿
化
セ
ン
タ
ー
）

が
取
り
組
ん
で
き
た
、
官
民
共
同
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
道
守
養
成
講
座
」
で
あ
る
。

長
崎
県
は
離
島
・
半
島
が
多
く
、
地
形
も

複
雑
だ
け
に
、
離
島
へ
の
架
け
橋
を
多
く

造
っ
て
き
た
。
江
戸
期
か
ら
の
石
橋
群
や

ア
ー
チ
橋
・
西
海
橋
を
は
じ
め
戦
後
、
先

駆
的
な
架
橋
技
術
を
蓄
積
、
長
大
橋
梁
も

多
い
。

　
長
崎
大
水
害
（
昭
和
57
年
）
で
は
、
最

古
の
眼
鏡
橋
の
保
存
か
撤
去
か
で
議
論
が

巻
き
起
こ
っ
た
。
台
風
の

襲
来
も
多
い
。

　
災
害
発
生
の
非
常
時
だ

け
で
は
な
い
。
離
島
橋
は

潮
風
に
さ
ら
さ
れ
、
鋼
橋

は
痛
み
や
す
く
、
老
朽
化

す
る
地
域
の
橋
や
ト
ン
ネ

ル
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
日
常

的
な
点
検
、
維
持
な
ど
を

行
う
技
術
者
の
絶
対
的
な
不
足
の
現
実
が

あ
る
。
こ
の
た
め
全
国
に
先
駆
け
て
「
維

持
管
理
、
補
修
」
の
計
画
を
立
て
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
こ
の
難
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
、

長
崎
県
内
自
治
体
、
業
界
、
一
般
の
人
材

養
成
を
続
け
て
い
る
長
崎
大
学
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化

セ
ン
タ
ー

の
「
道
守

養
成
（
道

守
養
成
ユ

ニ
ッ
ト
）」
講
座
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
大
学
工
学
部
・
イ
ン
フ
ラ
長
寿
化
セ

ン
タ
ー
の
地
域
活
動
の
一
環
で
、
そ
の
活

動
は
、
平
成
29
年
度
で
10
年
を
迎
え
た
。

実
績
と
成
果
を
踏
ま
え
、
九
州
全
域
を
対

象
に
し
た
道
守
（
点
検
維
持
技
術
者
）
養

成
講
座
が
（
一
社
）
九
州
橋
梁
構
造
工
学

研
究
会
（
事
務
局
・
福
岡
市
）
で
検
討
さ

れ
て
い
る
。

４
コ
ー
ス
で
道
守
育
成

　
長
崎
大
学
の
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
セ

ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長=

松
田
浩
教
授
）

は
長
寿
命
化
の
た
め
の
研
究
拠
点
と
地
方

養成講座の現地研修

第4節② 社会インフラ長寿化の試み

道守養成講座―点検・補修の人材育成
長崎大学・インフラ長寿命化センター

長
崎
大
学
の
挑
戦
　
九
州
全
域
へ

長
崎
大
学
の
挑
戦
　
九
州
全
域
へ

長
崎
大
学
の
挑
戦
　
九
州
全
域
へ

長
崎
大
学
の
挑
戦
　
九
州
全
域
へ

大島大橋　橋の道幅がせまく
長寿化のための塗装に苦労が多い。
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自
治
体
な
ど
へ
の
技
術
支
援
の
２
本
柱
で

活
動
し
て
い
る
。
活
動
の
中
心
は
「
道
守

ユ
ニ
ッ
ト
事
業
」
で
①
道
守
補
助
員
②
道

守
補
③
特
定
道
守
、
の
３
コ
ー
ス
の
道
守

養
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
一
般
市

民
の
「
道
守
補
助
員
」
の
コ
ー
ス
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
各
コ
ー
ス
の
受
講
、
認
定

さ
れ
た
「
道
守
」
の
活
動
は
年
々
、
活
発

化
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
30
年
度
活
動
の
場

合
、
ユ
ニ
ッ
ト
事
業
の
講
座
を
中
心
に
、

県
立
工
業
高
校
を
対
象
と
し
た
講
義
、
点

検
演
習
、
現
場
実
習
を
行
い
、
地
域
を
支

え
る
建
設
・
土
木
分
野
の
人
材
育
成
を

行
っ
た
ほ
か
、
長
崎
市
職
員
へ
の
講
義
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ
た
。
長
崎
県

外
に
も
活
動
を
広
げ
、
道
守
補
コ
ー
ス
を

宮
崎
県
で
行
っ
て
い
る
。

課
題
は
運
営
資
金
の
確
保

　
最
大
の
課
題
は
こ
う
し
た
道
守
養
成
講

座
を
継
続
す
る
た
め
の
「
資
金
」。
セ
ン

タ
ー
発
足
（
２
０
０
８
年
）
か
ら
10
年
間

は
、
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
振
興
調
整

費
を
使
っ
た
委
託
事
業
と
し
て
続
け
て
き

た
。
養
成
講
座
、
試
験
、
認
定
と
更
新
は

全
て
無
料
だ
っ
た
が
、
委
託
事
業
が
終
了

し
た
た
め
、
運
営
資
金
を
ど
う
調
達
す
る

か
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
継
続
を
望
む
地
域
の
要
望
は
強
く
、
協

議
の
結
果
、『
有
料
化
に
よ
る
継
続
』
を

決
め
た
。
個
人
負
担
に
な
る
た
め
、
受
講

者
の
激
減
、
事
業
の
継
続
も
心
配
さ
れ
た

が
、
受
講
は
所
属
す
る
事
業
所
か
ら
の
推

薦
が
ほ
と
ん
ど
で
、
企
業
や
自
治
体
の
仕

事
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
個
人

負
担
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
受
講
生
の
減
少
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
長
崎
市
は
２
０
１
８
年
度
に
受
講
料

を
予
算
化
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
に
も

広
が
っ
て
い
る
。
受
講
料
は
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
、
５
万
〜
10
万
円
。

「
地
方
の
道
を
い
か
に
守
る
か
」

　
平
成
31
年
２
月
８
日
、
長
崎
大
学
で
道

守
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
成
果
報
告
会
が
開
か
れ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
地
方
の
道
を
い

か
に
守
る
か
」
が
テ
ー
マ
で
、
今
後
の
方

向
を
討
議
、
探
っ
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
こ
れ
ま
で
の
認
定
者
は
①

〜
③
コ
ー
ス
が
３
８
０
人
、
道
守
補
助
員

４
８
１
人
で
計
８
６
１
人
（
平
成
31
年
２

月
現
在
）。
セ
ン
タ
ー
主
催
の
現
場
研
修

や
現
地
見
学
会
は
好
評
で
、
現
在
、
複
線

化
工
事
が
進
ん
で
い
る
長
崎
道
の
日
見
夢

大
橋
で
開
催
（
平
成
30
年
７
月
）、
架
橋

工
法
等
の
説
明
を
受
け
、
施
工
方
法
、
こ

れ
か
ら
の
管
理
維
持
な
ど
に
つ
て
も
説
明

を
聞
い
た
。

　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
今
後
、
道
路
だ

け
で
な
く
港
湾
、
河
川
、
砂
防
な
ど
に
広

げ
、
そ
の
維
持
管
理
を
担
う
人
材
の
育
成

す
る
と
共
に
、
近
未
来
技
術
に
関
す
る
講

座
を
開
設
す
る
事
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
道
守
養
成
活
動
は
高
く
評
価
さ

れ
土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

の
「
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
賞
」
の
表
彰

を
受
け
て
い
る
。、

参
考
①

建
設
か
ら
50
年
を
経
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

　
建
設
か
ら
50
年
を
経
過
し
た
道
路
橋
は

平
成
25
年
３
月
で
18
％
（
ト
ン
ネ
ル
は

20
％
）、
同
35
年
に
は
43
％
（
ト
ン
ネ
ル

74
％
）
平
成
45
年
に
は
67
％
（
ト
ン
ネ
ル

80
％
）
に
達
す
る
。

参
考
②

　
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
は

平
成
28
年
11
発
足
。
産
官
学
が
連
携
し
て

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
健
全
性
維
持
の
た
め
①

革
命
的
技
術
の
開
発
②
企
業
の
連
携
③
地

方
自
治
体
へ
の
支
援
④
市
民
参
加
の
促
進

な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
。
各
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
「
た
め
全
国
を
１
０
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
組
織
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
九
州

フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー=

日
野
伸
一
九
州

大
学
副
学
長
△
団
体
会
員=

九
州
地
域
づ

く
り
協
会
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

九
州
支
部
。
企
業
会
員
、
個
人
会
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

参
考
③

長
崎
県
橋
梁
長
寿
命
化
計
画

　
離
島
橋
が
多
い
長
崎
県
は
橋
梁
維
持
管

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
、
全
国
に
先
駆

け
て
、
県
長
寿
命
化
計
画
（
平
成
２
０
年

３
月
）
を
作
っ
た
。
管
理
す
る
全
て
の
橋

の
定
期
点
検
の
実
施
、
デ
ー
タ
ー
の
蓄
積

を
行
い
、
修
理
に
よ
る
健
全
性
の
確
保
を

目
的
と
し
て
い
る
。

西海橋は1955年（昭和30年）佐世保市と西彼杵半島を結ぶ、
アーチ橋。東シナ海と大村湾を流れる潮流は“うず潮”を作
り、橋とともに素晴らしい景観をつくる。
しかし、潮風にさらされその管理、維持は重要で、西澄み橋の
負担を減らすため「新西海橋」が並行して架けられている。
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自
治
体
な
ど
へ
の
技
術
支
援
の
２
本
柱
で

活
動
し
て
い
る
。
活
動
の
中
心
は
「
道
守

ユ
ニ
ッ
ト
事
業
」
で
①
道
守
補
助
員
②
道

守
補
③
特
定
道
守
、
の
３
コ
ー
ス
の
道
守

養
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
一
般
市

民
の
「
道
守
補
助
員
」
の
コ
ー
ス
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
各
コ
ー
ス
の
受
講
、
認
定

さ
れ
た
「
道
守
」
の
活
動
は
年
々
、
活
発

化
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
30
年
度
活
動
の
場

合
、
ユ
ニ
ッ
ト
事
業
の
講
座
を
中
心
に
、

県
立
工
業
高
校
を
対
象
と
し
た
講
義
、
点

検
演
習
、
現
場
実
習
を
行
い
、
地
域
を
支

え
る
建
設
・
土
木
分
野
の
人
材
育
成
を

行
っ
た
ほ
か
、
長
崎
市
職
員
へ
の
講
義
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ
た
。
長
崎
県

外
に
も
活
動
を
広
げ
、
道
守
補
コ
ー
ス
を

宮
崎
県
で
行
っ
て
い
る
。

課
題
は
運
営
資
金
の
確
保

　
最
大
の
課
題
は
こ
う
し
た
道
守
養
成
講

座
を
継
続
す
る
た
め
の
「
資
金
」。
セ
ン

タ
ー
発
足
（
２
０
０
８
年
）
か
ら
10
年
間

は
、
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
振
興
調
整

費
を
使
っ
た
委
託
事
業
と
し
て
続
け
て
き

た
。
養
成
講
座
、
試
験
、
認
定
と
更
新
は

全
て
無
料
だ
っ
た
が
、
委
託
事
業
が
終
了

し
た
た
め
、
運
営
資
金
を
ど
う
調
達
す
る

か
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
継
続
を
望
む
地
域
の
要
望
は
強
く
、
協

議
の
結
果
、『
有
料
化
に
よ
る
継
続
』
を

決
め
た
。
個
人
負
担
に
な
る
た
め
、
受
講

者
の
激
減
、
事
業
の
継
続
も
心
配
さ
れ
た

が
、
受
講
は
所
属
す
る
事
業
所
か
ら
の
推

薦
が
ほ
と
ん
ど
で
、
企
業
や
自
治
体
の
仕

事
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
個
人

負
担
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
受
講
生
の
減
少
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
長
崎
市
は
２
０
１
８
年
度
に
受
講
料

を
予
算
化
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
に
も

広
が
っ
て
い
る
。
受
講
料
は
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
、
５
万
〜
10
万
円
。

「
地
方
の
道
を
い
か
に
守
る
か
」

　
平
成
31
年
２
月
８
日
、
長
崎
大
学
で
道

守
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
成
果
報
告
会
が
開
か
れ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
地
方
の
道
を
い

か
に
守
る
か
」
が
テ
ー
マ
で
、
今
後
の
方

向
を
討
議
、
探
っ
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
こ
れ
ま
で
の
認
定
者
は
①

〜
③
コ
ー
ス
が
３
８
０
人
、
道
守
補
助
員

４
８
１
人
で
計
８
６
１
人
（
平
成
31
年
２

月
現
在
）。
セ
ン
タ
ー
主
催
の
現
場
研
修

や
現
地
見
学
会
は
好
評
で
、
現
在
、
複
線

化
工
事
が
進
ん
で
い
る
長
崎
道
の
日
見
夢

大
橋
で
開
催
（
平
成
30
年
７
月
）、
架
橋

工
法
等
の
説
明
を
受
け
、
施
工
方
法
、
こ

れ
か
ら
の
管
理
維
持
な
ど
に
つ
て
も
説
明

を
聞
い
た
。

　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
今
後
、
道
路
だ

け
で
な
く
港
湾
、
河
川
、
砂
防
な
ど
に
広

げ
、
そ
の
維
持
管
理
を
担
う
人
材
の
育
成

す
る
と
共
に
、
近
未
来
技
術
に
関
す
る
講

座
を
開
設
す
る
事
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
道
守
養
成
活
動
は
高
く
評
価
さ

れ
土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

の
「
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
賞
」
の
表
彰

を
受
け
て
い
る
。、

参
考
①

建
設
か
ら
50
年
を
経
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

　
建
設
か
ら
50
年
を
経
過
し
た
道
路
橋
は

平
成
25
年
３
月
で
18
％
（
ト
ン
ネ
ル
は

20
％
）、
同
35
年
に
は
43
％
（
ト
ン
ネ
ル

74
％
）
平
成
45
年
に
は
67
％
（
ト
ン
ネ
ル

80
％
）
に
達
す
る
。

参
考
②

　
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
は

平
成
28
年
11
発
足
。
産
官
学
が
連
携
し
て

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
健
全
性
維
持
の
た
め
①

革
命
的
技
術
の
開
発
②
企
業
の
連
携
③
地

方
自
治
体
へ
の
支
援
④
市
民
参
加
の
促
進

な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
。
各
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
「
た
め
全
国
を
１
０
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
組
織
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
九
州

フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー=

日
野
伸
一
九
州

大
学
副
学
長
△
団
体
会
員=

九
州
地
域
づ

く
り
協
会
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

九
州
支
部
。
企
業
会
員
、
個
人
会
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

参
考
③

長
崎
県
橋
梁
長
寿
命
化
計
画

　
離
島
橋
が
多
い
長
崎
県
は
橋
梁
維
持
管

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
、
全
国
に
先
駆

け
て
、
県
長
寿
命
化
計
画
（
平
成
２
０
年

３
月
）
を
作
っ
た
。
管
理
す
る
全
て
の
橋

の
定
期
点
検
の
実
施
、
デ
ー
タ
ー
の
蓄
積

を
行
い
、
修
理
に
よ
る
健
全
性
の
確
保
を

目
的
と
し
て
い
る
。

西海橋は1955年（昭和30年）佐世保市と西彼杵半島を結ぶ、
アーチ橋。東シナ海と大村湾を流れる潮流は“うず潮”を作
り、橋とともに素晴らしい景観をつくる。
しかし、潮風にさらされその管理、維持は重要で、西澄み橋の
負担を減らすため「新西海橋」が並行して架けられている。
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第
４
節
③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
４
節
③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
松ま
つ

田だ

浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し

長
崎
大
学
工
学
部
教
授

長
崎
大
学
工
学
部
教
授

モ
ノ
、
場
所
、
ま
し
て
カ
ネ
」
は
な
く
、

年
額
５
０
０
０
万
円
も
の
運
営
資
金
は
外

部
か
ら
そ
の
大
半
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
中
で
の
発
足
で
し
た
。
科
学
技
術

関
連
の
人
材
育
成
事
業
に
採
択
し
て
も
ら

お
う
と
、
文
部
省
の
審
査
会
に
行
っ
た
ら

「
国
土
交
通
省
の
事
業
で
は
な
い
か
。
そ

ち
ら
の
予
算
で
」
と
言
わ
れ
、「
地
方
の

橋
な
ど
道
路
は
点
検
す
ら
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
実
で
、
道
を
見
守
る
、
維
持
管
理

の
人
材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
」
と
説

明
、「
地
方
管
理
の
橋
梁
は
８
割
が
点
検

す
ら
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
助
け
舟
も

あ
っ
て
、
よ
う
や
く
採
択
さ
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

―
―
な
に
よ
り
島
民
、
県
民
の
「
安
全
安

心
」
の
為
で
あ
り
、
ま
た
、
海
を
跨
い
で

渡
る
長
大
橋
は
、
美
し
い
海
と
空
の
中
に

あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
が
観
光
資
源
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。
長
崎
県
は
観
光
立
県
で
も

あ
り
、
そ
の
維
持
管
理
は
重
要
で
す
。

松
田
氏
　
長
崎
県
に
は
、
日
本
近
代
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
、
キ
リ
ス
ト
教

会
群
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
離
島
や

半
島
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
観

光
資
源
を
結
ぶ
道
路
や
橋
の
維
持
管
理
は

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
し
か
し
、
県
に

は
維
持
管
理
の
財
源
を
現
在
以
上
は
見
込

め
ず
、
人
材
育
成
の
必
要
性
も
十
分
認
識

し
て
は
い
て
も
、
そ
こ
ま
で
は
手
が
回
ら

な
い
の
が
実
情
で
し
た
。

　
そ
こ
で
大
学
と
し
て
長
崎
県
、
県
下
の

市
町
村
、
建
設
業
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
加
え
て
、
一
般
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
対

象
に
、
点
検
補
修
の
た
め
の
講
座
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
に
関
す
る
社
会
人
技
術
者
を
対
象

に
キ
ャ
リ
ア
を
身
に
着
け
た
人
材
の
育
成

を
、「
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
行
う

の
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
県
や
業
界
と

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
連
携
で
組
み
上
げ

ま
し
た
。

―
―
社
会
人
技
術
者
だ
け
に
、
そ
れ
が
実

際
の
事
業
活
動
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
ら

な
け
れ
ば
「
魅
力
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。

松
田
氏
　
受
講
し
て
資
格
を
取
っ
て
も
、

役
立
た
な
け
れ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。幸
い
、

国
土
交
通
省
が
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
・
診
断

業
務
の
民
間
資
格
の
登
録
を
始
め
ま
し

た
。
私
た
ち
の
道
守
養
成
講
座
で
は
「
道

守
補
」
の
資
格
取
得
者
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
、
鋼
橋
、
ト
ン
ネ
ル
の
「
点
検
」、「
診

断
」
の
技
術
者
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
資

格
が
あ
れ
ば
仕
事
を
受
注
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
全
国
的
に
も
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
し
た
し
、
大
学
と
し
て
そ
の

第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
は
大
き
い
で
す
ね
。
資
格
認
定

の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

松
田
氏
　
技
術
者
に
つ
い
て
は
３
段
階
、

加
え
て
一
般
市
民
の
道
守
補
助
員
の
計
４

段
階
で
す
。
技
術
者
認
定
資
格
で
は

①
道
守=

道
路
全
体
の
維
持
管
理
が
で

き
る
人
材
で
高
度
な
技
術
開
発
が
出
来
る

人

注
目
さ
れ
る
長
崎
大
学
・
道
守
養
成
講
座
、

注
目
さ
れ
る
長
崎
大
学
・
道
守
養
成
講
座
、10
年
の
実
績

絶
対
不
足
の
イ
ン
フ
ラ
点
検
・
管
理
維
持
技
術
者
を
育
て
る

絶
対
不
足
の
イ
ン
フ
ラ
点
検
・
管
理
維
持
技
術
者
を
育
て
る

課
題
は
多
く
、
し
か
し
「
継
続
は
力
な
り
」

課
題
は
多
く
、
し
か
し
「
継
続
は
力
な
り
」

略
歴

長
崎
大
学
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
セ
ン
タ
ー
長
。
九
州

工
業
大
学
工
学
研
究
科
開
発
土
木
工
学
科
卒
、
シ
ュ

ツ
ッ
ガ
ル
ト
大
学
、
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
客
員
研
究
員

を
経
て
１
９
８
２
年
、
長
崎
大
学
教
授
。
本
河
内
低

部
ダ
ム
検
討
会
、
軍
艦
島
保
存
活
用
検
討
会
な
ど
の

委
員
を
務
め
る
。
構
造
力
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
が
専
門
。

―
―
老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
そ
れ

に
対
応
す
る
技
術
者
の
育
成
と
い
う
地
道

な
活
動
に
注
目
さ
れ
て
道
守
養
成
講
座
を

設
置
さ
れ
た
背
景
は
。
１
９
８
０
年
代
、

米
国
で
は
橋
梁
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

が
進
み
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
な
ど
と

呼
ば
れ
、国
家
的
課
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
で
は
公
共
事
業
の
削
減
な
ど
で
維
持

管
理
の
必
要
性
は
分
り
な
が
ら
、
な
か
な

か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

松
田
氏
　
長
崎
県
は
全
国
の
４
分
の
１
に

も
上
る
離
島
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
離

島
を
繋
ぐ
橋
梁
は
数
多
い
の
で
す
が
（
潮

風
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
）、
鋼
橋
な
ど
錆
び
、

傷
み
や
す
い
。
離
島
生
活
者
の
足
で
も
あ

り
、
観
光
・
長
崎
を
支
え
る
た
め
に
も
、

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

建
設
だ
け
で
な
く
、維
持
の
た
め
の
点
検
、

補
修
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
、
長
崎
大
学
に

イ
ン
フ
ラ
長
寿
化
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
19
年
１
月
の
こ
と
で
す
。

道
守
養
成
講
座
が
そ
の
翌
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
言
っ
て
も
「
人
、
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②
特
定
道
守=

診
断
お
よ
び
点
検
計
画

の
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が
出
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る
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道
守
補
＝
点
検
作
業
が
出
来
る

の
３
段
階
で
、
道
守
補
以
上
は
先
ほ
ど
の

国
交
省
の
技
術
者
登
録
さ
れ
た
わ
け
で

す
。

④
「
道
守
補
助
員
」
は
、一
般
市
民
で
す
。

お
住
ま
い
の
近
く
に
あ
る
橋
や
道
路
な
ど

の
「
異
常
」
を
発
見
し
た
場
合
に
通
報
し

て
も
ら
う
た
め
の
知
識
を
身
に
付
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

―
―
受
講
者
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
で

し
ょ
う
。
ま
た
こ
の
10
年
間
で
育
成
し
た

道
守
技
術
者
の
有
資
格
者
数
は
？

松
田
氏
　
道
守
12
人
、
特
定
道
守
41
人
、

道
守
補
２
１
９
人（
平
成
28
年
４
月
現
在
）

を
認
定
し
て
い
ま
す
。
認
定
者
の
20
％
が

県
や
市
町
職
員
で
す
。

―
―
自
治
体
職
員
の
有
資
格
者
が
増
え
る

こ
と
は
、イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
「
目
」

を
養
う
上
で
大
切
で
す
ね
。
建
設
土
木
業

界
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
国
交
省
の
受
注
資

格
の
お
話
を
聞
き
し
ま
し
た
が
、
長
崎
県

内
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

松
田
氏
　
長
崎
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

が
積
極
的
に
「
道
守
」
活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
し
、
長
崎
県
と
市
町
は
橋
梁
点
検

業
務
の
受
注
で
の
資
格
条
件
に
加
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
県
内
業
界

の
受
注
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
道
守
を
活
用
し
た
維
持
管
理

の
新
契
約
方
式
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
こ
ま
で
「
道
守
」
を
育
て
る
に
は

多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
は
。

松
田
氏
　
な
ん
と
い
っ
て
も
運
営
資
金
の

確
保
で
す
。
平
成
29
年
度
ま
で
は
文
部
省

の
支
援
が
あ
り
、
受
講
料
、
資
格
試
験
は

無
料
で
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
受
講

料
ほ
か
の
有
料
化
が
必
要
で
し
ょ
う
。
公

的
支
援
も
大
い
に
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
間
の
目
を
越
え
た
点
検
維
持

に
関
す
る
高
度
な
技
術
開
発
の
た
め
の
資

金
と
時
間
が
必
要
で
す
。
最
先
端
新
技
術

を
安
価
に
活
用
で
き
る
ス
ー
パ
ー
道
守

も
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
が
、
そ
の

た
め
、
ど
ち
ら
も
大
き
な
課
題
で
す
。

西海橋（手前）の負担を軽くするため新西海橋が架けられた。

　
佐
世
保
市
か
ら
西
海
市
（
西
彼
杵
半

島
）
に
渡
る
ア
ー
チ
橋
・
西
海
橋
が
平

成
30
年
、
国
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
。
大
村
湾
と
外
海
を
繋
ぎ
、
激
し
い

渦
潮
が
巻
く
伊
の
浦
瀬
戸
に
架
け
ら
れ

た
こ
の
橋
は
、
上
路
の
赤
い
線
と
鋼

ア
ー
チ
の
曲
線
が
美
し
く
、
海
か
ら
見

上
げ
る
と
織
り
な
す
細
い
鋼
鉄
の
緩
や

か
な
線
が
、
糸
取
り
で
造
っ

た
橋
の
よ
う
で
、
青
い
海
、

急
崖
、
渦
潮
（
最
大
潮
流
９

ノ
ッ
ト
）
そ
し
て
桜
、
自
然

景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

完
成
か
ら
約
55
年
、
維
持
管

理
の
お
か
げ
で
、
な
お
現
役
。

負
担
を
減
ら
す
た
め
、
す
ぐ

横
に
西
海
橋
も
架
け
ら
れ
た
。

　
伊
の
浦
は
「
魔
の
海
峡
」

と
呼
ば
れ
、
船
で
渡
る
に
も

難
渋
。
西
彼
杵
半
島
の
北
端

は
、孤
島
状
態
だ
っ
た
。
戦
後
、

原
爆
被
害
に
あ
え
ぐ
長
崎
県

が
単
独
で
架
橋
建
設
（
事
業

費
約
５
億
５
０
０
０
万
円=

当
時
）
な
ど
到
底
、叶
わ
ぬ
夢
。

国
に
陳
情
し
か
な
い
。
長
崎

県
あ
げ
て
の
陳
情
運
動
が
展

開
さ
れ
た
。
昭
和
25
年
11
月
23
日
起
工

式
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
架
橋
に
人
生
を
か

け
た
村
長
の
大
串
盛
多
は
２
年
後
、
西

海
橋
の
完
成
（
昭
和
30
年
）
を
見
る
こ

と
な
く
、
世
を
去
っ
た
。

　
急
崖
の
切
り
立
つ
海
峡
に
橋
を
架
け

る
の
は
ア
ー
チ
形
式
し
か
な
い
。
そ
の

ア
ー
チ
が
描
く
放
物
線
の
計
算
は
非
常

に
難
解
だ
。
そ
の
「
解
」
を
成
し
遂
げ

た
青
年
が
い
た
。
吉
田
巌
、
当
時
、
東

京
大
学
土
木
学
科
の
学
生
で
、
卒
業
論

文
で
計
算
を
仕
上
げ
て
い
た
。

　
建
設
省
幹
部
は
吉
田
氏
の
入
省
を
急

き
ょ
決
定
。
吉
田
は
す
で
に
東
京
の
私

鉄
に
就
職
内
定
し
て
い
た
が
、
強
引
に

引
き
抜
い
た
。
採
用
と
同
時
に
、

西
海
橋
建
設
事
務
所
に
赴
任
さ

せ
た
。
所
長
は
村
上
永
一
。
村

上
は
吉
田
と
共
に
ア
ー
チ
計
算

を
修
正
。
構
造
は
下
弦
支
承
距

離
２
１
６
ｍ
、
上
弦
同
２
３
０

ｍ
。
ア
ー
チ
は
基
部
か
ら
頂
部

へ
次
第
に
細
く
絞
ら
れ
、
３
次

元
的
に
構
成
さ
れ
て
見
事
な
「
構

造
美
」
を
持
っ
て
い
る
。
完
成

は
昭
和
30
年
。
昭
和
天
皇
の
短

歌
が
あ
る
。

潮
の
瀬
の
速
き
伊
の
浦
新
し
く

架
か
れ
る
橋
を
け
ふ
ぞ
わ
た
れ

る　
開
通
式
の
日
、
押
し
か
け
た

人
々
で
「
落
橋
の
恐
れ
」
さ
え

あ
っ
た
と
い
う
。

村
上
、
吉
田
を
は
じ
め
西
海
橋

に
取
り
組
ん
だ
技
術
者
は
そ
の
後
、
西

海
橋
を
技
術
の
原
点
「
橋
は
西
か
ら
」

と
し
て
天
草
五
橋
、
若
戸
大
橋
、
関
門

橋
、
本
四
架
橋
を
次
々
と
建
設
、
我
が

国
の
橋
梁
技
術
を
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
ま
で
引
き
上
げ
た
。=

敬
称
略
（
久

保
平
）

西海橋、国有形文化財へ
「橋は西から」の原点。
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
「
土
木
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
の
思
想
書
「
淮
南
子
」
に

由
来
す
る
。「
築
土
構
木
」
―
―
土
を
盛
り
上
げ
て
築
き
、
木
で
構
造
物
を
造
る
、
ま
さ

に
土
木
工
事
そ
の
も
の
で
あ
る
。
連
歌
師
・
宗
祇
が
太
宰
府
を
訪
れ
た
時
（
１
４
８
０

年
）、
水
城
を
見
て
「
い
わ
ば
横
た
わ
れ
る
山
の
如
し
」（
筑
紫
道
記
）
と
驚
嘆
し
た
。

　
最
古
、
最
大
の
「
九
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
７
世
紀
前
半
、
大
宰
府
に
築
堤
さ
れ
た
こ

の
防
衛
施
設
「
水
城
」
と
朝
鮮
式
山
城
・
大
野
城
と
基
肄
城
で
あ
る
。
国
民
が
総
動
員
さ

れ
、
わ
ず
か
約
２
年
で
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
土
木
技
術
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
百
済
亡
命
土

木
技
術
者
の
指
揮
の
下
、
土
を
突
き
固
め
る
「
版
築
」、
滑
り
を
防
止
す
る
「
敷
粗
朶
工

法
」「
押
さ
え
盛
り
土
」
な
ど
高
度
土
木
技
術
を
駆
使
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
る
。
水
城
の
土
木
技
術
調
査
は
１
０
０
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
宰
府
史
跡
の
本

格
調
査
か
ら
50
年
（
平
成
30
年
）
を
経
て
、
な
お
、「
土
木
技
術
の
原
点
」
は
全
容
解
明

の
途
上
に
あ
る
。

原点Ⅳ
「
築
土
構
木
」
最
古
最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
「
土
木
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
の
思
想
書
「
淮
南
子
」
に

由
来
す
る
。「
築
土
構
木
」
―
―
土
を
盛
り
上
げ
て
築
き
、
木
で
構
造
物
を
造
る
、
ま
さ

に
土
木
工
事
そ
の
も
の
で
あ
る
。
連
歌
師
・
宗
祇
が
太
宰
府
を
訪
れ
た
時
（
１
４
８
０

年
）、
水
城
を
見
て
「
い
わ
ば
横
た
わ
れ
る
山
の
如
し
」（
筑
紫
道
記
）
と
驚
嘆
し
た
。

　
最
古
、
最
大
の
「
九
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
７
世
紀
前
半
、
大
宰
府
に
築
堤
さ
れ
た
こ

の
防
衛
施
設
「
水
城
」
と
朝
鮮
式
山
城
・
大
野
城
と
基
肄
城
で
あ
る
。
国
民
が
総
動
員
さ

れ
、
わ
ず
か
約
２
年
で
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
土
木
技
術
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
百
済
亡
命
土

木
技
術
者
の
指
揮
の
下
、
土
を
突
き
固
め
る
「
版
築
」、
滑
り
を
防
止
す
る
「
敷
粗
朶
工

法
」「
押
さ
え
盛
り
土
」
な
ど
高
度
土
木
技
術
を
駆
使
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
る
。
水
城
の
土
木
技
術
調
査
は
１
０
０
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
宰
府
史
跡
の
本

格
調
査
か
ら
50
年
（
平
成
30
年
）
を
経
て
、
な
お
、「
土
木
技
術
の
原
点
」
は
全
容
解
明

の
途
上
に
あ
る
。

原点Ⅳ
「
築
土
構
木
」
最
古
最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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水
城
（
太
宰
府
市
）
は
博
多
湾
か
ら
南

約
15
㎞
、
福
岡
平
野
の
要
で
最
も
狭
い
西

の
吉
松
丘
陵
と
東
の
国
分
丘
陵
の
１
・
２

㎞
を
土
塁
で
繋
ぎ
、
博
多
湾
か
ら
侵
入
し

た
外
敵
を
阻
止
し
、
撃
退
す
る
防
御
施
設

で
あ
る
。
国
防
の
た
め
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
古
代
土
木
技
術
の
粋
を
集
め
た
大

規
模
公
共
事
業
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は「
土
木
」の
語
源
と
さ
れ
る「
築

土
構
木
」
そ
の
も
の
で
、
メ
イ
ン
は
長
大

な
築
堤
（
築
土
）
で
あ
り
、城
門
（
構
木
）

が
東
西
に
構
え
ら
れ
た
。
築
堤
１
３
５
０

年
を
記
念
し
た
水
城
再
調
査
と
城
門
・
古

代
官
道
の
確
認
が
行
わ
れ
た
。
水
城
は
高

さ
７
〜
８
ｍ
、テ
ラ
ス
状
の
基
壇
を
持
ち
、

土
塁
の
盛
土
は
版
築
で
堅
く
締
め
固
め
ら

れ
、
敷
粗
朶
工
法
や
押
さ
え
盛
り
土
な
ど

古
代
土
木
技
術
の
粋
を
集
め
、
現
在
の
土

木
に
通
ず
る
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
た
。

　
東
城
門
の
柱
を
支
え
る
柱
の
礎
石
が
あ

る
。
鬼
の
硯
石
と
呼
ば
れ
て
き
た
礎
石
は

２
・
４
ｍ
×
80
㎝
の
長
方
形
で
、
表
面
に

は
扉
を
開
閉
す
る
柱
穴
が
彫
り
込
ま
れ
て

い
る
。
門
の
両
側
は
石
垣
が
積
み
上
げ
ら

れ
、
相
当
重
く
大
き
い
扉
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
調
査
で
確
認
さ
れ
た
古
代
官
道
は
現

在
、
茶
色
く
塗
ら
れ
、
側
溝
も
あ
っ
た
。

　
こ
こ
は
内
側
の
大
宰
府
と
外
を
区
切
る

関
で
も
あ
り
、
大
宰
府
に
務
め
た
官
人
の

着
任
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
、
離
任
・
惜

別
の
場
で
あ
っ
た
。
大
宰
府
の
長
で
あ
っ

た
大
伴
旅
人
の
歌
碑
（
万
葉
集
か
ら
）
が

あ
る
。

ま
す
ら
を
と
　
思
え
る
わ
れ
や
　
水
く
き

の
　
水
城
の
う
え
に
な
み
だ
拭
は
む

　
新
し
く
造
ら
れ
た
「
展
示
館
」
か
ら
土

手
を
登
り
、
東
屋
を
過
ぎ
て
約
１
０
０
ｍ

進
む
と
水
城
全
体
が
一
望
で
き
る
高
み
が

あ
る
。
博
多
湾
ま
で
広
が
る
福
岡
平
野
が

扇
子
の
要
の
よ
う
に
絞
ら
れ
る
「
二
日
市

地
峡
帯
」
に
水
城
は
東
西
１
・
２
㎞
に
延

び
て
い
る
。
海
か
ら
の
侵
略
軍
を
大
手
を

広
げ
て
阻
止
し
て
み
せ
る
気
概
が
感
じ
ら

れ
る
大
土
木
工
事
で
あ
る
。
日
本
書
紀
に

「
筑
紫

に
大
堤

を
築
き

て
水
を

貯
え
し
む
」
と
あ
る
。

百
済
亡
命
貴
族
が
工
事
を
指
揮

　
天
智
天
皇
の
下
、
こ
の
工
事
を
指
揮
し

た
の
は
百
済
王
室
で
第
２
位
の
高
官
（
達

卒
）
だ
っ
た
亡
命
貴
族
、
億
礼
福
留
、
四

比
福
夫
の
二
人
で
、
部
下
の
百
済
技
術
者

と
共
に
百
済
首
都
の
「
羅
城
」
を
意
識
し

て
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
（
朝
鮮
式
山

城
）
の
三
国
防
施
設
を
計
画
、
設
計
、
建

設
し
た
、
二
人
は
共
に
兵
法
家
で
あ
り
、

築
城
に
た
け
た
土
木
技
術
者
だ
っ
た
。
こ

の
二
城
を
元
に
平
城
京
、
大
津
京
に
通
ず

る
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
次
々
と
山
城
が
築
か

れ
た
。

　
百
済
の
首
都
・
扶
余
は
西
に
白
村
江
を

外
濠
と
し
、
東
側
は
山
城
を
繋
ぐ
形
で
土

塁
を
築
き
「
羅
城
」
を
形
成
し
て
お
り
、

博
多
湾
側
に
水
城
と
山
城
・
大
野
城
、
有

明
海
側
の
南
に
、
基
肄
城
か
ら
、
と
う
れ

ぎ
土
塁
、
関
屋
土
塁
、
さ
ら
に
現
在
の
西

鉄
筑
紫
駅
近
く
の
前
畑
遺
跡
の
土
塁
と
宝

満
川
を
繋
ぎ
、
羅
城
形
式
の
防
衛
線
を
敷

い
て
い
る
。

水
城
―
「
水
を
貯
え
し
む
」

　
東
大
門
跡
か
ら
道
路（
県
道
１
１
２
号
）

を
渡
っ
て
水
城
に
入
る
。
大
堤
・
土
塁
の

高
さ
は
７
〜
８
ｍ
。
現
在
は
雑
木
が
生
い

茂
り
、
さ
ら
に
高
く
感
じ
る
。
土
塁
を
載

せ
る
基
底
部
は
幅
約
80
ｍ
も
あ
り
、
内
側

第
１
節
①

古
代
土
木
技
術
の
粋
―

水
城
築
堤

世
紀
の
大
土
木
工
事
―
版
築
、敷
粗
朶
工
法

世
紀
の
大
土
木
工
事
―
版
築
、敷
粗
朶
工
法

土
木
技
術
の
源
流
、国
民
総
動
員
で
推
進

土
木
技
術
の
源
流
、国
民
総
動
員
で
推
進

前面に水を貯えた―水城城門

戦
時
体
制
、
敵
国
侵
攻
を
強
く
意
識

戦
時
体
制
、
敵
国
侵
攻
を
強
く
意
識

水城東門―城門の礎石＝鬼の硯石
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に
大
き
く
幅
を
取
っ
て
、
防
衛
兵
士
を
置

き
、
敵
が
攻
め
て
く
る
外
側
は
急
傾
斜
の

土
塁
を
築
き
、
そ
の
外
側
に
幅
約
60
ｍ
、

深
さ
も
約
４
ｍ
の
外
濠
を
掘
り
「
水
を
貯

え
し
む
」（
日
本
書
紀
）
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
内
堀
は
小
さ
く
幅
４
・
５
ｍ
ほ
ど
。

水
は
水
城
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
流
れ
る
御
笠

川
な
ど
か
ら
導
水
し
て
い
る
。
外
濠
の
幅

60
ｍ
は
弓
矢
の
命
中
精
度
60
〜
70
ｍ
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
算
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
内
堀
か
ら
外
濠
へ
、
土
塁
の
下
、
基
底

部
を
貫
い
て
木
樋
（
導
水
管
）
が
敷
設
さ

れ
て
い
た
。
枕
木
の
上
に
、
幅
１
・
２
ｍ
、

高
さ
80
㎝
の
長
方
形
の
蓋
板
を
持
つ
大
型

木
樋
で
外
濠
へ
の
導
水
施
設
。
木
樋
は
計

３
カ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
底
板
は
厚

さ
26
㎝
、
幅
70
㎝
の
部
厚
い
板
を
２
枚
並

べ
鉄
製
カ
ス
ガ
イ
で
繋
い
で
い
る
。
発
掘

さ
れ
た
実
物
は
九
州
国
立
博
物
館
や
九
州

歴
史
資
料
館
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

の
ほ
か
、
扁
額
や
衝
立
な
ど
加
工
、
再
利

用
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。

御
笠
川
に
鬼
瓦
の
水
門

　
水
城
の
中
央
部
は
太
宰
府
側
か
ら
博
多

湾
に
流
れ
下
る
御
笠
川
で
一
旦
断
ち
切
ら

れ
る
。
こ
の
欠
堤
部
は
御
笠
川
の
流
路
と

九
州
道
、
国
道
３
号
、
西
鉄
大
牟
田
線
が

走
る
。
高
速
道
路
は
太
宰
府
Ｉ
Ｃ
か
ら
下

り
坂
で
水
城
付
近
で
は
高
架
が
低
く
抑
え

ら
れ
、
水
城
全
体
の
景
観
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

　
欠
堤
部
は
幅
約
１
８
０
ｍ
も
あ
る
が
、

発
掘
さ
れ
た
石
敷
遺
構
か
ら
、
築
堤
当
時

は
御
笠
川
の
川
幅
部
分
だ
け
が
欠
堤
部

（
開
口
部
）だ
っ
た
、と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

御
笠
川
は
過
去
に
し
ば
し
ば
氾
濫
を
引
き

起
こ
し
、
平
成
に
入
っ
て
も
、
博
多
駅
周

辺
の
地
下
街
を
水
没
さ
せ
、
一
人
が
水
死

す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
政
庁
跡
と
街
区
は
標
高
31
・
33
ｍ

で
開
口
部
な
し
で
は
氾
濫
に
よ
っ
て
水
没

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
築
堤
か
ら
１
３
５
０
年
を
越
え
、
水
城

も
こ
の
狭
隘
部
で
洪
水
に
削
り
取
ら
れ
て

き
た
痕
跡
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現

在
の
欠
堤
部
は
広
が
っ
た
が
、
築
堤
当
時

は
相
当
、
狭
く
、
水
門
が
設
置
さ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
旧
河
道
に
は
人
の
頭
ほ

ど
の
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

北
側
全
面
か
ら
土
止
め
杭

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
水

勢
に
よ
っ
て
、
河
床
が
洗

掘
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
「
洗

堰
」
と
推
定
さ
れ
、
当
時

の
治
水
土
木
技
術
の
髙
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鬼
瓦
も
発
掘
さ
れ
、
水
門

な
ど
建
造
物
が
あ
っ
た
と

も
推
定
で
き
る
。

押
さ
え
盛
土
で
滑
り
防
止

　
石
敷
遺
構
の
調
査
報
告
書（
昭
和
48
年
）

に
よ
る
と
、
石
敷
き
の
間
に
木
杭
が
打
ち

込
ま
れ
て
い
た
。
御
笠
川
近
く
の
築
堤
は

軟
弱
土
壌
の
上
に
盛
土
し
て
お
り
、
地
す

べ
り
崩
落
が
発
生
し
や
す
い
。
軟
弱
な
有

明
粘
土
層
が
広
が
る
佐
賀
平
野
で
は
盛
土

道
路
で
し
ば
し
ば
「
円
弧
す
べ
り
」
が
発

生
し
て
お
り
、
そ
れ
を
抑
え
る
盛
土
工
法

が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
御
笠
川
の
石
敷
き

は
す
べ
り
防
止
の
為
、
石
を
投
入
，
木
杭

で
打
っ
て
「
押
さ
え
盛
土
工
法
」（
カ
ウ

ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
）と
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
単
に
欠
堤
部
付
近
だ
け
で
な
く
、
水
城

は
約
10
ｍ
幅
の
テ
ラ
ス
状
の
押
さ
え
盛
土

を
全
域
で
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本

堤
を
安
定
さ
せ
る
工
法
と
し
て
、
当
時
の

築
堤
技
術
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
土
堤
の
安
定
性
を
保
つ
た
め
の
工
法
と

し
て
「
降
雨
浸
食
」
対
策
が
あ
る
。
現
在
、

南
九
州
の
火
山
噴
出
土
・
シ
ラ
ス
地
帯
は

降
雨
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
シ
ラ
ス
台

地
な
ど
住
宅
団
地
で
は
「
直
」
に
切
土
し
、

「
緩
」
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
盛
土
道
路
の

り
面
の
勾
配
で
は
、
降
雨
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
植
生
、
排
水
路
な
ど

を
備
え
て
い
る
。

　
水
城
の
外
敵
を
防
ぐ
外
側
は
「
直
」
に

近
く
盛
り
土
し
、守
備
側
の
内
側
は
「
緩
」

と
な
っ
て
い
る
。
内
側
は
入
念
に
締
固
め

が
行
わ
れ
、
し
か
も
雨
水
が
流
れ
や
す
く

す
る
た
め
、
締
固
め
も
傾
斜
（
受
け
盤
構

造
・
傾
斜
版
築
）
を
つ
け
、
排
水
層
と
な

る
砂
質
土
層
を
挟
ん
で
い
る
。
現
在
の
盛

水城欠堤部＝御笠川ぞいに九州道、西鉄が走る

水城構造図＝両側に押え盛土で安定をはかっている。
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に
大
き
く
幅
を
取
っ
て
、
防
衛
兵
士
を
置

き
、
敵
が
攻
め
て
く
る
外
側
は
急
傾
斜
の

土
塁
を
築
き
、
そ
の
外
側
に
幅
約
60
ｍ
、

深
さ
も
約
４
ｍ
の
外
濠
を
掘
り
「
水
を
貯

え
し
む
」（
日
本
書
紀
）
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
内
堀
は
小
さ
く
幅
４
・
５
ｍ
ほ
ど
。

水
は
水
城
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
流
れ
る
御
笠

川
な
ど
か
ら
導
水
し
て
い
る
。
外
濠
の
幅

60
ｍ
は
弓
矢
の
命
中
精
度
60
〜
70
ｍ
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
算
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
内
堀
か
ら
外
濠
へ
、
土
塁
の
下
、
基
底

部
を
貫
い
て
木
樋
（
導
水
管
）
が
敷
設
さ

れ
て
い
た
。
枕
木
の
上
に
、
幅
１
・
２
ｍ
、

高
さ
80
㎝
の
長
方
形
の
蓋
板
を
持
つ
大
型

木
樋
で
外
濠
へ
の
導
水
施
設
。
木
樋
は
計

３
カ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
底
板
は
厚

さ
26
㎝
、
幅
70
㎝
の
部
厚
い
板
を
２
枚
並

べ
鉄
製
カ
ス
ガ
イ
で
繋
い
で
い
る
。
発
掘

さ
れ
た
実
物
は
九
州
国
立
博
物
館
や
九
州

歴
史
資
料
館
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

の
ほ
か
、
扁
額
や
衝
立
な
ど
加
工
、
再
利

用
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。

御
笠
川
に
鬼
瓦
の
水
門

　
水
城
の
中
央
部
は
太
宰
府
側
か
ら
博
多

湾
に
流
れ
下
る
御
笠
川
で
一
旦
断
ち
切
ら

れ
る
。
こ
の
欠
堤
部
は
御
笠
川
の
流
路
と

九
州
道
、
国
道
３
号
、
西
鉄
大
牟
田
線
が

走
る
。
高
速
道
路
は
太
宰
府
Ｉ
Ｃ
か
ら
下

り
坂
で
水
城
付
近
で
は
高
架
が
低
く
抑
え

ら
れ
、
水
城
全
体
の
景
観
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

　
欠
堤
部
は
幅
約
１
８
０
ｍ
も
あ
る
が
、

発
掘
さ
れ
た
石
敷
遺
構
か
ら
、
築
堤
当
時

は
御
笠
川
の
川
幅
部
分
だ
け
が
欠
堤
部

（
開
口
部
）だ
っ
た
、と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

御
笠
川
は
過
去
に
し
ば
し
ば
氾
濫
を
引
き

起
こ
し
、
平
成
に
入
っ
て
も
、
博
多
駅
周

辺
の
地
下
街
を
水
没
さ
せ
、
一
人
が
水
死

す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
政
庁
跡
と
街
区
は
標
高
31
・
33
ｍ

で
開
口
部
な
し
で
は
氾
濫
に
よ
っ
て
水
没

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
築
堤
か
ら
１
３
５
０
年
を
越
え
、
水
城

も
こ
の
狭
隘
部
で
洪
水
に
削
り
取
ら
れ
て

き
た
痕
跡
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現

在
の
欠
堤
部
は
広
が
っ
た
が
、
築
堤
当
時

は
相
当
、
狭
く
、
水
門
が
設
置
さ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
旧
河
道
に
は
人
の
頭
ほ

ど
の
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

北
側
全
面
か
ら
土
止
め
杭

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
水

勢
に
よ
っ
て
、
河
床
が
洗

掘
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
「
洗

堰
」
と
推
定
さ
れ
、
当
時

の
治
水
土
木
技
術
の
髙
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鬼
瓦
も
発
掘
さ
れ
、
水
門

な
ど
建
造
物
が
あ
っ
た
と

も
推
定
で
き
る
。

押
さ
え
盛
土
で
滑
り
防
止

　
石
敷
遺
構
の
調
査
報
告
書（
昭
和
48
年
）

に
よ
る
と
、
石
敷
き
の
間
に
木
杭
が
打
ち

込
ま
れ
て
い
た
。
御
笠
川
近
く
の
築
堤
は

軟
弱
土
壌
の
上
に
盛
土
し
て
お
り
、
地
す

べ
り
崩
落
が
発
生
し
や
す
い
。
軟
弱
な
有

明
粘
土
層
が
広
が
る
佐
賀
平
野
で
は
盛
土

道
路
で
し
ば
し
ば
「
円
弧
す
べ
り
」
が
発

生
し
て
お
り
、
そ
れ
を
抑
え
る
盛
土
工
法

が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
御
笠
川
の
石
敷
き

は
す
べ
り
防
止
の
為
、
石
を
投
入
，
木
杭

で
打
っ
て
「
押
さ
え
盛
土
工
法
」（
カ
ウ

ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
）と
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
単
に
欠
堤
部
付
近
だ
け
で
な
く
、
水
城

は
約
10
ｍ
幅
の
テ
ラ
ス
状
の
押
さ
え
盛
土

を
全
域
で
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本

堤
を
安
定
さ
せ
る
工
法
と
し
て
、
当
時
の

築
堤
技
術
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
土
堤
の
安
定
性
を
保
つ
た
め
の
工
法
と

し
て
「
降
雨
浸
食
」
対
策
が
あ
る
。
現
在
、

南
九
州
の
火
山
噴
出
土
・
シ
ラ
ス
地
帯
は

降
雨
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
シ
ラ
ス
台

地
な
ど
住
宅
団
地
で
は
「
直
」
に
切
土
し
、

「
緩
」
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
盛
土
道
路
の

り
面
の
勾
配
で
は
、
降
雨
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
植
生
、
排
水
路
な
ど

を
備
え
て
い
る
。

　
水
城
の
外
敵
を
防
ぐ
外
側
は
「
直
」
に

近
く
盛
り
土
し
、守
備
側
の
内
側
は
「
緩
」

と
な
っ
て
い
る
。
内
側
は
入
念
に
締
固
め

が
行
わ
れ
、
し
か
も
雨
水
が
流
れ
や
す
く

す
る
た
め
、
締
固
め
も
傾
斜
（
受
け
盤
構

造
・
傾
斜
版
築
）
を
つ
け
、
排
水
層
と
な

る
砂
質
土
層
を
挟
ん
で
い
る
。
現
在
の
盛

水城欠堤部＝御笠川ぞいに九州道、西鉄が走る

水城構造図＝両側に押え盛土で安定をはかっている。
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土
安
定
技
術
の
源
流
が
見
ら
れ
る
。

　
御
笠
川
を
渡
り
、
も
う
一
つ
の
欠
堤
部

が
西
側
に
あ
る
。
こ
こ
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本

線
が
通
過
す
る
た
め
水
城
土
塁
を
切
通
し

た
も
の
で
、
国
鉄
の
前
身
・
九
州
鉄
道
建

設
（
明
治
22
年
）
時
に
切
り
取
ら
れ
た
。

建
設
に
当
た
っ
て
、
東
京
帝
国
大
学
関
係

者
の
現
場
ス
ケ
ッ
チ
が
現
存
（
東
京
大
学

日
本
史
学
研
究
室
所
蔵
）
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
敷
粗
朶
工
法

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、土
塁
の
「
す
べ
り
」

防
止
の
た
め
「
敷
粗
朶
工
法
」
が
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
地
盤
の
軟
弱
部
に
木
の

葉
や
枝
を
敷
き
詰
め
て
、
版
築
で
積
み
上

げ
た
土
塁
が
軟
弱
層
で
積
み
土
が
滑
る
の

を
防
止
す
る
工
法
。
明
治
初
期
、
粗
朶
工

法
は
デ
レ
ー
ケ
堤
（
筑
後
川
河
口
）
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。
デ
レ
ー
ケ
は
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
の
雇
わ
れ
外
国
人
。

　
水
城
築
堤
１
３
５
０
年
を
機
に
行
わ
れ

た
１
０
０
年
ぶ
り
の
再
調
査
（
平
成
26
年

２
月
）
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
水
城
駅
近
く
を
鉄

道
を
通
す
た
め
切
り
通
し
さ
れ
た
水
城
の

断
面
で
も
土
中
か
ら
新
鮮
な
緑
の
葉
の
ま

ま
発
掘
さ
れ
調
査
関
係
者
を
驚
か
せ
た
。

緑
葉
は
空
気
に
触
れ
た
ち
ま
ち
黒
色
に
変

色
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
１
０
０
年
前

の
発
掘
当
時
も
「
樹
葉
は
な
お
緑
色
を
呈

し
、あ
た
か
も
生
木
を
見
る
が
如
く
」（
黒

板
勝
美
東
京
帝
大
教
授
の
報
告
書
）
で

あ
っ
た
、
と
い
う
。

　
敷
粗
朶
は
積
み
上
げ
ら
れ
た
土
塁
が
滑

り
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
そ
の
基
礎
部
分

を
１
〜
２
ｍ
掘
り
こ
み
軟
弱
地
盤
の
地
下

水
位
以
下
に
、
木
の
枝
や
葉
を
幾
層
も
敷

き
詰
め
る
工
法
で
、
水
中
に
漬
っ
て
い
る

た
め
酸
欠
状
態
を
造
り
だ
し
、
腐
食
は
進

ま
な
い
こ
と
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に

し
て
も
１
３
０
０
年
以
上
「
新
鮮
さ
」
を

保
っ
て
い
る
の
は
お
ど
ろ
き
だ
。

　
水
城
館
前
に
粗
朶
工
法
に
使
わ
れ
た
ア

ワ
ブ
キ
と
ヤ
マ
ビ
ワ
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。
使
わ
れ
た
樹
木
は
周
辺
の
３
０
数

種
類
で
ア
ワ
ブ
キ
、
ヤ
マ
ビ
ア
、
ム
ク
ノ

キ
、
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
だ
。

　
筑
後
川
河
口
部
に
築
堤
さ
れ
た
導
水
堤

で
土
木
学
会
推
奨
・
土
木
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
た
デ
レ
ー
ケ
堤
、
明
治
初
期
、
お
雇

い
オ
ラ
ン
ダ
人
技

師
、
デ
レ
ー
ケ
の

技
術
指
導
で
築
堤

さ
れ
、
水
勢
に
耐

え
る
た
め
粗
朶
を

幾
重
に
も
重
ね
る

そ
の
構
造
が
、
有

明
沿
岸
道
路
の
筑

後
川
渡
る
橋
の
橋

脚
建
設
に
当
た
っ

た
、
国
土
交
通
省

の
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
１
３
５
０
年
前
の
水
城
築
堤

と
１
５
０
年
前
の
デ
レ
ー
ケ
堤
に
同
じ
粗

朶
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
代
の
軟
弱
地
盤
の
補
強
工
法
で

あ
る
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
通
ず
る
。

版
築
重
ね
て
堅
固
に
築
堤

　
水
城
の
築
堤
工
事
は
、
ま
ず
敷
粗
朶
の

為
、
地
盤
を
掘
り
下
げ
、
敷
粗
朶
の
上
に

20
㎝
程
度
の
土
を
敷
均
し
、
そ
の
上
に
厚

さ
１
〜
２
ｍ
の
基
礎
を
固
め
、
版
築
で
突

き
固
め
る
。

　
版
築
は
板
で
型
枠
を
造
り
、
そ
の
中
に

土
を
盛
り
、
棒
で
突
き
固
め
て
行
く
。
１

層
５
〜
10
㎝
の
層
を
幾
重
に
も
突
き
固

め
、基
礎
か
ら
頂
点
ま
で
の
髙
さ
約
10
ｍ
、

基
礎
の
幅
約
80
ｍ
の
土
塁
を
築
造
し
て
い

る
。

　
土
質
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
敷
粗
朶
の
上

ジオテキスタイル工法

葉や枝を敷く敷粗朶工法

水城築堤図―棒で突きかためる版築作業
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は
粗
朶
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
９
万
年
前
の

阿
蘇
火
砕
流
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
―
４
）
土
壌
を
置

き
、
川
砂
を
敷
き
、
版
築
に
使
う
土
壌
は
、

付
近
の
山
の
土
、
そ
の
多
く
が
花
崗
岩
が

風
化
し
た
真
砂
土
（
マ
サ
）
を
版
築
で
突

き
固
め
て
、
堅
固
に
築
堤
し
て
い
る
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
盛
り
土
の
種
類
や

高
さ
に
よ
っ
て
積
み
方
を
変
え
て
い
る
。

単
に
土
を
盛
土
す
る
だ
け
で
な
く
盛
り
土

を
突
き
固
め
る
「
版
築
」
工
法
が
使
わ
れ

て
い
る
。
現
在
の
転
圧
だ
が
、
当
時
は
棒

で
盛
り
土
を
上
か
ら
突
き
降
ろ
し
、
固
め

て
行
く
土
工
法
で
そ
れ
に
よ
っ
て
空
気
を

土
中
か
ら
抜
き
、
土
粒
の
密
度
を
上
げ
る

突
き
固
め
工
法
。「
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
、
土
が
カ
チ
カ
チ
に
固
ま
っ
て
行
く
こ

と
が
体
感
出
来
る
」
と
研
究
者
は
話
し
て

い
る
。
版
築
工
法
は
大
野
城
、
基
肄
城
の

土
塁
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
工
法
は

古
く
弥
生
環
濠
遺
跡
・
吉
野
ケ
里
の
墳
墓

に
使
わ
れ
、
中
国
・
長
江
周
辺
の
円
墳
造

成
の
工
法
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
の
見
方

も
あ
る
。
だ
が
、
水
城
や
山
城
の
版
築
は

型
枠
を
取
っ
て
急
傾
斜
を
実
現
す
る
な
ど

格
段
に
進
歩
を
見
せ
て
い
る
。

　
１
３
５
０
年
を
経
て
、
版
築
工
法
で

築
堤
さ
れ
た
水
城
の
盛
り
土
の
現
状
調

査
は
、
今
日
の
土
石
の
堤
体
・
フ
イ
ル

ダ
ム
や
盛
り
土
の
高
速
道
路
の
「
今
後
、

１
０
０
０
年
を
超
え
る
変
化（
年
代
効
果
）

を
推
察
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
」

（
故
・
林
重
雄
・
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）。

東
門
は
交
通
の
要
衝

　
水
城
東
門
は
都
か
ら
古
代
官
道
、
山
陽

道
、
さ
ら
に
関
門
海
峡
を
渡
り
、
大
宰
府

道
を
通
っ
て
東
門
に
至
る
。「
石
垣
の
水

城
の
門
」と
呼
ば
れ
た
城
門
が
構
え
ら
れ
、

大
宰
府
に
入
る
人
を
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し

た
。
府
内
の
住
民
は
門
外
に
出
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。水
城
は
さ
ら
に
山
城
・

大
野
城
に
向
か
っ
て
丘
陵
の
尾
根
に
土
塁

が
築
か
れ
、
厳
重
を
極
め
た
。

　
大
宰
府
の
官
人
に
と
っ
て
、
東
門
は
出

会
い
と
別
れ
の
場
で
あ
り
、
大
弐
・
藤
原

高
遠
が
赴
任
（
１
０
０
５
年
）
す
る
と

き
東
門
で
印
と
鍵
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

残
っ
て
い
る
礎
石
は
１
個
だ
け
。
門
柱
の

穴
、
方
立
、
門
扉
の
穴
の
３
つ
が
彫
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　
大
伴
旅
人
が
児
島
と
言
う
名
の
女
性
と

惜
別
の
歌
を
交
わ
し
た
こ
と
で
有
名
だ
。

凡
（
お
ほ
）
な
ら
ば
　
か
も
か
も
せ
む
を

　
恐
（
か
し
こ
み
）
み
と
　
振
り
た
き
袖

を
　
忍
び
て
あ
る
か
も

　
東
門
は
水
城
１
３
５
０
年
を
記
念
し
て

発
掘
調
査
さ
れ
、
城
門
遺
構
と
古
代
官
道

が
確
認
さ
れ
、
官
道
は
カ
ラ
ー
道
路
で
示

さ
れ
て
い
る
。
元
の
国
道
３
号
（
現
在
は

県
道
）
で
、
九
州
の
南
北
を
繋
ぐ
メ
イ
ン

道
路
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
長

く
果
た
し
て
き
た
。
現
在
は
水
城
館
が
あ

り
、
水
城
の
構
造
な
ど
を
解
説
、
展
示
し

て
い
る
。

西
門
は
外
国
客
専
用

　
西
側
水
城
を
切
通
し
て
造
ら
れ
た
西
門

（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
水
城
駅
西
側
）
か
ら
石
垣

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
西
門
は
鴻
臚
館
か

ら
ほ
ぼ
直
線
で
建
設
さ
れ
た
外
国
使
節
団

な
ど
の
専
用
の
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
上
に

造
ら
れ
、
こ
の
門
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
大

宰
府
に
入
っ
た
。
西
鉄
二
日
市
駅
近
く
に

は
彼
ら
を
も
て
な
す
「
客
館
」
跡
が
発
掘
、

確
認
さ
れ
た
。

　
西
正
門
は
水
城
建
設
当
初
は
掘
立
柱
の

門
で
、
厳
重
に
防
御
を
固
め
た
も
の
だ
っ

た
が
、
外
国
使
節
団
の
往
来
や
貿
易
が
盛

ん
に
な
る
奈
良
時
代
（
政
庁
第
Ⅲ
期
）
に

は
礎
石
を
持
つ
瓦
葺
２
階
建
て
の
華
麗
な

八
脚
門
と
な
っ
た
。
直
径
52
㎝
の
門
柱
が

残
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
な
る
と
再
び

防
御
性
が
強
い
二
階
建
て
楼
門
に
な
っ

た
。
対
外
情
勢
、
時
代
を
反
映
し
た
３
回

の
改
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
西
門
の
基
礎
部
分
の
硬
質
粘
土
層
は
門

柱
の
腐
食
防
止
、
荷
重
の
再
配
分
、
さ
ら

に
は
免
震
効
果
を
見
込
ん
だ
工
法
と
思
わ

れ
る
。
門
柱
は
柱
穴
に
着
底
さ
せ
ず
、
硬

質
粘
土
の
上
に
版
築
で
幾
重
に
も
締
固
め

を
行
っ
て
い
た
。
現
在
は
自
動
車
１
台
が

や
っ
と
通
れ
る
道
幅
で
、
西
側
に
城
門
の

礎
石
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
道
は
福
岡
市
・
平
和
台
の
「
鴻
臚

館
」
跡
に
向
か
っ
て
１
直
線
で
通
じ
、
鴻

臚
館
跡
の
西
門
に
達
し
て
い
た
。
水
城
西

門
を
通
過
し
た
外
来
客
は
朱
雀
大
路
の
南

端
か
ら
大
宰
府
に
入
り
、
客
館
に
待
機
し

た
よ
う
だ
。
客
館
遺
構
は
西
鉄
二
日
市
駅

の
太
宰
府
線
と
大
牟
田
線

の
間
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

戦
々
恐
々
と
し
た
状
態

　
水
城
東
門
か
ら
20
ｍ
ほ

ど
の
土
塁
内
側
に
「
瓦
窯

跡
」
が
確
認
さ
れ
た
。
遺

構
は
２
基
あ
り
、
８
世
紀

中
ご
ろ
の
も
の
。「
続
日
本

紀
」
に
よ
る
と
少
弐
従
五

位
・
下
采
女
朝
臣
浄
庭
が

水城西門の礎石

旅人の歌碑（水城館）
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は
粗
朶
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
９
万
年
前
の

阿
蘇
火
砕
流
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
―
４
）
土
壌
を
置

き
、
川
砂
を
敷
き
、
版
築
に
使
う
土
壌
は
、

付
近
の
山
の
土
、
そ
の
多
く
が
花
崗
岩
が

風
化
し
た
真
砂
土
（
マ
サ
）
を
版
築
で
突

き
固
め
て
、
堅
固
に
築
堤
し
て
い
る
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
盛
り
土
の
種
類
や

高
さ
に
よ
っ
て
積
み
方
を
変
え
て
い
る
。

単
に
土
を
盛
土
す
る
だ
け
で
な
く
盛
り
土

を
突
き
固
め
る
「
版
築
」
工
法
が
使
わ
れ

て
い
る
。
現
在
の
転
圧
だ
が
、
当
時
は
棒

で
盛
り
土
を
上
か
ら
突
き
降
ろ
し
、
固
め

て
行
く
土
工
法
で
そ
れ
に
よ
っ
て
空
気
を

土
中
か
ら
抜
き
、
土
粒
の
密
度
を
上
げ
る

突
き
固
め
工
法
。「
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
、
土
が
カ
チ
カ
チ
に
固
ま
っ
て
行
く
こ

と
が
体
感
出
来
る
」
と
研
究
者
は
話
し
て

い
る
。
版
築
工
法
は
大
野
城
、
基
肄
城
の

土
塁
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
工
法
は

古
く
弥
生
環
濠
遺
跡
・
吉
野
ケ
里
の
墳
墓

に
使
わ
れ
、
中
国
・
長
江
周
辺
の
円
墳
造

成
の
工
法
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
の
見
方

も
あ
る
。
だ
が
、
水
城
や
山
城
の
版
築
は

型
枠
を
取
っ
て
急
傾
斜
を
実
現
す
る
な
ど

格
段
に
進
歩
を
見
せ
て
い
る
。

　
１
３
５
０
年
を
経
て
、
版
築
工
法
で

築
堤
さ
れ
た
水
城
の
盛
り
土
の
現
状
調

査
は
、
今
日
の
土
石
の
堤
体
・
フ
イ
ル

ダ
ム
や
盛
り
土
の
高
速
道
路
の
「
今
後
、

１
０
０
０
年
を
超
え
る
変
化（
年
代
効
果
）

を
推
察
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
」

（
故
・
林
重
雄
・
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）。

東
門
は
交
通
の
要
衝

　
水
城
東
門
は
都
か
ら
古
代
官
道
、
山
陽

道
、
さ
ら
に
関
門
海
峡
を
渡
り
、
大
宰
府

道
を
通
っ
て
東
門
に
至
る
。「
石
垣
の
水

城
の
門
」と
呼
ば
れ
た
城
門
が
構
え
ら
れ
、

大
宰
府
に
入
る
人
を
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し

た
。
府
内
の
住
民
は
門
外
に
出
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。水
城
は
さ
ら
に
山
城
・

大
野
城
に
向
か
っ
て
丘
陵
の
尾
根
に
土
塁

が
築
か
れ
、
厳
重
を
極
め
た
。

　
大
宰
府
の
官
人
に
と
っ
て
、
東
門
は
出

会
い
と
別
れ
の
場
で
あ
り
、
大
弐
・
藤
原

高
遠
が
赴
任
（
１
０
０
５
年
）
す
る
と

き
東
門
で
印
と
鍵
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

残
っ
て
い
る
礎
石
は
１
個
だ
け
。
門
柱
の

穴
、
方
立
、
門
扉
の
穴
の
３
つ
が
彫
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　
大
伴
旅
人
が
児
島
と
言
う
名
の
女
性
と

惜
別
の
歌
を
交
わ
し
た
こ
と
で
有
名
だ
。

凡
（
お
ほ
）
な
ら
ば
　
か
も
か
も
せ
む
を

　
恐
（
か
し
こ
み
）
み
と
　
振
り
た
き
袖

を
　
忍
び
て
あ
る
か
も

　
東
門
は
水
城
１
３
５
０
年
を
記
念
し
て

発
掘
調
査
さ
れ
、
城
門
遺
構
と
古
代
官
道

が
確
認
さ
れ
、
官
道
は
カ
ラ
ー
道
路
で
示

さ
れ
て
い
る
。
元
の
国
道
３
号
（
現
在
は

県
道
）
で
、
九
州
の
南
北
を
繋
ぐ
メ
イ
ン

道
路
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
長

く
果
た
し
て
き
た
。
現
在
は
水
城
館
が
あ

り
、
水
城
の
構
造
な
ど
を
解
説
、
展
示
し

て
い
る
。

西
門
は
外
国
客
専
用

　
西
側
水
城
を
切
通
し
て
造
ら
れ
た
西
門

（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
水
城
駅
西
側
）
か
ら
石
垣

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
西
門
は
鴻
臚
館
か

ら
ほ
ぼ
直
線
で
建
設
さ
れ
た
外
国
使
節
団

な
ど
の
専
用
の
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
上
に

造
ら
れ
、
こ
の
門
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
大

宰
府
に
入
っ
た
。
西
鉄
二
日
市
駅
近
く
に

は
彼
ら
を
も
て
な
す
「
客
館
」
跡
が
発
掘
、

確
認
さ
れ
た
。

　
西
正
門
は
水
城
建
設
当
初
は
掘
立
柱
の

門
で
、
厳
重
に
防
御
を
固
め
た
も
の
だ
っ

た
が
、
外
国
使
節
団
の
往
来
や
貿
易
が
盛

ん
に
な
る
奈
良
時
代
（
政
庁
第
Ⅲ
期
）
に

は
礎
石
を
持
つ
瓦
葺
２
階
建
て
の
華
麗
な

八
脚
門
と
な
っ
た
。
直
径
52
㎝
の
門
柱
が

残
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
な
る
と
再
び

防
御
性
が
強
い
二
階
建
て
楼
門
に
な
っ

た
。
対
外
情
勢
、
時
代
を
反
映
し
た
３
回

の
改
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
西
門
の
基
礎
部
分
の
硬
質
粘
土
層
は
門

柱
の
腐
食
防
止
、
荷
重
の
再
配
分
、
さ
ら

に
は
免
震
効
果
を
見
込
ん
だ
工
法
と
思
わ

れ
る
。
門
柱
は
柱
穴
に
着
底
さ
せ
ず
、
硬

質
粘
土
の
上
に
版
築
で
幾
重
に
も
締
固
め

を
行
っ
て
い
た
。
現
在
は
自
動
車
１
台
が

や
っ
と
通
れ
る
道
幅
で
、
西
側
に
城
門
の

礎
石
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
道
は
福
岡
市
・
平
和
台
の
「
鴻
臚

館
」
跡
に
向
か
っ
て
１
直
線
で
通
じ
、
鴻

臚
館
跡
の
西
門
に
達
し
て
い
た
。
水
城
西

門
を
通
過
し
た
外
来
客
は
朱
雀
大
路
の
南

端
か
ら
大
宰
府
に
入
り
、
客
館
に
待
機
し

た
よ
う
だ
。
客
館
遺
構
は
西
鉄
二
日
市
駅

の
太
宰
府
線
と
大
牟
田
線

の
間
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

戦
々
恐
々
と
し
た
状
態

　
水
城
東
門
か
ら
20
ｍ
ほ

ど
の
土
塁
内
側
に
「
瓦
窯

跡
」
が
確
認
さ
れ
た
。
遺

構
は
２
基
あ
り
、
８
世
紀

中
ご
ろ
の
も
の
。「
続
日
本

紀
」
に
よ
る
と
少
弐
従
五

位
・
下
采
女
朝
臣
浄
庭
が

水城西門の礎石

旅人の歌碑（水城館）
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修
理
水
城
専
知
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

水
城
の
補
修
、
今
日
で
い
う
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
の
た
め
だ
。「
水
城
の
建
造
物
の

瓦
葺
を
進
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
九

州
歴
史
資
料
館
）。

　
唐
、
新
羅
連
合
軍
に
攻
め
ら
れ
た
百
済

救
援
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
倭
軍
は
，
白
江

村
の
戦
い
（
６
６
３
年
）
で
大
敗
を
喫
し

た
。
敗
残
兵
は
帰
国
で
き
ず
多
く
が
捕
虜

と
な
る
一
方
、
滅
び
た
百
済
か
ら
高
官
を

含
め
難
民
が
次
々
と
渡
っ
て
き
た
。
白
江

村
で
敗
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
戦
争
が

終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
争
状
態
は

続
き
、
唐
・
新
羅
軍
が
い
つ
海
を
渡
っ
て

攻
め
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。
戦
々
恐
々

と
し
た
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
。
飛
鳥
京
を

捨
て
て
天
智
天
皇
は
急
遽
、
都
を
大
津
に

遷
都
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

本
土
決
戦
の
覚
悟

　
水
城
西
側
の
付
け
根
部
の
高
台
に
は

「
見
張
り
所
」
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
国
家
の
存
亡
を
か
け
た
「
本
土
決
戦
」

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
防

衛
体
制
を
急
ぎ
構
築
す
る
。
指
揮
し
た
の

は
百
済
の
軍
事
専
門
家
た
ち
。
ま
ず
長
門

城
が
築
か
れ
、
６
６
５
年
、
水
城
が
築
堤

さ
れ
、
次
い
で
そ
の
南
北
に
基
肄
城
と
大

野
城
が
築
城
さ
れ
た
。
日
本
書
紀
に
よ
る

と
、水
城
は
わ
ず
か
１
年
で
完
成
さ
せ
た
。

国
民
が
総
動
員
さ
れ
、
大
量
の
土
量
を
人

力
（
モ
ッ
コ
運
び
な
ど
か
？
）
で
運
び
、

版
築
も
棒
で
突
き
固
め
る
手
作
業
―
恐
ら

く
昼
夜
を
分
か
た
ぬ
過
酷
な
労
働
を
強
い

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
国
境
警
備
の
防
人
に

は
遠
く
東
北
地
方
か
ら
動
員
さ
れ
た
。

　
律
令
国
家
で
、
税
と
し
て
租
庸
調
の
負

担
ほ
か
、「
労
役
」が
国
民
に
課
せ
ら
れ
た
。

　
か
つ
て
水
城
近
く
に「
ひ
と
も
っ
こ
山
」

と
呼
ば
れ
る
盛
土
の
小
山
が
存
在
し
て
い

た
と
い
う
。「
つ
い
に
土
塁
完
成
」
の
報

に
、
モ
ッ
コ
で
土
運
び
を
し
た
人
々
が
歓

声
を
上
げ
て
、
土
を
抛
り
出
し
、
出
来
た

土
山
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
真
偽
は
別
と

し
て
国
家
権
力
が
強
制
労
働
を
国
民
に
強

い
た
大
土
木
事
業
で
あ
っ
た
。
唐
も
新
羅

も
国
力
は
後
退
、
想
定
さ
れ
た
侵
攻
は
な

く
、
壮
大
な
歴
史
的
無
駄
使
い
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

侵
攻
が
な
か
っ
た
こ
と
は
多
く
の
人
を
安

心
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
実
際
、
侵
攻
は
な
か
っ
た
。
協
力
し
て

百
済
を
滅
ぼ
し
、
倭
軍
を
撃
破
し
た
唐
と

新
羅
は
戦
後
、
対
立
状
態
に
な
っ
た
。
新

羅
は
韓
半
島
の
統
一
を
目
指
し
、
唐
と

の
戦
争
に
備
え
、
倭
国
に
使
者
を
派
遣

（
６
６
８
年
）
し
て
く
る
な
ど
局
面
は
一

転
、
脅
威
は
薄
ら
い
だ
。

　
た
だ
、
蒙
古
来
襲
（
文
永
の
役
）
で
蒙

古
軍
博
多
上
陸
、
日
本
軍
が
水
城
近
く
ま

で
後
退
、
防
衛
線
を
し
い
た
記
録
が
残
っ

て
い
る
。

外
敵
に
備
え
、
整
備
怠
ら
ず

　
水
城
小
学
校
か
ら
遠
賀
軍
団
の
「
印
」

が
、
ま
た
政
庁
近
く
か
ら
御
笠
軍
団
の
印

が
出
土
し
て
い
る
。
筑
前
に
は
４
軍
団
置

か
れ
、
１
軍
団
は
兵
士
１
０
０
０
人
で
構

成
さ
れ
た
。
男
４
人
に
一
人
の
割
合
で
大

量
徴
兵
さ
れ
た
。
男
性
の
25
％
が
常
時
兵

役
に
つ
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
軍
団
制

の
下
、
臨
戦
態
勢
が
し
か
れ
て
い
た
。
水

城
、
大
野
城
、
基
肄
城
の
建
設
作
業
に
も

当
然
、
総
動
員
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
興

味
深
い
の
は
，
そ
の
防
衛
機
能
で
あ
る
。

壬
申
の
乱
（
６
７
２
年
）
の
時
、
援
軍
派

遣
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
筑
紫
大

宰
の
栗
隈
王
は
外
敵
に
備
え
て
「
城
を
峻

し
、
み
ぞ
（
水
濠
）
を
深
く
し
て
海
を
守

ら
せ
る
」（
日
本
書
紀
）
必
要
が
あ
る
と

し
て
断
っ
て
い
る
。
国
内
大
乱
に
あ
っ
て

も
、
内
敵
へ
の
備
え
で
は
な
い
と
出
兵
を

拒
絶
、
外
敵
対
応
の
基
本
的
任
務
を
強
く

意
識
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
大
野
城
、
基
肄
城
と
も
築
城
後
は
大
宰

府
が
直
接
管
理
し
、
防
衛
体
制
を
し
い
て

い
た
。
守
備
兵
士
は
西
海
道
（
九
州
）
各

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
軍
団
兵
士
で
構
成
さ

れ
た
。
臨
戦
態
勢
が
解
か
れ
る
と
、
大
野

城
に
は
管
理
・
維
持
（
修
理
）
を
専
門
と

す
る
主
城
や
城
司
が
置
か
れ
た
。
城
内
に

管
理
棟
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
宰
府
管

理
は
大
野
城
、
基
肄
城
、
鞠
智
城
の
３
城

に
及
び
、
改
築
も
担
当
し
て
い
る
。「
大

宰
府
を
し
て
大
野
、
基
肄
、
鞠
智
の
三
城

を
繕
治
（
つ
く
ろ
）
は
し
む
」
と
続
日
本

紀
に
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
を

認
識
し
、
常
設
の
管
理
組
織
・
人
員
を
配

置
、
整
備
、
維
持
管
理
を
し
て
「
大
事
」

に
備
え
て
い
た
。

参
考
　
水
城
、
山
城
関
連
年
譜

〇
６
０
９
年
　
日
本
書
紀
に
初
め
て
「
筑

紫
太
宰
」
が
登
場

〇
６
６
１
年
　
斉
明
天
皇
、
朝
倉
広
庭
宮

で
死
去

〇
６
６
３
年
（
天
智
天
皇
２
年
）　
唐
・

新
羅
連
合
軍
に
よ
っ
て
陥
落
し
た
百
済
の

首
都
奪
還
の
為
、
百
済
・
倭
連
合
軍
が
派

遣
さ
れ
た
が
、
白
村
江
の
戦
い
で
大
敗
、

百
済
は
滅
亡
。

〇
６
６
４
年
　
対
馬
、
壱
岐
、
筑
紫
に
防

人
と
烽
火
を
置
き
、
水
城
を
築
堤
。
こ
の

水城、大野城で大宰府は厳重に守られた

「水城」と書かれた土器
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頃
第
１
期
大
宰
府
完
成
。
掘
立
柱
式

〇
６
６
５
年
　
長
門
城
（
山
口
県
）、
筑

紫
国
に
、
大
野
城
と
基
肄
城
２
城
を
築
く

〇
６
６
７
年
　
天
智
天
皇
、
飛
鳥
か
ら
大

津
遷
都
。
高
安
城
（
奈
良
県
生
駒
）、
屋

嶋
城
（
高
松
市
）
金
田
城
（
対
馬
）
築
城
。

〇
６
７
０
年
　
大
野
城
、
基
肄
城
、
鞠
智

城
を
修
築
。

〇
６
７
１
年
　
天
智
天
皇
、
崩
御
。
唐
か

ら
２
千
人
船
47
隻
、
対
馬
に
来
訪
の
報
告

〇
６
７
２
年
　
壬
申
の
乱
　
天
武
天
皇
飛

鳥
京
へ
遷
都

〇
６
９
４
年
　
藤
原
京
遷
都

〇
６
９
６
年
　
大
野
、
基
肄
、
麹
智
三
城

を
修
理

〇
７
０
１
年
　
大
宝
律
令
制
定

〇
７
１
０
年
　
聖
武
天
皇
、
平
城
京
へ
。

政
庁
第
Ⅱ
期
大
宰
府
、
建
て
替
え
。
礎
石

式
建
物

〇
７
３
０
年
　
大
伴
旅
人
、
梅
花
の
宴
開

く〇
７
４
０
年
　
藤
原
広
嗣
の
乱

〇
７
４
６
年
　
観
世
音
寺
、
落
慶
供
養

〇
７
５
３
年
　
鑑
真
上
人
、大
宰
府
到
着
、

戒
壇
院
建
立
は
７
６
１
年

〇
７
６
５
年
　
佐
伯
今
毛
人
、
専
知
官
と

し
て
怡
土
城
建
設
に
当
た
る
。
水
城
修
理

の
為
、
専
知
官
も
派
遣
さ
れ
る
。

○
７
９
４
年
　
平
安
京

〇
８
０
６
年
　
空
海
帰
国
。
観
世
音
寺
に

滞
在

○
８
９
４
年
　
遣
唐
使
廃
止

〇
９
０
３
年
　
菅
原
道
真
、
大
宰
府
に
左

遷
、
２
年
後
死
去
。

〇
９
４
１
年
　
純
友
の
乱
で
、
大
宰
府
焼

失
、
再
建
（
第
Ⅲ
期
）

〇
１
１
５
８
年
　
平
清
盛
、
大
宰
少
弐
。

日
宋
貿
易
が
隆
盛
。

〇
１
１
８
０
年
源
平
の
戦
い
、
３
年
後
、

平
家
一
門
大
宰
府
へ
。

〇
１
１
８
５
年
　
壇
ノ
浦
の
戦
い
、
平
家

滅
亡

〇
１
２
７
４
年
蒙
古
襲
来
（
文
永
の
役
）、

日
本
軍
水
城
ま
で
退
却

〔
参
考
〕

―
―
大
宝
律
令
、中
央
、地
方
制
度
を
整
え
る

大
宝
律
令
は
７
０
１
年
に
作
ら
れ
て
い

る
。
律
は
刑
法
、
令
は
行
政
法
。
そ
れ
に

先
立
つ
「
改
新
の
詔
」
を
基
本
と
し
て
①

公
地
公
民
制
（
租
庸
調
）
②
地
方
制
度
③

戸
籍
、
班
田
収
授
④
税
制
の
四
本
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
地
方
制
度
は
①
全
国
を
畿
内
七
道
に
分

け
、
②
地
方
の
長
に
国
司
、
そ
の
下
に
郡

司
、
里
長
を
置
い
た
。

―
―
敗
戦
を
機
に
、
中
央
集
権
強
化
へ

白
村
江
の
戦
い
で
大
敗
し
、
百
済
再
興

が
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
中
大
兄
皇
子

（
天
智
天
皇
）
は
、
唐
帝
国
と
の
国
力
の

差
を
痛
感
、新
国
家
づ
く
り
を
決
意
し
た
。

唐
、
新
羅
の
進
攻
に
備
え
、
水
城
な
ど
最

前
線
の
大
宰
府
の
防
衛
を
強
化
、
瀬
戸
内

海
ぞ
い
に
朝
鮮
式
山
城
を
築
き
、
都
を
飛

鳥
京
（
奈
良
）
か
ら
大
津
京
（
近
江
・
大

羽
）
に
引
き
、
遷
都
を
決
断
し
即
位
、
中

央
集
権
国
家
に
舵
を
切
っ
た
。

　
水
城
の
最
初
の
学
術
発
掘
調
査
は

１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
）、
初
め
て

行
わ
れ
た
。
現
在
、
世
界
遺
産
と
な
っ

た
宗
像
の
沖
ノ
島
調
査
の
為
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
の
黒
板
勝
美
氏
は
福
岡
入

り
し
た
が
悪
天
候
の
為
、
島
に
渡
れ
ず

に
い
た
。
ち
ょ
う
ど
国
鉄
・
鹿

児
島
線
の
拡
幅
工
事
で
水
城

（
太
宰
府
市
吉
松
）
の
開
削
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞

き
、
現
場
に
駆
け
付
け
た
。

　
水
城
の
開
削
は
、
国
鉄
前
身

の
九
州
鉄
道
が
久
留
米
ま
で
延

伸
す
る
と
き
、
既
に
開
削
さ
れ

て
い
た
が
、
複
線
化
の
為
、
水

城
を
さ
ら
に
削
っ
て
線
路
用
地

を
確
保
す
る
拡
張
工
事
で
あ
っ

た
。

　
黒
板
教
授
は
、
早
速
、
水
城

の
学
術
発
掘
調
査
を
始
め
た
。

黒
板
教
授
は
古
代
史
、
古
文
書

学
の
体
系
化
を
行
い
、「
国
史

大
系
」
の
校
定
に
も
参
加
し
て

い
る
。
ま
た
古
社
寺
保
存
会
、

国
宝
保
存
会
な
ど
に
参
加
、
全

国
的
な
文
化
財
保
存
に
努
め
て

き
て
い
る
。

　
黒
板
教
授
は
水
城
土
塁
の
断

面
を
詳
細
に
調
査
、
そ
の
後
も

九
州
帝
国
大
学
の
中
山
平
次
郎
教
授

と
共
に
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

１
０
０
年
後
、
九
州
歴
史
資
料
館
が
再

度
の
学
術
調
査
を
行
い
、
水
城
断
面
の

保
護
、
版
築
な
ど
そ
の
工
法
、
構
造
の

説
明
板
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　
黒
板
教
授
は
学
術
調
査
を
行
う
に
当

た
っ
て
、
当
時
、
観
世
音
寺
に
滞
在
し

て
い
た
美
術
学
校
の
卒
業
生
・
久
富
寿

年
を
同
行
、
現
場
の
ス
ケ
ッ
チ
を
依
頼

し
た
。
こ
れ
が
「
筑
前
太
宰
府
水
城
の

一
部
切
掘
図
」（
東
京
大
学
所

蔵
）
で
、
水
城
の
詳
細
な
構
造

を
綿
密
に
描
き
込
ん
で
い
る
。

　
切
堀
図
は
ま
ず
水
城
の
基
礎

部
分
の
上
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
土
塁
を
描
き
、
そ
の
断
面
は

水
平
方
向
に
褐
色
と
暗
灰
色
の

地
層
を
描
き
分
け
、
棒
で
突
き

固
め
る
版
築
工
法
が
行
わ
れ
、

土
塁
下
部
は
濃
い
褐
色
や
暗
灰

色
で
描
き
分
け
ら
れ
、
土
塁
盛

り
土
の
「
滑
り
」
を
防
止
す
る

敷
粗
朶
工
法
で
あ
る
こ
と
を
描

き
込
ん
で
い
る
。

１００年前の水城学術調査
詳細な土塁切掘図も

100年前の水城スケッチ
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６
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６
６
７
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６
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〇
７
５
３
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宰
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到
着
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は
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年

〇
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６
５
年
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、
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、
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官
も
派
遣
さ
れ
る
。

○
７
９
４
年
　
平
安
京

〇
８
０
６
年
　
空
海
帰
国
。
観
世
音
寺
に

滞
在

○
８
９
４
年
　
遣
唐
使
廃
止

〇
９
０
３
年
　
菅
原
道
真
、
大
宰
府
に
左

遷
、
２
年
後
死
去
。

〇
９
４
１
年
　
純
友
の
乱
で
、
大
宰
府
焼

失
、
再
建
（
第
Ⅲ
期
）

〇
１
１
５
８
年
　
平
清
盛
、
大
宰
少
弐
。

日
宋
貿
易
が
隆
盛
。

〇
１
１
８
０
年
源
平
の
戦
い
、
３
年
後
、

平
家
一
門
大
宰
府
へ
。

〇
１
１
８
５
年
　
壇
ノ
浦
の
戦
い
、
平
家

滅
亡

〇
１
２
７
４
年
蒙
古
襲
来
（
文
永
の
役
）、

日
本
軍
水
城
ま
で
退
却

〔
参
考
〕

―
―
大
宝
律
令
、中
央
、地
方
制
度
を
整
え
る

大
宝
律
令
は
７
０
１
年
に
作
ら
れ
て
い

る
。
律
は
刑
法
、
令
は
行
政
法
。
そ
れ
に

先
立
つ
「
改
新
の
詔
」
を
基
本
と
し
て
①

公
地
公
民
制
（
租
庸
調
）
②
地
方
制
度
③

戸
籍
、
班
田
収
授
④
税
制
の
四
本
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
地
方
制
度
は
①
全
国
を
畿
内
七
道
に
分

け
、
②
地
方
の
長
に
国
司
、
そ
の
下
に
郡

司
、
里
長
を
置
い
た
。

―
―
敗
戦
を
機
に
、
中
央
集
権
強
化
へ

白
村
江
の
戦
い
で
大
敗
し
、
百
済
再
興

が
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
中
大
兄
皇
子

（
天
智
天
皇
）
は
、
唐
帝
国
と
の
国
力
の

差
を
痛
感
、新
国
家
づ
く
り
を
決
意
し
た
。

唐
、
新
羅
の
進
攻
に
備
え
、
水
城
な
ど
最

前
線
の
大
宰
府
の
防
衛
を
強
化
、
瀬
戸
内

海
ぞ
い
に
朝
鮮
式
山
城
を
築
き
、
都
を
飛

鳥
京
（
奈
良
）
か
ら
大
津
京
（
近
江
・
大

羽
）
に
引
き
、
遷
都
を
決
断
し
即
位
、
中

央
集
権
国
家
に
舵
を
切
っ
た
。

　
水
城
の
最
初
の
学
術
発
掘
調
査
は

１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
）、
初
め
て

行
わ
れ
た
。
現
在
、
世
界
遺
産
と
な
っ

た
宗
像
の
沖
ノ
島
調
査
の
為
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
の
黒
板
勝
美
氏
は
福
岡
入

り
し
た
が
悪
天
候
の
為
、
島
に
渡
れ
ず

に
い
た
。
ち
ょ
う
ど
国
鉄
・
鹿

児
島
線
の
拡
幅
工
事
で
水
城

（
太
宰
府
市
吉
松
）
の
開
削
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞

き
、
現
場
に
駆
け
付
け
た
。

　
水
城
の
開
削
は
、
国
鉄
前
身

の
九
州
鉄
道
が
久
留
米
ま
で
延

伸
す
る
と
き
、
既
に
開
削
さ
れ

て
い
た
が
、
複
線
化
の
為
、
水

城
を
さ
ら
に
削
っ
て
線
路
用
地

を
確
保
す
る
拡
張
工
事
で
あ
っ

た
。

　
黒
板
教
授
は
、
早
速
、
水
城

の
学
術
発
掘
調
査
を
始
め
た
。

黒
板
教
授
は
古
代
史
、
古
文
書

学
の
体
系
化
を
行
い
、「
国
史

大
系
」
の
校
定
に
も
参
加
し
て

い
る
。
ま
た
古
社
寺
保
存
会
、

国
宝
保
存
会
な
ど
に
参
加
、
全

国
的
な
文
化
財
保
存
に
努
め
て

き
て
い
る
。

　
黒
板
教
授
は
水
城
土
塁
の
断

面
を
詳
細
に
調
査
、
そ
の
後
も

九
州
帝
国
大
学
の
中
山
平
次
郎
教
授

と
共
に
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

１
０
０
年
後
、
九
州
歴
史
資
料
館
が
再

度
の
学
術
調
査
を
行
い
、
水
城
断
面
の

保
護
、
版
築
な
ど
そ
の
工
法
、
構
造
の

説
明
板
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　
黒
板
教
授
は
学
術
調
査
を
行
う
に
当

た
っ
て
、
当
時
、
観
世
音
寺
に
滞
在
し

て
い
た
美
術
学
校
の
卒
業
生
・
久
富
寿

年
を
同
行
、
現
場
の
ス
ケ
ッ
チ
を
依
頼

し
た
。
こ
れ
が
「
筑
前
太
宰
府
水
城
の

一
部
切
掘
図
」（
東
京
大
学
所

蔵
）
で
、
水
城
の
詳
細
な
構
造

を
綿
密
に
描
き
込
ん
で
い
る
。

　
切
堀
図
は
ま
ず
水
城
の
基
礎

部
分
の
上
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
土
塁
を
描
き
、
そ
の
断
面
は

水
平
方
向
に
褐
色
と
暗
灰
色
の

地
層
を
描
き
分
け
、
棒
で
突
き

固
め
る
版
築
工
法
が
行
わ
れ
、

土
塁
下
部
は
濃
い
褐
色
や
暗
灰

色
で
描
き
分
け
ら
れ
、
土
塁
盛

り
土
の
「
滑
り
」
を
防
止
す
る

敷
粗
朶
工
法
で
あ
る
こ
と
を
描

き
込
ん
で
い
る
。

１００年前の水城学術調査
詳細な土塁切掘図も

100年前の水城スケッチ
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第
１
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
１
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
文
化
財
保
護
課

　
　
福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
文
化
財
保
護
課

　
　
　
　
　
　
入入い
り
い
り

佐さ

友と
も
い
ち
ろ
う

一
郎
氏

―
―
大
野
城
な
ど
は
、
日

本
に
亡
命
し
た
百
済
の
技

術
者
の
指
導
で
造
ら
れ
た

と
日
本
書
紀
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
人
物
像
を
伝
え

る
史
料
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

入
佐
氏
　
憶
礼
福
留
と
四

比
福
夫
で
す
が
、
か
な
り

高
位
の
人
物
で
「
達
卒

（
た
っ
そ
つ
）」
と
呼
ば
れ
る
最
高
位
か
ら

２
番
目
の
位
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
工
事
の

「
総
責
任
者
」
的
存
在
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
人
物
像
が
浮
か
ぶ

ほ
ど
の
史
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
二
人
以
外
に
も
亡
命
者
が
関
与
し
て

い
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
百
済
か
ら
の
亡
命
者
は
相
当
数

い
た
よ
う
で
す
。城
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
、

二
人
が
直
接
、
現
場
で
指
揮
し
た
と
い
う

よ
り
は
、
部
下
に
指
示
を
し
て
現
場
の
指

揮
や
監
督
を
行
わ
せ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
部
下
も
亡
命
技
術
者

で
あ
っ
た
可
能
性
は
当
然
あ
り
ま
す
。

―
―
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
な
ど
山
城

の
土
塁
な
ど
版
築
で
突
き
固
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
円
墳
な
ど
墳
墓
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
百
済
技
術
者
が
も
た
ら
し
た
版

築
の
特
徴
は
？

入
佐
氏
　
版
築
の
「
版
」
は
板
、「
築
」

は
突
き
固
め
る
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま

り
、版
築
と
は
、板
で
作
っ
た
型
枠（
側
壁
）

の
中
に
土
材
を
入
れ
て
、
棒
な
ど
で
突
き

固
め
る
行
為
で
す
。
一
方
、
円
墳
な
ど
に

使
わ
れ
た
盛
土
は
確
か
に
互
層
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、「
版
」
に
相
当
す
る
物
証
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
円
墳
の
勾
配
は

土
塁
斜
面
に
比
べ
る
と
緩
く
、
側
方
を
固

定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

プロフイール
昭和45年８月生まれ、福岡県出身。平成６年山口大学農学部生産
環境学コース卒業、民間会社で地質調査や土木構造物の設計業務
に従事、平成17年１月から福岡県文化財保護課に奉職、特別史跡
大野城跡や同水城跡の環境整備事業を担当、市町村が行う史跡整
備事業にも助言を行っている。

水城版築の作業模型

水城調査（版築で層状に突きかためられた）

「
版
築
、
敷
粗
朶
工
法
―
驚
く
べ
き

「
版
築
、
敷
粗
朶
工
法
―
驚
く
べ
き

　
古
代
の
叡
智
。
地
質
の
使
い
分
け
も
」

　
古
代
の
叡
智
。
地
質
の
使
い
分
け
も
」
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と
考
え
ま
す
。

―
―
土
塁
な
ど
の
ほ
か
、
建
造
物
の
柱
の

基
礎
固
め
に
も
版
築
は
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
用
途
は
相
当
、
広
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
版
築
は
、
ど
の
よ
う
に
土

を
変
化
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
土
は
大
小
様
々
な
粒
子
で
構
成

さ
れ
、
粒
子
間
に
も
大
小
の
隙
間
が
あ
り

ま
す
。
突
き
固
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土

の
粒
子
が
う
ま
く
か
み
合
い
間
隙
が
小
さ

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
強
度
が
生

ま
れ
、雨
水
の
浸
み
込
み
が
少
な
く
な
り
、

強
い
盛
土
が
出
来
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
す
。

―
―
版
築
の
実
験
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
分
か
っ
た
こ
と

は
？
　
ま
た
、
版
築
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

強
度
は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う
。

入
佐
氏
　
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
史
跡
等

を
復
元
す
る
場
合
、
当
時
の
工
法
を
可
能

な
限
り
踏
襲
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
の
工
事
で

は
機
械
を
用
い
て
盛
土
を
行
う
た
め
、
工

事
業
者
に
版
築
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
て

も
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

別
の
ヤ
ー
ド
で
版
築
の
試
験
施
工
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
野
城
に
お
け
る
発
掘
調
査
で
は
、
版

築
盛
土
１
層
あ
た
り
の
厚
さ
と
し
て
10
㎝

内
外
と
い
う
値
を
得
ま
し
た
。
こ
の
厚
み

の
盛
土
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
最
初
の

土
の
撒
き
出
し
厚
を
、
17
㎝
ほ
ど
に
す
れ

ば
よ
い
こ
と
が
試
験
施
工
で
判
明
し
ま
し

た
。

　
強
度
に
つ
い
て
は
、
突
き
固
め
回
数
と

土
の
水
分
含
有
量
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

両
者
と
も
に
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も

適
切
な
強
度
に
は
な
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

最
適
含
水
量
は
、
土
を
手
で
握
り
、
開
く

と
土
の
塊
が
で
き
、
そ
し
て
手
を
軽
く
左

右
に
振
れ
ば
、
そ
の
塊
り
が
崩
れ
る
程
度

が
最
適
な
水
分
量
で
し
た
。
突
き
固
め
の

回
数
の
判
断
も
水
分
量
と
同
様
、
感
覚
的

な
基
準
と
な
り
ま
し
た
。
突
き
棒
の
跳
ね

返
り
が
最
も
良
い
状
態
で
止
め
る
と
い
う

も
の
で
す
。

―
―
盛
土
の
強
度
は
盛
土
の
勾
配
に
関
わ

り
ま
す
。
ど
の
程
度
ま
で
急
こ
う
配
は
可

能
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
高
さ
５
ｍ
の
盛
土
を
造
成
す
る

際
、
現
在
の
安
定
基
準
に
お
け
る
盛
土
勾

配
は
１
：
１
・
５
が
基
本
で
す
が
、
版
築

で
は
、
１
：
０
・
６
〜
０
・
８
と
い
う
急
勾

配
の
城
壁
の
実
現
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
野
城
の
太
宰
府
口
城
門
の
東
側
に
延
び

る
土
塁
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
そ
の
急
こ
う

配
の
具
合
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
現
代
土

木
技
術
を
学
ん
だ
自
分
に
と
っ
て
も
、
こ

の
こ
と
は
驚
嘆
に
値
し
ま
し
た
。
ま
た
、

水
城
の
場
合
、
外
側
（
博
多
湾
側
）
は
急

こ
う
配
に
し
、
内
側
は
緩
や
か
な
傾
斜
さ

せ
、
土
塁
積
土
を
城
内
側
へ
傾
斜
さ
せ
る

「
傾
斜
版
築
」
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
水
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
し
、
城
壁
面
を
安

定
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
と
判
断
し
て
い
ま

す
。

―
―
現
代
で
は
、
土
を
転
圧
す
る
の
に
タ

イ
ヤ
ロ
ー
ラ
な
ど
の
重
機
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
版
築
と
の
強
度
の
差
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
？

入
佐
氏
　
現
在
は
盛
土
の
厚
さ
30
〜
50
㎝

で
転
圧
し
ま
す
が
、
下
部
ま
で
緻
密
に
締

め
固
ま
る
わ
け
で
は
な
く
上
層
が
中
心
で

す
。
と
こ
ろ
が
古
代
の
版
築
は
10
㎝
の
厚

さ
な
の
で
、
全
体
が
締
め
固
ま
っ
て
い
ま

す
。
盛
土
の
強
度
に
差
が
あ
る
と
す
れ
ば

こ
こ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
土
工
の
場
合
、
盛
土
、
切
土
を
伴
い

ま
す
が
、
し
ば
し
ば
地
滑
り
や
崩
壊
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
水
城
で
は
崩
れ
な
ど
の

対
策
に
敷
粗
朶
工
法
が
使
わ
れ
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
工
法
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
敷
粗
朶
工
法
は
現
代
的
に
言
え

ば
軟
弱
地
盤
対
策
工
法
の
一
つ
で
す
。
木

の
枝
や
葉
を
敷
い
て
、
円
弧
す
べ
り
な
ど

を
防
止
す
る
も
の
で
す
。
現
代
で
は
テ
ン

サ
―
や
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
材
料
が
違
う
だ
け
で

同
じ
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
発
掘
調
査
の
時
、
出
土
し
た
葉
が
ま

だ
青
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
し
か

し
、
空
気
に
触
れ
て
、
た
ち
ま
ち
黒
く
変

色
し
ま
し
た
。
敷
粗
朶
は
意
図
し
て
地
下

水
位
以
下
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
水
中

に
沈
め
る
と
腐
敗
せ
ず
に
残
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
古
代
の
人
々

は
、
枝
葉
と
い
う
自
然
の
材
料
を
巧
み
に

利
用
し
て
す
べ
り
防
止
を
行
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
地
層
の
軟
弱
度
に
応
じ

て
、
枝
葉
を
最
大
で
11
層
も
重
ね
て
い
る

水城断面ひろば（ＪＲ水城駅）
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と
考
え
ま
す
。

―
―
土
塁
な
ど
の
ほ
か
、
建
造
物
の
柱
の

基
礎
固
め
に
も
版
築
は
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
用
途
は
相
当
、
広
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
版
築
は
、
ど
の
よ
う
に
土

を
変
化
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
土
は
大
小
様
々
な
粒
子
で
構
成

さ
れ
、
粒
子
間
に
も
大
小
の
隙
間
が
あ
り

ま
す
。
突
き
固
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土

の
粒
子
が
う
ま
く
か
み
合
い
間
隙
が
小
さ

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
強
度
が
生

ま
れ
、雨
水
の
浸
み
込
み
が
少
な
く
な
り
、

強
い
盛
土
が
出
来
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
す
。

―
―
版
築
の
実
験
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
分
か
っ
た
こ
と

は
？
　
ま
た
、
版
築
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

強
度
は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う
。

入
佐
氏
　
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
史
跡
等

を
復
元
す
る
場
合
、
当
時
の
工
法
を
可
能

な
限
り
踏
襲
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
の
工
事
で

は
機
械
を
用
い
て
盛
土
を
行
う
た
め
、
工

事
業
者
に
版
築
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
て

も
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

別
の
ヤ
ー
ド
で
版
築
の
試
験
施
工
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
野
城
に
お
け
る
発
掘
調
査
で
は
、
版

築
盛
土
１
層
あ
た
り
の
厚
さ
と
し
て
10
㎝

内
外
と
い
う
値
を
得
ま
し
た
。
こ
の
厚
み

の
盛
土
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
最
初
の

土
の
撒
き
出
し
厚
を
、
17
㎝
ほ
ど
に
す
れ

ば
よ
い
こ
と
が
試
験
施
工
で
判
明
し
ま
し

た
。

　
強
度
に
つ
い
て
は
、
突
き
固
め
回
数
と

土
の
水
分
含
有
量
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

両
者
と
も
に
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も

適
切
な
強
度
に
は
な
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

最
適
含
水
量
は
、
土
を
手
で
握
り
、
開
く

と
土
の
塊
が
で
き
、
そ
し
て
手
を
軽
く
左

右
に
振
れ
ば
、
そ
の
塊
り
が
崩
れ
る
程
度

が
最
適
な
水
分
量
で
し
た
。
突
き
固
め
の

回
数
の
判
断
も
水
分
量
と
同
様
、
感
覚
的

な
基
準
と
な
り
ま
し
た
。
突
き
棒
の
跳
ね

返
り
が
最
も
良
い
状
態
で
止
め
る
と
い
う

も
の
で
す
。

―
―
盛
土
の
強
度
は
盛
土
の
勾
配
に
関
わ

り
ま
す
。
ど
の
程
度
ま
で
急
こ
う
配
は
可

能
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
高
さ
５
ｍ
の
盛
土
を
造
成
す
る

際
、
現
在
の
安
定
基
準
に
お
け
る
盛
土
勾

配
は
１
：
１
・
５
が
基
本
で
す
が
、
版
築

で
は
、
１
：
０
・
６
〜
０
・
８
と
い
う
急
勾

配
の
城
壁
の
実
現
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
野
城
の
太
宰
府
口
城
門
の
東
側
に
延
び

る
土
塁
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
そ
の
急
こ
う

配
の
具
合
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
現
代
土

木
技
術
を
学
ん
だ
自
分
に
と
っ
て
も
、
こ

の
こ
と
は
驚
嘆
に
値
し
ま
し
た
。
ま
た
、

水
城
の
場
合
、
外
側
（
博
多
湾
側
）
は
急

こ
う
配
に
し
、
内
側
は
緩
や
か
な
傾
斜
さ

せ
、
土
塁
積
土
を
城
内
側
へ
傾
斜
さ
せ
る

「
傾
斜
版
築
」
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
水
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
し
、
城
壁
面
を
安

定
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
と
判
断
し
て
い
ま

す
。

―
―
現
代
で
は
、
土
を
転
圧
す
る
の
に
タ

イ
ヤ
ロ
ー
ラ
な
ど
の
重
機
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
版
築
と
の
強
度
の
差
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
？

入
佐
氏
　
現
在
は
盛
土
の
厚
さ
30
〜
50
㎝

で
転
圧
し
ま
す
が
、
下
部
ま
で
緻
密
に
締

め
固
ま
る
わ
け
で
は
な
く
上
層
が
中
心
で

す
。
と
こ
ろ
が
古
代
の
版
築
は
10
㎝
の
厚

さ
な
の
で
、
全
体
が
締
め
固
ま
っ
て
い
ま

す
。
盛
土
の
強
度
に
差
が
あ
る
と
す
れ
ば

こ
こ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
土
工
の
場
合
、
盛
土
、
切
土
を
伴
い

ま
す
が
、
し
ば
し
ば
地
滑
り
や
崩
壊
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
水
城
で
は
崩
れ
な
ど
の

対
策
に
敷
粗
朶
工
法
が
使
わ
れ
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
工
法
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

入
佐
氏
　
敷
粗
朶
工
法
は
現
代
的
に
言
え

ば
軟
弱
地
盤
対
策
工
法
の
一
つ
で
す
。
木

の
枝
や
葉
を
敷
い
て
、
円
弧
す
べ
り
な
ど

を
防
止
す
る
も
の
で
す
。
現
代
で
は
テ
ン

サ
―
や
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
材
料
が
違
う
だ
け
で

同
じ
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
発
掘
調
査
の
時
、
出
土
し
た
葉
が
ま

だ
青
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
し
か

し
、
空
気
に
触
れ
て
、
た
ち
ま
ち
黒
く
変

色
し
ま
し
た
。
敷
粗
朶
は
意
図
し
て
地
下

水
位
以
下
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
水
中

に
沈
め
る
と
腐
敗
せ
ず
に
残
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
古
代
の
人
々

は
、
枝
葉
と
い
う
自
然
の
材
料
を
巧
み
に

利
用
し
て
す
べ
り
防
止
を
行
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
地
層
の
軟
弱
度
に
応
じ

て
、
枝
葉
を
最
大
で
11
層
も
重
ね
て
い
る

水城断面ひろば（ＪＲ水城駅）
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と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
驚
く
べ
き
古
代

の
叡
智
と
い
え
ま
す
。

―
―
版
築
に
は
ど
の
よ
う
な
土
材
が
使
わ

れ
た
の
で
す
か
？

入
佐
氏
　
水
城
の
場
合
、
山
の
土
、
火
山

の
土
、
川
の
土
と
い
う
様
々
な
土
を
上
手

く
使
い
分
け
て
い
ま
し
た
が
、
大
野
城
で

は
花
崗
岩
の
風
化
土
で
あ
る
マ
サ
土
が
主

体
で
部
分
的
に
粘
性
土
を
用
い
て
い
ま
し

た
。
３
０
０
ｍ
以
上
の
峰
々
に
土
塁
が
築

か
れ
た
こ
と
か
ら
、
水
城
の
よ
う
に
様
々

な
土
を
用
い
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

―
―
明
治
初
期
、
築
堤
さ
れ
た
筑
後
川
河

口
の
デ
レ
ー
ケ
導
水
堤
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の

技
術
者
が
粗
朶
工
法
で
安
定
さ
せ
て
い
ま

す
。粗
朶
工
法
の
伝
来
ル
ー
ト
に
つ
い
て
。

入
佐
氏
　
敷
粗
朶
は
、
扶
余
の
城
郭
の
一

部
に
も
使
わ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
、

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
達
し
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
し
ょ
う
。
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
は
軟

弱
地
盤
が
多
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
滑
り
や

沈
下
の
対
策
技
術
が
発
達
し
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
日
本
や
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
播
し

た
か
否
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

―
―
大
野
城
、
基
肄
城
で
は
石
垣
が
多
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
石
積
み
の
工
法
に
特
徴

は
あ
り
ま
す
か
。
後
世
の
「
野
面
積
み
」

と
の
違
い
は
？
ま
た
、
栗
石
な
ど
詰
め
石

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

入
佐
氏
　
非
整
形
の
石
を
そ
の
ま
ま
積
み

上
げ
て
行
く
「
野
面
積
み
」
と
言
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
75
度
も
の
城
壁

を
築
造
し
て
お
り
、
多
分
、
石
工
は
豊
か

な
経
験
に
基
づ
い
て
積
み
上
げ
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
築
石
は
思
っ
た
ほ
ど
大

き
く
は
な
く
、人
力
で
動
か
せ
る
程
度
で
、

し
か
も
、
石
垣
よ
り
も
上
位
や
側
方
か
ら

採
石
し
て
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
下
位
か

ら
運
び
上
げ
る
よ
り
は
る
か
に
効
率
的
で

す
。
お
よ
そ
同
じ
時
代
の
神
籠
石
で
は
加

工
さ
れ
た
石
を
使
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
切

石
積
み
の
技
術
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
が
、
築
城
を
急
い
だ
こ
と
か
ら
、
こ
の

積
み
方
に
な
っ
た
と
想
定
し
ま
す
。
背
面

の
栗
石
な
ど
に
も
表
面
に
使
用
で
き
る
ほ

ど
の
大
き
な
石
材
が
混
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
形
が
悪
く
表
面
で
は
使
え
な
か
っ
た

も
の
と
推
測
し
ま
す
。

―
―
百
間
石
垣
、
大
石
垣
な
ど
、
豪
雨
な

ど
で
被
災
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
石
垣
の
崩
壊
防
止
の
手
立
て

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
基
肄
城
の
南
門
石
垣
に
は
水
門
な
ど

石垣の基礎

大野城・大宰府口の城門大宰府口の城門跡

大宰府口の城門石垣 宇美口の大石垣
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工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
工
法
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
か
。

入
佐
氏
　
基
肄
城
の
石
垣
に
は
、
い
く
つ

か
の
水
門
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
垣
、

城
門
は
谷
筋
に
築
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

水
量
に
応
じ
た
適
切
な
排
水
構
造
を
設
け

な
い
と
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、

あ
ま
り
大
き
な
水
門
を
設
け
る
と
敵
の
侵

入
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
複
数
の
水

門
を
設
け
る
な
ど
防
御
と
排
水
の
バ
ラ
ン

ス
に
も
配
慮
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

―
―
太
宰
府
口
や
宇
美
口
の
城
門
と
の
構

造
的
な
違
い
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

入
佐
氏
　
宇
美
口
は
谷
が
大
き
く
、
か
な

り
の
水
量
を
有
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か

ら
、
水
門
も
か
な
り
大
き
な
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
複
数
の
水
門
を
有
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
流
失
し
て
お
り
詳

細
な
構
造
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
興
味

深
い
の
は
、太
宰
府
口
の
排
水
方
法
で
す
。

城
外
側
か
ら
城
門
に
向
か
っ
て
左
側
に

「
水
の
手
口
石
塁
」
と
呼
ば
れ
る
石
垣
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
城
内
側
に
近
接
し
て

池
状
の
窪
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
小
さ

な
谷
筋
で
す
か
ら
、
大
雨
の
際
に
水
は
溜

ま
り
ま
す
が
、
表
面
観
察
で
は
水
門
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
石
垣

が
吸
い
込
ん
だ
水
は
伏
流
し
て
い
て
、
30

〜
50
ｍ
下
流
側
で
排
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
排
水
方
法
は
地
形
に
合
わ

せ
て
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま

で
お
話
し

た
よ
う
に
、

地
形
、
地

質
な
ど
現
場
の
諸
条
件
に
対
し
て
、
臨
機

応
変
に
技
術
を
使
い
分
け
、
大
野
城
や
水

城
な
ど
の
大
土
木
工
事
を
成
し
遂
げ
て

い
っ
た
古
代
の
人
々
の
技
術
、
あ
る
い
は

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
、
驚
か
さ
れ
る

ば
か
り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
、

古
代
の
人
々
の
知
恵
や
労

苦
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

亡命貴族の憶礼福留の像（鞠智城公園）

　
九
州
道
・
菊
水
Ｉ
Ｃ
か
ら
山
鹿
温
泉

へ
国
道
３
２
５
号
で
菊
池
温
泉
に
向
か

う
（
菊
水
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
45
分
、
植

木
Ｉ
Ｃ
か
ら
25
分
）。
菊
池
川
の
中
流

に
あ
た
る
高
台
に
、
鞠
智
城
が
あ
る
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
・
八
角
形
の
木
造
三

階
建
て
の
建
物
「
鼓
楼
」
が
ま
ず
目
に

入
る
。
城
跡
か
ら
こ
れ
ま
で
に
七
十
二

棟
の
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
、
大
半
は
倉

庫
群
、
あ
る
い
は
兵
舎
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　
大
宰
府
の
水
城
や
大
野
城
な

ど
の
築
城
に
合
わ
せ
て
建
設
さ

れ
た
と
み
ら
れ
、
工
事
を
指

揮
し
た
と
さ
れ
る
百
済
・
亡
命

貴
族
の
一
人
、
憶
礼
福
留
（
お

く
ら
い
ふ
く
ろ
）
の
像
が
作
ら

れ
て
い
る
。
大
宰
府
か
ら
直
線

距
離
で
約
62
㎞
。
近
く
に
は
古

代
官
道
も
走
っ
て
い
た
。「
続

日
本
記
」
に
大
宰
府
に
鞠
智
城

修
繕
を
命
じ
た
記
述
（
８
５
８

年
）
が
あ
る
。
城
の
南
側
に
菊

鹿
盆
地
、
豊
か
な
穀
倉
地
帯
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
鞠
智
城
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
の
か
。
一
つ
は
大
宰
府
防
衛
の

「
兵
站
基
地
」
で
あ
り
、
戦
い
に
備
え

て
食
糧
、
兵
器
を
備
蓄
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
南
に
位

置
す
る
古
代
山
城
で
あ
り
「
隼
人
族
」

へ
備
え
る
軍
事
基
地
で
あ
っ
た
と
も
。

出
土
品
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
銅
造
菩

薩
立
像
」（
高
さ
12
・
７
㎝
）。
菩
薩
立

像
は
横
か
ら
見
る
と
や
や
お
腹
を
前
に

出
し
て
、
Ｓ
字
の
優
雅
な
曲
線
を
持
っ

て
い
る
。
念
持
仏
と
見
ら
れ
、
築
城
を

指
揮
し
た
百
済
の
高
官
が
持
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
、
そ
れ
が
憶
礼
福
留
像
に

繋
が
っ
て
い
る
。
八
角
形
の
建
物
は
直

径
90
㎝
の
芯
柱
の
周
辺
に
八
角
形
に
三

重
の
柱
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
書
紀
の
修
繕
の
記
事
が

あ
る
頃
が
最
盛
期
で
、
天
安
２

年
（
８
５
８
）
に
倉
11
棟
が
焼

失
、
10
世
紀
後
半
に
は
役
割
を

終
え
て
い
る
。

　
鞠
智
城
跡
は
「
歴
史
公
園
」

と
し
て
整
備
さ
れ
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
と
し
て「
温
故
創
生
館
」

が
あ
る
。

大宰府の兵站基地？
鞠智城

鞠智城跡の建て物＝八角楼と倉庫

排
水
構
造
を
持
つ
石
垣

排
水
構
造
を
持
つ
石
垣
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工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
工
法
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
か
。

入
佐
氏
　
基
肄
城
の
石
垣
に
は
、
い
く
つ

か
の
水
門
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
垣
、

城
門
は
谷
筋
に
築
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

水
量
に
応
じ
た
適
切
な
排
水
構
造
を
設
け

な
い
と
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、

あ
ま
り
大
き
な
水
門
を
設
け
る
と
敵
の
侵

入
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
複
数
の
水

門
を
設
け
る
な
ど
防
御
と
排
水
の
バ
ラ
ン

ス
に
も
配
慮
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

―
―
太
宰
府
口
や
宇
美
口
の
城
門
と
の
構

造
的
な
違
い
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

入
佐
氏
　
宇
美
口
は
谷
が
大
き
く
、
か
な

り
の
水
量
を
有
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か

ら
、
水
門
も
か
な
り
大
き
な
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
複
数
の
水
門
を
有
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
流
失
し
て
お
り
詳

細
な
構
造
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
興
味

深
い
の
は
、太
宰
府
口
の
排
水
方
法
で
す
。

城
外
側
か
ら
城
門
に
向
か
っ
て
左
側
に

「
水
の
手
口
石
塁
」
と
呼
ば
れ
る
石
垣
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
城
内
側
に
近
接
し
て

池
状
の
窪
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
小
さ

な
谷
筋
で
す
か
ら
、
大
雨
の
際
に
水
は
溜

ま
り
ま
す
が
、
表
面
観
察
で
は
水
門
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
石
垣

が
吸
い
込
ん
だ
水
は
伏
流
し
て
い
て
、
30

〜
50
ｍ
下
流
側
で
排
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
排
水
方
法
は
地
形
に
合
わ

せ
て
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま

で
お
話
し

た
よ
う
に
、

地
形
、
地

質
な
ど
現
場
の
諸
条
件
に
対
し
て
、
臨
機

応
変
に
技
術
を
使
い
分
け
、
大
野
城
や
水

城
な
ど
の
大
土
木
工
事
を
成
し
遂
げ
て

い
っ
た
古
代
の
人
々
の
技
術
、
あ
る
い
は

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
、
驚
か
さ
れ
る

ば
か
り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
、

古
代
の
人
々
の
知
恵
や
労

苦
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

亡命貴族の憶礼福留の像（鞠智城公園）

　
九
州
道
・
菊
水
Ｉ
Ｃ
か
ら
山
鹿
温
泉

へ
国
道
３
２
５
号
で
菊
池
温
泉
に
向
か

う
（
菊
水
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
45
分
、
植

木
Ｉ
Ｃ
か
ら
25
分
）。
菊
池
川
の
中
流

に
あ
た
る
高
台
に
、
鞠
智
城
が
あ
る
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
・
八
角
形
の
木
造
三

階
建
て
の
建
物
「
鼓
楼
」
が
ま
ず
目
に

入
る
。
城
跡
か
ら
こ
れ
ま
で
に
七
十
二

棟
の
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
、
大
半
は
倉

庫
群
、
あ
る
い
は
兵
舎
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　
大
宰
府
の
水
城
や
大
野
城
な

ど
の
築
城
に
合
わ
せ
て
建
設
さ

れ
た
と
み
ら
れ
、
工
事
を
指

揮
し
た
と
さ
れ
る
百
済
・
亡
命

貴
族
の
一
人
、
憶
礼
福
留
（
お

く
ら
い
ふ
く
ろ
）
の
像
が
作
ら

れ
て
い
る
。
大
宰
府
か
ら
直
線

距
離
で
約
62
㎞
。
近
く
に
は
古

代
官
道
も
走
っ
て
い
た
。「
続

日
本
記
」
に
大
宰
府
に
鞠
智
城

修
繕
を
命
じ
た
記
述
（
８
５
８

年
）
が
あ
る
。
城
の
南
側
に
菊

鹿
盆
地
、
豊
か
な
穀
倉
地
帯
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
鞠
智
城
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
の
か
。
一
つ
は
大
宰
府
防
衛
の

「
兵
站
基
地
」
で
あ
り
、
戦
い
に
備
え

て
食
糧
、
兵
器
を
備
蓄
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
南
に
位

置
す
る
古
代
山
城
で
あ
り
「
隼
人
族
」

へ
備
え
る
軍
事
基
地
で
あ
っ
た
と
も
。

出
土
品
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
銅
造
菩

薩
立
像
」（
高
さ
12
・
７
㎝
）。
菩
薩
立

像
は
横
か
ら
見
る
と
や
や
お
腹
を
前
に

出
し
て
、
Ｓ
字
の
優
雅
な
曲
線
を
持
っ

て
い
る
。
念
持
仏
と
見
ら
れ
、
築
城
を

指
揮
し
た
百
済
の
高
官
が
持
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
、
そ
れ
が
憶
礼
福
留
像
に

繋
が
っ
て
い
る
。
八
角
形
の
建
物
は
直

径
90
㎝
の
芯
柱
の
周
辺
に
八
角
形
に
三

重
の
柱
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
書
紀
の
修
繕
の
記
事
が

あ
る
頃
が
最
盛
期
で
、
天
安
２

年
（
８
５
８
）
に
倉
11
棟
が
焼

失
、
10
世
紀
後
半
に
は
役
割
を

終
え
て
い
る
。

　
鞠
智
城
跡
は
「
歴
史
公
園
」

と
し
て
整
備
さ
れ
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
と
し
て「
温
故
創
生
館
」

が
あ
る
。

大宰府の兵站基地？
鞠智城

鞠智城跡の建て物＝八角楼と倉庫

排
水
構
造
を
持
つ
石
垣

排
水
構
造
を
持
つ
石
垣
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国
家
存
亡
の
時
、
そ
れ
も
差
し
迫
っ
た

危
機
感
の
中
で
朝
鮮
式
山
城
・
大
野
城
と

基
肄
城
の
二
城
の
大
土
木
工
事
は
進
め
ら

れ
た
。
３
万
の
大
軍
を
朝
鮮
半
島
・
百
済

救
援
に
送
り
な
が
ら
、
首
都
・
扶
余
近

く
、
大
河
・
白
村
江
の
河
口
で
唐
と
新
羅

軍
に
大
敗
（
６
６
３
年
）、
兵
士
の
帰
還

も
ま
ま
な
ら
ず
大
半
の
兵
を
残
留
さ
せ
ざ

る
を
得
な
い
惨
敗
を
喫
し
た
。
す
で
に
制

海
権
は
失
わ
れ
、
敵
国
の
上
陸
・
本
土
決

戦
も
想
定
さ
れ
る
切
迫
感
の
中
で
、
水
城

築
堤
と
南
北
の
両
翼
に
位
置
す
る
大
野
城

と
基
肄
城
の
山
城
建
設
は
進
め
ら
れ
た
。

水
城
は
１
・
２
㎞
の
築
堤
、
山
城
は
周
囲

８
㎞
と
４
㎞
の
長
大
な
防
塁
を
巡
ら
せ
た

大
城
郭
で
あ
り
、
わ
ず
か
２
年
で
仕
上
げ

る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
土
木
工
事

だ
っ
た
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
技
術
力
・

施
行
力
は
、
百
済
か
ら
の
亡
命
高
官
２
人

を
ト
ッ
プ
と
す
る
百
済
土
木
技
術
集
団
に

よ
る
技
術
移
転
と
指
導
で
あ
り
、
我
が
国

の
土
木
工
事
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
築
城
後
約
１
１
０
年
、
敵
国
退
散
を

祈
る
守
り
神
・
四
天
王
を
峰
々
に
置
き
守

護
神
、
精
神
的
支
柱
と
し
た
。
現
在
、
四

王
寺
山
と
呼
ば
れ
る
山
の
名
も
そ
れ
に
由

来
す
る
。

百
済
亡
命
貴
族
、
二
人
が
築
城
指
揮

　
日
本
書
紀
は
白
村
江
の
敗
戦
と
天
智
天

皇
四
年
（
６
６
５
）
大
野
城
、
基
肄
城
の

建
設
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の

前
年
、
天
智
三
年
（
６
６
４
）
に
は
東
北

地
方
な
ど
か
ら
動
員
し
た
防
人
を
対
馬
、

壱
岐
な
ど
に
配
備
す
る
と
共
に
、
敵
襲
来

を
速
報
す
る
た
め
「
烽
（
と
ぶ
ひ
）」
＝

烽
火
台
を
置
き
、
水
城
に
続
い
て
翌
四
年

に
は
長
門
城
と
大
野
城
、
基
肄
城
を
築
城

し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
年
の
八
月
、
天
智

天
皇
は
百
済
亡
命
貴
族
の
憶
礼
福
留
と
四

比
福
夫
を
筑
紫
に
派
遣
、
二
人
の
指
揮
下

で
築
城
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。「
朝
鮮
式

山
城
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
水
城
、大
野
城
、基
肄
城
は『
遠
の
朝
廷
・

大
宰
府
』
を
守
る
た
め
の
、
３
点
セ
ッ
ト

の
防
衛
施
設
で
あ
る
。
博
多
湾
か
ら
上
陸

し
た
敵
軍
が
大
宰
府
を
目
指
し
て
、南
下
、

進
軍
し
て
き
た
場
合
、
水
城
で
ま
ず
食
い

止
め
る
。
水
城
は
八
の
字
形
に
広
が
る
福

岡
平
野
の
「
扇
の
要
」、
最
狭
部
に
位
置

し
て
い
る
。
水
城
の
え
ん
堤
の
両
端
に
位

置
す
る
基
山
と
四
王
寺
山
に
基
肄
城
と
大

野
城
を
築
城
、水
城
が
突
破
さ
れ
た
場
合
、

第
２
節
①

大
野
城
―

　北
か
ら
の
外
敵
を
防
ぐ

大
野
城
と
基
肄
城
―
国
土
防
衛
の
両
翼

大
野
城
と
基
肄
城
―
国
土
防
衛
の
両
翼

大
野
城
と
基
肄
城
―
国
土
防
衛
の
両
翼

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、３
点
セ
ッ
ト
の
大
土
木
工
事

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、３
点
セ
ッ
ト
の
大
土
木
工
事

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、３
点
セ
ッ
ト
の
大
土
木
工
事

大宰政庁跡。後方が大野城が築かれた四王寺山

福岡県・大野城跡
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官
人
、
軍
団
が
立
て
こ
も
る
「
逃
げ
込
み

城
」
的
性
格
を
持
ち
、
持
久
戦
に
備
え
て

食
糧
、
武
器
庫(

高
床
式
倉
庫)

な
ど
が

城
内
に
建
築
（
大
野
城
は
約
七
〇
戸
）
さ

れ
て
い
る
。

　
籠
城
戦
を
戦
う
う
え
で
重
要
な
の
は

「
兵
站
」
で
あ
る
。
持
久
戦
に
備
え
て
食

糧
、
武
器
の
備
蓄
が
重
要
と
な
る
。
大
野

城
に
は
礎
石
高
床
式
倉
庫
が
20
棟
、
基
肄

城
に
は
22
棟
の
倉
庫
群
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
切
土
、
盛
り
土
に
よ
っ
て

整
地
、
現
在
の
住
宅
団
地
造
成
を
思
わ
せ

る
。

　
大
野
城
は
四
王
寺
山
の
山
頂
・
尾
根
部

を
約
８
㎞
の
土
塁
で
囲
み
、
谷
部
は
石
垣

で
築
堤
、
城
門
を
構
え
、
敵
襲
の
際
の
最

後
の
防
衛
線
と
し
て
い
る
。
城
郭
は
東
西

約
１
・
５
㎞
、
南
北
約
４
㎞
、
日
本
最
大

級
の
山
城
で
あ
っ
た
。

　
正
門
で
あ
る
大
宰
府
口
か
ら
「
鬼
瓦
」

が
出
土
し
て
い
る
。
大
宰
府
式
鬼
瓦
（
縦

48
・
５
㎝
）
で
カ
ッ
と
目
を
開
き
歯
を
む

き
出
す
迫
真
の
形
相
で
、
大

野
城
の
シ
ン
ボ
ル
。
城
門

は
、
軒
瓦
は
美
し
く
複
雑
な

文
様
入
り
の
鴻
臚
館
式
の
軒

丸
瓦
と
よ
ば
れ
る
。
い
ず
れ

も
大
宰
府
政
庁
と
同
じ
形
式

だ
。
谷
間
を
土
塁
と
石
垣
で

埋
め
侵
入
者
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
木
造
２
階
建
て
の
城
門

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
残
る
の
は
、
石

垣
と
城
門
の
礎
石
、
扉
を
開

閉
す
る
回
転
軸
の
穴
な
ど
で
あ
る
。

高
度
な
建
築
用
具
の
数
々

　
城
門
石
積
（
第
Ⅲ
期
）
の
下
か
ら
４
枚

の
鏡
型
（
直
径
６
㎝
）
と
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
、

鋤
先
（
す
き
さ
き
）
な
ど
が
出
土
し
た
。

い
ず
れ
も
模
倣
品
と
思
わ
れ
る
鉄
製
品

で
、
地
鎮
具
と
し
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
建
築
開
始
に
当
た
っ
て
、
地

の
神
に
供
え
、
現
在
と
変
わ
ら
ぬ
、
工
事

の
無
事
完
成
を
祈
る
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
建
築
道
具
あ
る
い
は
用
具
と
考
え
ら
れ

る
鉄
釘
、
鋲
（
び
ょ
う
）
金
具
、
鉄
斧
、

ノ
ミ
、
さ
ら
に
砥
石
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
北
石
垣
城
門
か
ら
は
扉
を
回
転
さ
せ

る
「
軸
摺
金
具
」（
25
・
５
㎝
）
や
鋲
金
具
。

い
ず
れ
も
鉄
製
、
高
度
な
製
法
に
よ
る
も

の
だ
。

　
城
門
は
南
側
に
大
宰
府
口
な
ど
４
か

所
、
北
側
（
宇
美
口
＝
百
間
石
垣
）
に
５

か
所
、
計
九
か
所
あ
り
、「
逃
げ
込
み
城
」

の
性
格
だ
け
で
な
く
、
反
攻
拠
点
で
も

あ
っ
た
、
と
の
議
論
も
あ
る
。
北
側
の
大

宰
府
口
な
ど
４
つ
城
門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水

城
、
坂
本
（
政
庁
地
区
）
観
世
音
口
な
ど

所
要
施
設
か
ら
の
登
城
路
で
あ
り
異
変
発

生
時
に
は
「
逃
げ
込
み
」
が
可
能
だ
。
し

か
し
、
宇
美
口
な
ど
北
側
の
門
へ
の
登
城

路
は
、
宇
美
口
城
門
を
流
れ
る
川
の
下
流

で
合
流
し
て
お
り
、
む
し
ろ
城
内
の
兵
力

を
集
中
し
て
動
員
、
応
戦
で
き
る
ル
ー
ト

を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ「
攻
撃
型
」

の
構
造
と
読
み
取
る
見
方
も
あ
る
。

高
い
盛
土
技
術
―
版
築

　
大
野
城
に
「
籠
城
」
す
る
視
点
か
ら
す

る
と
、
城
を
取
り
囲
む
防
御
壁
（
城
壁
）

は
８
㎞
に
も
及
ぶ
長
大
な
も
の
で
、
中
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
壁
で
は
な
く
、
大
半

を
土
塁
で
囲
む
防
衛
壁
が
中
心
で
、
谷
間

に
石
積
み
の
石
垣
は
６
か
所
あ
る
に
過
ぎ礎石と城門の構造復元図

大野城の高床式倉庫の礎石。盛土、切土で整地されている。
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官
人
、
軍
団
が
立
て
こ
も
る
「
逃
げ
込
み

城
」
的
性
格
を
持
ち
、
持
久
戦
に
備
え
て

食
糧
、
武
器
庫(

高
床
式
倉
庫)

な
ど
が

城
内
に
建
築
（
大
野
城
は
約
七
〇
戸
）
さ

れ
て
い
る
。
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城
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う
う
え
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の
は

「
兵
站
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る
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食

糧
、
武
器
の
備
蓄
が
重
要
と
な
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。
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野

城
に
は
礎
石
高
床
式
倉
庫
が
20
棟
、
基
肄

城
に
は
22
棟
の
倉
庫
群
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
切
土
、
盛
り
土
に
よ
っ
て

整
地
、
現
在
の
住
宅
団
地
造
成
を
思
わ
せ

る
。

　
大
野
城
は
四
王
寺
山
の
山
頂
・
尾
根
部

を
約
８
㎞
の
土
塁
で
囲
み
、
谷
部
は
石
垣

で
築
堤
、
城
門
を
構
え
、
敵
襲
の
際
の
最

後
の
防
衛
線
と
し
て
い
る
。
城
郭
は
東
西

約
１
・
５
㎞
、
南
北
約
４
㎞
、
日
本
最
大

級
の
山
城
で
あ
っ
た
。

　
正
門
で
あ
る
大
宰
府
口
か
ら
「
鬼
瓦
」

が
出
土
し
て
い
る
。
大
宰
府
式
鬼
瓦
（
縦

48
・
５
㎝
）
で
カ
ッ
と
目
を
開
き
歯
を
む

き
出
す
迫
真
の
形
相
で
、
大

野
城
の
シ
ン
ボ
ル
。
城
門

は
、
軒
瓦
は
美
し
く
複
雑
な

文
様
入
り
の
鴻
臚
館
式
の
軒

丸
瓦
と
よ
ば
れ
る
。
い
ず
れ

も
大
宰
府
政
庁
と
同
じ
形
式

だ
。
谷
間
を
土
塁
と
石
垣
で

埋
め
侵
入
者
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
木
造
２
階
建
て
の
城
門

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
残
る
の
は
、
石

垣
と
城
門
の
礎
石
、
扉
を
開

閉
す
る
回
転
軸
の
穴
な
ど
で
あ
る
。
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建
築
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Ⅲ
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４
枚
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６
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）
と
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ガ
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ナ
、

鋤
先
（
す
き
さ
き
）
な
ど
が
出
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し
た
。

い
ず
れ
も
模
倣
品
と
思
わ
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る
鉄
製
品

で
、
地
鎮
具
と
し
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
建
築
開
始
に
当
た
っ
て
、
地

の
神
に
供
え
、
現
在
と
変
わ
ら
ぬ
、
工
事

の
無
事
完
成
を
祈
る
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
建
築
道
具
あ
る
い
は
用
具
と
考
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れ

る
鉄
釘
、
鋲
（
び
ょ
う
）
金
具
、
鉄
斧
、

ノ
ミ
、
さ
ら
に
砥
石
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
北
石
垣
城
門
か
ら
は
扉
を
回
転
さ
せ

る
「
軸
摺
金
具
」（
25
・
５
㎝
）
や
鋲
金
具
。

い
ず
れ
も
鉄
製
、
高
度
な
製
法
に
よ
る
も

の
だ
。

　
城
門
は
南
側
に
大
宰
府
口
な
ど
４
か

所
、
北
側
（
宇
美
口
＝
百
間
石
垣
）
に
５

か
所
、
計
九
か
所
あ
り
、「
逃
げ
込
み
城
」

の
性
格
だ
け
で
な
く
、
反
攻
拠
点
で
も

あ
っ
た
、
と
の
議
論
も
あ
る
。
北
側
の
大

宰
府
口
な
ど
４
つ
城
門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水

城
、
坂
本
（
政
庁
地
区
）
観
世
音
口
な
ど

所
要
施
設
か
ら
の
登
城
路
で
あ
り
異
変
発

生
時
に
は
「
逃
げ
込
み
」
が
可
能
だ
。
し

か
し
、
宇
美
口
な
ど
北
側
の
門
へ
の
登
城

路
は
、
宇
美
口
城
門
を
流
れ
る
川
の
下
流

で
合
流
し
て
お
り
、
む
し
ろ
城
内
の
兵
力

を
集
中
し
て
動
員
、
応
戦
で
き
る
ル
ー
ト

を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ「
攻
撃
型
」

の
構
造
と
読
み
取
る
見
方
も
あ
る
。

高
い
盛
土
技
術
―
版
築

　
大
野
城
に
「
籠
城
」
す
る
視
点
か
ら
す

る
と
、
城
を
取
り
囲
む
防
御
壁
（
城
壁
）

は
８
㎞
に
も
及
ぶ
長
大
な
も
の
で
、
中
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
壁
で
は
な
く
、
大
半

を
土
塁
で
囲
む
防
衛
壁
が
中
心
で
、
谷
間

に
石
積
み
の
石
垣
は
６
か
所
あ
る
に
過
ぎ礎石と城門の構造復元図

大野城の高床式倉庫の礎石。盛土、切土で整地されている。
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な
い
。
土
塁
の
天
端
幅
は
２
〜
３
ｍ
、
高

さ
は
約
５
ｍ
。
版
築
は
、
土
を
盛
り
棒
で

突
き
固
め
る
人
力
作
業
。
版
築
の
外
側
か

ら
発
掘
さ
れ
た
柱
跡
な
ど
か
ら
、
木
材
で

型
枠
を
造
り
、
土
を
盛
り
、
突
き
固
め
の

作
業
を
行
う
。
突
き
固
め
作
業
を
終
え
る

と
、
そ
の
上
に
盛
土
し
て
さ
ら
に
突
き
固

め
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
、
積
み
重
ね

強
度
を
上
げ
て
行
く
。
現
在
の
道
路
な
ど

の
転
圧
は
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
で
行
わ
れ
、

１
層
当
た
り
の
厚
さ
は
30
〜
50
㎝
だ
が
、

版
築
は
10
〜
15
㎝
。
こ
れ
ま
で
の
土
塁
や

水
城
の
発
掘
調
査
で
幾
重
に
も
重
な
っ
た

土
の
「
層
」
が
見
ら
れ
る
。

城
壁
と
し
て
の
強
度
、
機
能
発
揮

　
九
州
歴
史
資
料
館
の
試
験
盛
り
土
で
は

「
ピ
ー
ク
の
強
度
を
得
ら
れ
る
突
き
固
め

作
業
を
ど
の
程
度
ま
で
続
け
る
か
は
、
い

わ
ば
体
感
的
、
経
験
知
で
、
突
く
棒
が
跳

ね
返
さ
れ
る
状
況
を
感
じ
る
と
、
十
分
固

ま
っ
た
、と
判
断
で
き
る
」
の
だ
と
い
う
。

こ
の
作
業
を
大
野
城
の
場
合
は
約
６
㎞
、

基
肄
城
で
約
４
㎞
、
高
さ
５
ｍ
ま
で
繰
り

返
し
行
い
、
し
か
も
工
期
は
ほ
ぼ
１
年
で

仕
上
げ
た
と
す
る
と
、
短
期
間
で
大
量
の

労
働
力
に
よ
る
、
集
中
的
な
、
相
当
、
厳

し
い
重
労
働
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
版

築
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
土
塁
の
強
度
は
、

今
日
ま
で
、
急
傾
斜
の
「
城
壁
」
と
し
て

十
分
な
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
。

　
現
在
の
盛
土
法
面
の
勾
配
は
30
度
（
１

対
１
・
５
〜
１
・
８
）
程
度
が
安
定
基
準
だ

が
、
大
野
城
、
基
肄
城
の
土
塁
は
55
〜
60

度
、
ほ
ぼ
２
倍
の
急
勾
配
で
あ
り
、
し
か

も
１
３
０
０
年
以
上
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

豪
雨
、地
震
な
ど
自
然
災
害
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
、な
お
、安
定
を
保
っ
て
い
る
。極

め
て
高
い
盛
土
、版
築
施
工
技
術
で
あ
る
。

豪
雨
被
害
に
遭
っ
た
石
垣

　
大
野
城
北
側･

城
門
（
宇
美
口
）
に
築

造
さ
れ
た
百
間
石
垣
は
大
野
城
で
最
長
の

１
８
０
ｍ
、
急
傾
斜
の
岩
層
の
上
に
積
み

上
げ
ら
れ
、
見
上
げ
る
ほ
ど
の
髙
さ
を

持
っ
て
い
る
。
博
多
湾
か
ら
上
陸
、
押
し

寄
せ
て
く
る
敵
軍
を
水
城
と
共
に
食
い
止

め
る
第
１
防
衛
線
で
、
二
重
の
土
塁
が
築

か
れ
、堅
い
守
り
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
政
庁
か
ら
の
登
城
路
に
繋
が
る
大

石
垣
は
長
さ
約
１
０
０
ｍ
、
谷
を
跨
ぐ
形

で
石
積
み
さ
れ
、
谷
筋
を
登
っ
て
く
る
敵

を
食
い
止
め
る
だ
け
で
な
く
、
山
斜
面
に崩れる前の大石垣

　
大
宰
府
に
築
造
さ
れ
た
「
水
城
」
に
、

土
木
技
術
の
観
点
か
ら
注
目
、
研
究
し

た
の
は
佐
賀
大
学
教
授
・
故
林
重
徳
氏

（
地
盤
工
学
）
だ
っ
た
。
こ
の
最
古
、

最
大
の
土
木
事
業
が
ど
の
よ
う
な
技
術

を
使
い
、
ど
れ
ほ
ど
の
労
務
者
を
動
員

し
て
築
堤
さ
れ
た
の
か
、
独
自
の
試
算

か
ら
割
り
出
し
た
。
ま
た
築
堤
に
使

わ
れ
た
土
木
技
術
の
評
価
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
水
城
を
造
る
に

あ
た
っ
て
盛
土
の
総
量
を

計
算
。
盛
り
土
の
高
さ
を

10
・
３
ｍ
〜
10
・
４
ｍ
と
し

て
基
礎
部
分
の
盛
り
土
量
を

24
万
８
５
６
０
㎥
、
そ
の
上

の
土
塁
部
を
８
万
３
４
０
㎥
・

合
計
32
万
８
９
０
０
㎥
と
割

り
出
し
た
。

　
次
に
、
日
本
書
紀
に
「
１

年
で
築
堤
を
終
わ
っ
た
」
趣

旨
の
記
述
が
あ
る
事
か
ら
、

雨
な
ど
で
作
業
が
出
来
な
い

日
を
年
間
61
日
と
仮
定
し
、

実
働
日
（
施
行
日
数
）
は

３
０
３
日
と
し
た
。
土
量
、

日
数
、
盛
り
土
・
版
築
作
業

時
間
か
ら
、
動
員
さ
れ
た
作

業
員
数
を
割
り
出
し
、
１
日
３
２
０
０

人
と
推
定
し
て
い
る
。
総
延
べ
人
員
は

９
万
０
９
０
０
人
の
人
々
が
、
土
を
運

び
、
盛
り
土
を
突
き
固
め
る
「
版
築
」

作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
林
教
授
は
、
使
わ
れ
た
土
木
技
術
の

先
駆
性
に
も
注
目
し
た
。
ま
ず
、
盛
り

土
し
た
土
塁
が
、
地
す
べ
り
を
起
こ
し

崩
壊
し
な
い
よ
う
「
敷
粗
朶
」
工
法
を

使
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
樹
木
の
枝
や
葉

を
基
礎
部
分
に
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に

約
１
ｍ
の
粘
性
土
を
か
ぶ
せ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
地
下
水
位
以
下
と
し
て
酸
素

の
供
給
を
止
め
、
腐
敗
し
な
い
よ
う
に

し
た
う
え
で
、
砂
ま
た
は
砂
質
土
を
盛

り
上
げ
て
い
る
。
土
材
の
性
質
に
よ
っ

て
、
使
い
分
け
て
い
る
の
だ
。

　
版
築
は
10
㎝
程
度
、
盛
土
し

て
人
力
で
突
き
固
め
る
、
し
か

も
外
側
の
土
塁
壁
面
は
急
勾
配

で
敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
内
側
は

条
件
に
合
わ
せ
盛
土
高
や
土
層

数
を
変
化
さ
せ
て
版
築
、
な
だ

ら
か
に
築
堤
し
て
、
雨
水
が
内

側
に
流
れ
下
る
よ
う
築
堤
し
て

い
る
。
そ
の
土
工
技
術
の
高
さ

は
「
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
」

と
林
教
授
は
驚
嘆
し
て
い
る
。

　
実
際
、
記
録
に
残
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
７
と
推
定
さ
れ

る
「
筑
紫
の
地
震
」（
６
７
９
年
）

で
も
、
水
城
は
壊
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
後
の
水
害
な
ど
に
も

耐
え
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、

堅
固
さ
を
誇
っ
て
い
る
。

水城築堤に303日、9万人以上を動員
地震、豪雨対策など、高度の土木技術を駆使

水城の修理は765年采女朝臣浄
庭が行い、瓦窯も見つかってい
る。
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も
石
垣
を
積
み
山
腹
の
斜
面
を
登
っ
て
侵

入
し
て
く
る
敵
を
阻
止
す
る
石
垣
も
築
造

さ
れ
て
い
る
。

　
谷
筋
と
斜
面
の
石
積
み
だ
け
に
、
両
方

の
石
垣
共
、
幾
度
も
豪
雨
被
害
に
遭
っ
て

き
た
。
吐
水
口
を
設
け
る
な
ど
透
水
性
を

高
め
る
工
夫
を
施
さ
れ
て
は
い
る
が
平
成

15
年
豪
雨
な
ど
で
は
全
壊
に
近
い
被
害

（
大
石
垣
な
ど
）
を
受
け
た
。
現
在
は
復

旧
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
、
豪
雨
の
被
害

を
受
け
て
い
な
い
大
宰
府
口
は
土
塁
と
石

垣
で
城
門
の
両
翼
を
固
め
て
お
り
、
原
形

を
今
に
と
ど
め
て
い
る
。

山
城
管
理
の
「
城
司
」
を
置
く

　
大
野
城
な
ど
山
城
の
管
理
の
為「
城
司
」

が
置
か
れ
た
。
山
城
は
そ
の
山
城
が
所
在

す
る
国
府
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
基
肄
城
は
肥
前
国
司
、
鞠
智
城
は
肥

後
国
司
の
任
務
に
な
る
。
し
か
し
大
野
城

は
基
本
的
に
は
大
宰
府
が
直
接
管
理
し
、

筑
前
国
司
の
所
管
の
時
代
も
あ
っ
た
も
の

の
、
大
野
城
は
大
宰
府
に
付
属
す
る
特
別

の
山
城
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
野
城
が
築
城
さ
れ
た
四
王
寺
山
の
山
頂

に
「
主
城
」
と
呼
ば
れ
る
管
理
棟
区
が
あ

り
、
二
人
が
任
務
に
就
い
て
い
た
。
日
常

的
に
城
の
土
塁
や
石
垣
の
点
検
、
維
持
、

管
理
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
当
た
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
大
工
、
土
木
を
含
む
「
匠
司
」

の
組
織
も
あ
っ
た
。
匠
（
た
く
み
）
と
呼

ば
れ
る
技
術
者
集
団
で
、
政
庁
に
隣
接
す

る
蔵
司
の
西
南
隅
に
「
匠
司
」
が
地
名
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
蔵
司
周
辺
で
「
太
宰

府
工
房
」
と
見
ら
れ
る
鋳
造
・
製
鉄
，
鋳

型
、
瓦
製
造
の
遺
構
も
出
土
し
て
い
る
。

崩壊した大石垣（平成15年）

大野城（大宰府口）

　
わ
が
国
の
土
木
、
建
築
技
術
は
弥
生

時
代
に
大
き
く
展
開
す
る
。
吉
野
ケ
里

遺
跡
（
佐
賀
県
）
で
は
大
型
建
物
と
集

落
、
王
の
墓
・
墳
丘
を
取
り
巻
く
よ
う

に
、
防
御
用
の
Ｖ
字
形
の
環
濠
が
人
の

身
長
を
は
る
か
に
超
え
る
ほ
ど
深
く
掘

ら
れ
、
髙
い
木
柵
で
守
っ
て
い
る
。
見

張
り
用
の
物
見
や
ぐ
ら
も
立
て
ら
れ

た
。
稲
作
の
発
達
に
伴
っ
て
灌
漑
技
術

も
進
ん
だ
。
吉
野
ケ
里
遺
跡

公
園
に
は
建
物
は
98
棟
が
復

元
さ
れ
、
南
内
郭
の
王
族
の

住
居
、
北
内
郭
の
大
き
な
祭

殿
、
物
見
や
ぐ
ら
な
ど
大
型

建
築
物
が
見
ら
れ
る
。

　
土
工
で
は
「
墳
丘
墓
」
が

版
築
に
よ
っ
て
堅
く
突
き
固

め
ら
れ
、
発
掘
当
初
の
試
掘

の
た
め
の
ト
レ
ン
チ
が
堅
く

て
な
か
な
か
掘
れ
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
。
し
か
し
後
の
大
野

城
（
太
宰
府
市
）
防
御
用
土

塁
の
よ
う
に
「
版
」
＝
板
で

型
取
り
は
し
て
お
ら
ず
、
円

墳
の
段
階
。
古
墳
時
代
に
、

強
大
な
王
権
を
象
徴
す
る
前

方
後
円
墳
が
築
か
れ
始
め
、

方
形
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
大
宰
府
を
羅
城
型
に
取
り
囲
む
土
塁

は
「
版
築
」
が
多
い
が
、
前
畑
遺
跡
な

ど
の
尾
根
の
土
塁
は
従
来
工
法
と
の
混

合
だ
と
い
う
。
百
済
滅
亡
、
白
村
江
の

大
敗
な
ど
で
百
済
工
人
、
亡
命
技
術
者

が
渡
来
、
大
土
木
、
建
築
事
業
を
技
術

指
導
し
て
い
る
。
防
衛
の
た
め
の
大
宰

府
に
水
城
や
朝
鮮
式
山
城
（
大
野
城
、

基
肄
城
な
ど
）
に
は
、
本
格
的
な
版
築

工
法
が
使
わ
れ
、
主
要
建
物
の
基
壇
や

大
門
や
建
造
物
の
柱
な
ど
に
も
採
用
さ

れ
て
い
る
。
朝
鮮
式
に
加
え
唐
か
ら
も

新
技
術
が
導
入
さ
れ
る
。
怡
土
城
（
糸

島
市
）
は
吉
備
真
備
に
よ
っ
て
中
国
式

築
城
が
行
わ
れ
た
。

　
版
築
工
法
の
ほ
か
、
盛
土
の
滑
り
を

押
さ
え
る
敷
粗
朶
、
表
土
積
み
工
法
・

列
石
な
ど
が
あ
る
。
敷
粗
朶
工

法
は
現
代
の
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ

ル
の
源
流
と
も
い
え
る
。
こ
れ

ら
の
工
法
は
、
川
を
せ
き
止
め

る
堰
堤
（
大
阪
府
・
狭
山
池
な

ど
）、
都
の
道
路
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
。
石
塁
で
は
乱
石
積
み
、

布
積
み
、
通
水
暗
渠
な
ど
。
建

築
技
術
で
は
、
城
門
建
築
（
掛

門
と
平
門
）
扉
軸
金
具
の
製
作
、

建
物
で
の
瓦
葺
き
技
術
な
ど
が

あ
る
。
土
木
、
建
築
技
術
の
い

ず
れ
も
海
外
技
術
と
在
来
技

術
ー
中
・
朝
・
和
の
組
み
合
わ

せ
の
中
で
発
展
し
て
い
る
。

古代の土木・建築技術。
中・朝・和の混合

木柵で囲まれた大型建物（吉野ケ里公園）
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大
宰
府
の
南
を
守
る
山
城
・
基
肄
城
が

あ
る
基
山
頂
上
（
佐
賀
県
基
山
町
、
標
高

４
０
４
・
５
ｍ
）
に
登
る
と
、
南
正
面
に

耳
納
連
山
が
横
た
わ
り
、
広
々
と
し
た
筑

後
平
野
、
さ
ら
に
は
遠
く
有
明
海
ま
で
見

渡
せ
る
。
も
し
、
有
明
方
面
か
ら
侵
略
軍

が
大
宰
府
を
目
指
し
て
北
上
し
て
き
た
と

す
る
と
、そ
の
動
向
は
全
て
捉
え
ら
れ
る
。

現
在
も
九
州
道
と
横
断
道
が
ク
ロ
ス
す
る

４
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
型
を
し
た
鳥
栖
Ｊ

Ｃ
Ｔ
を
中
心
に
、
東
西
南
北
に
視
界
が
広

が
る
。
軍
事
的
要
衝
と
し
て
こ
の
山
城
ほ

ど
絶
好
の
地
理
的
条
件
を
持
つ
位
置
は
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
城
の
麓
か
ら
土
塁
が
伸

び
，
関
屋
な
ど
の
城
門
が
羅
城
的
に
大
宰

府
を
守
っ
た
と
い
う
。

両
面
作
戦
が
可
能
に

　
目
を
南
か
ら
北
に
転
ず
る
と
、
宝
満
山

が
そ
び
え
、
そ
の
横
に
基
肄
城
と
対
に
な

る
も
う
一
つ
の
山
城
・
大
野
城
が
あ
る
四

王
寺
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。麓
か
ら
、

線
を
引
い
た
よ
う
に
防
衛
堤
・
水
城
が
築

か
れ
て
い
る
。
博
多
湾
な
ど
北
か
ら
の
侵

略
軍
は
水
城
と
大
野
城
で
応
戦
す
る
。
基

肄
城
は
南
か
ら
の
侵
入
に
備
え
る
広
域
的

な
南
北
両
面
戦
略
に
基
づ
く
防
衛
施
設
の

配
置
で
あ
る
。

　
朝
鮮
半
島
の
友
好
国
・
百
済
が
唐
、

新
羅
の
侵
略
を
受
け
た
。
百
済
の
要
請

を
受
け
て
同
盟
国
・
倭
国
、
つ
ま
り
日

本
・
大
和
朝
廷
は

３
万
人
に
上
る
と

も
い
わ
れ
る
大
軍

を
百
済
支
援
に
向

か
わ
せ
た
。
し
か

し
、
戦
い
利
あ
ら

ず
、
白
村
江
の
戦

い
（
６
６
３
年
）

で
大
敗
。
唐
・
新

羅
軍
が
い
つ
九
州

上
陸
し
て
く
る
か
、

戦
々
恐
々
の
状
況

に
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
切
迫
し
た
危

機
感
に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
ま
ず
水
城
が

築
堤
さ
れ
、
そ
の
両
側
の
山
地
に
山
城
を

築
く
大
土
木
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　
工
事
を
指
揮
し
た
の
は
、
百
済
か
ら
亡

命
し
て
き
た
二
人
の
高
官
。憶
礼
福
留（
お

く
ら
い
ふ
く
る
）
と
四
比
福
夫
（
し
ひ
ふ

く
お
）
で
あ
る
。
土
木
技
術
者
で
あ
る
と

共
に
、
朝
鮮
半
島
で
国
の
存
亡
を
か
け
た

激
し
い
戦
争
を
通
し
て
蓄
積
し
た
兵
法
を

身
に
着
け
た
軍
事
専
門
家
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
基
肄
城
、
大
野
城
、
水
城
の

防
衛
施
設
の
三
点
セ
ッ
ト
の
防
衛
構
想
を

た
て
、
朝
鮮
で
築
か
れ
た
山
城
（
朝
鮮
式

山
城
）
の
土
木
建
設
技
術
を
駆
使
し
て
短

期
間
に
造
り
あ
げ
た
、
そ
の
手
腕
は
高
く

評
価
さ
れ
、
日
本
書
紀
に
そ
の
名
が
記
さ

れ
、
今
日
に
残
っ
て
い
る
。

４
㎞
に
及
ぶ
土
塁
と
防
衛
施
設

　
基
肄
城
南
門
か
ら
土
塁
沿
い
に
登
っ
て

行
く
と
，
米
倉
、
鐘
撞
（
か
ね
つ
き
）
跡

が
あ
り
、
さ
ら
に
山
道
に
歩
を
進
め
る
と

東
峰
の
「
つ
つ
み
」
跡
に
出
る
。
小
さ
な

円
形
の
く
ぼ
地（
直
径
18
ｍ
）で
、烽
火（
の

ろ
し
）を
あ
げ
る
場
所
と
見
ら
れ
て
い
る
。

今
は
雑
木
に
囲
わ
れ
、
視
界
は
広
が
ら
な

第
２
節
②

基
肄
城
―

　南
か
ら
の
外
敵
を
阻
止

基
肄
城
の
防
御
の
要
、石
塁

基
肄
城
の
防
御
の
要
、石
塁

筑
後
平
野
を
一
望
す
る
戦
略
的
位
置

筑
後
平
野
を
一
望
す
る
戦
略
的
位
置

羅
城
か
、防
御
土
塁
を
め
ぐ
ら
す

羅
城
か
、防
御
土
塁
を
め
ぐ
ら
す

基肄城の南門石垣。高さ8.5ｍもある。

倉庫礎石

鐘撞跡
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い
が
峰
の
頂
点
部
分
に
当
た
り
、
往
時
、

視
界
は
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鐘
つ
き

と
い
い
、
烽
火
場
と
い
い
、
情
報
伝
達
の

基
地
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
想
像
だ
が
、
敵

襲
あ
る
い
は
敵
大
軍
を
発
見
し
た
場
合
、

鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
烽
火
が
上
が
り
、

一
大
事
を
大
宰
府
政
庁
に
速
報
、
臨
戦
体

制
が
し
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な

い
。

　
戦
い
に
は
軍
団
配
備
と
同
時
に
兵
站
、

食
料
を
は
じ
め
と
す
る
後
方
支
援
が
重
要

だ
。
特
に
、
籠
城
戦
を
考
え
た
朝
鮮
式
山

城
に
は
食
糧
庫
、
兵
器
庫
な
ど
倉
庫
群
が

大
野
城
で
20
棟
、
基
肄
城
で
22
棟
の
倉
庫

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
礎
石

の
上
に
築
造
さ
れ
た
高
床
式
倉
庫
で
、
そ

の
備
蓄
、
管
理
は
「
主
城
」
と
呼
ば
れ
る

管
理
者
に
と
っ
て
最
重
要
任
務
だ
っ
た
ろ

う
。

　
大
宰
府
政
庁
に
合
わ
せ
て
建
設
さ
れ
た

官
衙
あ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
に
「
基

肄
城
の
稲
穀
」
を
筑
前
、
筑
後
、
肥
後
に

支
給
し
た
記
述
が
あ
る
。
戦
時
用
だ
け
で

な
く
、
非
常
時
、
お
そ
ら
く
、
災
害
、
疫

病
な
ど
で
困
窮
す
る
民
に
配
給
さ
れ
た
と

読
み
取
れ
る
。

　
土
塁
は
城
を
取
り
囲
む
よ
う
に
続
き
、

約
４
㎞
に
及
ぶ
。
現
在
は
史
跡
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
が
、
尾
根
道
を
登
山
す
る
よ

う
に
、
両
側
が
落
ち
込
み
、
特
に
外
側
は

土
塁
と
地
山
と
合
わ
せ
て
急
傾
斜
と
な
っ

て
い
る
。
攻
め
上
る
と
し
て
も
極
め
て
厳

し
い
し
、
防
御
側
は
守
り
や
す
い
。
土
塁

は
土
を
堅
く
突
き
固
め
る
版
築
工
法
が
使

わ
れ
た
。

大
宰
府
か
ら
の
道

　
起
伏
の
あ
る
土
塁
は
や
が
て
東
北
門
跡

に
到
着
す
る
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
か
ら

登
っ
て
く
る
山
道
と
交
差
す
る
。
土
塁
幅

６
ｍ
、
高
さ
３
ｍ
を
切
り
通
し
て
、
幅
２
・

７
ｍ
の
通
路
を
開
き
城
門
を
造
っ
た
。
左

右
の
門
柱
の
基
礎
石
は
円
形
に
彫
り
込
ま

れ
た
門
扉
の
軸
穴
と
え
ぐ
り
込
み
が
残
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
頂
上
の
台
地
の
北
端
に

「
北
帝
門
」
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

切
の
通
両
側
を
石
積
み
で
造
り
、
よ
り
厳

重
に
な
っ
て
い
る
。
大
宰
府
方
面
か
ら
の

正
面
玄
関
に
あ
た
っ
た
、
と
見
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
防
御
用
土
堤
に
は
大
量
の
労
力

が
動
員
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

今
よ
り
は
城
の
山
道
は
寂
し
け
む
我
が
通

は
む
と
思
い
し
も
の
を
（
万
葉
集
）

　
筑
後
の
守
・
葛
井
連
大
成
が
、
大
宰
帥
・

大
伴
旅
人
が
奈
良
の
都
に
帰
任
す
る
と

き
、
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
詠
っ
た
。
城

の
山
道
と
は
筑
後
国
か
ら
基
肄
城
山
腹
を

通
っ
た
官
道
。

　
旅
人
も
大
宰
府
高
官
と
し
て
幾
度
か
基

山
を
訪
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
妻
を
失
っ
た

心
情
を
詠
っ
て
い
る
。

橘
の
花
散
る
里
の
ホ
ト

ト
ギ
ス
片
恋
し
つ
つ
泣

く
日
し
ぞ
多
き
（
万
葉

集
）築

か
れ
た
石
塁

　
基
肄
城
の
南
門
の
石

塁
は
、
大
野
城
を
含
め

現
存
で
は
最
大
の
規
模
だ
。
谷
川
を
堰
切

る
よ
う
に
石
積
み
で
築
か
れ
て
い
る
。
城

門
は
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
佐
賀
県
教
委

に
よ
っ
て
、
石
塁
は
修
復
、
復
元
さ
れ
て

い
る
。

　
基
肄
城
（
佐
賀
県
基
山
町
）
の
南
側
の

正
門
を
固
め
る
た
め
築
か
れ
た
「
石
塁
」

は
、
谷
間
を
流
れ
下
る
住
吉
川
（
筒
川
）

の
山
麓
で
谷
を
塞
ぐ
よ
う
に
石
積
み
さ
れ

た
城
壁
。
幅
26
ｍ
、
髙
さ
８
・
５
ｍ
、
見

上
げ
る
ほ
ど
の
石
壁
＝
防
御
壁
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
石
塁
東
端
に
基
肄
城
の
南
門

が
併
設
さ
れ
て
い
た
、と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
谷
川
を
塞
ぐ
よ
う
に
築
か
れ
た
石
塁

で
、
水
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
石

塁
の
最
下
部
に
３
カ
所
の
水
門
を
設
け
て

い
る
。
石
組
み
は
縦
長
の
長
方
形
（
幅
１

ｍ
、
高
さ
１
・
４
ｍ
）
長
さ
は
９
・
５
ｍ
あ

り
、
石
蓋
を
持
っ
て
い
る
。

　
谷
川
の
水
を
汲
み
に
、
現
在
で
も
多
く

の
人
が
ポ
リ
バ
ケ
ツ
持
参
で
通
っ
て
い

る
。「
お
い
し
い
水
で
す
よ
」
と
微
笑
み

基山城門跡（東北門）

基肄城南門の石垣（水門）
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い
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烽
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、
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、
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こ
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な
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。
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と
同
時
に
兵
站
、
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を
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と
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る
後
方
支
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が
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要

だ
。
特
に
、
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城
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を
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え
た
朝
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式
山
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に
は
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、
兵
器
庫
な
ど
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庫
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が
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城
で
20
棟
、
基
肄
城
で
22
棟
の
倉
庫
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確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
礎
石

の
上
に
築
造
さ
れ
た
高
床
式
倉
庫
で
、
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、
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に
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に
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に
「
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、
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、
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、
疫
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配
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と
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、
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や
す
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る
版
築
工
法
が
使

わ
れ
た
。

大
宰
府
か
ら
の
道

　
起
伏
の
あ
る
土
塁
は
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に
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、
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の
通
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城
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を
造
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門
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の
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に
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門
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の
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と
え
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に
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上
の
台
地
の
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「
北
帝
門
」
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を
見
る
こ
と
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。
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の
通
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を
石
積
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で
造
り
、
よ
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厳

重
に
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る
。
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方
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の

正
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玄
関
に
あ
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た
、
と
見
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。
こ
の
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御
用
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大
量
の
労
力

が
動
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さ
れ
た
に
違
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な
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今
よ
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は
城
の
山
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は
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し
け
む
我
が
通

は
む
と
思
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し
も
の
を
（
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葉
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後
の
守
・
葛
井
連
大
成
が
、
大
宰
帥
・

大
伴
旅
人
が
奈
良
の
都
に
帰
任
す
る
と

き
、
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
詠
っ
た
。
城

の
山
道
と
は
筑
後
国
か
ら
基
肄
城
山
腹
を

通
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た
官
道
。

　
旅
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も
大
宰
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高
官
と
し
て
幾
度
か
基

山
を
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て
お
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、
こ
こ
で
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を
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。
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、
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を
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は
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だ
。
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に
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積
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で
築
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。
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は
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を
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が
、
佐
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県
教
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に
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て
、
石
塁
は
修
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、
復
元
さ
れ
て

い
る
。
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肄
城
（
佐
賀
県
基
山
町
）
の
南
側
の
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門
を
固
め
る
た
め
築
か
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た
「
石
塁
」

は
、
谷
間
を
流
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る
住
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（
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）
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で
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を
塞
ぐ
よ
う
に
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積
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た
城
壁
。
幅
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、
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、
見
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る
ほ
ど
の
石
壁
＝
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と
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て
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る
。
こ
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石
塁
東
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に
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城
の
南
門

が
併
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さ
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て
い
た
、と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
谷
川
を
塞
ぐ
よ
う
に
築
か
れ
た
石
塁

で
、
水
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
石

塁
の
最
下
部
に
３
カ
所
の
水
門
を
設
け
て

い
る
。
石
組
み
は
縦
長
の
長
方
形
（
幅
１

ｍ
、
高
さ
１
・
４
ｍ
）
長
さ
は
９
・
５
ｍ
あ

り
、
石
蓋
を
持
っ
て
い
る
。

　
谷
川
の
水
を
汲
み
に
、
現
在
で
も
多
く

の
人
が
ポ
リ
バ
ケ
ツ
持
参
で
通
っ
て
い

る
。「
お
い
し
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水
で
す
よ
」
と
微
笑
み
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な
が
ら
、
車
と
取
水
口
の
間
を
幾
度
も
往

復
し
て
い
た
。

古
代
の
石
積
み
技
術

　
石
塁
は
も
う
１
か
所
、
南
門
に
隣
接
し

た
東
南
門
に
も
築
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら

は
や
や
小
規
模
で
幅
15
ｍ
、高
さ
約
５
ｍ
。

い
ず
れ
も
谷
筋
を
攻
め
上
る
敵
軍
を
迎
え

撃
つ
、
要
の
防
衛
施
設
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
北
峰
（
標
高
４
１
４
ｍ
）
か
ら
南
端
の

基
山
に
続
く
尾
根
か
ら
住
吉
川
に
下
る
東

斜
面
と
川
を
挟
ん
で
東
峰
（
標
高
３
２
７

ｍ
）
の
尾
根
を
繋
い
で
約
４
㎞
の
土
塁
で

守
ら
れ
て
い
る
。

　
石
垣
は
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
保
存
修

理
工
事
の
為
、
解
体
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
構
造
が
解
明
さ
れ
、「
古
代
石
垣

技
術
」
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
石
塁
の
基

礎
は
石
積
み
と
花
崗
岩
の
風
化
土（
ま
さ
）

を
版
築
で
突
き
固
め
て
い
る
。
石
積
み
は

比
較
的
、
大
石
を
下
部
に
積
み
、
上
部
ほ

ど
、
小
型
の
も
の
を
横
長
に
積
み
上
げ
て

い
る
。

　
基
肄
城
と
双
璧
を
な
す
同
じ
朝
鮮
式
山

城
、
大
野
城
（
四
王
寺
山
）
も
大
石
垣
を

持
っ
て
い
る
が
、
基
肄
城
に
比
べ
る
と
石

垣
の
髙
さ
、
幅
な
ど
や
や
小
規
模
の
造
り

だ
。関

屋
の
土
塁
と
城
門

　
基
肄
城
の
頂
上
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
九

州
道
が
、
そ
の
横
を
国
道
３
号
が
、
さ
ら

に
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
が
走
っ
て
い
る
。
基

山
が
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
基
山
の
麓
か
ら
土
塁
（
と
う
れ
ぎ
土

塁
）
が
関
屋
土
塁
（
現
在
に
の
Ｊ
Ｒ
基
山

駅
付
近
）
ま
で
伸
び
て
い
た
。「
と
う
れ

ぎ
土
塁
」
は
両
側
に
水
路
を
持
つ
「
小
水

城
」
と
も
い
え
る
構
造
で
、そ
の
一
部
の
、

わ
ず
か
に
高
ま
り
を
見
せ
る
土
塁
跡
に
、

石
碑
と
案
内
板
が
そ
の
存
在
を
示
す
。

　「
と
う
れ
ぎ
土
塁
」
が
繋
が
っ
て
い
た

関
屋
土
塁
は
全
て
姿
を
消
し
、
現
場
に
案

内
板
と
ぽ
つ
ん
と
標
識
が
残
っ
て
い
る
。

関
屋
土
塁
は
千
塔
山
丘
陵
と
城
の
上
丘
陵

を
繋
ぐ
約
３
５
０
ｍ
の
土
塁
で
城
門
を

持
っ
て
い
た
。
昭
和
50
年
、
国
道
３
号
拡

張
の
為
、残
っ
た
土
塁
除
去
の
際
「
版
築
」

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
基
山
駅
踏

切
横
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
案
内
板
が
あ

る
だ
け
だ
。

　
関
屋
土
塁
は
西
か
ら
の
肥
前
（
佐
賀
）

路
と
南
か
ら
の
筑
後
（
久
留
米
）
路
の
両

古
代
官
道
が
合
流
す
る
地
点
で
、
水
城
並

み
の
土
塁
と
城
門
が
置
か
れ
、
通
行
を
厳

し
く
監
視
し
た
と
み
ら
れ
る
。
東
側
は
現

在
も
水
門
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
水
路
も

関
屋
土
塁
を
通
っ
て
い
た
。

延
々
と
続
く
土
塁

　
関
屋
土
塁
か
ら
東
〜
北
東
に
伸
び
る
５

つ
の
土
塁
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
丘
陵
と

谷
を
渡
る
土
塁
で
小
郡
ゴ
ル
フ
場
の
西
側

を
、
現
在
で
は
住
宅
団
地
と
な
っ
て
い
る

の
ぞ
み
が
丘
、
美
し
が
丘
の
旧
尾
根
部
に

築
か
れ
て
、
大
振
山
を
通
っ
て
西
鉄
・
筑

紫
駅
近
く
に
至
る
。
延
々
た
る
土
塁
で
、

丘
陵
が
宝
満
川
に
落
ち
る
と
こ
ろ
の
尾
根

上
に
「
前
畑
遺
跡
」
が
あ
る
。

　
筑
紫
駅
周
辺
は
住
宅
団
地
が
造
成
中

（
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
）
だ
。関屋の土塁

前畑遺跡　同テラス
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駅
南
の
丘
陵
尾
根
部
か
ら
５
０
０
ｍ
に
及

ぶ
土
塁
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
団
地
の
急
坂

を
登
り
つ
め
、
尾
根
部
に
出
る
と
土
塁
が

確
認
さ
れ
た
。
７
世
紀
頃
、
版
築
で
築
か

れ
た
高
さ
約
２
ｍ
の
土
塁
が
尾
根
を
走

る
。
土
塁
内
側
に

は
テ
ラ
ス
状
の
道

が
確
認
さ
れ
、
部

隊
の
移
動
や
物
資

運
搬
に
使
わ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
土

塁
の
途
中
で
発
掘

調
査
の
た
め
の
ト

レ
ン
チ
跡
（
版
築

を
確
認
）
が
青
い

ビ
ニ
ー
ル
で
保
護

さ
れ
て
い
た
。

　
土
塁
は
土
を
突

き
固
め
る
版
築
工

法
、
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
で
も
使
わ

れ
て
い
る
。
前
畑
遺
跡
周
辺
の
土
塁
の
基

礎
は
花
崗
岩
が
風
化
し
た
真
砂
土
に
水
を

含
む
泥
土
と
混
合
さ
せ
て
固
め
る
日
本
古

来
の
円
墳
造
成
と
同
じ
土
工
が
使
わ
れ
て

い
た
、
と
い
う
。
版
築
は
百
済
亡
命
技
術

者
の
指
導
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
古
来

の
盛
土
工
法
と
の
「
合
作
」
に
よ
っ
て
土

塁
は
築
か
れ
た
と
も
い
え
る
。

保
存
さ
れ
な
か
っ
た
前
畑
遺
跡

　
さ
ら
に
進
む
と
、
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、

視
界
が
開
け
た
。

　
頂
上
付
近
は
ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
た

円
墳
、
付
近
に
は
弥
生
時
代
の
集
落
跡
も

あ
っ
た
。
丸
裸
に
さ
れ
た
山
肌
に
は
切
り

株
が
点
々
と
残
り
、「
も
う
間
も
な
く
大

型
重
機
が
入
り
、
遺
跡
は
取
り
壊
さ
れ
ま

す
」（
文
化
財
関
係
者
）
と
い
う
（
平
成

30
年
５
月
）。「
羅
城
を
物
語
る
貴
重
な
遺

跡
」と
し
て
保
存
運
動
も
展
開
さ
れ
た
が
、

福
岡
県
は
記
録
保
存
に
止
め
る
こ
と
を
決

定
し
た
と
い
う
。

　
丘
の
頂
上
部
に
円
墳
が
残
り
、
土
塁
の

内
側
に
は
土
塁
か
ら
「
飛
び
出
し
」
の
土

橋
状
の
盛
土
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
高
台

か
ら
は
正
面
に
大
野
城
、
西
に
基
肄
城
が

見
渡
せ
る
。
同
時
に
南
、
西
の
様
子
も
見

渡
せ
「
監
視
台
」
と
し
て
の
盛
土
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
水
城
や
大
野
城
な
ど
の
土
塁
は
基
本
的

に
は
、
谷
間
を
登
っ
て
く
る
敵
に
対
す
る

防
御
線
で
谷
、
あ
る
い
は
丘
陵
を
繋
ぐ
防

衛
線
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
畑
遺
跡
は
丘

陵
の
尾
根
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
造
ら
れ
て
い

る
。

　
規
模
は
大
き
く
違
う
が
、
山
の
尾
根
伝

い
に
防
衛
壁
を
築
く
、
中
国
の
万
里
の
長

城
の
防
衛
思
想
の
流
れ
を
く
む
も
の
だ
。

前
畑
遺
跡
の
土
塁
の
尾
根
は
、
急
速
に
落

ち
て
宝
満
川
沿
い
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
は

こ
の
川
を
「
外
濠
」
的
に
活
用
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と
の
見
方
も
あ
る
。

百
済
・
扶
余
の
「
羅
城
」
思
想

　
百
済
・
扶
余
羅
城
も
大
き
く
弧
を
描
い

て
流
れ
る
白
馬
江
（
錦
江
）
を
西
の
防
御

堀
と
し
て
使
い
、
川
の
蛇
行
に
よ
っ
て
円

形
に
突
き
出
た
陸
部
の
防
衛
を
、
西
に
川

を
濠
と
し
、東
に
土
塁
を
築
い
て
守
る「
羅

城
構
造
」
だ
。
大
宰
府
の
防
御
施
設
が
百

済
の
亡
命
貴
族
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
土
塁
と
宝
満
川
の
組
み
合
わ

せ
で
防
御
の
外
郭
線
を
造
る
考
え
方
を
踏

襲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
大
宰
府

羅
城
説
は
言
う
。

　
大
宰
府
の
博
多
湾
か
ら
の
攻
撃
か
ら
守

る
水
城
・
大
野
城
に
対
し
て
基
肄
城
、
と

う
れ
ぎ
土
塁
、
関
屋
土
塁
と
城
門
、
さ
ら

に
連
結
す
る
尾
根
伝
い
の
土
塁
は
南
か
ら

の
攻
撃
に
対
す
る
防
御
線
だ
っ
た
。
そ
れ

は
前
畑
遺
跡
ま
で
土
塁
を
伸
ば
し
、
さ
ら

に
宝
満
川
を
防
御
堀
と
し
て
利
用
す
る
。

百
済
の
首
都
・
扶
余
を
守
る
土
塁
と
白
馬

江
を
繋
ぐ
防
御
線
構
造
の
戦
略
思
想
を
取

り
入
れ
、
大
宰
府
を
取
り
囲
む
よ
う
に
造

ら
れ
て
い
た
と
す
る
「
大
宰
府
羅
城
」
の

遺
構
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
阿
部
義

平
氏
の
説
を
ほ
ぼ
裏
付
け
る
形
に
な
る
。

前
畑
遺
跡
は
そ
の
有
力
な
遺
跡
と
な
る

が
、「
羅
城
」
説
に
は
、
文
献
史
料
に
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
疑
問
、
反
論
も
多
く

定
説
に
至
っ
て
い
な
い
。

土塁（前畑遺跡付近）

基肄城南門の石垣

前畑遺跡
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駅
南
の
丘
陵
尾
根
部
か
ら
５
０
０
ｍ
に
及

ぶ
土
塁
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
団
地
の
急
坂

を
登
り
つ
め
、
尾
根
部
に
出
る
と
土
塁
が

確
認
さ
れ
た
。
７
世
紀
頃
、
版
築
で
築
か

れ
た
高
さ
約
２
ｍ
の
土
塁
が
尾
根
を
走

る
。
土
塁
内
側
に

は
テ
ラ
ス
状
の
道

が
確
認
さ
れ
、
部

隊
の
移
動
や
物
資

運
搬
に
使
わ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
土

塁
の
途
中
で
発
掘

調
査
の
た
め
の
ト

レ
ン
チ
跡
（
版
築

を
確
認
）
が
青
い

ビ
ニ
ー
ル
で
保
護

さ
れ
て
い
た
。

　
土
塁
は
土
を
突

き
固
め
る
版
築
工

法
、
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
で
も
使
わ

れ
て
い
る
。
前
畑
遺
跡
周
辺
の
土
塁
の
基

礎
は
花
崗
岩
が
風
化
し
た
真
砂
土
に
水
を

含
む
泥
土
と
混
合
さ
せ
て
固
め
る
日
本
古

来
の
円
墳
造
成
と
同
じ
土
工
が
使
わ
れ
て

い
た
、
と
い
う
。
版
築
は
百
済
亡
命
技
術

者
の
指
導
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
古
来

の
盛
土
工
法
と
の
「
合
作
」
に
よ
っ
て
土

塁
は
築
か
れ
た
と
も
い
え
る
。

保
存
さ
れ
な
か
っ
た
前
畑
遺
跡

　
さ
ら
に
進
む
と
、
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、

視
界
が
開
け
た
。

　
頂
上
付
近
は
ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
た

円
墳
、
付
近
に
は
弥
生
時
代
の
集
落
跡
も

あ
っ
た
。
丸
裸
に
さ
れ
た
山
肌
に
は
切
り

株
が
点
々
と
残
り
、「
も
う
間
も
な
く
大

型
重
機
が
入
り
、
遺
跡
は
取
り
壊
さ
れ
ま

す
」（
文
化
財
関
係
者
）
と
い
う
（
平
成

30
年
５
月
）。「
羅
城
を
物
語
る
貴
重
な
遺

跡
」と
し
て
保
存
運
動
も
展
開
さ
れ
た
が
、

福
岡
県
は
記
録
保
存
に
止
め
る
こ
と
を
決

定
し
た
と
い
う
。

　
丘
の
頂
上
部
に
円
墳
が
残
り
、
土
塁
の

内
側
に
は
土
塁
か
ら
「
飛
び
出
し
」
の
土

橋
状
の
盛
土
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
高
台

か
ら
は
正
面
に
大
野
城
、
西
に
基
肄
城
が

見
渡
せ
る
。
同
時
に
南
、
西
の
様
子
も
見

渡
せ
「
監
視
台
」
と
し
て
の
盛
土
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
水
城
や
大
野
城
な
ど
の
土
塁
は
基
本
的

に
は
、
谷
間
を
登
っ
て
く
る
敵
に
対
す
る

防
御
線
で
谷
、
あ
る
い
は
丘
陵
を
繋
ぐ
防

衛
線
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
畑
遺
跡
は
丘

陵
の
尾
根
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
造
ら
れ
て
い

る
。

　
規
模
は
大
き
く
違
う
が
、
山
の
尾
根
伝

い
に
防
衛
壁
を
築
く
、
中
国
の
万
里
の
長

城
の
防
衛
思
想
の
流
れ
を
く
む
も
の
だ
。

前
畑
遺
跡
の
土
塁
の
尾
根
は
、
急
速
に
落

ち
て
宝
満
川
沿
い
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
は

こ
の
川
を
「
外
濠
」
的
に
活
用
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と
の
見
方
も
あ
る
。

百
済
・
扶
余
の
「
羅
城
」
思
想

　
百
済
・
扶
余
羅
城
も
大
き
く
弧
を
描
い

て
流
れ
る
白
馬
江
（
錦
江
）
を
西
の
防
御

堀
と
し
て
使
い
、
川
の
蛇
行
に
よ
っ
て
円

形
に
突
き
出
た
陸
部
の
防
衛
を
、
西
に
川

を
濠
と
し
、東
に
土
塁
を
築
い
て
守
る「
羅

城
構
造
」
だ
。
大
宰
府
の
防
御
施
設
が
百

済
の
亡
命
貴
族
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
土
塁
と
宝
満
川
の
組
み
合
わ

せ
で
防
御
の
外
郭
線
を
造
る
考
え
方
を
踏

襲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
大
宰
府

羅
城
説
は
言
う
。

　
大
宰
府
の
博
多
湾
か
ら
の
攻
撃
か
ら
守

る
水
城
・
大
野
城
に
対
し
て
基
肄
城
、
と

う
れ
ぎ
土
塁
、
関
屋
土
塁
と
城
門
、
さ
ら

に
連
結
す
る
尾
根
伝
い
の
土
塁
は
南
か
ら

の
攻
撃
に
対
す
る
防
御
線
だ
っ
た
。
そ
れ

は
前
畑
遺
跡
ま
で
土
塁
を
伸
ば
し
、
さ
ら

に
宝
満
川
を
防
御
堀
と
し
て
利
用
す
る
。

百
済
の
首
都
・
扶
余
を
守
る
土
塁
と
白
馬

江
を
繋
ぐ
防
御
線
構
造
の
戦
略
思
想
を
取

り
入
れ
、
大
宰
府
を
取
り
囲
む
よ
う
に
造

ら
れ
て
い
た
と
す
る
「
大
宰
府
羅
城
」
の

遺
構
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
阿
部
義

平
氏
の
説
を
ほ
ぼ
裏
付
け
る
形
に
な
る
。

前
畑
遺
跡
は
そ
の
有
力
な
遺
跡
と
な
る

が
、「
羅
城
」
説
に
は
、
文
献
史
料
に
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
疑
問
、
反
論
も
多
く

定
説
に
至
っ
て
い
な
い
。

土塁（前畑遺跡付近）

基肄城南門の石垣

前畑遺跡
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２
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ュ
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小お

だ田
富ふ

じ

お
士
雄
氏
福
岡
大
学
名
誉
教
授（
考
古
学
）

福
岡
大
学
名
誉
教
授（
考
古
学
）

―
―
大
野
城
な
ど
百
済
の
亡
命
技
術
者
の

指
導
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

白
村
江
の
戦
い
で
敗
れ
、
百
済
か
ら
大
量

の
亡
命
者
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
水
城

築
造
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

小
田
名
誉
教
授
　
水
城
が
築
堤
さ
れ
た

６
６
４
年
、
朝
鮮
半
島
は
緊
迫
し
た
情
勢

が
続
き
、
百
済
を
滅
ぼ
し
た
唐
の
将
軍
・

劉
仁
顧
と
郭
務
棕
が
博
多
湾
に
や
っ
て
き

て
高
句
麗
討
伐
の
為
、
日
本
に
援
軍
要
請

を
し
て
い
ま
す
が
、
郭
は
百
済
出
身
の
唐

に
投
降
し
た
人
物
で
、
そ
の
後
、
２
回
も

来
日
、
最
後
は
約
２
０
０
０
人
、
船
47
隻

で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
白
村

江
の
日
本
側
捕
虜
の
引
き
渡
し
と
代
償
と

し
て
援
軍
派
遣
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
唐
の
攻
撃
を
受
け
た
高
句
麗
は
滅
び

ま
す
が
、
残
党
が
百
済
の
残
党
と
組
ん
で

唐
軍
を
破
り
、遼
東
ま
で
後
退
さ
せ
ま
す
。

こ
う
し
た
緊
迫
し
た
情
勢
の
間
、
百
済
の

滅
亡
に
よ
っ
て
多
く
の
亡
命
者
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
水
城
を
築
堤
し
た
の
は
百
済

の
高
官
に
土
木
技
術
の
指
導
を
受
け
て
実

現
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
大
野
城
、
基
肄
城
の
築
城
に
つ
い
て

は
二
人
の
百
済
高
官
の
名
前
が
日
本
書
紀

に
登
場
し
ま
す
。

小
田
名
誉
教
授
　
彼
ら
は
「
達
率
」
と
呼

ば
れ
る
王
室
第
２
位
の
高
官
で
し
た
。
水

城
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
指
導
し
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
両
山
城
の
築
城
に
つ
い

て
は
、
そ
の
兵
法
家
高
官
２
人
が
関
わ
っ

た
よ
う
で
す
。
水
城
は
大
陸
系
の
技
術
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
百
済
の
首
都
・

扶
余
の
防
衛
構
成
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
防
衛
計
画
は
扶
余
の
羅
城
を
参

考
に
し
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
都
城
、
羅
城

の
源
流
に
つ
い
て
。

小
田
名
誉
教
授
　
扶
余
は
西
に
白
馬
江
が

弧
を
描
い
て
流
れ
て
お
り
、
地
形
は
中

国
・
南
都
の
「
建
康
城
」（
南
京
市
）
と

似
た
地
形
で
す
。
揚
子
江
が
天
然
の
「
外

濠
」
と
な
り
、
山
側
は
尾
根
と
低
い
と
こ

ろ
は
土
塁
を
築
い
て
防
衛
線
を
め
ぐ
ら
し

て
い
ま
す
。
川
と
尾
根
・
土
塁
で
都
を
取

り
囲
む
「
羅
城
」
を
形
成
す
る
の
で
す
。

尾
根
は
外
側
を
削
り
落
と
し
て
急
勾
配
を

造
り
、
防
御
壁
と
し
て
い
ま
す
。
大
宰
府

も
同
じ
よ
う
に
尾
根
の
地
形
を
活
用
、
水

城
、
土
塁
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
大
宰
府

を
取
り
囲
む
外
郭
線
「
羅
城
」
を
意
識
し

た
防
衛
線
を
築
い
た
の
で
す
。

―
―
基
肄
城
の
麓
か
ら
土
塁
が
関
屋
土
塁

ま
で
延
び
、
さ
ら
に
西
鉄
・
筑
紫
駅
近
く

の
尾
根
の
前
畑
遺
跡
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。
関
屋
土
塁
、
前
畑
遺
跡
に
現
れ
る
南

の
防
衛
線
に
つ
い
て
。

小
田
名
誉
教
授
　
前
畑
遺
跡
は
大
宰
府
の

「
羅
城
」
構
造
を
実
証
す
る
遺
跡
で
、
極

め
て
貴
重
で
す
が
、
記
録
保
存
に
と
ど
ま

り
、
大
宰
府
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
者
と

し
て
は
残
念
で
す
。

―
―
前
畑
遺
跡
で
尾
根
は
切
れ
、
宝
満
川

に
落
ち
て
行
く
地
形
で
す
。
こ
の
川
は
ど

プロフィール
北九州市出身。九州大学文学部文学部史学科卒業、同大助手、1971年
別府大学助教授、北九州市立考古学博物館館長、1988年福岡大学人文
学部教授、下関市立考古博物館館長(兼務)、2004年福岡大学名誉教授。
西日本文化賞受賞。宗像市の「海の正倉院」沖ノ島発掘調査に参加、
大宰府学についても積極的に発言している。

「
水
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、
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成

「
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、
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羅
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形
成

　
白
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築
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築
」
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の
よ
う
に
、
防
衛
線
と
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。

小
田
名
誉
教
授
　
た
と
え
ば
弥
生
時
代
か

ら
湿
地
帯
で
の
防
御
構
成
と
し
て
「
逆
茂

木
（
サ
カ
モ
ギ
）」
技
術
が
あ
り
ま
す
。

湿
地
に
雑
木
を
密
集
し
て
差
し
込
み「
壁
」

を
つ
く
る
防
衛
技
術
で
す
。
宝
満
川
は
今

で
こ
そ
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
川
で
す

が
、当
時
は
水
量
も
多
く
、川
幅
も
広
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
尾
根
を
回
り
込
ん
で

き
た
敵
を
防
ぐ
た
め
、
ぬ
か
る
ん
だ
湿
地

帯
に
は
逆
茂
木
な
ど
の
採
用
を
考
え
て
お

く
の
が
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
水
城
な
ど
の
大
土
木
事
業
で
版
築
，

敷
き
粗
朶
工
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
古
墳

な
ど
従
来
も
版
築
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
百
済
工
法
と
の
違
い
は
。

小
田
名
誉
教
授
　
敷
粗
朶
は
古
墳
時
代
か

ら
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
版
築
も
円
墳

な
ど
を
造
る
と
き
使
っ
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
全
て
、
百
済
技
術
を
初
め
て
導

入
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
水
城
や
山
城
な
ど
の
土
木
事
業
は
大

規
模
工
事
で
す
し
、
同
じ
工
法
で
も
百
済

の
そ
れ
は
は
る
か
に
高
度
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

―
―
水
城
、
山
城
、
さ
ら
に
大
宰
府
を
取

り
巻
く
羅
城
が
造
ら
れ
た
と
い
う
見
方
に

つ
い
て
。

小
田
名
誉
教
授
　
そ
の
後
、
中
国
、
朝
鮮

半
島
の
情
勢
か
ら
、
外
敵
が
す
ぐ
に
も
西

日
本
に
攻
め
込
ん
で
く
る
と
は
考
え
な
く

て
も
よ
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
白
村
江

の
戦
い
で
大
和
朝
廷
は
中
国
、
朝
鮮
半
島

と
の
軍
事
、
防
衛
思
想
の
遅
れ
を
痛
感
し

た
と
思
い
ま
す
。
白
村
江
の
戦
い
で
も
、

倭
軍
は
地
方
豪
族
と
の
混
成
部
隊
で
し

た
、一
部
部
隊
が
勝
手
に
夜
襲
を
か
け
て
、

簡
単
に
撃
滅
さ
せ
ら
れ
た
り
、
意
識
も
戦

法
も
統
一
し
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
白
村
江
の
大
敗
は
、
統
括
的
権
力
を
固

め
た
う
え
で
の
戦
い
を
し
な
け
れ
ば
，
到

底
通
用
し
な
い
と
当
時
の
天
智
政
権
は
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
す

ぐ
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
し
て

も
、
最
前
線
で
あ
る
「
遠
の
朝
廷
（
と
お

の
み
か
ど
）」
大
宰
府
を
置
き
、
そ
れ
を

水
城
、
山
城
、
土
塁
な
ど
で
「
羅
城
」
を

形
成
し
て
都
城
を
囲
む
防
衛
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
唐
や
朝
鮮
半
島
の
国
家
に
引
け
を
取

ら
な
い
防
衛
体
制
の
構
築
に
力
点
を
置

く
、
そ
し
て
対
外
的
に
も
防
衛
体
制
が

整
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た

―
―
水
城
、
山
城
築
城
な
ど
、
大
量
の
労

働
力
が
動
員
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
和
朝
廷

の
権
力
は
そ
こ
ま
で
強
力
に
な
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

小
田
名
誉
教
授
　
律
令
国
家
と
し
て
の
絶

対
権
力
の
形
成
に
よ
っ
て
、
地
方
豪
族
を

固
め
、
そ
の
傘
下
に
収
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
外
郭
―
水
城
、
山
城
を

加
え
た
羅
城
形
成
を
急
ぎ
、
次
い
で
中
核

都
市
「
大
宰
府
」
を
造
る
、
２
段
構
え
で

連
動
さ
せ
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
。
強
い

中
央
権
力
で
、
九
州
は
勿
論
、
近
隣
の
地

域
か
ら
も
労
働
力
を
集
め
、
工
事
を
進
め

た
の
で
し
ょ
う
。
中
国
、
朝
鮮
半
島
が
動倉庫群の礎石（大野城）

見つかった礎石　宇美口の城門礎石（大野城）

宇美口の石垣全景（大野城）

御笠軍団印出土地（太宰府市坂本）
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の
よ
う
に
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防
衛
線
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し
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し
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う
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。
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名
誉
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時
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湿
地
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の
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成
と
し
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「
逆
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（
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技
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が
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ま
す
。

湿
地
に
雑
木
を
密
集
し
て
差
し
込
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」

を
つ
く
る
防
衛
技
術
で
す
。
宝
満
川
は
今

で
こ
そ
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
川
で
す

が
、当
時
は
水
量
も
多
く
、川
幅
も
広
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
尾
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を
回
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込
ん
で
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た
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を
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め
、
ぬ
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だ
湿
地
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に
は
逆
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木
な
ど
の
採
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を
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え
て
お
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の
が
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ろ
し
い
か
と
思
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ま
す
。

―
―
水
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な
ど
の
大
土
木
事
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で
版
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，

敷
き
粗
朶
工
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
古
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な
ど
従
来
も
版
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が
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
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済
工
法
と
の
違
い
は
。

小
田
名
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教
授
　
敷
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朶
は
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時
代
か

ら
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
版
築
も
円
墳

な
ど
を
造
る
と
き
使
っ
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
全
て
、
百
済
技
術
を
初
め
て
導

入
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
水
城
や
山
城
な
ど
の
土
木
事
業
は
大

規
模
工
事
で
す
し
、
同
じ
工
法
で
も
百
済

の
そ
れ
は
は
る
か
に
高
度
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
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―
水
城
、
山
城
、
さ
ら
に
大
宰
府
を
取

り
巻
く
羅
城
が
造
ら
れ
た
と
い
う
見
方
に

つ
い
て
。

小
田
名
誉
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授
　
そ
の
後
、
中
国
、
朝
鮮

半
島
の
情
勢
か
ら
、
外
敵
が
す
ぐ
に
も
西

日
本
に
攻
め
込
ん
で
く
る
と
は
考
え
な
く

て
も
よ
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
白
村
江

の
戦
い
で
大
和
朝
廷
は
中
国
、
朝
鮮
半
島

と
の
軍
事
、
防
衛
思
想
の
遅
れ
を
痛
感
し

た
と
思
い
ま
す
。
白
村
江
の
戦
い
で
も
、

倭
軍
は
地
方
豪
族
と
の
混
成
部
隊
で
し

た
、一
部
部
隊
が
勝
手
に
夜
襲
を
か
け
て
、

簡
単
に
撃
滅
さ
せ
ら
れ
た
り
、
意
識
も
戦

法
も
統
一
し
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
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村
江
の
大
敗
は
、
統
括
的
権
力
を
固

め
た
う
え
で
の
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い
を
し
な
け
れ
ば
，
到

底
通
用
し
な
い
と
当
時
の
天
智
政
権
は
痛

感
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せ
ら
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
す

ぐ
攻
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を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
し
て

も
、
最
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線
で
あ
る
「
遠
の
朝
廷
（
と
お

の
み
か
ど
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大
宰
府
を
置
き
、
そ
れ
を
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城
、
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、
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な
ど
で
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を
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し
て
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を
囲
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を
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る
こ
と
が
緊
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課
題
に
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ま
し
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。
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や
朝
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取
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な
い
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体
制
の
構
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に
力
点
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置

く
、
そ
し
て
対
外
的
に
も
防
衛
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制
が
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る
こ
と
を
誇
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
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―
水
城
、
山
城
築
城
な
ど
、
大
量
の
労

働
力
が
動
員
さ
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て
い
ま
す
。
大
和
朝
廷

の
権
力
は
そ
こ
ま
で
強
力
に
な
っ
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た

の
で
し
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か
。

小
田
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授
　
律
令
国
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と
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て
の
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対
権
力
の
形
成
に
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っ
て
、
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方
豪
族
を

固
め
、
そ
の
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下
に
収
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な
け
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ば
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り
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せ
ん
。
ま
ず
、
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水
城
、
山
城
を

加
え
た
羅
城
形
成
を
急
ぎ
、
次
い
で
中
核

都
市
「
大
宰
府
」
を
造
る
、
２
段
構
え
で

連
動
さ
せ
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
。
強
い

中
央
権
力
で
、
九
州
は
勿
論
、
近
隣
の
地

域
か
ら
も
労
働
力
を
集
め
、
工
事
を
進
め

た
の
で
し
ょ
う
。
中
国
、
朝
鮮
半
島
が
動倉庫群の礎石（大野城）

見つかった礎石　宇美口の城門礎石（大野城）

宇美口の石垣全景（大野城）

御笠軍団印出土地（太宰府市坂本）
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乱
状
態
に
あ
る
間
に
律
令
国
家
体
制
を
構

築
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
外

郭
は
７
世
紀
に
造
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
白

村
江
の
戦
い
（
６
６
３
年
）
の
翌
年
か

ら
、
大
宰
府
（
都
市
）
づ
く
り
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
第
Ⅰ
期
末
段
階
は
７
０
１
年
の

大
宝
律
令
（
７
０
１
）
か
ら
平
城
京
遷
都

（
７
１
０
）
ご
ろ
ま
で
。
そ
の
末
期
に
条

坊
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
第
Ⅱ

期
は
８
世
紀
の
二
〇
〜
三
〇
年
代
、「
筑

紫
の
役
」と
し
て
筑
紫
の
民
衆
を
動
員
し
、

12
年
か
け
て
都
城
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
掘
立
柱
式
か
ら
礎
石
式
に
替
わ
り
、

同
じ
瓦
葺
で
水
城
や
山
城
の
城
門
が
修
築

さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
第
Ⅲ
期
は
純
友
の

乱
で
政
庁
は
焼
失
し
ま
す
が
、
ほ
ぼ
同
じ

規
模
で
建
て
替
え
ら
れ
ま
す
。

―
―
「
天
下
の
一
都
会
」
大
宰
府
が
物
語

る
古
代
都
市
と
は
ど
の
よ
う
な
構
造
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
田
名
誉
教
授
　
ま
ず
条
坊
制
で
街
区
が

碁
盤
の
目
に
区
切
ら
れ
、
北
端
中
央
の
政

庁
（
あ
る
い
は
宮
城
）
か
ら
中
央
に
朱
雀

大
路
を
通
し
、
条
坊
内
に
「
府
の
大
寺
」

観
世
音
寺
な
ど
寺
を
配
置
し
ま
す
。
大
宰

府
は
平
城
京
の
４
分
の
１
程
度
の
ミ
ニ
版

で
条
坊
制
も
90
ｍ
四
方
。
平
城
京
の
造
営

を
指
揮
し
た
多
治
比
真
人
池
守
が
「
筑
紫

の
役
」
の
最
終
段
階
に
な
っ
た
７
１
５
年

大
宰
帥
と
し
て
着
任
、
３
年
間
の
任
期
で

大
宰
府
都
城
を
完
成
さ
せ
帰
京
し
て
い
ま

す
。

―
―
建
築
家
、
土
木
家
と
し
て
佐
伯
今
毛

人
（
さ
え
き
の
い
ま
え
み
し
）
は
東
大
寺

な
ど
の
造
営
に
関
わ
り
、
３
度
、
大
宰
府

に
赴
任
し
て
い
ま
す
。

小
田
名
誉
教
授
　
彼
が
赴
任
す
る
の
は

も
っ
と
後
で
、
怡
土
城
の
築
城
に
関
わ
り

ま
し
た
が
、
大
宰
府
に
つ
い
て
は
維
持
管

理
、修
理
な
ど
に
か
か
わ
っ
た
で
し
ょ
う
。

―
―
朝
鮮
式
山
城
は
逃
げ
込
み
城
と
さ
れ

ま
す
が
、
官
人
、
住
民
ま
で
立
て
こ
も
る

籠
城
戦
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
田
名
誉
教
授
　
私
は
そ
う
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
大
宰
府
の
官
人
た
ち
が
主
体

で
、
軍
団
は
防
衛
戦
を
戦
う
た
め
入
城
し

ま
す
。
周
辺
の
一
般
住
民
ま
で
収
用
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
居
住
状
況
や
食
糧
の
備
蓄
能
力
が

そ
ん
な
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
か
ら
で

す
。

―
―
土
塁
、
石
垣
で
囲
む
山
城
づ
く
り
の

中
で
、
大
宰
府
口
と
宇
美
口
の
石
垣
と
城

門
は
、か
な
り
厳
重
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
積
み
に
特
徴
は
あ
り
ま
す
か
。
特
に
谷

筋
に
石
垣
を
造
っ
て
い
ま
す
が
、
排
水
の

工
夫
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

高
度
な
石
積
み
技
術

小
田
名
誉
教
授
　
宇
美
口
の
百
間
石
垣
は

岩
盤
の
上
に
積
み
上
げ
て
い
ま
す
が
、
興

味
深
い
の
は
石
積
み
の
最
下
段
は
砂
利
層

を
造
り
そ
の
上
に
石
を
積
ん
で
い
ま
す
。

伏
流
水
を
排
水
す
る
工
夫
で
し
ょ
う
。
ま

た
石
積
み
の
上
は
50
㎝
の
厚
さ
に
粘
土
層

を
重
ね
置
き
、
大
雨
が
降
っ
た
時
に
は
表

流
水
が
そ
の
上
を
流
れ
る
排
水
の
工
夫
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
石
と
石
の
隙
間
か
ら

も
流
れ
出
る
自
然
排
水
の
手
法
も
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
基
肄
城
の
南
門
の
石
垣
に
は
３
カ
所

の
排
水
口
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
佐
賀
県
教
委
が
７
年
か

け
て
解
体
、
調
査
し
て
い
ま
す
．

再
度
、
石
積
み
の
時
、
最
も
下

の
水
路（
排
水
口
）は
業
者
が「
石

垣
全
体
に
強
度
の
影
響
が
出
そ

う
で
、再
現
で
き
な
い
」と
言
い
、

あ
き
ら
め
ま
し
た
が
、
全
体
に
、

古
代
の
石
積
み
の
技
量
に
は
随

分
高
い
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い

う
証
明
で
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
藤
原
京
、
平
城
京
に
は
大
宰
府
の
よ

う
に
水
城
、
山
城
な
ど
の
外
郭
防
衛
施
設

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

小
田
名
誉
教
授
　
大
宰
府
の
外
郭
防
衛
ラ

イ
ン
は
中
国
南
朝
・
建
康
城
と
扶
余
の
流

れ
を
く
む
も
の
で
、
そ
の
影
響
を
受
け

た
。
従
っ
て
扶
余
は
条
坊
制
を
持
っ
て
い

な
い
が
、
我
が
国
で
は
７
世
紀
末
、
飛
鳥

浄
御
原
令
制
定
を
機
に
平
城
京
遷
都
と
共

に
隋
・
唐
系
の
条
坊
制
を
敷
い
た
都
市
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
、
合
わ
せ
て
大
宰
府
に

も
首
都
に
な
ら
っ
た
碁
盤
目
式
の
条
坊
制

が
し
か
れ
た
。
そ
う
し
た
「
首
都
に
似
た

都
市
景
観
」
づ
く
り
は
、
先
に
あ
げ
た
多

治
比
真
人
池
守
が
平
城
京
司
長
官
を
務
め

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
城
京
を
手
本
と
し

た
大
宰
府
整
備
を
進
め
、
大
宰
府
に
も
条

坊
制
を
取
り
入
れ
た
都
城
作
り
を
進
め
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
彼
の
大
宰
府
赴
任
は

そ
の
総
仕
上
げ
の
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

―
―
そ
れ
を
短
期
間
に
実
現
さ
せ
た
の

が
、
百
済
の
土
木
技
術
導
入
と
「
筑
紫
の

復元された基肄城の石垣　水口が造られている
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役
」の
大
量
の
労
役
の
動
員
な
の
で
す
ね
。

12
年
間
の
大
工
事

小
田
名
誉
教
授
　
筑
紫
の
役
（
７
０
６
〜

７
１
８
）
は
通
常
、
定
め
ら
れ
た
年
10
日

間
の
労
役
を
越
え
る
と
き
庸
が
減
免
さ
れ

る
の
で
す
が
、
筑
紫
の
役
の
場
合
、
19
日

間
に
延
長
す
る
労
役
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
12
年
間
は
集
中
的
に
大
量
の
労
働
力

を
動
員
、
水
城
、
山
城
か
ら
政
庁
を
は
じ

め
大
宰
府
都
市
づ
く
り
ま
で
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
し
進
め
た
の
で
す
。

―
―
そ
れ
ほ
ど
強
引
に
事
業
を
推
し
進
め

な
が
ら
、
つ
い
に
侵
攻
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
田
名
誉
教
授
　
国
内
的
に
は
外
国
侵
攻

の
危
機
感
を
あ
お
り
な
が
ら
中
央
集
権
化

を
進
め
、
律
令
制
へ
の
改
革
を
行
い
、
対

外
的
に
は
巧
み
に
唐
や
新
羅
と
の
平
和
外

交
を
進
め
た
の
で
す
。
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と

に
朝
鮮
半
島
で
は
唐
に
対
す
る
戦
争
状
況

に
あ
り
、
高
句
麗
な
ど
は
３
回
に
わ
た
っ

て
援
軍
を
求
め
て
く
る
状
況
と
な
り
ま

す
。
や
が
て
６
７
６
年
に
は
新
羅
の
朝
鮮

半
島
統
一
が
実
現
し
ま
す
。
天
智
政
権
は

こ
う
し
た
対
外
情
勢
を
に
ら
み
な
が
ら
、

援
軍
な
ど
を
一
切
、
断
り
、
内
政
に
専
念

し
た
の
で
す
。
律
令
国
家
へ
の
転
換
は
、

続
く
天
武
、
持
統
朝
で
も
継
承
さ
れ
、
７

世
紀
の
う
ち
に
確
立
さ
れ
ま
す
。
大
宰
府

の
都
城
形
成
の
大
事
業
は
こ
う
し
て
可
能

に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
大
宰
府
史
跡
の
発
掘
調
査
は
平
成
30

年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
大

宰
府
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
は
何
で
し
ょ
う

か
。

小
田
名
誉
教
授
　
こ
れ
か
ら
は
史
跡
の
整

備
、
公
開
、
活
用
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
山
城
、
土
塁
な
ど
羅
城

の
状
況
な
ど
を
体
験
学
習
で
き
る
よ
う
に

史
跡
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
先

人
が
残
し
た
貴
重
な
遺
産
と
し
て
、
そ
の

重
要
性
を
皆
さ
ん
に
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
努
力
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

政庁跡。礎石が、当時の政庁建物の大きさを物語る。

　
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）、
大
宰
府

政
庁
、
水
城
や
、
大
野
城
・
基
肄
城
な

ど
の
朝
鮮
式
山
城
と
い
っ
た
太
宰
府
史

跡
の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て
、
平
成
30

年
は
50
年
の
節
目
に
当
た
り
、
九
州
歴

史
資
料
館
（
小
郡
市
）
で
特
別
展
「
太

宰
府
へ
の
道
」の
開
催
や
各
種
の
講
演
、

講
座
な
ど
多
彩
に
行
わ
れ
た
。

　
太
宰
府
は
７
世
紀
か
ら
12
世

紀
に
か
け
て
軍
事
・
外
交
、
貿

易
、
九
州
の
９
国
３
島
の
統
治

を
担
う
「
遠
の
都
」
で
発
掘
調

査
は
、
都
市
と
し
て
の
大
宰
府

の
機
能
の
解
明
、
変
遷
、
さ
ら

に
客
館
の
発
見
な
ど
新
し
い
遺

構
も
出
土
し
て
い
る
。
調
査
研

究
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

九
州
大
学
名
誉
教
授
・
鏡
山
猛

な
ど
多
く
の
努
力
が
あ
っ
た
。

〇
啓
蒙
時
代
に
活
躍

　
そ
れ
に
先
だ
っ
て
大
宰
府
研

究
を
重
ね
、
大
宰
府
学
の
基
礎

を
築
い
た
人
々
が
い
る
。
自
分

の
名
前
も
水
城
だ
っ
た
武
谷
水

城
（
１
８
５
２
〜
１
９
３
９
）

医
師
だ
が
筑
紫
史
談
会
を
結
成
し
て

「
水
城
大
堤
之
碑
」
の
石
碑
立
て
る
な

ど
、こ
れ
ら
の
史
跡
の
保
護
を
訴
え
た
。

い
わ
ば
初
期
の
啓
蒙
時
代
を
担
っ
た
人

だ
。

　
本
格
的
な
学
術
的
な
発
掘
調
査
に
取

り
組
ん
だ
の
は
中
山
平
次
郎
氏
（
九

州
帝
国
大
学
教
授
、
１
８
７
１
〜

１
９
５
６
）。
も
と
も
と
は
病
理
学
専

攻
で
東
京
帝
国
大
学
の
黒
板
勝
美
教
授

と
水
城
土
塁
の
断
面
調
査
を
行
っ
た
。

「
元
寇
防
塁
」
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
。

〇
初
め
て
の
水
城
学
術
調
査

黒
岩
教
授
は
沖
ノ
島
（
現
在
、
世
界
遺

産
）
調
査
の
為
、
来
福
し
た
が
、
海
が

荒
れ
島
に
渡
れ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま

国
鉄
・
鹿
児
島
本
線
の
拡
幅
工
事
で
水

城
が
さ
ら
に
切
り
取
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
為
、
初
め
て
の
学

術
調
査
に
入
っ
た
。
こ
の
調
査

で
、
水
城
が
版
築
や
敷
粗
朶
工

法
が
用
い
ら
れ
、
極
め
て
高
い

土
木
技
術
に
よ
る
築
堤
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
大
野
城
や
水
城
の
全
体
調
査

を
行
っ
た
の
は
、長
沼
賢
海（
九

州
帝
国
大
学
教
授
、
１
８
８
３

〜
１
９
８
０
）。
水
城
の
外
濠

に
水
を
引
く
木
樋
の
発
掘
調

査
、
大
野
城
城
門
の
構
造
な
ど

の
解
明
、
研
究
を
進
め
た
。

〇
条
里
制
な
ど
の
解
明

　
大
宰
府
学
を
総
合
的
に
研
究

し
、
そ
の
後
の
大
宰
府
発
掘
調

査
の
指
針
を
示
し
た
の
が
鏡
山
猛
で
あ

る
。
平
城
京
の
条
里
制
の
ミ
ニ
版
が
太

宰
府
で
も
採
用
さ
れ
、
古
代
の
都
市
計

画
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
大
宰
府
学

の
理
解
を
広
げ
る
た
め
一
般
・
啓
蒙
書

の
著
作
も
多
い
。

 

（
敬
称
略
）

発掘50年、
大宰府学の先達たち
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役
」の
大
量
の
労
役
の
動
員
な
の
で
す
ね
。

12
年
間
の
大
工
事

小
田
名
誉
教
授
　
筑
紫
の
役
（
７
０
６
〜

７
１
８
）
は
通
常
、
定
め
ら
れ
た
年
10
日

間
の
労
役
を
越
え
る
と
き
庸
が
減
免
さ
れ

る
の
で
す
が
、
筑
紫
の
役
の
場
合
、
19
日

間
に
延
長
す
る
労
役
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
12
年
間
は
集
中
的
に
大
量
の
労
働
力

を
動
員
、
水
城
、
山
城
か
ら
政
庁
を
は
じ

め
大
宰
府
都
市
づ
く
り
ま
で
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
し
進
め
た
の
で
す
。

―
―
そ
れ
ほ
ど
強
引
に
事
業
を
推
し
進
め

な
が
ら
、
つ
い
に
侵
攻
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
田
名
誉
教
授
　
国
内
的
に
は
外
国
侵
攻

の
危
機
感
を
あ
お
り
な
が
ら
中
央
集
権
化

を
進
め
、
律
令
制
へ
の
改
革
を
行
い
、
対

外
的
に
は
巧
み
に
唐
や
新
羅
と
の
平
和
外

交
を
進
め
た
の
で
す
。
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と

に
朝
鮮
半
島
で
は
唐
に
対
す
る
戦
争
状
況

に
あ
り
、
高
句
麗
な
ど
は
３
回
に
わ
た
っ

て
援
軍
を
求
め
て
く
る
状
況
と
な
り
ま

す
。
や
が
て
６
７
６
年
に
は
新
羅
の
朝
鮮

半
島
統
一
が
実
現
し
ま
す
。
天
智
政
権
は

こ
う
し
た
対
外
情
勢
を
に
ら
み
な
が
ら
、

援
軍
な
ど
を
一
切
、
断
り
、
内
政
に
専
念

し
た
の
で
す
。
律
令
国
家
へ
の
転
換
は
、

続
く
天
武
、
持
統
朝
で
も
継
承
さ
れ
、
７

世
紀
の
う
ち
に
確
立
さ
れ
ま
す
。
大
宰
府

の
都
城
形
成
の
大
事
業
は
こ
う
し
て
可
能

に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
大
宰
府
史
跡
の
発
掘
調
査
は
平
成
30

年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
大

宰
府
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
は
何
で
し
ょ
う

か
。

小
田
名
誉
教
授
　
こ
れ
か
ら
は
史
跡
の
整

備
、
公
開
、
活
用
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
山
城
、
土
塁
な
ど
羅
城

の
状
況
な
ど
を
体
験
学
習
で
き
る
よ
う
に

史
跡
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
先

人
が
残
し
た
貴
重
な
遺
産
と
し
て
、
そ
の

重
要
性
を
皆
さ
ん
に
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
努
力
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

政庁跡。礎石が、当時の政庁建物の大きさを物語る。

　
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）、
大
宰
府

政
庁
、
水
城
や
、
大
野
城
・
基
肄
城
な

ど
の
朝
鮮
式
山
城
と
い
っ
た
太
宰
府
史

跡
の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て
、
平
成
30

年
は
50
年
の
節
目
に
当
た
り
、
九
州
歴

史
資
料
館
（
小
郡
市
）
で
特
別
展
「
太

宰
府
へ
の
道
」の
開
催
や
各
種
の
講
演
、

講
座
な
ど
多
彩
に
行
わ
れ
た
。

　
太
宰
府
は
７
世
紀
か
ら
12
世

紀
に
か
け
て
軍
事
・
外
交
、
貿

易
、
九
州
の
９
国
３
島
の
統
治

を
担
う
「
遠
の
都
」
で
発
掘
調

査
は
、
都
市
と
し
て
の
大
宰
府

の
機
能
の
解
明
、
変
遷
、
さ
ら

に
客
館
の
発
見
な
ど
新
し
い
遺

構
も
出
土
し
て
い
る
。
調
査
研

究
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

九
州
大
学
名
誉
教
授
・
鏡
山
猛

な
ど
多
く
の
努
力
が
あ
っ
た
。

〇
啓
蒙
時
代
に
活
躍

　
そ
れ
に
先
だ
っ
て
大
宰
府
研

究
を
重
ね
、
大
宰
府
学
の
基
礎

を
築
い
た
人
々
が
い
る
。
自
分

の
名
前
も
水
城
だ
っ
た
武
谷
水

城
（
１
８
５
２
〜
１
９
３
９
）

医
師
だ
が
筑
紫
史
談
会
を
結
成
し
て

「
水
城
大
堤
之
碑
」
の
石
碑
立
て
る
な

ど
、こ
れ
ら
の
史
跡
の
保
護
を
訴
え
た
。

い
わ
ば
初
期
の
啓
蒙
時
代
を
担
っ
た
人

だ
。

　
本
格
的
な
学
術
的
な
発
掘
調
査
に
取

り
組
ん
だ
の
は
中
山
平
次
郎
氏
（
九

州
帝
国
大
学
教
授
、
１
８
７
１
〜

１
９
５
６
）。
も
と
も
と
は
病
理
学
専

攻
で
東
京
帝
国
大
学
の
黒
板
勝
美
教
授

と
水
城
土
塁
の
断
面
調
査
を
行
っ
た
。

「
元
寇
防
塁
」
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
。

〇
初
め
て
の
水
城
学
術
調
査

黒
岩
教
授
は
沖
ノ
島
（
現
在
、
世
界
遺

産
）
調
査
の
為
、
来
福
し
た
が
、
海
が

荒
れ
島
に
渡
れ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま

国
鉄
・
鹿
児
島
本
線
の
拡
幅
工
事
で
水

城
が
さ
ら
に
切
り
取
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
為
、
初
め
て
の
学

術
調
査
に
入
っ
た
。
こ
の
調
査

で
、
水
城
が
版
築
や
敷
粗
朶
工

法
が
用
い
ら
れ
、
極
め
て
高
い

土
木
技
術
に
よ
る
築
堤
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
大
野
城
や
水
城
の
全
体
調
査

を
行
っ
た
の
は
、長
沼
賢
海（
九

州
帝
国
大
学
教
授
、
１
８
８
３

〜
１
９
８
０
）。
水
城
の
外
濠

に
水
を
引
く
木
樋
の
発
掘
調

査
、
大
野
城
城
門
の
構
造
な
ど

の
解
明
、
研
究
を
進
め
た
。

〇
条
里
制
な
ど
の
解
明

　
大
宰
府
学
を
総
合
的
に
研
究

し
、
そ
の
後
の
大
宰
府
発
掘
調

査
の
指
針
を
示
し
た
の
が
鏡
山
猛
で
あ

る
。
平
城
京
の
条
里
制
の
ミ
ニ
版
が
太

宰
府
で
も
採
用
さ
れ
、
古
代
の
都
市
計

画
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
大
宰
府
学

の
理
解
を
広
げ
る
た
め
一
般
・
啓
蒙
書

の
著
作
も
多
い
。

 

（
敬
称
略
）

発掘50年、
大宰府学の先達たち
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　「
遠
の
朝
廷
」大
宰
府
は
、中
国
唐
の
都
・

長
安
を
手
本
に
し
た
平
城
京（
奈
良
時
代
・

７
１
０
〜
７
９
４
）
を
さ
ら
に
縮
小
し
た

都
市
計
画
の
下
で
建
設
さ
れ
た
。
多
治
北

真
人
ら
が
派
遣
さ
れ
、
指
導
し
た
と
さ
れ

る
。
都
市
は
道
路
か
ら
造
ら
れ
る
、
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
政
庁
を
中
心
に
、
中
心
軸

に
朱
雀
大
路
を
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
し
て
、

左
郭
（
左
京
）
と
右
郭
（
右
京
）
に
市
街

地
を
分
け
、碁
盤
の
目
に
街
区
を
造
っ
た
。

条
坊
制
で
あ
る
。

平
城
京
の
ミ
ニ
版

　
大
宰
府
は
、
宝
満
山
・
四
王

寺
山
と
天
拝
山
・
牛
頸
山
な
ど

の
東
西
の
山
地
に
挟
ま
れ
、
福

岡
平
野
と
筑
後
平
野
の
繋
ぎ
の

分
水
の
位
置
、
交
通
の
要
衝
に

あ
り
、
水
城
を
築
く
の
に
都
合

よ
く
喉
首
の
よ
う
に
狭
ま
っ
て

い
る
。
し
か
も
大
宰
府
は
政
庁

の
背
後
、
四
王
寺
山
か
ら
西
へ
、

平
城
京
と
同
じ
「
平
ら
か
均
さ
れ

た
土
地
」
が
広

が
る
軍
事
的
政

治
的
に
良
好
な

土
地
で
あ
る
。

「
天
下
の
一
都

会
」「
遠
の
都
」

と
呼
ば
れ
は
し

た
が
、
実
際
の
大
宰
府

は
平
城
京
の
ミ
ニ
版
。

そ
の
平
城
京
は
中
国
・

長
安
の
縮
小
版
。
唐
王

朝
と
の
国
力
格
差
は
歴

然
と
し
て
お
り
、
土
木
技
術
も
到
底
及
ぶ

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
遣
唐
使
、
中
で

も
粟
田
真
人
（
遣
唐
使
７
０
２
〜
７
０
４

年
）
が
も
た
ら
し
た
長
安
城
の
情
報
を
も

と
に
し
な
が
ら
平
城
京
は
造
営
さ
れ
た
。

粟
田
は
大
宰
の
帥
を
経
験
し
、
大
宝
律
令

の
編
纂
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。碁

盤
の
目
の
条
坊
制

　
平
城
京
の
平
面
形
の
宮
域
は
条
坊
制
で

東
西
（
条
）
南
北
（
坊
）
に
街
路
を
走
ら

せ
、
版
築
で
固
め
た
築
地
壁
で

囲
う
。
そ
の
前
の
藤
原
京
（
橿

原
京
）
は
塗
り
壁
だ
っ
た
か
ら
、

一
段
と
堅
固
に
な
っ
た
。
道
路

は
碁
盤
の
目
の
条
坊
制
を
と
り
、

条
坊
の
道
路
は
そ
れ
ぞ
れ
排
水

用
の
側
溝
を
持
ち
、
南
北
を
結

ぶ
朱
雀
大
路
が
主
要
な
中
心
道

路
と
な
っ
て
い
る
。

　
藤
原
京
で
は
、
地
形
に
よ
っ

て
朱
雀
門
を
北
側
に
移
動
。
長

安
に
な
ら
っ
て
「
天
子
南
面

す
」
の
形
を
と
っ
た
。
平
城
京

の
朱
雀
大
路
は
幅
70
ｍ
、
延
長

３
・
７
㎞
、
側
溝
を
含
め
る
と
約

１
０
０
ｍ
も
あ
っ
た
。
小
路
の

幅
は
３
〜
７
ｍ
程
度
。
こ
れ
に

対
し
て
大
宰
府
の
朱
雀
大
路
は
、

８
世
紀
代
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の

発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
朱
雀
門
の
礎
石
が

現
在
の
朱
雀
大
橋
付
近
の
御
笠
川
河
床
か

ら
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
真
南
に

向
か
っ
て
建
設
さ
れ
、
幅
36
・
６
ｍ
、
平

城
京
・
朱
雀
大
路
３
分
の
１
以
程
度
の
、

大
幅
な
縮
小
版
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
条
坊

の
道
路
は
幅
約
３
ｍ
、
幅
１
ｍ
の
側
溝
を

持
っ
て
い
る
。

大
役
を
果
た
し
た
二
人
の
高
官

　
大
宰
府
の
都
市
づ
く
り
は
、
多
治
比
真

人
池
守
が
７
１
５
年
大
宰
府
大
弐
と
し
て

赴
任
、
３
年
間
で
太
宰
府
の
都
市
づ
く
り

を
仕
上
げ
て
い
る
。そ
の
40
年
後（
７
５
６

年
）、
造
東
大
寺
長
官
を
務
め
た
佐
伯
今

毛
人
（
さ
え
き
の
い
ま
え
み
し
、
７
１
９

〜
７
９
０
）
が
派
遣
さ
れ
、
再
整
備
を
進

め
た
。
彼
は
空
海
の
叔
父
に
あ
た
り
当
時

最
高
の
建
築
、
土
木
家
で
あ
り
、
世
界
最

大
の
木
造
建
造
物
・
東
大
寺
を
完
成
さ
せ
、

聖
武
天
皇
の
信
任
を
得
た
。

　
佐
伯
今
毛
人
は
大
宰
府
に
は
三
度
、
赴

任
し
て
大
宰
府
の
政
庁
を
は
じ
め
営
城
官

と
し
て
大
野
城
な
ど
の
城
や
水
城
の
造

営
、
管
理
に
当
た
り
、
大
宰
府
最
高
の
地

位
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
。
大
宰
府
造
営
の

中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
新
羅
遠

征
計
画
の
も
と
、
吉
備
真
備
と
共
に
，
専

知
官
と
し
て
中
国
式
山
城
・
怡
土
城
（
糸

島
市
）
の
築
城
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
聖

武
天
皇
、
桓
武
天
王
の
絶
大
な
信
頼
を
得

て
、
大
宰
府
に
赴
任
、
大
弐
、
帥
と
ト
ッ

プ
を
務
め
て
い
る
。

　
彼
は
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
築
、
土
木

の
総
指
揮
官
と
し
て
人
心
掌
握
に
優
れ
、

事
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
専

横
を
極
め
た
藤
原
仲
麻
呂
の
暗
殺
計
画
に

関
与
を
疑
わ
れ
た
り
、
遣
唐
使
に
任
ぜ
ら

れ
な
が
ら
、
病
気
を
理
由
に
渡
唐
を
回
避

第
３
節
①

「
遠
の
都
」
大
宰
府
―

　い
に
し
え
の
都
市
づ
く
り

中
国
、朝
鮮
技
術
の
合
作
、大
宰
府
の
都
市
計
画

中
国
、朝
鮮
技
術
の
合
作
、大
宰
府
の
都
市
計
画

政
庁
を
中
心
に
、条
坊
制
で
新
都
市
を
設
計

政
庁
を
中
心
に
、条
坊
制
で
新
都
市
を
設
計

大宰府政庁の朱雀門石（御笠川ぞい）

朱雀大路を中心に、
碁盤の目の道路網
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す
る
な
ど
、
そ
の
し
た
た
か
な
生
き
方
も

歴
史
に
残
っ
て
い
る
。

「
逃
げ
込
み
」
型
、
都
市
思
想

　
白
村
江
の
戦
い
で
大
敗
、
急
き
ょ
、
防

衛
力
の
強
化
を
迫
ら
れ
、
大
宰
府
を
囲
む

よ
う
に
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
が
築
城

さ
れ
、
守
り
を
固
め
た
。

　
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
二
人
の
百
済
亡

命
貴
族
の
総
指
揮
で
、
水
城
、
大
野
城
、

基
肄
城
の
防
衛
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
年

で
完
成
さ
せ
て
い
る
。
博
多
湾
か
ら
の
敵

襲
を
水
城
と
大
野
城
で
迎
え
撃
ち
、
有
明

海
な
ど
南
か
ら
の
侵
略
軍
に
対
し
て
は
基

肄
城
が
対
処
す
る
。

　
そ
の
防
御
施
設
に
守
ら
れ
て「
遠
の
都
」

大
宰
府
は
軍
事
防
衛
都
市
と
し
て
存
在
し

て
い
た
。

　
大
宰
府
は
平
城
京
が
手
本
と
し
た
中
国

式
城
郭
の
さ
ら
に
ミ
ニ
版
だ
が
、
都
市
全

体
を
城
壁
で
厳
重
に
囲
む
羅
城
を
意
識
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
研
究
者
間
で
も
意
見

が
分
か
れ
る
。
都
市
全
体
を
城
壁
で
囲
い

込
む
の
で
は
な
く
、
土
塁
で
囲
わ
れ
た
朝

鮮
式
山
城
に
、
官
人
が
「
逃
げ
込
む
」
コ

ン
パ
ク
ト
な
防
衛

思
想
で
、
そ
の
都

市
防
衛
施
設
と
し

て
水
城
、大
野
城
、

基
肄
城
な
ど
の
築

城
は
百
済
亡
命
技

術
者
の
指
導
に
よ

る
。「
小
さ
な
都
」

大
宰
府
も
、
中
国

の
都
市
計
画
と
朝

鮮
半
島
の
防
衛
思

想
、
土
木
技
術
の

導
入
に
よ
る
日
中

朝
の
「
合
作
」
で

あ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
籠
城
戦
を
行
う
場
合
、
重
要
な
の
は
兵

站
で
、
食
糧
、
武
器
を
備
蓄
す
る
倉
庫
群

が
城
内
各
所
に
造
ら
れ
た
。

霞
が
関
の
縮
小
版

　「
遠
の
都
」
大
宰
府
の
中
心
は
、
政
庁

で
あ
り
、
大
野
城
（
四
王
寺
山
）
の
麓
に

置
か
れ
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
南
北
に
朱

雀
大
路
が
走
り
街
区
が
平
城
京
の
左
京
、

右
京
と
同
様
に
条
坊
制
を
持
つ
左
郭
、
右

郭
が
４
㎞
四
方
に
配
置
さ
れ
た
。
人
口
約

10
万
人
。
政
庁
は
純
友
の
乱（
９
４
１
年
）

に
よ
っ
て
焼
失
し
た
後
、
再
建
（
政
庁
Ⅲ

期
）
さ
れ
、
完
成
形
に
な
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。大
宰
府
政
庁
の
前
は
広
場
が
あ
り
、

そ
の
南
に
朱
雀
門
、
そ
こ
か
ら
南
へ
一
直

線
に
朱
雀
大
路
が
走
っ
て
い
た
。
こ
れ
を

中
心
軸
と
し
て
東
西
南
北
に
条
里
制
の
道

路
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
造
成
さ
れ
た
。

　
朱
雀
大
路
は
約
３
ｍ
の
側
溝
を
持
つ
、

道
幅
36
・
６
ｍ
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
の
条
坊
は
道
路
幅
約
３
ｍ
、

幅
１
ｍ
の
側
溝
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、

発
掘
調
査
な
ど
で
分
か
っ
て
い
る
。

　
条
坊
の
全
体
規
模
は
、
南
北
22
坊
、
東

西
各
12
条
（
鏡
山
説
）
と
さ
れ
て
き
た
が
、

最
近
で
は
南
北
22
坊
は
変
わ
ら
な
い
も
の

の
、東
側
（
右
郭
）
は
12
条
の
ま
ま
だ
が
、

左
郭
８
坊
と
非
対
照
。
条
坊
の
１
区
画
は

90
ｍ
四
方
と
す
る
、
や
や
縮
小
し
た
修
正

案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
大
宰
府
発
掘
50

年
記
念
「
太
宰
府
へ
の
道
」）。

咆
哮
す
る
「
鬼
瓦
」

　
大
宰
府
政
庁
は
朱
塗
り
瓦
葺
、
回
り
を

築
塀
で
囲
ま
れ
、
南
門
、
中
門
を
経
て
政

庁
本
館
に
向
か
う
。
東
西
は
回
廊
が
巡
ら

さ
れ
、
両
側
に
建
物
二
棟
が
あ
っ
た
。
政

庁
を
要
と
し
て
東
西
に
官
庁
街
が
並
ぶ
。

国
権
の
最
高
機
関
・
国
会
を
囲
ん
で
、
霞

が
関
の
官
庁
街
が
並
ぶ
よ
う
に
、
そ
の
縮

小
版
で
あ
る
。

　
大
宰
府
政
庁
の
建
物
を
権
威
づ
け
、
象

徴
す
る
の
は
魔
を
は
ら
う
「
鬼
瓦
」
で
あ

る
。
瓦
葺
き
の
政
庁
の
棟
の
両
端
に
据
え

ら
れ
た
鬼
瓦
は
棟
の
端
を
押
さ
え
る
実
用

性
だ
け
で
な
く
，
政
庁
の
権
威
づ
け
の
シ

ン
ボ
ル
で
、
見
上
げ
る
者
を
畏
怖
さ
せ
る

よ
う
に
、
カ
ッ
と
目
を
開
き
眼
球
が
飛
び

だ
さ
ん
ば
か
り
、
眉
は
炎
の
よ
う
に
吹
き

上
が
り
、
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
、
口
は
咆

政庁跡から発掘された鬼瓦

蔵司の礎石群。大型倉庫と管理棟が確認されている。

大宰府政庁跡の全景
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す
る
な
ど
、
そ
の
し
た
た
か
な
生
き
方
も

歴
史
に
残
っ
て
い
る
。

「
逃
げ
込
み
」
型
、
都
市
思
想

　
白
村
江
の
戦
い
で
大
敗
、
急
き
ょ
、
防

衛
力
の
強
化
を
迫
ら
れ
、
大
宰
府
を
囲
む

よ
う
に
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
が
築
城

さ
れ
、
守
り
を
固
め
た
。

　
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
二
人
の
百
済
亡

命
貴
族
の
総
指
揮
で
、
水
城
、
大
野
城
、

基
肄
城
の
防
衛
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
年

で
完
成
さ
せ
て
い
る
。
博
多
湾
か
ら
の
敵

襲
を
水
城
と
大
野
城
で
迎
え
撃
ち
、
有
明

海
な
ど
南
か
ら
の
侵
略
軍
に
対
し
て
は
基

肄
城
が
対
処
す
る
。

　
そ
の
防
御
施
設
に
守
ら
れ
て「
遠
の
都
」

大
宰
府
は
軍
事
防
衛
都
市
と
し
て
存
在
し

て
い
た
。

　
大
宰
府
は
平
城
京
が
手
本
と
し
た
中
国

式
城
郭
の
さ
ら
に
ミ
ニ
版
だ
が
、
都
市
全

体
を
城
壁
で
厳
重
に
囲
む
羅
城
を
意
識
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
研
究
者
間
で
も
意
見

が
分
か
れ
る
。
都
市
全
体
を
城
壁
で
囲
い

込
む
の
で
は
な
く
、
土
塁
で
囲
わ
れ
た
朝

鮮
式
山
城
に
、
官
人
が
「
逃
げ
込
む
」
コ

ン
パ
ク
ト
な
防
衛

思
想
で
、
そ
の
都

市
防
衛
施
設
と
し

て
水
城
、大
野
城
、

基
肄
城
な
ど
の
築

城
は
百
済
亡
命
技

術
者
の
指
導
に
よ

る
。「
小
さ
な
都
」

大
宰
府
も
、
中
国

の
都
市
計
画
と
朝

鮮
半
島
の
防
衛
思

想
、
土
木
技
術
の

導
入
に
よ
る
日
中

朝
の
「
合
作
」
で

あ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
籠
城
戦
を
行
う
場
合
、
重
要
な
の
は
兵

站
で
、
食
糧
、
武
器
を
備
蓄
す
る
倉
庫
群

が
城
内
各
所
に
造
ら
れ
た
。

霞
が
関
の
縮
小
版

　「
遠
の
都
」
大
宰
府
の
中
心
は
、
政
庁

で
あ
り
、
大
野
城
（
四
王
寺
山
）
の
麓
に

置
か
れ
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
南
北
に
朱

雀
大
路
が
走
り
街
区
が
平
城
京
の
左
京
、

右
京
と
同
様
に
条
坊
制
を
持
つ
左
郭
、
右

郭
が
４
㎞
四
方
に
配
置
さ
れ
た
。
人
口
約

10
万
人
。
政
庁
は
純
友
の
乱（
９
４
１
年
）

に
よ
っ
て
焼
失
し
た
後
、
再
建
（
政
庁
Ⅲ

期
）
さ
れ
、
完
成
形
に
な
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。大
宰
府
政
庁
の
前
は
広
場
が
あ
り
、

そ
の
南
に
朱
雀
門
、
そ
こ
か
ら
南
へ
一
直

線
に
朱
雀
大
路
が
走
っ
て
い
た
。
こ
れ
を

中
心
軸
と
し
て
東
西
南
北
に
条
里
制
の
道

路
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
造
成
さ
れ
た
。

　
朱
雀
大
路
は
約
３
ｍ
の
側
溝
を
持
つ
、

道
幅
36
・
６
ｍ
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
の
条
坊
は
道
路
幅
約
３
ｍ
、

幅
１
ｍ
の
側
溝
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、

発
掘
調
査
な
ど
で
分
か
っ
て
い
る
。

　
条
坊
の
全
体
規
模
は
、
南
北
22
坊
、
東

西
各
12
条
（
鏡
山
説
）
と
さ
れ
て
き
た
が
、

最
近
で
は
南
北
22
坊
は
変
わ
ら
な
い
も
の

の
、東
側
（
右
郭
）
は
12
条
の
ま
ま
だ
が
、

左
郭
８
坊
と
非
対
照
。
条
坊
の
１
区
画
は

90
ｍ
四
方
と
す
る
、
や
や
縮
小
し
た
修
正

案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
大
宰
府
発
掘
50

年
記
念
「
太
宰
府
へ
の
道
」）。

咆
哮
す
る
「
鬼
瓦
」

　
大
宰
府
政
庁
は
朱
塗
り
瓦
葺
、
回
り
を

築
塀
で
囲
ま
れ
、
南
門
、
中
門
を
経
て
政

庁
本
館
に
向
か
う
。
東
西
は
回
廊
が
巡
ら

さ
れ
、
両
側
に
建
物
二
棟
が
あ
っ
た
。
政

庁
を
要
と
し
て
東
西
に
官
庁
街
が
並
ぶ
。

国
権
の
最
高
機
関
・
国
会
を
囲
ん
で
、
霞

が
関
の
官
庁
街
が
並
ぶ
よ
う
に
、
そ
の
縮

小
版
で
あ
る
。

　
大
宰
府
政
庁
の
建
物
を
権
威
づ
け
、
象

徴
す
る
の
は
魔
を
は
ら
う
「
鬼
瓦
」
で
あ

る
。
瓦
葺
き
の
政
庁
の
棟
の
両
端
に
据
え

ら
れ
た
鬼
瓦
は
棟
の
端
を
押
さ
え
る
実
用

性
だ
け
で
な
く
，
政
庁
の
権
威
づ
け
の
シ

ン
ボ
ル
で
、
見
上
げ
る
者
を
畏
怖
さ
せ
る

よ
う
に
、
カ
ッ
と
目
を
開
き
眼
球
が
飛
び

だ
さ
ん
ば
か
り
、
眉
は
炎
の
よ
う
に
吹
き

上
が
り
、
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
、
口
は
咆

政庁跡から発掘された鬼瓦

蔵司の礎石群。大型倉庫と管理棟が確認されている。
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哮
す
る
か
の
如
く
大
き
く
開
き
、
歯
を
む

き
出
し
て
い
る
。い
か
に
も
怒
り
の
形
相
。

当
時
は
怨
念
、
タ
タ
リ
が
信
じ
ら
れ
た
時

代
で
あ
り
、
鬼
瓦
の
守
護
神
と
し
て
の
迫

真
の
造
形
は
装
飾
だ
け
で
な
く
、
魔
除
け

の
役
割
を
果
た
す
実
用
性
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
鬼
瓦
は
政
庁
だ
け
で
な
く
、
大
野
城
大

宰
府
口
な
ど
の
城
門
、
水
城
の
水
門
、
国

分
寺
跡
か
ら
出
土
し
、
い
ず
れ
も
高
さ
50

㎝
、
幅
45
㎝
、
厚
さ
15
㎝
と
重
厚
な
造
り
。

大
宰
府
式
鬼
面
と
呼
ば
れ
、
大
宰
府
独
特

の
も
の
で
、
大
宰
府
管
轄
下
に
あ
る
九
州

各
地
の
国
府
、
例
え
ば
肥
前
国
府
跡
な
ど

か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
最
初
に
政
庁
跡

か
ら
鬼
瓦
が
発
掘
さ
れ
た
時
、
発
掘
、
調

査
関
係
者
に
驚
き
と
感
動
を
も
た
ら
し

た
。

　
大
宰
府
の
鬼
瓦
は
新
羅
の
獣
文
瓦
の
系

統
。
大
宰
府
政
庁
と
観
世
音
寺
の
瓦
は
畿

内
の
藤
原
京
、
興
福
寺
系
だ
。「
大
宰
府

は
ア
ジ
ア
の
窓
口
で
あ
り
同
時
に
中
央
首

都
の
出
先
（
遠
の
朝
廷
）
の
二
つ
の
性
格

を
象
徴
す
る
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
」

（
小
田
富
士
雄
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）

12
の
司
、
廂
を
並
べ
た
役
所
群

　
大
宰
府
に
は
大
宰
帥
を
ト
ッ
プ
に
約

五
十
人
の
官
人
が
務
め
、
東
西
の
両
翼
に

蔵
司
を
は
じ
め
各
司
（
役
所
）
の
建
物
が

並
ん
だ
ほ
か
、
学

校
院
な
ど
の
建
物

群
の
遺
構
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
司

は
十
二
あ
り
、
税

を
管
理
す
る
蔵
司
、

軍
事
防
衛
の
防
人

司
、「
諸
祭
祠
事
」

を
担
当
す
る
主
神

司
、
官
船
を
管
理

す
る
主
船
司
、
城

建
物
の
建
設
修
理

に
責
任
を
持
つ
匠

司
、
大
野
城
な
ど

山
城
の
管
理
担
当
の
城
司
な
ど
が
大
宰
府

関
連
史
料
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
政
庁
の
東
に
隣
接
し
た
蔵
司
は
発
掘
調

査
中
で
、
大
型
の
建
物
遺
構
が
あ
り
、
九

州
各
地
（
九
国
三
島
）
か
ら
税
（
調
庸

蔵司発掘現場（太宰府市・政庁跡西）

遠賀団印発掘地
（大宰府・水城小学校）

大宰府の官庁街。12の司が東西に並んでいた。

国分寺礎石

現在の観世音寺は、江戸時代に再建。
講堂と金堂があり、収蔵庫には重文の16体の仏像が

保存されている。
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物
）
と
し
て
納
め
ら
れ
た
綿
や
絹
な
ど
物

品
を
収
納
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
前
面
は
築
地
で
囲
ま
れ
（
条
坊
＝

４
条
坊
）
６
棟
の
建
物
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
現
在（
平
成
30
年
）、発
掘
調
査
中
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
中
央
に
高
床
式
総

柱
倉
庫
と
見
ら
れ
る
同
型
の
建
物
が
２

棟
。
い
ず
れ
も
礎
石
式
瓦
葺
、
床
面
積

86
・
４
㎡
、
桁
行
12
ｍ
、
梁
行
７
・
２
ｍ

と
大
型
倉
庫
。
西
海
道
（
九
州
）
各
地
の

国
府
か
ら
税
（
調
庸
物
）
と
し
て
集
め
ら

れ
た
物
資
が
こ
の
蔵
司
に
運
ば
れ
収
納
さ

れ
た
こ
と
が
、
出
土
し
た
荷
札
や
木
簡
か

ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
部
は
平
城
京

へ
、
残
り
の
大
部
分
は
大
宰
府
用
と
し
て

保
管
さ
れ
た
。
倉
の
ほ
か
政
務
を
司
る
管

理
棟
と
見
ら
れ
る
建
物
や
物
資
の
荷
ほ
ど

き
、
仕
分
け
用
の
広
場
な
ど
計
画
的
に
配

置
さ
れ
、「
大
蔵
」
と
し
て
の
機
能
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
政
庁
を
挟
ん
で
東
西
に
役
所
の
建
物

（
官
衙
）
が
並
ん
で
い
た
。
東
の
蔵
司

と
共
に
西
隣
の
月
山
東
地
区
に
は
東
西

１
１
２
ｍ
南
北
71
ｍ
の
敷
地
に
９
棟
の
建

物
が
確
認
さ
れ
、
二
面
な
い
し
４
面
の
廂

を
持
つ
建
物
だ
っ
た
。

両
翼
に
観
世
音
寺
と
国
分
寺

　
聖
武
天
皇
は
平
城
京
に
東
大
寺
と
西
大

寺
を
両
翼
に
建
て
て
い
る
。
大
宰
府
に
は

政
庁
西
側
に
観
世
音
寺
の
伽
藍
が
あ
っ

た
。
古
代
九
州
を
代
表
す
る
寺
院
で
、
天

智
天
皇
が
母
、
斉
明
天
皇
を
追
悼
し
て
建

立
し
た
。
斉
明
天
皇
は
女
帝
な
が
ら
、
百

済
救
援
の
為
、
大
宰
府
に
赴
き
、
朝
倉
の

地
で
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
時
期
、
白
村
江
の
敗
戦
に
続
く
、

水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
な
ど
の
国
防
の

た
め
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
次
ぎ
、
こ

の
「
府
の
大
寺
」
は
天
智
天
皇
の
発
願
か

ら
完
成
、
供
養
（
７
４
６
年
）
ま
で
80
年

余
も
要
し
て
い
る
。
３
３
０
ｍ
四
方
の
大

伽
藍
で
、
中
央
に
講
堂
、
東
に
五
重
塔
を

建
て
西
に
金
堂
を
配
し
て
い
る
。
五
重
塔

は
「
心
礎
」
の
巨
石
を
残
す
だ
け
だ
。
菅

原
道
真
が
「
観
世
音
寺
唯
聴
鐘
聲
」
と
遠

く
に
聞
い
た
梵
鐘
も
日
本
最
古
の
鐘
と
し

て
、
毎
年
、
年
の
暮
れ
に
撞
か
れ
る
。

　
道
真
と
同
様
、
中
央
政
界
で
活
躍
し
た

僧
・
玄
昉
は
、
吉
備
真
備
と
共
に
、
遣
唐

使
に
同
伴
し
て
、
留
学
18
年
間
に
身
に
着

け
た
唐
の
諸
知
識
で
天
皇
側
近
と
し
て
権

勢
を
ふ
る
っ
た
が
、
政
争
に
敗
れ
、
観
世

音
寺
別
当
と
し
て
左
遷
さ
れ
、
無
念
の

死
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の

墓
は
戒
壇
院
の
裏
、
観
世

音
寺
の
横
隅
に
小
さ
な
石

の
墓
標
が
、
今
も
寂
し
く

立
っ
て
い
る
。

　
水
城
の
東
門
を
く
ぐ
る

と
、
左
手
前
方
に
筑
前

国
分
寺
の
七
重
塔
が
立
っ

て
い
た
。
天
平
一
三
年

（
７
４
１
）
の
創
建
の
詔

に
よ
る
も
の
で
、
寺
の
敷

地
は
１
９
２
ｍ
四
方
。
西

４
０
０
ｍ
に
あ
っ
た
筑
前

尼
寺
と
共
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
国
分
寺
跡
は
七
重
塔
の
基
壇
と
心
礎
石

が
残
っ
て
い
る
。
南
門
―
中
門
―
金
堂
―

講
堂
が
一
直
線
に
配
置
さ
れ
、
伽
藍
を
形

成
し
て
い
た
。
七
重
塔
は
近
く
の
「
ふ
れ

あ
い
館
」
の
庭
に
10
分
の
１
に
縮
小
さ
れ

て
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
高
さ
５
・
４

ｍ
あ
り
、
当
時
は
大
宰
府
の
シ
ン
ボ
ル
タ

ワ
ー
の
よ
う
な
目
立
つ
建
造
物
だ
っ
た
ろ

う
。

　
観
世
音
寺
に
隣
接
し
て
戒
壇
院
が
あ

る
。
中
国
の
高
僧
・
鑑
真
上
人
が
渡
来
、 国分寺　七重塔（縮小模型）観世音寺講堂

観世音寺の鐘。道真も聞いた。

観世音寺の五重塔礎石
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物
）
と
し
て
納
め
ら
れ
た
綿
や
絹
な
ど
物

品
を
収
納
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
前
面
は
築
地
で
囲
ま
れ
（
条
坊
＝

４
条
坊
）
６
棟
の
建
物
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
現
在（
平
成
30
年
）、発
掘
調
査
中
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
中
央
に
高
床
式
総

柱
倉
庫
と
見
ら
れ
る
同
型
の
建
物
が
２

棟
。
い
ず
れ
も
礎
石
式
瓦
葺
、
床
面
積

86
・
４
㎡
、
桁
行
12
ｍ
、
梁
行
７
・
２
ｍ

と
大
型
倉
庫
。
西
海
道
（
九
州
）
各
地
の

国
府
か
ら
税
（
調
庸
物
）
と
し
て
集
め
ら

れ
た
物
資
が
こ
の
蔵
司
に
運
ば
れ
収
納
さ

れ
た
こ
と
が
、
出
土
し
た
荷
札
や
木
簡
か

ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
部
は
平
城
京

へ
、
残
り
の
大
部
分
は
大
宰
府
用
と
し
て

保
管
さ
れ
た
。
倉
の
ほ
か
政
務
を
司
る
管

理
棟
と
見
ら
れ
る
建
物
や
物
資
の
荷
ほ
ど

き
、
仕
分
け
用
の
広
場
な
ど
計
画
的
に
配

置
さ
れ
、「
大
蔵
」
と
し
て
の
機
能
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
政
庁
を
挟
ん
で
東
西
に
役
所
の
建
物

（
官
衙
）
が
並
ん
で
い
た
。
東
の
蔵
司

と
共
に
西
隣
の
月
山
東
地
区
に
は
東
西

１
１
２
ｍ
南
北
71
ｍ
の
敷
地
に
９
棟
の
建

物
が
確
認
さ
れ
、
二
面
な
い
し
４
面
の
廂

を
持
つ
建
物
だ
っ
た
。

両
翼
に
観
世
音
寺
と
国
分
寺

　
聖
武
天
皇
は
平
城
京
に
東
大
寺
と
西
大

寺
を
両
翼
に
建
て
て
い
る
。
大
宰
府
に
は

政
庁
西
側
に
観
世
音
寺
の
伽
藍
が
あ
っ

た
。
古
代
九
州
を
代
表
す
る
寺
院
で
、
天

智
天
皇
が
母
、
斉
明
天
皇
を
追
悼
し
て
建

立
し
た
。
斉
明
天
皇
は
女
帝
な
が
ら
、
百

済
救
援
の
為
、
大
宰
府
に
赴
き
、
朝
倉
の

地
で
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
時
期
、
白
村
江
の
敗
戦
に
続
く
、

水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
な
ど
の
国
防
の

た
め
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
次
ぎ
、
こ

の
「
府
の
大
寺
」
は
天
智
天
皇
の
発
願
か

ら
完
成
、
供
養
（
７
４
６
年
）
ま
で
80
年

余
も
要
し
て
い
る
。
３
３
０
ｍ
四
方
の
大

伽
藍
で
、
中
央
に
講
堂
、
東
に
五
重
塔
を

建
て
西
に
金
堂
を
配
し
て
い
る
。
五
重
塔

は
「
心
礎
」
の
巨
石
を
残
す
だ
け
だ
。
菅

原
道
真
が
「
観
世
音
寺
唯
聴
鐘
聲
」
と
遠

く
に
聞
い
た
梵
鐘
も
日
本
最
古
の
鐘
と
し

て
、
毎
年
、
年
の
暮
れ
に
撞
か
れ
る
。

　
道
真
と
同
様
、
中
央
政
界
で
活
躍
し
た

僧
・
玄
昉
は
、
吉
備
真
備
と
共
に
、
遣
唐

使
に
同
伴
し
て
、
留
学
18
年
間
に
身
に
着

け
た
唐
の
諸
知
識
で
天
皇
側
近
と
し
て
権

勢
を
ふ
る
っ
た
が
、
政
争
に
敗
れ
、
観
世

音
寺
別
当
と
し
て
左
遷
さ
れ
、
無
念
の

死
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の

墓
は
戒
壇
院
の
裏
、
観
世

音
寺
の
横
隅
に
小
さ
な
石

の
墓
標
が
、
今
も
寂
し
く

立
っ
て
い
る
。

　
水
城
の
東
門
を
く
ぐ
る

と
、
左
手
前
方
に
筑
前

国
分
寺
の
七
重
塔
が
立
っ

て
い
た
。
天
平
一
三
年

（
７
４
１
）
の
創
建
の
詔

に
よ
る
も
の
で
、
寺
の
敷

地
は
１
９
２
ｍ
四
方
。
西

４
０
０
ｍ
に
あ
っ
た
筑
前

尼
寺
と
共
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
国
分
寺
跡
は
七
重
塔
の
基
壇
と
心
礎
石

が
残
っ
て
い
る
。
南
門
―
中
門
―
金
堂
―

講
堂
が
一
直
線
に
配
置
さ
れ
、
伽
藍
を
形

成
し
て
い
た
。
七
重
塔
は
近
く
の
「
ふ
れ

あ
い
館
」
の
庭
に
10
分
の
１
に
縮
小
さ
れ

て
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
高
さ
５
・
４

ｍ
あ
り
、
当
時
は
大
宰
府
の
シ
ン
ボ
ル
タ

ワ
ー
の
よ
う
な
目
立
つ
建
造
物
だ
っ
た
ろ

う
。

　
観
世
音
寺
に
隣
接
し
て
戒
壇
院
が
あ

る
。
中
国
の
高
僧
・
鑑
真
上
人
が
渡
来
、 国分寺　七重塔（縮小模型）観世音寺講堂

観世音寺の鐘。道真も聞いた。

観世音寺の五重塔礎石
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建
立
し
た
日
本
３
代
戒
壇
の
一
つ
。
鑑
真

が
携
え
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
菩
提
樹

（
天
然
記
念
物
）
の
古
木
は
今
も
、
春
か

ら
初
夏
に
、
黄
色
の
米
粒
ほ
ど
の
花
を
咲

か
せ
て
い
る
。
ま
た
求
法
の
為
、
遣
唐
使

の
一
員
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
空
海
、最
澄
、

円
仁
な
ど
そ
の
後
の
日
本
の
思
想
、
精
神

界
を
リ
ー
ド
す
る
高
僧
た
ち
も
大
宰
府
か

ら
旅
立
ち
、
大
宰
府
に
帰
着
し
た
。
空
海

は
一
時
、
観
世
音
寺
に
滞
在
し
て
い
る
。

交
流
、
貿
易
拠
点
、
大
宰
府

　
國
際
貿
易
港
と
し
て
、
博
多
湾
沿
い
に

建
て
ら
れ
た
「
鴻
臚
館
」
か
ら
大
宰
府
に

は
渡
来
人
専
用
の
直
線
道
路
が
水
城
西

門
ま
で
建
設
さ
れ
て
い
た
。
西
門
で
の

チ
ェ
ッ
ク
の
後
、
現
在
の
西
鉄
二
日
市
駅

付
近
の
「
客
館
」
に
入
り
、
待
機
。
許
し

を
得
て
朱
雀
大
路
を
進
ん
で
、
大
宰
府
政

庁
に
入
っ
た
。

　
渡
来
し
た
人
々
の
た
め
道
を
特
別
に
造

り
、
京
へ
の
人
数
を
制
限
し
、
か
つ
待
機

時
間
を
か
け
て
い
る
の
は
、
天
平
７
〜
９

年
に
大
宰
府
発
の
天
然
痘
が
平
城
京
で
大

流
行
、
大
量
の
死
者
が
出
た
こ
と
が
〝
教

訓
〞
に
な
っ
て
い
る
、と
の
見
方
も
あ
る
。

　
奈
良
時
代
に
は
遣
唐
使
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
唐
三
彩
、
絞
胎
陶
枕
な
ど
の
美

し
い
陶
磁
器
が
大
宰
府
か
ら
数
多
く
出

土
。
平
安
時
代
に
は
平
家
一
門
は
じ
め
日

宋
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
、
中
国
・
江
南
の

白
磁
碗
、
白
磁
四
耳
壺
、
さ
ら
に
青
磁
が

多
く
も
た
ら
さ
れ
た
。
観
世
音
寺
か
ら
は

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
陶
磁
器
が
出
土
。

鎌
倉
、
室
町
時
代
に
は
遠
く
ベ
ト
ナ
ム
陶

器
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

鴻盧館跡の再現（福岡市）

大宰府への道は日本国民用の道路（上）と外国人用（下）があった。

　
新
た
な
元
号
が
「
令
和
」
と
決
ま
っ

た
。
そ
の
典
拠
は
「
万
葉
集
」
に
収
め

ら
れ
た「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
　
序
文
」

に
あ
る

初
春
の
令
月
に
し
て
　
気
淑

（
よ
）
く
風
和
ら
ぎ

か
ら「
令
」と「
和
」を
取
っ
て
、

令
和
と
し
、
人
々
が
美
し
い
心

を
寄
せ
合
う
、
の
意
味
を
込
め

た
と
い
う
。英
訳
は「Beautiful

　H
arm

ony

」．

　
梅
花
の
宴
は
、
大
宰
帥
だ
っ

た
大
伴
旅
人
が
自
宅
で
山
上

憶
良
ら
三
十
二
人
の
歌
詠
み
を

集
め
て
開
い
た
。
そ
の
大
伴
邸

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
坂
本
神
社

（
太
宰
府
市
坂
本
）に
は
、連
日
、

全
国
か
ら
参
拝
者
が
多
く
、「
令

和
」
の
文
字
を
手
に
、
記
念
撮
影
す
る

光
景
が
見
ら
れ
る
。

　
坂
本
神
社
は
大
宰
府
政
庁
跡
の
北
側

裏
に
隣
接
し
た
「
鎮
守
の
社
」
で
、
新

元
号
が
決
ま
る
ま
で
は
、
ひ
っ
そ
り
と

し
い
た
が
、
突
然
の
賑
わ
い
、
太
宰
府

観
光
・
史
跡
め
ぐ
り
の
メ
ッ
カ
と
な
っ

た
。
境
内
に
は
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々

が
説
明
に
忙
し
い
。

　
梅
花
の
宴
が
催
さ
れ
た
旅

人
邸
は
、
こ
の
坂
本
神
社
の

ほ
か
政
庁
の
東
隣
（
月
山
東

地
区
・
展
示
館
あ
た
り
）
や

南
の
榎
神
社
周
辺
な
ど
の
説

が
あ
る
が
、
地
元
で
は
坂
本

神
社
説
が
有
力
で
、
赴
任
後
、

間
も
な
く
妻
を
亡
く
し
た
旅

人
の
歌
碑
が
境
内
に
あ
る
。

わ
が
岡
に
さ
男
鹿
来
鳴
く
初

萩
の
花
嬬
（
つ
ま
）
問
ひ
に

来
鳴
く
さ
男
鹿

　
周
辺
は
梅
林
と
な
っ
て
、
梅
、
続
く

桜
の
開
花
を
楽
し
む
人
が
多
い
。

新元号「令和」
の賑わい

参拝客でにぎわう坂本神社参拝客でにぎわう坂本神社

博多人形で梅花の宴の再現（大宰府展示館）
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第
３
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
３
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
井
上
信
正
氏氏
　（
太
宰
府
市
文
化
財
課
）

太
宰
府
市
文
化
財
課
）

―
―
大
宰
府
は
軍
事
・
外
交
の
最
前
線
を

担
い
、
西
海
道
諸
国
（
九
州
）
を
統
治
す

る
「
天
下
の
一
都
会
」
の
都
市
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
都
市
づ
く
り
と
水

城
築
堤
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
推
定
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
水
城
は
大
宰
府
政

庁
と
そ
の
所
在
地
域
を
守
る
た
め
の
防
御

線
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
い
や
、
私
は
、
水
城
は
大
宰
府

で
は
な
く
大
野
城
防
衛
の
為
と
見
て
い
ま

す
。
白
村
江
の
戦
い
に
敗
れ
た
あ
と
、
水

城
と
大
野
城
、
基
肄
城
の
両
朝
鮮
式
山
城

は
、
百
済
の
亡
命
技
術
高
官
の
指
導
で
築

堤
、
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
ま

だ
大
宰
府
政
庁
も
条
坊
制
の
都
市
も
出
来

て
い
ま
せ
ん
。

―
―
最
初
、
掘
立
柱
形
式
で
現
在
の
地
点

に
政
庁
が
建
て
ら
れ
、
条
坊
制
の
都
市
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

井
上
氏
　
最
初
の
政
庁
が
い
つ
、
ど
こ
に

建
設
さ
れ
た
の
か
、
断
定
的
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
私
は
現
在
の
政
庁
跡
の
掘
立
柱

様
式
の
建
物
は
な
ん
ら
か
別
の
役
所
で

あ
っ
て
、
必
ず
し
も
最
初
の
政
庁
だ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
、
政
庁
な
ど
の

中
枢
部
を
平
野
に
置
く
こ
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
百
済
な
ど
朝
鮮
半
島
は
み
な
山

城
で
す
。
礎
石
を
持
つ
政
庁
は
ず
ー
と
後

の
７
１
８
年
に
建
設
さ
れ
、
官
衙
、
条
坊

制
の
都
市
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
水
城
が
築
堤
さ
れ
た
の
は

６
６
３
年
、
大
野
城
が
翌
６
６
４
年
か
ら

わ
ず
か
１
年
で
築
城
さ
れ
た
と
記
録
に
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
時
間
は
か

か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
そ
う
計
算
す
る
と
、
水
城
と
政
庁
・

大
宰
府
の
建
設
時
期
は
45
年
も
ズ
レ
が
あ

り
ま
す
ね
。
飛
鳥
宮
か
ら
藤
原
宮
そ
し
て

７
１
０
年
平
城
遷
都
決
定
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
か
ら
。
大
宰
府
造
営
は
平
城
京
と

ほ
ぼ
同
時
進
行
的
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
か
。

井
上
氏
　
造
平
城
京
司
（
長
官
）
だ
っ
た

多
治
比
真
人
池
守
が
７
１
５
年
大
宰
府
帥

（
長
官
）
と
な
り
、
大
宰
府
建
設
を
指
揮
。

７
１
７
年
、彼
は
そ
の
業
績
を
評
価
さ
れ
、

賞
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
宰
府
完
成

は
そ
の
翌
年
の
７
１
８
年
と
み
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
政
庁
は
礎
石
、
瓦
葺
の
立
派
な

建
物
で
し
た
。
平
城
京
造
営
と
ほ
ぼ
同
じ

時
期
で
、
建
設
は
同
時
進
行
的
に
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
多
治
比
真
人
池
守
が
政
庁
、
条
坊
を

持
つ
都
市
づ
く
り
を
仕
上
げ
た
と
し
て
、

そ
の
構
想
、
設
計
は
誰
に
よ
っ
て
た
て
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
７
０
２
年
、
遣
唐
使
と
し
て
唐

に
派
遣
さ
れ
た
粟
田
真
人
が
７
０
３
年
中

国
皇
帝
に
藤
原
京
へ
の
遷
都
を
報
告
し
て

い
ま
す
。
彼
は
、
長
安
の
都
市
づ
く
り
が

宮
城
を
北
に
置
い
て
南
に
碁
盤
の
目
の
よ

う
に
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
す
。

　
唐
か
ら
帰
国
（
７
０
４
年
）。
そ
の
朝

プロフィール
昭和43年生まれ、福岡県朝倉市出身。山口大学で日本古代史（文献史
学）を専攻、各地の発掘調査に参加。卒業後、太宰府市職員。長年、
未解明だった古代都市・太宰府、その条坊などの実態・成立過程の調
査研究。白玉帯（大宰府長官の革帯）、大宰府・客館跡の出土品や木
簡など文字資料の研究を行っている。

古
代
都
市
・
大
宰
府
づ
く
り
と
道
路

古
代
都
市
・
大
宰
府
づ
く
り
と
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第
３
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
３
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
井
上
信
正
氏氏
　（
太
宰
府
市
文
化
財
課
）

太
宰
府
市
文
化
財
課
）

―
―
大
宰
府
は
軍
事
・
外
交
の
最
前
線
を

担
い
、
西
海
道
諸
国
（
九
州
）
を
統
治
す

る
「
天
下
の
一
都
会
」
の
都
市
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
都
市
づ
く
り
と
水

城
築
堤
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
推
定
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
水
城
は
大
宰
府
政

庁
と
そ
の
所
在
地
域
を
守
る
た
め
の
防
御

線
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
い
や
、
私
は
、
水
城
は
大
宰
府

で
は
な
く
大
野
城
防
衛
の
為
と
見
て
い
ま

す
。
白
村
江
の
戦
い
に
敗
れ
た
あ
と
、
水

城
と
大
野
城
、
基
肄
城
の
両
朝
鮮
式
山
城

は
、
百
済
の
亡
命
技
術
高
官
の
指
導
で
築

堤
、
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
ま

だ
大
宰
府
政
庁
も
条
坊
制
の
都
市
も
出
来

て
い
ま
せ
ん
。

―
―
最
初
、
掘
立
柱
形
式
で
現
在
の
地
点

に
政
庁
が
建
て
ら
れ
、
条
坊
制
の
都
市
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

井
上
氏
　
最
初
の
政
庁
が
い
つ
、
ど
こ
に

建
設
さ
れ
た
の
か
、
断
定
的
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
私
は
現
在
の
政
庁
跡
の
掘
立
柱

様
式
の
建
物
は
な
ん
ら
か
別
の
役
所
で

あ
っ
て
、
必
ず
し
も
最
初
の
政
庁
だ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
、
政
庁
な
ど
の

中
枢
部
を
平
野
に
置
く
こ
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
百
済
な
ど
朝
鮮
半
島
は
み
な
山

城
で
す
。
礎
石
を
持
つ
政
庁
は
ず
ー
と
後

の
７
１
８
年
に
建
設
さ
れ
、
官
衙
、
条
坊

制
の
都
市
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
水
城
が
築
堤
さ
れ
た
の
は

６
６
３
年
、
大
野
城
が
翌
６
６
４
年
か
ら

わ
ず
か
１
年
で
築
城
さ
れ
た
と
記
録
に
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
時
間
は
か

か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
そ
う
計
算
す
る
と
、
水
城
と
政
庁
・

大
宰
府
の
建
設
時
期
は
45
年
も
ズ
レ
が
あ

り
ま
す
ね
。
飛
鳥
宮
か
ら
藤
原
宮
そ
し
て

７
１
０
年
平
城
遷
都
決
定
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
か
ら
。
大
宰
府
造
営
は
平
城
京
と

ほ
ぼ
同
時
進
行
的
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
か
。

井
上
氏
　
造
平
城
京
司
（
長
官
）
だ
っ
た

多
治
比
真
人
池
守
が
７
１
５
年
大
宰
府
帥

（
長
官
）
と
な
り
、
大
宰
府
建
設
を
指
揮
。

７
１
７
年
、彼
は
そ
の
業
績
を
評
価
さ
れ
、

賞
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
宰
府
完
成

は
そ
の
翌
年
の
７
１
８
年
と
み
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
政
庁
は
礎
石
、
瓦
葺
の
立
派
な

建
物
で
し
た
。
平
城
京
造
営
と
ほ
ぼ
同
じ

時
期
で
、
建
設
は
同
時
進
行
的
に
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
多
治
比
真
人
池
守
が
政
庁
、
条
坊
を

持
つ
都
市
づ
く
り
を
仕
上
げ
た
と
し
て
、

そ
の
構
想
、
設
計
は
誰
に
よ
っ
て
た
て
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
７
０
２
年
、
遣
唐
使
と
し
て
唐

に
派
遣
さ
れ
た
粟
田
真
人
が
７
０
３
年
中

国
皇
帝
に
藤
原
京
へ
の
遷
都
を
報
告
し
て

い
ま
す
。
彼
は
、
長
安
の
都
市
づ
く
り
が

宮
城
を
北
に
置
い
て
南
に
碁
盤
の
目
の
よ

う
に
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
す
。

　
唐
か
ら
帰
国
（
７
０
４
年
）。
そ
の
朝

プロフィール
昭和43年生まれ、福岡県朝倉市出身。山口大学で日本古代史（文献史
学）を専攻、各地の発掘調査に参加。卒業後、太宰府市職員。長年、
未解明だった古代都市・太宰府、その条坊などの実態・成立過程の調
査研究。白玉帯（大宰府長官の革帯）、大宰府・客館跡の出土品や木
簡など文字資料の研究を行っている。

古
代
都
市
・
大
宰
府
づ
く
り
と
道
路

古
代
都
市
・
大
宰
府
づ
く
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と
道
路
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堂
院
形
式
を
長
安
か
ら
導
入
し
て
、
平
城

京
建
設
を
進
め
ま
す
。
大
宰
府
も
同
時
に

同
じ
構
想
で
手
掛
け
た
と
考
え
ま
す
。
で

す
か
ら
、
水
城
、
大
野
城
な
ど
は
百
済
の

技
術
で
、
一
方
、
大
宰
府
の
都
市
づ
く
り

は
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
か
ら
、

朝
鮮
、
中
国
の
両
方
の
影
響
を
同
時
に
受

け
た
か
た
ち
で
、
大
宰
府
の
都
市
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
た
特
記
す
べ
き
特
徴
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
。
大
宰
府
は
朝
鮮
半
島
と

中
国
の
両
方
の
都
市
づ
く
り
の
二
つ
が
同

時
に
み
ら
れ
る
稀
有
な
都
市
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

―
―
粟
田
直
人
は
大
宰
府
の
地
理
、
立
地

条
件
に
精
通
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

井
上
氏
　
彼
は
６
８
０
年
大
宰
府
の
帥

と
し
て
赴
任
、
そ
の
後
、
遣
唐
使
と
な

り
、
長
安
の
都
市
構
造
を
つ
ぶ
さ
に
調
査

し
た
の
で
し
ょ
う
。
７
０
４
年
に
帰
国
、

７
０
８
年
平
城
京
が
作
ら
れ
、
７
１
０
年

の
平
城
遷
都
。
そ
の
年
の
う
ち
に
再
び
大

宰
府
帥
と
な
り
、
３
年
勤
務
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
帰
京
し
て
７
１
４
年
平
城
京
の

羅
城
門
で
新
羅
大
使
を
出
迎
え
の
記
録
が

あ
る
。
粟
田
直
人
の
後
、
大
宰
府
建
設
の

総
仕
上
げ
を
担
当
し
た
の
は
多
治
比
真
人

池
守
と
な
り
ま
す
。

―
―
大
宰
府
の
都
市
計
画
に
は
風
水
の
思

想
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。ま
た
政
庁
、

街
区
を
守
る
中
国
風
の
都
城
思
想
が
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
都
城
の
思
想
は
大
宰
府
造
営
に

反
映
し
て
い
ま
す
。
北
の
四
王
寺
山
を
背

に
政
庁
を
置
き
、
中
心
に
朱
雀
大
路
を
通

し
、
条
坊
制
の
碁
盤
の
目
の
都
市
計
画
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
は
風
水
の

思
想
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

東
西
南
北
、
北
の
四
王
寺
山
を
玄
武
、
東

西
の
丘
陵
を
青
竜
、白
虎
、南
の
基
山
（
基

肄
城
）
を
朱
雀
と
、
そ
れ
ぞ
れ
４
神
に
見

た
て
。
北
の
四
王
寺
山
を
背
に
し
た
小
高

い
所
に
政
庁
を
置
き
、
南
へ
向
か
っ
て
朱

雀
大
路
を
通
し
て
両
側
に
街
区
を
伸
ば
す

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
方
形
の
都
市
構

造
は
中
国
の
都
市
の
形
、
形
式
を
写
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
軒
先
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
も

蓮
華
文
、
珠
文
。
さ
ら
に
大
宰
府
の
鬼
瓦

も
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

―
―
道
路
計
画
が
都
市
の
骨
格
を
決
め
て

い
ま
す
。
碁
盤
の
目
の
条
坊
制
、
都
市
の

規
模
な
ど
長
安
、
平
城
京
の
縮
刷
版
で
す

ね
。
大
宰
府
独
自
の
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
長
安
の
縮
小
版
が
平
城
京
、
そ

の
ま
た
縮
小
が
大
宰
府
で
す
。
当
時
の
都

市
づ
く
り
の
基
本
は
条
坊
制
で
東
西
各
８

条
、
南
北
各
22
坊
で
区
画
さ
れ
、
左
右
両

郭
の
中
央
に
朱
雀
大
路
を
通
し
て
、
左
右

郭
を
分
け
る
。
各
区
画
は
小
路
（
道
路
）

で
区
切
ら
れ
、
同
時
に
区
画
溝
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
区
画
90
ｍ
四
方
で
、
平

城
京
の
朱
雀
大
路
の
道
幅
の
約
２
分
の
１

で
す
。
長
安
と
平
城
京
と
大
宰
府
の
規
模

の
違
い
で
す
が
、
長
安
を
４
と
す
る
と
、

平
城
京
は
そ
の
半
分
の
２
、
大
宰
府
は
さ
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ら
に
平
城
京
の
２
分
の
１
の
規
模
で
す
。

―
―
ま
ず
、
政
庁
が
造
営
さ
れ
、
そ
れ
を

中
心
に
大
路
、
条
坊
が
造
ら
れ
た
の
で
す

ね
。

井
上
氏
　
い
や
条
坊
の
施
工
が
先
行
し
、

７
世
紀
末
か
ら
８
世
紀
初
め
で
、
政
庁
造

営
は
８
世
紀
初
頭
（
第
Ⅱ
期
）
で
す
。
７

世
紀
末
は
わ
が
国
初
の
条
坊
制
を
採
用
さ

れ
た
藤
原
京
（
６
９
４
年
）
と
重
な
り
ま

す
。
こ
の
頃
に
筑
紫
で
も
新
城
の
造
営
が

進
め
、
日
本
書
紀
は
新
城
を
完
成
さ
せ
た

と
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。
７
１
８
年
、

大
宰
府
造
営
の
た
め
の
西
海
道
に
課
せ
ら

れ
た
「
筑
紫
の
役
」
つ
ま
り
税
（
庸
）＝

労
役
と
し
て
の
動
員
が
終
わ
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
宰
府
が
完
成
し
た

と
み
て
間
違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

―
―
都
市
づ
く
り
の
思
想
は
中
国
か
ら
導

入
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は

水
城
な
ど
の
朝
鮮
系
の
影
響
か
ら
中
国
志

向
に
転
換
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

井
上
氏
　
天
武
朝
に
な
る
と
、
大
陸
志
向

に
転
換
し
ま
す
。
そ
の
キ
ー
マ
ン
は
先
に

お
話
し
し
た
粟
田
真
人
で
筑
紫
大
宰
と
し

て
筑
紫
新
城
の
造
営
に
あ
た
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
唐
・
新
羅
軍
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ

た
百
済
の
亡
命
貴
族
に
よ
っ
て
築
堤
、
築

造
さ
れ
た
水
城
や
大
野
城
な
ど
の
朝
鮮
式

山
城
で
す
が
、
粟
田
真
人
は
中
国
と
の
敵

対
関
係
か
ら
脱
し
て
、
遣
唐
使
執
使
と
し

て
唐
と
国
交
回
復
、
さ
ら
に
長
安
城
を
参

考
に
平
城
京
、
さ
ら
に
大
宰
府
を
造
営
を

計
画
し
、
そ
の
施
工
・
完
成
の
た
め
に
多

治
比
池
守
が
太
宰
府
に
着
任
す
る
の
で

す
。

―
―
中
国
は
「
都
城
」
で
す
が
、
大
宰
府

は
城
壁
で
は
囲
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
ね
。

井
上
氏
　
平
城
京
も
同
じ
で
す
。
朱
雀
大

路
の
南
端
に
羅
城
門
が
あ
る
程
度
で
、
城

壁
で
囲
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

東
は
大
野
城
か
ら
水
城
、
さ
ら
の
基
山
の

基
肄
城
、さ
ら
に
関
屋
、前
畑
遺
跡（
西
鉄
・

筑
紫
駅
付
近
）
ま
で
続
く
土
塁
が
防
衛
線

と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は

都
城
は
「
南
山
」
を
南
端
と
し
て
い
ま
す

が
、
政
庁
か
ら
南
を
望
む
と
、
朱
雀
大
路

か
ら
直
線
的
に
基
肄
城
が
遠
望
出
来
、
基

肄
城
の
東
北
門
に
中
軸
道
と
し
て
通
じ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

―
―
平
城
京
造
営
で
、
苦
し
い
労
役
の
た

め
逃
亡
者
が
続
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
宰
府
も
ま
た
重
労
働
で
作
ら
れ

た
と
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
御
笠
、
遠

賀
軍
団
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
ら
も
都
城
作
り
に
参
加
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
先
に
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、「
筑

紫
の
役
」
で
臨
時
に
動
員
さ
れ
た
人
々
と

大
宰
府
周
辺
の
４
軍
団
の
兵
士
が
作
業
に

当
た
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
１
軍
団
は
約

１
０
０
０
人
規
模
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
城
築
堤
に
は
４
０
０
０
人
が
動
員

さ
れ
た
と
い
う
学
者
の
推
定
も
あ
り
ま

す
。

　
大
宰
府
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
が
暮

ら
し
た
家
は
、
政
庁
か
ら
真
っ
す
ぐ
南

へ
下
る
朱
雀
大
路
沿
い
、「
南
楼
」、「
右

郭
の
辺
」
だ
っ
た
。
南
楼
は
高
級
役
人

茂
官
舎
。
楼
と
言
え
ば
豪
華
な
建
物
を

思
い
浮
か
べ
る
が
、
実
際
は
雨
漏
り
が

激
し
く
、
衣
類
、
本
類
な
ど
が
湿
り
痛

む
よ
う
な
、
あ
ば
ら
や
同
然
だ
っ
た
、

と
言
う
。

　「
都
府
楼
は
纔
に
瓦
の
色
を

看
る
、
観
世
音
寺
は
た
だ
鐘

の
声
を
聴
く
」（
不
出
門
）
と

菅
公
は
詠
ん
で
お
ら
れ
る
か

ら
、
遠
く
に
政
庁
の
屋
根
は

み
え
、
左
郭
側
に
あ
る
観
世

音
寺
の
伽
藍
は
見
え
ず
鐘
の

音
し
か
聞
く
こ
と
出
来
な
い

場
所
だ
っ
た
。
幽
閉
の
身
で
、

観
世
音
寺
に
詣
で
る
こ
と
も

出
来
ず
、ま
し
て
、都
府
楼
（
政

庁
）に
行
く
こ
と
も
な
い
。「
寸

歩
も
門
を
出
で
て
行
か
ん
」

と
嘆
く

　
現
在
は
こ
じ
ん
ま
り
し
た

榎
社
が
立
ち
、
す
ぐ
横
を
西

鉄
電
車
が
走
る
。
鳥
居
を
く

ぐ
り
、
社
殿
ま
で
１
０
０
ｍ
も
な
い
参

道
。
太
宰
府
天
満
宮
の
賑
わ
い
と
は
対

照
的
に
、
人
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
今

も
、
年
一
度
、
９
月
、
大
宰
府
天
満
宮

か
ら
「
御
神
幸
」
が
あ
り
、
こ
こ
に
一

泊
さ
れ
る
。

　
左
遷
に
際
し
太
政
官
は
道
中
「
馬
、

食
を
給
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と
命
令
を

下
し
て
お
り
、
大
宰
府
の
暮
ら
し
も
、

明
日
の
飯
米
に
も
事
欠
く
状
況
だ
っ

た
。
し
か
も
、
幼
い
男
の
子
（
隈
麿
）

と
女
の
子
（
紅
姫
）
を
連
れ
て
の
流
配

で
あ
り
、
右
大
臣
か
ら
「
貶
（
お
と
）

し
降
（
く
だ
）
さ
れ
て
　
芥
（
あ
く
た
）

よ
り
軽
し
」
と
嘆
い
て
い
る
。
隈
麿
は

間
も
な
く
亡
く
な
り
、
菅
公
自
身
も
悲

嘆
の
中
で
世
を
去
っ
た
。
残
さ

れ
た
紅
姫
の
消
息
は
分
か
っ
て

い
な
い
。
父
な
き
後
の
紅
姫
を

守
る
浮
彫
の
お
地
蔵
様
が
境
内

に
あ
る
だ
け
だ
。

　
菅
公
の
左
遷
は
、
９
０
１
年

の
こ
と
。
大
宰
府
は
衰
退
、
自

身
が
廃
止
し
た
遣
唐
使
船
の
出

入
り
も
な
く
、
大
宰
帥
の
任
命

は
名
ば
か
り
で
幽
閉
状
況
。
大

宰
府
の
官
人
た
ち
は
腐
敗
し
、

人
の
殺
傷
は
多
く
、
群
盗
が
は

び
こ
る
状
況
だ
っ
た
、
と
嘆
い

て
い
る
。

幽閉の身「芥（あくた）より軽し」
菅原道真、配所、大宰府で詠う
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ら
に
平
城
京
の
２
分
の
１
の
規
模
で
す
。

―
―
ま
ず
、
政
庁
が
造
営
さ
れ
、
そ
れ
を

中
心
に
大
路
、
条
坊
が
造
ら
れ
た
の
で
す

ね
。

井
上
氏
　
い
や
条
坊
の
施
工
が
先
行
し
、

７
世
紀
末
か
ら
８
世
紀
初
め
で
、
政
庁
造

営
は
８
世
紀
初
頭
（
第
Ⅱ
期
）
で
す
。
７

世
紀
末
は
わ
が
国
初
の
条
坊
制
を
採
用
さ

れ
た
藤
原
京
（
６
９
４
年
）
と
重
な
り
ま

す
。
こ
の
頃
に
筑
紫
で
も
新
城
の
造
営
が

進
め
、
日
本
書
紀
は
新
城
を
完
成
さ
せ
た

と
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。
７
１
８
年
、

大
宰
府
造
営
の
た
め
の
西
海
道
に
課
せ
ら

れ
た
「
筑
紫
の
役
」
つ
ま
り
税
（
庸
）＝

労
役
と
し
て
の
動
員
が
終
わ
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
宰
府
が
完
成
し
た

と
み
て
間
違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

―
―
都
市
づ
く
り
の
思
想
は
中
国
か
ら
導

入
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は

水
城
な
ど
の
朝
鮮
系
の
影
響
か
ら
中
国
志

向
に
転
換
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

井
上
氏
　
天
武
朝
に
な
る
と
、
大
陸
志
向

に
転
換
し
ま
す
。
そ
の
キ
ー
マ
ン
は
先
に

お
話
し
し
た
粟
田
真
人
で
筑
紫
大
宰
と
し

て
筑
紫
新
城
の
造
営
に
あ
た
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
唐
・
新
羅
軍
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ

た
百
済
の
亡
命
貴
族
に
よ
っ
て
築
堤
、
築

造
さ
れ
た
水
城
や
大
野
城
な
ど
の
朝
鮮
式

山
城
で
す
が
、
粟
田
真
人
は
中
国
と
の
敵

対
関
係
か
ら
脱
し
て
、
遣
唐
使
執
使
と
し

て
唐
と
国
交
回
復
、
さ
ら
に
長
安
城
を
参

考
に
平
城
京
、
さ
ら
に
大
宰
府
を
造
営
を

計
画
し
、
そ
の
施
工
・
完
成
の
た
め
に
多

治
比
池
守
が
太
宰
府
に
着
任
す
る
の
で

す
。

―
―
中
国
は
「
都
城
」
で
す
が
、
大
宰
府

は
城
壁
で
は
囲
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
ね
。

井
上
氏
　
平
城
京
も
同
じ
で
す
。
朱
雀
大

路
の
南
端
に
羅
城
門
が
あ
る
程
度
で
、
城

壁
で
囲
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

東
は
大
野
城
か
ら
水
城
、
さ
ら
の
基
山
の

基
肄
城
、さ
ら
に
関
屋
、前
畑
遺
跡（
西
鉄
・

筑
紫
駅
付
近
）
ま
で
続
く
土
塁
が
防
衛
線

と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は

都
城
は
「
南
山
」
を
南
端
と
し
て
い
ま
す

が
、
政
庁
か
ら
南
を
望
む
と
、
朱
雀
大
路

か
ら
直
線
的
に
基
肄
城
が
遠
望
出
来
、
基

肄
城
の
東
北
門
に
中
軸
道
と
し
て
通
じ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

―
―
平
城
京
造
営
で
、
苦
し
い
労
役
の
た

め
逃
亡
者
が
続
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
宰
府
も
ま
た
重
労
働
で
作
ら
れ

た
と
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
御
笠
、
遠

賀
軍
団
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
ら
も
都
城
作
り
に
参
加
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
先
に
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、「
筑

紫
の
役
」
で
臨
時
に
動
員
さ
れ
た
人
々
と

大
宰
府
周
辺
の
４
軍
団
の
兵
士
が
作
業
に

当
た
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
１
軍
団
は
約

１
０
０
０
人
規
模
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
城
築
堤
に
は
４
０
０
０
人
が
動
員

さ
れ
た
と
い
う
学
者
の
推
定
も
あ
り
ま

す
。

　
大
宰
府
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
が
暮

ら
し
た
家
は
、
政
庁
か
ら
真
っ
す
ぐ
南

へ
下
る
朱
雀
大
路
沿
い
、「
南
楼
」、「
右

郭
の
辺
」
だ
っ
た
。
南
楼
は
高
級
役
人

茂
官
舎
。
楼
と
言
え
ば
豪
華
な
建
物
を

思
い
浮
か
べ
る
が
、
実
際
は
雨
漏
り
が

激
し
く
、
衣
類
、
本
類
な
ど
が
湿
り
痛

む
よ
う
な
、
あ
ば
ら
や
同
然
だ
っ
た
、

と
言
う
。

　「
都
府
楼
は
纔
に
瓦
の
色
を

看
る
、
観
世
音
寺
は
た
だ
鐘

の
声
を
聴
く
」（
不
出
門
）
と

菅
公
は
詠
ん
で
お
ら
れ
る
か

ら
、
遠
く
に
政
庁
の
屋
根
は

み
え
、
左
郭
側
に
あ
る
観
世

音
寺
の
伽
藍
は
見
え
ず
鐘
の

音
し
か
聞
く
こ
と
出
来
な
い

場
所
だ
っ
た
。
幽
閉
の
身
で
、

観
世
音
寺
に
詣
で
る
こ
と
も

出
来
ず
、ま
し
て
、都
府
楼
（
政

庁
）に
行
く
こ
と
も
な
い
。「
寸

歩
も
門
を
出
で
て
行
か
ん
」

と
嘆
く

　
現
在
は
こ
じ
ん
ま
り
し
た

榎
社
が
立
ち
、
す
ぐ
横
を
西

鉄
電
車
が
走
る
。
鳥
居
を
く

ぐ
り
、
社
殿
ま
で
１
０
０
ｍ
も
な
い
参

道
。
太
宰
府
天
満
宮
の
賑
わ
い
と
は
対

照
的
に
、
人
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
今

も
、
年
一
度
、
９
月
、
大
宰
府
天
満
宮

か
ら
「
御
神
幸
」
が
あ
り
、
こ
こ
に
一

泊
さ
れ
る
。

　
左
遷
に
際
し
太
政
官
は
道
中
「
馬
、

食
を
給
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と
命
令
を

下
し
て
お
り
、
大
宰
府
の
暮
ら
し
も
、

明
日
の
飯
米
に
も
事
欠
く
状
況
だ
っ

た
。
し
か
も
、
幼
い
男
の
子
（
隈
麿
）

と
女
の
子
（
紅
姫
）
を
連
れ
て
の
流
配

で
あ
り
、
右
大
臣
か
ら
「
貶
（
お
と
）

し
降
（
く
だ
）
さ
れ
て
　
芥
（
あ
く
た
）

よ
り
軽
し
」
と
嘆
い
て
い
る
。
隈
麿
は

間
も
な
く
亡
く
な
り
、
菅
公
自
身
も
悲

嘆
の
中
で
世
を
去
っ
た
。
残
さ

れ
た
紅
姫
の
消
息
は
分
か
っ
て

い
な
い
。
父
な
き
後
の
紅
姫
を

守
る
浮
彫
の
お
地
蔵
様
が
境
内

に
あ
る
だ
け
だ
。

　
菅
公
の
左
遷
は
、
９
０
１
年

の
こ
と
。
大
宰
府
は
衰
退
、
自

身
が
廃
止
し
た
遣
唐
使
船
の
出

入
り
も
な
く
、
大
宰
帥
の
任
命

は
名
ば
か
り
で
幽
閉
状
況
。
大

宰
府
の
官
人
た
ち
は
腐
敗
し
、

人
の
殺
傷
は
多
く
、
群
盗
が
は

び
こ
る
状
況
だ
っ
た
、
と
嘆
い

て
い
る
。
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菅原道真、配所、大宰府で詠う
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―
―
道
路
を
造
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま

で
の
条
里
型
の
水
田
を
活
用
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
朱
雀
大
路
の
よ
う
な
中
心

線
、
道
幅
、
側
溝
の
道
路
構
造
は
ど
こ
を

手
本
に
し
て
い
ま
す
か
。
側
溝
が
幅
３
〜

５
ｍ
と
大
き
い
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。
朱

雀
大
路
は
往
来
が
激
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
、
牛
車
轍
の
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。

井
上
氏
　
道
路
の
遺
構
は
、
降
雨
に
よ
っ

て
削
ら
れ
、
凹
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

宰
府
の
条
坊
は
比
較
的
平
地
で
軟
弱
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
版
築
や
盛
土
の
滑

り
を
止
め
る
敷
粗
朶
な
ど
の
工
法
の
痕
跡

は
見
つ
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
盤
は
弱
く
、
地
下
５
ｍ
は
砂
層
で
地
下

水
が
流
れ
て
い
ま
す
。
側
溝
が
大
き
く
と

ら
れ
て
い
る
の
は
、
排
水
が
弱
い
た
め
で

し
ょ
う
し
、
降
雨
に
よ
る
道
路
の
痛
み
も

激
し
か
っ
た
。

―
―
政
庁
の
東
西
両
側
は
官
衙
、
つ
ま
り

官
庁
街
で
す
が
、
条
坊
で
区
画
さ
れ
た
、

当
時
の
大
宰
府
の
住
宅
配
置
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。菅
原
道
真
は「
都

府
楼
の
屋
根
」
を
遠
く
に
見
、
観
世
音
寺

の
鐘
の
音
が
聞
こ
え
る
所
に
暮
ら
し
た
よ

う
で
す
が
―
―
。
一
方
、
憶
良
の
歌
な
ど

か
ら
は
、
庶
民
は
直
接
、
土
間
に
寝
起
き

す
る
と
あ
り
ま
す
ね
。

井
上
氏
　
や
は
り
政
庁
に

近
い
区
画
や
朱
雀
大
路
沿

い
は
大
伴
旅
人
や
山
上
憶

良
な
ど
高
級
官
僚
の
邸
宅

が
軒
を
並
べ
、
そ
の
他
、

端
の
方
は
下
級
役
人
の
住

居
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
菅
原
道
真
の
住
居

は
現
在
の
榎
社
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
朱
雀
大
路
沿
い

で
す
。
ま
た
、
外
国
使
節

を
迎
え
る
客
館
も
大
路
沿
い
で
、
合
計
４

区
画
に
南
北
に
廂
付
き
の
大
型
建
物
が
２

棟
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
銅
食

器
の
佐
波
理
や
奈
良
三
彩
、
唐
の
白
磁
、

青
磁
な
ど
高
級
食
器
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

―
―
外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
物
資
は
貴

重
で
し
た
が
、疫
病
は
恐
怖
の
的
で
し
た
。

井
上
氏
　
そ
う
で
す
。
権
力
の
中
枢
に
い

た
藤
原
４
兄
弟
が
相
次
い
で
死
亡
し
た
の

も
疫
病
の
流
行
で
、
筑
紫
か
ら
流
行
し
た

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
警
戒
心
は
出
土
し

た
馬
の
土
偶
に
象
徴
的
で
す
。
疫
病
は
早

馬
に
乗
っ
て
く
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
土
偶
の
馬
は
い
ず
れ
も
足
を
折

ら
れ
て
い
る
。

―
―
大
宰
府
は
外
交
、
交
易
の
拠
点
で
す

か
ら
、
鴻
臚
館
や
客
館
な
ど
の
ほ
か
迎
賓

館
的
な
建
物
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
外
交
儀
礼
上
、外
国
使
を
迎
え
、

饗
宴
の
場
も
必
要
で
す
。
そ
の
建
物
は
、

政
庁
西
の
蔵
司
が
あ
っ
た
場
所
に
、
大
型

建
物
の
遺
構
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

が
接
待
の
場
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
庁
に
も
近
く
、
中
国
・
長
安
城
の
配
置

も
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
平
城
京
に
比
べ

小
規
模
と
は
い
え
、
外
国
使
節
に
我
が
国

の
国
威
を
示
す
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
舞

台
装
置
が
必
要
な
の
で
す
。

―
―
平
城
京
の
例
を
見
て
も
、
都
市
建
設

に
は
輸
送
用
の
水
路
（
河
川
）
や
水
源
が

不
可
欠
で
す
が
、
御
笠
川
だ
け
で
十
分

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上
氏
　
大
野
城
大
宰
府
口
か
ら
山
を

下
っ
た
所
は
御
笠
川
の
上
流
に
当
た
り
ま

す
。
四
王
寺
山
か
ら
伐
採
し
た
木
材
は
、

御
笠
川
を
使
っ
て
運
ん
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。水
城
に
は
水
門
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

や
は
り
水
運
を
活
用
し
て
い
ま
す
ね
。

―
―
東
（
左
郭
）
に
４
条
付
け
加
え
、
条

坊
・
街
区
の
拡
大
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
意
味
は
。

井
上
氏
　
新
し
い
区
画

は
「
府
の
大
寺
」
と
呼
ば

れ
た
観
世
音
寺
な
ど
の
寺

領
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

多
く
あ
り
ま
す
。
観
世
音

寺
南
大
門
は
政
庁
か
ら
７

区
画
目
、
つ
ま
り
左
郭
４

条
７
坊
に
あ
り
、
拡
大
さ

れ
た
条
坊
区
画
は
観
世
音

寺
の
南
門
前
に
位
置
し
ま

す
。
観
世
音
寺
が
東
大
寺

蔵司発掘現場

平城京の朱雀門と平城京跡

大宰府、朱雀門の礎石（御笠川ぞい）
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系
列
に
属
す
る
寺
と
な
り
、
寺
社
用
地
が

拡
大
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
清
盛
も
大
宰
府
長
官
に

―
―
観
世
音
寺
の
建
設
に
は
80
年
近
く
の

歳
月
が
欠
け
ら
れ
、
建
設
を
急
ぐ
よ
う
督

促
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
で
大
僧
正
と

な
っ
た
玄
昉
が
左
遷
さ
れ
観
世
音
寺
に
配

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

井
上
氏
　
玄
昉
は
観
世
音
寺
に
配
さ
れ
、

７
４
６
年
、
寺
の
落
慶
に
立
ち
会
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
玄
昉
と
同
じ
遣
唐
使
の
一
員

と
し
て
唐
に
渡
っ
た
吉
備
真
備
は
大
宰
府

長
官
と
な
り
、
怡
土
城
建
設
（
糸
島
市
）

を
指
揮
し
て
い
ま
す
。

―
―
二
人
と
も
藤
原
広
嗣
に「
君
側
の
奸
」

名
指
し
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
続
く
、
純
友

の
乱
の
政
庁
焼
失
。
大
宰
府
政
庁
は
再
建

さ
れ
ま
す
が
、
朝
廷
支
配
が
弱
ま
り
、
武

家
の
時
代
が
来
ま
す
が
、
都
城
の
終
焉
は

い
つ
頃
で
す
か
。

井
上
氏
　
朝
廷
の
支
配
力
が
、
武
家
勢
力

に
奪
わ
れ
た
後
も
、
両
者
の
並
行
時
代
が

12
世
末
ま
で
続
き
ま
す
。
赴
任
は
し
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
平
清
盛
も
大
宰
府

長
官
の
肩
書
を
持
っ
て
い
ま
す
。
武
家
政

治
が
確
立
し
た
鎌
倉
時
代
の
元
寇
で
は
大

宰
府
大
弐
の
武
藤
親
子
が
防
衛
戦
を
戦

い
、
武
勲
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

鴻盧館跡（福岡市・平和台）

元寇で戦った少弐資能の顕彰碑（太宰府市）

　
東
国
の
平
将
門
の
乱
に
呼
応
し
て
、

西
国
で
藤
原
純
友
が
朝
廷
に
叛
旗
を
ひ

る
が
え
し
（
９
４
１
年
）
大
宰
府
政
庁

を
攻
め
、
財
物
を
略
奪
、
政
庁
（
第
Ⅱ

期
）
は
焼
き
払
わ
れ
た
。
乱
が
鎮
圧
さ

れ
、
旧
政
庁
と
同
様
に
礎
石
を
持
つ
瓦

葺
の
政
庁
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
再
建
さ

れ
、
第
Ⅲ
期
政
庁
と
な
る
。
現
在
、
政

庁
跡
の
礎
石
が
そ
れ
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
政
庁
の
前
面

に
は
広
場
が
あ
り
、
そ
の
東

西
に
官
衙
が
並
ん
で
い
た
。

純
友
の
乱
で
政
庁
は
焼
失
、

再
建
さ
れ
た
。
焼
失
前
、
政

庁
門
前
広
場
を
中
心
に
、
日

吉
官
衙
、
広
丸
官
衙
、
そ
の

西
に
大
楠
官
衙
、
不
丁
官
衙

と
並
ん
で
、
官
庁
街
を
形
成

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
広

丸
官
衙
か
ら
は
事
務
用
の
定

型
硯
が
多
数
出
土
し
、
事
務

を
司
っ
た
中
心
的
な
役
所
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
大
楠
官
衙
か
ら
は
「
杯
」

な
ど
の
墨
書
土
器
の
ほ
か
多

数
の
製
塩
土
器
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
給
食
セ
ン
タ
―
的
な
施

設
の
存
在
が
伺
わ
れ
、
不
丁
官
衙
に
は

事
務
棟
と
工
房
建
物
が
あ
り
、
近
く
の

溝
跡
か
ら
西
海
道
名
産
の
「
紫
草
」
関

連
の
木
簡
が
多
数
出
土
し
、
朝
廷
に
運

ぶ
貢
上
染
物
所
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
純
友
の
乱
以
降
は
こ
れ
ら

政
庁
前
面
か
ら
は
大
型
建
物
の
遺
構
は

見
ら
れ
な
い
。
宅
地
跡
だ
け
が
出
土
す

る
。
例
え
ば
大
楠
官
衙
で
は
官
人
住
居

と
見
ら
れ
る
小
型
の
建
物
64
棟
、
井
戸

27
基
、
柵
跡
等
、
日
吉
官
衙
か
ら
は
建

物
63
棟
や
井
戸
跡
、
広
丸
官
衙
か
ら
は

や
は
り
小
型
の
建
物
30
棟
な
ど
の
跡
が

出
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
庁
跡
と
み
ら

れ
る
大
型
建
物
は
消
え
て
い
る
。

　
官
衙
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
今
の

と
こ
ろ
、
移
転
し
た
と
推
定
で

き
る
官
衙
あ
と
は
発
見
さ
れ
ず
、

大
宰
府
政
庁
の
役
割
が
形
式
化
、

あ
る
い
は
大
き
く
縮
小
さ
れ
た

の
か
。
純
友
の
乱
の
後
、
政
庁

は
再
建
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

権
能
は
失
わ
れ
、
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
の
か
。

解
明
が
待
た
れ
る
。

消えた（？）大宰府の官衙

大宰府政庁の復元模型
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日
本
の
道
路
の
原
点
は
、
律
令
時
代
に
造
ら
れ
た
古
代
官
道
に
あ
る
。
統
一
国
家
が
実

現
し
、
全
国
統
合
、
統
治
の
完
成
を
実
効
あ
ら
し
め
る
最
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
そ
れ
は
規
模
は
大
き
く
違
う
も
の
の
、
ロ
ー
マ
帝
国
、
中
国
・
秦
と
同
様
、
い
ち
早

く
軍
隊
を
送
り
、
情
報
を
つ
か
み
、
税
を
納
め
さ
せ
る
道
で
あ
っ
た
。
九
州
・
西
海
道
は

大
宰
府
政
庁
を
中
心
に
、
今
日
の
高
速
道
路
網
を
思
わ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い

た
。
ま
た
江
戸
時
代
の
脇
街
道
と
し
て
登
場
し
た
長
崎
街
道
は
、
鎖
国
政
策
の
中
で
外
国

文
化
・
技
術
の
導
入
と
産
業
の
革
新
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
へ
の
近
代
日
本
へ
、
時
代
の

「
回
天
」
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
道
路
が
、
単
に
交
通
以
上
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

原点Ⅴ
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を
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え
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道

　
　
　
　
古
代
官
道
と
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道
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日
本
の
道
路
の
原
点
は
、
律
令
時
代
に
造
ら
れ
た
古
代
官
道
に
あ
る
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統
一
国
家
が
実
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し
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完
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実
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し
め
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社
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イ
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あ

る
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模
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く
違
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中
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ち
早
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り
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か
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め
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せ
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道
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あ
っ
た
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・
西
海
道
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大
宰
府
政
庁
を
中
心
に
、
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日
の
高
速
道
路
網
を
思
わ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い

た
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ま
た
江
戸
時
代
の
脇
街
道
と
し
て
登
場
し
た
長
崎
街
道
は
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鎖
国
政
策
の
中
で
外
国
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維
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へ
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近
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日
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時
代
の
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天
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に
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き
な
役
割
を
果
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し
た
。
道
路
が
、
単
に
交
通
以
上
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
こ
と
を
物
語
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て
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る
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司
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①
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②
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掘
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史
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大
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－ 184 －

　
魏
志
倭
人
伝
が
、
当
時
の
倭
国
の
道
路
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
「
け
も
の
道
同
然
」
と
表
現
を
し
て
い
る
。
大
和
朝

　
魏
志
倭
人
伝
が
、
当
時
の
倭
国
の
道
路
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
「
け
も
の
道
同
然
」
と
表
現
を
し
て
い
る
。
大
和
朝

　
魏
志
倭
人
伝
が
、
当
時
の
倭
国
の
道
路
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
「
け
も
の
道
同
然
」
と
表
現
を
し
て
い
る
。
大
和
朝

廷
が
全
土
を
治
め
、
統
一
国
家
へ
歩
み
始
め
た
と
き
、
国
の
在
り
方
の
教
科
書
は
中
国
の
隋
と
唐
帝
国
だ
っ
た
。
遣
隋

廷
が
全
土
を
治
め
、
統
一
国
家
へ
歩
み
始
め
た
と
き
、
国
の
在
り
方
の
教
科
書
は
中
国
の
隋
と
唐
帝
国
だ
っ
た
。
遣
隋

廷
が
全
土
を
治
め
、
統
一
国
家
へ
歩
み
始
め
た
と
き
、
国
の
在
り
方
の
教
科
書
は
中
国
の
隋
と
唐
帝
国
だ
っ
た
。
遣
隋

使
、
遣
唐
使
と
留
学
生
を
次
々
と
送
り
込
み
、
法
制
度
と
国
家
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
、
特
に
全
国
統
治
の
為
の
官
道

使
、
遣
唐
使
と
留
学
生
を
次
々
と
送
り
込
み
、
法
制
度
と
国
家
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
、
特
に
全
国
統
治
の
為
の
官
道

使
、
遣
唐
使
と
留
学
生
を
次
々
と
送
り
込
み
、
法
制
度
と
国
家
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
、
特
に
全
国
統
治
の
為
の
官
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ
る
大
土
木
工
事
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ
る
大
土
木
工
事
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
対
外
情
勢
も
緊
迫
し
て
い
た
。
百
済
が
滅
び
、
朝
鮮
半
島
情
勢
は
予
断
を
許
さ
ず
、
中
国
の
唐
帝

　
国
内
の
み
な
ら
ず
対
外
情
勢
も
緊
迫
し
て
い
た
。
百
済
が
滅
び
、
朝
鮮
半
島
情
勢
は
予
断
を
許
さ
ず
、
中
国
の
唐
帝

　
国
内
の
み
な
ら
ず
対
外
情
勢
も
緊
迫
し
て
い
た
。
百
済
が
滅
び
、
朝
鮮
半
島
情
勢
は
予
断
を
許
さ
ず
、
中
国
の
唐
帝

国
の
動
き
も
脅
威
で
あ
っ
た
。
特
に
九
州
・
西
海
道
は
一
衣
滞
水
、
そ
の
最
前
線
で
あ
り
、
防
衛
上
、
都
な
み
の
道
路

国
の
動
き
も
脅
威
で
あ
っ
た
。
特
に
九
州
・
西
海
道
は
一
衣
滞
水
、
そ
の
最
前
線
で
あ
り
、
防
衛
上
、
都
な
み
の
道
路

国
の
動
き
も
脅
威
で
あ
っ
た
。
特
に
九
州
・
西
海
道
は
一
衣
滞
水
、
そ
の
最
前
線
で
あ
り
、
防
衛
上
、
都
な
み
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
、
山
城
、
水
城
な
ど
で
防
衛
線
を
敷
い
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
、
山
城
、
水
城
な
ど
で
防
衛
線
を
敷
い
た
。

　
恐
ら
く
国
民
総
動
員
の
土
木
事
業
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
で
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
国
家
体
制
が
一
段

　
恐
ら
く
国
民
総
動
員
の
土
木
事
業
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
で
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
国
家
体
制
が
一
段

　
恐
ら
く
国
民
総
動
員
の
土
木
事
業
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
で
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
国
家
体
制
が
一
段

と
整
い
、
地
方
統
治
は
確
固
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
統
一
国
家
と
し
て
体
制
固
め
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
整
い
、
地
方
統
治
は
確
固
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
統
一
国
家
と
し
て
体
制
固
め
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
整
い
、
地
方
統
治
は
確
固
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
統
一
国
家
と
し
て
体
制
固
め
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
１
２
０
０
〜
１
３
０
０
年
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
、
日
本
の
道
路
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

　
そ
れ
か
ら
１
２
０
０
〜
１
３
０
０
年
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
、
日
本
の
道
路
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

　
そ
れ
か
ら
１
２
０
０
〜
１
３
０
０
年
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
、
日
本
の
道
路
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

も
、
道
路
構
造
上
か
ら
も
特
記
す
べ
き
進
歩
は
見
せ
な
か
っ
た
。
天
下
統
一
へ
の
戦
乱
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
体
制
、

も
、
道
路
構
造
上
か
ら
も
特
記
す
べ
き
進
歩
は
見
せ
な
か
っ
た
。
天
下
統
一
へ
の
戦
乱
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
体
制
、

も
、
道
路
構
造
上
か
ら
も
特
記
す
べ
き
進
歩
は
見
せ
な
か
っ
た
。
天
下
統
一
へ
の
戦
乱
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
体
制
、

三
百
諸
侯
が
分
立
す
る
幕
藩
体
制
が
続
き
、
ひ
た
す
ら
内
向
き
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
長
崎
街
道
は
唯
一
、

三
百
諸
侯
が
分
立
す
る
幕
藩
体
制
が
続
き
、
ひ
た
す
ら
内
向
き
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
長
崎
街
道
は
唯
一
、

三
百
諸
侯
が
分
立
す
る
幕
藩
体
制
が
続
き
、
ひ
た
す
ら
内
向
き
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
長
崎
街
道
は
唯
一
、

外
国
文
化
、
技
術
が
伝
播
す
る
道
路
で
あ
っ
た
。
長
崎
出
島
か
ら
江
戸
に
向
か
う
異
人
た
ち
、
長
崎
に
新
知
識
を
求
め

外
国
文
化
、
技
術
が
伝
播
す
る
道
路
で
あ
っ
た
。
長
崎
出
島
か
ら
江
戸
に
向
か
う
異
人
た
ち
、
長
崎
に
新
知
識
を
求
め

外
国
文
化
、
技
術
が
伝
播
す
る
道
路
で
あ
っ
た
。
長
崎
出
島
か
ら
江
戸
に
向
か
う
異
人
た
ち
、
長
崎
に
新
知
識
を
求
め

て
向
か
う
若
者
た
ち
。
行
き
づ
ま
り
を
見
せ
始
め
た
幕
末
、
こ
の
街
道
が
導
火
線
と
な
っ
て
時
代
の
回
天
へ
点
火
さ

て
向
か
う
若
者
た
ち
。
行
き
づ
ま
り
を
見
せ
始
め
た
幕
末
、
こ
の
街
道
が
導
火
線
と
な
っ
て
時
代
の
回
天
へ
点
火
さ

て
向
か
う
若
者
た
ち
。
行
き
づ
ま
り
を
見
せ
始
め
た
幕
末
、
こ
の
街
道
が
導
火
線
と
な
っ
て
時
代
の
回
天
へ
点
火
さ

せ
、
明
治
維
新
、
近
代
国
家
へ
の
道
を
切
り
拓
い
た
。

せ
、
明
治
維
新
、
近
代
国
家
へ
の
道
を
切
り
拓
い
た
。

　
日
本
を
変
え
た
古
代
官
道
と
長
崎
街
道
に
道
路
の
原
点
を
見
て
歩
い
た
。

　
日
本
を
変
え
た
古
代
官
道
と
長
崎
街
道
に
道
路
の
原
点
を
見
て
歩
い
た
。

大宰府朱雀門の礎石
ここから朱雀大路が始まった

「古代官道と長崎街道を行く」
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大
宰
府
政
庁
跡
に
立
つ
と
、
真
っ
す
ぐ

南
に
朱
雀
大
路
が
造
ら
れ
て
い
た
事
が
分

か
る
。
御
笠
川
の
河
床
か
ら
朱
雀
門
の
基

礎
の
大
石
が
見
つ
か
り
、
橋
の
た
も
と
に

現
在
据
え
ら
れ
て
い
る
。
今
、
大
路
は
、

約
１
０
０
ｍ
足
ら
ず
で
旧
国
道
３
号
と
交

差
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
付
近
ま
で
一
直
線
に
伸

び
て
い
た
、
と
み
ら
れ
る
。
現
在
、
大
路

跡
は
政
庁
前
に
、わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。

奈
良
・
平
城
京
の
朱
雀
門
と
大
路
も
同
様

で
、
ほ
ぼ
同
じ
短
さ
で
国
道
と
交
差
し
て

止
ま
っ
て
い
る
。
大
宰
府
は
政
庁
を
中
心

軸
に
し
て
、
平
城
京
を
手
本
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
造
ら
れ
、
道
幅
は
約
半
分
の
朱
雀
大

路
（
道
幅
約
36
ｍ
）
を
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
と
し
て
条
坊
制
で
碁
盤
の
目
の
よ
う
な

道
路
が
東
西
南
北
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
都
市
道
路
）
を
持
っ
て
い
た
。

あ
お
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の
匂
う

が
ご
と
く
い
ま
盛
な
り

　
大
宰
府
に

赴
任
し
た
小

野
老
は
大
宰

府
と
平
城
京

の
イ
メ
ー
ジ

を
重
ね
て
い

る
．
歌
碑
は

政
庁
の
展
示

館
横
に
立
っ

て
い
る
。
こ

こ
遠
の
朝
廷

の
大
宰
府
政

庁
に
は
大
伴

旅
人
を
は
じ
め
山
上
憶
良
、
大
伴
家
持
ら

が
勤
め
、万
葉
集
に
多
く
の
歌
を
残
し「
筑

紫
歌
壇
」
と
呼
ば
れ
る
。
新
元
号
「
令
和
」

も
旅
人
「
梅
花
の
歌
」
の
序
文
か
ら
。

西
海
道
―
九
州
一
円
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
君
の
遠
の
都
と
あ
り
通
ふ
島
門
を
見
れ

ば
神
代
し
思
ほ
ゆ
　
　（
柿
本
人
麻
呂
）

　
大
宰
府
の
都
市
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

九
州（
西
海
道
）の
道
路
網
も
畿
内
と
同
様
、

政
庁
を
中
心
に
放
射
線
状
、
循
環
形
に
造

ら
れ
た
。

　
平
城
京
・
都
の
あ
る
畿
内
か
ら
放
射
線

状
に
東
海
、
東
山
、
北
陸
、
山
陰
、
南
海

の
六
道
は
伸
び
て
い
る
。
西
海
道
だ
け
は

大
宰
府
政
庁
中
心
に
循
環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
ち
、
現
在
の
高
速
道
路
網
も
ほ
ぼ

そ
れ
を
な
ぞ
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
。

　
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
は
西
海
道
西
路
、
大
分
道
と
東
九
州
道

は
西
海
道
東
路
。
東
西
両
路
は
大
隅
国
府

で
結
び
つ
き
九
州
一
周
の
循
環
性
を
持
っ

て
い
た
。
横
断
道
は
現
在
建
設
中
の
中
九

州
道
や
加
藤
清
正
の
豊
後
街
道
と
重
な
る

肥
後
豊
後
路
が
あ
っ
た
。

　
都
か
ら
は
山
陽
道
（
あ
る
い
は
瀬
戸
内

海
海
路
）
か
ら
関
門
海
峡
を
渡
り
「
大
宰

府
路
」
か
ら
大
宰
府
に
入
っ
て
い
る
。
西

九
州
へ
は
大
宰
府
〜
鳥
栖
〜
佐
賀
と
長
崎

道
と
並
行
し
、直
線
道
路
で
肥
前
国
府（
佐

賀
市
大
和
）と
結
び
つ
い
て
い
た
。
ま
た
、

壱
岐
、
対
馬
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
に
繋
ぐ
唐

津
経
由
の
西
九
州
道
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト

の
官
道
と
小
環
状
を
形
成
し
て
い
た
。

政
治
、
軍
事
情
勢
を
反
映

　
東
路
と
西
路
で
九
州
を
一
周
す
る
大
循

環
と
東
西
を
は
し
ご
状
に
結
ぶ
横
断
路
な

ど
充
実
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
九
州
全
域

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
。

　
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
と
長
島
を
「
黒
之

瀬
戸
大
橋
」（
橋
長
３
０
０
ｍ
、ト
ラ
ス
橋
）

が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
急
流
で
知
ら
れ

る
こ
の
瀬
戸
を
詠
っ
た
歌
が
万
葉
集
に
あ

る
。

隼
人
の
薩
摩
の
瀬
戸
を
雲
居
な
す

遠
く
も
吾
は
今
日
見
つ
る
か
も（
長
田
王
）

　
当
時
の
官
人
は
西
路
を
使
っ
て
こ
の
地

方
ま
で
赴
任
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
万
葉

集
は
全
国
各
地
の
歌
を
集
め
て
い
る
が
、

黒
之
瀬
戸
は
最
南
端
の
歌
で
あ
る
。

九
州
の
隅
々
ま
で
官
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
背
景
に
は
、
各
国
府

か
ら
の
「
税
」
と
し
て
の
物
品
を
い
っ
た

ん
、
大
宰
府
政
庁
に
集
め
（
現
在
，
蔵
司

が
発
掘
調
査
中
）、都
へ
運
ん
だ
物
流
ル
ー

ト
完
備
の
た
め
と
、
朝
鮮
・
中
国
な
ど
海

外
交
流
、
さ
ら
に
は
国
土
防
衛
戦
に
即
応

す
る
軍
事
道
路
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
災
害
な
ど
で

途
絶
し
た
時
、
迂
回
可
能
な
様
々
な
ル
ー

ト
が
用
意
さ
れ
た
。
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
的

発
想
で
あ
る
。

　
倭
国
か
ら
ヤ
マ
ト
朝
廷
成
立
初
期
に
か

け
て
、
対
朝
鮮
半
島
・
中
国
と
の
関
係
は

第
１
節
①

西

　海

　道
（
古
代
官
道
）

西
海
道
は
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た

西
海
道
は
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た

吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
、〝
初
め
て
〞発
掘
調
査

吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
、〝
初
め
て
〞発
掘
調
査

平城京朱雀大路を進むパレード
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大
宰
府
政
庁
跡
に
立
つ
と
、
真
っ
す
ぐ

南
に
朱
雀
大
路
が
造
ら
れ
て
い
た
事
が
分

か
る
。
御
笠
川
の
河
床
か
ら
朱
雀
門
の
基

礎
の
大
石
が
見
つ
か
り
、
橋
の
た
も
と
に

現
在
据
え
ら
れ
て
い
る
。
今
、
大
路
は
、

約
１
０
０
ｍ
足
ら
ず
で
旧
国
道
３
号
と
交

差
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
付
近
ま
で
一
直
線
に
伸

び
て
い
た
、
と
み
ら
れ
る
。
現
在
、
大
路

跡
は
政
庁
前
に
、わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。

奈
良
・
平
城
京
の
朱
雀
門
と
大
路
も
同
様

で
、
ほ
ぼ
同
じ
短
さ
で
国
道
と
交
差
し
て

止
ま
っ
て
い
る
。
大
宰
府
は
政
庁
を
中
心

軸
に
し
て
、
平
城
京
を
手
本
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
造
ら
れ
、
道
幅
は
約
半
分
の
朱
雀
大

路
（
道
幅
約
36
ｍ
）
を
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
と
し
て
条
坊
制
で
碁
盤
の
目
の
よ
う
な

道
路
が
東
西
南
北
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
都
市
道
路
）
を
持
っ
て
い
た
。

あ
お
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の
匂
う

が
ご
と
く
い
ま
盛
な
り

　
大
宰
府
に

赴
任
し
た
小

野
老
は
大
宰

府
と
平
城
京

の
イ
メ
ー
ジ

を
重
ね
て
い

る
．
歌
碑
は

政
庁
の
展
示

館
横
に
立
っ

て
い
る
。
こ

こ
遠
の
朝
廷

の
大
宰
府
政

庁
に
は
大
伴

旅
人
を
は
じ
め
山
上
憶
良
、
大
伴
家
持
ら

が
勤
め
、万
葉
集
に
多
く
の
歌
を
残
し「
筑

紫
歌
壇
」
と
呼
ば
れ
る
。
新
元
号
「
令
和
」

も
旅
人
「
梅
花
の
歌
」
の
序
文
か
ら
。

西
海
道
―
九
州
一
円
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
君
の
遠
の
都
と
あ
り
通
ふ
島
門
を
見
れ

ば
神
代
し
思
ほ
ゆ
　
　（
柿
本
人
麻
呂
）

　
大
宰
府
の
都
市
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

九
州（
西
海
道
）の
道
路
網
も
畿
内
と
同
様
、

政
庁
を
中
心
に
放
射
線
状
、
循
環
形
に
造

ら
れ
た
。

　
平
城
京
・
都
の
あ
る
畿
内
か
ら
放
射
線

状
に
東
海
、
東
山
、
北
陸
、
山
陰
、
南
海

の
六
道
は
伸
び
て
い
る
。
西
海
道
だ
け
は

大
宰
府
政
庁
中
心
に
循
環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
ち
、
現
在
の
高
速
道
路
網
も
ほ
ぼ

そ
れ
を
な
ぞ
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
。

　
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
は
西
海
道
西
路
、
大
分
道
と
東
九
州
道

は
西
海
道
東
路
。
東
西
両
路
は
大
隅
国
府

で
結
び
つ
き
九
州
一
周
の
循
環
性
を
持
っ

て
い
た
。
横
断
道
は
現
在
建
設
中
の
中
九

州
道
や
加
藤
清
正
の
豊
後
街
道
と
重
な
る

肥
後
豊
後
路
が
あ
っ
た
。

　
都
か
ら
は
山
陽
道
（
あ
る
い
は
瀬
戸
内

海
海
路
）
か
ら
関
門
海
峡
を
渡
り
「
大
宰

府
路
」
か
ら
大
宰
府
に
入
っ
て
い
る
。
西

九
州
へ
は
大
宰
府
〜
鳥
栖
〜
佐
賀
と
長
崎

道
と
並
行
し
、直
線
道
路
で
肥
前
国
府（
佐

賀
市
大
和
）と
結
び
つ
い
て
い
た
。
ま
た
、

壱
岐
、
対
馬
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
に
繋
ぐ
唐

津
経
由
の
西
九
州
道
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト

の
官
道
と
小
環
状
を
形
成
し
て
い
た
。

政
治
、
軍
事
情
勢
を
反
映

　
東
路
と
西
路
で
九
州
を
一
周
す
る
大
循

環
と
東
西
を
は
し
ご
状
に
結
ぶ
横
断
路
な

ど
充
実
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
九
州
全
域

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
。

　
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
と
長
島
を
「
黒
之

瀬
戸
大
橋
」（
橋
長
３
０
０
ｍ
、ト
ラ
ス
橋
）

が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
急
流
で
知
ら
れ

る
こ
の
瀬
戸
を
詠
っ
た
歌
が
万
葉
集
に
あ

る
。

隼
人
の
薩
摩
の
瀬
戸
を
雲
居
な
す

遠
く
も
吾
は
今
日
見
つ
る
か
も（
長
田
王
）

　
当
時
の
官
人
は
西
路
を
使
っ
て
こ
の
地

方
ま
で
赴
任
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
万
葉

集
は
全
国
各
地
の
歌
を
集
め
て
い
る
が
、

黒
之
瀬
戸
は
最
南
端
の
歌
で
あ
る
。

九
州
の
隅
々
ま
で
官
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
背
景
に
は
、
各
国
府

か
ら
の
「
税
」
と
し
て
の
物
品
を
い
っ
た

ん
、
大
宰
府
政
庁
に
集
め
（
現
在
，
蔵
司

が
発
掘
調
査
中
）、都
へ
運
ん
だ
物
流
ル
ー

ト
完
備
の
た
め
と
、
朝
鮮
・
中
国
な
ど
海

外
交
流
、
さ
ら
に
は
国
土
防
衛
戦
に
即
応

す
る
軍
事
道
路
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
災
害
な
ど
で

途
絶
し
た
時
、
迂
回
可
能
な
様
々
な
ル
ー

ト
が
用
意
さ
れ
た
。
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
的

発
想
で
あ
る
。

　
倭
国
か
ら
ヤ
マ
ト
朝
廷
成
立
初
期
に
か

け
て
、
対
朝
鮮
半
島
・
中
国
と
の
関
係
は

第
１
節
①

西

　海

　道
（
古
代
官
道
）

西
海
道
は
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た

西
海
道
は
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た

吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
、〝
初
め
て
〞発
掘
調
査

吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
、〝
初
め
て
〞発
掘
調
査
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緊
張
し
て
い
た
。
新
羅
と
結
ん
だ
筑
紫
君

磐
井
の
「
乱
」、
友
好
国
・
百
済
の
滅
亡
、

藤
原
広
嗣
の
乱
な
ど
九
州
統
治
と
対
外
関

係
は
長
く
緊
張
状
態
が
続
い
て
お
り
、
中

央
政
権
に
と
っ
て
、
西
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
政
治
軍
事
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
整

備
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
同
時
に
海
外
の
技
術
、
物
の
輸
入
、
人
、

情
報
の
交
流
は
不
可
欠
で
、
海
外
か
ら
の

賓
客
は
博
多
湾
沿
い
（
福
岡
市
・
平
和
台
）

の
鴻
臚
館
に
迎
え
、
そ
こ
か
ら
国
内
用
の

大
宰
府
路
（
東
大
門
）
と
は
違
う
専
用
の

大
宰
府
政
庁
へ
向
か
う
特
別
の
道
路
を
作

り
、
水
城
の
西
大
門
か
ら
大
宰
府
の
中
に

入
れ
た
。

権
威
誇
示
の
た
め
の
「
大
路
」

　
難
波
宮
、
飛
鳥
宮
、
平
城
京
な
ど
都
に

は
「
大
路
」
を
造
っ
た
。
幅
員
が
広
く
長

い
道
路
は
「
国
の
力
量
」
の
大
き
さ
を
内

外
に
誇
示
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
と
言
う

よ
り
、
強
く
意
識
し
た
「
仕
掛
け
」
だ
っ

た
ろ
う
。
中
国
唐
の
都
・
長
安
並
み
ま
で

は
い
か
な
い
ま
で
も
、
大
路
は
ヤ
マ
ト
朝

廷
な
り
の
権
威
あ
る
舞
台
装
置
の
一
環

だ
っ
た

　
難
波
に
着
い
た
外
国
の
外
交
団
、
賓
客

は
ま
ず
大
路
を
歩
き
、
時
に
は
川
を
船
で

行
き
、
都
が
近
づ
く
と
再
び
「
大
路
」
を

歩
く
。
来
訪
側
は
パ
レ
ー
ド
で
入
城
、
朱

雀
大
路
で
城
内
を
進
む
。
最
近
、
難
波
大

路
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
が
、
決
し
て
長
距

離
の
大
路
が
造
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
よ
う
だ
。「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
（
処
処
）

大
道
を
つ
く
る
」（
日
本
書
紀
）
と
あ
る
。

　
西
の
都
・
大
宰
府
の
場
合
、
奈
良
の
都

に
比
べ
れ
ば
、
は
る
か
に
小
規
模
で
南
北

22
坊
、
東
西
24
条
（
異
説
も
あ
る
）
の
方

形
、
そ
の
碁
盤
の
目
の
中
央
を
幅
約
36
ｍ

の
朱
雀
大
路
が
朱
雀
門
（
現
在
の
御
笠
川

か
ら
礎
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
約

２
㎞
真
っ
す
ぐ
南
へ
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
本
線
と
ぶ
っ
つ
か
る
地
点
（
Ｊ
Ｒ
二
日

市
駅
の
西
付
近
）
ま
で
続
い
て
い
た
。
他

の
条
坊
を
な
す
道
幅
は
約
３
ｍ
程
度
だ
か

ら
、
大
路
は
10
倍
以
上
の
ま
さ
に
大
路

だ
っ
た
。

　
し
か
し
平
城
京
の
朱
雀
大
路
に
比
べ

て
、
道
路
幅
は
約
２
分
の
１
だ
っ
た
。

　
大
路
の
ほ
ぼ
中
央
、
西
鉄
二
日
市
駅
旧

操
車
場
跡
か
ら
「
客
館
」
の
大
型
建
物
の

遺
構
が
発
掘
さ
れ
、
接
客
用
と
み
ら
れ
る

金
属
製
の
さ
じ
や
奈
良
三
彩
の
陶
器
片
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。
来
訪
し
た
外
国
使

節
な
ど
の
宿
泊
所
で
、
鴻
臚
館
に
到
着
し

た
中
で
特
に
許
さ
れ
て
大
宰
府
政
庁
を
訪

問
し
た
人
物
た
ち
の
た
め
の
施
設
だ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　
鴻
臚
館
は
博
多
湾
が
見
渡
せ
る
高
台
に

建
て
ら
れ
て
い
た
。外
国
来
訪
者
と
共
に
、

遣
唐
使
や
朝
鮮
半
島
に
命
を
懸
け
て
旅
立

つ
人
た
ち
も
泊
ま
っ
た
。

神
さ
ぶ
る
荒
津
の
崎
に
寄
る
波

　
間
な
く
や
妹
に
恋
渡
り
な
む

駅
制
―
ポ
ニ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
よ
う
に

　
道
路
運
用
の
た
め
の
駅
制
に
も
と
づ
い

て
、九
州（
西
海
道
）の
各
道
に
は
駅
家（
う

ま
や
）が
置
か
れ
、伝
馬
が
飼
わ
れ
、常
時
、

数
頭
を
備
え
て
い
た
。
駅
長
が
、
運
用
と

道
路
の
維
持
、管
理
責
任
を
負
っ
て
い
た
。

菅
原
道
真
が
右
大
臣
か
ら
左
遷
さ
れ
、
大

宰
府
に
「
都
落
ち
」
し
た
時
も
山
陽
道
・

瀬
戸
内
海
〜
太
宰
府
路
を
辿
っ
て
い
る
。

都
へ
の
道
、
山
陽
道
の
駅
家
は
60
％
以
上

が
瓦
ぶ
き
、
白
壁
づ
く
り
で
あ
っ
た
。

　
道
真
は
か
つ
て
の
栄
達
を
知
る
駅
長
に

「
一
栄
一
落
、
こ
れ
春
秋
」
の
諦
念
の
心

境
を
詠
っ
て
、
与
え
て
い
る
。
そ
れ
に
し

て
は
大
宰
府
・
天
拝
山
で
無
実
を
訴
え
続

け
、
死
後
も
怨
念
の
タ
タ
リ
を
残
し
、
恐

れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
―
―
。

　
異
変
や
緊
急
時
に
は
、
駅
か
ら
駅
へ
馬

を
乗
り
継
い
だ
。
駅
伝
選
手
が
タ
ス
キ

を
リ
レ
ー
し
て
走
る
の
と

同
様
、
中
継
地
点
に
当
た

る
「
駅
家
」
は
、
現
在
Ｉ

Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
）

と
そ
の
多
く
が
位
置
的
に

も
重
な
っ
て
い
る
。
南
九

州
西
回
り
道
の
芦
北
Ｉ
Ｃ

近
く
の
花
岡
木
崎
遺
跡
か

ら
西
海
道
の
「
駅
」
の
存

在
を
示
す
木
簡
が
出
土
し

て
い
る
。「
佐
色
」と「
駅
」

早馬を乗り継いだ「はゆま」の名をとった
道の駅（宮崎県・北川）

鴻臚館跡と復元建物（福岡市・平和台）

駅家想像図＝馬が飼われ管理されていた
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の
２
文
字
が
読
み
取
れ
、
佐
色
は
佐
敷
の

地
名
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

　
東
九
州
道
・
北
川
Ｉ
Ｃ
と
国
道
10
号
の

近
く
に
、道
の
駅「
北
川
は
ゆ
ま
」が
あ
る
。

道
の
駅
の
看
板
が
馬
の
形
で
、「
は
ゆ
ま
」

は
「
は
い
ま
」
と
も
呼
ば
れ
早
馬
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
西
海
道
東
路
を

使
っ
て
大
宰
府
政
庁
へ
、
さ
ら
に
都
へ
の

緊
急
連
絡
の
為
、
馬
を
走
ら
せ
た
の
だ
ろ

う
。
駅
ご
と
に
馬
を
乗
り
換
え
て
行
っ
た

よ
う
だ
。
電
信
や
鉄
道
が
ま
だ
未
整
備

だ
っ
た
米
国
開
拓
期
の
大
西
部
時
代
、「
ポ

ニ
ー
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
が
郵
便
物
を
急

ぎ
運
ん
だ
。
16
㎞
ご
と
に
馬
を
乗
り
継
い

だ
の
と
同
じ
制
度
だ
。

高
速
道
路
と
重
な
る
古
代
官
道

　
駅
は
伝
馬
の
乗
り
継
ぎ
地
点
で
あ
り
、

関
所
的
役
割
を
持
ち
、
同
時
に
休
憩
施
設

を
備
え
て
い
た
。
駅
舎
（
う
ま
や
）
は
飲

料
水
が
確
保
で
き
る
場
所
が
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
道
路
運
用
の
た
め
の
機
能

は
現
在
の
「
道
の
駅
」
も
踏
襲
し
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
道
路
の
維
持
管
理
が
中
心
業

務
だ
っ
た
。

　
長
崎
道
・
鳥
栖
Ｉ
Ｃ
〜
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ

間
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
官
道
と

並
行
す
る
ル
ー
ト
、
Ｉ
Ｃ
と
駅
の
位
置
、

そ
の
間
隔
の
距
離
、
何
よ
り
直
線
道
路
な

ど
驚
く
ほ
ど
の
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。

高
速
道
路
が
１
３
０
０
年
以
上
も
前
に
造

ら
れ
た
古
代
官
道
を
な
ぞ
っ
て
造
ら
れ
た

か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
さ
せ
る
。

　
こ
の
類
似
性
は
目
的
地
間
を
直
線
で
、

出
来
る
だ
け
短
距
離
に
結
び
、
伝
達
、
交

通
を
短
時
間
で
行
う
と
い
う
両
者
の
原
則

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
出
来
る
だ
け
起
伏
の
あ
る
地
形

を
避
け
、
丘
陵
部
な
ど
は
開
削
し
て
切
通

し
で
直
線
性
と
平
坦
さ
を
確
保
し
て
い

る
。

　
そ
の
典
型
的
な
例
が
吉
野
ヶ
里
遺
跡
北

端
の
古
代
官
道
だ
ろ
う
。

初
め
て
の
考
古
学
的
発
掘
調
査

　
弥
生
時
代
の
環
濠
遺
跡
・
吉
野
ケ
里
遺

跡
の
北
側
の
丘
陵
地
を
古
代
官
道
は
切
通

し
で
抜
け
て
い
る
。
そ
の
西
側
に
は
駅
舎

が
あ
り
、
早
馬
が
置
か
れ
て
い
た
、
と
み

ら
れ
る
。
す
ぐ
北
側
に
は
長
崎
道
の
東
脊

振
Ｉ
Ｃ
が
あ
る
。
次
の
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ
に

は
肥
前
国
府
が
あ
っ
た
。

　
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
検
証
は
延
喜
式

な
ど
古
文
書
や
条
里
制
に

合
わ
せ
た
田
畑
の
区
割
り
、

航
空
写
真
な
ど
を
使
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
が
、吉
野
ヶ

里
北
の
古
道
と
駅
舎
で
初

め
て
考
古
学
的
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
（
七
田
忠
昭
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
照
）、
官

道
の
構
造
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
幅
員
は
多
少
の
差
が
あ

る
が
最
大
約
16
ｍ
、
切
通
し
な
ど
狭
い
と

こ
ろ
で
５
ｍ
前
後
、
路
体
に
石
を
敷
き
固

め
、
側
溝
を
両
側
に
置
く
な
ど
全
国
ほ
ぼ

統
一
し
た
道
路
構
造
令
に
基
づ
い
て
造
ら

れ
た
、
と
み
ら
れ
る
。

　
発
掘
調
査
は
古
代
官
道
の
国
土
全
体
を

視
野
に
入
れ
た
計
画
性
、
道
路
構
造
の
規

格
の
高
さ
、
駅
家
（
馬
屋
）
の
ほ
か
の
施

設
跡
が
出
土
、
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
道
路

運
用
の
た
め
の
施
設
配
置
を
あ
き
ら
か
に

し
て
い
る
。

鈴
を
鳴
ら
し
て
、
伝
馬
走
る

　
駅
路
（
古
代
官
道
）
は
情
報
伝
達
の
為
、

鈴
を
付
け
た
伝
馬
を
走
ら
せ
、
い
ち
早
く

中
央
に
知
ら
せ
る
通
信
施
設
の
機
能
と
税

で
集
め
ら
れ
た
朝
貢
物
を
九
州
各
地
か
ら

大
宰
府
に
集
め
都
に
送
る
物
流
ル
ー
ト
、

あ
る
い
は
軍
隊
の
迅
速
な
移
動
の
為
の

「
兵
の
道
」
で
、一
般
国
民
が
官
道
を
使
っ

て
行
き
来
す
る
こ
と
は
多
く
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
律
令
時
代
の
班
田
制
度
で

国
民
は
田
畑
に
縛
り
つ
け
ら
れ
、
移
動
の

自
由
は
な
か
っ
た
。

鑑真が建立した太宰府・戒壇院

鑑真上人が中国から携えてきたと
伝えられる菩提樹駅鈴（隠岐国守から出土）

西鉄二日市駅付近から発掘された古代客館
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の
２
文
字
が
読
み
取
れ
、
佐
色
は
佐
敷
の

地
名
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

　
東
九
州
道
・
北
川
Ｉ
Ｃ
と
国
道
10
号
の

近
く
に
、道
の
駅「
北
川
は
ゆ
ま
」が
あ
る
。

道
の
駅
の
看
板
が
馬
の
形
で
、「
は
ゆ
ま
」

は
「
は
い
ま
」
と
も
呼
ば
れ
早
馬
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
西
海
道
東
路
を

使
っ
て
大
宰
府
政
庁
へ
、
さ
ら
に
都
へ
の

緊
急
連
絡
の
為
、
馬
を
走
ら
せ
た
の
だ
ろ

う
。
駅
ご
と
に
馬
を
乗
り
換
え
て
行
っ
た

よ
う
だ
。
電
信
や
鉄
道
が
ま
だ
未
整
備

だ
っ
た
米
国
開
拓
期
の
大
西
部
時
代
、「
ポ

ニ
ー
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
が
郵
便
物
を
急

ぎ
運
ん
だ
。
16
㎞
ご
と
に
馬
を
乗
り
継
い

だ
の
と
同
じ
制
度
だ
。

高
速
道
路
と
重
な
る
古
代
官
道

　
駅
は
伝
馬
の
乗
り
継
ぎ
地
点
で
あ
り
、

関
所
的
役
割
を
持
ち
、
同
時
に
休
憩
施
設

を
備
え
て
い
た
。
駅
舎
（
う
ま
や
）
は
飲

料
水
が
確
保
で
き
る
場
所
が
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
道
路
運
用
の
た
め
の
機
能

は
現
在
の
「
道
の
駅
」
も
踏
襲
し
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
道
路
の
維
持
管
理
が
中
心
業

務
だ
っ
た
。

　
長
崎
道
・
鳥
栖
Ｉ
Ｃ
〜
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ

間
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
官
道
と

並
行
す
る
ル
ー
ト
、
Ｉ
Ｃ
と
駅
の
位
置
、

そ
の
間
隔
の
距
離
、
何
よ
り
直
線
道
路
な

ど
驚
く
ほ
ど
の
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。

高
速
道
路
が
１
３
０
０
年
以
上
も
前
に
造

ら
れ
た
古
代
官
道
を
な
ぞ
っ
て
造
ら
れ
た

か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
さ
せ
る
。

　
こ
の
類
似
性
は
目
的
地
間
を
直
線
で
、

出
来
る
だ
け
短
距
離
に
結
び
、
伝
達
、
交

通
を
短
時
間
で
行
う
と
い
う
両
者
の
原
則

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
出
来
る
だ
け
起
伏
の
あ
る
地
形

を
避
け
、
丘
陵
部
な
ど
は
開
削
し
て
切
通

し
で
直
線
性
と
平
坦
さ
を
確
保
し
て
い

る
。

　
そ
の
典
型
的
な
例
が
吉
野
ヶ
里
遺
跡
北

端
の
古
代
官
道
だ
ろ
う
。

初
め
て
の
考
古
学
的
発
掘
調
査

　
弥
生
時
代
の
環
濠
遺
跡
・
吉
野
ケ
里
遺

跡
の
北
側
の
丘
陵
地
を
古
代
官
道
は
切
通

し
で
抜
け
て
い
る
。
そ
の
西
側
に
は
駅
舎

が
あ
り
、
早
馬
が
置
か
れ
て
い
た
、
と
み

ら
れ
る
。
す
ぐ
北
側
に
は
長
崎
道
の
東
脊

振
Ｉ
Ｃ
が
あ
る
。
次
の
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ
に

は
肥
前
国
府
が
あ
っ
た
。

　
古
代
官
道
の
ル
ー
ト
検
証
は
延
喜
式

な
ど
古
文
書
や
条
里
制
に

合
わ
せ
た
田
畑
の
区
割
り
、

航
空
写
真
な
ど
を
使
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
が
、吉
野
ヶ

里
北
の
古
道
と
駅
舎
で
初

め
て
考
古
学
的
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
（
七
田
忠
昭
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
照
）、
官

道
の
構
造
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
幅
員
は
多
少
の
差
が
あ

る
が
最
大
約
16
ｍ
、
切
通
し
な
ど
狭
い
と

こ
ろ
で
５
ｍ
前
後
、
路
体
に
石
を
敷
き
固

め
、
側
溝
を
両
側
に
置
く
な
ど
全
国
ほ
ぼ

統
一
し
た
道
路
構
造
令
に
基
づ
い
て
造
ら

れ
た
、
と
み
ら
れ
る
。

　
発
掘
調
査
は
古
代
官
道
の
国
土
全
体
を

視
野
に
入
れ
た
計
画
性
、
道
路
構
造
の
規

格
の
高
さ
、
駅
家
（
馬
屋
）
の
ほ
か
の
施

設
跡
が
出
土
、
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
道
路

運
用
の
た
め
の
施
設
配
置
を
あ
き
ら
か
に

し
て
い
る
。

鈴
を
鳴
ら
し
て
、
伝
馬
走
る

　
駅
路
（
古
代
官
道
）
は
情
報
伝
達
の
為
、

鈴
を
付
け
た
伝
馬
を
走
ら
せ
、
い
ち
早
く

中
央
に
知
ら
せ
る
通
信
施
設
の
機
能
と
税

で
集
め
ら
れ
た
朝
貢
物
を
九
州
各
地
か
ら

大
宰
府
に
集
め
都
に
送
る
物
流
ル
ー
ト
、

あ
る
い
は
軍
隊
の
迅
速
な
移
動
の
為
の

「
兵
の
道
」
で
、一
般
国
民
が
官
道
を
使
っ

て
行
き
来
す
る
こ
と
は
多
く
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
律
令
時
代
の
班
田
制
度
で

国
民
は
田
畑
に
縛
り
つ
け
ら
れ
、
移
動
の

自
由
は
な
か
っ
た
。

鑑真が建立した太宰府・戒壇院

鑑真上人が中国から携えてきたと
伝えられる菩提樹駅鈴（隠岐国守から出土）

西鉄二日市駅付近から発掘された古代客館
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た
だ
、
中
国
か
ら
鑑
真
を
招
い
た
遣
唐

使
に
随
伴
し
た
僧
・
普
照
の
提
唱
で
、
沿

道
に
果
樹
を
植
え
、
旅
人
の
渇
き
を
い
や

し
、
日
陰
を
作
る
街
路
樹
の
あ
る
並
木
道

が
造
ら
れ
た
。
普
照
の
奏
状
に
は
「
往
来

す
る
百
姓
が
多
い
」
と
の
記
述
も
あ
り
、

近
隣
の
往
来
に
使
っ
た
り
、
伝
達
・
運
搬

に
携
わ
る
無
冠
の
人
び
と
は
存
在
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
鑑
真
は
鹿
児
島
・
坊
津
に
漂
着
、
海
岸

沿
い
に
北
上
、
有
明
海
か
ら
佐
賀
上
陸
、

現
在
の
長
崎
道
沿
い
の
官
道
を
通
っ
て
、

観
世
音
寺
に
着
き
、
戒
壇
院
を
開
い
た
。

戒
壇
院
に
は
鑑
真
が
も
た
ら
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
菩
提
樹
が
今
も
茂
っ
て
い
る
（
天

然
記
念
物
）。

　
ま
た
、
観
世
音
寺
は
天
智
天
皇
が
朝
倉

で
客
死
し
た
母
、
景
行
天
皇
を
弔
っ
て
建

立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
荒
天
、
荒
波
に

さ
ら
さ
れ
る
遣
唐
使
船
な
ど
の
危
険
な
航

海
を
守
る
た
め
観
世
音
菩
薩
を
祀
っ
て
い

る（
鏡
山
猛
・
九
大
教
授
）と
さ
れ
て
い
る
。

大
宰
府
は
陸
海
交
通
の
要
の
都
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

　
大
宰
府
は
「
遠
の
都
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
、
都
よ
り
遠
方
の
西
海
道
に
あ
っ
た

が
、単
に
地
方
統
治
の
機
関
で
は
な
く「
軍

事
」「
外
交
」「
交
易
」
を
司
る
「
都
（
中

央
）
の
機
関
で
あ
っ
た
」。（
赤
司
善
彦
・

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
館
長
）
大
宰
府

政
庁
を
中
心
に
都
な
み
の
九
州
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
完
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
魏
志
倭
人
伝
に
「
禽
鹿
（
き
ん
ろ

う
）
の
径
（
道
）
の
如
し
」
と
書
か
れ

た
日
本
の
道
が
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
「
計
画
道
路
」
に
進
化
す
る

の
は
、
日
本
書
記
に
あ
る
仁
徳
天
皇
14

年
の
「
京
中
大
道
」
と
さ
れ
る
。

同
書
記
に
は
「
難
波
よ
り
京
に
至

る
ま
で
大
道
を
置
く
」（
推
古
紀
）

が
、
考
古
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の

は
、
難
波
宮
か
ら
南
下
す
る
直
線

道
路
（
難
波
大
道
、
堺
市
・
今
池

遺
跡
、
道
路
幅
18
ｍ
）
で
、
飛
鳥

京
と
結
ぶ
国
道
で
あ
る
。

　
仁
徳
天
皇
時
代
に
建
設
さ
れ
た

か
ど
う
か
、
考
古
学
的
に
は
検
討

の
余
地
が
残
る
よ
う
だ
が
、
仁
徳

天
皇
は
そ
の
「
仁
徳
」
の
名
が
示

す
よ
う
、
仁
政
を
ひ
い
た
天
皇
と

敬
愛
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
土
木

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
。
洪
水
を

防
ぐ
た
め
の
河
川
改
修
、
堤
防
の

築
堤
な
ど
を
行
い
、「
民
の
か
ま

ど
に
煙
が
立
た
な
い
」の
を
見
て
、

３
年
間
の
免
税
を
行
う
な
ど
「
民

に
心
を
寄
り
添
お
う
と
し
た
」
と
伝
え

ら
れ
る
。
考
古
学
的
に
は
、
実
際
に
こ

の
大
道
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、
出
土
し

た
土
器
類
か
ら
、
後
世
の
推
古
朝
ご
ろ

と
み
ら
れ
る
が
、
仁
徳
天
皇
の
業
績
と

さ
れ
る
の
は
徳
政
を
称
え
る
た
め
か
も

知
れ
な
い
。

　
実
際
の
目
的
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の

使
者
を
迎
え
る
た
め
と
み
ら
れ
、
日
本

書
記
が
「
所
々
の
大
道
」
と
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
大
和
ま
で
つ
な

が
る
道
路
と
は
考
え
に
く
く
、
途
中
で

船
を
使
う
な
ど
し
て
、
歩
く
と
こ
ろ

は
「
大
道
」
に
し
つ
ら
え
た
、
と
も
見

ら
れ
る
。
外
国
の
使
者
に
「
進
ん
だ

国
」
と
印
象
付
け
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
外
国

の
賓
客
を
迎
え
る
鴻
臚
館
か

ら
大
宰
府
政
庁
に
向
か
う
直

線
の
迎
賓
官
道
が
造
ら
れ
た
。

中
国
、
朝
鮮
か
ら
の
使
節
た

ち
は
、
さ
ら
に
難
波
に
向
か

い
、
生
駒
、
葛
城
山
地
を
越

え
て
行
く
竹
内
街
道
で
都
に

入
っ
た
。
今
名
残
を
残
す
の

は
わ
ず
か
に
、
竹
内
峠
と
二

上
山
の
二
つ
の
峯
で
、
仏
教

は
じ
め
大
陸
文
化
が
こ
の
道

を
通
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

仁
徳
天
皇
稜
（
堺
市
）
を
訪

れ
る
と
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

散
歩
の
人
た
ち
が
、
鳥
居
の

向
こ
う
に
森
が
広
が
る
陵
墓

前
で
手
を
合
わ
せ
深
く
拝
礼
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
る
。
陵
は
三
重
の
濠
が
回

ら
さ
れ
、
全
長
８
４
０
ｍ
の
前
方
後
円

墳(
総
面
積
１
０
万
３
４
１
０
㎡)

３

段
の
円
墳
の
直
径
３
８
６
ｍ
。
日
本
最

大
の
古
墳
と
さ
れ
る
。

日本最初の直線の国道・
京中大道

古
道
を
歩
く
①

日本最大の仁徳天皇陵 今も手を合わせる人も多い仁徳天皇陵
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赤あ
か

司し

善よ
し
ひ
こ彦
氏氏
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
館
長

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
館
長

―
―
古
代
官
道
は
律
令
国
家
の
も
と

で
整
備
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

１
２
０
０
〜
１
３
０
０
年
前
、
こ
の
よ
う

な
巨
大
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
そ
の

運
用
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
と
は
驚
き
で

す
。

赤
司
氏
　
古
代
日
本
は
大
化
の
改
新
後
に

統
一
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。
７

世
紀
初
頭
か
ら
、遣
隋
使
、遣
唐
使
を
次
々

と
派
遣
、
中
国
の
道
路
制
度
や
地
方
統
治

な
ど
国
づ
く
り
の
実
務
か
ら
文
化
ま
で
を

取
り
入
れ
る
努
力
を
重
ね
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
、
幕
末
〜
明
治
維
新
と
同
じ
状
況
で

す
。
国
家
と
し
て
の
根
幹
を
形
成
す
る
に

あ
た
っ
て
、
特
に
道
路
整
備
は
重
要
で
し

た
。

―
―
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
だ
「
幼
い
」
統

一
国
家
が
全
国
に
道
路
網
を
張
り
巡
ら
せ

る
な
ど
そ
の
構
想
力
、
資
金
、
技
術
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
、そ
の
発
想
、

着
手
は
い
つ
、
だ
れ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
司
氏
　
古
代
官
道
に
つ
い
て
は
、
平
安

時
代
の
『
延
喜
式
』
に
各
国
に
設
置
し
た

駅
家
名
な
ど
の
記
載
し
か
な
く
、
詳
細
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
中
央
集
権

国
家
と
し
て
、
根
幹
と
な
る
道
路
網
の
整

備
は
極
め
て
重
要
で
、
国
家
事
業
と
し
て

推
進
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
統
治
の
為
、

中
央
の
命
令
を
地
方
ま
で
伝
達
、
行
き
渡

ら
せ
、
役
人
を
派
遣
、
情
報
収
集
、
国
家

財
政
の
為
、
税
を
集
め
、
物
を
運
ば
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
財
源
は
勿
論
、
人
力
も
と
て
つ
も
な

く
膨
大
だ
っ
た
で
し
ょ
う
に
。
ま
た
、
そ

の
技
術
も
相
当
高
い
。

赤
司
氏
　
資
金
の
有
無
で
は
な
く
「
造
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
社
会
イ
ン
フ
ラ

だ
っ
た
の
で
す
。
人
集
め
は
、
お
そ
ら
く

有
無
を
言
わ
せ
な
い
強
制
力
で
動
員
、
道

づ
く
り
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で

に
古
墳
造
り
な
ど
の
経
験
も
あ
り
ま
す

し
、
海
外
の
土
木
技
術
を
導
入
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
土
木
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土

を
突
き
固
め
る
版
築
、
滑
り
を
防
ぐ
粗
朶

沈
床
な
ど
を
使
っ
て
い
ま
す
。
重
要
な
の

は
雨
対
策
の
工
事
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
両
側
に
側
溝
を
造
り
、
軟
弱
な
と
こ

ろ
は
石
を
敷
く
な
ど
し
て
い
ま
す
。
舗
装

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
路
面
の
維
持
管
理

に
は
苦
労
が
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

―
―
そ
う
し
た
道
路
の
構
造
、
駅
な
ど
の

施
設
、
役
人
の
配
置
な
ど
運
用
は
全
国
一

律
に
、
駅
制
が
し
か
れ
、
そ
の
道
路
運
用

は
細
か
く
決
め
ら
れ
、
駅
家
な
ど
施
設
の

パ
タ
ー
ン
も
一
定
で
、
飼
育
し
て
い
る
馬

数
な
ど
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

赤
司
氏
　
構
造
上
、
最
も
大
き
な
特
徴
は

「
直
線
」
で
造
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

カ
ー
ブ
も
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
作
っ

て
い
ま
す
。
目
的
地
に
可
能
な
限
り
早
く

着
く
た
め
で
、
現
在
の
高
速
道
路
と
同
じ

思
想
で
す
。
軍
隊
の
迅
速
な
派
遣
、集
散
、

情
報
の
伝
達
な
ど
統
治
の
目
的
に
沿
っ
た

略歴
1957年生まれ、久留米市出身、明治大学文学部史学科考古学学専攻卒
業、1984年福岡県教育庁・九州歴史資料館を経て、九州国立博物館設
立準備にたずさわり、2005年より同博物館展示課長、2014年福岡県教
育庁総務部副理事兼文化財保護課長。九州歴史資料館企画主幹から大
野城心のふるさと館館長。著書に「古代山城研究の現状と課題」「古
代九州に形成された防衛網」など多数。

官
道
―
統
治
の
た
め
の
国
家
事
業

官
道
―
統
治
の
た
め
の
国
家
事
業

第
二
の
〝
都
〞
か
ら
放
射
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
二
の
〝
都
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か
ら
放
射
状
ネ
ッ
ト
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ー
ク

『
古
代
官
道
は
〝
造
ら
ね
ば
な
ら
な
い
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『
古
代
官
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は
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造
ら
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ば
な
ら
な
い
〞

　
　
　
　
　
　社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
っ
た
』

　
　
　
　
　
　社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
っ
た
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も
の
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
京
都
の
葵

祭
り
で
山
車
が
急
に
は
曲
が
れ
ず
、
方
向

転
換
す
る
光
景
が
「
見
も
の
」
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
牛
車
な
ど
が
急
に
は
カ
ー

ブ
を
切
れ
な
い
事
情
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
勿
論
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
の
道
路
も

鹿
児
島
・
姶
良
市
の
別
府
川
沿
い
の
官
道

な
ど
で
発
掘
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
非
常

に
珍
し
い
。

―
―
道
路
の
構
造
、
運
用
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
一
般
人
の
利
用
は
出
来
た

の
で
す
か
。

赤
司
氏
　
幅
員
は
12
ｍ
か
ら
９
ｍ
、
連
絡

道
な
ど
で
は
６
ｍ
で
す
が
、
時
代
と
共
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
運
用
に
つ
い
て
は
、

全
国
一
律
の
制
度
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

16
㎞
（
30
里
）
ご
と
に
、
駅
家
を
置
き
、

役
人
、
乗
り
継
ぎ
用
の
駅
馬
（
は
ゆ
ま
）

を
配
置
、
宿
泊
所
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

筑
前
、
豊
後
な
ど
で
は
15
頭
な
ど
と
駅
家

ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
ぱ

ら
官
用
で
、
民
は
そ
の
地
域
か
ら
の
移
動

さ
え
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
官
道

を
自
由
に
は
通
行
出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。

―
―
西
海
道
は
五
畿
七
道
の
一
つ
で
、
九

州
の
行
政
区
分
の
呼
称
で
あ
る
と
同
時
、

奈
良
時
代
の
官
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
指

し
て
い
ま
す
。
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
道
路

網
を
九
州
に
敷
い
た
ね
ら
い
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
司
氏
　
中
央
政
権
と
し

て
は
、
対
外
政
策
上
、
ま

た
国
内
的
に
も
、
他
地
域

に
比
べ
て
西
海
道
を
重
視

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
磐
井
の

乱
を
は
じ
め
、
南
九
州
の

隼
人
族
の
存
在
な
ど
、
九

州
と
い
う
地
方
統
治
に
力

を
注
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情

も
あ
り
ま
し
た
。

　
海
外
情
勢
の
緊
迫
も
あ
り
ま
し
た
。
特

に
、
百
済
を
滅
ぼ
し
た
新
羅
に
脅
威
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
侵
攻
が
あ
っ
た
場
合
の

防
衛
、
そ
の
た
め
の
軍
用
道
路
整
備
、
軍

隊
の
集
散
、
情
報
収
集
と
伝
達
が
必
要
で

し
た
。
内
政
と
対
外
政
策
の
両
面
か
ら
西

海
道
は
重
視
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

―
―
西
海
道
は
大
宰
府
を
中
心
に
、
今
の

高
速
道
路
を
思
わ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

張
っ
て
お
り
、
他
の
六
道
と
は
、
大
き
く

違
い
ま
す
。
な
ぜ
西
海
道
だ
け
が
特
別
扱

い
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
各
地
に
国

府
が
置
か
れ
、
地
方
支
配
を
強
化
し
て
い

ま
す
が
、
九
州
は
政
情
の
不
安
定
さ
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
中
央
に
不
満
を

持
つ
藤
原
広
嗣
の
乱
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

赤
司
氏
　
中
央
か
ら
す
る
と
当
時
の
九
州

は
朝
廷
に
「
ま
つ
ろ
は
な
い
」
土
着
の
勢

力
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
藤
原
広
嗣
は

大
宰
府
政
庁
の
少
弐
（
次
官
）
で
し
た
。

西
海
道
各
国
軍
団
の
兵
を
集
め
る
権
限
を

悪
用
し
挙
兵
し
、
反
乱
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
大
宰
府
中
心
の
官
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
大
宰
府
政
庁
は
単
な
る
中
央
政

切通しなどで官道は直線的に造られた。
（吉野ヶ里遺跡北側の官道跡）

平城京＝ここから、まっすぐに伸びる古代官道（模型）
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府
の
出
先
で
は
な
く
、
都
と
同
様
な
地
方

統
治
に
重
要
性
を
持
つ
「
第
二
の
都
」
の

位
置
づ
け
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
大
宰
府
を
中
心
に
都
と

同
じ
放
射
線
状
に
、
こ
れ
だ
け
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
た
の
で
す
。

―
―
白
村
江
の
戦
い
で
の
敗
北
以
来
、
大

宰
府
周
辺
に
朝
鮮
式
山
城(

大
野
城
な
ど)

を
築
き
、
水
城
な
ど
防
衛
施
設
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

赤
司
氏
　
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
７
世
紀
後
半
の
天
智
・
天
武
朝
ぐ

ら
い
か
ら
、
道
路
整
備
と
セ
ッ
ト
で
防
衛

用
の
山
城
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
四
王
寺
山

の
大
野
城
、基
山
の
基
肄
城
な
ど
で
す
が
、

両
山
城
に
は
地
名
に
「
車
道
」
残
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
古
代
に
連
絡
道
も
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

―
―
西
海
道
の
行
政
範
囲
も
時
代
に
よ
っ

て
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
と
し
て
の

変
遷
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
西
海
道
は
道
路
し
て
、
ど
の

よ
う
な
形
で
発
展
し
、
い
つ
か
ら
衰
微
し

始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
司
氏
　
軍
用
道
路
と
し
て
は
７
世
紀
後

半
、
６
６
０
年
ご
ろ
に
大
宰
府
周
辺
か
ら

整
備
さ
れ
、
８
世
紀
末
か
ら
９
世
紀
か
け

て
次
第
に
縮
小
さ
れ
、
平
安
朝
に
入
っ
て

終
わ
っ
て
い
ま
す
。海
外
の
脅
威
も
薄
れ
、

一
方
で
、
道
路
補
修
に
膨
大
な
経
費
が
掛

か
り
、
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

【
参
考
】

古
代
官
道
の
基
礎
に
粗
朶
工
法

　
佐
賀
県
上
峰
町
を
通
過
す
る
古
代
官
道

の
発
掘
調
査
で
、
樹
木
の
枝
や
葉
を
敷
く

敷
粗
朶
工
法
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
の
工
法
は
大
宰
府
の「
水
城
」

の
基
礎
に
も
、
盛
土
の
滑
り
を
防
止
す
る

た
め
採
用
さ
れ
て
い
た
。

　
当
時
、
有
明
海
沿
岸
の
佐
賀
地
方
は
干

潟
で
覆
わ
れ
、
官
道
ル
ー
ト
は
山
際
に
築

造
し
た
も
の
の
、
こ
の
地
が
軟
弱
地
質

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
盛
り
土
で
官
道
を
造

成
す
る
と
滑
り
や
凹
み
な
ど
が
生
ず
る
恐

れ
が
あ
っ
て
、採
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

官
道
の
南
を
走
る
国
道
34
号
も
、
軟
弱
な

有
明
粘
土
層
の
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。

朱雀大路・多くの学生が見学に訪れる（平城京）

　
我
が
国
の
都
市
を
構
成
す
る
道
路

（
街
路
）
は
、「
都
づ
く
り
造
り
」
か
ら
、

本
格
化
し
た
。
藤
原
京
、
平
城
京
、
長

岡
京
、
そ
し
て
平
安
京
―
と
大
和
朝
廷

は
、中
国
王
朝
の
長
安
な
ど
を
手
本
に
、

な
ん
と
か
先
進
国
並
み
の
首
都
を
持
ち

た
い
と
願
っ
て
き
た
。

　
復
元
さ
れ
た
奈
良
・
平
城
京

の
大
極
殿
の
高
み
に
立
つ
と
、

正
面
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
朱

雀
大
路
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
当

時
の
豪
壮
な
屋
敷
が
軒
を
並
べ

る
街
並
み
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　
都
づ
く
り
都
市
計
画
の
基
礎

は
、
道
路
の
構
成
で
あ
る
。
大

極
殿
か
ら
直
線
で
朱
雀
大
路
を

引
き
、
碁
盤
の
目
の
様
に
坊
条

を
東
西
、
南
北
に
造
る
。
そ
の

区
画
の
中
に
、
官
庁
街
、
住
居

な
ど
を
配
置
し
て
ゆ
く
。
遣
唐

使
な
ど
が
持
ち
帰
っ
た
唐
の
都

の
「
設
計
図
」
あ
る
い
は
模
写

図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
大
和
朝
廷
の
基
礎
が
固
ま
り
、
全
国

制
覇
が
進
む
と
、
都
と
地
方
を
結
ぶ
官

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
着
手
さ
れ
る
。
地

方
豪
族
の
反
乱
に
す
ぐ
大
部
隊
が
送
れ

る
よ
う
幅
広
く
直
線
的
に
作
ら
れ
た
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
と
同
じ

で
あ
る
。

　
大
和
朝
廷
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
の

は
、
壬
申
の
乱
を
経
た
天
武
天
皇
、
継

承
し
た
女
帝
・
持
統
天
皇
か
ら
だ
。

　
天
智
天
皇
は
藤
原
京
を
現
在
の
奈

良
・
明
日
香
村
に
造
営
、
大
極
殿
跡
を

偲
ば
せ
る
赤
い
円
柱
が
規
模
の
大
き
さ

を
今
に
伝
え
る
。
16
年
後
に
、
平
城
京

に
遷
都
。

　
藤
原
京
か
ら
官
道
を
全
国
に
張
り
巡

ら
せ
た
。
総
延
長
６
３
０
０
㎞
、
現
在

の
高
速
道
路
の
総
延
長
に
比
肩
す
る
。

初
期
に
於
い
て
は
、
政
権
基
盤
を
固
め

る
た
め
、
ま
た
、
天
皇
の
権
力
と
権

威
を
高
め
る
た
め
の
都
づ
く
り

が
、
パ
ワ
フ
ル
だ
っ
た
桓
武
天

皇
な
ど
の
強
い
指
導
力
で
進
め

ら
れ
た
。

　
官
道
に
は
駅
舎
が
造
ら
れ
、

「
駅
伝
」
用
の
馬
が
数
頭
、
供
え

ら
れ
た
。
馬
鈴
を
響
か
せ
な
が

ら
、
早
馬
が
疾
走
し
た
の
だ
ろ

う
。
太
宰
府
か
ら
京
ま
で
馬
を

乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、
最
速
３
日

で
繋
い
だ
と
い
う
か
ら
、
情
報

伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
も
す
ご
い
。

緊
急
の
場
合
、
狼
煙
も
使
わ
れ

た
。
官
道
の
考
古
学
的
な
発
掘

調
査
は
佐
賀
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の

北
側
で
初
め
て
行
わ
れ
、
駅
舎
、

切
り
通
し
、
側
溝
な
ど
官
道
の
構
造
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
憩
の
庭
も
し
つ
ら

え
て
い
た
。

　
天
武
天
皇
は
、そ
う
し
た
国
内
体
制
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
、
再
開
し
た

遣
唐
使
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
倭

国
」
か
ら
、国
号
を
日
出
る
国
「
日
本
」

と
す
る
こ
と
を
正
式
に
唐
王
朝
に
伝
え

て
い
る
。
新
興
国
・
日
本
の
誇
り
と
自

信
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
。

古
道
を
歩
く
②

藤原京と
官道ネットワーク
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府
の
出
先
で
は
な
く
、
都
と
同
様
な
地
方

統
治
に
重
要
性
を
持
つ
「
第
二
の
都
」
の

位
置
づ
け
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
大
宰
府
を
中
心
に
都
と

同
じ
放
射
線
状
に
、
こ
れ
だ
け
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
た
の
で
す
。

―
―
白
村
江
の
戦
い
で
の
敗
北
以
来
、
大

宰
府
周
辺
に
朝
鮮
式
山
城(

大
野
城
な
ど)

を
築
き
、
水
城
な
ど
防
衛
施
設
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

赤
司
氏
　
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
７
世
紀
後
半
の
天
智
・
天
武
朝
ぐ

ら
い
か
ら
、
道
路
整
備
と
セ
ッ
ト
で
防
衛

用
の
山
城
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
四
王
寺
山

の
大
野
城
、基
山
の
基
肄
城
な
ど
で
す
が
、

両
山
城
に
は
地
名
に
「
車
道
」
残
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
古
代
に
連
絡
道
も
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

―
―
西
海
道
の
行
政
範
囲
も
時
代
に
よ
っ

て
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
と
し
て
の

変
遷
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
西
海
道
は
道
路
し
て
、
ど
の

よ
う
な
形
で
発
展
し
、
い
つ
か
ら
衰
微
し

始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
司
氏
　
軍
用
道
路
と
し
て
は
７
世
紀
後

半
、
６
６
０
年
ご
ろ
に
大
宰
府
周
辺
か
ら

整
備
さ
れ
、
８
世
紀
末
か
ら
９
世
紀
か
け

て
次
第
に
縮
小
さ
れ
、
平
安
朝
に
入
っ
て

終
わ
っ
て
い
ま
す
。海
外
の
脅
威
も
薄
れ
、

一
方
で
、
道
路
補
修
に
膨
大
な
経
費
が
掛

か
り
、
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

【
参
考
】

古
代
官
道
の
基
礎
に
粗
朶
工
法

　
佐
賀
県
上
峰
町
を
通
過
す
る
古
代
官
道

の
発
掘
調
査
で
、
樹
木
の
枝
や
葉
を
敷
く

敷
粗
朶
工
法
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
の
工
法
は
大
宰
府
の「
水
城
」

の
基
礎
に
も
、
盛
土
の
滑
り
を
防
止
す
る

た
め
採
用
さ
れ
て
い
た
。

　
当
時
、
有
明
海
沿
岸
の
佐
賀
地
方
は
干

潟
で
覆
わ
れ
、
官
道
ル
ー
ト
は
山
際
に
築

造
し
た
も
の
の
、
こ
の
地
が
軟
弱
地
質

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
盛
り
土
で
官
道
を
造

成
す
る
と
滑
り
や
凹
み
な
ど
が
生
ず
る
恐

れ
が
あ
っ
て
、採
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

官
道
の
南
を
走
る
国
道
34
号
も
、
軟
弱
な

有
明
粘
土
層
の
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。

朱雀大路・多くの学生が見学に訪れる（平城京）

　
我
が
国
の
都
市
を
構
成
す
る
道
路

（
街
路
）
は
、「
都
づ
く
り
造
り
」
か
ら
、

本
格
化
し
た
。
藤
原
京
、
平
城
京
、
長

岡
京
、
そ
し
て
平
安
京
―
と
大
和
朝
廷

は
、中
国
王
朝
の
長
安
な
ど
を
手
本
に
、

な
ん
と
か
先
進
国
並
み
の
首
都
を
持
ち

た
い
と
願
っ
て
き
た
。

　
復
元
さ
れ
た
奈
良
・
平
城
京

の
大
極
殿
の
高
み
に
立
つ
と
、

正
面
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
朱

雀
大
路
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
当

時
の
豪
壮
な
屋
敷
が
軒
を
並
べ

る
街
並
み
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　
都
づ
く
り
都
市
計
画
の
基
礎

は
、
道
路
の
構
成
で
あ
る
。
大

極
殿
か
ら
直
線
で
朱
雀
大
路
を

引
き
、
碁
盤
の
目
の
様
に
坊
条

を
東
西
、
南
北
に
造
る
。
そ
の

区
画
の
中
に
、
官
庁
街
、
住
居

な
ど
を
配
置
し
て
ゆ
く
。
遣
唐

使
な
ど
が
持
ち
帰
っ
た
唐
の
都

の
「
設
計
図
」
あ
る
い
は
模
写

図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
大
和
朝
廷
の
基
礎
が
固
ま
り
、
全
国

制
覇
が
進
む
と
、
都
と
地
方
を
結
ぶ
官

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
着
手
さ
れ
る
。
地

方
豪
族
の
反
乱
に
す
ぐ
大
部
隊
が
送
れ

る
よ
う
幅
広
く
直
線
的
に
作
ら
れ
た
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
と
同
じ

で
あ
る
。

　
大
和
朝
廷
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
の

は
、
壬
申
の
乱
を
経
た
天
武
天
皇
、
継

承
し
た
女
帝
・
持
統
天
皇
か
ら
だ
。

　
天
智
天
皇
は
藤
原
京
を
現
在
の
奈

良
・
明
日
香
村
に
造
営
、
大
極
殿
跡
を

偲
ば
せ
る
赤
い
円
柱
が
規
模
の
大
き
さ

を
今
に
伝
え
る
。
16
年
後
に
、
平
城
京

に
遷
都
。

　
藤
原
京
か
ら
官
道
を
全
国
に
張
り
巡

ら
せ
た
。
総
延
長
６
３
０
０
㎞
、
現
在

の
高
速
道
路
の
総
延
長
に
比
肩
す
る
。

初
期
に
於
い
て
は
、
政
権
基
盤
を
固
め

る
た
め
、
ま
た
、
天
皇
の
権
力
と
権

威
を
高
め
る
た
め
の
都
づ
く
り

が
、
パ
ワ
フ
ル
だ
っ
た
桓
武
天

皇
な
ど
の
強
い
指
導
力
で
進
め

ら
れ
た
。

　
官
道
に
は
駅
舎
が
造
ら
れ
、

「
駅
伝
」
用
の
馬
が
数
頭
、
供
え

ら
れ
た
。
馬
鈴
を
響
か
せ
な
が

ら
、
早
馬
が
疾
走
し
た
の
だ
ろ

う
。
太
宰
府
か
ら
京
ま
で
馬
を

乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、
最
速
３
日

で
繋
い
だ
と
い
う
か
ら
、
情
報

伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
も
す
ご
い
。

緊
急
の
場
合
、
狼
煙
も
使
わ
れ

た
。
官
道
の
考
古
学
的
な
発
掘

調
査
は
佐
賀
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の

北
側
で
初
め
て
行
わ
れ
、
駅
舎
、

切
り
通
し
、
側
溝
な
ど
官
道
の
構
造
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
憩
の
庭
も
し
つ
ら

え
て
い
た
。

　
天
武
天
皇
は
、そ
う
し
た
国
内
体
制
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
、
再
開
し
た

遣
唐
使
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
倭

国
」
か
ら
、国
号
を
日
出
る
国
「
日
本
」

と
す
る
こ
と
を
正
式
に
唐
王
朝
に
伝
え

て
い
る
。
新
興
国
・
日
本
の
誇
り
と
自

信
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
。

古
道
を
歩
く
②

藤原京と
官道ネットワーク
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西
海
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
西
海
道
の
起
点
、
大
宰
府
政
庁
の
朱
雀

門
の
前
に
立
つ
と「
大
路
」が
南
に
向
か
っ

て
い
る
。
西
海
道
の
名
称
は
、「
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
行

政
区
分
と
し
て
九
州=

西
海
道
で
あ
り
、

現
在
の
北
海
道
と
同
様
、
ブ
ロ
ッ
ク
地
名

で
、
全
国
五
畿
七
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
我
が
国
を
統
一
国
家
と
し
た
大
和
朝
廷

は
、
全
国
を
統
治
す
る
た
め
、
何
よ
り
国

家
体
制
の
整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
７
世
紀
に
入
っ
て
、
遣
隋
使
、

遣
唐
使
を
派
遣
、
中
国
の
制
度
を
学
び
と

ろ
う
と
し
た
。
大
化
の
改
新（
６
４
５
年
）

に
よ
っ
て
統
一
国
家
、律
令
体
制
を
敷
き
、

五
畿
七
道
の
地
域
区
分
に
よ
っ
て
、
地
方

統
治
を
進
め
た
。

　
国
々
に
「
国
府
」
を
置
き
、
そ
の
間
を

官
道
で
結
ん
だ
。
中
心
は
朝
廷
の
あ
る
都

か
ら
放
射
線
上
に
官
道
が
造
ら
れ
た
が
、

西
海
道
だ
け
は
大
宰
府
政
庁
中
心
に
、
九

州
全
土
に
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
ら

れ
、
統
括
さ
れ
る
特
別
な
区
域
だ
っ
た
。

西
海
道
の
官
道
は
、
西
九
州
軸
に
西
路
、

東
九
州
軸
に
東
路
、
両
路
は
大
隅
国
府

（
鹿
児
島
）
で
結
び
つ
き
、
三
本
の
横
断

道
路
が
両
路
を
繋
い
だ
。
現
在
の
九
州
の

高
速
道
路
が
県
庁
所
在
地
を
結
ぶ
九
州
循

環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
の
と

ル
ー
ト
的
に
も
ほ
ぼ
重
な
る
。

緊
迫
す
る
国
内
、
対
外
情
勢
の
中
で

　
古
代
官
道
に
は
人
、
モ
ノ
を
運
ぶ
機
能

と
情
報
伝
達
が
あ
っ
た
。
九
州
各
地
の
税

を
大
宰
府
に
集
め
、
都
に
運
ぶ
中
継
基
地

と
し
た
。
九
州
各
国
府
に
集
め
ら
れ
た
物

資
は
１
〜
２
週
間
で
大
宰
府
に
集
め
ら

れ
、
約
１
か
月
か
け
て
都
に
運
ば
れ
た
。

物
流
、
人
の
往
来
の
ほ
か
、
筑
紫
の
君
磐

井
の
乱
、
隼
人
族
な
ど
地
方
の
反
乱
を
治

め
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
外
敵
か
ら
の
防

衛
の
為
に
も
、
軍
・
兵
士
の
現
地
常
駐
、

前
線
派
遣
を
ス
ピ
ー
デ
イ
に
す
る
目
的
が

あ
っ
た
。

　
大
宰
府
を
拠
点
と
す
る
藤
原
広
嗣
が

１
万
の
兵
を
挙
げ
て
の
乱
（
天
平
一
二
年

＝
七
四
〇
年
）
を
は
じ
め
、
九
州
だ
け
で

な
く
、
国
内
も
乱
世
の
様
相
が
広
が
る
恐

れ
が
あ
っ
た
。
広
嗣
は
聖
武
天
皇
の
側
近

と
し
て
権
勢
を
ふ
る
う
吉
備
真
備
と
僧
・

玄
昉
を
名
指
し
、「
君
側
の
奸
」
と
糾
弾
、

九
州
を
糾
合
し
て
兵
を
あ
げ
た
。
天
皇
は

大
野
東
人
を
大
将
軍
に
約
１
万
４
０
０
０

の
兵
を
つ
け
て
討
伐
に
当
た
ら
せ
た
。
北

九
州
・
板
櫃
の
決
戦
に
敗
れ
た
広
嗣
は
朝

鮮
半
島
へ
逃
亡
を
図
っ
た
が
失
敗
、
五
島

列
島
の
小
島
で
つ
か
ま
り
刑
死
し
た
。
鎮

圧
の
報
は
早
馬
で
四
日
で
都
に
届
い
た
。

広
嗣
に
従
っ
た
二
六
名
が
死
刑
と
な
っ

た
。

　
乱
の
間
、
天
皇
は
都
を
離
れ
「
関
東
」

に
身
を
避
け
た
。
こ
う
し
た
「
災
い
」
を

元
か
ら
絶
つ
に
は
特
に
西
海
道
の
統
治
が

重
要
で
あ
っ
た
。
西
海
道
に
大
宰
府
政
庁

を
置
き
、
現
在
の
高
速
道
路
網
並
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
た
の
は
、
そ
う
し
た

国
家
意
思
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
国

支
配
に
と
っ
て
、
ま
た
、
対
外
政
策
的
に

も
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
ら
れ
る
の
は
情
報
で

あ
る
。そ
の
伝
達
手
段
が
官
道
で
あ
っ
た
。

そ
の
構
造
と
運
用

　
官
道
に
は
、
運
用
の
規
則
「
駅
制
」
が

定
め
ら
れ
て
い
た
。
一
定
間
隔
で
駅
家
を

置
き
、
そ
こ
に
常
時
、
早
馬
（
は
い
ま
）

と
伝
馬
が
備
え
ら
れ
た
。
情
報
を
馬
で
乗

り
つ
い
で
伝
え
る
の
で
あ
る
。「
は
い
ま
」

の
名
前
は
、東
九
州
道
沿
い
の
道
の
駅「
は

い
ま
」（
延
岡
市
）
に
残
っ
て
い
る
。
か

つ
て
駅
家
が
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
の
道
の

駅
の
名
前
と
な
っ
た
。
駅
の
看
板
の
大
き

な
馬
を
形
ど
っ
て
い
る
。

第
２
節
①

緊
迫
す
る
西
海
道

左
遷
と
反
乱
鎮
圧
―
不
死
鳥
、吉
備
真
備

左
遷
と
反
乱
鎮
圧
―
不
死
鳥
、吉
備
真
備

肥前国府・南門と礎石が、往時を今に伝える

大宰府政庁跡
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　「
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
る
」

で
は
な
い
が
、
西
海
道
の
官
道
は
大
宰
府

に
通
じ
て
い
た
。
大
宰
府
政
庁
跡
か
ら
約

１
０
０
ｍ
、
現
在
の
赤
い
朱
雀
大
橋
の
た

も
と
に
大
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
か
つ
て

の
朱
雀
門
の
基
礎
石
だ
と
い
う
。
こ
こ
か

ら
南
へ
大
路
が
貫
い
て
い
た
。
国
道
３
号

を
横
断
、
今
で
は
そ
こ
で
途
絶
え
て
い
る

が
、
大
路
は
南
へ
ま
っ
す
ぐ
走
り
、
約
２

㎞
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
付
近
に
達
す
る
。

　
菅
原
道
真
が
天
に
無
罪
を
訴
え
た
天
拝

山
（
２
５
８
ｍ
）
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
大

路
の
先
端
か
ら
も
道
が
延
び
、
二
日
市
温

泉
街
の
約
２
０
０
ｍ
ほ
ど
の
直
線
道
路
に

続
く
。

　
官
道
は
さ
ら
に
南
下
、
基
山
、
関
屋
土

塁
あ
た
り
で
、
南
と
西
に
分
か
れ
る
。
西

に
折
れ
、
長
崎
道
の
や
や
南
の
コ
ー
ス
を

肥
前
国
府
へ
向
か
う
。東
背
振
Ｉ
Ｃ
の
南
、

弥
生
時
代
の
環
濠
遺
跡
・
吉
野
ケ
里
遺
跡

の
北
、
丘
陵
部
を
官
道
は
切
通
し
で
抜
け

る
。
こ
こ
に
志
波
三
の
坪
、
四
の
坪
遺
跡

が
あ
る
。

　
駅
制
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
文

書
（
大
化
の
詔
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
が
、

官
道
の
道
路
構
造
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
の

環
濠
遺
跡
・
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
北
部
（
志

波
屋
三
の
坪
、
四
の
坪
遺
跡
）
で
発
掘
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
駅
家
も
遺
構
が

発
掘
調
査
さ
れ
、
道
路
部
は
丘
陵
部
を
切

通
し
て
、
直
線
を
保
ち
、
両
側
に
側
溝
を

持
つ
、
完
成
度
の
高
い
道
路
構
造
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
（
七
田
忠
昭
氏
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
参
照
）。

　
吉
野
ヶ
里
遺
跡
公
園
の
西
門
か
ら
約

１
０
０
ｍ
に
馬
郡
竹
原
遺
跡
が
あ
る
。
説

明
板
と
、
駅
家
の
風
景
を
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
肥
前
国
に
は
約

16
㎞
（
30
里
）
ご
と
、
18
カ
所
の
駅
家
が

設
置
さ
れ
、
馬
数
頭
が
常
時
配
置
さ
れ
て

い
た
。
こ
こ
神
崎
に
は
「
駅
の
里
」
な
ど

の
地
名
が
あ
る
。
神
崎
は
有
明
海
を
使
っ

た
平
家
の
日
宋
貿
易
の
基
地
で
平
安
時
代

に
は
幅
員
15
ｍ
に
も
拡
幅
さ
れ
て
い
る
。

武
家
支
配
を
切
り
拓
い
た
平
家
の
富
の
蓄

積
に
官
道
は
大
き
く
貢
献
し
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
駅
家
は
現
在
の
高
速
道

路
Ｉ
Ｃ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
九

州
道
西
回
り
芦
北
Ｉ
Ｃ
（
熊
本
県
南
部
）

近
く
の
駅
家
の
遺
跡
か
ら
は
関
連
の
木
簡

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

有
力
高
官
が
配
置
、左
遷
さ
れ
た
西
海
道

　
大
宰
府
政
庁
は
西
海
道
・
九
州
を
統
括

す
る
主
要
官
庁
で
あ
り
、
軍
事
・
外
交
を

司
ど
る
中
央
官
庁
の
機
能
を
備
え
て
い

た
。
内
外
の
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
で
、
九

州
各
地
の
軍
の
集
結
な
ど
統
治
の
強
化
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
朝
鮮
半
島
、
中

国
に
近
い
西
海
道
（
九
州
）
を
重
視
し
た

の
は
、
な
に
よ
り
外
敵
に
備
え
る
た
め
で

も
あ
っ
た
。
各
地
の
国
府
と
国
府
を
結

び
、
軍
の
迅
速
な
集
結
の
為
、
官
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
九
州
全
土
に
張
り
め
ぐ
ら
せ

た
。
聖
武
天
皇
の
時
代
、
東
ア
ジ
ア
情
勢

は
緊
迫
し
て
い
た
。
玄
宗
皇
帝
の
治
世
に

抗
し
て
安
禄
山
の
乱
が
お
こ
り
、
朝
鮮
半

島
で
は
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
。
大
陸
情

報
の
い
ち
早
い
入
手
、
防
衛
力
の
強
化
が

必
要
に
な
っ
た
。

　
左
遷
の
地
で
も
あ
っ
た
。「
青
に
よ
し

奈
良
の
都
」
を
遠
く
離
れ
た
都
人
に
と
っ

て
、
決
し
て
気
の
進
む
赴
任
地
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
都
を
出
立
、
山

陽
道
か
ら
関
門
海
峡
を
渡
っ
て
、
大
宰
府

路
か
ら
多
く
の
エ
リ
ー
ト
が
太
宰
府
に
着

任
し
た
。
山
上
憶
良
、
大
伴
旅
人
と
い
っ

た
万
葉
歌
人
か
ら
菅
原
道
真
、
僧
・
玄
昉

な
ど
左
遷
さ
れ
た
官
人
も
多
か
っ
た
。

西
海
道
の
主
役
・
吉
備
真
備

　
主
役
を
演
じ
活
躍
し
た
の
は
、
吉
備
真

備
（
き
び
の
ま
き
び
）
で
あ
っ
た
。
彼
は

そ
の
名
の
通
り
吉
備
（
現
在
の
岡
山
県
）

の
出
身
、
22
歳
で
遣
唐
使
の
一
員
、
留
学

生
と
し
て
長
安
に
入
り
（
７
１
６
年
）、

20
年
近
く
を
過
ご
し
た
。
阿
倍
仲
麻
呂
と

同
様
、
玄
宗
皇
帝
が
そ
の
才
能
の
高
さ
ゆ

え
、
帰
国
を
許
さ
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ怡土城跡を示す石碑。後方は高祖山（糸島市）。

玄昉の墓。746年、観世音寺（太宰府）別当に追いやられ
翌年、死去。

吉野ケ里遺跡の北。古代官道の切通し
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　「
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
る
」

で
は
な
い
が
、
西
海
道
の
官
道
は
大
宰
府

に
通
じ
て
い
た
。
大
宰
府
政
庁
跡
か
ら
約

１
０
０
ｍ
、
現
在
の
赤
い
朱
雀
大
橋
の
た

も
と
に
大
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
か
つ
て

の
朱
雀
門
の
基
礎
石
だ
と
い
う
。
こ
こ
か

ら
南
へ
大
路
が
貫
い
て
い
た
。
国
道
３
号

を
横
断
、
今
で
は
そ
こ
で
途
絶
え
て
い
る

が
、
大
路
は
南
へ
ま
っ
す
ぐ
走
り
、
約
２

㎞
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
付
近
に
達
す
る
。

　
菅
原
道
真
が
天
に
無
罪
を
訴
え
た
天
拝

山
（
２
５
８
ｍ
）
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
大

路
の
先
端
か
ら
も
道
が
延
び
、
二
日
市
温

泉
街
の
約
２
０
０
ｍ
ほ
ど
の
直
線
道
路
に

続
く
。

　
官
道
は
さ
ら
に
南
下
、
基
山
、
関
屋
土

塁
あ
た
り
で
、
南
と
西
に
分
か
れ
る
。
西

に
折
れ
、
長
崎
道
の
や
や
南
の
コ
ー
ス
を

肥
前
国
府
へ
向
か
う
。東
背
振
Ｉ
Ｃ
の
南
、

弥
生
時
代
の
環
濠
遺
跡
・
吉
野
ケ
里
遺
跡

の
北
、
丘
陵
部
を
官
道
は
切
通
し
で
抜
け

る
。
こ
こ
に
志
波
三
の
坪
、
四
の
坪
遺
跡

が
あ
る
。

　
駅
制
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
文

書
（
大
化
の
詔
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
が
、

官
道
の
道
路
構
造
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
の

環
濠
遺
跡
・
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
北
部
（
志

波
屋
三
の
坪
、
四
の
坪
遺
跡
）
で
発
掘
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
駅
家
も
遺
構
が

発
掘
調
査
さ
れ
、
道
路
部
は
丘
陵
部
を
切

通
し
て
、
直
線
を
保
ち
、
両
側
に
側
溝
を

持
つ
、
完
成
度
の
高
い
道
路
構
造
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
（
七
田
忠
昭
氏
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
参
照
）。

　
吉
野
ヶ
里
遺
跡
公
園
の
西
門
か
ら
約

１
０
０
ｍ
に
馬
郡
竹
原
遺
跡
が
あ
る
。
説

明
板
と
、
駅
家
の
風
景
を
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
肥
前
国
に
は
約

16
㎞
（
30
里
）
ご
と
、
18
カ
所
の
駅
家
が

設
置
さ
れ
、
馬
数
頭
が
常
時
配
置
さ
れ
て

い
た
。
こ
こ
神
崎
に
は
「
駅
の
里
」
な
ど

の
地
名
が
あ
る
。
神
崎
は
有
明
海
を
使
っ

た
平
家
の
日
宋
貿
易
の
基
地
で
平
安
時
代

に
は
幅
員
15
ｍ
に
も
拡
幅
さ
れ
て
い
る
。

武
家
支
配
を
切
り
拓
い
た
平
家
の
富
の
蓄

積
に
官
道
は
大
き
く
貢
献
し
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
駅
家
は
現
在
の
高
速
道

路
Ｉ
Ｃ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
九

州
道
西
回
り
芦
北
Ｉ
Ｃ
（
熊
本
県
南
部
）

近
く
の
駅
家
の
遺
跡
か
ら
は
関
連
の
木
簡

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

有
力
高
官
が
配
置
、左
遷
さ
れ
た
西
海
道

　
大
宰
府
政
庁
は
西
海
道
・
九
州
を
統
括

す
る
主
要
官
庁
で
あ
り
、
軍
事
・
外
交
を

司
ど
る
中
央
官
庁
の
機
能
を
備
え
て
い

た
。
内
外
の
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
で
、
九

州
各
地
の
軍
の
集
結
な
ど
統
治
の
強
化
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
朝
鮮
半
島
、
中

国
に
近
い
西
海
道
（
九
州
）
を
重
視
し
た

の
は
、
な
に
よ
り
外
敵
に
備
え
る
た
め
で

も
あ
っ
た
。
各
地
の
国
府
と
国
府
を
結

び
、
軍
の
迅
速
な
集
結
の
為
、
官
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
九
州
全
土
に
張
り
め
ぐ
ら
せ

た
。
聖
武
天
皇
の
時
代
、
東
ア
ジ
ア
情
勢

は
緊
迫
し
て
い
た
。
玄
宗
皇
帝
の
治
世
に

抗
し
て
安
禄
山
の
乱
が
お
こ
り
、
朝
鮮
半

島
で
は
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
。
大
陸
情

報
の
い
ち
早
い
入
手
、
防
衛
力
の
強
化
が

必
要
に
な
っ
た
。

　
左
遷
の
地
で
も
あ
っ
た
。「
青
に
よ
し

奈
良
の
都
」
を
遠
く
離
れ
た
都
人
に
と
っ

て
、
決
し
て
気
の
進
む
赴
任
地
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
都
を
出
立
、
山

陽
道
か
ら
関
門
海
峡
を
渡
っ
て
、
大
宰
府

路
か
ら
多
く
の
エ
リ
ー
ト
が
太
宰
府
に
着

任
し
た
。
山
上
憶
良
、
大
伴
旅
人
と
い
っ

た
万
葉
歌
人
か
ら
菅
原
道
真
、
僧
・
玄
昉

な
ど
左
遷
さ
れ
た
官
人
も
多
か
っ
た
。

西
海
道
の
主
役
・
吉
備
真
備

　
主
役
を
演
じ
活
躍
し
た
の
は
、
吉
備
真

備
（
き
び
の
ま
き
び
）
で
あ
っ
た
。
彼
は

そ
の
名
の
通
り
吉
備
（
現
在
の
岡
山
県
）

の
出
身
、
22
歳
で
遣
唐
使
の
一
員
、
留
学

生
と
し
て
長
安
に
入
り
（
７
１
６
年
）、

20
年
近
く
を
過
ご
し
た
。
阿
倍
仲
麻
呂
と

同
様
、
玄
宗
皇
帝
が
そ
の
才
能
の
高
さ
ゆ

え
、
帰
国
を
許
さ
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ怡土城跡を示す石碑。後方は高祖山（糸島市）。

玄昉の墓。746年、観世音寺（太宰府）別当に追いやられ
翌年、死去。

吉野ケ里遺跡の北。古代官道の切通し
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て
い
る
。
唐
の
天
文
学
か
ら
兵
法
に
至
る

ま
で
膨
大
な
資
料
を
持
ち
帰
り
、
天
才
肌

の
学
識
と
兵
法
に
ま
で
優
れ
た
才
覚
、
力

量
に
聖
武
天
皇
が
ほ
れ
込
み
、
側
近
と
し

て
出
世
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。

　
地
方
出
身
者
の
出
世
は
、
中
央
エ
リ
ー

ト
の
讒
言
を
誘
発
す
る
。
吉
備
真
備
は
肥

前
国
司
に
左
遷
（
７
５
０
年
）
さ
れ
る
。

真
備
と
共
に
唐
に
渡
り
、一
緒
に
入
唐
し
、

帰
国
後
、
中
央
で
真
備
と
並
ん
で
活
躍
し

た
玄
昉
が
い
る
。
経
典
５
０
０
０
巻
余
を

持
ち
帰
り
大
僧
正
と
な
っ
た
。

　
大
宰
府
で
乱
を
起
こ
す
藤
原
広
嗣
か
ら

真
備
、
玄
昉
二
人
は
「
君
側
の
奸
」
と
し

て
訴
え
ら
れ
た
。
中
央
の
政
争
に
破
れ
、

大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
右
大
臣
・
菅
原
道

真
は
、
不
遇
を
嘆
き
な
が
ら
死
去
、
太
宰

府
天
満
宮
に
祀
ら
れ
た
。
僧
と
し
て
位
を

極
め
た
玄
昉
は
大
宰
府
・
観
世
音
寺
の
修

理
を
命
ぜ
ら
れ
、
今
は
同
寺
の
横
、
戒
壇

院
の
裏
に
ポ
ツ
ン
と
墓
が
あ
る
。

肥
前
国
府
へ
左
遷

　
し
か
し
、
真
備
は
し
た
た
か
だ
っ
た
。

　
真
備
55
歳
、
左
遷
さ
れ
、
赴
任
し
た
肥

前
国
府
跡
は
、
大
宰
府
よ
り
さ
ら
に
西
、

長
崎
道
・
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ
の
す
ぐ
近
く
、

嘉
麻
川
沿
い
に
あ
る
。

　
鳥
栖
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
九
州
横
断
道
・
長

崎
道
に
入
り
、
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ
に
向
か

う
。
長
崎
道
建
設
の
際
、
昭
和
50
年
か
ら

10
年
間
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
所

在
が
確
認
さ
れ
た
。
東
西
77
・
２
ｍ
、
東

西
１
０
４
・
５
ｍ
、
分
厚
い
築
地
塀
に
囲

ま
れ
、
大
宰
府
政
庁
の
約
半
分
の
規
模
を

誇
っ
て
い
た
。現
在
は
遺
跡
公
園
化
さ
れ
、

資
料
館
も
併
設
、
展
示
さ
れ
た
南
門
の
鬼

瓦
が
目
を
む
き
出
し
て
威
嚇
し
て
い
る
。

政
庁
の
他
、
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
な
ど
が

併
設
さ
れ
、
伽
藍
を
形
作
っ
て
い
た
。
ま

た
、
肥
前
国
府
は
唐
津
か
ら
壱
岐
、
対
馬

さ
ら
に
朝
鮮
半
島
に
つ
な
が
る
ル
ー
ト
と

武
雄
、
長
崎
へ
の
要
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
左
遷
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
真
備
は
た

く
ま
し
く
よ
み
が
え
る
。
肥
前
国
府
赴
任

後
２
年
、
再
び
、
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て

入
唐
。
真
備
ら
は
鑑
真
を
日
本
招
聘
渡
航

に
幾
度
も
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
、
つ
い
に

成
功
、
共
に
帰
国
（
７
３
５
年
）
し
た
。

正
式
な
仏
法
を
伝
え
、
戒
律
を
授
け
る
た

め
鑑
真
が
建
て
た
戒
壇
院
の
一
つ
が
太
宰

府
・
観
世
音
寺
横
に
現
存
す
る
。

よ
み
が
え
る
真
備

　
帰
朝
と
同
時
に
、真
備
は
大
宰
府
少
弐
、

さ
ら
に
大
弐
に
任
命
さ
れ
る
。
今
回
は
国

防
の
エ
ー
ス
と
し
て
の
赴
任
だ
っ
た
。唐
・

玄
宗
皇
帝
に
対
す
る
安
禄
山
の
乱
が
お
こ

る
と
緊
迫
し
た
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
備
え

て
、
国
土
防
衛
の
最
前
線
を
固
め
る
た
め

「
怡
土
城
」
建
設
に
取
り
掛
か
る
。
す
で

に
白
村
江
の
戦
い
に
敗
れ
、大
野
城
築
城
、

水
城
な
ど
が
有
事
に
備
え
、
築
か
れ
て
い

た
が
、
怡
土
城
は
中
国
式
城
郭
で
、
糸
島

市
・
高
祖
山
（
標
高
４
１
６
ｍ
）
の
西
面

に
築
い
た
。

　
現
在
も
そ
の
麓
、伊
都
歴
史
資
料
館（
糸

島
市
）
の
近
く
に
「
怡
土
城
跡
」
と
大
刻

さ
れ
た
石
碑
が
立
ち
、
２
㎞
の
土
塁
や
尾

根
沿
い
に
６
か
所
の
望
楼
の
遺
構
が
残
っ

て
い
る
。
西
麓
に
は
川
原
川
が
流
れ
、
海

岸
に
は
主
船
司
（
現
在
の
周
船
寺
）
を
設

け
、
海
陸
両
面
か
ら
の
防
衛
線
を
引
い
て

い
る
。
こ
の
時
期
、
藤
原
仲
麻
呂
は
、
新

羅
征
伐
を
名
目
に
、
博
多
湾
に
軍
船
、
兵

員
の
動
員
を
計
画
（
軍
船
３
９
４
隻
、
約

４
万
人
の
動
員
︶
す
る
な
ど
緊
張
状
態
が

続
い
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
真
備
は
造
東
大
寺
長
官
と
し

て
京
に
呼
び
戻
さ
れ
、
孝
謙
女
帝
と
対
立

し
た
藤
原
仲
麻
呂
の
討
伐
（
７
６
４
年
）

に
当
た
っ
て
、唐
で
学
ん
だ
兵
法
を
駆
使
、

女
帝
勝
利
に
貢
献
す
る
。
最
高
位
の
右
大

臣
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。

外
交
を
担
う
大
宰
府
政
庁

　
こ
う
し
た
内
外
の
歴
史
状
況
を
辿
っ
て

い
く
と
、
大
宰
府
政
庁
と
西
海
道
の
古
代

官
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
意
味
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

　「
第
二
の
都
」
大
宰
府
は
、「
大
君
の
遠

の
御
門
」
と
呼
ば
れ
政
庁
を
中
心
に
、
東

西
南
北
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
条
坊
制
が

敷
か
れ
る
。
規
模
は
、
平
城
京
４
分
の
１

程
度
だ
が
都
府
楼
は
大
極
殿
の
ミ
ニ
版
で

太
宰
帥
は
大
臣
、大
納
言
に
次
ぐ
ポ
ス
ト
。

西
海
道
の
九
国
三
島
を
統
括
。
西
海
道
内

の
統
治
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
防
衛
、
外

務
大
臣
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
。

　
博
多
湾
に
は
多
く
の
交
易
船
が
入
港

し
、
ま
た
、
賓
客
の
来
訪
も
多
か
っ
た
。

湾
沿
い
の
鴻
臚
館
で
出
迎
え
、
大
宰
府
へ

の
専
用
道
路
で
水
城
・
西
門
か
ら
入
り
、

最
近
発
掘
さ
れ
た
客
館
（
西
鉄
二
日
市
駅

近
く
）
で
待
機
さ
せ
、
朱
雀
大
路
を
通
っ

て
政
庁
に
迎
え
た
。
大
宰
府
へ
の
道
は
、

外
国
来
訪
者
に
「
国
威
」
を
示
す
舞
台
装

置
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
律
令
制
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
奈
良

時
代
末
期
か
ら
平
安
初
期
。
菅
原
道
真
が

遣
唐
使
船
の

廃
止
を
決
断

す
る
と
、
大

宰
府
の
地
位

も
大
き
く
低

下
し
た
と
思

わ
れ
る
。
道

真
が
左
遷

（
９
０
３
年
）

さ
れ
る
頃

に
は
、
古
代

官
道
、
西
海

道
の
維
持
管

理
、
運
用
に

水城―東大門の発掘調査
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衰
退
が
見
え
始
め
る
。
土
佐
日
記
で
有
名

な
紀
貫
之
が
「
地
方
の
道
は
糸
の
よ
う
に

細
く
な
っ
て
い
る
」
と
嘆
い
た
よ
う
に
、

税
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
み
始
め
、
中
央

政
権
の
統
制
力
が
落
ち
た
こ
と
が
、
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
古
代
官
道
の
命
運
に
影

を
落
と
し
始
め
た
。

参
考

〇
大
宰
府
へ
の
道

　
都
か
ら
大
宰
府
へ
は
、
大
路
・
山
陽
道

が
下
関
ま
で
通
じ
各
駅
に
は
20
頭
（
西
海

道
は
５
頭
）の
駅
馬
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

関
門
海
峡
を
渡
る
と
、
那
大
津
ま
で
西
進

し
、
そ
こ
か
ら
直
線
で
水
城
の
東
大
門
に

繋
が
っ
た
。
都
か
ら
の
命
令
伝
達
、
大
宰

府
か
ら
は
定
期
的
に
四
度
使
に
よ
っ
て
西

海
道
諸
国
や
大
陸
情
報
，
貢
納
物
な
ど
が

運
ば
れ
た
。
な
か
で
も
綿
は
、
京
に
運
ば

れ
る
綿
の
半
分
を
占
め
た
と
言
わ
れ
る
。

農
民
が
収
め
た
調
は
彼
ら
自
身
で
今
日
ま

で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

〇
国
の
守
る
軍
団

　
外
国
の
侵
入
に
備
え
る
防
人
は
対

馬
、
壱
岐
に
配
置
さ
れ
東
国
出
身
の
兵
約

三
〇
〇
〇
人
が
三
年
交
代
で
軍
務
に
あ

た
っ
た
。
一
方
、
大
宰
府
警
護
は
筑
前
、

筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
の
６

カ
国
の
九
州
兵
が
交
代
で
当
た
っ
た
。
大

宰
府
は
対
外
防
衛
と
国
内
警
護
の
両
方
を

司
っ
た
。
七
三
七
年
東
国
防
人
が
廃
止
さ

れ
る
と
、
ち
く
し
の
軍
団
が
両
島
の
防
衛

に
あ
た
っ
た
。

〇
３
回
建
て
な
お
さ
れ
た
大
宰
府
政
庁

　
大
宰
府
設
置
の
前
身
と
し
て
、
福
岡
市

に
「
那
津
官
家
」
が
設
置
さ
れ
（
５
３
６

年
）
推
古
天
皇
十
七
年
（
６
０
９
年
）「
筑

紫
大
宰
」の
文
字
が
文
献
に
現
れ
て
お
り
、

そ
の
後
「
筑
紫
大
宰
帥
」「
筑
紫
大
宰
府
」

が
見
ら
れ
る
。
唐
・
新
羅
軍
に
大
敗
し
て
、

大
宰
府
を
守
る
た
め
水
城
（
６
６
２
年
）

さ
ら
に
翌
年
に
は
、
北
側
の
大
野
城
と
基

肄
城
が
築
城
が
始
ま
っ
た
。
大
宰
府
が
律

令
下
の
「
大
宰
府
」
と
な
る
の
は
、
大
宝

律
令
が
制
定
（
７
０
１
年
）
さ
れ
て
か
ら

で
あ
る
。

　
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
政
庁
は

３
度
、
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
最
初
は

７
世
紀
後
半
で
掘
立
柱
の
建
物
群
と
柵
か

ら
な
り
（
第
１
期
）
８
世
紀
初
頭
、
礎
石

を
持
つ
建
物
が
政
庁
と
官
衙
が
整
然
と
並

び
「
遠
の
都
」
と
し
て
形
が
整
え
ら
れ
た

（
第
Ⅱ
期
）。
し
か
し
、
藤
原
純
友
の
乱
で

焼
失
、３
回
目
は
そ
れ
ら
が
再
建
さ
れ（
第

Ⅲ
期
）
て
い
る
。

　
純
友
は
天
慶
２
年
（
９
３
９
）
瀬
戸
内

海
で
の
戦
い
に
敗
れ
、
大
宰
府
へ
と
西
下

し
て
、
大
宰
府
政
庁
を
焼
き
討
ち
、
宝
物

を
略
奪
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
大

宰
府
警
護
の
軍
団
は
必
ず
し
も
強
力
で
な

く
、
純
友
軍
は
都
か
ら
の
官
軍
に
打
ち
破

ら
れ
て
い
る
。

〇
憶
良
と
旅
人

　
万
葉
の
筑
紫
歌
壇
の
主
役
と
な
っ
た
山

上
憶
良
と
大
伴
旅
人
は
そ
れ
ぞ
れ
筑
前
の

守
、
大
宰
の
帥
と
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
大

宰
府
に
赴
任
、
歌
を
詠
み
合
っ
た
。
そ
れ

に
刺
激
さ
れ
、
多
く
の
官
人
が
歌
を
詠
み

残
し
て
い
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
年
）

旅
人
邸
で
も
よ
う
さ
れ
た
「
梅
花
の
宴
」

は
大
宰
府
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ

た
。

西海道各地から徴収された税は
蔵司（発掘調査中）にいったん納められた

「御笠軍団の印」出土地（太宰府市）

大宰府政庁跡

大伴旅人邸で催された「梅花の宴」（展示館）
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衰
退
が
見
え
始
め
る
。
土
佐
日
記
で
有
名

な
紀
貫
之
が
「
地
方
の
道
は
糸
の
よ
う
に

細
く
な
っ
て
い
る
」
と
嘆
い
た
よ
う
に
、

税
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
み
始
め
、
中
央

政
権
の
統
制
力
が
落
ち
た
こ
と
が
、
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
古
代
官
道
の
命
運
に
影

を
落
と
し
始
め
た
。

参
考

〇
大
宰
府
へ
の
道

　
都
か
ら
大
宰
府
へ
は
、
大
路
・
山
陽
道

が
下
関
ま
で
通
じ
各
駅
に
は
20
頭
（
西
海

道
は
５
頭
）の
駅
馬
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

関
門
海
峡
を
渡
る
と
、
那
大
津
ま
で
西
進

し
、
そ
こ
か
ら
直
線
で
水
城
の
東
大
門
に

繋
が
っ
た
。
都
か
ら
の
命
令
伝
達
、
大
宰

府
か
ら
は
定
期
的
に
四
度
使
に
よ
っ
て
西

海
道
諸
国
や
大
陸
情
報
，
貢
納
物
な
ど
が

運
ば
れ
た
。
な
か
で
も
綿
は
、
京
に
運
ば

れ
る
綿
の
半
分
を
占
め
た
と
言
わ
れ
る
。

農
民
が
収
め
た
調
は
彼
ら
自
身
で
今
日
ま

で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

〇
国
の
守
る
軍
団

　
外
国
の
侵
入
に
備
え
る
防
人
は
対

馬
、
壱
岐
に
配
置
さ
れ
東
国
出
身
の
兵
約

三
〇
〇
〇
人
が
三
年
交
代
で
軍
務
に
あ

た
っ
た
。
一
方
、
大
宰
府
警
護
は
筑
前
、

筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
の
６

カ
国
の
九
州
兵
が
交
代
で
当
た
っ
た
。
大

宰
府
は
対
外
防
衛
と
国
内
警
護
の
両
方
を

司
っ
た
。
七
三
七
年
東
国
防
人
が
廃
止
さ

れ
る
と
、
ち
く
し
の
軍
団
が
両
島
の
防
衛

に
あ
た
っ
た
。

〇
３
回
建
て
な
お
さ
れ
た
大
宰
府
政
庁

　
大
宰
府
設
置
の
前
身
と
し
て
、
福
岡
市

に
「
那
津
官
家
」
が
設
置
さ
れ
（
５
３
６

年
）
推
古
天
皇
十
七
年
（
６
０
９
年
）「
筑

紫
大
宰
」の
文
字
が
文
献
に
現
れ
て
お
り
、

そ
の
後
「
筑
紫
大
宰
帥
」「
筑
紫
大
宰
府
」

が
見
ら
れ
る
。
唐
・
新
羅
軍
に
大
敗
し
て
、

大
宰
府
を
守
る
た
め
水
城
（
６
６
２
年
）

さ
ら
に
翌
年
に
は
、
北
側
の
大
野
城
と
基

肄
城
が
築
城
が
始
ま
っ
た
。
大
宰
府
が
律

令
下
の
「
大
宰
府
」
と
な
る
の
は
、
大
宝

律
令
が
制
定
（
７
０
１
年
）
さ
れ
て
か
ら

で
あ
る
。

　
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
政
庁
は

３
度
、
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
最
初
は

７
世
紀
後
半
で
掘
立
柱
の
建
物
群
と
柵
か

ら
な
り
（
第
１
期
）
８
世
紀
初
頭
、
礎
石

を
持
つ
建
物
が
政
庁
と
官
衙
が
整
然
と
並

び
「
遠
の
都
」
と
し
て
形
が
整
え
ら
れ
た

（
第
Ⅱ
期
）。
し
か
し
、
藤
原
純
友
の
乱
で

焼
失
、３
回
目
は
そ
れ
ら
が
再
建
さ
れ（
第

Ⅲ
期
）
て
い
る
。

　
純
友
は
天
慶
２
年
（
９
３
９
）
瀬
戸
内

海
で
の
戦
い
に
敗
れ
、
大
宰
府
へ
と
西
下

し
て
、
大
宰
府
政
庁
を
焼
き
討
ち
、
宝
物

を
略
奪
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
大

宰
府
警
護
の
軍
団
は
必
ず
し
も
強
力
で
な

く
、
純
友
軍
は
都
か
ら
の
官
軍
に
打
ち
破

ら
れ
て
い
る
。

〇
憶
良
と
旅
人

　
万
葉
の
筑
紫
歌
壇
の
主
役
と
な
っ
た
山

上
憶
良
と
大
伴
旅
人
は
そ
れ
ぞ
れ
筑
前
の

守
、
大
宰
の
帥
と
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
大

宰
府
に
赴
任
、
歌
を
詠
み
合
っ
た
。
そ
れ

に
刺
激
さ
れ
、
多
く
の
官
人
が
歌
を
詠
み

残
し
て
い
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
年
）

旅
人
邸
で
も
よ
う
さ
れ
た
「
梅
花
の
宴
」

は
大
宰
府
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ

た
。

西海道各地から徴収された税は
蔵司（発掘調査中）にいったん納められた

「御笠軍団の印」出土地（太宰府市）

大宰府政庁跡

大伴旅人邸で催された「梅花の宴」（展示館）
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〇
不
死
鳥
・
吉
備
真
備

　
藤
原
広
嗣
の
乱
で
「
君
側
の
奸
」
と

さ
れ
た
吉
備
真
備
は
僧
・
玄
昉
が
大
宰

府
・
観
世
音
寺
に
左
遷
さ
れ
た
の
に
次
い

で
、
筑
前
守
に
戻
さ
れ
、
遣
唐
使
副
使
と

し
て
唐
に
渡
っ
た
。
帰
国
後
、
大
宰
の
帥

に
な
り
、
さ
ら
に
西
海
道
の
軍
を
統
括
す

る
節
度
使
と
し
て
、
阿
部
仲
麻
呂
が
進
め

る
征
新
羅
作
戦
で
、
怡
土
城
の
築
城
に
当

た
る
。
こ
の
作
戦
に
動
員
さ
れ
る
兵
士
は

４
万
８
０
０
０
、
水
子
１
万
７
０
０
０
余

の
大
軍
団
、
博
多
湾
か
ら
出
撃
の
予
定
と

さ
れ
る
。

○
真
備
の
活
躍
は
な
お
続
く
。

　
女
帝
・
孝
謙
天
皇
は
自
分
の
病
氣
を
祈

祷
に
よ
っ
て
な
お
し
た
と
信
じ
た
僧
・
道

鏡
を
寵
愛
し
、
実
質
権
力
を
与
え
よ
う
と

し
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
仲
麻
呂

は
反
乱
計
画
を
固
め
た
が
、
密
告
さ
れ
、

都
を
脱
出
。
孝
謙
天
皇
は
吉
備
真
備
に
討

伐
を
命
じ
た
。
真
備
は
仲
麻
呂
に
よ
っ
て

権
力
の
中
枢
か
ら
追
わ
れ
造
東
大
寺
長

官
、
既
に
70
歳
だ
っ
た
。
し
か
し
、
唐
で

学
ん
だ
軍
略
を
展
開
、
琵
琶
湖
〜
北
陸
へ

逃
げ
、
態
勢
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
仲
麻

呂
軍
を
破
り
、勝
利
、仲
麻
呂
を
討
ち
取
っ

た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
道
鏡
の
専
制
が
始
ま

る
。
道
鏡
は
神
託
が
あ
っ
た
と
し
て
天
皇

の
位
を
狙
う
が
、
和
気
清
麻
呂
が
宇
佐
神

宮
（
大
分
県
）
に
勅
使
と
し
て
参
内
、
虚

偽
の
神
託
だ
と
上
申
し
て
、こ
れ
を
阻
止
、

道
鏡
の
終
わ
り
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

年
表

５
３
６
年
　
筑
紫
那
の
津
に
官
家
を
造
る

５
６
２
年
　
朝
鮮
半
島
の
日
本
府
・
任
那

滅
亡

６
０
９
年
　
日
本
書
紀
に
「
筑
紫
大
宰
」

が
初
め
て
登
場

６
４
５
年
　
大
化
の
改
新
始
ま
る
。

６
６
１
年
　
斉
明
天
皇
、百
済
救
援
の
為
、

筑
紫
へ
。
朝
倉
広
庭
宮
で
死

去

６
６
３
年
　
白
村
江
の
戦
い
で
大
敗

６
６
４
年
　
水
城
築
堤
。
こ
の
頃
、
第
Ⅰ

期
大
宰
府
政
庁
完
成
。

　
　
　
　
　
筑
紫
、
壱
岐
、
対
馬
に
防
人

を
置
く

６
６
５
年
　
大
野
城
と
基
肄
城
築
城

６
６
７
年
　
高
安
城
（
奈
良
）
屋
嶋
城
な

ど
築
城

６
６
８
年
　
天
智
天
皇
が
正
式
即
位

６
７
０
年
　
大
野
城
、
基
肄
城
、
麹
智
城

修
理

６
７
１
年
　
唐
か
ら
船
47
隻
で
２
０
０
０

人
対
馬
に
来
訪
。
天
智
天
皇

死
去

６
７
２
年
　
壬
申
の
乱
。
大
友
皇
子
の
兵

動
員
要
請
を
筑
紫
大
宰
・
栗

隈
王
が
拒
否

６
９
４
年
　
藤
原
京
に
遷
都

６
９
６
年
　
大
野
、基
肄
、麹
智
城
を
修
理

７
０
１
年
　
大
宝
律
令
制
定

７
０
２
年
　
隼
人
反
乱
、
大
宰
府
が
討
伐

７
０
５
年
　
大
宰
府
に
飛
駅
鈴
八
口
な
ど

を
与
え
る

７
０
９
年
　
観
世
音
寺
の
建
設
を
急
げ
と

詔
。
完
成
に
80
年
。

７
１
０
年
　
平
城
京
へ
遷
都
。
大
宰
府
政

庁
、
建
て
替
え
。
礎
石
式
へ

（
第
Ⅱ
期
）

７
２
１
年
　
大
宰
府
城
門
、
火
災
に
あ
う

７
２
４
年
　
聖
武
天
皇
、
即
位

７
３
０
年
　
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
邸
で「
梅

花
の
宴
」　

７
３
５
年
　
大
宰
府
に
疫
病(

天
然
痘)

流
行
。
７
３
７
年
に
も
疫
病

流
行
、
死
者
多
し

７
４
０
年
　
大
宰
少
弐
・
藤
原
広
嗣
の
乱
。

僧
・
玄
昉
と
吉
備
真
備
を
君

側
の
奸
と
非
難
。

　
　
　
　
　
２
か
月
後
、
広
嗣
刑
死
。
聖

武
天
皇
、
５
年
間
東
国
へ
。

７
４
２
年
　
大
宰
府
廃
止
、
７
４
５
年
復

活

７
４
３
年
　
玄
昉
、
観
世
音
寺
へ
左
遷
。

翌
年
、
死
去

７
５
２
年
　
大
仏
開
眼

７
６
６
年
　
観
世
音
寺
、
落
慶
供
養

７
５
３
年
　
唐
僧
・
鑑
真
大
宰
府
に
到
着

７
５
６
年
　
怡
土
城
築
城

７
６
１
年
　
観
世
音
寺
を
戒
壇
院
と
す
。

吉
備
真
備
、
西
海
道
節
度
使

に
任
命

７
６
４
年
　
佐
伯
毛
人
、
大
宰
大
弐
に
。

怡
土
城
築
城
に
当
た
る

７
７
４
年
　
大
宰
府
、
四
王
院
建
て
る

７
８
１
年
　
桓
武
天
皇
即
位

７
８
４
年
　
平
城
京
か
ら
長
岡
京
へ
遷
都

７
９
４
年
　
平
安
京
へ
遷
都

８
０
３
年
　
僧･

最
澄
、大
宰
・
竈
門
寺
で

遣
唐
使
の
渡
海
の
無
事
祈
る

８
０
７
年
　
空
海
、
帰
国
、
観
世
音
寺
に
。

８
３
８
年
　
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、
豊
後

に
疫
病
続
く
。
大
宰
府
諸
国

で
飢
餓
。

８
６
６
年
　
外
敵
に
備
え
、
大
宰
府
、
警

護
を
固
め
る

８
６
９
年
　
新
羅
の
海
賊
、
豊
前
国
に
来

襲
、
年
貢
の
絹
、
綿
を
奪
う
。

８
９
３
年
に
も
肥
前
・
松
浦

を
襲
う
。
大
宰
府
、
こ
れ
を

追
討

９
０
１
年
　
右
大
臣
・
菅
原
道
真
、
大
宰

府
に
左
遷
。
９
０
３
年
死
去

９
４
１
年
　
純
友
の
乱
で
大
宰
府
政
庁
、

焼
失
。
再
建
（
第
Ⅲ
期
）

１
１
５
８
年
　
平
清
盛
、
太
宰
小
弐
に

１
１
８
０
年
　
源
平
の
戦
い
。
３
年
後
、

平
家
一
門
大
宰
府
へ

１
１
８
５
年
　
壇
ノ
浦
の
戦
い
、
平
家
滅

亡

１
２
７
４
年
　
蒙
古
来
襲
。

大宰府政庁南門の模型（九州国国立博物館）
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平
城
京
・
朱
雀
門
の
正
面
に
立
つ
と
、

南
へ
約
４
㎞
、
朱
雀
大
路
が
ま
っ
す
ぐ
延

び
、
羅
城
門
ま
で
続
い
て
い
た
。
こ
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
西
側
が
右
京
、
東
側

が
左
京
で
平
城
京
の
都
市
計
画
の
中
心
線

と
な
っ
て
い
た
。

　
国
土
交
通
省
が
朱
雀
大
路
と
朱
雀
門
前

を
東
西
に
走
る
二
条
大
路
を
復
元
整
備
し

て
い
る
。
朱
雀
大
路
は
幅
約
74
ｍ
で
両
側

に
幅
４
・
５
ｍ
の
水
路
が
走
っ
て
い
た
。

道
路
両
側
に
柳
の
並
木
が
縁
取
っ
て
い

た
。
関
連
施
設
と
し
て
右
京
側
に
展
示
施

設
、
左
京
側
に
観
光
案
内
所
や
駐
車
場
な

ど
を
建
設
す
る
。

　
平
城
京
は
元
明
天
皇
が
７
０
８
年
、
長

安
を
手
本
に
こ
の
地
に
遷
都
す
る
こ
と
を

詔
（
み
こ
と
の
り
）
し
、
設
計
・
施
工
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
都
づ
く
り
は
「
道
路
計

画
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
宮
城
を
奈
良
盆
地

の
北
に
置
き
、そ
こ
か
ら
南
へ
中
軸
線（
朱

雀
大
路
）
を
引
き
、
そ
の
両
側
に
10
本
の

大
路
を
並
行
さ
せ
、
坊
と
呼
び
、
二
条
大

路
な
ど
東
西
を
結
ぶ
道
路
を
条
と
し
た
。

こ
の
条
坊
制
は
「
遠
の
都
」
大
宰
府
で
も

規
模
を
縮
小
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

あ
お
に
よ
し
奈
良
の
京
は
咲
く
花
の
に
ほ

ふ
が
ご
と
く
今
盛
な
り

　
大
宰
府
に
赴
任
し
た
小
野
老
（
お
ゆ
）

　
大
宰
府
に
赴
任
し
た
小
野
老
（
お
ゆ
）

は
、
奈
良
の
京
を
懐
か
し
ん
で
そ
う
詠
っ

は
、
奈
良
の
京
を
懐
か
し
ん
で
そ
う
詠
っ

た
よ
う
に
、
都
に
比
べ
て
、
大
宰
府
は
辺

た
よ
う
に
、
都
に
比
べ
て
、
大
宰
府
は
辺

境
の
地
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
平
城
京
の
復
元
は
１
３
０
０
年
祭

　
平
城
京
の
復
元
は
１
３
０
０
年
祭

（
２
０
１
０
年
）
を
機
に
大
き
く
進
ん
だ
。

（
２
０
１
０
年
）
を
機
に
大
き
く
進
ん
だ
。

現
在
は
大
極
殿
と
朱
雀
門
が
復
元
さ
れ
、

現
在
は
大
極
殿
と
朱
雀
門
が
復
元
さ
れ
、

朱
雀
門
前
の
大
路
を
１
０
０
ｍ
ば
か
り
甦

朱
雀
門
前
の
大
路
を
１
０
０
ｍ
ば
か
り
甦

ら
せ
て
い
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
も
資

ら
せ
て
い
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
も
資

料
館
を
備
え
一
新
し
て
い
る
。
新
施
設
は

料
館
を
備
え
一
新
し
て
い
る
。
新
施
設
は

朱
雀
大
路
の
両
側
に
建
設
が
進
ん
で
い

朱
雀
大
路
の
両
側
に
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
大
極
殿
と
朱
雀
門
の
間
は
直
線
で

る
。
大
極
殿
と
朱
雀
門
の
間
は
直
線
で

８
０
０
ｍ
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
今
は
、

８
０
０
ｍ
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
今
は
、

何
も
な
く
、
た
だ
広
場
が
あ
る
だ
け
。
時

何
も
な
く
、
た
だ
広
場
が
あ
る
だ
け
。
時

折
、
私
鉄
の
電
車
が
走
り
抜
け
る
。
そ
れ

折
、
私
鉄
の
電
車
が
走
り
抜
け
る
。
そ
れ

で
も
遠
足
の
子
供
た
ち
が
走
り
回
り
、
に

で
も
遠
足
の
子
供
た
ち
が
走
り
回
り
、
に

ぎ
や
か
だ
。

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
主
要

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
主
要

７
か
国
の
首
脳
が
集
ま
っ
た
。
首
脳
た
ち

７
か
国
の
首
脳
が
集
ま
っ
た
。
首
脳
た
ち

も
安
倍
首
相
の
案
内
で
、
伊
勢
神
宮
内
宮

も
安
倍
首
相
の
案
内
で
、
伊
勢
神
宮
内
宮

に
参
拝
。
さ
ら
に
天
皇
退
位
、
即
位
の
儀

に
参
拝
。
さ
ら
に
天
皇
退
位
、
即
位
の
儀

式
も
続
い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
五
十

式
も
続
い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
五
十

鈴
川
を
渡
る
宇
治
橋
か
ら
内
宮
（
皇
大
神

鈴
川
を
渡
る
宇
治
橋
か
ら
内
宮
（
皇
大
神

宮
）
ま
で
砂
利
石
を
踏
ん
で
参
拝
す
る

宮
）
ま
で
砂
利
石
を
踏
ん
で
参
拝
す
る

人
々
の
列
が
続
く
。
か
つ
て
の
「
お
伊
勢

人
々
の
列
が
続
く
。
か
つ
て
の
「
お
伊
勢

参
り
」
ブ
ー
ム
も
こ
ん
な
風
景
だ
っ
た
の

参
り
」
ブ
ー
ム
も
こ
ん
な
風
景
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

だ
ろ
う
か
。

　
お
伊
勢
参
り
は
外
宮
に
ま
ず
参
り
、
旧

　
お
伊
勢
参
り
は
外
宮
に
ま
ず
参
り
、
旧

参
道
を
辿
っ
て
内
宮
に
向
か
う
。
昔
な
が

参
道
を
辿
っ
て
内
宮
に
向
か
う
。
昔
な
が

ら
道
を
歩
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
途

ら
道
を
歩
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
途

中
で
、
参
道
わ
き
の
花
壇
の
手
入
れ
を
し

中
で
、
参
道
わ
き
の
花
壇
の
手
入
れ
を
し

て
い
た
老
人
に
聞
く
と
「
そ
う
ね
、
旧
参

て
い
た
老
人
に
聞
く
と
「
そ
う
ね
、
旧
参

道
と
言
っ
て
も
、
古
い
も
の
は
皆
な
く

道
と
言
っ
て
も
、
古
い
も
の
は
皆
な
く

な
っ
た
か
ら
ね
。
戦
時
中
、
伊
勢
神
宮
を

な
っ
た
か
ら
ね
。
戦
時
中
、
伊
勢
神
宮
を

空
襲
か
ら
守
る
と
言
っ
て
軍
が
参
道
沿
い

空
襲
か
ら
守
る
と
言
っ
て
軍
が
参
道
沿
い

の
も
の
を
取
り
払
い
、
高
射
砲
陣
地
を

の
も
の
を
取
り
払
い
、
高
射
砲
陣
地
を

造
っ
た
。
そ
れ
で
参
道
の
面
影
は
な
く

造
っ
た
。
そ
れ
で
参
道
の
面
影
は
な
く

な
っ
た
」。「
昔
は
花
街
も
あ
っ
て
、
に
ぎ

な
っ
た
」。「
昔
は
花
街
も
あ
っ
て
、
に
ぎ

や
か
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
、
い
ま
、
旅
館

や
か
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
、
い
ま
、
旅
館

が
１
軒
ぐ
ら
い
残
っ
て
い
る
か
な
」
と
さ

が
１
軒
ぐ
ら
い
残
っ
て
い
る
か
な
」
と
さ

び
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

び
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

　
外
宮
か
ら
内
宮
ま
で
約
６
㎞
、
そ
れ
で

　
外
宮
か
ら
内
宮
ま
で
約
６
㎞
、
そ
れ
で

も
若
い
参
拝
客
に
何
人
か
会
っ
た
。
意
外

も
若
い
参
拝
客
に
何
人
か
会
っ
た
。
意
外

と
、
参
道
途
中
の
猿
田
彦
神
社
に
参
る
の

と
、
参
道
途
中
の
猿
田
彦
神
社
に
参
る
の

だ
と
言
う
。
猿
田
彦
神
社
は
天
照
大
御
神

だ
と
言
う
。
猿
田
彦
神
社
は
天
照
大
御
神

に
命
じ
ら
れ
天
孫
降
臨
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

に
命
じ
ら
れ
天
孫
降
臨
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
を
高
千
穂
か
ら
伊
勢
へ
道
案
内
し
た

神
で
、
猿
が
「
去
る
」

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

か
ら
災
い
を
取
り
除
い

た
り
、
人
生
の
道
案
内

を
し
て
く
れ
る
神
様
と
な
っ
て
あ
が
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
猿
田
彦

は
道
案
内
の
役
を
終
え
、
伊
勢
の
地
の
開

墾
に
も
尽
力
し
た
と
い
う
か
ら
、
国
土
づ

く
り
の
神
様
で
も
あ
る
。
猿
田
彦
神
社
か

ら
内
宮
ま
で
歩
い
て
数
分
ほ
ど
。

　
全
国
各
地
に
あ
る
猿
田
彦
神
社
は
、
道

案
内
、
道
し
る
べ
の
役
を
担
っ
て
建
て
ら

れ
た
も
の
が
多
い
。
福
岡
市
の
藤
埼
宮
も

唐
津
街
道
沿
い
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
旅
の

安
全
を
祈
願
し
て
建
て
ら
れ
た
、と
い
う
。

首
脳
た
ち
の
「
世
界
平
和
」
へ
の
道
案
内

を
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
―
―
。

古
道
を
歩
く
③

平城京の朱雀門と大路（想像図）

平
城
京
　
朱
雀
大
路

道
を
拓
く
大
神
・
猿
田
彦
神
社

道
を
拓
く
大
神
・
猿
田
彦
神
社

道
を
拓
く
大
神
・
猿
田
彦
神
社

道案内の神　猿田彦神社（奈良市）
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平
城
京
・
朱
雀
門
の
正
面
に
立
つ
と
、

南
へ
約
４
㎞
、
朱
雀
大
路
が
ま
っ
す
ぐ
延

び
、
羅
城
門
ま
で
続
い
て
い
た
。
こ
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
西
側
が
右
京
、
東
側

が
左
京
で
平
城
京
の
都
市
計
画
の
中
心
線

と
な
っ
て
い
た
。

　
国
土
交
通
省
が
朱
雀
大
路
と
朱
雀
門
前

を
東
西
に
走
る
二
条
大
路
を
復
元
整
備
し

て
い
る
。
朱
雀
大
路
は
幅
約
74
ｍ
で
両
側

に
幅
４
・
５
ｍ
の
水
路
が
走
っ
て
い
た
。

道
路
両
側
に
柳
の
並
木
が
縁
取
っ
て
い

た
。
関
連
施
設
と
し
て
右
京
側
に
展
示
施

設
、
左
京
側
に
観
光
案
内
所
や
駐
車
場
な

ど
を
建
設
す
る
。

　
平
城
京
は
元
明
天
皇
が
７
０
８
年
、
長

安
を
手
本
に
こ
の
地
に
遷
都
す
る
こ
と
を

詔
（
み
こ
と
の
り
）
し
、
設
計
・
施
工
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
都
づ
く
り
は
「
道
路
計

画
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
宮
城
を
奈
良
盆
地

の
北
に
置
き
、そ
こ
か
ら
南
へ
中
軸
線（
朱

雀
大
路
）
を
引
き
、
そ
の
両
側
に
10
本
の

大
路
を
並
行
さ
せ
、
坊
と
呼
び
、
二
条
大

路
な
ど
東
西
を
結
ぶ
道
路
を
条
と
し
た
。

こ
の
条
坊
制
は
「
遠
の
都
」
大
宰
府
で
も

規
模
を
縮
小
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

あ
お
に
よ
し
奈
良
の
京
は
咲
く
花
の
に
ほ

ふ
が
ご
と
く
今
盛
な
り

　
大
宰
府
に
赴
任
し
た
小
野
老
（
お
ゆ
）

　
大
宰
府
に
赴
任
し
た
小
野
老
（
お
ゆ
）

は
、
奈
良
の
京
を
懐
か
し
ん
で
そ
う
詠
っ

は
、
奈
良
の
京
を
懐
か
し
ん
で
そ
う
詠
っ

た
よ
う
に
、
都
に
比
べ
て
、
大
宰
府
は
辺

た
よ
う
に
、
都
に
比
べ
て
、
大
宰
府
は
辺

境
の
地
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
平
城
京
の
復
元
は
１
３
０
０
年
祭

　
平
城
京
の
復
元
は
１
３
０
０
年
祭

（
２
０
１
０
年
）
を
機
に
大
き
く
進
ん
だ
。

（
２
０
１
０
年
）
を
機
に
大
き
く
進
ん
だ
。

現
在
は
大
極
殿
と
朱
雀
門
が
復
元
さ
れ
、

現
在
は
大
極
殿
と
朱
雀
門
が
復
元
さ
れ
、

朱
雀
門
前
の
大
路
を
１
０
０
ｍ
ば
か
り
甦

朱
雀
門
前
の
大
路
を
１
０
０
ｍ
ば
か
り
甦

ら
せ
て
い
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
も
資

ら
せ
て
い
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
も
資

料
館
を
備
え
一
新
し
て
い
る
。
新
施
設
は

料
館
を
備
え
一
新
し
て
い
る
。
新
施
設
は

朱
雀
大
路
の
両
側
に
建
設
が
進
ん
で
い

朱
雀
大
路
の
両
側
に
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
大
極
殿
と
朱
雀
門
の
間
は
直
線
で

る
。
大
極
殿
と
朱
雀
門
の
間
は
直
線
で

８
０
０
ｍ
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
今
は
、

８
０
０
ｍ
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
今
は
、

何
も
な
く
、
た
だ
広
場
が
あ
る
だ
け
。
時

何
も
な
く
、
た
だ
広
場
が
あ
る
だ
け
。
時

折
、
私
鉄
の
電
車
が
走
り
抜
け
る
。
そ
れ

折
、
私
鉄
の
電
車
が
走
り
抜
け
る
。
そ
れ

で
も
遠
足
の
子
供
た
ち
が
走
り
回
り
、
に

で
も
遠
足
の
子
供
た
ち
が
走
り
回
り
、
に

ぎ
や
か
だ
。

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
主
要

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
主
要

７
か
国
の
首
脳
が
集
ま
っ
た
。
首
脳
た
ち

７
か
国
の
首
脳
が
集
ま
っ
た
。
首
脳
た
ち

も
安
倍
首
相
の
案
内
で
、
伊
勢
神
宮
内
宮

も
安
倍
首
相
の
案
内
で
、
伊
勢
神
宮
内
宮

に
参
拝
。
さ
ら
に
天
皇
退
位
、
即
位
の
儀

に
参
拝
。
さ
ら
に
天
皇
退
位
、
即
位
の
儀

式
も
続
い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
五
十

式
も
続
い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
五
十

鈴
川
を
渡
る
宇
治
橋
か
ら
内
宮
（
皇
大
神

鈴
川
を
渡
る
宇
治
橋
か
ら
内
宮
（
皇
大
神

宮
）
ま
で
砂
利
石
を
踏
ん
で
参
拝
す
る

宮
）
ま
で
砂
利
石
を
踏
ん
で
参
拝
す
る

人
々
の
列
が
続
く
。
か
つ
て
の
「
お
伊
勢

人
々
の
列
が
続
く
。
か
つ
て
の
「
お
伊
勢

参
り
」
ブ
ー
ム
も
こ
ん
な
風
景
だ
っ
た
の

参
り
」
ブ
ー
ム
も
こ
ん
な
風
景
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

だ
ろ
う
か
。

　
お
伊
勢
参
り
は
外
宮
に
ま
ず
参
り
、
旧

　
お
伊
勢
参
り
は
外
宮
に
ま
ず
参
り
、
旧

参
道
を
辿
っ
て
内
宮
に
向
か
う
。
昔
な
が

参
道
を
辿
っ
て
内
宮
に
向
か
う
。
昔
な
が

ら
道
を
歩
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
途

ら
道
を
歩
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
途

中
で
、
参
道
わ
き
の
花
壇
の
手
入
れ
を
し

中
で
、
参
道
わ
き
の
花
壇
の
手
入
れ
を
し

て
い
た
老
人
に
聞
く
と
「
そ
う
ね
、
旧
参

て
い
た
老
人
に
聞
く
と
「
そ
う
ね
、
旧
参

道
と
言
っ
て
も
、
古
い
も
の
は
皆
な
く

道
と
言
っ
て
も
、
古
い
も
の
は
皆
な
く

な
っ
た
か
ら
ね
。
戦
時
中
、
伊
勢
神
宮
を

な
っ
た
か
ら
ね
。
戦
時
中
、
伊
勢
神
宮
を

空
襲
か
ら
守
る
と
言
っ
て
軍
が
参
道
沿
い

空
襲
か
ら
守
る
と
言
っ
て
軍
が
参
道
沿
い

の
も
の
を
取
り
払
い
、
高
射
砲
陣
地
を

の
も
の
を
取
り
払
い
、
高
射
砲
陣
地
を

造
っ
た
。
そ
れ
で
参
道
の
面
影
は
な
く

造
っ
た
。
そ
れ
で
参
道
の
面
影
は
な
く

な
っ
た
」。「
昔
は
花
街
も
あ
っ
て
、
に
ぎ

な
っ
た
」。「
昔
は
花
街
も
あ
っ
て
、
に
ぎ

や
か
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
、
い
ま
、
旅
館

や
か
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
、
い
ま
、
旅
館

が
１
軒
ぐ
ら
い
残
っ
て
い
る
か
な
」
と
さ

が
１
軒
ぐ
ら
い
残
っ
て
い
る
か
な
」
と
さ

び
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

び
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

　
外
宮
か
ら
内
宮
ま
で
約
６
㎞
、
そ
れ
で

　
外
宮
か
ら
内
宮
ま
で
約
６
㎞
、
そ
れ
で

も
若
い
参
拝
客
に
何
人
か
会
っ
た
。
意
外

も
若
い
参
拝
客
に
何
人
か
会
っ
た
。
意
外

と
、
参
道
途
中
の
猿
田
彦
神
社
に
参
る
の

と
、
参
道
途
中
の
猿
田
彦
神
社
に
参
る
の

だ
と
言
う
。
猿
田
彦
神
社
は
天
照
大
御
神

だ
と
言
う
。
猿
田
彦
神
社
は
天
照
大
御
神

に
命
じ
ら
れ
天
孫
降
臨
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

に
命
じ
ら
れ
天
孫
降
臨
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
を
高
千
穂
か
ら
伊
勢
へ
道
案
内
し
た

神
で
、
猿
が
「
去
る
」

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

か
ら
災
い
を
取
り
除
い

た
り
、
人
生
の
道
案
内

を
し
て
く
れ
る
神
様
と
な
っ
て
あ
が
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
猿
田
彦

は
道
案
内
の
役
を
終
え
、
伊
勢
の
地
の
開

墾
に
も
尽
力
し
た
と
い
う
か
ら
、
国
土
づ

く
り
の
神
様
で
も
あ
る
。
猿
田
彦
神
社
か

ら
内
宮
ま
で
歩
い
て
数
分
ほ
ど
。

　
全
国
各
地
に
あ
る
猿
田
彦
神
社
は
、
道

案
内
、
道
し
る
べ
の
役
を
担
っ
て
建
て
ら

れ
た
も
の
が
多
い
。
福
岡
市
の
藤
埼
宮
も

唐
津
街
道
沿
い
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
旅
の

安
全
を
祈
願
し
て
建
て
ら
れ
た
、と
い
う
。

首
脳
た
ち
の
「
世
界
平
和
」
へ
の
道
案
内

を
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
―
―
。

古
道
を
歩
く
③

平城京の朱雀門と大路（想像図）

平
城
京
　
朱
雀
大
路

道
を
拓
く
大
神
・
猿
田
彦
神
社

道
を
拓
く
大
神
・
猿
田
彦
神
社

道
を
拓
く
大
神
・
猿
田
彦
神
社

道案内の神　猿田彦神社（奈良市）
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第
２
節
②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
２
節
②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

古
代
官
道
を
発
掘
調
査
し
た

古
代
官
道
を
発
掘
調
査
し
た

七し
ち

田だ

忠た
だ
あ
き昭
氏氏
元
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
館
長

元
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
館
長

―
―
高
速
道
路
・
長
崎
道
の
建
設
に
際
し

て
の
発
掘
調
査
で
、
佐
賀
平
野
・
山
麓
部

の
遺
跡
・
遺
構
が
数
多
く
発
掘
調
査
さ
れ

ま
し
た
。
同
時
に
そ
の
南
側
に
は
長
崎
道

に
並
行
し
て
奈
良
時
代
の「
官
道（
駅
路
）」

が
直
線
的
に
走
っ
て
、
大
宰
府
政
庁
と
肥

前
国
府
（
庁
）
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
七

田
さ
ん
は
吉
野
ヶ
里
遺
跡
発
掘
の
関
連

で
、
同
遺
跡
内
を
通
過
す
る
「
駅
路
」
と

そ
の
周
辺
の
建
物
群
の
発
掘
調
査
を
さ
れ

ま
し
た
。

七
田
氏
　
吉
野
ヶ
里
遺
跡
は
脊
振
山
地
か

ら
佐
賀
平
野
に
舌
状
に
突
き
出
た
丘
陵
部

に
あ
り
ま
す
。
古
代
官
道
は
こ
の
丘
陵
部

を
切
り
通
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
官

道
は
実
地
踏
査
と
空
中
写
真
な
ど
木
下
良

さ
ん
の
研
究
で
そ
の
存
在
は
分
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
考
古
学
的
に
発
掘
調
査
さ
れ

た
の
は
、
初
め
て
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

（
全
国
で
）
早
い
時
期
で
駅
路
の
ほ
か
郡

衙
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
奈
良

時
代
の
建
物
群
の
発
掘
も
行
い
ま
し
た
。

―
―
駅
路
と
、
現
代
風
に
言
う
と
「
道
の

駅
」
で
し
ょ
う
が
、
多
数
の
建
物
群
が
発

掘
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

七
田
氏
　
発
掘
調
査
は
神
埼
工
業
団
地
造

成
と
圃
場
整
備
に
関
連
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
本
格
的
に
は
神
崎
工
業
団
地

造
成
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
で
吉

野
ヶ
里
遺
跡
の
北
部
で
道
路
跡
が
見
つ
か

り
、
城
原
川
ま
で
の
１
・
３
㎞
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
・
律
令
国
家
の

成
立
に
よ
っ
て
条
里
制
、
合
わ
せ
て
道
路

が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
駅
家

な
ど
関
連
施
設
、
役
所
が
造
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
道
は
条
里
制
の
地
割
、
境
界
に
合

わ
せ
て
計
画
的
に
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
道
路
の
構
造
を
持
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

七
田
氏
　
切
通
し
で
丘
陵
部
を
抜
け
、
道

路
と
そ
の
（
南
北
）
両
側
に
側
溝
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
側
溝
は
山
か
ら
の
流
水
、

雨
水
が
流
れ
込
む
た
め
幅
約
６
ｍ
、
深
さ

70
㎝
も
あ
り
ま
し
た
。
北
側
側
溝
で
水
を

受
け
止
め
、
冠
水
な
ど
か
ら
駅
路
を
守

り
、
南
側
側
溝
は
幅
約
３
ｍ
、
深
さ
30
㎝

と
ほ
ぼ
半
分
程
度
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
道
路

を
横
断
す
る
溝
が
掘
ら
れ
、
土
を
か
ぶ
せ

た
暗
渠
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
横
断

溝
は
北
側
の
側
溝
の
水
を
南
側
溝
に
流
し

込
み
、
排
水
す
る
た
め
と
思
わ
れ
、
溝
両

側
に
柱
穴
（
杭
列
）
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

―
―
道
路
表
面
は
版
築
の
よ
う
に
突
き
固

め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
ま
た
切
通
し

は
？

七
田
氏
　
残
念
な
が
ら
、
道
路
表
面
は
後

世
の
開
墾
な
ど
で
削
り
取
ら
れ
、
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
吉
野
ヶ
里
や
近
く
の
鶴

前
田
遺
跡
の
調
査
か
ら
道
路
断
面
を
見
る

と
、
道
路
敷
部
分
を
ま
ず
皿
状
に
掘
り
く

ぼ
め
、
各
種
の
土
砂
を
積
み
上
げ
て
路
体

を
造
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模

な
道
路
工
事
が
、
計
画
的
に
同
じ
工
法
で

貫
か
れ
て
お
り
、
律
令
政
府
、
地
元
の
国

略歴
昭和27年１月生まれ、佐賀県神埼市出身。国学院大学文学部（史学
科考古学科）卒業、同52年３月佐賀県教委文化課・文化財保護主事、
61年４月から始まった吉野ヶ里遺跡発掘調査で平成20年３月まで発
掘現場責任者として発掘調査の中心的役割を果たす。同23年４月佐
賀県立博物館・美術館館長、元佐賀城本丸歴史館館長。

「
切
り
通
し
、側
溝
を
持
つ
道
路

「
切
り
通
し
、側
溝
を
持
つ
道
路

統
一
し
た
官
道
建
設
、駅
舎
、厩
も
完
備
」

統
一
し
た
官
道
建
設
、駅
舎
、厩
も
完
備
」
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庁
、
郡
衙
な
ど
の
行
政
機
関
の
強
い
指
導

で
、
統
一
さ
れ
た
道
路
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
側
溝
の
道
路
側
の
り
面
に
は
人
の
頭
ほ

ど
の
河
原
石
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、

路
肩
に
は
石
が
葺
か
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
両
側
溝
の
中
心
か
ら
道

路
幅
は
16
ｍ
も
あ
り
ま
し
た
が
６
〜
９
ｍ

と
狭
い
と
こ
ろ
も
。
切
通
し
部
分
は
北
側

側
面
し
か
調
査
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
の
り

面
は
35
度
の
勾
配
、
切
通
の
高
さ
５
ｍ
、

長
さ
15
ｍ
、
道
路
幅
は
約
４
ｍ
と
狭
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
道
路
だ
け
で
な
く
、
駅
家
、
厩
（
う

ま
や
）
な
ど
建
物
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

七
田
氏
　
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
切
通
し
の
す

ぐ
西
側
、
道
路
北
側
に
沿
っ
て
（
志
波
屋

三
の
坪
）
建
物
跡
が
六
基
、
コ
の
字
型
に

発
掘
さ
れ
、
そ
の
北
側
斜
面
に
は
庇
（
ひ

さ
し
）
付
き
の
大
規
模
な
建
物
（
最
大
で

14
・
２
ｍ
×
３
・
４
ｍ
）
が
並
び
、
中
に

は
「
厩
舎
（
う
ま
や
）」（
12
・
６
ｍ
×
３
・

４
ｍ
）
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
郡
司
の
館
や

駅
家
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
つ
ま
り
、
馬
を
使
っ
て
の
交
通
が
中

心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
轍
（
わ
だ

ち
）
な
ど
荷
車
の
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

七
田
氏
　
さ
っ
き
も
話
し
ま
し
た
よ
う

に
、
道
路
表
面
は
ほ
と
ん
ど
削
り
と
ら
れ

て
い
ま
し
た
か
ら
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
厩
舎
の
存
在
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
、
各
駅
に
馬
が
飼
育
管
理
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
し
、
人

が
歩
き
、
馬
が
物
流
を
担
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
何
よ
り
、
要
衝
の
地
の
道
路
近

く
に
郡
衙
や
駅
家
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
軍
隊
の
移
動
が
素
早
く
出
来
る
道

路
で
あ
る
こ
と
が
基
本
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

―
―
そ
れ
ら
奈
良
時
代
の
「
駅
家
」
遺
構

は
ど
ん
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
か
。

単
な
る
駅
舎
以
上
の
存
在
を
思
わ
せ
ま
す

が
。

七
田
氏
　
厩
舎
を
含
む
大
型
建
物
と
井
戸

が
掘
ら
れ
、
そ
の
周
辺
の
石
敷
き
は
道
路

際
ま
で
続
い
て
い
ま
す
か
ら
、
庭
園
風
に

し
つ
ら
え
て
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
コ
の

字
型
に
並
ぶ
建
物
は
郡
司
館
、
木
簡
な
ど

が
出
土
し
た
と
こ
ろ
は
出
納
関
係
の
建
物

な
ど
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
郡
庁
跡
の
位

置
や
構
造
な
ど
は
ま
だ
推
定
の
域
を
出
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
調
査
で
す
。

　
こ
の
官
道
は
奈
良
時
代
の
末
か
ら
、
平

安
時
代
の
初
め
に
か
け
て
、南
に
二
町（
約

１
３
０
０
ｍ
）
に
移
転
し
、
吉
野
ヶ
里
の

駅
舎
は
廃
止
さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
干
拓
な
ど
に
よ
っ
て
平
野
が
南
（
有

明
海
側
）
に
広
が
り
、
よ
り
海
岸
に
近
い

「
南
の
道
」
が
造
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
こ
こ
に
は
櫛
田
神
社
、
神
崎

の
庄
が
あ
り
、
平
家
（
平
忠
盛
）
が
有
明

海
ル
ー
ト
で
独
占
的
に
行
っ
た
中
国
（
日

宋
）
貿
易
の
基
地
港
と
し
た
こ
と
な
ど
、

中
心
施
設
が
南
へ
移
動
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
神
埼
・
三
根
地
域
は
こ
の
時
代
、

抜
き
ん
で
た
存
在
だ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ

う
。

―
―
遺
構
の
ほ
か
、
数
多
く
の
発
掘
物
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

七
田
氏
　
北
側
の
駅
路
周
辺
で
は
、
奈
良

時
代
の
木
簡
や
硯
、
土
器
に
墨
で
書
か
れ

た
も
の
、
馬
屋
、
人
足
な
ど
の
文
字
も
見

ら
れ
ま
す
。
木
簡
の
中
に
は
『
東
大
寺
文

書
』
に
見
え
る
奈
良
東
大
寺
に
出
仕
し
た

日
下
部
鳥
甘
と
い
う
人
名
も
残
っ
て
い
ま

す
。
神
埼
工
業
団
地
内
の
発
掘
で
、
掘
立

柱
建
物
跡
２
０
４
基
以
上
、
井
戸
跡
40
基

以
上
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺

の
発
掘
調
査
で
の
数
と
合
わ
せ
る
と
膨
大

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
南
側
駅
路

周
辺
の
平
安
時
代
の
も
の
で
は
中
国
製
磁

器
や
木
製
馬
鞍
、
新
羅
製
の
青
銅
器
な
ど

が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
ま
で
主
要

な
「
大
路
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

駅舎のあった馬郡竹原遺跡（佐賀県・神埼）

丘陵を切り通して造られた古代官道（佐賀県・吉野ヶ里遺跡）

肥前国府　南門鬼瓦



－ 199 －

庁
、
郡
衙
な
ど
の
行
政
機
関
の
強
い
指
導

で
、
統
一
さ
れ
た
道
路
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
側
溝
の
道
路
側
の
り
面
に
は
人
の
頭
ほ

ど
の
河
原
石
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、

路
肩
に
は
石
が
葺
か
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
両
側
溝
の
中
心
か
ら
道

路
幅
は
16
ｍ
も
あ
り
ま
し
た
が
６
〜
９
ｍ

と
狭
い
と
こ
ろ
も
。
切
通
し
部
分
は
北
側

側
面
し
か
調
査
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
の
り

面
は
35
度
の
勾
配
、
切
通
の
高
さ
５
ｍ
、

長
さ
15
ｍ
、
道
路
幅
は
約
４
ｍ
と
狭
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
道
路
だ
け
で
な
く
、
駅
家
、
厩
（
う

ま
や
）
な
ど
建
物
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

七
田
氏
　
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
切
通
し
の
す

ぐ
西
側
、
道
路
北
側
に
沿
っ
て
（
志
波
屋

三
の
坪
）
建
物
跡
が
六
基
、
コ
の
字
型
に

発
掘
さ
れ
、
そ
の
北
側
斜
面
に
は
庇
（
ひ

さ
し
）
付
き
の
大
規
模
な
建
物
（
最
大
で

14
・
２
ｍ
×
３
・
４
ｍ
）
が
並
び
、
中
に

は
「
厩
舎
（
う
ま
や
）」（
12
・
６
ｍ
×
３
・

４
ｍ
）
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
郡
司
の
館
や

駅
家
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
つ
ま
り
、
馬
を
使
っ
て
の
交
通
が
中

心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
轍
（
わ
だ

ち
）
な
ど
荷
車
の
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

七
田
氏
　
さ
っ
き
も
話
し
ま
し
た
よ
う

に
、
道
路
表
面
は
ほ
と
ん
ど
削
り
と
ら
れ

て
い
ま
し
た
か
ら
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
厩
舎
の
存
在
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
、
各
駅
に
馬
が
飼
育
管
理
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
し
、
人

が
歩
き
、
馬
が
物
流
を
担
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
何
よ
り
、
要
衝
の
地
の
道
路
近

く
に
郡
衙
や
駅
家
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
軍
隊
の
移
動
が
素
早
く
出
来
る
道

路
で
あ
る
こ
と
が
基
本
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

―
―
そ
れ
ら
奈
良
時
代
の
「
駅
家
」
遺
構

は
ど
ん
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
か
。

単
な
る
駅
舎
以
上
の
存
在
を
思
わ
せ
ま
す

が
。

七
田
氏
　
厩
舎
を
含
む
大
型
建
物
と
井
戸

が
掘
ら
れ
、
そ
の
周
辺
の
石
敷
き
は
道
路

際
ま
で
続
い
て
い
ま
す
か
ら
、
庭
園
風
に

し
つ
ら
え
て
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
コ
の

字
型
に
並
ぶ
建
物
は
郡
司
館
、
木
簡
な
ど

が
出
土
し
た
と
こ
ろ
は
出
納
関
係
の
建
物

な
ど
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
郡
庁
跡
の
位

置
や
構
造
な
ど
は
ま
だ
推
定
の
域
を
出
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
調
査
で
す
。

　
こ
の
官
道
は
奈
良
時
代
の
末
か
ら
、
平

安
時
代
の
初
め
に
か
け
て
、南
に
二
町（
約

１
３
０
０
ｍ
）
に
移
転
し
、
吉
野
ヶ
里
の

駅
舎
は
廃
止
さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
干
拓
な
ど
に
よ
っ
て
平
野
が
南
（
有

明
海
側
）
に
広
が
り
、
よ
り
海
岸
に
近
い

「
南
の
道
」
が
造
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
こ
こ
に
は
櫛
田
神
社
、
神
崎

の
庄
が
あ
り
、
平
家
（
平
忠
盛
）
が
有
明

海
ル
ー
ト
で
独
占
的
に
行
っ
た
中
国
（
日

宋
）
貿
易
の
基
地
港
と
し
た
こ
と
な
ど
、

中
心
施
設
が
南
へ
移
動
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
神
埼
・
三
根
地
域
は
こ
の
時
代
、

抜
き
ん
で
た
存
在
だ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ

う
。

―
―
遺
構
の
ほ
か
、
数
多
く
の
発
掘
物
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

七
田
氏
　
北
側
の
駅
路
周
辺
で
は
、
奈
良

時
代
の
木
簡
や
硯
、
土
器
に
墨
で
書
か
れ

た
も
の
、
馬
屋
、
人
足
な
ど
の
文
字
も
見

ら
れ
ま
す
。
木
簡
の
中
に
は
『
東
大
寺
文

書
』
に
見
え
る
奈
良
東
大
寺
に
出
仕
し
た

日
下
部
鳥
甘
と
い
う
人
名
も
残
っ
て
い
ま

す
。
神
埼
工
業
団
地
内
の
発
掘
で
、
掘
立

柱
建
物
跡
２
０
４
基
以
上
、
井
戸
跡
40
基

以
上
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺

の
発
掘
調
査
で
の
数
と
合
わ
せ
る
と
膨
大

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
南
側
駅
路

周
辺
の
平
安
時
代
の
も
の
で
は
中
国
製
磁

器
や
木
製
馬
鞍
、
新
羅
製
の
青
銅
器
な
ど

が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
ま
で
主
要

な
「
大
路
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
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ま
す
。

―
―
現
在
の
長
崎
道
・
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ
は
、

肥
前
国
府
跡
の
近
く
で
す
。
国
府
跡
は
復

元
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
規
模
は
大
宰
府
政

庁
の
ほ
ぼ
半
分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
官

道
は
こ
こ
か
ら
大
宰
府
に
繋
が
っ
て
い
た

わ
け
で
す
ね
。

七
田
氏
　
肥
前
国
府
跡
も
、
長
崎
道
建
設

に
先
だ
っ
て
、
保
存
す
る
た
め
、
昭
和
50

年
度
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
西
77
・
２
ｍ
、
南
北
１
０
４
・
５
ｍ
の

築
地
壁
で
囲
ま
れ
、
内
部
に
は
正
殿
、
脇

殿
な
ど
を
備
え
た
大
宰
府
政
庁
と
似
た
建

物
配
置
を
持
っ
て
い
ま
す
。
　
東
西
に
走

る
官
道
の
周
辺
に
は
官
衙
的
な
建
物
、
国

分
寺
、国
分
尼
寺
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 復元された肥前国府（佐賀市）

　
日
本
で
最
初
の
道
、
と
さ
れ
る
の
が

「
山
の
辺
の
道
」（
日
本
書
記
）。
近
鉄
・

天
理
駅
か
ら
、
石
上
神
社
へ
。
こ
こ
は

我
が
国
で
最
も
古
い
神
社
と
い
う
。
神

社
へ
の
途
中
、奈
良
と
桜
井
（
三
輪
山
・

大
神
神
社
）
を
結
ぶ
「
山
の
辺
の

道
」
約
35
㎞
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
あ

る
。

　
石
上
神
社
は
森
閑
と
し
た
中
に

朱
の
本
殿
が
あ
っ
た
。
天
理
教
本

部
の
大
伽
藍
を
抜
け
て
き
た
せ
い

か
、
小
ぶ
り
に
感
じ
ら
れ
る
。
国

宝
・
七
支
刀
が
納
め
ら
れ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
鳥
居
を
入

る
と
足
元
に
鶏
が
寄
っ
て
来
る
。

夜
明
け
を
告
げ
る
鳴
き
声
で
天
の

岩
戸
が
開
け
ら
れ
た
神
話
が
こ
こ

に
あ
る
。
幅
２
ｍ
ほ
ど
の
曲
が
り

く
ね
っ
た
山
道
。
森
を
抜
け
た
と

こ
ろ
の
池
で
、
網
を
す
く
っ
て
い

る
人
が
い
た
。
野
生
生
物
保
護
の

調
査
だ
と
い
う
。

　
天
理
大
学
の
考
古
学
者
・
故
金

関
恕
先
生
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
こ

の
道
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。
道
沿

い
に
は
大
古
墳
が
並
ぶ
。「
卑
弥
呼
の

墓
」
の
説
も
あ
る
箸
墓
古
墳
の
前
に
立

つ
と
、
そ
の
大
き
さ
に
、
信
じ
て
疑
わ

な
か
っ
た
邪
馬
台
国
九
州
説
が
少
し
揺

ら
い
で
き
た
。
近
く
の
纏
向
遺
跡
か
ら

は
卑
弥
呼
の
住
居
と
の
説
も
あ
る
大
き

な
建
物
も
発
掘
さ
れ
，
藤
原
京
に
匹
敵

す
る
建
物
群
の
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の
移

行
期
の
遺
構
や
古
墳
で
も
あ
る
。

　
黒
塚
古
墳
か
ら
は
、
33
面
の
三
角
縁

神
獣
鏡
も
出
て
き
た
。
振
り
返
る
と
、

近
畿
説
の
金
関
先
生
が
笑
っ
て
い
る
。

先
生
の
尊
父
は
金
関
丈
夫
九
大
教
授

（
病
理
学
）、
弥
生
人
骨
の
研

究
で
知
ら
れ
、
研
究
室
に
は

収
集
さ
れ
た
頭
蓋
骨
が
天
井

ま
で
並
ん
で
い
た
。

　
山
の
辺
の
道
を
歩
く
と
崇

神
天
皇
、
景
行
天
皇
の
御
陵
、

大
規
模
な
古
墳
が
あ
り
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
グ
ル
ー
プ
に

も
出
会
う
。
春
日
山
か
ら
三

輪
山
ま
で
の
山
辺
の
、
古
代

の
道
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
。
や
が
て
桜
井
市
・
三
輪
山
を
ご

神
体
と
す
る
大
神
神
社
に
着
く
。

　
日
本
の
曙
の
時
代
を
そ
ぞ
ろ
歩
い

た
、
山
辺
の
道
で
あ
っ
た
。

日本最古の道、山の辺の道

古
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を
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く
④
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世
界
文
化
遺
産
（
２
０
０
４
年
登

録
）・
熊
野
古
道
（
和
歌
山
県
）
は
千

年
を
超
え
る
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
九

州
風
景
街
道
の
発
足
を
記
念
し
て
募
集

し
た
短
歌
の
最
優
秀
作
品
を
思
い
出

す
。

こ
の
道
を
せ
ん
ね
ん
も
前
に
歩
い

て
た
人
も
見
た
か
も
し
れ
な
い
夕

日　
熊
野
古
道
は
、
今
、
欧
米
人
の

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
地
元

の
バ
ス
運
転
手
の
話
だ
と
「
乗
客

70
人
が
全
員
、
外
国
人
だ
っ
た
こ

と
も
し
ば
し
ば
」と
言
う
。
ま
た
、

本
宮
大
社
付
近
は
「
外
人
客
で
満

杯
。
宿
を
断
ら
れ
、
麓
の
新
宮
ま

で
下
り
て
き
た
」
と
ぼ
や
く
日
本

人
客
も
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
巡
礼

の
道
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ

ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
巡
礼
路
と
肩
を
並

べ
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

　　
平
安
時
代
、
宇
田
天
皇
が
「
熊

野
詣
で
」
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
、
白

河
天
皇
、
鳥
羽
天
皇
な
ど
が
相
次
い
で

参
拝
し
た
こ
と
か
ら
、
後
に
は
女
院
、

公
家
た
ち
も
加
わ
っ
て
参
拝
す
る
よ
う

に
な
り
一
種
の
ブ
ー
ム
化
し
た
。
京
の

都
か
ら
、
約
１
か
月
か
け
て
の
厳
し
い

徒
歩
参
詣
で
あ
っ
た
。

　
紀
州
熊
野
は
祖
霊
の
地
と
信
じ
ら

れ
、
こ
こ
に
浄
土
が
あ
る
と
人
々
は
熊

野
本
宮
へ
の
険
し
い
道
を
厭
わ
ず
歩
き

続
け
た
。
険
し
い
山
岳
の
地
で
も
で
あ

り
、山
伏
が
修
行
の
た
め
に
集
ま
っ
た
。

　
参
詣
道
は
山
越
え
、
峠
越
え
か
ら
海

岸
沿
い
の
道
ま
で
い
ろ
ん
な
ル
ー
ト
が

あ
っ
た
。
海
辺
を
歩
く
大
辺
路
も
あ
っ

た
が
、
最
も
使
わ
れ
た
の
は

「
中
辺
路
」
と
呼
ば
れ
る
和
歌

山
県
・
田
辺
〜
中
辺
路
〜
熊

野
本
宮
大
社
に
向
か
う
ル
ー

ト
。
今
も
、
一
泊
二
日
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人

気
が
高
い
。
和
歌
山
県
・
田

辺
か
ら
バ
ス
で
滝
尻
王
子
ま

で
行
き
、
そ
こ
か
ら
聖
域
、

熊
野
古
道
に
入
る
。
　
途
中
、

近
辺
の
寺
の
僧
侶
に
声
を
か

け
ら
れ
た
。「
中
辺
路
を
歩
き

通
す
な
ん
て
無
理
だ
よ
。
日

本
人
は
皆
、
長
く
と
も
一
時

間
ほ
ど
歩
い
て
帰
っ
て
ゆ
く
。

そ
う
し
な
さ
い
」

　
滝
尻
王
子
か
ら
歩
き
始
め

る
。
王
子
は
、
神
の
子
。
行

幸
の
折
は
こ
こ
で
身
を
清
め
、

神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
、

古
道
の
途
中
、
皇
太
子
来
訪
の
記
念
碑

も
あ
っ
た
。

　
近
露
王
子
、
継
桜
王
子
と
急
坂
の
上

り
下
り
を
経
て
、
三
越
峠
へ
。
木
の
門

を
く
ぐ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
九
十
九
折
り

の
下
り
急
坂
が
続
く
。
発
心
王
子
ま
で

あ
と
一
息
、
若
い
外
国
人
グ
ル
ー
プ
が

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
そ
う
に
行
く

か
と
思
え
ば
、
初
老
の
夫
婦
が
息
絶
え

絶
え
に
頑
張
っ
て
歩
を
進
め
て
い
る
。

伏
拝
王
子
ま
で
来
る
と
、
本
宮
・
大
斎

原
の
大
鳥
居
が
見
え
、
本
宮
が
近
い
。

「
山
川
千
里
を
過
ぎ
、
つ
い
に
宝
前
に

拝
し
奉
る
、
感
涙
禁
じ
難
し
」

 

（
藤
原
定
家
・
明
月
記
）

　
参
拝
客
は
、
杉
木
立
の
百
五
十
八
段

の
石
段
を
上
り
、
本
宮
に
参
拝
す
る
。

京
か
ら
一
カ
月
近
く
、
歩
き
続
け
て
、

人
々
が
祈
り
を
捧
げ
た
も
の
は
何
だ
っ

た
ろ
う
。
苦
難
の
道
を
歩
き
通
し
、
神

の
も
と
に
辿
り
着
い
た
達
成
感
、
幸
せ

感
、
退
位
し
た
天
皇
か
ら
庶
民
ま
で
、

自
分
の
人
生
の
歩
み
と
重
ね
、
感
慨
に

ふ
け
る
人
も
多
か
っ
た
ろ
う
。

熊野古道・中辺路を歩く

古
道
を
歩
く
⑤

熊野本宮大社への参道

熊野古道

本宮
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世
界
文
化
遺
産
（
２
０
０
４
年
登

録
）・
熊
野
古
道
（
和
歌
山
県
）
は
千

年
を
超
え
る
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
九

州
風
景
街
道
の
発
足
を
記
念
し
て
募
集

し
た
短
歌
の
最
優
秀
作
品
を
思
い
出

す
。

こ
の
道
を
せ
ん
ね
ん
も
前
に
歩
い

て
た
人
も
見
た
か
も
し
れ
な
い
夕

日　
熊
野
古
道
は
、
今
、
欧
米
人
の

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
地
元

の
バ
ス
運
転
手
の
話
だ
と
「
乗
客

70
人
が
全
員
、
外
国
人
だ
っ
た
こ

と
も
し
ば
し
ば
」と
言
う
。
ま
た
、

本
宮
大
社
付
近
は
「
外
人
客
で
満

杯
。
宿
を
断
ら
れ
、
麓
の
新
宮
ま

で
下
り
て
き
た
」
と
ぼ
や
く
日
本

人
客
も
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
巡
礼

の
道
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ

ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
巡
礼
路
と
肩
を
並

べ
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

　　
平
安
時
代
、
宇
田
天
皇
が
「
熊

野
詣
で
」
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
、
白

河
天
皇
、
鳥
羽
天
皇
な
ど
が
相
次
い
で

参
拝
し
た
こ
と
か
ら
、
後
に
は
女
院
、

公
家
た
ち
も
加
わ
っ
て
参
拝
す
る
よ
う

に
な
り
一
種
の
ブ
ー
ム
化
し
た
。
京
の

都
か
ら
、
約
１
か
月
か
け
て
の
厳
し
い

徒
歩
参
詣
で
あ
っ
た
。

　
紀
州
熊
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は
祖
霊
の
地
と
信
じ
ら

れ
、
こ
こ
に
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る
と
人
々
は
熊

野
本
宮
へ
の
険
し
い
道
を
厭
わ
ず
歩
き

続
け
た
。
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し
い
山
岳
の
地
で
も
で
あ

り
、山
伏
が
修
行
の
た
め
に
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ま
っ
た
。

　
参
詣
道
は
山
越
え
、
峠
越
え
か
ら
海

岸
沿
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の
道
ま
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な
ル
ー
ト
が

あ
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た
。
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辺
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辺
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も
あ
っ
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が
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は
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呼
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和
歌

山
県
・
田
辺
〜
中
辺
路
〜
熊

野
本
宮
大
社
に
向
か
う
ル
ー

ト
。
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泊
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の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人
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田
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滝
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入
る
。
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な
ん
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。
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九
州
北
部
を
横
断
す
る
長
崎
街
道
は
、

江
戸
時
代
、
国
際
色
豊
か
な
、
文
化
、
物

資
、
人
々
が
往
来
し
た
道
路
と
し
て
、
日

本
の
近
代
化
へ
太
い
動
脈
の
役
割
を
果
た

し
た
。
厳
し
い
鎖
国
政
策
が
と
ら
れ
る
中

で
、
唯
一
、
西
欧
に
開
か
れ
た
窓
・
長
崎

か
ら
小
倉
（
常
盤
橋
）
ま
で
約
２
３
０
㎞

（
五
八
里
、
二
五
宿
）、
瀬
戸
内
海
か
ら
上

方
へ
、
さ
ら
に
江
戸
へ
向
か
う
道
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
吉
田
松
陰
、
坂
本
竜
馬
な
ど

明
治
維
新
の
主
役
た
ち
が
往
来
し
、
シ
ー

ボ
ル
ト
や
ケ
ン
ペ
ル
な
ど
新
し
い
思
想
や

技
術
を
携
え
た
外
国
人
が
歩
い
た
道
で
も

あ
っ
た
。
開
通
か
ら
４
０
０
年
を
越
え
、

長
崎
街
道
は
小
倉
・
常
盤
橋
か
ら
黒
崎
〜

木
屋
瀬
宿
ま
で
日
本
風
景
街
道
に
登
録
さ

れ
、
飯
塚
、
内
野
宿
か
ら
冷
水
峠
越
え
で

山
家
、
原
田
の
筑
前
六
宿
が
あ
る
。
肥
前

道（
佐
賀
）の
街
々
に
こ
の
道
ぞ
い
に
様
々

な
和
・
洋
菓
子
を
生
み
出
し
、
名
付
け

て
「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」
な
ど
、
長
崎
街

道
が
果
た
し
た
文
化
、
経
済
、
社
会
的
な

役
割
の
顕
彰
が
様
々
な
形
で
行
わ
れ
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
も
多
い
。
長
崎

街
道
は
蘇
り
つ
つ
あ
る
。

　
長
崎
街
道
は
官
道
「
西
海
道
」
や
各
地

の
道
を
繋
ぐ
形
で
、
江
戸
時
代
、
幕
府
と

黒
田
藩
、
佐
賀
鍋
島
藩
な
ど
五
藩
に
よ
っ

て
造
ら
れ
、
長
崎
港
へ
の
最
短
ル
ー
ト
の

街
道
だ
っ
た
。

　
現
在
の
国
道
34
号
で
長
崎
市
か
ら
出

発
、
佐
賀
県
・
鳥
栖
へ
、
国
道
３
号
で
福

岡
県
・
原
田
（
筑
紫
野
市
）、
こ
こ
か
ら

難
所
・
冷
水
峠
越
え
（
国
道
２
０
０
号
）

で
飯
塚
市
内
野
に
入
り
、遠
賀
川
沿
い
を
、

木
屋
瀬
へ
下
り
、
北
九
州
市
・
黒
崎
か
ら

小
倉
・
常
盤
橋
に
至
る
。

　
徳
川
幕
府
は
東
海
道
な
ど
「
五
街
道
」

の
ほ
か
、主
要
地
方
道
と
し
て
「
脇
街
道
」

を
整
備
し
た
が
、
長
崎
街
道
は
わ
が
国
唯

一
の
外
国
交
易
港
・
長
崎
に
通
ず
る
主
要

な
脇
街
道
だ
っ
た
。
九
州
内
に
は
薩
摩
街

道
、
豊
後
街
道
、
唐
津
街
道
、
中
津
街
道

第
３
節
①

　
長
崎
街
道
を
行
く

 

江
戸
期
の｢
国
際
道
路｣

、
日
本
近
代
化
へ
の
動
脈

 

開
通
４
〇
〇
年
、
象
も
、
竜
馬
も
松
陰
も
歩
い
た

 

母
里
太
兵
衛
ら
が
冷
水
峠
を
開
削
・
筑
前
六
宿

オランダ商館が建てられたのは寛永18年（1641）。
平戸から、出島に移転の命令が幕府から出され、シーボ
ルトが“わが牢獄”と呼んだように、出入は厳重に取り
締まられた。

ラザホード・オールコックが描いた冷水峠の首なし地蔵。
彼は初代英国駐日公使、総領事。

冷水峠の首なし地蔵。通りかがりの悪人に冷水峠の首なし地蔵。通りかがりの悪人に冷水峠の首なし地蔵。通りかがりの悪人に
首を切られたエピソードが語り継がれている。首を切られたエピソードが語り継がれている。
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な
ど
数
多
い
が
、
そ
の
中
で
も
長
崎
街
道

は
「
国
際
道
路
」
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。

冷
水
峠
の
開
削
で
開
通

　
長
崎
街
道
は
、
長
崎
Ｉ
Ｃ
〜
鳥
栖
Ｊ
Ｃ

Ｔ
を
結
ぶ
長
崎
道
（
九
州
横
断
道
）
や
古

く
律
令
時
代
の
官
道
と
佐
賀
大
和
か
ら
ほ

ぼ
並
行
し
て
走
る
。
長
崎
街
道
は
鳥
栖
ま

で
古
代
官
道
ル
ー
ト
を
継
承
し
て
い
る
。

太
宰
府
の
西
・
原
田
か
ら
、
福
岡
城
下
を

避
け
て
山
家
宿
を
北
東
へ
、
険
し
い
冷
水

峠
越
え
で
内
野
、
飯
塚
の
宿
、
さ
ら
に
木

屋
瀬
へ
と
筑
前
六
宿
の
行
程
と
な
る
。
山

家
の
宿
跡
は
現
在
で
も
石
垣
の
「
構
口
」

な
ど
の
遺
構
が
残
る
。
山
家
は
薩
摩
街
道

や
天
領
・
日
田
か
ら
の
日
田
街
道
と
長
崎

街
道
と
の
合
流
点

で
あ
り
、
黒
田
藩

主
が
こ
こ
の
御
茶

屋
で
通
過
す
る
藩

主
や
長
崎
奉
行
と

「
御
出
会
」
す
る
の

場
所
で
も
あ
っ
た
。

　
冷
水
峠
の
道
路

開
削
が
実
質
的
な

長
崎
街
道
の
開
通

で
、
慶
長
一
六
〜

一
七
年
（
１
６
１
１

〜
12
）
峠
の
東
西

に
内
野
宿
と
山
家

宿
が
造
ら
れ
た
こ

と
が
古
文
書
（
筑

前
国
続
風
土
記
な

ど
）
に
見
え
る
。

山
家
側
か
ら
の
道
路
建
設
を
指
揮
し
た
の

は
、
黒
田
二
四
騎
に
数
え
ら
れ
る
桐
山
丹

波
守
孫
兵
衛
で
、
初
代
の
山
家
宿
代
官
を

務
め
た
。
山
家
宿
の
構
口
、
代
官
屋
敷
跡

に
は
恵
比
寿
石
神
が
あ
り
、
古
木
が
茂
っ

て
い
る
。
西
隣
は
長
屋
門
を
持
つ
庄
屋
の

役
宅
跡
で
、
こ
こ
で
参
勤
交
代
の
人
馬
の

用
意
な
ど
を
司
っ
た
。

　
飯
塚
・
内
野
側
か
ら
の
開
削
は
、「
酒

は
飲
め
飲
め
」
と
黒
田
節
に
歌
わ
れ
る
、

日
本
一
の
槍
を
飲
み
取
っ
た
剛
毅
の
武

将
・
母
里
太
兵
衛
が
担
当
、
そ
の
後
を
内

野
太
郎
左
衛
門
が
引
き
継
ぎ
、
開
削
工
事

に
あ
た
っ
た
。

山
家
の
宿
か
ら
峠
越
え

　
長
崎
街
道
一
の
難
所
と
さ
れ
た
冷
水

峠
。
峠
越
え

の
無
事
を
旅

人
達
は
筑
紫

神
社
（
筑
紫

野
市
）で
祈
っ

た
。
筑
前
、

筑
後
、
肥
前

の
三
国
境
界

に
鎮
座
し
、

鳥
居
の
下
に

は
「
原
田
の

追
分
石
」
が

あ
る
。
長
崎

街
道
と
太
宰

府
、
福
岡
城
下
へ
の
分
か
れ
道
だ
っ
た
。

原
田
の
宿
は
三
國
坂
の
麓
に
あ
り
、
峠
に

は
三
國
境
石
が
、
ま
た
、
筑
前
と
肥
前
の

二
本
の
国
境
石
が
背
中
合
わ
せ
に
立
っ
て

い
る
。
三
國
坂
に
は
「
荒
ぶ
る
神
」
が
い

て
、
旅
人
を
悩
ま
せ
た
が
、
筑
紫
神
社
に

鎮
ま
り
、
道
中
の
安
全
を
守
る
神
と
な
っ

た
、
と
い
う
。
三
國
坂
は
、
今
で
は
、
並

行
し
て
走
る
鉄
道
（
鹿
児
島
本
線
）
と
道

路
（
国
道
３
号
）
の
建
設
で
平
坦
に
な
っ 「長崎街道、ここから始まる」と石碑にある。

小倉（常盤橋）まで約228㎞57里。

明治まで日見峠越えは厳しい山道の登り下りだったが
深い切り通しで旅人は、大いに助かった。（長崎市）

高橋。佐賀城下に入る橋。敵の侵入を防ぐため、
カギ形の橋となっている。

筑
前
六
宿
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、
福
岡
城
下
を

避
け
て
山
家
宿
を
北
東
へ
、
険
し
い
冷
水

峠
越
え
で
内
野
、
飯
塚
の
宿
、
さ
ら
に
木

屋
瀬
へ
と
筑
前
六
宿
の
行
程
と
な
る
。
山

家
の
宿
跡
は
現
在
で
も
石
垣
の
「
構
口
」

な
ど
の
遺
構
が
残
る
。
山
家
は
薩
摩
街
道

や
天
領
・
日
田
か
ら
の
日
田
街
道
と
長
崎

街
道
と
の
合
流
点

で
あ
り
、
黒
田
藩

主
が
こ
こ
の
御
茶

屋
で
通
過
す
る
藩

主
や
長
崎
奉
行
と

「
御
出
会
」
す
る
の

場
所
で
も
あ
っ
た
。

　
冷
水
峠
の
道
路

開
削
が
実
質
的
な

長
崎
街
道
の
開
通

で
、
慶
長
一
六
〜

一
七
年
（
１
６
１
１

〜
12
）
峠
の
東
西

に
内
野
宿
と
山
家

宿
が
造
ら
れ
た
こ

と
が
古
文
書
（
筑

前
国
続
風
土
記
な

ど
）
に
見
え
る
。

山
家
側
か
ら
の
道
路
建
設
を
指
揮
し
た
の

は
、
黒
田
二
四
騎
に
数
え
ら
れ
る
桐
山
丹

波
守
孫
兵
衛
で
、
初
代
の
山
家
宿
代
官
を

務
め
た
。
山
家
宿
の
構
口
、
代
官
屋
敷
跡

に
は
恵
比
寿
石
神
が
あ
り
、
古
木
が
茂
っ

て
い
る
。
西
隣
は
長
屋
門
を
持
つ
庄
屋
の

役
宅
跡
で
、
こ
こ
で
参
勤
交
代
の
人
馬
の

用
意
な
ど
を
司
っ
た
。

　
飯
塚
・
内
野
側
か
ら
の
開
削
は
、「
酒

は
飲
め
飲
め
」
と
黒
田
節
に
歌
わ
れ
る
、

日
本
一
の
槍
を
飲
み
取
っ
た
剛
毅
の
武

将
・
母
里
太
兵
衛
が
担
当
、
そ
の
後
を
内

野
太
郎
左
衛
門
が
引
き
継
ぎ
、
開
削
工
事

に
あ
た
っ
た
。

山
家
の
宿
か
ら
峠
越
え

　
長
崎
街
道
一
の
難
所
と
さ
れ
た
冷
水

峠
。
峠
越
え

の
無
事
を
旅

人
達
は
筑
紫

神
社
（
筑
紫

野
市
）で
祈
っ

た
。
筑
前
、

筑
後
、
肥
前

の
三
国
境
界

に
鎮
座
し
、

鳥
居
の
下
に

は
「
原
田
の

追
分
石
」
が

あ
る
。
長
崎

街
道
と
太
宰

府
、
福
岡
城
下
へ
の
分
か
れ
道
だ
っ
た
。

原
田
の
宿
は
三
國
坂
の
麓
に
あ
り
、
峠
に

は
三
國
境
石
が
、
ま
た
、
筑
前
と
肥
前
の

二
本
の
国
境
石
が
背
中
合
わ
せ
に
立
っ
て

い
る
。
三
國
坂
に
は
「
荒
ぶ
る
神
」
が
い

て
、
旅
人
を
悩
ま
せ
た
が
、
筑
紫
神
社
に

鎮
ま
り
、
道
中
の
安
全
を
守
る
神
と
な
っ

た
、
と
い
う
。
三
國
坂
は
、
今
で
は
、
並

行
し
て
走
る
鉄
道
（
鹿
児
島
本
線
）
と
道

路
（
国
道
３
号
）
の
建
設
で
平
坦
に
な
っ 「長崎街道、ここから始まる」と石碑にある。

小倉（常盤橋）まで約228㎞57里。

明治まで日見峠越えは厳しい山道の登り下りだったが
深い切り通しで旅人は、大いに助かった。（長崎市）

高橋。佐賀城下に入る橋。敵の侵入を防ぐため、
カギ形の橋となっている。

筑
前
六
宿
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て
、
峠
の
面
影
は
な
い
。
九
州
の
南
北
、

東
西
を
結
ぶ
列
車
や
車
が
忙
し
く
走
り
抜

け
る
。

　
筑
紫
神
社
前
の
街
道
は
、
門
前
町
と
宿

場
街
が
重
な
っ
て
、
店
と
旅
籠
が
軒
を
並

べ
、
に
ぎ
わ
っ
た
。
旅
人
は
冷
水
峠
越
え

に
備
え
て
、
店
の
縁
台
に
腰
を
下
ろ
し
て

「
名
物
・
は
ら
ふ
く
餅
」
を
た
ら
ふ
く
食

べ
腹
ご
し
ら
え
、
峠
へ
出
発
し
た
。
原
田

の
宿
か
ら
、
長
崎
街
道
は
鉄
道(

筑
豊
本

線)

と
共
に
冷
水
峠
の
麓
、
山
家
の
宿
に

向
か
う
。

　
冷
水
峠
は
現
在
、
峠
越
え
の
国
道

２
０
０
号
と
ト
ン
ネ
ル
で
抜
け
る
冷
水
道

路
が
峠
の
上
下
を
通
過
し
て
い
る
。
ト
ン

ネ
ル
で
一
気
に
山
家
（
筑
紫
野
市
）
か
ら

内
野
（
飯
塚
市
）
に
抜
け
る
冷
水
道
路
は

有
料
道
路
か
ら
無
料
に
な
っ
て
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
走
り
、

現
在
も
交
通
の
要
衝
だ
。

草
鞋
に
履
き
替
え
て

　
長
崎
街
道
は
冷
水
峠
の
頂
上
付
近
で
国

道
２
０
０
号
と
分
か
れ
、
谷
を
挟
ん
で
さ

ら
に
高
い
向
か
い
の
山
道
を
辿
る
。
樹
林

が
覆
う
細
い
山
道
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
「
よ

じ
登
る
」
と
嘆
い
た
急
坂
の
上
り
下
り
、

苔
む
し
た
石
畳
が
長
く
続
き
、
一
里
塚
も

残
っ
て
い
る
。西
の
箱
根
越
え
と
呼
ば
れ
、

峠
の
茶
屋
も
あ
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
革

製
の
靴
だ
っ
た
が
、
滑
り
や
す
く
「
わ
ら

じ
」
に
履
き
替
え
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
、

と
い
う
。

　
旅
人
は
「
山
籠
」
を
使
っ
た
が
、
急
坂

に
な
る
と
籠
を
降
り
て
、
歩
く
か
、
馬
の

背
に
揺
ら
れ
の
、
峠
越
え
だ
っ
た
。

　
途
中
に
「
首
無
し
地
蔵
」
が
あ
る
。
英

国
初
代
公
使
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
こ
の
あ

た
り
で
一
休
み
す
る
旅
人
の
ス
ケ
ッ
チ
を

残
し
て
い
る
（「
大
君
の
都
」）。
峠
の
名

の
通
り
、
冷
た
い
谷
水
が
岩
間
を
白
く
流

れ
落
ち
、
木
々
の
間
か
ら
木
漏
れ
陽
が
差

し
込
む
。
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
そ
の
景
観
に

感
動
し
て
、
一
休
み
の
間
、
筆
を
と
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
た
ど
り
着
い
た
内
野
宿
場
に
は
、
現
在

も
脇
本
陣
の
長
崎
屋
な
ど
白
壁
の
家
並
み

が
残
る
。
長
崎
屋
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
も
泊

ま
っ
た
と
い
う
。「
内
野
は
寂
寥
の
山
駅

に
し
て
、
海
遠
く
、
山
深
く
」
と
吉
田
松

陰
は
「
西
遊
日
記
」
に
書
き
残
し
て
い
る
。

国
道
か
ら
離
れ
た
た
め
か
、
現
在
も
、
宿

場
町
の
街
並
み
が
良
く
残
り
、
長
崎
屋
と

同
じ
脇
本
陣
の
薩
摩
屋
の
ほ
か
、小
倉
屋
、

博
多
屋
な
ど
の
宿
場
町
ら
し
い
屋
号
が
並

び
、
参
勤
交
代
の
藩
主
が
泊
ま
っ
た
「
御

茶
屋
」
跡
に
は
、
高
さ
30
ｍ
を
越
え
る
大

銀
杏
が
そ
び
え
て
い
る
。
宿
場
の
散
策
や

長崎街道・原田宿（筑紫野市）ここから山家―冷水峠に向かう

ひのはしら一里塚　長崎街道で唯一残っている。
（佐賀県神崎）

長崎街道　山家・御茶屋跡（筑紫野市）

内野宿（飯塚市）は日本一の槍を飲み取った母里但馬が建設した。
写真の小倉屋は両替商で、200年前の建物という。本陣、脇本陣もあ
り、参勤交代の宿場も残っている。

高橋（長崎街道・佐賀市）
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冷
水
街
道
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

　
長
崎
街
道
に
は
冷
水
峠
の
ほ
か
、
長
崎

の
街
を
出
る
と
日
見
峠
、諫
早
の
鈴
田
峠
、

大
村
か
ら
佐
賀
・
嬉
野
に
入
る
俵
坂
、
さ

ら
に
原
田
宿
西
側
に
三
國
坂
の
峠
が
あ
っ

た
。
長
崎
の
日
見
峠
は
峠
の
頂
上
を
切
通

し
し
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
は
九
十
九
折

り
の
険
し
い
山
道
を
登
り
、
こ
の
峠
で
江

戸
か
ら
の
旅
人
は
長
﨑
到
着
を
喜
び
、
ま

た
長
崎
を
旅
立
つ
人
は
こ
の
峠
で
別
れ
を

惜
し
ん
だ
。現
在
で
も
日
見
ト
ン
ネ
ル（
旧

国
道
34
号
）
入
り
口
横
か
ら
、
街
道
の
登

り
口
が
残
っ
て
い
る
。
細
い
山
道
で
、
大

正
15
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
６
４
０
ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
が
掘
削
さ
れ
た
。

　
峠
越
え
か
ら
、
切
通
し
、
さ
ら
に
ト
ン

ネ
ル
へ
。
峠
越
え
は
、
時
代
と
土
木
技
術

の
進
化
と
共
に
次
第
に
高
度
を
下
げ
て
行

く
。
ト
ン
ネ
ル
を
短
く
す
る
た
め
に
は
、

坑
口
の
位
置
を
高
く
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
高

速
を
維
持
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
平
坦

に
、
峠
の
麓
か
ら
掘
削
さ
れ
て
行
く
。

　
日
見
峠
は
そ
れ
と
は
逆
だ
。
峠
を
橘
湾

沿
い
の
東
長
崎
側
か
ら
見
上
げ
る
と
、
峠

を
く
ね
く
ね
し
た
坂
道
を
這
う
よ
う
に
登

る
長
﨑
街
道
、
そ
の
上
の
山
腹
を
国
道
34

号
、
日
見
バ
イ
パ
ス
、
尾
根
近
く
を
白
い

線
を
引
い
た
よ
う
に
長
崎
道
が
走
り
、
斜

張
橋
・
日
見
夢
大
橋
の
主
塔
が
そ
び
え
て

い
る
。
長
崎
大
水
害
（
昭
和
54
年
）
の
よ

う
な
大
災
害
を
幾
度
も
越
え
て
、
街
道
か

ら
高
速
道
路
へ
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
峠

越
え
の
道
路
発
達
史
が
一
望
で
き
る
。

　
享
保
14
年
（
１
７
２
９
）
に
は
、
日
見

峠
を
象
が
越
え
て
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
王
か
ら
将
軍
吉
宗
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
街
道
沿
い
は
黒
山
の
人
だ
か
り

だ
っ
た
、と
い
う
。
大
食
漢
の
象
の
餌
は
、

ま
ん
じ
ゅ
う
50
個
、
ダ
イ
ダ
イ
50
個
、
コ

メ
８
升
な
ど
な
ど
、
各
宿
場
と
も
「
象
様

の
お
通
り
」
に
は
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

　
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
、
長
崎
奉
行
な

ど
の
幕
府
の
役
人
、
坂
本
竜
馬
ら
幕
末
の

志
士
た
ち
、
長
崎
街
道
の
旅
人
は
、
い
か

め
し
く
、
華
や
か
な
大
名
行
列
、
ま
た
外

国
の
思
想
、
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す

る
志
を
胸
に
長
崎
に
急
ぐ
人
と
多
彩
だ
っ

た
。
沿
道
の
人
々
は
「
お
も
て
な
し
の
気

持
ち
」
に
あ
ふ
れ
、シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
は
、

冷
水
峠
で
地
元
の
人
が

用
意
し
た
雉
の
肉
や
卵

を
使
っ
た
御
馳
走
に
舌

鼓
み
を
打
ち
「
お
い
し

か
っ
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

起
点
で
あ
り
終
点
の
常
盤
橋

　
内
野
宿
か
ら
は
飯
塚
宿
〜
木
屋
瀬
と
遠

賀
川
沿
い
を
進
む
。
峠
越
え
の
多
か
っ
た

長
崎
街
道
も
、
こ
こ
か
ら
は
平
坦
で
、
街

道
唄
も
「
碁
盤
の
表
、
駒
を
早
め
て
黒
埼

へ
」
と
唄
う
。
木
屋
瀬
宿
は
構
口
が
南
北

に
置
か
れ
、
厳
重
な
監
視
が
行
わ
れ
た
。

唐
津
街
道
と
の
分
岐
点
（
追
分
）
で
遠
賀

川
を
渡
し
船
で
渡
り
、
福
岡
・
唐
津
か
ら

の
合
流
点
で
、
旅
籠
も
軒
を
並
べ
、
に
ぎ

わ
っ
た
。

　
小
倉
へ
の
最
後
の
宿
場
が
「
黒
崎
宿
」

で
、
黒
田
長
政
が
黒
崎
城
を
築
い
た
が
、

一
国
一
城
令
で
廃
城
に
な
っ
た
。
そ
の
近

く
に
構
口
が
あ
り
、
現
在
で
は
Ｊ
Ｒ
黒
崎

駅
か
ら
の「
ふ
れ
あ
い
通
り
」と
交
差
点
に
、

構
口
の
表
示
と
説
明
板
が
立
っ
て
い
る
。

　
黒
崎
宿
は
福
岡
藩
と
小
倉
藩
の
藩
境
に

あ
り
、
黒
田
藩
で
は
上
方
へ
の
船
の
発
着

所
と
し
て
使
い
、
人
、
モ
ノ
の
盛
ん
な
交

易
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
っ
た
。
一
方
、
長

崎
に
向
か
う
人
の
場
合
、
関
門
海
峡
を
最

短
距
離
で
大
里
（
門
司
）
に
渡
り
、
常
盤

橋
ま
で
の
大
里
往
還
を
使
っ
て
長
崎
街
道

に
入
っ
た
。
吉
田
松
陰
な
ど
も
長
崎
に
向

か
う
場
合
、
大
里
か
ら
九
州
入
り
し
て
お

り
、長
崎
街
道
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
た
。

逆
に
、
海
外
貿
易
の
拠
点
と
な
っ
た
長
崎

に
陸
揚
げ
さ
れ
た
生
糸
な
ど
輸
入
品
は
、

黒
崎
、小
倉
ま
で
長
崎
街
道
を
陸
送
さ
れ
、

上
方
・
江
戸
へ
船
積
み
さ
れ
た
。

　
徳
川
幕
府
は
北
九
州
・
小
倉
を
要
衝
の

地
と
し
、
細
川
、
小
笠
原
な
ど
親
藩
を
封

じ
た
。
西
国
大
名
の
東
上
を
阻
止
す
る
た

め
で
あ
る
。
紫
川
の
河
口
付
近
に
、
復
元

さ
れ
た
木
橋
の
常
盤
橋
が
あ
る
。
長
崎
街

道
を
は
じ
め
中
津
街
道
、
門
司
往
還
な
ど

の
出
発
点
で
、
西
へ
、
長
崎
街
道
は
始
ま

る
。
常
盤
端
は
、
長
崎
街
道
の
起
点
で
あ

り
、
終
点
で
も
あ
っ
た
。

　
古
図
に
は
常
盤
橋
の
河
口
に
は
、
忙
し

く
荷
の
積
み
卸
し
す
る
沖
中
氏
た
ち
、
沖

に
は
何
隻
も
の
帆
掛
け
船
が
船
出
を
待
っ

て
い
る
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
常
盤
橋

か
ら
は
、
今
で
も
旧
道
を
思
わ
せ
る
狭
い

商
店
街
を
通
り
、
小
倉
城
の
北
側
を
西
に

下
っ
て
行
く
。

唐津街道と合流地点・木屋瀬宿の街並み

小倉常盤橋―長崎街道の起点であり終点だった

象
も
ラ
ク
ダ
も
歩
い
た
街
道

象
も
ラ
ク
ダ
も
歩
い
た
街
道
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冷
水
街
道
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

　
長
崎
街
道
に
は
冷
水
峠
の
ほ
か
、
長
崎

の
街
を
出
る
と
日
見
峠
、諫
早
の
鈴
田
峠
、

大
村
か
ら
佐
賀
・
嬉
野
に
入
る
俵
坂
、
さ

ら
に
原
田
宿
西
側
に
三
國
坂
の
峠
が
あ
っ

た
。
長
崎
の
日
見
峠
は
峠
の
頂
上
を
切
通

し
し
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
は
九
十
九
折

り
の
険
し
い
山
道
を
登
り
、
こ
の
峠
で
江

戸
か
ら
の
旅
人
は
長
﨑
到
着
を
喜
び
、
ま

た
長
崎
を
旅
立
つ
人
は
こ
の
峠
で
別
れ
を

惜
し
ん
だ
。現
在
で
も
日
見
ト
ン
ネ
ル（
旧

国
道
34
号
）
入
り
口
横
か
ら
、
街
道
の
登

り
口
が
残
っ
て
い
る
。
細
い
山
道
で
、
大

正
15
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
６
４
０
ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
が
掘
削
さ
れ
た
。

　
峠
越
え
か
ら
、
切
通
し
、
さ
ら
に
ト
ン

ネ
ル
へ
。
峠
越
え
は
、
時
代
と
土
木
技
術

の
進
化
と
共
に
次
第
に
高
度
を
下
げ
て
行

く
。
ト
ン
ネ
ル
を
短
く
す
る
た
め
に
は
、

坑
口
の
位
置
を
高
く
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
高

速
を
維
持
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
平
坦

に
、
峠
の
麓
か
ら
掘
削
さ
れ
て
行
く
。

　
日
見
峠
は
そ
れ
と
は
逆
だ
。
峠
を
橘
湾

沿
い
の
東
長
崎
側
か
ら
見
上
げ
る
と
、
峠

を
く
ね
く
ね
し
た
坂
道
を
這
う
よ
う
に
登

る
長
﨑
街
道
、
そ
の
上
の
山
腹
を
国
道
34

号
、
日
見
バ
イ
パ
ス
、
尾
根
近
く
を
白
い

線
を
引
い
た
よ
う
に
長
崎
道
が
走
り
、
斜

張
橋
・
日
見
夢
大
橋
の
主
塔
が
そ
び
え
て

い
る
。
長
崎
大
水
害
（
昭
和
54
年
）
の
よ

う
な
大
災
害
を
幾
度
も
越
え
て
、
街
道
か

ら
高
速
道
路
へ
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
峠

越
え
の
道
路
発
達
史
が
一
望
で
き
る
。

　
享
保
14
年
（
１
７
２
９
）
に
は
、
日
見

峠
を
象
が
越
え
て
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
王
か
ら
将
軍
吉
宗
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
街
道
沿
い
は
黒
山
の
人
だ
か
り

だ
っ
た
、と
い
う
。
大
食
漢
の
象
の
餌
は
、

ま
ん
じ
ゅ
う
50
個
、
ダ
イ
ダ
イ
50
個
、
コ

メ
８
升
な
ど
な
ど
、
各
宿
場
と
も
「
象
様

の
お
通
り
」
に
は
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

　
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
、
長
崎
奉
行
な

ど
の
幕
府
の
役
人
、
坂
本
竜
馬
ら
幕
末
の

志
士
た
ち
、
長
崎
街
道
の
旅
人
は
、
い
か

め
し
く
、
華
や
か
な
大
名
行
列
、
ま
た
外

国
の
思
想
、
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す

る
志
を
胸
に
長
崎
に
急
ぐ
人
と
多
彩
だ
っ

た
。
沿
道
の
人
々
は
「
お
も
て
な
し
の
気

持
ち
」
に
あ
ふ
れ
、シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
は
、

冷
水
峠
で
地
元
の
人
が

用
意
し
た
雉
の
肉
や
卵

を
使
っ
た
御
馳
走
に
舌

鼓
み
を
打
ち
「
お
い
し

か
っ
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

起
点
で
あ
り
終
点
の
常
盤
橋

　
内
野
宿
か
ら
は
飯
塚
宿
〜
木
屋
瀬
と
遠

賀
川
沿
い
を
進
む
。
峠
越
え
の
多
か
っ
た

長
崎
街
道
も
、
こ
こ
か
ら
は
平
坦
で
、
街

道
唄
も
「
碁
盤
の
表
、
駒
を
早
め
て
黒
埼

へ
」
と
唄
う
。
木
屋
瀬
宿
は
構
口
が
南
北

に
置
か
れ
、
厳
重
な
監
視
が
行
わ
れ
た
。

唐
津
街
道
と
の
分
岐
点
（
追
分
）
で
遠
賀

川
を
渡
し
船
で
渡
り
、
福
岡
・
唐
津
か
ら

の
合
流
点
で
、
旅
籠
も
軒
を
並
べ
、
に
ぎ

わ
っ
た
。

　
小
倉
へ
の
最
後
の
宿
場
が
「
黒
崎
宿
」

で
、
黒
田
長
政
が
黒
崎
城
を
築
い
た
が
、

一
国
一
城
令
で
廃
城
に
な
っ
た
。
そ
の
近

く
に
構
口
が
あ
り
、
現
在
で
は
Ｊ
Ｒ
黒
崎

駅
か
ら
の「
ふ
れ
あ
い
通
り
」と
交
差
点
に
、

構
口
の
表
示
と
説
明
板
が
立
っ
て
い
る
。

　
黒
崎
宿
は
福
岡
藩
と
小
倉
藩
の
藩
境
に

あ
り
、
黒
田
藩
で
は
上
方
へ
の
船
の
発
着

所
と
し
て
使
い
、
人
、
モ
ノ
の
盛
ん
な
交

易
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
っ
た
。
一
方
、
長

崎
に
向
か
う
人
の
場
合
、
関
門
海
峡
を
最

短
距
離
で
大
里
（
門
司
）
に
渡
り
、
常
盤

橋
ま
で
の
大
里
往
還
を
使
っ
て
長
崎
街
道

に
入
っ
た
。
吉
田
松
陰
な
ど
も
長
崎
に
向

か
う
場
合
、
大
里
か
ら
九
州
入
り
し
て
お

り
、長
崎
街
道
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
た
。

逆
に
、
海
外
貿
易
の
拠
点
と
な
っ
た
長
崎

に
陸
揚
げ
さ
れ
た
生
糸
な
ど
輸
入
品
は
、

黒
崎
、小
倉
ま
で
長
崎
街
道
を
陸
送
さ
れ
、

上
方
・
江
戸
へ
船
積
み
さ
れ
た
。

　
徳
川
幕
府
は
北
九
州
・
小
倉
を
要
衝
の

地
と
し
、
細
川
、
小
笠
原
な
ど
親
藩
を
封

じ
た
。
西
国
大
名
の
東
上
を
阻
止
す
る
た

め
で
あ
る
。
紫
川
の
河
口
付
近
に
、
復
元

さ
れ
た
木
橋
の
常
盤
橋
が
あ
る
。
長
崎
街

道
を
は
じ
め
中
津
街
道
、
門
司
往
還
な
ど

の
出
発
点
で
、
西
へ
、
長
崎
街
道
は
始
ま

る
。
常
盤
端
は
、
長
崎
街
道
の
起
点
で
あ

り
、
終
点
で
も
あ
っ
た
。

　
古
図
に
は
常
盤
橋
の
河
口
に
は
、
忙
し

く
荷
の
積
み
卸
し
す
る
沖
中
氏
た
ち
、
沖

に
は
何
隻
も
の
帆
掛
け
船
が
船
出
を
待
っ

て
い
る
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
常
盤
橋

か
ら
は
、
今
で
も
旧
道
を
思
わ
せ
る
狭
い

商
店
街
を
通
り
、
小
倉
城
の
北
側
を
西
に

下
っ
て
行
く
。

唐津街道と合流地点・木屋瀬宿の街並み

小倉常盤橋―長崎街道の起点であり終点だった

象
も
ラ
ク
ダ
も
歩
い
た
街
道

象
も
ラ
ク
ダ
も
歩
い
た
街
道
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シ
ー
ボ
ル
ト
も
伊
能
忠
敬
も

　
長
﨑
街
道
57
里
、
２
２
８
㎞
を
歩
き
通

し
て
常
盤
橋
に
到
着
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト

は
、こ
の
橋
の
上
で
コ
ン
パ
ス
測
量
を
し
、

「
こ
こ
か
ら
海
峡
を
望
み
、
広
々
し
た
風

景
」
を
楽
し
ん
で
、
銅
版
画
も
残
し
て
い

る
。
常
盤
橋
は
長
﨑
街
道
ほ
か
、
南
へ
中

津
街
道
、
西
へ
唐
津
街
道
・
秋
月
街
道
、

東
へ
門
司
往
還
の
結
節
点
で
あ
り
、
小
倉

は
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　
常
盤
橋
付
近
の
河
口
は
港
で
、

上
方
へ
の
海
の
玄
関
口
で
も
あ

り
下
関
、
瀬
戸
内
へ
の
海
路
を

帆
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
往
来
す
る
船
舶
で
賑

わ
っ
た
。
ま
た
紫
川
に
架
け
ら
れ
た
常
盤

橋
は
小
倉
藩
城
下
町
に
と
っ
て
武
家
屋
敷

（
西
曲
輪
）
と
商
人
町
（
東
曲
輪
）
と
を

繋
ぐ
「
架
け
橋
」、
暮
ら
し
の
上
か
ら
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　
東
側
の
橋
の
た
も
と
に
は
「
伊
能
忠

敬
測
量
２
０
０
年
記
念
碑
」
が
あ
る
。

１
８
０
０
年
（
寛
政
12
年
）、
忠
敬
が
日

本
全
測
量
の
為
、
江
戸
を
旅
立
っ
て
、

２
０
０
年
（
２
０
０
１
年
９
月
）
を
記
念

し
て
そ
の
業
績
を
讃
え
る
と
同
時
に
、
こ

の
橋
か
ら
九
州
・
西
海
道
の
測
量
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
測
量
開
始
か
ら
10
年
、

既
に
64
歳
と
な
っ
て
い
た
が
、
２
度
の
九

小
倉
は
九
州
の
玄
関
で
あ
っ
た
。
「
こ
こ
は
九
州
の
咽
喉

な
り
。
川
口
に
番
所
あ
り
て
出
入
船
の
人
数
切
手
を
改

む
。
川
を
入
り
て
一
町
ば
か
り
行
け
ば
橋
あ
り
」

（
「
享
和
二
年
、
筑
紫
紀
行
」
）

常盤橋は長崎街道の起点、終点でありここから、上方への船の常盤橋は長崎街道の起点、終点でありここから、上方への船の
出入が多かった。中津街道などの起点でもあり、現在でいう
ターミナル、交通結節点の役割を果たした。

　
長
崎
街
道
、
長
崎
港
と
言
え
ば
、
オ

ラ
ン
ダ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
に
来
航
、「
出
島
」
を
窓
口
に

西
洋
の
新
文
化
技
術
も
た
ら
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
唐
人
―
中
国

の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
く
、
オ
ラ
ン
ダ

貿
易
・
取
引
量
の
ほ
ぼ
２
倍
に
達
し
、

来
航
も
多
く
、１
万
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。

　
膨
れ
た
唐
人
の
来
航
と
貿
易
量
を
さ

ば
く
た
め
、出
島
の
南
を
埋
め
立
て「
宿

町
」が
出
来
た（
１
７
０
２
年
）。

唐
船
が
運
ん
で
き
た
貨
物
の
倉

庫
群(

土
蔵
12
棟)

は
、
出
島

同
様
、
築
地(

埋
立
地)

で
土

塀
に
囲
ま
れ
、
番
所
と
出
入
り

の
門
を
備
え
て
い
た
。
幕
末
に

は
、
地
続
き
に
な
っ
て
い
る
。

　
唐
人
貿
易
は
そ
れ
以
前
、
長

崎
開
港
（
１
５
７
０
年
）
か
ら

盛
ん
で
、
初
期
、
唐
人
は
長

﨑
の
街
に
自
由
に
上
陸
し
、
商

い
、
対
岸
の
稲
佐
な
ど
に
宿
泊

し
て
い
た
。出
島
が
出
来
る
と
、

次
第
に
長
崎
側
に
進
出
、
２
〜

３
千
人
を
収
容
す
る
大
規
模
な

唐
人
屋
敷
が
造
ら
れ
た
が
、
火

災
で
焼
失
。
宿
町･

付
町
で
幕
府
の
統

制
下
に
置
か
れ
た
。

　
物
だ
け
で
は
な
い
。
技
術
、
宗
教
、

絵
画
な
ど
の
文
化
―
―
我
が
国
の
精
神

文
化
に
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
る
。

長
崎
の
シ
ン
ボ
ル
、
眼
鏡
橋
も
唐
人
商

人
の
寄
付
に
よ
る
も
の
だ
。
儒
教
を
は

じ
め
、
江
戸
期
の
文
人
趣
味
の
流
行
の

源
流
は
長
﨑
に
あ
り
、
長
崎
街
道
を
通

じ
て
全
国
に
広
が
っ
た
。

　
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
布
教
が
禁
止
さ
れ
、
弾
圧
さ
れ
た
の

に
対
し
、
興
福
寺
、
崇
福
寺
な
ど
唐
寺

が
相
次
い
で
建
て
ら
れ
た
。
特
に
新
し

く
も
た
ら
さ
れ
た
禅
宗
「
黄
檗
（
お
う

ば
く
）
宗
」
は
隠
元
禅
師
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
。奈
良
時
代
の
鑑
真
と
同
様
、

日
本
側
の
強
い
要
請
で
、
弟
子
や
絵
師

な
ど
職
人
な
ど
多
数
を
伴
っ
て

来
日
（
１
６
５
４
年
）、
江
戸

期
の
仏
教
文
化
に
大
き
な
影
響

を
残
し
た
。

　
イ
ン
ゲ
ン
豆
は
隠
元
が
も
た

ら
し
た
こ
と
で
、
そ
の
名
が
あ

る
。
将
軍
・
家
綱
、
綱
吉
も
帰

依
、
隠
元
は
３
年
の
滞
在
予
定

だ
っ
た
が
、将
軍
家
の
求
め
で
、

永
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長

崎
は
新
し
い
仏
教
の
拠
点
と
な

り
、
多
く
の
僧
侶
が
往
来
、
南

画
や
漢
詩
を
学
ぶ
文
人
も
長
崎

街
道
を
通
っ
た
。

長崎街道①　物、技術、
文化を運んだ唐人たち

常
盤
橋
と
伊
能
忠
敬

常
盤
橋
と
伊
能
忠
敬

伊能忠敬測量200年記念碑。後ろが常盤橋
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長
﨑
街
道
の
難
所
の
一
つ
、
冷
水
峠

越
え
は
、
九
州
・
西
国
大
名
の
参
勤
交

代
を
は
じ
め
、
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
っ

た
。
小
倉
・
常
盤
橋
を
出
て
、
黒
崎
、

木
屋
瀬
〜
飯
塚
〜
内
野
宿
か
ら
冷
水
峠

を
越
え
て
山
家
・
原
田
へ
抜
け
る
、
ほ

ぼ
直
線
コ
ー
ス
た
。
木
屋
瀬
と
内
野
は

今
で
も
宿
場
と
し
て
の
雰
囲
気
を
保

ち
、
本
陣
、
脇
本
陣
、
宿
場
な

ど
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。

　
薩
摩
の
島
津
氏
は
、
薩
摩
街

道
を
北
上
し
て
、
山
家
で
長
崎

街
道
に
合
流
、
ま
た
、
肥
前
・

佐
賀
藩
、
大
村
藩
な
ど
各
藩

が
長
崎
街
道
を
使
っ
て
、
冷
水

峠
に
向
か
っ
た
。
江
戸
初
期
か

ら
中
期
に
か
け
、
筑
前
六
宿
と

冷
水
峠
越
え
は
参
勤
交
代
の
行

列
だ
け
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
人

を
は
じ
め
、
長
崎
に
新
知
識
を

求
め
る
若
者
や
幕
末
・
明
治
維

新
に
活
躍
す
る
志
士
た
ち
が
行

き
来
、
長
崎
街
道
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
だ
っ
た
。
黒
田
藩
主

が
山
家
宿
ま
で
出
迎
え
る
こ
と

も
。山
家
宿
か
ら
寄
り
道
し
て
、

太
宰
府
宮
に
参
詣
す
る
人
も
多

か
っ
た
。

　
冷
水
峠
が
開
削
さ
れ
る
の
は
慶
長

十
年
代
後
半
で
、
山
家
宿
が
同
16
年

（
１
６
１
１
）、
内
野
宿
が
翌
17
年
に
出

来
て
冷
水
越
え
の
街
道
が
通
じ
た
。
そ

れ
以
前
の
参
勤
交
代
は
甘
木
〜
秋
月
か

ら
飯
塚
に
出
る
秋
月
街
道
が
使
わ
れ

た
。
冷
水
峠
と
筑
前
六
宿
が
本
格
的
に

利
用
さ
れ
る
の
は
、
幕
府
が
長
崎
貿
易

を
直
接
、
管
理
す
る
（
糸
割
符
制
）
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
で
、
幕
府
の
意
向
を

受
け
て
黒
田
藩
が
道
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
で
長
崎
街
道

は
黒
崎
宿
か
ら
木
屋
瀬
〜
内
野
〜
山
家

を
む
す
ぶ
冷
水
越
え
の
コ
ー
ス
と
な
っ

た
。

　
黒
田
藩
自
身
は
海
沿
い
の
唐

津
街
道
を
使
い
、
木
屋
瀬
で
長

崎
街
道
と
合
流
、
黒
崎
か
ら
海

路
を
取
っ
た
。
ま
た
、
薩
摩
藩

な
ど
は
日
向
街
道
〜
油
津
港
か

ら
瀬
戸
内
海
を
通
る
海
路
を
取

る
こ
と
も
あ
り
、
熊
本
・
肥
後

藩
は
加
藤
清
正
が
拓
い
た
豊
後

街
道
で
大
分
に
出
て
、
鶴
崎
〜

瀬
戸
内
海
の
コ
ー
ス
を
使
っ
て

い
る
。

長崎街道②　筑前六宿、
長崎街道のメインストリート冷水峠の“首なし地蔵”。旅人はここ

で、ひと休みして“冷たい谷水”でノ
ドを潤した。現在は、新しい建て物に
地蔵さまは、納められている。

州
入
り
、
離
島
を
含
め
九
州
全
土
の
測
量

の
為
、
こ
の
橋
に
立
っ
て
い
る
。

城
下
の
街
道
そ
の
ま
ま
、
出
土

　
常
盤
橋
か
ら
南
西
約
１
㎞
の
「
金
田
遺

跡
第
３
地
点
」（
小
倉
北
区
）
は
、
小
倉

城
下
を
貫
く
都
市
道
路
。
防
衛
目
的
か
ら

か
ぎ
型
に
折
れ
て
造
ら
れ
た
長
崎
街
道
が

地
下
１
ｍ
か
ら
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿

で
、
出
土
し
た
（
２
０
１
８
年
８
〜
12
月

発
掘
）。
全
長
80
ｍ
、
幅
員
約
５
ｍ
で
両

側
は
石
積
み
で
側
溝
を
持
っ
て
い
た
。
路

面
は
砂
利
で
、
そ
の
下
は
瓦
の
破
片
な
ど

が
敷
か
れ
多
層
だ
っ
た
。

　
北
九
州
市
が
福
岡
拘

置
所
小
倉
拘
置
所
の
建

て
替
え
の
た
め
発
掘
調

査
し
た
も
の
で
、
記
録

保
存
さ
れ
、
出
土
記
録
、
全
体
写
真
、
出

土
品
は
市
立
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。
紫
川
は
し
ば
し
ば
氾
濫
、

木
橋
の
た
め
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
橋

脚
を
木
製
か
ら
石
柱
基
礎
に
変
え
ら
れ
て

お
り
、
現
地
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
在

も
、
川
幅
拡
張
を
機
に
木
橋
に
再
現
さ
れ

（
平
成
７
年
、
橋
長
85
ｍ
、
幅
６
ｍ
）、
硬

質
で
丈
夫
な
ボ
ン
ゴ
シ
材
（
西
ア
フ
リ
カ

産
）、
欄
干
も
チ
ー
ク
材
が
使
わ
れ
て
い

る
。
長
崎
街
道
を
今
日
に
伝
え
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
。

江
戸
期
の
長
崎
街
道
発
掘

江
戸
期
の
長
崎
街
道
発
掘

江
戸
期
の
長
崎
街
道
発
掘

江
戸
期
の
長
崎
街
道
発
掘

出土した長崎街道（金田遺跡第３地点）

常盤橋西勢（にしぜい）溜り　長崎街道の起点。
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長
﨑
街
道
の
難
所
の
一
つ
、
冷
水
峠

越
え
は
、
九
州
・
西
国
大
名
の
参
勤
交

代
を
は
じ
め
、
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
っ

た
。
小
倉
・
常
盤
橋
を
出
て
、
黒
崎
、

木
屋
瀬
〜
飯
塚
〜
内
野
宿
か
ら
冷
水
峠

を
越
え
て
山
家
・
原
田
へ
抜
け
る
、
ほ

ぼ
直
線
コ
ー
ス
た
。
木
屋
瀬
と
内
野
は

今
で
も
宿
場
と
し
て
の
雰
囲
気
を
保

ち
、
本
陣
、
脇
本
陣
、
宿
場
な

ど
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。

　
薩
摩
の
島
津
氏
は
、
薩
摩
街

道
を
北
上
し
て
、
山
家
で
長
崎

街
道
に
合
流
、
ま
た
、
肥
前
・

佐
賀
藩
、
大
村
藩
な
ど
各
藩

が
長
崎
街
道
を
使
っ
て
、
冷
水

峠
に
向
か
っ
た
。
江
戸
初
期
か

ら
中
期
に
か
け
、
筑
前
六
宿
と

冷
水
峠
越
え
は
参
勤
交
代
の
行

列
だ
け
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
人

を
は
じ
め
、
長
崎
に
新
知
識
を

求
め
る
若
者
や
幕
末
・
明
治
維

新
に
活
躍
す
る
志
士
た
ち
が
行

き
来
、
長
崎
街
道
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
だ
っ
た
。
黒
田
藩
主

が
山
家
宿
ま
で
出
迎
え
る
こ
と

も
。山
家
宿
か
ら
寄
り
道
し
て
、

太
宰
府
宮
に
参
詣
す
る
人
も
多

か
っ
た
。

　
冷
水
峠
が
開
削
さ
れ
る
の
は
慶
長

十
年
代
後
半
で
、
山
家
宿
が
同
16
年

（
１
６
１
１
）、
内
野
宿
が
翌
17
年
に
出

来
て
冷
水
越
え
の
街
道
が
通
じ
た
。
そ

れ
以
前
の
参
勤
交
代
は
甘
木
〜
秋
月
か

ら
飯
塚
に
出
る
秋
月
街
道
が
使
わ
れ

た
。
冷
水
峠
と
筑
前
六
宿
が
本
格
的
に

利
用
さ
れ
る
の
は
、
幕
府
が
長
崎
貿
易

を
直
接
、
管
理
す
る
（
糸
割
符
制
）
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
で
、
幕
府
の
意
向
を

受
け
て
黒
田
藩
が
道
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
で
長
崎
街
道

は
黒
崎
宿
か
ら
木
屋
瀬
〜
内
野
〜
山
家

を
む
す
ぶ
冷
水
越
え
の
コ
ー
ス
と
な
っ

た
。

　
黒
田
藩
自
身
は
海
沿
い
の
唐

津
街
道
を
使
い
、
木
屋
瀬
で
長

崎
街
道
と
合
流
、
黒
崎
か
ら
海

路
を
取
っ
た
。
ま
た
、
薩
摩
藩

な
ど
は
日
向
街
道
〜
油
津
港
か

ら
瀬
戸
内
海
を
通
る
海
路
を
取

る
こ
と
も
あ
り
、
熊
本
・
肥
後

藩
は
加
藤
清
正
が
拓
い
た
豊
後

街
道
で
大
分
に
出
て
、
鶴
崎
〜

瀬
戸
内
海
の
コ
ー
ス
を
使
っ
て

い
る
。

長崎街道②　筑前六宿、
長崎街道のメインストリート冷水峠の“首なし地蔵”。旅人はここ

で、ひと休みして“冷たい谷水”でノ
ドを潤した。現在は、新しい建て物に
地蔵さまは、納められている。

州
入
り
、
離
島
を
含
め
九
州
全
土
の
測
量

の
為
、
こ
の
橋
に
立
っ
て
い
る
。

城
下
の
街
道
そ
の
ま
ま
、
出
土

　
常
盤
橋
か
ら
南
西
約
１
㎞
の
「
金
田
遺

跡
第
３
地
点
」（
小
倉
北
区
）
は
、
小
倉

城
下
を
貫
く
都
市
道
路
。
防
衛
目
的
か
ら

か
ぎ
型
に
折
れ
て
造
ら
れ
た
長
崎
街
道
が

地
下
１
ｍ
か
ら
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿

で
、
出
土
し
た
（
２
０
１
８
年
８
〜
12
月

発
掘
）。
全
長
80
ｍ
、
幅
員
約
５
ｍ
で
両

側
は
石
積
み
で
側
溝
を
持
っ
て
い
た
。
路

面
は
砂
利
で
、
そ
の
下
は
瓦
の
破
片
な
ど

が
敷
か
れ
多
層
だ
っ
た
。

　
北
九
州
市
が
福
岡
拘

置
所
小
倉
拘
置
所
の
建

て
替
え
の
た
め
発
掘
調

査
し
た
も
の
で
、
記
録

保
存
さ
れ
、
出
土
記
録
、
全
体
写
真
、
出

土
品
は
市
立
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。
紫
川
は
し
ば
し
ば
氾
濫
、

木
橋
の
た
め
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
橋

脚
を
木
製
か
ら
石
柱
基
礎
に
変
え
ら
れ
て

お
り
、
現
地
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
在

も
、
川
幅
拡
張
を
機
に
木
橋
に
再
現
さ
れ

（
平
成
７
年
、
橋
長
85
ｍ
、
幅
６
ｍ
）、
硬

質
で
丈
夫
な
ボ
ン
ゴ
シ
材
（
西
ア
フ
リ
カ

産
）、
欄
干
も
チ
ー
ク
材
が
使
わ
れ
て
い

る
。
長
崎
街
道
を
今
日
に
伝
え
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
。

江
戸
期
の
長
崎
街
道
発
掘

江
戸
期
の
長
崎
街
道
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掘

江
戸
期
の
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崎
街
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掘

江
戸
期
の
長
崎
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掘

出土した長崎街道（金田遺跡第３地点）

常盤橋西勢（にしぜい）溜り　長崎街道の起点。
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明
治
維
新
の
立
役
者
・
西
郷
隆
盛
が

尊
敬
し
て
や
ま
な
か
っ
た
藩
主
・
島
津

斉
彬
の
大
名
行
列
が
長
崎
街
道
、
木
屋

瀬
宿
を
通
り
過
ぎ
た
記
録(
安
政
四
年)

が
、
木
屋
瀬
宿
・
村
庄
屋
に
残
っ
て
い

る
。
そ
の
前
年
、
篤
姫
を
徳
川
将
軍
家

に
嫁
入
り
さ
せ
、
慶
喜
を
将
軍
に
据
え

る
内
部
工
作
を
篤
姫
に
託
し
て
い
た
。

斉
彬
、
満
を
期
し
て
の
江
戸
参
府
だ
っ

た
ろ
う
。

　
斉
彬
は
薩
摩
街
道
を
北
上
、
冷
水
峠

越
え
が
開
通
（
一
六
一
二
年
）
し
、
江

戸
へ
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
な
っ
た
長
崎

街
道
・
筑
前
六
宿
を
通
っ
て
江
戸
に
向

か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
斉
彬
だ
け
で

な
く
九
州
の
大
名
は
参
勤
交
代
で
、
ま

た
西
郷
隆
盛
、
坂
本
竜
馬
ら
は
天
下
回

天
の
志
、
日
本
地
図
先
達
の
伊
能
忠
敬

ら
も
木
屋
瀬
宿
を
利
用
し
て
い
た
。
遠

賀
川
沿
い
の
こ
の
宿
は
唐
津
街
道
と
繋

が
り
、
江
戸
期
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
し

て
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
飯
塚
宿
か
ら
直
方
を
経
て
、
遠
賀
川

沿
い
に
街
道
を
下
れ
ば
、
木
屋
瀬
宿
の

西
構
口
に
至
る
。（
写
真
左
）
現
在
は

街
道
両
側
の
石
垣
が
わ
ず
か
に
残
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
宿
場
に
入
る
と
、
江

戸
期
の
宿
場
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
街

並
み
、
特
に
、
船
庄
屋
、
村
庄
屋
の
大

型
建
物
が
現
存
、
そ
れ
を
目
指
し
た
街

道
フ
ア
ン
が
全
国
か
ら
訪
ね
て
く
る
。

毎
年
行
わ
れ
る
「
宿
場
祭
り
」
は
街
道

い
っ
ぱ
い
の
人
波
。
２
０
１
２
年
に
は

筑
前
六
宿
開
通
四
〇
〇
年
祭
を
盛
大
に

祝
い
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
く
「
子
ど

も
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催
し
た
。

　
な
か
で
も
、
船
庄
屋
の
建
物
は
、
ほ

と
ん
ど
江
戸
期
建
設
当
時
そ
の
ま
ま

で
、現
在
の
当
主
、梅
本
静
一
さ
ん
（
木

屋
瀬
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
元

北
九
州
市
教
育
委
員
長
）
に
案
内
を
請

う
。
梅
本
さ
ん
は
四
百
年
祭
の
実
行
委

員
長
も
務
め
た
。
通
り
か
ら
入
る
と
町

屋
風
「
た
た
き
」
の
土
間
が
入
り
口
か

ら
裏
ま
で
貫
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
部
屋

が
続
い
て
い
る
。
天
井
は
黒
く
太
い
梁

が
縦
横
に
め
ぐ
ら
さ
れ
、
豪
壮
。
そ
れ

で
も
１
５
０
年
を
越
え
て
「
あ
ち
こ
ち

傷
み
が
出
て
」
と
、
新
し
く
立
て
た
太

い
支
え
柱
を
な
で
な
が
ら
梅
本
さ
ん
は

苦
笑
し
た
。
船
庄
屋
は
遠
賀
川
の
藩
か

ら
水
運
監
督
を
任
さ
れ
た
、
海
運
・
運

送
業
の
元
締
め
で
、
24
隻
の
船
を
管
理

し
、
遠
賀
川
の
物
流
を
一
手
に
引
き
受

け
て
い
た
。

　
宿
場
中
央
に
大
名
宿
舎
・
御
茶
屋
が

あ
り
、
こ
こ
で
街
道
は
「
く
の
字
」
形

に
曲
が
り
、家
並
み
は
「
矢
止
め
」

と
呼
ば
れ
る
鋸
の
歯
の
よ
う
に

凹
凸
を
作
っ
て
戦
さ
に
備
え
て

い
る
。

　
西
構
口
近
く
に
村
庄
屋
の
屋

敷
が
原
形
を
生
か
し
て
復
元
さ

れ
、
村
の
記
録
・
古
文
書
が
保

存
展
示
さ
れ
て
い
る
。
斉
彬
の

通
過
文
書
も
そ
の
中
に
あ
っ
た
。

面
白
い
の
は
、
こ
の
庄
屋
に
幕

末
、
黒
田
藩
が
借
金
を
し
た
文

書
も
発
見
さ
れ
た
。
大
名
行
列

は
二
階
か
ら
見
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
、
階
段
は
吊
り
階
段
で
、

天
井
に
吊
り
上
げ
ら
れ
る
仕
掛

け
に
な
っ
て
い
る
。

　
木
屋
瀬
宿
は
、
く
め
ど
尽
き

ぬ
「
歴
史
の
泉
」
の
よ
う
だ
。

　
木
屋
瀬
宿
は
日
本
風
景
街
道

「
北
九
州
お
も
て
な
し
の
、
ゆ
っ

く
り
街
道
」（
高
宮
歳
継
会
長
）

の
起
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

長
崎
街
道
③
　
筑
前
六
宿
・
木
屋
瀬
宿
―

「
く
め
ど
尽
き
ぬ
歴
史
の
泉
」

西構口の石垣と高宮会長

船庄屋の屋敷　左が当主・梅田静一さん
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出入の船でにぎわう常盤橋（北九州市・小倉）

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
船
の
入
港

を
排
除
、
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
禁
し
な
が

ら
、
オ
ラ
ン
ダ
だ
け
に
は
窓
口
を
開
い

て
い
た
江
戸
幕
府
の
意
図
は
世
界
情
勢

の
「
情
報
確
保
」
に
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
長
崎
奉
行
を
置
く
「
直
轄
支
配
」

を
行
っ
て
い
た
。
貿
易
独
占
だ
け
で
な

く
、
情
報
も
独
占
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
長
崎
街
道
を
通
っ

て
大
阪
、
京
都
さ
ら
に
江
戸

に
向
か
う
間
、
宿
場
ご
と
に

人
々
は
異
国
の
旅
人
達
に
接

触
、様
々
な
情
報
を
得
て
い
た
。

異
国
の
珍
品
を
買
い
取
り
、
商

売
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
オ

ラ
ン
ダ
人
は
将
軍
へ
の
献
上
品

を
持
っ
て
江
戸
参
府
す
る
の
だ

が
、
彼
ら
は
献
上
品
を
必
ず
２

品
そ
ろ
え
て
い
た
。
破
損
や
紛

失
の
予
備
品
と
し
て
だ
が
、
そ

れ
を
売
る
商
売
も
忘
れ
て
は
い

な
か
っ
た
。
実
際
、
薩
摩
を
は

じ
め
、
九
州
各
藩
は
長
﨑
に
蔵

屋
敷
を
置
き
、
物
と
情
報
の
交

易
に
励
ん
だ
。

　「
物
」
は
情
報
の
か
た
ま
り
で
あ
る
。

例
え
ば
、
地
球
儀
は
世
界
の
地
理
情
報

を
伝
え
る
優
れ
も
の
だ
し
、
象
も
ラ
ク

ダ
も
初
め
て
見
た
だ
ろ
う
。
何
よ
り
西

洋
人
と
接
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
オ

ラ
ン
ダ
船
乗
組
員
は
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
け

で
な
く
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
人
、

黒
人
を
含
む
多
国
籍
だ
っ
た
。
長
崎
街

道
は
人
と
モ
ノ
、
情
報
の
展
覧
会
の
会

場
の
よ
う
な
も
の
で
、
異
国
一
行
が
通

る
と
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
は

「
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
」「
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
」

と
大
は
し
ゃ
ぎ
で
行
列
の
後
を
追
い
か

け
た
。

　
幕
末
に
な
る
と
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
教

訓
か
ら
、
薩
摩
、
佐
賀
藩
な
ど

九
州
の
各
藩
は
軍
事
技
術
、
情

報
を
入
手
、
自
ら
大
砲
、
軍
艦

な
ど
の
製
造
に
力
を
集
中
す

る
。
入
手
し
た
軍
事
技
術
は
鳥

羽
伏
見
の
戦
い
な
ど
の
対
幕
府

戦
、
東
北
諸
藩
と
の
戊
辰
戦
争

で
圧
倒
的
な
力
を
発
揮
し
た
。

長崎街道③　長﨑街道を巡る
国際情報戦

長
崎
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
技
術
を

運
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
橋

常盤橋西側たもとから、出土したワインボトルなど、
異国のガラス製品

常盤橋の石柱

長崎街道の起点・常盤橋
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第
３
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
３
節
②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
岡お
か

林
ば
や
し

隆た
か
と
し

た
か
と
し敏敏

長
崎
大
学
名
誉
教
授

長
崎
大
学
名
誉
教
授

―
―
長
崎
街
道
は
江
戸
時
代
「
脇
街
道
」

と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
街
道
と
は

違
う
特
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

岡
林
氏
　
他
の
五
街
道
は
「
政
治
の
道
」

と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し

長
崎
街
道
は「
文
化
の
道
」で
す
。し
か
も
、

街
道
の
終
点
（
長
崎
）
に
領
主
が
い
な
い
。

政
治
的
に
権
威
づ
け
る
も
の
が
な
い
。
例

え
ば
、
日
光
街
道
は
終
点
に
日
光
東
照
宮

が
あ
り
、
極
め
て
権
威
的
で
す
。
長
崎
街

道
を
通
じ
て
、
全
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
西

洋
技
術
は
、
本
や
模
型
、
機
械
な
ど
、
そ

れ
ら
を
通
し
て
西
欧
技
術
が
神
経
細
胞
の

よ
う
に
次
々
と
繋
が
り
、
全
国
に
広
ま
っ

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
長
崎
街
道
は
稀
有

な
存
在
の
道
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

―
―
し
か
し
、
長
崎
奉
行
が
い
て
、
幕
府

の
直
轄
管
理
、
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

岡
林
氏
　
確
か
に
管
理
下
に
あ
り
ま
し
た

が
、
管
理
の
意
味
が
違
い
ま
す
。
幕
府
の

奉
行
が
例
え
ば
城
主
の
よ
う
に
完
全
管
理

す
る
の
で
は
な
く
、
業
務
の
ほ
と
ん
ど
を

現
地
の
役
人
に
ま
か
せ
て
い
ま
し
た
。
せ

い
ぜ
い
舶
来
品
の
中
に
「
珍
し
い
も
の
が

あ
れ
ば
幕
府
に
届
け
ろ
」
と
言
っ
た
も
の

で
、
米
な
ど
の
よ
う
な
主
要
食
糧
の
管
理

と
は
違
っ
て
い
た
。
日
本
人
の
新
し
い
も

の
、
珍
し
い
も
の
を
見
て
み
た
い
、
産
業

革
命
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
こ
っ
て
い
る

物
・
技
術
に
関
心
を
持
ち
、
新
知
識
を
身

に
着
け
た
い
、
そ
の
ツ
ー
ル
（
手
段
）
と

し
て
長
崎
が
あ
り
、
長
崎
街
道
が
あ
っ
た

の
で
す
。

―
―
例
え
ば
、
象
や
ラ
ク
ダ
の
よ
う
な
、

い
わ
ば
珍
獣
が
長
崎
街
道
を
歩
い
て
江
戸

に
行
く
。
そ
れ
だ
け
で
も
鎖
国
下
の
日
本

の
大
衆
に
と
っ
て
、
世
界
を
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

岡
林
氏
　
象
が
江
戸
の
将
軍
へ
の
献
上
の

為
、
長
崎
か
ら
江
戸
に
向
か
う
。
そ
れ
だ

け
で
、
沿
線
の
人
々
に
は
世
界
に
は
「
日

本
と
違
う
文
化
が
存
在
す
る
」
こ
と
を
知

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
た
だ
見
物
者

に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
々
の
間
に
（
新
知
識

が
）
拡
散
し
て
ゆ
く
。
長
崎
街
道
の
役
割

は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

　
特
に
医
学
、
蘭
学
は
日
本
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
１
７
０
０
年
頃
か
ら
起

き
た
そ
の
現
象
は
、
幕
末
の
日
本
を
揺
る

略歴
昭和22年生まれ、高知県出身。長崎大学工学部教授、付属図書館館
長、情報メディア基盤センター長。専門は橋梁維持管理工学、土木史
など。長崎県文化財保護審議会委員、長崎県橋梁維持管理計画検討委
員会委員長、長崎県市町橋梁長寿化検討委員会委員長など歴任。

「
稀
有
な〝
文
化
、知
的
冒
険
〞の
道
で
あ
り
、

「
稀
有
な〝
文
化
、知
的
冒
険
〞の
道
で
あ
り
、

異
国
の
新
知
識
へ
の〝
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
ト
〞だ
」

異
国
の
新
知
識
へ
の〝
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
ト
〞だ
」

長崎街道を象やラクダも歩いて江戸に向かった。日本人にとって
珍獣で多くの見物客が集まった。ラクダは二匹で「おしどり」の
ように並んで歩いた、という。
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が
し
ま
す
。
産
業
革
命
を
経
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
都
市
化
が
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
に

於
い
て
も
日
本
と
の
格
差
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
幕
末
は
江
戸
幕
府
だ
け

で
な
く
各
藩
も
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い

ま
す
か
ら
、
幕
府
が
「
改
革
」
を
す
る
た

び
、貿
易
量
が
上
下
す
る
。(

商
人
が)

買
っ

て
も
売
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

貿
易
量
は
む
し
ろ
江
戸
初
期
の
方
が
大
き

い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
焼
き
物
、
工
芸
品

な
ど
日
本
の
物
を
王
侯
貴
族
が
買
い
ま
し

た
。貿
易
量
で
は
中
国
が
多
い
の
で
す
が
、

技
術
、
情
報
交
換
は
オ
ラ
ン
ダ
の
方
が
多

い
。

―
―
そ
の
情
報
交
換
が
、
明
治
維
新
、
日

本
を
大
き
く
回
天
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。

岡
林
氏

(

従
来
の
日
本
人
と
違
う)

も

の
の
考
え
方
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
船
が
運
ん

で
く
る
。
知
識
欲
が
日
本
の
隅
々
ま
で
行

き
渡
り
、
全
体
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
幕
末

―
維
新
に
向
か
っ
て
、
情
報
が
大
き
く
拡

大
し
て
行
く
。
そ
れ
を
求
め
て
全
国
か
ら

若
者
が
長
崎
街
道
を
歩
い
て
勉
強
に
や
っ

て
く
る
。
長
崎
に
来
れ
ば
知
的
冒
険
が
出

来
る
。
長
崎
の
街
、
そ
れ
は
出
島
と
つ
な

が
り
、
そ
の
先
に
広
い
世
界
が
広
が
っ
て

い
る
ー
と
。

―
―
特
に
医
学
の
世
界
で
は
顕
著
で
し

た
。

岡
林
氏
　
全
国
か
ら
医
学
を
学
び
に
長
崎

に
や
っ
て
く
る
。
日
本
の
従
来
の
治
療
法

で
は
、
病
気
が
治
ら
な
い
。
西
洋
医
学
は

そ
の
壁
を
破
る
新
知
識
、
新
技
術
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
幕
末
に
、
在
来
医
療
と

蘭
学
・
西
洋
医
療
の
拮
抗
状
態
が
崩
れ
、

逆
転
し
て
ゆ
き
ま
す
。
幕
府
も
そ
れ
を
認

め
、
出
島
以
外
で
も
蘭
医
学
を
学
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
医
学
に
限
り
ま
せ
ん
。

海
軍
技
術
を
学
ぶ
た
め
長
崎
伝
習
所
を
設

置
す
る
な
ど
、
そ
の
枠
を
広
げ
て
ゆ
き
ま

す
。
何
か
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。

―
―
そ
の
意
味
で
長
崎
街
道
は
他
の
道
と

は
違
っ
て
い
た
。

岡
林
氏
　
例
え
ば
参
勤
交
代
の
道
は
、
薩

摩
街
道
、
豊
後
街
道
な
ど
は
豪
華
な
大
名

行
列
が
練
り
歩
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

豪
華
絢
爛
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
行

列
と
同
質
な
も
の
で
す
。
ケ
ン
ぺ
ル
な
ど

オ
ラ
ン
ダ
商
長
が
江
戸
に
向
か
う
行
列
は

全
く
異
質
な
も
の
で
、
そ
の
こ
と
が
日
本

を
異
質
な
も
の
へ
変
え
て
ゆ
く
。
文
化
の

道
は
そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
。

文
化
は
細
か
い
が
、
そ
れ
が
急
速
に
拡
散

し
て
ゆ
く
の
で
す
。

―
―
鎖
国
と
言
い
な
が
ら
、
外
国
と
の
窓

口
は
長
崎
の
ほ
か
朝
鮮
通
信
使
が
来
た
対

馬
ル
ー
ト
、
薩
摩
の
密
貿
易
ル
ー
ト
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
長
崎
街
道
が
こ
れ
ら
２

つ
の
ル
ー
ト
と
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
。

岡
林
氏
　
朝
鮮
通
信
使
が
も
た
ら
し
た
も

の
は
、
中
国
文
化
で
あ
り
、
西
洋
文
化
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
薩
摩
も
同
じ
で
、
密
輸

　
フ
イ
リ
ッ
プ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
オ

ラ
ン
ダ
商
館
の
商
館
医
師
と
し
て

１
８
２
３
年
（
文
政
６
年
）
着
任
、
翌

年
に
は
特
別
の
許
可
を
得
て
、
長
崎
市

内
鳴
滝
に
「
塾
」
を
開
き
、
住
民
の
治

療
に
当
た
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
志
あ
る
若
者
に
西
洋
の
医
療
技

術
を
教
え
た
。
そ
の
中
に
は
高

野
長
英
、
伊
東
玄
朴
な
ど
、
日

本
の
西
洋
医
学
の
始
祖
と
言
う

べ
き
医
師
、
医
学
者
が
名
を
連

ね
る
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
人
、

医
師
の
家
に
生
ま
れ
た
。
若
く

し
て
東
洋
の
国
・
日
本
に
強
い

関
心
を
抱
き
、
進
ん
で
長
崎
赴

任
を
希
望
し
た
。27
歳
で
赴
任
、

７
年
間
、
日
本
で
過
ご
し
た
。

単
に
医
学
だ
け
で
な
く
、
植
物

学
、動
物
学
に
も
造
詣
が
深
く
、

日
本
の
動
植
物
を
細
か
く
観

察
、
記
録
に
残
し
て
い
る
。
今

や
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
ト

キ
の
は
く
製
を
入
手
し
て
、
本

国
に
持
ち
帰
り
、「
ニ
ッ
ポ
ン

ニ
ア
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
学
名
が
付

け
ら
れ
た
。

　
こ
れ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
個
人

的
興
味
だ
け
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府

が
国
策
と
し
て
、
重
要
な
貿
易
相
手

国
・
日
本
の
総
合
調
査
を
行
う
こ
と
を

決
め
、
人
選
の
結
果
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を

選
び
、多
大
な
活
動
費
を
与
え
て
い
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
単
な
る
商
館
医
で
は
な

く
「
選
ば
れ
た
人
物
」
だ
っ
た
。

　
１
８
２
９
年
10
月
、
日
本
地
図
を
持

ち
出
そ
う
と
し
た
罪
で
、
国
外
追
放
さ

れ
た
。
彼
は
在
日
中
、
珍
し
い
植
物
の

標
本
を
集
め
、
絵
師
・
川
原
慶
賀
に
命

じ
て
細
密
な
写
生
を
お
こ
な
わ
せ
た
。

現
在
風
に
言
え
ば
、「
写
真
記
録
」
を

行
っ
た
。
帰
国
後
（
１
８
２
９
年
）、

約
20
年
間
の
歳
月
を
か
け
て

「
日
本
植
物
誌
」「
日
本
動
物
誌
」

「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
を
出
版
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
「
ニ
ッ
ポ

ン
」
を
広
く
、
正
し
く
紹
介
し

て
い
る
。

　
１
８
５
９
年
８
月
、
62
歳
の

時
、約
30
年
ぶ
り
に
長
崎
再
訪
、

２
歳
の
時
、
別
れ
た
娘
イ
ネ
と

再
会
。
イ
ネ
も
女
性
医
師
と
し

て
成
長
し
て
い
た
。

文化を運んだ偉人たち①
シーボルト

出
島
＝
扇
型
に
造
成
さ
れ
、
外
国
人
は
外
に
出
る
事
を
禁
止
さ

出
島
＝
扇
型
に
造
成
さ
れ
、
外
国
人
は
外
に
出
る
事
を
禁
止
さ

れ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
〝
牢
獄
〞
と
呼
ん
だ
。
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ー
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ト
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牢
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〞
と
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だ
。
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が
し
ま
す
。
産
業
革
命
を
経
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
都
市
化
が
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
に

於
い
て
も
日
本
と
の
格
差
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
幕
末
は
江
戸
幕
府
だ
け

で
な
く
各
藩
も
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い

ま
す
か
ら
、
幕
府
が
「
改
革
」
を
す
る
た

び
、貿
易
量
が
上
下
す
る
。(

商
人
が)

買
っ

て
も
売
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

貿
易
量
は
む
し
ろ
江
戸
初
期
の
方
が
大
き

い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
焼
き
物
、
工
芸
品

な
ど
日
本
の
物
を
王
侯
貴
族
が
買
い
ま
し

た
。貿
易
量
で
は
中
国
が
多
い
の
で
す
が
、

技
術
、
情
報
交
換
は
オ
ラ
ン
ダ
の
方
が
多

い
。

―
―
そ
の
情
報
交
換
が
、
明
治
維
新
、
日

本
を
大
き
く
回
天
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。

岡
林
氏

(

従
来
の
日
本
人
と
違
う)

も

の
の
考
え
方
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
船
が
運
ん

で
く
る
。
知
識
欲
が
日
本
の
隅
々
ま
で
行

き
渡
り
、
全
体
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
幕
末

―
維
新
に
向
か
っ
て
、
情
報
が
大
き
く
拡

大
し
て
行
く
。
そ
れ
を
求
め
て
全
国
か
ら

若
者
が
長
崎
街
道
を
歩
い
て
勉
強
に
や
っ

て
く
る
。
長
崎
に
来
れ
ば
知
的
冒
険
が
出

来
る
。
長
崎
の
街
、
そ
れ
は
出
島
と
つ
な

が
り
、
そ
の
先
に
広
い
世
界
が
広
が
っ
て

い
る
ー
と
。

―
―
特
に
医
学
の
世
界
で
は
顕
著
で
し

た
。

岡
林
氏
　
全
国
か
ら
医
学
を
学
び
に
長
崎

に
や
っ
て
く
る
。
日
本
の
従
来
の
治
療
法

で
は
、
病
気
が
治
ら
な
い
。
西
洋
医
学
は

そ
の
壁
を
破
る
新
知
識
、
新
技
術
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
幕
末
に
、
在
来
医
療
と

蘭
学
・
西
洋
医
療
の
拮
抗
状
態
が
崩
れ
、

逆
転
し
て
ゆ
き
ま
す
。
幕
府
も
そ
れ
を
認

め
、
出
島
以
外
で
も
蘭
医
学
を
学
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
医
学
に
限
り
ま
せ
ん
。

海
軍
技
術
を
学
ぶ
た
め
長
崎
伝
習
所
を
設

置
す
る
な
ど
、
そ
の
枠
を
広
げ
て
ゆ
き
ま

す
。
何
か
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。

―
―
そ
の
意
味
で
長
崎
街
道
は
他
の
道
と

は
違
っ
て
い
た
。

岡
林
氏
　
例
え
ば
参
勤
交
代
の
道
は
、
薩

摩
街
道
、
豊
後
街
道
な
ど
は
豪
華
な
大
名

行
列
が
練
り
歩
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

豪
華
絢
爛
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
行

列
と
同
質
な
も
の
で
す
。
ケ
ン
ぺ
ル
な
ど

オ
ラ
ン
ダ
商
長
が
江
戸
に
向
か
う
行
列
は

全
く
異
質
な
も
の
で
、
そ
の
こ
と
が
日
本

を
異
質
な
も
の
へ
変
え
て
ゆ
く
。
文
化
の

道
は
そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
。

文
化
は
細
か
い
が
、
そ
れ
が
急
速
に
拡
散

し
て
ゆ
く
の
で
す
。

―
―
鎖
国
と
言
い
な
が
ら
、
外
国
と
の
窓

口
は
長
崎
の
ほ
か
朝
鮮
通
信
使
が
来
た
対

馬
ル
ー
ト
、
薩
摩
の
密
貿
易
ル
ー
ト
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
長
崎
街
道
が
こ
れ
ら
２

つ
の
ル
ー
ト
と
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
。

岡
林
氏
　
朝
鮮
通
信
使
が
も
た
ら
し
た
も

の
は
、
中
国
文
化
で
あ
り
、
西
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文
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で
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あ
り
ま
せ
ん
。
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摩
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同
じ
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品
の
取
引
は
一
薩
摩
藩
の
問
題
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
秘
密
ル
ー
ト
で
し
た
か
ら
、
他

に
伝
播
し
な
い
。
長
崎
街
道
は
誰
で
も
来

て
く
だ
さ
い
と
オ
ー
プ
ン
で
し
た
。
そ
れ

が
決
定
的
な
違
い
で
す
。
長
崎
に
導
入
さ

れ
た
西
洋
文
化
は
産
業
革
命
を
経
た
技
術

で
あ
り
知
識
で
す
か
ら
、
日
本
を
変
え
る

力
が
あ
っ
た
。
非
白
人
世
界
で
、
ま
た
ア

ジ
ア
に
お
け
る
唯
一
の
産
業
革
命
を
日
本

に
引
き
起
こ
し
た
。
そ
こ
に
日
本
が
ア
ジ

ア
の
中
で
大
き
く
変
わ
っ
た
原
点
が
あ
り

ま
す
。
他
の
二
つ
と
長
崎
街
道
と
の
違
い

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
長
崎
街
道
を
、
現
代
に
生

か
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
。

岡
林
氏
　
例
え
ば
、
諫
早
〜
大
村
間
の
鈴

田
峠
に
は
、長
崎
街
道
、旧
国
道
、国
道（
国

道
34
号
）、
高
速
道
路
（
長
崎
道
）、
そ
れ

に
Ｊ
Ｒ
大
村
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。
道
、

交
通
の
歴
史
が
一
望
で
き
る
わ
け
で
す
。

人
間
は
ど
の
よ
う
に
道
を
作
っ
て
き
た
か

を
知
る
上
で
は
、
そ
こ
に
立
て
ば
よ
い
。

し
か
し
、
多
く
の
人
が
、
そ
の
こ
と
に
気

が
付
か
ず
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
。
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う
し

た
長
崎
街
道
か
ら
始
ま
る
歴
史
的
な
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
人
が
多
く
な
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
の
道
の
物

語
を
語
っ
て
く
れ
る
人
が
必
要
で
す
。「
道

の
語
り
部
」
と
呼
び
た
い
方
々
の
育
成
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

―
―
「
道
の
語
り
部
」
で
す
か
。

岡
林
氏
　
道
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
地
域
の
、
ま
た
日
本
の
経
済
は
発
展
し

て
き
た
。
長
崎
街
道
は
文
化
の
街
道
と
し

て
、
歴
史
の
転
換
へ
導
い
た
多
く
の
ド
ラ

マ
を
生
み
、
旧
国
道
は
明
治
期
の
近
代
化

に
大
い
な
る
役
割
を
果
た
し
た
。
高
速
道

路
は
橋
（
鈴
田
橋
）
の
、
現
代
的
な
美
を

意
識
し
た
美
し
さ
、
高
い
視
点
を
提
供
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
を
ど
の
よ

う
に
演
出
す
る
か
が
課
題
で
す
。

　
道
の
歴
史
に
加
え
て
、
そ
の
周
辺
に
見

ら
れ
る
整
え
ら
れ
た
茶
畑
、
段
々
畑
（
棚

田
）、
た
め
池
、
石
段
な
ど
空
間
を
包
み

込
ん
だ
中
で
、
道
の
あ

る
空
間
を
演
出
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
よ
う

に
複
眼
的
に
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
に
も

日
本
の
原
風
景
、
道
と
こ
の
国
の
発
展
の

歩
み
、
日
本
の
農
村
の
原
風
景
な
ど
、
点

か
ら
線
へ
、そ
し
て
面
へ
視
野
を
広
げ
て
、

そ
の
何
気
な
い
暮
ら
し
の
風
景
か
ら
、
日

本
を
見
て
も
ら
う
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

風
景
街
道
、
道
守
の
活
動
に
「
道
を
語
る

人
」を
養
成
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

蘭
和
辞
典
の
編
纂
に
力
尽
く
す

　
オ
ラ
ン
ダ
・
カ
ピ
タ
ン
と
呼
ば
れ
る

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
、
平
戸
〜
長
崎
出

島
に
設
け
ら
れ
た
商
館
の
代
表
者
で
あ

り
、
鎖
国
を
し
い
て
い
た
日
本
の
唯
一

の
西
洋
へ
の
窓
口
役
を
務
め
た
。
初
代

ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
ク
ル
テ
イ
ウ

ス
ま
で
１
６
６
代
続
い
た
。
　

　
そ
の
中
で
も
１
５
６
代
ヘ
ン

ド
リ
ッ
ク
・
ズ
ー
フ
は
書
記
か

ら
昇
格
、
商
館
長
と
し
て
14
年

間
、
計
１
７
年
間
（
１
８
０
３

〜
１
８
１
７
）
在
日
し
た
。
長

期
滞
在
だ
け
で
な
く
、
蘭
日
辞

書
「
ズ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
」
を
編

纂
、
俳
句
を
ひ
ね
る
ほ
ど
、
日

本
語
に
堪
能
だ
っ
た
。辞
書
は
、

そ
の
後
、
蘭
学
を
学
ぼ
う
と
す

る
日
本
の
若
者
た
ち
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
書
物
と
な
っ
た
。

　
長
期
に
亘
る
日
本
滞
在
に
は

事
情
が
あ
っ
た
。
祖
国
オ
ラ
ン

ダ
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
フ

ラ
ン
ス
に
侵
攻
さ
れ
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
１
世
は
、
新
た
な
共
和
国

と
し
て
属
国
化
さ
せ
た
。
こ
れ

以
後
、
長
崎
を
出
入
り
す
る
オ
ラ
ン
ダ

商
船
は
姿
を
消
し
、
出
島
の
商
館
は
孤

立
無
援
の
状
況
に
陥
っ
た
。
商
館
運
営

は
勿
論
、
生
活
費
に
も
困
る
ほ
ど
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
ズ
ー
フ
だ
が
、
商
館
に

は
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
を
掲
げ
続
け
た
。

　「
国
滅
び
て
も
」
の
気
概
に
長
崎
人

も
共
感
を
寄
せ
、
商
館
へ
の
融
資
の
ほ

か
ズ
ー
フ
の
蔵
書
を
高
額
で
買
い
取
る

な
ど
物
心
両
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
自

活
の
道
を
探
る
た
め
、ズ
ー
フ
は「
ビ
ー

ル
製
造
」
に
も
手
を
出
す
な
ど
し
て
、

こ
の
苦
し
い
時
期
を
乗
り
切
っ
た
。

　
１
８
１
５
年
、
盛
者
必
衰
の

理
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
で
オ
ラ

ン
ダ
は
甦
っ
た
。
ズ
ー
フ
は
一

躍
、
英
雄
と
な
り
「
獅
子
士
勲

章
」
を
与
え
ら
れ
た
。
彼
の
存

在
な
く
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

来
日
、
そ
の
後
の
西
洋
技
術
、

文
化
の
流
入
も
決
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
は
進
ま
な
か
っ
た
ろ
う
。

文化を運んだ異人たち②
ヘンドリック・ズーフ（第156代オランダ商館長）

出島和蘭商館の正面玄関に商館長ズーフは
オランダ国旗を掲げ続けた。

〝
道
の
語
り
部
〞
の
養
成
を

〝
道
の
語
り
部
〞
の
養
成
を
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九
州
の
道
守
さ
ん
た
ち
が
集
ま
る
「
み

ち
づ
く
し
Ｉ
Ｎ
宮
崎
」（
平
成
29
年
10
月
）

で
「
道
の
語
り
部
」
養
成
が
、
道
守
長
崎

会
議
（
牧
圭
子
会
長
）
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

長
崎
大
学
の
岡
林
隆
敏
名
誉
教
授
の
ガ
イ

ド
で
第
１
回
「
道
の
語
り
部
養
成
講
座
」

（
同
31
年
１
月
）
が
開
か
れ
た
。
長
崎
街

道
に
架
か
る
橋
の
歴
史
と
様
式
の
変
化
を

一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
説
明
、
中
島
川
に
架

か
る
眼
鏡
橋
ま
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
の
勉
強
会
だ
っ
た
。

　
長
崎
で
は
「
長
崎
さ
る
く
博
」
を
き
っ

か
け
に
、
街
を
歩
い
て
長
崎
の
歴
史
や
物

語
り
を
良
く
深
く
知
り
、
案
内
し
よ
う
と

す
る
ガ
イ
ド
養
成
と
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
「
道
の
語
り
部
」
活
動

に
広
げ
よ
う
す
る
も
の
だ
。

　
牧
さ
ん
は
「
長
崎
の
魅
力
が
街
中
に
だ

け
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
日
本
の

近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
江
戸

時
代
の
脇
街
道
・
長
崎
街
道
、
そ
の
沿
線

に
は
「
隠
れ
た
歴
史
物
語
」
が
あ
る
こ
と

を
強
調
。
長
崎
く
ん
ち
の
主
舞
台
・
諏
訪

神
社
か
ら
始
ま
る
国
道
34
号
が
、
長
崎
街

道
の
江
戸
時
代
か
ら
、
明
治
時
代
の
国
道

４
号
、
大
正
時
代
の
国
道
25
号
と
移
り
変

わ
り
、
そ
の
時
代
、
時
代
の
橋
や
、
切
通

し
か
ら
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、「
現
在
の
国
道

の
む
こ
う
に
隠
れ
た
道
の
歴
史
」
を
紹
介

す
る
「
道
の
語
り
部
」
を
道
守
活
動
の
一

環
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
諏
訪
神
社
か
ら
国
道
34
号
で
日
見
峠
の

坂
を
上
る
と
、
我
が
国
最
初
の
上
水
道
ダ

ム
・
河
内
ダ
ム
の
横
を
通
り
、
煉
瓦
造
り

の
日
見
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て
橘
湾
沿
い

の
東
長
崎
に
降
り
て
行
く
。
ト
ン
ネ
ル
建

設
前
の
日
見
峠
は
険
し
く
、
坂
本
竜
馬
ら

志
士
た
ち
も
息
を
切
ら
し
て
峠
越
え
を
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。
や
が
て
切
通
、
さ
ら
に

ト
ン
ネ
ル
と
道
の
歴
史
を
物
語
る
「
生
き

た
遺
構
」
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
は
、
語
り
部
養

成
講
座
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
長
崎
の
ま

ち
は
橋
の
歴
史
に
あ
っ
た
」（
16
頁
）
の

冊
子
を
発
刊
す
る
。
長
崎
市
の
中
島
川
上

流
に
架
け
ら
れ
た
13
の
橋
を
紹
介
、
長
崎

街
道
の
歴
史
を
〝
橋
物
語
〞
と
し
て
伝
え

て
い
る
。

道
の
歴
史
を
語
ろ
う

　
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
義
務
は
、
平

戸
、
長
崎
出
島
時
代
を
通
じ
て
、
オ
ラ

ン
ダ
船
入
港
の
た
び
、
将
軍
へ
の
献
上

品
を
携
え
て
、
江
戸
に
上
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
参
府

は
幕
末
１
８
５
０
年
（
嘉
永

３
年
）
ま
で
毎
年
、
後
に
は

４
年
に
１
回
、
計
１
６
６
回

に
及
ぶ
。
そ
の
様
子
が
最
も

わ
か
る
の
が
シ
ー
ボ
ル
ト
が

書
い
た
「
江
戸
参
府
紀
行
」、

55
日
間
の
江
戸
へ
の
旅
が
詳

し
く
書
か
れ
て
い
る
。
シ
ー

ボ
ル
ト
は
２
回
、
江
戸
参
府

に
参
加
し
て
い
る
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
た
ち
の
江

戸
参
府
一
行
は
商
館
長
を

ト
ッ
プ
に
、
総
勢
57
人
。

１
８
２
６
年
２
月
19
日
長

崎
・
蛍
茶
屋
を
立
ち
、
長
崎

街
道
日
見
峠
を
越
え
て
、
大

村
城
下
、
嬉
野
温
泉
を
経
て

佐
賀
城
下
へ
。
シ
ー
ボ
ル
ト

の
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
」
に

は
波
静
か
な
大
村
湾
や
湯
煙

に
煙
る
嬉
野
宿
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　
三
国
峠
を
越
え
て
、
筑
前
国
に
入
り

最
初
の
宿
場
は
「
原
田
宿
」
で
あ
る
。

筑
前
六
宿
の
最
初
で
、こ
こ
か
ら
難
所
・

冷
水
峠
に
向
か
う
。
麓
の
山
家

宿
に
は
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に

向
か
う
大
名
に
黒
田
藩
主
が
出

迎
え
た
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
一
行
は
冷
水
峠

越
え
の
山
道
を
辿
る
。
石
畳
で

整
備
さ
れ
て
い
た
が
、
革
靴
の

オ
ラ
ン
ダ
人
は
滑
る
石
畳
に
難

渋
、
日
本
人
の
「
わ
ら
じ
」
に

感
心
し
て
い
る
。
峠
の
頂
上
を

越
え
て
、
下
り
坂
、
首
な
し
地

蔵
脇
を
流
れ
る
谷
川
の
「
冷
水
」

に
喉
を
潤
し
て
い
る
。

　
峠
越
え
を
終
え
る
と
内
野
宿
。

参
勤
交
代
の
大
名
が
休
む
御
茶

屋
、
脇
本
陣
な
ど
の
遺
構
、
宿

屋
な
ど
の
建
物
が
今
も
残
っ
て

い
る
。
唐
津
街
道
と
合
流
す
る

木
屋
瀬
を
経
て
、
長
崎
か
ら
六

泊
七
日
で
小
倉
・
常
盤
橋
に
着

き
、
長
崎
街
道
を
歩
き
終
え
た
。

　
大
阪
到
着
は
３
月
14
日
、
京

都
に
滞
在
、
東
海
道
か
ら
江
戸
到
着
は

４
月
11
日
。
時
の
将
軍
・
家
斉
に
拝

謁
。
そ
の
他
、
眼
科
治
療
な
ど
江
戸
の

医
師
た
ち
に
実
習
、
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
長
崎
の
出
島
に
帰
っ
た
の
は
７
月

７
日
、
往
復
１
４
３
日
を
費
や
し
た
長

い
長
い
参
府
だ
っ
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト

に
と
っ
て
、
何
に
も
代
え
ら
れ
な
い
日

本
観
察
の
機
会
だ
っ
た
。

文化を伝えた偉人たち③
商館長たちの江戸参府

シ
ー
ボ
ル
ト
が
描
い
た
小
倉
・
常
盤
橋
と

港
風
景
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と
内
野
宿
。

参
勤
交
代
の
大
名
が
休
む
御
茶

屋
、
脇
本
陣
な
ど
の
遺
構
、
宿

屋
な
ど
の
建
物
が
今
も
残
っ
て

い
る
。
唐
津
街
道
と
合
流
す
る

木
屋
瀬
を
経
て
、
長
崎
か
ら
六

泊
七
日
で
小
倉
・
常
盤
橋
に
着

き
、
長
崎
街
道
を
歩
き
終
え
た
。

　
大
阪
到
着
は
３
月
14
日
、
京

都
に
滞
在
、
東
海
道
か
ら
江
戸
到
着
は

４
月
11
日
。
時
の
将
軍
・
家
斉
に
拝

謁
。
そ
の
他
、
眼
科
治
療
な
ど
江
戸
の

医
師
た
ち
に
実
習
、
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
長
崎
の
出
島
に
帰
っ
た
の
は
７
月

７
日
、
往
復
１
４
３
日
を
費
や
し
た
長

い
長
い
参
府
だ
っ
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト

に
と
っ
て
、
何
に
も
代
え
ら
れ
な
い
日

本
観
察
の
機
会
だ
っ
た
。

文化を伝えた偉人たち③
商館長たちの江戸参府

シ
ー
ボ
ル
ト
が
描
い
た
小
倉
・
常
盤
橋
と

港
風
景
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開
会
あ
い
さ
つ

　
新
土
木
遺
産
・「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」

で
は
、
九
州
地
域
に
お
け
る
戦
後
の
主
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
の
為
、
奮
闘
し
て

き
た
人
々
と
技
術
、
そ
れ
を
支
え
た
情
熱

を
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
登
場

す
る
事
業
は
、
戦
後
復
興
、
高
度
経
済
成

長
を
支
え
た
社
会
基
盤
と
し
て
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
九
州
独
特

の
火
山
性
堆
積
土
な
ど
厳
し
い
地
質
、
険

し
い
地
形
条
件
と
の
格
闘
、
台
風
、
地
震
、

豪
雨
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
中
で
新
し
い
技

術
の
開
発
、
現
場
で
の
創
意
工
夫
、
何
よ

り
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
よ
っ
て

建
設
・
改
修
さ
れ
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、

橋
、
ダ
ム
・
河
川
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

は
現
在
も
、
九
州
の
社
会
経
済
活
動
を
支

え
、
地
域
と
人
々
の
暮
ら
し
の
安
心
安
全

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
多
く
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
建
設
か

ら
50
年
を
経
て
、
そ
の
維
持
点
検
、
補
修
、

長
寿
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
頻
発
す
る
大
災
害
に
対
す
る

防
災
機
能
、
環
境
、
景
観
と
の
調
和
、
保

全
、
さ
ら
に
は
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資

源
な
ど
新
し
い
要
請
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
で
は
、
戦
後
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
「
人
と

技
術
と
情
熱
」
の
物
語
を
通
じ
て
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
参
考
事
象
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　
土
木
技
術
は
現
場
主
義
、
経
験
主
義
の

技
術
と
言
わ
れ
ま
す
。
情
報
化
社
会
、
国

際
化
、
新
し
い
価
値
観
の
中
で
、
土
木
の

技
術
と
精
神
を
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に

継
承
し
て
ゆ
く
の
か
、
世
界
の
舞
台
で
活

躍
で
き
る
人
と
技
術
を
育
て
る
た
め
の
土

壌
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
「
土
木
」
へ
の
社

会
の
深
い
理
解
な
ど
、
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
。
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
現

場
、
行
政
、
研
究
者
と
し
て
、
造
詣
が
深

く
、
実
際
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
４
人

の
方
々
に
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
過

去
、
現
在
、
未
来
を
大
き
な
視
点
か
ら
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
竹
芳
郎
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
理
事

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
か
ら
）

○
座
談
会
出
席
者
（
順
不
同
）

　
今
村
　
瑞
穂
：
前
筑
後
川
水
源
地
域
対
策
基
金
理
事
長

　
岡
本
　
　
博
：
元
国
交
省
・
九
州
地
方
整
備
局
長
、国
土
地
理
院
院
長

　
熊
谷
恒
一
郎
：
元
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
理
事
長

　
日
野
　
伸
一
：
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
同
大
副
学
長

○
総
合
司
会
＝
樗
木
武
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
九
州
道
守
会
議
代
表

開
催
場
所
・
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
会
議
室

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州

　
　
　
　
　
特
別
座
談
会

佐竹氏

①
戦
後
の
社
会
資
本
の
流
れ
に
つ
い
て

①
戦
後
の
社
会
資
本
の
流
れ
に
つ
い
て

②
住
民
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
た
公
共
事
業

②
住
民
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
た
公
共
事
業

③
技
術
革
新
の
到
来
と
土
木

③
技
術
革
新
の
到
来
と
土
木

九州大学名誉教授、道守九州会議代表

樗木　武 氏
プロフィール
……………………………………
昭和14年、福岡県生まれ。
昭和37年九州大学工学部土木工学科卒、工学
博士。
平成14年同大学を退官し、名誉教授。
退官後は、道守九州会議の設立後代表世話人
の他、（社）九州地域づくり協会理事（非常
勤）を務める。

司会・樗木武氏



 215 

開
会
あ
い
さ
つ

　
新
土
木
遺
産
・「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」

で
は
、
九
州
地
域
に
お
け
る
戦
後
の
主
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
の
為
、
奮
闘
し
て

き
た
人
々
と
技
術
、
そ
れ
を
支
え
た
情
熱

を
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
登
場

す
る
事
業
は
、
戦
後
復
興
、
高
度
経
済
成

長
を
支
え
た
社
会
基
盤
と
し
て
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
九
州
独
特

の
火
山
性
堆
積
土
な
ど
厳
し
い
地
質
、
険

し
い
地
形
条
件
と
の
格
闘
、
台
風
、
地
震
、

豪
雨
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
中
で
新
し
い
技

術
の
開
発
、
現
場
で
の
創
意
工
夫
、
何
よ

り
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
よ
っ
て

建
設
・
改
修
さ
れ
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、

橋
、
ダ
ム
・
河
川
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

は
現
在
も
、
九
州
の
社
会
経
済
活
動
を
支

え
、
地
域
と
人
々
の
暮
ら
し
の
安
心
安
全

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
多
く
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
建
設
か

ら
50
年
を
経
て
、
そ
の
維
持
点
検
、
補
修
、

長
寿
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
頻
発
す
る
大
災
害
に
対
す
る

防
災
機
能
、
環
境
、
景
観
と
の
調
和
、
保

全
、
さ
ら
に
は
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資

源
な
ど
新
し
い
要
請
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
で
は
、
戦
後
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
「
人
と

技
術
と
情
熱
」
の
物
語
を
通
じ
て
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
参
考
事
象
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　
土
木
技
術
は
現
場
主
義
、
経
験
主
義
の

技
術
と
言
わ
れ
ま
す
。
情
報
化
社
会
、
国

際
化
、
新
し
い
価
値
観
の
中
で
、
土
木
の

技
術
と
精
神
を
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に

継
承
し
て
ゆ
く
の
か
、
世
界
の
舞
台
で
活

躍
で
き
る
人
と
技
術
を
育
て
る
た
め
の
土

壌
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
「
土
木
」
へ
の
社

会
の
深
い
理
解
な
ど
、
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
。
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
現

場
、
行
政
、
研
究
者
と
し
て
、
造
詣
が
深

く
、
実
際
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
４
人

の
方
々
に
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
過

去
、
現
在
、
未
来
を
大
き
な
視
点
か
ら
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
竹
芳
郎
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
理
事

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
か
ら
）

○
座
談
会
出
席
者
（
順
不
同
）

　
今
村
　
瑞
穂
：
前
筑
後
川
水
源
地
域
対
策
基
金
理
事
長

　
岡
本
　
　
博
：
元
国
交
省
・
九
州
地
方
整
備
局
長
、国
土
地
理
院
院
長

　
熊
谷
恒
一
郎
：
元
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
理
事
長

　
日
野
　
伸
一
：
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
同
大
副
学
長

○
総
合
司
会
＝
樗
木
武
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
九
州
道
守
会
議
代
表

開
催
場
所
・
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
会
議
室

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州

　
　
　
　
　
特
別
座
談
会

佐竹氏

①
戦
後
の
社
会
資
本
の
流
れ
に
つ
い
て

①
戦
後
の
社
会
資
本
の
流
れ
に
つ
い
て

②
住
民
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
た
公
共
事
業

②
住
民
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
た
公
共
事
業

③
技
術
革
新
の
到
来
と
土
木

③
技
術
革
新
の
到
来
と
土
木

九州大学名誉教授、道守九州会議代表

樗木　武 氏
プロフィール
……………………………………
昭和14年、福岡県生まれ。
昭和37年九州大学工学部土木工学科卒、工学
博士。
平成14年同大学を退官し、名誉教授。
退官後は、道守九州会議の設立後代表世話人
の他、（社）九州地域づくり協会理事（非常
勤）を務める。

司会・樗木武氏



 216 

元財団法人 筑後川水源地域対策基金理事
今村　瑞穂 氏
工博（九州大学）
1999年 3月　九州大学都市ｼｽﾃﾑ工専攻博士課程修了
1964年 4月　建設省四国地方建設局企画室
1978年 9月　土木研究所ダム部水資源開発研究室長
1987年 4月　筑後川工事事務所長
1988年 7月　九州建設局企画部長
1995年 5月　社団法人九州建設弘済会理事長
2000年 1月　（株）建設技術研究所
2007年 4月　財団法人 筑後川水源地域対策基金理事

出席者プロフィール（順不同）

九州大学名誉教授
日野　伸一 氏
工博（九州大学）
1980年 4月　九州大学助手採用
1983年 6月　山口大学工学部講師、助教授
1986年10月　九州大学工学部　助教授
2004年 2月　九州大学大学院工学研究院　教授
2009年 4月　九州大学大学院工学研究院長・工学部長（兼務）
2012年 4月～　九州大学　副学長（兼務）

一般社団法人九州地域づくり協会相談役
熊谷　恒一郎 氏
工博（九州大学）
1971年 3月　九州大学大学院工学研究科修士課程修了
1981年 4月　建設省九州建設局道路部道路計画第一課長
1988年 4月　宮崎工事事務所長
1994年 7月　九州地方建設局企画部長
1998年 4月　福岡県土木部長
2001年11月　社団法人九州建設弘済会 理事長
2015年 6月　一般社団法人九州地域づくり協会 相談役

道路情報センター理事長
岡本　博 氏
工博（東京大学）
1979年 4月　建設省入省
2003年 4月　国土交通省九州地方整備局道路部長
2005年10月　国土交通省道路局企画課長
2008年 7月　国土交通省九州地方整備局長
2011年 1月　国土交通省国土地理院長
2014年 6月　阪神高速道路株式会社取締役・常務執行役員
2008～11年度　筑波大学大学院システム情報工学研究科客員教授

平成 28 年 12 月末現在
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岡
本
氏
　
明
治
以
来
、
内
務
省
が
非
常
に

大
き
な
権
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
社
会

資
本
の
整
備
か
ら
教
育
、地
方
自
治
な
ど
、

幅
広
く
権
限
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
戦
争
の
推
進
力
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
占
領
軍
が
、
内
務
省
解
体

を
行
っ
た
。復
興
院
―
建
設
院
と
変
わ
り
、

昭
和
27
年
、
社
会
資
本
整
備
は
建
設
省
が

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
長
く

建
設
省
時
代
が
続
き
ま
し
た
が
、
大
規
模

な
行
政
改
革
で
平
成
13
年
、
現
在
の
国
土

交
通
省
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
社
会
資
本
の
変
遷
を
見
て
み
ま
す
と
明

治
時
代
前
半
は
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
を

重
要
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
口
の
都
市
集
中
が
進
み
、
経
済
が
発
展

し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

公
共
投
資
の
圧
倒
的
な
部
分
が
鉄
道
に
つ

ぎ
込
ま
れ
、大
き
な
シ
エ
ア
が
与
え
ら
れ
、

道
路
、
河
川
の
整
備
は
後
回
し
に
さ
れ
て

き
た
の
が
実
情
で
し
た
。
輸
送
網
整
備
は

殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
の
た
め
に
鉄
道
政

策
が
進
め
ら
れ
、
兵
員
、
物
資
の
輸
送
を

を
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
を

振
り
返
る
と
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け

ら
れ
、
社
会
資
本
の
整
備
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
遷
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
戦
前
か
ら
戦
後
、
昭
和

50
年
ご
ろ
ま
で
で
す
が
、
社
会
資
本
が
ど

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
か
、
技
術
者
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
そ
の

中
で
行
政
が
果
た
し
た
役
割
や
必
然
性
な

ど
に
つ
い
て
、
岡
本
さ
ん
か
ら
全
般
的
な

お
話
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
前
は

内
務
省
だ
っ
た
の
が
、
新
た
な
国
の
行
政

機
関
の
出
現
、
建
設
省
、
国
交
省
の
登
場

な
ど
組
織
的
変
遷
、国
と
地
方
の
あ
り
方
、

そ
し
て
建
設
省
・
九
州
地
方
建
設
局
の
誕

生
な
ど
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
も
含
め

て
お
話
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

司
会
（
樗
木
名
誉
教
授
）　
戦
後
、
建
設

さ
れ
た
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
関

門
国
道
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
（
昭
和
33
年
）

が
、
重
要
な
土
木
事
業
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
そ
の
後
、
三
太
郎
国
道
、
天
草
五
橋

な
ど
、
記
念
碑
的
な
建
設
事
業
が
進
み
ま

し
た
が
、
新
土
木
遺
産
と
も
い
え
る
土
木

事
業
（
戦
後
）
の
中
で
、
事
業
的
、
技
術

的
に
重
要
と
考
え
る
イ
ン
フ
ラ
を
具
体
的

に
挙
げ
、
そ
の
理
由
と
意
味
や
問
題
な
ど

を
語
り
、
そ
し
て
、
よ
り
大
切
な
社
会
資

本
に
関
わ
る
近
未
来
な
い
し
長
期
の
将
来

を
展
望
し
ま
す
。

　
い
い
か
え
る
と
、
ご
出
席
の
４
人
の

方
々
に
土
木
事
業
の
推
進
、
土
木
技
術
者

の
道
を
歩
み
、
社
会
資
本
整
備
の
責
任
を

果
た
し
て
き
た
立
場
で
、
合
せ
て
人
財
育

成
・
研
究
に
携
わ
っ
た
経
験
な
ど
に
も
言

及
し
な
が
ら
、
戦
後
七
〇
年
余
の
社
会
資

本
整
備
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の

困
難
な
時
代
の
社
会
資
本
整
備
の
課
題
に

つ
い
て
話
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。戦

争
で
全
国
１
１
５
都
市
が
戦
災
を
受

け
そ
の
う
ち
九
州
は
25
都
市
、
約
４
分
の

１
に
及
び
ま
す
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
ひ
ど

く
や
ら
れ
、
山
河
も
荒
廃
し
、
い
わ
ば
無

か
ら
の
再
出
発
で
し
た
。

　
戦
災
か
ら
73
年
（
平
成
29
年
現
在
）、

人
の
一
生
に
当
た
る
歳
月
が
過
ぎ
、
そ
の

間
、
社
会
資
本
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
将
来
の
社
会
資
本
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
。
総
括
し
展
望
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す

　
ま
ず
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
ご

ろ
ま
で
は
戦
災
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

立
ち
上
が
り
、
経
済
白
書
が
「
も
は
や
戦

後
で
は
な
い
」（
昭
和
31
年
）
と
宣
言
、

石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
な

ど
発
展
の
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

工
夫
し
努
力
し
て
作
り
上
げ
て
ゆ
く
プ
ロ

セ
ス
を
前
半
と
し
て
話
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
後
に
な
る
と
、
公
害
問
題
や
大
規

模
土
木
事
業
批
判
、
公
共
事
業
へ
も
厳
し

い
目
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
石
油
危
機
、

バ
ブ
ル
、
失
わ
れ
た
20
年
を
経
て
今
日
に

至
り
ま
す
。
そ
の
間
、
い
ろ
ん
な
課
題
が

表
面
化
し
、
反
省
も
し
、
い
ろ
ん
な
工
夫

鉄
道
優
先
と
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

鉄
道
優
先
と
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
道
路
整
備

な
か
っ
た
道
路
整
備

①
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
の
流
れ
に
つ
い
て

①
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
の
流
れ
に
つ
い
て

岡本氏
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岡
本
氏
　
明
治
以
来
、
内
務
省
が
非
常
に

大
き
な
権
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
社
会

資
本
の
整
備
か
ら
教
育
、地
方
自
治
な
ど
、

幅
広
く
権
限
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
戦
争
の
推
進
力
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
占
領
軍
が
、
内
務
省
解
体

を
行
っ
た
。復
興
院
―
建
設
院
と
変
わ
り
、

昭
和
27
年
、
社
会
資
本
整
備
は
建
設
省
が

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
長
く

建
設
省
時
代
が
続
き
ま
し
た
が
、
大
規
模

な
行
政
改
革
で
平
成
13
年
、
現
在
の
国
土

交
通
省
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
社
会
資
本
の
変
遷
を
見
て
み
ま
す
と
明

治
時
代
前
半
は
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
を

重
要
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
口
の
都
市
集
中
が
進
み
、
経
済
が
発
展

し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

公
共
投
資
の
圧
倒
的
な
部
分
が
鉄
道
に
つ

ぎ
込
ま
れ
、大
き
な
シ
エ
ア
が
与
え
ら
れ
、

道
路
、
河
川
の
整
備
は
後
回
し
に
さ
れ
て

き
た
の
が
実
情
で
し
た
。
輸
送
網
整
備
は

殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
の
た
め
に
鉄
道
政

策
が
進
め
ら
れ
、
兵
員
、
物
資
の
輸
送
を

を
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
を

振
り
返
る
と
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け

ら
れ
、
社
会
資
本
の
整
備
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
遷
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
戦
前
か
ら
戦
後
、
昭
和

50
年
ご
ろ
ま
で
で
す
が
、
社
会
資
本
が
ど

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
か
、
技
術
者
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
そ
の

中
で
行
政
が
果
た
し
た
役
割
や
必
然
性
な

ど
に
つ
い
て
、
岡
本
さ
ん
か
ら
全
般
的
な

お
話
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
前
は

内
務
省
だ
っ
た
の
が
、
新
た
な
国
の
行
政

機
関
の
出
現
、
建
設
省
、
国
交
省
の
登
場

な
ど
組
織
的
変
遷
、国
と
地
方
の
あ
り
方
、

そ
し
て
建
設
省
・
九
州
地
方
建
設
局
の
誕

生
な
ど
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
も
含
め

て
お
話
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

司
会
（
樗
木
名
誉
教
授
）　
戦
後
、
建
設

さ
れ
た
九
州
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
関

門
国
道
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
（
昭
和
33
年
）

が
、
重
要
な
土
木
事
業
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
そ
の
後
、
三
太
郎
国
道
、
天
草
五
橋

な
ど
、
記
念
碑
的
な
建
設
事
業
が
進
み
ま

し
た
が
、
新
土
木
遺
産
と
も
い
え
る
土
木

事
業
（
戦
後
）
の
中
で
、
事
業
的
、
技
術

的
に
重
要
と
考
え
る
イ
ン
フ
ラ
を
具
体
的

に
挙
げ
、
そ
の
理
由
と
意
味
や
問
題
な
ど

を
語
り
、
そ
し
て
、
よ
り
大
切
な
社
会
資

本
に
関
わ
る
近
未
来
な
い
し
長
期
の
将
来

を
展
望
し
ま
す
。

　
い
い
か
え
る
と
、
ご
出
席
の
４
人
の

方
々
に
土
木
事
業
の
推
進
、
土
木
技
術
者

の
道
を
歩
み
、
社
会
資
本
整
備
の
責
任
を

果
た
し
て
き
た
立
場
で
、
合
せ
て
人
財
育

成
・
研
究
に
携
わ
っ
た
経
験
な
ど
に
も
言

及
し
な
が
ら
、
戦
後
七
〇
年
余
の
社
会
資

本
整
備
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の

困
難
な
時
代
の
社
会
資
本
整
備
の
課
題
に

つ
い
て
話
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。戦

争
で
全
国
１
１
５
都
市
が
戦
災
を
受

け
そ
の
う
ち
九
州
は
25
都
市
、
約
４
分
の

１
に
及
び
ま
す
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
ひ
ど

く
や
ら
れ
、
山
河
も
荒
廃
し
、
い
わ
ば
無

か
ら
の
再
出
発
で
し
た
。

　
戦
災
か
ら
73
年
（
平
成
29
年
現
在
）、

人
の
一
生
に
当
た
る
歳
月
が
過
ぎ
、
そ
の

間
、
社
会
資
本
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
将
来
の
社
会
資
本
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
。
総
括
し
展
望
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す

　
ま
ず
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
ご

ろ
ま
で
は
戦
災
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

立
ち
上
が
り
、
経
済
白
書
が
「
も
は
や
戦

後
で
は
な
い
」（
昭
和
31
年
）
と
宣
言
、

石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
な

ど
発
展
の
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

工
夫
し
努
力
し
て
作
り
上
げ
て
ゆ
く
プ
ロ

セ
ス
を
前
半
と
し
て
話
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
後
に
な
る
と
、
公
害
問
題
や
大
規

模
土
木
事
業
批
判
、
公
共
事
業
へ
も
厳
し

い
目
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
石
油
危
機
、

バ
ブ
ル
、
失
わ
れ
た
20
年
を
経
て
今
日
に

至
り
ま
す
。
そ
の
間
、
い
ろ
ん
な
課
題
が

表
面
化
し
、
反
省
も
し
、
い
ろ
ん
な
工
夫

鉄
道
優
先
と
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

鉄
道
優
先
と
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
道
路
整
備

な
か
っ
た
道
路
整
備

①
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
の
流
れ
に
つ
い
て

①
戦
後
の
社
会
資
本
整
備
の
流
れ
に
つ
い
て

岡本氏
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鉄
道
が
担
い
ま
し
た
。

　
勿
論
、
政
府
に
は
道
路
政
策
は
あ
り
ま

し
た
が
、我
が
国
に
は
馬
車
文
化
が
な
く
、

道
路
整
備
が
遅
れ
ま
し
た
。
自
動
車
は
昭

和
10
年
に
よ
う
や
く
５
０
０
０
台
に
な
っ

た
程
度
で
し
た
。
そ
れ
で
も
昭
和
18
年
に

全
国
自
動
車
道
５
４
０
０
㎞
構
想
が
策
定

さ
れ
、
幅
員
20
ｍ
、
設
計
速
度
１
０
０
〜

１
６
０
㎞
（
時
速
）
と
す
る
内
容
で
し
た

が
、
九
州
で
は
門
司
か
ら
長
崎
ま
で
だ
け

で
し
た
。
鉄
道
は
終
戦
の
昭
和
20
年
段
階

で
全
国
２
万
㎞
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
速
道
路
は

な
く
、
戦
前
は
、
道
路
は
顧
み
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
戦
後
に
な
り
ま
す
と
、
道
路
整
備
は
必

要
だ
、
し
か
し
、
財
源
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
、
道
路
特
定
財
源
制
度
と
有
料
道

路
制
度
（
昭
和
27
年
、
道
路
整
備
特
別
措

置
法
）
が
で
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
借
金
で

道
路
を
造
っ
て
通
行
料
金
で
返
す
と
言
う

制
度
で
す
。
昭
和
37
年
、
全
国
総
合
開
発

計
画
が
で
き
、
高
度
経
済
成
長
を
目
指
す

こ
と
に
な
り
、
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）

に
よ
う
や
く
名
神
高
速
道
路
（
尼
崎
〜
栗

東
）
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
国
は
全
国
１
１
５
都
市

の
戦
災
復
旧
の
た
め
の
特
別
都
市
計
画
法

を
制
定
し
ま
し
た
が
、
九
州
で
は
福
岡
市

だ
け
が
昭
和
22
年
、
復
興
土
地
区
画
整
理

事
業
の
認
可
を
得
て
事
業
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
そ
の
福
岡
市
に
つ
い
て
み
る
と
、

面
積
３
２
８
７
ｈ
ａ
に
つ
い
て
、
昭
和
21

年
か
ら
同
52
年
ま
で
30
年
に
及
ぶ
年
月
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
道
路
に
つ
い
て
は
米
国
の
ワ
ト

キ
ン
ス
調
査
団
の
報
告
書
が
「
工
業
国
で

こ
れ
ほ
ど
道
路
を
無
視
し
た
国
は
ほ
か
に

に
な
い
」
と
厳
し
い
指
摘
を
行
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

岡
本
氏
　
そ
の
よ
う
に
道
路
整
備
は
全
国

的
に
も
大
き
く
遅
れ
、
一
般
財
源
に
よ
る

道
路
整
備
だ
け
で
は
増
大
す
る
道
路
需
要

に
対
処
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
財
源
不
足
を
補
う
方
法
と
し

て
有
料
道
路
制
度
（
昭
和
27
年
）
と
道
路

特
定
財
源
制
度
（
同
29
年
）
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
有
料
道
路
制
度
は
国
や
地
方
公

共
団
体
が
道
路
整
備
に
あ
た
り
財
源
不
足

を
補
う
方
法
と
し
て
借
入
金
を
用
い
、
完

成
し
た
道
路
か
ら
通
行
料
金
を
徴
収
し
て

返
済
に
充
て
る
も
の
で
す
。
ま
た
道
路
特

定
財
源
は
揮
発
油
税
が
道
路
整
備
の
特
定

財
源
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
車
の
両
輪

と
し
て
道
路
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
道
を
抑
え

て
、
道
路
整
備
が
大
幅
に
伸
び
た
と
こ
ろ

で
す
。

樗
木
氏
　
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
社
会

基
盤
と
し
て
道
路
が
重
視
さ
れ
た
の
で
す

ね
。
社
会
資
本
と
は
公
共
の
福
祉
に
供
す

る
共
通
の
資
産
で
、
代
表
的
な
も
の
は
道

路
と
河
川
、
ダ
ム
が
中
心
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

岡
本
氏
　
高
度
経
済
成
長
の
た
め
、
昭
和

37
年
、
全
国
総
合
開
発
計
画
（
一
全
総
）

が
策
定
さ
れ
、
拠
点
開
発
方
式
が
打
ち
出

さ
れ
、
開
発
拠
点
を
交
通
通
信
施
設
に

よ
っ
て
有
機
的
に
連
絡
さ
せ
、
国
土
の
均

衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

樗
木
氏
　
そ
の
後
、
新
全
総
、
三
全
総
、

四
全
総
そ
し
て
国
土
形
成
計
画
と
進
み
ま

す
が
、
共
通
の
社
会
基
盤
と
し
て
道
路
、

河
川
が
中
心
と
な
り
、
道
路
法
、
河
川
法

が
改
定
さ
れ
、
地
方
に
も
目
が
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
九

州
は
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
終
戦
後
、
九
州
は
台
風
の
来

襲
が
続
き
自
然
災
害
に
苦
し
み
ま
し
た
。

そ
う
し
た
防
災
対
策
と
同
時
に
、
九
州
の

復
興
の
き
っ
か
け
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

で
す
。
経
済
成
長
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

確
保
の
た
め
の
石
炭
の
傾
斜
生
産
、
水
力

発
電
の
為
の
ダ
ム
建
設
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
九
州
を
襲
っ
た
災
害
の
特
徴

や
、防
災
事
業
の
展
開
も
あ
り
ま
し
た
が
、

長
く
河
川
事
業
や
ダ
ム
建
設
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
今
村
さ
ん
か
ら
、
そ
う
し
た
流

れ
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
村
氏
　
河
川
事
業
の
面
か
ら
戦
後
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
第
二
次
大
戦
後
は
国
土

の
荒
廃
が
ひ
ど
く
、
最
初
の
一
〇
年
は
復

興
の
基
礎
づ
く
り
の
時
期
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

戦
災
と
自
然
災
害
、
国
土
の
荒
廃

戦
災
と
自
然
災
害
、
国
土
の
荒
廃

戦
災
と
自
然
災
害
、
国
土
の
荒
廃

今村氏

写真－１　可哀相な馬の死体

写真－２　西鉄橋梁と流木（右が上流）

写真－３　折れて落ちた宮ノ陣橋
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私
は
筑
後
川
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
終
戦
後
、
大
型
台
風
が
次
々
に

来
襲
、
枕
崎
台
風
、
ジ
ェ
ー
ン
台
風
な
ど

国
民
が
食
糧
不
足
に
あ
え
い
で
い
る
時
期

に
深
刻
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
特
に
九

州
で
は
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
災
害
、
昭
和
28

年
の
豪
雨
に
よ
っ
て
中
・
北
部
九
州
地
域

が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
我
が
家

も
筑
後
川
の
氾
濫
で
床
上
浸
水
に
な
り
ま

し
た
。
川
の
本
流
を
生
き
た
ま
ま
の
牛
や

馬
が
流
れ
、
家
も
、
屋
根
に
人
が
跨
っ
た

ま
ま
流
れ
て
ゆ
く
。
堤
防
が
破
堤
し
て
久

留
米
市
街
に
濁
水
が
流
れ
込
ん
で
大
変
な

被
害
を
出
し
ま
し
た
（
写
真
―
１
〜
３
）。

戦
後
８
年
、
戦
争
で
疲
弊
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
住
民
は
物
心
両
面
に
わ
た
り
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
筑
後
川
だ

け
で
な
く
、
遠
賀
川
、
熊
本
の
白
川
な

ど
も
氾
濫
、

大
変
な
被

害
を
出
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
災
害
に
対
し
て
国
家
的
な

対
応
策
が
必
要
と
さ
れ
て
「
治
山
治
水
緊

急
対
策
要
綱
」
が
で
き
、
長
期
的
視
点
に

立
つ
治
水
対
策
の
基
本
方
向
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
伊
勢
湾
台
風
（
昭
和
34
年
）

を
契
機
と
し
て
、「
治
山
治
水
緊
急
措
置

法
」
と
「
治
水
特
別
会
計
法
」
が
制
定
さ

れ
、
初
め
て
法
律
に
基
づ
く
予
算
の
裏
付

け
を
伴
う
治
水
事
業
の
長
期
計
画
が
策
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

樗
木
氏
　
昭
和
32
年
に
は
諫
早
の
本
明
川

が
氾
濫
、
全
国
的
に
も
昭
和
22
年
の
カ
ス

リ
ン
台
風
、
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
が

大
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
都

市
化
が
進
む
中
で
の
水
資

源
の
確
保
と
ダ
ム
事
業
の
展
開
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
ま
す
。
そ
の
変
遷
な
ど
に
つ
い

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
村
氏
　
河
川
総
合
開
発
に
つ
い
て
は
、

戦
前
か
ら「
害
水
を
変
じ
て
資
源
と
成
す
」

と
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ダ
ム

建
設
に
よ
っ
て
、
治
水
（
洪
水
調
節
）
と

と
も
に
灌
漑
用
水
の
確
保
、
水
力
発
電
な

ど
を
含
め
た
河
川
総
合
開
発
の
考
え
方
が

提
起
さ
れ
て
は
い
ま
し
た
。
世
界
大
恐
慌

後
の
米
国
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
計
画
の
影
響
を
受

け
、
昭
和
20
年
代
後
半
に
な
っ
て
戦
後
経

済
復
興
の
目
玉
と
し
て
河
川
総
合
開
発
が

本
格
化
し
ま
す
。
昭
和
27
年
電
源
開
発
促

進
法
、
治
山
治
水
関
連
法
の
ほ
か
農
業
用

表－１　治水事業五箇年計画の推移

表－２　河川法改正の流れ

筑後川大堰

計画名

第１次
（昭和３５～
　　３９年）

0.40

第２次
（昭和４０～
　　４４年）

1.10

第３次
（昭和４３～
　　4７年）

2.05

第４次
（昭和４７～
　　５１年）

4.05

第５次
（昭和５２～
　　５６年）

7.63

第６次
（昭和５７～
　　６１年）

11.20

第７次
（昭和６２～
平成３年）

12.50

第８次
（平成４～
平成８年）

17.50

 河　　　川　　

 土砂災害対策

 水資源開発

九州の主な施工事例

24.00

雲仙普賢岳火山砂防に着手（平成５年）
ダム周辺環境整備事業に着手（６ダム）

雲仙水無川１号砂防ダム完成（平成１０年）
六角川川添排水機場完成（平成１０年）
緑川六間堰完成（平成１０年）
矢部川松原堰完成（平成１０年）

市房ダム完成（昭和３５年）
松浦川改修に着手（昭和３６年）
大野川乙津川分流堰完成（昭和３７年）
筑後川島内堰完成（昭和３９年）

計画額
（兆円）

　治山治水事業の緊急かつ計画的な実施を促進することにより、国土の保全と開発
を図る。

　治山治水事業の緊急かつ計画的な実施を促進することにより、国土の保全と開発
を図る。

　頻発する災害や水不足に対処するため、新たな計画を構築する。

　高度経済成長のなか河川を取り巻く環境が著しく変化し、治水施設の立遅れが顕
著となってきたことによる治水計画の再構築を図る。

計画・整備目標

第９次
（平成９～

平成１５年）

：　うるおいある水辺空間整備延長を１,９００ｋｍから３,２０
０ｋｍまで延伸する。

 うるおいのある
　　水辺空間

　梅雨前線、台風による水害をはじめとする激甚な災害が相次ぎ、治水整備の遅れ
も原因となっており、また、水需要が年々増大し、水需要がひっ迫してきたことに
より対処するため、国土の保全と開発を図り、国民生活の安定と向上に資する。

鶴田ダム完成（昭和４０年）
川辺川砂防に着手（昭和４２年）
新前川堰・球磨川堰着手（昭和４２年）
遠賀川環境整備に着手（昭和４４年）

大淀川砂防に着手（昭和４５年）
緑川ダム完成（昭和４６年）
六角川牛津江排水機場完成（昭和４６年）

松原・下筌ダム完成（昭和４８年）
沖水川砂防完成（昭和４８年）
松浦大堰完成（昭和４９年）
江川ダム完成（昭和５０年）
桜島砂防に着手（昭和５１年）

寺内ダム完成（昭和５２年）
菊池川山鹿大堰完成（昭和５３年）
筑後川原鶴分水路完成（昭和５４年）
佐賀導水路事業に着手（昭和５４年）

六角川河口堰および遠賀川河口堰完成（昭和５８年）
筑後大堰本体完成（昭和６０年）
松原・下筌ダム再開発完成（昭和６１年）
耶馬溪ダム完成（昭和６０年）

厳木ダム完成（昭和６２年）
筑後川久留米市街部大規模引堤事業着手（昭和６３年）
河川浄化事業（乙津川、番匠川支川中川、筑後川支川高良
川）の完成（昭和６２年～平成２年）平成大堰完成（平成
３年）

　都市化による治水機能の低下、氾濫区域への人口、資産の集中によって、治水安
全度の低下が進行し、治水施設の整備水準は低位にとどまり、水需要の増大などに
対処し、国土の保全と開発を図り、国民生活の安全と向上に資する。

　安全で活力のある国土基盤の形成と社会、経済の発展に向けての水資源開発及び
うるおいとふれあいのある水辺環境の形成。
　戦後最大洪水による氾濫防止等を図る。

　安全な社会基盤の形成と水と緑豊かな生活環境の創造及び超過洪水異常濁水等に
備える危機管理施策の展開。氾濫土砂災害による被害の防止。水需給バランスの達
成。うるおいと豊かな自然環境のある水辺空間の創造・美しい水環境の形成。

：　時間雨量５０ｍｍ相当の降雨において、氾濫防御率５２%を
５９%に向上させる。

：　時間雨量５０ｍｍ相当の降雨において、防護人口率３８%
（２１０万人）を４８%（２７０万人）に向上させる。

：　渇水頻発地域を重点に水資源開発を推進し、安全給水人口率
３８%（４,５００万人）を５４%（６,５００万人）に向上させ
る。

害
水
変
じ
て
、資
源
と
な
す

害
水
変
じ
て
、資
源
と
な
す

害
水
変
じ
て
、資
源
と
な
す
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私
は
筑
後
川
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
終
戦
後
、
大
型
台
風
が
次
々
に

来
襲
、
枕
崎
台
風
、
ジ
ェ
ー
ン
台
風
な
ど

国
民
が
食
糧
不
足
に
あ
え
い
で
い
る
時
期

に
深
刻
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
特
に
九

州
で
は
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
災
害
、
昭
和
28

年
の
豪
雨
に
よ
っ
て
中
・
北
部
九
州
地
域

が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
我
が
家

も
筑
後
川
の
氾
濫
で
床
上
浸
水
に
な
り
ま

し
た
。
川
の
本
流
を
生
き
た
ま
ま
の
牛
や

馬
が
流
れ
、
家
も
、
屋
根
に
人
が
跨
っ
た

ま
ま
流
れ
て
ゆ
く
。
堤
防
が
破
堤
し
て
久

留
米
市
街
に
濁
水
が
流
れ
込
ん
で
大
変
な

被
害
を
出
し
ま
し
た
（
写
真
―
１
〜
３
）。

戦
後
８
年
、
戦
争
で
疲
弊
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
住
民
は
物
心
両
面
に
わ
た
り
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
筑
後
川
だ

け
で
な
く
、
遠
賀
川
、
熊
本
の
白
川
な

ど
も
氾
濫
、

大
変
な
被

害
を
出
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
災
害
に
対
し
て
国
家
的
な

対
応
策
が
必
要
と
さ
れ
て
「
治
山
治
水
緊

急
対
策
要
綱
」
が
で
き
、
長
期
的
視
点
に

立
つ
治
水
対
策
の
基
本
方
向
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
伊
勢
湾
台
風
（
昭
和
34
年
）

を
契
機
と
し
て
、「
治
山
治
水
緊
急
措
置

法
」
と
「
治
水
特
別
会
計
法
」
が
制
定
さ

れ
、
初
め
て
法
律
に
基
づ
く
予
算
の
裏
付

け
を
伴
う
治
水
事
業
の
長
期
計
画
が
策
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

樗
木
氏
　
昭
和
32
年
に
は
諫
早
の
本
明
川

が
氾
濫
、
全
国
的
に
も
昭
和
22
年
の
カ
ス

リ
ン
台
風
、
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
が

大
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
都

市
化
が
進
む
中
で
の
水
資

源
の
確
保
と
ダ
ム
事
業
の
展
開
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
ま
す
。
そ
の
変
遷
な
ど
に
つ
い

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
村
氏
　
河
川
総
合
開
発
に
つ
い
て
は
、

戦
前
か
ら「
害
水
を
変
じ
て
資
源
と
成
す
」

と
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ダ
ム

建
設
に
よ
っ
て
、
治
水
（
洪
水
調
節
）
と

と
も
に
灌
漑
用
水
の
確
保
、
水
力
発
電
な

ど
を
含
め
た
河
川
総
合
開
発
の
考
え
方
が

提
起
さ
れ
て
は
い
ま
し
た
。
世
界
大
恐
慌

後
の
米
国
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
計
画
の
影
響
を
受

け
、
昭
和
20
年
代
後
半
に
な
っ
て
戦
後
経

済
復
興
の
目
玉
と
し
て
河
川
総
合
開
発
が

本
格
化
し
ま
す
。
昭
和
27
年
電
源
開
発
促

進
法
、
治
山
治
水
関
連
法
の
ほ
か
農
業
用

表－１　治水事業五箇年計画の推移

表－２　河川法改正の流れ

筑後川大堰

計画名

第１次
（昭和３５～
　　３９年）

0.40

第２次
（昭和４０～
　　４４年）

1.10

第３次
（昭和４３～
　　4７年）

2.05

第４次
（昭和４７～
　　５１年）

4.05

第５次
（昭和５２～
　　５６年）

7.63

第６次
（昭和５７～
　　６１年）

11.20

第７次
（昭和６２～
平成３年）

12.50

第８次
（平成４～
平成８年）

17.50

 河　　　川　　

 土砂災害対策

 水資源開発

九州の主な施工事例

24.00

雲仙普賢岳火山砂防に着手（平成５年）
ダム周辺環境整備事業に着手（６ダム）

雲仙水無川１号砂防ダム完成（平成１０年）
六角川川添排水機場完成（平成１０年）
緑川六間堰完成（平成１０年）
矢部川松原堰完成（平成１０年）

市房ダム完成（昭和３５年）
松浦川改修に着手（昭和３６年）
大野川乙津川分流堰完成（昭和３７年）
筑後川島内堰完成（昭和３９年）

計画額
（兆円）

　治山治水事業の緊急かつ計画的な実施を促進することにより、国土の保全と開発
を図る。

　治山治水事業の緊急かつ計画的な実施を促進することにより、国土の保全と開発
を図る。

　頻発する災害や水不足に対処するため、新たな計画を構築する。

　高度経済成長のなか河川を取り巻く環境が著しく変化し、治水施設の立遅れが顕
著となってきたことによる治水計画の再構築を図る。

計画・整備目標

第９次
（平成９～

平成１５年）

：　うるおいある水辺空間整備延長を１,９００ｋｍから３,２０
０ｋｍまで延伸する。

 うるおいのある
　　水辺空間

　梅雨前線、台風による水害をはじめとする激甚な災害が相次ぎ、治水整備の遅れ
も原因となっており、また、水需要が年々増大し、水需要がひっ迫してきたことに
より対処するため、国土の保全と開発を図り、国民生活の安定と向上に資する。

鶴田ダム完成（昭和４０年）
川辺川砂防に着手（昭和４２年）
新前川堰・球磨川堰着手（昭和４２年）
遠賀川環境整備に着手（昭和４４年）

大淀川砂防に着手（昭和４５年）
緑川ダム完成（昭和４６年）
六角川牛津江排水機場完成（昭和４６年）

松原・下筌ダム完成（昭和４８年）
沖水川砂防完成（昭和４８年）
松浦大堰完成（昭和４９年）
江川ダム完成（昭和５０年）
桜島砂防に着手（昭和５１年）

寺内ダム完成（昭和５２年）
菊池川山鹿大堰完成（昭和５３年）
筑後川原鶴分水路完成（昭和５４年）
佐賀導水路事業に着手（昭和５４年）

六角川河口堰および遠賀川河口堰完成（昭和５８年）
筑後大堰本体完成（昭和６０年）
松原・下筌ダム再開発完成（昭和６１年）
耶馬溪ダム完成（昭和６０年）

厳木ダム完成（昭和６２年）
筑後川久留米市街部大規模引堤事業着手（昭和６３年）
河川浄化事業（乙津川、番匠川支川中川、筑後川支川高良
川）の完成（昭和６２年～平成２年）平成大堰完成（平成
３年）

　都市化による治水機能の低下、氾濫区域への人口、資産の集中によって、治水安
全度の低下が進行し、治水施設の整備水準は低位にとどまり、水需要の増大などに
対処し、国土の保全と開発を図り、国民生活の安全と向上に資する。

　安全で活力のある国土基盤の形成と社会、経済の発展に向けての水資源開発及び
うるおいとふれあいのある水辺環境の形成。
　戦後最大洪水による氾濫防止等を図る。

　安全な社会基盤の形成と水と緑豊かな生活環境の創造及び超過洪水異常濁水等に
備える危機管理施策の展開。氾濫土砂災害による被害の防止。水需給バランスの達
成。うるおいと豊かな自然環境のある水辺空間の創造・美しい水環境の形成。

：　時間雨量５０ｍｍ相当の降雨において、氾濫防御率５２%を
５９%に向上させる。

：　時間雨量５０ｍｍ相当の降雨において、防護人口率３８%
（２１０万人）を４８%（２７０万人）に向上させる。

：　渇水頻発地域を重点に水資源開発を推進し、安全給水人口率
３８%（４,５００万人）を５４%（６,５００万人）に向上させ
る。

害
水
変
じ
て
、資
源
と
な
す

害
水
変
じ
て
、資
源
と
な
す

害
水
変
じ
て
、資
源
と
な
す
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水
、
水
道
な
ど
が
治
水
と
の
共
同
事
業
と

し
て
制
度
化
さ
れ
、
河
川
総
合
開
発
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
当
初
は
ダ
ム
の
設
計
や
施
工
に
は
、
米

国
の
内
務
省
や
陸
軍
工
兵
隊
の
技
術
や
工

事
手
法
が
導
入
さ
れ
、
参
考
に
さ
れ
ま
し

た
。
市
房
ダ
ム
（
昭
和
35
年
）、
鶴
田
ダ

ム
（
同
40
年
）
あ
た
り
ま
で
は
そ
う
い
う

時
代
で
し
た
。
昭
和
48
年
松
原
・
下
筌
ダ

ム
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
複

雑
な
地
質
に
適
合
し
た
設
計
手
法
が
提
案

さ
れ
、
竜
門
ダ
ム
の
時
代
に
な
り
ま
す
と

日
本
独
自
の
施
工
方
法
が
開
発
さ
れ
適
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
戦
後
か
ら
昭
和
40
年
代
に

か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
事
業
の
実
施

に
関
す
る
制
度
が
整
え
ら
れ
、
積
極
的
な

事
業
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
に
つ
い
て
の
法
整
備
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
治
水
・
防
災
を

中
心
に
し
た
旧
河
川
法
が
昭
和
39
年
に

は
、
水
資
源
と
し
て
の
流
水
の
管
理
、
ダ

ム
な
ど
の
大
規
模
構
造
物
の
管
理
の
強
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
大
改
正
が
な
さ
れ
ま

し
た
（
表
―
２
）。
ま
た
、
県
ご
と
に
県

知
事
が
管
理
し
て
い
た
河
川
は
、
国
民
経

済
的
に
影
響
の
大
き
い
河
川
を
一
級
河
川

と
し
て
水
系
一
貫
の
立
場
か
ら
国
が
直
轄

管
理
し
、
そ
の
他
を
二
級
河
川
と
し
て
従

来
通
り
県
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
九
州
で
は
現
在
、
20
水
系
の
河
川
が

国
直
轄
で
す
。
国
直
轄
の
河
川
は
全
国

１
０
９
水
系
あ
り
ま
す
か
ら
約
２
割
で

す
。
昭
和
23
年
に
は
事
業
費
は
約
２
億
円

だ
っ
た
も
の
が
、
43
年
に
は
87
億
円
、
53

年
に
は
３
７
８
億
円
に
な
り
、
事
業
が
拡

大
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ダ
ム
建
設
事
業
は
特
定
多
目
的

ダ
ム
の
時
代
に
入
り
ま
す
。

福
岡
都
市
圏
の
40
％
が
筑
後
川
か
ら

樗
木
氏
　
治
水
と
利
水
の
関
係
部
門
が
共

同
出
資
し
て
ダ
ム
を
建
設
す
る
わ
け
で
す

ね
。

今
村
氏
　
多
目
的
ダ
ム
は
共
同
事
業
で
す

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
財
産
権
を
持
ち
、
共

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
ダ
ム
の
一
体
的
な
管
理
運
営
は
で

き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
昭
和
30
年
代
の
初
め
、

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
を
定
め
、
こ
の
中

で
「
ダ
ム
の
使
用
権
」
の
概
念
が
打
ち
出

さ
れ
、
国
（
河
川
管
理
者
）
が
一
元
的
に

ダ
ム
管
理
の
責
任
を
持
ち
、
一
方
で
、
利

水
事
業
者
は
ダ
ム
使
用
権
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

樗
木
氏
　
加
え
て
、
高
度
経
済
成
長
な
ど

社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
重
化
学
工
業
が

成
長
し
た
反
面
、
九
州
は
石
炭
か
ら
石
油

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
辛
酸
を

な
め
る
地
域
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
工
業

化
、
都
市
化
な
ど
社
会
経
済
の
変
化
に

よ
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
利
水
の
在

り
方
も
変
化
し
ま
し
た
が
。

今
村
氏
　
そ
れ
ま
で
の
河
川
の
水
利
用
は

農
業
用
水
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
す
が

発
電
や
都
市
用
水
が
加
わ
り
、
水
利
用
が

拡
大
し
、
水
資
源
の
開
発
と
配
分
の
調
整

が
都
市
部
を
中
心
に
し
て
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
に
積
極
的
に
対
応
、
展

開
す
る
た
め
水
資
源
開
発
促
進
法
が
制
定

さ
れ
（
昭
和
36
年
）、
そ
れ
に
よ
り
、
全

国
六
主
要
水
系
の
一
つ
と
し
て
同
39
年
に

筑
後
川
水
系
に
も
適
用
さ
れ
た
結
果
、
江

川
ダ
ム
、
寺
内
ダ
ム
、
筑
後
大
堰
、
筑
後

川
導
水
な
ど
が
事
業
化
さ
れ
、
急
速
な
都

市
化
、
工
業
化
に
伴
う
水
需
要
の
拡
大
に

対
応
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
福
岡
都
市
圏
の
水
道
用
水
の
約
40
％
が

筑
後
川
か
ら
の
導
水
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
そ
の
際
、
九
州
経
済
連
合
会
が
中
心
と

な
り
、
建
設
、
農
水
、
通
産
各
省
と
関
係

各
県
（
四
県
）
に
よ
り
北
部
九
州
水
資
源

開
発
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
総
合
的
立
場

か
ら
の
開
発
計
画
の
調
整
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
会
で
策
定
さ
れ
る
水
需
給
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
筑
後
川
水
系
の
水
資
源

開
発
基
本
計
画
の
原
案
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
北
部

九
州
の
水
問
題
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

江川ダム（独立行政法人水資源機構・両筑平野用水管理所HP提供）

下筌ダム　蜂の巣城の“攻防戦”。公共事業の進め方に教訓を残した
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樗
木
氏
　
次
に
道
路
整
備
、
交
通
問
題
の

大
ま
か
な
流
れ
と
道
路
行
政
に
つ
い
て
論

議
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
熊
谷
さ
ん
は
建
設

省
九
州
建
設
局
を
始
め
各
県
の
土
木
部
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
は
も
と
よ
り

地
方
も
含
め
て
道
路
建
設
の
歩
み
と
意

義
、
効
果
、
課
題
に
つ
い
て
の
話
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

熊
谷
氏

岡
本
さ
ん
の
お
話
の
続
き
と
な

り
ま
す
が
、
戦
後
九
州
の
道
路
整
備
は
国

の
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
に
沿
っ
て
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
先
ず
本
州
と
つ
な
が

る
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
、
そ
し
て
九
州
を

南
北
に
縦
断
す
る
国
道
３
号
お
よ
び
10
号

の
い
わ
ゆ
る
一
次
改
築
な
ど
、
二
車
線
化

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
最
初
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
関
門
国
道
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
合
わ
せ
て
九
州
の
玄
関
口

で
あ
る
北
九
州
市
内
の
道
路
整
備
も
進
め

ら
れ
、
北
九
州
道
路
や
若
戸
大
橋
な
ど
も

相
次
い
で
開
通
し
ま
し
た
。
私
は
北
九
州

の
出
身
な
の
で
、
子
供
の
頃
の
こ
れ
ら
の

開
通
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
道
路
整
備

も
ピ
ー
ク
に
達
し
、
昭
和
40
年
代
に
は
九

州
内
の
幹
線
道
路
の
一
次
改
築
は
大
幅
に

進
み
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
54
年
か
ら
約
３
年
間
、
九
州

地
方
建
設
局
で
道
路
計
画
を
担
当
し
ま
し

た
が
、
当
時
建
設
省
直
轄
の
国
道
の
一
次

改
築
は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
、
県
庁
所

在
地
等
の
都
市
周
辺
で
の
渋
滞
対
策
の
た

め
の
二
次
改
築
、
い
わ
ゆ
る
バ
イ
パ
ス
等

の
整
備
で
す
が
、
こ
れ
を
積
極
的
に
展
開

す
る
段
階
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
高

速
道
路
に
つ
い
て
は
古
賀
・
八
代
間
が
供

用
す
る
の
み
で
し
た
が
、
そ
の
後
九
州
縦

貫
道
に
引
き
続
き
九
州
横
断
道
が
急
速
に

進
め
ら
れ
、
供
用
延
長
を
延
ば
し
て
い
き

ま
し
た
（
図
―
１
）。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
上
で
、
九
州

で
も
環
境
問
題
等
が
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
し
た
が
、
九
州
の
道
路
整
備
が
非
常
に

立
ち
遅
れ
て
い
る
と
言
う
共
通
の
認
識
が

あ
り
、
道
路
そ
の
も
の
が
不
要
だ
と
云
う

意
見
は
極
め
て
少
数
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
道
路
整
備
が
多
大
な

期
間
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
そ

の
社
会
的
経
済
的
貢
献
に
つ
い
て
常
に
議

論
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
様
々
な

課
題
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
た
な
施
策
が
打
ち
出
さ

れ
、
よ
り
質
の
高
い
道
路
整
備
に
転
換
す

る
、
そ
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
財
政
状
況
が
逼
迫
す
る

中
で
道
路
整
備
が
無
駄
な
公
共
事
業
の
一

つ
と
見
な
さ
れ
、
と
く
に
地
方
部
で
の
道

路
投
資
を
抑
制
す
る
意
見
が
強
く
出
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
。

社
会
資
本
の
充
実
に
国
民
合
意

社
会
資
本
の
充
実
に
国
民
合
意

社
会
資
本
の
充
実
に
国
民
合
意

図-１
　九州地域の道路整備の推移　九州地域の道路整備の推移

熊谷氏

図-２
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樗
木
氏
　
次
に
道
路
整
備
、
交
通
問
題
の

大
ま
か
な
流
れ
と
道
路
行
政
に
つ
い
て
論

議
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
熊
谷
さ
ん
は
建
設

省
九
州
建
設
局
を
始
め
各
県
の
土
木
部
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
は
も
と
よ
り

地
方
も
含
め
て
道
路
建
設
の
歩
み
と
意

義
、
効
果
、
課
題
に
つ
い
て
の
話
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

熊
谷
氏

岡
本
さ
ん
の
お
話
の
続
き
と
な

り
ま
す
が
、
戦
後
九
州
の
道
路
整
備
は
国

の
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
に
沿
っ
て
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
先
ず
本
州
と
つ
な
が

る
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
、
そ
し
て
九
州
を

南
北
に
縦
断
す
る
国
道
３
号
お
よ
び
10
号

の
い
わ
ゆ
る
一
次
改
築
な
ど
、
二
車
線
化

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
最
初
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
関
門
国
道
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
合
わ
せ
て
九
州
の
玄
関
口

で
あ
る
北
九
州
市
内
の
道
路
整
備
も
進
め

ら
れ
、
北
九
州
道
路
や
若
戸
大
橋
な
ど
も

相
次
い
で
開
通
し
ま
し
た
。
私
は
北
九
州

の
出
身
な
の
で
、
子
供
の
頃
の
こ
れ
ら
の

開
通
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
道
路
整
備

も
ピ
ー
ク
に
達
し
、
昭
和
40
年
代
に
は
九

州
内
の
幹
線
道
路
の
一
次
改
築
は
大
幅
に

進
み
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
54
年
か
ら
約
３
年
間
、
九
州

地
方
建
設
局
で
道
路
計
画
を
担
当
し
ま
し

た
が
、
当
時
建
設
省
直
轄
の
国
道
の
一
次

改
築
は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
、
県
庁
所

在
地
等
の
都
市
周
辺
で
の
渋
滞
対
策
の
た

め
の
二
次
改
築
、
い
わ
ゆ
る
バ
イ
パ
ス
等

の
整
備
で
す
が
、
こ
れ
を
積
極
的
に
展
開

す
る
段
階
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
高

速
道
路
に
つ
い
て
は
古
賀
・
八
代
間
が
供

用
す
る
の
み
で
し
た
が
、
そ
の
後
九
州
縦

貫
道
に
引
き
続
き
九
州
横
断
道
が
急
速
に

進
め
ら
れ
、
供
用
延
長
を
延
ば
し
て
い
き

ま
し
た
（
図
―
１
）。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
上
で
、
九
州

で
も
環
境
問
題
等
が
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
し
た
が
、
九
州
の
道
路
整
備
が
非
常
に

立
ち
遅
れ
て
い
る
と
言
う
共
通
の
認
識
が

あ
り
、
道
路
そ
の
も
の
が
不
要
だ
と
云
う

意
見
は
極
め
て
少
数
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
道
路
整
備
が
多
大
な

期
間
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
そ

の
社
会
的
経
済
的
貢
献
に
つ
い
て
常
に
議

論
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
様
々
な

課
題
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
た
な
施
策
が
打
ち
出
さ

れ
、
よ
り
質
の
高
い
道
路
整
備
に
転
換
す

る
、
そ
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
財
政
状
況
が
逼
迫
す
る

中
で
道
路
整
備
が
無
駄
な
公
共
事
業
の
一

つ
と
見
な
さ
れ
、
と
く
に
地
方
部
で
の
道

路
投
資
を
抑
制
す
る
意
見
が
強
く
出
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
。

社
会
資
本
の
充
実
に
国
民
合
意

社
会
資
本
の
充
実
に
国
民
合
意

社
会
資
本
の
充
実
に
国
民
合
意

図-１
　九州地域の道路整備の推移　九州地域の道路整備の推移

熊谷氏

図-２
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進
む
交
流
圏
拡
大
と
九
州
の
一
体
化

樗
木
氏
　
道
路
整
備
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
地
域
の
ど
の
よ
う
な
整
備
効
果
を

生
む
の
か
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

熊
谷
氏
　
先
程
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
地

方
部
で
の
道
路
投
資
に
つ
い
て
、
地
域
の

住
民
の
生
活
を
預
か
る
首
長
さ
ん
達
の
意

見
と
国
会
や
マ
ス
コ
ミ
の
議
論
と
の
隔
た

り
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
の
で
、

永
年
に
亘
る
道
路
整
備
が
地
域
社
会
の
中

で
果
た
し
て
き
た
役
割
を
客
観
的
に
分
析

評
価
し
て
み
よ
う
と
考
え
、
十
年
ほ
ど
前

に
、
自
分
な
り
に
勉
強
し
て
み
ま
し
た
。

技
術
的
に
詳
細
な
説
明
は
省
き
ま
す

が
、
国
土
交
通
省
が
長
年
に
わ
た
っ
て
続

け
て
き
た
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
交

通
流
動
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
高
速
道
路

が
殆
ど
な
く
幹
線
国
道
の
一
次
改
築
が
ほ

ぼ
終
わ
っ
た
昭
和
55
年
か
ら
、
幹
線
国
道

の
二
次
改
築
や
高
速
道
路
の
整
備
が
か
な

り
進
ん
だ
平
成
11
年
ま
で
の
20
年
間
の
変

化
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
（
図
―
２
）。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
55
年
の
段
階
で
は
生

活
圏
間
や
県
間
で
の
連
携
交
流
は
あ
る
程

度
見
ら
れ
ま
す
が
、
九
州
全
体
を
カ
バ
ー

す
る
よ
う
な
広
域
的
な
交
流
、
特
に
南
北

九
州
間
の
交
流
は
ご
く
僅
か
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
平
成
11
年
に
な
る
と
国
道

の
二
次
改
築
の
進
捗
や
九
州
縦
貫
道
、
九

州
横
断
道
の
完
成
に
よ
り
広
域
交
通
の

ウ
ェ
イ
ト
が
著
し
く
高
く
な
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
後
の
道
路
整
備

の
進
捗
に
よ
り
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
進
ん

で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
道
路
整
備
に
よ
る
効
果

は
、
た
だ
単
に
旅
客
や
物
の
移
動
量
が
増

え
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
広
域
交
通
が

も
た
ら
す
連
携
交
流
に
よ
り
九
州
全
体
を

一
つ
の
有
機
的
な
圏
域
と
し
て
集
約
し
、

九
州
の
一
体
的
な
発
展
を
促
す
と
い
う
大

き
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま

す
。
市
町
村
長
さ
ん
達
の
よ
う
に
長
年
に

わ
た
っ
て
地
域
を
見
て
き
た
人
達
の
判
断

は
、
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
あ
る
と
確
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

樗
木
氏

以
上
の
努
力
と
は
別
に
様
々
な

課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ
か

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
九
州

の
戦
後
の
道
路
整
備
は
、
三
太
郎
、
宗
太

郎
国
道
の
改
築
か
ら
国
道
57
号
、
２
１
８

号
等
の
横
断
道
路
、
高
速
道
路
の
建
設
な

ど
、
進
ん
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が

も
た
ら
し
た
九
州
に
お
け
る
社
会
経
済
効

果
の
観
点
か
ら
お
話
を
頂
き
ま
す
。

熊
谷
氏
　
先
程
、
道
路
整
備
の
効
果
を
交

通
流
動
の
変
化
に
よ
り
説
明
を
し
ま
し
た

が
、
も
う
少
し
具
体
的
に
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
交
通
流
動
を
目
的
別
に
見
ま
す
と
交
通

流
動
の
広
域
化
は
業
務
関
係
の
交
通
に
顕

著
に
表
れ
て
い
ま
す
（
図
―
３
）。
各
県

間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
福
岡
生
活

圏
を
中
心
と
す
る
九
州
全
域
の
広
域
的
交

流
が
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
業
務
の
分
野
で
は
平
成
一
一
年
の

段
階
で
、
福
岡
生
活
圏
を
中
心
と
す
る
九

州
圏
域
の
一
体
化
が
あ
る
程
度
進
ん
で
い

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
通
勤
や
買
物
等
の
生
活
目
的
の

交
通
を
見
る
と
、
量
的
に
は
大
き
な
伸
び

率
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
行
動
範
囲

は
比
較
的
狭
く
、
大
部
分
は
同
一
地
方
生

活
圏
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地

方
生
活
圏
を
飛
び
出
す
交
通
の
多
く
は
県

庁
所
在
地
の
あ
る
生
活
圏
を
向
い
て
お

り
、
平
成
一
一
年
の
段
階
で
、
全
体
と
し

て
は
各
県
単
位
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
地
域
的
に
見
る
と
、
そ
の
交
流
の

伸
び
率
や
広
域
化
の
程
度
は
か
な
り
の
差

が
あ
り
交
流
活
性
化
や
広
域
化
が
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
地
域
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
東
九
州
沿
い
の
地
域
等
、
高
速

道
路
や
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
が
十
分
で

な
か
っ
た
地
域
に
お
い
て
顕
著
で
す
が
、

道
路
整
備
が
進
ん
だ
地
域
で
も
不
均
衡
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
根
本
的
に
は
平
成
一
一
年
当
時

の
高
速
道
路
網
が
縦
貫
道
と
横
断
道
に
よ

る
十
字
形
で
あ
り
、
交
差
す
る
鳥
栖
や
福

岡
の
周
辺
に
便
益
が
集
中
し
が
ち
で
あ
る

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
県
か
ら
福
岡

一
極
集
中
の
原
因
と
指
摘
さ
れ
た
所
以
で

す
。

　
そ
の
後
は
東
九
州
自
動
車
道
は
じ
め
と

す
る
高
速
道
路
等
の
整
備
が
進
ん
で
お

り
、
循
環
型
の
道
路
網
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
各
地
域
の
道
路

の
活
用
法
に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
不
均
衡
は
次
第
に
解
消
さ
れ
て
い
く
の

図-３

 

福
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久留米 

佐賀 
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鹿児島 
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北松 

伊万里 

唐津 
筑豊 
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小林 

実線：流出率 8.5%以上 

破線：流出率 4.5%～8.5% 

図-3 業務交通による交流(H11) 

（走行台ｷﾛﾍﾞｰｽ） 

道
路
整
備
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果

道
路
整
備
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果

道
路
整
備
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果
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樗
木
氏
　
と
こ
ろ
で
、
道
路
、
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
、
河
川
を
含
め
て
社
会
資
本
整
備

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
人
材
育
成
も
必

要
で
す
。
大
学
に
お
け
る
土
木
技
術
者

育
成
、
教
育
も
、
高
度
経
済
成
長
な
ど
、

社
会
の
要
請
に
応
じ
、
変
遷
を
た
ど
っ

て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
鉄
道
工
学
か

ら
初
め
て
、
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

研
究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
の

土
木
技
術
者
教
育
の
歩
み
に
つ
い
て
、

日
野
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

日
野
教
授
　
昭
和
50
年
頃
ま
で
、
つ
ま

り
戦
後
前
半
の
大
学
の
技
術
者
教
育
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
前
に
、
文
部
科
学
白
書
（
２
０
１
５

版
）
を
見
て
み
ま
す
と
、
昭
和
41
年
を

ピ
ー
ク
に
18
歳
人
口
が
２
５
０
万
人
近

く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ピ
ー
ク
は
３
年

間
ぐ
ら
い
２
４
０
万
人
前
後
で
、
ま
さ

に
団
塊
の
世
代
で
し
た
が
、
そ
の
後
昭

和
50
年
頃
は
１
５
０
万
人
台
に
落
ち
込

み
、
そ
こ
か
ら
再
上
昇
、
平
成
に
入
る

頃
は
再
び
２
０
０
万
人
を
超
え
る
と
こ

ろ
ま
で
回
復
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
減
り
続
け
平
成
21
年
〜
32
年
頃
ま

で
は
１
２
０
万
人
台
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
３
年
頃
か
ら
再
び
減

少
傾
向
を
た
ど
り
、
同
13
年
こ
ろ
に
は

１
０
０
万
人
を
切
る
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
と
短
大
の
進
学
状
況
で
す
が
、
戦

後
、
昭
和
35
年
こ
ろ
約
16
万
人
だ
っ
た
も

の
が
、平
成
10
年
頃
ま
で
少
し
ず
つ
上
昇
、

同
11
年
に
60
万
人
台
と
な
っ
て
今
日
ま
で

61
〜
62
万
人
程
度
の
横
ば
い
で
推
移
し
て

き
て
い
ま
す
（
図
―
４
）。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
土
木
工
学
科
を

含
め
て
大
学
の
学
科
が
増
設
さ
れ
た
り
、

定
員
増
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
23
年
、

学
制
改
革
が
行
わ
れ
九
州
大
学
は
帝
大
か

ら
新
制
の
国
立
大
学
に
変
わ
り
、
ま
た
、

実
践
的
な
技
術
者
養
成
の
た
め
、
昭
和
37

年
以
降
、
各
県
ご
と
に
高
専
が
で
き
、
当

然
な
が
ら
土
木
工
学
科
も
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
制
改
革
で
旧
制
高
校
だ
っ
た

と
こ
ろ
は
新
制
大
学
と
な
り
、
も
と
も
と

土
木
工
学
科
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
建
築
と
土
木
工
学
科
に
分
化
し
ま
し

た
。

　
旧
制
高
校
の
な
か
っ
た
長
崎
は
新
制
大

学
と
し
て
昭
和
44
年
、
佐
賀
大
が
昭
和
45

年
、
鹿
児
島
大
が
同
48
年
に
そ
れ
ぞ
れ
土

木
工
学
科
を
新
設
し
て
以
降
、
土
木
工
学

科
は
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
樗
木

図―4　18歳人口と高等教育機関への進学率

高
度
成
長
と
人
材
育
成

高
度
成
長
と
人
材
育
成

日野教授

橋は西から、パイオニアたち橋は西から、パイオニアたち橋は西から、パイオニアたち

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

調
査
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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る
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
と
短
大
の
進
学
状
況
で
す
が
、
戦

後
、
昭
和
35
年
こ
ろ
約
16
万
人
だ
っ
た
も

の
が
、平
成
10
年
頃
ま
で
少
し
ず
つ
上
昇
、

同
11
年
に
60
万
人
台
と
な
っ
て
今
日
ま
で

61
〜
62
万
人
程
度
の
横
ば
い
で
推
移
し
て

き
て
い
ま
す
（
図
―
４
）。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
土
木
工
学
科
を

含
め
て
大
学
の
学
科
が
増
設
さ
れ
た
り
、

定
員
増
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
23
年
、

学
制
改
革
が
行
わ
れ
九
州
大
学
は
帝
大
か

ら
新
制
の
国
立
大
学
に
変
わ
り
、
ま
た
、

実
践
的
な
技
術
者
養
成
の
た
め
、
昭
和
37

年
以
降
、
各
県
ご
と
に
高
専
が
で
き
、
当

然
な
が
ら
土
木
工
学
科
も
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
制
改
革
で
旧
制
高
校
だ
っ
た

と
こ
ろ
は
新
制
大
学
と
な
り
、
も
と
も
と

土
木
工
学
科
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
建
築
と
土
木
工
学
科
に
分
化
し
ま
し

た
。

　
旧
制
高
校
の
な
か
っ
た
長
崎
は
新
制
大

学
と
し
て
昭
和
44
年
、
佐
賀
大
が
昭
和
45

年
、
鹿
児
島
大
が
同
48
年
に
そ
れ
ぞ
れ
土

木
工
学
科
を
新
設
し
て
以
降
、
土
木
工
学

科
は
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
樗
木

図―4　18歳人口と高等教育機関への進学率

高
度
成
長
と
人
材
育
成

高
度
成
長
と
人
材
育
成

日野教授

橋は西から、パイオニアたち橋は西から、パイオニアたち橋は西から、パイオニアたち

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

調
査
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
高
度
経
済

成
長
に
入
り
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
を
ど
ん

ど
ん
充
実
、
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
時
代
、
社
会
的
要
請
を
反
映
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
技
術
的
と
言
う
か
専

門
的
に
も
、
早
く
先
進
諸
国
、
欧
米
諸
国

に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
、
と
欧
米
に
学

び
、
実
務
型
の
人
材
を
育
成
し
て
ゆ
く
時

代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
九
州
大
学
で
の
土
木
工
学
科
そ

の
も
の
の
変
遷
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。

日
野
教
授
　
九
州
帝
国
大
学
と
し
て
出
発

し
た
明
治
44
年
当
時
か
ら
土
木
工
学
科
は

あ
り
ま
し
た
。
３
つ
の
講
座
か
ら
の
出
発

で
し
た
が
、
順
次
、
増
え
て
き
て
昭
和
38

年
に
は
水
工
土
木
学
科
が
増
設
さ
れ
て
、

そ
れ
が
平
成
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。
当

時
、
と
言
っ
て
も
大
学
法
人
化
さ
れ
る
ま

で
は
、
講
座
は
教
授
、
助
教
授
が
い
て
助

手
が
２
名
ず
つ
の
教
員
配
置
で
し
た
。
講

座
名
称
も
橋
梁
工
学
、
鉄
道
工
学
と
か
道

路
、
河
川
、
海
岸
、
上
下
水
道
な
ど
施
設

を
対
象
に
し
た
個
別
施
設
技
術
ご
と
と
構

造
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
学
な
ど
専
門
基
礎
学
問
ご
と
の

編
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

時
代
と
言
う
の
は
専
門
の
基
礎
学
問
ご
と

に
分
け
、
個
別
の
施
設
、
技
術
単
位
で
分

類
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
先
進
技
術

を
学
び
、
発
展
、
実
用
化
さ
せ
る
の
が
目

的
で
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
は
教
授
一
人
と
か
准
教
授
一
人
と
い

う
講
座
制
で
は
な
く
研
究
室
制
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
名
称
も
施
設
名
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
と
か
学
問
別

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
社
会
基
盤
と
か
環

境
社
会
と
か
、
最
近
は
ア
ジ
ア
防
災
研
究

セ
ン
タ
ー
と
い
う
付
属
セ
ン
タ
ー
も
で
き

ま
し
た
。
こ
う
い
う
流
れ
は
ど
こ
の
大
学

も
同
じ
状
況
か
と
思
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
人
材
と
共
に
、
い
ま
一
つ
は
技

術
展
開
が
必
要
で
す
。
先
生
は
橋
梁
が
ご

専
門
で
す
。
橋
梁
に
つ
い
て
、「
橋
は
西

か
ら
、
日
は
東
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
九
州
の
橋
の
建
設
は
パ
イ
オ
ニ
ア
的

架
橋
が
多
く
あ
り
ま
す
。
西
海
橋
、
若
戸

大
橋
、
天
草
５
橋
、
関
門
橋
な
ど
。
戦
後

前
半
の
注
目
す
べ
き
土
木
技
術
の
出
現
や

導
入
、
発
展
な
ど
そ
の
歩
み
や
意
味
と
位

置
づ
け
、
大
型
化
す
る
社
会
資
本
施
設
の

整
備
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
土
木
技
術
の

展
開
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
日
野
先
生
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

日
野
教
授
　
日
本
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
か
ら
九
州
に
は
石
橋
文
化
が
あ

り
ま
し
た
（
写
真
―
４
）。
明
治
時
代
に

な
っ
て
か
ら
の
近
代
橋
梁
に
つ
い
て
も
、

九
州
は
先
駆
的
で
、
鉄
の
橋
が
最
初
に
で

き
た
の
は
長
崎
で
し
た
。
鉄
道
で
は
昭
和

10
年
、
筑
後
川
昇
開
橋
、
道
路
で
は
、
戦

後
に
な
っ
て
長
大
橋
の
先
駆
け
と
し
て
中

央
支
間
が
２
６
０
ｍ
を
持
つ
西
海
橋
が
登

場
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
昭
和
31
年
日
本
道
路
公
団
が

設
立
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
国
が
直
轄
で
や
っ

て
き
た
事
業
の
う
ち
、
一
般
有
料
道
路
と

高
速
道
路
を
公
団
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
一
般
有
料
道
路
と
し
て
天
草

五
橋
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
架
橋
か
ら
50
年

の
式
典
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

第
１
号
橋
の
天
門
橋
は
ト
ラ
ス
橋
で
、
当

時
、
世
界
最
長
の
支
間
距
離
３
０
０
ｍ
を

持
っ
て
い
ま
す
。
他
の
橋
も
ア
ー
チ
、
パ

イ
プ
、
Ｐ
Ｃ
橋
と
、
当
時
、
先
駆
け
的
な

橋
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
な
ん
と
言
っ
て
も
長
大
吊
橋

と
し
て
登
場
し
た
若
戸
大
橋（
写
真
―
５
）

は
、
支
間
長
３
６
７
ｍ
で
当
時
東
洋
一
で

し
た
。
現
在
で
は
吊
橋
形
式
を
使
わ
な
く

て
も
造
れ
ま
す
が
、
当
時
、
日
本
の
技
術

者
が
欧
米
に
行
っ
て
相
当
に
学
び
、
情
報

を
収
集
し
た
上
で
、
日
本
人
に
よ
る
初
め

て
の
「
手
作
り
に
よ
る
吊
橋
」
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
若
戸
大
橋
の
技
術
と

経
験
を
活
か
し
て
関
門
橋
が
で
き
、
こ
れ

が
世
界
最
長
の
明
石
海
峡
大
橋
に
つ
な
が写真－６　西海橋（右奥）と新西海橋（左手前）（長崎県西海市）

写真―４　甲突川から移設された西田橋（鹿児島市石橋記念公園）写真―４　甲突川から移設された西田橋（鹿児島市石橋記念公園）

写真―５　若戸大橋（1962年開通、1990年４車線化）
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り
ま
す
（
表
―
３
）。

　
そ
の
後
の
技
術
の
展
開
で
す
が
、
西
海

橋
に
並
ん
で
新
西
海
橋
が
２
０
０
６
年
架

橋
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
―
６
）。
同
じ

ア
ー
チ
橋
で
す
が
、
ア
ー
チ
リ
ブ
に
三
角

形
の
パ
イ
プ
ア
ー
チ
を
使
っ
て
お
り
、
パ

イ
プ
の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
充
填
し
た

鋼
管
Ｃ
Ｆ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
新
技
術
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
道
路
橋
と
し
て

日
本
で
は
初
め
て
で
す
が
、
中
国
で
は
ド

ン
ド
ン
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
戸

大
橋
も
そ
の
構
造
を
変
え
ず
に
２
車
線
を

４
車
線
に
拡
幅
す
る
と
い
う
技
術
的
な
工

夫
を
し
て
画
期
的
な
事
業
を
や
り
あ
げ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
50
年
と
い
う
こ
と
で
年
代
を
区
切

る
と
、
ち
ょ
う
ど
新
幹
線
が
博
多
ま
で
開

通
し
た
の
が
こ
の
年
で
、
高
速
道
路
が
熊

本
〜
植
木
間
が
開
通
し
た
の
が
昭
和
46
年

で
し
た
。
中
国
自
動
車
道
の
山
口
か
ら
関

門
橋
を
渡
っ
て
八
代
ま
で
開
通
し
た
の
が

昭
和
55
年
と
い
う
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
て
ゆ

き
、
技
術
の
発

展
と
、
大
学
の

教
育
が
連
動
し

た
形
で
発
展
し

た
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
米
国
で
は

１
８
６
０
〜
80

年
に
か
け
て
、

日
本
で
は
明
治

維
新
の
こ
ろ
で

す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
始
め
、
次
々
と
長
大
橋

が
架
け
ら
れ
、
１
９
２
０
年
代
に
も
立

派
な
長
大
橋
が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
そ
う
し
た

米
国
の
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
よ
う
や
く

１
９
６
３
年
若
戸
大
橋
が
で
き
、関
門
橋
、

本
四
架
橋
、
明
石
海
峡
大
橋
に
た
ど
り
つ

い
た
の
で
し
た
。

樗
木
氏
　
大
学
と
現
場
の
関
係
で
言
う

と
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
大
学
の
先

生
が
直
接
、
現
場
に
出
か
け
る
な
ど
大
学

と
現
場
が
直
結
し
て
い
る
感
じ
が
あ
っ

て
、
学
生
も
そ
の
手
伝
い
に
行
く
と
い
う

形
で
現
場
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば

西
海
橋
だ
と
東
大
の
平
井
敦
先
生
、
天
草

五
橋
だ
と
熊
本
大
、
後
に
九
州
大
の
教
授

を
さ
れ
た
吉
村
虎
蔵
先
生
、
山
崎
徳
也
先

生
、
村
上
正
先
生
な
ど
直
接
現
場
と
関
係

が
あ
っ
て
教
育
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
景

観
だ
と
か
環
境
だ
と
か
も
。
そ
れ
が
最
近

だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

表―３　橋梁技術の歩み
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変
革
求
め
ら
れ
る
公
共
事
業
と

「
失
わ
れ
た
20
年
」

樗
木
氏

40
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
例
え
ば
下
筌
ダ
ム
反
対
運
動
、
阪

神
の
方
で
は
道
路
設
計
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
た
補
償
問
題
な
ど
い
ろ
ん
な
問
題
が

公
共
事
業
で
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
な

る
と
土
木
事
業
、
社
会
資
本
整
備
そ
の
も

の
に
変
革
が
求
め
ら
れ
、
改
革
し
て
ゆ
か

な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
50
年
代
か

ら
の
「
失
わ
れ
た
20
年
」
の
間
の
社
会
資

本
整
備
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
何
も
な
い
終
戦
直
後

か
ら
今
日
ま
で
、
道
路
整
備
に
よ
る
九
州

の
地
域
間
交
流
の
今
日
ま
で
の
発
展
の
姿

を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
道
路
特
定

財
源
問
題
で
非
常
に
苦
労
さ
れ
た
岡
本
さ

ん
は
こ
の
点
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
氏
　
熊
谷
さ
ん
の
お
話
と
通
じ
る
と

こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
昭

和
50
年
ご
ろ
、
あ
る
い
は
55
年
ご
ろ
ま
で

は
舗
装
率
と
改
良
率
が
急
速
に
上
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
し
か
し
自
動
車
保
有
台
数

は
ず
ー
と
上
が
っ
て
ゆ
く
。
道
路
は
改
良

さ
れ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
不
足
し
て
、
渋
滞

が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
。
平
成
７
〜
10
年

ま
で
自
動
車
は
増
え
続
け
、
こ
れ
に
対
応

し
な
け
れ
ば
と
言
う
の
が
道
路
整
備
５
カ

年
計
画
。
第
５
次
計
画
で
交
通
事
故
の
防

止
、
第
６
次
に
は
道
路
環
境
の
改
善
が
非

常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
で
環
境
の
対
応
は
し
て
い
っ

た
の
で
す
が
。
公
共
事
業
を
や
る
前
に

環
境
影
響
評
価
を
先
に
や
る
の
だ
と
い

う
こ
と
で
環
境
影
響
評
価
法
が
国
会
に

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
廃
案
と
な
っ
て
、

１
９
８
４
年
、
法
律
で
は
な
く
閣
議
決
定

で
制
度
的
に
環
境
ア
セ
ス
を
や
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
、
環
境
影
響

評
価
法
が
改
正
さ
れ
て
施
行
さ
れ
、
計
画

段
階
で
環
境
評
価
を
し
な
さ
い
と
な
り
ま

し
た
。
事
業
を
や
る
か
ど
う
か
決
め
る
前

に
環
境
上
の
配
慮
を
先
に
と
言
う
こ
と
で

す
。

　
ま
た
、
世
の
中
が
公
共
事
業
に
対
し
て

批
判
的
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
し

た
。
背
景
に
、
国
の
債
務
残
高
が
膨
大
に

あ
り
ま
す
。
バ
ブ
ル
が
平
成
２
年
こ
ろ
に

崩
壊
す
る
と
、
景
気
対
策
と
し
て
公
共
事

業
を
活
用
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
財
政
が
持
た
な
い
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

張
ら
れ
て
、
平
成
８
年
橋
本
内
閣
、
同
改

造
内
閣
で
省
庁
改
変（
平
成
13
年
）と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
る
い
は
小
泉
内
閣
が

登
場
、
違
う
形
の
行
革
を
や
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
郵
政
改
革
、
道
路
公
団
民
営

化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
対
策
を
何
と
か
や
り
な
が
ら
、
道

路
整
備
を
進
め
て
き
た
が
こ
れ
で
、
大
き

な
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
従
来
は
、
事
業
分
野
別
計

画
を
立
て
て
、
事
業
費
を
示
し
て
い
ま
し

た
が
、
社
会
資
本
重
点
整
備
計
画
で
分
野

別
事
業
が
統
一
さ
れ
、
し
か
も
事
業
費
な

し
で
成
果
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
但
し
、
道
路
整
備
５
カ
年
計
画
の

道
路
特
定
財
源
制
度
が
ま
だ
法
律
上
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
事
業
費
だ
け
は
「
88
兆
円

を
上
回
ら
な
い
」
こ
と
で
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
21
年
か
ら
は
一
般
財
源
に

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
は
、
国
全
体
と
し
て
財

源
が
か
な
り
不
足
し
て
い
た
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
Ｎ

Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
）
の
考
え
方
が
登
場
し
ま
し
た
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
主
要
国
で
70
年
代
の
石
油
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
こ
と

を
背
景
に
、
財
政
赤
字
が
拡
大
し
て
、
小

さ
な
政
府
を
目
指
す
新
保
守
主
義
が
台
頭

し
ま
し
た
。
そ
の
代
表
が
英
国
の
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
で
、
政
府
部
門
を
こ
れ
ま
で

の
や
り
方
で
は
な
く
民
間
の
経
営
理
念
を

入
れ
て
新
た
に
行
政
改
革
を
や
る
ん
だ
、

と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
世
界
中
に
流

行
り
小
泉
内
閣
も
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
わ

け
で
す
。

　
平
成
15
年
に
は
道
路
整
備
も
量
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
成
果
を
目
標
と
す

る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
ん
だ
、
と
言

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
参
加
と
開
か
れ
た
社
会
資
本
整
備

樗
木
氏
　
九
州
で
は
「
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
登
場
し
ま
す
ね
。

岡
本
氏
　
行
政
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
で
成
果
を
き
ち

ん
と
あ
げ
て
行
こ
う
と
「
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
取
り
入
れ
て
事
業
を

効
率
化
、
投
資
効
果
の
高
い
も
の
で
進
捗

の
環
境
が
整
っ
て
い
て
選
択
と
集
中
で
５

年
以
内
に
供
用
が
可
能
な
も
の
を
選
び
出

し
て
、
供
用
目
標
と
成
果
、
年
度
ご
と
の

進
捗
目
標
を
公
表
す
る
こ
と
を
や
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
道
路
が
集
中
的
に
供
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
、と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
つ
、
計
画
の
立
て
方
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
、
つ
ま
り
市

民
参
加
型
の
計
画
を
立
て
て
行
こ
う
と

「
市
民
参
加
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
道
路
局
が
造
り
（
平
成

14
年
）、
九
州
で
も
佐
賀
唐
津
道
路
と
か

宮
崎
環
状
道
路
、
鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス
を

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
や
り
始
め
て
い
ま

す
。

樗
木
氏
　
確
か
に
開
か
れ
た
社
会
資
本
整

備
の
イ
メ
ー
ジ
展
開
が
あ
っ
て
、
そ
の
方

向
に
強
い
目
が
向
け
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
す

が
、
そ
こ
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
な
、

と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
も
の
が
決
ま
ら
な
い
。
福
岡
空

港
問
題
も
長
く
長
く
議
論
を
し
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
何
か
を
や

れ
ば
絶
対
良
い
と
言
う
こ
と
ば
か
り
は
有

公
共
事
業
「
失
わ
れ
た

公
共
事
業
「
失
わ
れ
た
20
年
」

②
住
民
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
た
公
共
事
業

②
住
民
か
ら
問
題
提
起
を
受
け
た
公
共
事
業
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り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
技
術
者
が
書
類
作
り
に
追
わ
れ
る
な
ど

課
題
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。

洪
水
・
渇
水
対
策
と
そ
の
評
価

樗
木
氏
　
む
ろ
ん
、
道
路
だ
け
で
な
く
、

ダ
ム
、
河
川
事
業
で
も
、
九
州
で
大
き
な

対
立
が
起
き
ま
し
た
。

今
村
氏
　
公
共
事
業
の
投
資
効
果
の
観
点

か
ら
考
え
る
と
き
、
一
般
の
方
々
に
は
な

か
な
か
捉
え
に
く
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
筑
後
川
で
は
年
間
約
１
０
０
億

円
を
投
じ
て
約
１
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て

様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公

共
事
業
に
１
０
０
年
間
で
１
兆
円
を
投
じ

て
事
業
を
や
ろ
う
と
し
て
も
住
民
感
覚
と

し
て
、
ど
う
な
の
か
を
判
断
し
評
価
す
る

の
は
非
常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
私
の
家
の
す
ぐ
横
が
筑
後
川
の
堤
防
な

の
で
す
が
、
以
前
は
堤
防
の
中
段
ま
で
年

に
数
回
水
が
上
が
っ
て
、
堤
防
が
切
れ
そ

う
だ
と
半
鐘
が
鳴
っ
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
松
原
・
下
筌
ダ
ム
が
出
来
、
河
道

改
修
も
あ
る
程
度
目
処
が
付
く
と
、
昔
の

よ
う
な
規
模
の
洪
水
が
来
て
も
何
が
気
に

な
る
か
と
言
う
と
、
河
川
敷
の
ゴ
ル
フ
場

が
浸
水
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
程

度
。
勿
論
「
想
定
外
」
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
れ
も
念
頭
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
・
・
・
。

　
河
川
改
修
、
治
水
に
つ
い
て
は
そ
の
程

度
の
こ
と
し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
。
そ

れ
ほ
ど
安
全
度
に
対
す
る
投
資
の
評
価
は

難
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、水
資
源
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、

昭
和
53
年
、
福
岡
都
市
圏
で
大
渇
水
が
起

こ
り
ま
し
た
。
給
水
車
が
走
り
回
り
、
断

水
も
し
ま
し
た
。
給
水
車
の
周
り
に
長
い

行
列
が
で
き
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
６
年
に
は

気
象
学
的
に
は
も
っ
と
深
刻
な
渇
水
状
況

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
若
干
の
節
水
は
し

た
も
の
の
、
も
う
、
給
水
車
が
走
り
回
る

こ
と
は
な
く
、
厳
し
い
状
況
は
生
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
ら
れ
た
水
資
源
の
確
保
の
た
め

の
事
業
の
成
果
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
系
統
的
に
住
民
目
線
で
ど
う
説
明
す

る
か
、
な
か
な
か
難
し
い
課
題
で
す
。

筑
後
大
堰
は
、
福
岡
へ
の
導
水
の
取
水

堰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
下

流
の
「
ア
オ
取
水
」
の
為
、た
く
さ
ん
あ
っ

た
既
存
の
取
水
堰
を
一
本
化
し
て
か
ん
が

い
用
水
管
理
の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、
河

床
を
安
定
さ
せ
て
洪
水
の
流
下
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
、
さ
ら
に
上
水
道
の
開
発
と
言

う
四
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
既
得
農

業
用
水
と
の
調
整
、有
明
海
の
ノ
リ
漁
業
、

あ
る
い
は
内
水
面
漁
業
と
の
調
整
が
大
き

な
課
題
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
単
な
る
補
償

交
渉
で
は
な
く
、
松
原
・
下
筌
ダ
ム
の
発

電
容
量
５
０
０
０
万
ｔ
を
下
流
の
ノ
リ
用

水
、
環
境
用
水
と
し
て
確
保
す
る
と
言
う

既
設
ダ
ム
の
計
画
変
更
を
伴
う
も
の
で
し

た
。

今
村
氏
　
一
方
で
、
事
業
の
進
め
方
、
事

業
内
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
課
題
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
松
原
・
下
筌

ダ
ム
の
建
設
に
つ
い
て
は
事
業
者
と
水
没

地
の
利
害
が
鋭
く
対
立
し
て
、
全
国
的
な

注
目
を
集
め
る
中
で
、
事
業
の
妥
当
性
が

法
廷
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ダ
ム

に
つ
い
て
は
土
地
収
用
法
の
運
用
が
課
題

に
な
り
ま
し
た
。

　
土
地
収
用
法
は
、
私
権
を
制
限
し
て
個

人
の
土
地
を
強
制
的
に
収
用
す
る
こ
と
で

す
か
ら
、
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
本
来
は
抜

く
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
結
果
的
に

は
抜
く
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ

で
地
元
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
一
層
深
刻
に
な

り
ま
し
た
。
土
地
収
用
法
の
運
用
を
適
正

化
す
る
中
で
、
大
規
模
な
補
償
、
単
な
る

補
償
だ
け
で
な
く
地
域
ぐ
る
み
の

対
策
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
昭

和
48
年
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置

法
が
出
来
て
、
地
域
の
再
建
を
前

提
と
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

57
年
筑
後
川
水
源
地
域
対
策
基
金

が
設
立
さ
れ
、
き
め
細
か
い
地
元

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
川
辺
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
計

画
の
取
り
消
し
訴
訟
だ
と
か
、
ダ

ム
に
よ
る
治
水
計
画
へ
の
疑
問
、

具
体
的
に
は
森
林
機
能
の
方
が
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
、
土
地
改
良
事
業
、
発
電
事

業
の
ダ
ム
か
ら
の
撤
退
、
熊
本
県
の
土
地

収
容
に
対
し
て
収
用
委
員
会
が
否
定
す
る

よ
う
な
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
ダ
ム
事
業
の
是
非
以
外
に
も
、
球
磨

川
の
清
流
を
守
る
と
い
っ
た
市
民
運
動
も

行
わ
れ
る
な
ど
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
利
権
の
更
新
に
当
た
っ
て
球

磨
川
下
流
の
荒
瀬
ダ
ム
（
県
企
業
局
管

理
）
は
撤
去
し
た
方
が
経
済
的
だ
と
言
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
川
辺
川
ダ
ム
の
進
捗
に

少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
熊
本
県
知
事
は
「
ダ
ム

に
頼
ら
な
い
治
水
を
極
限
ま
で
追
求
す
べ

き
だ
」、「
現
行
計
画
を
白
紙
に
戻
す
べ
き

だ
」
と
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
当
初
推
進
派
だ
っ
た
流
域
の
首
長
も
反下筌ダム建設現場

下
筌
ダ
ム
、
蜂
の
巣
城
紛
争
の
教
訓

下
筌
ダ
ム
、
蜂
の
巣
城
紛
争
の
教
訓
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り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
技
術
者
が
書
類
作
り
に
追
わ
れ
る
な
ど

課
題
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。

洪
水
・
渇
水
対
策
と
そ
の
評
価

樗
木
氏
　
む
ろ
ん
、
道
路
だ
け
で
な
く
、

ダ
ム
、
河
川
事
業
で
も
、
九
州
で
大
き
な

対
立
が
起
き
ま
し
た
。

今
村
氏
　
公
共
事
業
の
投
資
効
果
の
観
点

か
ら
考
え
る
と
き
、
一
般
の
方
々
に
は
な

か
な
か
捉
え
に
く
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
筑
後
川
で
は
年
間
約
１
０
０
億

円
を
投
じ
て
約
１
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て

様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公

共
事
業
に
１
０
０
年
間
で
１
兆
円
を
投
じ

て
事
業
を
や
ろ
う
と
し
て
も
住
民
感
覚
と

し
て
、
ど
う
な
の
か
を
判
断
し
評
価
す
る

の
は
非
常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
私
の
家
の
す
ぐ
横
が
筑
後
川
の
堤
防
な

の
で
す
が
、
以
前
は
堤
防
の
中
段
ま
で
年

に
数
回
水
が
上
が
っ
て
、
堤
防
が
切
れ
そ

う
だ
と
半
鐘
が
鳴
っ
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
松
原
・
下
筌
ダ
ム
が
出
来
、
河
道

改
修
も
あ
る
程
度
目
処
が
付
く
と
、
昔
の

よ
う
な
規
模
の
洪
水
が
来
て
も
何
が
気
に

な
る
か
と
言
う
と
、
河
川
敷
の
ゴ
ル
フ
場

が
浸
水
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
程

度
。
勿
論
「
想
定
外
」
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
れ
も
念
頭
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
・
・
・
。

　
河
川
改
修
、
治
水
に
つ
い
て
は
そ
の
程

度
の
こ
と
し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
。
そ

れ
ほ
ど
安
全
度
に
対
す
る
投
資
の
評
価
は

難
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、水
資
源
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、

昭
和
53
年
、
福
岡
都
市
圏
で
大
渇
水
が
起

こ
り
ま
し
た
。
給
水
車
が
走
り
回
り
、
断

水
も
し
ま
し
た
。
給
水
車
の
周
り
に
長
い

行
列
が
で
き
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
６
年
に
は

気
象
学
的
に
は
も
っ
と
深
刻
な
渇
水
状
況

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
若
干
の
節
水
は
し

た
も
の
の
、
も
う
、
給
水
車
が
走
り
回
る

こ
と
は
な
く
、
厳
し
い
状
況
は
生
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
ら
れ
た
水
資
源
の
確
保
の
た
め

の
事
業
の
成
果
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
系
統
的
に
住
民
目
線
で
ど
う
説
明
す

る
か
、
な
か
な
か
難
し
い
課
題
で
す
。

筑
後
大
堰
は
、
福
岡
へ
の
導
水
の
取
水

堰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
下

流
の
「
ア
オ
取
水
」
の
為
、た
く
さ
ん
あ
っ

た
既
存
の
取
水
堰
を
一
本
化
し
て
か
ん
が

い
用
水
管
理
の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、
河

床
を
安
定
さ
せ
て
洪
水
の
流
下
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
、
さ
ら
に
上
水
道
の
開
発
と
言

う
四
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
既
得
農

業
用
水
と
の
調
整
、有
明
海
の
ノ
リ
漁
業
、

あ
る
い
は
内
水
面
漁
業
と
の
調
整
が
大
き

な
課
題
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
単
な
る
補
償

交
渉
で
は
な
く
、
松
原
・
下
筌
ダ
ム
の
発

電
容
量
５
０
０
０
万
ｔ
を
下
流
の
ノ
リ
用

水
、
環
境
用
水
と
し
て
確
保
す
る
と
言
う

既
設
ダ
ム
の
計
画
変
更
を
伴
う
も
の
で
し

た
。

今
村
氏
　
一
方
で
、
事
業
の
進
め
方
、
事

業
内
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
課
題
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
松
原
・
下
筌

ダ
ム
の
建
設
に
つ
い
て
は
事
業
者
と
水
没

地
の
利
害
が
鋭
く
対
立
し
て
、
全
国
的
な

注
目
を
集
め
る
中
で
、
事
業
の
妥
当
性
が

法
廷
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ダ
ム

に
つ
い
て
は
土
地
収
用
法
の
運
用
が
課
題

に
な
り
ま
し
た
。

　
土
地
収
用
法
は
、
私
権
を
制
限
し
て
個

人
の
土
地
を
強
制
的
に
収
用
す
る
こ
と
で

す
か
ら
、
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
本
来
は
抜

く
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
結
果
的
に

は
抜
く
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ

で
地
元
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
一
層
深
刻
に
な

り
ま
し
た
。
土
地
収
用
法
の
運
用
を
適
正

化
す
る
中
で
、
大
規
模
な
補
償
、
単
な
る

補
償
だ
け
で
な
く
地
域
ぐ
る
み
の

対
策
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
昭

和
48
年
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置

法
が
出
来
て
、
地
域
の
再
建
を
前

提
と
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

57
年
筑
後
川
水
源
地
域
対
策
基
金

が
設
立
さ
れ
、
き
め
細
か
い
地
元

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
川
辺
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
計

画
の
取
り
消
し
訴
訟
だ
と
か
、
ダ

ム
に
よ
る
治
水
計
画
へ
の
疑
問
、

具
体
的
に
は
森
林
機
能
の
方
が
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
、
土
地
改
良
事
業
、
発
電
事

業
の
ダ
ム
か
ら
の
撤
退
、
熊
本
県
の
土
地

収
容
に
対
し
て
収
用
委
員
会
が
否
定
す
る

よ
う
な
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
ダ
ム
事
業
の
是
非
以
外
に
も
、
球
磨

川
の
清
流
を
守
る
と
い
っ
た
市
民
運
動
も

行
わ
れ
る
な
ど
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
利
権
の
更
新
に
当
た
っ
て
球

磨
川
下
流
の
荒
瀬
ダ
ム
（
県
企
業
局
管

理
）
は
撤
去
し
た
方
が
経
済
的
だ
と
言
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
川
辺
川
ダ
ム
の
進
捗
に

少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
熊
本
県
知
事
は
「
ダ
ム

に
頼
ら
な
い
治
水
を
極
限
ま
で
追
求
す
べ

き
だ
」、「
現
行
計
画
を
白
紙
に
戻
す
べ
き

だ
」
と
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
当
初
推
進
派
だ
っ
た
流
域
の
首
長
も
反下筌ダム建設現場

下
筌
ダ
ム
、
蜂
の
巣
城
紛
争
の
教
訓

下
筌
ダ
ム
、
蜂
の
巣
城
紛
争
の
教
訓
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対
の
立
場
に
転
じ
る
人
も
あ
り
川
辺
川
ダ

ム
は
目
下
、
凍
結
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

岡
本
氏
　
民
主
党
政
権
に
な
っ
て
八
ッ
場

ダ
ム
と
川
辺
川
ダ
ム
の
二
つ
が
凍
結
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
ッ
場
ダ
ム
は
民
主

党
政
権
時
に
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
が
出
て
復
活
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
川

辺
川
ダ
ム
は
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
考

え
る
会
を
続
け
て
い
ま
す
。
二
つ
の
ダ
ム

の
違
い
で
一
番
大
き
な
こ
と
は
、
そ
の
地

域
の
代
表
が
ダ
ム
は
地
域
に
な
く
て
い
い

と
言
っ
た
こ
と
で
す
。
知
事
は
ダ
ム
建
設

に
反
対
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
知
事
に
ダ

ム
の
必
要
性
を
納
得
し
て
頂
け
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
逆
に
言
う
と
、
大
型
公
共
事
業
に
反
対

す
る
と
言
う
こ
と
が
政
治
的
に
形
を
持
つ

と
思
わ
れ
た
の
が
大
き
い
し
、
時
代
の
流

れ
で
計
画
の
た
て
方
が
そ
れ
で
い
い
の
か

と
か
、
市
民
に
解
っ
て
も
ら
え
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
川
辺
川
ダ
ム
の
問
題
は
、
河
川

事
業
、
ダ
ム
事
業
に
か
な
り
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
道
路
の
場

合
は
わ
り
と
住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
分
割

的
段
階
的
な
改
良
に
な
り
ま
す
が
、
ダ
ム

は
一
括
改
良
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
多
額
の

事
業
費
を
つ
ぎ
込
ん
で
や
ら
な
い
と
出
来

な
い
。
し
か
し
完
成
す
る
ま
で
は
目
に
は

見
え
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
間
に
社
会
状

況
が
変
わ
り
、
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
。

今
村
氏
　
川
辺
川
ダ
ム
と
竜
門
ダ
ム
は
ほ

と
ん
ど
同
時
期
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
を
踏
ま
え
て
地
元
の
要
請
を

受
け
て
計
画
さ
れ
た
川
辺
川
ダ
ム
は
、
順

調
に
行
く
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
御
存
じ
の
よ
う
に
治
水

事
業
は
地
方
負
担
金
が
伴
い
ま
す
。
熊
本

県
に
は
同
時
に
２
つ
の
大
型
ダ
ム
の
財
政

負
担
に
対
応
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
事

情
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。一

方
、
竜
門
ダ
ム
は
建
設
の
上
で
技
術

上
、
難
し
い
面
が
あ
っ
た
が
そ
れ
が
解
決

し
、水
没
補
償
も
順
調
に
進
展
し
た
こ
と
、

大
牟
田
周
辺
の
工
業
用
水
の
確
保
、
地
元

的
に
も
農
業
用
水
の
需
要
が
か
な
り
高

か
っ
た
こ
と
北
部
九
州
水
資
源
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
一
環
と
し
て
整
備
局
も
力
を
入

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
中
で
２
つ
の
ダ
ム
に
進
度
の

差
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
一
方
、
川
辺
川
ダ
ム
は
新
し
い
時
代
の

流
れ
の
中
で
提
起
さ
れ
た
新
し
い
ハ
ー
ド

ル
が
事
業
の
進
捗
を
阻
ん
だ
と
言
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
鶴
田
ダ
ム
（
川
内
川
）
は
昭

和
40
年
完
成
し
た
後
、
40
年
代
の
中
ご
ろ

に
大
き
な
洪
水
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
ダ
ム

は
洪
水
調
節
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
未
改

修
の
下
流
地
域
が
浸
水
し
、
ダ
ム
計
画
の

再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
ダ
ム
の
発
電
容
量
を
買

い
取
り
、
治
水
容
量
を
増
加
さ
せ
る
と
言

う
計
画
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
異
常
な
洪
水
の
時
に

ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
「
但

し
書
き
操
作
」
と
言
う
概
念
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
大
洪
水
が
来
た
と
き
、
ダ

ム
が
あ
ふ
れ
、
壊
れ
た
ら
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
洪
水
調
節
ル
ー
ル

に
依
ら
な
い
但
し
書
き
操
作
を
行
っ
て
ダ

ム
の
安
全
を
確
保
す
る
と
の
要
領
が
制
定

さ
れ
た
の
で
す
。
鶴
田
ダ
ム
で
は
平
成
18

年
さ
ら
に
厳
し
い
洪
水
が
来
た
と
い
う
こ

と
で
、発
電
容
量
を
さ
ら
に
買
い
取
っ
て
、

ダ
ム
の
構
造
も
も
っ
と
大
き
な
洪
水
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
改
造
工
事
中
で
す
。

　
こ
の
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
や
先
の
松

原
・
下
筌
ダ
ム
再
開
発
事
業
の
よ
う
に
、

近
年
、
既
設
ダ
ム
に
お
い
て
ダ
ム
使
用
権

の
一
部
を
買
い
取
っ
て
さ
ら
に
効
果
の
高

い
目
的
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

り
ま
す
。
背
景
に
は
新
し
い
ダ
ム
の
建
設

が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま

す
が
、
社
会
の
要
請
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
公
共
施
設
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
と

い
う
政
策
目
標
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

川
辺
川
ダ
ム
の
凍
結

川
辺
川
ダ
ム
の
凍
結

整
備
さ
れ
た
、
竜
門
ダ
ム
と

再
開
発
の
鶴
田
ダ
ム

竜門ダム
鶴田ダム
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樗
木
氏
　
最
近
、
地
方
と
国
の
問
題
は
難

し
い
関
係
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ダ
ム

も
そ
う
で
す
が
、
道
路
整
備
に
も
か
な
り

難
し
い
関
係
が
生
じ
て
い
ま
す
。
高
速
道

路
に
し
て
も
、
九
州
は
一
歩
遅
れ
た
と
い

え
ま
す
。

熊
谷
氏

こ
こ
は
岡
本
さ
ん
が
詳
し
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
民
主
党
政
権
の
時
代

に
地
方
の
高
速
道
路
も
無
駄
な
公
共
事
業

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、
九
州
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
九
州
の
実
情
を
少
し
お
話
し
し
ま
す

と
、
昭
和
41
年
に
策
定
さ
れ
た
当
初
の

７
６
０
０
㎞
の
高
速
道
路
網
計
画
の
中

で
、
通
常
10
％
と
言
わ
れ
る
九
州
の
シ
ェ

ア
が
、
縦
横
断
道
を
合
わ
せ
て
７
％
程
度

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
九
州
地
域
は

歴
史
的
に
東
側
に
も
西
側
に
も
主
要
都
市

が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
圏

域
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
路
線
も

西
に
鹿
児
島
本
線
、
東
に
日
豊
本
線
が
あ

り
ま
す
。
高
速
道
路
が
西
側
の
縦
貫
道
一

本
に
束
ね
ら
れ
東
側
に
横
断
道
で
繋
ぐ
と

い
う
計
画
で
は
、
九
州
地
域
を
効
果
的
に

カ
バ
ー
す
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
九
州
各
地
か
ら
の
強
い
要

望
が
反
映
さ
れ
、
昭
和
六
二
年
に
高
規
格

幹
線
自
動
車
道
一
万
四
千
キ
ロ
の
構
想
が

策
定
さ
れ
る
中
で
、
東
九
州
道
や
横
断
道

延
岡
線
の
他
、
西
九
州
道
、
南
九
州
道
等

が
組
み
込
ま
れ
、
循
環
型
の
道
路
網
が
位

置
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
（
図
―
５
）。

　
こ
の
よ
う
に
折
角
全
国
並
み
の
水
準
に

追
い
つ
く
見
通
し
が
で
き
た
段
階
で
、
無

駄
な
公
共
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、

か
な
り
足
踏
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
幸
い
九
州
の
中
で
は
高
速
道
路
が
不

要
と
い
う
声
は
殆
ど
上
が
ら
ず
、
各
地
域

の
協
力
で
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
建
設

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
、

念
願
の
東
九
州
自
動
車
動
が
宮
崎
ま
で
開

通
し
、
残
り
の
各
路
線
に
つ
い
て
も
着
々

と
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
特
定
財
源
問
題
、
道
路
公
団
民

営
化
が
問
題
に
な
っ
た
時
、
九
州
に
は
ま

だ
ま
だ
道
路
が
必
要
だ
と
知
事
さ
ん
た
ち

を
中
心
に
強
く
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
最
終

着
地
で
は
よ
う
や
く
、
全
国
並
み
に
九
州

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
、
地
域
全
体
の

力
で
全
国
並
み
に
、
や
っ
と
、
追
い
つ
き

つ
つ
あ
る
と
言
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
戦
後
復
興
を
見
て
も
、
高
速
道
路
、
新

幹
線
に
し
て
も
首
都
圏
、大
阪
圏
が
先
で
、

九
州
は
後
回
し
で
し
た
。
そ
の
中
で
高
速

道
路
が
最
も
悲
哀
を
感
じ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
氏
　
全
国
総
合
開
発
計
画
で
す
が
、

最
初
の
全
総
で
は
拠
点
開
発
方
式
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
高
速
道
路
は
名
神
と

か
東
名
と
か
個
別
の
法
律
が
議
員
立
法
で

出
来
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
新

全
総
の
時
の
７
６
０
０
㎞
構
想
が
出
さ

れ
、
大
規
模
開
発
構
想
で
九
州
も
よ
う
や

く
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
三
全
総
で
は
定
住
圏
構

想
が
出
さ
れ
、
大
都
市
だ
け
で
は
い
け
な

い
。
高
規
格
な
道
路
１
０
０
０
０
㎞
で
構

成
さ
れ
る
と
言
う
言
葉
が
初
め
て
出
て
き

ま
す
。
そ
し
て
四
全
総
で
初
め
て
九
州
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
が
出
さ
れ
た
と
い
う

経
緯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
全
総
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
日
本

全
体
を
開
発
す
る
と
言
う
意
味
で
は
う
ま

く
い
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
一
極
集
中
が

続
き
、
大
阪
、
名
古
屋
も
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
若
い
人
が
皆
、九
州
を
出
て
行
き
、

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
九
州
の
人
口
シ

エ
ア
は
減
っ
て
い
ま
す
。

図－５　九州の高速道路網
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樗
木
氏
　
最
近
、
地
方
と
国
の
問
題
は
難

し
い
関
係
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ダ
ム

も
そ
う
で
す
が
、
道
路
整
備
に
も
か
な
り

難
し
い
関
係
が
生
じ
て
い
ま
す
。
高
速
道

路
に
し
て
も
、
九
州
は
一
歩
遅
れ
た
と
い

え
ま
す
。

熊
谷
氏

こ
こ
は
岡
本
さ
ん
が
詳
し
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
民
主
党
政
権
の
時
代

に
地
方
の
高
速
道
路
も
無
駄
な
公
共
事
業

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、
九
州
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
九
州
の
実
情
を
少
し
お
話
し
し
ま
す

と
、
昭
和
41
年
に
策
定
さ
れ
た
当
初
の

７
６
０
０
㎞
の
高
速
道
路
網
計
画
の
中

で
、
通
常
10
％
と
言
わ
れ
る
九
州
の
シ
ェ

ア
が
、
縦
横
断
道
を
合
わ
せ
て
７
％
程
度

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
九
州
地
域
は

歴
史
的
に
東
側
に
も
西
側
に
も
主
要
都
市

が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
圏

域
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
路
線
も

西
に
鹿
児
島
本
線
、
東
に
日
豊
本
線
が
あ

り
ま
す
。
高
速
道
路
が
西
側
の
縦
貫
道
一

本
に
束
ね
ら
れ
東
側
に
横
断
道
で
繋
ぐ
と

い
う
計
画
で
は
、
九
州
地
域
を
効
果
的
に

カ
バ
ー
す
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
九
州
各
地
か
ら
の
強
い
要

望
が
反
映
さ
れ
、
昭
和
六
二
年
に
高
規
格

幹
線
自
動
車
道
一
万
四
千
キ
ロ
の
構
想
が

策
定
さ
れ
る
中
で
、
東
九
州
道
や
横
断
道

延
岡
線
の
他
、
西
九
州
道
、
南
九
州
道
等

が
組
み
込
ま
れ
、
循
環
型
の
道
路
網
が
位

置
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
（
図
―
５
）。

　
こ
の
よ
う
に
折
角
全
国
並
み
の
水
準
に

追
い
つ
く
見
通
し
が
で
き
た
段
階
で
、
無

駄
な
公
共
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、

か
な
り
足
踏
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
幸
い
九
州
の
中
で
は
高
速
道
路
が
不

要
と
い
う
声
は
殆
ど
上
が
ら
ず
、
各
地
域

の
協
力
で
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
建
設

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
、

念
願
の
東
九
州
自
動
車
動
が
宮
崎
ま
で
開

通
し
、
残
り
の
各
路
線
に
つ
い
て
も
着
々

と
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
特
定
財
源
問
題
、
道
路
公
団
民

営
化
が
問
題
に
な
っ
た
時
、
九
州
に
は
ま

だ
ま
だ
道
路
が
必
要
だ
と
知
事
さ
ん
た
ち

を
中
心
に
強
く
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
最
終

着
地
で
は
よ
う
や
く
、
全
国
並
み
に
九
州

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
、
地
域
全
体
の

力
で
全
国
並
み
に
、
や
っ
と
、
追
い
つ
き

つ
つ
あ
る
と
言
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
戦
後
復
興
を
見
て
も
、
高
速
道
路
、
新

幹
線
に
し
て
も
首
都
圏
、大
阪
圏
が
先
で
、

九
州
は
後
回
し
で
し
た
。
そ
の
中
で
高
速

道
路
が
最
も
悲
哀
を
感
じ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
氏
　
全
国
総
合
開
発
計
画
で
す
が
、

最
初
の
全
総
で
は
拠
点
開
発
方
式
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
高
速
道
路
は
名
神
と

か
東
名
と
か
個
別
の
法
律
が
議
員
立
法
で

出
来
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
新

全
総
の
時
の
７
６
０
０
㎞
構
想
が
出
さ

れ
、
大
規
模
開
発
構
想
で
九
州
も
よ
う
や

く
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
三
全
総
で
は
定
住
圏
構

想
が
出
さ
れ
、
大
都
市
だ
け
で
は
い
け
な

い
。
高
規
格
な
道
路
１
０
０
０
０
㎞
で
構

成
さ
れ
る
と
言
う
言
葉
が
初
め
て
出
て
き

ま
す
。
そ
し
て
四
全
総
で
初
め
て
九
州
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
が
出
さ
れ
た
と
い
う

経
緯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
全
総
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
日
本

全
体
を
開
発
す
る
と
言
う
意
味
で
は
う
ま

く
い
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
一
極
集
中
が

続
き
、
大
阪
、
名
古
屋
も
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
若
い
人
が
皆
、九
州
を
出
て
行
き
、

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
九
州
の
人
口
シ

エ
ア
は
減
っ
て
い
ま
す
。
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樗
木
氏
　
九
州
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
見

て
、
社
会
資
本
の
在
り
方
、
社
会
資
本
の

維
持
管
理
を
や
っ
て
行
け
ば
い
い
の
か
。

九
州
は
２
０
０
５
年
ご
ろ
か
ら
人
口
が

減
り
人
口
減
少
社
会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
で
は
九
州
の
人

口
は
１
３
０
０
万
人
で
、
す
で
に
ピ
ー
ク

時
か
ら
30
万
人
減
少
し
、
一
つ
の
中
核
市

く
ら
い
の
規
模
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
将

来
、
さ
ら
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
逆
に
、
高
齢
者
は
65
万
人
増
で
す
。
一

方
で
、
こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
き
そ
う
な
経

済
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
に
進
展
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
九
州
も
そ

の
た
め
の
い
ろ
ん
な
仕
組
み
を
作
っ
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
資
本
を

ど
う
整
備
し
て
ゆ
く
か
。
そ
ん
な
中
で
伸

び
る
の
は
情
報
化
社
会
、情
報
科
学
で
す
。

　
交
通
シ
ス
テ
ム
で
い
え
ば
、
例
え
ば
自

動
運
転
と
か
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
あ
る
い
は
社

会
資
本
の
管
理
の
仕
方
だ
と
か
、
情
報
分

析
の
仕
方
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。

　
た
と
え
ば
ダ
ム
の
模
型
は
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
で
制
作
で
き
ま
す
。
す
で
に
金
型
は

こ
れ
で
造
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
ま
す
し
、

自
動
車
の
模
型
だ
っ
て
可
能
で
す
。
実
物

だ
っ
て
で
き
る
ん
で
す
。
金
型
は
数
値
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
九
州
は
金
型
産
業
が

盛
ん
で
す
が
、
数
値
化
し
て
ゆ
く
き
っ
か

け
が
こ
れ
で
す
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
に
関
し
て
い
え
ば
、

空
か
ら
監
視
を
す
る
、
整
備
点
検
を
す
る

と
か
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
と
、
世
の

中
、
こ
れ
か
ら
は
大
変
な
時
代
に
入
っ
て

ゆ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
情
報
革
新
と
か
技
術
革
新
と
か
を
考

え
て
将
来
展
望
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
、
今
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
社
会

資
本
を
有
効
活
用
し
、
効
率
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

日
野
教
授
　
情
報
化
と
い
う
側
面
か
ら
言

い
ま
す
と
、
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
、
赤
外
線

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
例
え
ば
剥
離

だ
と
か
、
浮
き
、
ひ
び
割
れ
、
鋼
構
造
物

で
言
う
と
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
を
計
測
す
る
な

ど
い
ろ
ん
な
新
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
開
発
中
の
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
一
つ
実
例
を
上
げ
ま
す
と
、
略
称
Ｃ

Ｉ
Ｍ
　（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン

フ
ォ
ー
メ
ィ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
）。

鋼
橋
な
ど
で
言
う
と
、
昔
は
実
物
大
の
原

寸
図
や
型
取
り
を
作
っ
て
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
鋼
材
を
切
断
す
る
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
現
場
で
架
設
す
る
前
に
仮
組
み
し
て

寸
法
が
合
う
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
し
た
。
今
は
、
そ
う
い
う
時
代
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
調
査
、
設
計
段
階
か
ら

施
工
、
維
持
管
理
ま
で
を
見
据
え
て
情
報

か
ら
モ
デ
ル
化
し
て
や
ろ
う
と
言
う
考
え

で
す
。

　
有
明
沿
岸
道
路
の
筑
後
川
を
渡
る
筑
後

川
橋
梁
と
い
う
ア
ー
チ
橋
が
工
事
に
入
っ

て
い
ま
す
。
委
員
会
で
構
造
と
景
観
の
両

面
か
ら
議
論
し
て
中
路
式
の
２
連
ア
ー
チ

橋
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
建
設
に
当
た

り
、
橋
脚
を
デ
・
レ
ー
ケ
堤
に
立
て
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。歴
史
遺
産
で
す
か
ら
、

出
来
る
だ
け
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
、
基
礎
も
い
ろ
い
ろ
小
さ
く
絞
っ
た

り
し
た
の
で
す
が
、
実
際
に
造
れ
る
か
と

言
う
段
階
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
部
材
が

入
り
組
ん
で
き
て
、
難
し
い
こ
と
も
多

か
っ
た
。
事
前
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
て

３
次
元
的
に
ど
の
よ
う
な
角
度
で
も
詳
細

な
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
、
支
障
が
あ
れ
ば
変

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
完
成

か
ら
何
十
年
も
経
っ
て
維
持
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
橋
桁
の

中
に
入
っ
て
検
査
が
必
要
に
な
る
。
本
当

に
人
が
入
れ
る
の
か
、
そ
う
し
た
維
持
管

理
の
し
や
す
さ
も
含
め
て
、
最
初
に
設
計

す
る
時
か
ら
考
え
て
い
く
、
こ
う
し
た
３

次
元
的
な
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
い
る
例
が

実
際
に
進
ん
で
い
ま
す
。

樗
木
氏

新
し
い
技
術
を
駆
使
し
て
の
橋

の
維
持
管
理
で
す
が
、
実
際
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
も
。

工事が進む筑後川橋梁とデレーケ堤（中央）

３
次
元
モ
デ
ル
の
活
用
と

橋
づ
く
り

 231 

日
野
教
授
　
先
に
議
論
の
あ
っ
た
よ
う

に
、
我
が
国
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
成
長
期

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
急
速
に
整
備
さ
れ
た

た
め
、
今
や
橋
を
は
じ
め
各
種
の
道
路
構

造
物
の
老
朽
化
、
劣
化
損
傷
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
皆
様
ご
承

知
の
と
お
り
で
す
。
今
後
の
少
子
高
齢
化

時
代
の
厳
し
い
財
政
の
中
で
、
い
か
に
計

画
的
、
効
率
的
に
安
全
・
安
心
な
イ
ン
フ

ラ
を
国
民
に
提
供
し
て
い
く
か
が
、
道
路

管
理
者
に
課
せ
ら
れ
た
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ご
く
最
近
の
九

州
に
お
け
る
代
表
的
な
橋
の
維
持
管
理
の

事
例
に
つ
い
て
、
二
つ
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
九
州
自
動
車
道
の
太
宰
府
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
向
佐
野
橋
と
い

う
高
速
道
路
橋
の
床
版
架
け
替
え
工
事
で

す
。
本
橋
は
、
昭
和
50
年
に
供
用
し
36
年

が
経
過
し
た
橋
で
し
た
が
、
施
工
時
の
施

行
不
良
と
、
一
日
あ
た
り
約
十
万
台
と
い

う
九
州
最
大
の
重
交
通
区
間
の
た
め
、
供

用
後
10
年
経
過
頃
よ
り
様
々
な
損
傷
が
頻

発
し
、
そ
の
都
度
、
補
修
・
補
強
工
事
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
損
傷

が
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
益
々
進
行
し
て

い
っ
た
た
め
、
平
成
22
年
に
大
規
模
補
修

工
事
と
し
て
、
橋
の
Ｒ
Ｃ
床
版
を
全
面
的

に
撤
去
し
て
新
し
い
床
版
に
架
け
替
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
工
事
区
間
の
高
速
道

路
を
通
行
止
め
し
て
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
周
辺
の
生
活
環

境
へ
の
振
動
・
騒
音
な
ど
の
問
題
、
道
路

下
を
走
る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
へ
の
影
響
、

し
か
も
一
日
十
万
台
と
い
う
重
交
通
下
で

の
交
通
渋
滞
問
題
な
ど
、
橋
梁
工
学
上
の

技
術
的
問
題
に
加
え
、
社
会
的
な
様
々
な

難
問
に
対
処
し
て
い
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
、
道
路
管
理
者
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
西
日
本
の
九
州
支
社
が
担
当
し
て
、

関
係
行
政
機
関
や
住
民
と
の
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、
昼
夜
に
亘
る
環
境
に
配
慮
し
た

工
事
や
事
前
広
報
や
渋
滞
対
策
な
ど
の

様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
こ
の
大
規
模
工

事
が
無
事
に
遂
行
で
き
ま
し
た
。
勿
論
、

今
後
百
年
の
寿
命
を
確
保
す
る
た
め
の
高

耐
久
性
の
材
料
・
構
造
面
で
の
技
術
が
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
橋
梁
の
大
規
模
更
新
に

対
し
て
手
本
に
な
る
事
例
と
言
え
ま
し
ょ

う
。関

門
橋
の
大
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
関
門
橋
の
大

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。
関
門
橋
は
、
我
が
国
の
本

格
的
長
大
吊
橋
と
し
て
昭
和
48
年
に
供
用

開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
40
年
以
上
の
歳
月

を
経
過
し
、
関
門
海
峡
の
厳
し
い
自
然
環

境
に
よ
る
経
年
劣
化
や
一
日
３
万
台
に
及

ぶ
交
通
量
、
特
に
大
型
車
両
の
増
大
に
伴

う
疲
労
損
傷
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
し

た
。
本
橋
は
、
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
高
速

道
路
網
の
唯
一
の
大
動
脈
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

が
、
橋
全
体
の
人
間
ド
ッ
ク
と
も
い
え
る

総
合
診
断
を
行
い
、
今
後
百
年
の
供
用
を

見
据
え
た
大
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
、
平

成
23
年
か
ら
約
10
年
の
工
期
を
か
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
大
規
模
補
修

工
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
補
剛
桁
や
主
塔

の
塗
装
の
塗
り
替
え
、
②
床
組
の
支
承
障

取
り
替
え
と
連
続
化
、
③
橋
台
部
コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
版
の
打
換
え
、
④
メ
イ
ン
ケ
ー

ブ
ル
の
腐
食
防
止
対
策
な
ど
で
す
。
何
れ

に
お
い
て
も
、
今
後
の
本
四
連
絡
橋
の
維

持
管
理
に
も
有
用
と
な
る
よ
う
に
、
様
々

な
新
材
料
や
新
技
術
の
適
用
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。

　
私
見
な
が
ら
補
足
さ
せ
て
戴
き
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
に
今
後
百
年
と
い
う
長
期

供
用
を
見
据
え
た
維
持
管
理
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
が
、
関
門
橋
に
し
て
も
関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
も
、
確
実
に
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
一
方
で
、
東
日
本
大
震

災
や
熊
本
地
震
な
ど
、
超
大
規
模
災
害
発

生
の
懸
念
を
考
慮
す
れ
ば
、
九
州
と
本
州

を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
リ
ダ
ン
ダ

ン
シ
ー
確
保
の
検
討
が
早
期
に
本
格
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

橋
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
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６
０
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と
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交
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間
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供
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関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
に
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で
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検
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樗
木
氏
　
岡
本
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
の

時
、
国
土
地
理
院
長
を
務
め
ら
れ
、
広
域

的
に
正
確
な
情
報
を
た
く
さ
ん
集
め
て
対

応
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
資
本
の
維
持
管
理

か
ら
運
営
ま
で
安
全
を
確
保
す
る
た
め
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

岡
本
氏
　
や
は
り
、
世
界
測
地
計
に
基
づ

く
位
置
情
報
を
う
ま
く
使
っ
て
、
如
何
に

点
検
結
果
と
か
設
計
結
果
を
得
て
い
く

か
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う

少
し
た
っ
た
ら
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
時

代
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

樗
木
氏
　
自
動
車
の
運
転
な
ど
に
も
Ｃ
Ｉ

Ｍ
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
道
路
な
ど
社

会
資
本
が
変
質
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
ね
。

岡
本
氏
　
あ
の
自
動
運
転
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
地
方
の
高
齢
者
の
足
の
確
保
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
の
カ
ー

ト
が
街
の
中
を
走
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
の
場
合
、
重
要
な
の
は
詳
細
な
位
置
情

報
で
す
。
標
識
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
標
識

が
何
の
標
識
で
ど
こ
に
立
っ
て
い
る
か
と

い
う
非
常
に
精
度
の
高
い
情
報
を
入
れ
て

お
く
と
、
決
ま
っ
た
団
地
の
中
を
お
年
寄

り
が
そ
れ
に
よ
っ
て
動
く
自
動
運
転
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
貨
物
輸
送
で
す
ね
。
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
者
が
高
齢
化
し
た
り
、
少

な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
場
合
、
高
速
道

路
を
自
動
運
転
で
走
れ
な
い
か
が
一
つ
の

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

樗
木
氏

九
州
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
の

で
す
が
、
地
方
を
考
え
た
と
き
、
人
材
不

足
は
否
め
な
い
。
社
会
資
本
を
維
持
管
理

し
て
ゆ
く
と
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う
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と
か
ら
言
え
ば
、
管

理
者
側
、
特
に
地
方
自
治
体
の
職
員
の
不

足
、
技
術
力
の
不
足
な
ど
の
問
題
が
非
常

に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
が
ど

ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
ゆ
く
中
で
、
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
は
役
所
の
仕
事
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
私
た
ち
住
民
に
も
維
持
管
理

の
責
任
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
意
識
改
革
が

こ
の
頃
だ
い
ぶ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
道
守

九
州
会
議
な
ど
が
そ
の
モ
デ
ル
で
、
住
民

参
加
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
一
つ
の

方
向
で
す
。
定
年
退
職
さ
れ
た（
技
術
者
）

方
々
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
そ

う
し
た
仕
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
野
教
授

大
学
の
役
割
に
関
し
て
い
え

ば
、
長
崎
大
学
が
道
守
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
と

い
う
こ
と
で
、
自
治
体
、
大
学
、
企
業
が

連
携
し
て
進
め
て
い
る
よ
う
に
、
大
学
の

取
り
組
み
、
教
育
内
容
も
随
分
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
た
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題
に
対

応
で
き
る
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
教
育
内
容
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
環
境
、

計
画
の
分
野
は
随
分
充
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し
て
き
ま
し
た

し
、
最
近
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
情

報
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
デ
ザ
イ
ン
能
力
、

こ
れ
は
物
事
を
企
画
し
て
実
行
し
て
ゆ
く

（
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
）
デ
ザ
イ
ン
す
る

能
力
で
す
。
倫
理
も
、
ま
た
国
際
性
も
、

と
。
こ
う
い
っ
た
教
育
内
容
が
充
実
し
つ

つ
あ
る
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て

い
ま
す
。
九
州
大
学
が
現
在
、
教
育
改
革

の
一
環
と
し
て
注
力
し
て
い
る
の
は
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
、
つ
ま
り
生
涯
に

亘
り
学
び
続
け
る
能
力
を
身
に
着
け
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

樗
木
氏
　
総
力
戦
で
す
ね
。
高
齢
化
し
人

口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
そ
う
し
た
仕
組

み
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
で
取
り
扱
っ
た

様
々
な
土
木
事
業
を
包
括
し
て
、
そ
の
背

景
と
経
緯
、
課
題
、、
今
後
の
展
望
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
意
義
な
話
し
を

い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

位
置
情
報
の
活
用
と
新
時
代

技
術
者
不
足
と
「
新
し
い
公
」

天草１号橋（天門橋）

筑後川（完成予想図）
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２
０
１
１
年
に
、
元
新
聞
記
者
玉
川
孝

道
氏
の
献
身
的
な
取
材
と
執
筆
を
も
と
に

し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
九
州
―
人
と
技

術
と
情
熱
の
物
語
―
」
の
刊
行
を
は
じ
め

て
８
年
が
過
ぎ
る
。
そ
の
中
で
、
創
刊
号

（
２
０
１
１
年
発
行
）
と
Ⅱ
号
で
は
、
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
新
・
土
木
遺
産
」
を
付

し
た
が
、
以
後
、
除
か
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

刊
行
の
意
義
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。

・

　
従
来
、
土
木
遺
産
と
し
て
歴
史
的
価
値

が
高
い
も
の
は
文
化
財
で
保
護
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
せ
い
ぜ

い
明
治
期
ま
で
で
、
以
後
は
社
会
的
意
義

や
貢
献
が
高
く
て
も
十
分
に
評
価
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
主
に
幕
末
か
ら
昭
和
20
年
代

ま
で
の
近
代
土
木
構
造
物
を
対
象
に
、
歴

史
的
保
存
を
認
定
す
る
選
奨
土
木
遺
産
の

制
度
が
、
平
成
12
年
か
ら
土
木
学
会
に
お

い
て
始
め
ら
れ
た
。

　
他
方
、
平
成
17
年
か
ら
、
九
州
地
域
づ

く
り
協
会
で
は
、
創
立
40
年
を
記
念
し
、

九
州
に
お
け
る
近
代
か
ら
昭
和
期
ま
で
の

土
木
施
設
を
対
象
に
「
土
木
遺
産
ｉ
ｎ
九

州
」
と
し
て
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
公
開
し

て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い

て
、
そ
の
意
義
や
あ
り
方
を
よ
く
よ
く
み

れ
ば
、
世
界
大
戦
後
の
価
値
観
の
転
換
に

伴
い
土
木
施
設
・
構
造
物
を
め
ぐ
る
技
術

革
新
が
あ
り
、
産
業
経
済
活
動
な
ど
に
大

き
な
変
化
が
あ
っ
て
、
社
会
資
本
と
し
て

の
土
木
構
造
物
等
の
意
味
や
評
価
の
あ
り

方
が
変
っ
た
。
歴
史
的
な
価
値
や
技
術
評

価
だ
け
で
は
な
い
。
施
設
等
の
整
備
の
意

味
、
自
然
環
境
、
社
会
、
経
済
の
観
点
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
戦
後
か
ら
現
代
に
至
る
土
木

構
造
物
等
を
評
価
し
、
こ
れ
を
き
ち
ん

と
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
慮
し
、
当
初

は
戦
後
の
土
木
構
造
物
を
、

い
ま
な
ら
そ
れ
に
関
わ
っ

た
人
々
か
ら
の
生
の
情
報

が
得
ら
れ
、
そ
れ
を
も
と

に
多
様
に
評
価
し
つ
つ
、

将
来
に
継
承
で
き
る
と
の

観
点
で
新
・
土
木
遺
産
の

前
飾
り
を
付
け
た
。

・

　
し
か
し
、
戦
後
の
土
木

施
設
や
構
造
物
と
い
っ
て
も
、
70
年
余
が

過
ぎ
る
。
そ
の
中
で
、
保
存
よ
り
も
維
持

管
理
の
重
要
さ
と
、
効
果
的
な
利
活
用
の

大
切
さ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、土
木
施
設
・

構
造
物
の
創
意
工
夫
や
整
備
の
苦
闘
を
理

解
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
が
あ
り
、
幅
広

い
意
味
の
温
故
知
新
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら 関門トンネル（国道２号）の人道（780m）と

車道（3461m）（1939～1958）

　
―
総
括
座
談
会
を
終
え
て
ー

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
九
州
」
を
振
り
返
り
、

　
こ
れ
か
ら
の
九
州
の
土
木
事
業
を
考
え
る
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れ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
今
日
で
は
さ
ら
な
る
深
刻
な

課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
未
だ
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
長
期
の
人
口
減
・
高

齢
社
会
の
進
展
が
あ
り
、
地
域
の
創
成
・

再
生
と
維
持
を
ど
う
図
る
か
で
あ
る
。

　
他
方
で
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
ほ
ど
に
、
最
近
の
九
州
北
部
豪
雨

や
熊
本
地
震
な
ど
ま
さ
に
「
荒
ぶ
る
自

然
」
に
遭
遇
す
る
と
き
、
そ
の
災
害
防
止

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
人
命
救
助
に
立
ち
向

か
う
人
々
の
姿
を
一
過
的
活
動
に
し
て
は

な
ら
な
い
と
の
強
い
思
い
に
駆
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
新
・
土
木
遺
産
の
表
現
だ

け
で
は
表
わ
し
え
な
い
。
事
業
内
容
や
そ

の
工
夫
、
利
活
用
の
意
義
を
踏
ま
え
た
記

録
を
残
し
つ
つ
、
土
木
施
設
や
構
造
物
の

継
承
を
図
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
、
そ
の

た
め
の
評
価
が
大
切
な
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
考
え
か
ら
、Ⅲ
巻
以
降
か
ら
新
・

土
木
遺
産
が
除
か
れ
た
。
真
に
土
木
遺
産

か
ら
の
脱
皮
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
遷
を
踏
ま
え
、
Ⅰ
巻
の

「
新
・
九
州
土
木
遺
産
の
発
掘
」
の
座
談

会
で
始
ま
っ
た
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
Ⅲ
巻
以

後
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
九
州
」
で
あ
る
。

土
木
事
業
そ
の
も
の
の
内
容
と
課
題
に
一

層
の
焦
点
を
あ
て
、折
々
の
苦
闘
と
工
夫
、

立
場
が
異
な
る
市
民
意
識
に
も
踏
み
込
ん

で
刊
行
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
締
め

の
座
談
会
は
「
戦
後
・
九
州
の
社
会
資
本

の
整
備
を
総
括
し
、
今
後
を
考
え
る
」
と

し
、
前
述
の
よ
う
な
諸
氏
の
話
を
頂
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
本
文
は
内

容
を
補
足
し
、
本
シ
リ
ー
ズ
編
纂
を
手

伝
っ
た
著
者
な
り
の
考
え
を
纏
め
た
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
邪
馬
台
国
へ
の
道
、

参
勤
交
代
の
道
、
現
代
の
高
速
道
な
ど
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
一
貫
し
て
関
門
地
域

は
我
が
国
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
戦
略

拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
宿
命
を

背
負
っ
た
関
門
の
歩
み
が
近
代
の
明
治
維

新
の
扉
を
開
け
、
現
代
に
お
け
る
戦
後
を

切
り
開
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
特
に
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦
前
か
ら

戦
後
へ
は
、
国
民
の
価
値
観
が
１
８
０
度

転
換
す
る
中
で
の
土
木
事
業
の
展
開
と

な
っ
た
。
創
刊
号
で
最
初
に
関
門
国
道
ト

ン
ネ
ル
工
事
（
１
９
３
９
〜
１
９
５
８
）

を
取
り
上
げ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
で
あ
る
。

　
表
紙
を
め
く
る
と
人
間
宣
言
さ
れ
た
昭

和
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
関
門
国
道
ト
ン

ネ
ル
の
人
道
に
入
ら
れ
る
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
安
徳
天
皇
の
ご
加
護
か
、
人

が
歩
い
て
海
底
を
渡
る
と
は
我
が
国
２
千

年
来
の
夢
の
実
現
で
あ
る
。
ま
さ
に
歴
史

の
大
転
換
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
戦
後
を
経

て
、
土
木
事
業
が
、
新
規
一
転
、
戦
後
社

会
へ
と
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
瞬
間
で
あ

る
。

　
確
か
に
戦
前
は
国
防
上
の
意
味
も
あ

り
、
橋
で
な
く
ト
ン
ネ
ル
に
決
ま
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
は
人
と
人
を

繋
ぐ
戦
災
復
興
、
社
会
経
済
発
展
の
た
め

に
と
多
く
の
犠
牲
を
払
い
、
海
水
と
の
戦

い
や
換
気
な
ど
の
新
技
術
の
開
発
に
挑
み

な
が
ら
の
工
事
再
開
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
戦
災
は
九
州
の
全
て
に
及

ん
だ
。
例
え
ば
空
襲
で
破
壊
さ
れ
、
戦
災

復
興
都
市
に
指
定
（
１
９
４
６
）
さ
れ
た

九
州
各
県
の
ま
ち
（
市
町
）
を
拾
い
あ
げ

れ
ば
、
全
体
で
31
自
治
体
が
あ
る
。
当
時

の
都
市
の
殆
ど
と
い
っ
て
も
過
言
で
な

い
。
と
り
わ
け
、
長
崎
の
原
爆
投
下
は
ま

ち
の
全
て
を
焼
き
尽
し
た
。
市
人
口
の
約

３
分
の
１
、７
万
人
余
が
亡
く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
惨
状
か
ら
、
い
か
に
復
旧

し
、
復
興
を
成
し
遂
げ
る
か
、
そ
の
た
め

の
社
会
基
盤
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
は

至
難
の
技
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
九
州
人
に
と
っ
て
、
魏
誌
倭
人
伝
が
伝

え
る
「
草
木
茂
盛
し
、
行
く
に
前
人
を
見

ず
」
の
古
代
邪
馬
台
国
へ
の
道
か
ら
、
終

戦
に
至
る
ま
で
の
２
千
年
の
蓄
積
を
い
か

に
取
り
戻
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
ど
う
図

る
か
が
目
標
と
な
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
、

終
戦
直
後
は
途
方
に
く
れ
る
思
い
で
あ
っ

た
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
の
戦
災

復
興
が
あ
っ
た
。食
糧
生
産
、エ
ネ
ル
ギ
ー

策
の
推
進
と
転
換
、
産
業
・
経
済
の
発
展
、

地
域
文
明
の
創
出
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
そ
れ
を
阻
む
か
の
よ
う
に
大
規

模
な
自
然
災
害
が
頻
発
、
そ
れ
と
の
戦
い

が
止
む
こ
と
な
く
続
い
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　
大
ま
か
に
い
え
ば
、
人
の
営
み
の
復
活

と
発
展
、
お
よ
び
自
然
災
害
と
の
戦
い
。

こ
れ
ら
が
戦
後
九
州
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
の
両
輪
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
明
か
り
を

つ
け
、
照
ら
す
よ
う
に
様
々
な
施
策
が
展

　
２
．
価
値
観
が
変
化
す
る
中
で
苦
闘
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
九
州
の
土
木
事
業

旧国道の旧佐敷トンネル（延長434m、
1908開通、国指定有形文化財）

九州自動車道内最長の肥後下りトンネル
（6340m,　1989）

 235 

開
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
民
に
共
通
す
る
基
本
施

策
に
社
会
基
盤
の
整
備
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
を
担
っ
た
の
が
多
彩
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
土
木
事
業
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ほ
ん
の
一
部
だ
が
、
前
者
に

関
し
交
通
基
盤
と
り
わ
け
身
近
な
道
路

を
、
後
者
に
つ
い
て
河
川
・
ダ
ム
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
ら
の
戦
後
70
年
余
の
歩
み
と

苦
闘
を
概
観
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

Ａ
　
全
て
が
戦
後
に
は
じ
ま
り
、
道
半
ば

の
九
州
の
道
路
網
整
備

　
交
通
は
人
の
営
み
の
バ
ロ
メ
ー
タ
で
あ

り
、
結
果
で
あ
る
。
そ
の
交
通
で
戦
前
と

戦
後
の
大
き
な
違
い
は
、
手
段
と
し
て
自

動
車
が
主
役
を
な
す
時
代
の
到
来
で
あ

り
、
航
空
網
の
発
達
で
あ
っ
た
。
特
に
前

者
は
身
近
で
か
つ
日
常
的
な
利
便
性
の
確

保
、
産
業
経
済
活
動
に
お
け
る
生
産
性
と

効
率
性
の
向
上
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
と
は
か
り
知
れ
な
い

影
響
が
あ
り
、
戦
後
復
興
、
経
済
発
展
の

礎
で
あ
っ
た
。

　
実
を
い
う
と
、
終
戦
直
後
、
わ
が
国
の

車
の
生
産
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
指
令

部
）
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

ま
ち
を
走
る
車
は
一
般
の
人
が
手
に
届
く

状
況
で
な
く
、
占
領
軍
の
ジ
ー
プ
と
海
外

車
両
の
み
に
限
ら
れ
た
。ま
ち
を
歩
け
ば
、

歩
行
者
以
外
は
、
自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
、

ス
ク
ー
タ
ー
、
オ
ー
ト
３
輪
車
と
い
う
光

景
で
あ
る
。
年
配
の
読
者
に
は
思
い
出
す

人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
が
一
変
し
た
の
は
１
９
５
０
年
代

半
ば
以
降
で
あ
る
。
１
９
５
５
年
、
当

時
の
通
産
省
が
国
民
車
構
想
を
発
表
。

そ
れ
を
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ス
バ
ル

３
６
０
、
ダ
ッ
ト
サ
ン
、
パ
ブ
リ
カ
な
ど

の
軽
自
動
車
や
小
型
車
の
開
発
競
争
に
火

が
つ
い
た
。
後
に
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
た

交
通
混
雑
や
交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
ほ
ど

に
市
民
の
車
保
有
と
利
用
が
進
み
、
車
社

会
が
到
来
し
た
。

　
一
方
、
そ
の
車
社
会
を
支
え
る
肝
心
の

道
路
と
い
え
ば
、
１
９
５
６
年
の
世
銀
ワ

ト
キ
ン
ス
調
査
団
の
報
告
が
あ
る
。「
日

本
の
道
路
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
悪
い
。

工
業
国
に
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
道
路
網
を
完

全
に
無
視
し
て
き
た
国
は
日
本
の
他
に
な

い
」
と
さ
れ
た
。
当
時
の
論
評
や
雑
誌
な

ど
を
み
る
と
国
道
を
酷
道
、
県
道
を
険
道

と
揶
揄
す
る
も
の
が
多
々
あ
る
。

　
こ
れ
を
機
に
、
受
益
者
負
担
に
よ
る
道

路
特
定
財
源
（
ガ
ソ
リ
ン
税
）
を
確
保
し

つ
つ
、
本
格
的
な
現
代
の
道
路
整
備
が
始

ま
っ
た
。
高
速
道
と
バ
イ
パ
ス
道
の
整
備

だ
。
古
代
の
七
道
駅
路
、
近
世
の
街
道
・

脇
道
の
何
も
か
も
を
合
わ
せ
た
ほ
ど
の
道

路
網
の
近
代
化
で
あ
る
。

し
か
し
、
道
路
整
備
が
車
交
通
需
要
の

増
大
に
追
い
付
か
ず
、前
述
の
交
通
混
雑
、

事
故
に
、
公
害
（
健
康
被
害
、
大
気
汚
染
、

騒
音
な
ど
）
を
加
え
た
、
い
わ
ゆ
る
交
通

３
課
題
に
長
い
こ
と
悩
み
、
整
備
に
難
渋

し
た
。

〈
難
所
克
服
と
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
道
路
網

の
整
備
〉

　
九
州
の
国
道
網
で
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
、
幹
線
国
道
の
難
所
の
解
消
で
あ

る
。
周
知
の
と
お
り
古
代
の
西
海
道
は
東

路
と
西
路
か
ら
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
該
当

す
る
も
の
が
現
代
で
は
国
道
３
号
と
10

号
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
最
大

の
難
所
で
あ
っ
た
熊
本
と
鹿
児
島
の
県

境
に
お
け
る
三
太
郎
峠
（
１
９
６
０
〜

１
９
６
５
）、
大
分
と
宮
崎
の
県
境
の
宗

太
郎
峠
（
１
９
５
９
〜
１
９
６
７
）
の
改

築
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
中
央
構
造
線

が
走
る
複
雑
な
地
質
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
を

主
に
し
た
工
事
で
難
航
を
極
め
た
。

　
こ
れ
ら
を
皮
切
り
に
、
１
９
６
０
年
代

に
は
じ
ま
っ
た
国
道
バ
イ
パ
ス
の
暫
定
、

部
分
お
よ
び
全
面
開
業
を
追
い
か
け
る

と
、国
道
３
号
で
は
５
市
合
併（
１
９
６
３

年
）
の
北
九
州
市
周
辺
、
10
号
で
は
宮
崎

地
域
が
初
期
の
段
階
で
あ
る
。
次
い
で
３

号
の
福
岡
、
熊
本
、
34
、
35
号
の
佐
賀
、

長
崎
へ
と
拡
大
し
、
１
９
７
０
年
代
に
は

九
州
に
お
け
る
５
本
の
１
桁
国
道
、
２
桁

国
道
の
整
備
が
全
面
展
開
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
細
切
れ
の
事
業
展
開
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
今
日
に
至
る

ま
で
半
世
紀
に
わ
た
る
整
備
が
続
い
て
い

る
。

　
３
桁
国
道
の
う
ち
18
本
の
２
０
０
番
代

道
路
の
整
備
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
３
０
０
番
代
（
５
本
）、

４
０
０
番
代
（
３
本
）
は
１
９
９
０
年
代

に
入
っ
て
漸
く
着
手
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
整
備
展
開
は
、
む
ろ
ん
車
交

通
の
需
要
を
予
測
し
、
地
域
間
の
均
衡
あ

る
発
展
や
、
先
の
交
通
３
課
題
の
深
刻
さ

の
度
合
い
と
予
算
を
考
慮
し
て
の
結
果
で

あ
る
。

　
と
は
い
え
、
全
国
に
比
し
、
九
州
の
国

道
整
備
は
遅
れ
て
い
る
。
一
般
国
道
指
定

区
間
の
整
備
率
（
平
成
27
年
度
末
）
を
み

れ
ば
、
全
国
平
均
66
％
に
対
し
、
九
州
各

県
は
大
分
県
の
79
％
を
除
く
と
40
〜
60
％

で
あ
り
、
３
政
令
市
に
至
っ
て
は
13
〜

48
％
に
と
ど
ま
る
。
国
鉄
改
革
で
九
州
の

地
方
交
通
線
の
多
く
が
廃
止
さ
れ
、
車
に

依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
度
合
い
が
高
い
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
道
路
の
整
備
は
い
ま

な
お
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
高
速
道
は
、
関
門
自
動
車
道
、
関
門

橋
の
整
備
が
１
９
６
８
年
に
着
手
さ
れ
、

１
９
７
４
年
開
通
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

わ
が
国
最
初
の
高
速
道
・
名
神
高
速
道
路

栗
東
〜
尼
崎
間
の
開
通
か
ら
す
る
と
約
10

年
の
遅
れ
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
九
州
、
宮
崎
、
長
崎
の
各
自

動
車
道
、
引
き
続
い
て
大
分
自
動
車
道
の

整
備
が
始
ま
っ
た
が
、
全
線
開
通
ま
で
30

年
余
を
要
し
た
。
そ
れ
で
も
九
州
の
高
速

原爆で灰塵に帰した長崎・浦上天主堂付近（1945）原爆で灰塵に帰した長崎・浦上天主堂付近（1945）
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開
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
民
に
共
通
す
る
基
本
施

策
に
社
会
基
盤
の
整
備
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
を
担
っ
た
の
が
多
彩
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
土
木
事
業
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ほ
ん
の
一
部
だ
が
、
前
者
に

関
し
交
通
基
盤
と
り
わ
け
身
近
な
道
路

を
、
後
者
に
つ
い
て
河
川
・
ダ
ム
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
ら
の
戦
後
70
年
余
の
歩
み
と

苦
闘
を
概
観
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

Ａ
　
全
て
が
戦
後
に
は
じ
ま
り
、
道
半
ば

の
九
州
の
道
路
網
整
備

　
交
通
は
人
の
営
み
の
バ
ロ
メ
ー
タ
で
あ

り
、
結
果
で
あ
る
。
そ
の
交
通
で
戦
前
と

戦
後
の
大
き
な
違
い
は
、
手
段
と
し
て
自

動
車
が
主
役
を
な
す
時
代
の
到
来
で
あ

り
、
航
空
網
の
発
達
で
あ
っ
た
。
特
に
前

者
は
身
近
で
か
つ
日
常
的
な
利
便
性
の
確

保
、
産
業
経
済
活
動
に
お
け
る
生
産
性
と

効
率
性
の
向
上
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
と
は
か
り
知
れ
な
い

影
響
が
あ
り
、
戦
後
復
興
、
経
済
発
展
の

礎
で
あ
っ
た
。

　
実
を
い
う
と
、
終
戦
直
後
、
わ
が
国
の

車
の
生
産
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
指
令

部
）
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

ま
ち
を
走
る
車
は
一
般
の
人
が
手
に
届
く

状
況
で
な
く
、
占
領
軍
の
ジ
ー
プ
と
海
外

車
両
の
み
に
限
ら
れ
た
。ま
ち
を
歩
け
ば
、

歩
行
者
以
外
は
、
自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
、

ス
ク
ー
タ
ー
、
オ
ー
ト
３
輪
車
と
い
う
光

景
で
あ
る
。
年
配
の
読
者
に
は
思
い
出
す

人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
が
一
変
し
た
の
は
１
９
５
０
年
代

半
ば
以
降
で
あ
る
。
１
９
５
５
年
、
当

時
の
通
産
省
が
国
民
車
構
想
を
発
表
。

そ
れ
を
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ス
バ
ル

３
６
０
、
ダ
ッ
ト
サ
ン
、
パ
ブ
リ
カ
な
ど

の
軽
自
動
車
や
小
型
車
の
開
発
競
争
に
火

が
つ
い
た
。
後
に
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
た

交
通
混
雑
や
交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
ほ
ど

に
市
民
の
車
保
有
と
利
用
が
進
み
、
車
社

会
が
到
来
し
た
。

　
一
方
、
そ
の
車
社
会
を
支
え
る
肝
心
の

道
路
と
い
え
ば
、
１
９
５
６
年
の
世
銀
ワ

ト
キ
ン
ス
調
査
団
の
報
告
が
あ
る
。「
日

本
の
道
路
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
悪
い
。

工
業
国
に
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
道
路
網
を
完

全
に
無
視
し
て
き
た
国
は
日
本
の
他
に
な

い
」
と
さ
れ
た
。
当
時
の
論
評
や
雑
誌
な

ど
を
み
る
と
国
道
を
酷
道
、
県
道
を
険
道

と
揶
揄
す
る
も
の
が
多
々
あ
る
。

　
こ
れ
を
機
に
、
受
益
者
負
担
に
よ
る
道

路
特
定
財
源
（
ガ
ソ
リ
ン
税
）
を
確
保
し

つ
つ
、
本
格
的
な
現
代
の
道
路
整
備
が
始

ま
っ
た
。
高
速
道
と
バ
イ
パ
ス
道
の
整
備

だ
。
古
代
の
七
道
駅
路
、
近
世
の
街
道
・

脇
道
の
何
も
か
も
を
合
わ
せ
た
ほ
ど
の
道

路
網
の
近
代
化
で
あ
る
。

し
か
し
、
道
路
整
備
が
車
交
通
需
要
の

増
大
に
追
い
付
か
ず
、前
述
の
交
通
混
雑
、

事
故
に
、
公
害
（
健
康
被
害
、
大
気
汚
染
、

騒
音
な
ど
）
を
加
え
た
、
い
わ
ゆ
る
交
通

３
課
題
に
長
い
こ
と
悩
み
、
整
備
に
難
渋

し
た
。

〈
難
所
克
服
と
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
道
路
網

の
整
備
〉

　
九
州
の
国
道
網
で
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
、
幹
線
国
道
の
難
所
の
解
消
で
あ

る
。
周
知
の
と
お
り
古
代
の
西
海
道
は
東

路
と
西
路
か
ら
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
該
当

す
る
も
の
が
現
代
で
は
国
道
３
号
と
10

号
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
最
大

の
難
所
で
あ
っ
た
熊
本
と
鹿
児
島
の
県

境
に
お
け
る
三
太
郎
峠
（
１
９
６
０
〜

１
９
６
５
）、
大
分
と
宮
崎
の
県
境
の
宗

太
郎
峠
（
１
９
５
９
〜
１
９
６
７
）
の
改

築
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
中
央
構
造
線

が
走
る
複
雑
な
地
質
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
を

主
に
し
た
工
事
で
難
航
を
極
め
た
。

　
こ
れ
ら
を
皮
切
り
に
、
１
９
６
０
年
代

に
は
じ
ま
っ
た
国
道
バ
イ
パ
ス
の
暫
定
、

部
分
お
よ
び
全
面
開
業
を
追
い
か
け
る

と
、国
道
３
号
で
は
５
市
合
併（
１
９
６
３

年
）
の
北
九
州
市
周
辺
、
10
号
で
は
宮
崎

地
域
が
初
期
の
段
階
で
あ
る
。
次
い
で
３

号
の
福
岡
、
熊
本
、
34
、
35
号
の
佐
賀
、

長
崎
へ
と
拡
大
し
、
１
９
７
０
年
代
に
は

九
州
に
お
け
る
５
本
の
１
桁
国
道
、
２
桁

国
道
の
整
備
が
全
面
展
開
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
細
切
れ
の
事
業
展
開
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
今
日
に
至
る

ま
で
半
世
紀
に
わ
た
る
整
備
が
続
い
て
い

る
。

　
３
桁
国
道
の
う
ち
18
本
の
２
０
０
番
代

道
路
の
整
備
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
３
０
０
番
代
（
５
本
）、

４
０
０
番
代
（
３
本
）
は
１
９
９
０
年
代

に
入
っ
て
漸
く
着
手
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
整
備
展
開
は
、
む
ろ
ん
車
交

通
の
需
要
を
予
測
し
、
地
域
間
の
均
衡
あ

る
発
展
や
、
先
の
交
通
３
課
題
の
深
刻
さ

の
度
合
い
と
予
算
を
考
慮
し
て
の
結
果
で

あ
る
。

　
と
は
い
え
、
全
国
に
比
し
、
九
州
の
国

道
整
備
は
遅
れ
て
い
る
。
一
般
国
道
指
定

区
間
の
整
備
率
（
平
成
27
年
度
末
）
を
み

れ
ば
、
全
国
平
均
66
％
に
対
し
、
九
州
各

県
は
大
分
県
の
79
％
を
除
く
と
40
〜
60
％

で
あ
り
、
３
政
令
市
に
至
っ
て
は
13
〜

48
％
に
と
ど
ま
る
。
国
鉄
改
革
で
九
州
の

地
方
交
通
線
の
多
く
が
廃
止
さ
れ
、
車
に

依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
度
合
い
が
高
い
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
道
路
の
整
備
は
い
ま

な
お
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
高
速
道
は
、
関
門
自
動
車
道
、
関
門

橋
の
整
備
が
１
９
６
８
年
に
着
手
さ
れ
、

１
９
７
４
年
開
通
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

わ
が
国
最
初
の
高
速
道
・
名
神
高
速
道
路

栗
東
〜
尼
崎
間
の
開
通
か
ら
す
る
と
約
10

年
の
遅
れ
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
九
州
、
宮
崎
、
長
崎
の
各
自

動
車
道
、
引
き
続
い
て
大
分
自
動
車
道
の

整
備
が
始
ま
っ
た
が
、
全
線
開
通
ま
で
30

年
余
を
要
し
た
。
そ
れ
で
も
九
州
の
高
速

原爆で灰塵に帰した長崎・浦上天主堂付近（1945）原爆で灰塵に帰した長崎・浦上天主堂付近（1945）
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自
動
車
道
網
は
西
九
州
を
縦
断
し
、
長
崎

〜
大
分
を
横
断
す
る
十
文
字
の
片
肺
状
態

に
と
ど
ま
り
、
最
近
に
な
っ
て
漸
く
東
九

州
道
が
開
通
し
、
循
環
し
だ
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
２
０
１
６
年
現
在
の
九
州
の
道
路
網

は
高
速
国
道
９
０
０
㎞
、
一
般
国
道

７
６
０
０
㎞
、
県
道
17
万
㎞
、
市
町
村

道
１
３
２
万
㎞
で
あ
り
、
総
計
す
れ
ば

１
５
８
万
㎞
に
達
す
る
。

　
し
か
し
、
全
国
に
先
駆
け
て
進
む
、
人

口
減
や
高
齢
社
会
、
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
安
全
・
安
心
の
活
発
な
交
流
社
会
を

築
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
す
る
と
、東
西
の
循
環
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
れ
に
薩
摩
地
域
や
長
崎
半
島
部
を
補
完

す
る
自
動
車
道
、
そ
し
て
九
州
中
央
部
を

横
断
し
梯
子
な
す
高
速
道
路
網
の
形
成
に

一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
と
り
あ
え
ず
の
高
速
道
路
網
と
31
本
の

国
道
の
整
備
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
県
道
が

補
完
す
る
こ
と
で
２
千
年
の
蓄
積
を
あ
る

程
度
取
り
戻
し
は
し
た
。
し
か
し
、安
全
・

安
心
の
長
寿
社
会
、
交
流
時
代
に
お
け
る

道
路
網
の
概
成
は
未
だ
し
の
感
で
あ
る
。

Ｂ
　
繰
り
返
す
災
害
か
ら
九
州
の
国
土
を

守
る
ー
水
害
を
主
に
し
て

　「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
」。
か
つ

て
、
世
間
で
恐
ろ
し
い
と
さ
れ
て
き
た
も

の
だ
。
し
か
し
、
現
代
は
、
構
造
物
の
不

燃
化
が
進
み
、
ま
た
家
庭
に
お
け
る
父
親

の
権
威
が
昔
に
比
べ
大
い
に
低
下
し
た
と

い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
前
述
の
表
現

は
当
た
ら
な
い
。

　
あ
る
い
は
、「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
来

る
」
は
物
理
学
者
・
寺
田
虎
彦
の
警
句
だ

が
、
最
近
の
状
況
か
ら
過
去
の
こ
と
に
思

え
る
。

　
そ
こ
で
改
め
て
、
近
年
の
実
態
を
踏
ま

え
、
土
木
事
業
に
関
わ
っ
て
き
た
立
場
か

ら
九
州
に
お
け
る
怖
い
も
の
を
あ
げ
れ

ば
、
豪
雨
・
地
震
・
津
波
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、そ
れ
ら
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
洪
水
、

大
地
の
揺
れ
、
お
よ
び
土
砂
崩
壊
（
土
石

流
、斜
面
崩
壊
、山
崩
れ
な
ど
）と
も
な
る
。

　
な
お
、九
州
で
は
活
火
山
も
問
題
だ
が
、

噴
火
は
場
所
が
限
ら
れ
、
そ
の
一
方
で
温

泉
や
地
熱
の
恵
み
が
あ
る
。ま
た
、積
も
っ

た
火
山
灰
な
ど
に
よ
る
斜
面
崩
壊
、
土
石

流
は
洪
水
や
土
砂
災
害
に
含
め
ら
れ
る
。

火
山
性
地
震
は
、
断
層
な
ど
他
の
要
因
に

よ
る
地
震
や
そ
れ
に
付
随
す
る
津
波
と
一

緒
に
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
九
州
に
お
け
る
怖

い
も
の
を
簡
略
に
「
地
震
・
洪
水
・
土
砂

災
害
」
と
表
現
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
逃
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
大
規
模
な
も
の
で
、

「
新
・
恐
ろ
し
い
も
の
」
と
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
特
に
近
年
で
は
、
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
、
６
時
間
で
４
６
０
㎜
の
記
録
的
大
雨

と
な
り
、
洪
水
、
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ

し
た
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

（
死
者
30
名
、行
方
不
明
者
２
名
）
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
前
震
と
本
震
を
間
違
え
た
ほ

ど
、
わ
ず
か
２
日
で
２
度
の
震
度
７
に
見

舞
わ
れ
た
平
成
28
年
熊
本
地
震
（
死
者
50

名
、
重
軽
症
者
２
７
５
３
人
）
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
長
時
間
豪
雨
が
続
き
、
洪
水
、

土
砂
災
害
に
襲
わ
れ
た
平
成
29
年
九
州
北

部
豪
雨
（
死
者
37
名
、行
方
不
明
者
４
名
）

と
立
て
続
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
並
べ
る
と
、「
地
震
・
洪
水
・

土
砂
災
害
」
は
忘
れ
た
頃
で
な
く
、
そ
の

頻
発
か
ら
、「
災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち
に

や
っ
て
く
る
」
と
の
印
象
を
も
つ
で
あ
ろ

う
。
常
日
頃
か
ら
、
万
一
に
備
え
る
こ
と

が
大
切
だ
。

〈
戦
後
繰
り
返
し
発
生
し
た
洪
水
〉

　
そ
こ
で
改
め
て
戦
後
発
生
の
洪
水
を
と

り
あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
は
豪
雨
の
と
ら
え
方

が
戦
後
３
段
階
で
大
き
く
変
容
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
第
１
段
階
（
昭
和
20
〜
40
年
頃
）
は
、

長
期
の
梅
雨
時
に
お
け
る
豪
雨
や
、
突
如

襲
い
か
か
る
台
風
の
暴
風
雨
で
あ
る
。
戦

災
で
荒
廃
し
た
国
土
が
し
ば
し
ば
被
害
を

受
け
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
そ
の

典
型
が
昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
（
白

川
、筑
後
川
。
死
者
不
明
者
１
０
０
１
名
）

で
あ
り
、
昭
和
32
年
の
諫
早
水
害
（
本
明

川
。
死
者
不
明
者
５
３
９
名
）
で
あ
る
。

堤
防
が
決
壊
し
、
集
落
や
田
畑
が
一
面
に

水
没
し
、
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
。

市街地を流れる一級河川・大淀川（宮崎市）市街地を流れる一級河川・大淀川（宮崎市）

江戸時代に築かれた「のこぎり状の長崎堤防」が残る
1級河川・川内川（薩摩川内市高江）1級河川・川内川（薩摩川内市高江）

親水整備が進んだ万之瀬川水系の
2級河川・麓川（南九州市知覧町）
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し
か
し
、
１
９
７
０
年
頃
に
な
る
と
、

長
雨
よ
り
も
短
時
間
の
集
中
豪
雨
が
問
題

と
な
っ
た
。
第
２
段
階
だ
が
、
そ
の
最
た

る
も
の
は
昭
和
57
年
の
長
崎
豪
雨
（
死
者

行
方
不
明
者
２
９
９
名
）
で
、
時
間
雨
量

１
８
７
㎜
（
長
与
町
）
が
あ
り
、こ
の
時
、

「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が
創
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
被
害
が
山
の
斜
面
を
削
り

開
発
が
進
ん
だ
住
宅
地
に
及
ん
だ
こ
と
も

大
き
な
特
色
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
記
録
的
大
雨
の
発
表
基
準

は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
の
１
２
０
㎜
／
時
間
、

そ
れ
以
外
の
５
県
は
１
１
０
㎜
／
時
で
あ

る
。
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

大
雨
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
第
３
段
階
は
20
世
紀
末
か
ら
今
日
に

至
る
状
況
で
あ
る
。
１
９
９
９
年
の
福

岡
水
害
で
は
、
ビ
ル
の
地
下
室
、
商
店

街
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
施
設
へ
の
浸
水

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
新
た
に
都
市

水
害
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
あ
る
い
は
、

２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
そ

の
予
報
に
当
た
り
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」
と
の
新
た
な
短

文
情
報
が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
話
題
と

な
っ
た
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
前
後
の
阪
神
大

震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
そ

し
て
相
次
ぐ
特
定
地
域
で
の
激
し
い
集
中

豪
雨
の
頻
発
を
受
け
て
、
２
０
１
３
年
か

ら
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
差
し
迫
っ
た
異
常
な
事
態
を
単
に
特
別

警
報
と
呼
ぶ
だ
け
で
な
く
な
っ
た
。
気
象

庁
か
ら
、
市
民
の
注
意
を
最
大
限
に
喚
起

す
る
た
め
、「
直
ち
に
身
を
守
る
行
動
を
」

と
呼
び
か
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
大
雨
に
つ
い
て
い
え
ば
、特
別
警
報
は
、

「
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
数
十
年
に
一

度
の
降
雨
量
と
な
る
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
、
若
し
く
は
、
数
十
年
に
一
度
の
強

度
の
台
風
や
同
程
度
の
温
帯
低
気
圧
に
よ

り
大
雨
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
」
に

発
表
す
る
と
し
て
い
る
。

　
特
別
警
報
は
２
０
１
７
年
の
九
州
豪
雨

に
適
用
さ
れ
た
が
、
気
象
庁
に
よ
れ
ば
、

１
９
９
３
年
の
九
州
南
部
に
お
け
る
Ｈ
５

／
８
豪
雨
、
２
０
１
２
年
の
Ｈ
24
／
７
九

州
北
部
豪
雨
を
過
去
の
事
例
に
あ
げ
て
い

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
九
州
は
、
か
つ
て
の

数
十
年
に
一
度
は
、
最
近
で
は
10
年
に
一

度
の
大
雨
特
別
警
報
の
発
令
で
あ
り
、
頻

度
が
高
い
。

〈
変
遷
す
る
河
川
法
の
下
の
河
川
整
備
〉

　
繰
り
返
さ
れ
る
洪
水
な
ど
を
防
止
す
る

重
要
な
土
木
施
設
は
河
川
と
ダ
ム
で
あ

る
。
九
州
の
河
川
は
大
小
様
々
で
、
一
級

８
７
１
０
㎞
（
対
全
国
比
10
％
）、
二
級

７
０
９
２
㎞
（
20
％
）、
準
用
４
８
０
０

㎞
（
24
％
）
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

急
こ
う
配
を
な
す
中
小
河
川
が
多
い
。
こ

れ
は
、
九
州
本
島
の
大
部
分
が
山
で
覆
わ

れ
、
離
島
半
島
が
多
く
、
海
に
迫
る
地
形

条
件
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
る

　
そ
の
中
で
、
一
級
水
系
だ
け
を
見
れ
ば

九
州
全
体
で
20
水
系
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

河
川
整
備
計
画
を
見
る
と
、
洪
水
の
発
生

は
「
時
と
場
所
を
選
ば
ず
」
で
あ
る
。

　
少
し
古
い
デ
ー
タ
だ
が
１
９
４
５
〜

２
０
０
１
年
の
戦
後
５
６
年
間
の
洪
水
を

河
川
整
備
計
画
の
中
か
ら
拾
い
出
せ
ば
、

合
計
１
６
０
回
、
３
回
／
年
と
な
る
。
１

河
川
当
り
で
は
７
年
に
１
度
の
遭
遇
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
九
州
で

は
、
終
戦
直
後
の
枕
崎
台
風
や
昭
和
26
年

の
ル
ー
ス
台
風
、
28
年
の
西
日
本
大
水
害

が
あ
り
、
そ
れ
ら
被
害
の
復
旧
を
か
わ
き

り
に
河
川
整
備
が
鋭
意
進
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
規
定
し
た
の
が
、
座
談
会

の
発
言
に
あ
る
河
川
法
で
あ
る
。

　
最
初
の
旧
河
川
法
は
１
８
９
６
年
（
明

治
29
）
に
、
治
水
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、

そ
れ
が
戦
後
も
し
ば
ら
く
適
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
繰
り
返
さ
れ
る
水
害
に
対

処
し
な
が
ら
も
、
国
営
農
業
水
利
事
業

（
１
９
５
０
）、
電
気
事
業
の
参
入
が
あ
っ

た
た
め
、
河
川
管
理
の
責
任
が
不
明
確
で

混
乱
し
た
。
そ
こ
で
、
１
９
５
７
年
（
昭

和
32
年
）
に
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
が
施
行

さ
れ
、
治
水
を
主
目
的
に
す
る
国
直
轄
ダ

ム
の
所
有
権
は
国
に
一
元
化
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
発
電
以
外
に
、
上
水
道
も
、

工
業
用
水
も
と
河
川
水
の
利
用
が
多
様
化

し
、
従
来
の
河
川
法
に
不
備
が
生
じ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
、

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
、
工
業
用
水
法
な

ど
と
の
整
合
が
図
ら
れ
た
新
河
川
法
が
制

定
さ
れ
た
（
１
９
６
４
（
昭
和
39
年
））。

　
そ
し
て
、
１
９
９
７
年
に
も
う
一
段
の

大
き
な
改
正
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
河

川
整
備
で
は
工
事
実
施
基
本
計
画
の
策
定

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
れ
に
河
川
環
境
へ

の
配
慮
と
維
持
保
全
を
含
め
て
河
川
整
備

基
本
方
針
を
定
め
、
そ
の
上
で
具
体
的
な

内
容
を
河
川
整
備
計
画
と
し
て
ま
と
め
る

も
の
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
や
地
域
住
民

か
ら
な
る
流
域
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
意
見
を
反
映
し
て
の
河
川
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
当
然
だ
が
、九
州
の
河
川
も
旧
河
川
法
、

新
河
川
法
、
そ
し
て
97
年
改
正
河
川
法
の

も
と
で
、「
治
水
」
か
ら
「
治
水
・
利
水
」、

「
治
水
・
利
水
・
環
境
」
と
視
野
を
広
げ
、

菊池川水系迫間川の竜門ダム（重力式とロックフルの
コンバイン型. 堤高99.5m. 1970～2001）

筑後川水系津江川の下筌ダム
（アーチダム.堤高98m. 1958～1972）
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し
か
し
、
１
９
７
０
年
頃
に
な
る
と
、

長
雨
よ
り
も
短
時
間
の
集
中
豪
雨
が
問
題

と
な
っ
た
。
第
２
段
階
だ
が
、
そ
の
最
た

る
も
の
は
昭
和
57
年
の
長
崎
豪
雨
（
死
者

行
方
不
明
者
２
９
９
名
）
で
、
時
間
雨
量

１
８
７
㎜
（
長
与
町
）
が
あ
り
、こ
の
時
、

「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が
創
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
被
害
が
山
の
斜
面
を
削
り

開
発
が
進
ん
だ
住
宅
地
に
及
ん
だ
こ
と
も

大
き
な
特
色
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
記
録
的
大
雨
の
発
表
基
準

は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
の
１
２
０
㎜
／
時
間
、

そ
れ
以
外
の
５
県
は
１
１
０
㎜
／
時
で
あ

る
。
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

大
雨
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
第
３
段
階
は
20
世
紀
末
か
ら
今
日
に

至
る
状
況
で
あ
る
。
１
９
９
９
年
の
福

岡
水
害
で
は
、
ビ
ル
の
地
下
室
、
商
店

街
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
施
設
へ
の
浸
水

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
新
た
に
都
市

水
害
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
あ
る
い
は
、

２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
そ

の
予
報
に
当
た
り
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」
と
の
新
た
な
短

文
情
報
が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
話
題
と

な
っ
た
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
前
後
の
阪
神
大

震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
そ

し
て
相
次
ぐ
特
定
地
域
で
の
激
し
い
集
中

豪
雨
の
頻
発
を
受
け
て
、
２
０
１
３
年
か

ら
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
差
し
迫
っ
た
異
常
な
事
態
を
単
に
特
別

警
報
と
呼
ぶ
だ
け
で
な
く
な
っ
た
。
気
象

庁
か
ら
、
市
民
の
注
意
を
最
大
限
に
喚
起

す
る
た
め
、「
直
ち
に
身
を
守
る
行
動
を
」

と
呼
び
か
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
大
雨
に
つ
い
て
い
え
ば
、特
別
警
報
は
、

「
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
数
十
年
に
一

度
の
降
雨
量
と
な
る
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
、
若
し
く
は
、
数
十
年
に
一
度
の
強

度
の
台
風
や
同
程
度
の
温
帯
低
気
圧
に
よ

り
大
雨
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
」
に

発
表
す
る
と
し
て
い
る
。

　
特
別
警
報
は
２
０
１
７
年
の
九
州
豪
雨

に
適
用
さ
れ
た
が
、
気
象
庁
に
よ
れ
ば
、

１
９
９
３
年
の
九
州
南
部
に
お
け
る
Ｈ
５

／
８
豪
雨
、
２
０
１
２
年
の
Ｈ
24
／
７
九

州
北
部
豪
雨
を
過
去
の
事
例
に
あ
げ
て
い

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
九
州
は
、
か
つ
て
の

数
十
年
に
一
度
は
、
最
近
で
は
10
年
に
一

度
の
大
雨
特
別
警
報
の
発
令
で
あ
り
、
頻

度
が
高
い
。

〈
変
遷
す
る
河
川
法
の
下
の
河
川
整
備
〉

　
繰
り
返
さ
れ
る
洪
水
な
ど
を
防
止
す
る

重
要
な
土
木
施
設
は
河
川
と
ダ
ム
で
あ

る
。
九
州
の
河
川
は
大
小
様
々
で
、
一
級

８
７
１
０
㎞
（
対
全
国
比
10
％
）、
二
級

７
０
９
２
㎞
（
20
％
）、
準
用
４
８
０
０

㎞
（
24
％
）
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

急
こ
う
配
を
な
す
中
小
河
川
が
多
い
。
こ

れ
は
、
九
州
本
島
の
大
部
分
が
山
で
覆
わ

れ
、
離
島
半
島
が
多
く
、
海
に
迫
る
地
形

条
件
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
る

　
そ
の
中
で
、
一
級
水
系
だ
け
を
見
れ
ば

九
州
全
体
で
20
水
系
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

河
川
整
備
計
画
を
見
る
と
、
洪
水
の
発
生

は
「
時
と
場
所
を
選
ば
ず
」
で
あ
る
。

　
少
し
古
い
デ
ー
タ
だ
が
１
９
４
５
〜

２
０
０
１
年
の
戦
後
５
６
年
間
の
洪
水
を

河
川
整
備
計
画
の
中
か
ら
拾
い
出
せ
ば
、

合
計
１
６
０
回
、
３
回
／
年
と
な
る
。
１

河
川
当
り
で
は
７
年
に
１
度
の
遭
遇
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
九
州
で

は
、
終
戦
直
後
の
枕
崎
台
風
や
昭
和
26
年

の
ル
ー
ス
台
風
、
28
年
の
西
日
本
大
水
害

が
あ
り
、
そ
れ
ら
被
害
の
復
旧
を
か
わ
き

り
に
河
川
整
備
が
鋭
意
進
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
規
定
し
た
の
が
、
座
談
会

の
発
言
に
あ
る
河
川
法
で
あ
る
。

　
最
初
の
旧
河
川
法
は
１
８
９
６
年
（
明

治
29
）
に
、
治
水
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、

そ
れ
が
戦
後
も
し
ば
ら
く
適
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
繰
り
返
さ
れ
る
水
害
に
対

処
し
な
が
ら
も
、
国
営
農
業
水
利
事
業

（
１
９
５
０
）、
電
気
事
業
の
参
入
が
あ
っ

た
た
め
、
河
川
管
理
の
責
任
が
不
明
確
で

混
乱
し
た
。
そ
こ
で
、
１
９
５
７
年
（
昭

和
32
年
）
に
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
が
施
行

さ
れ
、
治
水
を
主
目
的
に
す
る
国
直
轄
ダ

ム
の
所
有
権
は
国
に
一
元
化
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
発
電
以
外
に
、
上
水
道
も
、

工
業
用
水
も
と
河
川
水
の
利
用
が
多
様
化

し
、
従
来
の
河
川
法
に
不
備
が
生
じ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
、

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
、
工
業
用
水
法
な

ど
と
の
整
合
が
図
ら
れ
た
新
河
川
法
が
制

定
さ
れ
た
（
１
９
６
４
（
昭
和
39
年
））。

　
そ
し
て
、
１
９
９
７
年
に
も
う
一
段
の

大
き
な
改
正
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
河

川
整
備
で
は
工
事
実
施
基
本
計
画
の
策
定

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
れ
に
河
川
環
境
へ

の
配
慮
と
維
持
保
全
を
含
め
て
河
川
整
備

基
本
方
針
を
定
め
、
そ
の
上
で
具
体
的
な

内
容
を
河
川
整
備
計
画
と
し
て
ま
と
め
る

も
の
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
や
地
域
住
民

か
ら
な
る
流
域
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
意
見
を
反
映
し
て
の
河
川
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
当
然
だ
が
、九
州
の
河
川
も
旧
河
川
法
、

新
河
川
法
、
そ
し
て
97
年
改
正
河
川
法
の

も
と
で
、「
治
水
」
か
ら
「
治
水
・
利
水
」、

「
治
水
・
利
水
・
環
境
」
と
視
野
を
広
げ
、

菊池川水系迫間川の竜門ダム（重力式とロックフルの
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洪
水
の
た
び
に
そ
の
復
旧
と
一
層
の
整
備

強
化
に
努
め
て
い
る
。

〈
苦
難
の
多
目
的
ダ
ム
建
設
の
歩
み
〉

　
他
方
、
ダ
ム
建
設
を
み
る
と
、
戦
後

の
１
９
４
０
、
50
年
代
は
、
発
電
（
宮

崎
、
熊
本
）、
灌
漑
（
福
岡
、
佐
賀
）
が

主
目
的
の
ダ
ム
開
発
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
１
９
６
０
年
代
に
は
い
る
と
、
都
市

化
と
経
済
発
展
に
あ
わ
せ
、
上
水
（
福

岡
、
長
崎
）、
工
業
用
水
（
福
岡
）
の

た
め
の
ダ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
た
。
合

わ
せ
て
、
西
日
本
大
水
害
を
契
機
に
し

た
洪
水
調
整
の
目
的
を
加
え
た
多
目
的

ダ
ム
の
建
設
が
展
開
さ
れ
た
。
球
磨
川

の
市
房
ダ
ム
（
１
９
６
１
。
総
貯
水
量

４
０
，
２
０
０
千
㎥
）、
川
内
川
の
鶴
田

ダ
ム
（
１
９
６
６
。
総
貯
水
量
１
２
３
，

０
０
０
千
㎥
）
な
ど
は
そ
の
初
期
の
も
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
九
州
の
ダ
ム
建
設
は

１
９
６
０
、
70
年
代
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

以
降
は
減
少
し
、
21
世
紀
に
入
る
と
大
幅

に
減
っ
た
。
そ
の
契
機
が
13
年
間
に
わ
た

る
松
原
・
下
筌
ダ
ム
の
「
蜂
の
巣
城
」
闘

争
や
、
菊
池
川
水
系
竜
門
ダ
ム
の
10
年
近

く
続
い
た
反
対
運
動
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
機
に
、
市
民
合
意
の
あ
り
方

や
補
償
の
考
え
方
が
整
え
ら
れ
、
あ
る
い

は
環
境
ア
セ
ス
な
ど
の
導
入
で
一
つ
一
つ

の
ダ
ム
建
設
に
入
念
な
調
査
を
要
求
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
ダ
ム
建
設
反
対
運
動
を
主
導
し
た
故
室

原
知
幸
氏
（
小
国
町
の
山
林
地
主
）
の
言

葉
を
刻
む
石
碑
が
下
筌
ダ
ム
近
く
に
立

つ
。
公
権
力
の
行
使
は
「
法
に
か
な
い
　

理
に
か
な
い
　
情
に
叶
う
も
の
で
あ
れ
」

と
。
公
共
事
業
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ

た
。

　
そ
し
て
近
年
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転

換
、
工
業
の
高
度
化
、
農
業
の
縮
小
、
人

口
減
少
な
ど
か
ら
、
必
ず
し
も
発
電
、
灌

漑
、
利
水
目
的
の
開
発
が
必
要
で
な
く

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
多
目
的
ダ

ム
建
設
の
意
義
は
従
来
ほ
ど
で
な
く
、
中

止
さ
れ
る
も
の
が
で
る
に
至
っ
た
。
ち
な

み
に
、
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
１
３
年
の

間
で
、
事
業
再
評
価
の
結
果
中
止
と
な
っ

た
ダ
ム
は
九
州
全
体
で
23
に
及
ぶ
。

　
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
と
必
ず
し
も
直
接

の
関
係
は
な
い
が
、
自
然
環
境
へ
の
関
心

の
高
ま
り
か
ら
、
一
時
、
緑
の
ダ
ム
と
称

す
る
植
林
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
が

あ
る
。
し
か
し
、
本
節
の
冒
頭
に
述
べ
た

よ
う
に
、
最
近
の
異
常
な
大
雨
で
発
生
す

る
流
木
災
害
や
土
砂
災
害
か
ら
す
る
と
、

こ
う
し
た
考
え
が
ど
れ
ほ
ど
効
果
を
持
つ

か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
概
観
す
る
と
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
超

高
齢
化
や
廃
村
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
山

の
荒
廃
を
い
か
に
く
い
止
め
、「
新
・
怖

い
も
の
」
を
目
の
前
に
災
害
防
止
に
い
か

に
努
め
る
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
ブ
ー
ム
や
目
先
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
事
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
強

く
望
ま
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
前
章
に
述
べ
る
道
路
、
河
川
等
に
限
定

す
れ
ば
、
そ
の
主
要
な
土
木
構
造
物
は
土

構
造
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
戦
後
に
建
設
さ
れ
た
も
の
を

長
大
橋
（
延
長
１
５
０
ｍ
以
上
）
で
見
れ

ば
83
橋
（
１
９
４
５
〜
２
０
１
４
）、
長

大
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
１
０
０
０
ｍ
以
上
）

は
１
１
３
本
（
１
９
４
５
〜
２
０
１
５
）

で
あ
る
。
ま
た
、
ダ
ム(

堤
高
15
ｍ
以
上)

は
３
２
５
（
１
９
４
５
〜
２
０
１
５
。
灌

漑
用
の
み
を
除
く
）
に
及
ぶ
。
戦
後
70
年

が
過
ぎ
る
と
は
い
え
、
実
に
多
く
の
構
造

物
を
建
設
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
九
州
」
の
各
号
で
紹
介
し

た
よ
う
に
、
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
人
々

が
、
調
査
、
計
画
、
設
計
、
施
工
、
維
持

管
理
の
諸
分
野
で
奮
闘
し
た
。
そ
の
例
に

と
長
大
橋
の
建
設
を
取
り
上
げ
れ
ば
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
．
長
大
橋
建
設
の
背
景

　
九
州
は
、
稲
作
の
伝
来
ル
ー
ト
、
遣
唐

使
の
道
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
経
由
地
で
あ

り
、
我
が
国
に
お
け
る
文
明
伝
播
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が

土
木
事
業
の
展
開
で
も
み
ら
れ
る
。
そ
の

代
表
的
な
も
の
の
一
つ
が
、
日
本
中
の
知

恵
を
集
め
、
九
州
の
地
が
先
導
的
役
割
を

果
た
し
た
長
大
橋
の
建
設
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
は
２
つ
の
背
景
が
あ
る
。
１
つ

は
江
戸
時
代
か
ら
の
石
造
ア
ー
チ
橋
の
築

上
技
術
が
九
州
で
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
中
国
か
ら
長
崎
へ
、
長
崎
の
オ
ラ

ン
ダ
人
か
ら
、
そ
し
て
中
国
か
ら
沖
縄
経

由
で
鹿
児
島
へ
と
３
ル
ー
ト
で
伝
来
し
、

各
々
で
工
夫
し
、
技
術
を
発
展
さ
せ
伝
承

し
た
石
工
集
団
が
生
ま
れ
た
。
旧
種
山
村

を
拠
点
に
し
た
種
山
石
工
、
天
草
の
下
浦

石
工
、
近
江
石
工
を
ル
ー
ツ
に
す
る
仁
平

グ
ル
ー
プ
な
ど
だ
。
彼
ら
の
手
で
、
九
州

各
地
に
多
く
の
石
橋
が
架
設
さ
れ
た
が
、

そ
の
数
は
全
国
の
95
％
を
占
め
、
ほ
と
ん

ど
と
い
っ
て
よ
い
。

　
流
失
、
解
体
、
崩
壊
な
ど
も
あ
り
正
確

で
な
い
が
、
分
か
る
範
囲
で
い
え
ば
、
鹿

児
島
や
大
分
県
そ
れ
ぞ
れ
で
７
０
０
橋
以

上
、
熊
本
県
３
０
０
〜
４
０
０
、
長
崎
県

１
０
０
超
、
福
岡
県
約
90
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島

は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
頃
ま
で
の
も
の

が
多
い
。
福
岡
、
大
分
の
大
半
は
20
世
紀

に
な
っ
て
の
築
造
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治

に
は
、
例
え
ば
種
山
の
石
工
・
橋
本
甚
五

郎
が
、
通
潤
橋
や
零
台
橋
な
ど
の
肥
後
の

石
橋
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
政
府
に
招
か

れ
、
万
世
橋
や
浅
草
橋
の
架
設
、
か
け
替

え
に
関
わ
り
活
躍
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

土
壌
が
戦
後
の
長
大
橋
建
設
意
欲
に
繋

が
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
長
大
橋
の
い
ち
は
や
い
建
設
の
い
ま
一

つ
の
背
景
は
九
州
の
地
形
に
あ
る
。
日
本

　
３
．
九
州
で
育
ち
、

　
　
　
　
全
国
展
開
し
た
長
大
橋
建
設
技
術
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全
体
が
島
々
か
ら
な
り
、
そ
の
総
数
は

６
８
５
２
だ
が
、
実
に
２
１
６
０
、
約
３

分
の
１
が
九
州
に
集
中
す
る
。
こ
れ
か
ら

離
島
が
大
変
多
く
、加
え
て
半
島
が
多
い
。

こ
の
た
め
地
域
間
の
日
常
的
な
活
動
で
海

を
渡
る
必
然
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
地
域

の
人
々
に
と
っ
て
長
大
橋
建
設
へ
の
強
い

思
い
が
常
に
あ
っ
た
。

　
あ
る
い
は
、
九
州
本
島
は
中
央
部
に

山
々
が
拡
が
り
、
そ
の
中
に
、
古
代
か
ら

発
展
し
て
き
た
多
く
の
ま
ち
や
村
が
あ

る
。
そ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の
不
便
を
解
消

の
た
め
に
は
、
多
く
の
渓
谷
や
川
で
、
あ

る
規
模
の
橋
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た

理
由
で
あ
る
。

Ｂ
　
長
大
橋
建
設
の
歩
み

　
長
大
橋
の
定
義
は
定
か
で
な
い
。
た

だ
、
ス
パ
ン
１
５
０
ｍ
以
上
に
な
る
と
、

長
い
ほ
ど
橋
名
に
「
大
橋
」
を
付
す
割
合

が
高
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
１
５
０
ｍ

以
上
の
道
路
橋
を
長
大
橋
と
し
て
拾
い
出

せ
ば
、
本
節
冒
頭
に
紹
介
す
る
よ
う
に
83

橋
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
46
は
海
を
渡
る

橋
で
、
特
に
５
０
０
ｍ
以
上
と
な
れ
ば
16

橋
中
15
橋
を
占
め
、
関
門
橋
（
１
０
６
８

ｍ
）
が
最
長
で
あ
る
。
残
り
37
は
河
川
等

に
架
か
る
が
、
そ
の
最
長
は
矢
部
川
大
橋

の
５
１
７
ｍ
で
あ
る
。

　
九
州
の
長
大
橋
の
は
じ
ま
り
は
、
経
済

白
書
（
１
９
５
６
）
に
「
も
は
や
戦
後
で

な
い
」
と
さ
れ
た
丁
度
そ
の
頃
で
あ
る
。

１
９
５
５
年
に
大
村
湾
の
湾
口
の
針
生
瀬

戸
に
固
定
ア
ー
チ
の
西
海
橋
（
最
大
支
間

長
２
４
０
ｍ
。
当
時
は
東
洋
一
）
が
で
き

皮
切
り
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
続
い
た
の
が
、
北
九
州
市
の
若

戸
大
橋
（
最
大
支
間
３
６
７
ｍ
、
全
長

６
２
７
ｍ
、
１
９
６
２
）
で
、
こ
れ
も
当

時
東
洋
一
の
吊
り
橋
で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
天
草
五
橋
（
１
９
６
２
〜

１
９
６
６
）
は
、
ま
る
で
橋
建
設
の
展
示

場
と
な
っ
た
。
宇
土
半
島
の
突
端
か
ら
天

草
上
島
を
結
ぶ
五
本
の
橋
は
全
長
１
７
８

〜
５
１
６
ｍ
の
規
模
だ
が
、
鋼
ト
ラ
ス
、

鋼
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
、
２
つ
の
Ｐ
Ｃ
箱

桁
、
鋼
パ
イ
プ
ア
ー
チ
橋
が
数
珠
つ
な
ぎ

で
あ
る
。
五
橋
区
間
は
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ

ン
と
愛
称
さ
れ
、
道
の
百
選
に
選
ば
れ
る

な
ど
海
を
渡
る
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス

だ
が
、
そ
れ
に
五
橋
が
花
を
添
え
た
。

　
以
来
、
九
州
内
に
あ
っ
て
は
、
名
護
屋

大
橋（
ラ
ー
メ
ン
橋
）、黒
之
瀬
戸
大
橋（
ト

ラ
ス
橋
）、
平
戸
大
橋
（
吊
り
橋
）、
女
神

大
橋
（
斜
張
橋
）
な
ど
と
、
橋
建
設
の
専

門
集
団
が
競
う
よ
う
に
長
大
橋
建
設
を
進

め
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
若
戸
大
橋
に
始
ま
る
吊

り
橋
の
建
設
技
術
は
関
門
橋
へ
と
引
き
継

が
れ
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
を
渡
る
本
四
架

橋
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
九
州
で
磨
か
れ
た

長
大
橋
建
設
の
経
験
が
、
世
界
に
誇
る
我

が
国
の
長
大
橋
を
実
現
さ
せ
、
石
橋
と
同

様
に
、
長
大
橋
建
設
も
西
か
ら
東
へ
の
流

れ
で
あ
る
。

Ｃ
　
長
大
橋
を
構
造
で
み
れ
ば

　
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
83
橋
の
建
設

を
10
年
ご
と
に
区
切
れ
ば
、
11
〜
22
橋
、

平
均
し
て
17
橋
の
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
建
設

時
期
に
大
き
な
偏
り
は
な
い
。
し
か
し
、

振
り
返
え
れ
ば
、
構
造
形
式
の
上
で
興
味

あ
る
い
く
つ
か
の
特
色
が
浮
か
ぶ
。

　
橋
の
構
造
形
式
は
様
々
だ
が
、
概
ね
桁

橋
、ア
ー
チ
橋
、ラ
ー
メ
ン
橋
、ト
ラ
ス
橋
、

斜
長
橋
、
吊
り
橋
に
分
け
ら
れ
る
。
桁
橋

は
、
構
造
が
単
純
で
、
橋
脚
を
建
て
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
大
小
様
々
に
対
応
で
き
、

牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
（
７
径
間
連
続
曲
線
箱

桁
、橋
長
８
８
３
ｍ
）
や
伊
王
島
大
橋
（
３

つ
の
連
続
桁
の
つ
な
が
り
、
全
長
８
７
６

ｍ
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

桁
橋
を
別
に
す
れ
ば
、
ア
ー
チ
か
ら
ラ
ー

メ
ン
、
ト
ラ
ス
、
そ
し
て
斜
張
橋
・
吊
り

橋
と
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
長
大
な
橋
建
設

に
活
用
さ
れ
る
構
造
形
式
で
あ
る
と
い
え

よ
う
（
表
最
下
行
の
平
均
橋
長
参
照
）。

83
橋
の
中
で
、
最
も
多
い
構
造
形
式

は
ア
ー
チ
橋
の
36
で
、
約
４
割
を
占
め

る
。
凡
そ
の
利
用
範
囲
と
み
ら
れ
る
橋
長

５
０
０
ｍ
以
下
で
は
約
半
分
で
、
時
代
を

問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
西
海
橋
、
新
西
海
橋
、
あ
る
い
は
青
雲

橋
、
天
翔
大
橋
、
さ
ら
に
別
府
明
礬
橋
、

海
の
中
道
大
橋
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

眺
め
れ
ば
、ア
ー
チ
の
力
学
的
な
安
定
性
、

関門海峡に架かる関門橋
（吊り橋、全長1068m、最大支間長712m、1973）

長崎港の港口に架かる女神大橋
（斜張橋、全長1289m、最大支間長480m、2005）

時代 桁橋 ｱｰﾁ橋 ﾗｰﾒﾝ橋 ﾄﾗｽ橋 斜張橋 吊り橋 計
～ 1960 2 7 3 3 2 17

1970年代 2 6 3 4 15
1980年代 1 6 1 1 2 11
1990年代 5 5 1 1 6 18
2000 ～ 4 12 3 3 22

計 14 36 8 8 11 6 83
平均橋長m 394 274 334 434 581 544 375

九州における構造別長大橋（道路橋）（1955～2014）
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全
体
が
島
々
か
ら
な
り
、
そ
の
総
数
は

６
８
５
２
だ
が
、
実
に
２
１
６
０
、
約
３

分
の
１
が
九
州
に
集
中
す
る
。
こ
れ
か
ら

離
島
が
大
変
多
く
、加
え
て
半
島
が
多
い
。

こ
の
た
め
地
域
間
の
日
常
的
な
活
動
で
海

を
渡
る
必
然
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
地
域

の
人
々
に
と
っ
て
長
大
橋
建
設
へ
の
強
い

思
い
が
常
に
あ
っ
た
。

　
あ
る
い
は
、
九
州
本
島
は
中
央
部
に

山
々
が
拡
が
り
、
そ
の
中
に
、
古
代
か
ら

発
展
し
て
き
た
多
く
の
ま
ち
や
村
が
あ

る
。
そ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の
不
便
を
解
消

の
た
め
に
は
、
多
く
の
渓
谷
や
川
で
、
あ

る
規
模
の
橋
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た

理
由
で
あ
る
。

Ｂ
　
長
大
橋
建
設
の
歩
み

　
長
大
橋
の
定
義
は
定
か
で
な
い
。
た

だ
、
ス
パ
ン
１
５
０
ｍ
以
上
に
な
る
と
、

長
い
ほ
ど
橋
名
に
「
大
橋
」
を
付
す
割
合

が
高
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
１
５
０
ｍ

以
上
の
道
路
橋
を
長
大
橋
と
し
て
拾
い
出

せ
ば
、
本
節
冒
頭
に
紹
介
す
る
よ
う
に
83

橋
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
46
は
海
を
渡
る

橋
で
、
特
に
５
０
０
ｍ
以
上
と
な
れ
ば
16

橋
中
15
橋
を
占
め
、
関
門
橋
（
１
０
６
８

ｍ
）
が
最
長
で
あ
る
。
残
り
37
は
河
川
等

に
架
か
る
が
、
そ
の
最
長
は
矢
部
川
大
橋

の
５
１
７
ｍ
で
あ
る
。

　
九
州
の
長
大
橋
の
は
じ
ま
り
は
、
経
済

白
書
（
１
９
５
６
）
に
「
も
は
や
戦
後
で

な
い
」
と
さ
れ
た
丁
度
そ
の
頃
で
あ
る
。

１
９
５
５
年
に
大
村
湾
の
湾
口
の
針
生
瀬

戸
に
固
定
ア
ー
チ
の
西
海
橋
（
最
大
支
間

長
２
４
０
ｍ
。
当
時
は
東
洋
一
）
が
で
き

皮
切
り
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
続
い
た
の
が
、
北
九
州
市
の
若

戸
大
橋
（
最
大
支
間
３
６
７
ｍ
、
全
長

６
２
７
ｍ
、
１
９
６
２
）
で
、
こ
れ
も
当

時
東
洋
一
の
吊
り
橋
で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
天
草
五
橋
（
１
９
６
２
〜

１
９
６
６
）
は
、
ま
る
で
橋
建
設
の
展
示

場
と
な
っ
た
。
宇
土
半
島
の
突
端
か
ら
天

草
上
島
を
結
ぶ
五
本
の
橋
は
全
長
１
７
８

〜
５
１
６
ｍ
の
規
模
だ
が
、
鋼
ト
ラ
ス
、

鋼
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
、
２
つ
の
Ｐ
Ｃ
箱

桁
、
鋼
パ
イ
プ
ア
ー
チ
橋
が
数
珠
つ
な
ぎ

で
あ
る
。
五
橋
区
間
は
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ

ン
と
愛
称
さ
れ
、
道
の
百
選
に
選
ば
れ
る

な
ど
海
を
渡
る
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス

だ
が
、
そ
れ
に
五
橋
が
花
を
添
え
た
。

　
以
来
、
九
州
内
に
あ
っ
て
は
、
名
護
屋

大
橋（
ラ
ー
メ
ン
橋
）、黒
之
瀬
戸
大
橋（
ト

ラ
ス
橋
）、
平
戸
大
橋
（
吊
り
橋
）、
女
神

大
橋
（
斜
張
橋
）
な
ど
と
、
橋
建
設
の
専

門
集
団
が
競
う
よ
う
に
長
大
橋
建
設
を
進

め
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
若
戸
大
橋
に
始
ま
る
吊

り
橋
の
建
設
技
術
は
関
門
橋
へ
と
引
き
継

が
れ
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
を
渡
る
本
四
架

橋
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
九
州
で
磨
か
れ
た

長
大
橋
建
設
の
経
験
が
、
世
界
に
誇
る
我

が
国
の
長
大
橋
を
実
現
さ
せ
、
石
橋
と
同

様
に
、
長
大
橋
建
設
も
西
か
ら
東
へ
の
流

れ
で
あ
る
。

Ｃ
　
長
大
橋
を
構
造
で
み
れ
ば

　
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
83
橋
の
建
設

を
10
年
ご
と
に
区
切
れ
ば
、
11
〜
22
橋
、

平
均
し
て
17
橋
の
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
建
設

時
期
に
大
き
な
偏
り
は
な
い
。
し
か
し
、

振
り
返
え
れ
ば
、
構
造
形
式
の
上
で
興
味

あ
る
い
く
つ
か
の
特
色
が
浮
か
ぶ
。

　
橋
の
構
造
形
式
は
様
々
だ
が
、
概
ね
桁

橋
、ア
ー
チ
橋
、ラ
ー
メ
ン
橋
、ト
ラ
ス
橋
、

斜
長
橋
、
吊
り
橋
に
分
け
ら
れ
る
。
桁
橋

は
、
構
造
が
単
純
で
、
橋
脚
を
建
て
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
大
小
様
々
に
対
応
で
き
、

牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
（
７
径
間
連
続
曲
線
箱

桁
、橋
長
８
８
３
ｍ
）
や
伊
王
島
大
橋
（
３

つ
の
連
続
桁
の
つ
な
が
り
、
全
長
８
７
６

ｍ
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

桁
橋
を
別
に
す
れ
ば
、
ア
ー
チ
か
ら
ラ
ー

メ
ン
、
ト
ラ
ス
、
そ
し
て
斜
張
橋
・
吊
り

橋
と
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
長
大
な
橋
建
設

に
活
用
さ
れ
る
構
造
形
式
で
あ
る
と
い
え

よ
う
（
表
最
下
行
の
平
均
橋
長
参
照
）。

83
橋
の
中
で
、
最
も
多
い
構
造
形
式

は
ア
ー
チ
橋
の
36
で
、
約
４
割
を
占
め

る
。
凡
そ
の
利
用
範
囲
と
み
ら
れ
る
橋
長

５
０
０
ｍ
以
下
で
は
約
半
分
で
、
時
代
を

問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
西
海
橋
、
新
西
海
橋
、
あ
る
い
は
青
雲

橋
、
天
翔
大
橋
、
さ
ら
に
別
府
明
礬
橋
、

海
の
中
道
大
橋
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

眺
め
れ
ば
、ア
ー
チ
の
力
学
的
な
安
定
性
、

関門海峡に架かる関門橋
（吊り橋、全長1068m、最大支間長712m、1973）

長崎港の港口に架かる女神大橋
（斜張橋、全長1289m、最大支間長480m、2005）

時代 桁橋 ｱｰﾁ橋 ﾗｰﾒﾝ橋 ﾄﾗｽ橋 斜張橋 吊り橋 計
～ 1960 2 7 3 3 2 17

1970年代 2 6 3 4 15
1980年代 1 6 1 1 2 11
1990年代 5 5 1 1 6 18
2000 ～ 4 12 3 3 22

計 14 36 8 8 11 6 83
平均橋長m 394 274 334 434 581 544 375

九州における構造別長大橋（道路橋）（1955～2014）
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す
ぐ
れ
た
景
観
に
引
き
込
ま
れ
る
。
身
近

な
石
橋
以
来
の
な
じ
み
の
形
が
こ
う
し
た

橋
を
多
く
生
み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
表
で
い
ま
一
つ
の
注
目
は
吊
り
橋
と
斜

張
橋
で
あ
る
。
と
も
に
ロ
ー
プ
と
桁
の
組

み
合
わ
せ
だ
が
、
吊
り
橋
の
原
形
を
か
ず

ら
橋
と
見
れ
ば
、
吊
り
橋
は
古
代
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。

　
戦
後
の
長
大
橋
へ
の
吊
り
橋
の
導
入

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
若
戸
大
橋
が
最
初

で
、
九
州
で
は
他
に
関
門
橋
、
平
戸
大
橋

（
１
９
７
７
）
が
あ
る
。

　
そ
の
中
で
平
戸
大
橋（
全
長
６
６
５
ｍ
、

最
大
支
間
４
６
６
ｍ
）
は
長
崎
県
が
施
工

し
た
初
め
て
の
長
大
橋
で
あ
る
。
当
初
、

国
の
直
轄
に
よ
る
架
橋
が
要
望
さ
れ
た
。

し
か
し
、県
に
は
す
で
に
西
海
橋
が
あ
り
、

他
県
の
要
望
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
無
理

だ
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
県
自
身

で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
話
は
そ
れ
る
が
、
長
崎
県
は
、
半

島
、
離
島
か
ら
な
る
特
異
な
地
形
を
克
服

す
る
た
め
に
、
以
来
、
生
月
大
橋
（
ト
ラ

ス
橋
）、
大
島
大
橋
（
斜
張
橋
）、
女
神
大

橋（
斜
張
橋
）な
ど
の
長
大
橋
建
設
に
次
々

と
取
り
組
ん
だ
。
一
地
方
自
治
体
で
は
、

建
設
費
だ
け
で
な
く
、
現
場
技
術
者
の
確

保
な
ど
も
含
め
て
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

　
斜
張
橋
は
、
原
理
そ
の
も
の
は
古
く
か

ら
あ
っ
た
が
、
近
代
的
な
も
の
は
戦
後
に

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
川
に
架
け
ら
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
し
か
し
、
構
造
計
算
が
難
し

く
、
し
ば
ら
く
は
小
規
模
な
橋
へ
の
適
用

に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
強
い
ケ
ー
ブ

ル
の
出
現
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
発
達
が

あ
っ
て
長
大
な
斜
張
橋
も
建
設
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
九
州
で
は
、
１
９
８
８
年

完
成
の
福
岡
都
市
高
速
道
の
荒
津
大
橋

（
全
長
３
４
５
ｍ
、最
大
支
間
１
８
４
ｍ
）、

呼
子
町
と
加
部
島
を
結
ぶ
呼
子
大
橋
（
全

長
７
２
８
ｍ
、
最
大
支
間
２
５
０
ｍ
）
が

初
め
て
で
あ
る
。
以
来
、
唄
げ
ん
か
大
橋

（
１
９
９
３
年
）、伊
唐
島
大
橋（
１
９
９
６

年
）、矢
部
川
大
橋(

２
０
０
９
年)

な
ど
、

長
大
橋
と
し
て
積
極
的
に
採
用
さ
れ
た
。

表
を
み
て
、
１
９
８
０
年
前
後
を
区
切

り
に
、
吊
り
橋
と
斜
張
橋
の
建
設
が
明
確

に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
築
く
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
両
者
が
ロ
ー
プ
と
桁
に
よ
る
橋
と

い
う
意
味
で
は
同
種
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
デ

ザ
イ
ン
の
自
由
度
が
高
い
こ
と
や
ア
ン

カ
ー
レ
イ
ジ
が
必
要
で
な
い
な
ど
か
ら
、

斜
張
橋
が
優
位
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

今
で
は
、
中
規
模
か
ら
大
規
模
ま
で
、
幅

広
い
橋
に
斜
張
橋
が
用
い
ら
れ
る
に
至
っ

た
。

　
長
大
橋
と
し
て
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
に
、
甑
島
の
藺
牟
田
瀬
戸
架

橋
（
仮
）
や
有
明
沿
岸
道
路
の
筑
後
川
橋

が
あ
る
。

　
ま
た
、
下
関
と
門
司
を
結
ぶ
２
つ
目
の

橋
や
島
原
、
天
草
、
長
島
を
結
ぶ
、
い
わ

ゆ
る
３
県
架
橋
に
対
す
る
強
い
地
元
の
要

望
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
九
州
は
今
後

な
お
も
長
大
橋
の
建
設
が
続
く
と
推
察
さ

れ
る
。

　
と
は
い
え
、
現
場
は
限
ら
れ
、
さ
ほ
ど

多
く
は
な
い
。
あ
る
い
は
巨
額
の
建
設
コ

ス
ト
や
長
い
建
設
期
間
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
一
つ
一
つ
が
貴
重
な
体

験
で
あ
り
、
十
分
に
工
事
記
録
を
残
し
、

共
有
し
な
が
ら
、
将
来
の
同
様
の
工
事
へ

の
継
承
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
あ
る

い
は
、
維
持
管
理
へ
の
利
活
用
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
長
大
橋
を
例
に
、
戦
後
70
年
の
九
州
の

建
設
技
術
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
が
、
こ
う

し
た
こ
と
は
他
の
分
野
も
同
じ
で
あ
る
。

ダ
ム
は
、
ア
ー
ス
ダ
ム
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム
の
時
代
か
ら
重
力
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
へ
、
そ
し
て
ア
ー
チ
ダ
ム
の
導
入
へ
と

進
ん
だ
。
ト
ン
ネ
ル
は
、山
岳
工
法
か
ら
、

鋼
ア
ー
チ
支
保
工
に
よ
る
大
断
面
工
法
、

シ
ー
ル
ド
工
法
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
な
ど
の

新
技
術
を
諸
外
国
に
学
び
、
そ
の
展
開
が

図
ら
れ
た
。

　
あ
る
い
は
、
道
路
交
通
で
は
高
速
道
、

自
動
車
道
と
一
般
道
等
の
分
離
で
社
会

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
処
し
、
河
川
は
治

水
・
利
水
重
視
か
ら
環
境
を
含
む
多
自
然

川
づ
く
り
へ
と
計
画
概
念
が
大
き
く
変
化

し
た
。

　
こ
う
し
た
戦
後
に
お
け
る
土
木
事
業
の

変
遷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
木
施
設
や
構
造

物
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
よ
り
効
果
的
に

発
揮
さ
せ
、
市
民
が
求
め
る
安
全
・
安
心

の
社
会
基
盤
を
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て

の
こ
と
で
あ
る
。
道
路
法
に
し
て
も
、
河

川
法
に
し
て
も
、
そ
の
第
１
条
で
、「
公

共
の
福
祉
の
向
上
・
増
進
」
が
目
的
だ
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
追
及
で
あ
る
。

・

　
し
か
し
、こ
の
こ
と
を
概
観
す
る
と
き
、

気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
は
、
社

会
は
自
然
環
境
の
も
と
に
あ
り
、
そ
の
基

盤
施
設
が
今
後
も
十
分
に
機
能
す
る
た
め

に
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
（
公
共
の
福
祉
）
と

自
然
環
境
へ
の
日
頃
か
ら
の
対
応
が
十
分

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
河
川
法
の
第
一
条
に
、「
河

中甑島～下甑島間の藺牟田瀬戸架橋
（ＰＣ連続箱桁橋４連、全長1553m）

牛深ハイヤ大橋（7径間連続曲線箱桁、全長883m、1997。
手前の下司島へのランプは1999）
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川
に
つ
い
て
、
洪
水
、
津
波
、
高
潮
等
に

よ
る
災
害
の
発
生
が
防
止
さ
れ
、
河
川
が

適
正
に
利
用
さ
れ
、
流
水
の
正
常
な
機
能

が
維
持
さ
れ
、
及
び
河
川
環
境
の
整
備
と

保
全
が
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
を
総
合
的
に

管
理
す
る
こ
と
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
さ
し
く
そ
の
実
践
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
し
て
も
、

自
然
環
境
に
し
て
も
、戦
後
70
年
の
中
で
、

座
談
会
で
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
い
や
と

い
う
ほ
ど
大
き
な
変
化
に
翻
弄
さ
れ
、
そ

の
事
前
の
予
測
は
極
め
て
難
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
適
切
か
つ
総
合
的

に
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
は
至
難

の
わ
ざ
で
あ
る
。

　
振
り
返
れ
ば
、
社
会
ニ
ー
ズ
や
自
然
環

境
の
変
化
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公

害
問
題
な
ど
様
々
な
社
会
問
題
に
振
り
回

さ
れ
、
度
々
の
大
規
模
自
然
災
害
に
打
ち

の
め
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
が
事
業
概
念
の

変
更
に
も
繋
が
っ
た
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
い
か
な
る
社
会
基
盤

も
万
能
で
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
ず
る
必
要

が
あ
る
。
常
に
社
会
ニ
ー
ズ
、
自
然
環
境

の
今
後
を
展
望
し
、
社
会
基
盤
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
そ
の
改
善
、
追
加
、
取
り
換

え
が
大
切
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
化
が
強
く

求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
九
州
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
超
高

齢
社
会
、
人
口
減
社
会
が
進
み
、
一
方
で

地
震
・
洪
水
・
土
砂
災
害
の
危
険
が
大
き

く
、
か
つ
発
生
の
多
い
地
域
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
社
会
基
盤
は
弾
力
的
な
供

給
と
管
理
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
組
み
立
て
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
先
に
安
心
し
豊
か
な
生

活
が
お
く
れ
る
九
州
が
あ
る
。

・

　
い
ま
一
つ
は
、
社
会
基
盤
の
管
理
を
担

う
人
材
の
育
成
と
確
保
で
あ
る
。
管
理
で

は
、
社
会
ニ
ー
ズ
や
自
然
環
境
の
展
望
、

維
持
と
更
新
に
お
け
る
二
度
手
間
が
必
要

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
な
り
、
そ
れ
を
担
う

人
材
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
人
は
、
年
と
と
も
に
様
々

な
病
気
が
心
配
だ
が
、
身
体
の
部
位
や
臓

器
ご
と
に
細
か
く
分
か
れ
た
医
療
の
仕
組

み
の
た
め
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
ず
、
多
く
の
医
院
を
ま
わ
り
、
探
り

あ
て
た
と
き
は
手
遅
れ
の
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
最
近
で
は
総
合
内
科
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
社
会
基
盤
に
関
わ
る
人
材
も
、

こ
れ
に
類
す
る
。
従
来
の
建
設
中
心
、
専

門
中
心
だ
け
で
は
す
ま
な
い
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
最
小
限
の
人
材
確
保
を
図
り
な
が

ら
も
、
幅
広
い
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
大
量

の
情
報
が
分
析
で
き
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
の
総
合
技
術
を
持
つ
人
材
が
新
た
に

求
め
ら
れ
る
。

　
か
つ
て
、
山
里
の
日
田
に
広
瀬
淡
窓
の

咸
宜
園
が
あ
り
、
全
国
か
ら
多
彩
な
人
材

を
集
め
て
幅
広
い
教
育
が
行
わ
れ
た
。
幕

末
の
島
津
藩
で
は
、
き
た
る
べ
き
時
代
を

担
う
若
者
19
名
を
超
法
規
的
手
段（
密
航
）

で
留
学
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
も

つ
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
思
い
だ
し
、
使

命
感
を
も
つ
国
内
外
か
ら
の
人
材
を
集

め
、真
に
必
要
な
土
木
技
術
者
の
育
成
を
、

ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
九
州
こ

そ
が
担
う
必
然
が
あ
る
と
も
考
え
る
。
こ

の
時
、
全
９
巻
か
ら
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
シ
リ
ー
ズ
が
、
単
に
土
木
遺
産
を
伝
え

る
の
で
な
く
、
先
人
の
知
恵
や
、
情
熱
、

苦
闘
を
知
り
、
学
ぶ
意
味
で
役
に
立
つ
と

確
信
す
る
。

　
４
．
今
後
に
求
め
ら
れ
る
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川
に
つ
い
て
、
洪
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、
津
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高
潮
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さ
れ
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述
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る
。
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介
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翻
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。
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概
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。
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あ
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あ
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追
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。
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あ
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。
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あ
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。
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仕
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技
術
を
持
つ
人
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が
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た
に
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か
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、
山
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の
日
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に
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窓
の

咸
宜
園
が
あ
り
、
全
国
か
ら
多
彩
な
人
材

を
集
め
て
幅
広
い
教
育
が
行
わ
れ
た
。
幕

末
の
島
津
藩
で
は
、
き
た
る
べ
き
時
代
を

担
う
若
者
19
名
を
超
法
規
的
手
段（
密
航
）

で
留
学
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
も

つ
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
思
い
だ
し
、
使

命
感
を
も
つ
国
内
外
か
ら
の
人
材
を
集

め
、真
に
必
要
な
土
木
技
術
者
の
育
成
を
、

ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
九
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こ

そ
が
担
う
必
然
が
あ
る
と
も
考
え
る
。
こ

の
時
、
全
９
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か
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る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
シ
リ
ー
ズ
が
、
単
に
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遺
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で
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、
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９
年
が
か
り
の
新
土
木
遺
産
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
が
第
９
巻
で
何
と
か
、

ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
土

木
技
術
の
イ
ロ
ハ
も
知
ら
ず
、
専
門
技
術

者
か
ら
す
れ
ば
「
こ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な

い
で
取
材
す
る
の
か
」
あ
き
れ
さ
せ
た
こ

と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
幼
稚
で
し
つ
こ

い
質
問
に
辟
易
さ
れ
た
と
思
う
。
勉
強
不

足
は
勿
論
だ
が
、
手
持
ち
の
武
器
は
「
好

奇
心
」
だ
け
で
、
ご
迷
惑
に
思
わ
れ
、
戸

惑
い
さ
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
お
許
し
頂
き
た
い
。

　
取
材
に
あ
た
っ
て
は
、可
能
な
限
り「
現

場
を
踏
む
」
こ
と
を
心
が
け
た
。
気
が
付

け
ば
、
９
年
間
の
車
の
走
行
距
離
は
15
万

㎞
近
く
な
っ
て
い
た
。
か
つ
て
特
派
員
と

し
て
駐
在
し
た
米
国
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
走
り
、
80
年
代
の
「
崩
壊
す
る

米
国
」
時
代
を
思
い
起
こ
し
、
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
に
架
け
ら
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋

で
は
橋
梁
技
術
の
原
点
と
ア
メ
リ
カ
国
民

の
技
術
へ
の
畏
敬
を
肌
で
感
じ
た
。
ス
ペ

イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
中
欧
ま
で
赴
き
、
古
代
の
橋
梁
や

ロ
ー
マ
時
代
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
、
ポ
ン
ペ

イ
遺
跡
の
街
路
、
石
造
の
水
道
橋
を
見
上

げ
、
高
速
道
路
を
走
っ
て
、
大
げ
さ
だ
が

人
類
史
を
た
ど
る
気
分
だ
っ
た
。

　
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
技

術
用
語
を
使
う
ま
い
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
た
。
工
事
誌
や
個
別
の
技
術
論
文
は
正

確
を
期
す
た
め
出
来
る
だ
け
目
を
通
し
た

が
、
一
般
人
の
言
葉
で
「
技
術
」
を
書
く

こ
と
を
心
が
け
た
。翻
訳
が
原
文
と
多
少
、

時
に
は
大
き
く
距
離
が
出
来
る
こ
と
が
あ

る
が
、
よ
り
読
者
に
原
文
の
本
意
を
伝
え

る
た
め
に
あ
え
て
、
意
訳
す
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
と
似
て
い
る
。

　
粗
原
稿
を
挟
ん
で
、
工
事
に
関
わ
っ
た

技
術
者
と
や
り
取
り
も
あ
っ
た
が
、
こ
の

原
則
を
大
方
、
通
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

勿
論
、
専
門
語
を
砕
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
の
正
確
さ
か
ら
遠
く
な
る
不
安
は
付
き

ま
と
っ
た
が
、
あ
え
て
貫
か
さ
せ
て
頂
い

た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
コ
ラ
ム
を

付
け
た
。
煩
雑
に
感
じ
ら
れ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
う
し
た
背
景
、
歴
史
、
周
辺

環
境
抜
き
で
は
技
術
は
語
ら
れ
な
い
し
、

一
般
の
理
解
も
届
か
な
い
と
考
え
た
。

　
振
り
返
る
と
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
、
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
の
顔
が
浮
か
ぶ
。
西

海
橋
の
吉
田
巌
さ
ん
の
他
90
歳
を
超
え
て

か
く
し
ゃ
く
と
さ
れ
正
確
に
当
時
の
技
術

を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
関
門
ト
ン
ネ
ル

を
掘
り
抜
い
た
住
友
彰
さ
ん
（
元
建
設
省

九
州
地
方
整
備
局
長
）
の
様
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
直
後
に
物
故
さ
れ
た
方
や
病
気
療

養
中
で
お
会
い
で
き
ず
、
わ
ず
か
に
電
話

で
し
か
お
話
が
で
き
な
か
っ
た
技
術
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
。「
人
と
技
術
と
情
熱

の
物
語
」
と
副
題
を
付
け
た
こ
の
シ
リ
ー

ズ
が
、
そ
の
方
々
の
、
社
会
に
、
あ
る
い

は
後
輩
に
残
す
最
後
の
言
葉
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

こ
の
間
、
熊
本
地
震
、
平
成
24
年
、
同

29
年
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
災
害
現
場
の
惨

状
の
中
で
奮
闘
す
る
土
木
関
係
者
や
芳
ノ

元
ト
ン
ネ
ル
（
東
九
州
道
・
宮
崎
）
な
ど

脆
弱
な
特
殊
土
壌
や
火
山
堆
積
土
と
悪
戦

苦
闘
す
る
現
場
が
、
人
と
技
術
と
情
熱
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
九
州
各
地
に
「
国
見
」
と
い
う
山
や
小

高
い
丘
が
あ
る
。
今
、
九
州
を
俯
瞰
す
れ

ば
、
福
岡
市
な
ど
10
の
都
市
圏
に
、
人
口

の
90
％
近
く
が
集
中
、
地
方
は
人
口
減
と

老
齢
化
に
あ
え
い
で
い
る
。
新
幹
線
、
高

速
道
路
、
高
度
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

み
、
都
市
に
富
と
人
口
が
集
中
、
地
方

は
老
化
し
、

疲
弊
し
て
行

く
。
地
震
や

豪
雨
の
被
害

か
ら
の
回
復

力
も
地
方
は
弱
い
。

　
し
か
し
、
よ
く
目
を
凝
ら
す
と
、
九
州

中
央
道
や
中
九
州
道
、
南
九
州
道
（
西
回

り
）、
西
九
州
道
、
東
九
州
道
の
延
伸
な

ど
過
疎
地
域
へ
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

ぎ
込
む
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
、
地
質
、
地

層
、
地
形
と
苦
闘
を
重
ね
な
が
ら
関
係
者

の
「
技
術
と
情
熱
」
で
進
ん
で
い
る
。
都

市
と
の
格
差
解
消
、
富
を
地
方
に
分
散
さ

せ
る
「
均
衡
あ
る
発
展
」
の
為
、
そ
の
完

成
を
心
待
ち
に
し
た
い
。

　
樗
木
武
九
州
大
学
名
誉
教
授
に
は
、
こ

の
企
画
の
立
ち
上
が
り
か
ら
懇
切
な
ご
指

導
を
頂
き
、
各
巻
ご
と
に
全
頁
、
目
を
通

し
、
加
筆
、
添
削
、
先
生
が
執
筆
さ
れ
た

各
項
目
に
つ
い
て
の
「
解
説
」「
背
景
」

の
掲
載
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
。
九
州
大

学
、
熊
本
大
、
長
崎
大
学
、
佐
賀
大
学
、

宮
崎
大
学
、
鹿
児
島
大
学
、
九
州
工
業
大

大
学
、
東
京
大
学
の
研
究
者
の
方
々
に
も

専
門
技
術
を
か
み
砕
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
願
い
し
た
。
驚
い
た
の
は
、
学
究
の
人

が
実
に
「
現
場
」
を
数
多
く
踏
ま
れ
、
技

術
上
の
指
導
、
事
後
分
析
、
具
体
的
提
案

を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、

現
場
技
術
者
か
ら
大
学
研
究
に
移
ら
れ
た

方
も
多
い
こ
と
も
知
っ
た
。
土
木
研
究
、

技
術
が
経
験
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
証
左

な
の
だ
ろ
う
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
執
筆
に
あ
っ

た
っ
て
、
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
、
元
・

日
本
風
景
街
道
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

全
面
的
な
支
援
を
頂
い
た
。
九
州
地
域
づ

く
り
協
会
は
九
州
建
設
弘
済
会
か
ら
の
組

織
改
編
な
ど
大
変
な
時
期
で
は
あ
っ
た

が
、
皆
さ
ん
の
支
え
と
励
ま
し
な
く
し
て

到
底
、
ゴ
ー
ル
に
は
届
か
な
か
っ
た
と
感

謝
し
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
の
九
州
地
方
整
備
局
、
各

河
川
国
道
事
務
所
、
国
土
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
の
方
々
、
長
崎
、
宮
崎
、
熊
本
他
各

県
の
土
木
部
、
県
土
関
連
部
に
は
現
場

取
材
を
含
め
、
協
力
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
西
日
本
高
速
（
株
）
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の

九
州
支
社
の
技
術
者
の
皆
さ
ん
に
も
、
積

極
的
な
ご
協
力
を
頂
い
た
。
印
刷
編
集
に

あ
た
っ
て
く
れ
た
（
株
）
西
日
本
新
聞
印

刷
の
末
次
耕
治
君
は
幾
度
も
自
宅
ま
で
来

て
、諸
問
題
の
調
整
を
し
て
頂
い
た
。「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
を
最
後
の
仕
事
に
し

て
彼
は
第
一
線
を
引
退
し
た
。
苦
労
を
お

か
け
し
ま
し
た
。

（
玉
川
）

人
と
技
術
と
情
熱
に
支
え
ら
れ
て

人
と
技
術
と
情
熱
に
支
え
ら
れ
て

お
わ
り
に
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新
土
木
遺
産

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
１
巻

◎
座
談
会
「
新
・
土
木
遺
産
の
発
掘
」

第
一
章

関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
―
苦
闘
の
21
年

①
海
底
の
道
を
拓
く

②
大
動
脈
の
若
さ
保
つ

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

住
友
彰
・
佐
藤
雄
二
・
川
崎
廸

一
各
氏

第
二
章

挑
戦
の
心
―
長
崎
の
長
大
橋

①
海
を
渡
る
六
つ
の
大
橋

②
新
西
海
橋
の
色
合
わ
せ

③
赤
い
吊
り
橋
―
平
戸
大
橋

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
橋
和
雄
・
池
上
守
各
氏

◎
座
談
会
「
長
崎
の
長
大
橋
」

第
三
章

筑
紫
次
郎
―
暴
れ
ん
坊
と
そ
の
恩
恵

①
筑
後
川
60
年
―
洪
水
、
渇
水
と
の
苦
闘
の
歴
史

②
福
岡
導
水
―
福
岡
都
市
圏
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

青
山
俊
樹
・
高
橋
裕
・
帆
足
健

八
・
宮
路
米
蔵
各
氏

◎
座
談
会
「
洪
水
と
の
闘
い
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
２
巻

第
一
章

天
草
五
橋
に
挑
む

①
夢
の
橋
実
現
す

②
渡
海
橋
へ
の
挑
戦

③
海
中
の
難
工
事
（
黒
之
瀬
戸
大
橋
）

④
新
天
門
橋
の
着
工
へ

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
島
英
治
・
那
須
野
幸
明
・
八

尋
勇
次
・
吉
本
信
一
各
氏

◎
座
談
会
「
真
珠
の
５
橋
を
造
る
」

第
二
章

九
州
山
地
、
最
大
、
最
後
の
関
門
を
突
破

す
る

①
肥
後
ト
ン
ネ
ル

②
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル

③
自
然
と
の
闘
い

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

藤
井
崇
弘
・
財
津
勝
各
氏

◎
座
談
会
「
中
央
構
造
線
を
突
破
す
る
」

第
三
章

雲
仙
・
普
賢
岳

①
防
災
の
闘
い
20
年

②
無
人
化
施
工
と
ロ
ボ
Ｑ

③
安
心
安
全
の
故
郷

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

古
賀
省
三
・
須
郷
茂
夫
・
松
永

勝
也
・
大
町
信
郎
・
杉
本
伸
一
各
氏

◎
座
談
会
「
雲
仙
噴
火
20
年
を
語
る
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
３
巻

第
一
章

若
戸
大
橋

①
長
大
吊
り
橋
の
原
点

②
夢
の
大
橋
―
建
設
へ
の
物
語

③
「
百
年
大
橋
」
―
長
寿
化
へ
の
挑
戦

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

吉
田
巌
・
下
川
浩
資
・
久
保
喜

延
・
金
子
鉄
男
・
南
立
朝
彦
各
氏

延
・
金
子
鉄
男
・
南
立
朝
彦
各
氏

第
二
章

関
門
橋
か
ら
本
四
架
橋
へ

関
門
橋
か
ら
本
四
架
橋
へ

①
関
門
橋
―
本
四
連
絡
橋
へ
の
道
拓
く

①
関
門
橋
―
本
四
連
絡
橋
へ
の
道
拓
く

②
本
四
連
絡
橋

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
野
伸
一
・
藤
川
寛
之
各
氏

日
野
伸
一
・
藤
川
寛
之
各
氏

第
三
章

怒
り
の
川
内
川

怒
り
の
川
内
川

①
川
内
川
―
怒
り
の
川
と
治
水

①
川
内
川
―
怒
り
の
川
と
治
水

②
鶴
田
ダ
ム
ー
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換

②
鶴
田
ダ
ム
ー
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換

③
ダ
ム
治
水
と
不
信
の
間
で

③
ダ
ム
治
水
と
不
信
の
間
で

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

島
谷
幸
宏
・
小
松
利
光
各
氏

島
谷
幸
宏
・
小
松
利
光
各
氏

第
四
章

九
州
ダ
ム
群
の
系
譜

九
州
ダ
ム
群
の
系
譜

①
多
目
的
ダ
ム
の
足
ど
り

①
多
目
的
ダ
ム
の
足
ど
り

②
発
電
ダ
ム
の
先
駆
者

②
発
電
ダ
ム
の
先
駆
者

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小
野
満
司
・
原
欽
五
・
杉
尾
哲

小
野
満
司
・
原
欽
五
・
杉
尾
哲

各
氏

◎
座
談
会
「
ダ
ム
の
現
在
と
未
来
」

「
ダ
ム
の
現
在
と
未
来
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
４
巻

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
４
巻

第
一
章

都
市
水
害
の
原
点
―
長
崎
大
水
害

都
市
水
害
の
原
点
―
長
崎
大
水
害

第
１
節

①
土
石
流
、
都
市
を
襲
う

①
土
石
流
、
都
市
を
襲
う

②
都
市
へ
の
一
撃

③
現
場
証
言
・
針
貝
武
則
氏
「
精
霊
船
が
駆
け
抜
け

③
現
場
証
言
・
針
貝
武
則
氏
「
精
霊
船
が
駆
け
抜
け

た
」

④
長
崎
市
周
辺
の
地
質
と
崩
壊

④
長
崎
市
周
辺
の
地
質
と
崩
壊

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
一
之
瀬
恭
之
氏

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
一
之
瀬
恭
之
氏

第
２
節

①
眼
鏡
橋
は
残
っ
た

①
眼
鏡
橋
は
残
っ
た

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
中
島
川
改
修
に
当
た
っ
た
篠
勤

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
中
島
川
改
修
に
当
た
っ
た
篠
勤

氏③
現
場
証
言
・
片
寄
俊
秀
氏
「
知
恵
あ
る
選
択
だ
っ

③
現
場
証
言
・
片
寄
俊
秀
氏
「
知
恵
あ
る
選
択
だ
っ

た
」

④
現
場
証
言
・
壇
誠
氏
「
対
話
重
視
、
見
学
会

④
現
場
証
言
・
壇
誠
氏
「
対
話
重
視
、
見
学
会
30
回

も
」

⑤
ダ
ム
改
築
と
保
存
の
両
立

⑤
ダ
ム
改
築
と
保
存
の
両
立

⑥
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
三
根
祐
吉
氏
「
パ
イ
オ
ニ
ア
達

⑥
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
三
根
祐
吉
氏
「
パ
イ
オ
ニ
ア
達

の
仕
事
を
残
す
」

第
３
節

①
車
が
流
さ
れ
、
漂
流
す
る

①
車
が
流
さ
れ
、
漂
流
す
る

②
災
害
に
強
い
高
速
道
路

②
災
害
に
強
い
高
速
道
路

③
長
崎
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
か

③
長
崎
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
か

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
高
橋
和
雄
長
崎
大
学
名
誉
教
授

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
高
橋
和
雄
長
崎
大
学
名
誉
教
授

「
総
合
防
災
対
策
と
災
害
の
伝
承
を
」

「
総
合
防
災
対
策
と
災
害
の
伝
承
を
」

○
「
繰
り
返
し
襲
い
く
る
豪
雨
」
―
樗
木
武
九
州
大

○
「
繰
り
返
し
襲
い
く
る
豪
雨
」
―
樗
木
武
九
州
大

学
名
誉
教
授

第
二
章

再
び
都
市
を
襲
う
―

再
び
都
市
を
襲
う
―
93
鹿
児
島
大
水
害

第
１
節

①
悪
夢
再
び
、
鹿
児
島
で
都
市
水
害

①
悪
夢
再
び
、
鹿
児
島
で
都
市
水
害

②
豪
雨
の
波
状
攻
撃

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
松
嶋
憲
昭
氏
「
も
っ
と
、
気
象

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
松
嶋
憲
昭
氏
「
も
っ
と
、
気
象

解
析
力
を
」

参
考

火
山
と
共
生
の
ジ
オ
パ
ー
ク
―
樗
木
武
九
州

火
山
と
共
生
の
ジ
オ
パ
ー
ク
―
樗
木
武
九
州

大
学
名
誉
教
授

第
２
節

①
石
橋
は
流
さ
れ
た

①
石
橋
は
流
さ
れ
た

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
佐
竹
芳
郎
氏
「
石
橋
撤
去
―
苦

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
佐
竹
芳
郎
氏
「
石
橋
撤
去
―
苦

渋
の
選
択
だ
っ
た
」

渋
の
選
択
だ
っ
た
」

○
接
近
し
、
上
陸
す
る
台
風
。
樗
木
武
九
州
大
学
名

○
接
近
し
、
上
陸
す
る
台
風
。
樗
木
武
九
州
大
学
名

誉
教
授

第
３
節

①
災
害
国
道
・
国
道
２
２
０
号
を
走
る

①
災
害
国
道
・
国
道
２
２
０
号
を
走
る

②
豪
雨
に
負
け
な
い
早
咲
大
橋
と
牛
根
大
橋

②
豪
雨
に
負
け
な
い
早
咲
大
橋
と
牛
根
大
橋

③
「
酷
道
」
か
ら
の
脱
出

③
「
酷
道
」
か
ら
の
脱
出

○
参
考

桜
島
の
土
石
流
と
砂
防

桜
島
の
土
石
流
と
砂
防

第
４
節

①
シ
ラ
ス
土
壌
と
闘
う
―
武
岡
ト
ン
ネ
ル

①
シ
ラ
ス
土
壌
と
闘
う
―
武
岡
ト
ン
ネ
ル

の
苦
闘

②
未
知
へ
の
挑
戦
―
鹿
屋
分
水
路

②
未
知
へ
の
挑
戦
―
鹿
屋
分
水
路

○
提
言
―
シ
ラ
ス
土
壌
「
崩
壊
予
知
の
シ
ス
テ
ム
構

○
提
言
―
シ
ラ
ス
土
壌
「
崩
壊
予
知
の
シ
ス
テ
ム
構

築
を
」
北
村
良
介
・
鹿
児
島
大
学
教
授

北
村
良
介
・
鹿
児
島
大
学
教
授

第
５
節

①
強
靭
さ
を
求
め
て
―
頼
れ
る
高
速
道
路

①
強
靭
さ
を
求
め
て
―
頼
れ
る
高
速
道
路

へ②
道
路
を
土
砂
崩
壊
か
ら
守
る

②
道
路
を
土
砂
崩
壊
か
ら
守
る

③
都
市
化
と
気
象
変
動
で
土
砂
災
害
の
危
険
拡
大

③
都
市
化
と
気
象
変
動
で
土
砂
災
害
の
危
険
拡
大

○
異
常
な
自
然
現
象
と
災
害
。
樗
木
武
九
州
大
学
名

○
異
常
な
自
然
現
象
と
災
害
。
樗
木
武
九
州
大
学
名

誉
教
授

第
三
章

災
害
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
か
（
九
州
北

災
害
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
か
（
九
州
北

部
豪
雨
）

第
１
節

①
西
日
本
大
水
害
か
ら

①
西
日
本
大
水
害
か
ら
6060
年
―
筑
後
川
史

の
証
人
・
高
橋
裕
氏

の
証
人
・
高
橋
裕
氏

②
筑
後
川
治
水
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
石
黒
五
十
二

②
筑
後
川
治
水
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
石
黒
五
十
二

「
戦
後
68
年
の
気
象
変
化
」
―
―

年
の
気
象
変
化
」
―
―

樗
木
武
九
州
大

学
名
誉
教
授

学
名
誉
教
授

第
２
節

①①
59
年
目
の
大
水
害
―
九
州
北
部
豪
雨

年
目
の
大
水
害
―
九
州
北
部
豪
雨

②
矢
部
川
被
災
地
を
歩
く
。「
過
疎
は
一
気
に

②
矢
部
川
被
災
地
を
歩
く
。「
過
疎
は
一
気
に
10
年

進
ん
だ
」

③
二
つ
の
教
訓
―
堤
防
決
壊
と
「
災
害
弱
者
」

③
二
つ
の
教
訓
―
堤
防
決
壊
と
「
災
害
弱
者
」

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
安
福
規
之
・
九
州
大
学
大
学
院

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
安
福
規
之
・
九
州
大
学
大
学
院

教
授
「
堤
防
基
礎
地
盤
の
精
度
高
い
調
査
を
」

「
堤
防
基
礎
地
盤
の
精
度
高
い
調
査
を
」

⑤
想
定
外
の
「
越
水
な
き
破
堤
」

⑤
想
定
外
の
「
越
水
な
き
破
堤
」

⑥
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
馬
場
紘
一
氏
「
生
態
系
、
景
観

⑥
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
馬
場
紘
一
氏
「
生
態
系
、
景
観

に
配
慮
し
た
復
旧
工
事
を
」

に
配
慮
し
た
復
旧
工
事
を
」

第
３
節

①
「
滝
室
坂
の
復
旧
」
―
寸
断
さ
れ
た
国

①
「
滝
室
坂
の
復
旧
」
―
寸
断
さ
れ
た
国

道
57
号

②
「
阿
蘇
の
挑
戦
」
―
砂
防
堰
堤
の
ス
ピ
ー
ド
建
設

②
「
阿
蘇
の
挑
戦
」
―
砂
防
堰
堤
の
ス
ピ
ー
ド
建
設

第
４
節

①
明
日
へ
の
警
告
―
今
そ
こ
に
あ
る
危
機

①
明
日
へ
の
警
告
―
今
そ
こ
に
あ
る
危
機

参
考

自
然
災
害
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え

自
然
災
害
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
岡
本
博

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
岡
本
博

国
土
地
理
院
院
長

国
土
地
理
院
院
長

「
災
害
を
正
し
く
認
識
し
、
正
し
く
恐
れ
よ
」

「
災
害
を
正
し
く
認
識
し
、
正
し
く
恐
れ
よ
」

○
活
火
山
・
活
断
層
と
地
震
。
樗
木
武
九
州
大
学
名

○
活
火
山
・
活
断
層
と
地
震
。
樗
木
武
九
州
大
学
名

誉
教
授

お
わ
り
に

用
と
美
、
古
い
ツ
イ
ー
ド
を
着
こ
な
す

用
と
美
、
古
い
ツ
イ
ー
ド
を
着
こ
な
す

街
に

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
５
巻

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
５
巻

は
じ
め
に

地
の
底
の
不
屈
の
戦
い

地
の
底
の
不
屈
の
戦
い

第
一
章

超
軟
弱
・
有
明
粘
土
層
に
挑
む

超
軟
弱
・
有
明
粘
土
層
に
挑
む

第
１
節

①
泥
と
潮
と
の
苦
闘

①
泥
と
潮
と
の
苦
闘

住
之
江
橋
（
国
道

住
之
江
橋
（
国
道

４
４
４
号
）

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
百
武
文
雄
氏
「
ケ
ー
ソ
ン
は
轟
音

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
百
武
文
雄
氏
「
ケ
ー
ソ
ン
は
轟
音

と
共
に
倒
れ
た
」

と
共
に
倒
れ
た
」

③
無
人
ケ
ー
ソ
ン
へ
の
長
い
道
の
り

③
無
人
ケ
ー
ソ
ン
へ
の
長
い
道
の
り

④
試
練
の
六
角
川

④
試
練
の
六
角
川

エ
ッ
セ
イ
「
有
明
海
の
時
代
」

エ
ッ
セ
イ
「
有
明
海
の
時
代
」

コ
ラ
ム
「
東
名
遺
跡
」「
白
石
多
士
郎
」「
リ
ア
ル

「
東
名
遺
跡
」「
白
石
多
士
郎
」「
リ
ア
ル

ト
橋
」
ほ
か

第
２
節

①
成
冨
兵
庫
の
仕
事
と
謎
―
「
事
跡
、
知

①
成
冨
兵
庫
の
仕
事
と
謎
―
「
事
跡
、
知

る
こ
と
あ
た
わ
ず
」

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
荒
牧
軍
治
氏「
成
冨
兵
庫
に
学
ぶ
」

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
荒
牧
軍
治
氏「
成
冨
兵
庫
に
学
ぶ
」

③
決
壊
し
な
い
堤
防
を
（
有
明
干
拓
史
）

③
決
壊
し
な
い
堤
防
を
（
有
明
干
拓
史
）

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
三
浦
哲
彦
氏
「
低
平
地
技
術

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
三
浦
哲
彦
氏
「
低
平
地
技
術

世世

界
に
広
が
る
」

⑤
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
型
ダ
ム
・
嘉
瀬
川
ダ

⑤
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
型
ダ
ム
・
嘉
瀬
川
ダ

ムコ
ラ
ム
「
玉
名
干
拓
」「
干
拓
の
国・オ
ラ
ン
ダ
」「
慶

コ
ラ
ム
「
玉
名
干
拓
」「
干
拓
の
国・オ
ラ
ン
ダ
」「
慶

長
本
土
居
」「
葉
隠
武
士
」
の
手
本

長
本
土
居
」「
葉
隠
武
士
」
の
手
本

○
世
代
を
繋
ぎ
開
い
た
干
拓

○
世
代
を
繋
ぎ
開
い
た
干
拓

樗
木
武

九
州
大
学

九
州
大
学

名
誉
教
授

第
３
節

①
沈
ま
な
い
道
路
を
―
有
明
海
沿
岸
道
路

①
沈
ま
な
い
道
路
を
―
有
明
海
沿
岸
道
路

佐
賀
平
野
の
有
明
海
沿
岸
道
路

佐
賀
平
野
の
有
明
海
沿
岸
道
路

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
横
峯
正
二
氏
「
コ
ス
ト
縮
減
と
新

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
横
峯
正
二
氏
「
コ
ス
ト
縮
減
と
新

技
術
と
」

③
超
軟
弱
土
壌
に
向
き
合
う

③
超
軟
弱
土
壌
に
向
き
合
う

④
提
起
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
技
術
基
準・案
）

④
提
起
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
技
術
基
準・案
）

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
落
合
英
俊

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
落
合
英
俊

有
明
海
軟
弱
土
壌
対

有
明
海
軟
弱
土
壌
対

策
技
術
検
討
委
員
長
（
九
州
大
学
教
授
）「
自
然
と

策
技
術
検
討
委
員
長
（
九
州
大
学
教
授
）「
自
然
と

共
生
す
る
技
術
」

コ
ラ
ム
「
有
明
海
海
底
鉱
山
」「
干
拓
技
術
」「
柳
川

コ
ラ
ム
「
有
明
海
海
底
鉱
山
」「
干
拓
技
術
」「
柳
川

掘
割
物
語
」
ほ
か

○
有
明
海
沿
岸
道
路

樗
木
武

樗
木
武

九
州
大
学
名
誉
教

九
州
大
学
名
誉
教

授第
４
節

①
沈
む
矢
部
川
大
橋

①
沈
む
矢
部
川
大
橋

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
彦
坂
熙

九
州
建
設
技
術
管
理
協

九
州
建
設
技
術
管
理
協

会
理
事
長
（
九
州
大
名
誉
教
授
）

会
理
事
長
（
九
州
大
名
誉
教
授
）
「
教
訓
を
い
か
に

「
教
訓
を
い
か
に

生
か
す
か
」

③
有
明
海
沿
岸
に
架
か
る
橋
梁
群

③
有
明
海
沿
岸
に
架
か
る
橋
梁
群

④
筑
後
川
を
い
か
に
渡
る
か

④
筑
後
川
を
い
か
に
渡
る
か

コ
ラ
ム
「
デ
レ
ー
ケ
導
流
堤
・
百
年
現
役
の
土
木

「
デ
レ
ー
ケ
導
流
堤
・
百
年
現
役
の
土
木

遺
産
」「
佐
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所
」
ほ
か

遺
産
」「
佐
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所
」
ほ
か

第
二
章

宮
崎
・
日
南
層
群
―
土
砂
災
害
と
安
全
、

宮
崎
・
日
南
層
群
―
土
砂
災
害
と
安
全
、

景
観

第
１
節

宮
崎
層
群
と
土
砂
災
害

宮
崎
層
群
と
土
砂
災
害

①
日
南
・
国
道
２
２
０
号
の
戦
い

①
日
南
・
国
道
２
２
０
号
の
戦
い

②
美
し
さ
が
「
鬼
」
と
化
し
て

②
美
し
さ
が
「
鬼
」
と
化
し
て

③
軌
跡
の
復
旧
工
事

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

矢
ヶ
部
秀
美
氏
「
風
化
の
時
間

矢
ヶ
部
秀
美
氏
「
風
化
の
時
間

軸
を
意
識
せ
よ
」

コ
ラ
ム
「
群
発
地
震
の
巣
」「
砂
岩
と
奇
岩
と
」
ほ

コ
ラ
ム
「
群
発
地
震
の
巣
」「
砂
岩
と
奇
岩
と
」
ほ

か○
地
震
の
予
知
に
つ
い
て

樗
木
武

第
２
節

難
敵
・
日
南
層
群
に
向
き
合
う

難
敵
・
日
南
層
群
に
向
き
合
う

①
芳
の
元
ト
ン
ネ
ル
の
苦
闘

①
芳
の
元
ト
ン
ネ
ル
の
苦
闘

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

瀬
崎
満
広
宮
崎
大
学
准
教
授

瀬
崎
満
広
宮
崎
大
学
准
教
授

「
複
雑
極
ま
り
な
い
地
層
」

コ
ラ
ム
「
ヒ
素
汚
染
」「
鰐
塚
山
大
崩
壊
」
ほ
か

コ
ラ
ム
「
ヒ
素
汚
染
」「
鰐
塚
山
大
崩
壊
」
ほ
か

第
３
節

大
地
に
絵
を
描
く

大
地
に
絵
を
描
く

①
二
人
の
先
駆
者

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

桑
田
博
文
氏
「
野
菊
を
残
し
て

桑
田
博
文
氏
「
野
菊
を
残
し
て

草
を
刈
る
」

コ
ラ
ム
「
全
国
初
の
景
観
条
例
」「
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

「
全
国
初
の
景
観
条
例
」「
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

建
設
の
た
め
の
協
定
書
」
ほ
か

○
活
火
山
・
断
層
と
地
震

樗
木
武

第
三
章

北
松
型
地
す
べ
り
ー
地
表
と
地
底
の
戦
い

北
松
型
地
す
べ
り
ー
地
表
と
地
底
の
戦
い

第
１
節

北
松
型
地
す
べ
り
地
帯

①
山
が
田
畑
が
、
命
が
消
え
る

②
ル
ポ

鷲
尾
岳
の
地
す
べ
り
対
策
を
見
る

コ
ラ
ム
「
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
の
里
」

○
岩
盤
内
不
連
続
面

樗
木
武

第
２
節

苦
難
の
西
九
州
道
路

①
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
の
道

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

藤
田
守
弘
氏
「
ゴ
ル
フ
場
の

「
ゴ
ル
フ
場
の

バ
ン
カ
ー
が
抜
け
た
」

③
地
す
べ
り
地
帯
へ
挑
戦
（
北
ル
ー
ト
）

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

藤
田
壽
雄
氏
「
研
究
者
と
コ

「
研
究
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
」

コ
ラ
ム
「
松
浦
党
発
祥
の
地
」「
高
取
伊
好
と
杵
島

コ
ラ
ム
「
松
浦
党
発
祥
の
地
」「
高
取
伊
好
と
杵
島

炭
鉱
」「
空
中
物
理
探
査
」
ほ
か

○
九
州
の
地
質
に
つ
い
て

樗
木
武

お
わ
り
に
「
幸
田
文
と
自
然
を
見
る
目
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
６
巻

は
じ
め
に

第
一
章

障
壁
を
破
る
―
三
太
郎
国
道
の
改
築

第
１
節

三
太
郎
国
道
を
拓
く

第
２
節

現
場
証
言

①
「
難
所
・
三
太
郎
峠
に
挑
む
」

②
「
苦
闘
の
佐
敷
・
赤
松
ト
ン
ネ
ル
」

○
三
太
郎
国
道
・
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
関
連
年
表

第
３
節

三
太
郎
国
道
改
築
工
事
座
談
会

○
九
州
の
道
路
の
歩
み

コ
ラ
ム
「
薩
摩
街
道
」「
蘇
峰
と
三
太
郎
峠
」
ほ
か

「
薩
摩
街
道
」「
蘇
峰
と
三
太
郎
峠
」
ほ
か

第
二
章

加
久
藤
越
え
（
国
道
２
２
１
号
）
―
南
九

加
久
藤
越
え
（
国
道
２
２
１
号
）
―
南
九

州
へ
扉
開
く

長
大
ル
ー
プ
と
ト
ン
ネ
ル

第
１
節

天
下
の
難
所
・
加
久
藤
越
え

第
２
節

加
久
藤
峠
物
語

①

馬
車
の
時
代
と
柳
田
国
男
の
旅

②

水
瓶
の
山
と
ト
ン
ネ
ル
工
事

第
３
節

現
場
証
言
「
東
洋
一
の
ル
ー
プ
づ
く
り
」

現
場
証
言
「
東
洋
一
の
ル
ー
プ
づ
く
り
」

コ
ラ
ム
「
音
戸
大
橋
」
な
ど

第
三
章

宗
太
郎
越
え
と
別
大
国
道
（
10
号
）

第
１
節

①

難
所
・
宗
太
郎
峠
を
越
え
る

②

驚
異
的
な
工
事
の
進
展

第
２
節

①

三
国
峠
な
ど
16
ト
ン
ネ
ル
、48
橋
梁
で
改
築（
国

橋
梁
で
改
築（
国

道
３
２
６
号
）

②

唄
げ
ん
か
大
橋
―
最
初
の
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
石
橋
彦
実
氏

第
３
節

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
１
―
８
巻
の
内
容

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
１
―
８
巻
の
内
容



 244 

①
　
別
大
国
道
―
海
と
山
と
の
戦
い

②
　
国
道
10
号
、
終
点
の
鹿
児
島
市
へ
最
後
の
関
門

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
桑
田
博
文
氏

◎
エ
ッ
セ
イ
・
用
と
美
、
陶
芸
家
と
土
木
技
術
者
に

共
通
す
る
も
の

第
四
章
　
名
橋
の
道
（
国
道
２
１
８
号
）
九
州
を
横

断第
１
節

①
　
国
道
２
１
８
号
―
「
名
橋
の
道
」
を
走
る

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
藤
本
坦
氏
（
元
宮
崎
県
土
木

部
長
）

第
２
節

①
　
苦
難
の
10
年
・
県
境
越
え
の
闘
い

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
川
原
信
孝
氏
（
元
延
岡
河
川

国
道
事
務
所
長
）

③
　
第
二
の
岩
戸
開
き
―
津
花
ト
ン
ネ
ル

④
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
米
村
信
幸
氏
（
元
高
千
穂
国

道
出
張
所
長
）

第
３
節

座
談
会
　「
名
橋
の
道
」
を
拓
く

コ
ラ
ム
　「
宮
崎
の
橋
と
人
の
物
語
」
ほ
か

第
五
章
　
戦
う
道
路
・
国
道
57
号
　
豊
後
街
道
か
ら

４
０
０
年

第
１
節
　
①
　
災
害
と
闘
う
宿
命
の
横
断
国
道

②
　
ル
ポ
・
地
震
被
災
地
現
場
を
行
く

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
松
田
泰
治
熊
本
大
学
大
学
院

教
授
（
熊
本
地
震
被
害
調
査
団
長
）

第
２
節

①
　
土
木
技
術
の
先
駆
者
・
加
藤
清
正

コ
ラ
ム
　
豊
後
街
道
「
九
州
横
断
・
参
勤
交
代
徒
歩

の
旅
」

◎
　
米
国
版
・
横
断
道
路
の
原
点
を
行
く

あ
と
が
き

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
７
巻

写
真
グ
ラ
フ

は
じ
め
に
　
熊
本
地
震
、
献
身
の
復
旧
工
事

第
１
章
　
震
度
７
の
衝
撃

第
１
節
　
阿
蘇
大
橋
が
落
ち
た

第
２
節
　
リ
エ
ゾ
ン
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
出
動

第
３
節
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
長
野
敏
也
・
前
南
阿
蘇

村
村
長

第
４
節
　
救
援
拠
点
に
な
っ
た
「
道
の
駅
」
―
「
道

は
繋
が
っ
て
こ
そ
」

第
２
章
　
熊
本
地
震
・
震
撼
す
る
熊
本
県

第
１
節
　
阿
蘇
へ
の
道
を
探
せ

第
２
節
　
①
　「
は
る
か
ぜ
」
が
飛
び
立
っ
た
。

②
　
救
援
、
復
旧
へ
、
初
動
対
応

第
３
節
　
啓
開
　
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
と
ミ
ル
ク
ロ
ー

ド第
３
章
　
現
場
座
談
会
（
国
交
省
・
熊
本
河
川
国
道

事
務
所
）

第
４
章
　
大
崩
壊

第
１
節
　
①
　
阿
蘇
を
土
砂
災
害
が
襲
う

②
　
惨
状
!
　
国
道
57
号
、
県
道
28
号

③
　
断
層
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
中

③
　
断
層
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
中

④
　
無
人
施
工
で
危
険
土
砂
を
排
除

④
　
無
人
施
工
で
危
険
土
砂
を
排
除

⑤
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
北
園
芳
人
熊
本
大
学
名
誉
教

⑤
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
北
園
芳
人
熊
本
大
学
名
誉
教

授第
２
節
　
①
　
シ
ン
ボ
ル
阿
蘇
大
橋
が
落
橋
し
た

第
２
節
　
①
　
シ
ン
ボ
ル
阿
蘇
大
橋
が
落
橋
し
た

②
　
新
阿
蘇
大
橋
の
位
置
選
択
と
建
設

②
　
新
阿
蘇
大
橋
の
位
置
選
択
と
建
設

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
野
伸
一
九
州
大
学
教
授

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
野
伸
一
九
州
大
学
教
授

④
　
国
道
57
号
の
復
旧
と
新
道
建
設

号
の
復
旧
と
新
道
建
設

⑤
　
踏
ん
張
っ
た
阿
蘇
長
陽
大
橋

⑤
　
踏
ん
張
っ
た
阿
蘇
長
陽
大
橋

第
５
章
　
橋
も
ト
ン
ネ
ル
も
（
県
道

第
５
章
　
橋
も
ト
ン
ネ
ル
も
（
県
道
28
号
）

第
１
節
　
深
手
を
負
っ
た
橋
梁
群
（
県
道

第
１
節
　
深
手
を
負
っ
た
橋
梁
群
（
県
道
28
号
）

第
２
節
　
俵
山
ト
ン
ネ
ル
の
被
災
と
復
旧

第
２
節
　
俵
山
ト
ン
ネ
ル
の
被
災
と
復
旧

第
３
節
　
深
刻
な
河
川
被
害

第
３
節
　
深
刻
な
河
川
被
害

コ
ラ
ム
「
治
水
の
名
人
、
加
藤
清
正
」
ほ
か

コ
ラ
ム
「
治
水
の
名
人
、
加
藤
清
正
」
ほ
か

第
６
章
　
高
速
道
路
が
止
ま
っ
た

第
６
章
　
高
速
道
路
が
止
ま
っ
た

第
１
節
　
死
傷
者
ゼ
ロ
の
奇
跡
―
九
州
道
、
大
分
道

第
１
節
　
死
傷
者
ゼ
ロ
の
奇
跡
―
九
州
道
、
大
分
道

第
２
節
　
１
５
０
㎞
離
れ
た
大
分
道
で
も
被
害

第
２
節
　
１
５
０
㎞
離
れ
た
大
分
道
で
も
被
害

第
３
節
　
２
週
間
の
超
ス
ピ
ー
ド
復
旧

第
３
節
　
２
週
間
の
超
ス
ピ
ー
ド
復
旧

第
７
章
　
傷
付
い
た
熊
本
城

第
７
章
　
傷
付
い
た
熊
本
城

第
１
節
　
熊
本
城
・
鉄
壁
に
「
揺
ら
ぎ
」

第
１
節
　
熊
本
城
・
鉄
壁
に
「
揺
ら
ぎ
」

第
２
節
　
飯
田
丸
五
階
櫓
、
奇
跡
の
隅
石

第
２
節
　
飯
田
丸
五
階
櫓
、
奇
跡
の
隅
石

第
３
節
　
壊
れ
た
石
橋
・
復
旧
に
難
問

第
３
節
　
壊
れ
た
石
橋
・
復
旧
に
難
問

第
４
節
　
①
　
生
か
さ
れ
た
慶
長
地
震
の
体
験

第
４
節
　
①
　
生
か
さ
れ
た
慶
長
地
震
の
体
験

②
　
清
正
熊
本
城
―
地
震
か
ら
再
起
の
勇
気

②
　
清
正
熊
本
城
―
地
震
か
ら
再
起
の
勇
気

第
５
節
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
山
尾
敏
孝
　
熊
本
大
学
教

第
５
節
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
山
尾
敏
孝
　
熊
本
大
学
教

授コ
ラ
ム
「
活
断
層
上
の
建
築
規
制
を
」
ほ
か

コ
ラ
ム
「
活
断
層
上
の
建
築
規
制
を
」
ほ
か

第
８
章
　
大
地
変
動
の
時
代
―
強
靱
な
国
土
を

第
８
章
　
大
地
変
動
の
時
代
―
強
靱
な
国
土
を

第
１
節
　
東
進
作
戦
の
課
題
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

第
１
節
　
東
進
作
戦
の
課
題
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
へ
の
備
え

第
２
節
　
大
地
変
動
の
時
代
、
到
来

第
２
節
　
大
地
変
動
の
時
代
、
到
来

第
３
節
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
西
嶋
泰
義
　
大
分
県
・

第
３
節
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
西
嶋
泰
義
　
大
分
県
・

佐
伯
市
長

コ
ラ
ム
「
釜
石
の
奇
跡
」
ほ
か

コ
ラ
ム
「
釜
石
の
奇
跡
」
ほ
か

復
興
・
復
旧
へ
の
歩
み
（
年
表
）

復
興
・
復
旧
へ
の
歩
み
（
年
表
）

○
総
括
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
強
靭
な
国
土
づ
く
り

○
総
括
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
強
靭
な
国
土
づ
く
り

大
石
久
和
・
日
本
土
木
学
会
会
長
（
平
成

大
石
久
和
・
日
本
土
木
学
会
会
長
（
平
成
29
年
）

「
我
々
は
大
災
害
へ
の
備
え
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き

「
我
々
は
大
災
害
へ
の
備
え
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き

た
」

お
わ
り
に

迅
速
復
旧
―
「
社
会
の
救
急
、
救
命
活
動
」

迅
速
復
旧
―
「
社
会
の
救
急
、
救
命
活
動
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
８
巻

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
８
巻

は
じ
め
に
　「
鋼
鉄
は
い
か
に
鍛
え
ら
れ
る
か
」

は
じ
め
に
　「
鋼
鉄
は
い
か
に
鍛
え
ら
れ
る
か
」

第
一
章
　
あ
け
ぼ
の
の
時
―
雲
仙
・
島
原
道
路
、
や

第
一
章
　
あ
け
ぼ
の
の
時
―
雲
仙
・
島
原
道
路
、
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
挑
戦

ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
挑
戦

第
一
節
　
①
　
雲
仙
・
島
原
道
路
―
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲

第
一
節
　
①
　
雲
仙
・
島
原
道
路
―
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲

線
、
大
型
機
械
の
登
場

線
、
大
型
機
械
の
登
場

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
吉
田
　
保
氏

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
吉
田
　
保
氏

③
　
現
場
証
言
　
甲
斐
辰
美
氏

③
　
現
場
証
言
　
甲
斐
辰
美
氏

第
二
節
　
①
　
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ

第
二
節
　
①
　
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ
イ

②
　
現
場
証
言
　
坂
巻
崇
三
氏

②
　
現
場
証
言
　
坂
巻
崇
三
氏

第
二
章
　
九
州
縦
貫
道
路
の
建
設

第
二
章
　
九
州
縦
貫
道
路
の
建
設

九
州
道
　
第
一
節
　
①
　
九
州
高
速
道
路
時
代
へ
ス

九
州
道
　
第
一
節
　
①
　
九
州
高
速
道
路
時
代
へ
ス

タ
ー
ト

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
藤
田
栄
三
氏

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
藤
田
栄
三
氏

第
二
節
　
①
　
立
ち
は
だ
か
る
特
殊
土
壌

第
二
節
　
①
　
立
ち
は
だ
か
る
特
殊
土
壌

②
　
現
場
証
言
　
黒
木
勝
良
氏

②
　
現
場
証
言
　
黒
木
勝
良
氏

③
　
難
敵
、
灰
土
、
シ
ラ
ス
へ
の
挑
戦

③
　
難
敵
、
灰
土
、
シ
ラ
ス
へ
の
挑
戦

④
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
谷
山
和
則
氏

④
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
谷
山
和
則
氏

宮
崎
道
　
第
三
節
　
①
　
宮
崎
道
―
日
南
層
群
と
宮

宮
崎
道
　
第
三
節
　
①
　
宮
崎
道
―
日
南
層
群
と
宮

崎
層
群

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
瀬
戸
山
邦
雄
氏

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
瀬
戸
山
邦
雄
氏

第
三
章
　
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
・
九
州
横
断
道
路
（
長
崎

第
三
章
　
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
・
九
州
横
断
道
路
（
長
崎

道
、
大
分
道
）

道
、
大
分
道
）

長
崎
道
　
第
一
節
　
①
　
埋
蔵
文
化
財
の
宝
庫
を
行

長
崎
道
　
第
一
節
　
①
　
埋
蔵
文
化
財
の
宝
庫
を
行

く②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
高
島
忠
平
氏

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
高
島
忠
平
氏

第
二
節
　
①
　

第
二
節
　
①
　23

年
か
か
っ
た
延
伸

年
か
か
っ
た
延
伸

②
　
被
災
を
越
え
て
　
日
見
夢
大
橋

②
　
被
災
を
越
え
て
　
日
見
夢
大
橋

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
河
野
正
博
氏

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
河
野
正
博
氏

④
　
鈴
田
橋
「
押
し
出
し
架
橋
」

④
　
鈴
田
橋
「
押
し
出
し
架
橋
」

⑤
　
オ
ラ
ン
ダ
坂
ト
ン
ネ
ル
・
現
場
証
言
、
村
里
静

⑤
　
オ
ラ
ン
ダ
坂
ト
ン
ネ
ル
・
現
場
証
言
、
村
里
静

則
氏

第
三
節
　
①
　
鳥
栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
　
初
の
四
葉

第
三
節
　
①
　
鳥
栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
　
初
の
四
葉

ク
ロ
ー
バ
ー
型

ク
ロ
ー
バ
ー
型

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
北
松
輝
喜
氏
、
現
場
証
言
・

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
北
松
輝
喜
氏
、
現
場
証
言
・

園
田
郁
善
氏

園
田
郁
善
氏

大
分
道
　
第
四
節
　
①
　
高
原
と
山
岳
を
走
る
横
断

大
分
道
　
第
四
節
　
①
　
高
原
と
山
岳
を
走
る
横
断

道②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
佐
竹
　
正
行
氏・現
場
諸
言・

②
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
佐
竹
　
正
行
氏・現
場
諸
言・

渡
辺
明
氏

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
鶴
窪
　
廣
洋
氏

③
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
鶴
窪
　
廣
洋
氏

第
四
章

九
州
最
長
の
東
九
州
道

九
州
最
長
の
東
九
州
道

第
一
節
　
宿
願
、
東
九
州
道
。
早
生
隆
彦
物
語

第
一
節
　
宿
願
、
東
九
州
道
。
早
生
隆
彦
物
語

第
二
節
　
生
み
の
苦
し
み
、
東
九
州
道

第
二
節
　
生
み
の
苦
し
み
、
東
九
州
道50

年

第
三
節
　
①
　
中
央
構
造
線
を
越
え
る
・
佐
伯
〜
北

第
三
節
　
①
　
中
央
構
造
線
を
越
え
る
・
佐
伯
〜
北

川
間

②
　
最
後
の
壁
　
佐
伯
ト
ン
ネ
ル

②
　
最
後
の
壁
　
佐
伯
ト
ン
ネ
ル

第
四
節
　
①
　
宮
崎
県
の
特
殊
土
壌
―
宮
崎
層
群
と

第
四
節
　
①
　
宮
崎
県
の
特
殊
土
壌
―
宮
崎
層
群
と

日
南
層
群

②
　
新
名
橋
ル
ー
ト
の
登
場

②
　
新
名
橋
ル
ー
ト
の
登
場

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
北
田
正
彦
氏
（
元
西
日
本
高
速

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
北
田
正
彦
氏
（
元
西
日
本
高
速

（
株
）
九
州
支
社
長
）　

（
株
）
九
州
支
社
長
）　

●
時
代
を
築
い
た
高
速
道
路
（
樗
木
武
・
九
州
大
学

●
時
代
を
築
い
た
高
速
道
路
（
樗
木
武
・
九
州
大
学

名
誉
教
授
）

第
五
章

総
括
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
谷
口
博
昭
氏

総
括
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
谷
口
博
昭
氏

（
日
本
道
路
協
会
会
長
）

（
日
本
道
路
協
会
会
長
）

あ
と
が
き
　「
地
域
史
を
め
く
る
高
速
道
路
」

あ
と
が
き
　「
地
域
史
を
め
く
る
高
速
道
路
」

◎玉川孝道略歴
１９４０年生まれ、鹿児島県出身。１９６３年九州大学法
学部卒業、西日本新聞社（編集局）入社、ワシントン特派
員、地域報道部長、東京編集長、編集局長、副社長、西日
本新聞会館社長。日本風景街道戦略委員、九州風景街道推
進会議副代表、道守九州副代表世話人。著書、共著に「誰
が一億の命を守るのか」「我が紙つぶて」「常識を超える」「命
を守る」他多数。



　
　
　
　
　
　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
Ⅸ
発
刊
に
あ
た
っ
て
」

（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
で
は
、
そ
の
前
身
の
（
社
）
九
州
建
設
弘
済
会
の
時
代
か
ら
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
土
木
遺
産
の
発
掘
調
査
の
取
組

を
始
め
、
九
州
地
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
土
木
施
設
を
対
象
に
と
り
ま
と
め
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
土
木
遺
産
含
む
数
々
の
土
木
施
設
の
建
設
に
長
年
に
わ
た
り
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
取
組
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」

と
し
て
、
第
八
巻
ま
で
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
九
巻
「
原
点
か
ら
」
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
自
然
災
害
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
土
木
技
術
の
伝
播
と
い
う
三
つ
の
切
り
口
か
ら
捉
え
る
と
と
も

に
携
わ
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
達
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
原
点
Ⅰ
で
は
、
先
の
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
か
ら
学
ぶ
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
を
、
原
点
Ⅱ
で
は
、
九
州
の
中
枢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
五

つ
の
動
脈
が
果
た
す
役
割
を
、
さ
ら
に
原
点
Ⅲ
で
は
、
近
代
か
ら
古
代
官
道
に
至
る
道
づ
く
り
の
系
譜
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
巻
末
に
は
九
州
が
た
ど
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
談
義
し
た
座
談
会
（
平
成
二
十
八
年
開
催
）
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
初

刊
か
ら
ご
尽
力
戴
い
た
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
九
州
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
全
国
の
趨
勢
に
照
ら
し
な
が
ら
振
り
返
り
、
次
代
に
繋

ぐ
貴
重
な
知
見
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
新
土
木
遺
産
と
し
て
平
成
二
十
三
年
か
ら
編
集
を
続
け
て
き
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
は
、
各
巻
ご
と
に
読
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
時
に

は
ア
ー
カ
イ
ブ
的
な
技
術
資
料
と
し
て
、
ま
た
は
語
り
継
ぐ
困
難
工
事
へ
の
技
術
者
の
熱
き
闘
い
の
物
語
と
し
て
、
そ
の
貢
献
度
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
国
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
を
認
識
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
活
躍
す
る
若
手
技
術
者
の
機
運

向
上
と
啓
発
活
動
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
を
祈
念
し
て
最
終
巻
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）　
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長
　
田
中
　
慎
一
郎
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